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〈
凡
例
〉

一
、
聖
教
・
史
資
料
の
引
用
文
の
漢
字
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
新
字
通
行
体
で
統
一
し
た
。
ま
た
、
読
解
の
便
を

図
っ
て
返
点
、
清
濁
は
現
行
の
も
の
に
あ
ら
た
め
、
適
宜
句
読
点
等
の
約
物
を
補
っ
た
。
ま
た
、
引
用
文
中
の
傍

線
・
太
字
は
す
べ
て
筆
者
に
よ
る
。

二
、
漢
文
を
引
用
す
る
際
、
改
行
二
字
下
げ
で
引
用
す
る
場
合
は
基
本
的
に
そ
の
ま
ま
示
し
た
が
、
短
文
を
「

」
で

引
用
す
る
場
合
は
必
要
に
応
じ
て
、
私
に
読
み
下
し
て
示
し
た
。

三
、
引
用
文
中
に
示
し
た
記
号
の
意
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

［

］
→
括
弧
内
は
細
字
、
／
→
改
行
箇
所
、
（
※

）
→
筆
者
に
よ
る
註
記
、
…
→
中
略
箇
所

四
、
引
用
典
籍
の
略
称
は
以
下
の
よ
う
に
統
一
し
た
。

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
→
『
大
正
蔵
』
、『
増
補
改
訂
日
本
大
蔵
経
』
→
『
日
蔵
』
、『
真
宗
全
書
』
→
『
真
全
』
、『
真

宗
大
系
』
→
『
真
大
』
、『
浄
土
真
宗
聖
典
（
註
釈
版
第
二
版
）
』
→
『
註
釈
版
』
、
『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
→
『
聖

典
全
書
』
、
『
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
』
→
『
定
親
全
』
、
『
真
宗
史
料
集
成
』
→
『
史
料
集
成
』
、
『
増
補
親
鸞
聖
人
真

蹟
集
成
』
→
『
真
蹟
集
成
』
、『
影
印
高
田
古
典
』
→
『
高
田
古
典
』
、『
浄
土
宗
全
書
』（
山
喜
房
版
）
→
『
浄
全
』
、

『
法
然
上
人
伝
全
集
』
→
『
法
伝
全
』
、
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
→
『
印
仏
研
』

そ
の
他
の
略
称
に
つ
い
て
は
適
宜
、
本
文
中
に
示
し
た
。



序

論
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本
研
究
の
目
的
は
、
鎌
倉
浄
土
教
の
中
に
お
い
て
親
鸞
思
想
は
い
か
に
形
成
さ
れ
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
有

す
る
の
か
、
同
時
代
的
視
野
か
ら
再
検
討
を
行
う
こ
と
に
あ
る
。
真
宗
学
で
は
し
ば
し
ば
、
親
鸞
思
想
の
成
立
を
解
釈

す
る
方
法
の
一
つ
と
し
て
「
伝
統
と
己
証
」
も
し
く
は
「
伝
承
と
己
証
」
の
名
目
を
用
い
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
龍
樹

・
天
親
・
曇
鸞
・
道
綽
・
善
導
・
源
信
・
源
空
と
続
く
七
祖
の
相
承
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
思
想
（
伝
統
）
と
、
親
鸞

独
自
の
発
揮
で
あ
る
思
想
（
己
証
）
の
二
つ
の
要
素
に
よ
っ
て
親
鸞
思
想
は
形
成
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
大

原
性
実
は
『
真
宗
教
学
の
伝
統
と
己
証
』
（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
六
五
年
）
に
お
い
て
、

仏
教
諸
宗
派
の
開
祖
と
同
じ
く
、
親
鸞
聖
人
に
お
い
て
も
、
教
義
組
織
に
当
つ
て
は
、
常
に
伝
統
を
重
ん
じ

ら
れ
た
が
、
そ
の
伝
承
の
上
に
恒
に
新
生
面
の
発
揮
を
意
図
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
所
謂
聖
人
の
御
己
証
と
し

て
人
口
に
膾
灸
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
伝
統
の
教
義
と
己
証
の
発
揮
と
が
、
親
鸞
教
学
の
各
部
面
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に
交
錯
し
、
宛
か
も
錦
繍
を
織
り
な
せ
る
一
幅
の
曼
荼
羅
の
如
き
景
観
を
呈
す
る
の
で
あ
る
。

(1)

と
、
親
鸞
思
想
は
七
祖
相
承
の
伝
統
を
基
盤
に
し
つ
つ
独
自
の
発
揮
で
あ
る
己
証
を
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
前

提
に
立
ち
、
論
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
村
上
速
水
は
『
親
鸞
教
義
の
研
究
』
（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
六
八
年
）
の
中

で
「
伝
承
と
己
証
」
の
関
係
性
に
つ
い
て
、

伝
承
は
妄
従
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
己
証
は
独
断
で
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
即
ち
一
貫
し
た
も
の
で
あ
り
な
が

ら
、
後
は
前
を
超
え
て
ゆ
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
連
続
の
非
連
続
と
い
わ
れ
る
も
の
、
そ
れ
が
伝

統
の
内
容
で
あ
ろ
う
。
若
し
親
鸞
教
義
が
単
な
る
相
承
の
義
に
終
始
す
る
な
ら
ば
、
己
証
の
意
味
は
失
わ
れ

て
、
わ
れ
わ
れ
が
親
鸞
を
も
っ
て
宗
祖
と
仰
ぐ
根
本
的
意
味
は
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
反
対
に
、
相

承
を
無
視
し
た
単
な
る
己
証
の
義
に
終
っ
て
し
ま
う
な
ら
ば
、
「
愚
禿
す
す
む
る
と
こ
ろ
さ
ら
に
私
な
し
」

と
い
う
彼
の
表
白
の
言
葉
は
全
く
無
意
味
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
説
を
も
っ
て
背
師
自
立
な
り
と
す

る
他
か
ら
の
非
難
に
も
抗
弁
す
る
余
地
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

(2)

と
、
「
伝
承
と
己
証
」
に
一
貫
性
が
な
け
れ
ば
、
親
鸞
の
己
証
に
価
値
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
評
し
て
い
る
。

(3)

親
鸞
思
想
の
形
成
に
は
七
祖
に
お
け
る
相
承
が
大
勢
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
筆
者
も
異
論
は
無
い
が
、
一
方
で
親
鸞

在
世
時
に
は
親
鸞
門
弟
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
異
義
・
異
解
が
あ
り
、
ま
た
法
然
教
団
を
批
評
す
る
仏
教
者
な
ど
、
外
部

か
ら
の
批
判
が
惹
起
し
て
い
る
こ
と
も
看
過
で
き
な
い
。
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本
研
究
で
は
、
七
祖
相
承
と
い
っ
た
浄
土
教
の
法
脈
よ
り
親
鸞
思
想
の
形
成
過
程
を
考
察
す
る
と
い
う
従
来
の
視
角

を
基
礎
と
し
つ
つ
、
親
鸞
の
同
時
代
に
い
か
な
る
思
想
が
流
布
し
、
い
か
な
る
状
況
下
の
中
で
著
作
そ
れ
ぞ
れ
が
撰
述

さ
れ
た
の
か
と
い
う
視
角
よ
り
親
鸞
思
想
の
形
成
過
程
を
考
察
し
、
親
鸞
の
思
想
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う

事
象
や
思
想
を
取
り
上
げ
新
た
な
視
角
を
提
示
し
、
親
鸞
思
想
の
形
成
に
つ
い
て
再
構
築
を
図
る
。
こ
の
よ
う
な
視
角

は
、
前
田
慧
雲
が
既
に
「
宗
学
研
究
に
就
て
同
窓
会
諸
君
に
白
す
」(

『
六
条
学
報
』
六
、
一
九
〇
一
年)

に
お
い
て
、

或
る
一
の
説
に
就
て
、
啻
に
宗
内
相
承
の
論
釈
中
に
の
み
、
そ
の
関
係
を
求
め
ず
し
て
、
広
く
当
時
の
時
情

に
照
ら
し
遍
く
当
時
の
学
説
に
照
ら
し
て
、
そ
の
関
係
発
達
を
研
究
す
る
こ
と
に
改
め
た
し(4)

と
提
唱
し
て
い
る
が
、
未
だ
に
そ
の
よ
う
な
視
角
か
ら
の
検
討
は
十
全
に
為
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
見
受
け
ら
れ
る
。
近

年
で
も
池
本
重
臣
が
『
親
鸞
教
学
の
教
理
史
的
研
究
：
池
本
重
臣
遺
稿
』（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
六
九
年
）
に
お
い
て
、

従
来
の
宗
学
な
ら
び
に
真
宗
学
で
は
、
三
経
七
祖
の
教
学
と
宗
祖
の
教
学
が
一
貫
し
て
い
る
こ
と
を
明
か
に

す
る
た
め
に
多
く
の
努
力
が
払
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
歴
史
的
研
究
の
進
ん
で
い
な
か
っ
た
時
代
と
し
て

は
無
理
も
な
か
っ
た
が
、
今
後
は
三
経
・
七
祖
・
宗
祖
の
教
学
を
教
理
史
的
立
場
か
ら
研
究
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
殊
性
・
独
自
性
も
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

(5)

と
の
視
角
を
提
示
し
、
さ
ら
に
殿
内
恒
は
「
真
宗
文
献
学
を
考
え
る
：
教
学
の
基
盤
と
し
て
」(

『
真
宗
研
究
会
紀
要
』
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四
五
、
二
〇
一
三
年)

の
中
で
文
献
研
究
の
意
義
に
つ
い
て
、

「
真
宗(

＝
教
え)

」
を
前
提
に
置
く
の
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
文
献
自
体
が
持
っ
て
い
る
、
そ
こ
に
含
ま
れ

る
意
味
の
全
体
像
を
踏
ま
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
…
そ
の
書
い
た
背
景
、
歴
史
的
な
背
景
あ
る

い
は
思
想
的
な
背
景
、
書
い
た
と
き
の
状
況
、
書
い
た
動
機
、
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
要
素
が
合
わ
さ
っ
て
文
献

と
い
う
も
の
が
存
在
し
、
そ
の
中
に
示
さ
れ
て
い
る
真
宗
と
い
う
教
え
が
は
じ
め
て
そ
こ
に
あ
る
ん
だ
と
い

う
、
そ
う
い
っ
た
全
体
、
総
体
を
踏
ま
え
る
と
い
う
こ
と
。
あ
ら
か
じ
め
、
こ
う
い
う
真
宗
の
教
え
が
あ
る
、

と
い
う
目
で
文
献
を
見
る
と
い
う
よ
り
、
そ
の
文
献
の
全
体
像
を
踏
ま
え
て
い
く
中
で
、
真
宗
と
い
う
教
え

を
見
出
し
て
い
く
。
そ
う
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
が
「
文
献
学
」
と
い
う
言
葉
に
本
来
含
ま
れ
る
べ
き(6)

と
、
広
い
視
野
を
も
っ
て
文
献
を
扱
う
べ
き
で
あ
る
と
提
唱
し
て
い
る
。
本
論
文
で
は
、
こ
の
よ
う
な
視
角
に
つ
い
て

具
体
例
を
出
し
つ
つ
、
そ
の
妥
当
性
を
検
証
す
る
こ
と
も
同
時
に
目
標
と
し
た
い
。


␓

ষ
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現
今
、
親
鸞
思
想
は
さ
ま
ざ
ま
な
視
角
よ
り
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
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ら
、
本
研
究
の
趣
旨
で
あ
る
「
鎌
倉
浄
土
教
の
展
開
の
中
、
親
鸞
思
想
は
い
か
な
る
状
況
下
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
の

か
」
の
視
角
に
立
脚
す
る
な
ら
ば
、
池
本
重
臣
が
前
掲
書
に
て
、

親
鸞
聖
人
の
教
学
も
一
時
に
成
立
し
た
も
の
で
な
く
て
、
壮
年
時
代
の
観
経
小
経
註
や
、
法
然
上
人
の
教
学

と
関
係
深
い
西
方
指
南
抄
に
は
、
未
だ
聖
人
の
独
自
の
教
学
は
明
確
化
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
帰
洛

以
前
に
初
稿
本
の
成
立
が
考
え
ら
れ
、
そ
の
後
の
補
筆
改
訂
に
よ
っ
て
七
十
四
歳
頃
に
脱
稿
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
本
典
と
、
そ
の
後
十
年
近
く
を
経
て
善
鸞
事
件
に
よ
っ
て
動
揺
し
て
い
る
東
国
門
弟
に
対
し
て
示
さ

れ
た
聖
教
・
法
語
・
書
簡
と
の
間
に
教
学
の
表
現
に
差
異
が
生
じ
て
は
い
な
い
か
。
宗
祖
の
教
学
の
歴
史
的

背
景
の
研
究
等
、
今
後
の
課
題
と
な
る
も
の
も
多
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

(7)

と
述
べ
る
よ
う
に
、
師
で
あ
る
法
然
の
思
想
が
い
か
に
展
開
さ
れ
、
親
鸞
の
も
と
で
独
自
の
思
想
を
形
成
す
る
に
至
っ

た
の
か
、
と
い
う
視
角
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
そ
の
独
自
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
石

田
充
之
が
『
日
本
浄
土
教
の
研
究
』
（
百
華
苑
、
一
九
五
二
年
）
に
お
い
て
述
べ
る
よ
う
に
、

親
鸞
聖
人
の
教
学
が
、
法
然
上
人
を
承
け
、
法
然
門
下
全
体
を
背
景
と
す
る
こ
と
に
於
て
、
如
何
に
必
然
的

に
形
成
さ
れ
て
ゆ
き
、
如
何
な
る
体
系
を
構
成
し
、
如
何
な
る
地
位
と
特
殊
性
を
示
す
に
至
つ
た
か
に
つ
き

言
及(8)
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す
る
と
い
う
視
角
も
必
要
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
本
研
究
は
鎌
倉
浄
土
教
研
究
の
中
、
親
鸞
思
想
の
解
明
を
主
眼
に
置

い
た
法
然
門
流
研
究
で
も
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
今
ま
で
鎌
倉
浄
土
教
研
究
が
い
か
な
る
展
開
を
行
っ
て
き
た
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
廣
川
堯
敏
が

『
鎌
倉
浄
土
教
の
研
究
』
（
文
化
書
院
、
二
〇
一
四
年
）
に
て
体
系
的
に
論
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
廣
川
に
よ
れ

ば
、
鎌
倉
浄
土
教
研
究
と
は
、

①
鎌
倉
浄
土
教
全
般
の
研
究

②
法
然
及
び
門
下
の
個
人
研
究

③
専
修
念
仏
義
の
展
開
を
め
ぐ
る
諸
問
題

の
三
に
大
別
で
き
る
と
す
る
。
そ
の
中
で
親
鸞
研
究
は
②
「
法
然
及
び
門
下
の
個
人
研
究
」
の
中
、「
法
然
門
下
全
般
」

研
究
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
し
、
「
浄
土
真
宗
で
は
伝
統
的
に
門
下
を
比
較
研
究
し
た
上
で
、
親
鸞
教
学
に
結
論
を
導

い
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
西
山
・
鎮
西
・
真
宗
三
家
の
比
較
研
究
の
伝
統
で
あ
る
」
と
す
る
。

(9)

廣
川
の
指
摘
通
り
、
法
然
門
流
研
究
の
中
に
お
け
る
親
鸞
研
究
と
は
、
浄
土
教
他
流
と
の
比
較
研
究
に
主
軸
が
置
か
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れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
を
全
て
挙
げ
れ
ば
枚
挙
に
遑
が
無
い
の
で
、
真
宗
学
に
絞
っ
て
先
行
研
究
を
概
観
し
た
い
。
ま
ず
、

杉
紫
朗
は
『
西
鎮
教
義
概
論
』
（
仏
教
大
学
、
一
九
二
二
年
）
に
よ
っ
て
西
山
・
鎮
西
の
伝
統
的
な
教
義
に
つ
い
て
組

織
的
に
概
観
し
、
真
宗
教
義
と
の
差
異
を
明
確
化
す
る
。
次
に
、
安
井
広
度
『
法
然
門
下
の
教
学
』
（
法
蔵
館
、
一
九

六
八
年
［
初
版
：
一
九
三
八
年
］
）
で
は
当
時
、
幸
西
・
長
西
・
隆
寛
に
関
す
る
新
出
史
料
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
承

け
、
弁
長
・
証
空
に
加
え
て
幸
西
・
隆
寛
・
長
西
を
対
象
に
加
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
判
論
や
諸
行
往
生
論
、
念
仏
往

生
論
等
に
つ
い
て
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
、
法
然
門
流
に
お
け
る
親
鸞
の
地
位
は
い
か
な
る
も
の
か
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
試
み
て
い
る
。
そ
し
て
安
井
を
更
に
徹
底
化
さ
せ
た
の
が
石
田
充
之
に
よ
る
一
連
の
研
究
で
あ
る
。

ま
ず
石
田
は
『
日
本
浄
土
教
の
研
究
』
（
百
華
苑
、
一
九
五
二
年
）
に
お
い
て
、
仏
教
伝
来
以
降
の
日
本
浄
土
教
の

展
開
を
網
羅
的
に
検
討
し
、
さ
ら
に
法
然
門
流
の
中
か
ら
隆
寛
・
証
空
・
幸
西
・
弁
長
・
長
西
・
親
鸞
、
ま
た
南
都
か

ら
静
遍
・
良
遍
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
教
観
・
阿
弥
陀
仏
因
果
論
・
衆
生
因
果
論
等
を
比
較
し
、
親
鸞
は
法
然

門
流
一
般
の
中
で
純
他
力
の
立
場
に
徹
底
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
『
浄
土
教
思
想
入
門
』
（
百
華
苑
、

一
九
五
六
年
）
で
は
、
融
通
念
仏
宗
や
時
宗
、
南
都
北
嶺
の
浄
土
教
を
含
め
た
日
本
浄
土
教
全
体
の
構
造
に
つ
い
て
概

説
し
、
日
本
浄
土
教
全
体
の
中
に
お
け
る
親
鸞
の
立
ち
位
置
を
明
確
化
し
て
い
る
。
ま
た
『
浄
土
教
理
史
』
（
平
楽
寺

書
店
、
一
九
六
二
年
）
で
は
、
法
然
門
流
の
中
、
隆
寛
・
証
空
・
幸
西
・
弁
長
・
長
西
・
親
鸞
の
浄
土
教
観
・
本
願
観
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・
念
仏
観
を
比
較
し
、
諸
師
に
比
し
て
親
鸞
が
念
仏
諸
行
廃
立
論
に
つ
い
て
よ
り
徹
底
す
る
立
場
に
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。
ま
た
、
『
鎌
倉
浄
土
教
成
立
の
基
礎
研
究
』
（
百
華
苑
、
一
九
六
六
年
）
で
は
、
法
然
門
流
の
初
期
教
学

の
形
成
過
程
を
「
生
誕
確
立
期
」
「
拡
充
反
論
期
」
「
育
成
妥
協
期
」
「
完
成
妥
協
期
」
の
四
期
に
分
け
て
論
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
に
法
然
門
流
諸
師
を
分
類
す
る
。
す
な
わ
ち
「
拡
充
反
論
期
」
は
隆
寛
・
証
空
・
幸
西
の
他
力
高
調
派
に
よ
る
教

学
形
成
期
で
あ
り
、「
育
成
拡
充
期
」
は
弁
長
な
ど
の
自
力
高
調
派
の
教
学
形
成
期
で
あ
り
、
そ
し
て
「
完
成
妥
協
期
」

に
は
自
力
強
調
徹
底
派
の
長
西
及
び
他
力
強
調
徹
底
派
で
あ
る
親
鸞
の
教
学
形
成
期
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
、
法
然
門
流

初
期
教
学
の
基
礎
的
原
理
観
は
い
か
な
る
も
の
か
解
明
を
試
み
て
い
る
。
最
後
に
『
法
然
上
人
門
下
の
浄
土
教
学
の
研

究
』
上
巻
・
下
巻
（
大
東
出
版
社
、
一
九
七
九
年
）
で
は
、
隆
寛
・
証
空
・
幸
西
・
弁
長
・
長
西
・
静
遍
・
良
遍
・
親

鸞
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
義
に
つ
い
て
緻
密
に
検
討
し
た
上
で
、
法
然
門
流
の
思
想
に
つ
い
て
「
浄
土
門
的
他

力
高
調
派
」
「
浄
土
門
的
自
力
高
調
派
」
「
聖
道
門
的
自
力
高
調
派
」
と
い
う
分
類
を
提
示
し
、
親
鸞
の
思
想
を
「
浄

土
門
的
他
力
高
調
派
」
で
あ
る
と
位
置
付
け
て
い
る
。

こ
れ
ら
石
田
充
之
の
論
考
を
承
け
た
浅
井
成
海
は
、
『
浄
土
教
入
門
―
法
然
上
人
と
そ
の
門
下
の
教
学
―
』
（
本
願

寺
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
で
は
、
弁
長
・
証
空
・
親
鸞
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
本
願
、
念
仏
、
信
心
、
菩
提
心
、

平
生
と
臨
終
、
臨
終
来
迎
、
人
間
観
、
他
力
の
項
目
か
ら
比
較
し
、
親
鸞
思
想
の
特
徴
を
明
か
し
て
い
る
。
更
に
『
法

然
と
そ
の
門
弟
の
教
義
研
究
―
法
然
の
基
本
教
義
の
継
承
と
展
開
―
』
（
永
田
文
昌
堂
、
二
〇
〇
四
年
）
で
は
、
上
記
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の
他
に
教
判
論
、
現
世
利
益
論
に
つ
い
て
も
論
じ
、
弁
長
・
証
空
に
比
し
て
親
鸞
が
ど
の
よ
う
に
法
然
思
想
を
相
承
し

た
の
か
、
そ
し
て
そ
の
特
色
は
何
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
論
考
に
よ
っ
て
法
然
門
流
全
般
の
比
較
研
究
を
行
う
中
で
親
鸞
思
想
が
い
か
に
成
立
し
た
か
種
々
論
じ
ら

れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
は
、
親
鸞
と
そ
の
他
の
法
然
門
流
と
の
有
機
的
な

つ
な
が
り
に
つ
い
て
は
論
究
さ
れ
て
い
な
い
観
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
然
門
流
全
体
を
並
列
的
・
個
別
的
に
研
究
す

る
こ
と
に
終
始
し
て
お
り
、
例
え
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
門
弟
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
教
学
的
接
点
を
持
ち
、
彼
ら
が
ど
の
よ
う

に
自
身
の
教
学
形
成
に
影
響
し
た
か
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
研
究
で
は
親

鸞
浄
土
教
が
、
他
の
門
弟
や
浄
土
教
者
と
ど
の
よ
う
な
関
係
性
を
有
し
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
親
鸞
教
学
の
形
成
に

寄
与
し
た
か
に
主
眼
を
置
き
な
が
ら
親
鸞
浄
土
教
を
再
検
討
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

␟

␠

ཨ
ಠ
ཱི
ଅ
ઇ
ଢ଼

प
उ
ऐ
ॊ

∹
ଢ଼


一
方
で
、
鎌
倉
浄
土
教
（
も
し
く
は
そ
れ
を
包
括
す
る
鎌
倉
新
仏
教
と
い
う
枠
組
み
）
全
般
に
か
か
る
問
題
の
中
か

ら
親
鸞
を
取
り
上
げ
、
鎌
倉
浄
土
教
に
お
け
る
親
鸞
の
位
置
付
け
を
考
察
す
る
趣
き
も
あ
る
。
い
く
つ
か
例
示
し
て
み

よ
う
。
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（
１
）
宋
代
浄
土
教

先
掲
の
廣
川
『
鎌
倉
浄
土
教
の
研
究
』
に
「
先
行
研
究
史
」
と
し
て
、
鎌
倉
浄
土
教
に
お
け
る
宋
代
浄
土
教
の
受
容

に
関
す
る
研
究
の
中
で
親
鸞
浄
土
教
に
関
す
る
言
及
が
見
ら
れ
る
。

服
部
英
淳
「
宋
代
浄
土
教
典
籍
の
渡
来
」
（
『
浄
土
教
思
想
論
』
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
七
四
年
所
収
）
で
は
、
俊

乗
房
重
源
や
長
西
な
ど
の
法
然
門
下
と
宋
代
浄
土
教
文
献
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
論
じ
る
中
で
、
親
鸞
二
双
四
重
判
と

『
楽
邦
文
類
』
と
の
関
係
性
に
注
目
し
て
い
る
。
ま
た
、
石
田
充
之
『
親
鸞
教
学
の
基
礎
的
研
究
』
（
永
田
文
昌
堂
、

一
九
七
〇
年
）
で
は
鎌
倉
浄
土
教
と
宋
代
浄
土
教
と
の
関
係
性
に
関
し
て
種
々
論
じ
る
中
で
、
訓
詁
的
も
し
く
は
補
足

的
註
釈
を
行
う
他
の
法
然
門
下
に
比
し
て
、
親
鸞
に
お
け
る
宋
代
浄
土
教
の
受
容
は
、
善
導
・
法
然
義
を
助
顕
し
、
大

乗
仏
教
的
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
の
内
面
的
な
受
容
で
あ
り
、
き
わ
め
て
重
要
な
意
義
が
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
ま
た

高
雄
義
堅
「
宋
代
浄
土
教
典
籍
と
我
国
諸
家
の
態
度
」
（
『
宋
代
仏
教
史
の
研
究
』
百
華
苑
、
一
九
七
五
年
所
収
）
で

は
、
西
山
や
鎮
西
、
親
鸞
な
ど
法
然
門
流
諸
師
に
お
け
る
宋
代
浄
土
教
の
文
献
受
容
の
特
色
に
つ
い
て
詳
述
し
、
鎌
倉

浄
土
教
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
藤
原
正
語
「
法
然
門
下
に
於
け
る
宋
代
浄
土
教
受
容
の
意
義
」
（
『
龍
谷
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
人
文
学
研

究
』
一
一
、
一
九
九
〇
年
）
や
堀
祐
彰
「
親
鸞
に
お
け
る
宋
代
浄
土
教
受
容
に
つ
い
て
」
（
『
印
仏
研
』
四
四-

一
、
一
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九
九
五
年
）
で
は
親
鸞
の
宋
代
浄
土
教
文
献
の
受
容
は
、
そ
の
背
景
に
貞
慶
や
明
恵
と
い
っ
た
南
都
仏
教
に
よ
る
法
然

批
判
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
反
駁
の
引
証
と
し
て
宋
代
浄
土
教
文
献
の
受
容
に
意
義
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
論
し
て
い
る
。

（
２
）
天
台
本
覚
思
想

天
台
本
覚
思
想
と
親
鸞
思
想
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
真
宗
に
限
ら
ず
仏
教
学
全
般
の
中
で
頻
繁
に
論
じ
ら
れ
て

き
た
。
一
々
を
挙
げ
れ
ば
枚
挙
に
遑
が
無
い
た
め
、
こ
こ
で
は
鎌
倉
浄
土
教
も
し
く
は
鎌
倉
新
仏
教
全
般
に
つ
い
て
取

り
扱
う
論
考
を
取
り
上
げ
る
。

最
初
に
天
台
本
覚
思
想
研
究
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
の
は
島
地
大
等
で
あ
る
。
島
地
は
『
思
想
と
信
仰
』
（
明
治
書

院
、
一
九
二
八
年
）
「
本
覚
門
の
信
仰
」
の
中
で
、
古
今
南
北
の
仏
教
を
本
覚
門
と
始
覚
門
に
分
け
、
本
覚
門
の
信
仰

を
日
本
仏
教
の
特
色
で
あ
る
と
評
し
、
そ
の
信
仰
は
「
下
つ
て
鎌
倉
時
代
の
親
鸞
聖
人
の
真
宗
・
日
蓮
上
人
の
日
蓮
宗

が
真
に
本
覚
門
の
信
仰
を
鼓
吹
さ
れ
た
も
の
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
」
と
親
鸞
を
評
し
て
い
る
。
さ
ら
に
『
天
台
教
学

(10)

史
』
（
明
治
書
院
、
一
九
二
九
年
）
で
は
、
中
古
天
台
の
念
仏
思
想
を
相
承
す
る
者
と
し
て
法
然
門
流
を
取
り
上
げ
、

そ
の
中
で
も
証
空
の
往
生
正
覚
倶
時
説
や
親
鸞
の
信
一
念
等
の
理
解
は
本
覚
思
想
と
完
全
に
一
致
、
も
し
く
は
極
め
て

近
似
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
井
上
光
貞
『
日
本
浄
土
教
成
立
史
の
研
究
』
（
山
川
出
版
社
、
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一
九
五
七
年
）
で
は
中
古
天
台
教
学
の
一
念
往
生
説
が
親
鸞
や
幸
西
の
行
信
論
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
を
指
摘
し
、

重
松
明
久
『
日
本
浄
土
教
成
立
過
程
の
研
究
』
（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
六
四
年
）
が
、
こ
の
一
念
往
生
説
と
法
然
門
流

と
の
影
響
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
を
加
え
た
結
果
、
親
鸞
は
法
華
系
本
覚
思
想
よ
り
も
般
若
系
口
伝
法
門
の
影
響
が
強

い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
し
か
し
、
田
村
芳
朗
『
鎌
倉
新
仏
教
思
想
の
研
究
』
（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
六

五
年
）
で
は
、
天
台
本
覚
思
想
と
鎌
倉
新
仏
教
諸
師
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
、
親
鸞
の
思
想
基
盤
は
本
覚
思
想
と

同
様
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
法
然
は
「
絶
対
門
か
ら
相
対
門
へ
」
の
方
向
性
を
思
想
的
特
色
と

し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
親
鸞
は
「
む
し
ろ
不
二
絶
対
論
に
逆
転
し
て
い
る
感
を
あ
た
え
る
」
と
い
う
特
徴
が
あ

(11)

る
こ
と
を
を
指
摘
し
、
そ
の
例
と
し
て
如
来
等
同
説
や
一
念
信
心
、
平
生
業
成
な
ど
の
説
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
西
村

(12)

冏
紹
・
末
木
文
美
士
『
観
心
略
要
集
の
新
研
究
』
（
百
華
苑
、
一
九
九
二
年
）
は
、
源
信
作
と
伝
え
ら
れ
る
『
観
心
略

要
集
』
に
着
目
し
天
台
本
覚
思
想
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
、
本
書
に
説
か
れ
る
理
論
が
法
然
に
お
け
る
念
仏
勝
行
説
に

影
響
し
て
い
る
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
そ
の
上
で
末
木
は
本
書
の
理
論
が
「
親
鸞
の
現
世
正
定
聚
の
思
想
に

も
影
響
し
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
天
台
本
覚
思
想
と
親
鸞
思
想
と

(13)

の
関
係
性
は
さ
ま
ざ
ま
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
覚
思
想
に
つ
い
て
は
松
本
史
朗
や
袴
谷
憲
昭
に
よ
っ
て
批
判
が
な

(14)

(15)

さ
れ
て
い
た
り
、
ま
た
親
鸞
思
想
と
天
台
本
覚
思
想
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
現
在
で
も
議
論
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
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あ
る
。

(16)

（
３
）
顕
密
体
制
論

「
顕
密
体
制
論
」
と
は
、
周
知
の
通
り
黒
田
俊
雄
『
日
本
中
世
の
国
家
と
宗
教
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
）
「
中

世
に
お
け
る
顕
密
体
制
の
展
開
」
に
て
提
唱
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
主
流
で
あ
っ
た
鎌
倉
新
仏
教
中
心
史
観
を

批
判
し
、
旧
来
の
「
旧
仏
教
」
「
新
仏
教
」
と
い
う
枠
組
み
の
代
わ
り
に
「
顕
密
」
と
い
う
枠
組
み
を
新
た
に
提
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
以
降
、
顕
密
体
制
論
に
つ
い
て
多
く
の
論
考
が
提
示
さ
れ
る
が
、
親
鸞
思
想
と
の
関
係
性
を
論
じ
る

上
で
特
出
す
べ
き
は
平
雅
行
『
日
本
中
世
の
社
会
と
仏
教
』
（
塙
書
房
、
一
九
九
二
年
）
で
あ
る
。
本
書
で
は
ま
ず
黒

田
を
承
け
、
新
仏
教
で
あ
る
法
然
浄
土
宗
を
「
異
端
的
浄
土
教
」
で
あ
る
と
位
置
付
け
る
。
そ
の
上
で
平
は
、
弁
長
・

良
忠
な
ど
の
起
行
派
は
、
そ
の
異
端
的
論
理
を
顕
密
主
義
的
に
再
解
釈
し
、
親
鸞
な
ど
の
安
心
派
は
異
端
的
論
理
を
全

面
開
花
す
べ
き
新
た
な
理
論
を
再
構
築
す
る
に
至
っ
た
と
解
釈
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
顕
密
体
制
論
に
つ
い
て
は
多
く

の
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
く
が
、
近
年
で
は
、
末
木
文
美
士
『
親
鸞
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
六
年
）
が
顕
密

(17)

体
制
論
研
究
を
回
顧
し
、
「
鎌
倉
新
仏
教
中
心
論
は
も
は
や
通
用
し
な
い
。
顕
密
体
制
論
は
、
顕
密
仏
教
の
重
要
性
を

指
摘
し
た
こ
と
は
正
し
い
が
、
な
お
問
題
を
含
ん
で
い
た
」
と
し
、
聖
や
遁
世
層
の
顕
密
で
は
捉
え
き
れ
な
い
仏
教
が

(18)

弘
ま
る
に
つ
れ
て
、
次
第
に
顕
密
仏
教
の
比
重
が
小
さ
く
な
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
論
し
て
い
る
。
こ
の
よ
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う
に
、
顕
密
体
制
論
の
視
点
か
ら
親
鸞
思
想
を
い
か
に
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
試
み
が
さ
ま
ざ
ま
に
な
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
「
こ
れ
に
対
す
る
真
宗
学
か
ら
の
応
答
あ
る
い
は
反
論
は
現
在
で
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
」
な
い
の
が
現
状
と
思

(19)

わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
覚
思
想
な
ど
鎌
倉
浄
土
教
諸
師
に
共
通
す
る
問
題
に
つ
い
て
親
鸞
の
立
場
を
思
想
史
的
に
位
置
付

け
る
研
究
も
多
く
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
管
見
す
る
限
り
親
鸞
思
想
に
言
及
す
る

論
考
は
、
他
の
法
然
門
流
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
例
え
ば
先
掲
の
宋
代
浄
土

教
に
関
す
る
先
行
研
究
を
回
顧
す
る
中
、
石
田
が
法
然
門
下
の
中
で
も
特
に
親
鸞
の
宋
代
浄
土
教
受
容
に
関
す
る
意
義

を
詳
述
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
廣
川
は
、
「
で
は
ほ
か
の
門
下
で
は
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
十
分

に
検
討
す
る
必
要
」
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

(20)

以
上
、
親
鸞
を
扱
っ
た
鎌
倉
浄
土
教
全
般
に
か
か
わ
る
研
究
に
お
い
て
は
、
法
然
か
ら
親
鸞
と
い
う
思
想
の
伝
承
と

い
う
視
点
か
ら
の
論
考
は
多
く
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
親
鸞
と
他
の
法
然
門
流
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
論
じ
る

も
の
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
親
鸞
と
他
の
門
流
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
言
及
す
る
史
料
が
ほ
ぼ
現
存
し

て
い
な
い
こ
と
が
最
大
の
要
因
で
あ
ろ
う
。

␟
ਕ
␠


∹
ध
႟
ਧ
ଝ
ଐ
ෑ
प
ঢ়
घ
ॊ
ଢ଼




- 17 -

そ
の
よ
う
な
中
で
注
目
す
べ
き
は
、
初
期
真
宗
の
研
究
の
中
で
幾
つ
か
提
示
さ
れ
て
い
る
親
鸞
と
鎮
西
義
と
の
関
係

(21)

性
に
つ
い
て
の
論
考
で
あ
る
。
そ
の
端
緒
と
な
る
の
は
細
川
行
信
「
親
鸞
消
息
の
研
究
―
特
に
有
念
無
念
の
諍
論
に
つ

い
て
―
」
（
『
印
仏
研
』
二-

二
、
一
九
五
四
年
）
で
あ
る
。
細
川
は
親
鸞
書
簡
中
に
良
忠
を
想
定
し
た
説
示
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
推
論
し
、
親
鸞
と
浄
土
他
流
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
示
唆
す
る
。
そ
の
後
、
永
村
眞
「
親
鸞
と
良
忠-

そ
の
教
化
と
教
説-
」
（
『
中
世
文
化
と
浄
土
真
宗
』
思
想
閣
出
版
、
二
〇
一
二
年
所
収
）
、
高
田
文
英
「
弁
長
・
良
忠

上
人
の
異
義
批
判
と
親
鸞
聖
人
」
（
『
龍
谷
教
学
』
五
〇
、
二
〇
一
五
年
）
で
は
、
良
忠
の
著
作
中
に
親
鸞
の
思
想
を

批
判
す
る
部
分
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
近
年
、
親
鸞
と
良
忠
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
の
論
考

が
少
な
か
ら
ず
発
表
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
良
忠
の
教
学
に
つ
い
て
は
未
翻
刻
の
文
献
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
良

忠
東
国
下
向
時
に
形
成
さ
れ
た
初
期
教
学
に
つ
い
て
は
積
極
的
な
研
究
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と

(22)

か
ら
、
良
忠
初
期
教
学
を
解
明
す
る
作
業
も
、
親
鸞
思
想
形
成
過
程
を
考
察
す
る
た
め
に
非
常
に
重
要
な
役
割
を
担

う
と
考
え
ら
れ
る
。

良
忠
は
、
『
然
阿
上
人
伝
』
に
よ
れ
ば
、
宝
治
二
（
一
二
四
八
）
年
に
信
濃
善
光
寺
で
『
観
経
疏
』
を
講
義
し
、
建

(23)

長
の
初
め
（
一
二
五
〇
）
頃
に
は
東
国
に
入
り
教
化
活
動
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
遅
く
と
も
正
嘉
二
（
一

(24)

二
五
八
）
年
に
は
鎌
倉
に
入
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
間
は
下
総
国
の
香
取
や
福
岡
な
ど
を
拠
点
に
教
化
活
動
を
行
っ
て
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お
り
、
こ
の
地
で
『
浄
土
大
意
鈔
』
一
巻
の
執
筆
や
『
観
経
疏
』
の
講
義
な
ど
を
行
っ
て
い
た
。
良
忠
が
教
化
を
行
っ

た
地
域
は
、
親
鸞
の
門
弟
が
多
く
散
在
し
て
い
た
地
域
と
も
近
接
し
て
い
る
。
さ
ら
に
親
鸞
の
門
流
に
お
い
て
も
、
建

長
か
ら
正
嘉
に
か
け
て
の
期
間
は
、
多
く
の
異
義
が
惹
起
し
、
親
鸞
が
他
の
年
代
と
比
し
て
大
量
の
書
物
を
製
作
・
書

写
し
門
弟
へ
と
送
付
す
る
時
期
と
も
一
致
し
て
い
る
。
勿
論
、
親
鸞
が
こ
れ
ら
の
書
物
を
撰
述
し
た
背
景
に
必
ず
し
も

良
忠
の
直
接
的
な
影
響
が
あ
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
な
良
忠
と
親
鸞
の
関
係
性
に
加
え
、
こ

れ
ら
建
長
か
ら
正
嘉
に
か
け
て
の
両
者
の
動
向
か
ら
親
鸞
撰
述
の
成
立
背
景
を
窺
う
た
め
に
は
、
良
忠
初
期
教
学
の
解

明
を
行
う
こ
と
は
有
意
義
な
作
業
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
法
然
門
流
の
中
で
も
特
に
良
忠
初
期
教
学
の
解

明
に
注
力
し
、
親
鸞
思
想
形
成
の
解
明
の
一
助
と
し
た
い
。
そ
の
た
め
本
研
究
で
は
、
未
翻
刻
文
献
の
翻
刻
も
並
行

し
て
行
い
、
そ
の
成
果
を
付
録
と
し
て
収
録
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
親
鸞
思
想
の
形
成
を
考
察
す
る
た
め
に
他
の
浄
土
教
者
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
主
眼
を
置
く
点
、

法
然
門
流
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
良
忠
初
期
教
学
を
解
明
し
論
じ
る
点
が
、
本

研
究
の
独
自
性
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
良
忠
の
教
学
を
研
究
す
る
主
体
と
な
っ
て
き
た
浄
土
宗
学
に
お
い
て
は
行
わ
れ

な
い
性
格
の
研
究
で
あ
る
か
ら
、
浄
土
真
宗
の
み
な
ら
ず
、
浄
土
教
学
・
仏
教
学
に
も
広
く
寄
与
す
る
こ
と
の
で
き

る
研
究
で
あ
る
。
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先
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
踏
ま
え
、
本
研
究
は
己
証
と
称
さ
れ
て
き
た
親
鸞
独
自
の
思
想
に
つ
い
て
、
同
時
代
的
視

野
を
導
入
し
検
証
を
行
う
こ
と
で
、
親
鸞
思
想
に
新
た
な
視
座
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
現
在
に
お
い
て
、
本
研

究
で
行
う
よ
う
な
浄
土
教
諸
師
と
の
比
較
に
よ
っ
て
親
鸞
の
独
自
性
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
先
行
研
究

で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
仏
教
観
・
阿
弥
陀
仏
因
果
論
・
衆
生
因
果
論
、
浄
土
教
観
・
本
願
観
・
念
仏
観
、
信
心
、
菩
提

心
、
平
生
と
臨
終
、
臨
終
来
迎
、
人
間
観
、
教
判
論
、
現
世
利
益
論
な
ど
多
岐
に
渡
る
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
研
究
の
問
題
意
識
で
あ
る
親
鸞
と
浄
土
教
他
師
、
と
り
わ
け
良
忠
と
の
関
係

性
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
の
中
か
ら
同
時
代
的
視
野
で
の
比
較
が
可
能
な
、

（
１
）
教
判
論

（
２
）
来
迎
思
想

（
３
）
阿
弥
陀
仏
土
論
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の
三
点
を
取
り
上
げ
て
検
討
を
行
い
た
い
。
す
な
わ
ち
（
１
）
「
教
判
論
」
で
は
、
二
双
四
重
判
と
呼
ば
れ
る
親
鸞
独

自
の
教
判
論
を
中
心
に
、
（
２
）
「
来
迎
思
想
」
で
は
、
臨
終
不
来
迎
と
呼
ば
れ
る
親
鸞
独
自
の
来
迎
思
想
に
つ
い
て
、

（
３
）
「
阿
弥
陀
仏
土
論
」
で
は
、
報
中
垂
化
説
と
呼
ば
れ
る
親
鸞
独
自
の
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
観
に
つ
い
て
、
そ
の
形

成
過
程
と
展
開
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
を
、

（
一
）
聖
道
門
の
西
方
願
生
者
に
対
し
て

（
二
）
法
然
門
流
の
諸
師
に
対
し
て

（
三
）
親
鸞
の
門
弟
に
対
し
て

の
三
方
向
の
視
点
か
ら
検
討
す
る
。
（
一
）
「
聖
道
門
中
の
西
方
願
生
者
に
対
し
て
」
で
は
、
親
鸞
同
時
代
に
お
け
る
、

法
然
門
流
以
外
の
西
方
願
生
者
を
取
り
扱
う
。
本
研
究
で
は
、
阿
弥
陀
仏
に
関
す
る
論
義
書
を
有
し
、
特
に
法
然
浄
土

教
へ
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
、
親
鸞
の
思
想
形
成
に
関
連
の
深
い
法
相
系
浄
土
教
に
注
目
し
つ
つ
親
鸞
思
想
と
の
関
係
を

窺
う
。
（
二
）
「
法
然
門
流
の
諸
師
に
対
し
て
」
で
は
、
同
時
代
的
、
近
接
地
域
に
親
鸞
が
接
触
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
法
然
門
流
に
注
目
し
つ
つ
、
関
係
性
を
窺
う
。
（
三
）
「
親
鸞
の
門
弟
に
対
し
て
」
で
は
、
主
に
親
鸞
が
門
弟
に
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送
付
し
た
書
簡
類
を
中
心
に
分
析
し
、
親
鸞
と
そ
の
門
弟
集
団
と
の
交
流
を
通
し
て
当
時
の
親
鸞
念
仏
集
団
が
有
し
て

い
た
教
学
的
課
題
や
そ
の
解
決
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

こ
れ
ら
の
同
時
代
的
視
野
を
も
っ
て
検
討
を
行
う
こ
と
で
、
親
鸞
思
想
が
い
か
に
し
て
成
立
し
た
か
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。


␓
ম

भ
ଡ
ਛ

本
論
は
序
章
を
除
く
と
、
右
（
１
）
～
（
３
）
の
全
三
章
で
構
成
さ
れ
る
が
、
便
宜
的
に
親
鸞
の
書
物
を
（
一
）『
顕

(25)

浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
（
以
下
、
『
教
行
信
証
』
）
執
筆
時
と
（
二
）
そ
の
他
の
二
類
の
時
期
に
大
別
し
て
考
察
を
行

う
。
そ
し
て
（
一
）
（
二
）
の
時
期
に
お
け
る
浄
土
教
徒
の
周
辺
状
況
や
親
鸞
が
著
し
た
書
物
の
成
立
状
況
等
を
個
別

に
検
討
し
、
そ
の
時
期
ご
と
に
想
定
さ
れ
る
親
鸞
の
教
学
的
課
題
と
、
親
鸞
が
著
し
た
書
物
の
性
格
に
つ
い
て
の
対
応

関
係
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

␟


␠


ઇ
ষ
ਦ



ൿ
ৎ
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親
鸞
畢
生
の
大
著
で
あ
る
『
教
行
信
証
』
は
、
そ
の
真
筆
で
あ
る
坂
東
本
の
筆
跡
よ
り
晩
年
期
ま
で
幾
度
と
な
く
加

筆
・
修
正
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
上
足
の
門
弟
と
い
わ
れ
る
尊
蓮
に
書
写
を
許
し
た
宝
治
元
（
一
二

(26)

四
七
）
年
が
一
応
の
完
成
と
見
做
さ
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
親
鸞
製
作
の
書
物
を
管
見
す
る
限
り
、
宝
治
元
年
に
先
行

(27)

す
る
も
の
は
、
『
観
無
量
寿
経
註
』
（
以
下
、
『
観
経
註
』
）
、
『
阿
弥
陀
経
註
』
（
以
下
、
『
弥
陀
経
註
』
）
の
二
点
、
ま
た

親
鸞
に
よ
る
聖
覚
『
唯
信
鈔
』
と
隆
寛
『
自
力
他
力
事
』
の
書
写
本
二
種
類
し
か
現
存
し
な
い
。
親
鸞
の
著
作
で
あ
る

『
観
経
註
』
・
『
弥
陀
経
註
』
に
つ
い
て
も
、
親
鸞
自
身
が
書
写
し
た
『
仏
説
観
無
量
寿
経
』
（
以
下
、
『
観
経
』
）
・
『
仏

説
阿
弥
陀
経
』
（
以
下
、
『
小
経
』
）
経
文
の
余
白
や
紙
背
に
善
導
『
観
経
疏
』
や
『
法
事
讃
』
と
い
っ
た
関
連
す
る
註

疏
の
文
を
書
き
入
れ
た
も
の
で
あ
り
、
訓
点
も
ほ
と
ん
ど
無
く
、
こ
れ
ら
の
書
物
か
ら
宝
治
元
年
以
前
の
親
鸞
思
想
に

つ
い
て
窺
う
こ
と
は
困
難
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
し
『
観
経
註
』
・
『
弥
陀
経
註
』
に
は
そ
の
訓
点
な
ど
か
ら

親
鸞
独
自
の
思
想
の
形
成
さ
れ
る
萌
芽
が
窺
わ
れ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
教
行
信
証
』
の
思
想
を
考
察
す

(28)

る
上
で
場
合
に
よ
っ
て
は
補
助
的
に
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
『
愚
禿
鈔
』
を
親
鸞
吉
水
時
代
成
立
の
、
『
教
行
信
証
』

に
先
行
す
る
著
作
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
本
書
の
奥
書
に
「
建
長
七
年
」
と
書
か

(29)

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
論
文
で
は
少
な
く
と
も
建
長
七
年
に
門
弟
に
流
布
し
た
書
物
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
論

を
進
め
、
草
稿
本
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
言
及
し
な
い
。

(30)
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以
上
の
こ
と
か
ら
、
親
鸞
に
は
壮
年
期
成
立
の
著
作
も
存
し
て
い
る
が
、
『
教
行
信
証
』
成
立
期
を
親
鸞
の
教
学
的

課
題
を
窺
う
上
で
の
（
一
期
）
と
し
て
設
定
し
た
。
た
だ
し
、
前
述
の
よ
う
に
『
教
行
信
証
』
を
用
い
る
際
は
、
後
年

の
筆
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
従
っ
て
、
本
論
文
で
は
『
教
行
信
証
』
扱
う
場
合
、
（
一
期
）
の
筆
跡
で
あ
る
か

の
確
認
作
業
も
行
う
。

␟


␠

ज
भ


（
二
期
）
は
、
『
教
行
信
証
』
以
降
に
撰
述
さ
れ
た
書
物
を
全
般
的
に
取
り
扱
い
、
『
教
行
信
証
』
か
ら
の
変
遷
を

探
る
。
基
本
的
に
は
、
親
鸞
門
弟
の
間
に
異
義
・
異
解
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
建
長
三
（
一
二
五
一
）

年
以
降
に
著
さ
れ
た
親
鸞
書
物
に
焦
点
を
当
て
、
『
教
行
信
証
』
と
の
問
題
意
識
の
差
異
を
探
っ
て
い
く
が
、
場
合
に

よ
っ
て
は
（
Ａ
）
建
長
期
と
（
Ｂ
）
康
元
・
正
嘉
以
降
、
の
二
段
階
に
細
分
化
し
て
検
討
を
行
う
。
以
下
に
概
要
を
示

す
。

（
Ａ
）
建
長
期

建
長
（
一
二
四
九
～
一
二
五
六
）
か
ら
正
嘉
（
一
二
五
七
～
一
二
五
九
）
に
か
け
て
、
親
鸞
は
多
く
の
書
物
を
撰
述

・
書
写
す
る
が
、
現
存
す
る
多
く
は
高
田
門
徒
な
ど
東
国
の
親
鸞
門
弟
に
送
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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ま
た
、
少
な
く
と
も
建
長
三
年
以
降
、
親
鸞
は
東
国
の
門
弟
た
ち
へ
頻
繁
に
書
簡
を
送
付
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
常
陸

の
門
弟
に
送
付
さ
れ
た
書
簡
で
は
、
臨
終
来
迎
を
期
待
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
先

行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
親
鸞
帰
洛
の
後
に
東
国
門
弟
の
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
異
義
・
異
解
が
発
生
し
た
こ
と

に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
問
題
解
決
を
図
る
べ
く
消
息
に
添
え
て
親
鸞
が
多
く
の
書
物
を
送
付
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
時
代
の
親
鸞
製
作
の
書
物
は
、
東
国
で
惹
起
す
る
教
学
的
課
題
を
解
決
す
る
、
と
い
う
条
件
の
下
に

撰
述
さ
れ
た
も
の
と
想
定
で
き
る
。

さ
ら
に
本
研
究
で
特
に
注
目
し
て
取
り
扱
う
良
忠
が
東
国
へ
と
下
向
し
、
教
化
活
動
を
始
め
る
の
も
建
長
の
始
め
頃

で
あ
り
、
そ
の
著
作
で
あ
る
『
観
経
疏
聞
書
』
も
建
長
六
、
七
（
一
二
五
四
、
一
二
五
五
）
年
の
成
立
で
あ
る
こ
と
が

奥
書
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
本
論
文
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
、
親
鸞
思
想
と
良
忠
初
期
教
学
と
の
関
係
を
考
察

す
る
上
で
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
時
期
で
あ
る
の
で
、
特
に
注
目
し
て
検
討
を
行
う
。

（
Ｂ
）
康
元
・
正
嘉
以
降

康
元
元
（
一
二
五
六
）
年
に
、
親
鸞
が
息
男
で
あ
る
善
鸞
を
義
絶
す
る
、
い
わ
ゆ
る
善
鸞
義
絶
事
件
が
起
こ
っ
た
と

さ
れ
る
。
そ
の
真
偽
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
と
に
か
く
そ
れ
以
降
親
鸞
は
、
比
較
的
多
く
の
書
物
を
製
作
・
書
写

し
、
門
弟
に
付
与
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
康
元
元
年
か
ら
正
嘉
元
（
一
二
五
七
）
年
に
か
け
て
書
写
を
行
っ
た
、
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法
然
の
伝
記
や
法
語
を
収
録
し
た
『
西
方
指
南
抄
』
は
三
巻
六
冊
に
わ
た
る
大
部
な
が
ら
、
そ
の
袖
書
よ
り
た
び
た
び

門
弟
に
伝
授
し
、
ま
た
書
写
も
許
可
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
『
西
方
指
南
抄
』
で
は
、
例
え
ば
臨
終
来

(31)

迎
に
つ
い
て
肯
定
的
な
説
示
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
（
Ａ
）
建
長
期
に
門
弟
に
送
ら
れ
た
書
物
と
は
一
線
を
画
す
性
格
を

持
つ
一
面
も
窺
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
建
長
か
ら
正
嘉
に
か
け
て
門
弟
に
送
付
さ
れ
た
書
簡
の
中
で
も
、
さ
ら
に
細

分
化
し
て
検
討
を
要
す
る
際
は
、
特
に
（
Ｂ
）
に
注
目
し
て
検
討
を
行
う
。

こ
う
し
た
時
代
区
分
を
前
提
と
し
て
、
本
研
究
で
は
以
下
の
よ
う
に
議
論
を
進
め
る
。

第
一
章
で
は
、
親
鸞
独
自
の
教
判
論
で
あ
る
二
双
四
重
判
が
い
か
に
形
成
さ
れ
展
開
さ
れ
て
い
く
の
か
を
、
同
時
代

の
法
然
門
流
の
思
想
と
の
比
較
を
中
心
に
検
討
を
行
う
。
こ
の
作
業
に
よ
り
「
二
双
四
重
判
」
に
お
い
て
親
鸞
が
一
代

仏
教
を
「
横
超
」
「
横
出
」
「
竪
超
」
「
竪
出
」
の
四
に
分
け
る
こ
と
の
独
自
性
は
い
か
な
る
も
の
か
、
そ
し
て
そ
の
独

自
と
さ
れ
る
教
判
論
を
親
鸞
は
ど
の
よ
う
に
門
弟
へ
伝
え
、
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
概
観
す
る
。
第
二
章
で
は
、

親
鸞
の
来
迎
思
想
に
つ
い
て
、
門
弟
間
で
来
迎
理
解
に
関
す
る
理
解
の
相
違
が
起
こ
っ
た
建
長
三
年
頃
を
中
心
に
そ
の

説
示
の
変
遷
を
概
観
す
る
。
第
三
章
で
は
、
親
鸞
独
自
の
仏
土
観
と
い
わ
れ
る
「
報
中
垂
化
説
」
が
説
か
れ
る
『
教
行

信
証
』
に
つ
い
て
、
聖
道
諸
宗
の
阿
弥
陀
仏
土
理
解
を
中
心
に
検
討
し
つ
つ
、
そ
の
後
親
鸞
は
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
を
ど

の
よ
う
に
門
弟
へ
伝
え
、
継
承
し
て
い
っ
た
の
か
を
概
観
す
る
。



大
原
性
実
『
真
宗
教
学
の
伝
統
と
己
証
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
六
五
年
、
一
頁

(1)
村
上
速
水
『
親
鸞
教
義
の
研
究
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
六
八
年
、
三
八
五
頁
～
三
八
六
頁

(2)
な
お
、
先
の
文
面
よ
り
、
大
原
や
村
上
が
こ
こ
で
用
い
る
「
伝
統
」
と
「
伝
承
」
は
同
義
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
の

(3)で
、
本
論
文
で
は
煩
を
避
け
る
た
め
、
以
降
「
伝
統
」
の
名
称
で
統
一
す
る
。

前
田
慧
雲
「
宗
学
研
究
に
就
て
同
窓
会
諸
君
に
白
す
」
（
『
六
条
学
報
』
六
、
一
九
〇
一
年
、
一
九
頁
）

(4)
池
本
重
臣
『
親
鸞
教
学
の
教
理
史
的
研
究
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
六
九
年
、
一
七
頁
（
初
出
：
『
龍
谷
大
学
論
集
』

(5)三
六
五
・
三
六
六
、
一
九
六
〇
年
）

殿
内
恒
「
二
〇
一
二
年
度
真
宗
研
究
会
例
会

真
宗
文
献
学
を
考
え
る:

教
学
の
基
盤
と
し
て

」
（
『
真
宗
研
究
会

(6)紀
要
』
四
五
、
二
〇
一
三
年
、
六
四
頁
～
六
五
頁
）

池
本
重
臣
『
前
掲
書
』
一
七
頁
～
一
八
頁

(7)
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以
上
の
よ
う
に
、
区
分
し
た
時
代
ご
と
に
浄
土
教
の
周
辺
状
況
や
書
物
の
成
立
状
況
等
を
個
別
に
考
察
す
る
こ
と
で
、

親
鸞
の
教
学
的
課
題
の
推
移
と
、
そ
の
時
代
ご
と
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
親
鸞
書
物
の
特
徴
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。
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石
田
充
之
『
日
本
浄
土
教
の
研
究
』
百
華
苑
、
一
九
五
三
年
、
序
論
二
頁

(8)
廣
川
堯
敏
『
鎌
倉
浄
土
教
の
研
究
』
文
化
書
院
、
二
〇
一
四
年
、
一
八
頁

(9)
島
地
大
等
『
思
想
と
信
仰
』
明
治
書
院
、
一
九
二
八
年
、
五
四
〇
頁

(10)
田
村
芳
朗
『
鎌
倉
新
仏
教
思
想
の
研
究
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
六
五
年
、
五
二
五
頁

(11)
な
お
、
天
台
本
覚
思
想
と
親
鸞
に
関
す
る
研
究
状
況
に
つ
い
て
は
花
野
充
道
「
天
台
本
覚
思
想
と
親
鸞
」
（
『
現
代
と

(12)親
鸞
』
三
四
、
二
〇
一
六
年
）
を
大
い
に
参
考
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

末
木
文
美
士
『
親
鸞
―
主
上
臣
下
、
法
に
背
く
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
六
年
、
二
九
頁

(13)
松
本
史
朗
『
縁
起
と
空
―
如
来
蔵
思
想
批
判
―
』
大
蔵
出
版
、
一
九
八
九
年

(14)
袴
谷
憲
昭
『
本
覚
思
想
批
判
』
大
蔵
出
版
、
一
九
八
九
年

(15)
例
え
ば
普
賢
大
円
「
真
宗
教
学
と
本
覚
思
想
」
（
『
龍
谷
大
学
論
集
』
三
六
一
、
一
九
五
九
年
）
で
は
、
真
宗
教
学
の

(16)上
に
天
台
本
覚
思
想
が
流
入
し
て
い
る
こ
と
は
「
疑
う
こ
と
は
出
来
な
い
」
（
二
〇
頁
）
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
は
生

仏
差
別
の
浄
土
教
と
し
て
の
立
場
に
立
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
石
原
斌
夫
「
本
覚
思
想
と
親
鸞
」

（
『
印
仏
研
』
三
五-

二
、
一
九
八
七
年
）
で
は
親
鸞
の
如
来
等
同
説
は
本
覚
思
想
と
は
異
な
る
と
指
摘
す
る
な
ど
、
親

鸞
と
天
台
本
覚
思
想
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
種
々
の
解
釈
に
分
れ
る
。

例
え
ば
、
末
木
文
美
士
『
日
本
仏
教
思
想
史
論
考
』
（
大
蔵
出
版
、
一
九
九
三
年
）
、
「
書
評

平
雅
行
著
『
日
本
中

(17)



末
木
文
美
士
『
親
鸞
―
主
上
臣
下
、
法
に
背
く
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
六
年
、
一
九
頁

(18)
嵩
満
也
「
親
鸞
の
教
学
形
成
と
本
覚
思
想
」（
『
真
宗
研
究
会
紀
要
』
四
一
、
六
四
頁
）

(19)
廣
川
『
前
掲
書
』
三
頁

(20)
本
論
文
で
は
、
親
鸞
面
授
の
門
弟
た
ち
の
活
動
し
た
頃
の
時
期
を
指
し
て
「
初
期
真
宗
」
の
語
を
用
い
る
。

(21)
本
論
文
で
は
、
良
忠
が
東
国
下
向
を
開
始
す
る
建
長
二
（
一
二
五
〇
）
年
頃
よ
り
、
鎌
倉
へ
移
住
し
た
と
さ
れ
る
正

(22)嘉
二
（
一
二
五
八
）
年
頃
ま
で
の
、
東
国
で
成
立
し
た
良
忠
著
作
群
を
指
し
て
「
良
忠
初
期
教
学
」
と
定
義
す
る
。

『
浄
全
』
一
七
・
四
〇
九
下

(23)
恵
谷
隆
戒
『
然
阿
良
忠
上
人
伝
の
新
研
究
』
金
尾
文
淵
堂
、
一
九
三
四
年
参
照

(24)
本
論
で
は
便
宜
的
に
、
親
鸞
の
自
著
を
指
す
場
合
は
、
「
著
作
」
の
名
称
を
用
い
、
親
鸞
に
よ
り
編
集
・
書
写
さ
れ

(25)た
典
籍
を
含
め
た
親
鸞
に
よ
る
製
作
物
に
つ
い
て
は
「
書
物
」
の
名
称
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

山
田
文
昭
「
『
教
行
信
証
』
の
御
草
稿
に
就
て
」
（
『
無
尽
燈
』
一
九-
四
、
一
九
一
四
年
）
で
は
、
『
七
箇
条
起
請

(26)
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世
の
社
会
と
仏
教
』
」
（
『
史
学
雑
誌
』
一
〇
三–

二
、
一
九
九
四
年
）
、
『
鎌
倉
仏
教
形
成
論
』
（
法
蔵
館
、
一
九
九
八

年
）
、
「
鎌
倉
仏
教
研
究
を
め
ぐ
っ
て
―
平
雅
行
氏
に
再
度
答
え
る
」
（
平
井
俊
栄
記
念
論
集
『
三
論
教
学
と
仏
教
思

想
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
。
平
雅
行
「
仏
教
思
想
研
究
と
顕
密
体
制
論
」
（
『
日
本
史
研
究
』
四
二
二
、
一
九
九
七

年
）
な
ど



他
に
も
、
元
仁
元
年
撰
述
説
、
信
巻
別
撰
説
な
ど
『
教
行
信
証
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
種
々
の
説
が
あ
る
。
ま

(27)た
、
尊
蓮
書
写
を
一
応
の
完
成
と
見
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
坂
東
本
に
は
八
十
六
歳
頃
ま
で
何
度
も
改
訂
さ
れ
い
る
が
、

本
論
で
は
便
宜
的
に
『
教
行
信
証
』
を
宝
治
元
年
の
成
立
と
み
て
分
類
を
行
っ
て
い
る
。

石
田
瑞
麿
「
親
鸞
に
お
け
る
初
期
の
己
証
」（
『
南
都
仏
教
』
三
五
、
一
九
七
五
年
）

(28)
例
え
ば
宝
景
『
愚
禿
鈔
講
義
』（
不
明
、
一
八
二
四
年
）

(29)
な
お
、
『
愚
禿
鈔
』
の
成
立
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
第
一
章
に
て
詳
し
く
述
べ
た
い
。

(30)
新
光
晴
「
『
西
方
指
南
抄
』
解
体
修
理
か
ら
の
新
事
実
：
西
方
指
南
抄
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
」
（
同
朋
舍
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ

(31)ン
、
二
〇
一
三
年
）
に
よ
れ
ば
、
親
鸞
筆
『
西
方
指
南
抄
』
に
は
、
「
覚
信
」
「
正
証
」
と
、
二
名
の
袖
書
が
あ
る
こ
と

が
判
明
し
て
い
る
。
ま
た
本
書
が
真
仏
や
顕
智
に
よ
り
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
親
鸞
筆
『
西
方
指
南

抄
』
は
、
多
く
の
人
物
に
見
写
さ
れ
る
性
格
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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文
』
や
『
門
侶
交
名
牒
』
の
記
述
か
ら
、
「
尊
蓮
は
京
都
在
住
の
御
門
弟
の
中
で
は
、
相
当
の
位
置
に
あ
つ
た
人
」
（
三

一
二
頁
）
と
推
測
し
て
い
る
。





本

論





第
一
章

親
鸞
教
判
論
の
形
成
と
展
開
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ਸ਼
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親
鸞
は
法
然
よ
り
聖
浄
二
門
判
を
承
け
つ
つ
、
真
仮
偽
判
・
二
双
四
重
判
等
と
い
っ
た
独
自
の
教
判
論
を
展
開
し
て

い
く
。
こ
う
し
た
親
鸞
の
教
判
論
は
、
現
在
さ
ま
ざ
ま
な
視
座
よ
り
研
究
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
親
鸞
の
教
判
論
を

相
対
判
と
絶
対
判
と
に
分
判
し
た
上
で
、
そ
の
思
想
変
遷
を
窺
う
も
の
や
、
親
鸞
の
教
判
の
一
つ
で
あ
る
真
仮
偽
判
は
、

(1)

そ
の
構
成
や
位
置
づ
け
に
つ
い
て
再
考
の
余
地
が
あ
る
と
の
指
摘
を
行
う
も
の
が
あ
る
。

(2)

本
章
で
は
、
親
鸞
と
同
世
代
の
浄
土
教
諸
師
と
の
比
較
を
通
し
て
、
親
鸞
が
何
故
独
自
の
教
判
論
を
形
成
す
る
に
至

っ
た
の
か
、
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
背
景
・
意
義
が
あ
る
の
か
、
主
に
二
双
四
重
判
を
取
り
上
げ
つ
つ
論
じ
て
い
き
た

い
。
そ
こ
で
第
一
節
で
は
、
主
と
し
て
『
教
行
信
証
』
に
説
か
れ
る
二
双
四
重
判
に
つ
い
て
、
い
か
な
る
影
響
を
受
け

て
成
立
し
、
ま
た
ど
の
点
を
も
っ
て
親
鸞
独
自
の
教
判
論
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
他
の
法
然
門
流
の
説
を
概
観

し
つ
つ
再
検
討
す
る
（
一
期
）。
次
に
第
二
節
で
は
、『
教
行
信
証
』
以
降
に
説
か
れ
る
書
物
を
中
心
に
検
討
す
る
（
二

期
）。
こ
こ
で
は
二
双
四
重
判
と
同
じ
「
横
超
」
等
の
名
目
が
使
わ
れ
な
が
ら
も
、
二
双
四
重
判
と
は
異
な
っ
た
定
義

を
持
つ
書
物
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
に
注
目
し
、
二
双
四
重
判
と
は
異
な
っ
た
定
義
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
原

因
に
つ
い
て
、
親
鸞
の
周
遍
状
況
を
考
慮
し
つ
つ
検
討
す
る
。
ま
た
、
そ
の
中
で
「
他
力
中
の
自
力
」
と
い
う
説
示
に
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注
目
し
、
「
他
力
中
の
自
力
」
の
語
に
よ
っ
て
親
鸞
は
何
を
顕
そ
う
と
し
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
最
後
に
第

三
節
で
は
、
親
鸞
門
弟
の
著
作
に
お
い
て
、
親
鸞
の
教
判
論
は
い
か
に
受
容
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
、
親
鸞
は
基
本

的
に
二
双
四
重
判
で
は
な
く
聖
浄
二
門
判
を
用
い
て
一
代
仏
教
に
つ
い
て
説
示
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

こ
れ
ら
の
検
討
を
通
し
て
、
二
双
四
重
判
は
時
代
の
経
過
に
よ
っ
て
廃
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
状
況
に
よ
っ
て
二
双

四
重
判
と
聖
浄
二
門
判
は
同
時
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

ਸ਼

ත


ઇ
ষ
ਦ
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᎗
₅

ହ
ં
भ

൨


ਖ਼
ध
ज
भ
ஆ
ঽ
ਙ
प
ण
ः
थ

教
相
判
釈
と
は
、「
釈
尊
が
一
生
涯
に
説
い
た
教
え
を
、
形
式
・
意
味
内
容
な
ど
に
も
と
づ
い
て
解
釈
・
分
類
し
、

仏
教
全
体
を
統
一
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
こ
と
」
と
定
義
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
教
判
論
と
は
普
賢
大
円

(3)

の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

広
く
云
へ
ば
宗
教
一
般
、
狭
く
云
へ
ば
一
代
仏
教
に
対
す
る
価
値
批
判
を
な
し
、
自
己
の
信
ず
る
宗
教
の
地

位
を
明
か
に
す
る
と
と
も
に
、
余
他
の
諸
宗
教
が
自
己
の
宗
教
に
対
し
て
も
つ
意
味
を
説
く
を
、
そ
の
目
的

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

(4)
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と
い
う
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
教
判
論
と
は
、
そ
れ
を
行
っ
た
者
が
釈
迦
一
代
の
仏
教
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
体

系
化
し
て
い
っ
た
の
か
、
ま
た
他
宗
派
に
つ
い
て
い
か
な
る
位
置
づ
け
を
行
っ
て
い
る
の
か
を
窺
う
上
で
重
要
な
言

説
と
い
え
よ
う
。

さ
て
親
鸞
の
師
で
あ
る
法
然
は
『
選
択
集
』「
二
門
章
」
に
お
い
て
、

今
此
浄
土
宗
者
、
若
依

道
綽
禅
師
意

、
立

二
門

而
摂

一
切

。
所-

謂
聖
道
門
・
浄
土
門
是
也
。

ノ

シ

ラ
バ

ノ

ニ

テ
テ

ヲ

ス

ヲ

ル
（
『
聖
典
全
書
』
一
・
一
二
五
四
頁
）

と
、
道
綽
『
安
楽
集
』
所
説
の
聖
浄
二
門
に
依
っ
て
一
代
仏
教
を
浄
土
門
と
聖
道
門
と
の
二
門
に
判
釈
し
た
が
、
そ

(5)

の
門
弟
た
ち
は
法
然
の
教
判
を
更
に
展
開
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
教
判
論
を
説
示
す
る
。
そ
の
中
、
親
鸞
の
説

示
か
ら
は
、
聖
浄
二
門
を
い
わ
ば
更
に
細
分
化
し
た
二
双
四
重
判
を
立
て
、
一
代
仏
教
を｢

横
超｣

｢

横
出｣

｢

竪
超｣

｢

竪

出]

に
分
判
す
る
と
い
う
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。

二
双
四
重
判
は
、
『
教
行
信
証
』
お
よ
び
『
愚
禿
鈔
』
に
示
さ
れ
る
も
の
で
親
鸞
独
自
の
主
張
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
名
目
の
一
つ
「
横
超
」
の
典
拠
と
考
え
ら
れ
る
善
導
『
観
経
疏
』
「
玄
義
分
」
の｢

横
超
断
四
流｣

や
、
『
仏

丶

丶

(6)

説
無
量
寿
経
』(

以
下
、
『
大
経
』)

の
「
必
得
超
絶
去
、
往
生
安
養
国
、
横
截
五
悪
趣
」
は
多
く
の
法
然
門
流
に
よ
っ

丶

丶

(7)

て
解
釈
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
説
示
の
内
容
か
ら
は
教
判
的
な
意
味
合
い
も
看
取
で
き
る
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
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親
鸞
に
お
け
る
二
双
四
重
判
の
解
釈
と
、
他
の
法
然
門
流
に
お
け
る
「
横
超
」
に
つ
い
て
の
解
釈
と
を
比
較
検
討
す

る
こ
と
で
、
親
鸞
が
定
義
づ
け
た
二
双
四
重
判
の
独
自
性
と
は
い
か
な
る
点
に
あ
る
か
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ

再
考
す
る
。

ਸ਼

ඨ


൨


ਖ਼
भ
ଡ
ਛ
प
ण
ः
थ

先
述
の
よ
う
に
親
鸞
に
よ
る
二
双
四
重
の
説
示
は
、
『
教
行
信
証
』
や
『
愚
禿
鈔
』
に
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
に

示
さ
れ
る
二
双
四
重
判
の
定
義
は
一
様
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
二
双
四
重
判
は
、『
教
行
信
証
』
の
前
期
筆
跡
、

(8)

後
期
筆
跡
い
ず
れ
に
も
示
さ
れ
、
ま
た
少
な
く
と
も
建
長
七
年
の
時
点
で
著
さ
れ
て
い
る
『
愚
禿
鈔
』
に
も
説
示
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
親
鸞
の
中
で
二
双
四
重
判
は
あ
る
程
度
一
貫
し
た
思
想
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。
や
や
長
文
と
な
る
が
、
今
そ
れ
ら
の
中
か
ら
体
系
的
に
二
双
四
重
判
に
つ
い
て
説
示
す
る
五
例
を
挙
げ
、
図

解
を
用
い
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

①
『
教
行
信
証
』「
化
身
土
巻
」
観
経
隠
顕
釈
（
親
鸞
前
期
筆
跡
）

(9)

凡
就

一
代
教

、
於

此
界
中

入
聖
得
果

名

聖
道
門

、
云

難
行
道

。
就

此
門
中

、
有

大
・
小
、
漸
・

ソ

テ

ノ

ニ

シ
テ

ノ

ニ

ス
ル
ヲ

ク

ト

ヘ
リ

ト

テ

ノ

ノ

ニ

リ
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頓
、
一
乗
・
二
乗
・
三
乗
、
権
・
実
、
顕
・
密
、
竪タト
サ
マ出
・
竪
超

。
則
是
自
力
利
他
教
化
地
、
方
便
権
門
之
道
路

シ
ユ

也
。
於

安
養
浄
刹

入
聖
証
果

名

浄
土
門

、
云

易
行
道

。
就

此
門
中

、
有

横
出
・
横
超
、
仮
・
真
、

シ
テ

ニ

ス
ル
ヲ

ト

ヘ
リ

ト

ノ

ノ

ル

漸
・
頓
、
助
正
・
雑
行
、
雑
修
・
専
修

也
。
正
者
五
種
正
行
也
。
助
者
除

名
号

已
外
五
種
是
也
。
雑
行
者
、
除

ノ

ハ

テ

ヲ

ノ

ハ

テ

正
助

已
外
悉
名

雑
行

。
此
乃
横
出
・
漸
教
、
定
散
・
三
福
、
三
輩
・
九
品
、
自
力
仮
門
也
。
横
超
者
、
憶

念

ヲ

ヲ

ク

ク

ト

レ

チ

ハ

シ
テ

本
願

離

自
力
之
心

、
是
名

横
超
他
力

也
。
斯
即
専
中
之
専
、
頓
中
之
頓
、
真
中
之
真
、
乗
中
之
一
乗
。
斯
乃

ヲ

ル
ヽ

ヲ

ヲ

ル

ト

レ

チ

ノ

ノ

ノ

ノ

ナ
リ

レ

チ

真
宗
也
。
已
顕

真
実
行
之
中

畢
。

(

『
聖
典
全
書
』
二
・
一
九
六
頁
～
一
九
七
頁)

ニ

シ

ニ

ヌ

①
ま
ず
、「
化
身
土
巻
」
観
経
隠
顕
釈
で
は
、
一
代
仏
教
を
聖
道
門
（
難
行
道
）
と
浄
土
門
（
易
行
道
）、
い
わ
ゆ
る

聖
浄
二
門
に
分
類
で
き
る
こ
と
を
示
す
。
そ
し
て
、
聖
道
門
の
中
に
は
「
竪
超
」「
竪
出
」
が
あ
る
と
い
い
、
こ
れ
ら

は
「
自
力
利
他
教
化
地
」「
方
便
権
門
」
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
。
一
方
で
浄
土
門
の
中
に
は
「
横
超
」「
横
出
」
が
あ

る
と
い
う
。
そ
し
て
「
正
行
」
と
定
め
ら
れ
る
正
助
二
業
以
外
の
行
で
あ
る
「
雑
行
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
中
で
、
こ

の
行
は
「
横
出
」
等
と
呼
ぶ
こ
と
の
で
き
る
「
自
力
仮
門
」
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
。
対
し
て
「
横
超
」
は
「
自
力
の

心
を
離
」
れ
た
「
横
超
他
力
」
と
名
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
頓
中
の
頓
」
と
定
義
す
る
。
す
な
わ
ち
、
聖
道
門
の
中

に
は
「
竪
超
」
「
竪
出
」
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
を
「
自
力
」
や
「
方
便
」
と
位
置
付
け
て
い
る
。
そ
し
て
浄
土
門
の
中
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に
「
横
超
」
「
横
出
」
が
あ
り
、「
横
出
」
は
「
自
力
仮
門
」
で
あ
る
が
、「
横
超
」
は
自
力
の
心
を
離
れ
た
「
頓
中
の

頓
」
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
「
化
身
土
巻
」
観
経
隠
顕
釈

で
は
、
他
力
で
あ
る
浄
土
門
を
さ
ら
に

真
仮
や
漸
頓
に
分
け
て
い
る
と
理
解
で

き
る
。

②
『
愚
禿
鈔
』
巻
上
「
二
双
四
重
」（
建
長
七
年
？
）

就

聖
道
・
浄
土
教

有

二
教

テ

ノ

ニ

リ

一
代
教

①
「
化
巻
」
観
経
隠
顕

此
土
入
聖
得
果
＝
聖
道
門
＝
難
行
道

彼
土
入
聖
得
果
＝
浄
土
門
＝
易
行
道

大
小

漸
頓

一
乗

二
乗
三
乗

権
実

顕
密

ሲ
த
ሲ
ল

૯
ল
૯
த

仮
真

漸
頓

助
正

雜
行

雑
修
専
修

自
力
利
他
教
化
地

方
便
化
門
道
路

正
＝
五
正
行

助
＝
名
号
已
外
五
種

雑
＝
正
助
已
外

横
出

漸
教

定
散

三
福

三
輩

九
品

自
力
仮
門

横
超
＝
憶
念
本
願
離
自
力
之
心
＝
横
超
他
力

専
中
之
専

真
中
之
真

乗
中
之
一
乗

真
宗
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一

大
乗
教

二

小
乗
教

ニ
ハ

ノ

ニ
ハ

ノ

就

大
乗
教

有

二
教

テ

ニ

リ

一

頓
教

二

漸
教

ニ
ハ

ニ
ハ

ナ
リ

就

頓
教

復
有

二
教
・
二
超

テ

ニ

リ

二
教
者

一

難
行
聖
道
之
実
教

、
所

謂
仏
心
・
真
言
・
法
華
・
華
厳
等
之
教
也

ニ
ハ

ナ
リ

ユ
ル

イ
ハ

二

易
行
浄
土
本
願
真
実
之
教
、『
大
无
量
寿
経
』
等
也

ニ
ハ

ノ

二
超
者

一

竪
超

即
身
是
仏
・
即
身
成
仏

等
之
証
果
也

ニ
ハ

二

横
超

選
択
本
願
・
真
実
報
土
・

即
得
往
生
也

ニ
ハ

就

漸
教

復
有

二
教
・
二
出

テ

ニ

リ

二
教
者

一

難
行
道
聖
道
権
教
、
法
相
等
、
歴
劫
修
行
之
教
也

ニ
ハ

二

易
行
道
浄
土
要
門
、『
无
量
寿
仏
観
経
』
之
意
、
定
散
・
三
福
九
品
之
教
也

ニ
ハ

ノ

ノ

ノ

二
出
者ハ
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一

竪
出
聖
道
、
歴
劫
修
行
之
証
也

ニ
ハ

二

横
出
浄
土
、
胎
宮
・
辺
地
・
懈
慢
之
往
生
也

ニ
ハ

就

小
乗
教

有

二
教

テ

ニ

リ

一

縁
覚
教

一
麟
喩
独
覚

二
部
行
独
覚

ニ
ハ

ニニ

二
声
聞
教

初
果

預
流
向

第
二
果

一
来
向

第
三
果

不
還
向

第
四
果

阿
羅
漢
向

八
輩
也

ナ
リ

唯
除

阿
弥
陀
如
来
選
択
本
願

已
外
、
大
小
・
権
実
・
顕
密
諸
教
、
皆
是
難
行
道
、
聖
道
門
。
又
易
行
道
、

テ

ヲ

ノ

ナ

レ

ナ
リ

浄
土
門
之
教
、
是

曰

浄
土
廻
向
発
願
自
力
方
便
仮
門

也
、
応

知

レ
ヲ

フ

ノ

ト

シ
ト

ル

(

『
聖
典
全
書
』
二
・
二
八
三
頁
～
二
八
四
頁
）

②
『
愚
禿
鈔
』
巻
上
「
二
双
四
重
」
で
は
、
ま
ず
聖
道
・
浄
土
の
教
を
「
大
乗
教
」
と
「
小
乗
教
」
と
に
分
類
し
、

さ
ら
に
「
小
乗
教
」
を
声
聞
教
と
縁
覚
教
、「
大
乗
教
」
を
頓
教
と
漸
教
と
に
分
類
す
る
。
こ
の
中
、「
頓
教
」
に
は
「
二

教
・
二
超
」
、
「
漸
教
」
に
は
「
二
教
・
二
出
」
が
あ
る
と
す
る
。「
二
教
」
と
は
聖
道
門
と
浄
土
門
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
難
行
道
と
易
行
道
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。「
二
超
」
と
は
「
竪
超
」「
横
超
」
で
あ
り
、「
二
出
」
と
は
「
竪
出
」

「
横
出
」
で
あ
る
と
示
す
。
そ
し
て
「
竪
超
」
と
は
「
即
信
是
仏
・
即
身
成
仏
等
の
証
果
」
で
あ
り
、
「
横
超
」
と
は

「
選
択
本
願
・
真
実
報
土
・
即
得
往
生
」
で
あ
り
、「
竪
出
」
と
は
、
「
聖
道
歴
劫
修
行
の
証
」
で
あ
り
、「
横
出
」
と
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は
「
浄
土
胎
宮
・
辺
地
・
懈
慢
の
往
生
」

で
あ
る
と
そ
れ
ぞ
れ
示
す
。

こ
の
よ
う
に
、
大
乗
教
に
は
漸
頓
二
教

が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
は
二
教
二
出
に

分
類
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

そ
の
中
で
も
、
「
横
超
」
と
は
『
大
経
』

に
説
か
れ
る
真
実
の
教
で
あ
り
、
選
択
本

願
に
よ
っ
て
真
実
報
土
に
即
得
往
生
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
「
頓
教
」
で
あ
る
こ

と
が
説
か
れ
て
い
る
。

③
『
教
行
信
証
』「
信
巻
」
菩
提
心
釈
（
後
期
筆
跡
）

(10)

然
就

菩
提
心

有

二
種
。
一
者
竪
、
二
者
横
。
又
就

竪
復
有

二
種
。
一
者
竪
超
、
二
者
竪
出
。
竪
超
・

ニ

テ

ニ

ナ
リ

テ

ニ

リ

ハ

ナ
リ

竪
出
明

権
実
・
顕
密
・
大
少
之
教
。
歴
劫
迂
廻
之
菩
提
心
、
自
力
金
剛
心
、
菩
薩
大
心
也
。
亦

横
復
有

ハ

セ
リ

ニ

ノ

ノ

ニ

聖道浄土教 ②
『
愚
禿
鈔
』
巻
上

大
乗
教

小
乗
教

頓
教

漸
教

二
教

二
教

二
超

二
出

難
行
聖
道
之
実
教

所
謂
仏
心
真
言
法
華
華
厳
等
之
教
也

易
行
浄
土
本
願
真
実
之
教

大
乗
無
量
寿
経
等
也

竪
超

即
身
是
仏
即
身
成
仏
等
之
証
果
也

横
超

選
択
本
願
真
実
報
土
即
得
往
生

難
行
聖
道
権
教
法
相
等
歴
劫
修
行
之
教
也

易
行
道
浄
土
要
門
無
量
寿
仏
観
経
之
意

定
散
三
福
九
品

之
教
也

竪
出

聖
道
歴
劫
修
行
之
証
也

横
出

浄
土
胎
宮
辺
地
懈
慢
之
往
生
也

縁
覚
教

声
聞
教

一
麟
喩
独
覚

二
部
行
独
覚

初
果
預
流
向

第
二
果
一
来
向

第
三
果
不
還
向

第
四
果
阿
羅
漢
向

八
輩
也
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二
種
。
一
者
横
超
、
二
者
横
出
。
横
出
者
、
正
雑
・
定
散
、
他
力
中
之
自
力
菩
提
心
也
。
横
超
者
、
斯
乃
願

ナ
リ

ノ

ノ

ハ

力
廻
向
之
信
楽
、
是
曰

願
作
仏
心

。
願
作
仏
心
即
是
横
大
菩
提
心
。
是
名

横
超
金
剛
心

也
。
横
竪
菩
提

ヲ

イ
フ

ト

ノ

ナ
リ

ヲ

ル

ノ

ト

ノ

心
、
其
言
一
而
其
心
雖

異
、
入
真
為

正
要

、
真
心
為

根
本
、
邪
雑
為

錯
ア
ヤ
マ
リ

、
疑
情
為

失
也
。
忻
求
浄
刹

ノ

ニ
シ
テ

ノ

ナ
リ
ト

ヲ

ス

ト

ヲ

ス

ト

ヲ

ス

シ
ヤ
ク

ヲ

ス
ル

ト

ノ

道
俗
、
深
了

知
信
不
具
足
之
金
言

、
永
応

離

聞
不
具
足
之
邪
心

也
。

(

『
聖
典
全
書
』
二
・
九
一
頁
）

ク

シ

ヲ

ク

キ

ル

ヲ

③
「
信
巻
」
菩
提
心
釈
で
は
、
菩
提
心
を
「
横
」「
竪
」
の
二
に
分
判
す
る
。
さ
ら
に
「
竪
」
の
菩
提
心
は
「
竪
超
」

と
「
竪
出
」
と
に
分
け
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
結
局
「
歴
劫
迂
廻
の
菩
提
心
」
で
あ
り
「
自
力
金
剛
心
」
で
あ
る
と
い

う
。
一
方
の
「
横
」
の
菩
提
心

も
「
横
超
」
と
「
横
出
」
と
に

分
け
ら
れ
る
と
す
る
。「
横
出
」

と
は
「
他
力
中
の
自
力
の
菩
提

心
」
で
あ
り
、「
横
超
」
と
は
、

「
願
力
廻
向
の
信
楽
」
、
「
横
の

大
菩
提
心
」
等
と
名
付
け
る
こ

③
「
信
巻
」
菩
提
心
釈

横

超

横竪

横
出

横
超

願
力
廻
向
之
信
楽

願
作
仏
心

横
大
菩
提
心

横
超
金
剛
身

正
雑

定
散

他
力
中
之
自
力
菩
提
心

権
実

顕
密

大
少
之
教

歴
劫
迂
廻
之
菩
提
心

自
力
菩
提
心

菩
薩
大
心

竪
超

竪
出
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と
が
で
き
る
も
の
と
位
置
づ
け
る
。
こ
の
よ
う
に
菩
提
心
釈
で
は
、
自
力
の
菩
提
心
の
こ
と
を
「
竪
超
」「
竪
出
」、
他

力
中
の
自
力
の
菩
提
心
の
こ
と
を
「
横
出
」、
願
力
廻
向
す
な
わ
ち
他
力
の
菩
提
心
の
こ
と
を
「
横
超
」
で
あ
る
と
定

義
し
て
い
る
。

④
『
教
行
信
証
』「
信
巻
」
横
超
断
四
流
釈
（
後
期
筆
跡
）

(11)

言

横
超
断
四
流

者
、
横
超
者
、
横
者
対

竪
超
・
竪
出

、
超
者
対

迂
対

廻
之
言
。
竪
超
者
大
乗
真
実
之

ト

ハ

ハ

ハ

ス

ニ

ハ

シ

ニ

ス
ル

ニ

バ
ナ
リ

ハ

教
也
。
竪
出
者
大
乗
権
方
便
之
教
、
二
乗
・
三
乗
迂
廻
之
教
也
。
横
超
者
即
願
成
就
一
実
円
満
之
真
教
、
真

ハ

ハ

宗
是
也
。
亦
復
有

横
出

、
即
三
輩
・
九
品
、
定
散
之
教
、
化
土
・
懈
慢
、
迂
廻
之
善
也
。
大
願
清
浄
報
土

不

云

レ

リ

チ

ノ

ニ
ハ

ズ

ハ

品
位
階
次

、
一
念
須
臾
傾
、
速

疾
超

証
无
上
正
真
道

、
故
曰

横
超

也
。

ヲ

ノ
ア
ヒ
ダ
ニ
ス
ミ
ヤ
カ
ニ

ト
ク

ス

ヲ

ニ

フ

ト

（
『
聖
典
全
書
』
二
・
九
六
頁
～
九
七
頁
）
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④
「
信
巻
」
横
超
断
四
流
釈
で
は
、
善
導
『
観

経
疏
』「
玄
義
分
」
に
説
か
れ
る
「
横
超
断
四
流
」

の
語
に
つ
い
て
註
釈
す
る
中
で
、
「
横
超
」
と
は

「
竪
超
」
「
竪
出
」
に
対
す
る
語
で
あ
り
、
ま
た

「
横
出
」
と
い
う
語
も
あ
る
こ
と
を
示
す
。
そ
の

「
竪
超
」
と
は
「
大
乗
真
実
の
教
」
、
「
竪
出
」
と

は
「
大
乗
権
方
便
の
教
」
等
で
あ
る
と
す
る
。
そ

し
て
「
横
超
」
と
は
「
願
成
就
一
実
円
満
の
真
教
」、

「
真
宗
」
で
あ
り
、
「
横
出
」
と
は
「
三
輩
・
九

品
、
定
散
の
教
」
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
「
超
」

と
は
「
迂
」「
廻
」
に
対
す
る
語
で
あ
り
、「
横
出
」

と
は
「
化
土
・
懈
慢
」
に
往
生
す
る
迂
廻
の
善
で
あ
る
が
、「
横
超
」
は
「
一
念
須
臾
」
と
い
う
僅
か
な
時
間
で
清
浄

報
土
に
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。

⑤
『
愚
禿
鈔
』
巻
下
「
至
誠
心
釈
」（
建
長
七
年
？
）

④
「
信
巻
」
横
超
断
四
流
釈

૯

த迂回

竪

超

竪

出

大
乗
真
実
之
教

大
乗
権
方
便
之
教

二
乗
三
乗
迂
回
之
教

願
成
就
一
実
円
満
之
真
教

真
宗

大
願
清
浄
報
土

不
云
品
位
階
次

一
念
須
臾
傾
速
疾
超
証
無
上
正
真
道

横

出

三
輩
九
品
定
散
之
教

化
土
懈
慢
迂
回
之
善
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真
実
有

二
種

ニ

リ

一
者
自
利
真
実

ニ

ハ

ナ
リ

難
行
道

聖
道
門

竪
超
即
身
是
仏

即
身
成
仏

自
力
也

竪
出
自
力
中
之
漸
教

歴
劫
修
行
也

二
者
利
他
真
実

ニ

ハ

ナ
リ

易
行
道

浄
土
門

横
超
如
来
誓
願
他
力
也

横
出
他
力
中
之
自
力

定
散
諸
行
也

ノ

ナ
リ

就

自
利
真
実

復
有

二
種

テ

ニ

リ

一
者
厭
離
真
実

聖
道
門

難
行
道

竪
出

自
力

竪
出
者
難
行
道
之
教
、
以

厭
離

為

本
、
自
力
之
心

故
也

ト

ハ

ナ
リ

テ

ヲ

ス

ト

ナ
ル
ガ

ヘ
ナ
リ

二
者
忻
求
真
実

ニ

ハ浄
土
門

易
行
道

横
出

他
力
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横
出
者
易
行
道
之
教
、
以

忻
求

為

本
、
何
以
故
、
由

願
力

令

厭

捨
生
死

之
故
也

ナ
リ

テ

ヲ

ス

ト

ヲ

ノ

ニ

テ

ニ

ム
ル
ガ

セ

ヲ

ヘ
ナ
リ
ト

又
就

横
出
真
実
、
復
有

三
種

テ

ノ

ニ

リ

一
者
口
業
忻
求
真
実

ニ

ハ

ニ

口
業
厭
離
真
実

ニ

ナ
リ

二
者
身
業
忻
求
真
実

ニ

身
業
厭
離
真
実

ニ

ナ
リ

三
者
意
業
忻
求
真
実

ニ

意
業
厭
離
真
実

（『
聖
典
全
書
』
二
・
二
九
五
頁
上
～
二
九
六
頁
上
）

ニ

ナ
リ

⑤
『
愚
禿
鈔
』
巻
下
「
至
誠
心
釈
」
で
は
、『
観
経
』
の
至
誠
心
に
つ
い
て
解
釈
す
る
中
、
こ
れ
に
「
自
利
真
実
」

と
「
利
他
真
実
」
と
が
あ
り
、「
自
利
真
実
」
と
は
「
難
行
道
・
聖
道
門
・
竪
超
・
竪
出
」
の
こ
と
で
あ
り
、「
利
他
真

実
」
と
は
「
易
行
道
・
浄
土
門
・
横
超
・
横
出
」
で
あ
る
と
示
す
。
こ
の
中
、「
竪
超
」「
竪
出
」「
横
超
」「
横
出
」
の

語
に
は
割
註
が
付
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、「
即
身
是
仏
・
即
身
成
仏
・
自
力
」
、「
自
力
中
の
漸
教
・
歴
劫
修
行
」
、「
如
来

の
誓
願
他
力
」
、「
他
力
中
の
自
力
な
り
、
定
散
諸
行
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
横
出
」
を
「
他
力
中
の
自
力
」

と
表
現
し
て
い
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
「
自
利
真
実
」
は
さ
ら
に
「
厭
離
真
実
」
と
「
欣
求
真
実
」
と
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に
分
か
れ
る
と
し
、
「
厭
離
真
実
」
と
は
「
聖
道

門
・
難
行
道
・
竪
出
・
自
力
」
で
あ
り
、
「
欣
求

真
実
」
と
は
「
浄
土
門
・
易
行
道
・
横
出
・
他

力
」
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に

『
愚
禿
鈔
』
巻
下
で
は
、
一
代
教
を
小
乗
教
と

大
乗
教
に
分
け
、
大
乗
教
に
二
教
二
出
を
配
当

す
る
と
い
う
『
愚
禿
鈔
』
巻
上
と
は
異
な
る
構

造
を
持
っ
た
二
双
四
重
判
が
示
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
親
鸞
に
お
け
る
二
双
四
重
判
の
説
示
に
つ
い
て
は
、
各
文
ご
と
に
若
干
の
相
違
が
存
し
て
お
り
、

古
来
よ
り
そ
の
解
釈
は
「
超
」「
出
」
は
漸
頓
を
顕
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
真
仮
を
顕
し
て
い
る
の
か
な
ど
一
定

⑤
『
愚
禿
鈔
』
巻
下

自
利
真
実

至
誠
心

利
他
真
実

難
行
道

聖
道
門

竪
出…

自
力
中
之
漸
教

歴
劫
修
行

竪
超…

即
身
是
仏

即
身
成
仏

自
力

厭
離
真
実

欣
求
真
実

易
行
道

浄
土
門

横
超…

如
来
誓
願
他
力

横
出…

他
力
中
之
自
力

定
散
諸
行

聖
道
門

難
行
道

自
力

竪
出…

難
行
道
之
教

以
厭
離
為
本

自
力
之
心

浄
土
門

易
行
道

他
力

横
出…

易
行
道
之
教

以
欣
求
為
本

由
本
願
力
令
厭
捨
生
死
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し
な
い
。
し
か
し
一
代
仏
教
を
「
横
超
」
「
横
出
」
「
竪
超
」
「
竪
出
」
に
分
類
し
、
「
横
超
」
を
真
実
と
す
る
点
は
五

(12)

書
と
も
に
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
「
化
身
土
巻
」
や
『
愚
禿
鈔
』
の
意
に
よ
れ
ば
、
自
力
聖
道
門
内
の
頓
教
を
「
竪

超
」、
漸
教
を
「
竪
出
」、
他
力
浄
土
門
内
の
頓
教
で
あ
り
弘
願
真
実
の
教
を
「
横
超
」、
漸
教
で
あ
り
「
他
力
中
の
自

力
」
で
あ
る
方
便
仮
門
の
教
を
「
横
出
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
「
横
出
」
の
語
は
『
教
行
信
証
』
お
よ
び
『
愚

禿
鈔
』
の
二
書
に
し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
用
語
で
あ
る
こ
と
も
、
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
く
。

ਸ਼

ඨ


ষ
ଢ଼

प
उ
ऐ
ॊ

∹
ઇ
ਖ਼

भ
ৄ
ੰ

こ
の
よ
う
な
、
親
鸞
が
二
双
四
重
判
と
い
う
特
殊
な
一
代
仏
教
の
分
類
方
法
を
用
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
多
く
検

討
が
な
さ
れ
て
き
た
。
初
め
て
こ
の
教
判
論
に
着
目
し
た
の
は
存
覚
で
あ
ろ
う
。
存
覚
は
『
六
要
鈔
』
に
て
、

「
然
就
」
等
者
、
此
有

二
双
四
重
之
釈
。
所-

謂
竪
出
・
竪
超
、
横
出
・
横
超
是
也
。
所
立
差
異
在

文
可

見
。

ト

ニ

リ

ノ

レ

ノ

テ

ニ

シ

ツ

又
第
六
巻
及
『
愚
禿
鈔
』
委
有

此
事
。
可

見

彼
文
。

問
。
今
之
名
目
出

何
典

耶
。
答
。『
楽
邦
文
類
』

ビ

ニ

ク

リ

ノ

ル

ノ

ヲ

ノ

タ
リ

ノ

ニ

ノ

第
四
、
桐
江
択
瑛
法
師
弁

横
竪
二
出

文
云
、「
竪
出
者
、
声
聞
修

四
諦
、
縁
覚
修

十
二
因
縁
、
菩
薩
修

ノ

ズ
ル

ヲ

ニ

ク

ト

ハ

シ

ヲ

ハ

シ

ヲ

ハ

ス

六
度
万
行
。
此
渉

地
位
。
譬

如

及
第

ベ
キ
ガ

須

自
有

才
学
。
又
如

歴
任
転
官

キ
ガ

須

有

功-

効
。
横
出
者
、
念
仏

求

ヲ

レ

ル

ヲ

ヘ
バ

シ

ノ

ク

ミ

ル

シ

ノ

ク

ル

ト

シ
テ

ム

生

浄-

土
。
譬

如

蔭
叙
功
由

祖
父
他
力

不

問

学
業
有
無
。
又
如

覃

恩
普
博

功
由

国
王

不

論

ゼ
ン
コ
ト
ヲ

ニ

ヘ
バ

シ

ノ

テ

ノ

ニ

ル
ガ

ハ

ノ

ヲ

シ

ス
コ
ト

ニ
シ
テ

テ

ニ

ル
ガ

ゼ
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歴
任
浅
深
。
於

横
出
中

有

定
散
二
善
。
故
善
導
和
尚
立

専
雑
二
修
。
雑
修
者
、
謂
散
謾

修

諸
善
業

ノ

ヲ

テ

ノ

ニ

リ

ノ

ニ

ツ

ヲ

ト

ク

ニ
シ
テ

シ
テ

ノ

ヲ

廻
向
荘
厳
也
。
専
修
者
、
身

ベ
シ
須

専

礼
阿
弥
陀
仏

不

雑

余
礼

。
口

ベ
シ
須

専

称
阿
弥
陀
仏
、
不

称

余
号

ス

ト

ニ

ク

シ
テ

ヲ

ル

セ

ヲ

ニ

ク

ス

ヲ

セ

ヲ

不

誦

余
経
呪
。
意

ベ
シ
須

専

想
阿
弥
陀
仏

不

修

余
観
。
若
専
修
者
、
十
即
十
生
、
百
即
百
生
。
若
雑
修
者

ル

セ

ノ

ヲ

ニ

ク

シ
テ

ヲ

ル

セ

ヲ

シ

ノ

ノ
ハ

シ

ス

シ

ノ

ノ
ハ

百
中
或
得

一
両
人
生
、

千
中
或
得

三
五
人
生

。
今
見

世
人

、
有

一
日
礼

阿
弥
陀
仏

三
千
拝
者
、

ノ

ニ

ハ

エ

ズ
ル
コ
ト
ヲ

ノ

ニ

ハ

ウ

ズ
ル
コ
ト
ヲ

ニ

ヲ

リ

ニ

ス
ル
コ
ト

ヲ

ス
ル

日
称

阿
弥
陀
仏
十
万
声

者

。
有

昼
夜
専

想
阿
弥
陀
仏

者
。
並
有

感
応
。
斯

可

験

也
。」

本
依

ニ

ス
ル

ヲ

リ

ニ

ス
ル

ヲ

ニ

リ

コ
ヽ
ニ

シ

シ
ツ

テ

已上

斯
釈

又
加

私
。

問
。
如

今
釈

者
、
唯
有

二
出

不

載

二
超
。
故
竪
出
中
不

分

権
実

普
摂

諸

ノ

ニ

フ

ノ

ノ

ノ

テ

ヲ

ニ

ノ

ニ

ヲ

ク

ス

教

。
横
出
之
中
不

弁

浅
深
、
総

約

浄
教
。
是
則
定
散
専
雑
等
也
。
何
加

二
超

而
違

彼
説

。
答
。
於

ヲ

ノ

ニ

ヲ

ジ
テ

ス

ニ

ゾ

テ

ヲ

モ

ス
ル

ノ

ニ

テ

聖
道
門

有

三
乗
家

有

一
乗
家
。
三
乗
教
意
不

分

権
実
。
一
乗
教
意
専
存

権
実
。
今
依

一
乗

可

ニ

リ

リ

ノ

ハ

ヲ

ノ

ハ

ラ

ズ

ヲ

ニ

ニ

シ

有

差
別
。
仍
立

竪
超

別
為

速
疾
成
仏
一
門

。
又
聖
道
意
、
雖

立

浄
教

不

及

定
散
弘
願
分
別
。

テ

テ
ヽ

ヲ

ニ

ス

ノ

ト

ノ

ト

ヲ

ノ

ニ

又
無

正
助
二
門
差-

降
。
依

宗
家
意

既

其
差

。
随-

而
釈
中
有

横
超
言
。
依

之
択
瑛
「
横
出
」
之
言

シ

ノ

ル
ニ

ノ

ニ

ニ

ノ

ヲ

テ

ノ

ニ

リ

ノ

テ

ニ

ノ

ノ

ト

ト与

高
祖
師
「
横
超
」
之
言
、
校

合

彼
此
、
横
一
門
中
出

名

権
教
迂
廻
之
教
、
超

象

実
教
速
疾
之
道
。

ノ

ノ

シ
テ

ヲ

ノ

ノ

ニ

ヲ
バ

ケ

ノ

ニ

ヲ
バ

ド
ル

ノ

ニ

又
対

横
超
、
竪
中
可

有

超
義

之
故
有

此
分
別
。
乍

守

本
説

而
開

義
門

巧
叶

両
師
所
立
名
義
。

シ
テ

ニ

ノ

ニ

ガ

ノ

ニ

リ

ノ

ヲ

モ

テ

ヲ

ニ

フ

ノ

ニ

尤
可

依
憑

。

（『
聖
典
全
書
』
四
・
一
一
二
五
頁
～
一
一
二
六
頁
）

シ

ス
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と
い
い
、
ま
た
『
嘆
徳
文
』
に
て
、

披

一
代
蔵

兮
擢

経

・
律
・
論
・
釈

之
簡
要
、
記

六
巻

鈔

兮
号

『
教
行

信
証
之
文
類
』
。

ヒ
ラ
イ
テ

ヰ
チ
ダ
イ
ザ
ウ
ヲ

ヌ
キ
イ
デ
ヽ

キ
ヤ
ウ

リ
チ

ロ
ン

シ
ヤ
ク

カ
ン
エ
ウ
ヲ

キ
シ
テ

ロ
ク
ク
ワ
ン
ノ
セ
ウ
ヲ

ガ
ウ
ス

ケ
ウ
ギ
ヤ
ウ
シ
ン
シ
ヨ
ウ

モ
ン
ル
イ
ト

彼
書

所

義
理
甚
深

。
所
謂

決

凡
夫
有
漏
之
諸
善
不

入

願

力
成

就
之
報
土

、
呈

如
来
利
他

カ
ノ
シ
ヨ
ニ
ト
コ
ロ

ノ
ブ
ル

ギ

リ

ジ
ム
ジ
ム
ナ
リ
イ
ハ
ユ
ル

ク
ヱ
チ
シ

ボ
ム

ブ

ウ

ロ

シ
ヨ
ゼ
ン

ザ
ル
コ
ト
ヲ

ラ

グ
ワ
ン
リ
キ
ジ
ヤ
ウ
ジ
ユ

ホ
ウ

ド
ニ

ア
ラ
ハ
ス

ニ
ヨ
ラ
イ

リ

タ

之
真
心
令

生

安
養
勝

妙
之
楽
邦
。
殊

明

仏
智
信
疑
之
得
失
、
判

感

浄

土
報
化
之
往

シ
ン
シ
ム

シ
ム
ル
コ
ト
ヲ

シ
ヤ
ウ
ゼ

ア
ン
ヤ
ウ
シ
ヨ
ウ
メ
ウ

ラ
ク
ハ
ウ
ニ

コ
ト
ニ
ア
カ
シ

ブ
チ

チ

シ
ン

ギ

ト
ク
シ
チ
ヲ

ハ
ン
ズ

カ
ン
ズ
ル
コ
ト
ヲ

ジ
ヤ
ウ

ド

ホ
ウ
ク
ヱ

ワ
ウ

生
。

兼

復
就

択

瑛
法
師
之
釈

義

雖

摸

横
竪
二
出

之
名

、
探

宗
家
大
師
之
祖
意

、
巧

立

ジ
ヤ
ウ
ヲ

カ
ネ
テ
ハ
マ
タ

ツ
イ
テ

チ
ヤ
ク
エ
イ
ホ
フ

シ

シ
ヤ
ク

ギ
ニ

イ
ヘ
ド
モ
ボ
ス
ト

ワ
ウ
ジ
ユ

ニ

シ
ユ
チ

ナ
ヲ

サ
グ
リ
テ

シ
ユ

ケ

ダ
イ

シ

ソ

イ
ヲ

ミ
ニ

タ
ツ

横
竪
二
超
之
差
。
彼
此
助
成

標

権
実
之
教
旨
、
漸
頓
分
別

弁

長

短
之
修
行
。
他
人

ズ未

談

之

、

ワ
ウ
ジ
ユ

ニ

テ
ウ

シ
ヤ
ヲ

ヒ

シ

ジ
ヨ
ジ
ヤ
ウ
シ
テ

ヘ
ウ
シ

ゴ
ン
ジ
チ

ケ
ウ

シ
ヲ

ゼ
ム
ト
ム
フ
ン
ベ
チ
シ
テ
ベ
ン
ズ

チ
ヤ
ウ
タ
ン

シ
ユ
ギ
ヤ
ウ
ヲ

タ

ニ
ン

イ
マ
ダ
ダ
ン
ゼ

コ
レ
ヲ

我
師
独

存

之
。

（『
聖
典
全
書
』
四
・
八
六
八
頁
）

ワ
ガ

シ

ヒ
ト
リ
ゾ
ン
ズ
コ
レ
ヲ

と
い
う
よ
う
に
、
親
鸞
の
二
双
四
重
判
に
つ
い
て
注
意
深
く
評
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
存
覚
は
、
善
導
の
「
横
超
」
、

択
瑛
の
「
横
竪
二
出
」
の
名
目
に
依
り
つ
つ
、
一
代
仏
教
を
「
横
超
」「
竪
超
」「
横
出
」「
竪
出
」
の
名
目
を
用
い
て

権
実
漸
頓
を
分
判
す
る
と
い
う
説
示
は
他
師
に
は
な
く
、
親
鸞
独
自
の
教
判
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
存
覚
の
上
で

は
「
横
超
」「
横
出
」「
竪
出
」
と
い
う
名
目
こ
そ
、
善
導
・
択
瑛
に
依
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
を
勘
案
し
て
「
竪

超
」
の
名
目
を
加
え
る
こ
と
で
一
代
仏
教
を
四
種
に
分
判
す
る
と
こ
ろ
に
親
鸞
の
独
自
性
が
あ
る
と
み
て
い
る
。

近
代
以
降
の
研
究
に
目
を
移
す
と
、
梅
原
真
隆
は
存
覚
に
対
し
、
「
横
超
」
「
竪
超
」
の
名
目
も
法
然
の
上
で
も
語

ら
れ
た
相
承
の
義
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
親
鸞
真
筆
が
現
存
す
る
『
西
方
指
南
鈔
』
下
末
に
は
、『
浄

(13)
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土
宗
大
意
』
と
呼
ば
れ
る
法
然
の
法
語
が
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、

浄

土
宗
の
こ
ゝ
ろ
は
、
聖

道
・
浄

土
の
二
門
を
た
て
ゝ
、
一
代
の
諸
教
を
お
さ
む
。
聖

道
門
と
い
ふ

じ
や
う

ど

し
ゆ

し
や
う
だ
う

じ
や
う

ど

も
ん

だ
い

し
よ

け
う

し
や
う
だ
う
も
ん

は
、
娑
婆
の

ネ
チ
ハ
ン
ノ
サ
ト
リ
ナ
リ

得
道
な
り
。
自
力
断
惑
出

離
生

死
の
教
な
る
が
ゆ
へ
に
、
凡
夫
の
た
め
に
修
し
が
た

し
や

ば

と
く
だ
う

じ

り
き

だ
ん

わ
く

し
ゆ
つ

り

し
や
う

じ

け
う

ぼ
む

ぶ

し
ゆ

し
、
行

じ
が
た
し
。
浄

土
門
と
い
ふ
は
、
極
楽
の
ネ
チ
ハ
ン
ノ
サ
ト
リ
ヲ
ジ
ヤ
ウ
ド
ニ
シ
テ
ヒ
ラ
ク
ナ
リ

得
道
な
り
。
他
力
断
惑
往
生

浄

土
門
な
る
が
ゆ

ぎ
や
う

じ
や
う

ど

も
ん

ご
く
ら
く

と
く
だ
う

た

り
き

だ
ん

わ
く

わ
う

じ
や
う
じ
や
う

ど

も
ん

へ
に
、
凡
夫
の
た
め
に
は
修
し
や
す
く
、
行

じ
や
す
し
。
そ
の
行
と
い
ふ
は
、
ひ
と
へ
に
凡
夫
の
た
め
に

ぼ
む

ぶ

し
ゆ

ぎ
や
う

ぼ
む

ぶ

お
し
え
た
ま
ふ
と
こ
ろ
の
願

行

な
る
が
ゆ
へ
な
り
。
総
じ
て
こ
れ
を
い
へ
ば
、
五
説
の
中
に
は
仏
説
也
、

ぐ
わ
ん
ぎ
や
う

そ
う

ご

せ
ち

ぶ
ち
せ
ち

ホ
フ
シ
ン
ホ
ウ
ジ
ン
オ
ウ
ジ
ン
ク
ヱ
ノ
ド
ナ
リ

四
土
の
中
に
は
報
土
也
、
三
身
の
中
に
は
二
身
也
、
三
宝
の
中
に
は
仏
宝
也
、

シ
ヤ
ウ
モ
ン
エ
ン
ガ
ク
ボ
サ
チ
ブ
チ
ジ
ヨ
ウ
ナ
リ

四
乗

の
中
に
は
仏
乗

な
り

ほ
う

さ
む
し
ん

し
ん

さ
む
ぼ
う

ぽ
う

じ
よ
う

ぶ
ち
じ
よ
う

二
教
の
中
に
は
頓
教
也
、

シ
ヤ
ウ
モ
ン
ザ
ウ
ボ
サ
チ
ザ
ウ
ナ
リ

二
蔵
の
中
に
は
菩
薩
蔵
也
、
二
行
の
中
に
は
正

行

な
り
、
二
超
の
中
に
は
横
超

け
う

と
ん
げ
う

ざ
う

ぼ

さ
ち
ざ
う

し
や
う
ぎ
や
う

て
う

わ
う
て
う

也
。

（『
聖
典
全
書
』
三
・
一
〇
二
五
頁
～
一
〇
二
六
頁
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
一
代
仏
教
を
浄
土
門
・
聖
道
門
の
二
に
判
釈
し
た
上
で
、
浄
土
門
と
は
二
超
の
中
で

は
「
横
超
」
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
法
然
語
録
に
つ
い
て
親
鸞
が
解
説
を
行
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

の
が
、『
末
灯
鈔
』
第
八
通
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
親
鸞
書
簡
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

ま
た
五
説
と
い
ふ
は
、
よ
ろ
づ
の
経

を
と
か
れ
候
に
、
五
種
に
は
す
ぎ
ず
候
な
り
。
一
に
は
仏
説
、
二
に

ご

せ
ち

き
や
う

ご

し
ゆ

ぶ
ち
せ
ち

は
聖

弟
子
の
説
、
三
に
は
天
仙
の
説
、
四
に
は
鬼
神
の
説
、
五
に
は
変
化
の
説
と
い
へ
り
。
こ
の
い
つ
ゝ

し
や
う

で

し

せ
ち

て
ん
せ
ん

せ
ち

く
ゐ
じ
ん

せ
ち

へ
ん
ぐ
ゑ

せ
ち
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の
な
か
に
、
仏
説
を
も
ち
ゐ
て
か
み
の
四
種
を
た
の
む
べ
か
ら
ず
候
。
こ
の
三
部
経

は
釈
迦
如
来
の
自
説

ぶ
ち
せ
ち

し

し
ゆ

さ
む

ぶ

き
や
う

し
や

か

に
よ
ら
い

じ

せ
ち

に
て
ま
し
ま
す
と
し
る
べ
し
と
な
り
。
四
土
と
い
ふ
は
、
一
に
は
法
身
の
土
、
二
に
は
報
身
の
土
、
三
に
は
応
身

し

ど

ほ
ふ
し
ん

ど

ほ
う
じ
ん

ど

お
う
じ
ん

の
土
、
四
に
は
化
土
な
り
。
い
ま
こ
の
安
楽
浄

土
は
報
土
な
り
。
三
身
と
い
ふ
は
、
一
に
は
法
身
、
二
に

ど

く
ゑ

ど

あ
ん
ら
く
じ
や
う

ど

ほ
う

ど

さ
む
し
ん

ほ
ふ
し
ん

は
報
身
、
三
に
は
応
身
な
り
。
い
ま
こ
の
弥
陀
如
来
は
報
身
如
来
な
り
。
三
宝
と
い
ふ
は
、
一
に
は
仏
宝
、

ほ
う
じ
ん

お
う
じ
ん

み

だ

に
よ
ら
い

ほ
う
じ
ん
に
よ
ら
い

さ
む
ぼ
う

ぶ
ち
ぽ
う

二
に
は
法
宝
、
三
に
は
僧
宝
な
り
。
い
ま
こ
の
浄

土
宗
は
仏
宝
な
り
。
四
乗

と
い
ふ
は
、
一
に
は
仏
乗

、

ほ
ふ
ぼ
う

そ
う
ぼ
う

じ
や
う

ど

し
ゆ

ぶ
ち
ぽ
う

し

じ
よ
う

ぶ
ち
じ
よ
う

二
に
は
菩
薩
乗

、
三
に
は
縁
覚
乗

、
四
に
は
声

聞
乗

な
り
。
い
ま
こ
の
浄

土
宗
は
菩
薩
乗

な
り
。
二
教

ぼ

さ
ち
じ
よ
う

え
ん
が
く
じ
よ
う

し
や
う
も
ん
じ
よ
う

じ
や
う

ど

し
ゆ

ぼ

さ
ち
じ
よ
う

に

け
う

と
い
ふ
は
、
一
に
は
頓
教
、
二
に
は
漸
教
な
り
。
い
ま
こ
の
教
は
頓
教
な
り
。
二
蔵
と
い
ふ
は
、
一
に
は
菩
薩
蔵
、

と
む
げ
う

ぜ
ん
げ
う

け
う

と
む
げ
う

に

ざ
う

ぼ

さ
ち
ざ
う

二
に
は
声

聞
蔵
な
り
。
い
ま
こ
の
教
は
菩
薩
蔵
な
り
。
二
道
と
い
ふ
は
、
一
に
は
難
行

道
、
二
に
は
易
行

道

し
や
う
も
ん
ざ
う

け
う

ぼ

さ
ち
ざ
う

に

だ
う

な
ん
ぎ
や
う
だ
う

ゐ

ぎ
や
う
だ
う

な
り
。
い
ま
こ
の
浄

土
宗
は
易
行

道
な
り
。
二
行

と
い
ふ
は
、
一
に
は
正

行

、
二
に
は
雑
行

な
り
。

じ
や
う

ど

し
ゆ

い

ぎ
や
う
だ
う

に

ぎ
や
う

し
や
う
ぎ
や
う

ざ
ふ
ぎ
や
う

い
ま
こ
の
浄

土
宗
は
正

行

を
本
と
す
る
な
り
。
二
超
と
い
ふ
は
、
一
に
は
竪
超
、
二
に
は
横
超
な
り
。
い

じ
や
う

ど

し
ゆ

し
や
う
ぎ
や
う

ほ
ん

に

て
う

し
ゆ
て
う

わ
う
て
う

ま
こ
の
浄

土
宗
は
横
超
な
り
。
竪
超
は
聖

道
自
力
な
り
。

（『
聖
典
全
書
』
二
・
七
八
九
頁
～
七
九
〇
頁
）

じ
や
う

ど

し
ゆ

わ
う
て
う

し
ゆ
て
う

し
や
う
だ
う

じ

り
き

と
示
さ
れ
る
。
前
掲
の
『
浄
土
宗
大
意
』
と
本
書
簡
と
を
比
較
し
て
も
、
「
五
説
」
、「
四
土
」
、「
三
身
」
、
「
三
宝
」
な

ど
の
名
目
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
書
簡
が
『
浄
土
宗
大
意
』
の
名
目
を
解
釈
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
名
目
の
中
「
二
超
」
と
は
、
聖
道
自
力
の
「
竪
超
」
と
、
浄
土
宗
の
「
横
超
」
の
二
で
あ
る
こ

と
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
よ
り
、
梅
原
は
法
然
が
既
に
「
横
超
」「
竪
超
」
の
語
を
用
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
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る
と
し
、「
親
鸞
聖
人
の
二
双
四
重
の
教
判
に
於
け
る
「
二
超
」
は
伝
統
、「
二
出
」
は
己
証
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け

で
あ
る
」
と
、
親
鸞
の
独
自
性
は
「
横
出
」「
竪
出
」
の
開
顕
に
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
梅
原
の
指
摘
を

(14)

踏
ま
え
て
藤
枝
昌
道
は
、
法
然
が
浄
土
門
を
「
横
超
」
と
定
義
す
る
に
対
し
、
親
鸞
が
先
掲
の
『
愚
禿
鈔
』
巻
上
等
に

お
い
て
聖
道
・
浄
土
を
そ
れ
ぞ
れ
漸
教
・
頓
教
に
分
判
し
て
い
る
点
に
着
目
し
、
浄
土
門
中
に
漸
頓
二
教
を
分
け
た
こ

と
が
「
全
く
親
鸞
聖
人
独
自
の
発
揮
で
あ
る
」
と
考
察
す
る
。

(15)

そ
れ
ら
を
承
け
て
浅
井
成
海
は
、
法
然
門
流
に
お
け
る
教
判
論
を
比
較
検
討
し
た
上
で
、
法
然
門
流
他
師
（
と
り
わ

(16)

け
弁
長
・
証
空
）
に
は
、「
横
出
」
「
竪
出
」
の
教
義
的
主
張
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
、
「
特
に
「
横
出
」
の
位

置
づ
け
は
、
法
然
門
下
中
、
親
鸞
独
自
の
主
張
で
あ
り
、
そ
の
教
義
的
意
味
は
、
非
常
に
深
い
も
の
が
あ
る
」
と
指
摘

(17)

し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
現
在
、
二
双
四
重
判
に
お
け
る
親
鸞
の
独
自
性
と
は
、
特
に
一
代
仏
教
の
中
に
「
横
出
」
す
な
わ
ち

浄
土
門
内
の
中
に
さ
ら
に
漸
頓
や
自
力
・
他
力
の
別
を
配
し
た
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
聖
道
門
内
を
漸
頓
に
分
判

す
る
こ
と
は
、
他
の
法
然
門
流
に
も
見
ら
れ
る
説
示
で
あ
る
が
、
確
か
に
「
横
出
」
と
い
う
語
は
法
然
門
下
に
お
い

て
親
鸞
に
し
か
用
例
を
見
な
い
。

従
っ
て
、
教
判
論
の
中
で
浄
土
門
を
さ
ら
に
細
分
し
「
横
出
」
の
教
を
位
置
付
け
た
こ
と
が
、
現
在
指
摘
さ
れ
る
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親
鸞
の
独
自
性
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
浄
土
門
中
を
自
力
・
他
力
に
分
け
る
考
え
方
自
体
は
、
法
然
門
流

内
に
お
い
て
も
存
在
す
る
。
次
項
で
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。

ਸ਼
ਕ
ඨ

ཱི
ଅ


प
उ
ऐ
ॊ
ঽ
ৡ
؞

ৡ
भ
ጩ
શ

先
述
『
浄
土
宗
大
意
』
に
お
い
て
法
然
が
浄
土
門
の
教
え
を
「
横
超
」
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
通
り
、
法
然
浄

土
教
に
お
い
て
は
基
本
的
に
、
浄
土
門
と
は
そ
の
ま
ま
他
力
真
実
の
教
門
で
あ
る
と
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

鎮
西
義
の
弁
長
は
、
『
浄
土
宗
要
集
』
（
西
宗
要
）
に
て
「
自
力
他
力
事
」
と
の
篇
目
を
立
て
て
、
曇
鸞
が
『
往
生

論
註
』
に
て
龍
樹
「
易
行
品
」
に
示
さ
れ
る
難
易
二
道
判
を
自
力
他
力
に
よ
っ
て
峻
別
す
る
こ
と
に
つ
い
て
以
下
の
よ

う
に
論
じ
て
い
る
。

難
云
。
行
者
法
修
行
時
、
依
二

根
性
強
弱
一

可
レ

有
二

自
力
他
力
一

。

然
則
、
難
行
道
易
行
道

共
可
レ

有
二

自
力
・
他

ジ
テ

ヲ

ス
ル

ノ

ニ

レ
バ

ニ
モ

ニ
モ

ニ

力
一

也
。
只
機
有
二

上
下
一

堪
不
堪
ア
リ
テ
難
易
二
道
可
レ

有
也
。
何
可
レ

約
レ

法
乎
。
答
。
在
二

穢
土
一

三
学
修
不

ダ

ニ

リ

ノ

ゾ

ン
ヤ

ス

ニ

テ

ニ

ヲ

シ
テ

退
叶

云
自
力
也
。
穢
土
在
浄
土
行
修

命
終
之
時
、
阿
弥
陀
仏
来
迎
預
十
万
億
国
一
刹
那
往
生

他
力
也
。

ニ

フ
ト

フ
ハ

ニ

テ

ノ

ヲ

シ
テ

ノ

ニ

リ

ノ

ニ

ニ

ス
ル
ハ

依
レ

之
在
二

穢
土
一

三
学
修

仏
他
力
不
レ

蒙
。
浄
土
門
日
来
迎
他
力
預

故
極
楽

正
定
不
退
位
至

安
也
。
有

ニ

ヲ

ス
ル
ニ
ハ

ノ

ヲ

ノ

ハ

ノ

ニ

ル
ガ

ニ

ニ
シ
テ

ノ

ニ

ル
ハ

キ

人

小坂

云
念
仏
以
他
力

以
二

雑
行
一

為
二

自
力
一

難
云
、
雑
行
以
自
力
ス
ル
事
、
曇
鸞
釈
全
不
レ

見
。
又
別

難

ヲ

テ

ト
シ

ヲ

ス
ト

ト

ジ
テ

ヲ

テ

ト

ハ

ノ

ニ

ク

シ
テ

ジ
テ

云
云
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云
、
只
極
楽
浄
土
至

以
易
行
云
、
雑
行
専
修
共
他
力
ニ
テ
コ
ソ
ア
ラ
メ
。
同
浄
土
門

故
、
弥
陀
来
迎
他
力

ダ

ニ

ル
ヲ

テ

ト

バ

モ

モ

ニ

ク

ナ
ル
ガ

ニ

ノ

ニ

預

故
、
若
人
乗
二

仏
願
力
一

便
得
二

往
生
一

云
余
自
力
得
レ

意
ゾ
カ
シ
ト
答

可
レ

言
。

ル
ガ

ニ

ジ
テ

ニ

ト

ヲ

ノ

ハ

ト

ヘ
バ

(

『
浄
全
』
一
〇
・
二
二
六
頁
下
～
二
二
七
頁
上)

こ
の
よ
う
に
、
浄
土
門
は
他
力
に
限
る
と
主
張
し
て
、
浄
土
門
に
自
力
の
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
な
い
。
し
か
し
、

弁
長
に
よ
る
と
、
こ
こ
で
批
判
対
象
と
し
て
挙
げ
る
小
坂
、
す
な
わ
ち
西
山
義
の
説
で
は
念
仏
を
他
力
、
雑
行
を
自

力
で
あ
る
と
捉
え
て
い
た
。
こ
の
説
示
に
依
れ
ば
、
前
後
の
文
脈
は
不
明
で
は
あ
る
が
、
雑
行
を
浄
土
門
中
の
自
力

仮
門
で
あ
り
、
横
出
の
教
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
「
化
巻
」
の
二
双
四
重
判
の
説
示
と
も
近
似
し
た
言
説
と
み
る
こ

と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
長
楽
寺
流
の
隆
寛
は
、『
自
力
他
力
事
』
に
て
、

念
仏
の
行

に
つ
き
て
自
力
・
他
力
と
い
ふ
こ
と
あ
り
。
こ
れ
は
極
楽
を
ね
が
ひ
て
弥
陀
の
名

号
を
と
な
ふ

ね
む
ぶ
ち

ぎ
や
う

じ

り
き

た

り
き

ご
く
ら
く

み

だ

み
や
う
が
う

る
人
の
中
に
、
自
力
の
こ
ゝ
ろ
に
て
念
仏
す
る
人
あ
り
。
ま
づ
自
力
の
こ
ゝ
ろ
と
い
ふ
は
、
身
に
も
わ
ろ
き

ひ
と

な
か

じ

り
き

ね
む
ぶ
ち

ひ
と

じ

り
き

み

こ
と
を
ば
せ
じ
、
口
に
も
わ
ろ
き
こ
と
を
ば
い
は
じ
、
心

に
も
ひ
が
ご
と
を
ば
お
も
は
じ
と
、
加
様
に
つ

く
ち

こ
ゝ
ろ

か

や
う

ゝ
し
み
て
念
仏
す
る
も
の
は
、
こ
の
念
仏
の
ち
か
ら
に
て
、
よ
ろ
づ
の
つ
み
を
の
ぞ
き
う
し
な
ひ
て
、
極
楽

ね
む
ぶ
ち

ね
む
ぶ
ち

ご
く
ら
く

へ
か
な
ら
ず
ま
い
る
ぞ
と
お
も
ひ
た
る
人
を
ば
、
自
力
の
行

と
い
ふ
な
り
。

ひ
と

じ

り
き

ぎ
や
う

（
『
聖
典
全
書
』
二
・
一
一
〇
七
頁
）
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と
、
念
仏
に
は
自
力
・
他
力
の
別
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
他
力
の
念
仏
で
は
極
楽
へ
生
じ
る
こ
と
が
可
能
で
は
あ
る

が
、
自
力
の
念
仏
で
は
、

ま
さ
し
き
本
願
の
極
楽
に
は
ま
ゐ
ら
ず
、
わ
づ
か
に
そ
の
ほ
と
り
へ
ま
ゐ
り
て
、
そ
の
と
こ
ろ
に
て
本
願
に

そ
む
き
た
る
罪
を
つ
ぐ
の
ひ
て
の
ち
に
、

ま
さ
し
き
極
楽
に
は
生
ず
る
な
り
。

(

『
聖
典
全
書
』
二
・
一
一
〇
七
頁)

と
、
正
し
き
本
願
の
極
楽
で
は
な
く
辺
地
へ
と
往
生
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
極
楽
浄
土
宗
義
』
で
は
以
下

の
よ
う
に
、
念
仏
に
つ
い
て
信
具
足
の
念
仏
と
信
不
具
足
の
念
仏
が
あ
る
と
し
て
、

問
。
下
品
三
生
称
名
者
、
本
願
相
応
行
歟
。
答
。
此
人
既
生
二

辺
地
一。
明
知
、
非
二

本
願
念
仏
一

也
。
問
。
或
云

ノ

ノ

ハ

ノ

ノ

ニ

ニ

ル

ノ

滅

五
十
億
劫
罪

或
云

於

念
々
中

除

八
十
億
劫
生
死
之
罪

云
々
。
若
非

本
願
念
仏

者
、
破
戒
造
逆
人
豈

ノ

ノ

ニ

消

尽

若
干
罪
業

忽
得

往
生

乎
。
答
。
就
二

称
名
行
一

有
二

二
類
一

。
一
者
三
心
具
足
称
名
、
此
人
必
生
二

本

シ
テ

ノ

ヲ

ニ

ム

コ
ト
ヲ

ノ

ノ

ハ

ズ

願
土
一

。
二
者
六
念
中
念
仏
、
此
人
不
レ

発
二

三
心
一

故
、
得
レ

生
二

辺
地
一。
所
謂
下
品
三
人
是
也
。

ノ

ノ

ノ

ハ

コ
ト
ヲ

ニ

ノ

（『
日
蔵
』
九
〇
・
一
九
六
頁
上
～
下
）

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
隆
寛
か
ら
は
、
行
業
論
の
中
で
は
あ
る
が
、
浄
土
門
内
を
自
力
・
他
力
に
分
け
る
姿

勢
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
下
三
品
の
機
と
三
心
具
足
の
人
と
の
念
仏
を
そ
れ
ぞ
れ
、
報
土
往
生
が
可
能
な
本
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願
念
仏
と
、
辺
地
往
生
の
因
と
な
る
三
心
不
具
足
の
六
念
中
の
念
仏
と
の
別
が
あ
る
と
見
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
説
示
か
ら
、
教
判
論
と
い
う
枠
組
み
で
は
な
い
も
の
の
、
浄
土
門
に
つ
い
て
自
力
・
他
力
を
分
判
す
る

考
え
自
体
は
法
然
門
流
の
中
に
も
存
す
る
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
隆
寛
『
自
力
他
力
事
』
は
、
親
鸞
が
門
弟
に
拝
読

す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
て
も
、
親
鸞
「
横
出
」
の
思
想
形
成
に
も
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(18)

で
は
、
法
然
門
流
に
は
ど
の
よ
う
な
仏
教
観
、
特
に
横
超
解
釈
が
見
ら
れ
、
そ
し
て
そ
の
中
で
親
鸞
が
定
義
づ
け

た
「
横
出
」
に
は
ど
の
よ
う
な
独
自
性
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
か
。

ਸ਼

ඨ

১
ே


प
उ
ऐ
ॊ

૯
த

৶
ੰ

先
述
の
通
り
、
二
双
四
重
の
う
ち
「
横
超
」
の
名
目
と
は
、
善
導
『
観
経
疏
』「
玄
義
分
」
に
示
さ
れ
る
「
横
超
断

四
流
」
の
語
を
基
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
法
然
は
、
浄
土
門
と
は
「
横
超
」
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て

お
り
、
親
鸞
自
身
も
「
信
巻
」
横
超
断
四
流
釈
に
お
い
て
当
該
文
を
解
釈
す
る
際
に
、
二
双
四
重
の
名
目
を
も
っ
て
解

釈
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
横
超
」
の
語
を
も
っ
て
浄
土
門
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
法
然
よ
り
既
に
見
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。
で
は
そ
の
「
横
超
断
四
流
」
と
り
わ
け
「
横
超
」
に
つ
い
て
、
他
の
法
然
門
流
は
ど
の
よ
う
な
解
釈

を
施
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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次
に
、
そ
の
解
釈
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
一
念
義
幸
西
・
鎮
西
義
良
忠
・
西
山
義
証
空
の
説
示
を
一
瞥
し
、
そ
れ

ら
の
共
通
点
・
相
違
点
を
確
認
し
て
み
た
い
。

␟

␠


ଝ
ౘ
ਧ
भ

૯
த

৶
ੰ

幸
西
の
「
横
超
断
四
流
」
解
釈
は
、『
玄
義
分
抄
』
や
、
現
存
し
な
い
も
の
の
凝
然
『
浄
土
法
門
源
流
章
』（
以
下
、

『
源
流
章
』）
に
そ
の
一
部
が
引
用
さ
れ
る
『
略
料
簡
』
に
見
ら
れ
る
。

ま
ず
『
玄
義
分
抄
』
で
は
、「
帰
三
宝
偈
」
に
示
さ
れ
る
「
共
発
金
剛
志
、
横
超
断
四
流
」
を
釈
し
な
が
ら
、

(19)

又
「
金
剛
」
ト
云
ハ
、
无
漏
ヲ
体
ト
ス
。
即
无
漏
ノ
志
ヲ
発
シ
テ
横
ニ
四
流
ヲ
超
断
ス
ベ
シ
ト
ナ
リ
。
「
四

流
」
ト
云
ハ
四
暴
流
、
三
界
ノ
煩
悩
也
。
欲
色
無
色
ノ
煩
悩
を
異
時
ニ
漸
ク
断
ズ
ル
ヲ
竪
断
ト
名
ケ
、
同
時

ニ
断
ズ
ル
ヲ
横
断
ト
名
ク
。
皆
共
ニ
仮
説
ナ
リ
。
今
「
横
超
断
」
ト
ハ
聞
二

仏
説
浄
土
无
生
一

真
心
徹
倒
シ
テ

テ

ヲ

厭
二

ヒ
苦
娑
婆
一

欣
二

楽
無
為
一

永
ク
絶
二

生
死
之
元
一

。
即
是
頓
教
。

(

『
日
蔵
』
九
〇
・
三
七
三
頁
下)

ノ

ヲ

テ

ノ

ヲ

ツ

ノ

ヲ

と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
三
界
の
煩
悩
を
漸
々
に
断
じ
て
い
く
も
の
を
「
竪
断
」、
同
時
に
断
じ
る
こ
と
を
「
横
断
」
で

あ
る
と
し
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
は
仮
説
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
い
ま
述
べ
る
「
横
超
断
」
と
は
、
そ
れ
ら
と
は
区
別

さ
れ
る
真
の
頓
教
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、『
源
流
章
』
所
引
の
『
略
料
簡
』
に
は
、

『
略
料
簡
』
云
。「
学
法
有

九
十
六
種
道

。
束
為

二
。
九
十
五
種
外
道
。
一
種
仏
道
。
仏
道
有

八
万
四



- 59 -

千
門

。
亦
為

二
。
声
聞
蔵
・
菩
薩
蔵
。
菩
薩
蔵
有

二
。
漸
教
・
頓
教
。
頓
教
有

二
。
聖
頓
・
凡
頓
。
聖

者
十
聖
。
凡
者
五
乗
。
今
我
依

菩
薩
蔵
頓
教

者
。
正
為

凡
頓
教

也
。
或
云
。
横
超
断
四
流
。
或
云

速

証
無
生
身

。
或
云

即
証
彼
法
性
之
常
楽

。
或
云
。
証
彼
無
為
之
法
楽
。
是
皆
報
高
妙
土
。
以

五
乗
斉
入

故
也
」
已
上

（『
大
正
蔵
』
八
四
・
一
九
六
頁
下
～
一
九
七
頁
上
）

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
幸
西
は
横
は
頓
教
、
竪
は
漸
教
と
定
義
す
る
。
ま
た
、
頓
教
に
は
聖
頓
・
凡
頓
の
二

が
あ
り
、
自
身
の
立
場
を
凡
頓
で
あ
る
と
表
明
し
、
そ
れ
以
外
を
聖
道
門
と
位
置
づ
け
る
。
こ
の
凡
頓
教
は
、「
横
超

断
四
流
」
、
「
速
証
無
生
身
」
な
ど
と
換
言
で
き
、
凡
夫
が
頓
に
報
土
に
生
じ
る
教
で
あ
る
と
す
る
。
図
示
す
れ
ば
左

の
通
り
で
あ
る
。

一
代
仏
教

菩
薩
蔵

頓
教

凡
頓･

･
･

横
超
断
四
流
、
速
証
無
生
身

声
聞
蔵

漸
教

聖
頓･

･
･

十
聖

こ
の
よ
う
に
幸
西
は
、
『
略
料
簡
』
に
て
菩
薩
蔵
を
漸
頓
二
教
に
判
別
し
、
更
に
頓
教
を
凡
頓
教
・
聖
頓
教
の
二
に
判

別
し
、
菩
薩
蔵
中
の
頓
教
中
の
凡
頓
こ
そ
が
「
横
超
断
四
流
」
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
菩
薩
蔵
頓
教
を
更
に
二
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つ
に
分
け
る
姿
勢
は
、
親
鸞
が
浄
土
門
を
「
横
出
」
と
「
横
超
」
と
に
分
判
す
る
姿
勢
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
い

え
よ
う
。
さ
ら
に
、『
玄
義
分
抄
』
で
は
、「
横
超
断
」
に
つ
い
て
「
竪
断
」「
横
断
」「
横
超
断
」
に
分
判
し
て
解
釈
し
、

真
の
頓
教
は
「
横
超
断
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
幸
西
の
分
判
に
つ
い
て
は
梯
實
圓
も
「
二
双

四
重
の
教
判
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
も
の
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
親
鸞
の
教
判
論
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ

う
こ
と
は
推
察
に
難
く
な
い
」
と
推
論
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
幸
西
に
も
親
鸞
に
近
似
し
た
横
超
の
解
釈
が
あ
る
こ

(20)

と
が
認
め
ら
れ
る
が
、
二
双
四
重
判
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
の
判
断
は
、
史
料
の
制
約
も
あ
り
難
し
い
。

し
か
し
な
が
ら
幸
西
の
「
横
超
」
解
釈
は
、
親
鸞
の
二
双
四
重
判
の
形
成
に
は
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

␟

␠
႟
ਧ
ଝ
ଐ
ෑ
भ

૯
த

৶
ੰ

次
に
良
忠
の
「
横
超
断
四
流
」
に
対
す
る
見
解
を
見
て
み
た
い
。
な
お
、
詳
細
は
後
述
す
る
が
良
忠
に
は
複
数
の

善
導
『
観
経
疏
』
註
疏
が
あ
り
、
中
で
も
『
観
経
疏
聞
書
』
は
良
忠
最
初
期
の
著
作
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
写
本
に

は
「
帰
三
宝
偈
」
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
後
年
成
立
の
『
観
経
疏
伝
通
記
』
及
び
『
観
経
疏
略
鈔
』
を
用
い

て
検
討
す
る
。
ま
ず
『
観
経
疏
伝
通
記
』
で
は
、

「
横
超
断
四
流
」
者
『
大
経
』
云
、「
宜

各
勤
精
進

努
力

自
求

之
、
必
得

超
絶
去
往

生

安
養
国

。
横

ト

ニ

ク

シ
テ

メ
テ

ミ

ン

シ

テ

コ
ト
ヲ

ニ

ニ
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截

五
悪
趣

悪
趣
自
然
閉
昇
道
無

窮
極

易

往
而
無

人
」

今
取

此
文

即
云

「
横
超
」
等

。
但
『
経
』
挙

ニ

ヂ

シ
テ

テ

ノ

ヲ

ト

シ

ニ
ハ

ゲ

已上

五
趣
果

釈

標

四
流
因

『
経
』「
超
絶
去
」
釈
「
横
超
断
」
彼
此
意
同
。
是
則
一
切
衆
生
依

四
瀑
流
惑

順

生
死

ノ

ヲ

ニ
ハ

ス

ノ

ヲ

ノ

ノ

ノ

ジ

テ

ノ

ニ

ズ
ル
ガ

ノ

愛
河

故
或
沈

三
途
底
、
或
浮

人
天
波
。
浮
沈
雖

異

、
出
離
無

期
。
然
逆

此
生
死
流

離

其
三
有
獄

ニ

ニ

ハ

ミ

ノ

ニ

ハ

ブ

ノ

ニ

ナ
リ
ト

シ

ニ

テ

ノ

ノ

ニ

ル
ニ

ノ

ノ

ヲ

。
聖
道
門
意
声
聞
送

三
生
六
十
修
行

菩
薩
積

三
祇
百
劫
行
願
。
於

其
中
間

遇

縁
者
退
転
、
懈
怠

者
不

ノ

ハ

ハ

リ

ノ

ヲ

ハ

ム

ノ

ヲ

ノ

ニ

ニ

ノ
ハ

シ

ス
ル

ハ

進
。
如

此
修
行
久
経

劫
数

竪
断

四
流
。
然
浄
土
門
意
、
上
尽

一
形

下
至

十
念

乗

仏
願
力
、
遂

ノ

ク

テ

ヲ

ニ

ズ

ヲ

ニ

ノ

ハ

シ

ヲ

マ
デ

ニ

ジ
テ

ノ

ニ

ル

往
生

時
、
功
斉

聖
道
断
証

而
刹
那
生

彼
土
。
「
横
」
者
対

竪
超
対

次
第

「
断
」
顕

所
離

。
非

是

ヲ

シ
テ

ノ

ニ

ニ

ズ

ノ

ニ

ト

シ

ニ

ハ

シ

ニ

ハ

ス

ヲ

伏
断

。
亦
非

正
断

。
此
乃
修
生
顕
得
智
未

起
故
也
。
故
『
安
楽
集
』
云
、「
若
依

此
方
修
治
断
除
、

ニ

ニ
モ

ノ

ダ

ニ

ニ

ク

バ

ノ

ニ

先
断

見
惑

離

三
途
因

滅

三
途
果
、
後
断

修
惑

離

人
天
因

絶

人
天
果
。
此
皆
漸
次
断
除

不

名

ジ
テ

ヲ

レ

ノ

ヲ

シ

ノ

ヲ

ニ

ジ
テ

ヲ

レ

ノ

ヲ

ス

ノ

ヲ

レ

ノ

ナ
レ
バ

横
截
。
若
得
三

往

生

弥
陀
浄
国
、
娑
婆
五
道
一
時
頓
捨
。
故
名

横
截
。」

ト

レ
バ

コ
ト
ヲ

ノ

ニ

ノ

ニ

ス

ニ

ク

ト

已上

(

『
浄
全
』
二
・
八
九
頁
下
～
九
〇
頁
上)

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
聖
道
門
と
は
長
時
間
の
修
行
に
よ
り
漸
次
に
生
死
を
離
れ
る
、
す
な
わ
ち
「
竪
断
四
流
」
の
教

で
あ
る
が
、
浄
土
門
と
は
仏
願
力
に
よ
っ
て
刹
那
に
浄
土
往
生
す
る
教
、
す
な
わ
ち
「
横
超
断
」
で
あ
る
と
述
べ
る
。

ま
た
、
「
横
超
断
」
の
中
、
「
横
」
は
竪
に
対
し
「
超
」
は
次
第
に
対
す
る
語
と
す
る
。
こ
の
説
示
は
師
で
あ
る
弁
長

が
『
浄
土
宗
要
集
』
（
西
宗
要
）
に
て
「
横
截
五
悪
趣
」
を
釈
す
る
中
で
、
「
超
と
は
次
第
に
対
す
。
次
第
と
は
聖
道
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な
り
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
承
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
弁
長
の
説
示
よ
り
見
て
も
、「
次
第
＝
竪
＝
聖
道
門
」

(21)

「
横
超
＝
浄
土
門
」
と
い
う
捉
え
方
を
良
忠
が
行
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
『
観
経
疏
略
鈔
』
に

は
、「
横
超
断
四
流
事
」
と
の
篇
目
が
設
け
ら
れ
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

問
。
文
意
何
。
答
。『
大
経
』
云
、「
横
截

五
悪
趣

悪
趣
自
然
閉
」

此
文
意
取
如

是
釈
也
。
四
流
煩
悩
五
道

ニ

ニ

テ

ヲ

ニ

ノ

ノ

ヲ

テ

ス
ル

ノ

ハ

ノ

已上

因
也
。
五
道
出
時
離

四
流
繫
縛

也
。
問
。「
横
超
断
」
者
、
何
意
乎
。
答
。
聖
道
門
意
漸
次
断

惑
分
分
進

ヲ

ル

ハ

ル
ヽ

ノ

ヲ

ト

ニ

ゾ

ノ

ハ

ニ

ジ
テ

ヲ

ニ

ム
ヲ

位
「
漸
次
断
」
云
也
。
浄
土
門
不

断

煩
悩

、
依

仏
願
力
、
往
生
時
一
時
娑
婆
五
道
離

「
横
超
断
」
云

ト

ハ

ヲ

テ

ニ

ス
ル

ニ

ノ

ヲ

ル
ヽ
ヲ

ト

也
。『
安
楽
集
』
云
、「
若
依

此
方
修
治
断
除
、
先
断

見
惑

離

三
途
因
、
滅

三
途
果
。
後
断

修
惑

離

ニ

ク

シ

ラ
バ

ノ

ニ

ヅ

ジ
テ

ヲ

レ

ノ

ヲ

ス

ノ

ヲ

ニ

ジ
テ

ヲ

レ

人
天
因
、
絶

人
天
果
。
此
皆
漸
次
断
除

不

名

横
截
。
若
得

往

生

弥
陀
浄
国
、
娑
婆
五
道
、
一
時
頓

ノ

ヲ

ス

ノ

ヲ

レ

ノ

ニ
シ
テ

シ

レ
バ

ス
ル
コ
ト
ヲ

ノ

ニ

ノ

ニ

ニ

捨
。
故
名

横
截

。」

（
『
浄
全
』
二
・
四
四
三
頁
下
）

ツ

ニ

ト

已上

『
玄
義
分
伝
通
記
』
に
比
す
れ
ば
簡
略
化
さ
れ
た
説
示
で
あ
る
が
、
『
玄
義
分
略
鈔
』
に
お
い
て
も
「
横
超
断
四
流
」

を
解
釈
す
る
中
で
、
聖
道
門
は
漸
次
に
生
死
を
離
れ
る
教
で
あ
る
の
に
対
し
浄
土
門
は
一
時
に
迷
界
を
離
れ
る
教
で
あ

る
こ
と
を
示
し
、
聖
道
門
・
浄
土
門
を
そ
れ
ぞ
れ
「
漸
次
断
」・
「
横
超
断
」
と
名
付
け
て
い
る
。

ま
た
『
観
経
疏
伝
通
記
』『
観
経
疏
略
鈔
』
と
も
に
、「
帰
三
宝
偈
」
所
説
の
「
横
超
断
四
流
」
は
『
大
経
』
所
説
の

「
横
截
五
悪
趣
、
悪
趣
自
然
閉
」
を
解
釈
す
る
文
で
あ
り
、
そ
の
「
横
截
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
『
安
楽
集
』
を
典
拠
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に
、
速
か
に
生
死
輪
廻
の
因
を
離
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
言
よ
り
、
良
忠
に
お
い
て
「
横
超
」

と
は
浄
土
門
が
頓
教
で
あ
る
こ
と
を
示
す
用
語
で
あ
る
と
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
良
忠
・
幸
西
と
も
に
「
横
超
」
の
語
は
、
漸
頓
二
教
の
中
、
浄
土
門
が
頓
教
で
あ
る
こ
と
を
示
す

語
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
他
力
高
調
派
で
あ
る
幸
西
に
お
い
て
は
聖
道
門
の
中
を
さ
ら

に
漸
頓
の
二
つ
に
分
判
す
る
、
す
な
わ
ち
「
横
超
断
」
「
横
断
」
「
竪
断
」
と
い
う
分
類
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
浅

井
成
海
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
横
出
」
の
よ
う
な
教
義
的
主
張
は
こ
こ
で
は
見
ら
れ
な
い
が
、「
横
超
」
「
竪
超
」「
竪

出
」
に
も
似
た
よ
う
な
主
張
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

␟
ਕ
␠
ਧ

ଝ

૬
भ

૯
த

৶
ੰ

幸
西
と
同
じ
く
他
力
高
調
派
で
あ
る
西
山
義
証
空
は
『
玄
義
分
自
筆
抄
』
及
び
『
玄
義
分
他
筆
抄
』
中
に
、
他
力

観
門
を
「
横
超
」、
自
力
行
門
を
「
竪
超
」
等
に
配
す
る
と
い
う
理
解
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

浅
井
成
海
は
、
証
空
の
「
横
超
の
他
力
観
門
に
対
し
、
自
力
行
門
の
竪
超
を
配
す
る
見
解
は
、
親
鸞
の
二
双
四
重
と

共
に
注
目
す
べ
き
教
判
論
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
横
出
、
竪
出
等
の
表
現
は
な
い
」
と
指
摘
す
る
。
確
か
に
、「
横
出
」

(22)

・
「
竪
出
」
の
表
現
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
証
空
の
説
示
を
詳
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
親
鸞
の
二
双
四
重
判

に
近
似
し
た
構
造
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
や
や
長
文
だ
が
、
煩
を
厭
わ
ず
引
用
す
る
。
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ま
ず
『
玄
義
分
他
筆
抄
』
で
は
、「
横
超
断
四
流
」
を
釈
す
中
で
、

問
ヒ
テ
云
ク
、「
横
超
断
」
ト
云
フ
事
、
如
何
。
答
ヘ
テ
云
ク
、「
断
」
ト
ハ
煩
悩
ノ
源
ヲ
断
ズ
ル
謂
ナ
リ
。

是
ハ
「
横
超
」
ニ
不
同
ア
リ
。「
横
超
」
ト
ハ
、
或
ハ
超
、
或
ハ
証
ト
云
フ
。
位
ヲ
超
エ
テ
速
疾
ニ
証
ヲ
受

ク
ル
位
ナ
リ
。
是
ニ
四
種
ノ
超
ア
リ
。
所
謂
、
一
ニ
ハ
、「
本
断
超
」、
凡
夫
ノ
位
ヨ
リ
、
超
エ
テ
第
三
不
還

果
ヲ
証
ス
ル
ナ
リ
。
初
果
、
二
果
ノ
位
ヲ
経
ズ
シ
テ
、
直
ニ
凡
夫
ノ
位
ヨ
リ
第
三
果
ニ
カ
ナ
フ
ガ
故
ニ
超
ト

云
フ
ナ
リ
。
二
ニ
ハ
、「
小
超
」、
凡
夫
ノ
位
ヨ
リ
第
二
ノ
位
ニ
超
エ
テ
カ
ナ
ヒ
テ
、
内
凡
ト
初
果
ト
ノ
位
ヲ

超
ユ
ル
故
ニ
超
ト
云
フ
ナ
リ
。
唯
初
果
ヲ
超
ユ
ル
ガ
故
ニ
小
超
ト
云
フ
ナ
リ
。
三
ニ
ハ
、「
大
超
」、
凡
夫
ノ

位
ヨ
リ
第
四
果
ヲ
証
ス
ル
ナ
リ
。
内
、
外
ノ
二
凡
ヲ
超
エ
テ
直
ニ
第
四
果
ニ
カ
ナ
フ
故
ニ
大
超
ト
云
フ
ナ
リ
。

央
崛
摩
羅
ガ
彿
ヲ
殺
シ
奉
ラ
ン
ト
セ
シ
カ
バ
、
仏
立
チ
、
却
リ
テ
央
崛
摩
羅
ニ
向
ヒ
テ
善
来
ト
宣
ヒ
シ
カ
バ
、

羅
漢
果
ヲ
証
シ
キ
。
是
即
チ
大
超
ナ
リ
。
四
ニ
ハ
、「
大
々
超
」、
菩
薩
ハ
三
僧
祇
、
百
大
劫
ノ
間
一
分
ノ
煩

悩
ヲ
モ
断
ゼ
ザ
ル
ニ
、
三
十
四
心
ノ
断
一
刹
那
ノ
間
ニ
諸
ノ
煩
悩
ヲ
断
ジ
テ
成
仏
ス
ル
ナ
リ
。
己
上
此
ノ
四

種
ヲ
「
超
断
」
ト
云
フ
ナ
リ
。
問
ヒ
テ
云
ク
、「
竪
断
」
ト
云
フ
事
、
如
何
。
答
ヘ
テ
云
ク
、「
竪
」
ト
ハ
、

位
ノ
浅
深
ニ
随
ヒ
テ
次
第
ニ
煩
悩
ヲ
断
ジ
テ
、
浅
ヨ
リ
深
ニ
至
リ
、
乃
至
菩
提
ヲ
得
ル
、
是
ナ
リ
。
所
謂
、

初
地
ニ
一
品
ノ
無
明
ヲ
断
ジ
、
二
地
ニ
二
品
ノ
無
明
ヲ
断
ジ
、
乃
至
十
地
ニ
十
品
ノ
無
明
ヲ
断
ズ
ル
ナ
リ
。
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疑
ヒ
テ
云
ク
、「
横
断
」
、
「
竪
断
」
異
ナ
リ
ト
雖
モ
、
皆
煩
悩
ヲ
断
ジ
テ
悟
ヲ
証
ス
ル
ニ
名
付
ケ
タ
リ
。
然

ル
ニ
今
、
「
横
超
断
四
流
」
ト
ハ
、
四
流
ノ
煩
悩
ヲ
断
ジ
テ
極
楽
ニ
生
ゼ
ヨ
ト
云
フ
カ
。
然
ラ
バ
、
今
師
ノ

心
ハ
、
凡
夫
報
土
ニ
生
ズ
ト
云
フ
教
相
ヲ
立
テ
給
ヘ
リ
。
四
流
ノ
煩
悩
ヲ
断
ズ
、
ト
ハ
、
諸
教
ノ
断
道
ニ
何

ゾ
異
ナ
ラ
ン
ヤ
。
答
ヘ
テ
云
ク
、
煩
悩
ヲ
断
ジ
テ
報
土
ニ
人
ル
ト
云
フ
事
ハ
、
諸
経
ノ
談
ズ
ル
所
ナ
リ
。
其

ノ
煩
悩
ト
ハ
、
無
明
煩
悩
ナ
リ
。
然
ル
ニ
今
、
四
流
ノ
煩
悩
ヲ
断
ズ
ト
ハ
、
三
界
ノ
内
ノ
障
ナ
リ
。
全
ク
報

土
ノ
障
ニ
ア
ラ
ズ
。
故
ニ
、
四
流
ノ
障
ヲ
断
ジ
テ
生
ズ
、
ト
云
フ
ヲ
モ
テ
、
知
ル
ベ
シ
、
煩
悩
ヲ
断
ゼ
ズ
シ

テ
報
土
ニ
入
ル
ト
云
フ
事
ヲ
バ
。『
大
経
』
ニ
云
ク
、「
横
截
五
悪
趣
、
悪
趣
自
然
閉
」
ト
云
云
。
是
即
チ
、

凡
夫
煩
悩
ヲ
具
シ
ナ
ガ
ラ
、
仏
ノ
願
力
ニ
乗
ジ
テ
報
土
ニ
生
ジ
テ
、
横
ニ
六
道
生
死
ノ
根
源
ヲ
断
ジ
テ
無
生

忍
ヲ
悟
ル
事
ヲ
得
。
然
ル
ニ
、
生
死
流
転
ノ
源
四
流
ノ
煩
悩
ヲ
体
ト
ス
。
生
死
ノ
源
ヲ
断
ジ
テ
極
楽
ニ
往
生

ス
。
依
リ
テ
、「
横
超
断
」
ト
云
フ
ナ
リ
。
上
ニ
拳
グ
ル
所
ノ
四
種
ノ
超
断
ト
ハ
、
聖
道
ノ
入
聖
得
果
ノ
断

道
ナ
リ
。
今
ハ
、
浄
土
ニ
往
生
ス
ル
ナ
リ
。
全
ク
一
同
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
又
、
浄
土
ノ
一
門
ニ
入
リ
テ
、
正
因
、

正
行
ノ
断
道
ア
リ
。
云
フ
所
ノ
「
横
超
断
」
ト
ハ
、
正
因
ナ
リ
。
四
流
超
断
ト
ハ
、
正
行
ナ
リ
。
尋
ネ
テ
云

ク
、
生
死
ノ
元
ヲ
断
ズ
ル
ヲ
「
超
断
」
ト
云
ハ
ヾ
、
唯
四
流
ニ
限
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
四
流
ト
ハ
、
三
界
ノ
内
ノ

煩
悩
ナ
リ
。
報
土
ノ
障
ハ
只
無
明
断
ト
云
フ
ベ
シ
、
如
何
。
答
ヘ
テ
云
ク
、
上
ニ
、「
生
死
甚
難
厭
」
ト
ハ
、

厭
苦
縁
ノ
心
ナ
リ
。
然
ル
ニ
、
厭
苦
縁
ハ
三
界
六
道
ヲ
厭
フ
ナ
リ
。
此
ノ
三
界
六
道
ハ
、
自
力
ノ
面
ニ
テ
ハ
、
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『
生
死
甚
難
厭
』
ト
云
フ
ナ
リ
、
此
ノ
三
界
六
道
ニ
生
ヲ
受
ク
ル
事
、
四
流
ノ
煩
悩
ニ
依
リ
テ
ナ
リ
。

（
『
西
山
叢
書
』
五
・
二
四
頁
上
～
二
五
頁
上
）

と
述
べ
る
。
こ
こ
で
は
行
門
・
観
門
・
弘
願
で
は
な
く
正
因
・
正
行
の
特
殊
名
目
を
用
い
な
が
ら
「
横
超
断
四
流
」
に

つ
い
て
解
釈
し
て
い
る
。
長
文
で
あ
る
た
め
要
約
し
つ
つ
述
べ
れ
ば
、

①
「
横
超
」
と
は
、
位
を
超
え
て
速
疾
に
証
を
得
る
こ
と
で
、
「
超
」
に
は
本
断
超
・
小
超
・
大
超
・
大
々
超
の
四
種

が
あ
る
。

②
「
竪
断
」
と
は
、
位
の
浅
深
に
従
い
、「
次
第
に
煩
悩
を
断
じ
る
」
こ
と
で
あ
る
。

③
し
か
し
、
今
教
は
凡
夫
入
報
の
教
相
を
判
じ
て
い
る
か
ら
、
無
明
煩
悩
を
断
じ
て
得
証
す
る
の
で
は
な
く
、
煩
悩
を

断
ぜ
ず
し
て
報
土
に
生
ま
れ
る
。
故
に
今
「
断
四
流
」
と
い
う
の
は
三
界
内
の
四
流
の
障
を
除
く
と
い
う
意
で
あ
る
。

④
凡
夫
が
煩
悩
を
有
し
た
ま
ま
仏
力
に
よ
っ
て
報
土
往
生
し
、
横
さ
ま
に
六
道
輪
廻
の
元
を
断
じ
て
無
生
を
得
る
こ
と

を
「
横
超
断
」
と
い
い
、
聖
道
門
の
入
聖
得
果
の
断
惑
道
で
あ
る
上
述
の
四
種
の
「
超
断
」
と
は
異
な
る
。

⑤
浄
土
門
中
に
は
正
因
・
正
行
の
断
道
が
あ
り
、「
横
超
断
」
が
正
因
、「
四
流
を
超
断
す
る
」
が
正
行
で
あ
る
。

と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
一
つ
順
番
に
煩
悩
を
断
じ
る
こ
と
を
「
竪
断
」
、
一
度
に
煩
悩
を
断
じ
て
悟
り
を
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得
る
の
を
「
超
断
」、
そ
し
て
煩
悩
を
断
ぜ
ず
に
頓
に
報
土
往
生
す
る
こ
と
を
「
横
超
断
」
と
、
三
種
の
「
断
」
を
論

じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
幸
西
が
「
横
超
断
四
流
」
に
つ
い
て
「
横
超
断
」「
横
断
」「
竪
断
」
と
分
判
し
て
解
釈
す
る
も

の
と
近
し
い
分
類
で
は
あ
る
が
、
無
明
煩
悩
を
断
じ
る
か
否
か
で
「
横
超
断
」
と
「
超
断
」
と
を
峻
別
す
る
な
ど
は
『
他

筆
抄
』
独
自
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
『
玄
義
分
自
筆
抄
』
で
は
、

「
横
ニ
超
ニ
四
流
ヲ
断
ズ
」、
ト
イ
ハ
、
観
門
ハ
弘
願
ニ
帰
ス
ル
故
ニ
、『
大
経
』
ニ
依
リ
テ
、
観
門
ノ
発
願

ノ
益
ヲ
顕
ス
ナ
リ
。
「
横
」
、
ト
イ
ハ
、「
竪
」
ニ
対
ス
ル
言
ナ
リ
。
自
力
行
門
ノ
益
ハ
、
竪
ニ
欲
、
色
、
無

色
ノ
煩
悩
ヲ
断
ジ
テ
生
死
ヲ
離
ル
。
今
他
力
観
門
ノ
益
ハ
、
横
ニ
三
界
ノ
惑
ヲ
断
ジ
テ
生
死
ヲ
離
ル
ト
言
ウ

ナ
リ
。『
大
経
』
ニ
言
ク
、「
横
截
五
悪
趣
、
悪
趣
自
然
閉
、
昇
道
無
窮
極
、
易
往
而
無
人
」、
文
。「
五
悪
趣
」、

ト
イ
ハ
、
地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
、
人
、
天
ナ
リ
。
人
、
天
ハ
善
趣
ナ
リ
ト
雖
モ
、
今
浄
土
ニ
望
ム
レ
バ
悉
ク

悪
趣
ナ
リ
。
其
ノ
故
ハ
、
浄
土
観
門
ノ
教
ハ
、
殊
ニ
未
来
悪
世
ノ
衆
生
ニ
蒙
ラ
シ
メ
テ
、
是
ヲ
説
ク
。
善
趣

ナ
リ
ト
雖
モ
、
既
ニ
悪
世
ノ
名
ア
リ
。
然
レ
バ
タ
ト
イ
人
、
天
ナ
リ
ト
モ
、
此
ノ
教
ヲ
受
ク
ル
機
ヲ
指
シ
テ

悪
趣
ト
言
ウ
心
ア
リ
。
未
来
ノ
凡
夫
ヲ
正
機
ト
ス
ル
故
ナ
リ
。
故
ニ
深
心
ヲ
釈
ス
ル
ニ
『
阿
弥
陀
経
』
ヲ
引

キ
テ
、
言
ク
、「
十
方
ニ
各
恒
河
沙
等
ノ
諸
仏
有
リ
テ
、
同
ジ
ク
釈
迦
能
ク
五
濁
悪
時
悪
世
界
悪
衆
生
悪
見
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悪
煩
悩
悪
邪
無
信
ノ
盛
ン
ナ
ル
時
ニ
、
弥
陀
ノ
名
号
ヲ
、
衆
生
称
念
ス
レ
バ
、
必
ズ
往
生
ヲ
得
ト
勧
励
シ
タ

マ
ウ
ヲ
讃
シ
タ
マ
ウ
、
」
ト
。
是
則
チ
此
ノ
観
門
ヲ
聞
キ
テ
信
ゼ
ズ
バ
、
定
メ
テ
悪
趣
ニ
堕
ス
べ
キ
衆
生
ナ

リ
ト
定
ム
ル
心
ナ
リ
。
故
ニ
人
、
天
ハ
悪
道
ニ
ア
ラ
ザ
レ
ド
モ
、
悪
趣
ノ
因
ヲ
成
ズ
ル
所
ナ
レ
バ
、
因
ニ
依

リ
テ
果
ア
ル
故
ニ
、
此
ノ
因
ヲ
指
シ
テ
悪
趣
ト
言
ウ
。
然
レ
バ
、
五
悪
趣
ノ
因
ハ
唯
人
趣
ニ
シ
テ
是
ヲ
造
ル
。

此
ノ
因
ヲ
絶
タ
バ
五
悪
趣
共
ニ
絶
エ
ヌ
べ
シ
。
此
ノ
故
ニ
『
大
経
』
ニ
、「
五
悪
趣
ヲ
截
ル
」
ト
言
ウ
ハ
、

此
ノ
人
趣
ノ
衆
生
ノ
悪
煩
悩
ヲ
断
ズ
ト
言
ウ
ニ
ナ
ル
。
此
ノ
故
ニ
、
五
趣
ノ
因
ハ
四
暴
流
ニ
納
マ
レ
バ
、
根

源
ヲ
尋
ネ
テ
、
四
流
ヲ
断
ズ
、
ト
言
ウ
ナ
リ
。「
超
」
、
ト
イ
ハ
、「
超
越
」
。
「
次
第
」
ニ
対
ス
ル
言
ナ
リ
。

聖
道
行
門
ノ
教
ニ
モ
「
超
断
」
、「
次
第
断
」
ノ
不
同
ア
レ
ド
モ
、
彼
ハ
自
力
ノ
断
惑
ナ
レ
バ
、
有
漏
断
ニ
依

リ
テ
超
断
ヲ
論
ズ
ル
、
ナ
ホ
竪
超
ナ
リ
。
今
ノ
竪
超
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
、
横
超
、
ハ
他
力
ニ
依
リ
テ
是
ヲ
論
ズ

レ
バ
、
有
漏
、
無
漏
ノ
断
ヲ
論
ゼ
ズ
、
唯
観
門
ニ
依
リ
テ
弘
願
ニ
相
応
ス
レ
バ
、
願
力
ヲ
以
テ
頓
ニ
罪
惑
尽

キ
テ
報
土
ニ
生
ジ
ヌ
レ
バ
、
無
生
ヲ
証
ス
ル
義
ナ
リ
。
有
漏
断
ト
言
ウ
ハ
、
外
道
ノ
煩
悩
ヲ
断
ズ
ル
智
ナ
リ
。

言
ク
、
下
界
ハ
麁
ナ
リ
、
苦
ナ
リ
、
障
ナ
リ
、
ト
厭
イ
テ
是
ヲ
離
レ
、
上
界
ハ
静
ナ
リ
、
妙
ナ
リ
、
離
ナ
リ
、

ト
欣
ヒ
テ
コ
レ
ヲ
得
。
此
ノ
智
ニ
依
リ
テ
下
界
ノ
煩
悩
ヲ
断
ジ
テ
、
上
界
ニ
生
ズ
ル
ナ
リ
。
此
ノ
如
ク
シ
テ

非
想
非
々
想
マ
で
生
ズ
ト
雖
モ
、
還
リ
テ
又
下
界
ニ
生
ズ
。
非
想
地
ノ
煩
悩
、
相
対
シ
テ
欣
フ
べ
キ
所
無
キ

故
ニ
、
見
惑
ヲ
断
ゼ
ザ
レ
バ
、
却
リ
テ
見
ニ
依
リ
テ
思
惑
生
ズ
ル
故
ナ
リ
。
無
漏
断
ト
云
フ
ハ
仏
法
ノ
智
ナ
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リ
。
云
ク
、
苦
、
集
、
滅
、
道
ノ
四
諦
ノ
理
ヲ
縁
ジ
テ
、
十
六
行
相
ヲ
修
シ
テ
、
三
界
ノ
見
惑
ヲ
断
ジ
テ
、

先
ズ
三
悪
道
ヲ
離
ル
ル
ナ
リ
。
此
ノ
上
ニ
思
惑
ヲ
断
ズ
ル
事
重
々
不
同
ナ
リ
。
三
界
九
地
ノ
九
九
八
十
一
品

ノ
思
惑
ヲ
断
ジ
尽
ク
シ
ツ
レ
バ
、
三
界
ニ
生
ヲ
受
ケ
ズ
。
是
ヲ
阿
羅
漢
ト
云
フ
。
是
ハ
次
第
ニ
断
ズ
ル
様
ナ

リ
。
「
超
断
」
ト
云
フ
ハ
、
有
漏
智
ヲ
以
テ
欲
界
ノ
惑
ヲ
断
ゼ
ル
人
、
後
ニ
無
漏
智
ヲ
発
シ
テ
見
惑
ヲ
断
ジ

テ
初
果
ニ
カ
ナ
ヒ
ヌ
レ
バ
、
サ
キ
ニ
有
漏
智
ノ
断
ゼ
ル
所
ノ
煩
悩
、
見
惑
ヲ
断
ズ
ル
力
ニ
依
リ
テ
永
ク
又
起

ラ
ネ
バ
、
ヒ
ト
タ
び
欲
界
ニ
生
ズ
ル
第
二
ノ
一
往
来
果
ヲ
経
ズ
シ
テ
、
欲
界
ニ
又
還
リ
来
ラ
ヌ
第
三
ノ
不
還

果
ニ
超
エ
テ
カ
ナ
ウ
故
ニ
、
是
ヲ
超
断
ト
云
フ
ナ
リ
。
「
超
断
」
ニ
種
々
ノ
不
同
ア
レ
ド
モ
、
皆
自
力
ノ
断

惑
ニ
依
リ
テ
是
ヲ
論
ズ
レ
バ
、
竪
超
ナ
ル
べ
シ
。
今
云
フ
所
ノ
、「
横
超
」、
ハ
、
横
、
ハ
竪
、
ニ
対
ス
。
竪

ハ
「
超
越
」
、「
次
第
」、
共
ニ
自
力
行
門
ノ
心
ナ
リ
。「
横
」
ハ
「
超
越
」
、「
次
第
」
ノ
分
ア
レ
ド
モ
共
ニ
他

力
観
門
ノ
心
ナ
リ
。
横
ノ
次
第
ヲ
論
ゼ
バ
、
先
ズ
浄
土
ヲ
欣
イ
テ
、
次
第
ニ
自
ラ
ノ
止
悪
修
善
ノ
分
ニ
依
リ

テ
、
九
品
ノ
土
ニ
生
ズ
べ
シ
ト
云
フ
、
是
ナ
リ
。
浄
土
ニ
入
ル
ト
雖
モ
ナ
オ
行
門
ノ
心
ア
リ
。
故
ニ
次
第
断

ノ
心
ナ
リ
。
有
漏
断
ノ
無
漏
智
ヲ
発
サ
ザ
レ
バ
却
リ
テ
退
ス
ル
が
如
ク
、
自
力
ノ
故
ニ
成
ジ
難
シ
。
今
、「
横

超
」
、
ト
イ
ハ
、
浄
土
ニ
対
シ
テ
、
ス
べ
テ
三
界
五
趣
ヲ
厭
ウ
ハ
、
有
漏
智
ノ
上
界
ニ
対
シ
テ
下
界
ヲ
厭
ウ

が
如
シ
。
ス
べ
テ
三
界
ノ
内
ニ
厭
ハ
ザ
ル
所
ナ
シ
。
此
ノ
智
発
リ
テ
厭
ウ
ト
雖
モ
、
他
力
観
門
ノ
無
漏
智
ヲ

発
サ
ザ
レ
バ
、
弘
願
ニ
相
応
ス
べ
カ
ラ
ズ
。
弘
願
ニ
相
応
セ
ザ
レ
バ
報
仏
ノ
土
ニ
生
ズ
べ
カ
ラ
ズ
。
浄
土
ニ
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生
レ
ズ
バ
此
ノ
厭
離
ノ
心
虚
シ
ク
退
ス
べ
シ
。
今
観
門
ノ
智
ヲ
得
ル
故
ニ
、
弘
願
ニ
相
応
シ
テ
必
ズ
浄
土
ニ

生
ズ
べ
シ
。
此
ノ
故
ニ
厭
離
ノ
心
虚
シ
カ
ラ
ズ
、
欣
求
ノ
心
終
ニ
成
ズ
。
然
レ
バ
、
三
界
ノ
煩
悩
超
エ
テ
断

ジ
ツ
ル
ガ
如
シ
。
他
力
ニ
依
リ
テ
同
時
ニ
一
切
ノ
惑
ヲ
断
ズ
。
是
ヲ
、
超
ニ
断
ズ
、
ト
云
フ
。
諸
教
断
惑
ノ

本
意
只
是
ヲ
談
ズ
ル
ナ
リ
。
横
、
竪
、
超
、
次
ノ
不
同
、
唯
此
ノ
観
門
超
断
ノ
義
ヲ
説
キ
顕
ス
故
ト
心
得
べ

シ
。

（
『
西
山
叢
書

』
一
・
一
一
頁
上

～
一
三
頁
上

）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
玄
義
分
自
筆
抄
』
で
証
空
は
、
「
行
門
」・
「
観
門
」
・
「
弘
願
」
の
特
殊
名
目
を

用
い
つ
つ
横
超
断
四
流
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
も
要
約
し
つ
つ
述
べ
れ
ば
、

①
「
横
」
は
「
竪
」
に
対
す
る
語
で
あ
り
、「
竪
」
は
自
力
行
門
の
益
、「
横
」
は
他
力
観
門
の
益
で
あ
る
。

②
超
は
「
超
越
」
の
意
で
、「
次
第
」
に
対
す
る
語
。

③
自
力
聖
道
門
に
も
「
超
越
断
」
と
「
次
第
断
」
の
不
同
が
あ
る
が
、
共
に
自
力
の
断
惑
で
あ
る
。
従
っ
て
、「
超
断
」

と
い
っ
て
も
「
竪
超
」
で
あ
り
他
力
頓
教
の
「
横
超
」
と
は
区
別
さ
れ
る
。

④
「
横
」
に
も
、「
超
越
」
の
み
な
ら
ず
「
次
第
」
も
一
分
あ
る
が
、
と
も
に
他
力
観
門
の
意
で
あ
る
。

⑤
「
横
」
の
「
次
第
」
は
、
ま
ず
欣
求
浄
土
し
、
そ
し
て
自
身
の
行
う
止
悪
修
善
の
分
に
よ
っ
て
九
品
浄
土
に
生
ま
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れ
る
と
い
う
次
第
の
こ
と
で
あ
り
、
浄
土
に
生
ま
れ
る
と
は
い
え
ど
も
、
ま
だ
自
力
行
門
の
意
が
存
し
て
い
る
。

こ
れ
は
自
力
の
故
に
成
じ
が
た
い
。

⑥
「
横
超
」
は
、
他
力
観
門
の
智
を
得
て
、
弘
願
と
相
応
し
て
報
土
に
生
ま
れ
る
。「
超
断
」
と
は
同
時
に
一
切
の
惑

を
断
除
す
る
こ
と
で
あ
る
。

⑦
諸
教
の
断
惑
に
、「
横
」「
竪
」「
超
」「
次
第
」
の
別
が
あ
る
の
は
、
偏
に
「
横
超
」
の
教
を
説
き
顕
す
た
め
で
あ
る

と
心
得
れ
ば
良
い
。

と
の
意
が
看
取
で
き
る
。
こ
こ
で
は
正
因
・
正
行
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、『
観
経
疏
他
筆
抄
』
と
は
異

な
る
視
点
か
ら
の
解
釈
で
あ
る
と
分
か
る
。
ま
ず
「
横
」
と
は
他
力
観
門
、「
竪
」
と
は
自
利
行
門
で
あ
る
と
す
る
が
、

こ
れ
は
浅
井
の
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。
次
に
「
超
」
と
は
「
超
越
」
で
、
一
度
に
一
切
惑
業
を
断
除
す
る
こ
と
で
、

「
次
第
」
と
は
煩
悩
を
順
序
立
て
て
断
除
す
る
こ
と
と
理
解
で
き
よ
う
。
ま
た
、
聖
道
門
を
自
力
行
門
、
浄
土
門
を

他
力
観
門
と
分
け
る
見
方
に
つ
い
て
浅
井
は
「
証
空
独
自
の
教
判
論
と
も
み
な
す
べ
き
、
仏
教
観
」
で
あ
る
と
評
し

(23)

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
玄
義
分
自
筆
抄
』
で
は
、
一
種
の
教
判
論
と
も
見
な
す
べ
き
仏
教
観
の
上
か
ら
「
横
超
断
四

流
」
を
論
じ
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
証
空
が
こ
こ
で
諸
教
を
「
横
」
「
竪
」
「
超
」
「
次
第
」
に
峻
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別
す
る
も
の
は
、
注
目
す
べ
き
理
解
で
あ
る
。
つ
ま
り
表
現
こ
そ
異
な
る
が
、
証
空
の
「
横
超
」
理
解
は
そ
の
構
造

面
を
見
れ
ば
、「
横
出
」
を
含
む
親
鸞
の
二
双
四
重
判
と
非
常
に
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
証
空
の
「
横
超
断
四
流
」
理
解
を
概
観
し
た
。
浅
井
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
竪
出
」「
横
出
」
の
用
語
こ
そ

出
な
い
が
、
幸
西
や
親
鸞
に
も
似
た
説
示
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
ず
『
観
経
疏
他
筆
抄
』
で
は
、
『
観
経
疏
自
筆

抄
』
の
よ
う
に
明
確
に
「
横
」「
竪
」
「
超
」「
次
第
」
の
四
種
に
分
け
て
「
横
超
断
四
流
」
を
解
釈
す
る
と
い
う
姿
勢

は
見
え
ず
、
浄
土
門
は
「
横
超
断
」
で
あ
り
、
聖
道
門
入
聖
得
果
の
教
は
「
竪
断
」
や
「
超
断
」
で
あ
る
と
表
現
し
て

い
る
。
こ
れ
は
構
造
的
に
は
、
幸
西
と
同
様
に
自
力
漸
教
・
自
力
頓
教
・
他
力
頓
教
の
三
に
聖
浄
二
門
を
分
け
て
窺
う

も
の
で
あ
ろ
う
が
、「
横
出
」
の
よ
う
な
説
示
は
こ
こ
に
配
し
て
い
な
い
。

一
方
で
『
玄
義
分
自
筆
抄
』
で
は
、「
横
竪
」
を
他
力
観
門
・
自
力
行
門
と
規
定
し
た
上
で
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
に
は
、

階
位
を
飛
び
越
え
て
証
果
に
至
る
「
超
越
」
と
、
漸
次
に
証
果
を
得
て
い
く
「
次
第
」
に
分
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
「
竪
」

に
も
「
横
」
に
も
、
証
果
に
至
る
た
め
の
方
法
と
し
て
漸
頓
の
二
種
に
分
判
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

構
造
的
に
見
た
と
き
に
は
、
親
鸞
の
二
双
四
重
判
と
同
様
に
、
他
力
で
あ
る
「
横
」
の
中
に
さ
ら
に
漸
頓
を
分
け
て
い

る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
横
超
」
で
は
仏
力
に
よ
っ
て
報
土
往
生
す
る
頓
教
と
示
す
に
対
し
て
、「
横
次
第
」

は
厭
離
穢
土
、
止
悪
修
善
に
よ
る
九
品
往
生
で
あ
り
、
こ
れ
は
他
力
た
る
「
横
」
の
中
に
、
な
お
「
自
力
行
門
」
が
存
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し
て
い
る
も
の
で
あ
る
、
と
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
四
種
の
分
判
に
つ
い
て
証
空
は
「
横
、
竪
、
超
、
次
ノ
不
同
、

唯
此
ノ
観
門
超
断
ノ
義
ヲ
説
キ
顕
ス
故
ト
心
得
べ
シ
」
と
、
他
力
観
門
の
超
断
の
義
を
顕
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と

を
主
張
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
二
書
間
の
差
異
は
、
行
門
・
観
門
・
弘
願
か
ら
見
た
場
合
と
、
正
因
・
正
行
か
ら
見
た
場
合
と
い
う
観

点
の
違
い
な
の
か
、
そ
れ
と
も
証
空
の
思
想
変
遷
が
要
因
な
の
か
、
よ
り
詳
細
な
検
討
を
要
す
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ

親
鸞
在
世
時
に
証
空
に
は
二
双
四
重
判
の
よ
う
な
、
一
代
仏
教
を
自
力
他
力
、
漸
頓
二
教
に
よ
っ
て
四
種
に
分
判
す
る

思
想
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ਸ਼

ඨ


∹
भ

൨


ਖ਼
भ
ஆ
ঽ
ਙ

で
は
、
証
空
の
説
示
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
再
度
親
鸞
の
二
双
四
重
判
の
解
釈
を
見
て
い
き
た
い
。

先
掲
の
「
信
巻
」
横
超
断
四
流
釈
で
は
、「
横
は
竪
超
・
竪
出
に
対
す
、
超
は
迂
に
対
し
、廻
に
対
す
る
の
言
な
り
」

と
し
、「
超
」
は
「
迂
」「
回
」
に
対
す
る
語
で
あ
る
と
述
べ
る
。
ち
な
み
に
『
尊
号
真
像
銘
文
』
で
も
、「
横
」
は
「
竪
」

に
対
し
、
「
超
」
は
「
迂
」
に
対
す
る
語
で
あ
る
と
し
、
こ
の
「
迂
」
と
は
め
ぐ
る
、
す
な
わ
ち
速
疾
で
は
な
い
遠
回

り
の
教
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
「
竪
と
迂
と
は
自
力
聖
道
の
こ
ゝ
ろ
」
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
。「
信
巻
」

(24)
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に
お
い
て
も
同
様
の
意
で
解
釈
し
て
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、『
愚
禿
鈔
』
巻
下
で
は
、「
二
に
は
利
他
真
実
な
り
。
易
行
道

浄
土
門
／
横
超
［
如
来
の
誓
願
他
力
な
り
］

横
出
［
他
力
中
の
自
力
な
り
／
定
散
諸
行
な
り
］
」
や
「
横
出
は
易
行
道
の
教
な
り
、
欣
求
を
以
て
本
と
す
」
と
あ
る

(25)

よ
う
に
、
「
横
出
」
は
欣
求
を
本
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
定
散
二
善
で
あ
り
、
他
力
の
な
か
の
自
力
で
あ
る
と
す

る
。
さ
ら
に
「
有
念
無
念
」
で
は
、「
定
散
の
善
は
、
諸
行
往
生
の
こ
と
ば
に
お
さ
ま
る
な
り
。
こ
の
善
は
、
他
力
の

中
の
自
力
の
善
な
り
」
と
述
べ
、
定
散
二
善
と
は
諸
行
往
生
の
因
で
あ
り
、
他
力
中
の
自
力
の
善
で
あ
る
と
す
る
。

(26)

そ
し
て
「
こ
の
自
力
の
行
人
は
来
迎
を
ま
た
ず
し
て
は
、
胎
生
・
辺
地
・
懈
慢
界
ま
で
も
む
ま
る
べ
か
ら
ず
」
と
、

(27)

こ
の
行
を
修
せ
ば
、
臨
終
来
迎
の
後
、
化
土
へ
往
生
す
る
と
述
べ
る
。
先
述
の
説
示
と
今
の
説
示
を
総
合
す
る
と
、

親
鸞
の
二
双
四
重
理
解
に
は
、

①
横
は
竪
に
対
す
る
。
超
は
迂
に
対
す
る
詞
。

②
竪
と
迂
（
＝
出
）
は
自
力
聖
道
門
の
意
。
す
な
わ
ち
、「
横
超
」
こ
そ
が
純
他
力
の
教
。

③
横
に
は
、
横
超
と
横
出
が
あ
る
が
ど
ち
ら
も
他
力
浄
土
門
の
意
で
あ
る
。

④
横
出
は
、
欣
求
を
本
と
す
る
、
欣
求
真
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
力
の
中
の
自
力
の
教
え
で
あ
り
、
定
散
諸
行
を
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修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
化
土
へ
生
ま
れ
る
。

⑤
横
超
は
、
他
力
真
宗
の
本
意
で
あ
り
、
如
来
の
誓
願
他
力
に
よ
っ
て
、
品
位
階
次
を
云
わ
な
い
清
浄
報
土
へ
、
速

や
か
に
往
生
で
き
る
教
で
あ
る
。

と
い
っ
た
態
度
が
窺
え
る
。
こ
れ
ら
を
先
の
説
示
と
対
比
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
①
の
説
示
に
つ
い
て
は
、「
横
」
の
対
を
「
竪
」
と
し
、「
超
（
超
越
）」
の
対
を
「
次
第
」
で
あ
る
と
釈
す

る
証
空
『
玄
義
分
自
筆
抄
』
や
良
忠
『
玄
義
分
伝
通
記
』
と
比
し
て
も
、
「
次
第
」
と
「
迂
（
迂
廻
）
」
と
言
葉
の
違

い
は
あ
る
が
、
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
同
じ
と
い
え
よ
う
。

次
に
②
の
説
示
に
つ
い
て
は
、「
横
超
」
が
他
力
浄
土
門
の
教
で
あ
る
こ
と
は
諸
師
一
致
す
る
と
こ
ろ
と
み
て
差
し

支
え
な
い
。
「
竪
」
と
「
迂
」
に
つ
い
て
自
力
聖
道
門
の
意
で
あ
る
こ
と
は
、
良
忠
で
は
例
え
ば
『
玄
義
分
伝
通
記
』

に
て
聖
道
門
は
「
修
行
久
く
劫
数
を
経
て
、
竪
に
四
流
を
断
ず
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
や
、
同
じ
く
『
玄
義
分
略
鈔
』

に
「
聖
道
門
の
意
は
、
漸
次
に
惑
を
断
じ
て
分
分
に
位
進
む
を
「
漸
次
断
」
と
云
ふ
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら

類
推
す
れ
ば
、
良
忠
は
今
の
親
鸞
と
同
様
の
見
解
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。
証
空
に
お
い
て
も
、
『
玄
義
分
自
筆
抄
』
に

「
「
横
」
、
ト
イ
ハ
、
「
竪
」
ニ
対
ス
ル
言
ナ
リ
。
自
力
行
門
ノ
益
ハ
、
竪
ニ
欲
、
色
、
無
色
ノ
煩
悩
ヲ
断
ジ
テ
生
死
ヲ
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離
ル
」
や
、「
「
横
超
」、
ハ
、
横
、
ハ
竪
、
ニ
対
ス
。
竪
ハ
「
超
越
」
、「
次
第
」、
共
ニ
自
力
行
門
ノ
心
ナ
リ
」
と
述
べ

る
よ
う
に
、「
竪
」
は
自
力
で
あ
り
、
ま
た
「
竪
」
に
お
け
る
「
超
」
と
「
次
第
」
も
共
に
自
力
で
あ
る
と
規
定
す
る
。

少
な
く
と
も
こ
れ
ら
は
、
「
竪
」
、
「
迂
廻
（
次
第
）
」
は
自
力
に
対
し
て
用
い
る
べ
き
用
語
で
あ
る
こ
と
に
共
通
し
て

い
る
。

ま
た
③
は
、
他
力
浄
土
門
の
教
で
あ
る
「
横
」
を
、
さ
ら
に
二
つ
に
分
判
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
説
示
で
あ
る

が
、
良
忠
に
は
こ
の
よ
う
な
説
示
は
見
ら
れ
な
い
。
幸
西
に
は
『
略
料
簡
』
に
お
い
て
、
菩
薩
蔵
頓
教
を
さ
ら
に
、「
聖

頓
」
と
「
凡
頓
」
に
分
け
、
ま
た
『
玄
義
分
抄
』
で
は
「
横
超
断
四
流
」
に
つ
い
て
、「
横
超
断
」
と
「
横
断
」「
竪
断
」

の
三
つ
に
分
判
し
て
解
釈
す
る
と
い
う
態
度
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
親
鸞
の
教
判
論
形
成
へ
の

影
響
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
分
類
は
二
双
四
重
判
の
構
造
と
近
し
い
も
の
の
、
一
代
教
の
浄
土
門
、

(28)

聖
道
門
を
お
の
お
の
二
種
に
分
類
す
る
と
い
う
二
双
四
重
判
の
分
判
と
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
親
鸞
は

「
横
超
」
「
横
出
」
い
ず
れ
も
他
力
の
枠
組
み
で
語
る
が
、『
玄
義
分
抄
』
で
は
、「
横
超
断
」
こ
そ
が
他
力
真
宗
で
あ

っ
て
、「
横
断
」「
竪
断
」
は
仮
の
教
え
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
点
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方
で
、
証
空
の

『
玄
義
分
自
筆
抄
』
を
見
る
と
「
「
横
」
ハ
「
超
越
」
、「
次
第
」
ノ
分
ア
レ
ド
モ
共
ニ
他
力
観
門
ノ
心
ナ
リ
」
と
、「
横
」

を
さ
ら
に
「
超
越
」
と
「
次
第
」
の
二
つ
に
分
判
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
他
力
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
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に
証
空
は
、
上
の
文
に
続
い
て
、「
横
ノ
次
第
ヲ
論
ゼ
バ
、
先
ズ
浄
土
ヲ
欣
イ
テ
、
次
第
ニ
自
ラ
ノ
止
悪
修
善
ノ
分
ニ

依
リ
テ
、
九
品
ノ
土
ニ
生
ズ
べ
シ
ト
云
フ
、
是
ナ
リ
。
浄
土
ニ
入
ル
ト
雖
モ
ナ
オ
行
門
ノ
心
ア
リ
」
と
述
べ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
親
鸞
に
か
な
り
接
近
し
た
説
示
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
親
鸞
に
よ
る
「
横
出
」
は
、
定
散
諸
行
な

ど
に
よ
っ
て
化
土
往
生
す
る
と
い
う
他
力
の
中
の
自
力
の
教
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
証
空
は
、「
横
の
次
第
断
」
と
は
止

悪
修
善
に
よ
っ
て
九
品
往
生
す
る
と
い
う
浄
土
門
中
の
自
力
行
門
の
教
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
。
こ
の
止
悪
修
善
に
つ

い
て
は
「
化
身
土
巻
」
に
、

要
門
者
即
此
『
観
経
』
定
散
二
門
是
也
。
定
即
息

慮

以

凝

心
。
散
即
ス
ツ廃

悪
以
修

善
。

ト

ハ

ノ

ノ

ハ

ヤ
メ
テ

オ
モ
ン
パ
カ
リ
ヲ

テ

コ
ラ
ス

ヲ

ハ

ハ
イ
シ
テ

ヲ

テ

ス

ヲ

（
『
聖
典
全
書
』
二
・
一
八
九
頁
）

と
い
う
善
導
『
観
経
疏
』
「
玄
義
分
」
の
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
定
散
中
の
散
で
あ
る
と
親
鸞
も
理
解
し
て

い
た
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
、
九
品
往
生
に
つ
い
て
は
前
掲
の
「
化
身
土
巻
」
観
経
隠
顕
、「
信
巻
」
横
超
断
四
流
釈
、

『
愚
禿
鈔
』
巻
上
に
も
「
横
出
」
に
分
類
さ
れ
る
化
土
へ
の
往
生
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
⑤
で
あ
る
が
、
「
横
超
」
と
は
報
土
に
往
生
す
る
他
力
頓
教
の
意
で
あ
る
と
い
う
見
解
で
諸
師
は
概
ね
一
致
し

て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
証
空
は
『
玄
義
分
自
筆
抄
』
で
、「
他
力
ニ
依
リ
テ
同
時
ニ
一
切
ノ
惑
ヲ
断
ズ
。

是
ヲ
、
超
ニ
断
ズ
」
と
い
い
、「
願
力
ヲ
以
テ
頓
ニ
罪
惑
尽
キ
テ
報
土
ニ
生
ジ
ヌ
」
と
い
う
よ
う
に
、
明
確
に
他
力
に

よ
っ
て
頓
に
報
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
「
横
超
」
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
。
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前
述
の
通
り
、
証
空
は
特
殊
名
目
を
用
い
て
自
義
を
述
べ
て
お
り
、
そ
の
用
語
ご
と
の
詳
細
な
意
義
は
親
鸞
と
は

異
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
代
教
に
つ
い
て
、
「
横
」
「
竪
」
「
超
」
「
次
第
」
の
不
同
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
証
空

と
、
「
横
」
「
竪
」
「
超
」
「
出
」
に
分
け
て
論
じ
る
親
鸞
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
構
造
に
近
似
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

た
だ
し
、
一
代
教
を
四
種
に
分
け
る
意
義
に
つ
い
て
は
、
検
討
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
。
証
空
『
観
経
疏
自
筆
抄
』

で
は
、
一
代
教
を
「
横
」「
竪
」「
超
」「
次
第
」
の
四
種
に
分
け
る
理
由
は
、「
唯
此
ノ
観
門
超
断
ノ
義
ヲ
説
キ
顕
ス
故
」

で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
横
超
」
こ
そ
が
真
実
で
あ
る
こ
と
を
顕
す
た
め
で
あ
る
と
明
言
し
て
い
る
。
親

鸞
に
お
い
て
も
「
横
超
」
こ
そ
が
「
一
実
円
満
の
真
教
」
で
あ
り
、
「
浄
土
本
願
真
実
の
教
」
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で

(29)

(30)

あ
る
が
、
「
横
超
」
の
み
を
宣
揚
す
る
の
で
は
な
く
、
一
代
仏
教
を
「
客
観
的
相
対
的
に
分
類
し
、
整
理
」
を
行
っ
て

(31)

い
る
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
『
愚
禿
鈔
』
巻
上
で
は
、
聖
浄
二
門
の
中
に
共
に
「
頓
教
」
「
実
教
」
が
あ
る
こ
と
を
認

め
て
お
り
、
巻
下
で
は
「
真
実
に
二
種
有
り
」
と
し
た
上
で
自
利
真
実
に
「
竪
超
」
「
竪
出
」「
横
出
」
、
利
他
真
実
に

「
横
超
」「
横
出
」
を
配
し
て
い
る
。
勿
論
、『
愚
禿
鈔
』
で
は
「
横
超
」
こ
そ
「
選
択
本
願
」
で
あ
り
「
如
来
誓
願
他

力
」
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
だ
け
で
い
え
ば
『
観
経
疏
自
筆
抄
』
に
明
言
す
る
よ
う
に
、
「
横
超
」
の
義

を
説
き
明
か
す
た
め
に
「
横
」「
竪
」
「
超
」「
出
」
の
四
種
に
分
け
て
論
じ
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
客
観
的
に
一
代
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教
を
分
類
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
親
鸞
の
姿
勢
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
確
か
に
親
鸞
は
、
「
化
身
土
巻
」
等
で
示

す
よ
う
に
「
竪
超
」「
竪
出
」
を
「
方
便
権
門
の
道
路
」
、「
横
出
」
を
「
自
力
仮
門
」
で
あ
る
と
し
て
、「
横
超
」
こ
そ

が
他
力
真
実
の
教
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、「
横
超
」
こ
そ
が
真
実
で
あ
る
こ
と
を
顕
す
た
め
に
二
双
四
重
判
を
用
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
著
作
中
に
見
ら
れ
る
二
双
四
重
判
全
体
を
見
渡
し
た
時
に
、
そ
の
釈
相
に
相
違
が
見
ら
れ
る
こ
と
を

見
て
も
、
二
双
四
重
判
の
所
明
が
一
義
的
で
な
い
、
い
わ
ば
柔
軟
性
を
持
っ
た
解
釈
が
展
開
さ
れ
て
い
る
点
は
、
多
く

の
諸
師
と
は
異
な
る
親
鸞
の
特
徴
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
二
双
四
重
判
に
つ
い
て
法
然
門
流
の
教
学
と
の
比
較
か
ら
考
察
し
た
。
存
覚
が
指
摘
す
る
よ
う
に
二
双
四

重
の
名
目
は
親
鸞
の
発
揮
で
あ
り
、
特
に
浄
土
門
に
漸
頓
や
自
力
他
力
と
い
っ
た
別
を
分
け
る
こ
と
に
よ
り
「
横
出
」

を
位
置
づ
け
た
こ
と
に
親
鸞
の
教
義
的
独
自
性
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
い
く

つ
か
法
然
門
流
と
の
共
通
点
を
見
出
せ
る
。
ま
ず
、「
横
超
」
が
易
行
浄
土
門
頓
教
、「
竪
超
」・
「
竪
出
（
次
第
）」
が

難
行
聖
道
門
頓
教
（
漸
教
）
は
あ
る
程
度
共
通
の
認
識
で
あ
る
。
ま
た
、
隆
寛
は
行
業
論
の
中
で
は
あ
る
が
、
念
仏

に
自
力
と
他
力
を
分
け
る
。
ま
た
、「
横
超
」
の
解
釈
で
い
え
ば
、
幸
西
は
『
玄
義
分
抄
』
や
『
略
料
簡
』
に
お
い
て
、

菩
薩
蔵
頓
教
を
さ
ら
に
「
聖
頓
」
と
「
凡
頓
」
に
分
け
た
り
、
ま
た
「
横
超
断
四
流
」
に
つ
い
て
「
横
超
断
」「
横
断
」

「
竪
断
」
の
三
に
分
け
つ
つ
論
じ
て
お
り
、
さ
ら
に
「
横
」
や
「
頓
教
」
を
真
仮
の
二
つ
に
分
け
る
と
い
う
説
示
が
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見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
構
造
と
し
て
は
、
証
空
が
竪
に
超
越
と
次
第
、
横
に
超
越
と
次
第
を
設
け
、
自
力
に
よ
る
廃

悪
修
善
を
「
横
超
」
と
は
名
付
け
ず
九
品
往
生
の
因
と
定
義
す
る
。
こ
の
証
空
の
定
義
は
、
親
鸞
の
二
双
四
重
の
構

造
に
近
似
し
て
お
り
、
特
に
「
横
出
」
が
自
力
定
散
の
善
で
あ
り
、
直
ち
に
報
土
往
生
す
る
の
で
は
な
い
と
い
う
説

示
は
共
通
し
て
い
る
。

と
も
か
く
、
先
行
研
究
で
規
定
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
親
鸞
の
二
双
四
重
判
に
お
け
る
己
証
と
は
、
単
純
に
「
横
出
」

の
語
を
用
い
た
こ
と
自
体
は
独
自
の
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、「
横
出
」
の
内
実
か
ら
検
討
す
れ
ば
、
浄
土
門

中
に
自
力
・
他
力
や
漸
頓
と
い
っ
た
別
を
分
け
た
こ
と
は
独
自
的
な
説
示
と
は
言
い
難
い
。

そ
う
で
あ
れ
ば
親
鸞
が
「
横
出
」
を
定
義
づ
け
る
背
景
に
は
隆
寛
や
幸
西
、
そ
し
て
証
空
の
以
上
の
よ
う
な
説
示

が
あ
っ
た
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
親
鸞
に
お
け
る
「
横
出
」
を
ど
こ
ま
で
独
自
の
も
の
と
し
て

捉
え
る
か
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
浄
土
異
流
と
の
思
想
面
か
ら
の
比
較
検
討
を
さ
ら
に
進
め
た
上
で
明
瞭
に
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
そ
の
構
造
面
か
ら
い
え
ば
、
一
般
的
に
他
力
高
調
派
・
他
力
徹
底
派
と
い
わ

れ
る
他
力
を
強
調
す
る
法
然
門
流
に
は
あ
る
程
度
「
横
超
」
の
解
釈
に
対
し
て
共
通
的
な
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
認
識
を
基
に
『
教
行
信
証
』
や
『
愚
禿
鈔
』
に
て
展
開
さ
れ
た
も
の
が
、
親
鸞
の
二
双

四
重
判
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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ま
た
、
諸
師
と
り
わ
け
構
造
の
近
い
証
空
の
「
横
超
」
解
釈
と
親
鸞
の
二
双
四
重
判
を
比
較
し
た
際
に
、
そ
の
釈
相

が
一
様
で
は
な
い
こ
と
、
例
え
ば
「
化
巻
」
で
は
「
横
超
」
と
そ
れ
以
外
で
真
仮
の
峻
別
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
対

し
て
、
『
愚
禿
鈔
』
で
は
相
対
的
に
二
双
四
重
判
の
名
目
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
、
そ
の
定
義
の
揺
れ
も
親
鸞

二
双
四
重
判
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
節
で

も
う
少
し
詳
細
に
検
討
し
た
い
。

ਸ਼

ත
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前
節
で
は
『
教
行
信
証
』
『
愚
禿
鈔
』
を
中
心
に
二
双
四
重
判
に
注
目
し
つ
つ
、
そ
の
教
義
的
独
自
性
に
つ
い
て
論

じ
て
き
た
。
二
双
四
重
判
の
中
で
も
、「
横
出
」
と
い
う
他
力
浄
土
門
中
に
さ
ら
に
自
力
教
を
配
す
る
と
い
う
用
語
を

用
い
る
こ
と
は
親
鸞
の
特
色
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
前
述
の
よ
う
に
「
横
出
」
の
語
が
確
認
で
き
る
書
物
は
、

親
鸞
七
十
五
歳
に
一
応
の
完
成
と
み
ら
れ
る
『
教
行
信
証
』
と
、
建
長
七
（
一
二
五
五
）
年
の
奥
書
を
存
す
る
が
成

立
に
つ
い
て
は
親
鸞
壮
年
期
で
は
な
い
か
と
も
推
察
さ
れ
る
『
愚
禿
鈔
』
の
二
書
の
み
で
あ
る
。
一
方
で
、「
横
超
」

の
語
は
『
教
行
信
証
』
、
『
浄
土
文
類
聚
鈔
』
、
『
尊
号
真
像
銘
文
』
、
『
一
念
多
念
文
意
』
、
『
唯
信
鈔
文
意
』
、
「
消
息
」
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類
等
に
散
見
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
親
鸞
の
教
判
論
の
特
徴
で
あ
る
と
も
い
え
る
「
横
出
」
は
、
和
語
聖
教
や
消
息
類

と
い
わ
れ
る
和
文
体
の
著
作
で
は
一
切
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
「
竪
超
」
は
「
消
息
」
類
で
、「
横
超
」
の
対
概

念
と
し
て
一
度
こ
れ
を
用
い
る
が
、「
竪
出
」
に
つ
い
て
も
和
語
聖
教
や
消
息
類
で
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、

建
長
三
（
一
二
五
一
）
年
に
親
鸞
が
東
国
門
弟
に
向
け
て
送
付
し
た
書
簡
（
以
下
、「
有
念
無
念
」
）
及
び
『
末
灯
鈔
』

十
七
通
で
は
、「
横
出
」
の
語
は
無
い
も
の
の
「
他
力
中
の
自
力
」
と
い
う
「
横
出
」
と
ほ
ぼ
同
義
で
扱
わ
れ
る
語
が
、

例
外
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
に
親
鸞
が
、
い
わ
ば
例
外
的
に
「
和
語
聖
教
」
や
「
消
息
」
類
の
中
で
「
横
超
」
や
「
竪
超
」

の
語
を
用
い
た
り
、
ま
た
「
横
出
」
的
位
置
付
け
に
あ
る
「
他
力
中
の
自
力
」
と
い
う
概
念
を
用
い
る
こ
と
に
は
ど

の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
ま
た
、
前
節
で
見
て
き
た
よ
う
に
親
鸞
の
諸
著
の
中
で
も
二
双
四
重

判
そ
の
も
の
の
定
義
は
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
い
。
こ
れ
は
先
哲
間
で
も
既
に
議
論
さ
れ
て
い
る
問
題
で
あ
る
。
し

か
し
先
行
研
究
で
は
、
著
作
間
で
の
整
合
性
を
取
る
作
業
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
著
作
ご
と
で
二
双
四
重
判
の
定
義
は
微
妙
に
異
な
り
、
さ
ら
に
、
後
年
に
至
っ
て
は
二

双
四
重
判
は
部
分
的
に
し
か
用
い
ら
れ
ず
、
一
代
仏
教
に
対
す
る
判
別
が
行
わ
れ
て
い
る
。
で
は
二
双
四
重
判
と
は
、

ど
の
よ
う
な
目
的
で
用
い
ら
れ
、
な
ぜ(

二
期)

以
降
の
著
作
で
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
く
な
る
の
か
。
本
節
で
は
、
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特
に
「
他
力
中
の
自
力
」
と
い
う
表
現
に
注
目
し
つ
つ
、
親
鸞
に
お
け
る
教
判
論
に
関
す
る
表
現
の
変
遷
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
。

ਸ਼
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前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
親
鸞
の
二
双
四
重
判
は
『
教
行
信
証
』
及
び
『
愚
禿
鈔
』
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
『
教
行

信
証
』
撰
述
以
降
の
著
作
で
あ
る
、
『
尊
号
真
像
銘
文
』
や
「
消
息
」
類
に
も
部
分
的
に
二
双
四
重
判
の
名
目
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
が
示
す
名
目
の
釈
相
は
一
様
で
は
な
い
。
再
度
、
こ
こ
で
諸
釈
間
の
二
双
四

重
に
対
す
る
異
同
に
つ
い
て
、
例
を
挙
げ
つ
つ
一
瞥
し
て
お
き
た
い
。

最
初
に
『
愚
禿
鈔
』
巻
上
を
み
て
み
る
と
、
は
じ
め
に
「
聖
道
・
浄
土
の
教
に
二
教
あ
り
」
と
し
て
一
代
仏
教
を
「
大

(32)

乗
教
」
と
「
小
乗
教
」
に
分
け
た
後
に
、
「
大
乗
教
」
の
中
に
お
い
て
二
双
四
重
判
を
展
開
し
て
お
り
、
三
蔵
教
に
つ

い
て
は
二
双
四
重
判
の
枠
内
か
ら
除
外
し
て
い
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
「
信
巻
」
菩
提
心
釈
で
は
竪
超
・
竪
出
の
教
と

は
「
権
実
・
顕
密
・
大
小
の
教
」
で
あ
る
と
し
、
横
超
断
四
流
釈
で
は
、「
竪
出
」
を
指
し
て
「
二
乗
・
三
乗
迂
廻
の

(33)

教
」
と
す
る
よ
う
に
、「
竪
超
」「
竪
出
」
の
中
に
蔵
教
で
あ
る
声
聞
・
縁
覚
の
教
を
含
め
て
い
る
。

(34)

ま
た
『
愚
禿
鈔
』
巻
下
で
は
、『
観
経
』
の
至
誠
心
を
釈
す
中
で
、
至
誠
心
は
真
実
で
あ
り
、
そ
の
真
実
に
は
「
自
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利
真
実
」
と
「
利
他
真
実
」
の
二
種
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
上
で
、「
自
利
真
実
」
を
「
竪
超
」
・
「
竪
出
」
、「
利
他
真

実
」
を
「
横
超
」・
「
横
出
」
と
、
真
実
の
中
に
「
横
超
」「
横
出
」「
竪
超
」「
竪
出
」
が
内
在
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。

(35)

そ
の
一
方
で
、
「
信
巻
」
横
超
断
四
流
釈
な
ど
で
は
、「
竪
超
」
を
大
乗
真
実
、「
竪
出
」
を
大
乗
権
方
便
と
分
判
す
る

よ
う
に
、
二
双
四
重
の
中
に
真
仮
を
分
け
て
い
る
。
真
仮
以
外
に
も
、
例
え
ば
「
信
巻
」
菩
提
心
釈
で
は
「
竪
超
」「
竪

出
」
を
合
わ
せ
て
「
歴
劫
迂
廻
」
と
し
て
い
る
が
、『
愚
禿
鈔
』
巻
上
で
は
、
大
乗
教
を
漸
頓
二
教
に
分
判
し
た
上
で
、

(36)

頓
教
に
「
竪
超
」、
漸
教
に
「
竪
出
」
を
配
し
て
い
る
等
、
漸
頓
の
分
判
も
説
示
ご
と
に
表
現
が
相
違
し
て
い
る
。

如
上
、
二
双
四
重
を
示
す
諸
文
中
に
お
い
て
も
、
そ
の
名
目
の
表
現
に
は
揺
れ
が
認
め
ら
れ
る
が
、
「
和
語
聖
教
」

や
「
消
息
」
類
の
説
示
を
見
る
と
、
さ
ら
に
異
な
っ
た
枠
組
み
で
一
代
仏
教
を
判
別
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
ず
建
長
七
（
一
二
五
五
）
年
成
立
の
親
鸞
真
筆
本
が
現
存
す
る
『
尊
号
真
像
銘
文
』
で
は
、
「
横
超
断
四
流
」
の

基
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
大
経
』「
横
截
五
悪
趣
」
の
経
文
に
つ
い
て
解
釈
し
て
、

「
横
截
五
悪
趣
悪
趣
自
然
閉
」
と
い
ふ
は
、「
横
」
は
よ
こ
さ
ま
と
い
ふ
、
よ
こ
さ
ま
と
い
ふ
は
如
来
の
願

力

わ
う
ぜ
ち

ご

あ
く
し
ゆ
あ
く
し
ゆ

じ

ね
ん
ぺ
い

わ
う

に
よ
ら
い

ぐ
わ
ん
り
き

を
信
ず
る
ゆ
へ
に
行

者
の
は
か
ら
い
に
あ
ら
ず
、
五
悪
趣
を
自
然
に
た
ち
す
て
四
生

を
は
な
る
ゝ
を
横
と

し
ん

ぎ
や
う
じ
や

ご

あ
く
し
ゆ

じ

ね
ん

し

し
や
う

わ
う

い
ふ
、
他
力
と
ま
ふ
す
也
。
こ
れ
を
横
超
と
い
ふ
也
。

ヨ
コ
サ
マ
ト
イ
フ

横
は

タ
ヽ
サ
マ

竪
に
対
す
る
こ
と
ば
也
、
超
は

た

り
き

わ
う
て
う

わ
う

し
ゆ

た
い

て
う

メ
グ
ル

迂
に
対
す
る
こ
と
ば
也
。
竪
は
た
ゝ
さ
ま
、
迂
は
め
ぐ
る
と
な
り
。
竪
と
迂
と
は
自
力
聖

道
の
こ
ゝ
ろ
也
、

う

た
い

し
ゆ

う

し
ゆ

う

じ

り
き
し
や
う
だ
う
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横
超
は
す
な
わ
ち
他
力
真
宗
の
本
意
也
。

（
『
聖
典
全
書
』
二
・
六
〇
八
頁
～
六
〇
九
頁
）

わ
う
て
う

た

り
き
し
ん
し
ゆ

ほ
ん

い

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
横
超
断
四
流
釈
と
同
様
に
「
超
」
の
対
語
を
「
迂
」
と
し
、「
横
」
は
「
竪
」
の
対
語

で
あ
る
と
示
す
。
こ
の
中
、「
迂
」
に
は
「
メ
グ
ル
」
と
の
左
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
遠
回
り
す
る
」
と
の

意
で
こ
の
語
を
親
鸞
が
用
い
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
「
横
超
」
と
は
頓
悟
の
教
で
他
力
で
あ
り
、「
竪
」「
迂
」

は
漸
次
の
教
で
自
力
聖
道
門
の
意
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
用
語
こ
そ
二
双
四
重
判
と
重
複
す
る
が
、
そ
の
構
成
と
し
て

は
後
述
す
る
他
の
法
然
門
流
と
同
じ
く
他
力
浄
土
門
＝
横
超
、
自
力
聖
道
門
＝
竪
（
迂
）
で
あ
り
、
両
者
を
そ
の
ま
ま

漸
頓
二
教
に
配
す
る
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
対
立
構
造
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
親
鸞
が
建
長
三
（
一
二
五
一
）
年
に
東
国
門
弟
へ
送
付
し
た
「
有
念
無
念
」
の
書
簡
に
は
、

正

念
と
い
ふ
は
、
本
弘
誓
願

の
信
楽
さ
だ
ま
る
を
い
ふ
な
り
。
こ
の
信
心
を
う
る
ゆ
へ
に
、
か
な
ら
ず
无

し
や
う
ね
む

ほ
ん

ぐ

ぜ
い
ぐ
わ
ん

し
ん
げ
う

し
ん
じ
む

む

上

涅
槃
に
い
た
る
な
り
。
こ
の
信
心
を
一
心
と
い
ふ
、
こ
の
一
心
を
金
剛
心
と
い
ふ
、
こ
の
金
剛
心
を
大

じ
や
う
ね
ち
は
ん

し
ん
じ
む

ゐ
ち
し
む

ゐ
ち
し
む

こ
む
が
う
し
む

こ
む
が
う
し
む

だ
い

菩
提
心
と
い
ふ
な
り
。
こ
れ
す
な
わ
ち
他
力
の
中

他
力
な
り
。
ま
た
正

念
と
い
ふ
に
つ
き
て
二

あ
り
。
一

ぼ

だ
い
し
む

た

り
き

な
か
の

た

り
き

し
や
う
ね
む

ふ
た
つ

ひ
と
つ

は
定

心
の
行

人
の
正

念
、
二

に
は
散
心
の
行

人
の
正

念
あ
る
べ
し
。
こ
の
二

の
正

念
は
、
他
力

中

ぢ
や
う
し
む

ぎ
や
う
に
ん

し
や
う
ね
む

ふ
た
つ

さ
ん
し
む

ぎ
や
う
に
ん

し
や
う
ね
む

ふ
た
つ

し
や
う
ね
む

た

り
き
の
な
か

の
自
力
の
正

念
な
り
。
定

散
の
善
は
、
諸
行

往
生

の
こ
と
ば
に
お
さ
ま
る
な
り
。
こ
の
善
は
、
他
力
の
中

じ

り
き

し
や
う
ね
む

ぢ
や
う
さ
ん

ぜ
ん

し
よ
ぎ
や
う
わ
う
じ
や
う

ぜ
ん

た

り
き

な
か

の
自
力
の
善
な
り
。

（
『
聖
典
全
書
』
二
・
七
六
八
頁
）

じ

り
き

ぜ
ん

と
あ
る
。
詳
細
は
第
二
章
に
て
述
べ
る
が
、
結
論
の
み
を
概
略
す
れ
ば
、
本
書
簡
は
常
陸
の
門
弟
内
に
惹
起
し
た
、
臨
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終
来
迎
を
期
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
「
臨
終
正
念
来
迎
」
の
異
義
に
対
し
て
親
鸞
が
教
誡
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の

中
で
い
ま
着
目
す
べ
き
は
、
「
信
巻
」
菩
提
心
釈
や
『
愚
禿
鈔
』
巻
下
に
て
「
横
出
」
と
し
て
示
さ
れ
る
「
他
力
中
の

自
力
」
と
い
う
語
と
、
そ
れ
に
対
応
し
て
他
力
真
実
の
信
を
指
す
「
他
力
中
の
他
力
」
の
語
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
他
の

二
双
四
重
判
と
同
様
に
、
浄
土
門
の
教
に
つ
い
て
二
つ
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
内
容
に
つ
い
て
も
菩
提
心
釈
や

『
愚
禿
鈔
』
巻
下
と
同
様
に
、「
横
出
」
で
あ
る
自
力
定
散
諸
行
を
「
他
力
中
の
自
力
」
と
し
、「
横
超
」
で
あ
る
他
力

の
金
剛
心
や
菩
提
心
に
つ
い
て
は
「
他
力
中
の
他
力
」
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、「
他
力
中
の
他
力
」
に
つ
い
て
は
『
教

行
信
証
』『
愚
禿
鈔
』
に
用
例
が
な
く
、
ま
た
『
末
灯
鈔
』
第
十
七
通
で
親
鸞
が
門
弟
に
、

他
力
の
な
か
に
は
自
力
と
ま
ふ
す
こ
と
は
候
と
き
き
さ
ふ
ら
ひ
き
。
他
力
の
な
か
に
ま
た
他
力
と
ま
ふ
す
こ

た

り
き

じ

り
き

た

り
き

た

り
き

と
は
き
き
さ
ふ
ら
は
ず
。
他
力
の
な
か
に
自
力
と
ま
ふ
す
こ
と
は
、
雑
行

雑
修
・
定

心
念
仏
と
こ
ゝ
ろ
に

た

り
き

じ

り
き

ざ
ふ
ぎ
や
う
ざ
ふ
し
ゆ

ぢ
や
う
し
む
ね
む
ぶ
ち

か
け
ら
れ
て
さ
ふ
ら
ふ
人
々
は
、
他
力
の
な
か
の
自
力
の
ひ
と
び
と
な
り
。
他
力
の
な
か
に
ま
た
他
力
と
ま

ひ
と
び
と

た

り
き

じ

り
き

た

り
き

た

り
き

ふ
す
こ
と
は
う
け
た
ま
は
り
さ
ふ
ら
は
ず
。

（『
聖
典
全
書
』
二
・
八
〇
三
頁
）

と
述
べ
て
い
る
点
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
い
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
親
鸞
は
、
「
信
巻
」・
「
消
息
」
類
と
も
に
菩

提
心
に
つ
い
て
関
連
す
る
中
で
「
他
力
中
の
～
」
と
の
表
現
を
用
い
て
い
る
と
分
か
る
。

ま
た
、『
愚
禿
鈔
』
巻
上
で
は
漸
教
中
の
浄
土
門
す
な
わ
ち
横
出
教
に
つ
い
て
示
す
中
で
、「
『
無
量
寿
仏
観
経
』
の
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意
、
定
散
・
三
福
・
九
品
の
教
な
り
」
と
明
確
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
二
双
四
重
に
お
い
て
は
基
本
的
に
『
観
経
』

(37)

所
説
の
定
散
・
九
品
な
ど
の
教
は
、
「
横
出
」
に
お
さ
ま
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
和
語
聖
教
」
で

あ
る
『
一
念
多
念
文
意
』
で
は
、

お
ほ
よ
そ
八
万
四
千
の
法
門
は
、
み
な
こ
れ
浄

土
の
方
便
の
善
な
り
。
こ
れ
を
要
門
と
い
ふ
、
こ
れ
を

ま
ん

せ
ん

ほ
ふ
も
ん

じ
や
う

ど

は
う
べ
ん

ぜ
ん

え
う
も
ん

カ
リ
ナ
リ
マ
コ
ト
ナ
ラ
ズ
ト
ナ
リ

仮
門
と
な
づ
け
た
り
。
こ
の
要
門
・
仮
門
と
い
ふ
は
、
す
な
わ
ち
『
无
量

寿
仏
観

経
』
一
部
に
と
き
た
ま

け

も
ん

え
う
も
ん

け

む

り
や
う
じ
ゆ
ぶ
ち
く
わ
ん
ぎ
や
う

ゐ
ち

ぶ

へ
る
定

善
・
散
善
、
こ
れ
な
り
。
定

善
は
十
三
観

な
り
、
散
善
は
三
福
九
品
の

ヨ
ロ
ヅ
ノ
ゼ
ン
ト
イ
フ
ナ
リ

諸
善
な
り
。
こ
れ
み
な

ぢ
や
う
ぜ
ん

さ
ん
ぜ
ん

ぢ
や
う
ぜ
ん

ぐ
わ
ん

さ
ん
ぜ
ん

さ
む
ぷ
く

く

ぼ
む

し
よ
ぜ
ん

浄

土
方
便
の
要
門
な
り
、
こ
れ
を
仮
門
と
も
い
ふ
。
こ
の
要
門
・
仮
門
よ
り
、
も
ろ
も
ろ
の
衆
生

を
す
ゝ

じ
や
う

ど

は
う
べ
ん

え
う
も
ん

け

も
ん

し
ゆ
じ
や
う

め
こ
し
ら
え
て
、
本
願

一
乗

円
融
无
礙
真
実
功
徳
大
宝
海
に
お
し
へ
す
ゝ
め
い
れ
た
ま
ふ
が
ゆ
へ
に
、
よ

ほ
ん
ぐ
わ
ん
ゐ
ち
じ
よ
う
ゑ
ん

ゆ

む

げ

し
ん
じ
ち

く

ど
く
だ
い
ほ
う
か
い

ろ
づ
の
自
力
の
善
業
お
ば
方
便
の
門
と
ま
ふ
す
な
り
。

（
『
聖
典
全
書
』
二
・
六
七
三
頁
）

じ

り
き

ぜ
ん
ご
ふ

は
う
べ
ん

も
ん

と
、
二
双
四
重
判
で
は
「
竪
超
」「
竪
出
」
に
分
類
さ
れ
る
、
八
万
四
千
の
法
門
と
呼
称
さ
れ
る
「
聖
道
門
」
を
全
て

『
観
経
』
の
教
で
あ
る
要
門
・
仮
門
、
す
な
わ
ち
二
双
四
重
判
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
横
出
」
の
中
に
お
さ
め
と
っ
て

い
る
。
ま
た
、
先
の
漸
頓
二
教
の
分
判
に
つ
い
て
も
、『
尊
号
真
像
銘
文
』
で
は
、

五
悪
趣
を
自
然
に
た
ち
す
て
四
生

を
は
な
る
ゝ
を
横
と
い
ふ
、
他
力
と
ま
ふ
す
也
。
こ
れ
を
横
超
と
い
ふ

ご

あ
く
し
ゆ

じ

ね
ん

し

し
や
う

わ
う

た

り
き

わ
う
て
う

也
。
ヨ
コ
サ
マ
ト
イ
フ

横
は

タ
ヽ
サ
マ

竪
に
対
す
る
こ
と
ば
也
、
超
は
メ
グ
ル
迂
に
対
す
る
こ
と
ば
也
。
竪
は
た
ゝ
さ
ま
、
迂
は
め
ぐ
る
と

わ
う

し
ゆ

た
い

て
う

う

た
い

し
ゆ

う
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な
り
。
竪
と
迂
と
は
自
力
聖

道
の
こ
ゝ
ろ
也
、
横
超
は
す
な
わ
ち
他
力
真
宗
の
本
意
也
。

し
ゆ

う

じ

り
き
し
や
う
だ
う

わ
う
て
う

た

り
き
し
ん
し
ゆ

ほ
ん

い

（
『
聖
典
全
書
』
二
・
六
〇
九
頁
）

と
述
べ
、
他
力
で
あ
る
「
横
超
」
を
頓
教
と
し
つ
つ
、
そ
の
対
と
な
る
語
で
あ
る
「
竪
」
と
「
迂
」
は
「
自
力
聖

道
門
の
こ
こ
ろ
」
と
し
て
漸
教
で
一
括
り
に
し
て
い
る
。
他
に
も
『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
は
、

「
当
知
聖

道
諸
門
漸
教
也
」
と
い
ふ
は
、
す
な
わ
ち
難
行

な
り
、
ま
た
漸
教
な
り
と
し
る
べ
し
と
な
り
。

た
う

ち

し
や
う
だ
う
し
よ
も
ん
ぜ
む
げ
う

や

な
ん
ぎ
や
う

ぜ
む
げ
う

「
浄

土
一
宗
者
」
と
い
ふ
は
、
頓
教
な
り
、
ま
た
易
行

な
り
と
し
る
べ
し
と
な
り
。

じ
や
う

ど

ゐ
ち
し
ゆ
し
や

と
ん
げ
う

い

ぎ
や
う

（
『
聖
典
全
書
』
二
・
六
四
五
頁
）

と
あ
っ
た
り
、
ま
た
は
前
節
で
挙
げ
た
『
末
灯
鈔
』
第
八
通
も
、
浄
土
宗
を
「
横
超
」「
易
行
道
」「
頓
教
」、
聖
道
自

力
を
「
竪
超
」「
難
行
道
」「
漸
教
」
な
ど
と
、
基
本
的
に
「
浄
土
宗
」
と
「
聖
道
」
の
二
教
間
の
差
異
に
つ
い
て
解
釈

を
行
っ
て
い
る
。「
信
巻
」
菩
提
心
釈
も
「
竪
超
」「
竪
出
」
を
合
わ
せ
て
「
歴
劫
迂
廻
」
と
し
た
が
、「
横
超
」・
「
横

出
」
に
つ
い
て
は
明
確
に
分
け
て
解
釈
し
て
い
る
点
か
ら
み
れ
ば
、
こ
れ
ら
と
は
構
成
的
に
異
な
る
こ
と
は
明
白
で

あ
る
。
ま
た
、
二
双
四
重
の
名
目
は
用
い
て
い
な
い
も
の
の
、
構
造
的
に
一
代
仏
教
を
四
種
に
分
け
た
説
示
も
見
る

こ
と
が
で
き
る
。「
有
念
無
念
」
で
は
、
臨
終
来
迎
を
期
す
こ
と
を
否
定
し
、
他
力
真
実
信
心
を
獲
得
す
れ
ば
必
ず
無

上
涅
槃
に
い
た
る
、
す
な
わ
ち
現
生
正
定
聚
の
位
に
つ
く
こ
と
が
示
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
者
を
「
こ
れ
す
な
わ
ち
他
力

た

り
き
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の
中

他
力
な
り
」
と
し
、
定
心
の
行
者
の
正
念
と
散
心
の
行
者
の
正
念
、
す
な
わ
ち
定
散
心
に
よ
る
念
仏
は
諸
行
往

な
か
の

た

り
き

生
の
域
を
出
な
い
こ
と
を
示
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
を
「
他
力
の
中
の
自
力
の
善
な
り
」
と
し
、
浄
土
門
を
「
横
超
」「
横

た

り
き

な
か

じ

り
き

ぜ
ん

(38)

出
」
に
分
け
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
聖
道
門
に
つ
い
て
も
二
種
に
峻
別
す
る
姿
勢
が
読
み
取
れ
る
。

「
有
念
無
念
」
の
後
半
部
分
で
は
、

聖

道
と
い
ふ
は
、
す
で
に
仏
に
な
り
た
ま
へ
る
人
、
わ
れ
ら
が
こ
ゝ
ろ
を
す
ゝ
め
む
が
た
め
に
、
仏
心
・

し
や
う
だ
う

ぶ
ち

ぶ
ち
し
む

真
言
宗
・
法
華
宗
・
華
厳
宗
・
三
論
宗
等
の
大
乗

至
極
の
教
な
り
。
仏
心
宗
と
い
ふ
は
、
こ
の
よ
に
ひ
ろ

し
ん
ご
ん
し
ゆ

ほ
ふ
く
ゑ
し
ゆ

く
ゑ
ご
む
し
ゆ

さ
む
ろ
ん
し
ゆ
と
う

だ
い
じ
よ
う

し

ご
く

け
う

ぶ
ち
し
む
し
ゆ

ま
る
禅
宗
こ
れ
な
り
。
ま
た
法
相
宗
・
成

実
宗
・
倶
舎
宗
等
の
権
教
、
小
乗

等
の
教
な
り
。
こ
れ
み
な
聖

ぜ
ん
し
ゆ

ほ
ふ
さ
う
し
ゆ

じ
や
う
じ
ち
し
ゆ

く

し
や
し
ゆ
と
う

ご
ん
け
う

せ
う
じ
よ
う
と
う

け
う

し
や
う

道
門
な
り
。
権
教
と
い
ふ
は
、
す
な
わ
ち
す
で
に
仏
に
な
り
た
ま
へ
る
仏
・
菩
薩
の
、
か
り
に
さ
ま
ざ
ま
の

だ
う
も
ん

ご
む
け
う

ぶ
ち

ぶ
ち

ぼ

さ
ち

か
た
ち
を
あ
ら
は
し
て
す
ゝ
め
た
ま
ふ
が
ゆ
へ
に
権
と
い
ふ
な
り
。

（
『
聖
典
全
書
』
二
・
七
六
九
頁
）

ご
ん

と
述
べ
、
『
愚
禿
鈔
』
巻
上
の
よ
う
に
聖
道
門
を
二
種
に
分
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
禅
宗
・
真
言
宗
・
天
台
宗
・
華
厳

宗
・
三
論
宗
等
を
「
大
乗
至
極
の
教
」、
法
相
宗
・
成
実
宗
・
倶
舎
宗
・
蔵
教
等
を
「
権
教
」
と
位
置
づ
け
つ
つ
、
両

者
は
と
も
に
「
す
で
に
仏
に
な
り
た
ま
へ
る
」
教
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
、『
愚
禿
鈔
』
巻
上
で
、「
竪
超
」
を
「
聖

道
の
実
教
な
り
、
所
謂
仏
心
・
真
言
・
法
華
・
華
厳
の
教
」
と
し
、
「
竪
出
」
を
「
聖
道
権
教
、
法
相
等
」
と
分
判
す

る
も
の
や
、「
信
巻
」
横
超
断
四
流
釈
に
て
、「
竪
超
」
を
「
大
乗
真
実
の
教
」
、「
竪
出
」
を
「
大
乗
権
方
便
の
教
、
二

乗
・
三
乗
迂
廻
の
教
」
と
分
判
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
聖
道
門
を
「
竪
超
」
「
竪
出
」
に
分
け
る
も
の
で
あ
る
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と
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
聖
道
門
に
関
し
て
は
、
「
す
で
に
仏
に
な
り
た
ま
へ
る
人
」
と
定
義
し

て
お
り
、
他
の
教
判
論
と
は
異
な
り
漸
教
や
迂
廻
の
教
と
の
評
価
は
与
え
て
い
な
い
。

そ
の
一
方
で
「
横
出
」
に
あ
た
る
「
他
力
中
の
自
力
」
に
つ
い
て
は
、「
真
実
信
心
の
行
人
」
で
は
な
く
、「
来
迎
を

ま
た
ず
し
て
は
、
胎
生
・
辺
地
・
懈
慢
界
ま
で
も
む
ま
る
べ
か
ら
ず
」
と
、
証
果
に
至
る
こ
と
が
未
決
の
者
で
あ
り
、

(39)

「
真
実
」
で
は
な
い
者
と
の
評
価
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
二
双
四
重
判
の
名
目
全
て
を
「
真
実
」
で
包
括
す
る

『
愚
禿
鈔
』
巻
下
の
分
判
と
も
異
な
る
。
や
は
り
、「
真
実
」
と
「
そ
れ
以
外
」
の
も
の
を
分
け
る
説
示
と
見
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
「
有
念
無
念
」
は
、
他
の
「
和
語
聖
教
」
、
「
消
息
」
類
と
は
異
な
り
、
浄
土
宗
（
浄
土
門
）
の

中
で
、「
真
実
」
と
「
そ
れ
以
外
」
を
分
判
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ひ
と
ま
ず
、
こ
れ
ら
を

ま
と
め
る
と
、
左
記
の
（
図
①
）
の
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
、
真
実
で
あ
る
「
横
超
」
の
教
に
関
し
て
は
、
諸
文
は
他
力
真
実
の
教
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
一
致
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
方
便
で
あ
る
「
横
出
」「
竪
出
」「
竪
超
」
の
教
に
関
し
て
は
そ
の
定
義
に
揺
れ
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら

に
「
和
語
聖
教
」
で
は
、
例
外
も
あ
る
も
の
の
、
多
く
は
二
双
四
重
判
で
は
な
く
、「
浄
土
門
」
と
「
聖
道
門
」
や
、「
自

力
」
と
「
他
力
」
な
ど
の
、
「
真
実
」
と
「
そ
れ
以
外
」
と
い
っ
た
枠
組
み
で
一
代
仏
教
を
捉
え
る
姿
勢
が
目
立
つ
。
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で
は
、
こ
の
親
鸞
の
教
判
に
対
す

る
釈
相
の
相
違
を
、
先
行
研
究
で

は
い
か
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
だ
ろ

う
か
。
前
節
で
も
少
し
触
れ
た
が
、

現
在
に
お
い
て
も
親
鸞
の
教
判
理

解
に
つ
い
て
は
、
相
対
門
と
絶
対

門
に
分
け
て
理
解
す
る
と
い
う
姿

勢
は
多
々
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら

の
書
物
全
体
を
体
系
的
に
論
じ
て

る
も
の
は
あ
ま
り
見
当
た
ら
な

い
。先

行
研
究
に
お
い
て
、
こ
れ
ら

の
釈
相
の
相
違
を
体
系
的
に
論
じ

よ
う
と
試
み
た
の
は
村
上
専
精

『
愚
禿
鈔
の
愚
禿
草
』
が
端
緒
で

浄土門 聖道門

図① 横
超

横
出

竪
超

竪
出

易行浄土本願真実之
教大無量寿経等也・選
択本願真実報土即得
往生

易行道浄土要門,無量
寿仏観経之意・定散三
福九品之教也・浄土胎
宮辺地懈慢之往生也

頓教・難行聖道実教・
仏心真言法華華厳等
之教也。即身是仏・即
身是仏・即身成仏之
証果也

漸教・難行聖道権教
法相等歴劫修行之
教也・聖道歴劫修行
之証也

※『観経』の意とする

易行・浄土・利他真実
易行・浄土・利他真実・
欣求真実・厭離真実

難行・聖道・自利真実
難行・聖道・自利真
実・歴劫修行・厭離

真実

化巻 憶念本願離自力心
漸教・定散・三福・三
輩・九品・自力仮門

願力回向之信楽・願作
仏心・横大菩提心・横
超金剛心

正雑・定散・他力中自
力菩提心

横超断四流
願成就一実円満之真
教・真宗・大願清浄報
土etc...

三輩・九品・定散之教・
化土・懈慢・迂廻之善

大乗真実教
大乗権方便之教、二
乗・三乗迂廻之教

現生正定聚・臨終不来
迎・本弘誓願の信楽さ
だまる

雑行雑修・定心念仏・
散心念仏・諸行往生・
臨終正念来迎往生・化
土往生

すでに仏になりたまへ
るひとの、われらがこ
ころをすすめんがため
に・有念無念

すでに仏になりたま
へる仏・菩薩の、かり
にさまざまのかたち
をあらはしてすすめ
たまふ・有念無念

本願一乗円融無礙真
実功徳大宝海

如来の願力を信ずる・
五悪趣を自然にたちす
て四生をはなる・他力

― ―
竪と迂は自力聖道の
こころなり。

↑一貫している ↑定義に揺れがある

おほよそ八万四千の法門は、みなこれ浄土の方便の善なり･･･すなは
ち『無量寿仏観経』一部に説きたまへる定善・散善、これなり

※「横超」以外をすべて『観経』に摂め取る

一念多念文意

※基本的に横超と自力聖道／頓教と漸教で解釈する

尊号真像銘文

有念無念
（※末灯鈔17）

自力利他教化地、方便仮門道路

権実・顕密・大少之教・歴劫迂廻之菩提心・
自力菩提心・菩薩大心

※竪超・竪出は倶に歴劫迂廻とする

図①

菩提心釈

証果の漸頓を言わない

※竪超＝頓教、竪出＝漸教と明確に説示

愚禿鈔上

愚禿鈔下

すべて真実であるとする
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あ
ろ
う
。
村
上
は
本
書
に
お
い
て
、
古
来
の
学
者
は
『
教
行
信
証
』
お
よ
び
『
愚
禿
鈔
』
に
散
見
さ
れ
る
二
双
四
重
判

の
釈
相
の
相
違
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
不
問
と
さ
れ
て
お
り
、
唯
一
、
晃
耀
が
『
教
行
信
証
』
の
二
双
四
重
判
は
自
力
他

力
の
不
同
を
示
す
た
め
で
あ
る
と
言
及
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
と
今
ま
で
の
研
究
史
を
回
顧
す
る
。
村
上
は
、
二
双
四

重
判
の
本
意
を
自
力
他
力
で
は
な
く
漸
頓
二
教
の
分
判
に
あ
る
と
し
、
こ
れ
ま
で
の
説
に
異
を
唱
え
る
。
そ
し
て
漸
頓

論
を
用
い
て
二
双
四
重
判
を
展
開
す
る
『
愚
禿
鈔
』
巻
上
が
「
正
則
」
で
あ
る
と
し
、
自
力
他
力
を
用
い
る
そ
の
他
の

説
示
は
「
変
則
」
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
そ
れ
以
降
、
『
愚
禿
鈔
』
の
研
究
は
、
そ
の
成
立
年
代
は
い
つ
な
の

(40)

か
、
と
い
う
関
心
に
そ
の
主
眼
が
置
か
れ
、
こ
れ
ら
の
相
違
点
に
つ
い
て
は
十
全
な
論
考
が
い
ま
だ
に
な
さ
れ
て
い
な

い
よ
う
に
思
え
る
。
恐
ら
く
こ
れ
は
、
村
上
以
降
の
『
愚
禿
鈔
』
研
究
が
、
そ
の
成
立
時
期
の
解
明
に
重
点
が
置
か
れ

て
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

村
上
は
、
『
愚
禿
鈔
』
が
親
鸞
吉
水
時
代
の
成
立
、
す
な
わ
ち
『
教
行
信
証
』
成
立
以
前
の
思
想
が
反
映
さ
れ
た
書

物
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
論
じ
て
お
り
、
『
愚
禿
鈔
』
が
『
教
行
信
証
』
に
先
行
す
る
思
想
で
あ
る
か
ら
こ
そ
『
愚
禿

鈔
』
所
説
の
二
双
四
重
判
は
「
正
則
」
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
『
愚
禿
鈔
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
大
別

す
れ
ば
、
そ
の
奥
書
か
ら
建
長
七
（
一
二
五
五
）
年
、
親
鸞
八
十
三
歳
頃
に
成
立
し
た
、
『
教
行
信
証
』
以
降
の
撰
述

な
の
か
、
あ
る
い
は
内
容
面
か
ら
し
て
親
鸞
が
法
然
門
下
の
時
代
頃
に
成
立
し
た
、
『
教
行
信
証
』
以
前
の
撰
述
な
の

か
の
二
説
に
分
か
れ
、
ど
ち
ら
を
正
と
す
る
か
古
来
よ
り
議
論
と
な
っ
て
い
る
。
仮
に
『
愚
禿
鈔
』
が
奥
書
通
り
建
長

(41)
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七
年
の
成
立
で
あ
れ
ば
先
述
の
村
上
説
も
成
立
し
難
い
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
以
降
は
村
上
説
の
真
偽
を
検
証
す
る
た

め
に
、
『
愚
禿
鈔
』
の
成
立
時
期
に
関
す
る
多
く
論
考
が
提
出
さ
れ
た
も
の
の
、
史
料
的
な
確
証
が
な
く
未
だ
に
学
界

(42)

で
も
定
説
を
見
な
い
。
つ
ま
り
二
双
四
重
判
の
定
義
の
揺
れ
に
つ
い
て
検
証
す
る
よ
り
も
、『
愚
禿
鈔
』
の
成
立
時
期

に
つ
い
て
の
検
証
を
行
う
こ
と
が
急
務
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
で
あ
る
が
、
史
料
的
な
確
証

が
無
い
以
上
、
『
愚
禿
鈔
』
や
『
教
行
信
証
』
の
思
想
面
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
二
双
四
重
判
の
釈
相
の
相
違
を
検
討

す
る
こ
と
が
穏
当
で
は
無
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

さ
ら
に
一
方
で
、
村
上
は
『
愚
禿
鈔
』
巻
上
に
て
漸
頓
二
教
の
分
判
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、「
時
代
思

潮
の
影
響
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
親
鸞
の
二
双
四
重
判
の
形
成
に
時
代
思
潮
が
影
響
し

(43)

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
当
時
の
仏
教
界
、
と
り
わ
け
親
鸞
門
弟
を
中
心
と
し
た
浄
土
教
信
仰
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
い

う
作
業
は
避
け
ら
れ
な
い
。
本
論
文
で
は
、
こ
の
視
点
に
注
目
し
た
い
。

従
っ
て
、
本
節
で
は
親
鸞
の
周
辺
状
況
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
親
鸞
の
二
双
四
重
判
を
中
心
と
し
た
教
判
論
の
釈
相

の
変
化
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

ਸ਼

ඨ


∹
ઇ
ਖ਼
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ূ
ব





- 94 -

先
述
の
よ
う
に
、
二
双
四
重
判
が
展
開
さ
れ
る
『
教
行
信
証
』
は
根
本
奥
書
が
な
く
、
ま
た
親
鸞
晩
年
に
ま
で
何
度

も
加
筆
・
修
正
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
『
愚
禿
鈔
』
も
前
述
の
よ
う
に
成
立
時
期
に
諸
説
が
あ
る
。
教
判
論
を
検
討
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
成
立
年
代
が
明
確
で
あ
る
「
和
語
聖
教
」
、「
消
息
」
類
を
中
心
に
取
り
扱
い
た
い
。

先
に
「
和
語
聖
教
」
と
「
漢
語
聖
教
」
と
の
相
違
を
確
認
し
た
い
。
ま
ず
『
一
念
多
念
文
意
』・
『
唯
信
鈔
文
意
』
両

文
意
の
結
語
部
分
に
、

ゐ
な
か
の
ひ
と
び
と
の
、
文
字
の
こ
ゝ
ろ
も
し
ら
ず
、
あ
さ
ま
し
き
愚
痴
き
わ
ま
り
な
き
ゆ
へ
に
、
や
す
く

も
ん

じ

ぐ

ち

こ
ゝ
ろ
え
さ
せ
む
と
て
、
お
な
じ
こ
と
を
、
と
り
か
へ
し
と
り
か
へ
し
か
き
つ
け
た
り
。
こ
ゝ
ろ
あ
ら
む
ひ

と
は
、
お
か
し
く
お
も
ふ
べ
し
、
あ
ざ
け
り
を
な
す
べ
し
。
し
か
れ
ど
も
、
ひ
と
の
そ
し
り
を
か
へ
り
み
ず
、

ひ
と
す
ぢ
に
お
ろ
か
な
る
ひ
と
び
と
を
、
こ
ゝ
ろ
へ
や
す
か
ら
む
と
て
し
る
せ
る
な
り
。

（
『
聖
典
全
書
』
二
・
六
七
八
頁
、
七
一
六
頁
）

と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
「
和
語
聖
教
」
に
は
、
教
化
対
象
が
「
文
字
の
こ
こ
ろ
も
し
ら
」
な
い
民

衆
に
ま
で
及
ぶ
性
格
の
書
物
が
存
す
る
こ
と
が
窺
え
る
。
従
っ
て
「
和
語
聖
教
」
は
、「
漢
語
聖
教
」
よ
り
も
想
定
さ

れ
る
読
者
層
は
広
範
囲
に
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
「
文
意
」
に
は
、
文
字
の
こ
こ
ろ
も
知
ら
な
い
人
に
も
「
や
す

く
こ
こ
ろ
え
さ
せ
」
よ
う
と
親
鸞
が
言
葉
遣
い
に
配
慮
し
て
い
る
旨
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
永
村



- 95 -

眞
が
、門

徒
へ
の
語
り
は
独
特
の
平
易
な
表
現
を
用
い
…
独
特
の
教
説
を
理
解
さ
せ
る
た
め
の
個
性
的
で
平
易
な
要

語
・
表
現
を
生
み
出
し
、
こ
れ
を
駆
使
し
た(44)

と
述
べ
る
よ
う
に
、「
和
語
聖
教
」
や
「
消
息
」
類
は
民
衆
教
化
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、「
漢
語
聖
教
」

か
ら
す
れ
ば
比
較
的
平
易
な
表
現
を
使
用
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
消
息
」
類
で
、
平
易
的
な
表
現

を
行
っ
て
い
る
理
由
と
し
て
は
、
「
漢
語
聖
教
」
と
の
公
開
性
の
相
違
も
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
「
消
息
」
類
は
東
国
の
門

弟
か
ら
の
質
問
に
応
答
し
た
形
式
の
も
の
が
多
く
伝
わ
っ
て
い
る
。
真
筆
が
現
存
す
る
も
の
だ
け
を
見
て
も
、
例
え

ば
大
谷
派
に
蔵
さ
れ
る
「
建
長
七
歳
［
乙
卯
］
十
月
三
日
」
の
日
付
を
用
す
る
書
簡
で
は
、「
か
さ
ま
の
念
仏
者
の
う

(45)

た
が
ひ
と
わ
れ
た
る
事
」
と
端
に
題
さ
れ
て
お
り
、
門
弟
か
ら
の
質
問
に
応
答
し
た
書
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

(46)

さ
ら
に
こ
の
「
か
さ
ま
の
念
仏
者
の
う
た
が
ひ
と
わ
れ
た
る
事
」
は
、「
法
語
」
形
式
に
改
め
ら
れ
た
同
内
容
の
書
物

(47)

が
『
念
仏
者
疑
問
』
と
題
さ
れ
専
修
寺
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
高
田
派
専
修
寺
に
蔵
さ
れ
る
、「
五
月
八
日
」
の

日
付
を
有
す
る
書
簡
で
は
、

四
月
七
日
の
御
ふ
み
、
五
月
廿
六
日
た
し
か
に
た
し
か
に
み
候
ぬ
。
さ
て
は
お
ほ
せ
ら
れ
た
る
事
、
信
の
一

念
・
行
の
一
念
ふ
た
つ
な
れ
ど
も
、
信
を
は
な
れ
た
る
行
も
な
し
、
行
の
一
念
を
は
な
れ
た
る
信
の
一
念
も
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な
し
。

（「
親
鸞
聖
人
真
筆
消
息
」
三
、『
聖
典
全
書
』
二
・
七
四
七
頁
）

と
、
四
月
七
日
に
書
か
れ
た
書
状
を
読
み
、
親
鸞
が
信
行
両
一
念
に
つ
い
て
ど
う
理
解
す
べ
き
か
答
え
て
い
る
。
同
じ

く
専
修
寺
蔵
の
真
筆
書
簡
に
は
、「
た
づ
ね
お
ほ
せ
ら
れ
て
候
摂
取
不
捨
の
事
は
…
」
と
、
摂
取
不
捨
に
関
す
る
質
問

(48)

に
親
鸞
が
答
え
て
い
る
も
の
や
、「
た
づ
ね
お
ほ
せ
ら
れ
て
候
事
、
返
々
め
で
た
う
候
…
」
と
し
て
、「
如
来
と
ひ
と
し
」

(49)

に
つ
い
て
解
説
す
る
も
の
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
親
鸞
は
門
弟
た
ち
の
教
学
的
な
質
問
に
対
し
て
、
度
々
書
簡
に
て
返
答
を
行
っ
て
い
た
様
子
を
窺
う

こ
と
が
で
き
、
状
況
に
よ
っ
て
は
そ
れ
が
法
語
形
式
に
改
め
ら
れ
、
門
弟
た
ち
に
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、
本
派
本
願
寺
蔵
の
真
筆
消
息
に
は
、
「
ひ
た
ち
の
人
々
へ
、
こ
の
ふ
み
を
み
せ
さ
せ
給
へ
」
と
、
自
身
の
書
簡
を

(50)

広
く
、
常
陸
の
門
弟
へ
見
聞
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
旨
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
親
鸞
書
簡
に
つ
い
て
は
、

永
村
眞
も
、

門
徒
の
不
審
に
答
え
る
親
鸞
消
息
は
、
単
な
る
情
報
伝
達
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
祖
師
の
教
え
を
周
遍
の

門
徒
に
読
み
聞
か
せ
る
、
ま
た
書
写
さ
れ
て
広
く
そ
の
教
え
を
伝
達
す
る
媒
体
と
い
う
新
た
な
機
能
を
付
与

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た(51)

と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
情
報
を
多
く
の
門
弟
達
に
伝
え
る
ツ
ー
ル
と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
い
わ
ば
こ
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れ
ら
の
書
物
は
、
非
常
に
公
開
性
の
高
い
親
鸞
著
作
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

そ
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
上
足
の
門
人
に
の
み
書
写
を
許
し
た
『
教
行
信
証
』
や
、
書
写
本
で
は
あ
る
が
現
存
最
古

の
も
の
が
親
鸞
面
授
の
顕
智
の
筆
で
あ
り
、
巻
子
装
と
い
う
頻
繁
に
は
開
く
こ
と
の
な
い
装
丁
が
施
さ
れ
て
い
る
『
愚

禿
鈔
』
と
は
、
そ
の
表
現
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
も
首
肯
で
き
る
。
「
有
念
無
念
」
に
て
、
「
聖
道
の
お
し
へ
」
を
他

の
著
作
と
異
な
る
定
義
・
表
現
で
示
し
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
こ
と
に
起
因
す
る
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
他
の
「
和
語
聖
教
」
や
「
消
息
」
類
で
は
用
い
な
い
二
双
四
重
判
の
分
判
を
、
な
ぜ
「
有
念
無

念
」
で
は
用
い
て
い
る
の
か
、
と
り
わ
け
「
他
力
中
の
自
力
」「
他
力
中
の
他
力
」
と
い
う
二
双
四
重
判
に
て
用
い
ら

れ
る
表
現
を
、
ど
う
し
て
「
消
息
」
類
二
通
で
親
鸞
が
用
い
て
い
る
の
か
疑
問
が
残
る
。

こ
の
点
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
先
に
「
漢
語
聖
教
」
と
「
和
語
聖
教
」
、
「
消
息
」
類
と
の
差
異
に
つ
い
て
、
よ

り
詳
細
に
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ਸ਼
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「
有
念
無
念
」
及
び
『
末
灯
鈔
』
第
十
七
通
に
み
ら
れ
る
「
他
力
中
の
自
力
」「
他
力
中
の
他
力
」
の
表
現
が
例
外

的
表
現
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
そ
の
表
現
の
理
由
を
推
す
る
に
、
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①
二
双
四
重
判
そ
の
も
の
が
東
国
で
は
あ
ま
り
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た

②
「
浄
土
門
」
で
は
捉
え
が
た
い
相
手
が
想
定
さ
れ
て
い
る

の
二
点
が
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
①
「
二
双
四
重
判
そ
の
も
の
が
東
国
で
は
あ
ま
り
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
検
討
し
て

み
た
い
。

前
述
の
通
り
、「
横
出
」
の
語
を
用
い
る
二
双
四
重
判
の
説
示
は
『
教
行
信
証
』『
愚
禿
鈔
』
に
の
み
確
認
で
き
る
。

こ
れ
ら
は
撰
述
年
代
に
諸
説
あ
る
が
、
実
際
に
撰
述
さ
れ
流
布
さ
れ
た
時
期
と
い
う
の
考
え
る
と
、『
愚
禿
鈔
』
は
現

存
す
る
書
写
本
が
建
長
七
（
一
二
五
五
）
年
の
奥
書
を
有
し
て
い
る
以
上
、
東
国
門
弟
が
見
聞
す
る
機
会
を
得
た
の

は
建
長
七
年
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
現
存
最
古
の
書
写
本
は
面
授
の
門
弟
で
あ
る
顕
智
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
面
授
の
門
弟
の
持
つ
「
建
長
七
年
」
の
奥
書
が
付
さ
れ
る
書
写
本
に
先
行
す
る
、『
愚
禿
鈔
』
が
東
国
に
既

に
流
布
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
が
た
い
。
同
様
に
『
教
行
信
証
』
も
、
専
信
に
書
写
を
許
可
し
た
の
が
「
建
長
七
年
」

で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
親
鸞
は
書
簡
に
て
門
弟
に
た
び
た
び
聖
教
拝
読
を
勧
め
て
い
る
が
、
例
え
ば
建
長
四
（
一
二
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五
二
）
年
成
立
と
考
え
ら
れ
る
『
末
灯
鈔
』
第
十
九
通
で
は
、

さ
き
に
く
だ
し
ま
い
ら
せ
さ
ふ
ら
ひ
し
『
唯
信
鈔
』・
『
自
力
他
力
』
な
ど
の
ふ
み
に
て
御
覧
さ
ふ
ら
ふ
べ
し
。

ゆ
い
し
ん
せ
う

じ

り
き

た

り
き

ご

ら
ん

（
『
聖
典
全
書
』
二
・
八
〇
六
頁
）

と
述
べ
て
い
る
等
、
い
わ
ゆ
る
「
和
語
聖
教
」
の
拝
読
の
み
を
勧
め
て
お
り
、
『
教
行
信
証
』
や
『
愚
禿
鈔
』
と
い

(52)

っ
た
「
漢
語
聖
教
」
は
「
消
息
」
類
の
読
者
に
は
拝
読
を
勧
め
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
建
長
三
（
一
二
五
一
）
年

成
立
の
「
有
念
無
念
」
は
、
こ
れ
ら
の
相
伝
に
先
行
す
る
も
の
と
見
る
の
が
穏
当
で
あ
る
か
ら
、
東
国
に
お
い
て
は

「
他
力
中
の
自
力
」
と
い
う
表
現
が
二
双
四
重
判
、
と
り
わ
け
「
横
出
」
に
先
行
す
る
説
示
と
な
る
。

現
に
、
先
述
『
末
灯
鈔
』
第
十
七
通
で
は
「
他
力
の
な
か
に
は
自
力
と
ま
ふ
す
こ
と
は
候
と
き
き
さ
ふ
ら
ひ
き
。

他
力
の
な
か
に
ま
た
他
力
と
ま
ふ
す
こ
と
は
き
き
さ
ふ
ら
は
ず
」
と
、
親
鸞
が
門
弟
に
対
し
「
他
力
中
の
他
力
」
に

(53)

つ
い
て
誤
っ
た
理
解
を
門
弟
が
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
言
説
か
ら
「
和
語
聖
教
」
及
び
「
消
息
」

類
に
お
い
て
、
「
横
出
」
と
「
横
超
」
の
よ
う
な
教
説
を
見
な
い
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
ら
が
例
外
的
な
表
現
で
あ
っ
た

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
和
語
聖
教
」
の
拝
読
を
勧
め
ら
れ
た
東
国
の
親
鸞
門
弟
に
お
い
て
は
、「
真
実
」
と
「
そ
れ
以
外
」

と
い
う
二
極
化
し
た
分
判
方
法
に
よ
っ
て
一
代
仏
教
が
理
解
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。そ
の
た
め
一
代
仏
教
を
「
竪
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超
」「
竪
出
」「
横
超
」「
横
出
」
に
分
判
す
る
と
い
う
説
示
は
、「
和
語
聖
教
」
を
受
容
し
て
い
た
門
弟
た
ち
に
は
、
ほ

と
ん
ど
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
従
っ
て
「
有
念
無
念
」
等
で
は
、
二
双
四
重
判
の
中
の
「
横
出
」
の

教
に
つ
い
て
示
す
際
に
、
平
易
な
表
現
で
あ
る
「
他
力
中
の
自
力
」
の
語
を
用
い
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

し
か
し
、
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
何
故
、
親
鸞
は
本
書
簡
に
お
い
て
例
外
的
に
二
双
四
重
判
の
概
念
を
用
い
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
第
一
節
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
真
実
」
と
「
そ
れ
以
外
」
と
い
う
二
極
化
し
た
説
示
で

は
対
応
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
二
双
四
重
判
に
よ
る
細
か
な
分
類
が
必
要
と
さ
れ
る
親
鸞
と
近
似
し
た
思
想
、
す
な

わ
ち
②
「
浄
土
門
」
で
は
捉
え
が
た
い
相
手
が
教
誡
対
象
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥

当
だ
ろ
う
。

ਸ਼
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で
は
次
に
、
②
「
浄
土
門
」
で
は
捉
え
が
た
い
相
手
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。「
有
念
無
念
」
が
書
か
れ
た
の

が
建
長
三
年
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
こ
で
想
定
さ
れ
る
「
浄
土
門
」
と
は
、
建
長
三
年
当
時
に
東
国
へ
の
足

跡
を
辿
る
こ
と
の
で
き
る
浄
土
教
諸
師
が
ま
ず
考
え
ら
れ
る
。
以
下
に
検
討
し
て
い
く
が
、
先
に
親
鸞
門
弟
の
所
在
地
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に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
『
門
侶
交
名
牒
』
を
み
る
と
、
親
鸞
の
門
弟
は
常
陸
国
を
中
心
に
広
く
散
在
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
、
中
で
も
有
力
な
門
弟
集
団
と
し
て
は
真
仏
を
中
心
と
す
る
下
野
国
の
高
田
門
徒
や
、
性
信
を
中
心
と
し
た

下
総
国
の
横
曽
根
門
徒
、
順
信
を
指
導
者
に
お
く
鹿
島
門
徒
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
集
団
が
、
下

総
国
に
教
線
を
伸
ば
し
た
浄
土
教
諸
師
と
何
ら
か
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
高
田
門
徒
で
あ
り

親
鸞
面
授
の
門
弟
の
顕
智
に
は
仁
和
寺
静
遍
と
の
関
係
も
示
唆
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
自
筆
要
文
集
で
あ
る
『
抄
出
』

や
、「
釈
顕
智
」
の
袖
書
が
見
え
る
要
文
集
「
涅
槃
経
」
の
中
で
静
遍
の
『
続
選
択
文
義
要
章
』
を
引
用
し
て
お
り
、

さ
ら
に
福
井
法
雲
寺
に
て
発
見
さ
れ
た
同
書
下
巻
の
書
写
者
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
推
測
さ
れ
る

(54)

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
抄
出
』
は
延
慶
二
（
一
三
〇
九
）
年
、「
涅
槃
経
」
は
正
和
（
一
三
一
二
）
元
年
の

成
立
で
「
有
念
無
念
」
よ
り
も
後
年
に
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
建
長
三
年
当
時
に
静
遍
か
ら
の
影
響
を
高
田
門

徒
に
指
摘
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

で
は
、
法
然
門
流
の
足
跡
に
つ
い
て
以
下
に
み
て
い
こ
う
。

␟

␠
ඤ
བ
শ
௫



多
念
義
と
も
称
さ
れ
る
長
楽
寺
流
隆
寛
は
、『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
に
、

律
師
を
ば
森
の
入
道
西
阿
う
け
給
は
り
て
東
関
へ
う
つ
し
た
て
ま
つ
る
。
嘉
禄
三
年
七
月
五
日
進
発
す
。
配
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所
は
奥
州
と
さ
だ
め
ら
れ
け
る
を
、
森
の
入
道
ふ
か
く
律
師
に
帰
し
た
て
ま
つ
り
て
、
か
の
秘
計
に
て
、
代

官
に
門
弟
実
成
房
を
配
所
へ
つ
か
は
し
、
律
師
を
ば
西
阿
が
住
所
、
相
模
国
飯
山
へ
相
具
し
た
て
ま
つ
る
。

八
月
一
日
鎌
倉
を
た
ち
給
け
り
。
律
師
飯
山
へ
う
つ
り
給
し
の
ち
は
、
森
の
入
道
、
尊
崇
い
よ
い
よ
ふ
か
く
、

帰
敬
他
事
な
か
り
き
。

（
『
法
伝
全
』
二
八
〇
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
嘉
禄
の
法
難
（
一
二
二
七
）
に
よ
り
奥
州
へ
と
遠
流
に
処
せ
ら
れ
、
西
阿
の
護
送
に
よ
っ
て
相
模
飯

山
に
移
住
す
る
。
隆
寛
は
同
年
に
示
寂
す
る
た
め
、
東
国
で
の
直
接
の
教
化
は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

直
弟
で
あ
る
智
慶
の
手
に
よ
っ
て
隆
寛
義
は
関
東
で
弘
ま
っ
て
い
く
。
智
慶
は
南
無
房
と
も
い
い
、『
浄
土
伝
灯
総
系

譜
』
に
よ
れ
ば
、
関
東
出
身
の
僧
侶
で
あ
り
、
元
は
天
台
僧
で
あ
っ
た
が
後
に
浄
土
宗
に
入
り
隆
寛
に
師
事
し
た
よ
う

で
あ
る
。
凝
然
『
源
流
章
』
に
は
、
「
後
還

関
東

昌
弘

浄
教

。
東
土
浄
教
乃
彼
力
也
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う

(55)

(56)

に
、
晩
年
に
は
関
東
に
戻
り
浄
土
教
を
布
教
し
た
よ
う
で
あ
り
、
東
土
浄
土
教
の
興
隆
に
は
智
慶
の
貢
献
が
大
き
い
と

評
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
観
経
疏
伝
通
記
糅
鈔
』
に
は
、

有
人
云
、
敬
日
房
雖

為

器
量
仁

依

存

異
義

、
不

為

付
弟

故
、
以

南
無
房

而
為

付
弟

。

（
『
浄
全
』
三
・
一
二
二
頁
下
）

と
、
隆
寛
高
弟
の
一
人
で
あ
る
敬
日
は
器
量
仁
で
あ
る
が
、
隆
寛
と
義
が
相
違
し
て
お
り
付
弟
と
は
呼
べ
な
い
た
め
、

南
無
房
（
智
慶
）
を
付
弟
と
す
る
と
あ
り
、『
浄
土
宗
史
』
に
よ
れ
ば
同
じ
く
隆
寛
門
弟
の
一
人
で
あ
る
信
楽
は
、
初
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め
隆
寛
に
師
事
し
て
い
た
が
、
後
に
は
智
慶
に
よ
っ
て
義
を
承
け
た
と
あ
る
。
い
ず
れ
の
書
も
成
立
年
代
を
考
慮
す
る

(57)

必
要
が
あ
る
が
、『
守
護
国
家
論
』
に
お
い
て
日
蓮
が
法
然
門
流
の
言
説
を
批
判
す
る
中
で
、

源
空
並
所
化
弟
子
、
以
二

法
華
真
言
等
一

立
二

雑
行
一

疎
二

難
行
道
一

行
者
罵
二

群
賊
悪
衆
悪
見
之
人
等
一

。
或
類
二

祖
父
履
一

聖
光
房
語

或
云
レ

劣
二

絃
歌
等
一

南
無
房
語

（『
浄
全
』
八
・
八
一
二
頁
上
）

と
、
智
慶
の
語
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
関
東
に
お
い
て
智
慶
の
影
響
が
多
大
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。「
関

東
」
を
示
す
領
域
は
漠
然
と
し
て
い
る
も
の
の
、
親
鸞
門
弟
と
の
影
響
を
考
察
す
る
上
で
智
慶
の
存
在
は
看
過
で
き
な

(58)

い
。

␟

␠
শ
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長
西
は
、
現
存
す
る
史
料
に
そ
の
行
実
が
あ
ま
り
詳
し
く
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
東
国
へ
下
向
を
行
っ
た
か
否
か
は
詳

か
で
は
な
い
。
だ
が
、
長
西
は
多
く
の
門
弟
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
諸
伝
記
に
よ
り
知
ら
れ
る
。
そ
の
中
、
道
教
は
関

東
に
下
向
し
長
西
諸
行
本
願
義
を
弘
め
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
凝
然
『
源
流
章
』
に
は
、

道
教
上
人
関
東
弘
レ

教
、
天
台
教
観
講
敷
弘
通
。
講
二

浄
土
教
一

広
被
二

道
俗
一

門
輩
非
レ

一
連
続
弘
化
上
衍
・
証

ニ

ム

ス

ジ

ノ

ヲ

ク

シ
ム

ニ

ス

ス

忍
両
哲
倶
守
二

師
躅
一

住
二

九
品
寺
一

恒
講
二

浄
教
一

紹-

二

隆
宗
義
一。
忍
公
門
人
遠
近
興
レ

宗
各
生
二

門
輩
一

開
演
甚
昌

ハ

ニ

ノ
ア
ト
ヲ

シ

ニ

ニ

ジ

ス

ヲ

ノ

シ

ヲ

ズ

也
。

（
『
浄
全
』
一
五
・
六
〇
〇
頁
下
）
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と
あ
り
、
ま
た
『
浄
土
伝
統
総
系
譜
』
に
は
、

住

居
関
東

弘

通
所
承

、
又
兼
談

台
教

、
又
就

思
円

受

具
足
戒

（『
浄
全
』
一
九
・
一
一
二
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
九
品
寺
に
お
い
て
浄
土
教
を
道
俗
に
向
け
て
弘
め
て
宗
義
を
紹
隆
し
た
こ
と
や
兼
ね
て
天
台
教
義
を

談
じ
、
具
足
戒
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
長
西
や
そ
の
門
弟
た
ち
の
著
作
の
多
く
は
「
対
他
顕
宗
的
」
と
評

さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
著
作
は
注
視
す
べ
き
で
あ
る
。
教
化
の
中
心
地
は
鎌
倉
で
あ
り
、
そ
の
周
辺
地
域
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
は
未
詳
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
鎮
西
義
良
忠
が
建
長
七
年
頃
、
下
総
国
で
著
し
た
『
観

経
疏
聞
書
』
等
の
初
期
教
学
の
書
物
は
、
長
西
『
観
経
疏
光
明
抄
』
等
の
書
物
か
ら
多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
長
西
教
学
は
良
忠
を
媒
体
と
し
て
、
間
接
的
に
下
総
国
を
中
心
と
し
た
東
国

(59)

に
敷
衍
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
良
忠
初
期
教
学
が
長
西
の
影
響
を
多
大
に
受
け
た
と
し
て
も
、

あ
く
ま
で
そ
れ
は
良
忠
教
学
と
し
て
東
国
で
受
容
さ
れ
て
い
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
長
西
と
良
忠
と

の
関
係
性
に
つ
い
て
は
別
処
に
て
論
じ
た
い
。

␟
ਕ
␠

૬
ਧ

ଝ

証
空
の
東
国
下
向
に
つ
い
て
詳
細
な
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
門
弟
で
あ
る
宇
都
宮
蓮
生

と
共
に
、
善
光
寺
か
ら
宇
都
宮
を
経
由
し
、
奥
州
へ
と
教
化
を
行
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
証
空
の
東
国
下
向
時
期

(60)
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に
つ
い
て
は
、
寛
喜
元
（
一
二
二
九
）
年
（
行
観
『
玄
義
分
私
記
』
）、
承
元
元
（
一
二
二
二
）
年
（
貞
山
『
善
恵
地
濫

觴
』
）、
寛
喜
（
一
二
二
九
～
一
二
三
二
）
年
間
（
是
湛
『
西
山
上
人
伝
報
恩
鈔
』
）、
安
貞
二
（
一
二
二
八
）
年
（
俊
鳳

『
西
山
復
古
篇
』
）、
承
久
三
（
一
二
二
一
）
年
（
来
迎
寺
『
過
去
帳
由
緒
書
』）
な
ど
の
諸
伝
記
に
お
け
る
記
述
が
一

定
し
な
い
も
の
の
、
お
お
よ
そ
承
久
三
（
一
二
二
一
）
年
か
ら
寛
喜
四
（
一
二
三
二
）
年
の
間
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き

る
。
し
か
し
、
『
明
月
記
』
寛
喜
元
（
一
二
二
九
）
年
七
月
二
九
日
の
条
に
蓮
生
が
宇
都
宮
へ
帰
還
す
る
こ
と
を
示
唆

す
る
記
事
等
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
証
空
の
東
国
下
向
は
お
お
よ
そ
寛
喜
元
年
か
ら
三
年
ま
で
の
間
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と

(61)

考
え
ら
れ
て
い
る
。

(62)

随
行
し
た
蓮
生
は
下
野
国
宇
都
宮
出
身
の
関
東
武
者
で
あ
り
、
嘉
禄
の
法
難
の
際
は
五
六
百
騎
の
兵
を
連
れ
、
法
然

の
亡
骸
を
二
尊
院
、
広
隆
寺
へ
と
運
ぶ
警
護
に
あ
た
っ
た
こ
と
が
『
四
巻
伝
』
等
に
記
さ
れ
て
い
る
。

(63)

宇
都
宮
は
、
親
鸞
の
教
化
の
中
心
地
で
あ
っ
た
常
陸
国
に
も
隣
接
し
て
お
り
、
ま
た
元
久
二
（
一
二
〇
五
）
年
に
宇

都
宮
氏
は
笠
間
を
攻
略
し
て
そ
の
一
帯
を
略
取
し
て
い
る
。
親
鸞
も
建
長
七
（
一
二
五
六
）
年
に
笠
間
の
念
仏
者
に
向

け
て
書
状
を
送
付
し
て
い
る
。
蓮
生
を
中
心
と
し
た
宇
都
宮
一
族
と
親
鸞
と
の
接
点
に
つ
い
て
は
今
井
雅
晴
に
よ
っ
て

既
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
宇
都
宮
蓮
生
を
媒
介
と
し
、
東
国
の
地
に
お
い
て
西
山
義
と
親
鸞
義
と
の
何
ら
か
の

(64)

交
渉
が
あ
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

(65)
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弁
長
は
元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
に
法
然
の
も
と
を
離
れ
筑
前
に
帰
郷
し
た
以
降
は
、
筑
後
・
肥
後
を
中
心
に
教
化

活
動
を
展
開
す
る
。
一
方
で
そ
の
門
弟
の
一
人
で
あ
る
良
忠
は
、『
然
阿
上
人
伝
』
に
よ
れ
ば
、
宝
治
二
（
一
二
四
八
）

年
に
信
濃
善
光
寺
で
『
観
経
疏
』
を
講
義
し
、
そ
の
後
建
長
元
年
か
ら
二
年
の
間
に
は
東
国
に
入
り
教
化
活
動
を
行

(66)

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
良
忠
は
下
総
国
に
止
住
し
、
建
長
二
（
一
二
五
〇
）
年
に
は
下
総
香
取
の
上
小
堀
で
『
浄

(67)

土
宗
大
意
』
を
撰
述
し
、
さ
ら
に
建
長
六
（
一
二
五
四
）
年
八
月
上
旬
頃
に
は
同
じ
く
香
取
の
鏑
木
で
在
阿
の
依
頼
に

よ
り
『
選
択
伝
弘
決
疑
抄
』
を
撰
述
、
同
年
十
月
に
は
『
三
心
私
記
』
、
十
二
月
に
は
福
岡
村
で
『
観
経
疏
聞
書
』
の

講
義
を
開
始
し
て
い
る
。
良
忠
は
正
嘉
二
（
一
二
五
八
）
年
に
は
鎌
倉
に
入
る
の
で
あ
る
が
、
先
述
の
通
り
親
鸞
が
東

国
門
弟
に
頻
繁
に
書
簡
を
送
付
す
る
よ
う
に
な
る
建
長
三
年
以
降
に
同
じ
く
東
国
で
教
化
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
と

な
る
。
な
お
、
良
忠
の
詳
細
な
行
実
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
に
て
論
じ
る
。

␟

␠



ੱ
ଝ

明
遍
は
、
法
然
示
寂
（
一
二
一
二
）
後
、
法
然
義
に
帰
し
た
と
さ
れ
る
碩
学
で
、
晩
年
は
蓮
華
谷
聖
と
し
て
高
野
山

蓮
華
谷
を
拠
点
に
教
化
活
動
を
行
っ
て
い
た
念
仏
聖
で
あ
る
。
明
遍
は
そ
の
著
作
が
現
存
せ
ず
、
ま
た
諸
伝
記
の
記
述

が
一
定
し
な
い
こ
と
も
あ
り
未
詳
な
点
が
多
い
が
、
先
述
の
鎮
西
義
や
常
陸
国
へ
の
影
響
が
示
唆
さ
れ
る
。
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弁
長
は
そ
の
著
書
『
末
代
念
仏
授
手
印
』
に
お
い
て
、「
日
本
国
同
時
西
方
行
人
先
達
」
と
し
て
法
然
、
天
台
座
主

の
顕
真
と
共
に
明
遍
の
名
を
挙
げ
、
こ
の
三
人
を
「
道
心
者
」
と
し
て
説
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
弁
長
の
弟
子
で
あ
る

(68)

良
忠
も
、
著
作
に
多
く
明
遍
の
語
録
を
肯
定
的
に
引
用
し
て
い
る
。
他
に
も
、
鎮
西
系
の
本
光
房
や
本
願
房
が
高
野
山

(69)

(70)

(71)

を
訪
れ
明
遍
に
会
い
、
浄
土
教
義
に
つ
い
て
質
問
を
し
て
い
た
り
、
明
遍
に
長
年
仕
え
た
正
念
が
鎮
西
の
弁
長
の
弟
子

に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
弁
長
鎮
西
義
と
明
遍
道
心
義
は
比
較
的
近
い
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

(72)

(73)

明
遍
の
弟
子
で
あ
る
敬
仏
房
は
、『
沙
石
集
』
な
ど
で
常
陸
国
真
壁
出
身
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、『
標
註
一
言

(74)

法
談
抄
』
に
よ
れ
ば
、
以
前
は
法
然
に
師
事
し
て
お
り
、
ま
た
嘉
禄
の
法
難
に
遭
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
判
然
と

(75)

し
な
い
。
ま
た
、
真
壁
は
後
に
宇
都
宮
氏
の
支
配
下
と
も
な
り
、
ま
た
高
田
門
徒
の
教
線
上
に
も
配
さ
れ
る
地
域
で
あ

(76)

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
高
田
門
徒
と
の
関
係
も
示
唆
さ
れ
る
が
、
決
定
的
な
史
料
に
欠
け
る
た
め
憶
測
の
域
を
出
な
い
。

他
に
も
多
く
の
法
然
浄
土
教
者
が
東
国
に
足
跡
を
残
し
て
い
た
が
、
現
存
す
る
史
料
を
管
見
す
る
限
り
、
親
鸞
拠
点

の
中
心
地
で
あ
る
常
陸
国
と
近
接
し
た
地
域
で
教
化
活
動
を
展
開
す
る
者
と
し
て
は
、宇
都
宮
に
足
跡
を
残
す
証
空
と
、

下
総
に
一
時
滞
在
し
な
が
ら
教
化
活
動
を
行
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
良
忠
の
二
名
に
絞
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
良

忠
は
、
先
述
の
通
り
建
長
二
年
に
下
総
国
の
上
小
堀
で
『
浄
土
大
意
抄
』
を
撰
述
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
建
長
二
年

は
「
有
念
無
念
」
に
一
年
先
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
福
岡
村
は
常
陸
国
鹿
島
を
南
下
し
て
そ
う
遠
く
な
い
場
所
に
位
置

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
教
化
地
域
だ
け
を
み
れ
ば
、
そ
の
地
域
は
重
複
す
る
と
ま
で
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
非
常
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に
近
接
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
ま
た
先
行
研
究
で
も
親
鸞
へ
の
影
響
が
推
測
さ
れ
る
証
空
西
山
義
と
良
忠
鎮
西
義

は
、
直
接
的
に
親
鸞
東
国
門
弟
へ
影
響
を
与
え
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

ਸ਼

ඨ

ཱི
ଅ
ઇ
౾
ప
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以
上
の
考
察
よ
り
、
親
鸞
東
国
門
弟
の
所
在
地
周
辺
に
は
良
忠
及
び
証
空
が
教
線
を
伸
ば
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
次
に
証
空
・
良
忠
の
思
想
面
か
ら
、「
有
念
無
念
」
と
の
関
係
性
を
窺
い
た
い
。
こ
こ
で
は
先
述
の
「
有
念
無
念
」

で
「
他
力
中
の
他
力
」
と
「
他
力
中
の
自
力
」
に
つ
い
て
論
じ
る
際
に
用
い
ら
れ
る
「
一
心
」
と
「
定
散
心
」
の
語
に

注
目
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
信
心
を
一
心
と
い
ふ
、
こ
の
一
心
を
金
剛

心
と
い
ふ
、
こ
の
金
剛
心
を
大
菩
提
心
と
い
ふ
な
り
。
こ

し
ん
じ
む

ゐ
ち
し
む

ゐ
ち
し
む

こ
む
が
う
し
む

こ
む
が
う
し
む

だ
い

ぼ

だ
い
し
む

れ
す
な
わ
ち
他
力
の
中

他
力
な
り
。
ま
た
正

念
と
い
ふ
に
つ
き
て
二

あ
り
。
一

は
定

心
の
行

人
の
正

た

り
き

な
か
の

た

り
き

し
や
う
ね
む

ふ
た
つ

ひ
と
つ

ぢ
や
う
し
む

ぎ
や
う
に
ん

し
や
う

念
、
二

に
は
散
心
の
行

人
の
正

念
あ
る
べ
し
。
こ
の
二

の
正

念
は
、
他
力

中
の
自
力
の
正

念
な
り
。

ね
む

ふ
た
つ

さ
ん
し
む

ぎ
や
う
に
ん

し
や
う
ね
む

ふ
た
つ

し
や
う
ね
む

た

り
き
の
な
か

じ

り
き

し
や
う
ね
む

（
『
聖
典
全
書
』
二
・
七
六
八
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
金
剛
心
・
大
菩
提
心
と
も
換
言
で
き
る
「
一
心
」
を
「
他
力
中
の
他
力
」
で
あ
る
と
定
義
す
る
一
方

で
、「
定
心
」
や
「
散
心
」
を
も
っ
て
修
さ
れ
る
行
は
、「
他
力
中
の
自
力
」
で
あ
る
と
親
鸞
は
峻
別
し
て
い
る
。
そ
れ



- 109 -

で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
峻
別
を
行
っ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
を
解
決
す
べ
く
、
諸
師
の
思
想
と
比
較
を
行
う
。
そ
の

上
で
、
思
想
的
に
も
「
有
念
無
念
」
の
教
誡
対
象
と
し
て
良
忠
義
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
と
思
う
。

以
下
に
「
一
心
」
と
「
定
散
心
」
の
用
語
に
関
す
る
諸
師
の
見
解
を
み
て
い
き
た
い
。

␟

␠
ઌ

ଝ

∹

親
鸞
に
お
い
て
、
こ
の
定
散
心
に
言
及
す
る
も
の
と
し
て
は
二
双
四
重
判
と
同
じ
く
『
教
行
信
証
』
、
『
愚
禿
鈔
』

が
挙
げ
ら
れ
る
。
『
教
行
信
証
』
は
「
有
念
無
念
」
に
先
行
す
る
書
物
で
あ
る
が
、
『
愚
禿
鈔
』
は
先
述
の
よ
う
に
成

立
が
は
っ
き
り
と
し
な
い
。
し
か
し
、
遅
く
と
も
「
有
念
無
念
」
の
著
さ
れ
た
建
長
三
年
よ
り
四
年
後
に
成
立
し
た

書
物
で
あ
り
同
じ
く
東
国
に
て
書
写
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
こ
ま
で
「
有
念
無
念
」
の
思
想
を
離
れ
る
も
の
で
は
な

い
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
親
鸞
は
、「
化
身
土
巻
」
に
お
い
て
三
心
と
一
心
に
つ
い
て
註
釈
し
、

就
ハ
タ
モ
ノ

機
有

二
種
。
一
者
定
機
、
二
者
散
機
也
。
又
有

二
種
三
心
。
亦
有

二
種
往
生
。
二
種
三
心
者
、
一

テ

ニ

リ

リ

ノ

ノ

ノ

ト

ハ

者
定
三
心
、
二
者
散
三
心
。
定
散
心
者
即
自
利
各
別
心
也
。
二
種
往
生
者
、
一
者
即
往
生
、
二
者
タ
ヨ
リ
便
往
生
。

ノ

ナ
リ

ノ

ハ

ノ

ノ

ハ

ナ
リ

便
往
生
者
即
是
胎
生
辺
地
、ナ
ラ
ブ
双
樹
林
下
往
生
也
。
即
往
生
者
即
是
報
土
化
生
也
。
亦
此
『
経
』
有

真
実
。
斯
乃
開

ノ

ハ

ノ

ニ

リ

レ

チ

テ

金
剛
真
心

、
欲

顕

摂
取
不
捨
。
然
者
濁
世
能
化
釈
迦
善
ユ
ク

サ
ル

逝
、

ノ
ベ宣

説

至
心
信
コ
ノ
ミ
ネ
ガ
ウ

楽
之
願
心
。
報
土
真
因

ノ

ヲ

ス

サ
ム
ト

ヲ

バ

ノ

シ
タ
マ
フ

ヲ

ノ

ハ

信
楽
為

正
故
也
。
是
以
『
大
経
』
言

「
信
楽
」

、
如
来
誓
願
、
疑
フ
タ蓋
无

雑

故
言

信
也
。『
観
経
』
説

ヲ

ガ

ト
ヘ

ヲ

テ

ニ
ハ

ヘ
リ

ト

ノ

キ
ガ

ル
コ
ト

ニ

ル

ト

ニ
ハ

ケ
リ
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「
深
心
」

、
ム
カ
ウ
対

諸
機
浅
信

故
言

深
也
。『
小
本
』
言
「
一
心
」

、
二
行
無

雑

故
言

一
也
。
復
就

一

有

ト

セ
ル
ガ

ノ

ニ

ニ

ル

ト

ニ
ハ

ヘ
リ

ト

キ
ガ

コ
ト

ニ

ル

ト

テ

リ

深
有

浅
。
深
者
利
他
真
実
之
心
是
也
、
浅
者
定
散
自
利
之
心
是
也
。

リ

ハ

（
『
聖
典
全
書
』
二
・
一
九
五
頁
～
一
九
六
頁
）

と
述
べ
、
定
散
心
は
自
利
各
別
の
心
で
あ
り
、
一
心
は
浅
深
が
あ
り
、
深
を
利
他
、
浅
を
自
利
で
あ
る
と
す
る
。
ま

た
『
愚
禿
鈔
』
で
は
定
散
心
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
説
示
す
る
。

一

正
行
定
心
念
仏

二

正
行
散
心
念
仏

ニ
ハ

ナ
リ

ニ
ハ

ナ
リ

弥
陀
定
散
念
仏
、
是
曰

浄
土
真
門

、
亦
名

一
向
専
修

也
、
応

知
又
復
就

諸
仏
念
仏

、
有

二
種

ノ

ヲ

フ

ノ

ト

ク
ル

ト

シ

ル

マ

タ

テ

ニ

リ

一

雑
行
定
心
念
仏
二

雑
行
散
心
念
仏

ニ
ハ

ニ
ハ

諸
仏
定
散
念
仏
、
是
雑
中
之
専
行
也
、
応

知
…
一
切
定
散
諸
善
悉
名

雑
行

、
対

六
種
正

応

有

六
種

ノ

レ

ナ
リ

シ

ル

ク

ク

ト

シ
テ

ノ

ニ

ベ
シ

ル

ノ

雑

。
雑
行
之
言
、
人
・
天
・
菩
薩
等
解
行
雑

故
曰

雑
也
。
自

元
来

非

浄
土
業
因

、
是
名

発
願
行

、

ハ

ノ

ス
ル
ガ

ニ

フ

ト

ヨ
リ

コ
ノ
カ
タ

ズ

ノ

ニ

ヲ

ク

ノ

ト

亦
名

廻
心
行

、
故

名

浄
土
雑
行

、
是
名

浄
土
方
便
仮
門

、
亦
名

浄
土
要
門

也
。
凡
聖
道
・
浄
土
、

ク

ノ

ト

カ
ル
ガ
ユ
ヘ

ク

ノ

ト

ヲ

ク

ノ

ト

ク

ノ

ト

ソ

正
雑
定
散
、
皆
是
廻
心
之
行
也
、
応

知

（
『
右
同
』
二
・
三
〇
〇
頁
～
三
〇
一
頁
）

ナ

レ

ナ
リ

シ

ル

以
上
の
こ
と
か
ら
親
鸞
は
、
定
散
心
を
以
て
修
す
弥
陀
念
仏
は
真
門
の
念
仏
で
あ
る
と
解
釈
し
、
さ
ら
に
定
散
心
に

よ
る
念
仏
は
浄
土
の
要
門
、
方
便
仮
門
と
も
換
言
で
き
る
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
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こ
の
こ
と
よ
り
念
仏
を
専
修
す
る
行
者
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
定
心
や
散
心
と
い
う
機
の
心
持
ち
を
問
題
と
す
る
場

合
は
、
要
門
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
「
有
念
無
念
」
の
説
示
は
、
念
仏
一
行
の
行
者
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
心
持
ち
に
よ
っ
て
は
「
来
迎
は
諸
行
往
生
に
お
さ
ま
る
」
の
対
象
と
な
る
と
解
釈
で
き
る
。

ま
た
、
先
述
「
有
念
無
念
」
で
は
「
信
心
を
一
心
と
い
ふ
…
こ
れ
す
な
わ
ち
他
力
の
な
か
の
他
力
」
と
し
、
そ
し

て
「
ひ
と
つ
に
は
定
心
の
行
人
の
正
念
、
ふ
た
つ
に
は
散
心
の
行
人
の
正
念
あ
る
べ
し
。
こ
の
ふ
た
つ
の
正
念
は
、

他
力
の
な
か
の
自
力
の
正
念
な
り
」
と
、
明
確
に
一
心
と
定
散
心
を
分
離
し
て
解
釈
す
る
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
、

親
鸞
の
特
徴
と
し
て
、

①
一
心
と
定
散
心
を
他
力
・
自
力
に
峻
別
し
て
解
釈
す
る

②
そ
の
定
散
心
に
よ
る
自
力
の
正
念
は
「
諸
行
往
生
」・
「
臨
終
来
迎
」
の
言
葉
に
お
さ
ま
る

③
「
他
力
中
の
自
力
」
の
語
を
も
っ
て
教
誡
す
る
こ
と
か
ら
比
較
的
近
似
し
た
思
想
を
相
手
と
し
て
想
定
し
て
い
る

と
い
っ
た
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

␟

␠
ਧ

ଝ

૬
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次
に
証
空
に
つ
い
て
検
討
す
る
。『
述
誠
』
を
み
る
と
、
証
空
は
機
に
つ
い
て
述
べ
る
中
で
、

こ
こ
に
は
、
一
念
十
念
も
機
の
功
に
あ
ら
ず
、
唯
仏
体
の
外
に
別
に
功
を
論
ず
る
事
な
き
所
を
、
念
念
不
捨

者
是
名
正
定
之
業
と
い
ふ
。
即
ち
此
を
他
力
の
至
極
と
す
る
な
り
。
然
れ
ば
機
の
功
の
念
仏
に
よ
り
て
往
生

す
と
い
ふ
に
は
あ
ら
ず
。

（
『
西
山
上
人
短
編
鈔
物
集
』
八
九
頁
）

と
説
き
、
念
仏
中
に
お
け
る
機
の
功
を
否
定
す
る
。
ま
た
、
自
力
と
他
力
に
つ
い
て
説
示
す
る
中
、

他
力
と
い
ふ
は
、
全
く
機
の
心
の
沙
汰
も
せ
ず
唯
願
力
を
憑
む
と
憑
ま
ざ
る
と
の
不
同
な
り
。
努
々
機
の
心

の
深
き
浅
き
を
論
ぜ
ざ
れ
。
さ
ら
ば
し
て
と
南
無
阿
弥
陀
仏
と
い
ふ
は
、
其
の
自
力
の
者
は
、
名
号
の
外
に

安
心
あ
り
と
思
ふ
故
に
、
他
力
の
名
号
を
機
の
位
に
引
き
な
し
て
、
自
ら
往
生
を
ば
退
く
な
り
。

（
『
右
同
』
八
七
頁
）

と
自
力
と
他
力
を
規
定
す
る
。
こ
の
よ
う
に
証
空
は
他
力
は
機
の
心
も
ち
を
全
く
問
題
と
し
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
自

力
の
者
は
名
号
の
外
に
心
持
ち
を
求
め
る
者
で
あ
り
、
こ
の
者
は
自
ら
往
生
か
ら
退
い
て
い
る
の
だ
と
説
示
す
る
。
さ

ら
に
、
明
確
に
自
力
と
他
力
と
を
判
別
し
て
い
る
も
の
と
し
て
『
観
経
疏
大
意
』
で
は
、

凡
夫
と
云
ふ
は
乱
想
な
る
が
故
に
、
自
力
の
業
に
て
は
報
土
に
生
ぜ
ず
、
彼
の
国
に
生
ず
る
事
は
、
彼
の
願

力
に
依
り
て
生
ず
る
と
云
ふ
心
を
起
す
、
故
に
此
の
心
は
自
力
・
他
力
を
分
別
す
る
な
り
。
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（
『
右
同
』
二
一
頁
）

と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
凡
夫
は
心
が
散
乱
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
自
力
に
よ
る
行
業
で
は
報
土
往
生
は
不
可
能
で
あ

り
、
阿
弥
陀
如
来
の
願
力
を
た
の
む
よ
り
他
は
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
証
空
は
往
生
に
関
し
て
機
の
上
の
行
為
を
全
く
否
定
し
、
自
力
・
他
力
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
明
確

に
分
別
し
、
自
力
の
散
乱
の
心
に
よ
る
称
名
で
は
報
土
往
生
は
不
可
で
あ
る
と
み
る
。
こ
の
よ
う
な
証
空
の
態
度
は
「
有

念
無
念
」
で
親
鸞
が
教
誡
す
る
「
他
力
中
の
自
力
」
の
行
者
に
は
該
当
し
な
い
と
判
断
で
き
る
。

␟
ਕ
␠
႟
ਧ
ଝ
ଐ
ෑ

良
忠
の
著
作
中
、
建
長
三
年
よ
り
遡
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
は
現
在
、
嘉
禎
三
（
一
二
三
七
）
年
『
領
解
末
代
念

仏
授
手
印
鈔
』
及
び
建
長
二
年
『
浄
土
大
意
抄
』
の
二
点
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
物
だ
け
で
は
、
「
一
心
」
「
定

散
心
」
に
関
す
る
十
分
な
教
義
的
説
示
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
比
較
的
こ
れ
ら
と
撰
述
年
代
の
近
い
、

建
長
年
間
に
撰
述
さ
れ
た
著
作
も
資
料
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。
し
か
し
先
述
の
通
り
、
良
忠
は
宝
治
二
年
に
善
光

寺
で
『
観
経
疏
』
を
講
義
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
良
忠
は
少
な
く
と
も
三
度
『
観
経
疏
』
註
釈
書
を
著
し
て
い
る
が
、

そ
の
思
想
や
語
句
解
釈
に
一
貫
性
が
見
ら
れ
、
さ
ら
に
善
光
寺
講
義
時
点
で
良
忠
は
『
観
経
疏
』
の
基
本
的
な
解
釈

が
完
成
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
著
作
を
使
用
す
る
こ
と
も
、
建
長
三
年
当

(77)
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時
の
良
忠
思
想
を
大
き
く
離
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
み
て
大
過
は
な
い
。

ま
ず
念
仏
に
つ
い
て
『
領
解
末
代
念
仏
授
手
印
鈔
』
で
は
、

問
。
観
定
、
余
散
。
散
即
方
便
、
定
是
正
観
。
今
何
還
以

散
善
称
名

、
名

為

正
業

、
定
善
観
察
名

為

ハ

ハ

也

ハ

チ

ハ

レ

也

ゾ

テ

テ

ノ

ヲ

ケ
テ

シ

ト

ノ

ヲ

ケ
テ

ス

助
業

。
正
助
之
義
、
其
相
如
何
。
答
。
口
称
一
行
順

彼
仏
願

故
、
名
為

正
、。
余
四

種
行
非

仏
本
願

。
故

ト

ノ

ノ

ハ

ズ
ル

ノ

ノ

ニ

ニ

テ

ト

ノ

ノ

ハ

ズ

ノ

ニ

ニ

正
助
義
不

同

余
業

。
何
况
念
仏
通

定
通

散
。
何
難

局

散
、
若
定
、
若
散
、
倶
是
正
業

ノ

カ
ラ

ニ

ニ

ヤ

ハ

ジ

ニ

ズ

ニ

ゾ

ゼ
ン

ル
ト

ニ

ハ

ハ

ニ

レ

ナ
リ

（
『
浄
全
』
一
〇
・
一
五
頁
下
）

と
、
念
仏
は
定
心
に
も
散
心
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
「
若
は
定
、
若
は
散
、
倶
に
是
れ
正
業
な
り
」

と
述
べ
て
い
る
。
定
心
を
以
て
修
す
る
念
仏
が
定
善
で
あ
り
、
散
心
を
以
て
修
す
る
の
が
散
善
で
あ
る
か
ら
、
定
散
心

を
以
て
修
す
る
念
仏
は
、
正
業
で
あ
る
と
良
忠
が
理
解
し
て
い
る
と
わ
か
る
。
そ
れ
は
、「
玄
義
分
聞
書
」
に
、

二
散
心
念
仏
者
散
中
息

乱
一
心
称
念

也
。
始
終
倶
散
而
雖

不

得

定
、
本
願
力
故
也
。
至

臨
終
時

見

テ

ス
ル

仏
往
生

也
。
下
三
品
人
此
機
也
。

（
金
沢
文
庫
本
、
巻
二
・
八
丁
ウ
）

ス
ル

(78)

と
下
三
品
の
機
は
散
心
念
仏
を
も
っ
て
臨
終
来
迎
に
預
か
る
こ
と
で
往
生
が
可
能
で
あ
る
と
い
い
、『
選
択
伝
弘
決
疑

鈔
』
で
は
、

一
心
之
言
広
通
二

理
事
定
散
起
行
安
心
一

理
一
心

者
心
性
平
等

無

有

差
別

。
指

此
一
理

名
為

一
心

。

ノ

ハ

ク

ス

ニ

ノ

ト
ハ

ニ

ノ

ヲ

テ

ト
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『
華
厳
経
』
云
、「
三
界
唯
一
心
。
心
外
無

別
法
。」
事
一
心
中
有

定
散
異

。
定
一
心
者
三
昧
相
応
都
息

ニ

ダ

ナ
リ

ニ

シ
ト

ノ

ノ

ニ

ノ

ノ

ハ

テ

ル
ヲ

余
縁

名
為

一
心

。「
玄
義
分
」
云
、「
想
心
都
息
、
縁
慮
並
亡

」
散
一
心
者
雖
レ

行
二

散
善
一

随
分
摂
レ

心
以

ヲ

テ

ト

ニ

テ

ミ

ビ

ス
ト

ノ

ハ

ズ
ト

ヲ

ニ

ス

ヲ

二

等
持
分
一

名
為
二

一
心
一

。『
論
註
』
云
、「
心
心
相
続
無
二

他
想
間
雑
一

」
定
散
一
心
並
属
二

起
行
一。

（
『
浄

ノ

ヲ

テ

ト

シ
ト

ス
ル

ノ

ハ

ニ

ス

ニ

全
』
七
・
二
一
五
頁
中
）

と
定
散
の
一
心
は
起
行
に
属
す
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
良
忠
に
お
い
て
は
、

①
一
心
を
基
本
的
に
定
・
散
・
安
心
・
起
行
に
通
じ
る
も
の
と
し
て
理
解
す
る
。

②
下
二
品
の
一
心
称
念
は
散
心
念
仏
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
称
念
に
よ
っ
て
臨
終
見
仏
し
、
往
生
が
可
能
と
す
る
。

③
定
散
の
一
心
は
起
行
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
規
定
す
る
。

と
い
う
理
解
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

そ
も
そ
も
、
良
忠
の
師
で
あ
る
弁
長
は
、『
浄
土
宗
要
集
』（
西
宗
要
）
に
て
、

近
来
有
人
云
、
臨
終
之
時
或
値
二

善
知
識
一

願
、
正
念
住

願
是
皆
往
生
極
楽
行
者
非
。
如
レ

此
思
定

者
、
皆

ノ

ハ

ン
ト

ニ

ヒ

ニ

セ
ン
ト

フ

レ

ノ

ニ

ズ

ク

ノ

ヒ

タ
ル

ハ

平
生
念
仏
弱

疑
者
所
為
也
。
是
依
二

疑
心
一

臨
終
ワ
ル
カ
ル
ベ
シ
ト
云
是
レ

如
何
。
答
。
此
義
中
古
比
、
有
人

ノ

ク

フ

ノ

レ

テ

ナ
ル
ニ

ガ

ノ

ノ
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一
二
人
存
生
時
、
念
仏

申

臨
終
時
何

ア
レ
血
ハ
キ
ク
ル
ヒ
シ
ニ
死
ト
モ
不
レ

苦

云
。
サ
テ
臨
終
正
念
往

ノ

ダ
ニ

サ
バ

ノ

ハ

カ
ニ
モ

ヲ

ス

ト

シ
カ
ラ

フ

生
極
楽
イ
ノ
ル
物
集
カ
カ
リ
テ
、
手
タ
タ
イ
テ
笑
件
人
、
如
レ

此
僻
事
放
、
邪
見
以
人
損
故
、
臨
終
之
時
ク

ト

ヲ

リ

フ

ノ

キ

ノ

ガ

ヲ

チ

ヲ

テ

ヲ

フ

ニ

ル
ヒ
死
死
了

。
非
二

手
本
一
。
極

僻
事
義
也
。
不
レ

可
レ

用
。
以
レ

何
得
レ

知
二

往
生
一

。
以
レ

何
レ

知
二

ク
ル
ヒ

ニ

シ

ン
ヌ

ズ

ニ

メ
タ
ル

ガ

テ
カ

ヲ

ル

ヲ

ス
ト

テ
カ

ヲ

ヲ

死
不

苦
。

（『
右
同
』
一
〇
・
二
一
一
頁
上
）

ト

と
、
臨
終
正
念
往
生
を
軽
視
す
る
こ
と
は
僻
事
で
あ
る
と
非
難
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

散
心
行
南
無
阿
弥
陀
仏
。
南
無
阿
弥
陀
仏
口
称
一
行
励
レ

之
間
、
総
相
見
仏
想
ア
ル
カ
故
、
行
若
成
就

必
奉

ノ

モ

ト

ノ

ム

ヲ

ノ

ヒ

ニ

シ

ス
レ
ハ

ス

ル

見
レ

仏

(

『
浄
全
』
一
〇
・
二
二
一
頁
上)

ヲ

と
、
散
心
の
念
仏
で
も
三
昧
発
得
し
見
仏
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
評
価
す
る
。
良
忠
の
説
示
は
以
上
の
よ
う
な
師

説
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
と
わ
か
る
。

こ
れ
ら
良
忠
の
説
示
で
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
「
有
念
無
念
」
で
も
教
誡
が
な
さ
れ
て
い
る
「
臨
終
来
迎
」
を
「
機

の
散
心
念
仏
」
と
結
び
つ
け
て
解
釈
し
、
説
示
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
思
想
が
当
時
の
東
国
に
流
入
し
て

い
る
こ
と
は
、
恐
ら
く
門
弟
間
で
も
問
題
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

␟

␠
শ
௫


ඤ
བ
؞




ຟ
ಁ

先
述
の
よ
う
に
、
東
国
門
弟
に
は
隆
寛
『
自
力
他
力
事
』
や
聖
覚
『
唯
信
鈔
』
が
親
鸞
に
よ
り
た
び
た
び
送
付
さ
れ
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て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
書
物
を
見
る
と
、
臨
終
往
生
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
有
念
無
念
」
に
お
い

(79)

て
「
他
力
中
の
自
力
」
と
し
て
教
誡
さ
れ
る
臨
終
来
迎
を
期
す
る
と
い
う
異
義
が
起
こ
る
要
因
の
一
つ
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
が
、
日
野
慧
運
・
江
田
昭
道
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
書
物
の
内
容
や
背
景
を
考
察

(80)

す
れ
ば
、
異
義
が
起
こ
る
原
因
と
は
考
え
が
た
い
。

ま
ず
隆
寛
『
自
力
他
力
事
』
で
は
、「
念
仏
の
行
者
に
つ
き
て
自
力
・
他
力
と
い
ふ
こ
と
あ
り
」
と
明
確
に
念
仏
を

(81)

自
力
と
他
力
と
に
分
け
て
解
釈
す
る
。
ま
た
、

つ
み
の
き
ゆ
る
こ
と
も
南
無
阿
弥
陀
仏
の
願
力
な
り
、
め
で
た
き
く
ら
ゐ
を
う
る
こ
と
も
南
無
阿
弥
陀
仏
の

弘
誓
の
ち
か
ら
な
り
、
な
が
く
と
を
く
三
界
を
い
で
ん
こ
と
も
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
ち
か
ら
な
り
、
極
楽
へ

ま
い
り
て
の
り
を
き
ゝ
さ
と
り
を
ひ
ら
き
、
や
が
て
仏
に
な
ら
ん
ず
る
こ
と
も
阿
弥
陀
仏
の
御
ち
か
ら
な
り

け
れ
ば
、
ひ
と
あ
ゆ
み
も
わ
が
ち
か
ら
に
て
極
楽
へ
ま
い
る
こ
と
な
し
と
お
も
ひ
て
、
余
行
を
ま
じ
へ
ず
し

て
一
向
に
念
仏
す
る
を
他
力
の
行
と
は
ま
う
す
な
り
。

（『
聖
典
全
書
』
二
・
一
一
〇
八
頁
）

と
、
滅
罪
、
往
生
、
成
仏
は
全
て
弥
陀
の
仏
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
機
の
力
だ
け
で
は
往
生
は
不
可
と
し
、
ひ
と
え

に
弥
陀
の
誓
願
を
た
の
み
あ
お
ぐ
と
い
う
機
の
心
も
ち
の
必
要
性
を
説
く
。
ま
た
「
二
心
な
く
念
仏
す
る
を
ば
他
力
の

行
者
と
ま
う
す
な
り
」
と
、
一
心
の
称
念
は
他
力
の
念
仏
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
自
力
の
善
を
積
み
、
正
念

(82)

に
至
る
こ
と
を
否
定
す
る
「
有
念
無
念
」
の
教
誡
内
容
と
符
合
し
な
い
。
ま
た
、『
自
力
他
力
事
』
で
は
来
迎
往
生
に
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つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
が
、
他
力
念
仏
の
行
者
の
得
益
と
し
て
阿
弥
陀
仏
が
一
切
の
時
を
嫌
わ
ず
に
行
者
を
護
念
す
る

こ
と
が
説
か
れ
て
お
り
、
臨
終
来
迎
の
重
要
性
を
積
極
的
に
説
く
も
の
と
は
少
し
性
格
が
異
な
る
。
次
に
『
唯
信
鈔
』

で
は
一
心
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
示
す
。

深
心
と
い
ふ
は
、
信
心
な
り
。
ま
づ
信
心
の
相
を
し
る
べ
し
。
信
心
と
い
ふ
は
、
ふ
か
く
人
の
こ
と
ば
を
た

じ
む
し
む

し
ん
じ
む

し
ん
じ
む

さ
う

し
ん
じ
む

ひ
と

の
み
て
う
た
が
は
ざ
る
な
り
。
た
と
へ
ば
わ
が
た
め
に
い
か
に
も
は
ら
ぐ
ろ
か
る
ま
じ
く
ふ
か
く
た
の
み
た

る
人
の
、
ま
の
あ
た
り
よ
く
よ
く
み
た
ら
む
と
こ
ろ
を
お
し
え
む
に
、
そ
の
と
こ
ろ
に
は
や
ま
あ
り
、
か
し

こ
に
は
か
わ
あ
り
と
い
ひ
た
ら
む
を
ふ
か
く
た
の
み
て
、
そ
の
こ
と
ば
を
信
じ
て
む
の
ち
、
ま
た
人
あ
り
て
、

し
ん

そ
れ
は
ひ
が
ご
と
な
り
、
や
ま
な
し
か
わ
な
し
と
い
ふ
と
も
、
い
か
に
も
そ
ら
ご
と
す
ま
じ
き
人
の
い
ひ
て

し
こ
と
な
れ
ば
、
の
ち
に
百
千
人
の
い
は
む
こ
と
お
ば
も
ち
ゐ
ず
、
も
と
き
ゝ
し
こ
と
を
ふ
か
く
た
の
む
、

せ
ん

こ
れ
を
信
心
と
い
ふ
な
り
。
い
ま
釈
迦
の
所
説
を
信
じ
、
弥
陀
の
誓
願

を
信
じ
て
ふ
た
ご
ゝ
ろ
な
き
こ
と
、

し
ん
じ
む

し
や

か

し
よ
せ
ち

し
ん

み

だ

せ
い
ぐ
わ
ん

し
ん

ま
た
か
く
の
ご
と
く
な
る
べ
し
。

（『
右
同
』
二
・
一
〇
九
三
頁
）

こ
の
よ
う
に
聖
覚
は
、
深
心
は
信
心
で
あ
り
、
弥
陀
の
誓
願
を
一
心
に
信
じ
る
こ
と
と
説
示
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
信

心
を
決
定
す
る
こ
と
に
よ
り
三
心
が
具
足
し
、
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
一
心
で
あ

る
信
心
を
得
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
り
、
ま
た
、

念
仏
を
信
ず
る
人
の
い
は
く
、
往
生

浄

土
の
み
ち
は
、
信
心
を
さ
き
と
す
。
信
心
決

定

し
ぬ
る
に
は
、

し
ん

ひ
と

わ
う
じ
や
う
じ
や
う

ど

し
ん
じ
む

し
ん
じ
む
く
ゑ
ち
ぢ
や
う
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あ
な
が
ち
に
称

念
を
要
と
せ
ず
。

（
『
右
同
』
二
・
一
〇
九
九
頁
～
一
一
〇
〇
頁
）

し
よ
う
ね
む

え
う

と
、
真
実
信
心
が
定
ま
れ
ば
、
称
名
念
仏
に
つ
い
て
は
左
程
重
要
で
は
な
い
と
も
説
示
す
る
。
こ
れ
ら
の
説
示
は
、
親

鸞
が
「
他
力
中
の
他
力
」
と
位
置
づ
け
る
説
示
と
ほ
ぼ
同
一
の
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
こ
れ
ら
二
書
は
、

親
鸞
が
「
一
心
」
と
「
定
散
心
」
を
、「
真
実
」
と
「
そ
れ
以
外
」
と
に
峻
別
し
て
説
示
し
た
こ
と
へ
の
一
因
と
し
て

は
考
え
に
く
い
。

そ
も
そ
も
奥
書
を
見
る
限
り
、
建
長
二
年
に
は
『
唯
信
鈔
文
意
』
は
成
立
し
て
い
る
。
『
唯
信
鈔
文
意
』
の
中
で
親

鸞
は
『
五
会
法
事
讃
』
「
観
音
勢
至
自
来
迎
」
の
文
を
釈
す
中
「
来
」
は
「
他
力
を
あ
ら
は
す
御
こ
と
」
、
「
法
性
の
み

(83)

や
こ
へ
か
へ
る
」
こ
と
で
あ
り
、「
迎
」
に
つ
い
て
は
、

(84)

選
択

不
思
議
の
本
願

、
无
上

智
慧
の
尊
号
を
き
ゝ
て
、
一
念
も
う
た
が
ふ
こ
ゝ
ろ
な
き
を
真
実
信
心
と
い

せ
ん
ぢ
や
く

ふ

し

ぎ

ほ
ん
ぐ
わ
ん

む

じ
や
う

ち

ゑ

そ
ん
が
う

し
ん
じ
ち
し
ん
じ
む

ふ
な
り
。
金
剛
心
と
も
な
づ
く
。
こ
の
信
楽
を
う
る
と
き
か
な
ら
ず
摂
取
し
て
す
て
た
ま
は
ざ
れ
ば
、
す
な

こ
む
が
う
し
む

し
ん
げ
う

せ
ふ
し
ゆ

わ
ち
正

定

聚
の
く
ら
ゐ
に
さ
だ
ま
る
な
り
。
こ
の
ゆ
へ
に
信
心
や
ぶ
れ
ず
、
か
た
ぶ
か
ず
、
み
だ
れ
ぬ
こ

し
や
う
ぢ
や
う
じ
ゆ

と
金
剛
の
ご
と
く
な
る
が
ゆ
へ
に
、
金
剛
の
信
心
と
は
ま
ふ
す
な
り
。
こ
れ
を
迎
と
い
ふ
な
り
。

こ
む
が
う

こ
む
が
う

し
ん
じ
む

か
う

（
『
右
同
』
二
・
六
九
〇
頁
上
）

と
、
親
鸞
は
来
迎
を
他
力
や
金
剛
の
信
心
を
あ
ら
わ
す
言
葉
で
あ
る
と
説
示
し
て
い
る
。
『
唯
信
鈔
』
が
臨
終
来
迎
往

生
の
異
義
を
生
む
一
因
で
あ
れ
ば
、
『
唯
信
鈔
文
意
』
の
拝
読
を
本
書
簡
に
お
い
て
勧
め
る
こ
と
が
最
善
の
解
決
策
で
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は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
門
弟
に
た
び
た
び
親
鸞
が
拝
読
を
勧
め
て
い
た
『
唯
信
鈔
』『
自
力
他
力
事
』
等
の
「
和
語
聖
教
」
で
あ
る
が
、

建
長
六
（
一
二
五
四
）
年
に
親
鸞
は
再
び
『
唯
信
鈔
』
を
書
写
し
て
い
る
。
親
鸞
は
『
唯
信
鈔
文
意
』
の
成
立
以
降
で

も
こ
れ
ら
の
拝
読
を
勧
め
て
い
る
。『
唯
信
鈔
』『
自
力
他
力
事
』
は
確
認
す
る
限
り
、
左
記
の
【
表
】
の
よ
う
に
六
通

の
消
息
で
読
む
こ
と
を
勧
め
ら
れ
て
い
る
。

便
宜
的
に
『
註
釈
版
』
所
収
の
『
親
鸞
聖
人
御
消
息
』
（
以
下
、『
御
消
息
』）
の
通
番
号
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
内
容

を
確
認
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、『
御
消
息
』
第
六
通
は
、
全
て
奥
書
か
ら
送
付
さ
れ
た
年
代
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
し
か
し
、『
御
消
息
』
第
四
通
で
は
明
法
房
往
生
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
明
法
房
の
命
日
は
建
長
三
年
十

月
十
三
日
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、『
御
消
息
』
第
一
通
（
＝
「
有
念
無
念
」）
の
閏
九
月
二
十
日
よ
り
も
後
で
あ
る
こ
と

(85)

が
わ
か
る
。
他
に
も
、
『
御
消
息
』
第
八
通
は
善
鸞
義
絶
を
性
信
へ
と
知
ら
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
建
長
八
年
の

書
簡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
「
有
念
無
念
」
が
成
立
し
た
後
も
親
鸞
は
、
『
唯
信
鈔
』
や
『
自
力
他
力

事
』
の
拝
読
を
勧
め
て
い
る
。
少
な
く
と
も
親
鸞
は
、
東
国
門
弟
が
『
唯
信
鈔
』『
自
力
他
力
事
』
を
読
む
こ
と
で
誤

っ
た
理
解
を
起
こ
す
と
は
考
え
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
む
し
ろ
、
『
御
消
息
』
第
十
八
通
、
第
四
十
一
通
で
は
、

一
念
多
念
の
諍
論
へ
の
回
答
と
し
て
、『
唯
信
鈔
』『
自
力
他
力
事
』
の
拝
読
を
勧
め
、
詳
細
を
こ
れ
ら
に
譲
っ
て
い
る
。

親
鸞
の
こ
の
よ
う
な
態
度
は
、
む
し
ろ
細
川
行
信
も
推
論
す
る
よ
う
に
、
良
忠
な
ど
の
有
力
な
学
僧
に
対
し
て
、
彼
以
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上
に
学
徳
に
秀
で
た
と
親
鸞
が
捉
え
た
隆
寛
や
聖
覚
の
著
作
を
勧
め
て
い
る
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

(86)

▼表：　親鸞消息中に使用される典籍一覧（◯で囲まれた数字は閏月を示す。）

註釈版 末灯鈔真筆 血脈 古写消息 引用典籍 勧める典籍

1 1 4
『華厳経』
十九願文

有念無念・臨終正念来迎・善知識

2 20 明法房往生／善知識軽視
3 明法房往生　
4 19 『唯信鈔』『自力他力』 造悪無碍／明法房往生／他力
5 善知識軽視／明法房往生

6 2 1 1

成就文
『往生要
集』『散善
義』

根機に自力他力／無義為義

7 11 3 5 行信不離

8 2 善導
『唯信鈔』『自力他力』
『後世』『一多』／両
『文意』／『真宗聞書』

秘事法門／義絶／他力信心

9 3 善鸞義絶状

10 8
『浄土宗
大意』

浄土宗大意解説

11 3 6
『大経』
『如来会』
『般舟讃』

如來とひとし

12 4
『大経』
『華厳経』

如來とひとし

13 14・１５ 4
『論註』な
ど

如來とひとし／念仏

14 5 6 獲得名号自然法爾章
15 5 かくねむぼう往生
16 6 現生正定聚
17 『唯信鈔』『後世物語』 信心

18
『唯信鈔』『後世物語』
『自力他力』

一念多念

19 3
１７・１８
願文

如來とひとし／無義為義

20 7 6
『華厳経』
成就文
『小経』

如來とひとし／無義為義

21 21 本願文 他力廻向
22 7 いやをんな
23 9 1 誓願・名号同一／無義為義
24 10 2 仏智不思議と信じろ／無義為義
25 鎌倉訴訟／朝家の御ため
26 12 念仏往生信じて念仏しろ
27 造悪無碍／諸神軽視

28
『法事讃』
『梵網経』

造悪無碍

29 4 しむの入道と正念について
30 13 8 『般舟讃』 摂取不捨
31 十二光仏
32 9 『華厳経』 如來とひとし

33
『唯信鈔』『後世物語』
『自力他力』『二河譬』

関東の門弟動揺の様子

34 願文 現生正定聚／無義為義
35 10 いまごぜんのはは
36 11 いまごぜんのははとそくしやうばう
37 16 散善義 放逸無慚
38 17 他力中他力、他力中自力
39 18 『大経』 仏にひとし／臨終不来迎
40 2 ゑんぶつ房
41 『唯信鈔』 一念多念、有念無念
42 22 宝号経 両重因縁／他力は非行非善
43 念仏訴訟解決

12 いやをんな譲状

収録典籍・条数 使用典籍
キーワード
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さ
ら
に
親
鸞
は
『
御
消
息
』
第
八
通
で
、「
他
力
の
な
か
に
自
力
と
申
す
こ
と
は
、
雑
行
雑
修
・
定
心
念
仏
・
散
心

念
仏
と
こ
ゝ
ろ
に
か
け
ら
れ
て
さ
ふ
ら
ふ
ひ
と
び
と
」
と
敬
語
表
現
を
用
い
て
お
り
、「
他
力
中
の
自
力
た
る
定
散
心

(87)

の
行
人
」
に
つ
い
て
親
鸞
は
比
較
的
身
分
の
高
い
者
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
「
他
力
中
の
自
力
」

に
『
唯
信
鈔
』・
『
自
力
他
力
事
』
は
思
想
的
に
含
ま
れ
な
い
以
上
、
親
鸞
は
「
他
力
中
の
自
力
」
に
明
確
に
隆
寛
・
聖

覚
以
外
の
有
力
な
僧
侶
を
想
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
臨
終
正
念
来
迎
の
異
義
が
起
こ
る
一
因
と
し
て
こ
れ
ら
の
書

物
の
影
響
は
ほ
ぼ
皆
無
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
、
東
国
門
弟
と
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
浄
土
異
流
の
思
想
を
瞥
見
し
た
。
そ
の
結
果
、
少
な
く
と
も
「
有
念
無

念
」
で
「
一
心
」
と
「
定
散
心
」
の
峻
別
を
行
う
こ
と
は
、
良
忠
以
外
の
思
想
を
批
判
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
換

言
す
れ
ば
、
こ
こ
で
②
「
浄
土
門
」
で
は
捉
え
が
た
い
親
鸞
と
近
似
し
た
思
想
と
し
て
は
、
良
忠
の
よ
う
な
定
散
心
に

対
す
る
解
釈
を
持
つ
浄
土
教
者
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

ਸ਼
ਕ
ත


∹


प
उ
ऐ
ॊ
ઇ
ਖ਼
भ
ହ
ં
प
ण
ः
थ

前
節
に
お
い
て
、
『
教
行
信
証
』
『
愚
禿
鈔
』
以
外
で
は
、
「
横
超
」
「
横
出
」
「
竪
超
」
「
竪
出
」
四
種
の
名
目
を
用
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い
た
二
双
四
重
判
の
説
示
が
見
ら
れ
ず
、
「
真
実
」
と
「
そ
れ
以
外
」
と
い
う
比
較
的
平
易
な
表
現
を
用
い
て
親
鸞
は

東
国
の
門
弟
た
ち
に
説
示
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
①
二
双
四
重
判
そ
の
も
の
が
東

国
で
は
あ
ま
り
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
、
②
「
浄
土
門
」
で
は
捉
え
が
た
い
相
手
が
想
定
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
二

点
の
可
能
性
を
提
示
し
検
討
し
た
が
、
本
節
で
は
①
二
双
四
重
判
そ
の
も
の
が
東
国
で
は
あ
ま
り
浸
透
し
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
親
鸞
門
弟
の
著
作
か
ら
も
同
様
の
傾
向
を
指
摘
で
き
る
か
検
討
し
た
い
。

前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
二
双
四
重
判
は
「
漢
語
聖
教
」
以
外
で
は
二
通
の
消
息
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ

な
か
っ
た
教
判
で
あ
る
が
、
親
鸞
門
弟
に
お
い
て
も
「
漢
語
聖
教
」
は
伝
持
さ
れ
て
お
り
、
特
に
『
教
行
信
証
』『
愚

禿
鈔
』
は
、
専
信
や
顕
智
な
ど
の
高
田
門
徒
に
よ
る
書
写
本
が
現
存
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
高
田
門
徒
に
は
、
間
違
い

な
く
『
教
行
信
証
』
及
び
『
愚
禿
鈔
』
が
伝
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
本
節
で
は
高
田
門
徒
の
書
物
を

中
心
に
教
判
論
的
説
示
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
親
鸞
に
お
け
る
教
判
が
ど
の
よ
う
に
後
代
に
伝
わ
っ
て
い
る
か
を
明
ら

か
に
し
た
い
。

ま
ず
、
著
者
不
詳
な
が
ら
『
弥
陀
経
義
集
』
で
は
冒
頭
部
に
、

(88)

同
発

金
剛
志

、

横
超

見
等
煩
悩
流

、
願

帰

薩
婆
若
海
。

（
龍
谷
大
学
蔵
覚
忍
書
写
本
、
一
丁
左
）

ク

シ
テ

ノ
コ
ヽ
ロ
ザ
シ
ヲ

ニ

テ

ノ

ヲ

ク
ハ

ス
ベ
シ

ニ

と
「
帰
三
宝
偈
」
を
改
編
し
た
文
が
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
書
は
善
導
仮
託
の
偽
書
で
あ
る
が
、
法
然
門
流
で
は

(89)

(90)
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一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
た
書
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
本
書
は
い
く
つ
か
の
写
本
が
あ
る
が
専
修
寺
本
に
は
高

(91)

田
門
徒
で
あ
る
「
釈
覚
然
」
の
袖
書
が
あ
り
、
ま
た
龍
谷
大
学
蔵
本
の
根
本
奥
書
に
は
尊
蓮
が
書
写
し
た
旨
が
記
さ
れ

て
い
る
。
奥
書
の
真
偽
は
と
も
か
く
本
書
は
広
く
親
鸞
門
弟
に
流
布
し
て
い
た
書
物
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
横

(92)

超
」
の
語
は
出
る
も
の
の
、
「
帰
三
宝
偈
」
の
「
横
超
断
四
流
」
を
改
編
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
っ
て
「
横
超
」
に
つ

い
て
の
詳
細
な
解
説
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。

次
に
、
高
田
門
徒
顕
智
の
書
物
を
検
討
し
た
い
。
顕
智
壮
年
期
の
筆
と
さ
れ
る
『
大
名
目
』
は
、
筆
者
は
不
明
で

(93)

は
あ
る
も
の
の
初
期
真
宗
を
窺
う
上
で
は
有
用
な
史
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
『
大
名
目
』
は
『
愚
禿
鈔
』

(94)

顕
智
書
写
本
と
同
じ
く
巻
子
装
で
あ
り
、
そ
の
体
裁
も
『
愚
禿
鈔
』
の
よ
う
な
用
語
を
列
挙
す
る
体
裁
を
取
っ
て
い

る
よ
う
に
、
『
観
経
』
や
『
観
経
疏
』
に
説
か
れ
る
用
語
に
つ
い
て
列
挙
し
、
細
釈
を
施
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容

を
見
て
み
る
と
、
聖
浄
二
門
判
に
よ
り
『
観
経
』
を
解
釈
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
『
大
名
目
』

で
は
、
は
じ
め
に
「
浄
土
宗
有
二
門
」
と
冠
し
、
ま
ず
「
聖
道
門
九
」
と
し
て
毘
曇
・
成
実
・
律
・
法
相
・
三
論
・
天

(95)

台
・
華
厳
・
真
言
・
禅
の
九
宗
を
列
挙
し
、
次
に
「
浄
土
門
二
」
と
し
て
『
観
経
』
を
定
善
十
三
観
と
散
善
に
分
け
て
、

日
想
観
や
水
想
観
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
目
を
列
挙
し
て
い
る
。
浄
土
門
に
二
が
あ
る
と
は
述
べ
る
が
、
こ
れ
は
浄
土

門
に
漸
頓
や
真
仮
を
分
け
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、『
大
名
目
』
冒
頭
に
は
本
書
の
造
由
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が
示
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
「
但
此
宗
異
義
蘭
菊
料
簡
区
分
雖

名
目
次
第
取
捨
不
定

、
纔
汲

一
川
之
流

」
と
、
浄

(96)

土
宗
内
の
異
義
蘭
菊
に
対
し
て
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
大
名
目
』
で
は

浄
土
宗
内
の
異
義
蘭
菊
に
対
し
一
流
の
理
解
を
汲
み
と
り
、『
観
経
』
や
『
観
経
疏
』
に
つ
い
て
解
説
す
る
に
あ
た
り

聖
浄
二
門
判
を
用
い
て
い
る
が
、二
双
四
重
判
の
よ
う
な
聖
浄
二
門
を
さ
ら
に
細
釈
す
る
よ
う
な
説
示
は
見
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
顕
智
に
よ
る
経
論
釈
の
要
文
集
で
あ
る
『
聞
書
』
に
も
、
引
用
文
な
が
ら
教
判
に
関
す
る
言
説
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
ず
、
親
鸞
「
化
身
土
巻
」
所
説
の
御
自
釈
に
あ
た
る
、

爾
者
末
代
道
俗
、
善
可

知

四
依

修

法
也
。
然

拠

正
真
教
意

披

古
徳
伝
説

。
顕-

開

聖
道
・
浄
土
真

バ

ク

キ

テ

ヲ

ス

ヲ

ト

ル
ニ

ヨ
テ

ノ

ニ

ヒ
ラ
ク

ノ

ヲ

シ
テ

ノ

仮

、
教-

イ
マ
シ
ム

誡

邪
偽
異
執
外
教
。カ
ン
ガ
ヘ
サ
ダ
ム

勘-

決

如
来
涅
槃
之
時
代

開-

示
正
像
末
法
旨
際
。
是
以
玄
忠
寺
綽
和
尚
云
、

ヲ

カ
イ
ス

ノ

ヲ

シ
テ

ヲ

ス

ノ

ヲ

ヲ

テ

ノ

ノ

ク

然
修
道
之
身
、
相
続

不

絶
、
逕

一
万
劫

始
証

不
退
位
。
当
今
凡
夫
現
名

信
想
軽
毛
。
亦
曰

仮
名

、

ニ

シ
テ

シ
テ

ヘ

テ

ヲ

テ

ス

ノ

ヲ

ノ

ハ

ニ

ク

ト

ヘ
リ

ト

亦
名

不
定
聚

、
亦
名

外
凡
夫
。
ズ未

出

火
宅
。
何-

以
得

知
、

拠

『
菩
薩
瓔
珞
経
』

、
具
弁

入
道

ク

ト

ク

ノ

ト

ダ

ヲ

ヲ

テ

ム
ト

ル
コ
ト
ヲ

テ

ニ

ニ
ベ
ン
ズ
ル
ニ

行
位

、
法
爾

故
名

難
行
道

。
又
云
、
有

明

教-

オ
コ
リ
興
所
由

、
ヨ
ル約

時
被

機
勧-

帰

浄
土

者
、
若
機

ヲ

ナ
ル
ガ

ニ

ク

ト

ク

テ

シ
テ

ノ

ヲ

シ

ニ

ラ
シ
メ
テ

ニ

ス
ル
コ
ト

ニ

ハ

シ

ト

教
時
乖

、
難

修
難

入
。

（
『
聖
典
全
書
』
四
・
四
〇
頁
）

ト

ト

ケ
バ

ク

シ

シ

と
、
聖
道
・
浄
土
の
真
仮
を
明
ら
か
に
し
て
外
教
を
教
誡
す
る
旨
を
記
し
た
言
説
が
引
用
さ
れ
る
。
な
お
、
後
に
「
浄

土
に
勧
帰
す
る
」
べ
き
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
「
聖
道
・
浄
土
の
真
仮
を
顕
開
」
す
る
と
い
う
の

は
、
聖
道
門
・
浄
土
門
そ
れ
ぞ
れ
に
真
実
と
虚
仮
と
が
あ
る
と
い
う
意
で
は
な
く
、
聖
道
門
と
浄
土
門
ど
ち
ら
が
真
で
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ど
ち
ら
が
虚
仮
か
と
い
う
意
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。
さ
ら
に
法
然
『
三
心
料
簡
事
』
引
用
箇
所
で
は
、
二
ヶ
所
教
判

に
関
す
る
説
示
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、

「
一

無
智
為

本
事
。

ヲ

ト

云
、
聖
道
門
極

智
慧

離

生
死

、
浄
土
門
還

愚
痴

生

極
楽

。
所-

以

趣

聖
道
門

之
時
、
瑩

智
慧

守

ク

ハ

メ
テ

ヲ

ヲ

ハ

ヘ
テ

ニ

ニ

コ
ノ
ユ
ヘ
ニ

オ
モ
ム
ク

ニ

ハ

ミ
ガ
キ

ヲ

リ

禁
戒

、
以

浄

心-

性

為

宗
。
入

浄
土
門

之
日
、
不

憑

智
慧

不

護

戒
行

、
不

調

心
器

、
只
云

無

ヲ

テ

ム
ル
ヲ

ヲ

ス

ト

ル

ニ

ハ

ズ

タ
ノ
マ

ヲ

ズ

ラ

ヲ

ズ

ヘ

オ
モ

イ
フ
ニ

キ

甲
斐

成

無
智
者

、
憑

本
願
力

願

住
生

也
。」

（『
聖
典
全
書
』
四
・
五
六
頁
）

テ

ノ

ノ
ニ

テ

ヲ

フ

ヲ

云々

と
あ
る
、
「
浄
土
門
は
愚
痴
に
還
り
て
極
楽
に
生
ま
る
」
と
い
う
よ
く
知
ら
れ
た
法
然
法
語
で
あ
る
。
次
の
一
文
は
、

「
一

悪
機
一
人
置
此
機
往
生
、

謂

道
理

知
程
習
、
浄
土
宗
善
学

云
也
。
此
宗
、
悪
人
為

手
本

ノ

ヲ

テ

ノ

ノ

シ
ケ
ル
ハ

タ
ル

也
ケ
リ
ト

ル

ニ

タ
ル
ヲ

ヨ
ク

シ
タ
ル
ト
ハ

ノ

ハ

ヲ

シ
テ

ト

善
人

摂

也
。
聖
道
門
、
善
人
為

手
本

悪
人

摂

也
。
」

（『
聖
典
全
書
』
四
・
五
八
頁
）

マ
デ

ス
ル

ハ

ヲ

シ
テ

ト

ヲ
モ

ス
ル

云

々

こ
れ
も
先
に
も
似
た
、
浄
土
門
は
悪
人
を
手
本
と
し
聖
道
門
は
善
人
と
す
る
と
い
う
法
然
法
語
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
法

然
の
説
示
で
あ
る
か
ら
浄
土
門
と
聖
道
門
と
い
う
二
極
化
し
た
説
示
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
は
あ
る
意
味
当
然
で
あ

る
。
し
か
し
、
前
節
で
も
確
認
し
た
よ
う
に
、
法
然
の
『
浄
土
宗
大
意
』
に
は
浄
土
門
が
「
横
超
」
で
あ
る
こ
と
が
説

か
れ
、
さ
ら
に
『
浄
土
宗
大
意
』
の
内
容
に
つ
い
て
解
説
を
行
っ
た
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
『
末
灯
鈔
』
第
八
通
で

は
、
「
二
超
と
い
ふ
は
、
一
に
は
竪
超
、
二
に
は
横
超
な
り
。
い
ま
こ
の
浄

土
宗
は
横
超
な
り
。
竪
超
は
聖

道
自
力

に

て
う

し
ゆ
て
う

わ
う
て
う

じ
や
う

ど

し
ゆ

わ
う
て
う

し
ゆ
て
う

し
や
う
だ
う

じ

り
き

な
り
」
と
、
い
っ
た
説
示
を
親
鸞
は
門
弟
に
向
け
て
送
付
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
横
超
」
「
竪
超
」
の
名
目
は
用

(97)
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い
ら
れ
た
形
跡
が
あ
り
な
が
ら
も
、
顕
智
の
著
作
や
顕
智
筆
の
書
物
で
は
聖
浄
二
門
判
に
よ
る
説
示
し
か
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

ま
た
、
他
に
も
唯
円
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
『
歎
異
抄
』
に
も
教
判
に
つ
い
て
の
説
示
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
第
四

条
で
は
、

一

慈
悲
に
聖
道
・
浄
土
の
か
は
り
め
あ
り
。
聖
道
の
慈
悲
と
い
ふ
は
、
も
の
を
あ
は
れ
み
、
か
な
し
み
、

は
ぐ
ゝ
む
な
り
。
し
か
れ
ど
も
、
お
も
ふ
が
ご
と
く
た
す
け
と
ぐ
る
こ
と
、
き
は
め
て
あ
り
が
た
し
。
浄
土

の
慈
悲
と
い
ふ
は
、
念
仏
し
て
、
い
そ
ぎ
仏
に
な
り
て
、
大
慈
大
悲
心
を
も
て
、
お
も
ふ
が
ご
と
く
衆
生
を

利
益
す
る
を
い
ふ
べ
き
な
り
。
今
生
に
、
い
か
に
い
と
を
し
不
便
と
お
も
ふ
と
も
、
存
知
の
ご
と
く
た
す
け

が
た
け
れ
ば
、
こ
の
慈
悲
始
終
な
し
。
し
か
れ
ば
、
念
仏
ま
ふ
す
の
み
ぞ
、
す
え
と
を
り
た
る
大
慈
悲
心
に

て
さ
ふ
ら
う
べ
き
と

云
々

。

（『
聖
典
全
書
』
二
・
一
〇
五
六
頁
）

と
慈
悲
の
変
わ
り
目
に
つ
い
て
示
す
に
あ
た
っ
て
、
聖
道
門
と
浄
土
門
と
の
二
を
出
し
て
い
る
。
次
に
、
第
十
二
条
で

は
、

経
釈
を
よ
み
学
す
と
い
へ
ど
も
、
聖
教
の
本
意
を
こ
ゝ
ろ
え
ざ
る
条
、
も
と
も
不
便
の
こ
と
な
り
。
一
文
不

通
に
し
て
、
経
釈
の
ゆ
く
ぢ
も
し
ら
ざ
ら
ん
ひ
と
の
、
と
な
へ
や
す
か
ら
ん
た
め
の
名
号
に
お
は
し
ま
す
ゆ

へ
に
、
易
行
と
い
ふ
。
学
問
を
む
ね
と
す
る
は
聖
道
門
な
り
、
難
行
と
な
づ
く
。
あ
や
ま
て
学
問
し
て
名
聞
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・
利
養
の
お
も
ひ
に
住
す
る
ひ
と
、
順
次
の
往
生
、
い
か
ゞ
あ
ら
ん
ず
ら
ん
と
い
ふ
証
文
も
さ
ふ
ら
う
べ
き

や
。
当
時
、
専
修
念
仏
の
ひ
と
ゝ
聖
道
門
の
ひ
と
、
法
論
を
く
わ
だ
て
ゝ
、
わ
が
宗
こ
そ
す
ぐ
れ
た
れ
、
ひ

と
の
宗
は
お
と
り
な
り
と
い
ふ
ほ
ど
に
、
法
敵
も
い
で
き
た
り
、
謗
法
も
お
こ
る
。

（
『
聖
典
全
書
』
二
・
一
〇
六
一
頁
）

と
、
学
問
に
関
し
て
浄
土
門
と
聖
道
門
と
の
違
い
を
示
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
『
歎
異
抄
』
に
お
い
て
も
自
宗
と

他
宗
と
を
判
別
す
る
際
に
は
、
聖
浄
二
門
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。『
歎
異
抄
』
は
後
序
に
も
「
一
室
の
行
者
の
な
か
に
、

信
心
こ
と
な
る
こ
と
な
か
ら
ん
た
め
に
、
な
く
な
く
ふ
で
を
そ
め
て
こ
れ
を
し
る
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
親
鸞
門
流
の

(98)

中
に
起
こ
っ
た
異
義
を
歎
き
、
正
し
い
理
解
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
製
作
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、

「
他
力
中
の
自
力
」
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
、
親
鸞
門
弟
の
著
作
に
お
け
る
教
判
論
的
説
示
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
二
双
四
重
判
的
な
分
類
を
用
い
た
言

説
は
管
見
の
限
り
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
前
節
で
論
じ
た
よ
う
な
、
東
国
門
弟
内
に
お
い
て
あ
ま
り
二
双
四

重
判
が
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
を
補
強
す
る
結
果
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
東
国
門
弟
の
書
物
に

お
い
て
は
自
宗
以
外
の
異
義
を
簡
別
す
る
際
に
聖
浄
二
門
判
を
用
い
て
い
る
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
点
か
ら
す
れ
ば
「
有

念
無
念
」
に
お
い
て
「
他
力
中
の
自
力
」
の
語
を
用
い
て
自
宗
と
自
宗
以
外
の
異
義
を
簡
別
す
る
と
い
う
説
示
は
親
鸞

門
流
全
体
の
書
物
か
ら
み
て
も
例
外
的
な
説
示
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
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৵


本
章
に
お
い
て
は
、
親
鸞
独
自
の
教
判
論
と
評
さ
れ
る
二
双
四
重
判
を
主
題
と
し
て
、
①
『
教
行
信
証
』『
愚
禿
鈔
』

②
「
有
念
無
念
」
な
ど
の
「
和
語
聖
教
」
、「
消
息
」
類
、
③
親
鸞
門
弟
の
書
物
の
三
方
面
か
ら
、
そ
の
形
成
過
程
を
考

察
し
た
。
そ
の
検
討
結
果
を
先
に
述
べ
れ
ば
、

（
一
）
二
双
四
重
判
の
独
自
性
は
「
横
出
」
の
開
顕
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、「
横
出
」
の
よ
う
に
浄
土
門
内

に
真
仮
や
漸
頓
を
分
け
る
思
想
は
、
証
空
な
ど
の
他
力
高
調
派
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
二
）『
教
行
信
証
』『
愚
禿
鈔
』
以
外
の
書
物
、
特
に
「
和
語
聖
教
」
で
は
基
本
的
に
聖
浄
二
門
判
を
用
い
、
二
双
四

重
判
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、「
有
念
無
念
」
に
は
例
外
的
に
「
横
出
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由

と
し
て
は
、
良
忠
の
よ
う
な
思
想
を
持
つ
、
聖
浄
二
門
判
で
は
捉
え
が
た
い
浄
土
門
の
人
師
が
「
有
念
無
念
」
の
教
誡

対
象
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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の
二
点
で
あ
る
。

『
教
行
信
証
』
と
『
愚
禿
鈔
』
に
説
か
れ
る
二
双
四
重
判
を
、
親
鸞
独
自
の
教
判
論
で
あ
る
と
最
初
に
評
価
し
た
の

は
存
覚
で
あ
っ
た
。
以
降
、
二
双
四
重
判
の
独
自
性
を
ど
こ
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
主
眼
を
置
く
研
究
が
行
わ

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
角
か
ら
検
討
が
な
さ
れ
た
結
果
、
「
横
出
」
は
他
の
法
然
門
流
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
親
鸞

独
自
の
思
想
で
あ
る
と
の
指
摘
に
至
っ
て
い
る
。「
横
出
」
と
は
箇
所
に
よ
っ
て
微
妙
に
釈
相
が
異
な
る
も
の
の
、「
浄

土
門
の
中
に
更
に
漸
頓
や
真
仮
を
分
け
る
」
と
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
確
か
に
、「
横
出
」
の
語
を
も
っ
て
浄
土

門
中
の
漸
教
も
し
く
は
方
便
教
を
位
置
付
け
る
も
の
は
親
鸞
独
自
の
見
解
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
他
力
高

調
派
と
呼
ば
れ
る
法
然
門
流
に
は
親
鸞
の
二
双
四
重
判
の
形
成
に
近
似
し
た
教
判
的
説
示
を
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
隆

寛
は
念
仏
に
自
力
・
他
力
を
分
け
、
幸
西
は
菩
薩
蔵
頓
教
に
更
に
凡
頓
と
聖
頓
と
を
分
け
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
既
に
二

双
四
重
判
の
形
成
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
は
な
い
か
と
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
証
空
に
は
、
一
代
仏
教
を
「
横

超
越
」
「
横
次
第
」「
竪
超
越
」「
竪
次
第
」
に
分
け
る
説
示
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
は
構
造
的
に
も
親
鸞
の
二
双

四
重
判
と
か
な
り
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
親
鸞
の
二
双
四
重
判
の
形
成
に
つ
い
て
検
討
す
る
際
に
は
、
独
自

性
を
求
め
る
視
点
と
同
時
に
、
ど
こ
ま
で
共
通
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
視
点
も
今
後
求
め
ら
れ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

次
に
、
親
鸞
独
自
の
教
判
論
と
評
さ
れ
る
二
双
四
重
判
で
あ
る
が
、『
教
行
信
証
』『
愚
禿
鈔
』
以
外
の
書
物
に
目
を
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向
け
る
と
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
大
半
は
聖
浄
二
門
判
を
用
い
て
「
真
実
」
と
「
そ
れ
以
外
」
の
教
え
に
つ

い
て
峻
別
し
て
い
る
。
『
教
行
信
証
』
は
晩
年
ま
で
何
度
も
増
補
訂
正
さ
れ
、
ま
た
『
愚
禿
鈔
』
も
建
長
七
年
の
奥
書

を
有
し
て
い
る
以
上
、
二
双
四
重
判
は
時
代
の
経
過
に
よ
っ
て
廃
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
二
双
四
重
判
と
聖
浄
二
門
判

は
同
時
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、「
和
語
聖
教
」
で
は
「
文
字
の
こ
こ
ろ

も
知
ら
」
な
い
門
弟
た
ち
へ
の
教
化
も
想
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
比
較
平
易
な
表
現
で
あ
る
聖
浄
二
門
判
を
用
い
て
説

示
を
行
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
親
鸞
門
弟
の
書
物
な
ど
を
見
る
限
り
、
二
双
四
重
判
の
説
示
自
体
が
東

国
門
弟
に
あ
ま
り
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
「
和
語
聖
教
」
の
中
で
も
、
「
有
念
無
念
」
の
消

息
で
は
例
外
的
に
「
他
力
中
の
自
力
」
と
い
う
「
横
出
」
と
同
様
の
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で

あ
る
。
た
だ
し
「
他
力
中
の
自
力
」
と
い
う
表
現
は
、『
末
灯
鈔
』
第
十
七
通
な
ど
を
見
る
限
り
、
や
は
り
門
弟
に
は

あ
ま
り
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
説
示
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
換
言
す
れ
ば
、
あ
ま
り
浸
透
し
て
い
な
か
っ

た
表
現
で
あ
っ
た
と
し
て
も
「
他
力
中
の
自
力
」
と
い
う
表
現
を
用
い
な
け
れ
ば
、「
真
実
」
と
「
そ
れ
以
外
」
と
の

峻
別
が
で
き
な
い
人
物
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、「
有
念
無
念
」
が
書
か
れ
た
周
辺
状
況

や
、「
他
力
中
の
自
力
」
の
指
す
思
想
を
検
討
す
る
と
、
鎮
西
義
の
良
忠
が
「
他
力
中
の
自
力
」
の
相
手
と
し
て
想
定

で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
有
念
無
念
」
の
撰
述
背
景
に
は
良
忠
の
よ
う
な
親
鸞
に
近
し
い
思
想
を
持
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っ
た
人
物
が
想
定
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
親
鸞
の
教
判
論
は
、
他
力
高
調
派
と
呼
ば
れ
る
証
空
や
幸
西
な
ど
と
あ
る
程
度
共
有
し
た
思
想
基
盤

を
も
と
に
形
成
さ
れ
、『
教
行
信
証
』
や
『
愚
禿
鈔
』
に
二
双
四
重
判
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
く
。
そ
れ
と
同
時
に
、「
文

字
の
こ
こ
ろ
も
知
ら
」
な
い
者
も
い
る
、
東
国
の
門
弟
に
向
け
て
は
法
然
か
ら
相
承
し
た
聖
浄
二
門
判
や
、
二
双
四
重

判
の
中
「
横
超
」
の
み
を
用
い
て
、
「
真
実
」
と
「
そ
れ
以
外
」
の
教
え
を
峻
別
し
て
い
た
こ
と
も
窺
わ
れ
る
。
た
だ

し
、「
浄
土
門
」
と
「
聖
道
門
」
や
、「
横
超
」
と
「
そ
れ
以
外
」
だ
け
で
は
峻
別
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
親
鸞
と
近
似

し
た
思
想
も
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
、
そ
の
場
合
に
は
「
他
力
中
の
自
力
」
な
ど
の
表
現
を
用
い
る
こ
と
で
真
実
で
は

な
い
思
想
と
自
身
の
思
想
と
を
峻
別
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
親
鸞
が
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
を
用
い
て
一
代
仏
教
を
判

別
し
て
い
く
の
は
、
鎌
倉
浄
土
教
が
一
つ
に
捉
え
に
く
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
さ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う

で
あ
れ
ば
、
二
双
四
重
判
が
示
さ
れ
た
箇
所
に
よ
っ
て
微
妙
に
定
義
が
異
な
る
と
い
う
点
も
首
肯
で
き
よ
う
。

ま
た
「
他
力
中
の
自
力
」
と
し
て
教
誡
さ
れ
る
人
物
と
し
て
は
、
時
代
的
に
ま
た
地
域
的
に
良
忠
の
よ
う
な
思
想
が

想
定
さ
れ
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。
次
章
以
降
も
、
こ
の
点
を
問
題
意
識
と
し
つ
つ
、
親
鸞
思
想
の
形
成
と
展
開
に
つ
い

て
論
じ
て
い
き
た
い
。
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村
上
専
精
『
愚
禿
鈔
の
愚
禿
草
』

村
上
專
精
博
士
功
績
紀
念
會

、
一
九
二
八
年
（
初
版
一
九
二
七
年
）
等

(1)
井
上
見
淳
「
親
鸞
に
お
け
る
偽
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
一
試
論
―
真
仮
偽
判
へ
の
疑
問
を
通
し
て
―
」（
『
龍
谷
大
学

(2)大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
二
五
、
二
〇
〇
三
年
）
等

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
編
『
浄
土
真
宗
辞
典
』（
本
願
寺
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
、
一
三
三
頁
）

(3)
普
賢
大
円
『
真
宗
概
論
』
百
華
苑
、
一
九
五
〇
年
、
二
六
五
頁

(4)
『
安
楽
集
』
巻
上
第
三
大
門
に
、

(5)

依

大
乘
聖
教

、
良
由

不

得

二
種
勝
法

、
以
排

生
死

。
是
以
不

出

火
宅

。
何
者

爲

二
。
一

謂

ル
ニ

ノ

ニ

ニ

ル

ル
ニ

テ

ノ

ヲ

テ

ハ

ヲ

ヲ

テ

デ

ヲ

ヲ
カ

ス

ト

ニ
ハ

ク

聖
道
、
二

謂
往
生
淨
土
。
其
聖
道
一
種
、
今
時
難

證
。
一

由

去

大
聖

遙
遠

。
二

由

理
深
解
微

。
是
故

ニ
ハ

ク

ナ
リ

ノ

ノ

ハ

ノ

シ

シ

ニ
ハ

ル

ル
コ
ト

ヲ

ナ
ル
ニ

ニ
ハ

ル

ハ

ク

ハ

ナ
ル
ニ

ノ

ニ

『
大
集
月
藏
經
』
云
、「
我
末
法
時
中
、
億
億
衆
生
起

行
修

道
、
ト未

有

一
人

得
者
。」
當
今
末
法

、
現

ニ

ク

ガ

ノ

ノ

ニ

ノ

シ

ヲ

ス
レ
ド
モ

ヲ

ダ

ラ

ト
シ
テ

ル

ハ

ニ
シ
テ

ニ

是
五
濁
惡
世
。
唯
有

淨
土
一
門

、
可

通
入

路
。

（
『
聖
典
全
書
』
一
・
六
一
二
頁
）

ナ
リ

リ
テ

ノ

ノ
ミ

キ

ス

ナ
リ

と
あ
る
。

『
聖
典
全
書
』
一
・
六
五
五
頁

(6)
『
聖
典
全
書
』
一
・
五
一
頁

(7)
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本
論
文
で
は
重
見
一
行
『
教
行
信
証
の
研
究-

そ
の
成
立
過
程
の
文
献
学
的
考
察
』（
法
蔵
館
、
一
九
八
一
年
、
二
九

(8)八
頁
～
二
九
九
頁
）
に
従
い
坂
東
本
に
お
け
る
親
鸞
六
三
歳
以
前
の
筆
を
前
期
筆
跡
、
七
五
歳
以
前
の
筆
を
中
期
筆
跡
、

八
十
歳
頃
以
降
の
筆
を
後
期
筆
跡
と
呼
称
す
る
。

鳥
越
正
道
『
最
終
稿
本
教
行
信
証
の
復
元
研
究
』（
法
蔵
館
、
一
九
九
七
年
、
二
四
一
頁
参
照
）

(9)
鳥
越
正
道
『
前
掲
書
』
二
四
一
頁

(10)
鳥
越
正
道
『
前
掲
書
』
二
四
一
頁

(11)
例
え
ば
、
二
双
四
重
の
「
横
竪
」
「
超
出
」
の
名
目
に
つ
い
て
僧
鎔
『
愚
禿
鈔
温
故
録
』
、
道
隠
『
愚
禿
鈔
知
新

(12)録
』
、
深
励
『
仏
説
無
量
寿
経
講
義
』
、
円
月
『
宗
要
百
論
題
啓
蒙
』
等
で
は
、
横
竪
は
真
仮
に
つ
い
て
、
超
出
は
漸

頓
に
つ
い
て
顕
し
た
も
の
と
解
釈
す
る
が
、
義
教
『
愚
禿
鈔
摸
象
記
』
、
寛
寧
『
広
文
類
論
題
』
、
村
上
専
精
『
愚
禿

鈔
の
愚
禿
草
』
等
で
は
横
竪
も
超
出
も
漸
頓
に
つ
い
て
顕
し
た
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
。
な
お
、
江
戸
期
宗
学
に
お

け
る
二
双
四
重
の
諸
解
釈
に
つ
い
て
は
、
小
山
法
城
『
愚
禿
鈔
講
讃
』
に
て
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、

絶
待
門
と
相
対
門
に
分
け
て
二
双
四
重
判
を
捉
え
る
見
方
も
あ
る
。

梅
原
真
隆
「
二
双
四
重
の
教
判
に
お
け
る
伝
統
と
己
証
」(
『
顕
真
学
報
』
二
、
一
九
三
〇
年)

(13)
梅
原
真
隆
「
前
掲
論
文
」
二
八
四
頁
下

(14)
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藤
枝
昌
道
「
二
双
四
重
判
の
教
義
的
意
義
」（
『
宗
学
院
論
輯
』
一
六
、
一
九
三
四
年
、
一
五
一
頁
）

(15)
浅
井
成
海
「
法
然
門
下
に
お
け
る
教
判
の
問
題
（
一
）
―
特
に
弁
長
の
教
判
論
を
中
心
と
し
て
―
」（
石
田
充
之
博

(16)士
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
浄
土
教
の
研
究
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
八
二
年
所
収
）
、
「
法
然
門
下
に
お
け
る
教

判
の
問
題
（
二
）
―
特
に
証
空
の
教
判
論
を
中
心
と
し
て
―
」
（
『
真
宗
学
』
六
八
、
一
九
八
三
年
）
、
「
法
然
門
下
に

お
け
る
教
判
の
問
題
（
三
）
―
特
に
親
鸞
の
教
判
論
を
中
心
と
し
て
―
」
（
『
龍
谷
大
学
論
集
』
四
二
六
、
一
九
八
五

年
）浅

井
成
海
「
法
然
門
下
に
お
け
る
教
判
の
問
題
（
三
）
―
特
に
親
鸞
の
教
判
論
を
中
心
と
し
て
―
」
（
『
龍
谷
大
学

(17)論
集
』
四
二
六
、
一
九
八
五
年
、
三
〇
頁
）

『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』
第
六
通
（
『
聖
典
全
書
』
二
・
八
二
八
頁
）
等
で
親
鸞
は
、
『
自
力
他
力
』
の
文
を
つ
ね

(18)に
読
む
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。

『
聖
典
全
書
』
一
・
六
五
五
頁

(19)
梯
實
圓
『
玄
義
分
抄
講
述
：
幸
西
大
徳
の
浄
土
教
』（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
九
四
年
、
一
二
五
頁
）

(20)
『
浄
全
』
一
〇
・
二
二
五
頁
上

(21)
浅
井
成
海
「
法
然
門
下
に
お
け
る
教
判
の
問
題
（
三
）
―
特
に
親
鸞
の
教
判
論
を
中
心
と
し
て
―
」（
『
龍
谷
大
学
論

(22)



浅
井
成
海
「
法
然
門
下
に
お
け
る
教
判
の
問
題
（
二
）
―
特
に
証
空
の
教
判
論
を
中
心
と
し
て
―
」
（
『
真
宗
学
』

(23)六
八
、
一
九
八
三
年
、
八
頁
）

『
聖
典
全
書
』
二
・
六
〇
九
頁

(24)
『
聖
典
全
書
』
二
・
二
九
五
頁

(25)
『
聖
典
全
書
』
二
・
七
六
八
頁

(26)
『
聖
典
全
書
』
二
・
七
六
八
頁

(27)
梯
實
圓
『
玄
義
分
抄
講
述
：
幸
西
大
徳
の
浄
土
教
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
九
四
年
な
ど

(28)
『
聖
典
全
書
』
二
・
九
六
頁

(29)
『
聖
典
全
書
』
二
・
二
八
三
頁

(30)
藤
原
『
前
掲
書
』
三
二
頁

(31)
『
聖
典
全
書
』
二
・
二
八
三
頁

(32)
『
聖
典
全
書
』
二
・
九
一
頁

(33)
『
聖
典
全
書
』
二
・
九
六
頁

(34)
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集
』
四
二
六
、
一
九
八
五
年
、
三
九
頁
）
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『
聖
典
全
書
』
二
・
二
九
五
頁

(35)
『
聖
典
全
書
』
二
・
九
一
頁

(36)
『
聖
典
全
書
』
二
・
二
八
四
頁

(37)
『
聖
典
全
書
』
二
・
七
六
八
頁

(38)
『
聖
典
全
書
』
二
・
七
六
八
頁

(39)
村
上
専
精
『
愚
禿
鈔
の
愚
禿
草
』（
法
蔵
館
、
一
九
二
八
年
、
八
三
頁
～
八
五
頁
）

(40)
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、『
愚
禿
鈔
』
を
『
教
行
信
証
』
以
降
の
成
立
と
み
る
も
の
と
し
て
は
深
励
『
愚
禿
鈔
講
義
』
が
、

(41)『
教
行
信
証
』
成
立
以
前
の
著
作
と
見
る
の
が
宝
景
『
愚
禿
鈔
講
義
』
で
あ
る
が
、
村
上
以
前
の
大
勢
は
『
教
行
信

証
』
以
降
の
成
立
を
支
持
し
て
い
る
。

例
え
ば
宮
崎
円
遵
は
、
村
上
説
を
「
あ
ま
り
に
も
穿
ち
過
ぎ
た
解
釈
」
で
は
な
い
か
と
批
判
し
、
奥
書
の
建
長
七
年

(42)成
立
説
を
取
る
（
『
真
宗
書
誌
学
の
研
究
』
）、
ま
た
安
井
広
度
は
『
愚
禿
鈔
』
に
『
般
舟
讃
』
が
引
用
さ
れ
る
こ
と
等

を
理
由
に
、
親
鸞
五
十
歳
以
降
の
成
立
を
取
る
（
『
親
鸞
聖
人
全
集
』
解
説
）。
ま
た
藤
原
幸
章
は
、
内
容
面
か
ら
い
え

ば
『
教
行
信
証
』
以
前
の
成
立
で
あ
る
が
、
実
際
に
清
書
し
た
の
は
建
長
七
年
で
あ
る
と
し
（
『
愚
禿
鈔
講
叢
』
）、
灘

本
愛
慈
は
、
思
想
面
か
ら
見
れ
ば
親
鸞
晩
年
期
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
新
た
な
史
料
が
発
見
さ
れ
な
い
限
り
、『
愚

禿
鈔
』
の
成
立
時
期
を
論
じ
る
こ
と
は
難
し
い
と
論
じ
て
い
る
（
『
愚
禿
鈔
要
義
』
）。
さ
ら
に
近
年
で
は
、『
愚
禿
鈔
』



村
上
専
精
『
前
掲
書
』
七
七
頁

(43)
永
村
眞
「
親
鸞
と
良
忠
」（
『
中
世
文
化
と
浄
土
真
宗
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
二
年
所
収
、
一
七
六
頁
）

(44)
な
お
、
包
紙
に
は
別
筆
な
が
ら
「
建
長
八
歳
」
と
の
年
紀
も
書
か
れ
て
い
る
。

(45)
『
聖
典
全
書
』
二
・
七
四
三
頁

(46)
親
鸞
真
筆
の
「
か
さ
ま
の
念
仏
者
の
う
た
が
ひ
と
わ
れ
た
る
事
」
は
、
平
仮
名
混
じ
り
文
で
あ
り
右
左
訓
が
施
さ
れ

(47)て
お
ら
ず
、
書
状
の
形
式
を
保
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
『
念
仏
者
疑
問
』
は
片
仮
名
混
じ
り
文
で
あ
り
、
難
読
字
に
は

右
左
訓
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
形
式
に
鑑
み
て
『
念
仏
者
疑
問
』
は
法
語
と
し
て
の
形
式
で
あ
る
と
判
断
さ

れ
る
（
安
藤
章
仁
「
念
仏
者
疑
問
」
解
説
の
項
（
『
高
田
古
典
』
一
・
五
八
四
頁
参
照
）

「
親
鸞
聖
人
真
筆
消
息
」
八
（
『
聖
典
全
書
』
二
・
七
五
八
頁
）

(48)
『
聖
典
全
書
』
二
・
七
五
九
頁

(49)
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の
訓
点
や
引
用
経
典
を
見
る
限
り
、
『
愚
禿
鈔
』
が
『
教
行
信
証
』
に
先
行
す
る
書
物
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い

う
指
摘
（
深
見
慧
隆
「
『
愚
禿
鈔
』
の
撰
述
時
期
に
つ
い
て
」（
『
山
口
真
宗
教
学
』
三
〇
、
二
〇
一
九
年
）
や
、『
愚
禿

鈔
』
が
思
想
面
で
要
弘
二
門
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
理
由
で
あ
る
と
し
て
、
親
鸞
流
罪
以
降
、『
教
行
信
証
』
成
立
以

前
に
『
愚
禿
鈔
』
が
成
立
し
た
と
考
え
て
い
る
者
も
い
る
（
田
代
俊
考
『
『
愚
禿
鈔
』
講
讃
』
東
本
願
寺
出
版
部
、
二

〇
一
九
年
）。
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「
親
鸞
聖
人
真
筆
消
息
」
一
〇
（
『
聖
典
全
書
』
二
・
七
六
〇
頁
）

(50)
永
村
眞
「
親
鸞
聖
人
の
消
息
と
法
語
―
主
に
高
田
専
修
寺
所
蔵
自
筆
「
消
息
」
を
通
し
て
―
」（
『
高
田
学
報
』
九
四
、

(51)二
〇
〇
六
年
、
三
八
頁
）

他
を
挙
げ
る
と
、『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』（
広
本
）、
第
六
通
・
第
十
一
通
で
は
『
唯
信
鈔
』・
『
後
世
物
語
聞
書
』、

(52)『
自
力
他
力
事
』
を
（
『
聖
典
全
書
』
二
・
八
二
八
頁
、
八
四
〇
頁
）
を
、『
親
鸞
聖
人
血
脈
文
類
集
』
第
二
通
で
は
、

『
唯
信
鈔
』
・
『
自
力
他
力
事
』
・
『
後
世
物
語
聞
書
』
・
『
一
念
多
念
分
別
事
』・
『
唯
信
鈔
文
意
』・
『
一
念
多
念
文
意
』・

『
真
宗
聞
書
』
の
拝
読
を
勧
め
て
い
る
（
『
同
』
二
・
八
七
六
頁
）。

『
聖
典
全
書
』
二
・
八
〇
三
頁

(53)
山
田
文
昭
編
『
続
選
択
文
義
要
鈔
』「
解
説
」（
『
仏
教
古
典
叢
書
』
四
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
、
五
頁
）

(54)
『
浄
全
』
一
九
・
一
〇
八
頁

(55)
『
大
正
蔵
』
八
四
・
一
九
八
頁
中

(56)
『
浄
全
』
二
〇
・
二
九
九
頁
下

(57)
『
国
史
大
辞
典
』
三
・
「
関
東
」
の
項
に
よ
れ
ば
、
鎌
倉
時
代
「
関
東
」
は
狭
義
に
み
れ
ば
鎌
倉
幕
府
を
指
し
、
広

(58)義
に
は
東
日
本
全
体
を
指
す
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
『
浄
土
伝
灯
録
』
撰
述
の
江
戸
時
代
で
も
関
八
州
を
指
す



『
観
経
疏
光
明
抄
』
に
つ
い
て
は
、
廣
川
堯
敏
「
金
沢
文
庫
本
『
観
経
疏
聞
書
』
に
つ
い
て
」（
『
印
仏
研
』
三
七-

(59)一
、
一
九
八
八
年
）
、
「
金
沢
文
庫
本
『
観
経
疏
聞
書
』
と
『
光
明
抄
』
―
良
忠
教
学
の
思
想
基
盤
―
」
（
『
浄
土
宗
学

研
究
』
一
八
、
一
九
九
二
年
）
、
「
然
阿
良
忠
と
諸
行
本
願
義
」（
『
印
仏
研
』
四
二-

二
、
一
九
九
四
年
）
、
「
初
期
良
忠

教
学
の
形
成
過
程
―
金
沢
文
庫
本
『
観
経
疏
聞
書
』
第
一
を
中
心
と
し
て
―
」
（
『
浄
土
宗
学
研
究
』
二
三
、
一
九
九

七
年
）
を
参
照
、
ま
た
佐
竹
真
城
「
（
共
同
研
究
）
称
名
寺
聖
教
『
法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て
（
一
）
―
概
要
と
巻

一
翻
刻
―
」
（
『
宗
学
院
論
集
』
九
一
、
二
〇
一
九
年
）「
概
要
」
で
は
、
長
西
『
法
事
讃
疑
芥
』
と
良
忠
『
法
事
讃
私

記
』
か
ら
も
、『
観
経
疏
』
と
同
様
に
影
響
関
係
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

例
え
ば
梶
村
昇
『
宇
都
宮
一
族
』
東
方
出
版
、
一
九
九
二
年

(60)
「
関
東
入
道
（
※
蓮
生
）
於
本
居
所
作
堂
障
子
書
大
和
国
名
所
予
前
宮
内
卿
令
詠
歌
可
押
色
紙
形
由
誂
宰
相
仍
今

(61)朝
腰
折
五
首
書
送
…
」

廣
瀬
清
『
西
山
証
空
の
東
国
下
向
と
ゆ
か
り
の
寺
々
』（
二
〇
〇
〇
年
）
や
加
藤
義
諦
・
稲
田
廣
演
「
証
空
の
関
東

(62)遊
化
と
親
鸞
の
帰
洛
（
前
編
）
」（
『
深
草
教
学
』
一
八
、
一
九
九
八
年
）
等
参
照
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場
合
と
甲
信
駿
遠
地
方
を
含
む
場
合
と
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
智
慶
は
鎌
倉
新
長
楽
寺
の
開
基
で
あ
る
か
ら
、

少
な
く
と
も
鎌
倉
に
主
た
る
拠
点
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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「
宇
都
宮
の
入
道
守
護
の
た
め
に
遁
世
の
身
也
と
云
ど
も
、
い
で
に
し
家
の
古
人
を
ま
ね
き
て
、
俄
の
事
な
れ
ば
、

(63)五
六
百
騎
の
兵
士
を
も
よ
ほ
し
て
、
宿
直
す
と
て
、
哀
哉
、
昔
は
死
生
不
知
の
譽
を
ほ
ど
こ
さ
ん
と
思
し
か
ど
も
、

今
は
往
生
極
樂
の
名
を
と
ど
め
ん
と
願
ず
。
宿
習
の
た
す
く
る
と
こ
ろ
、
只
ご
と
に
は
あ
ら
じ
」
（
『
法
伝
全
』
五
〇

一
頁
）

今
井
雅
晴
『
親
鸞
と
東
国
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）
等
参
照

(64)
例
え
ば
加
藤
義
諦
・
稲
田
廣
演
「
証
空
の
関
東
遊
化
と
親
鸞
の
帰
洛
（
前
編
）
」（
『
深
草
教
学
』
一
八
、
一
九
九
八

(65)年
）
で
は
、『
唯
信
鈔
』
は
証
空
が
東
国
下
向
時
に
親
鸞
へ
手
渡
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
論
し
て
い
る
。

『
浄
全
』
一
七
・
四
〇
九
下

(66)
恵
谷
隆
戒
『
然
阿
良
忠
上
人
伝
の
新
研
究
』（
金
尾
文
淵
堂
、
一
九
三
四
年
参
照
）

(67)
『
浄
全
』
十
・
一
一
頁

(68)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
明
遍
教
学
の
研
究
」（
二
〇
一
三
年
、
龍
谷
大
学
修
士
論
文
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(69)
『
決
答
授
手
印
疑
問
鈔
』(

『
浄
全
』
一
〇
・
四
九
頁)

(70)
『
東
宗
要
』(

『
浄
全
』
一
一
・
七
七
頁)

(71)
『
決
答
授
手
印
疑
問
鈔
』(

『
浄
全
』
一
〇
・
四
六
頁)

(72)
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先
に
引
用
し
た
鎮
西
義
聖
総
の
『
三
国
仏
祖
伝
』
で
は
、
明
遍
を
「
道
心
義(

道
心
衆)

」
の
言
葉
を
も
っ
て
批
判

(73)を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
鎮
西
流
を
寓
宗
的
な
そ
し
り
か
ら
脱
し
て
独
立
宗
派
と
し
て
確
立
さ
せ
る
た
め
に
、

作
為
的
に
行
っ
た
も
の
」
で
あ
る
と
那
須
は
指
摘
し
て
い
る
。(

那
須
一
雄
「
蓮
華
谷
明
遍
の
浄
土
教
思
想
」(

『
印

仏
研
』
五
六-
一
、
二
〇
〇
七
年
、
三
四
頁)

）

「
常
州
に
真
壁
の
敬
仏
房
と
て
明
遍
僧
都
の
弟
子
に
て
…
」（
『
沙
石
集
』
巻
九
第
八
話
）

(74)
「
敬
仏
［
法
然
上
人
弟
子
。
住

常
陸
真
壁

。
後
師

於
明
遍
僧
都

。
］」

(75)
桜
井
好
朗
『
隠
者
の
風
貌
―
隠
遁
生
活
と
そ
の
精
神
―
』
（
塙
書
房
、
一
九
六
七
年
）
で
は
、
『
平
戸
記
』
の
「
敬

(76)仏
」
の
記
述
を
根
拠
に
敬
仏
が
嘉
禄
の
法
難
に
遭
っ
た
と
す
る
が
、
藤
原
正
義
「
『
一
言
芳
談
』
考
―
そ
の
成
立
時
期

と
編
者
に
つ
い
て
―
」
（
『
北
九
州
大
学
文
学
部
紀
要
』
六
、
一
九
七
〇
年
）
や
上
野
陽
子
「
敬
仏
房
」
（
『
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
』
六
七-

一
一
、
二
〇
〇
二
年
）
は
「
明
証
に
欠
け
る
」（
藤
原
「
前
掲
」
一
〇
頁
）
等
と
判
じ
て
い
る
。

丸
山
博
正
「
良
忠
上
人
著
作
の
性
格
」（
戸
松
啓
真
教
授
古
稀
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
浄
土
教
論
集:

戸
松
教
授

(77)古
稀
記
念
』
大
東
出
版
社
、
一
九
八
七
年
所
収
、
七
五
〇
頁
）

本
論
文
で
は
称
名
寺
所
蔵
（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
管
理
）
の
『
観
経
疏
聞
書
』
を
底
本
と
し
て
い
る
が
、
出
典
を

(78)示
す
場
合
は
便
宜
的
に
「
金
沢
文
庫
本
」
と
表
記
す
る
。
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例
え
ば
『
唯
信
鈔
』
に
は
、

(79)

臨
終
の
念
佛
は
功
徳
は
な
は
だ
ふ
か
し
。
十
念
に
五
逆

を
滅
す
る
は
、
臨
終
の
念
佛
の
ち
か
ら
な
り
。

り
む
じ
ゆ

く

ど
く

ご

ぐ
ゐ
や
く

め
ち

り
む
じ
ゆ

ツ
ネ
ノ
ト
キ
ナ
リ

尋
常

の
念
佛
は
、
こ
の
ち
か
ら
あ
り
が
た
し
と
い
へ
り
。
こ
れ
を
按
ず
る
に
、
臨
終
の
念
佛
は
功
徳
こ
と

じ
む
じ
や
う

あ
ん

り
む
じ
ゆ

く

ど
く

に
す
ぐ
れ
た
り
。
た
ゞ
し
そ
の
こ
ゝ
ろ
を
う
べ
し
。
も
し
人
い
の
ち
お
わ
ら
む
と
す
る
と
き
は
、
ヨ
ロ
ヅ
ノ

百

ク
ル
シ
ミ

苦

ひ
や
く

く

み
に
あ
つ
ま
り
、
正

念
み
だ
れ
や
す
し
。
か
の
と
き
佛
を
念
ぜ
む
こ
と
、
な
に
の
ゆ
へ
か
す
ぐ
れ
た
る
功
徳

し
や
う
ね
む

く

ど
く

あ
る
べ
き
や
。
こ
れ
を
お
も
ふ
に
、
や
ま
ひ
お
も
く
、
い
の
ち
せ
ま
り
て
、
み
に
あ
や
ぶ
み
あ
る
と
き
に
は
、

信
心
お
の
づ
か
ら
お
こ
り
や
す
き
な
り
。
ま
の
あ
た
り
よ
の
人
の
な
ら
ひ
を
み
る
に
、
そ
の
み
お
だ
し
き
と

し
ん
じ
む

き
は
、
醫
師
お
も
陰
陽
師
お
も
信
ず
る
こ
と
な
け
れ
ど
も
、
や
ま
ひ
お
も
く
な
り
ぬ
れ
ば
、
こ
れ
を
信
じ
て
、

く
す

し

お
む
や
う

じ

し
ん

こ
の
治
方
を
せ
ば
や
ま
ひ
い
え
な
む
と
い
え
ば
、
ま
こ
と
に
い
え
な
む
ず
る
や
う
に
お
も
ひ
て
、
く
ち
に
に

ぢ

ほ
う

が
き
あ
ぢ
わ
い
お
も
な
め
、
み
に
い
た
は
し
き
療
治
お
も
く
わ
う
。
も
し
こ
の
ま
つ
り
し
た
ら
ば
、
い
の
ち

れ
う

ぢ

は
の
び
な
む
と
い
え
ば
、
た
か
ら
お
も
お
し
ま
ず
、
ち
か
ら
を
つ
く
し
て
、
こ
れ
を
ま
つ
り
こ
れ
を
い
の
る
。

こ
れ
す
な
わ
ち
い
の
ち
を
お
し
む
こ
ゝ
ろ
ふ
か
き
に
よ
り
て
、
こ
れ
を
の
べ
む
と
い
え
ば
、
ふ
か
く
信
ず
る

し
ん

こ
ゝ
ろ
あ
り
。
臨
終
の
念
佛
、
こ
れ
に
な
ず
ら
え
て
こ
ゝ
ろ
え
つ
べ
し
。
い
の
ち
一
刹
那
に
せ
ま
り
て
存

り
む
じ
ゆ

ゐ
ち
せ
ち

な

ぞ
ん

ぜ
む
こ
と
あ
る
べ
か
ら
ず
と
お
も
ふ
に
は
、
後
生

の
く
る
し
み
た
ち
ま
ち
に
あ
ら
わ
れ
、
あ
る
い
は

ご

し
や
う



日
野
慧
運
・
江
田
昭
道
「
『
末
燈
鈔
』
第
一
通
に
つ
い
て
の
註
釈
的
研
究
」（
『
仏
教
文
化
研
究
論
集
』
一
三
・
一
四
、

(80)
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ヒ
ノ
ク
ル
マ
ノ
カ
タ
チ
ア
ラ
ワ
ル

火
車
相
現
し
、
あ
る
い
は
オ
ニ
ゴ
ク
ソ
チ
ナ
リ

鬼
率
ま
な
こ
に
さ
い
ぎ
る
。
い
か
に
し
て
か
、
こ
の
く
る
し
み
を
ま
ぬ
か
れ
、
お

く
わ
し
や
さ
う
げ
ん

く
ゐ
そ
ち

そ
れ
を
は
な
れ
む
と
お
も
ふ
に
、
善
知
識
の
お
し
え
に
よ
り
て
十
念
の
往
生
を
き
く
に
、
フ
カ
ク
オ
モ
キ

深
重
の
信
心
た
ち

ぜ
ん

ぢ

し
き

じ
む
ぢ
う

し
ん
じ
む

ま
ち
に
お
こ
り
、
こ
れ
を
う
た
が
ふ
こ
ゝ
ろ
な
き
な
り
。
こ
れ
す
な
わ
ち
く
る
し
み
を
い
と
ふ
こ
ゝ
ろ
ふ
か

く
、
た
の
し
み
を
ね
が
ふ
こ
ゝ
ろ

な
る
が
ゆ
へ
に
、
極
樂
に
往
生

す
べ
し
と
き
く
に
、
信
心
た
ち
ま
ち

せ
ち

ご
く
ら
く

わ
う
じ
や
う

し
ん
じ
む

に
オ
コ
ル
發
す
る
な
り
。
い
の
ち
の
ぶ
べ
し
と
い
ふ
を
き
ゝ
て
、
醫
師
・
陰
陽
師
を
信
ず
る
が
ご
と
し
。
も
し
こ
の

ほ
ち

く
す

し

お
む
や
う

じ

こ
ゝ
ろ
な
ら
ば
、
最
後
の
刹
那
に
い
た
ら
ず
と
も
、
信
心
決

定

し
な
ば
、
一
稱

一
念
の
功
徳
、
み
な
臨
終

さ
い

ご

せ
ち

な

し
ん
じ
む
く
ゑ
ち
ぢ
や
う

ゐ
ち
し
よ
う
ゐ
ち
ね
む

く

ど
く

り
む
じ
ゆ

の
念
佛
に
ひ
と
し
か
る
べ
し
。

(

『
聖
典
全
書
』
二
・
一
〇
九
六
頁
～
一
〇
九
八
頁)

と
あ
り
、
ま
た
『
一
念
他
念
分
別
事
』
に
は
、

ひ
と
す
ぢ
に
阿
彌
陀
佛
の
ち
か
ひ
を
あ
ふ
ぎ
て
、
念
佛
し
て
う
た
が
ふ
こ
ゝ
ろ
だ
に
も
な
け
れ
ば
、
か
な
ら

わ
あ

み

だ

ぶ
ち

ね
む
ぶ
ち

ず
か
な
ら
ず
た
ゞ
い
ま
ひ
き
い
ら
ん
ず
る
時
、
阿
彌
陀
佛
、
目
の
前
に
あ
ら
は
れ
て
、
つ
み
と
い
ふ
つ
み
を

と
き

わ
あ

み

だ

ぶ
ち

め

ま
へ

ば
す
こ
し
も
の
こ
る
事
な
く
功
徳
と
轉
じ
か
へ
な
し
て
、
无
漏
无
生

の
報
佛
報
土
へ
ゐ
て
か
へ
ら
せ
お
は

こ
と

く

ど
く

て
ん

む

ろ

む

し
や
う

ほ
う
ぶ
ち
ほ
う

ど

し
ま
す
と
い
ふ
こ
と
を
、
釋
迦
如
來
ね
ん
ご
ろ
に
す
ゝ
め
お
は
し
ま
し
た
る
事
を
ふ
か
く
た
の
み
て
、
二
心

し
や

か

に
よ
ら
い

こ
と

ふ
た
ご
ゝ
ろ

な
く
念
佛
す
る
を
ば
他
力
の
行

者
と
ま
う
す
な
り
。

（
『
聖
典
全
書
』
二
・
一
一
〇
九
頁
）

ね
む
ぶ
ち

た

り
き

ぎ
や
う
じ
や

と
あ
る
等
、
臨
終
来
迎
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。



『
聖
典
全
書
』
二
・
一
一
〇
七
頁

(81)
『
聖
典
全
書
』
二
・
一
一
〇
九
頁

(82)
『
聖
典
全
書
』
二
・
六
八
八
頁
上

(83)
『
聖
典
全
書
』
二
・
六
八
九
頁
上

(84)
常
盤
井
和
子
「
末
灯
鈔
を
読
み
解
く
―
そ
の
第
七
通
、
第
十
六
通
、
第
十
九
通
、
第
二
十
通
に
つ
い
て
―
」
（
『
高

(85)田
学
報
』
八
七
、
一
九
九
九
年
参
照
）

細
川
行
信
「
前
掲
論
文
」
六
四
八
頁

(86)
『
註
釈
版
』
八
〇
二
頁

(87)
な
お
、
本
論
文
で
は
龍
谷
大
学
蔵
覚
忍
書
写
本
を
底
本
と
し
て
用
い
た
。

(88)
新
光
晴
「
弥
陀
経
義
集

解
説
」（
『
高
田
古
典
』
一
・
六
〇
〇
頁
）

(89)
文
中
に
「
穴
賢
」
の
語
が
見
え
る
こ
と
か
ら
日
本
撰
述
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
了
祥
『
異
義
集
』
巻
二

(90)で
は
、
そ
の
内
容
か
ら
「
西
山
の
説
を
本
と
し
て
偽
造
す
る
に
や
」（
『
真
大
』
続
一
九
、
六
二
頁
下
）
と
推
測
し
て
い

る
。
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二
〇
一
一
年
）
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了
祥
『
評
弥
陀
経
義
』
（
『
真
全
』
五
八
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
西
山
派
顕
意
『
定
善
義
楷
定
記
』
や
行
観
『
定
善
義

(91)記
』、
了
音
『
定
善
義
疏
』
等
で
、
一
念
義
幸
西
が
本
書
を
求
め
て
宋
に
渡
っ
た
こ
と
や
、
証
空
に
奥
州
の
僧
に
本
書

を
見
せ
た
と
こ
ろ
、
善
導
の
釈
で
は
な
い
と
斥
け
た
と
い
う
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。

「
［
本
云
］
寛
元
二
年
四
月

日

書
写
訖
功
者
也
／
執
筆
老
昧
尊
阿
［
在
判
／
六
十
三
歳
］
」（
龍
谷
大
学
蔵
覚
忍
書

(92)写
本
、
三
〇
丁
右
）

本
書
に
は
撰
号
奥
書
が
な
い
た
め
著
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
他
の
異
本
も
な
く
、『
下
野
流
高
田
衆
教
目
録
』
で
は

(93)顕
智
著
作
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
『
観
経
』
所
説
の
用
語
に
つ
い
て
細
釈
を
施
し
た
も
の
で
、
体
裁
は

『
愚
禿
鈔
』
と
近
し
い
。
詳
し
く
は
平
松
令
三
「
大
名
目
解
説
」（
『
高
田
古
典
』
四
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
さ
れ
た

い
。深

見
慧
隆
「
顕
智
筆
『
大
名
目
』
の
研
究
」（
『
真
宗
研
究
』
六
四
・
二
〇
二
〇
年
参
照
）

(94)
『
高
田
古
典
』
四
・
二
八
五
頁
、『
大
正
蔵
』
八
三
・
八
三
三
頁
中

(95)
『
高
田
古
典
』
四
・
二
八
四
頁

(96)
『
聖
典
全
書
』
二
・
七
九
〇
頁

(97)
『
聖
典
全
書
』
二
・
一
〇
七
五
頁

(98)



第
二
章

親
鸞
に
お
け
る
来
迎
観
の
形
成
と
展
開
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周
知
の
通
り
親
鸞
は
、
真
実
信
心
を
獲
得
し
た
際
、
即
時
に
往
生
浄
土
が
決
定
す
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
現
生
正
定

聚
を
主
張
し
、
臨
終
正
念
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
の
来
迎
に
よ
っ
て
往
生
が
決
定
す
る
と
い
う
臨
終
来
迎
往
生
説
を
否
定

す
る
立
場
を
示
し
た
。
こ
の
説
は
親
鸞
の
己
証
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
法
然
を
は
じ
め
と
し
た
浄
土
教
諸
師
に
見
る
こ

と
は
で
き
ず
、
後
に
本
願
寺
の
覚
如
や
存
覚
は
、
こ
の
よ
う
な
親
鸞
の
立
場
を
不
来
迎
義
と
し
て
多
く
の
著
作
で
紹
介

し
て
い
る
。
他
方
で
臨
終
来
迎
に
つ
い
て
は
、『
大
経
』
に
説
か
れ
る
第
十
九
願
は
、
阿
弥
陀
仏
が
「
諸
行
往
生
」
と

「
臨
終
来
迎
」
を
誓
っ
た
願
文
と
し
て
理
解
さ
れ
、
浄
土
教
諸
師
に
よ
っ
て
古
来
よ
り
種
々
の
解
釈
が
な
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
中
、
親
鸞
は
第
十
九
願
を
仮
に
説
か
れ
た
教
え
で
あ
る
と
し
、
「
諸
行
往
生
」
や
「
臨
終
来
迎
を
ま
つ
」
こ
と
に

つ
い
て
は
否
定
的
な
理
解
を
示
し
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
親
鸞
は
「
来
迎
」
に
つ
い
て
あ
ま
り
言
及
し
て
お
ら
ず
、
従
来
、
建
長
三
（
一
二
五
一
）
年
に
東
国
門
弟
へ

送
付
し
た
書
簡
で
あ
る
「
有
念
無
念
」
及
び
、
現
存
最
古
で
は
建
長
二
（
一
二
五
〇
）
年
の
奥
書
を
有
す
る
、
親
鸞
が

門
弟
へ
度
々
書
き
与
え
た
『
唯
信
鈔
文
意
』
の
二
書
の
説
示
を
基
盤
に
親
鸞
の
「
来
迎
」
観
は
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
、「
有
念
無
念
」
で
は
「
来
迎
」
を
「
自
力
諸
行
」
と
簡
非
す
る
が
、『
唯
信
鈔
文
意
』
で
は
「
来
迎
」
を
「
他
力
」
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と
理
解
す
る
等
、
表
現
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。

本
章
で
は
、
こ
の
よ
う
な
親
鸞
に
お
け
る
「
来
迎
」
の
説
示
の
相
違
に
つ
い
て
、
そ
の
書
物
の
著
さ
れ
た
時
代
や
地

域
の
相
違
に
注
目
し
つ
つ
検
討
し
、
親
鸞
来
迎
観
の
形
成
と
展
開
の
解
明
を
試
み
た
い
。
す
な
わ
ち
第
一
節
で
は
、『
教

行
信
証
』
執
筆
ま
で
の
著
作
を
取
り
上
げ
つ
つ
来
迎
観
を
検
討
す
る
（
一
期
）。
続
い
て
第
二
節
で
は
、
建
長
三
年
に

撰
述
さ
れ
た
「
有
念
無
念
」
所
説
の
臨
終
不
来
迎
思
想
に
注
目
し
、
検
討
を
行
う
。
（
二
期
Ａ
）
第
三
節
で
は
、
建
長

六
（
一
二
五
四
）
年
に
東
国
で
著
さ
れ
た
良
忠
『
観
経
疏
聞
書
』
を
取
り
上
げ
、
親
鸞
の
来
迎
観
と
の
比
較
を
行
う
（
二

期
Ａ
）
。
続
い
て
第
四
節
で
は
、
建
長
期
以
降
に
撰
述
さ
れ
た
親
鸞
著
作
の
中
か
ら
「
来
迎
」
に
関
す
る
用
例
の
あ
る

も
の
を
取
り
上
げ
、
そ
の
表
現
の
異
同
に
つ
い
て
検
討
す
る
（
二
期
Ａ
・
Ｂ
）。
最
後
に
第
五
節
で
は
、
親
鸞
門
弟
が

い
か
に
来
迎
思
想
を
受
容
し
た
か
を
、
特
に
『
浄
土
真
宗
聞
書
』
に
注
目
し
つ
つ
検
討
す
る
。
以
上
の
考
察
を
通
し
て
、

親
鸞
の
来
迎
思
想
の
表
現
の
相
違
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
下
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
背
景
が
あ
っ
た
、
そ
の
状

況
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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『
教
行
信
証
』
に
説
か
れ
る
「
来
迎
」
の
用
例
を
検
討
す
る
前
に
、
親
鸞
吉
水
時
代
の
成
立
と
言
わ
れ
る
『
観
経
註
』

『
弥
陀
経
註
』
に
お
け
る
「
来
迎
」
の
用
例
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
周
知
の
通
り
『
観
経
註
』『
弥
陀
経
註
』

は
、
親
鸞
が
『
観
経
』
『
小
経
』
の
経
文
を
書
写
し
、
さ
ら
に
そ
の
右
左
傍
や
上
下
欄
、
裏
面
に
註
文
を
書
き
入
れ
た

も
の
で
あ
る
。
註
文
に
は
善
導
『
観
経
疏
』
や
『
法
事
讃
』
な
ど
『
観
経
』
『
小
経
』
に
関
連
す
る
註
疏
が
書
き
入
れ

ら
れ
て
い
る
程
度
の
も
の
で
あ
る
が
、
親
鸞
が
壮
年
期
に
い
か
な
る
註
文
に
よ
っ
て
『
観
経
』
『
小
経
』
の
経
文
を
理

解
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
を
知
る
上
で
は
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
項
で
は
、『
観
経
註
』『
弥
陀
経
註
』
に
示

さ
れ
る
「
来
迎
」
の
語
を
検
討
し
、
親
鸞
は
壮
年
期
に
い
か
な
る
註
疏
に
よ
っ
て
「
来
迎
」
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
い

た
の
か
、
す
な
わ
ち
親
鸞
が
来
迎
観
を
形
成
す
る
に
あ
た
っ
て
の
思
想
基
盤
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

ま
ず
『
観
経
註
』
で
は
、

生
彼
国
時
、
此
人
精
進
勇
猛
故
、
阿
弥
陀
如
来
与
観
世
音
・
大
勢
至
、
无
数
化
仏
、
百
千
比
丘
・
声
聞
大
衆
、

无
数
諸
天
、
七
宝
宮
殿
、
観
世
音
菩
薩
執
金

（『
聖
典
全
書
』
三
・
八
九
頁
）

と
、
浄
土
へ
生
ま
れ
る
時
に
阿
弥
陀
仏
が
観
音
・
勢
至
や
無
数
の
化
仏
な
ど
と
と
も
に
そ
の
行
者
の
前
に
現
れ
る
と
い

う
『
観
経
』「
上
々
品
」
の
文
に
対
し
て
そ
の
右
左
傍
に
、
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「
正
明
臨
命
終
時
聖
来
迎
接
不
同
、
去
時
遅
疾
。」

「
一
明
標
定
所
帰
之
国
。
二
明
重
顕
其
行
、
指
出
決
定
精
懃
者
。
亦
是
校
量
功
徳
強
弱
。
三
明
弥
陀
化
主
身

自
来
赴
。
四
明
観
音
已
下
、
更
顕
无
数
大
衆
等
皆
従
弥
陀
来
迎
行
者
。
五
明
宝
宮
隨
衆
。
六
重
明
観
音
・
勢

至
共
執
金
台
、
至
行
者
前
。
七
明
弥
陀
放
光
照
行
者
之
身
。
八
明
仏
既
舒
光
照
、
及
即
与
化
仏
等
同
時
接
手
。

九
明
既
接
昇
台
、
観
音
等
同
声
讃
勧
行
者
之
心
。」

（『
聖
典
全
書
』
三
・
九
〇
頁
）

と
い
っ
た
対
応
す
る
「
散
善
義
」
の
註
文
を
書
き
入
れ
て
い
る
。
同
様
に
、『
観
経
』「
上
中
品
」
の
中
、

行
此
行
者
命
欲
終
時
、
阿
弥
陀
仏
与
観
世
音
・
大
勢
至
、
无
量
大
衆
眷
属
圍
遶
、
持
紫
金
台
至
行
者
前
、
讃

言
、
法
子
、
汝
行
大
乗
解
第
一
義
。
是
故
我
今
来
迎
接
汝
。

（
『
聖
典
全
書
』
三
・
九
二
頁
）

と
、
行
者
の
臨
終
に
関
す
る
様
相
を
示
す
経
文
の
右
左
傍
に
「
散
善
義
」
の
、

「
正
明
弥
陀
与
諸
聖
衆
持
台
来
応
。」

「
一
明
行
者
命
延
不
久
。
二
明
弥
陀
与
衆
自
来
。
三
明
侍
者
持
台
至
行
者
前
。
四
明
仏
与
聖
衆
同
声
讃
嘆
、

述
本
所
修
之
業
。
五
明
仏
恐
行
者
懐
疑
故
、
言
我
来
迎
汝
。」

（
『
聖
典
全
書
』
三
・
九
二
頁
～
九
三
頁
）

と
い
っ
た
対
応
す
る
註
文
が
書
き
入
れ
ら
れ
、
ま
た
「
上
下
品
」
で
も
同
様
に
、

行
者
命
欲
終
時
、
阿
弥
陀
仏
及
観
世
音
・
大
勢
至
、
与
諸
眷
属
持
金
蓮
華
、
化
作
五
百
化
仏
来
迎
此
人
。
五

百
化
仏
、
一
時
授
手
、
讃
言
、
法
子
、
汝
今
清
浄
発
无
上
道
心
。
我
来
迎
汝
。
見
此
事
時
、
即
自
見
身
、
坐
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金
蓮
華
。
坐
已
華
合
、
隨
世
尊
後
、
即
得
往
生
七
宝
池
中
。

（『
聖
典
全
書
』
三
・
九
六
頁
～
九
七
頁
）

と
あ
る
臨
終
の
様
相
に
つ
い
て
示
す
経
文
の
右
左
傍
に
、「
散
善
義
」
の
、

「
正
明
第
九
門
中
臨
終
聖
来
迎
接
、
去
時
遅
疾
。」

「
一
明
命
延
不
久
。
二
明
弥
陀
与
諸
聖
衆
持
金
華
来
応
。
三
明
化
仏
同
時
授
手
。
四
明
聖
衆
同
声
等
讃
。
五

明
行
者
罪
滅
故
云
清
浄
、
述
本
所
修
故
云
発
无
上
道
心
。
六
明
行
者
雖
覩
霊
儀
、
疑
心
恐
不
得
往
生
、
是
故

聖
衆
同
声
告
、
言
我
来
迎
汝
。
七
明
既
蒙
告
、
及
即
見
自
身
、
已
坐
金
華
之
上
、
籠
籠
而
合
。
八
明
隨
仏
身

後
、
一
念
即
生
。
九
明
到
彼
在
宝
池
中
。」

（
『
聖
典
全
書
』
三
・
九
七
頁
）

と
い
う
註
文
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
同
様
に
中
上
品
、
中
中
品
、
中
下
品
、
下
上
品
、
下
中
品
、
下
下
品
に
つ
い

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
者
の
臨
終
の
様
相
に
つ
い
て
説
か
れ
た
経
文
に
対
し
て
「
散
善
義
」
の
註
文
を
書
き
入
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
『
観
経
註
』
で
は
九
品
そ
れ
ぞ
れ
の
行
者
の
臨
終
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
や
化
仏
が
来
迎
す
る
す
が
た

が
説
か
れ
た
『
観
経
』
の
経
文
に
つ
い
て
、
善
導
「
散
善
義
」
の
註
文
を
用
い
て
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
た
姿
勢
が
窺

え
る
。
次
に
『
弥
陀
経
註
』
を
見
て
み
る
と
、
ま
ず
『
小
経
』「
六
方
段
」
の
、

舍
利
弗
、
下
方
世
界
有
師
子
仏
・
名
聞
仏
・
名
光
仏
・
達
摩
仏
・
法
幢
仏
・
持
法
仏
、
如
是
等
恆
河
沙
数
諸

仏
、
各
於
其
国
出
広
長
舌
相
、

覆
三
千
大
千
世
界
、
説
誠
実
言
、
汝
等
衆
生
当
信
是
称
讃
不
可
思
議
功
徳

一
切
諸
仏
所
護
念
経
。

（
『
聖
典
全
書
』
三
・
二
〇
九
頁
）
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と
あ
る
下
方
世
界
の
無
量
諸
仏
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
経
文
の
上
欄
に
、

願
往
生
、
願
往
生
。
下
方
諸
仏
如
恆
砂
。
各
於
本
国
度
衆
生
、
証
讃
釈
迦
出
五
濁
能
為
難
事
化
群
萌
。
善
巧

隨
宜
令
断
悪
、
偏
心
指
授
向
西
行
。
一
切
福
業
皆
廻
向
、
終
時
化
仏
自
来
迎
。
利
根
智
者
聞
歓
喜
、
忽
憶
三

塗
心
即
驚
。
驚
心
、
毛
竪
勤
懺
悔
。
恐
罪
不
滅
墮
深
坑
。

（『
聖
典
全
書
』
三
・
二
〇
九
頁
）

と
、
下
方
世
界
の
諸
仏
が
釈
迦
を
証
讃
し
、
臨
終
に
化
仏
が
自
ら
行
者
の
も
と
へ
来
迎
し
て
く
だ
さ
る
と
い
う
西
方
浄

土
へ
行
く
こ
と
を
勧
め
て
い
る
、
と
い
っ
た
旨
が
示
さ
れ
る
善
導
『
法
事
讃
』
の
註
文
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
『
小
経
』
の
結
文
で
あ
る
、

舍
利
弗
、
如
我
今
者
称
讃
諸
仏
不
可
思
議
功
徳
、
彼
諸
仏
等
亦
称
説
我
不
可
思
議
功
徳
而
作
是
言
、
釈
迦
牟

尼
仏
能
為
甚
難
希
有
之
事
、
能
於
娑
婆
国
土
五
濁
悪
世
、
劫
濁
・
見
濁
・
煩
悩
濁
・
衆
生
濁
・
命
濁
中
得
阿

耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
、
為
諸
衆
生
説
是
一
切
世
間
難
信
之
法
。
舍
利
弗
、
当
知
、
我
於
五
濁
悪
世
行
此
難
事
、

得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
、
為
一
切
世
間
、
説
此
難
信
之
法
。
是
為
甚
難
。
仏
説
此
経
已
、
舍
利
弗
及
諸
比

丘
、
一
切
世
間
天
・
人
・
阿
修
羅
等
、
聞
仏
所
説
歓
喜
信
受
、
作
礼
而
去
。

（
『
聖
典
全
書
』
三
・
二
一
二
頁
～
二
一
三
頁
）

と
あ
る
経
文
の
下
欄
部
分
に
同
じ
く
、

願
往
生
、
願
往
生
。
如
来
出
現
於
五
濁
、
隨
宜
方
便
化
群
萌
。
或
説
多
聞
而
得
度
、
或
説
少
解
証
三
明
。
或
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教
福
恵
双
除
障
、
或
教
禅
念
坐
思
量
。
種
種
法
門
皆
解
脱
、
无
過
念
仏
往
西
方
。
上
尽
一
形
至
十
念
、
三
念

・
五
念
仏
来
迎
。
直
為
弥
陀
弘
誓
重
、
致
使
凡
夫
念
即
生
。
衆
等
廻
心
皆
願
往
、
手
執
香
華
常
供
養
。

（
『
聖
典
全
書
』
三
・
二
一
三
頁
～
二
一
四
頁
）

と
『
法
事
讃
』
の
文
が
書
き
入
れ
ら
れ
、
こ
こ
で
は
種
々
の
法
門
の
中
で
も
念
仏
し
て
浄
土
往
生
す
る
こ
と
が
勝
れ
て

い
る
理
由
と
し
て
、
わ
ず
か
五
念
、
三
念
で
も
阿
弥
陀
仏
が
来
迎
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
弥
陀
経

註
』
に
お
け
る
「
来
迎
」
の
説
示
を
見
て
み
る
と
、『
法
事
讃
』
の
引
用
文
を
書
き
入
れ
て
い
る
の
み
で
は
あ
る
が
、

そ
の
内
容
は
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
の
勝
れ
た
様
相
の
一
つ
し
て
来
迎
が
示
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
と
分
か
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
親
鸞
は
吉
水
時
代
に
は
『
観
経
』『
小
経
』
に
説
か
れ
る
来
迎
に
つ
い
て
『
観
経
疏
』「
散
善
義
」

及
び
、
『
法
事
讃
』
の
説
示
を
用
い
て
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
た
様
子
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
説
示
が
親

鸞
の
来
迎
観
を
形
成
す
る
に
あ
た
り
思
想
基
盤
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
善
導
の
引
用
文
に
は
、
臨

終
来
迎
を
待
つ
こ
と
に
つ
い
て
否
定
的
な
解
釈
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
少
な
く
と
も
、
章
の
初
め
に
述
べ
た
よ
う

な
親
鸞
独
自
の
来
迎
理
解
ま
で
は
、『
観
経
註
』『
弥
陀
経
註
』
か
ら
は
ま
だ
窺
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
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で
は
次
に
『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
「
来
迎
」
の
用
例
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
が
、
『
教
行
信
証
』
で
は
、

引
用
文
を
除
け
ば
「
化
身
土
巻
」
本
冒
頭
に
あ
る
、

既キ

而
有

悲
願

。
名

修
諸
功
徳
之
願

、
復
名

臨
終
現
前
之
願

、
復
名

現
前
導
生
之
願

、
復
名

来
迎

ス
デ
ニ

シ
テ
イ
マ
ス

ク

ト

ク

ト

ク

ト

ク

引
接
之
願

、
亦
可

名

至
心
発
願
之
願

也
。

（
『
聖
典
全
書
』
二
・
一
八
三
頁
）

ト

キ

ク

ト

の
第
十
九
願
名
の
列
挙
中
に
「
来
迎
引
接
之
願
」
の
名
前
を
見
る
の
み
で
あ
る
。
当
該
箇
所
は
板
東
本
で
も
八
行
書
き

の
部
分
で
あ
り
、
親
鸞
前
期
筆
跡
箇
所
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
成
立
時
期
が
不
明
な
が
ら
真
仏
が
建
長
八
年
に
書
写

(1)

し
た
「
四
十
八
誓
願
」
に
は
、

［
十
九

至
心
発
願

之
願

修
諸
功
徳
之
願

臨
終
現
前
之
願

来
迎
引
接
之
願

現
前
導
生

之
願
］

シ

シ
ム
ホ
チ
グ
ワ
ン

ノ

シ
ユ
シ
ヨ

ク

ド
ク

ノ

グ
ワ
ン

リ
ム
ジ
ユ
ゲ
ン
ゼ
ン

ノ

ラ
イ
カ
ウ
イ
ン
ゼ
フ

ノ

ゲ
ン
ゼ
ン
ダ
ウ
シ
ヤ
ウ

ノ

（
『
聖
典
全
書
』
二
・
一
〇
一
二
頁
）

と
の
註
記
が
な
さ
れ
る
。
ひ
と
ま
ず
建
長
八
年
の
時
点
で
は
順
序
こ
そ
異
な
る
が
、
第
十
九
願
は
「
来
迎
引
接
の
願
」

と
の
名
称
で
受
容
さ
れ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
九
願
は
「
化
身
土
文
類
」
に
て
説
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
来
迎
引
接
の
願
」
は
方
便
仮
門
の
教
で
あ
る

と
は
判
断
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
「
来
迎
」
と
は
ど
の
よ
う
な
事
象
を
指
す
の
か
な
ど
、
詳
細
な
解
説
ま
で
は
な
さ
れ

て
い
な
い
。
ま
た
次
に
引
用
文
に
お
け
る
来
迎
の
用
例
を
列
挙
す
れ
ば
、
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・
「
行
巻
」
法
照
『
五
会
念
仏
法
事
讃
』
引
文

但
有

称

名
皆
得

往

観
音
・
勢
至
自

来
迎

（
『
聖
典
全
書
』
二
・
三
七
頁
）

テ

ス
ル
ノ
ミ

ヲ

ウ

コ
ト
ヲ

オ
ノ
ヅ
カ

リ

ヘ
タ
マ
フ

・
「
行
巻
」
元
照
『
観
経
義
疏
』
引
文

又
云
、「
今
浄
土
諸
経
並

不

言

魔
。
即
知
此
法
無

魔
明
矣
。
山
陰
慶
文
法
師
正
信
法
門

ワ
キ
マ
ウ

弁

之
甚
詳
。

ノ

ニ
ナ
ラ
ビ

ズ

ハ

ヲ

ヌ

ニ

コ
ト

ケ

ノ

ノ

ニ

ズ
ル
コ
ト

ヲ

ダ
ツ
マ
ビ
ラ
カ

今
為
具
引

彼
問

曰
、
或
有

人
云
、
臨
終
見

仏
・
菩
薩
放

光
、
持

台
、
天
楽
異
香
来
迎
往
生
。
並

ニ

ニ

テ

ノ

ヲ

ク

テ

ク

ニ

タ
テ
マ
ツ
リ

ノ

チ

ヲ

シ
タ
マ
ヘ
ル
ヲ

ヲ

ス

ニ

是
魔
事
。

（『
聖
典
全
書
』
二
・
四
二
頁
～
四
三
頁
）

ナ
リ
ト

・
「
証
巻
」
善
導
「
玄
義
分
」
引
文

光
明
寺
『
疏
』
云
、「
言

弘
願

者
如

『
大
経
』
説

。
一
切
善
悪
凡
夫
、
得

生
者
、
莫

不

皆
乗

阿
弥
陀
仏

ノ

ト

ハ

シ

ノ

ノ

ノ

ル

ハ

シ
ト

ザ
ル
ハ

ジ
テ

ノ

大
願
業
力

為

増
上
縁

也
。
又
仏
密
意
弘
深

、
教
門

難

暁
。
三
カ
シ
コ
シ

賢
・
十
聖
弗

惻
所

ウ
カ
ヾ
フ。
況

我
信
外

ニ

セ

ト

ノ

ナ
レ
バ

ヲ
シ
テ

シ

サ
ト

ア
ラ

ハ
カ

ニ

キ

イ
ハ
ン

レ

ノ

軽
毛
。
敢
知

旨
趣
。
仰
惟

、
釈
迦
此
方
発
遣
、
弥
陀
即
彼
国
来
迎
。
彼
喚
此
遣

、
豈
容

不

去
也
。

ナ
リ

ア
エ

ム
ヤ

ヲ

デ

モ
ン
ミ

ハ

ノ

ヨ
リ

シ

ハ

ノ

ヨ
リ

ス

コ

ビ

ニ
ツ
カ
ハ

ニ

ベ
ケ
ム

ル

ヤ

唯
可

懃

ウ
ケ
タ
マ
ハ
リ
テ

奉

法
、
畢
命
為

期
、
捨

此
穢
身

、
即
証

彼
法
性
之
常
楽
。」

シ
ト

ネ
ン
ゴ
ロ
ツ
カ

ニ

ヲ

シ
テ

ト

テ
ヽ

ノ

ヲ

ス

ノ

ヲ

（
『
聖
典
全
書
』
二
・
一
三
六
頁
）

・
「
真
仏
土
巻
」
善
導
「
玄
義
分
」
引
文

光
明
寺
和
尚
云
、「
問
曰
、
弥
陀
浄
国
為

当
是
報
、
是
化

也
。
答
曰
、
是
報

非

化
。
云
何
得

知
。
如

ノ

ハ

セ
ム

ハ
タ

ナ
リ
ヤ

ナ
リ
ト

ヤ

ニ
シ
テ

ズ

ニ

ル

コ
ト
ヲ

シ

『
大
乗
同
性
経
』
説
。
西
方
安
楽
阿
弥
陀
仏
、
是
報
仏
・
報
土
。
又
『
无
量
寿
経
』
云
、
法
蔵
比
丘
在

世

ニ

ガ

ノ

ハ

ナ
リ
ト

テ



- 158 -

饒
王
仏
所

、
行

菩
薩
道

時
、
発

四
十
八
願

、
一
一
願
言
、
若
我
得

仏
、
十
方
衆
生
、
称

我
名
号
、

ノ
ミ
モ
ト

ジ
タ
マ
フ
シ

ノ

ヲ

シ
テ

ヲ

ノ

ニ

ハ
ク

シ

ム
ニ

ヲ

ノ

シ
テ

ヲ

願

生

我
国
。
下
至

十
念

、
若
不

生
者
、
不

取

正
覚
。
今
既
成
仏
、
即
是

コ
タ
ウ
酬
因
之
身
也
。
又
『
観
経
』
中
、

ゼ
ム

ト

ニ

マ
デ

ニ

シ

ズ

ハ

ジ
ト

ラ

ヲ

マ

デ

シ
タ
マ
ヘ
リ

シ
ユ

ノ

ニ

上
輩
三
人
臨

命
終
時

、
皆
言

阿
弥
陀
仏
及
与

化
仏

、
来

迎

此
人
。

デ

ノ

ニ

ヘ
リ

ト
モ

ス
ト

ノ

ヲ

（
『
聖
典
全
書
』
二
・
一
七
四
頁
～
一
七
五
頁
）

・
「
化
身
土
巻
」
善
導
『
法
事
讃
』
取
意
文

釈

云

「
九
品
倶
回
得

不
退

。」
或
云

「
無
過
念
仏
往
西
方
三
念
五
念
仏
来
迎
」
。

ニ
ハ

ヘ
リ

ニ

テ

エ
ヨ

ト

ハ

ヘ
リ

ト

（
『
聖
典
全
書
』
二
・
一
九
九
頁
）

・
「
化
身
土
巻
」
善
導
『
法
事
讃
』
引
文

又
云
、「
種
種
法
門
皆
解
脱

、
無

過

念
仏

往

西
方

。
上
尽

一
形

、
至

十
念
・
三
念
・
五
念

、
仏

ノ

ス
レ
ド
モ

シ

ス
ギ
タ
ル
ハ

シ
テ

ニ

ニ

シ

ヲ

マ
デ

ニ

来
迎
。

直
為

弥
陀
弘
誓
重

、
致

使

凡
夫
念

即
生
。」

（
『
聖
典
全
書
』
二
・
二
〇
四
頁
）

シ
タ
マ
フ

ニ

モ
テ

ノ

カ
サ

ス
ト

ル
コ
ト
ヲ

ズ
レ
バ

ゼ

と
な
り
、
真
実
五
巻
中
の
「
行
巻
」「
証
巻
」「
真
仏
土
巻
」
に
も
「
来
迎
」
の
語
は
用
い
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る

と
、「
来
迎
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て
親
鸞
が
『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は

判
断
が
難
し
い
。
存
覚
が
延
文
五
（
一
三
六
〇
）
年
に
著
し
た
『
六
要
鈔
』
で
は
、
「
化
身
土
巻
」
の
十
九
願
文
「
仮

令
」
を
註
釈
し
て
、
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来
迎
仮
益
、
故
云

仮
令
。
当
巻
下
云
、「
仏
心
光
明
、
不

照-

摂
餘
行
者

也
。
仮
令
之
誓
願
良

有

由
哉
。

ハ

ナ
リ

ニ

フ

ト

ノ

ニ

ク

ノ

セ

ノ

ヲ

ノ

マ

ニ

ユ
ヘ

仮
門
之
教
、
忻
慕
之
釈
、
是
弥
明
也
。」

問
。
来
迎
是
為

行
者
所
期

、
何
云

仮
益
。
答
。
此
有

二
義
。

ノ

レ

ハ

レ

タ
リ

ノ

ゾ

フ

ト

ニ

リ

已上

一
云
、『
法
事
讃
』
云
、「
浄
土
荘
厳
・
諸
聖
衆
、
籠
々

常
在

行
人
前
。」

『
観
経
』
説
云
、「
無
量
寿
仏

ニ

ノ

ト
シ
テ

ニ

リ

ノ

ニ

ニ

テ

ク

已上

化
身
無
数
、
与

観
世
音
・
大
勢
至

常
来

至

此
行
人
之
所
。
」

又
同
『
経
』
中
説

念
仏
益

云
、
「
観

ナ
リ

ニ

シ
タ
マ
フ

ノ

ノ

ニ

キ

ノ

ニ

テ

ノ

ヲ

ク

已上

世
音
菩
薩
・
大
勢
至
菩
薩
、
為

其
勝
友
。」

「
散
善
義
」
釈

此
経
文

云
、「
専
念

弥
陀
名

者
、
即
観

ナ
リ
タ
マ
フ

ノ

ト

ニ

シ
テ

ノ

ヲ

ク

ラ

ズ
ル

ノ

ヲ

ノ
ニ
ハ

已上

音
・
勢
至
常
随
影
護
、
亦
如

親
友
知
識

也
。」

故
仏
・
菩
薩
雖

在

眼
前

煩
悩
障
蔽

不

能

得

見
。
而

シ
テ

シ

ノ

ニ

ヘ

ス
ト

ノ

ニ

シ
テ

コ
ト

コ
ト
ヲ

ニ

已上

命
終
時
、
時
至
顕
現
、
非

始
来

也
。
凡
弥
陀
仏
依

有

名
体
不
二
道
理

、
称

其
名
号

則
具

仏
体

。

ノ

テ

ス

テ

ル
ニ

ソ

ハ

テ

ニ

ノ

ス
ル
ニ

ノ

ヲ

ス

ヲ

花
座
云

「
応
声
即
現
証
得
往
生
」
、
蓋
其
義
也
。
是
故
心
行
具
足
行
人
、
臨

命
終
時

当

称

仏
名

仏
体

フ

ト

シ

ノ

ノ

ニ

ノ

テ

ノ

ニ

テ

ス
ル
ニ

ヲ

則
現
。
非

従

外
来

。
約

此
義
理

謂

之
不
来
。
但
以

顕
現

是
名

来
迎
。

ズ

ズ

ル
ニ

ス
レ
バ

ノ

ニ

ヲ

ト

シ

テ

ヲ

ヲ

ク

ト

（
『
聖
典
全
書
』
四
・
一
二
四
八
頁
～
一
二
四
九
頁
）

と
、
当
該
文
は
臨
終
不
来
迎
の
旨
を
述
べ
て
い
る
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
何
故
浄
土
真
宗
に
お
い
て
は
臨
終
不
来

迎
の
義
を
談
じ
る
か
、
の
根
拠
を
存
覚
の
著
作
に
求
め
れ
ば
、
存
覚
が
元
亨
四
（
一
三
二
四
）
年
に
著
し
た
『
浄
土
真

要
鈔
』
に
、

親
鸞
聖

人
の
一
流
に
を
い
て
は
、
平
生
業
成

の
義
に
し
て
臨
終
往
生

の
の
ぞ
み
を
本
と
せ
ず
、
不
来
迎
の
談

し
ん
ら
ん
し
や
う
に
ん

ゐ
ち
り
う

へ
い
ぜ
い
ご
ふ
じ
や
う

ぎ

り
ん
じ
ゆ
わ
う
じ
や
う

ほ
ん

ふ

ら
い
か
う

だ
ん

に
し
て
来
迎
の
義
を
執
せ
ず
。
…
も
し
は
平
生
、
も
し
は
臨
終
、
た
ゞ
信
心
の
お
こ
る
と
き
往
生

は
さ
だ

ら
い
か
う

ぎ

し
ふ

へ
い
ぜ
い

り
ん
じ
ゆ

し
ん
じ
む

わ
う
じ
や
う
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ま
る
ぞ
と
な
り
。
こ
れ
を
正

定

聚
に
住
す
と
も
い
ひ
不
退
の
く
ら
ゐ
に
い
る
と
も
な
づ
く
る
な
り
。
こ
の

し
や
う
ぢ
や
う
じ
ゆ

ぢ
ゆ

ふ

た
い

ゆ
へ
に
聖

人
ま
た
の
た
ま
は
く
、「
来
迎
は
諸
行

往
生

に
あ
り
、
自
力
の
行

者
な
る
が
ゆ
へ
に
。
臨
終
ま

し
や
う
に
ん

ら
い
か
う

し
よ
ぎ
や
う
わ
う
じ
や
う

じ

り
き

ぎ
や
う
じ
や

り
ん
じ
ゆ

つ
こ
と
ゝ
来
迎
た
の
む
こ
と
は
、
諸
行

往
生

の
ひ
と
に
い
ふ
べ
し
。
真
実
信
心
の
行

人
は
、
摂
取
不
捨
の

ら
い
か
う

し
よ
ぎ
や
う
わ
う
じ
や
う

し
ん
じ
ち
し
ん
じ
む

ぎ
や
う
に
ん

せ
ふ
し
ゆ

ふ

し
や

ゆ
へ
に
、
正

定

聚
に
住
す
。
正

定

聚
に
住
す
る
が
ゆ
へ
に
か
な
ら
ず
滅
度
に
い
た
る
。
滅
度
に
い
た
る

し
や
う
ぢ
や
う
じ
ゆ

ぢ
ゆ

し
や
う
ぢ
や
う
じ
ゆ

ぢ
ゆ

め
ち

ど

め
ち

ど

が
ゆ
へ
に
大
涅
槃
を
証

す
る
な
り
。
か
る
が
ゆ
へ
に
臨
終
ま
つ
こ
と
な
し
、
来
迎
た
の
む
こ
と
な
し
」
と

だ
い
ね
ち
は
ん

し
よ
う

り
ん
じ
ゆ

ら
い
か
う

い
へ
り
。
こ
れ
ら
の
釈

に
ま
か
せ
ば
、
真
実
信
心
の
ひ
と
、
一
向
専
念
の
と
も
が
ら
、
臨
終
を
ま
つ
べ
か

し
や
く

し
ん
じ
ち
し
ん
じ
む

ゐ
ち
か
う
せ
ん
ね
む

り
ん
じ
ゆ

ら
ず
、
来
迎
を
期
す
べ
か
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
、
そ
の
む
ね
あ
き
ら
か
な
る
も
の
な
り
。

ら
い
か
う

ご

（
『
聖
典
全
書
』
四
・
四
八
七
頁
～
四
九
〇
頁
）

と
述
べ
る
よ
う
に
、
親
鸞
が
東
国
の
門
弟
に
送
付
し
た
書
簡
で
あ
る
「
有
念
無
念
」
の
書
簡
（
「
来
迎
は
諸
行
往
生
に

あ
り
…
」）
が
、
真
宗
が
臨
終
不
来
迎
義
で
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
根
拠
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

従
っ
て
、
親
鸞
の
来
迎
思
想
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、『
教
行
信
証
』
で
は
な
く
、「
有
念
無
念
」
に
つ
い
て
詳
述
す

る
必
要
が
あ
る
。

ਸ਼

ත


થ

૮


भ
છ
ල
प
उ
ऐ
ॊ
ਟ
ಶ
ઓ
୳



- 161 -

親
鸞
は
承
元
の
法
難
（
一
二
〇
七
）
の
後
、
越
後
か
ら
東
国
へ
下
向
し
、
常
陸
国
を
中
心
に
教
化
活
動
を
展
開
す
る
。

諸
説
あ
る
が
貞
永
元
（
一
二
三
二
）
年
に
帰
洛
し
た
後
も
、
親
鸞
は
東
国
門
弟
へ
し
ば
し
ば
書
簡
な
ど
を
送
付
す
る
こ

と
で
東
国
へ
の
教
化
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、
親
鸞
と
東
国
門
弟
間
で
な
さ
れ
た
や
り
と
り
は
、
親
鸞
の
書
簡

が
収
録
さ
れ
た
『
末
灯
鈔
』
な
ど
で
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
親
鸞
に
よ
る
書
簡
の
送
付
は
晩
年
ま
で
行
わ

れ
て
お
り
、
現
在
確
認
で
き
る
限
り
で
は
、
示
寂
二
年
前
の
文
応
元
（
一
二
六
〇
）
年
ま
で
東
国
門
弟
に
書
簡
を
送
付

し
浄
土
真
宗
の
法
義
を
説
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

他
方
、
親
鸞
が
入
寂
す
る
ま
で
の
間
に
は
、
多
く
の
法
然
門
流
が
東
国
へ
と
下
向
し
、
そ
の
教
線
を
拡
大
し
て
い
く
。

門
弟
内
に
は
法
然
在
世
時
よ
り
一
念
多
念
の
諍
論
な
ど
の
意
見
対
立
が
起
こ
っ
て
お
り
、
凝
然
『
三
国
仏
法
伝
通
縁
起
』

に
は
、空

公
門
人
、
各
立

徒
属

、
義
途
極
多
、
破
立
無
窮
。
其
事
繁
広
不

能

具
陳

二

一

レ

二

一

（
『
大
日
仏
教
全
書
』
一
〇
一
・
一
三
〇
頁
）

と
、
法
然
の
門
弟
は
そ
れ
ぞ
れ
が
弟
子
を
立
て
独
自
の
義
を
主
張
し
て
お
り
、
ま
と
ま
り
が
な
い
と
評
し
て
い
る
。
本

節
で
も
取
り
扱
う
鎮
西
義
三
祖
良
忠
は
、
「
他
の
法
然
門
流
（
異
流
）
と
の
教
学
論
争
を
経
過
し
て
徐
々
に
そ
の
教
学
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形
成
が
進
行
し
た
」
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
著
作
中
に
多
く
他
の
法
然
門
流
の
義
に
対
し
批
判
を
行
っ
て
い
る
。
良
忠

(2)

は
親
鸞
在
世
時
で
あ
る
建
長
の
初
め
頃
に
東
国
へ
下
向
し
、
上
野
・
下
野
・
武
蔵
・
常
陸
を
経
た
後
、
下
総
国
を
中
心

に
教
化
活
動
を
展
開
し
て
い
る
が
、
良
忠
に
と
っ
て
親
鸞
は
「
あ
ま
り
強
力
な
対
論
相
手
と
は
意
識
さ
れ
て
は
い
な
か

っ
た
」
よ
う
で
あ
り
、
親
鸞
に
対
す
る
言
及
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
ず
、
親
鸞
と
他
の
浄
土
異
流
と
の
教
学
的
な
交
流

(3)

は
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
は
、
他
の
法
然
門
下
の
著
作
中
に
親
鸞
の
名
前
及
び
そ
の
教
学
に
つ
い

て
の
言
及
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
も
由
来
す
る
。
し
か
し
、
東
国
門
弟
内
に
は
造
悪
無
礙
や
有
念
無
念

(4)

の
諍
論
な
ど
、
他
宗
・
他
派
の
思
想
の
流
入
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
問
題
が
た
び
た
び
起
こ
っ
て
い
る
。
東
国
門

弟
と
浄
土
異
流
と
に
は
、
小
規
模
だ
と
し
て
も
何
ら
か
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
節
で
は
親
鸞
が
東
国
門
弟
か
ら
の
疑
義
に
応
答
す
る
た
め
に
送
付
し
た
と
さ
れ
る
、
建
長
三(

一
二
五

一)

年
付
の
書
簡
で
あ
る
「
有
念
無
念
」
の
記
述
に
着
目
し
、
そ
の
文
面
か
ら
「
臨
終
正
念
来
迎
」
の
異
義
が
起
こ
っ

た
原
因
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

ਸ਼

ඨ


થ

૮


भ

ਏ
ध
ਖ

ਡ

「
有
念
無
念
」
は
従
来
、
そ
の
内
容
か
ら
大
別
し
て
三
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
か
ら
な
る
と
理
解
さ
れ
る
。
そ
の
中
、
本
節
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で
取
り
扱
う
前
半
部
分
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

来
迎
は
諸
行

往
生

に
あ
り
、
自
力
の
行

者
な
る
が
ゆ
へ
に
。
臨
終
と
い
ふ
こ
と
は
、
諸
行

往
生

の
人
に

ら
い
か
う

し
よ
ぎ
や
う
わ
う
じ
や
う

じ

り
き

ぎ
や
う
じ
や

り
ん
じ
ゆ

し
よ
ぎ
や
う
わ
う
じ
や
う

ひ
と

い
ふ
べ
し
、
い
ま
だ
真
実
の
信
心
を
え
ざ
る
が
ゆ
へ
な
り
。
ま
た
十
悪
・
五
逆

の
罪
人
の
は
じ
め
て
善
知
識

し
ん
じ
ち

し
ん
じ
む

じ
ふ
あ
く

ご

ぐ
ゐ
や
く

ざ
い
に
ん

ぜ
ん

ぢ

し
き

に
あ
ふ
て
、
す
ゝ
め
ら
る
ゝ
と
き
に
い
ふ
こ
と
な
り
。
真
実
信
心
の
行

人
は
、
摂
取
不
捨
の
ゆ
へ
に
、
正

定

聚

し
ん
じ
ち
し
ん
じ
む

ぎ
や
う
に
ん

せ
ふ
し
ゆ

ふ

し
や

し
や
う
ぢ
や
う
じ
ゆ

の
く
ら
ゐ
に
、
信
心
の
さ
だ
ま
る
と
き
住
す
。
こ
の
ゆ
へ
に
臨
終
を
ま
つ
こ
と
な
し
、
来
迎
を
た
の
む
こ
と

し
ん
じ
む

ぢ
ゆ

り
ん
じ
ゆ

ら
い
か
う

な
し
。
信
心
の
さ
だ
ま
る
と
き
に
往
生

は
さ
だ
ま
る
な
り
。
来
迎
の
儀
則
を
ま
た
ず
。
正

念
と
い
ふ
は
、

し
ん
じ
む

わ
う
じ
や
う

ら
い
か
う

ぎ

そ
く

し
や
う
ね
む

本
弘
誓
願

の
信
楽
さ
だ
ま
る
を
い
ふ
な
り
。
こ
の
信
心
を
う
る
ゆ
へ
に
、
か
な
ら
ず
无
上

涅
槃
に
い
た
る

ほ
ん

ぐ

ぜ
い
ぐ
わ
ん

し
ん
げ
う

し
ん
じ
む

む

じ
や
う
ね
ち
は
ん

な
り
。
こ
の
信
心
を
一
心
と
い
ふ
、
こ
の
一
心
を
金
剛
心
と
い
ふ
、
こ
の
金
剛
心
を
大
菩
提
心
と
い
ふ
な
り
。

し
ん
じ
む

ゐ
ち
し
む

ゐ
ち
し
む

こ
む
が
う
し
む

こ
む
が
う
し
む

だ
い

ぼ

だ
い
し
む

こ
れ
す
な
わ
ち
他
力
の
中

他
力
な
り
。
ま
た
正

念
と
い
ふ
に
つ
き
て
二

あ
り
。
一

は
定

心
の
行

人
の

た

り
き

な
か
の

た

り
き

し
や
う
ね
む

ふ
た
つ

ひ
と
つ

ぢ
や
う
し
む

ぎ
や
う
に
ん

正

念
、
二

に
は
散
心
の
行

人
の
正

念
あ
る
べ
し
。
こ
の
二

の
正

念
は
、
他
力

中
の
自
力
の
正

念
な

し
や
う
ね
む

ふ
た
つ

さ
ん
し
む

ぎ
や
う
に
ん

し
や
う
ね
む

ふ
た
つ

し
や
う
ね
む

た

り
き
の
な
か

じ

り
き

し
や
う
ね
む

り
。
定

散
の
善
は
、
諸
行

往
生

の
こ
と
ば
に
お
さ
ま
る
な
り
。
こ
の
善
は
、
他
力
の
中
の
自
力
の
善
な
り
。

ぢ
や
う
さ
ん

ぜ
ん

し
よ
ぎ
や
う
わ
う
じ
や
う

ぜ
ん

た

り
き

な
か

じ

り
き

ぜ
ん

こ
の
自
力
の
行

人
は
、
来
迎
を
ま
た
ず
し
て
は
、
胎
生

・
辺
地
・
懈
慢
界
ま
で
も
む
ま
る
べ
か
ら
ず
。
こ

じ

り
き

ぎ
や
う
に
ん

ら
い
か
う

た
い
し
や
う

へ
ん

ぢ

け

ま
ん
が
い

の
ゆ
へ
に
第
十
九
の
誓
願

に
、「
も
ろ
も
ろ
の
善
を
し
て
浄

土
に
回
向
し
て
往
生

せ
む
と
ね
が
ふ
人
の
臨
終

だ
い
じ
ふ

く

せ
い
ぐ
わ
ん

ぜ
ん

じ
や
う

ど

ゑ

か
う

わ
う
じ
や
う

り
ん
じ
ゆ

に
は
、
わ
れ
現
じ
て
む
か
へ
む
」
と
ち
か
ひ
た
ま
へ
り
。
臨
終
を
ま
つ
と
い
ふ
こ
と
と
、
来
迎
往
生

を
た

げ
ん

り
ん
じ
ゆ

ら
い
か
う
わ
う
じ
や
う

の
む
と
い
ふ
こ
と
は
、
こ
の
定

心
・
散
心
の
行

者
の
い
ふ
こ
と
な
り
。

ぢ
や
う
し
む

さ
ん
し
む

ぎ
や
う
じ
や
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（
『
聖
典
全
書
』
二
・
七
六
八
頁
～
七
六
九
頁
）

こ
こ
で
親
鸞
は
、
「
他
力
中
の
他
力
」
「
他
力
中
の
自
力
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
、
臨
終
来
迎
と
臨
終
不
来
迎
と

い
う
よ
う
な
対
立
す
る
用
語
を
、
「
真
実
」
と
「
方
便
」
に
峻
別
し
、
「
臨
終
正
念
来
迎
往
生
」
は
方
便
仮
門
の
教
え

で
あ
る
と
教
誡
す
る
。
こ
こ
で
の
教
誡
対
象
と
は
東
国
の
門
弟
で
は
あ
る
が
、
書
簡
で
の
や
り
と
り
を
見
る
限
り
、

親
鸞
が
説
示
し
た
こ
と
の
な
い
「
臨
終
正
念
来
迎
往
生
」
の
思
想
が
東
国
門
弟
内
に
流
入
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。
本
書
簡
で
は
続
け
て
、

(5)

選
択

本
願

は
有
念
に
あ
ら
ず
、
無
念
に
あ
ら
ず
。
有
念
、
す
な
わ
ち
イ
ロ色
カ
タ
チ形

を
お
も
ふ
に
つ
き
て
い
ふ
こ

せ
ん
ぢ
や
く
ほ
ん
ぐ
わ
ん

う

ね
む

む

ね
む

う

ね
む

し
き

ぎ
や
う

と
な
り
。
無
念
と
い
ふ
は
、
カ
タ
チ
形

を
こ
ゝ
ろ
に
か
け
ず
、
色
お
も
こ
ゝ
ろ
に
お
も
は
ず
し
て
、
念
も
な
き
を

む

ね
む

ぎ
や
う

い
ろ

ね
む

い
ふ
な
り
。
こ
れ
み
な
聖

道
の
お
し
え
な
り
。
聖

道
と
い
ふ
は
、
す
で
に
仏
に
な
り
た
ま
へ
る
人
、
わ
れ

し
や
う
だ
う

し
や
う
だ
う

ぶ
ち

ら
が
こ
ゝ
ろ
を
す
ゝ
め
む
が
た
め
に
、
仏
心
宗
・
真
言
宗
・
法
華
宗
・
華
厳
宗
・
三
論
宗
等
の
大
乗

至
極

ぶ
ち
し
む
し
ゆ

し
ん
ご
ん
し
ゆ

ほ
ふ
く
ゑ
し
ゆ

く
ゑ
ご
む
し
ゆ

さ
む
ろ
ん
し
ゆ
と
う

だ
い
じ
よ
う

し

ご
く

の
教
な
り
。
仏
心
宗
と
い
ふ
は
、
こ
の
よ
に
ひ
ろ
ま
る
禅
宗
こ
れ
な
り
。
ま
た
法
相
宗
・
成

実
宗
・
倶
舎
宗
等

け
う

ぶ
ち
し
む
し
ゆ

ぜ
ん
し
ゆ

ほ
ふ
さ
う
し
ゆ

じ
や
う
じ
ち
し
ゆ

く

し
や
し
ゆ
と
う

の
権
教
、
小
乗

等
の
教
な
り
。
こ
れ
み
な
聖

道
門
な
り
。
権
教
と
い
ふ
は
、
す
な
わ
ち
す
で
に
仏
に
な
り

ご
ん
け
う

せ
う
じ
よ
う
と
う

け
う

し
や
う
だ
う
も
ん

ご
む
け
う

ぶ
ち

た
ま
へ
る
仏
・
菩
薩
の
、
か
り
に
さ
ま
ざ
ま
の
か
た
ち
を
あ
ら
は
し
て
す
ゝ
め
た
ま
ふ
が
ゆ
へ
に
権
と
い
ふ

ぶ
ち

ぼ

さ
ち

ご
ん

な
り
。
浄

土
宗
に
ま
た
有
念
あ
り
、
無
念
あ
り
。
有
念
は
散
善
の
義
、
無
念
は
定

善
の
義
な
り
。
浄

土
の
無
念

じ
や
う

ど

し
ゆ

う

ね
む

む

ね
む

う

ね
む

さ
ん
ぜ
ん

ぎ

む

ね
む

ぢ
や
う
ぜ
ん

ぎ

じ
や
う

ど

む

ね
む
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は
聖

道
の
無
念
に
は
に
ず
。
こ
の
聖

道
の
無
念
の
中
に
ま
た
有
念
あ
り
。
よ
く
よ
く
と
ふ
べ
し
。
浄

土
宗

し
や
う
だ
う

む

ね
む

し
や
う
だ
う

む

ね
む

な
か

う

ね
む

じ
や
う

ど

し
ゆ

の
中
に
真
あ
り
、
仮
あ
り
。
真
と
い
ふ
は
選
択

本
願

な
り
、
仮
と
い
ふ
は
定

散
二
善
な
り
。
選
択

本
願

な
か

し
ん

け

し
ん

せ
ん
ぢ
や
く
ほ
ん
ぐ
わ
ん

け

ぢ
や
う
さ
ん

に

ぜ
ん

せ
ん
ぢ
や
く
ほ
ん
ぐ
わ
ん

は
浄

土
真
宗
な
り
、
定

散
二
善
は
方
便
仮
門
な
り
。
浄

土
真
宗
は
大
乗

の
中
至
極
な
り
。
方
便
仮
門
の
中

じ
や
う

ど

し
ん
し
ゆ

ぢ
や
う
さ
ん

に

ぜ
ん

は
う
べ
ん

け

も
ん

じ
や
う

ど

し
ん
し
ゆ

だ
い
じ
よ
う

な
か

し

ご
く

は
う
べ
ん

け

も
ん

な
か

に
ま
た
大
小
・
権
実
の
教
あ
り

（
『
聖
典
全
書
』
二
・
七
六
九
頁
～
七
七
〇
頁
）

だ
い
せ
う

ご
ん
じ
ち

け
う

と
、「
有
念
無
念
」
と
は
聖
道
門
の
教
え
、
も
し
く
は
浄
土
宗
の
中
の
仮
の
教
え
で
あ
っ
て
、
浄
土
真
宗
で
あ
る
選
択

本
願
の
上
に
窺
う
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
最
後
に
、

釈
迦
如
来
の
御
善
知
識
者
一
百

一
十
人
な
り
。『
華
厳
経

』
に
み
え
た
り
。（『
聖
典
全
書
』
二
・
七
七
〇
頁
）

し
や

か

に
よ
ら
い

お
ん
ぜ
ん

ぢ

し
き

は

ゐ
ち
ぴ
や
く
ゐ
ち
じ
ふ
に
ん

く
ゑ
ご
む
ぎ
や
う

と
、「
釈
迦
の
善
知
識
」
の
数
に
つ
い
て
述
べ
て
、
本
書
簡
が
結
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
本
書
簡
は
内
容
面
よ
り
、

①
「
臨
終
正
念
来
迎
」

②
「
有
念
無
念
と
選
択
本
願
」

③
「
釈
迦
の
善
知
識
」

と
い
う
三
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
に
大
別
で
き
る
が
、
先
行
研
究
に
お
け
る
本
書
簡
の
解
釈
は
一
定
し
な
い
。
ま
ず
、
本
書
簡
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の
製
作
意
図
に
つ
い
て
は
大
き
く
二
つ
の
解
釈
に
分
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
梅
原
真
隆
は
本
書
簡
を
「
門
侶
に
授
与
さ
れ

た
御
法
語
」
と
解
釈
す
る
の
に
対
し
、
霊
山
勝
海
は
東
国
門
弟
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
質
疑
へ
の
返
書
」
と
推
測
す
る
。

(6)

(7)

こ
れ
は
、
本
書
簡
の
性
格
を
い
か
に
位
置
づ
け
る
べ
き
か
が
論
点
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
永
村
眞
は
、
専
修
寺
蔵
の

親
鸞
直
筆
書
簡
七
点
を
検
討
す
る
中
で
、
平
松
令
三
に
拠
り
つ
つ
こ
れ
ら
を
「
消
息
」
と
「
法
語
」
と
に
峻
別
し
、

(8)

親
鸞
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
個
々
の
門
徒
の
不
審
に
答
え
る
の
が
消
息
、
多
く
の
不
審
や
異
義
に
対
応
す
る

た
め
に
不
特
定
の
門
徒
に
語
り
か
け
る
の
が
法
語
と
い
う
こ
と
に
な
る
。(9)

と
定
義
し
て
い
る
が
、
今
の
見
解
の
相
違
も
こ
れ
に
当
て
は
ま
る
よ
う
に
思
う
。
す
な
わ
ち
、「
有
念
無
念
」
に
示
さ

れ
る
問
題
は
、
当
時
の
門
弟
た
ち
が
一
様
に
抱
え
て
い
た
普
遍
的
な
問
題
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
特
定
の
人
物
や

地
域
で
起
こ
っ
た
限
定
的
な
問
題
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
永
村
は
同
じ
く
「
有
念

無
念
」
と
同
一
原
本
の
書
写
本
で
あ
る
『
末
灯
鈔
』
第
一
通
は
「
明
ら
か
に
東
国
門
弟
に
送
っ
た
「
消
息
」
で
あ
る

と
確
定
で
き
る
」
と
し
、
ま
た
後
年
に
書
写
さ
れ
た
親
鸞
消
息
は
「
東
国
門
弟
の
間
に
流
布
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ

(10)

る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
「
有
念
無
念
」
の
消
息
は
少
な
く
と
も
、
何
ら
か
の
不
審
や
異
義
に

(11)対
応
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
後
年
は
書
写
さ
れ
東
国
門
弟
の
間
に
流
布
し
て
い
っ
た
書
簡
で
あ
る
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
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ま
た
、
本
書
簡
の
構
成
に
つ
い
て
も
見
解
が
相
違
す
る
。
宣
明
は
、

コ
ノ
一
通
ハ
観
経
ノ
意
ヲ
顕
彰
シ
タ
マ
フ
。
聖
道
門
ヨ
リ
浄
土
門
ニ
入
リ
。
マ
タ
定
散
諸
善
ノ
仮
門
ヨ
リ
選

択
本
願
ニ
帰
入
ス
ル
ノ
説
意
ヲ
開
闡
シ
シ
タ
マ
フ
ナ
リ
。

(

マ
マ)

(12)

と
、
本
書
簡
は
全
体
を
通
し
て
『
観
経
』
の
意
を
顕
彰
し
た
も
の
と
理
解
す
る
。
一
方
で
法
海
は
、

今
ハ
其
有
念
無
念
ノ
義
ヲ
御
教
誡
ナ
サ
レ
ン
為
ニ
此
一
章
ヲ
御
製
作
ナ
サ
レ
タ
ル
コ
ト
ト
窺
ハ
レ
ル
。
問
云
。

此
一
章
ハ
有
念
無
念
ヲ
明
ス
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
。
前
ニ
ハ
来
迎
不
来
迎
ノ
義
ヲ
明
シ
。
後
ニ
ハ
相
対
絶
対
ノ
真
仮

ヲ
御
判
釈
ナ
サ
レ
テ
。
其
間
ニ
有
念
無
念
ノ
義
ヲ
明
シ
タ
マ
ヒ
テ
ア
リ
。
然
ル
ニ
何
ゾ
ヒ
ト
リ
有
念
無
念
ト

標
ス
ル
ヤ
。
答
云
。
初
ニ
来
迎
不
来
迎
ノ
義
ヲ
明
シ
タ
マ
フ
ハ
有
念
無
念
ヲ
明
サ
ン
為
ノ
弄
引
ナ
リ
。(13)

と
述
べ
る
よ
う
に
、
本
書
簡
は
全
体
と
し
て
「
有
念
無
念
」
の
義
を
教
誡
す
る
た
め
に
親
鸞
が
製
作
し
た
も
の
で
あ
る

と
し
、
「
臨
終
正
念
来
迎
」
に
つ
い
て
も
「
有
念
無
念
」
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
説
示
し
た
も
の
と
理
解
し

て
い
る
。
ま
た
、
浅
野
教
信
は
「
聖
人
帰
洛
後
の
東
国
の
念
仏
者
の
間
に
、
念
仏
に
つ
い
て
、
臨
終
来
迎
、
有
念
無
念

の
論
争
が
生
じ
」
た
こ
と
に
よ
り
、
親
鸞
が
教
誡
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
と
み
る
。

(14)

こ
の
よ
う
に
、
本
書
簡
に
示
さ
れ
る
内
容
は
限
定
的
な
地
域
で
の
問
題
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
普
遍
的
な
問
題

で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
「
臨
終
正
念
来
迎
」
と
「
有
念
無
念
」
は
一
連
の
問
題
な
の
か
、
別
々
に
起
因
す
る
問
題
な
の
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か
に
つ
い
て
意
見
が
分
か
れ
る
。
し
か
し

後
述
す
る
細
川
行
信
の
指
摘
の
よ
う
に
、

(15)

本
書
簡
前
半
部
分
の
説
示
が
良
忠
『
浄

土
大
意
抄
』
の
説
示
と
対
応
し
て
い
る

こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
本
書
簡
の
読
み

手
は
限
定
的
か
普
遍
的
か
と
い
う
問
題

に
つ
い
て
は
即
断
で
き
な
い
も
の
の
、

少
な
く
と
も
「
臨
終
正
念
来
迎
」
と
「
有

念
無
念
」
は
別
々
の
と
こ
ろ
で
起
因
し

た
問
題
で
あ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。『

浄
土
大
意
抄
』
は
序
文
に
「
時
建

長
二
年
二
月
十
一
日
云
事
然
也
」
と
記
さ

(16)

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
建
長
二
（
一
二
五

▲親鸞門弟の分布と、証空・良忠の教線（『註釈版』を基に作成）
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〇
）
年
二
月
十
一
日
、
良
忠
五
十
二
歳
の
撰
述
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
本
書
は
、
浄
福
寺
の
寺
伝
よ
り
、
下
総
上

小
堀
周
辺
に
て
民
衆
へ
の
伝
道
を
目
的
と
し
て
撰
述
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、
年
代
・
場
所
・
教

(17)

化
対
象
が
本
書
簡
と
非
常
に
近
似
し
て
い
る
。
右
の
図
の
よ
う
に
、
上
小
堀
や
、
そ
の
後
良
忠
が
止
住
し
た
福
岡
村
は
、

横
曽
根
門
徒
や
鹿
島
門
徒
と
も
近
接
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、『
門
侶
交
名
牒
』
で
は
、
明
確
に
下
総
住
と

示
さ
れ
た
門
弟
を
、
妙
源
寺
本
に
五
名
、
光
明
寺
本
に
六
名
、
光
薗
院
本
に
七
名
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
で
も

(18)

妙
源
寺
本
に
「
下
総
国
飯
沼
住
」
、「
下
総
新
堤
住
」
、「
下
総
国
佐
嶋
住
」
と
記
さ
れ
る
性
信
、
信
楽
、
常
念
や
、
光
薗

(19)

(20)

(21)

寺
本
に
「
フ
ウ
キ
タ
」
と
記
さ
れ
る
善
性
は
、
い
わ
ゆ
る
二
十
四
輩
と
呼
ば
れ
る
高
弟
で
あ
り
、
下
総
国
に
も
親
鸞
直

(22)

弟
が
点
在
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
著
さ
れ
た
良
忠
『
浄
土
大
意
抄
』
と
、
親
鸞
「
有
念
無
念
」
の
書
簡
と
の
内
容
を
細
川
の
指

摘
に
よ
っ
て
比
較
し
て
み
る
と
、
左
の
【
表
】
の
よ
う
に
な
る
。

【
表
】『
浄
土
大
意
抄
』
と
「
有
念
無
念
」
の
対
照
表

良
忠
『
浄
土
大
意
抄
』（
建
長
二
年
）

親
鸞
「
有
念
無
念
」（
建
長
三
年
）

本
ヨ
リ
極
楽
楽
願
仏
本
願
信

念
仏
申
若
臨
終
善
知
識
値

極
楽

臨
終
ま
つ
こ
と
な
し
、
来
迎
た
の
む
こ
と
な
し
正

ヲ

イ

ノ

ヲ

シ
テ

ヲ

シ

シ

ニ

ニ

ヒ
テ

ヲ
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願
念
仏
申
サ
ン
ハ
極
楽
往
生
ス
ト
知
ル
ヘ
シ
左
ナ
ラ
テ
正
念

念
と
い
ふ
は
本
弘
誓
願
の
さ
だ
ま
る
を
ふ
な
り

イ

ヲ

ニ

ナ
ラ
ン
ハ
非
往
生

ス

ニ
ハ

又
悪
道
相
現

善
知
識
丁
寧
教
念
仏
勧
ベ
シ
定
罪
滅

聖
衆
来
迎

来
迎
は
諸
行
往
生
に
あ
り
、
自
力
の
行
者
な
る
が

ノ

セ
ハ

ニ

テ

ヲ

ム

テ

シ
テ

ニ

預
ラ
ン
事
下
三
品
如
文･

･
･

本
尊
御
前
香
焼
華
散
、
五
色
糸
若
幡

ゆ
へ
に
臨
終
と
い
ふ
こ
と
は
諸
行
往
生
の
ひ
と
に

ノ

ノ

ノ

ニ

ヲ

キ

ヲ

ジ

ノ

ハ

ヲ

懸
ケ
テ
其
足
取
ヘ
テ
善
知
識
具
合
掌
一
心
念
仏
聖
衆
来
迎
預

い
ふ
べ
し
、
い
ま
だ
真
実
の
信
心
を
え
ざ
る
が
ゆ

ノ

ヲ

ラ

ヲ

シ

ニ

ノ

ニ

カ
ラ
ン
時
、
光
明
家
内
満
テ
聖
衆
庭
前
現
妙

御
法
説
給
ハ
ン

へ
な
り
、
ま
た
十
悪
・
五
逆
の
罪
人
の
は
じ
め
て

ニ

チ

ニ

ナ
ル

ヲ

キ

時
身
心
快
楽

蓮
台
乗
移
一
念
頃
往
生
遂
ゲ
ン
ト
思
ベ
シ
。

善
知
識
に
あ
ふ
て
す
ゝ
め
ら
る
ゝ
と
き
に
い
ふ
こ

ニ

ニ

リ

リ

ノ

ニ

ヲ

と
な
り
。

こ
の
よ
う
に
、
両
書
か
ら
は
「
臨
終
」「
正
念
」「
善
知
識
」
な
ど
用
語
の
共
通
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
『
浄

土
大
意
抄
』
に
対
応
す
る
説
示
は
、
多
く
が
①
「
臨
終
正
念
来
迎
往
生
」
に
関
す
る
箇
所
に
散
見
さ
れ
る
語
句
で
あ
り
、

「
有
念
無
念
」
に
関
す
る
箇
所
に
釈
例
を
見
な
い
。
少
な
く
と
も
「
臨
終
正
念
来
迎
往
生
」
箇
所
は
、
細
川
が
指
摘
す

る
よ
う
に
、
良
忠
の
よ
う
な
同
じ
浄
土
門
内
で
あ
り
な
が
ら
親
鸞
と
意
見
を
異
に
す
る
相
手
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
見
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
本
書
簡
は
、
従
来
分
類
さ
れ
る
よ
う
な
「
臨
終
来
迎
往
生
」
や
「
有
念
無
念
」

と
い
う
大
枠
の
宗
義
に
関
す
る
疑
問
で
は
な
く
、
良
忠
な
ど
の
親
鸞
と
異
な
る
理
解
を
持
っ
た
法
然
門
下
の
思
想
が
外

的
要
因
と
な
り
、「
臨
終
」「
来
迎
」
「
往
生
」「
有
念
」
「
無
念
」
と
い
う
よ
う
に
、
一
用
語
一
用
語
に
関
す
る
疑
問
に

つ
い
て
親
鸞
が
回
答
し
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
本
書
簡
に
散
在
す
る
用
語
の
一
つ
一
つ
が
、
当

時
の
東
国
で
解
釈
の
相
違
が
生
ま
れ
て
い
る
「
問
題
点
」
だ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
親
鸞

が
本
書
簡
に
お
い
て
逐
語
的
な
要
語
解
釈
及
び
分
類
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
も
一
つ
の
整
合
性
が
見
出
せ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

ਸ਼

ඨ


ಏ
ી
ਫ

ਟ
ಶ

भ
ਏ


し
か
し
な
が
ら
先
の
①
「
臨
終
正
念
来
迎
」
の
問
題
が
起
こ
っ
た
要
因
に
つ
い
て
も
解
釈
は
一
様
で
は
な
い
。
前
章

で
も
述
べ
た
が
日
野
慧
運
・
江
田
昭
道
は
、
親
鸞
が
門
弟
に
拝
読
を
勧
め
た
聖
覚
『
唯
信
鈔
』
や
隆
寛
『
自
力
他
力
事
』

に
臨
終
の
念
仏
に
関
す
る
文
言
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
議
論
の
一
因
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
論
す
る
。

(23)

ま
た
先
述
の
よ
う
に
細
川
行
信
は
、
浄
土
異
流
の
良
忠
が
東
国
に
下
向
し
、
教
線
を
張
っ
た
こ
と
が
要
因
で
は
な
い
か

と
推
察
し
、
加
え
て
栗
山
俊
之
は
真
言
律
宗
僧
忍
性
の
常
陸
下
向
の
影
響
も
視
野
に
入
れ
る
。
更
に
い
え
ば
、
玄
智
『
大

(24)

(25)
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谷
本
願
寺
通
紀
』
に
よ
れ
ば
、
横
曽
根
門
徒
の
指
導
者
で
あ
る
性
信
は
、

建
長
二
年
七
月
、
感

夢
告

至

奥
州
信
夫
郡
湯
山

、
得

前
生
骸
骨

、
創

寺
其
地

、
曰

法
得
寺
一

。
(26)

と
、「
有
念
無
念
」
が
成
立
す
る
前
年
の
建
長
二
年
七
月
に
、
夢
告
を
受
け
奥
州
へ
と
遊
行
し
て
い
た
と
も
記
録
さ
れ

て
い
る
。
横
曽
根
は
下
総
国
な
が
ら
常
陸
国
と
も
隣
接
し
て
お
り
、
常
陸
に
も
横
曽
根
門
徒
は
点
在
し
て
い
る
。
仮
に

『
大
谷
本
願
寺
通
紀
』
の
記
述
が
史
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
性
信
の
不
在
も
常
陸
の
門
弟
間
に
疑
義
が
生
じ
た
際
、
親

鸞
に
書
簡
を
送
付
す
る
要
因
の
一
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
を
総
合
す
る
と
、「
臨
終
正
念
来
迎
」
の
異
義
の
要
因
は
、
親
鸞
が
伝
授
し
た
『
唯
信
鈔
』
や
『
自
力
他
力
事
』

を
起
因
と
す
る
間
接
的
要
因
と
、
良
忠
や
忍
性
と
い
っ
た
他
宗
・
他
派
に
よ
る
思
想
面
の
衝
突
に
よ
り
惹
起
し
た
直
接

的
要
因
と
の
二
つ
が
想
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
間
接
的
要
因
が
「
臨
終
正
念
来
迎
」
の
問
題
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
に
つ

い
て
は
、
第
一
章
で
考
察
し
た
よ
う
に
考
え
に
く
い
。
ま
た
、
も
し
も
東
国
有
力
門
弟
で
あ
る
性
信
が
建
長
二
年
に
東

国
を
離
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
門
弟
内
の
意
見
統
率
も
困
難
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
疑
義
の
要
因
と

し
て
は
様
々
な
人
物
・
書
物
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
問
題
を
体
系
的
に
検
討
し
妥
当
性
の
あ
る
人
物
・
思
想
を
追
求

す
る
作
業
に
つ
い
て
は
未
だ
に
不
十
分
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

な
お
、
先
に
栗
山
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
臨
終
正
念
来
迎
」
に
関
す
る
異
義
に
は
忍
性
な
ど
他
宗
か
ら
の
影
響
も

含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。そ
も
そ
も
臨
終
に
正
念
に
至
り
仏
の
来
迎
に
預
か
り
往
生
す
る
と
い
う
考
え
自
体
は
、
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平
安
期
よ
り
既
に
一
般
化
さ
れ
、
民
衆
に
ま
で
浸
透
し
て
い
た
こ
と
は
、
既
に
多
く
の
先
行
研
究
に
お
い
て
論
じ
ら
れ

て
お
り
、
一
々
を
挙
げ
れ
ば
枚
挙
に
遑
が
な
い
。
ま
た
、
来
迎
に
際
し
て
臨
終
正
念
に
至
る
こ
と
に
関
し
て
も
、
例
え

(27)

ば
、
藤
原
宗
忠
『
中
右
記
』
承
徳
元(

一
一
〇
三)

年
十
二
月
十
四
日
の
条
で
は
、

阿
弥
陀
小
呪
一
百
遍
毎
日
可
奉
祈
念
由
、
従
今
日
云
付
実
円
阿
闍
梨
了
、
是
偏
為
臨
終
正
念
往
生
極
楽
也(28)

と
、
臨
終
正
念
に
至
る
た
め
に
実
円
に
従
っ
て
毎
日
、
阿
弥
陀
小
咒
一
百
遍
を
唱
え
る
こ
と
に
し
た
と
あ
る
。
ま
た
、

康
和
五(

一
一
〇
三)
年
五
月
四
日
の
条
で
は
、

送
今
日
限
永
年
、
阿
弥
陀
小
呪
千
遍
、
光
明
真
言
百
遍
、
付
暹
慶
阿
闍
梨
、
毎
日
令
祈
念
、
是
偏
為
臨
終
正

従
カ念

往
生
極
楽
也
。
阿
闍
梨
有
道
心
也
、
仍
互
為
成
善
知
識
約
束
先
了(29)

と
、
臨
終
正
念
の
た
め
暹
慶
と
互
い
に
善
知
識
の
約
束
を
結
び
、
阿
弥
陀
小
呪
千
遍
、
光
明
真
言
百
遍
を
唱
え
た
こ
と

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
臨
終
正
念
来
迎
」
の
問
題
と
は
浄
土
宗
の
中
だ
け
で
引
き
起
こ
る
問
題
で
は
な

い
。こ

の
よ
う
に
来
迎
に
関
す
る
異
義
の
要
因
は
さ
ま
ざ
ま
に
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
忍
性
は
初
期
真
宗
教
団
へ
の
影
響

が
何
度
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
の
東
国
へ
の
下
向
は
建
長
四
年
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
建
長
三

(30)

年
に
撰
述
さ
れ
た
「
有
念
無
念
」
へ
の
影
響
は
考
え
に
く
い
。

ま
た
、
「
有
念
無
念
」
に
お
け
る
「
臨
終
正
念
来
迎
」
に
関
す
る
記
述
の
中
に
は
、
前
章
で
論
じ
た
「
定
散
心
」
と
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「
一
心
」
に
関
す
る
説
示
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、「
他
力
の
中
の
自
力
の
善
」
を
積
む
行
者
に
つ
い
て
、

「
こ
の
自
力
の
行
人
は
、
来
迎
を
ま
た
ず
し
て
は
、
胎
生
・
辺
地
・
懈
慢
界
ま
で
も
む
ま
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
い
、「
来

(31)

迎
往
生
を
た
の
む
こ
と
は
、
こ
の
定
心
・
散
心
の
行
者
の
い
ふ
こ
と
な
り
」
と
説
示
す
る
よ
う
に
、
臨
終
来
迎
往
生
を

(32)

期
す
る
定
心
・
散
心
の
行
者
の
こ
と
を
「
他
力
中
の
自
力
」
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
建
長

三
年
に
起
き
た
「
臨
終
正
念
来
迎
」
の
問
題
の
要
因
と
な
る
対
象
に
つ
い
て
も
、
親
鸞
と
比
較
的
近
似
し
た
思
想
を
持

つ
浄
土
門
諸
師
に
絞
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
有
念
無
念
」
に
説
か
れ
る
「
臨
終
正
念
来
迎
」
の
異
義
が
起
こ
っ
た
要
因
は
、
従
来
さ
ま
ざ
ま
な

推
測
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
細
川
行
信
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
建
長
二
年
に
撰
述
さ
れ
た
『
浄
土
大
意
抄
』
と
本
書
簡

と
の
文
言
が
対
応
し
て
い
る
点
、「
他
力
中
の
自
力
」
の
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
良
忠
の
よ
う
な

親
鸞
に
近
似
し
た
思
想
を
持
つ
人
物
が
想
定
さ
れ
、
少
な
く
と
も
そ
の
範
囲
は
「
浄
土
門
」
の
中
に
限
ら
れ
る
こ
と
と

な
る
。
つ
ま
り
、「
有
念
無
念
」
で
、「
散
心
」
に
よ
る
正
念
・
臨
終
来
迎
を
期
す
る
こ
と
を
方
便
仮
門
で
あ
り
、
辺
地

往
生
の
業
因
で
あ
る
と
い
う
説
示
は
、
良
忠
の
よ
う
な
思
想
が
想
定
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
良
忠
初

(33)

期
教
学
に
お
い
て
来
迎
は
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
の
か
、
節
を
変
え
て
詳
し
く
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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前
節
で
概
観
し
て
き
た
よ
う
に
、
「
有
念
無
念
」
の
消
息
に
お
け
る
門
弟
間
の
来
迎
問
題
に
、
法
然
門
流
の
関
東
下

向
に
よ
る
門
弟
た
ち
の
教
学
理
解
の
混
乱
が
原
因
の
一
つ
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
て
き
て
お
り
、
特
に
鎮
西
義
三
祖
良
忠

に
つ
い
て
は
「
有
念
無
念
」
の
異
義
の
発
生
す
る
要
因
と
し
て
最
も
注
視
す
べ
き
存
在
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
「
有
念
無
念
」
が
書
か
れ
た
建
長
頃
の
東
国
に
お
け
る
浄
土
教
の
状
況
に
つ
い
て
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い

点
が
多
く
、
ま
た
良
忠
に
お
い
て
も
、
東
国
で
成
立
し
た
多
く
の
史
料
が
未
翻
刻
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め

(34)

か
、「
有
念
無
念
」
に
お
け
る
良
忠
の
影
響
を
論
じ
る
際
に
、『
浄
土
大
意
抄
』
以
外
の
良
忠
著
作
と
の
比
較
検
討
は
管

見
の
限
り
行
わ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
本
節
で
は
、
良
忠
未
翻
刻
史
料
の
一
つ
で
あ
る
『
観
経
疏
聞
書
』
を
用
い
、
良
忠
の
来
迎
思
想
に
つ
い
て
検

討
し
、
建
長
頃
の
東
国
に
お
け
る
浄
土
教
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
本
書
を
用
い
る
こ
と
へ
の
必
要
性
に
つ
い

て
論
じ
た
い
。
こ
の
よ
う
な
作
業
は
親
鸞
思
想
形
成
を
論
じ
る
上
で
迂
遠
な
道
の
り
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
作
業

を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、「
有
念
無
念
」
の
異
義
が
起
こ
っ
た
要
因
が
よ
り
鮮
明
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
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ま
ず
は
、
『
観
経
疏
聞
書
』
が
良
忠
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
か
、
行
実
を
通
し
て
概
観
し
よ
う
。
良
忠

は
、
諸
伝
記
を
見
る
限
り
幾
度
と
な
く
善
導
『
観
経
疏
』
を
講
義
・
註
釈
し
て
い
る
。
前
節
で
も
述
べ
た
が
、
良
忠
は

宝
治
二
（
一
二
四
八
）
年
に
信
濃
に
お
い
て
善
導
『
観
経
疏
』
の
講
義
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
後
、
建
長
初
め
頃
に
下

総
国
へ
と
下
向
・
止
住
し
、
教
化
活
動
を
開
始
す
る
。
確
認
で
き
る
限
り
、
下
総
で
は
建
長
二
（
一
二
五
〇
）
年
に
成

立
し
た
『
浄
土
大
意
抄
』
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
講
義
・
執
筆
活
動
を
開
始
す
る
。
そ
し
て
、
建
長
六
（
一
二
五
四
）

年
よ
り
同
国
福
岡
村
に
て
再
び
『
観
経
疏
』
の
講
義
を
行
う
。
こ
れ
を
門
弟
が
録
し
た
も
の
が
『
観
経
疏
聞
書
』
と
し

て
伝
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
奥
書
、
註
記
を
見
る
限
り
で
は
建
長
六
年
十
二
月
二
十
日
か
ら
翌
年
二
月
六
日
ま
で
「
定
善

義
」
を
、
続
い
て
三
月
四
日
か
ら
五
月
十
七
日
ま
で
「
玄
義
分
」
が
講
義
さ
れ
て
い
る
。
「
序
分
義
」
に
つ
い
て
は
開

講
の
日
付
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
定
善
義
」
か
ら
「
玄
義
分
」
に
至
る
ま
で
に
一
ヶ
月
ほ
ど
の
開
き
が
あ
る
の
で
、

そ
の
間
に
「
序
分
義
」
の
講
義
が
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
建
長
六
年
に
良
忠
は
『
選
択
伝
弘
決
疑

抄
』
四
巻
、『
三
心
私
記
』
一
巻
も
撰
述
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
建
長
年
間
に
は
『
福
岡
鈔
』
と
呼
ば
れ
る
『
観
経
疏
』
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註
疏
を
、
正
嘉
二
（
一
二
五
八
）
年
に
は
『
二
十
五
帖
鈔
』
と
呼
ば
れ
る
『
観
経
疏
』
註
疏
を
製
作
し
た
と
さ
れ
る
が
、

こ
れ
ら
二
書
は
現
存
し
な
い
。
ま
た
、
先
行
研
究
で
は
『
福
岡
鈔
』
『
二
十
五
帖
鈔
』
は
『
観
経
疏
聞
書
』
と
同
内
容

か
否
か
意
見
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い

て
は
後
述
し
た
い
。
ち
な
み
に
『
二
十
五
帖
鈔
』
が
著
さ
れ
た

前
年
の
康
元
（
一
二
五
七
）
二
年
に
は
『
決
答
授
手
印
疑
問
鈔
』

二
巻
が
、
そ
の
翌
年
に
は
『
浄
土
宗
行
者
用
意
問
答
』
一
巻
が
、

さ
ら
に
翌
年
に
は
『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
裏
書
』
一
巻
が
撰
述
さ

れ
て
い
る
。
と
に
か
く
、
こ
れ
ら
の
『
観
経
疏
』
註
疏
を
著
し

た
後
、
良
忠
は
正
元
二
（
一
二
六
〇
）
年
ま
で
に
鎌
倉
へ
と
移

住
す
る
。
以
降
、
下
総
に
も
度
々
足
を
運
ん
だ
よ
う
で
あ
る
が
、

以
降
の
『
観
経
疏
』
註
疏
は
鎌
倉
に
て
撰
述
さ
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
親
鸞
示
寂
の
年
で
あ
る
弘
長
二
（
一
二
六
二
）
年
成

立
の
『
観
経
疏
略
鈔
』
前
五
巻
、
文
永
年
間
（
一
二
六
四
～
一

二
七
四
）
成
立
の
『
観
経
疏
略
鈔
』
後
三
巻
（
足
立
鈔
）
、
そ

し
て
良
忠
晩
年
期
で
あ
る
建
治
元
（
一
二
七
五
）
年
成
立
の
『
観

良忠『観経疏』註疏の成立および主な出来事

宝治二（1248）年 ※信濃で観経疏を講義

建長初頃 ※下総へ下向

建長六（1254）年 定善義聞書 三冊

建長七（1255）年 玄義分聞書 三冊

（序分義聞書一冊）

建長年間 福岡鈔

正嘉二（1258）年 二十五帖鈔

※正元二（1260）年までに鎌倉移住
弘長二（1262）年 観経疏略鈔 五巻

文永年間 観経疏略鈔（足立鈔 三巻）

（1264-74） 浅略鈔（伝通記未再治本五巻

建治元（1275）年 観経疏伝通記（再治本）一五巻

弘安十（1287）年 観経疏伝通記（極再治本）一五
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経
疏
伝
通
記
』
再
治
本
、
弘
安
十
（
一
二
八
七
）
年
成
立
の
『
観
経
疏
伝
通
記
』
極
再
治
本
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
成
立

に
つ
い
て
先
行
研
究
に
は
諸
説
あ
る
が
、
現
存
す
る
の
は
『
観
経
疏
聞
書
』『
観
経
疏
略
鈔
』
、
及
び
『
観
経
疏
伝
通
記
』

極
再
治
本
の
三
本
の
み
で
あ
る
。
そ
の
中
で
『
観
経
疏
聞
書
』
は
、
確
認
で
き
る
限
り
で
も
、
宝
治
二
年
に
信
濃
で
行

(35)

わ
れ
た
『
観
経
疏
』
講
義
の
次
に
古
く
、
ま
た
現
存
す
る
『
観
経
疏
』
註
疏
で
最
も
成
立
が
古
い
、
い
わ
ば
良
忠
初
期

の
『
観
経
疏
』
理
解
が
記
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
現
存
す
る
『
観
経
疏
』
註
疏
の
中
で
、『
観
経
疏
聞
書
』

は
唯
一
、
鎌
倉
で
は
無
く
東
国
下
総
に
て
成
立
し
た
書
物
で
あ
り
、
そ
の
成
立
し
た
年
代
も
建
長
六
年
で
あ
る
。
こ
の

年
代
は
、
親
鸞
が
頻
繁
に
東
国
門
弟
に
書
簡
を
送
付
す
る
よ
う
に
な
っ
た
建
長
三
年
以
降
で
あ
り
、
現
存
す
る
親
鸞
著

作
の
撰
述
年
代
が
集
中
す
る
建
長
年
間
の
出
来
事
で
あ
り
、
さ
ら
に
親
鸞
の
教
線
で
あ
る
常
陸
国
と
も
近
接
し
た
地
域

で
撰
述
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
良
忠
は
『
観
経
疏
』
の
他
に
も
多
く
の
講
義
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
未
翻
刻
の
ま
ま
で
あ
る
。
具
体
的
に
述
べ
れ
ば
、
良
聖
が
良
忠
の
講
義
を
書
写
し
た
も
の
と
し

て
建
長
八
（
一
二
五
六
）
年
書
写
の
『
無
量
寿
経
論
註
聞
書
』『
法
事
讃
聞
書
』、
ま
た
康
元
二
（
一
二
五
七
）
年
に
常

陸
で
書
写
し
た
『
往
生
礼
讃
聞
書
』
が
あ
り
、
ま
た
年
代
未
詳
な
が
ら
良
忠
の
講
義
録
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い

る
も
の
と
し
て
、『
安
楽
集
論
義
』
『
釈
摩
訶
衍
論
聞
書
』
の
二
点
が
金
沢
文
庫
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
観
経

(36)疏
』
を
良
忠
は
何
度
も
註
釈
・
講
義
し
て
い
る
点
、
未
翻
刻
文
献
の
中
で
も
最
初
期
の
成
立
で
あ
る
点
、
後
年
に
成
立

し
た
『
観
経
疏
略
鈔
』『
観
経
疏
伝
通
記
』
と
の
比
較
も
可
能
な
点
を
考
え
れ
ば
、『
観
経
疏
聞
書
』
は
建
長
年
間
の
東
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国
浄
土
教
を
探
る
上
で
、
重
要
な
史
料
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
『
観
経
疏
聞
書
』
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。
現
存
す
る
『
観
経
疏
聞
書
』
は
、
神

奈
川
県
称
名
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
称
名
寺
聖
教
に
数
え
ら
れ
、
現
在
は
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い

る
（
以
下
、
必
要
に
応
じ
て
底
本
を
「
金
沢
文
庫
本
」
と
呼
称
し
た
い
）。
金
沢
文
庫
本
は
「
玄
義
分
聞
書
」「
序
分
義

聞
書
」「
定
善
義
聞
書
」
の
三
帙
に
纏
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
玄
義
分
聞
書
」
は
三
冊
、「
序
分
義
聞
書
」
は
一

冊
、「
定
善
義
聞
書
」
は
三
冊
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
定
善
義
聞
書
」
に
は
三
冊
の
他
に
表
紙
を
持
た
な
い

数
丁
程
度
の
冊
子
が
同
帙
に
納
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
内
容
面
か
ら
み
て
も
と
も
と
「
定
善
義
聞
書
」
三
冊
に
納

め
ら
れ
て
い
た
も
の
が
落
丁
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
「
玄
義
分
聞
書
」
第
三
冊
目
の
一
丁
目
～
二
丁
目

も
他
の
書
籍
が
乱
丁
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
付
録
の
翻
刻
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
残
念
な

が
ら
「
散
善
義
聞
書
」
及
び
「
玄
義
分
」
冒
頭
部
の
い
わ
ゆ
る
「
帰
三
宝
偈
（
十
四
行
偈
）
」
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
は
も
と
も
と
あ
っ
た
も
の
が
散
佚
し
た
か
、
は
た
ま
た
元
々
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
詳
細
は
不
明
で
は

あ
る
が
、
後
年
成
立
の
『
観
経
疏
略
鈔
』『
観
経
疏
伝
通
記
』
に
は
「
帰
三
宝
偈
」「
散
善
義
」
共
に
収
録
さ
れ
て
い
る

(

な
お
、
本
論
文
で
は
便
宜
的
に
「
玄
義
分
聞
書
」
三
冊
を
そ
れ
ぞ
れ
「
巻
一
」
～
「
巻
三
」
と
表
記
し
て
い
る)

。
と

に
か
く
現
存
す
る
『
観
経
疏
聞
書
』
は
「
帰
三
宝
偈
」
を
除
く
「
玄
義
分
」
及
び
「
序
分
義
」
「
定
善
義
」
の
み
と
な

る
。
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ま
た
、
金
沢
文
庫
本
は
良
忠
の
真
筆
で
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
内
容
が
良
忠
『
観
経
疏
略
鈔
』
や
『
観
経
疏
伝
通
記
』

と
多
く
重
複
す
る
こ
と
等
か
ら
、
良
忠
の
真
撰
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
異
本
情
報
を
示
す
註
記
や
訂
記
、
抹

(37)

消
箇
所
も
散
見
さ
れ
、
『
観
経
疏
聞
書
』
の
記
述
す
べ
て
を
良
忠
の
も
の
と
判
断
す
る
の
は
難
し
い
。
従
っ
て
本
論
文

及
び
付
録
で
は
、
註
記
・
抹
消
等
の
情
報
に
つ
い
て
も
確
認
で
き
る
限
り
表
記
す
る
よ
う
努
め
た
。
書
写
者
に
つ
い
て

は
、「
玄
義
分
」「
定
善
義
」
は
表
紙
の
袖
書
・
花
押
か
ら
良
聖
な
る
人
物
の
書
写
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
良
聖
は
他

の
良
忠
著
作
や
真
仏
書
写
本
も
現
存
す
る
『
三
部
経
大
意
』
な
ど
、
多
く
の
浄
土
教
典
籍
を
書
写
し
た
こ
と
で
知
ら
れ

る
人
物
で
あ
り
、
そ
の
名
前
や
書
写
し
て
い
る
書
物
よ
り
、
良
忠
の
弟
子
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
「
序

分
義
聞
書
」
は
奥
書
や
袖
書
き
も
な
く
、
筆
跡
や
体
裁
も
「
玄
義
分
聞
書
」
や
「
定
善
義
聞
書
」
と
大
き
く
異
な
る
為
、

書
写
者
は
不
明
と
さ
れ
る
。
体
裁
面
な
ど
の
書
誌
情
報
は
先
行
研
究
に
て
既
に
何
度
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
本
論
文

(38)

(39)

で
は
省
略
す
る
が
、
先
述
の
よ
う
に
『
観
経
疏
聞
書
』
は
一
部
の
翻
刻
が
紹
介
さ
れ
る
に
留
ま
っ
て
お
り
、
あ
ま
り
検

討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

ਸ਼

ඨ
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『
観
経
疏
聞
書
』
に
つ
い
て
い
ま
ま
で
ど
の
よ
う
な
検
討
、
評
価
が
な
さ
れ
て
き
た
か
、
一
度
確
認
し
て
お
き
た
い
。
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ま
ず
沼
倉
（
大
橋
）
雄
人
は
、
今
ま
で
の
金
沢
文
庫
資
料
の
研
究
史
を
回
顧
し
た
上
で
、
『
観
経
疏
聞
書
』
を
取
り
扱

っ
た
先
行
研
究
と
し
て
、
前
田
聴
瑞
、
坪
井
俊
映
、
納
富
常
天
、
石
田
瑞
麿
、
日
置
孝
彦
ら
の
論
考
が
あ
る
こ
と
を
挙

(40)

(41)

(42)

(43)

(44)

げ
た
上
で
、

金
沢
文
庫
資
料
を
扱
っ
た
研
究
と
し
て
は
、
坪
井
俊
映
、
納
富
常
天
、
石
田
瑞
麿
、
日
置
孝
彦
な
ど
に
よ
る

多
く
の
研
究
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
資
料
紹
介
の
域
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

(45)

と
、『
観
経
疏
聞
書
』
は
、
資
料
紹
介
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
。
ま
た
、
廣
川
堯
敏
も

『
観
経
疏
聞
書
』
に
つ
い
て
、

良
忠
の
初
期
教
学
の
形
成
過
程
を
考
察
す
る
上
に
お
い
て
、
金
沢
文
庫
保
管
『
観
経
疏
聞
書
』
は
き
わ
め
て

重
要
な
未
刊
の
資
料
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
本
書
の
本
格
的
な
研
究
は
少
な
い
。

(46)

と
、『
観
経
疏
聞
書
』
の
現
状
を
示
し
た
上
で
、
本
書
を
「
分
析
、
解
明
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
緊
急
、
か
つ
重
要
な

課
題
」
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
良
忠
に
は
未
翻
刻
資
料
が
多
く
存
し
て
い
る
の
だ
が
、
中
で
も
『
観

(47)

経
疏
聞
書
』
は
思
想
面
の
検
討
を
行
う
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
て
き
た
に
も
関
ら
ず
、
未
だ
に
全
文
の
資
料
翻
刻
が
紹
介

さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

ま
た
、
良
忠
の
『
観
経
疏
』
註
疏
は
『
観
経
疏
聞
書
』
の
他
に
『
観
経
疏
略
鈔
』
『
観
経
疏
伝
通
記
』
の
二
本
が
現

存
し
、
ま
た
『
福
岡
鈔
』『
二
十
五
帖
鈔
』『
観
経
疏
伝
通
記
』（
再
治
本
）
と
い
っ
た
散
佚
文
献
の
名
前
も
知
ら
れ
る
。
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こ
れ
ら
の
註
疏
の
中
で
『
観
経
疏
聞
書
』
は
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、
先
行
研
究
を

一
瞥
し
て
み
た
い
。

ま
ず
『
観
経
疏
伝
通
記
』
と
『
観
経
疏
聞
書
』
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
窺
っ
て
み
た
い
。
坪
井
俊
映
は
『
観
経
疏
聞

書
』
と
『
観
経
疏
伝
通
記
』
に
お
け
る
「
総
論
」
の
分
科
及
び
「
序
題
門
」
の
『
観
経
疏
』
註
釈
箇
所
を
比
較
す
れ
ば
、

『
観
経
疏
聞
書
』
が
『
観
経
疏
伝
通
記
』
述
作
の
原
資
料
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
と
し
て
、

『
伝
通
記
』
は
こ
の
『
観
経
疏
聞
書
』
を
原
本
と
し
て
、
こ
れ
に
さ
ら
に
多
く
の
経
疏
の
釈
を
引
用
し
て
、

よ
り
詳
し
く
釈
義
を
ほ
ど
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
『
伝
通
記
』
と
『
聞
書
』
が

疏
文
を
解
釈
す
る
に
あ
た
っ
て
、
疏
文
よ
り
抜
き
出
し
て
解
釈
し
た
語
句
は
ほ
ぼ
同
じ(48)

と
述
べ
る
。
更
に
丸
山
博
正
は
、『
観
経
疏
聞
書
』『
観
経
疏
略
鈔
』
『
観
経
疏
伝
通
記
』
に
加
え
良
忠
最
晩
年
の
著
作

で
あ
る
『
浄
土
宗
要
集
』（
以
下
、
『
東
宗
要
』）
の
四
書
に
お
け
る
要
門
・
弘
願
釈
の
比
較
検
討
を
行
っ
た
結
果
と
し

て
、

先
ず
指
摘
で
き
る
点
は
『
玄
義
分
聞
書
』
の
構
成
と
内
容
が
、
『
伝
通
記
』
の
構
成
と
内
容
と
ほ
と
ん
ど
一

致
す
る
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
、
要
門
・
弘
願
釈
に
限
っ
て
の
比
較
で
あ
る
か
ら
両
書
の
全
体
に
つ
い
て
も
、

同
様
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
部
分
的
に
せ
よ
、
こ
れ
だ
け
一
致
す
る
こ
と
に
留
意

せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
逆
に
言
え
ば
良
忠
の
『
伝
通
記
』
は
六
十
歳
の
正
嘉
元
年
に
初
稿
が
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成
立
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
構
成
・
内
容
は
五
十
七
歳
の
講
義
の
時
点
で
、
ほ
と
ん
ど
成
立
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
れ
ば
『
然
阿
上
人
伝
』
に
は
宝
治
二
（
一
二
四
八
）
年
良
忠
五
十
歳

の
時
、
信
州
善
光
寺
に
詣
で
、
信
州
で
『
観
経
疏
』
を
講
じ
た
と
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
五
十
歳
の
講
義
の

時
に
『
観
経
疏
』
解
釈
の
基
本
は
出
来
あ
が
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

(49)

と
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
に
部
分
的
な
比
較
を
行
う
限
り
で
は
、
『
観
経
疏
伝
通
記
』
と
『
観
経
疏
聞
書
』
は
構
成
と
内

容
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
観
経
疏
聞
書
』
は
『
観
経
疏
伝
通
記
』
の
草
稿
本
的
存
在
で
あ
っ
て
、
基
本

的
な
内
容
面
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

次
に
散
佚
文
献
で
あ
る
『
福
岡
鈔
』『
二
十
五
帖
鈔
』
と
『
観
経
疏
聞
書
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
窺
っ
て
み
た
い
。

こ
れ
ら
は
既
に
散
佚
し
た
文
献
で
は
あ
る
が
、
良
暁
『
浄
土
述
聞
鈔
』
に
は
、

然

今
号

古
鈔

、『
福
岡
鈔
』『
廿
五
帖
』
等
皆
是
未
再
治
也
。
於
『
伝
通
記
』
者
、
再
治
及

度
度

義
勢
尽

善
。

ル
ニ

マ

ス
ル

ト

ノ

ハ

ナ

レ

テ
ハ

ニ

テ

ニ

ス

ヲ

（
『
浄
全
』
一
一
・
五
四
七
頁
）

と
、『
観
経
疏
伝
通
記
』
は
何
度
も
再
治
を
繰
り
返
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、『
福
岡
鈔
』
『
二
十
五
帖
鈔
』
は

未
再
治
本
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
鸞
宿
『
観
経
諸
解
総
目
』「
伝
通
記
」
の
項
に
、

就
二

此
記
本
一

。
総
有
二

四
本
一

。
初
十
巻
草
菴
本
。
是
云
二

『
福
岡
鈔
』
一

。
行
観
上
人
所
二

口
筆
一

。『
廿
五
帖

鈔
』
。
康
元
正
嘉
間
作
。
三
建
治
再
治
本
建
治
元
年
。
於
二

鎌
倉
光
明
寺
一

。
再
二

治
前
『
廿
五
帖
』
一

。
為
二

十
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五
巻
一

。
二
年
功
竟
。
名
越
流
用
二

此
本
一

。
四
弘
安
再
治
本
。
是
唯
於
二

前
建
治
本
中
一

。
削
二

就
行
立
信
下
四

十
二
字
一

。
更
添
二

奥
書
耳
一

。
其
義
出
二

『
糅
鈔
』
四
十
二
及
『
述
聞
』
一

。
今
自
筆
弘
安
御
正
本
。
在
二

鎌
倉

光
明
寺
一

云
云
。

（
『
浄
全
』
続
四
・
一
七
四
頁
上
）

と
『
観
経
疏
伝
通
記
』
の
草
本
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
文
言
及
び
『
福
岡
鈔
』
と
い
う
名
称
を
承
け
て

恵
谷
隆
戒
は
、
『
観
経
疏
聞
書
』
が
『
福
岡
鈔
』
に
該
当
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
推
論
し
て
お
り
、
ま
た
大
橋
俊
雄

(50)

も
そ
の
書
名
か
ら
、

福
岡
鈔
が
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
か
は
原
本
が
残
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
知
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
が
、
福
岡
鈔
と
い
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
ま
す
と
、
福
岡
の
地
で
書
か
れ
た
、
善
導
大
師
の
『
観
経

疏
』
の
注
釈
書
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
と
し
ま
す
と
、
金
沢
文
庫
に
あ
り
ま
す
良
聖
書
写
本
と
、
ほ
ぼ

同
じ
内
容
を
も
っ
た
も
の
と
み
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

(51)

と
、
同
様
の
推
測
を
行
っ
て
い
る
。
確
か
に
、
良
暁
『
浄
土
述
聞
鈔
』
に
『
観
経
疏
聞
書
』
の
名
称
を
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
以
上
、『
福
岡
鈔
』
が
『
観
経
疏
聞
書
』
に
該
当
す
る
可
能
性
は
高
い
よ
う
思
わ
れ
る
。

ま
た
坪
井
俊
映
は
、

さ
れ
ば
金
沢
文
庫
に
現
存
す
る
良
聖
筆
者
の
『
定
善
義
』『
玄
義
分
』
の
聞
書
は
『
伝
通
記
』
の
草
稿
本
と

す
べ
き
で
あ
っ
て
『
福
岡
二
十
五
帖
鈔
』
と
い
う
の
が
こ
れ
で
あ
ろ
う
。

(52)
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と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
状
況
を
整
理
し
た
上
で
沼
倉
（
大
橋
）
雄
人
は
、
ま
ず
坪
井
が
『
観
経
疏
聞
書
』
と

『
二
十
五
帖
鈔
』
を
同
一
文
献
と
す
る
説
は
「
根
拠
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
」
と
し
、

ま
ず
、
『
観
経
疏
』
の
講
義
が
文
書
と
し
て
成
立
し
た
の
は
『
福
岡
鈔
』
が
初
め
で
あ
り
、
十
巻
か
ら
構
成

さ
れ
行
観
（
も
し
く
は
「
行
願
房
」
）
が
口
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
金
沢
文
庫
所
蔵
の
『
観
経
疏
聞
書
』
は

同
じ
講
席
に
い
た
良
聖
の
私
的
な
記
録
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
内
容
と
し
て
は
ほ
ぼ
『
福
岡
鈔
』
と
同
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
の
『
福
岡
鈔
』
を
も
と
に
康
元
二
年
三
月
二
十
一
日
か
ら
正
嘉
二
年
三
月
二
十
九

日
に
か
け
て
『
二
十
五
帖
鈔
』
が
執
筆
さ
れ(53)

た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
観
経
疏
聞
書
』
は
『
福
岡
鈔
』
と
同
一
史
料
で
は
な
い
も
の
の

異
本
系
統
に
属
す
る
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
『
福
岡
鈔
』
を
基
に
執
筆
さ
れ
た
史
料
が
『
二
十
五
帖
鈔
』
で
あ

る
と
大
橋
は
推
測
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
『
福
岡
鈔
』『
二
十
五
帖
鈔
』
が
現
存
し
な
い
以
上
、『
観
経
疏
聞
書
』
と
同

一
の
も
の
か
否
か
、
判
断
す
る
こ
と
は
現
状
で
は
困
難
で
あ
る
。

次
に
『
観
経
諸
略
鈔
』
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
恵
谷
隆
戒
が
本
書
と
『
観
経
疏
聞
書
』
と
の
内
容
が
大
体

一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
①
両
本
は
同
時
同
所
の
講
本
で
あ
り
筆
録
者
が
異
な
っ
た
も
の
②
異
時
異
所
の
講
本
で
あ

り
、『
観
経
疏
略
鈔
』
は
『
観
経
疏
聞
書
』
を
底
本
と
し
て
修
正
を
加
え
た
も
の
、
の
い
ず
れ
か
で
は
な
い
か
と
推
測

し
つ
つ
も
、「
先
づ
大
体
に
於
い
て
後
者
の
説
に
依
憑
す
可
き
で
は
な
か
ら
う
か
と
思
ふ
」
と
し
て
い
る
。

(54)
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ま
た
坪
井
俊
映
は
『
観
経
疏
聞
書
』『
観
経
疏
伝
通
記
』『
観
経
疏
略
鈔
』
の
三
本
を
比
較
し
、
註
釈
さ
れ
て
い
る
語

句
に
多
寡
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

『
聞
書
』
が
初
め
に
出
来
て
、
つ
い
で
『
聞
書
』
を
細
釈
し
て
『
伝
通
記
』
が
著
さ
れ
、『
伝
通
記
』
に
記

載
す
る
要
文
語
句
の
中
よ
り
、
特
に
注
目
す
べ
き
も
の
を
選
ん
で
要
旨
を
記
述
さ
れ
た
も
の
が
『
略
鈔
』
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

(55)

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
沼
倉
（
大
橋
）
雄
人
は
こ
れ
ら
の
見
解
に
加
え
、
『
観
経
疏
略
鈔
』
は
『
観
経
疏
』
註
疏
の

成
立
順
序
に
鑑
み
れ
ば
、『
二
十
五
帖
鈔
』
か
ら
の
影
響
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
、

『
観
経
疏
略
鈔
』
は
『
伝
通
記
』
と
は
一
部
を
共
有
し
な
が
ら
も
、
別
の
意
図
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
た
著
作

で
あ
る
か
、
『
観
経
疏
略
鈔
』
の
み
に
み
ら
れ
る
説
示
は
も
と
も
と
『
二
十
五
帖
鈔
』
に
み
ら
れ
た
説
示
で

あ
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

(56)

と
す
る
。
大
橋
は
『
観
経
疏
聞
書
』
を
基
に
作
ら
れ
た
書
物
が
『
二
十
五
帖
鈔
』
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
た
め
、

『
観
経
疏
略
鈔
』
と
は
、『
観
経
疏
聞
書
』
→
『
二
十
五
帖
鈔
』
→
『
観
経
疏
略
鈔
』
の
順
序
で
成
立
し
、『
観
経
疏
伝

通
記
』
と
は
別
の
系
統
に
属
す
る
書
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以
上
、『
観
経
疏
略
鈔
』
と
『
観
経
疏
聞
書
』

と
の
関
係
性
を
ま
と
め
る
と
、
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①
『
観
経
疏
聞
書
』
を
底
本
と
し
て
『
観
経
疏
略
鈔
』
が
成
立
し
た
（
『
聞
書
』
が
草
稿
本
）。

②
『
観
経
疏
聞
書
』
→
『
観
経
疏
伝
通
記
』
→
『
観
経
疏
略
鈔
』
の
順
序
で
成
立
し
た
。

（
た
だ
し
、『
伝
通
記
』
→
『
略
鈔
』
の
順
序
に
つ
い
て
は
異
論
あ
り
。）

③
『
観
経
疏
聞
書
』
→
『
二
十
五
帖
鈔
』
→
『
観
経
疏
略
鈔
』
の
順
序
で
成
立
し
た
。

の
三
説
に
大
別
で
き
る
。
た
だ
し
大
橋
は
前
掲
の
論
考
に
お
い
て
「
『
略
鈔
』
に
つ
い
て
は
専
門
に
扱
っ
た
論
考
が
少

な
く
今
後
の
研
究
が
俟
た
れ
る
」
と
評
し
て
い
る
よ
う
に
、
未
だ
結
論
を
見
な
い
状
況
に
あ
る
。

(57)

以
上
の
よ
う
に
『
観
経
疏
聞
書
』
は
、
親
鸞
在
世
時
に
下
総
国
と
い
う
親
鸞
門
弟
に
も
近
し
い
地
域
で
撰
述
さ
れ
た

書
物
で
あ
る
が
未
翻
刻
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
良
忠
に
は
未
だ
に
翻
刻
さ
れ
て
い
な
い
史
料
が
金
沢
文
庫
に
い
く
つ

か
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
書
は
、
良
忠
が
生
涯
幾
度
と
な
く
註
釈
を
繰
り
返
し
た
『
観
経
疏
』
註
疏
の
中
で
現
存
最

古
で
あ
り
、
内
容
面
の
検
討
が
急
務
で
あ
る
と
評
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
『
観
経
疏
聞
書
』
は
先
行
研
究
に
後

年
成
立
の
『
観
経
疏
伝
通
記
』
と
基
本
的
な
内
容
が
一
致
し
て
い
る
と
評
さ
れ
て
き
た
か
ら
か
、
あ
ま
り
詳
細
な
検
討

が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
親
鸞
門
弟
を
含
め
た
東
国
浄
土
教
の
状
況
は
い
か
な
る
も
の
か
、
と
い

う
視
点
に
立
て
ば
、
本
書
は
非
常
に
有
用
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『
観
経
疏
聞
書
』
は
、
良
忠
が
生
涯
に
著

し
た
『
観
経
疏
』
註
疏
の
関
係
性
を
考
察
す
る
上
で
も
不
可
欠
な
史
料
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
本
書
は
『
観
経
疏
伝
通
記
』
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の
草
稿
本
の
位
置
づ
け
と
も
考
え
ら
れ
、
『
観
経
疏
略
鈔
』
と
も
さ
ら
に
散
佚
し
た
『
福
岡
鈔
』
や
『
二
十
五
帖
鈔
』

と
の
関
係
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
良
忠
『
観
経
疏
』
註
疏
群
の
成
立
を
窺
う
上
で
も
鍵
と
な
る
史
料
で
あ
る
。
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先
行
研
究
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
『
観
経
疏
聞
書
』
と
『
観
経
疏
略
鈔
』
、『
観
経
疏
伝
通
記
』
は
内
容
面
や
註
釈
箇

所
が
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
と
評
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、部
分
的
な
比
較
検
討
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

そ
こ
で
今
回
は
、「
来
迎
」
に
関
す
る
記
述
か
ら
、
こ
れ
ら
の
書
物
の
構
成
・
内
容
を
比
較
検
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
構
成
面
を
確
認
し
た
い
。
三
書
に
出
る
「
来
迎
」
の
語
を
抜
き
出
す
と
左
の
【
表
】
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、

「
散
善
義
聞
書
」
が
現
存
し
な
い
た
め
、「
散
善
義
」
は
今
回
、
比
較
対
照
に
は
加
え
な
か
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
見
て
い
く
と
、『
観
経
疏
聞
書
』
は
「
玄
義
分
」
の
序
題
門
に
二
例
、
定
散
門
に
一
例
、
和
会
門
に
三
例
、

「
定
善
義
」
の
像
観
に
一
例
、
真
身
観
に
二
例
、
普
観
・
雑
想
観
に
一
例
ず
つ
「
来
迎
」
の
用
例
を
確
認
で
き
る
。

次
に
『
観
経
疏
伝
通
記
』
で
は
「
玄
義
分
」
の
題
号
に
一
例
、
序
題
門
に
二
例
、
和
会
門
に
四
例
、
「
定
善
義
」
の

華
座
観
に
一
例
、
真
身
観
に
四
例
、
普
観
に
一
例
確
認
で
き
、
『
観
経
疏
略
鈔
』
で
は
「
玄
義
分
」
序
題
門
に
三
例
、

和
会
門
に
四
例
、
華
座
観
に
一
例
、
観
音
観
に
一
例
の
用
例
が
確
認
で
き
る
。
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巻 科段 観経疏註文 聞書 伝通記 略鈔

題号/撰号 観経玄義分巻第一沙門善導集記 － ○ -

序題門 「因其請故」等 － - ○

序題門 顕彰別意之弘願 - ○ -

釈迦此方発遣弥陀即彼国来迎 ○ ○ -

大願業力為増上縁 - - ○

（又佛密意等事） - - ○

序題門 唯可勤心奉法 ○ - -

定散門 唯請定善の釈 ○ - -

和会門 上品上生、一者但能･･･ - - ○

和会門 若論小聖去亦無妨 - - ○

和会門 為説彼仏国土楽事四十八願 - ○ -

和会門 皆是弥陀願力故 ○ - -

和会門 獄火来迎 - ○ ○

和会門 七宝来迎 ○ ○ ○

和会門、二乗種不生 報身兼化（阿弥陀仏及与化仏来迎此人） ○ ○ -

和会門、二乗種不生二乗種不生 「答曰若論衆生垢障」等 - - ○

華座観、住立空中尊 不捨本願 - ○ -

華座観 滅罪の釈 - - ○

像観、指方立相 像観指方立相の釈 ○ - -

真身観 三縁釈 ○ ○ -

真身観 三縁釈「聖衆自来迎」 - ○ -

真身観 三縁釈「邪業」 - ○ -

真身観 三縁釈「自餘衆行」 ○ - -

真身観 三縁釈「四十八願中唯明」 - ○ -

観音観 宝光之手接引有縁 ○ - ○

普観 明自生想 - ○ -

普観 明華合想 ○ - -

雑想観 従然彼如来下 ○ - -

『観経疏』諸註疏における「来迎」註釈箇所

玄義分

序題門

定善義
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『
観
経
疏
聞
書
』
は
、
後
に
成
立
し
た
『
観
経
疏
伝
通
記
』
と
内
容
面
・
構
成
面
で
の
重
複
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、

「
来
迎
」
の
用
例
に
限
れ
ば
、
註
釈
箇
所
が
一
致
し
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
『
観
経
疏
聞
書
』
は
建

長
当
時
の
東
国
浄
土
教
を
知
る
上
で
有
用
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
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次
に
内
容
面
か
ら
『
観
経
疏
聞
書
』
の
特
徴
を
確
認
し
た
い
。
と
は
い
え
、
先
行
研
究
に
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、

基
本
的
に
は
『
観
経
疏
聞
書
』
の
内
容
は
『
観
経
疏
略
鈔
』『
観
経
疏
伝
通
記
』
と
重
複
す
る
も
の
も
多
い
。
換
言
す

れ
ば
、
こ
れ
ら
三
書
で
一
貫
し
た
内
容
と
い
う
の
は
、
年
代
的
も
し
く
は
地
域
的
な
影
響
を
受
け
れ
ば
変
化
す
る
よ
う

な
も
の
で
は
な
く
、
良
忠
の
中
で
通
底
し
た
『
観
経
疏
』
解
釈
の
基
盤
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
従

っ
て
、
以
降
諸
本
間
で
文
言
や
内
容
の
重
複
す
る
箇
所
が
あ
る
場
合
は
、
引
用
文
を
上
下
対
照
さ
せ
な
が
ら
示
し
て
い

く
。

␟

␠
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ま
ず
、
阿
弥
陀
仏
の
来
迎
に
つ
い
て
、『
観
経
疏
聞
書
』『
観
経
疏
伝
通
記
』『
観
経
疏
略
鈔
』
の
三
書
で
は
、
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『
観
経
疏
聞
書
』（
金
沢
文
庫
本
、
玄

『
観
経
疏
伝
通
記
』
（
『
浄
全
』
二
・

『
観
経
疏
略
鈔
』（
『
浄
全
』
二
・

義
分
巻
一
・
五
〇
丁
ウ
～
五
一
丁
オ
）

一
三
四
頁
下
）

四
五
二
頁
上
）

然
釈
迦
発
遣
弥
陀
来
迎
其
文
件
分

釈
迦
発
遣
、
弥
陀
招
換
、
其
文
分
明
。

只
仰

信

釈
迦
発
遣
弥
陀
来

ノ

ノ

ハ

ノ

ノ

ナ
リ

ス
ベ
シ

シ

明
也
。
只
仰
信
者
可

定
往
生

唯
作

仰
信

定
得

往
生

。問
。発
遣

迎

事

。
其
心
分
明

此
分
斉

テ

サ
バ

ヲ

テ

コ
ト
ヲ

ハ

シ
玉
フ

ヲ

ノ

ナ
レ
バ

ニ
シ
テ

釈
也
。
難
云
、
発
遣
即
要
門
来
迎

即
是
要
門
、
来
迎
亦
是
弘
願
。
還
同

畢
命
為

期
、
可

往
生

釈

也
。

ハ

ナ
リ

テ

ス

ヲ

セ
バ

ト

シ
ト

ス
ル

即
弘
願
也
。
還
同

前
義

何
為

前
義

。
何
為

二
義

。
答
。
上
是

法
相

カ
ヽ
ル
事
発
迹
入
源
云
也
。

ノ

ニ

ゾ

ル
ヤ

ト

ハ

ニ
ハ

ヲ

ト

二
段

歟
。
答
上
解
義
分
、
今
仰

解
義
分
、
今
則
仰
信
分
。
故
上
広
以

先
師
云
、
上
要
門
弘
願
立

因
分

ハ

ハ

ハ

ナ
リ

ニ

ハ

ク

ニ

ヲ

ル
ハ

信
分
也
。
故
上

則
広
以

要
門
・

要
門
・
弘
願

分

別
『
観
経
』
教
相

可
説
也
。
下
仏
意
弘
深
云

果
分

ニ
ハ

ヲ

ス

ノ

ノ

ニ

ト

フ
ハ

弘
願

分

別
『
観
経
』
之
教
相

。

大
意

。
此
当

因
分
可
説

。
今
就

不
可
説
意
也
。
難
云
、
此
発
遣
即

ス

ヲ

ル

ニ

ハ

テ

ノ

ノ

ハ

チ
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是
即
当

因
分
可
説

。
下
則
只

明
文

則
成

仰
信

。
此
当

果
分

要
門
也
。
来
迎
即
弘
願
義
也
。
義

ニ

ズ

ヲ

ル

ハ

ノ

就

明
文

成

仰
信

、
此
即
当

不
可
説

。
嗚
呼
大
悲
満
足
如
来
為

門
無

別
。
何
上
下
挙
。
答
。
意

ニ

ノ

ニ

シ

ゾ

ニ

ル
ヤ

果
分
不
可
説

。
彼
此
迭
異
也
。

救

一
子

慇
懃
発
遣

他
力
引
接
弥

一
也
云

上
名
付
義
分
釈

今
其

ン
ガ

ヲ

ニ

シ
テ

ノ

ト

ヘ
ド
モ

ヲ

ヲ

テ

ヲ

シ
テ

ハ

ノ

不

足

為

難
。
是
即
大
悲
満
足

陀
恐

業
繫
牢

急
来
迎
将
。
二
尊
化

義
相
不

立
。
平

二
尊
発
遣
来
迎

レ
テ

ノ

ヲ

ニ

テ

シ
玉
フ

ノ

ヲ

ヒ
ラ
ニ

ノ

ヲ

如
来
為

一
子

懃
発
遣
旋
来
迎

導
、
努
力

勿

疑

。

仰
信
是
別
也
。

ニ

シ

ニ

ユ
メ

レ

コ
ト

ス

レ

給
、
雖

一
念

不

可

生

疑
也
。

と
述
べ
る
。
細
か
な
表
現
の
相
違
こ
そ
あ
る
も
の
の
、
来
迎
と
弘
願
は
相
即
で
あ
り
同
義
と
す
る
点
、
ま
た
弥
陀
が
来

迎
す
る
こ
と
に
疑
問
を
生
じ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
説
示
は
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う

な
良
忠
の
来
迎
観
は
初
期
か
ら
晩
年
ま
で
一
貫
す
る
思
想
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
た
、『
観
経
疏
聞
書
』
に
は
他
に
も
来
迎
に
つ
い
て
、

唯
応

帰

他
力
往
生
信

。
縦
不

学

諸
宗
教
門
、
不

如

順

二
尊
密
意

。
縦
不
レ

観

三
諦
妙
理

不
レ

如
レ

ノ

ニ

ヒ

ト
モ

ニ
ハ

ノ

ヲ

ノ

ヲ

唱

三
字
名
号

既
託

必
生
於
□
来
迎
之
蓮

託

不
捨
於
摂
記
之
受

、
勿

疑

之
。

ニ
ハ

ノ

ヲ

ニ

ヲ

ス

ヲ
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（
金
沢
文
庫
本
、
玄
義
分
巻
二
・
四
四
丁
ウ
）

と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
他
の
二
書
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
諸
宗
に
お
け
る
教
門
を
学
ぶ
こ
と
や
阿
弥
陀
三

諦
の
観
法
を
行
う
こ
と
は
、
浄
土
門
に
帰
し
て
称
名
念
仏
す
る
こ
と
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
と
し
、
何
よ
り
他
力

の
信
に
帰
す
こ
と
が
重
要
で
あ
り
必
ず
来
迎
に
預
か
る
こ
と
を
疑
う
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
諸
宗
の
教
法
や
観
法
よ
り
も
自
宗
の
道
理
が
勝
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
疑
い
を
持
つ
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
主
張

し
て
い
る
が
、
換
言
す
れ
ば
『
観
経
疏
聞
書
』
成
立
時
点
で
は
、
阿
弥
陀
三
諦
等
の
一
般
的
な
阿
弥
陀
理
解
に
つ
い
て
、

浄
土
門
で
は
不
要
で
あ
る
こ
と
を
言
及
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、『
観
経
疏
略
鈔
』
や
『
観
経
疏
伝
通
記
』
で
は
こ
れ

ら
の
問
題
意
識
を
想
定
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
可
能
性
も
想
定
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
説

示
よ
り
『
観
経
疏
聞
書
』
と
他
書
と
の
問
題
意
識
の
相
違
が
あ
っ
た
可
能
性
を
窺
う
こ
と
も
で
き
る
が
、
直
接
的
な
根

拠
に
乏
し
い
。
ひ
と
ま
ず
は
、
こ
れ
ら
の
説
示
か
ら
は
来
迎
を
疑
う
べ
き
こ
と
で
な
い
こ
と
を
『
観
経
疏
聞
書
』
は
何

度
も
示
し
て
お
り
、
そ
の
説
示
が
晩
年
期
の
『
観
経
疏
伝
通
記
』
ま
で
一
貫
し
て
い
る
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

␟

␠
ਟ
ಶ
บ
भ
บ
ମ
ध
ਃ
ৄ
प
ण
ः
थ

次
に
、
来
迎
仏
の
仏
身
と
機
根
に
関
す
る
説
示
を
、「
玄
義
分
聞
書
」
と
「
玄
義
分
伝
通
記
」、
そ
し
て
孫
引
き
な
が

ら
『
二
十
五
帖
鈔
』
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
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「
玄
義
分
聞
書
」
巻
三
（
金
沢
文
庫

「
玄
義
分
伝
通
記
」
（
『
浄
全
』
二

良
栄
『
東
宗
要
見
聞
』
（
『
浄
全
』

本
、
六
一
丁
オ
～
ウ
）

・
二
〇
三
頁
上
）

一
一
・
二
九
〇
頁
下
）

問
。
来
迎
仏
言

報
身

者
報
身
無

ニ

出
求
如
何
。
答
。
不
来
而
来
之
来
迎

也
。
安
浄
土
ミ
タ
不

動

本
座

往

ノ

ト
テ

ヲ

生
機
前
見

未
現

給
也
。
決
截
一

ノ

ニ

可

見

之
。
問
。
往
生
者
来
迎
時
見

問
。
得

往
生

者
、
於

来
迎
時

得

ル

ヲ

ノ

ノ

ニ

ヤ

六
十
万
億
仏

歟
。
答
。
無

経
文

見

六
十
万
億
身
量

。
答
。
上
品
之

ト

ト
モ

ヲ

ノ

ヲ

ノ

案

道
理

行
者
不

可

見

六
十
万

機
、
応

見

六
十
万
億
由
旬
身
量

、

ハ

ノ

ヲ

億
仏

也
。
問
。
若
爾
者
、
不

可

仏
徳
自
在

現

大
無

妨

機
見
小

ト
ハ

ニ

ス
レ

ヲ

ノ

云

報
身

可

言

化
身

、
如
何
。

身

。
機
見
雖

小

不

妨

広
大

『
二
十
五
帖
抄
』
云
、「
来
迎
相
酬

ト
ハ

ヲ

ハ

ナ
リ
ト

ノ

ノ

ニ

ノ

ハ

ル
ガ

答
。
来
迎
酬

十
九
願

故
可

報
身

身
量

。
亦
有

大
機

覚

知

六
十

十
九
願

故
、
応

報
身

。

ニ

ニ

ナ
ル

ヲ

テ

セ
ン

ニ

ニ

ナ
ル
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也
。
酬

願
事
雖

通

報
化

四
十
八

万
億
大
身

、
有

何
妨

耶
。

ニ

ノ

ト

ノ

カ

願
約

報
身
報
土

定
判

故
也
。
但

但
至

感
見
異

ハ

ス
ル
カ

シ

テ
ハ

ノ

ニ

至

感
見

異
者
、
難

同
報

也
。
随

問
。
今
家
意
、
判

中
下
両
輩
遣

者
、
雖

同
報
身

。
随

機
感
見
不

ノ

ズ

ス
ト

ク

也
ト

テ

ニ

機
感
見
不
同
也
。
例
如

為

十
地
菩

於
化
仏

。
豈
不

違

彼
現
其
人
前

同
。
例
如

一
仏
為

十
地
機

現

ヲ

ノ

ノ

也

バ

ニ

ノ

ノ

ガ

薩

現

十
身

也
。
問
。
今
家
意
、

之
本
願

耶
。
答
。
雖

遣

化
身

十
種
身

。
問
。
今
家
意
判

中
下

ニ

ス
ト

ヲ

ノ

ヲ

ノ

ズ

中
下
輩
化
仏
来
迎
［
云

］
。
是
不

亦
不

違

願
。
報
化
二
身
倶
弥

両
輩
化
仏
来
迎

。
豈
不

違

本

ハ

ヘ
リ

ニ

ハ

ノ

ト

ニ

ヤ

セ

違

本
願

歟
。
答
。
中
下
輩
実

報

陀

故
、若
約

仏
辺

雖

同
報
身

。

願

。
答
。
中
下
輩
仏
実
是
報
身
。

モ

ニ
ハ

ナ
ル
ガ

ニ

セ
バ

ニ

ク

ト

ニ

ノ

ハ

ニ

レ

也

仏
也
。
但
約

劣
機
見

仮
為

化
身

若
約

機
見

、
見
有

勝
劣

。
如

且
約

劣
機
見

仮
属

化
身

。
若

ノ

ニ

ニ

セ
バ

ニ

ニ

ハ

ク

ノ

ニ

ニ

ス

ニ

也
。

中
上
等

但
見

化
仏

、
如

下
下

不

爾
者
、
九
品
混
乱

ノ

テ

ヲ

ハ

ン
バ

ス
ベ
シ云

云

品

但
見

金
蓮

不

見

仏
身

。

ノ

テ

ヲ

ヲ

と
、
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ら
れ
る
。
ま
ず
行
者
は
来
迎
時
に
六
十
万
億
仏
す
な
わ
ち
『
観
経
』
「
真
身
観
」
所
説
の
仏
を
見

仏
で
き
る
か
と
の
問
い
に
対
し
て
『
観
経
疏
聞
書
』
で
は
、
道
理
か
ら
す
れ
ば
六
十
万
億
仏
の
見
仏
は
不
可
能
で
あ
る

と
述
べ
る
が
、
『
観
経
疏
伝
通
記
』
で
は
、
上
品
の
機
根
は
見
仏
可
能
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
来
迎
仏
の
仏
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身
に
つ
い
て
、
『
観
経
疏
聞
書
』
で
は
、
四
十
八
願
は
報
身
報
土
の
立
場
か
ら
見
る
の
が
鎮
西
の
定
判
で
あ
る
か
ら
、

第
十
九
願
酬
報
で
あ
る
来
迎
仏
は
報
身
仏
で
あ
る
と
述
べ
る
。
た
だ
し
、
中
下
輩
の
機
根
は
劣
機
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

立
場
か
ら
見
れ
ば
報
仏
で
あ
っ
た
と
し
て
も
化
仏
と
感
見
す
る
と
述
べ
る
。
一
方
で
『
観
経
疏
伝
通
記
』
で
は
、
来
迎

仏
は
「
第
十
九
願
酬
報
の
報
身
」
と
み
る
の
が
定
判
で
あ
る
と
い
っ
た
説
示
は
行
わ
れ
ず
、
報
身
・
化
身
と
も
に
阿
弥

陀
仏
身
で
あ
る
か
ら
第
十
九
願
文
と
相
違
し
な
い
、
と
阿
弥
陀
仏
の
仏
身
は
通
報
化
で
あ
る
旨
を
述
べ
、
さ
ら
に
中
上

品
は
化
仏
を
見
る
が
下
下
品
は
化
仏
す
ら
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
阿
弥
陀
仏
身
を
第
十
九

願
酬
報
の
報
仏
と
み
る
か
、
そ
れ
と
も
報
化
に
通
じ
る
仏
と
見
る
か
、
ま
た
中
下
輩
は
化
仏
を
感
見
す
る
と
み
る
か
、

下
下
品
は
化
仏
も
感
見
す
る
か
と
い
っ
た
表
現
の
相
違
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、『
観
経
疏
聞
書
』
に
お
い

て
も
下
下
品
は
金
蓮
華
を
感
見
す
る
こ
と
は
説
か
れ
て
い
る
が
、「
玄
義
分
」
で
は
な
く
、「
定
善
義
」
の
「
自
余
衆
行
」

を
註
釈
す
る
中
で
、

於

行
体

者
念
仏
勝
余
善
劣
也
。
…
修

下
々
品
金
蓮

□
也
。
上
々
来
迎
従

仏
方

可

勝

於
余
行
来
迎

ハ

レ

ハ

ノ

ヲ

ノ

ニ

リ

ノ

ノ

也
。
下
々
品
只
見

金
蓮

事
、
報
仏
来
迎
、
下
々
品
機

故
感

見

金
蓮

也
。

ハ

ノ

ヲ

ノ

ナ
ル
ガ

ス
ル

ト

（
金
沢
文
庫
本
、「
定
善
義
聞
書
」
巻
三
・
二
八
丁
オ
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
下
下
品
で
は
金
蓮
華
を
感
見
す
る
と
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
仏
身
は
報
仏
で
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
『
観
経
疏
聞
書
』
と
『
観
経
疏
伝
通
記
』
と
で
仏
身
を
報
仏
と
み
る
か
報
化
に
通
じ
る
仏
と
み
る
か
と

い
う
表
現
の
相
違
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
に
て
論
じ
る
良
忠
の
仏
土
観
に
関
連
す
る
問
題
で
あ
る
の
で
、

詳
細
は
こ
ち
ら
に
譲
り
た
い
。

と
に
か
く
、
来
迎
仏
を
「
第
十
九
願
酬
報
の
報
身
」
と
し
、
中
下
輩
は
そ
の
報
仏
で
あ
っ
て
も
化
身
と
感
見
す
る
と

い
っ
た
表
現
は
、『
観
経
疏
聞
書
』
に
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
こ
れ
ら
の
文
言
に
つ
い
て
は
良
栄

『
東
宗
要
見
聞
』
に
孫
引
き
さ
れ
る
『
二
十
五
帖
鈔
』
の
文
言
と
も
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
右
の
対
照
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
観
経
疏
略
鈔
』
や
『
観
経
疏
伝
通
記
』
に
一
致
し
な
い
文
言
が
、
孫
引
き
な
が
ら

『
二
十
五
帖
鈔
』
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

␟
ਕ
␠
౾
ষ
༼
ে

भ
ਟ
ಶ
प
ण
ः
थ

ま
た
、
諸
行
往
生
者
へ
の
来
迎
に
対
す
る
解
釈
に
つ
い
て
も
、『
観
経
疏
聞
書
』
独
自
の
説
示
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。・

「
定
善
義
聞
書
」
巻
二
「
宿
願
力
事
」

『
玄
義
分
略
鈔
』「
答
曰
若
論
衆
生
垢
等
事
」

（
金
沢
文
庫
本
、
五
七
丁
オ
～
五
八
丁
オ
）

（
『
浄
全
』
二
・
四
九
四
頁
下
～
四
九
五
頁
上
）
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問
。
宿
願
力
者
何
願
歟
。
答
。
師
云
先
師
指

弥
陀
総

願

也
。
難
云
、『
群
疑
論
』
以

此
文

約

四
十
八
願

ニ

釈

之
、
如
何
。
答
。
□
□
不

違
也
。
言
四
十
八
中

ハ

ニ

生
因
願
限

第
十
八

若
依

此
者
、
観
法
不

可

乗

伝
云
、
余
行
一
一
乗

仏
願

生

報
土

也
。
此
乃
第

ノ

ハ

ハ

テ

ニ

ニ

ル

ニ

レ

チ

願
力

而
第
十
九
願
之
時
願

来
迎

所
対
挙

修
諸
功

十
九
願

来
迎

時
、
其
所
対
修
諸
功
徳
云
。
余
行
者
、

ヲ

ヲ

ノ

ズ
ル

ヲ

ノ

ニ

ト

ヘ
リ

ノ

モ

徳

。
其
諸
善
即
諸
仏
生
因
別
願
行
也
。
而
仏
有

同

来
迎
願
乗
生
也
。
難
云
、
第
十
九
願

余
行
生
因
願
可

ノ

ハ

ノ

ヲ

ノ

ニ

ル

ノ

ヲ
バ

ノ

ト

キ

有

異
。
約

同
辺

他
仏
別
願
成

諸
仏
通
願

是
即
総

云
歟
。
若
爾
者
来
迎
願
也
、
何
云

諸
行
生
因
願

乎
。

ス
レ
ハ

ノ

ノ

ハ

ノ

ト

シ

ノ

ゾ

ノ

ト

云
於
別
、
別
云
於
総

故
也
。
依

之
所

挙
修
諸
功
徳

答
。
第
十
九
願
修
諸
功
徳
挙
、
非

願
本
意

。
其
諸

ナ
ル
カ

ノ

ノ

ニ

ト

ノ

ニ
ハ

ノ

従

他
仏
別
願

成

生
因

之
時
、
観
法

同
生

浄
土

行
生
因
成
事
、
四
十
八
願
中

不

見
。
知
、
弥
陀
無
量

ノ

ニ
モ

ノ

ト

ル

ハ

ノ

ニ
ハ

ヌ

ニ

ノ

生
□

故
今
文
説

「
宿
願
力
」
等

此
修
諸
功
徳
入

別
願
有

故
、
余
別
願
中
豈
無

諸
行
生
因
願

哉
。
一

ト

ニ

ニ

ヲ

ル
ガ

ニ

ノ

ノ

ニ

ン

ノ

ト

別
願

之
時
、
成

来
迎
之
所
対

故
、『
群
疑
論

』
摂

仏
願
、
余
願

生
因
成
、
四
十
八
願
之
時
、
来
迎
所
対

ニ
ハ

ノ

ナ
レ
バ

ニ
ヨ
リ

ト

リ

ハ

ノ

ヲ

別
願

先
師
□
□
言
如

此
、

云

総
願

云

別
願

不

修
諸
功
徳
挙
、
第
十
八
念
仏
・
余
願
余
行
、
往
生
生

ニ

ノ

ト

ト

ゲ

ノ

ト

ノ

ト
ヲ

ノ

文
相
違

也
。

因

時
、
其
前
来
迎

願

也
。

ト
ス
ル

ノ

ニ

セ
ン
ト

ズ
ル

難
云
、
第
十
九
願
心
来
迎
也
。
諸
善
文
雖

挙

之
非

願

ノ

ハ

ハ

ニ

ノ
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本
意

。
如

是
、
諸
善
所
成
之
土
臨
終
之
時
来
迎

也
。

ニ

ニ

ス
ル

若
爾
観
法
成

故
不

可

云

十
九
願
力

如
何
。
答
。
実

ハ

ス
ル

ヲ

ノ

ニ
ハ

如

難
。
但
来
迎
依

修
諸
功
徳

修
諸
功
徳
従

総
功

ハ

徳

成
故
、
正
依

別
願

不

成

此
生
因

而
依

転

カ

ク

ニ

ト
モ

相
成

来
迎
願
中
挙

諸
善
成

相

総
云

十
九
願

也

ス
ル

ノ

ニ

ス
ル

ヲ

ト

と
あ
る
よ
う
に
、
ま
ず
「
定
善
義
聞
書
」
に
は
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
中
、
生
因
願
は
十
八
願
の
念
仏
に
限
る
が
、
第

十
九
願
所
対
の
「
修
諸
功
徳
」
と
は
諸
善
を
積
む
こ
と
で
あ
る
か
ら
諸
仏
の
生
因
の
願
行
に
相
当
す
る
と
述
べ
る
。
そ

の
理
由
と
し
て
、
他
仏
の
別
願
は
諸
仏
の
通
願
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
一
方
で
、
『
観
経
疏
略
鈔
』
で

は
、
第
十
九
願
を
生
因
願
と
呼
ぶ
こ
と
の
で
き
る
理
由
と
し
て
、
阿
弥
陀
仏
に
は
無
量
の
別
願
が
あ
る
か
ら
だ
と
述
べ

る
。
す
な
わ
ち
、
四
十
八
願
中
に
は
諸
行
が
生
因
と
な
る
こ
と
は
説
か
れ
て
い
な
い
が
、
阿
弥
陀
仏
に
は
無
量
の
別
願

が
あ
る
の
で
、
四
十
八
願
以
外
の
別
願
に
、
諸
行
を
生
因
と
し
た
誓
願
が
無
い
は
ず
が
な
い
。
従
っ
て
四
十
八
願
の
場

合
は
第
十
九
願
に
お
い
て
「
修
諸
功
徳
」
の
者
を
来
迎
す
る
と
誓
っ
て
、
念
仏
と
諸
善
と
を
包
括
し
て
い
る
の
だ
と
す

る
。
こ
の
よ
う
に
、
第
十
九
願
の
「
修
諸
功
徳
」
に
つ
い
て
『
観
経
疏
聞
書
』
で
は
、
阿
弥
陀
仏
の
別
願
で
は
な
く
諸
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仏
の
通
願
で
あ
る
か
ら
生
因
と
な
る
と
し
、『
観
経
疏
略
鈔
』
で
は
阿
弥
陀
仏
の
無
量
の
別
願
中
に
諸
行
往
生
が
誓
わ

れ
て
い
る
か
ら
生
因
と
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
諸
行
往
生
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
別
願
と
み
る
か
諸
仏
の
通
願
と

み
る
か
と
の
相
違
が
あ
る
と
い
う
よ
う
に
解
釈
で
き
る
が
、
結
局
は
諸
行
も
阿
弥
陀
仏
土
へ
の
生
因
と
な
る
と
い
う
点

で
は
一
致
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
所
生
の
土
に
つ
い
て
は
、
別
願
と
み
る
か
通
願
と
み
る
か
に
よ
っ
て
見
解
が
異
な
っ
て
く
る
よ
う

で
あ
る
。
「
玄
義
分
略
鈔
」
で
は
そ
の
所
生
の
土
に
つ
い
て
、
「
余
行
一
一
に
仏
願
に
乗
じ
て
報
土
に
生
る
る
な
り
」

と
、
念
仏
以
外
の
諸
行
も
報
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
が
、「
定
善
義
聞
書
」
で
は
、
諸
善
は
第

十
九
願
の
本
意
で
は
な
い
の
で
諸
善
所
成
の
土
に
臨
終
時
に
来
迎
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
難
に
対
し
て
、
実
に
は

そ
の
通
り
で
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
の
別
願
に
よ
っ
て
は
諸
行
の
生
因
は
成
就
し
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
第

十
九
願
所
説
の
「
修
諸
功
徳
」
に
つ
い
て
『
観
経
疏
聞
書
』
と
『
観
経
疏
略
鈔
』
で
は
、
別
願
か
通
願
か
に
つ
い
て
の

解
釈
が
異
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
所
生
の
土
も
別
願
酬
報
の
土
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
解
釈
の
相
違
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
二
書
が
そ
れ
ぞ
れ
「
定
善
義
」
と
「
玄
義
分
」
と
註
釈
箇
所
が
相
違
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
て

も
、『
観
経
疏
聞
書
』
と
『
観
経
疏
略
鈔
』
と
の
釈
相
が
異
な
る
こ
と
が
窺
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、『
観
経
疏
聞
書
』
の
文
面
か
ら
は
『
観
経
疏
伝
通
記
』『
観
経
疏
略
鈔
』『
二
十
五
帖
鈔
』
と
の
関
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係
性
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、『
観
経
疏
聞
書
』
所
説
の
来
迎
思
想
の
特
徴
と
し
て
は
、

①
他
力
の
信
に
帰
す
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
来
迎
往
生
を
疑
っ
て
は
な
ら
な
い
。

②
来
迎
仏
は
第
十
九
願
に
酬
報
さ
れ
た
、
報
身
仏
で
あ
る
。

③
諸
行
往
生
も
来
迎
往
生
す
る
が
、
所
成
の
土
は
諸
善
所
成
の
土
で
あ
り
別
願
酬
報
で
は
な
い
。

の
三
点
を
ひ
と
ま
ず
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
、
②
③
に
つ
い
て
は
、
後
年
成
立
の
『
観
経
疏
伝
通
記
』
『
観
経

疏
略
鈔
』
と
異
な
る
説
示
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
良
忠
下
総
在
住
時
の
初
期
教
学
の
特
徴
で
あ
る
と
指
摘
で
き

る
。

ਸ਼

ඨ

૦
শ

प
उ
ऐ
ॊ
ূ
ব
ཱི
ଅ
ઇ
भ
ਟ
ಶ
௴

前
項
で
、
良
忠
『
観
経
疏
聞
書
』
に
お
け
る
来
迎
理
解
の
特
徴
を
指
摘
し
た
が
、
で
は
「
定
善
義
聞
書
」
の
講
義
が

行
わ
れ
た
建
長
六
年
以
前
に
東
国
へ
送
付
さ
れ
た
親
鸞
「
有
念
無
念
」
所
説
の
来
迎
理
解
に
つ
い
て
再
度
確
認
し
て
み

た
い
。
少
し
抜
粋
し
つ
つ
示
せ
ば
、
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来
迎
は
諸
行

往
生

に
あ
り
、
自
力
の
行

者
な
る
が
ゆ
へ
に
。
臨
終
と
い
ふ
こ
と
は
、
諸
行

往
生

の
人
に

ら
い
か
う

し
よ
ぎ
や
う
わ
う
じ
や
う

じ

り
き

ぎ
や
う
じ
や

り
ん
じ
ゆ

し
よ
ぎ
や
う
わ
う
じ
や
う

ひ
と

い
ふ
べ
し
、
い
ま
だ
真
実
の
信
心
を
え
ざ
る
が
ゆ
へ
な
り
。
…
ま
た
正

念
と
い
ふ
に
つ
き
て
二

あ
り
。
一

し
ん
じ
ち

し
ん
じ
む

し
や
う
ね
む

ふ
た
つ

ひ
と
つ

は
定

心
の
行

人
の
正

念
、
二

に
は
散
心
の
行

人
の
正

念
あ
る
べ
し
。
こ
の
二

の
正

念
は
、
他
力

中

ぢ
や
う
し
む

ぎ
や
う
に
ん

し
や
う
ね
む

ふ
た
つ

さ
ん
し
む

ぎ
や
う
に
ん

し
や
う
ね
む

ふ
た
つ

し
や
う
ね
む

た

り
き
の
な
か

の
自
力
の
正

念
な
り
。
定

散
の
善
は
、
諸
行

往
生

の
こ
と
ば
に
お
さ
ま
る
な
り
。
こ
の
善
は
、
他
力
の
中

じ

り
き

し
や
う
ね
む

ぢ
や
う
さ
ん

ぜ
ん

し
よ
ぎ
や
う
わ
う
じ
や
う

ぜ
ん

た

り
き

な
か

の
自
力
の
善
な
り
。
こ
の
自
力
の
行

人
は
、
来
迎
を
ま
た
ず
し
て
は
、
胎
生

・
辺
地
・
懈
慢
界
ま
で
も
む

じ

り
き

ぜ
ん

じ

り
き

ぎ
や
う
に
ん

ら
い
か
う

た
い
し
や
う

へ
ん

ぢ

け

ま
ん
が
い

ま
る
べ
か
ら
ず
。
こ
の
ゆ
へ
に
第
十
九
の
誓
願

に
、「
も
ろ
も
ろ
の
善
を
し
て
浄

土
に
回
向
し
て
往
生

せ

だ
い
じ
ふ

く

せ
い
ぐ
わ
ん

ぜ
ん

じ
や
う

ど

ゑ

か
う

わ
う
じ
や
う

む
と
ね
が
ふ
人
の
臨
終
に
は
、
わ
れ
現
じ
て
む
か
へ
む
」
と
ち
か
ひ
た
ま
へ
り
。
臨
終
を
ま
つ
と
い
ふ
こ
と

り
ん
じ
ゆ

げ
ん

り
ん
じ
ゆ

と
、
来
迎
往
生

を
た
の
む
と
い
ふ
こ
と
は
、
こ
の
定

心
・
散
心
の
行

者
の
い
ふ
こ
と
な
り
。

ら
い
か
う
わ
う
じ
や
う

ぢ
や
う
し
む

さ
ん
し
む

ぎ
や
う
じ
や

（
『
聖
典
全
書
』
二
・
七
六
八
頁
）

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
説
示
を
要
約
す
る
と
、

①
臨
終
来
迎
は
、
自
力
で
あ
り
真
実
信
心
を
得
て
い
な
い

②
自
力
の
行
人
は
、
来
迎
を
待
た
な
け
れ
ば
化
土
す
ら
も
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

③
念
仏
で
あ
っ
て
も
定
散
善
は
す
べ
て
自
力
す
な
わ
ち
諸
行
往
生
の
こ
と
ば
に
お
さ
ま
る
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の
三
点
を
特
徴
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
の
『
観
経
疏
聞
書
』
の
来
迎
理
解
の
特
徴
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み

れ
ば
、
良
忠
は
、
他
力
の
信
に
帰
し
て
来
迎
往
生
を
疑
っ
て
は
な
ら
な
い
と
説
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
親
鸞
は
来
迎

は
そ
も
そ
も
自
力
で
あ
り
他
力
真
実
信
心
を
得
て
は
い
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
良
忠
は
来
迎
仏
は
第
十
九
願
酬
報
の
報

身
仏
で
あ
る
と
す
る
が
、
親
鸞
は
第
十
九
願
の
誓
願
と
は
、
自
力
諸
行
の
行
者
と
は
来
迎
を
待
た
な
け
れ
ば
胎
生
・
辺

地
と
い
っ
た
化
土
に
す
ら
も
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
解
釈
す
る
。
ま
た
良
忠
は
諸
行
の
来
迎
往
生
は
念
仏
の
来

迎
往
生
と
所
生
の
土
が
異
な
る
と
す
る
が
、
親
鸞
は
来
迎
を
待
つ
行
為
は
す
べ
て
諸
行
往
生
の
言
葉
に
お
さ
ま
り
、
化

土
に
生
ま
れ
る
と
説
く
。
こ
の
よ
う
に
、
建
長
三
年
か
ら
六
年
の
間
で
、
東
国
の
常
陸
と
下
総
と
い
う
近
接
し
た
地
域

に
は
、
ほ
と
ん
ど
対
極
的
と
い
え
る
来
迎
理
解
が
混
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
、
建
長
頃
の
東
国
の
浄
土
教
に
つ
い
て
、『
観
経
疏
聞
書
』
の
来
迎
思
想
を
中
心
に
検
討
し
た
。
他
の
良
忠
『
観

経
疏
』
註
疏
と
本
書
と
を
比
較
す
る
と
、
来
迎
の
用
例
に
限
れ
ば
、
構
造
面
や
内
容
面
で
の
異
同
を
確
認
で
き
た
。
ま

た
『
聞
書
』
に
お
け
る
来
迎
の
特
徴
を
挙
げ
れ
ば
、
他
力
の
信
に
帰
し
来
迎
を
疑
わ
な
い
こ
と
、
来
迎
は
十
九
願
酬
報

の
報
仏
報
土
で
あ
る
こ
と
、
諸
行
も
来
迎
往
生
す
る
が
、
そ
の
浄
土
は
諸
善
所
成
の
土
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
と
、

「
有
念
無
念
」
が
批
判
す
る
来
迎
思
想
と
も
一
致
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
建
長
頃
の
東
国
に
お
け
る
来
迎
思
想
に
つ
い
て
検
討
す
る
上
で
、
本
書
は
、
先
行
研
究
を
補
強
す
る

史
料
と
評
価
で
き
る
。
ま
た
、
本
書
は
『
福
岡
鈔
』『
二
十
五
帖
鈔
』
に
つ
い
て
考
察
す
る
上
で
も
注
目
す
べ
き
史
料
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で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ਸ਼
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૦
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ఋ
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前
節
の
よ
う
に
、
建
長
三
年
の
東
国
門
弟
に
は
、
良
忠
の
よ
う
な
臨
終
来
迎
を
重
視
す
る
思
想
の
影
響
か
ら
か
、
臨

終
来
迎
に
関
す
る
見
解
が
問
題
点
と
な
っ
て
お
り
、
親
鸞
は
来
迎
は
諸
行
往
生
の
者
の
所
談
で
あ
る
と
門
弟
に
教
誡
し

て
い
る
。
こ
の
親
鸞
の
説
示
と
、
後
述
す
る
『
唯
信
鈔
文
意
』
の
説
示
を
根
拠
と
し
て
、
一
般
的
に
親
鸞
の
来
迎
観
と

は
、
信
心
獲
得
時
に
往
生
も
決
定
す
る
た
め
、
第
十
八
願
の
行
者
は
臨
終
に
阿
弥
陀
仏
や
聖
衆
の
来
迎
を
待
つ
必
要
は

な
い
と
い
う
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
従
っ
て
先
行
研
究
の
多
く
も
、
こ
れ
ら
二
書
の
説
示
を
根
拠
と
し
て
親
鸞
の
来
迎

観
は
い
か
な
る
も
の
か
を
考
察
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
有
念
無
念
」
で
は
、「
来
迎
は
諸
行
往
生
に
あ
り
」
と
理
解
す

る
一
方
で
、『
唯
信
鈔
文
意
』
で
は
、
来
迎
は
他
力
で
あ
る
と
理
解
す
る
等
、
そ
の
表
現
に
相
違
が
見
ら
れ
る
。

他
方
、
親
鸞
は
建
長
三
年
の
「
有
念
無
念
」
の
書
簡
以
降
に
多
く
の
著
述
を
東
国
門
弟
へ
と
書
き
与
え
て
お
り
、
中

に
は
「
来
迎
」
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
親
鸞
が
筆
記
し
た
法
然
の
法
語
類
を
編
輯

し
た
『
西
方
指
南
抄
』
は
、
上
述
二
書
と
は
対
極
的
に
「
臨
終
来
迎
」
に
つ
い
て
肯
定
的
な
言
説
が
多
数
見
受
け
ら
れ
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る
が
、
「
真
宗
と
し
て
は
法
然
聖
人
に
関
す
る
内
容
の
も
の
で
あ
る
か
ら
か
、
ま
た
浄
土
宗
と
し
て
も
親
鸞
聖
人
の
手

に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
か
、
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
い
な
い
状
態
が
長
く
続
い
て
き
た
」
と
指
摘
さ
れ
る
書
物
で
あ
り
、

(58)

あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
近
年
、
新
光
晴
に
よ
り
、
親
鸞
自
筆
『
西
方
指
南
抄
』
に
は
「
覚
信
」「
正

証
」
の
袖
書
が
あ
る
こ
と
が
新
た
に
発
見
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、『
西
方
指
南
抄
』
は
親
鸞
が
授
与
し
た
後
、
複
数
の

(59)

門
弟
の
手
に
渡
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
親
鸞
思
想
を
窺
う
上
で
も
考
慮
す
べ
き
史
料
と
み
て
大
過
な
い
。
親
鸞
が

「
有
念
無
念
」
等
の
書
物
を
も
っ
て
臨
終
来
迎
を
否
定
し
た
と
す
れ
ば
、
同
じ
東
国
門
弟
に
臨
終
来
迎
を
肯
定
す
る
『
西

方
指
南
抄
』
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
想
定
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら

の
書
物
に
お
け
る
来
迎
に
関
す
る
説
示
を
重
ね
て
解
釈
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
物
が
ど
の
地
域
に
い
つ
の

時
期
に
流
布
し
た
の
か
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。

そ
こ
で
、
本
節
で
は
親
鸞
の
「
来
迎
」
に
関
す
る
説
示
を
検
討
し
、
そ
れ
ら
が
ど
の
地
域
で
ど
の
よ
う
に
門
弟
た
ち

に
流
布
し
て
い
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
親
鸞
の
「
来
迎
」
の
説
示
は
固
定
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
そ
の

状
況
を
確
認
し
た
い
。
こ
の
作
業
に
よ
っ
て
親
鸞
の
来
迎
を
解
釈
す
る
上
で
の
一
つ
の
視
座
を
提
示
す
る
こ
と
を
本
節

の
目
的
と
す
る
。
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ま
ず
は
、
先
掲
の
「
有
念
無
念
」
及
び
『
唯
信
鈔
文
意
』
所
説
の
来
迎
理
解
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
第
二
節
で
も

触
れ
た
よ
う
に
「
有
念
無
念
」
で
は
、

来
迎
は
諸
行

往
生

に
あ
り
、
自
力
の
行

者
な
る
が
ゆ
へ
に
。
臨
終
と
い
ふ
こ
と
は
、
諸
行

往
生

の
人
に

ら
い
か
う

し
よ
ぎ
や
う
わ
う
じ
や
う

じ

り
き

ぎ
や
う
じ
や

り
ん
じ
ゆ

し
よ
ぎ
や
う
わ
う
じ
や
う

ひ
と

い
ふ
べ
し
、
い
ま
だ
真
実
の
信
心
を
え
ざ
る
が
ゆ
へ
な
り
。
ま
た
十
悪
・
五
逆

の
罪
人
の
は
じ
め
て
善
知
識

し
ん
じ
ち

し
ん
じ
む

じ
ふ
あ
く

ご

ぐ
ゐ
や
く

ざ
い
に
ん

ぜ
ん

ぢ

し
き

に
あ
ふ
て
、
す
ゝ
め
ら
る
ゝ
と
き
に
い
ふ
こ
と
な
り
。
真
実
信
心
の
行

人
は
、
摂
取
不
捨
の
ゆ
へ
に
、
正

定

聚

し
ん
じ
ち
し
ん
じ
む

ぎ
や
う
に
ん

せ
ふ
し
ゆ

ふ

し
や

し
や
う
ぢ
や
う
じ
ゆ

の
く
ら
ゐ
に
、
信
心
の
さ
だ
ま
る
と
き
住
す
。
こ
の
ゆ
へ
に
臨
終
を
ま
つ
こ
と
な
し
、
来
迎
を
た
の
む
こ
と

し
ん
じ
む

ぢ
ゆ

り
ん
じ
ゆ

ら
い
か
う

な
し
。
信
心
の
さ
だ
ま
る
と
き
に
往
生

は
さ
だ
ま
る
な
り
。
来
迎
の
儀
則
を
ま
た
ず
。

し
ん
じ
む

わ
う
じ
や
う

ら
い
か
う

ぎ

そ
く（

『
聖
典
全
書
』
二
・
七
六
八
頁
）

と
、
臨
終
来
迎
は
自
力
諸
行
往
生
で
あ
り
、
真
実
信
心
の
行
者
は
臨
終
来
迎
を
た
の
む
必
要
は
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

こ
の
説
示
に
つ
い
て
は
、
先
掲
の
存
覚
『
六
要
鈔
』
な
ど
で
既
に
親
鸞
流
の
来
迎
観
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
が
、
例
え
ば
近
年
で
い
え
ば
金
信
昌
樹
が
、

真
宗
で
は
、
臨
終
来
迎
を
期
す
る
、
臨
終
正
念
を
期
す
る
立
場
を
否
定
す
る
と
い
う
の
が
通
念
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
『
末
灯
鈔
』
の
第
一
通
（
※
「
有
念
無
念
」
）
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
の
消
息
を
論
拠
と
す
る
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も
の
で(60)

と
評
す
る
よ
う
に
、
現
在
も
「
有
念
無
念
」
の
記
述
が
親
鸞
の
基
本
的
な
立
場
と
し
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し

(61)

か
し
、『
唯
信
鈔
文
意
』「
観
音
勢
至
自
来
迎
」
の
釈
を
み
る
と
、

「
来
迎
」
と
い
ふ
は
、
「
来
」
は
浄

土
へ
き
た
ら
し
む
と
い
ふ
、
こ
れ
す
な
わ
ち
若

不
生

者
の
ち
か
ひ
を

ら
い
か
う

じ
や
う

ど

に
や
く

ふ

し
や
う
じ
や

あ
ら
は
す
御
の
り
な
り
。
穢
土
を
す
て
ゝ
真
実
報
土
に
き
た
ら
し
む
と
な
り
、
す
な
わ
ち
他
力
を
あ
ら
は
す
御

み

え

ど

し
ん
じ
ち
ほ
う

ど

た

り
き

み

こ
と
な
り
。
ま
た
「
来
」
は
か
へ
る
と
い
ふ
。
…
普
賢
の
徳
に
帰
せ
し
む
と
ま
ふ
す
。
こ
の
利
益
に
お
も
む

ふ

げ
ん

と
く

く
ゐ

り

や
く

く
を
来
と
い
ふ
。
こ
れ
を
法
性

の
み
や
こ
へ
か
へ
る
と
ま
ふ
す
な
り
。「
迎
」
と
い
ふ
は
む
か
へ
た
ま
ふ
と

ら
い

ほ
ふ
し
や
う

か
う

い
ふ
、
金
剛
の
信
心
と
は
ま
ふ
す
な
り
。
こ
れ
を
迎
と
い
ふ
な
り
。

こ
む
が
う

し
ん
じ
む

か
う

（
『
聖
典
全
書
』
二
・
六
八
八
頁
～
六
九
一
頁
）

と
、「
来
迎
」
を
釈
し
て
お
り
、
ま
た
「
聞
名
念
我
総
迎
来
」
の
釈
で
は
、

「
総
迎
来
」
と
い
ふ
は
、「
総
」
は
ふ
さ
ね
て
と
い
ふ
、
す
べ
て
み
な
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
な
り
。「
迎
」
は
む
か

そ
う
か
う
ら
い

そ
う

か
う

ふ
る
と
い
ふ
、
ま
つ
と
い
ふ
、
他
力
を
あ
ら
わ
す
こ
ゝ
ろ
な
り
。
「
来
」
は
か
へ
る
と
い
ふ
、
き
た
ら
し
む

た

り
き

ら
い

と
い
ふ
、
法
性

の
み
や
こ
へ
む
か
へ
ゐ
て
き
た
ら
し
め
か
へ
ら
し
む
と
い
ふ
。
法
性

の
み
や
こ
よ
り
、
衆

ほ
ふ
し
や
う

ほ
ふ
し
や
う

し
ゆ

生

利
益
の
た
め
に
こ
の
娑
婆
界
に
き
た
る
ゆ
へ
に
、「
来
」
を
き
た
る
と
い
ふ
な
り
。
法
性

の
さ
と
り
を
ひ

じ
や
う

り

や
く

し
や

ば

か
い

ら
い

ほ
ふ
し
や
う

ら
く
ゆ
へ
に
、「
来
」
を
か
へ
る
と
い
ふ
な
り
。

（『
聖
典
全
書
』
二
・
六
九
四
頁
）

ら
い
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と
「
迎
」
「
来
」
の
字
を
釈
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
説
示
に
よ
れ
ば
、
「
来
」
「
迎
」
は
他
力
・
金
剛
信
心
を
表
す
語
で

あ
り
、
ま
た
「
来
」
と
は
「
か
え
る
」「
む
か
え
る
」「
ま
つ
」
「
き
た
ら
し
む
」
等
の
意
味
が
あ
り
、
普
賢
の
徳
す
な

わ
ち
第
二
十
二
願
の
利
益
を
表
す
語
で
も
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
両
者
は
、
表
現
面
に
関
し
て
「
来
迎
」
を
自
力
諸
行
と
す
る
か
、
他
力
と
す
る
か
の
相
違
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
こ
の
表
現
の
相
違
は
送
付
す
る
相
手
や
地
域
、
周
辺
状
況
な
ど
多
く
の
要
因
が
想
定
さ
れ
る
。

例
え
ば
、「
有
念
無
念
」
は
第
二
節
で
も
論
じ
た
よ
う
に
鎮
西
派
三
祖
良
忠
『
浄
土
大
意
抄
』
の
「
臨
終
」・
「
正
念
」

・
「
来
迎
」
等
に
関
す
る
記
述
に
対
応
す
る
か
た
ち
で
撰
述
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
良
忠

の
よ
う
な
来
迎
理
解
を
有
し
た
者
が
問
題
意
識
と
し
て
想
定
さ
れ
た
中
で
撰
述
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。
さ
ら
に
、『
唯
信
鈔
文
意
』
の
識
語
部
分
に
は
、

ゐ
な
か
の
ひ
と
び
と
の
、
文

字
の
こ
ゝ
ろ
も
し
ら
ず
、
あ
さ
ま
し
き
愚
痴
き
わ
ま
り
な
き
ゆ
へ
に
、
や
す
く

も
ん
じ

ぐ

ち

こ
ゝ
ろ
え
さ
せ
む
と
て
、
お
な
じ
こ
と
を
、
た
び
た
び
と
り
か
へ
し
と
り
か
へ
し
か
き
つ
け
た
り
。
こ
ゝ
ろ

あ
ら
む
ひ
と
は
、
お
か
し
く
お
も
ふ
べ
し
、
あ
ざ
け
り
を
な
す
べ
し
。

（『
聖
典
全
書
』
二
・
七
一
六
頁
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
文
字
の
こ
こ
ろ
も
知
ら
」
な
い
民
衆
に
向
け
て
撰
述
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
も
そ
も
本
書
は
そ
の
書
名
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
聖
覚
『
唯
信
鈔
』
に
細
釈
を
施
し
た
も
の
で
、
『
唯
信

鈔
』
と
合
わ
せ
て
拝
読
を
勧
め
る
も
の
で
あ
る
か
ら
「
『
唯
信
鈔
』
の
書
写
を
通
し
て
他
力
義
の
顕
揚
に
努
め
よ
う
と
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す
る
そ
の
延
長
線
上
に
お
い
て
撰
述
、
成
立
し
、
そ
の
中
で
現
生
正
定
聚
思
想
に
基
づ
く
来
迎
観
が
打
ち
出
さ
れ
た
も

の
と
思
考
さ
れ
る
」
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
『
唯
信
鈔
文
意
』
は
、
自
力
的
な
思
考
に
対
す
る
教
誡
で
は
な

(62)

く
、「
他
力
義
の
顕
揚
」
や
「
現
生
正
定
聚
思
想
に
基
づ
」
い
た
上
で
の
教
説
が
展
開
さ
れ
て
い
る
中
で
来
迎
に
つ
い

て
解
釈
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。
従
っ
て
「
有
念
無
念
」
と
『
唯
信
鈔
文
意
』
所
説
の
「
来
迎
」
は
、
そ
の
所
明
の

状
況
及
び
対
象
者
が
異
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
当
時
の
東
国
門
弟
は
、
地
域
ご
と
に
よ
っ
て
様
々
な
信
仰
が
混
在
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
蒲
池
勢
至

(63)

は
、
親
鸞
が
「
有
念
無
念
」
で
説
く
よ
う
な
臨
終
来
迎
の
否
定
等
の
説
示
は
、
仏
教
一
般
的
な
来
迎
理
解
と
相
違
す
る

す
る
も
の
で
あ
り
「
門
弟
た
ち
に
と
っ
て
な
か
な
か
理
解
し
が
た
い
も
の
」
で
あ
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

(64)

な
状
況
下
に
加
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
物
が
書
か
れ
た
状
況
下
を
考
慮
す
れ
ば
、
親
鸞
の
来
迎
に
お
け
る
説
示
は
、
そ

の
地
域
や
年
代
、
対
象
者
に
よ
っ
て
表
現
を
変
化
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

ਸ਼
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で
は
、
親
鸞
の
上
で
「
来
迎
」
は
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
か
確
認
す
る
。
上
述
「
有
念
無
念
」『
唯
信
鈔
文

意
』
を
除
い
て
親
鸞
筆
の
書
物
中
、「
来
迎
」
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
も
の
と
し
て
は
、
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①
「
信
微
上
人
御
釈
」

②
『
教
行
信
証
』

③
聖
覚
『
唯
信
鈔
』

④
「
聖
覚
法
印
表
白
文
」

⑤
伝
隆
寛
『
後
世
物
語
聞
書
』

⑥
『
尊
号
真
像
銘
文
』

⑦
「
か
さ
ま
の
念
仏
者
の
う
た
が
ひ
と
は
れ
た
る
事
」

⑧
「
四
十
八
誓
願
」

⑨
『
西
方
指
南
抄
』
巻
上
本

⑩
『
西
方
指
南
抄
』
巻
中
末

⑪
『
西
方
指
南
抄
』
巻
下
本

⑫
『
西
方
指
南
抄
』
巻
下
末

⑬
『
一
念
多
念
文
意
』(65)

⑭
『
末
灯
鈔
』
十
八
通
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の
十
四
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
用
例
は
そ
の
内
容
か
ら
、

(66)

（
一
）
臨
終
の
来
迎
を
肯
定
的
に
捉
え
る

（
二
）
臨
終
来
迎
は
第
十
九
願
に
誓
わ
れ
て
い
る
と
説
示
す
る

（
三
）
臨
終
来
迎
を
待
つ
者
は
未
信
者
と
捉
え
る

（
四
）「
来
迎
」
を
他
力
や
金
剛
心
等
と
解
釈
す
る

の
四
種
に
分
類
が
可
能
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
個
別
に
論
じ
る
。

␟

␠
ಏ
ી
भ
ਟ
ಶ
॑
ᆾ


प
ኇ
इ
ॊ

（
一
）
は
上
記
の
中
、
①
「
信
微
上
人
御
釈
」
③
『
唯
信
鈔
』
④
「
聖
覚
法
印
表
白
文
」
⑤
『
後
世
物
語
聞
書
』

⑨
『
西
方
指
南
抄
』
巻
上
本
⑩
『
同
』
巻
中
末
⑪
『
同
』
巻
下
本
⑫
『
同
』
巻
下
末
が
該
当
す
る
。
全
て
挙
げ
る
と

煩
瑣
と
な
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
中
か
ら
数
例
を
挙
げ
れ
ば
、『
西
方
指
南
抄
』
巻
上
本
所
収
の
「
法
然
聖
人
御
説
法
事
」

で
は
、
法
然
の
語
録
と
し
て
、
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そ
の
来
迎
引
接
の
誓
願

と
い
ふ
は
、
す
な
わ
ち
こ
の
四
十
八
願

の
中
の
第
十
九
の
願
な
り
。
人
師
こ
れ
を
釈

ら
い
か
う
い
ん
ぜ
ふ

せ
い
ぐ
わ
ん

ぐ
わ
ん

な
か

だ
い

に
ん

し

し
や
く

す
る
に
、
お
ほ
く
の
義
あ
り
。
ま
づ
臨
終
正

念
の
た
め
に
来
迎
し
た
ま
へ
り
。
…
し
か
れ
ば
、
臨
終
正

念

ぎ

り
む
じ
ゆ
し
や
う
ね
む

ら
い
か
う

り
む
じ
ゆ
し
や
う
ね
む

な
る
が
ゆ
へ
に
来
迎
し
た
ま
ふ
に
は
あ
ら
ず
、
来
迎
し
た
ま
ふ
が
ゆ
へ
に
臨
終
正

念
な
り
と
い
ふ
義
、
あ

ら
い
か
う

ら
い
か
う

り
む
じ
ゆ
し
や
う
ね
む

ぎ

き
ら
か
な
り
。
在
生

の
あ
ひ
だ
往
生
の
行

成

就
せ
む
ひ
と
は
、
臨
終
に
か
な
ら
ず
聖

衆
来
迎
を
う
べ
し
。

ざ
い
し
や
う

ぎ
や
う
じ
や
う
じ
ゆ

り
む
じ
ゆ

し
や
う
じ
ゆ
ら
い
か
う

来
迎
を
う
る
と
き
、
た
ち
ま
ち
に
正

念
に
住
す
べ
し
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
な
り
。
…
こ
れ
は
こ
れ
、
至
要
の
義

ら
い
か
う

し
や
う
ね
む

じ
ゆ

し

え
う

な
り
。
き
か
む
人
、
こ
ゝ
ろ
を
と
ゞ
む
べ
し
。

（『
聖
典
全
書
』
三
・
八
六
七
頁
～
八
六
九
頁
）

と
示
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
平
生
に
往
生
行
で
あ
る
念
仏
を
成
就
す
れ
ば
、
臨
終
に
は
必
ず
来
迎
を
得
て
正
念
に
至
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
法
然
の
「
臨
終
来
迎
正
念
説
」
が
説
か
れ
る
。
ま
た
、
『
西
方
指
南
抄
』
に
は

「
来
迎
」
に
つ
い
て
左
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
例
も
見
ら
れ
る
。
『
西
方
指
南
抄
』
下
本
「
上
野
大
胡
太
郎
実
秀
へ
の
御

返
事
」
で
は
、

仏
の
来
迎
し
た
ま
ふ
事
は
、
も
と
よ
り
行

者
の
臨
終
正

念
の
た
め
に
て
候
な
り
。
そ
れ
を
こ
ゝ
ろ
え
ぬ
人

ら
い
か
う

ぎ
や
う
じ
や

り
む
じ
ゆ
し
や
う
ね

は
、
み
な
わ
が
臨
終
正

念
に
て
念
仏
申
た
ら
む
お
り
に
、
仏
は
む
か
へ
た
ま
ふ
べ
き
と
の
み
こ
ゝ
ろ
え
て

り
む
じ
ゆ
し
や
う
ね
む

候
ば
、
仏
の
願

お
も
信
ぜ
ず
、
経

の
文
お
も
こ
ゝ
ろ
え
ぬ
に
て
候
な
り
…
臨
終
に
か
な
ら
ず
仏

キ
タ
リ
ム
カ
フ

来
迎
し
た

ぐ
わ
ん

し
ん

き
や
う

も
ん

り
む
じ
ゆ

ら
い
か
う

ま
ふ
。
…
臨
終
の
念
仏
に
て
往
生
を
す
と
申
こ
と
は
、
往
生
お
も
ね
が
は
ず
、
念
仏
お
も
申
さ
ず
し
て
、
ひ

り
む
じ
ゆ

と
へ
に
つ
み
を
の
み
つ
く
り
た
る
悪
人
の
、
す
で
に
し
な
む
と
す
る
時
に
、
は
じ
め
て
善
知
識
の
す
ゝ
め
に

あ
く
に
ん

と
き

ぜ
ん

ぢ

し
き



- 213 -

あ
ひ
て
、
念
仏
し
て
往
生
す
と
こ
そ
、『
観

経

』
に
も
と
か
れ
て
候
へ
。

く
わ
ん
ぎ
や
う

（
『
聖
典
全
書
』
三
・
九
九
九
頁
～
一
〇
〇
〇
頁
）

と
あ
り
、
も
し
く
は
、『
西
方
指
南
抄
』
巻
下
本
「
正
如
房
へ
の
御
消
息
」
で
は
、

も
と
よ
り
仏
の
来
迎
は
臨
終
正

念
の
た
め
に
て
候
也
。
…
仏
は

キ
タ
リ
ム
カ
フ
ト

来
迎
し
た
ま
ふ
と
き
に
、
正

念
に
は
住
す

ら
い
か
う

り
む
じ
ゆ
し
や
う
ね
む

ら
い
か
う

し
や
う
ね
む

と
申
べ
き
に
て
候
也
。

（『
聖
典
全
書
』
三
・
一
〇
一
一
頁
）

と
あ
る
。
こ
れ
ら
二
文
は
「
法
然
聖
人
御
説
法
事
」
と
同
様
に
、「
臨
終
来
迎
正
念
説
」
に
つ
い
て
説
示
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
親
鸞
真
筆
本
で
は
「
来
迎
」
に
「
キ
タ
リ
ム
カ
フ
」
と
左
訓
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
左
訓
に
つ
い
て
も
、

本
文
同
様
注
視
す
べ
き
で
あ
り
、
先
述
の
『
唯
信
鈔
文
意
』
に
、「
来
は
浄
土
へ
き
た
ら
し
む
と
い
ふ
」「
ま
た
来
は
か

へ
る
と
い
ふ
」
、「
迎
と
い
ふ
は
む
か
へ
た
ま
ふ
と
い
ふ
、
ま
つ
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
也
」
と
註
釈
す
る
も
の
と
は
軌
を
異
に

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
『
西
方
指
南
抄
』
は
親
鸞
転
写
説
、
親
鸞
編
集
説
の
両
説
が
あ
る
こ
と
や
、
真
仏
書
写
本
に
は

こ
れ
ら
左
訓
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
親
鸞
自
身
が
付
し
た
左
訓
で
あ
る
の
か
、
原
本
に
も
と
も
と
付
さ
れ
て
い
た

か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
本
文
・
左
訓
と
も
に
来
迎
を
待
つ
こ
と
に
つ
い
て
は
否
定
的
な
説
示
は
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

ま
た
こ
れ
ら
は
該
し
て
親
鸞
が
独
自
に
撰
述
し
た
書
物
で
は
な
く
、
他
者
の
著
述
も
し
く
は
法
語
を
門
弟
に
書
き
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与
え
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、（
一
）
の
よ
う
な
来
迎
理
解
を
持
つ
書
物
は
、「
書
写
本
」
と
い
う

特
徴
を
持
つ
書
物
で
あ
る
と
換
言
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

(67)

␟

␠
ಏ
ી
ਟ
ಶ
म
ਸ਼
ે
ృ
ൢ
प
࿐
ॎ
ो
थ
ः
ॊ
ध
ହ
ં
घ
ॊ

（
二
）
は
、
単
に
第
十
九
願
の
願
名
を
示
す
中
で
「
臨
終
」
「
来
迎
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
③
『
教

行
信
証
』
⑬
「
四
十
八
誓
願
」
が
該
当
す
る
。
ま
ず
、『
教
行
信
証
』「
化
身
土
巻
」
に
、

既

而
有

悲
願

。
名

修
諸
功
徳
之
願

、
復
名

臨
終
現
前
之
願

、
復
名

現
前
導
生
之
願

、
復
名

来
迎

ス
デ
ニ
シ
テ
イ
マ
ス

ク

ト

ク

ト

ク

ト

ク

引
接
之
願

、
亦
可

名

至
心
発
願
之
願

也
。

（
『
聖
典
全
書
』
二
・
一
八
三
頁
）

ト

キ

ク

ト

と
あ
り
、
さ
ら
に
「
四
十
八
誓
願
」
は
第
十
九
願
文
の
註
記
と
し
て
、

［
十
九

至
心
発
願
之
願

修
諸
功
徳
之
願

臨
終
現
前
之
願

来
迎
引
接
之
願

現
前
導
生
之
願
］

（
『
聖
典
全
書
』
二
・
一
〇
一
二
頁
）

と
、
第
十
九
願
に
臨
終
来
迎
が
誓
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
な
お
、「
四
十
八
誓
願
」
は
建
長
八
（
一
二
五
六
）

年
の
真
仏
書
写
が
残
る
の
み
で
、
そ
の
成
立
時
期
や
上
欄
註
記
の
筆
者
に
つ
い
て
は
未
だ
に
定
説
を
見
な
い
も
の
の
、

(68)

第
十
九
願
の
願
名
に
関
し
て
い
え
ば
、
順
序
こ
そ
異
な
る
が
『
教
行
信
証
』
に
付
さ
れ
る
願
名
と
同
様
の
名
目
が
列
挙

さ
れ
て
い
る
。
親
鸞
の
上
で
は
こ
れ
ら
二
書
も
（
一
）
と
同
様
に
書
物
の
特
徴
面
か
ら
見
れ
ば
「
漢
語
聖
教
」
と
分
類
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で
き
よ
う
。

␟
ਕ
␠
ಏ
ી
ਟ
ಶ
॑
ୄ
ण
ु
भ
म

ਦ

ध
ኇ
इ
ॊ

次
に
（
三
）
に
は
上
記
の
中
、
⑥
『
尊
号
真
像
銘
文
』
⑦
「
か
さ
ま
の
念
仏
者
の
う
た
が
ひ
と
は
れ
た
る
事
」
⑭
『
末

灯
鈔
』
十
八
通
、
ま
た
前
掲
の
「
有
念
無
念
」
も
こ
こ
に
該
当
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
他
力
信
心
を

獲
得
し
た
者
に
つ
い
て
臨
終
来
迎
が
不
要
で
あ
る
と
説
示
す
る
も
の
で
、『
尊
号
真
像
銘
文
』
で
は
、

金
剛
心
を
え
た
る
人
は
正

定

聚
に
住
す
る
ゆ
へ
に
、
臨
終
の
と
き
に
あ
ら
ず
。
か
ね
て
尋
常

の
と
き
よ
り

こ
む
が
う
し
む

し
や
う
ぢ
や
う
じ
ゆ

ぢ
ゆ

り
む
じ
ゆ

じ
む
じ
や
う

つ
ね
に
摂
護
し
て
す
て
た
ま
は
ざ
れ
ば
、
摂
得
往
生

と
ま
ふ
す
也
。
こ
の
ゆ
へ
に
「
摂
生

増
上

縁
」
と
な

せ
ふ

ご

せ
ふ
と
く
わ
う
じ
や
う

せ
ふ
し
や
う
ぞ
う
じ
や
う
え
ん

づ
く
る
也
。
ま
た
ま
こ
と
に
尋
常

の
と
き
よ
り
信
な
か
ら
む
人
は
、
ひ
ご
ろ
の
称

念
の
功
に
よ
り
て
、
最

じ
む
じ
や
う

し
ん

ひ
と

し
よ
う
ね
む

こ
う

さ
い

後
臨
終
の
と
き
は
じ
め
て
善
知
識
の
す
ゝ
め
に
あ
ふ
て
信
心
を
え
む
と
き
、
願

力
摂
し
て
往
生

を
う
る
も

ご

り
む
じ
ゆ

ぜ
ん

ぢ

し
き

し
ん
じ
む

ぐ
わ
ん
り
き
せ
ふ

わ
う
じ
や
う

の
も
あ
る
べ
し
と
也
。
臨
終
の
来
迎
を
ま
つ
も
の
は
、
い
ま
だ
信
心
を
え
ぬ
も
の
な
れ
ば
、
臨
終
を
こ
ゝ
ろ

り
む
じ
ゆ

ら
い
か
う

し
ん
じ
む

り
む
じ
ゆ

に
か
け
て
な
げ
く
な
り
。

（
『
聖
典
全
書
』
二
・
六
二
八
頁
～
六
二
九
頁
）

と
、
信
心
獲
得
者
は
現
生
に
正
定
聚
に
つ
き
定
ま
る
も
の
で
あ
り
、
臨
終
の
来
迎
を
待
つ
よ
う
な
者
は
、
い
ま
だ
に
信

心
を
獲
得
し
て
い
な
い
者
で
あ
る
と
述
べ
る
。
同
じ
よ
う
に
『
末
灯
鈔
』
第
十
八
通
で
は
、

信
心
ま
こ
と
に
な
ら
せ
た
ま
ひ
て
さ
ふ
ら
ふ
ひ
と
は
、
誓
願

の
利
益
に
て
さ
ふ
ら
ふ
う
へ
に
、
摂
取
し
て

し
ん
じ
む

せ
い
ぐ
わ
ん

り

や
く

せ
ふ
し
ゆ
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す
て
ず
と
さ
ふ
ら
へ
ば
、
来
迎
臨
終
を
期
せ
さ
せ
た
ま
ふ
べ
か
ら
ず
と
こ
そ
お
ぼ
え
さ
ふ
ら
へ
。
い
ま
だ
信
心

ら
い
か
う
り
ん
じ
ゆ

ご

し
ん
じ
む

さ
だ
ま
ら
ざ
ら
ん
ひ
と
は
、
臨
終
を
も
期
し
、
来
迎
を
も
ま
た
せ
た
ま
ふ
べ
し
。

り
ん
じ
ゆ

ご

ら
い
か
う

（
『
聖
典
全
書
』
二
・
八
〇
五
頁
）

と
、
真
実
信
心
を
獲
得
し
た
者
は
摂
取
不
捨
の
利
益
に
預
か
る
た
め
臨
終
来
迎
を
待
た
な
い
が
、
未
信
の
者
は
臨
終
来

迎
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
示
す
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
二
書
で
は
臨
終
来
迎
を
待
つ
者
は
他
力
の
信
心
を
得

て
い
な
い
者
で
あ
る
と
す
る
が
、
他
力
の
信
心
を
得
て
い
な
い
状
態
と
は
、
そ
の
ま
ま
自
力
の
心
で
あ
る
と
換
言
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
親
鸞
が
笠
間
の
門
弟
に
送
付
し
た
書
簡
で
あ
る
「
か
さ
ま
の
念
仏
者
の
う
た
が
ひ
と
は
れ
た
る
事
」

で
は
、行

者
の
は
か
ら
ひ
は
自
力
な
れ
ば
、
義
と
い
ふ
な
り
。
他
力
は
、
本
願
を
信
楽
し
て
往
生
必
定
な
る
ゆ
へ
に
、

さ
ら
に
義
な
し
と
な
り
。
し
か
れ
ば
、
わ
が
み
の
わ
る
け
れ
ば
、
い
か
で
か
如
来
む
か
へ
た
ま
は
む
と
お
も

ふ
べ
か
ら
ず
。
凡
夫
は
も
と
よ
り
煩
悩
具
足
し
た
る
ゆ
へ
に
、
わ
る
き
も
の
と
お
も
ふ
べ
し
。
ま
た
わ
が
こ

ゝ
ろ
よ
け
れ
ば
、
往
生
す
べ
し
と
お
も
ふ
べ
か
ら
ず
。
自
力
の
御
は
か
ら
い
に
て
は
真
実
の
報
土
へ
む
ま
る

べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

（『
聖
典
全
書
』
二
・
七
四
三
頁
～
七
四
四
頁
）

と
述
べ
る
。
こ
こ
で
も
他
力
の
機
は
信
心
獲
得
し
て
往
生
が
必
定
で
あ
る
の
だ
か
ら
、「
い
か
で
か
如
来
む
か
へ
た
ま

は
む
」
す
な
わ
ち
「
ど
う
し
て
阿
弥
陀
如
来
が
来
迎
し
て
く
だ
さ
る
だ
ろ
う
か
」
な
ど
と
思
っ
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ
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る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
往
生
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
っ
た
「
行
者
の
は
か
ら
ひ
」
は
自
力
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
「
は

か
ら
ひ
」
を
有
し
て
い
れ
ば
真
実
報
土
へ
生
ま
れ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
臨
終

に
来
迎
を
期
待
す
る
行
為
と
は
行
者
の
自
力
の
は
か
ら
い
で
あ
っ
て
、
他
力
信
心
を
獲
得
し
た
行
者
は
こ
の
よ
う
な
は

か
ら
い
が
不
要
で
あ
る
と
こ
れ
ら
の
書
物
の
中
で
説
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
（
三
）
の
書
物
に
つ
い
て
も
、
多
く
が
「
消
息
」
類
と
い
う
特
徴
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

『
尊
号
真
像
銘
文
』
は
、
浄
土
教
先
師
の
真
像
の
讃
銘
に
親
鸞
が
註
釈
を
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
消
息
」
類
と
は
言

い
難
い
。
従
っ
て
こ
こ
は
「
消
息
類
や
銘
文
」
と
い
う
分
類
と
し
て
お
く
。

␟

␠
ਟ
ಶ
॑

ৡ
ृ
স
ྌ
ੱ
ಉ
ध
ੰ

घ
ॊ

最
後
に
（
四
）
は
、
⑬
『
一
念
多
念
文
意
』
及
び
前
述
『
唯
信
鈔
文
意
』
の
両
『
文
意
』
が
該
当
す
る
。

『
一
念
多
念
文
意
』
に
は
直
接
「
来
迎
」
の
語
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
善
導
『
往
生
礼
讃
』「
恒
願
一
切
臨
終
時
、

勝
縁
勝
境
悉
現
前
」
に
対
す
る
註
釈
文
は
、
い
わ
ゆ
る
「
常
来
迎
」
の
文
と
呼
ば
れ
、
古
来
よ
り
阿
弥
陀
仏
の
臨
終
時

(69)

に
お
け
る
来
迎
を
許
す
も
の
か
否
か
関
心
が
持
た
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

(70)

「
ヨ
ロ
ヅ
ノ
ヒ
ト
ト
イ
フ
コ
ヽ
ロ
ナ
リ

一
切
臨
終
時
」
と
い
ふ
は
、
極
楽
を
ね
が
ふ
よ
ろ
づ
の
衆
生
、
い
の
ち
お
は
ら
む
と
き
ま
で
と
い
ふ
こ
と

さ
い
り
む
じ
ゆ

ご
く
ら
く

し
ゆ

ば
な
り
。「

ス
グ
レ
タ
ル
コ
ト

勝

縁
勝

カ
タ
チ
ナ
リ

境

」
と
い
ふ
は
、
仏
お
も
み
た
て
ま
つ
り
、
ひ
か
り
お
も
み
、メ
デ
タ
キ
カ

異
香

お
も
か
ぎ
、
善
知
識

し
よ
う
え
ん
し
よ
う
き
や
う

い

き
や
う

ぜ
ん

ぢ

し
き
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の
す
ゝ
め
に
も
あ
は
む
と
お
も
へ
と
な
り
。「

コ
ト
ゴ
ト
ク
マ
ヘ
ニ
ア
ラ
ワ
レ
タ
マ
ヘ
ト
ナ
リ

悉
現
前
」
と
い
ふ
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
め
で
た
き
こ
と
ど
も
、
め

し
ち
げ
ん
ぜ
ん

の
ま
へ
に
あ
ら
わ
れ
た
ま
へ
と
ね
が
へ
と
な
り
。

（『
聖
典
全
書
』
二
・
六
六
一
頁
）

と
、
親
鸞
は
当
該
文
を
「
極
楽
往
生
を
願
う
一
切
の
者
は
、
臨
終
に
至
る
ま
で
、
仏
や
そ
の
光
な
ど
の
勝
れ
た
相
が
目

の
前
に
顕
れ
て
欲
し
い
と
願
う
べ
き
で
あ
る
」
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。
「
臨
終
」
を
「
い
の
ち
お
は
ら
む
と
き
ま

で
」
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
臨
終
で
な
く
、
平
生
か
ら
臨
終
に
至
る
期
間
、
す
な
わ
ち
平
生
に
お
け
る
阿
弥
陀

仏
の
利
他
力
の
徳
用
を
顕
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
も
の
で
、
そ
の
意
味
か
ら
い
え
ば
、
親
鸞
が
こ
こ
で
「
仏
お
も
み
た

て
ま
つ
り
」
と
解
釈
し
て
い
る
も
の
は
、
阿
弥
陀
仏
の
「
臨
終
来
迎
の
利
益
と
い
う
よ
り
も
平
生
の
摂
取
不
捨
の
こ
と

を
意
味
す
る
よ
う
に
解
釈
」
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
常
来
迎
」
と
も
呼
ば
れ
る
阿
弥
陀
仏
の
来
現
に

(71)

つ
い
て
を
平
生
に
お
け
る
摂
取
不
捨
す
な
わ
ち
信
心
獲
得
の
利
益
と
し
て
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、

『
唯
信
鈔
文
意
』
に
お
い
て
法
照
『
五
会
念
仏
法
事
讃
』「
観
音
勢
至
自
来
迎
」「
聞
名
念
我
総
迎
来
」
を
他
力
の
利
益

を
顕
す
語
で
あ
る
と
解
釈
す
る
も
の
と
軌
を
一
に
す
る
。
ま
た
、『
唯
信
鈔
文
意
』『
一
念
多
念
文
意
』
は
両
書
と
も
末

尾
に
「
文
字
の
こ
ゝ
ろ
も
し
ら
」
な
い
者
へ
向
け
て
書
か
れ
た
旨
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
（
四
）
の
よ
う

な
来
迎
理
解
を
有
す
る
書
物
は
、
そ
の
ま
ま
「
文
意
」
と
い
う
特
徴
を
有
す
る
書
物
と
換
言
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
親
鸞
に
お
け
る
来
迎
の
用
例
に
は
表
現
の
相
違
を
み
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ら
は
書
物
の
特
徴
（
書

写
本
・
漢
語
・
消
息
及
び
銘
文
・
文
意
）
に
よ
っ
て
も
分
類
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
の
相
違
は
、
例
え
ば
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「
有
念
無
念
」
や
「
か
さ
ま
の
念
仏
者
の
う
た
が
ひ
と
は
れ
た
る
事
」
が
東
国
門
弟
た
ち
の
疑
問
に
親
鸞
が
答
え
る
か

た
ち
で
成
立
し
て
い
る
こ
と
、『
唯
信
鈔
文
意
』『
一
念
多
念
文
意
』
が
同
じ
く
「
文
字
の
こ
こ
ろ
を
知
ら
」
な
い
者
に

向
け
て
撰
述
さ
れ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
を
考
慮
す
る
と
、
こ
れ
ら
表
現
の
相
違
は
そ
の
書
物
が
書
か
れ

る
に
至
っ
た
背
景
や
、
読
者
の
違
い
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

ਸ਼
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こ
の
よ
う
に
親
鸞
に
は
、
そ
の
書
物
ご
と
に
表
現
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
親
鸞
と
同
時
代
に
は
、
先
述
の
良

忠
と
西
山
派
祖
の
証
空
が
東
国
へ
と
教
線
を
伸
ば
し
て
い
る
が
、両
者
の
来
迎
観
に
も
書
物
間
で
表
現
の
相
違
が
あ
る
。

ま
ず
建
長
二
（
一
二
五
一
）
年
の
撰
述
で
あ
る
良
忠
『
浄
土
大
意
抄
』
で
は
、

本
ヨ
リ
極
楽
願
仏
本
願
信
念
仏
申
若
臨
終
善
知
識
値

極
楽
願
念
仏
申
サ
ン
ハ
極
楽
往
生
ス
ト
知
ル
ベ
シ
。

ヲ

イ

ノ

ヲ

ヲ

シ

シ

ニ

ニ

ヒ
テ

ヲ

イ

ニ

左
ナ
ラ
テ
正
念
ナ
ラ
ン
ハ
非

往
生
。
又
悪
道
相
現

善
知
識
丁
寧
教
念
仏
勧
ベ
シ
。
定
罪
滅
聖
衆
来
迎
預
ラ

ズ

ニ
ハ

ノ

ゼ
バ

ニ

テ

ヲ

デ

ニ

ン
事
下
三
品
如

文
。

（
『
浄
全
』
一
〇
・
七
二
一
頁
下
）

ノ

ノ

と
、
前
節
で
も
確
認
し
た
よ
う
に
、
臨
終
に
念
仏
し
正
念
に
至
れ
ば
来
迎
に
預
か
っ
て
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
。ま
た
正
念
に
至
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
往
生
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
良
忠
は
説
示
し
て
い
る
。
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し
か
し
文
応
（
一
二
六
〇
年
）
頃
に
成
立
し
た
良
忠
『
西
宗
要
聴
書
』
で
は
、

問
。
念
仏
往
生
者
必
不

預

来
迎

者
不

可

往
生

歟
。
答
。
師
云
、
十
八
生
因
決
定
之
上
、
無

何
修
因
決
定

ノ

ノ

ズ

ン
バ

ラ

ニ

ル

ス

ノ

ノ

ク

ニ

セ
バ

感
果
定
可

有
也
。
例

如

余
生
無

来
迎

受
生
。

然
而
有
神
妙
也
。
思

決
定

凡
夫

有

苦
痛

。
又
可

覚

テ

ル

セ
バ

シ

ニ

ク

ス
ル
ガ

レ

ル
ハ

ヘ

ト

ナ
レ
バ

リ

モ

キ
ニ

ユ

不
定

有

来
迎

無

不
審

决
定
覚

今
一
重
神
妙
社
覚
。

（
『
浄
全
』
一
〇
・
七
二
一
頁
下
）

ニ
モ

ラ
バ

ク

ト

エ
テ

ニ

ソ

ユ
レ

と
、
念
仏
行
者
は
必
ず
来
迎
が
無
け
れ
ば
往
生
で
き
な
い
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
師
説
を
挙
げ
て
第
十
八
願
に

よ
っ
て
往
因
は
定
ま
る
の
だ
か
ら
来
迎
が
無
く
て
も
往
生
は
可
能
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
。

ま
た
証
空
に
目
を
向
け
る
と
、
宝
治
元
（
一
二
四
七
）
年
に
成
立
し
た
『
女
院
御
書
』
巻
下
に
は
、

他
力
本
願
を
た
の
み
て
、
過
去
の
罪
を
も
、
今
生
の
罪
を
も
懺
悔
し
て
、
仏
か
な
ら
ず
迎
給
へ
と
思
ひ
て
念

仏
せ
ば
、
か
な
ら
ず
本
願
に
も
相
叶
ひ
て
、
臨
終
の
時
は
仏
の
来
迎
に
も
あ
づ
か
る
べ
き
も
の
な
り
。

（
『
西
山
上
人
短
篇
鈔
物
集
』
二
三
四
頁
）

と
、
来
迎
を
期
し
て
念
仏
す
れ
ば
必
ず
臨
終
来
迎
に
預
か
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
証
空
晩
年
の
著
作
と
い

わ
れ
る
『
述
誠
』
で
は
、

南
無
阿
弥
陀
仏
と
い
ふ
は
即
ち
別
願
酬
因
の
報
仏
来
迎
の
体
な
り
。
則
ち
是
を
往
生
の
体
と
い
へ
ば
、
声
に

唱
へ
出
だ
す
処
は
我
が
往
生
の
色
が
声
に
出
づ
る
な
り
。
是
に
付
き
て
、
念
仏
申
す
に
よ
り
て
仏
の
摂
取
し

て
捨
て
た
ま
は
ざ
る
位
の
法
体
な
り
け
る
処
を
心
得
分
く
る
な
り
。
故
に
臨
終
の
体
何
時
も
来
迎
の
仏
体
な
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り
。
念
仏
三
昧
、
往
生
の
体
と
心
得
る
よ
り
外
に
は
別
に
臨
終
を
置
く
べ
か
ら
ず
。
又
別
に
来
迎
を
置
く
べ

か
ら
ず
。
念
仏
即
往
生
、
往
生
即
臨
終
な
り
。
又
来
迎
な
り
。
之
を
以
て
念
々
不
捨
者
と
釈
す
る
な
り
。
是

を
他
力
本
願
の
至
極
と
い
ふ
な
り
。

（『
西
山
上
人
短
篇
鈔
物
集
』
九
一
頁
）

と
、「
念
仏
」「
往
生
」「
臨
終
」「
来
迎
」
の
四
を
同
一
の
も
の
と
捉
え
る
と
い
う
特
殊
な
解
釈
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
説
示
は
、『
女
院
御
書
』
で
念
仏
す
れ
ば
来
迎
に
預
か
る
と
い
う
次
第
立
て
た
表
現
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。

こ
の
よ
う
に
鎌
倉
初
期
の
東
国
に
教
線
を
張
る
法
然
門
流
は
、
来
迎
に
関
し
て
、
そ
の
表
現
に
左
右
が
あ
る
よ
う
見

受
け
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
来
迎
」
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
を
用
い
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
状
況
が
要
因
の
一

つ
と
し
て
想
定
さ
れ
る
。

ਸ਼
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次
に
、
「
来
迎
」
に
関
す
る
説
示
の
相
違
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、
先
述
の
親
鸞
書
物
を
年
代
ご
と
に
並
べ
、
さ

ら
に
そ
の
書
物
が
ど
の
門
弟
・
地
域
に
授
与
・
書
写
さ
れ
た
か
検
討
し
た
い
。

現
存
す
る
史
料
で
「
来
迎
」
へ
の
言
及
を
行
っ
て
い
る
親
鸞
書
物
を
年
代
ご
と
に
並
べ
る
と
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
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西
暦

年
月

書
物
「
消
息
類
」

伝
持
者
（
地
域
）

内
容

一
二
三
〇

五
・
二
五

唯
信
鈔

―

尋
常
称
念
し
来
迎
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
等

一
二
三
五

ｰ

聖
覚
法
印
表
白
文
（
見
聞
集
）

-

浄
土
往
生
を
疑
わ
ず
専
ら
弥
陀
の
来
迎
を
信
じ
る

一
二
三
五

六
・
一
九

唯
信
鈔
（
平
仮
名
本
）

親
鸞
手
沢
本
か

尋
常
称
念
し
来
迎
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
等

一
二
四
一

一
〇
・
一
四

唯
信
鈔
（
大
阪
真
宗
寺
本
）

-

尋
常
称
念
し
来
迎
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
等

一
〇
・
一
九

唯
信
鈔
（
京
都
常
楽
寺
本
）

-

尋
常
称
念
し
来
迎
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
等

一
二
四
六

三
・
一
四

唯
信
鈔
（
顕
智
本
書
写
原
本
）

顕
智
（
下
野
高
田
）

尋
常
称
念
し
来
迎
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
等

一
二
五
〇

一
〇
・
一
六

唯
信
鈔
文
意
（
本
誓
寺
書
写
原
本
）

-

（
岩
手
藤
原
写
）

来
迎
は
他
力
・
金
剛
信
心
・
還
相
を
表
す
語
で
あ
る

一
二
五
一

閏
九
・
二
〇

「
有
念
無
念
」

不
明
（
常
陸
）

臨
終
来
迎
は
十
九
願
行
者
の
こ
と
を
い
う

※
「
有
念
無
念
」
古
写
消
息
左
訓

-

来
迎
は
他
力
・
金
剛
信
心
・
還
相
を
表
す
語
で
あ
る

一
二
五
四

二
・-

唯
信
鈔
（
真
念
寺
本
書
写
原
本
）

-

尋
常
称
念
し
来
迎
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
等

九
・
一
六

後
世
物
語
（
真
宗
法
要
校
異
本
）

-

摂
取
決
定
＝
来
迎
決
定
＝
金
剛
心

一
二
五
五

六
・
二

尊
号
真
像
銘
文
（
建
長
本
）

覚
信
（
下
野
高
田
）

臨
終
来
迎
を
期
す
も
の
は
他
力
の
信
を
得
て
い
な
い

一
〇
・
三

「
か
さ
ま
の
念
仏
者
の
う
た
が
ひ

不
明
（
常
陸
笠
間
）

「
我
身
が
悪
け
れ
ば
来
迎
は
な
い
」
と
思
っ
て
は
な
ら
な
い
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と
は
れ
た
る
事
」

冬

教
行
信
証
（
専
修
寺
本
）

真
仏
（
下
野
高
田
）

第
十
九
願
は
臨
終
現
前
・
来
迎
引
接
の
願
で
あ
る

一
二
五
六

三
・
二
四

唯
信
鈔
文
意
（
光
徳
寺
書
写
原
本
）

-

来
迎
は
他
力
・
金
剛
信
心
・
還
相
を
表
す
語
で
あ
る

四
・
一
三

「
四
十
八
誓
願
」

真
仏
（
下
野
高
田
）
正
証

第
十
九
願
は
臨
終
現
前
・
来
迎
引
接
の
願
で
あ
る

一
〇
・
一
四

西
方
指
南
抄
中
末

真
仏
覚
信
（
下
野
高
田
）

法
然
が
臨
終
間
際
に
仏
の
来
迎
を
見
た
と
い
う
話

一
〇
・
三
〇

西
方
指
南
抄
下
本

真
仏
（
下
野
高
田
）
正
証

来
迎
は
臨
終
正
念
の
た
め
で
あ
る

一
一
・
八

西
方
指
南
抄
下
末

真
仏
（
下
野
高
田
）

念
仏
す
れ
ば
臨
終
に
必
ず
来
迎
に
あ
ず
か
る

一
二
五
七

一
・
二

西
方
指
南
抄
上
本

真
仏
（
下
野
高
田
）

来
迎
往
生
の
目
的
や
来
迎
正
念
に
つ
い
て

一
・
一
一

唯
信
鈔
文
意
（
正
月
十
一
日
本
）

顕
智
？

来
迎
は
他
力
・
金
剛
信
心
・
還
相
を
表
す
語
で
あ
る

(72)

一
・
二
七
？

唯
信
鈔
（
信
証
本
）

信
証
（
下
総
結
城
？
）

尋
常
称
念
し
来
迎
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
等

一
・
二
七

唯
信
鈔
文
意
（
正
月
廿
七
日
本
）

信
証
（
下
総
結
城
？
）

来
迎
は
他
力
・
金
剛
信
心
・
還
相
を
表
す
語
で
あ
る

二
・
五

西
方
指
南
抄
下
本
（
真
仏
書
写
）

真
仏
覚
信
（
下
野
高
田
）

来
迎
は
臨
終
正
念
の
た
め
で
あ
る

二
・
一
七

一
念
多
念
文
意(

真
筆)

袖
書
抹
消
の
た
め
不
明

い
わ
ゆ
る
常
来
迎
の
説
示

三
・
五

西
方
指
南
抄
上
本
（
真
仏
書
写
）

真
仏
覚
信
（
下
野
高
田
）

来
迎
往
生
の
目
的
や
来
迎
正
念
に
つ
い
て

一
二
五
七

三
・
二
〇

西
方
指
南
抄
中
末
（
真
仏
書
写
）

真
仏
覚
信
（
下
野
高
田
）

法
然
が
臨
終
間
際
に
仏
の
来
迎
を
見
た
と
い
う
話
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八
・
一
九

唯
信
証
文
意
（
顕
智
本
書
写
原
本
）

顕
智
（
下
野
高
田
）

来
迎
は
他
力
・
金
剛
信
心
・
還
相
を
表
す
語
で
あ
る

一
二
五
八

六
・
二
八

尊
号
真
像
銘
文
（
正
嘉
本
）

顕
智
（
下
野
高
田
）

臨
終
来
迎
を
期
す
も
の
は
他
力
の
信
を
得
て
い
な
い

（
不
明
）

一
一
・
二
六

末
灯
鈔
十
八
通
（
原
本
）

随
信
（
常
陸
？
）

臨
終
正
念
を
期
す
こ
と
は
他
力
の
信
を
得
て
い
な
い

(73)

(74)

一
二
六
二

一
一
・
二
八

親
鸞
示
寂

-
-

一
三
〇
七

一
二
下
旬

一
念
多
念
文
意(

顕
智
書
写
本)

顕
智(

下
野
高
田)

い
わ
ゆ
る
常
来
迎
の
説
示

一
三
〇
八

二
・
一
五

西
方
指
南
抄
下
末
（
顕
智
書
写
）

袖
書
欠
失
し
不
明

念
仏
す
れ
ば
臨
終
に
必
ず
来
迎
に
あ
ず
か
る

一
三
〇
九

七
・
七

聞
書

顕
智
（
下
野
高
田
）

「
称
名
と
仏
力
に
て
来
迎
往
生
す
る
」
の
引
文

こ
の
よ
う
に
年
代
ご
と
に
並
べ
て
み
る
と
、
現
存
史
料
か
ら
い
え
ば
、
太
字
で
示
し
た
建
長
三
年
の
「
有
念
無
念
」

の
書
簡
を
端
緒
と
し
て
、（
四
）「
臨
終
来
迎
」
に
関
す
る
否
定
的
な
説
示
が
現
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
そ
れ

以
降
は
臨
終
来
迎
に
対
し
て
否
定
的
な
説
示
と
肯
定
的
な
説
示
と
が
混
淆
し
て
お
り
、
単
に
時
代
の
経
過
に
よ
っ
て
親

鸞
の
「
来
迎
」
に
関
す
る
説
示
が
変
遷
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
次
に
、
史
料
の
袖
書
き
や
書
写
者
を
参

考
に
、
地
域
別
に
説
示
を
検
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
常
陸
に
伝
わ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
著
作
は
三
点
（
「
有
念
無
念
」
、「
か
さ
ま
の
念
仏
者
の
う
た
が
ひ
と

は
れ
た
る
こ
と
」
、『
末
灯
抄
』
第
十
八
通
）
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
臨
終
来
迎
を
待
つ
必
要
の
な
い
こ
と
を
明
か
し
て
い
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る
。
ま
た
、
臨
終
来
迎
の
否
定
を
明
言
し
て
い
る
書
物
は
比
較
的
少
数
で
あ
る
。
ま
た
、
現
存
す
る
史
料
が
多
い
と
い

う
こ
と
も
あ
る
が
、
下
野
高
田
に
は
臨
終
来
迎
に
関
し
て
肯
定
的
な
文
書
が
比
較
的
多
く
伝
持
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た

傾
向
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
親
鸞
の
「
来
迎
」
に
関
す
る
表
現
の
相
違
と
は
、
そ
の
書
物
を
送
付
す
る

地
域
に
よ
っ
て
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

ਸ਼

ඨ


∹


प
उ
ऐ
ॊ

ਟ
ಶ

৶
ੰ

で
は
次
に
、
上
記
の
よ
う
な
説
示
を
承
け
た
門
弟
た
ち
が
「
来
迎
」
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
表
現
を
し
て
い
る
の
か

を
検
討
し
て
み
た
い
が
、
そ
の
前
に
先
行
研
究
で
は
親
鸞
門
弟
が
ど
の
よ
う
に
「
来
迎
」
を
理
解
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
か
を
確
認
し
た
い
。「
有
念
無
念
」
に
説
か
れ
る
よ
う
な
臨
終
来
迎
を
期
す
こ
と
の
否
定
等
は
、
多
く
の
先

行
研
究
に
お
い
て
も
「
門
弟
た
ち
に
と
っ
て
な
か
な
か
理
解
し
が
た
い
も
の
」
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら

(75)

れ
て
い
る
よ
う
に
、
実
際
に
来
迎
に
肯
定
的
な
言
説
を
親
鸞
門
弟
の
書
物
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
近
年
で
も
例
え

ば
板
敷
真
純
は
親
鸞
門
弟
の
書
物
を
検
討
し
た
上
で
、
高
田
門
徒
で
あ
る
顕
智
『
聞
書
』
や
専
空
「
涅
槃
経
云
」、
麻

布
門
徒
の
了
海
が
記
し
た
『
還
相
廻
向
聞
書
』
に
は
来
迎
を
期
す
こ
と
に
肯
定
的
な
説
示
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

か
ら
、
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特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
門
弟
た
ち
の
多
く
が
、
親
鸞
の
教
え
を
聞
い
て
も
な
お
、
来
迎
と
い
う
自
力
的
な

も
の
を
期
待
し
て
し
ま
っ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
一
部
の
門
弟
た
ち
は
、

親
鸞
固
有
の

思
想
的
立
場
を
継
承
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た(76)

と
推
測
し
て
い
る
。
確
か
に
「
臨
終
来
迎
を
期
す
る
こ
と
は
自
力
で
あ
る
」
と
い
う
親
鸞
の
理
解
は
、
一
般
的
な
来
迎

理
解
と
は
大
き
く
離
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
門
弟
た
ち
が
親
鸞
の
来
迎
理
解
を
な
か
な
か
受
容
で
き
な
か
っ
た
状
況

は
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
は
、
親
鸞
の
「
臨
終
来
迎
を
期
す
る
こ
と
は
自
力
で
あ
る
」
と
い
う
来
迎

理
解
を
正
し
く
受
容
す
る
こ
と
の
で
き
た
門
弟
も
存
し
て
お
り
、
ま
た
先
掲
の
『
末
灯
鈔
』
第
十
八
通
で
も
「
い
ま
だ

信
心
さ
だ
ま
ら
ざ
ら
ん
ひ
と
は
、
臨
終
を
も
期
し
、
来
迎
を
も
ま
た
せ
た
ま
ふ
べ
し
」
と
、
臨
終
来
迎
を
期
す
る
こ
と

(77)

に
つ
い
て
強
く
否
定
し
な
い
態
度
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
や
は
り
前
項
に
お
い
て
も
論

じ
た
よ
う
に
、
地
域
的
な
相
違
と
い
う
視
覚
か
ら
も
、
門
弟
の
来
迎
理
解
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
門
弟
の
来
迎
理
解
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
臨
終
来
迎
を
否
定
し
て
い
る
か
否
か
に
大
別
し
、
次
に
地
域
ご
と
に

並
べ
な
が
ら
一
瞥
し
て
み
た
い
。

␟

␠
ಏ
ી
ਟ
ಶ
प
౯


ऩ
છ


さ
て
、
親
鸞
門
弟
が
記
し
た
書
物
の
中
で
、
明
確
に
臨
終
来
迎
を
否
定
す
る
も
の
と
し
て
は
、
ま
ず
『
歎
異
抄
』
が
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挙
げ
ら
れ
る
。
本
書
の
作
者
に
つ
い
て
は
未
詳
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
河
和
田
の
唯
円
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。
唯
円
と

い
え
ば
晩
年
は
大
和
国
に
も
足
跡
を
残
し
た
と
も
言
わ
れ
る
が
、『
門
侶
交
名
牒
』
で
も
住
居
を
常
陸
国
と
記
し
て
い

る
よ
う
に
、
常
陸
国
河
和
田
に
て
主
に
活
動
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
、『
歎
異
抄
』
第
十
四
条
で
は
、

(78)

摂
取
不
捨
の
願
を
た
の
み
た
て
ま
つ
ら
ば
、
い
か
な
る
不
思
議
あ
り
て
、
罪
業
を
お
か
し
、
念
仏
ま
ふ
さ
ず

し
て
を
は
る
と
も
、
す
み
や
か
に
往
生
を
と
ぐ
べ
し
。
ま
た
念
仏
の
ま
ふ
さ
れ
ん
も
、
た
ゞ
い
ま
さ
と
り
を

ひ
ら
か
ん
ず
る
期
の
ち
か
づ
く
に
し
た
が
ひ
て
も
、
い
よ
い
よ
弥
陀
を
た
の
み
、
御
恩
を
報
じ
た
て
ま
つ
る

に
て
こ
そ
さ
ふ
ら
は
め
。
つ
み
を
滅
せ
ん
と
お
も
は
ん
は
、
自
力
の
こ
ゝ
ろ
に
し
て
、
臨
終
正
念
と
い
の
る

ひ
と
の
本
意
な
れ
ば
、
他
力
の
信
心
な
き
に
て
さ
ふ
ら
う
な
り
。

（
『
聖
典
全
書
』
二
・
一
〇
六
七
頁
～
一
〇
六
八
頁
）

と
、
弥
陀
の
本
願
に
信
順
す
れ
ば
い
か
な
る
罪
業
を
お
か
し
て
い
よ
う
と
も
往
生
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
滅
罪

を
願
う
こ
と
は
自
力
心
で
あ
り
、
臨
終
正
念
を
い
の
る
ひ
と
、
す
な
わ
ち
臨
終
来
迎
を
期
す
る
人
の
本
意
で
あ
る
と
示

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
来
迎
理
解
は
先
掲
「
有
念
無
念
」
の
記
述
と
も
軌
を
一
に
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し

『
歎
異
抄
』
は
、
最
古
の
書
写
本
が
蓮
如
書
写
本
で
あ
る
点
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
横
曽
根
門
徒
性
信
の
作
と
い
わ
れ
る
、
弘
安
三
（
一
二
八
〇
）
年
に
成
立
し
た
『
浄
土
真
宗
聞
書
』
が
挙
げ
ら

れ
る
。
性
信
は
『
門
侶
交
名
牒
』
に
は
「
下
総
国
飯
沼
」
や
、
「
シ
モ
ツ
ケ
ノ
ク
ニ
ヨ
コ
ソ
ネ
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
お

(79)

(80)
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り
、
下
総
国
に
止
住
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、『
浄
土
真
宗
聞
書
』
に
は
撰
者
名
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
著
者
と
断

定
す
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
の
、「
弘
安
三
年
」
の
奥
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
二
八
〇
年
の
成
立
と
わ
か
る
。
し
か

し
な
が
ら
本
書
の
内
容
は
親
鸞
の
教
学
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
来
迎
に
つ
い
て
も
、

来
迎
自
力
也
、
引
導
他
力
也
。
仏
力
自
力
也
、
願

力
他
力
也
。
法
性

法
身
ヨ
リ
イ
デ
ヽ
法
蔵
比
丘
ト

ラ
イ
カ
ウ

ジ

リ
キ

イ
ン
ダ
ウ

タ

リ
キ

ブ
チ
リ
キ

ジ

リ
キ

グ
ワ
ン
リ
キ

タ

リ
キ

ホ
ウ
シ
ヤ
ウ
ホ
ウ
シ
ン

ホ
フ
ザ
フ

ビ

ク

申
ス
、
報
身
ト
云
。
又
方
便
法
身
ト
申
ス
、
応
身
ト
モ
云
。

定

心
来
迎
タ
ネ
ニ
マ
ツ
ベ
シ

煩
悩
ヲ
ト
ヾ
ム
ル
ナ
リ

ホ
フ
ジ
ン

イ
フ

ハ
ウ
ベ
ン
ホ
フ
シ
ン

オ
ウ
ジ
ン

イ
フ

ヂ
ヤ
ウ
シ
ム

ラ

カ
ウ

ボ
ン
ナ
ウ

散
心
来
迎

臨
終
ノ
ト
キ
ヲ
マ
ツ
ヘ
シ

サ
ム
グ
ヱ
ヲ
シ
ユ

サ
ン
ジ
ム

ラ
イ
カ
ウ
リ
ン
ジ
ユ

コ
ト
ハ

語

コ
ヽ
ロ

意

心
コ
ノ
ミ
ツ
ヲ
ヨ
ク

コ
ヽ
ロ
ヘ
ワ
ク
ヘ
シ

他
心
・
我
心
フ
タ
ツ
ア
リ
。
自
力
不
真
実
也
。
弘
願

引
導
モ
ハ
ラ

タ
ノ
ム
ベ
シ

コ

イ

シ
ム

タ

シ
ム

ガ

シ
ム

ジ

リ
キ

フ

シ
ン
ジ
チ

グ

グ
ワ
ン

イ
ン
ダ
フ

（
『
高
田
学
報
』
九
一
所
収
本
、
七
丁
オ-

ウ
）

と
、
来
迎
は
自
力
、
引
導
は
他
力
で
あ
る
と
峻
別
し
、
来
迎
は
定
散
心
の
行
者
が
た
の
む
べ
き
も
の
と
排
斥
す
る
。「
引

導
」
を
他
力
と
す
る
も
の
は
、『
唯
信
鈔
』
な
ど
親
鸞
自
作
以
外
の
書
物
に
し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
説
示
で
あ
り
、

注
視
す
べ
き
解
釈
で
あ
る
の
で
、
後
に
詳
論
し
た
い
。
と
に
か
く
、
『
浄
土
真
宗
聞
書
』
で
は
来
迎
は
自
力
で
あ
る
と

否
定
し
て
い
る
姿
勢
が
窺
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
臨
終
来
迎
に
つ
い
て
否
定
的
な
理
解
を
有
す
る
親
鸞
門
弟
の
書
物
が
確
認
で
き
、
そ
れ
は
常
陸
国
の

唯
円
、
下
総
国
性
信
の
撰
述
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
書
と
も
に
著
者
を
確
定
す
る
に

は
史
料
に
乏
し
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
臨
終
来
迎
に
つ
い
て
明
確
に
否
定
す
る
グ
ル
ー
プ
が
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点
在
し
て
い
た
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
。

␟

␠
ಏ
ી
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प
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次
に
下
野
国
高
田
門
徒
で
あ
る
顕
智
の
書
物
を
検
討
し
た
い
。
ま
ず
顕
智
壮
年
期
の
筆
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
『
大

名
目
』
「
五
濁
」
の
細
釈
で
は
、

(81)末
法
此
五
濁
増

故
云
二

五
濁
増
一

也
。
此
時
聖
道
諸
教
閉

入
聖
得
果
之
戸

。
往
生
極
楽

開

西
方
東
門
之

ニ

ノ

ス
ル
ガ

シ
テ
ハ

扉

故
…
手
向

弥
陀

待

来
迎
粧

。

（『
高
田
古
典
』
四
・
三
〇
一
頁
）

と
、
末
法
の
五
濁
悪
世
に
は
聖
道
諸
教
が
廃
れ
る
の
で
、
浄
土
門
に
よ
っ
て
弥
陀
の
来
迎
を
待
つ
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

本
書
は
顕
智
筆
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
著
者
に
関
し
て
は
顕
智
か
否
か
議
論
の
余
地
は
残
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ

よ
顕
智
は
臨
終
来
迎
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
、
延
慶
二(

一
三
〇
九)

年
に
成
立
し
た
要
文
集
で
あ
る
顕
智

の
『
聞
書
』
で
は
、

(82)

念
仏
我
所
作
也
。
往
生
仏
所
作
也
。
往
生
仏
御
力

セ
シ
メ
給
フ
物
ヲ
、
我
ガ
心
ニ
ト
カ
ク
セ
ム
ト
思
フ
ハ

ハ

ガ

ハ

ノ

ハ

ノ

ラ
ニ
テ

自
力
也
。
唯

シ須

待

付

称
名

之
来
迎
。

（
『
聖
典
全
書
』
四
・
五
六
頁
）

タ
ヾ

ラ
ク

マ
ツ

タ
ル

ニ

ヲ

と
、
称
名
は
衆
生
の
所
作
で
あ
り
来
迎
の
利
益
が
あ
る
と
い
う
法
然
「
三
心
料
簡
」
の
文
言
を
書
き
と
ど
め
て
い
る
。

『
聞
書
』
に
は
他
に
も
「
三
心
料
簡
」
の
、
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問
云
、
自
力
他
力
申
事
、
何
様
可

得

心
候
乎
。
答
。
源
空
雖

非

可

参

殿
上

器
量
、
自

上
召
者
二

ト

ス

ニ

ヤ

ハ

モ

ズ
ト

キ

ル

ヘ

ニ

リ

ミ

セ

バ

度

参

殿
上
。
此
非

我
可

参
之
式
、
上
御
力
也
。
何
況
阿
弥
陀
仏
御
力
、
酬

称
名
願

来
迎

事
、
有

何

ド
マ
デ

タ
リ
キ

ヘ

レ

ズ

ガ

キ

ル

ニ
ハ

ノ

ラ

ヤ

ノ

ラ

コ
タ
ヘ
テ

ノ

ニ

カ
ウ
シ
タ
マ
フ

ム

ン
ノ

不
審

。
自
身
罪
重
、
無
智
者
、
云-

何

不

可

疑

遂

往
生
。

（『
聖
典
全
書
』
四
・
五
七
頁
）

カ

ノ

ク

ノ

ナ
レ
バ

ニ
シ
テ

ズ

ラ

フ

ゲ
ム
ト

ヲ

と
、
称
名
願
（
十
八
願
）
の
利
益
に
よ
っ
て
酬
報
し
て
仏
が
来
迎
す
る
と
い
う
文
言
を
写
し
て
い
る
。
こ
の
文
言
だ
け

で
は
、
平
生
か
臨
終
か
は
判
断
し
が
た
い
も
の
の
、
文
脈
よ
り
往
生
の
要
件
と
し
て
来
迎
を
取
り
扱
っ
て
い
る
こ
と
が

読
み
取
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
顕
智
に
は
、
直
接
、
来
迎
に
つ
い
て
言
及
す
る
も
の
は
な
い
が
、
臨
終
の
来
迎
に
つ
い
て

否
定
的
な
姿
勢
は
見
え
ず
、
左
訓
な
ど
に
よ
る
註
釈
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。

最
後
に
、
武
蔵
国
に
住
し
た
、
麻
布
門
徒
の
了
海
を
検
討
し
た
い
。『
還
相
廻
向
聞
書
』
で
は
、
例
え
ば
、

(83)

モ
ト
法
蔵
比
丘
ノ
ム
カ
シ
ノ
本
願
ト
、
今
日
ノ
直
説
ノ
弥
陀
ト
、
カ
レ
コ
レ
和
合
シ
テ
、
大
涅
槃
ヲ
証
ス
。

カ
レ
コ
レ
和
合
サ
セ
レ
バ
、
果
証
ニ
ア
タ
ハ
ズ
。
法
蔵
願
力
ノ
所
成
ニ
ヨ
リ
テ
、
今
日
ノ
直
説
ハ
出
生
ス
。

直
説
ノ
ミ
コ
ト
ニ
ヨ
リ
テ
、
ム
カ
シ
ノ
願
力
ノ
不
思
議
ヲ
信
ズ
ル
カ
ユ
ヘ
ニ
、
カ
レ
コ
レ
和
合
ス
ト
イ
フ
ナ

リ
。
和
合
ハ
重
ナ
リ
。
本
願
ヲ
信
ズ
ト
イ
フ
ト
モ
、
コ
ノ
重
ノ
ユ
ヘ
ヲ
信
ゼ
ズ
ハ
、
直
説
ヲ
信
ス
ル
ニ
ア
ラ

ズ
。
コ
レ
ヲ
カ
ク
ノ
ゴ
ト
ク
信
ゼ
ザ
ル
ユ
ヘ
ニ
、
報
仏
ノ
来
迎
ニ
ア
ヅ
カ
ラ
ズ
。
モ
シ
ア
ヅ
カ
ル
ニ
ハ
、
化

仏
ニ
シ
タ
ガ
ヒ
テ
、
化
土
ニ
生
ズ
ル
ナ
リ
。

（『
史
料
集
成
』
五
・
一
二
一
頁
下
）
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等
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
『
還
相
廻
向
聞
書
』
が
知
識
帰
命
の
書
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
親
鸞
の
解
釈
と
大
き
く
乖
離
し
た
説
示
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
「
来
迎
」
の
用
例
に
注
目

す
る
と
、
「
今
日
の
直
説
の
弥
陀
」
を
信
じ
な
け
れ
ば
、
報
仏
の
来
迎
に
預
か
る
こ
と
は
な
く
、
も
し
預
か
っ
た
と
し

て
も
化
仏
に
遵
っ
て
化
土
へ
と
生
じ
る
と
い
う
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
還
相
廻
向
聞
書
』
で
は
、
往
生

の
要
件
と
し
て
来
迎
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
報
土
往
生
に
は
報
仏
の
来
迎
、
化
土
往
生
に
は
化
仏
の
来
迎
が
あ

る
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
説
示
は
、
麻
布
門
徒
で
は
臨
終
来
迎
を
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
と
い
う

前
提
が
な
け
れ
ば
な
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
親
鸞
面
授
の
門
弟
に
お
け
る
臨
終
来
迎
に
関
す
る
記
述
を
見
て
み
る
と
、
臨
終
来
迎
を
自
力
と
簡

非
す
る
文
言
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
臨
終
来
迎
に
対
し
て
肯
定
的
な
理
解
を
示
唆
す
る
記
述
も
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
地
域
や
人
物
ご
と
に
も
来
迎
に
関
す
る
理
解
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
こ
れ
は
先
行

研
究
で
指
摘
す
る
よ
う
な
門
弟
達
の
理
解
力
の
問
題
も
考
え
ら
れ
る
が
、
今
ま
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
親
鸞
の
来
迎
に

関
す
る
表
現
の
揺
れ
も
要
因
と
し
て
想
定
し
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ਸ਼
౽
ඨ
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親
鸞
の
「
来
迎
」
に
関
す
る
説
示
に
つ
い
て
、
書
物
間
の
表
現
や
周
囲
の
状
況
に
注
目
し
つ
つ
検
討
を
行
っ
た
。
親

鸞
に
お
け
る
「
来
迎
」
の
用
例
を
分
類
す
れ
ば
、
お
よ
そ
四
種
類
に
分
類
で
き
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
は
①
書
写
本
②
漢
語

③
消
息
④
文
意
と
い
う
書
物
の
特
徴
ご
と
に
も
分
か
れ
て
い
る
。
更
に
、
親
鸞
と
同
時
代
に
東
国
に
教
線
を
張
る
良
忠

・
証
空
に
つ
い
て
も
「
来
迎
」
に
関
し
て
は
説
示
が
一
定
し
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
「
来
迎
」
問
題
が
親
鸞
と
そ
の
門

弟
に
の
み
該
当
し
て
い
た
も
の
で
は
な
く
、
当
時
の
法
然
門
流
と
そ
の
門
弟
全
体
が
一
様
に
抱
え
て
い
た
普
遍
的
な
課

題
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

ま
た
、
現
存
す
る
資
料
の
限
り
で
は
あ
る
が
、
時
期
・
地
域
ご
と
に
親
鸞
の
書
を
見
て
い
く
と
、
常
陸
に
伝
わ
っ
た

こ
と
が
判
明
し
て
い
る
消
息
三
点
は
、い
ず
れ
も
臨
終
来
迎
を
期
す
る
こ
と
に
対
し
て
否
定
的
な
理
解
を
示
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
著
者
未
詳
な
が
ら
常
陸
国
河
和
田
唯
円
作
と
考
え
ら
れ
る
『
歎
異
抄
』
で
も
、
臨
終
来
迎
に
つ
い
て
は
否
定

的
な
説
示
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
下
野
高
田
は
、
現
存
す
る
資
料
が
多
い
こ
と
も
あ
る
が
、
臨
終
来
迎
に
関
し

て
肯
定
的
な
文
書
が
多
く
伝
持
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
地
域
的
な
相
違
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
親
鸞
面
授

の
門
弟
に
よ
る
著
述
を
管
見
す
る
限
り
、
臨
終
来
迎
に
対
し
て
否
定
的
な
説
示
を
行
う
著
作
も
見
ら
れ
る
が
、
下
野
高

田
顕
智
筆
の
『
大
名
目
』
『
聞
書
』
や
武
蔵
麻
布
了
海
筆
の
『
還
相
廻
向
聞
書
』
で
は
臨
終
の
来
迎
に
つ
い
て
否
定
的

な
姿
勢
は
見
ら
れ
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
親
鸞
に
よ
る
「
来
迎
」
の
表
現
の
相
違
は
、
東
国
も
し
く
は
そ
の
門
弟
が
一
枚
岩
で
は
な
い
状
況
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が
あ
っ
た
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
親
鸞
の
来
迎
思
想
を
検
討
す
る
際
、

そ
の
文
書
ご
と
に
、
書
か
れ
た
状
況
や
地
域
性
を
考
慮
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
先
に
見
た
よ
う
な
『
浄
土
真
宗
聞
書
』
の
、
来
迎
を
自
力
、
引
導
を
他
力
と
峻
別
す
る
解
釈
は
親
鸞
の
説

示
の
み
で
は
結
び
つ
き
に
く
い
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
節
を
変
え
て
詳
し
く
論
じ
た
い
と
思
う
。

ਸ਼

ත
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前
節
ま
で
に
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
親
鸞
は
書
物
や
地
域
に
よ
っ
て
、
来
迎
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
を
使
い
分

け
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
一
方
で
、
親
鸞
の
門
弟
の
中
に
は
、
親
鸞
の
来
迎
思
想
を
理
解
、
受
容
す
る
こ
と
が

難
し
く
、
一
般
的
な
来
迎
理
解
で
あ
る
臨
終
来
迎
を
期
す
る
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
先
行
研
究
に
お
い

て
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
親
鸞
の
来
迎
思
想
に
対
す
る
理
解
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ

の
ま
ま
臨
終
来
迎
を
期
す
る
こ
と
と
イ
コ
ー
ル
で
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
も
親
鸞
思
想
の
理
解
が
困

難
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
臨
終
来
迎
に
つ
い
て
否
定
的
な
理
解
を
持
つ
親
鸞
門
弟
の
著
作
か
ら
も
そ
の
傾
向
を
窺
う
こ
と
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が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
前
項
ま
で
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
親
鸞
自
身
も
来
迎
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

表
現
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
視
角
か
ら
の
親
鸞
門
弟
に
お
け
る
来
迎

観
の
検
討
は
管
見
の
限
り
行
わ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
本
節
で
は
、
臨
終
来
迎
を
待
つ
こ
と
に
否
定
的
な
理
解
を
行
い
つ
つ
も
、
親
鸞
著
作
中
に
あ
ま
り
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
「
引
導
」
の
語
を
用
い
て
弘
願
を
顕
正
す
る
『
浄
土
真
宗
聞
書
』
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。
ま
た
、「
引

導
」
と
は
少
な
く
と
も
中
世
浄
土
教
に
お
い
て
は
衆
生
教
化
や
臨
終
に
関
連
し
て
用
い
ら
れ
る
用
語
だ
が
、
真
宗
の
「
臨

終
」
に
関
す
る
先
行
研
究
を
一
瞥
す
る
限
り
で
も
、「
引
導
」
に
つ
い
て
の
言
及
は
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
見
ら
れ

な
い
。
初
期
真
宗
の
思
想
に
つ
い
て
「
引
導
」
の
語
を
中
心
に
考
察
す
る
こ
と
で
、
親
鸞
門
流
が
い
か
に
親
鸞
固
有
の

(84)

思
想
的
立
場
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
一
助
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
ど

の
よ
う
な
要
因
に
よ
っ
て
、
「
弘
願
」
の
語
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
も
検
討
し
た

い
。な

お
、「
引
導
」
に
は
二
つ
の
意
味
が
辞
書
等
か
ら
確
認
で
き
る
。
一
つ
は
、
葬
送
儀
礼
に
お
け
る
死
者
へ
僧
侶
が
行
う
法
語

で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
人
を
仏
道
に
導
く
こ
と
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、「
真
宗
に
お
い
て
用
い
な
い
」
と
言
わ

れ
た
り
、「
死
後
の
引
導
」
と
し
て「
引
導
」
と
は
区
別
し
て
解
説
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
玄
智
の『
考
信
録
』
に
お
い
て
も

(85)
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葬
儀
に
お
け
る
引
導
は「
後
世
の
私
創
に
し
て
聖
教
の
明
拠
を
詳
に
せ
ず
」
と
判
じ
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
本
稿
で
扱
う
「
引
導
」

(86)

の
語
も
、
主
と
し
て
後
者
の
意
で
あ
る
。

ਸ਼
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『
浄
土
真
宗
聞
書
』
に
つ
い
て
論
じ
る
に
あ
た
り
、
先
と
少
し
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
本
書
の
特
徴
に
つ
い
て

確
認
し
て
お
き
た
い
。『
浄
土
真
宗
聞
書
』
は
高
田
専
修
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
書
物
で
、『
高
田
学
報
』
第
一
四
輯
に
お
い

て
翻
刻
史
料
が
、『
同
』
第
九
一
輯
に
お
い
て
影
印
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
「
弘
安
三
年
［
庚
辰
］
二
月
廿
日
」

(87)

(88)

の
奥
書
を
有
し
、
ま
た
そ
の
筆
跡
に
つ
い
て
も
「
鎌
倉
時
代
の
筆
跡
と
し
て
間
違
い
な
」
い
も
の
と
も
判
断
さ
れ
て
お

(89)

り
、
著
者
は
不
明
な
が
ら
親
鸞
滅
後
十
八
年
の
弘
安
三
（
一
二
八
〇
）
年
に
書
写
さ
れ
た
書
物
と
み
て
大
過
な
い
。
本

書
は
、
「
親
鸞
聖
人
曰
」
や
「
浄
土
真
宗
ノ
キ
ヽ
カ
キ
」
な
ど
の
見
出
し
を
設
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
三
経
往
生
や
信
心
、

自
力
他
力
と
い
っ
た
真
宗
用
語
に
つ
い
て
の
解
釈
を
示
し
て
い
る
も
の
で
「
内
容
は
正
に
親
鸞
教
学
で
あ
る
」
と
も
評

(90)

さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
書
名
よ
り
本
書
は
『
親
鸞
聖
人
血
脈
文
集
』
第
二
通
、
五
月
二
十
九
日
付
の
書
簡
に
、

ま
た
『
真
宗
の
き
ゝ
が
き
』、
性

信
房
の
か
ゝ
せ
た
ま
ひ
た
る
は
、
す
こ
し
も
こ
れ
に
ま
う
し
て
さ
ふ
ら
ふ
様

し
ん
し
ゆ

し
や
う
し
ん
ば
う

や
う

に
た
が
は
ず
さ
ふ
ら
へ
ば
、
う
れ
し
ふ
さ
ふ
ら
ふ
。
『
真
宗
の
き
ゝ
が
き
』
一
帖
は
こ
れ
に
と
ゞ
め
を
き
て

し
ん
し
ゆ

ゐ
ち
で
う
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さ
ふ
ら
ふ
。

（『
聖
典
全
書
』
二
・
八
七
六
頁
～
八
七
七
頁
）

と
あ
る
性
信
『
真
宗
聞
書
』
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、
本
書
は
親
鸞
の
言
葉
を
門
弟
が
聞
書

(91)

し
た
書
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
親
鸞
門
弟
の
教
学
理
解
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
史
料
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
し
か

し
な
が
ら
本
書
は
、「
真
宗
聞
書
」
と
題
さ
れ
た
同
名
の
談
義
本
が
存
在
す
る
こ
と
や
、
そ
れ
に
つ
い
て
僧
樸
が
偽
造

(92)

で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
あ
ま
り
着
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
本
書
の
中
、「
自
力
他
力
ノ
キ

(93)

ヽ
カ
キ
」
に
は
以
下
の
よ
う
な
一
文
が
確
認
で
き
る
。

来
迎
自
力
也
、
引
導
他
力
也
。
仏
力
自
力
也
、
願

力
他
力
也
。
法
性

法
身
ヨ
リ
イ
デ
ヽ
法
蔵
比
丘
ト

ラ
イ
カ
ウ

ジ

リ
キ

イ
ン
ダ
ウ

タ

リ
キ

ブ
チ
リ
キ

ジ

リ
キ

グ
ワ
ン
リ
キ

タ

リ
キ

ホ
ウ
シ
ヤ
ウ
ホ
ウ
シ
ン

ホ
フ
ザ
フ

ビ

ク

申
ス
、
報
身
ト
云
。
又
方
便
法
身
ト
申
ス
、
応
身
ト
モ
云
。

定

心
来
迎

タ
ネ
ニ
マ
ツ
ベ
シ

煩

悩
ヲ
ト
ヾ
ム
ル
ナ
リ

ホ
フ
ジ
ン

イ
フ

ハ
ウ
ベ
ン
ホ
フ
シ
ン

オ
ウ
ジ
ン

イ
フ

ヂ
ヤ
ウ
シ
ム

ラ

カ
ウ

ボ
ン
ナ
ウ

散
心
来
迎
臨
終

ノ
ト
キ
ヲ
マ
ツ
ヘ
シ

サ
ム
グ
ヱ
ヲ
シ
ユ

サ
ン
ジ
ム

ラ
イ
カ
ウ
リ
ン
ジ
ユ

コ
ト
ハ

語

コ
ヽ
ロ

意

心
コ
ノ
ミ
ツ
ヲ
ヨ
ク

コ
ヽ
ロ
ヘ
ワ
ク
ヘ
シ

他
心
・
我
心
フ
タ
ツ
ア
リ
。
自
力
不
真
実
也
。
弘
願

引
導

モ
ハ
ラ

タ
ノ
ム
ベ
シ

コ

イ

シ
ム

タ

シ
ム

ガ

シ
ム

ジ

リ
キ

フ

シ
ン
ジ
チ

グ

グ
ワ
ン

イ
ン
ダ
フ

報
身
ヲ
方
便
法
身

申
、
真
実
也
。
法
性

法
身
ヨ
リ
イ
デ
ヽ
方
便
法
身
ト
イ
フ
。

（
七
丁
オ
～
七
丁
ウ
）

ホ
フ
ジ
ン

ハ
フ
ベ
ン
ホ
フ
シ
ン
ト

ホ
フ
シ
ヤ
ウ
ホ
フ
シ
ン

ハ
フ
ベ
ン
ホ
フ
シ
ン

(94)

こ
の
よ
う
に
、「
自
力
他
力
ノ
キ
ヽ
カ
キ
」、
来
迎
は
自
力
、
引
導
は
他
力
で
あ
る
と
峻
別
し
、
ま
た
『
観
経
』
等
に
説

か
れ
る
定
心
と
散
心
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
「
来
迎
を
た
ね
に
待
つ
べ
し
」
、「
来
迎
臨
終
の
と
き
を
待
つ
べ
し
」
と
し
、

弘
願
に
つ
い
て
は
「
引
導
専
ら
た
の
む
べ
し
」
と
註
釈
し
て
い
る
。
定
散
心
を
来
迎
自
力
不
真
実
と
し
、
弘
願
を
他
力



- 237 -

と
位
置
づ
け
て
い
く
姿
勢
は
、
先
掲
「
有
念
無
念
」
の
説
示
と
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
力
を

「
来
迎
」
と
す
る
の
に
対
し
て
弘
願
他
力
を
「
引
導
」
で
あ
る
と
す
る
点
に
つ
い
て
は
『
浄
土
真
宗
聞
書
』
の
み
に
見

ら
れ
る
説
示
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
現
存
す
る
親
鸞
の
著
作
そ
の
も
の
を
眺
め
て
も
、
「
引
導
」
の
用
例
は
ほ
と
ん
ど
見

る
こ
と
が
で
き
ず
、
僅
か
に
「
教
巻
」
の
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
引
用
文
に
、

今
日
世
眼
住
導
師
行
、［
五
眼
名
二

導
師
行
一

。
引
二

導
衆
生
一

无
二

過
上
一

故
。
］（
『
聖
典
全
書
』
二
・
一
二
頁
）

ヲ

ク

ノ

ト

ヲ

と
あ
る
の
が
確
認
で
き
る
程
度
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
親
鸞
が
「
引
導
」
に
つ
い
て
熱
心
に
註
釈
を
施
し
た
様
子
は
、

現
存
資
料
か
ら
は
窺
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
で
は
、『
浄
土
真
宗
聞
書
』
の
作
者
は
な
ぜ
、「
引
導
」
を
「
弘
願
他

力
」
で
あ
る
と
解
釈
す
る
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ち
な
み
に
、「
引
導
接
取
（
摂
取
）
」
の
意
を
有
す
る
語
と
し
て
、「
引
接
（
引
摂
）
」
が
あ
る
。「
引
接
」
は
「
迎
接
」

と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、「
来
迎
時
の
仏
の
引
導
」
と
い
う
意
味
で
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
『
往
生
要
集
』

巻
上
「
欣
求
浄
土
」
で
は
、

弥
陀
如
来
以
二

本
願
一

故
、
与
二

諸
菩
薩
、
百
千
比
丘
衆
一

、
放
二

大
光
明
一

、
ア
キ
ラ
カ

皓
然

イ
マ
ス

在
二

目
前
一

。
時
大
悲
観
世

テ
ノ

ヲ

ニ

ノ

ノ

チ
テ

ヲ

ト
シ
テ

ス

ノ

ニ

ニ

音
申
二

百
福
荘
厳
手
一

、

二

宝
蓮
台
一

至
二

行
者
前
一

。
大
勢
至
菩
薩
与
二

無
量
聖
衆
一

、
同
時
讃
嘆

授
レ

手

ベ
テ

ノ

ヲ

サ
サ
ゲ
テ

ノ

ヲ

リ
タ
マ
ヒ
ヌ

ノ

ニ

ノ

ニ

シ
テ

ケ
テ

ヲ

引
接
。

（『
聖
典
全
書
』
一
・
一
〇
四
七
頁
）

シ
タ
マ
フ

と
あ
っ
た
り
、
ま
た
『
同
』
巻
中
「
別
時
念
仏
」
に
は
、
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願

仏
放
二

大
光
明
一

与
二

観
音
・
勢
至
一

倶
来
、
決
定

来
迎
、
引
接

往
二

生

極
楽
一

。

ク
ハ

チ
テ

ヲ

ニ

リ
テ

シ
テ

シ
テ

シ
テ

セ
シ
メ
タ
マ
ヘ
ト

ニ

（
『
聖
典
全
書
』
一
・
一
一
六
七
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
阿
弥
陀
仏
が
来
迎
引
接
す
る
こ
と
で
衆
生
を
浄
土
往
生
さ
せ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

「
引
接
」
は
、
親
鸞
著
作
の
上
で
も
用
例
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
『
高
僧
和
讃
』「
道
綽
讃
」
で
は
、

『
安
楽
集
』
の
、

『
大
経
』
云
、
若
有
二

衆
生
一

、
縦
令
一
生
造
レ

悪
臨
二

命
終
時
一

、
十
念
相
続

称
二

我
名
字
一

、
若
不
レ

生
者
不

取

ニ

ク

シ

リ
テ

タ
ト
ヒ

レ
ド
モ

ヲ

ミ
テ

ノ

ニ

シ
テ

セ
ム
ニ

ガ

ヲ

シ

ハ

ゼ

ト

ラ

正
覚
一

。

（
『
聖
典
全
書
』
一
・
六
一
三
頁
）

ヲ

と
あ
る
第
十
八
願
の
取
意
文
を
讃
じ
て
、

縦
令

一
生
造
悪
の

じ
ゆ
り
や
う

ざ
う
あ
く

衆
生

ミ
チ
ビ
キ
ト
ル

ト
ル
ト
イ
フ
ハ
テ
ニ
ト
ル
コ
ヽ
ロ
ナ
リ

引
接
の
た
め
に
と
て

い
ん
ぜ
ふ

称

我
名

字
と
願
じ
つ
ゝ

し
よ
う

が

み
や
う

じ

若

不
生

者
と
ち
か
ひ
け
り

（
『
聖
典
全
書
』
二
・
四
三
五
頁
）

に
や
く

ふ

し
や
う
じ
や

と
示
し
て
お
り
、
ま
た
国
宝
本
で
は
「
引
接
」
の
語
に
「
ミ
チ
ビ
キ
ト
ル
、
ト
ル
ト
イ
フ
ハ
テ
ニ
ト
ル
コ
ヽ
ロ
ナ
リ
」

と
左
訓
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
左
訓
が
親
鸞
に
よ
る
か
は
議
論
の
余
地
を
残
す
が
、「
引
接
」
の
語
に
対
し
て
註
釈
が
施
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さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
「
引
接
」
は
、
「
来
迎
」
と
も
関
連
す
る
語
で
あ
り
、
ま

た
親
鸞
も
、
「
引
接
」
を
第
十
八
願
取
意
文
を
讃
じ
る
中
で
用
い
て
い
る
点
は
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し

親
鸞
は
「
化
身
土
巻
」
の
中
で
、
第
十
九
願
の
名
称
に
つ
い
て
、「
ま
た
終
現
前
之
願
と
名
づ
く
、
ま
た
現
前
導
生
之

願
と
名
づ
く
、
ま
た
来
迎
引
接
之
願
と
名
づ
く
」
と
釈
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
自
力
諸
行
往
生
を
誓
っ
た
第
十
九
願

(95)

の
願
名
は
「
来
迎
引
接
の
願
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
臨
終
現
前
の
願
」
と
も
換
言
で
き
る
と
す
る
。『
浄
土
真
宗
聞
書
』

が
、
親
鸞
が
示
す
「
引
接
」
の
語
に
何
ら
か
の
影
響
を
受
け
た
と
す
れ
ば
、
前
述
の
よ
う
な
「
来
迎
」
と
「
引
接
」
を

自
力
・
他
力
に
峻
別
す
る
と
い
っ
た
解
釈
を
示
す
と
は
考
え
に
く
い
。
や
は
り
「
引
導
接
取
」
の
意
を
有
し
な
が
ら
も
、

敢
え
て
「
引
接
」
を
用
い
ず
に
「
引
導
」
の
語
を
用
い
て
他
力
を
表
現
す
る
に
は
、
何
ら
か
の
理
由
が
あ
っ
た
も
の
と

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
従
っ
て
次
項
で
は
、
「
引
導
」
の
語
に
着
目
し
つ
つ
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
。

ਸ਼
ਕ
ඨ


ਬ


भ
ਭ
ઍ
ध
ன
৫

親
鸞
に
至
る
ま
で
の
浄
土
教
の
展
開
の
中
で
、
い
か
に
「
引
導
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
き
た
か
、
そ
の
用
例
に
つ
い

て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
前
述
の
よ
う
に
「
引
導
」
と
は
仏
教
一
般
に
お
い
て
、
衆
生
を
仏
道
に
引
き
入
れ
導
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く
こ
と
を
意
味
す
る
。
例
え
ば
『
妙
法
蓮
華
経
』（
以
下
、『
法
華
経
』)

巻
一
「
方
便
品
」
に
は
、

吾
従
二

成
仏
一

已
来
、
種
種
因
縁
、
種
種
譬
喩
、
広
演
二

言
教
一

、
無
数
方
便
引
二

導
衆
生
一

、
令
レ

離
二

諸
著
一

（
『
大
正
蔵
』
九
・
五
頁
下
）

と
、
仏
が
さ
ま
ざ
ま
な
方
便
を
用
い
て
衆
生
を
引
導
し
て
諸
苦
を
離
れ
さ
せ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
十

住
毘
婆
沙
論
』
巻
一
五
「
大
乗
品
」
に
は
、

或
現
二

於
女
身
一

、
引
二

導
諸
男
子
一

。
復
現
二

男
子
身
一

引
二

導
於
女
人
一

。（
『
大
正
蔵
』
二
六
・
一
〇
四
頁
下
）

と
、
個
々
に
応
じ
て
姿
を
変
え
る
こ
と
で
衆
生
を
引
導
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

次
に
浄
土
経
典
に
目
を
向
け
れ
ば
、
唐
訳
『
無
量
寿
如
来
会
』（
以
下
、『
如
来
会
』）
巻
下
に
は
、

利
二

益

有
情
一

抜
二

諸
毒
箭
一

、
為
二

世
間
解
一

為
二

世
間
師
一

、
引
二

導

群
生
一

、
捨
二

諸
愛
著
一

、
永
離
二

三
垢
一

、

シ
テ

ヲ

キ

ノ

ヲ

リ
テ

ト

リ

ノ

ト

シ
テ

ヲ

テ
シ
メ

ノ

ヲ

ク

レ

ヲ

遊
二

戯
神
通
一。

（
『
聖
典
全
書
』
一
・
三
二
八
頁
）

ス

ニ

と
説
か
れ
る
。
ち
な
み
に
魏
訳
『
大
経
』
の
当
該
箇
所
で
は
、

抜
二

諸
欲
刺
一

以
安
二

群
生
一

。
功
・
慧
殊
勝

莫
レ

不
二

尊
敬
一

。
滅
二

三
垢
障
一

、
遊
二

諸
神
通
一

。

キ
テ

ノ

ノ

ヲ

テ

ズ

ヲ

ニ
シ
テ

シ

ル
ハ

セ
ラ
レ

シ

ノ

ヲ

ブ

ノ

ニ

（
『
聖
典
全
書
』
一
・
五
〇
頁
）

と
説
か
れ
る
。
両
経
を
併
せ
見
れ
ば
、
煩
悩
の
毒
を
抜
い
て
衆
生
を
安
ぜ
し
め
る
こ
と
が
「
引
導
」
で
あ
る
と
解
釈
で
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き
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
に
「
引
導
」
は
方
便
に
よ
る
衆
生
教
化
と
結
び
つ
け
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
。
こ
の
他
、
「
引
導
」
の
用
例
は
七
祖
で
も
僅
か
な
が
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
善
導
『
法
事
讃
』

巻
上
の
冒
頭
に
は
、

窃
以
、
娑
婆
広
大

火
宅
無
辺
。
六
道
周
居

重
昏
永
夜
。
生
盲
無
目

慧
照
未
レ

期
。
引
導
無
方

、
倶
摧

ニ

レ
バ

ニ
シ
テ

ナ
リ

ニ

ク

シ
テ

ナ
リ

ニ
シ
テ

ダ

セ

ナ
レ
ド
モ

ニ

ク

死
地
一

。

（
『
聖
典
全
書
』
一
・
八
〇
一
頁
）

ニ

と
あ
り
、
ま
た
『
往
生
要
集
』
で
は
『
大
智
度
論
』
の
引
用
文
で
あ
る
が
、

如
二

『
大
論
』
云
一

。
如
下

黄
石
中
有
二

金
性
一

、
白
石
中
有
中

銀
性
上

、
如
レ

是
一
切
世
間
法
中
皆
有
二

涅
槃
性
一

。

シ

ニ

フ
ガ

ク

ノ

ニ

リ

ノ

ノ

ニ

ル
ガ

ノ

ク

ク

ノ

ノ

ニ

リ

ノ

諸
仏
・
賢
聖
、
以
二

智
恵
・
方
便
・
持
戒
・
禅
定
一

引
導

、
令
レ

得
二

是
涅
槃
法
性
一

。

テ

ヲ

シ
テ

メ
タ
マ
フ

ノ

ノ

ヲ

（
『
聖
典
全
書
』
一
・
一
〇
七
九
頁
）

と
示
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
衆
生
を
教
化
し
、
仏
果
へ
向
か
わ
し
め
る
と
い
っ
た
文
脈
で
「
引
導
」
の
語
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
後
年
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
な
が
ら
法
然
遺
文
に
も
「
引
導
」
の
用
例
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。『
和
語
灯
録
』

（
元
亨
版
）
を
み
て
み
る
と
、「
浄
土
宗
略
抄
」
に
、

煩
悩
罪
悪
の
凡
夫
、
念
仏
し
て
一
定
往
生
す
と
い
ふ
事
、
ひ
が
事
也
。
信
ず
べ
か
ら
ず
と
の
給
ふ
と
も
、
そ

れ
に
よ
り
て
、
一
念
も
う
た
が
ふ
べ
か
ら
ず
。
そ
の
ゆ
へ
は
、
仏
は
み
な
同
心
に
衆
生
を
引
導
し
給
に
、
す
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な
は
ち
ま
づ
阿
弥
陀
仏
、
浄
土
を
ま
う
け
て
、
願
を
お
こ
し
て
の
給
は
く
、「
十
方
衆
生
、
わ
が
国
に
む
ま

れ
ん
と
ね
が
ひ
て
、
わ
が
名
号
を
と
な
へ
ん
も
の
、
も
し
む
ま
れ
ず
は
正
覚
を
と
ら
じ
」
と
…

（
『
聖
典
全
書
』
六
・
四
八
二
頁
～
四
八
三
頁
）

と
あ
り
、
ま
た
同
じ
く
「
浄
土
宗
略
鈔
」
に
、

た
ゞ
わ
が
身
一
人
、
ま
づ
よ
く
よ
く
往
生
を
ね
が
ひ
て
、
念
仏
を
は
げ
み
て
、
位
た
か
く
往
生
し
て
、
い
そ

ぎ
返
り
き
た
り
て
、
人
々
を
引
導
せ
ん
と
お
も
ふ
べ
き
也
。

（
『
聖
典
全
書
』
六
・
四
八
九
頁
）

と
示
さ
れ
、
さ
ら
に
『
拾
遺
和
語
灯
録
』（
元
亨
版
）
所
収
の
「
登
山
状
」
に
は
、

す
べ
て
博
地
の
凡
夫
、
弥
陀
の
浄
土
に
む
ま
れ
ん
事
、
他
力
に
あ
ら
ず
は
み
な
道
た
え
た
る
べ
き
事
也
。
お

よ
そ
十
方
世
界
の
諸
仏
善
逝
、
穢
土
の
衆
生
を
引
導
せ
ん
が
た
め
に
、
穢
土
に
し
て
正
覚
を
と
な
へ
、
浄
土

に
し
て
正
覚
を
な
り
て
、
し
か
も
穢
土
の
衆
生
を
引
導
せ
ん
と
い
ふ
願
を
た
て
給
へ
り
。

（
『
聖
典
全
書
』
六
・
六
三
〇
頁
）

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
和
語
灯
録
』（
元
亨
版
）
で
は
、『
大
経
』
等
の
説
示
と
同
じ
く
、
衆
生
を
教
化
し
浄
土
へ
導

く
と
い
っ
た
意
味
合
い
で
「
引
導
」
の
語
を
用
い
ら
れ
て
い
る
。『
和
語
灯
録
』
は
鎮
西
三
祖
良
忠
の
門
弟
で
あ
る
了

慧
道
光
（
一
二
四
三
～
一
三
三
〇
）
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
後
跋
に
は
、

お
よ
そ
二
十
余
年
の
あ
ひ
だ
、
あ
ま
ね
く
花
夷
を
た
づ
ね
、
く
は
し
く
真
偽
を
あ
き
ら
め
て
、
こ
れ
を
取
捨
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す
と
い
へ
ど
も
、
あ
や
ま
る
事
お
ほ
か
ら
ん
、
後
賢
か
な
ら
ず
た
ゞ
す
べ
し
。
又
お
つ
る
と
こ
ろ
の
真
書
あ

ら
ば
、
こ
の
拾
遺
に
続
く
べ
し
。

（『
聖
典
全
書
』
六
・
六
八
七
頁
～
六
八
八
頁
）

と
、
了
慧
自
身
も
法
然
遺
文
の
真
偽
判
断
が
困
難
で
あ
り
、
後
賢
に
真
偽
の
判
断
を
委
ね
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

お
り
、
ま
た
同
じ
く
法
然
遺
文
を
収
録
す
る
『
法
然
上
人
伝
記
』（
醍
醐
本
）
や
『
西
方
指
南
抄
』
に
は
「
引
導
」
の

語
が
見
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
「
登
山
状
」
に
つ
い
て
は
偽
作
説
も
提
出
さ
れ
て
お
り
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
扱
い
が

一
致
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、『
語
灯
録
』
が
直
ち
に
法
然
の
実
際
の
言
葉
で
あ
る
と
は
判
断
し
が
た

(96)

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
言
説
は
『
如
来
会
』
や
『
法
華
経
』
の
経
説
と
も
大
き
く
離
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、

少
な
く
と
も
『
和
語
灯
録
』
が
成
立
し
た
頃
の
法
然
門
流
の
中
ま
で
、
一
般
的
な
衆
生
教
化
の
意
味
合
い
で
「
引
導
」

の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
浄
土
教
に
お
い
て
も
「
引
導
」
は
、
衆
生
を
教
化

し
、
苦
か
ら
離
れ
さ
せ
る
と
い
っ
た
意
で
あ
る
程
度
一
貫
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

一
方
で
、
先
述
の
「
接
取
」
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
「
引
導
」
の
語
は
衆
生
救
済
に
加
え
て
、
臨
終
の
事
態
に
も
関

連
づ
け
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
良
源
『
九
品
往
生
義
』
で
は
『
観
経
』
に
説
か
れ
る
、

行
二

此
行
一

者
命
欲
レ

終

時
…
我
今
来

迎
二

接

汝
一

。
与
二

千
化
仏
一

一
時
授
レ

手
。

ズ
ル

ノ

ヲ

ノ

ス
ル

ラ
ム
ト

リ
テ

ス
ト

ヲ

ノ

ニ

ケ
タ
マ
フ

ヲ

（
『
聖
典
全
書
』
一
・
九
三
頁
）
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の
文
を
釈
し
て
、

汝
行
二

大
乗
一

解
二

第
一
義
一

。
是
故
我
今
来
迎
二

接
汝
一

与
二

千
化
仏
一

一
時
授
レ

手
言
二

授
手
一

者
引
導
義
也
。

ジ

ヲ

ヲ

テ

ヲ

ニ

ノ

ト

ク
ト
ハ

ヲ

ハ

ト

ノ

（
『
浄
全
』
一
五
・
一
〇
頁
上
）

と
、
中
品
生
に
示
さ
れ
る
命
終
時
の
化
仏
に
よ
る
来
迎
の
「
授
手
」
は
「
引
導
」
の
義
で
あ
る
と
示
す
。
こ
の
良
源
の

解
釈
は
、
後
年
も
『
安
養
抄
』
に
「
九
品
往
生
義
云
。
言
授
手
者
引
導
義
耶
」
と
あ
っ
た
り
、
鎮
西
派
三
祖
良
忠
の
『
観

(97)

経
疏
伝
通
記
』
や
『
往
生
要
集
義
記
』
な
ど
で
「
九
品
義
云
、
言
二

授
手
一

者
引
導
義
也
」
と
、
「
授
手
」
を
解
釈
す
る

(98)

際
に
援
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
源
信
作
と
伝
え
ら
れ
る
、「
横
川
首
楞
厳
院
二
十
五
三
昧
起
請
」
に
は
、

将
修
二

念
仏
一

即
導
二

亡
者
一

。
念
仏
畢
後
五
体
投
レ

地
。
各
唱
二

尊
霊
一

引
導
往
二

生
極
楽
一

。

（
『
大
正
蔵
』
八
四
・
八
七
八
頁
上
）

と
、
念
仏
に
よ
っ
て
死
者
を
引
導
し
、
極
楽
へ
と
生
ま
れ
さ
せ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
当
該
文
は
二
十
五
三
昧
会
に
お

け
る
実
践
に
つ
い
て
規
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
い
う
「
引
導
」
は
「
は
じ
め
に
」
に
挙
げ
た
と
こ
ろ
の
「
死
後

の
引
導
」
の
よ
う
な
儀
礼
的
な
意
味
合
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
浄
土
教
に
お
い
て「
引
導
」
が「
臨
終
」
に
関
連
し

て
示
さ
れ
て
い
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
と
も
無
関
係
な
の
だ
ろ
う
か
。
法
然
が
止
住
し
た
黒
谷
別
所
が
二
十
五
三
昧
を
行
う
場

所
で
あ
っ
た
り
、
本
書
が
い
わ
ゆ
る
「
行
者
宿
報
偈
」
成
立
の
背
景
と
な
っ
た
可
能
性
も
示
唆
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

(99)

(100)
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少
な
く
と
も
後
世
へ
の
影
響
は
皆
無
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。

こ
の
よ
う
に
、
親
鸞
に
至
る
ま
で
の
「
引
導
」
の
用
例
を
瞥
見
す
る
と
、
「
引
導
」
と
は
一
般
的
に
は
「
衆
生
を
仏

道
に
導
い
て
、
苦
か
ら
離
れ
さ
せ
る
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
二
十
五
三
昧
会
な
ど
か
ら
も
窺
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、「
引
導
」
が
「
臨
終
」
に
関
連
し
て
示
さ
れ
る
場
合
も
い
く
つ
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
「
引
導
」
が
「
臨
終
」
や
「
来
迎
」
の
対
と
な
る
概
念
と
は
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
『
浄
土
真
宗
聞

書
』
が
示
す
よ
う
な
、「
来
迎
＝
自
力
方
便
」「
引
導
＝
他
力
真
実
」
と
い
う
峻
別
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

ਸ਼

ඨ

১
ே


प
उ
ऐ
ॊ

ਬ



次
に
、
親
鸞
と
同
時
代
の
法
然
門
下
た
ち
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
こ
こ
で
も
僅
か
な
が
ら
「
引
導
」
の
用
例
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
ま
ず
鎮
西
派
弁
長
は
、『
末
代
念
仏
授
手
印
』
に
て
、

本

具
二

信
心
一

之
人
、
中
間
雖

暫
起
二

妄
念
一

還
復
住
二

信
心
一。
依
二

前
後
信
心
一

中
間
暫
発
之
妄
念

不
レ

可
レ

失
二

ヨ
リ

ス
ル

ヲ

ニ

ク

ス
ト

ヲ

ス

ニ

テ

ノ

ニ

ニ

ク

ノ

バ

カ
ラ

フ

信
心
一

也
。
況
復
弥
陀
本
願
他
力
引
二

導

如
レ

是
衆
生
一

。
依
レ

之
於
二

自
他
犯
罪
一

不
レ

可
レ

疑
二

自
他
之
念
仏
一

也
。

ヲ

ヤ

ノ

ハ

シ
玉
フ

ノ

ノ

ヲ

テ

ニ

テ

ノ

ニ

ル

カ
ラ

フ

ノ

ヲ

（
『
浄
全
』
一
〇
・
五
頁
上
）

と
、
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
の
他
力
は
信
心
を
具
す
衆
生
を
引
導
す
る
旨
が
示
さ
れ
て
い
る
。
親
鸞
と
弁
長
で
は
、「
他
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力
」
や
「
信
心
」
に
つ
い
て
の
解
釈
は
異
な
る
が
、
表
現
と
し
て
は
、
弘
願
を
他
力
と
し
、
願
力
を
他
力
と
解
釈
す
る

『
浄
土
真
宗
聞
書
』
の
表
現
に
も
近
似
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
特
に
「
本
願
の
他
力
は
か
く
の
如
き
の
衆
生
を
引

導
そ
た
ま
ふ
」
と
い
う
表
現
は
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
同
じ
く
弁
長
の
『
浄
土
宗
要
集
』（
西
宗
要
）

で
は
、十

方
世
界
穢
土
衆
生
此
念
仏
一
門

引
導
来
迎
、
衆
生

往
生
令
レ

遂
在
也
。（『
浄
全
』
一
〇
・
一
三
四
頁
上
）

ノ

ノ

ヲ

ノ

ノ

ヨ
リ

シ

ヲ
シ
テ

ヲ

シ
テ

ゲ

ス

と
示
す
よ
う
に
、「
引
導
」
と
「
来
迎
」
と
を
峻
別
す
る
よ
う
な
姿
勢
は
窺
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

次
に
、
西
山
派
祖
で
あ
る
証
空
は
、『
般
舟
讃
自
筆
抄
』
に
、

「
一
切
時
中
囲
繞

讃
」、
ト
イ
ハ
、
三
尊
衆
座
ニ
超
エ
テ
十
方
ヲ
引
導
シ
給
フ
事
、
本
国
ノ
菩
薩
モ
、
昔
我

シ
テ

ズ

モ
利
セ
ラ
レ
奉
リ
シ
事
ヲ
喜
ビ
テ
、
イ
ヨ
イ
ヨ
是
ヲ
讃
メ
、
他
方
ノ
菩
薩
モ
、
其
ノ
利
益
同
ジ
キ
ニ
依
リ
テ
、

他
ノ
思
ナ
ク
是
ヲ
讃
メ
給
フ
ト
云
フ
事
ヲ
顕
ハ
シ
テ
、
此
ク
ノ
如
ク
心
ニ
カ
ナ
フ
楽
ヲ
受
ク
ル
時
ハ
、
マ
ヅ

昔
ノ
同
行
ヲ
憶
シ
テ
、
方
便
引
導
ノ
道
ニ
赴
カ
ズ
ト
云
フ
事
ナ
シ
。
況
ン
ヤ
、
浄
土
不
思
議
ノ
境
界
、
本
国

ノ
菩
薩
ノ
引
導
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
ハ
進
退
シ
難
キ
故
ナ
リ
。

（
『
西
山
叢
書
』
四
・
七
七
頁
上
）

と
い
い
、
も
し
く
は
『
序
分
義
自
筆
抄
』
で
は
、

依
レ

報
感
二

成
極
楽
一

、
ト
イ
ハ
、
サ
キ
ニ
云
フ
所
ノ
報
身
真
実
ノ
仏
ト
ナ
ル
事
ハ
、
極
楽
浄
土
ヲ
顕
シ
テ
凡

リ
テ

ニ

シ

ヲ

夫
ヲ
引
導
セ
ン
ガ
為
ナ
リ
。

（『
西
山
叢
書
』
一
・
二
一
五
頁
上
）
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ま
た
、『
往
生
礼
讃
自
筆
抄
』
で
は
、

悲
引
、
ト
イ
ハ
、
衆
生
引
導
ノ
謀
多
シ
ト
雖
モ
、
折
状
、
摂
受
ノ
二
ニ
極
マ
ル
。
其
ノ
中
ニ
、
悲
引
、
ハ
摂

受
ノ
門
ナ
リ
。

（『
西
山
叢
書
』
三
・
一
一
八
頁
上
）

な
ど
、
原
則
と
し
て
は
『
如
来
会
』
等
と
同
じ
く
、
仏
に
よ
る
衆
生
教
化
の
意
味
で
「
引
導
」
を
用
い
て
い
る
。
ま
た

長
西
は
、
『
法
事
讃
疑
芥
』
に
お
い
て
「
引
導
无
方
等
事
」
と
の
見
出
し
を
立
て
て
先
掲
『
法
事
讃
』
の
文
を
註
釈
し

(101)

て
い
る
が
、
「
引
導
」
に
関
し
て
は
何
も
言
及
が
な
い
。
少
な
く
と
も
長
西
に
と
っ
て
「
引
導
」
は
あ
ま
り
重
視
す
る

用
語
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
親
鸞
同
時
代
の
法
然
門
下
に
お
け
る
「
引
導
」
の
用
例
を
窺
っ
て
み
る
と
、
「
引
導
」
と
「
他
力
」

と
を
結
び
つ
け
る
よ
う
な
解
釈
も
見
え
る
が
基
本
的
に
は
一
般
的
な
用
例
で
あ
る
衆
生
教
化
の
意
が
用
い
ら
れ
る
。
ま

た
こ
れ
ら
の
門
弟
は
初
期
真
宗
と
の
関
係
性
も
不
明
な
点
も
多
く
、
た
だ
ち
に
浄
土
異
流
の
書
物
が
親
鸞
門
弟
に
影
響

を
与
え
た
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、「
他
力
＝
引
導
」
と
い
う
表
現
が
浄
土
異
流
に
お
い
て
も
に
全
く
用
い
ら
れ
な

い
表
現
で
は
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

ਸ਼

ඨ
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次
に
、
実
際
に
親
鸞
門
弟
が
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
書
物
よ
り
、「
来
迎
」
と
「
引
導
」
の
関
係
を
窺

っ
て
い
き
た
い
。
親
鸞
が
門
弟
に
授
与
、
も
し
く
は
相
伝
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
物
を
眺
め
る
と
、『
唯
信
鈔
』・

「
行
者
宿
報
偈
」
に
、「
引
導
」
の
用
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
唯
信
鈔
』
は
親
鸞
の
法
兄
で
あ
る
聖
覚
の
著
作
で
あ
る
が
、
親
鸞
真
筆
の
書
写
本
が
多
く
現
存
し
て
い
る
。
ま
た

親
鸞
が
門
弟
へ
送
付
し
た
書
簡
を
見
る
と
、

さ
き
に
く
だ
し
ま
い
ら
せ
さ
ふ
ら
ひ
し
『
唯
信
鈔
』・
『
自
力
他
力
』
な
ど
の
ふ
み
に
て
御
覧
さ
ふ
ら
ふ
べ
し
。

ゆ
い
し
ん
せ
う

じ

り
き

た

り
き

ご

ら
ん

（
『
末
灯
鈔
』
第
十
九
通
、『
聖
典
全
書
』
二
・
八
〇
六
頁
）

や
、

た
ゞ
詮
ず
る
と
こ
ろ
は
、
『
唯
信
鈔
』
・
『
後
世
物
語

』・
『
自
力
他
力
』
、
こ
の
御
文
ど
も
を
よ
く
よ
く
つ
ね

せ
ん

ゆ
い
し
ん
せ
う

ご

せ

も
の
が
た
り

じ

り
き

た

り
き

お
ん
ふ
み

に
み
て
、
そ
の
御
こ
ゝ
ろ
に
た
が
へ
ず
お
は
し
ま
す
べ
し
。

お
ん

（
『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』
第
六
通
、『
聖
典
全
書
』
二
・
八
二
八
頁
）

な
ど
と
示
さ
れ
て
お
り
、
親
鸞
が
た
び
た
び
『
唯
信
鈔
』
を
書
写
し
、
門
弟
に
閲
覧
を
勧
め
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。

多
く
の
親
鸞
門
弟
が
本
書
に
目
を
通
し
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
の
『
唯
信
鈔
』
の
中
で
聖
覚
は
称
名
念

仏
を
勧
め
て
、

念
珠
を
と
ら
ば
、
弥
陀
の
名

号
を
と
な
ふ
べ
し
。
本
尊
に
む
か
は
ゞ
、
弥
陀
の
形

像
に
む
か
ふ
べ
し
。
た

ね
む
じ
ゆ

み

だ

み
や
う
が
う

ほ
ん
ぞ
ん

み

だ

ぎ
や
う
ざ
う
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ゞ
ち
に
弥
陀
の
来
迎
を
ま
つ
べ
し
。
な
に
の
ゆ
へ
か
八
菩
薩
の
ミ
チ
シ
ル
ベ
ナ
リ

示
路
を
ま
た
む
。
も
は
ら
本
願

の
引
導
を
た

み

だ

ら
い
か
う

は
ち

ぼ

さ
ち

じ

ろ

ほ
ん
ぐ
わ
ん

い
ん
だ
う

の
む
べ
し
。

（
『
聖
典
全
書
』
二
・
一
〇
九
一
頁
）

と
、
称
名
念
仏
し
つ
つ
、
弥
陀
の
来
迎
を
ま
つ
べ
き
こ
と
と
、
本
願
の
引
導
を
た
の
む
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
『
唯
信
鈔
』
は
『
浄
土
真
宗
聞
書
』
が
「
来
迎
」
と
「
引
導
」
と
を
自
力
・
他
力
に
峻
別
す
る
よ
う

な
姿
勢
は
見
ら
れ
ず
、
ほ
ぼ
同
様
の
意
味
と
し
て
「
弥
陀
の
来
迎
を
ま
つ
べ
し
」
と
「
本
願
の
引
導
を
た
の
む
べ
し
」

の
二
語
を
用
い
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
『
浄
土
真
宗
聞
書
』
の
「
弘
願
」
に
つ
い
て
「
引
導
モ
ハ
ラ
タ
ノ
ム
ベ
シ
」

と
あ
る
割
註
と
、『
唯
信
鈔
』
の
「
も
は
ら
本
願
の
引
導
を
た
の
む
べ
し
」
と
の
説
示
が
、
ほ
ぼ
共
通
し
た
表
現
で
あ

る
こ
と
は
着
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
に
、「
行
者
宿
報
偈
」
は
、
親
鸞
六
角
堂
参
籠
時
、
夢
告
に
て
救
世
観
音
よ
り
感
得
し
た
と
い
わ
れ
る
偈
文
だ
が
、

親
鸞
に
よ
る
真
筆
は
現
存
し
て
い
な
い
。
し
か
し
高
弟
の
真
仏
に
よ
る
書
写
が
二
点
現
存
し
、
い
ず
れ
も
専
修
寺
に
蔵

さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
夢
告
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
り
、「
建
長
二
年
」
の
奥
書
を
有
す
る
『
三
夢
記
』
な
る
書
も
専

修
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
で
は
後
代
の
偽
作
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
本
偈
は
覚
如
『
親
鸞

(102)

聖
人
伝
絵
』
に
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
本
願
寺
三
代
の
覚
如
に
ま
で
本
偈
を
見
聞
す
る
機
会
が
あ
っ
た
こ

と
が
窺
わ
れ
る
。
今
、
真
仏
『
経
釈
文
聞
書
』
に
収
録
さ
れ
る
「
行
者
宿
報
偈
」
の
文
を
出
せ
ば
、
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行-

者

宿-

報

設

女-

犯

し
う

ほ
う
に
て
た
と
ひ

ぼ
む
す
と
も

ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
シ
ウ

ホ
ウ

セ
チ

ニ
ヨ
ボ
ム

オ
カ
ス

我
成
二

玉

女

身
一

被
レ

犯

わ
れ

な
り
て

ぎ
よ
く
に
よ
の

み
と

ら
れ
む

ぼ
む
せ

ガ
ジ
ヤ
ウ
ギ
ヨ
ク
ニ
ヨ
シ
ン
ピ

ボ
ム

一-

生
之
間

能

荘

厳

の

あ
ひ
だ

よ
く

し
や
う

ご
む
し
て

シ
ヤ
ウ
シ
ケ
ン
ノ
ウ
シ
ヤ
ウ
ゴ
ム

臨

終

引-

導

生
二

極
楽
一

文

（『
聖
典
全
書
』
二
・
一
〇
〇
八
頁
上
、『
同
』
四
・
一
〇
頁
～
一
一
頁
）

り
む

じ
ゆ
に
い
ん

だ
う
し
て

ぜ
し
め
む

に

リ
ム
ジ
ユ
イ
ン
ダ
ウ

シ
ヤ
ウ

と
あ
る
。
「
行
者
宿
報
偈
」
は
こ
の
よ
う
に
、
救
世
観
音
が
玉
女
の
姿
と
な
っ
て
女
犯
の
行
者
の
前
に
顕
現
し
、
臨
終

に
は
行
者
を
「
引
導
」
し
て
極
楽
に
生
ま
れ
さ
せ
よ
う
と
告
げ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
「
行
者
宿
報
偈
」
に
関
し
て
は
多
く
の
先
行
研
究
が
存
す
る
が
、
そ
の
大
半
は
女
犯
に
主
眼
を
あ
て
た
も
の
で

あ
り
、
「
引
導
」
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
江
戸
期
の
講
録
を
見
て
も
、
例
え
ば
慧
空
『
御
伝
絵

視
聴
記
』
巻
上
二
で
は
、

臨
終
と
は
上
の
「
一
生
」
の
文
を
成
ず
、
臨
終
を
期
す
る
の
義
に
は
非
ざ
る
な
り
。
ま
た
設
ひ
悪
し
と
雖
も

大
悲
不
捨
の
意
な
り
。
引
導
と
は
上
の
「
荘
厳
」
の
義
を
成
ず
。
始
め
て
勧
導
す
る
の
意
に
あ
ら
ず
。

（
読
み
下
し
筆
者
、『
真
大
』
三
一
・
二
二
七
頁
上
）
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と
あ
る
よ
う
に
、
簡
潔
な
語
句
解
説
が
施
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。
江
戸
期
に
至
っ
て
も
引
導
は
少
な
く
と
も
「
勧
め
導

く
」
と
い
っ
た
意
味
で
理
解
さ
れ
て
お
り
、
他
力
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
っ
た
理
解
は
見
当
た
ら
な
い
。

た
だ
し
、
救
世
観
音
が
告
げ
る
「
臨
終
に
引
導
し
て
極
楽
に
生
ま
れ
さ
せ
る
」
と
い
っ
た
生
ま
れ
方
は
、「
有
念
無

念
」
で
親
鸞
が
臨
終
に
「
来
迎
を
ま
た
ず
し
て
は
、
胎
生

・
辺
地
・
懈
慢
界
ま
で
も
む
ま
る
べ
か
ら
ず
」
と
示
す
よ

ら
い
か
う

た
い
し
や
う

へ
ん

ぢ

け

ま
ん
が
い

う
な
自
力
の
行
者
と
は
異
な
る
生
ま
れ
方
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ち
な
み
に
、
親
鸞
門
流
に
授
与
さ
れ
た
親
鸞
書
物
の
中
に
は
、
門
弟
の
も
の
と
思
わ
れ
る
来
迎
に
関
す
る
註
記
も
存

在
す
る
。
『
浄
土
真
宗
聞
書
』
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
不
明
瞭
で
は
あ
る
が
、
示
唆
に
富
む
記
述
で
あ
る
の
で
こ
こ

で
少
し
紹
介
し
た
い
。

ま
ず
、
専
修
寺
蔵
『
教
行
信
証
』（
以
下
、
専
修
寺
本
）
で
あ
る
。
専
修
寺
本
は
高
田
専
修
寺
に
蔵
さ
れ
る
も
の
で
、

少
な
く
と
も
一
三
〇
〇
年
以
前
に
成
立
し
た
書
写
本
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
専
修
寺
本
を
見
る
と
、
後
年

(103)

に
付
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
数
点
の
別
筆
貼
紙
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
貼
紙
に
つ
い
て
先
行
研
究
で
は
ほ
と
ん
ど

言
及
も
な
く
、
い
つ
・
誰
の
手
に
よ
っ
て
付
さ
れ
た
も
の
か
は
判
断
し
難
い
。
し
か
し
そ
の
記
述
は
示
唆
に
富
む
も
の

(104)

で
あ
る
。
専
修
寺
本
に
は
「
行
巻
」
大
行
釈
所
引
の
法
照
『
五
会
法
事
讃
』
に
二
ヶ
所
、
貼
紙
に
よ
る
註
記
が
見
ら
れ

る
。
一
つ
は
、
「
観
音
勢
至
自
来
迎
」
の
上
欄
に
「
十
七
願
来
迎
」
と
貼
紙
す
る
も
の
で
、
も
う
一
つ
は
「
聞
名
念
我

(105)
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総
迎
来
」
の
上
欄
に
「
十
八
願
迎
来
」
と
貼
紙
す
る
も
の
で
あ
る
。「
自
来
迎
」
と
「
総
迎
来
」
の
二
文
は
、『
唯
信
鈔

(106)

文
意
』
に
お
い
て
も
親
鸞
が
他
力
義
を
顕
す
語
で
あ
る
と
の
註
釈
を
行
っ
て
い
る
箇
所
で
も
あ
る
。
更
に
同
じ
く
大
行

釈
の
元
照
『
観
経
疏
』
引
文
「
臨
終
見
二

仏
・
菩
薩
放
レ

光
、
持

台
、
天
楽
異
香
来
迎
往
生
。」
の
上
欄
に
「
臨

ニ

タ
テ
マ
ツ
リ

ノ

チ

ヲ

シ
タ
マ
ヘ
ル
ヲ
ヲ

ス

終
来
迎
」
と
貼
紙
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
貼
紙
は
い
つ
付
さ
れ
た
か
定
か
で
は
な
く
、
前
述
の
よ
う
に
『
浄
土
真
宗
聞
書
』

(107)

と
の
関
係
性
は
不
明
瞭
な
が
ら
、「
来
迎
」
に
つ
い
て
自
力
・
他
力
の
峻
別
を
行
う
姿
勢
は
『
浄
土
真
宗
聞
書
』
に
も

近
し
い
態
度
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
先
掲
の
親
鸞
書
簡
「
有
念
無
念
」
に
も
、
注
目
す
べ
き
註
記
を
有
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
「
有
念
無
念
」

は
、
従
覚
の
編
輯
し
た
親
鸞
書
簡
集
で
あ
る
『
末
灯
鈔
』
に
輯
録
さ
れ
る
も
の
と
、
高
田
専
修
寺
に
蔵
さ
れ
る
書
簡
（
以

下
、『
古
写
消
息
』）
と
が
あ
る
が
、
『
古
写
消
息
』
に
お
け
る
「
有
念
無
念
」
に
は
、
冒
頭
の
「
来
迎
」
の
語
に
つ
い

て
朱
筆
に
よ
る
註
記
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
「
来
」
に
つ
い
て
は
、
ラ
イ
ハ
キ
タ
ル
ト
イ
フ
、
ジ
ヤ
ウ
ド
ヘ
コ
レ

ニ
ヤ
ク
フ
シ
ヤ
ウ
ジ
ヤ
ノ
チ
カ
ヒ
ヲ
ア
ラ
ハ
ス
ミ
ノ
リ
ナ
リ
。
ヱ
ド
ヲ
ス
テ
ヽ
シ
ン
ジ
チ
ノ
ホ
ウ
ド
ニ
キ
タ
ラ
シ
メ
ン

ト
ナ
リ
。
又
カ
ヘ
ル
ト
イ
フ
ハ
グ
ワ
ン
カ
イ
ニ
イ
リ
ヌ
ル
ニ
ヨ
リ
テ
、
カ
ナ
ラ
ズ
ダ
イ
ネ
チ
ハ
ン
ハ
ン
ニ
イ
タ
ル
ヲ
ホ

フ
シ
ヤ
ウ
ノ
ミ
ヤ
コ
ヘ
カ
ヘ
ル
ト
マ
フ
ス
ナ
リ
。

（
『
聖
典
全
書
』
二
・
七
六
八
頁
脚
注
②
）

と
左
傍
註
記
さ
れ
、
さ
ら
に
「
迎
」
に
は
、「
カ
ウ
ハ
マ
ツ
ト
イ
フ
、
ム
カ
フ
ト
イ
フ
。
タ
リ
キ
ヲ
ア
ラ
ハ
ス
コ
ヽ
ロ
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ナ
リ
」
と
右
傍
註
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
そ
の
内
容
か
ら
、「
有
念
無
念
」
の
「
来
迎
」
の
語
に
つ
い
て
、
先
掲

(108)

『
唯
信
鈔
文
意
』
所
説
の
「
来
迎
」
理
解
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
古
写
消
息
』「
有
念
無
念
」
自
体

は
、「
キ
」
の
古
態
字
「
樫
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
よ
り
十
三
世
紀
末
の
筆
跡
と
考
え
ら
れ
る
。

(109)

親
鸞
の
意
図
と
し
て
、
「
行
巻
」
や
「
有
念
無
念
」
に
示
さ
れ
る
「
来
迎
」
が
『
唯
信
鈔
文
意
』
が
説
く
よ
う
な
他

力
を
顕
す
意
味
で
の
「
来
迎
」
で
あ
っ
た
の
か
は
判
断
し
か
ね
る
が
、
両
書
と
も
、
親
鸞
書
物
に
記
さ
れ
た
「
来
迎
」

の
語
を
『
唯
信
鈔
文
意
』
と
関
連
さ
せ
て
註
釈
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
註
記
が
い
つ
付

さ
れ
た
も
の
な
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
少
な
く
と
も
『
唯
信
鈔
文
意
』
が
後
年
、
親
鸞
書
物
中
の
「
来
迎
」
を
理

解
す
る
た
め
の
補
助
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。

ਸ਼
౽
ඨ
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以
上
、
親
鸞
門
流
の
書
物
の
内
、「
臨
終
来
迎
」
に
否
定
的
な
説
示
を
有
す
る
『
浄
土
真
宗
聞
書
』
に
つ
い
て
、「
引

導
」
の
語
に
注
目
し
つ
つ
検
討
を
行
っ
た
。『
浄
土
真
宗
聞
書
』
で
は
、
親
鸞
「
有
念
無
念
」
と
同
じ
く
、
定
散
心
を

自
力
臨
終
来
迎
で
あ
る
と
簡
非
す
る
が
、
こ
の
説
示
は
、
板
敷
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
親
鸞
固
有
の
思
想
的
立
場
を
継
承
」

し
た
も
の
と
見
て
い
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
本
書
で
は
臨
終
来
迎
を
自
力
、
引
導
を
他
力
と
峻
別
す
る
と
い
う
親
鸞
著
作
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で
は
見
る
こ
と
の
な
い
説
示
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
「
引
導
」
に
つ
い
て
用
例
を
確
認
す
る
と
、
親
鸞
に
至
る

相
承
の
中
で
も
、
基
本
的
に
は
「
衆
生
を
教
化
し
て
仏
果
に
向
か
わ
せ
る
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

良
源
や
源
信
の
用
例
を
見
れ
ば
、
臨
終
や
来
迎
に
関
連
し
て
「
引
導
」
の
語
が
用
い
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
自
力
他
力
の

峻
別
を
行
う
姿
勢
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
親
鸞
同
時
代
の
法
然
門
下
に
目
を
向
け
る
と
、
弁
長
に
も
「
本

願
の
他
力
は
衆
生
を
引
導
す
る
」
と
い
う
表
現
自
体
は
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
親
鸞
門
弟
が
所
持
し
て
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
書
物
を
見
る
と
、
『
唯
信
鈔
』
に
は
『
浄
土
真
宗
聞
書
』
と

同
じ
く
、「
も
は
ら
本
願
の
引
導
を
た
の
む
べ
し
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
、「
行
者
宿
報
偈
」
に
お
い
て
は
、
浄
土
へ
の

生
ま
れ
方
と
し
て
親
鸞
が
救
世
観
音
に
「
臨
終
引
導
生
極
楽
」
と
告
げ
ら
れ
て
い
る
。
親
鸞
門
弟
の
周
辺
状
況
を
見
る

限
り
で
は
、『
浄
土
真
宗
聞
書
』
は
、
こ
れ
ら
の
よ
う
な
説
示
に
着
想
を
得
て
、「
引
導
他
力
」
と
の
表
現
を
行
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
親
鸞
が
ほ
と
ん
ど
用
い
な
い
「
引
導
」
の
表
現
を
以
て
臨
終
来
迎
と

弘
願
義
を
峻
別
す
る
姿
勢
は
、
当
時
の
仏
教
で
は
臨
終
来
迎
往
生
が
一
般
論
で
あ
っ
た
中
で
、
臨
終
来
迎
を
待
つ
こ
と

を
否
定
す
る
親
鸞
思
想
を
継
承
す
る
門
弟
が
、
親
鸞
の
来
迎
思
想
を
理
解
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
も
の
、
も
し
く

は
い
か
に
し
て
来
迎
そ
の
も
の
を
他
力
義
の
中
で
表
現
し
た
の
か
を
示
す
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
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本
章
で
は
、
親
鸞
の
来
迎
思
想
が
い
か
に
形
成
し
、
そ
し
て
後
代
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
時
代
を

区
分
し
つ
つ
論
じ
た
。
本
章
の
結
論
を
先
に
略
述
す
れ
ば
、
親
鸞
の
来
迎
思
想
は
、
一
つ
に
固
定
化
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
状
況
下
の
中
で
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
特
に
、

（
一
）
建
長
三
（
一
二
五
一
）
年
の
「
有
念
無
念
」
に
説
か
れ
る
親
鸞
の
来
迎
を
否
定
す
る
説
示
は
、『
観
経
疏
聞
書
』

を
検
討
す
る
限
り
、
良
忠
の
来
迎
理
解
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

（
二
）
た
だ
し
、
他
の
状
況
・
年
代
・
相
手
に
よ
っ
て
は
必
ず
し
も
来
迎
を
待
つ
こ
と
は
強
く
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
。

の
二
点
を
本
章
で
は
指
摘
し
た
。

日
本
浄
土
教
に
お
い
て
臨
終
正
念
来
迎
は
、
民
衆
に
も
浸
透
す
る
程
に
流
行
し
て
い
た
思
想
で
あ
る
が
、
親
鸞
は
臨

終
来
迎
を
待
つ
こ
と
を
否
定
し
、
現
生
に
お
け
る
往
生
決
定
を
主
張
し
た
と
理
解
さ
れ
、
後
年
に
は
覚
如
・
存
覚
を
端
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緒
に
親
鸞
の
己
証
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
た
だ
し
、
親
鸞
に
お
け
る
来
迎
思
想
は
、『
観
経
註
』

や
『
弥
陀
経
註
』
は
勿
論
の
こ
と
、
『
教
行
信
証
』
に
は
あ
ま
り
詳
述
さ
れ
て
お
ら
ず
、
古
来
よ
り
「
有
念
無
念
」
の

消
息
（
『
末
灯
鈔
』
第
一
通
）
や
『
唯
信
鈔
文
意
』
の
説
示
を
基
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
親
鸞
の
著
作
を
眺

め
る
と
、
必
ず
し
も
そ
の
説
示
は
一
致
し
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

建
長
三
年
に
東
国
門
弟
に
送
付
し
た
「
有
念
無
念
」
に
着
目
し
て
み
る
と
、
そ
の
撰
述
背
景
に
は
門
弟
間
の
「
臨
終

正
念
来
迎
」
に
対
す
る
解
釈
の
相
違
が
問
題
点
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
先
行
研
究
で
も
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

上
で
親
鸞
は
、
「
来
迎
と
は
諸
行
往
生
に
あ
る
」
と
い
う
来
迎
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
よ
う
に
も
捉
え
る
こ
と
の
で
き

る
教
誡
を
行
う
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
教
誡
を
行
う
要
因
は
、
「
他
力
中
の
自
力
」
と
い
う
表
現
か
ら
同
じ
浄
土

門
内
の
人
物
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
更
に
前
章
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
本
書
簡
に
お
い
て
「
一
心
」

と
「
定
散
心
」
と
を
明
確
に
他
力
と
自
力
と
に
分
け
た
説
示
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
時
代
に
東
国
へ
下
向
し
た

鎮
西
派
三
祖
良
忠
の
よ
う
な
思
想
が
親
鸞
門
流
に
流
入
し
た
こ
と
が
異
義
の
起
こ
る
原
因
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と

を
指
摘
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
良
忠
が
東
国
に
止
住
し
た
建
長
期
に
撰
述
さ
れ
た
多
く
の
著
作
が
未
翻
刻
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
良
忠
初
期
教
学
を
知
る
上
で
も
重
要
な
未
翻
刻
史
料
で
あ
る
と
評
さ
れ
る
『
観
経
疏
聞
書
』
を
用
い
て
、
さ

ら
に
建
長
期
に
い
か
な
る
来
迎
理
解
が
東
国
で
展
開
さ
れ
て
い
た
の
か
を
検
討
し
た
。

『
観
経
疏
聞
書
』
が
こ
れ
ま
で
翻
刻
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
要
因
と
し
て
は
、
良
忠
が
後
年
に
撰
述
し
た
『
観
経
疏
』



- 257 -

註
疏
で
あ
る
『
観
経
疏
略
鈔
』
及
び
『
観
経
疏
伝
通
記
』
と
、
構
成
・
内
容
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
て

き
た
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
、「
来
迎
」
に
関
す
る
説
示
を
検
討
す
る
限
り
で
は
、
構
成

面
・
内
容
面
と
も
に
『
観
経
疏
聞
書
』
に
し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
説
示
が
存
す
る
と
い
う
こ
と
こ
と
が
判
明
し
た
。

す
な
わ
ち
、
『
観
経
疏
聞
書
』
に
は
、
建
長
期
の
東
国
に
お
い
て
い
か
な
る
来
迎
理
解
が
展
開
さ
れ
て
い
た
か
を
知
る

上
で
、
有
用
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
そ
の
上
で
、
『
観
経
疏
聞
書
』
所
説
の
来
迎
理
解
と
「
有
念

無
念
」
所
説
の
来
迎
理
解
を
比
較
す
る
と
、
対
極
的
な
説
示
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
特
に
良
忠
が
「
他
力
の

信
に
帰
し
、
来
迎
往
生
を
疑
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
っ
た
説
示
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
親
鸞
が
「
来
迎
は
諸
行
往

生
に
あ
り
、
自
力
の
行
者
な
る
が
ゆ
へ
に
」
と
の
説
示
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
要
因
の
一
つ
と
推
測
す
る
こ

と
が
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
親
鸞
が
「
来
迎
は
諸
行
往
生
で
あ
り
自
力
で
あ
る
」
と
教
誡
を
行
っ

た
要
因
と
し
て
は
、
当
時
の
東
国
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
思
想
が
親
鸞
門
弟
内
に
も
流
入
し
た
こ
と
が
原
因
の
一
つ
で

あ
ろ
う
。

一
方
、
親
鸞
の
著
作
を
一
瞥
す
る
と
「
来
迎
は
諸
行
往
生
で
あ
り
自
力
で
あ
る
」
と
い
っ
た
説
示
は
「
有
念
無
念
」

以
外
に
あ
ま
り
見
る
こ
と
は
で
き
ず
、
来
迎
を
他
力
と
解
釈
す
る
『
唯
信
鈔
文
意
』
や
、
来
迎
を
待
つ
こ
と
は
自
力
の

は
か
ら
い
で
未
信
者
の
行
為
で
あ
る
と
す
る
『
末
灯
鈔
』
第
十
八
通
、
ま
た
は
臨
終
来
迎
に
対
し
て
肯
定
的
な
説
示
を

行
う
『
西
方
指
南
抄
』
な
ど
、
来
迎
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
説
示
を
有
し
た
書
物
が
東
国
の
門
弟
に
送
付
さ
れ
て
い
る
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こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
そ
の
送
付
先
に
つ
い
て
も
、
現
存
史
料
の
限
り
で
は
あ
る
が
、
常
陸
に
は
臨
終
来
迎
を
期
す

る
こ
と
に
つ
い
て
否
定
的
な
書
物
が
送
付
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
下
野
高
田
に
は
来
迎
に
関
し
て
肯
定
的
な
説
示
を

有
す
る
『
西
方
指
南
抄
』
な
ど
も
多
く
送
付
さ
れ
て
い
る
と
い
う
地
域
的
な
差
異
が
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
さ
ら
に
、

親
鸞
の
門
弟
た
ち
が
残
し
た
著
作
に
目
を
向
け
る
と
、
地
域
や
人
師
に
よ
っ
て
臨
終
来
迎
に
つ
い
て
否
定
的
・
肯
定
的

と
い
っ
た
説
示
が
分
か
れ
て
い
る
が
、
現
存
す
る
史
料
を
見
る
限
り
で
は
先
と
同
じ
く
、
臨
終
来
迎
に
つ
い
て
否
定
的

な
見
解
を
示
す
『
歎
異
抄
』
が
常
陸
河
和
田
の
唯
円
の
著
作
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
、
ま
た
下
野
高
田
の
門
弟
に
は

臨
終
来
迎
に
つ
い
て
肯
定
的
な
言
説
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
親
鸞
が
書
物
に
よ
っ
て
「
来
迎
」

の
表
現
に
相
違
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
書
物
の
送
付
先
で
あ
る
東
国
の
門
弟
が
一
枚
岩
で
は
な
い
状
況

が
あ
っ
た
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
親
鸞
の
教
示
を
承
け
た
門
弟
た
ち
に
つ
い
て
も
、
一
般
的
な
来
迎
理
解
と
は
異
な
る
親
鸞
の
来
迎
思
想
を
正

し
く
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
先
行
研
究
で
は
推
測
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
臨
終
来
迎
を

否
定
す
る
『
浄
土
真
宗
聞
書
』
で
も
、
引
導
を
他
力
と
す
る
と
い
う
親
鸞
に
見
な
い
説
示
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

親
鸞
門
弟
内
で
受
容
さ
れ
て
い
た
『
唯
信
鈔
』
や
「
行
者
宿
報
偈
」
の
説
示
を
援
用
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
が
、
同
時
に
否
定
・
肯
定
と
い
う
大
き
な
枠
組
み
だ
け
で
は
捉
え
き
れ
な
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
来
迎
に
関
す
る
解
釈

が
親
鸞
門
弟
内
に
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
や
は
り
東
国
門
弟
が
一
枚
岩
で
は
無
い
こ
と
が
分
か
る
。



重
見
一
行
『
教
行
信
証
の
研
究
：
そ
の
成
立
過
程
の
研
究
』（
法
蔵
館
、
一
九
八
一
年
、
二
二
一
頁
）

(1)
廣
川
堯
敏
「
初
期
良
忠
教
学
の
形
成
過
程
―
金
澤
文
庫
本
『
観
経
疏
玄
義
分
聞
書
』
第
一
を
中
心
と
し
て
―
」

(2)（
『
浄
土
宗
学
研
究
』
二
三
、
一
九
九
六
年
、
一
頁
）

廣
川
堯
敏
「
初
期
良
忠
教
学
の
形
成
過
程
―
金
澤
文
庫
本
『
観
経
疏
玄
義
分
聞
書
』
第
一
を
中
心
と
し
て
―
」

(3)
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す
な
わ
ち
、
親
鸞
は
「
臨
終
正
念
来
迎
を
否
定
」
す
る
こ
と
を
思
想
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ

れ
は
親
鸞
の
著
作
全
体
を
通
底
す
る
も
の
で
は
な
く
、
親
鸞
自
身
は
時
代
や
そ
の
書
物
を
送
付
す
る
門
弟
た
ち
や
そ
の

周
遍
状
況
に
よ
っ
て
、
少
し
ず
つ
表
現
を
変
え
て
「
来
迎
」
を
表
現
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
親
鸞
の
来
迎
思
想
を
検
討
す
る
際
は
、
一
つ
の
固
定
し
た
来
迎
思
想
を
定
義
す
る
の
で
は
な
く
、
例
え
ば

「
来
迎
は
自
力
」
、「
来
迎
は
他
力
」
、「
未
信
の
者
は
来
迎
を
期
せ
ば
良
い
」
な
ど
と
い
っ
た
説
示
そ
れ
ぞ
れ
が
出
さ
れ

た
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
っ
た
視
角
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。



永
村
眞
「
親
鸞
と
良
忠
―
そ
の
教
化
と
教
説
―
」（
今
井
雅
晴
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
編
『
中
世
文
化

(4)と
浄
土
真
宗
』
思
想
閣
出
版
、
二
〇
一
二
年
所
収
）
、
高
田
文
英
「
弁
長
・
良
忠
上
人
の
異
義
批
判
と
親
鸞
聖
人
」

（
『
龍
谷
教
学
』
五
〇
、
二
〇
一
五
年
）
で
は
、
『
浄
土
宗
行
者
用
意
問
答
』
の
文
面
に
は
、
良
忠
が
親
鸞
教
義
を
批

判
す
る
箇
所
が
あ
る
と
推
論
し
て
い
る
が
、
同
箇
所
は
親
鸞
で
な
く
隆
寛
が
批
判
対
象
で
あ
る
と
す
る
論
考
（
山
上

正
尊
「
鎌
倉
長
楽
寺
隆
寛
大
徳
と
閑
亭
後
世
物
語
聞
書
（
承
前
）
」（
『
無
尽
燈
』
二
一-

九
、
一
九
一
六
年
））
も
あ
る
。

な
お
、
本
論
文
で
は
便
宜
的
に
こ
の
問
題
を
「
臨
終
正
念
来
迎
」
と
呼
称
す
る
。

(5)
梅
原
真
隆
『
末
燈
鈔
の
研
究
』（
親
鸞
聖
人
研
究
発
行
所
、
一
九
二
四
年
、
七
頁
）

(6)
霊
山
勝
海
『
末
燈
鈔
講
讃
』（
永
田
文
昌
堂
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
二
頁
）

(7)
平
松
令
三
は
親
鸞
書
簡
を
原
本
が
平
仮
名
で
あ
っ
た
か
片
仮
名
で
あ
っ
た
か
に
よ
り
「
消
息
」
、
「
法
語
」
と
峻
別

(8)し
て
い
る
（
「
高
田
専
修
寺
に
お
け
る
聖
教
伝
持
上
の
一
、
二
の
問
題
点
」（
『
親
鸞
真
蹟
の
研
究
』
法
蔵
館
、
一
九
八

八
年
所
収
、
二
三
四
頁
、
初
収
『
真
宗
史
の
研
究
』
一
九
六
六
年
）
）
、
し
か
し
な
が
ら
今
取
り
扱
う
「
有
念
無
念
」

の
書
簡
は
親
鸞
自
筆
の
原
紙
は
現
存
し
な
い
。

永
村
眞
「
親
鸞
聖
人
の
消
息
と
法
語
―
主
に
高
田
専
修
寺
所
蔵
自
筆
「
消
息
」
を
通
し
て
―
」
（
『
高
田
学
報
』
九

(9)
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（
『
浄
土
宗
学
研
究
』
二
三
、
一
九
九
六
年
所
収
、
三
頁
）



永
村
眞
「
「
消
息
」
と
「
聖
教
」
―
親
鸞
に
よ
る
東
国
教
化
の
一
齣
―
」（
『
古
代
東
国
の
考
古
学
』
慶
友
社
、
二
〇

(10)〇
五
年
、
六
八
五
頁
）

永
村
「
右
同
」
六
八
三
頁

(11)
宣
明
『
末
燈
鈔
節
義
』
巻
上
（
『
真
大
』
二
三
・
二
一
頁
下
）

(12)
法
海
『
末
燈
鈔
壬
申
記
』
巻
一
（
『
真
大
』
二
三
・
一
一
三
頁
）

(13)
浅
野
教
信
「
『
末
灯
鈔
』
解
説
」（
浅
野
教
信
責
任
編
集
『
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
』
一
二
所
収
、
一
九
九
三
年
）

(14)
細
川
行
信
「
親
鸞
消
息
の
研
究
―
特
に
有
念
無
念
の
諍
論
に
つ
い
て
―
」（
『
印
仏
研
』
二-

二
、
一
九
五
四
年
）

(15)
『
浄
全
』
一
〇
・
七
一
二
頁
下

(16)
木
村
尚
英
「
『
浄
土
大
意
抄
』
と
そ
の
成
立
背
景
に
つ
い
て
―
特
に
浄
福
寺
と
下
総
板
碑
を
中
心
と
し
て
―
」（
『
浄

(17)土
学
』
三
六
、
一
九
八
五
年
）

『
聖
典
全
書
』
に
依
っ
て
詳
述
す
れ
ば
（
括
弧
内
は
『
聖
典
全
書
』
巻
六
の
頁
数
）

(18)妙
源
寺
本
…
①
「
性
信

下
総
国
飯
沼
住
」（
八
三
一
、
八
六
〇
）、
②
「
常
念

下
総
国
佐
嶋
住
」（
八
三
三
、
八
六

八
）
、
③
「
信
楽

下
総
新
堤
住
」
（
八
三
一
、
八
六
三
）
、
④
「
善
性

下
総
国
住
」
（
八
六
三
）
、
⑤
「
智
光

同
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四
、
二
〇
〇
六
年
、
三
八
頁
）



『
聖
典
全
書
』
六
・
八
三
一
頁
上

(19)
『
聖
典
全
書
』
六
・
八
三
一
頁
上

(20)
『
聖
典
全
書
』
六
・
八
三
三
頁
上

(21)
『
聖
典
全
書
』
六
・
八
三
一
頁
上

(22)
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（
※
下
総
）
之
磯
部
住
」（
八
六
三
）

光
明
寺
本
…
①
「
性
信

下
総
住
」
（
八
三
三
、
八
六
〇
）
、
②
「
信
楽

下
総
住
」
（
八
三
三
、
八
六
三
）
、
③
「
善

性

下
総
之
住
」
（
八
六
三
）
、
④
「
智
光

同
（
※
下
総
）
之
磯
部
住
」
（
八
六
三
）
、
⑤
「
道
円

フ
ウ
キ
タ
ノ
」

（
八
三
七
）、
⑥
「
明
円

下
総
／
ハ
ン
ニ
ヤ
」（
八
三
七
）、

光
薗
院
本
…
①
「
性
信

シ
モ
ツ
ケ
ノ
ク
ニ
ヨ
コ
ソ
ネ
」
（
八
三
一
、
八
六
〇
）
、
②
「
常
念
シ
モ
ヲ
サ
ノ
ク
ニ
サ
シ

マ
」（
八
六
八
）、
③
「
堯
円

ヤ
ツ
」（
八
四
七
）、
④
「
信
楽

シ
モ
ヲ
サ
ノ
ク
ニ
ニ
ヰ
ヅ
ヽ
ミ
」（
八
三
一
、
八
六

三
）
、
⑤
「
善
性

オ
ナ
ジ
（
※
下
総
）
フ
ウ
キ
タ
」
（
八
三
一
、
八
六
三
）
、
⑥
「
入
願
シ
モ
ヲ
サ
タ
カ
ヤ
ナ
ギ
」

（
八
五
九
）、
⑦
「
唯
信
チ
バ
ナ
カ
イ
」（
八
六
一
）

な
お
、「
ヤ
ツ
」
は
下
総
国
谷
津
村
（
現
習
志
野
市
）
と
判
断
し
た
。
光
明
寺
本
「
道
意
ハ
ン
ニ
ャ
」（
八
三
七
）、
光

薗
院
本
「
明
性
イ
ソ
ベ
」（
八
六
三
）
は
、
複
数
の
地
域
が
想
定
さ
れ
る
の
で
数
え
な
か
っ
た
。
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日
野
慧
運
・
江
田
昭
道
「
『
末
燈
鈔
』
第
一
通
に
つ
い
て
の
註
釈
的
研
究
」（
『
仏
教
文
化
研
究
論
集
』
一
三
・
一
四
、

(23)二
〇
一
一
年
）

細
川
行
信
他
『
現
代
の
聖
典
親
鸞
書
簡
集
全
四
三
通
』
（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
二
年
）
、
細
川
行
信
「
親
鸞
消
息
の
研

(24)究
―
特
に
有
念
無
念
の
諍
論
に
つ
い
て
―
」（
『
印
仏
研
』
二-

二
、
一
九
五
四
年
）

栗
山
俊
之
「
消
息
に
み
ら
れ
る
親
鸞
晩
年
の
教
学
的
営
為
」
（
『
筑
紫
女
学
園
大
学
・
短
期
大
学
部
紀
要
』
八
、
二

(25)〇
一
三
年
）

『
大
谷
本
願
寺
通
紀
』
七
（
『
史
料
集
成
』
八
、
四
五
四
頁
）

(26)
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
梯
信
暁
「
臨
終
来
迎
の
形
成
」（
『
大
谷
女
子
大
学
文
化
財
研
究
』
二
、
二
〇
〇
二
年
）

(27)に
て
端
的
か
つ
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

『
大
日
本
古
記
録
』
三
・
二
四
〇
頁

(28)
『
大
日
本
古
記
録
』
五
・
五
〇
頁

(29)
初
期
真
宗
教
団
に
お
け
る
忍
性
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
長
崎
陽
子
「
東
国
に
お
け
る
叡
尊
教
団
の
影
響
―
念
仏
の

(30)縁
尽
き
た
地
と
善
鸞
の
呪
符
―
」
（
『
行
信
学
報
』
二
二
、
二
〇
一
九
年
）
が
端
的
か
つ
精
緻
に
研
究
状
況
を
整
理
さ

れ
て
い
る
の
で
、
詳
細
は
こ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。
そ
の
上
で
長
崎
は
叡
尊
と
初
期
真
宗
教
団
に
つ
い
て
「
な
ん



『
聖
典
全
書
』
二
・
七
六
八
頁

(31)
『
聖
典
全
書
』
二
・
七
六
九
頁

(32)
な
お
本
書
簡
の
教
誡
が
良
忠
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
か
は
、
更
に
広
範
囲
の
人
物
・
思
想
を
取
り
上
げ
て
検
討

(33)す
る
必
要
が
あ
る
が
、
現
在
に
お
い
て
未
翻
刻
の
文
献
も
多
く
、
良
忠
ま
で
し
か
検
討
に
至
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
に
今
後
は
未
翻
刻
文
献
の
翻
刻
作
業
を
含
め
て
総
合
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

藤
堂
恭
俊
「
善
導
の
一
経
両
宗
説
に
関
す
る
良
忠
の
説
示
」
（
『
源
智
弁
長
良
忠
三
上
人
研
究
』
同
朋
舍
、
一
九
八

(34)七
年
所
収
）
、
廣
川
堯
敏
『
鎌
倉
浄
土
教
の
研
究
』
（
文
化
書
院
、
二
〇
一
四
年
）
等
に
『
観
経
疏
聞
書
』
が
部
分
的

に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
大
部
分
は
未
翻
刻
の
ま
ま
で
あ
る
。

な
お
、
現
存
す
る
『
観
経
疏
伝
通
記
』
は
極
再
治
本
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
に
お
い
て
は
単
に
『
観
経
疏

(35)伝
通
記
』
と
呼
称
す
る
場
合
は
基
本
的
に
極
再
治
本
を
指
す
。

恵
谷
隆
戒
『
浄
土
宗
第
三
祖
然
阿
良
忠
上
人
伝
の
新
研
究
：
特
に
金
沢
文
庫
資
料
を
中
心
に
』
金
尾
文
淵
堂
、
一
九

(36)三
四
年
、
日
置
孝
彦
「
東
国
浄
土
教
に
お
け
る
良
忠
上
人
―
付

称
名
寺
蔵
金
沢
文
庫
保
管
鎮
西
義
典
籍
解
題
―
」
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ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
点
が
あ
る
」（
九
四
頁
）
も
の
の
一
次
的
な
史
料
は
見
出

せ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。



廣
川
堯
敏
『
鎌
倉
浄
土
教
の
研
究
』
文
化
書
院
、
二
〇
一
四
年

(37)
た
だ
し
、「
序
分
義
聞
書
」
の
体
裁
や
癖
の
あ
る
筆
跡
は
、
同
じ
く
称
名
寺
に
蔵
さ
れ
る
長
西
『
法
事
讃
光
明
抄
』

(38)な
ど
の
筆
跡
に
も
似
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
詳
述
し
た
い
。

坪
井
俊
映
「
金
沢
文
庫
蔵
『
観
経
疏
聞
書
』
の
研
究
」
（
『
仏
教
文
化
研
究
』
三
一
、
一
九
八
六
年
）
、
藤
堂
恭
俊

(39)「
総
州
在
住
時
代
に
お
け
る
良
忠
の
著
作
と
金
沢
文
庫
本
『
安
楽
集
論
義
』
」（
『
仏
教
文
化
研
究
』
三
二
、
一
九
八
七

年
）」
納
富
常
天
「
金
沢
文
庫
本
『
観
経
疏
聞
書
』
に
つ
い
て
」（
『
仏
教
文
化
研
究
』
三
二
、
一
九
八
七
年
）
等
参
照

前
田
聽
瑞
「
口
絵
解
説

観
経
定
善
義
聞
書
（
金
沢
文
庫
）
」（
『
摩
訶
衍
』
一
四
、
一
九
三
八
年
）

(40)
坪
井
俊
映
「
金
沢
文
庫
冊
子
目
録
解
説
」
（
『
仏
教
学
論
集
』
一
、
一
九
三
六
年
）
、
「
金
沢
文
庫
『
観
経
疏
聞
書
』

(41)の
研
究
」（
『
仏
教
文
化
研
究
』
三
一
、
一
九
八
六
年
）

納
富
常
天
「
金
沢
文
庫
資
料
紹
介
、
浄
土
教
典
籍
と
禅
籍
（
一
）
」
（
『
金
沢
文
庫
研
究
』
一
一
、
一
九
五
六
年
）、

(42)「
金
沢
文
庫
本
『
観
経
疏
聞
書
』
に
つ
い
て
」（
『
仏
教
文
化
研
究
』
三
二
、
一
九
八
七
年
）

石
田
瑞
麿
「
金
沢
文
庫
に
お
け
る
浄
土
教
典
籍
」（
『
金
沢
文
庫
研
究
』
二
四
四
、
一
九
七
七
年
）

(43)
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（
『
仏
教
文
化
研
究
』
三
二
、
一
九
八
七
年
）
、
藤
堂
恭
俊
「
金
沢
文
庫
蔵
『
安
楽
集
論
義
』
の
撰
者
に
関
す
る
一
管

見
」（
『
浄
土
教
論
集
：
戸
松
教
授
古
稀
記
念
』
大
東
出
版
社
、
一
九
八
七
年
所
収
）
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日
置
孝
彦
「
東
国
浄
土
教
に
お
け
る
良
忠
上
人
―
付

称
名
寺
蔵
金
沢
文
庫
保
管
鎮
西
義
典
籍
解
題
―
」
（
『
仏
教

(44)文
化
研
究
』
三
二
、
一
九
八
七
年
）

沼
倉
（
大
橋
）
雄
人
「
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』
の
研
究
」（
大
正
大
学
博
士
論
文
、
二
〇
一
三
年
、
一
一
頁
～
一

(45)三
頁
）

廣
川
堯
敏
『
鎌
倉
浄
土
教
の
研
究
』
（
文
化
書
院
、
二
〇
一
三
年
、
三
三
一
頁
（
初
出
、
「
初
期
良
忠
教
学
の
形
成

(46)過
程
」『
浄
土
宗
学
研
究
』、
一
九
九
六
年
、
一
頁
））

廣
川
『
右
同
』
三
四
四
頁
（
「
初
期
良
忠
教
学
の
形
成
過
程
」
一
五
頁
）

(47)
坪
井
俊
映
「
金
沢
文
庫
蔵
「
観
経
疏
聞
書
」
の
研
究

」（
『
仏
教
文
化
研
究
』

三
一
、
一
九
八
六
年
、
四
六
頁
）

(48)
丸
山
正
博
「
良
忠
上
人
著
作
の
性
格
」（
『
浄
土
教
論
集
』
一
九
八
七
年
、
七
五
〇
頁
）

(49)
恵
谷
隆
戒
『
然
阿
良
忠
上
人
伝
の
新
研
究
』
金
尾
文
淵
堂
、
一
九
三
四
年

(50)
大
橋
俊
雄
『
三
祖
良
忠
上
人
』（
神
奈
川
教
区
教
務
所

大
本
山
光
明
寺
中
、
一
九
八
四
年
、
四
〇
頁
）

(51)
『
浄
全
』
二
・
解
説
四
一
頁

(52)
沼
倉
（
大
橋
）
雄
人
「
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』
の
異
本
に
つ
い
て
」(

『
浄
土
学
』
四
八
、
二
〇
一
一
年
、
六
九

(53)頁)
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恵
谷
隆
戒
『
然
阿
良
忠
上
人
伝
の
新
研
究
』
六
八
頁
～
六
九
頁

(54)
坪
井
俊
映
「
金
沢
文
庫
『
観
経
疏
聞
書
』
の
研
究
」
（
『
仏
教
文
化
研
究
』
三
一
、
一
九
八
六
年
、
四
九
頁
～
五
〇

(55)頁
）沼

倉
（
大
橋
）
雄
人
「
前
掲
論
文
」（
二
〇
一
三
年
、
三
四
頁
）

(56)
沼
倉
（
大
橋
）「
前
掲
論
文
」、
一
六
頁

(57)
清
水
谷
正
尊
「
西
方
指
南
抄
に
つ
い
て
：
『
西
方
指
南
抄
』
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
」
（
同
朋
舍
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
、
二

(58)〇
一
三
年
、
九
頁
）

新
光
晴
「
「
西
方
指
南
抄
」
解
体
修
理
か
ら
の
新
事
実
：
『
西
方
指
南
抄
』
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
」（
同
朋
舍
メ
デ
ィ
ア

(59)プ
ラ
ン
、
二
〇
一
三
年
）

金
信
昌
樹
「
親
鸞
の
来
迎
思
想
に
つ
い
て
」（
『
真
宗
研
究
』
六
〇
、
二
〇
一
六
年
、
一
〇
七
頁
）

(60)
外
に
も
、
岡
本
法
治
「
親
鸞
聖
人
は
、
な
ぜ
臨
終
来
迎
を
否
定
し
た
の
か
」
（
『
行
信
学
報
』
二
九
、
二
〇
一
六

(61)年
）
や
、
前
田
壽
雄
「
親
鸞
聖
人
に
お
け
る
来
迎
の
問
題
」（
『
宗
学
院
論
集
』
七
八
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
は
、「
有

念
無
念
」
で
何
故
親
鸞
は
臨
終
来
迎
を
否
定
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
提
起
の
も
と
論
考
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

金
信
昌
樹
「
親
鸞
の
来
迎
思
想
に
つ
い
て
」（
『
真
宗
研
究
』
六
〇
、
二
〇
一
六
年
、
一
二
〇
頁
）

(62)
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例
え
ば
、
今
井
雅
晴
『
親
鸞
と
浄
土
真
宗
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年

(63)
蒲
池
勢
至
「
親
鸞
の
信
心
・
門
弟
の
信
仰
」（
『
信
の
念
仏
者
親
鸞
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
、
五
三
頁
）

(64)
『
一
念
多
念
文
意
』
に
関
し
て
は
直
接
「
来
迎
」
の
語
は
見
ら
れ
な
い
が
、
本
文
中
に
あ
る
『
往
生
礼
讃
』
「
恒
願

(65)一
切
臨
終
時
、
勝
縁
勝
境
悉
現
前
」
の
所
釈
の
内
容
が
、
い
わ
ゆ
る
「
常
来
迎
」
を
顕
す
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る

た
め
こ
の
中
に
加
え
た
。

著
述
中
の
引
用
文
に
出
る
「
来
迎
」
は
煩
雑
に
な
る
た
め
対
象
外
と
し
た
。
ま
た
五
部
九
巻
加
点
本
に
つ
い
て
も
、

(66)近
年
親
鸞
真
筆
か
否
か
に
つ
い
て
疑
義
が
呈
さ
れ
て
い
る
た
め
対
象
外
と
し
た
。

な
お
、
親
鸞
が
随
信
房
へ
宛
て
た
書
簡
で
あ
る
『
末
灯
鈔
』
第
十
八
通
に
は
「
い
ま
だ
信
心
さ
だ
ま
ら
ざ
ら
ん
ひ

(67)と
は
、
臨
終
を
も
期
し
、
来
迎
を
も
ま
た
せ
た
ま
ふ
べ
し
。
」（
『
聖
典
全
書
』
二
・
八
〇
五
頁
）
と
、
臨
終
来
迎
を
待

つ
こ
と
を
容
認
す
る
よ
う
な
説
示
が
見
ら
れ
る
。
見
方
に
よ
っ
て
は
臨
終
来
迎
に
つ
い
て
肯
定
的
な
解
釈
と
も
理
解

で
き
る
が
、
あ
く
ま
で
対
象
は
未
信
の
者
で
あ
り
、
本
題
で
あ
る
真
実
信
心
の
行
者
へ
向
け
た
も
の
で
は
な
い
こ
と

か
ら
当
書
簡
は
「
臨
終
来
迎
を
肯
定
的
に
捉
え
る
」
も
の
で
は
な
い
と
分
類
し
た
。

詳
細
は
生
桑
完
明
『
親
鸞
聖
人
撰
述
の
研
究
』
法
蔵
館
、
一
九
七
〇
年
、
安
井
廣
度
『
定
親
全
』
二
「
解
説
」（
法

(68)蔵
館
、
一
九
六
九
年
）、
五
十
嵐
大
策
「
親
鸞
の
四
十
八
誓
願
に
つ
い
て
」（
『
印
仏
研
』
三
六-

二
、
一
九
八
八
年
）
等



『
聖
典
全
書
』
一
・
九
二
一
頁

(69)
利
井
鮮
妙
『
宗
要
論
題
決
択
篇
』（
顕
道
書
院
、
三
二
丁
右
～
三
三
丁
左
等
）

(70)
梯
實
圓
『
一
念
多
念
文
意
講
讃
』（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
九
八
年
、
一
三
二
頁
）

(71)
表
紙
に
「
顕
智
」
の
袖
書
き
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
文
と
別
筆
で
室
町
中
期
の
筆
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

(72)
撰
述
年
次
に
つ
い
て
は
、
奥
書
に
元
号
が
な
い
た
め
不
明
だ
が
、
常
磐
井
和
子
「
末
灯
鈔
を
読
み
解
く
（
七
）
」

(73)（
『
高
田
学
報
』
九
三
、
二
〇
〇
五
年
）
や
井
上
善
幸
「
「
如
来
と
等
し
」
の
根
拠
と
し
て
の
第
十
七
願
理
解
に
つ
い

て
」（
『
真
宗
学
』
一
三
一
、
二
〇
一
五
年
）
に
よ
っ
て
、「
如
来
と
ひ
と
し
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
根
拠
に
正
嘉
二
年
頃
と
推
測
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
に
配
し
た
。

『
門
侶
交
名
牒
』
を
み
る
と
、
妙
源
寺
本
・
光
明
寺
本
・
光
薗
院
本
と
も
に
常
陸
住
「
慈
善
」
の
弟
子
と
し
て

(74)「
随
信
」（
『
聖
典
全
書
』
六
・
八
六
六
頁
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
蒲
池
勢
至
「
親
鸞
の
信
心
・
門
弟
の
信
仰
」
（
『
信
の
念
仏
者
親
鸞
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
、
五
三

(75)頁
）板

敷
真
純
「
初
期
真
宗
に
お
け
る
東
国
門
徒
の
臨
終
来
迎
観
」
（
『
印
仏
研
』
六
五-

二
、
二
〇
一
七
年
、
六
五
三

(76)
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を
参
照



『
聖
典
全
書
』
二
・
八
〇
五
頁

(77)
『
聖
典
全
書
』
六
・
八
三
二
頁
等

(78)
妙
源
寺
本
（
『
聖
典
全
書
』
六
・
八
三
一
頁
）

(79)
光
薗
寺
本
（
『
聖
典
全
書
』
六
・
八
三
一
頁
）

(80)
本
書
に
は
撰
号
奥
書
が
な
い
た
め
著
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
他
の
異
本
も
な
く
、『
下
野
流
高
田
衆
教
目
録
』
で
は

(81)顕
智
著
作
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
『
観
経
』
所
説
の
用
語
に
つ
い
て
細
釈
を
施
し
た
も
の
で
、
体
裁
は

『
愚
禿
鈔
』
と
近
し
い
。
詳
し
く
は
中
川
知
則
「
大
名
目
解
説
」
（
『
高
田
古
典
』
四
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
さ
れ

た
い
。

『
聞
書
』
に
は
顕
智
の
自
釈
は
な
い
も
の
の
、
ど
の
よ
う
な
経
文
が
要
文
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
か
を
窺
い
知
る

(82)こ
と
が
で
き
、
初
期
真
宗
教
団
の
思
想
を
知
る
上
で
参
考
す
べ
き
史
料
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
安
藤
章

仁
「
顕
智
筆
『
聞
書
』
に
つ
い
て
」（
『
印
仏
研
』
五
〇-
二
、
二
〇
〇
二
年
）
に
詳
し
い
。

『
門
侶
交
名
牒
』
光
明
寺
本
に
「
了
海

武
州
住
」（
『
聖
典
全
書
』
六
・
八
三
一
頁
）
と
あ
る
。

(83)
来
迎
に
関
す
る
先
行
研
究
は
拙
論
に
て
既
に
紹
介
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

(84)
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頁
）



『
織
田
仏
教
大
辞
典
』
新
訂
重
版
、
大
蔵
出
版
、
一
九
九
五
年
八
刷
、
再
刊
発
行
一
九
五
四
年
、
九
五
頁

(85)
『
真
全
』
六
四
・
四
四
頁

(86)
「
浄
土
真
宗
聞
書
」（
『
高
田
学
報
』
一
四
、
一
九
三
六
年
）

(87)
「
資
料
復
刻

浄
土
真
宗
聞
書
（
高
田
山
蔵
）
」（
『
高
田
学
報
』
九
一
、
二
〇
〇
三
年
）

(88)
平
松
令
三
「
資
料
復
刻

浄
土
真
宗
聞
書
（
高
田
山
蔵
）
〔
解
説
〕
」
（
『
高
田
学
報
』
九
一
、
二
〇
〇
三
年
、
一
三

(89)一
頁
）

平
松
「
前
掲
論
文
」
一
三
二
頁

(90)
生
桑
完
明
は
『
浄
土
真
宗
聞
書
』
に
つ
い
て
性
信
『
真
宗
聞
書
』
の
「
写
伝
本
の
一
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
ふ
」

(91)（
「
浄
土
真
宗
聞
書
解
説
」
、
『
高
田
学
報
』
一
四
、
一
九
三
六
年
、
二
〇
五
頁
）
と
見
る
が
、
平
松
は
書
名
に
「
浄

土
」
の
二
字
の
有
無
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
断
定
は
差
し
控
え
」（
平
松
「
前
掲
」
一
三
三
頁
）
る
と
す
る
。

『
史
料
集
成
』
五
・
三
四
一
頁
～

を
参
照

(92)
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江
戸
期
の
講
録
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
善
譲
『
敬
信
記
』
で
は
、
「
教
巻
」
所
述
の
「
引
導
衆
生
无
過
上
」（
『
聖
典
全

書
』
二
・
一
二
頁
）
の
文
に
つ
い
て
「
仏
に
は
五
眼
の
徳
有
る
が
故
に
、
衆
生
を
導
き
給
ふ
こ
と
自
在
な
り
」
（
『
真

全
』
三
〇
・
一
一
一
頁
上
）
と
あ
る
よ
う
簡
潔
な
註
釈
を
施
す
程
度
で
あ
り
、
注
視
さ
れ
た
用
語
と
は
言
い
難
い
。
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『
真
宗
法
要
蔵
外
諸
書
管
窺
録
』「
真
宗
聞
書
」
で
は
「
後
人
の
偽
造
な
ら
ん
」（
『
真
全
』
七
四
・
一
〇
七
頁
）
と

(93)書
か
れ
る
。
ち
な
み
に
『
浄
土
真
宗
聞
書
』
は
「
文
詞
も
い
や
し
か
ら
ず
、
義
理
も
さ
ま
で
違
妨
も
な
し
」
（
『
同
』

一
〇
三
頁
）
と
評
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
本
書
と
は
別
本
で
あ
る
。

「
真
実
也
」
の
右
傍
に
「
タ
リ
キ
ナ
リ
」
と
あ
り

(94)
『
聖
典
全
書
』
二
・
一
八
三
頁

(95)
福
井
智
行
『
三
部
経
大
意
講
讃
』（
永
田
文
昌
堂
、
二
〇
一
八
年
、
四
一
頁
）、
龍
口
恭
子
「
「
登
山
状
」
の
形
成
に

(96)関
す
る
一
考
察
―
「
雄
俊
伝
」
を
中
心
に
―
」（
『
宗
教
研
究
』
七
四-

九
、
二
〇
〇
六
年
）
等
参
照

『
大
正
蔵
』
八
四
・
一
六
八
頁
中

(97)
『
浄
全
』
二
・
一
八
一
頁
下
、『
同
』
一
五
・
二
一
八
頁
下

(98)
伊
藤
唯
真
『
未
知
へ
の
や
す
ら
ぎ
〈
阿
弥
陀
〉
：
日
本
人
の
信
仰
』
（
佼
成
出
版
社
、
一
九
七
九
年
、
二
一
三
頁
）

(99)
遠
藤
美
保
子
「
親
鸞
夢
記
と
行
者
宿
報
偈
を
読
み
直
す
―
二
十
五
三
昧
起
請
・
女
犯
・
宿
報
か
ら
―
」
（
『
高
田
学

(100)報
』
一
〇
二
、
二
〇
一
四
年
、
四
六
頁
）

称
名
寺
蔵
本
、
巻
一
、
二
丁
ウ

(101)
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豅
弘
信
「
「
三
夢
記
」
考
」（
『
宗
教
研
究
』
八
四-

三
、
二
〇
一
〇
年
）

(102)
重
見
一
行
『
教
行
信
証
の
研
究
』（
法
蔵
館
、
一
九
八
一
年
、
二
〇
〇
頁
）

(103)
重
見
一
行
が
専
修
寺
本
に
別
筆
の
押
紙
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
（
『
前

(104)掲
書
』
二
〇
三
頁
）。

『
聖
典
全
書
』
二
・
三
七
頁
脚
注
二
、
な
お
『
専
修
寺
本
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』（
上
巻
九
二
頁
）
に
は
当
該

(105)の
貼
紙
を
見
な
い
。

『
聖
典
全
書
』
二
・
三
九
頁
脚
注
三
、『
専
修
寺
本
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
上
巻
、
九
七
頁

(106)
『
聖
典
全
書
』
二
・
四
三
頁
脚
注
二
、『
専
修
寺
本
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
上
巻
、
一
〇
七
頁

(107)
『
聖
典
全
書
』
二
・
七
六
八
頁
脚
注
三

(108)
平
松
令
三
「
古
写
本
親
鸞
聖
人
有
念
無
念
御
書
」
解
説
（
『
高
田
学
報
』
七
九
、
一
九
九
一
年
、
九
七
頁
）

(109)





第
三
章

親
鸞
に
お
け
る
報
化
二
土
観
の
形
成
と
展
開
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ਸ਼
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阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
ど
の
よ
う
な
国
土
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
諸
宗
・
諸
経
論
に
よ
っ
て
そ
の
性
質
か
ら
呼
称
に

至
る
ま
で
多
種
多
様
に
説
か
れ
て
お
り
、
古
来
よ
り
「
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
報
土
か
化
土
か
」
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

解
釈
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
法
然
は
、
善
導
『
観
経
疏
』
「
玄
義
分
」
に
説
か
れ
る
「
是
報
非
化
」
す
な
わ
ち

(1)

阿
弥
陀
仏
土
は
報
土
で
あ
っ
て
化
土
で
は
な
い
、
と
い
う
唯
報
説
に
依
っ
て
自
身
の
教
学
を
展
開
す
る
。
そ
の
教
え
を

承
け
た
門
流
た
ち
も
、
基
本
的
に
は
善
導
、
法
然
を
承
け
た
唯
報
説
に
則
り
、
仏
土
観
を
発
展
さ
せ
て
い
く
が
、
親
鸞

に
至
っ
て
は
、
例
え
ば
「
報
化
二
土
正
弁
立
」
な
ど
、
一
見
、
化
土
の
存
在
を
容
認
す
る
か
の
よ
う
な
表
現
を
用
い
て

(2)

阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
つ
い
て
説
示
し
て
い
る
。
こ
の
親
鸞
の
説
示
は
、
報
中
垂
化
説
（
報
土
の
中
に
報
土
と
化
土
が
含

ま
れ
る
）
と
呼
ば
れ
る
親
鸞
独
自
の
仏
土
理
解
で
あ
り
、
善
導
の
唯
報
説
に
則
っ
た
説
示
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
そ
れ
で
は
何
故
、
一
見
、
通
報
化
説
と
も
誤
解
さ
れ
る
よ
う
な
報
中
の
「
化
土
」
が
あ
る
と
い
う
表
現
を
敢
え
て

用
い
る
に
至
っ
た
の
か
、
そ
し
て
そ
の
報
中
垂
化
説
は
ど
の
よ
う
に
展
開
し
、
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
。

本
章
で
は
上
記
の
よ
う
な
関
心
に
基
づ
き
、
親
鸞
独
自
の
仏
土
観
と
呼
ば
れ
る
報
中
垂
化
説
が
い
か
に
形
成
さ
れ
、

展
開
し
て
い
く
か
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
第
一
節
で
は
、
『
教
行
信
証
』
に
示
さ
れ
る
報
中
垂
化
説
は
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い
か
な
る
影
響
で
成
立
し
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
（
一
期
）
。
第
二
節
で
は
『
教
行
信
証
』
成
立
以
降
に
成
立
し

た
親
鸞
書
物
を
検
討
し
、
『
教
行
信
証
』
と
の
表
現
の
相
違
に
つ
い
て
考
察
す
る
（
二
期
）
。
第
三
節
で
は
、
第
二
章

で
取
り
扱
っ
た
親
鸞
書
物
と
同
時
期
に
著
さ
れ
た
良
忠
『
観
経
疏
聞
書
』
に
お
け
る
仏
土
観
を
検
討
し
、
当
時
の
東
国

で
は
い
か
な
る
阿
弥
陀
仏
土
理
解
が
な
さ
れ
て
い
た
の
か
論
じ
る
（
二
期
Ａ
）
。
そ
し
て
第
四
節
で
は
そ
れ
ら
を
承
け

た
親
鸞
門
弟
た
ち
が
い
か
な
る
阿
弥
陀
仏
土
理
解
を
有
し
て
い
た
か
を
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
の
考
察
を
通
し
て
、
親
鸞

の
報
化
二
土
理
解
が
い
か
な
る
状
況
で
形
成
さ
れ
、
そ
の
後
、
い
か
な
る
影
響
を
承
け
て
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、

そ
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

ਸ਼
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親
鸞
の
阿
弥
陀
仏
土
観
の
特
徴
と
し
て
報
中
垂
化
説
が
あ
る
。
こ
れ
は
『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
、
親
鸞
著
作
中
に
お
い
て
比
較
的
に
早
い
段
階
で
主
張
さ
れ
て
い
た
教
説
で
あ
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
は
『
大

経
』
胎
化
段
、
源
信
『
往
生
要
集
』
所
引
の
懐
感
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
（
以
下
、
『
群
疑
論
』
）
な
ど
、
三
経
七
祖
か
ら

親
鸞
に
至
る
ま
で
の
浄
土
教
の
相
承
の
中
で
、
報
中
垂
化
説
を
含
む
親
鸞
の
阿
弥
陀
仏
土
観
が
形
成
さ
れ
て
き
た
と
す
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る
論
考
が
大
勢
を
占
め
る
。
確
か
に
、
親
鸞
の
報
中
垂
化
説
の
形
成
に
は
『
大
経
』
を
中
心
と
し
た
七
祖
教
学
の
相
承

が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
、
『
教
行
信
証
』
「
化
身
土
巻
」
が
明
示
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

親
鸞
と
同
じ
く
『
大
経
』
等
の
「
浄
土
三
部
経
」
に
依
拠
し
、
比
叡
山
に
登
り
天
台
教
学
を
学
び
、
ま
た
は
懐
感
を
浄

土
五
祖
と
し
て
位
置
付
け
る
他
の
法
然
門
流
た
ち
に
は
、
こ
の
よ
う
な
説
示
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
勿
論
、
他
の
法

然
門
流
た
ち
に
も
報
化
二
土
を
認
め
る
よ
う
な
説
示
は
あ
る
も
の
の
、
後
述
す
る
よ
う
に
所
生
の
土
に
つ
い
て
報
土
と

化
土
を
分
け
、
実
際
に
凡
夫
が
「
化
土
」
に
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
は
な
い
。
親
鸞
が
い
か

に
し
て
こ
の
よ
う
な
独
自
の
阿
弥
陀
仏
土
観
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
の
か
を
解
明
す
る
た
め
の
視
座
と
し
て
、
従
来
指

摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
同
時
代
的
な
浄
土
信
仰
と
の
比
較
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
本
節
で
は
南
都
浄
土
教
、
と
り
わ
け
法
相
系
の
浄
土
信
仰
と
の
比
較
を
試
み
て
、
『
教
行
信
証
』
執
筆
時
に

お
け
る
親
鸞
の
化
土
観
形
成
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

ਸ਼

ඨ


∹
प
उ
ऐ
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ज
भ



報
中
垂
化
論
に
つ
い
て
検
討
す
る
前
に
、
ま
ず
親
鸞
『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
仏
土
の
定
義
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

「
化
身
土
巻
」
で
は
、
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謹
顕

化
身
土

者
、
仏
者
如
『
无
量
寿
仏
観
経
』
説

、
真
身
観
仏
是
也
。
土
者
『
観
経
』
浄
土
是
也
。
復
如
『
菩
薩

デ

サ

ヲ

バ

ハ

シ

ノ

ノ

ハ

シ

処
胎
経
』等
説

、
即

オ
コ
タ
ル
懈

ア
ナ
ド
ル

慢
界
是
也
。
亦
如
『
大
无
量
寿
経
』説

、
即
疑
城
胎
宮
是
也
。

ノ

ノ

シ

ノ

ノ

ジ
ヤ
ウ

（
『
聖
典
全
書
』
二
・
一
八
三
頁
）

と
述
べ
、
阿
弥
陀
仏
土
の
中
、
化
土
と
は
『
観
経
』
定
善
所
説
の
浄
土
や
三
福
九
品
の
行
業
に
対
応
す
る
果
報
と
し
て

の
浄
土
、
ま
た
『
大
経
』
所
説
の
疑
城
・
胎
宮
、
『
菩
薩
処
胎
経
』
所
説
の
懈
慢
界
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。

親
鸞
の
上
で
は
、
こ
れ
ら
の
土
は
す
べ
て
化
土
で
は
あ
る
が
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
だ
と

し
て
、
「
真
仏
土
巻
」
真
仮
対
弁
に
、

然
就

願
海

、
有

真
有

仮
カ
リ
ナ
リ。
是
以
復
就

仏
土

有

真
有

仮
。
由

選
択
本
願
之
正
因

、
成

就
真
仏
土

言

ル
ニ
ツ
イ
テ

ニ

リ

リ

ヲ

テ

テ

ニ

リ

リ

テ

ニ

セ
リ

ヲ

真
仏

者
、『
大
経
』
言
「
无
辺
光
仏
・
无
礙
光
仏
」
、
又
言
「
諸
仏
中
之
王
也
、
光
明
中
之
極
尊
也
」
。
已上『
論
』
曰

ト

ハ

ニ
ハ

ヘ
リ

ト

ヘ
リ

ト

ニ
ハ

ヘ
ル

「
帰
命
尽
十
方
无
礙
光
如
来
」
也
。
言

真
土

者
、『
大
経
』
言
「
无
量
光
明
土
」
。
或
言
「
諸
智
土
」
。
已上『
論
』
曰

ト

ト

ハ

ニ
ハ

ヘ
リ

ト

ハ

ヘ
リ

ト

ニ
ハ

フ

「
究
竟

如

虚
空

、
広
大

无

辺
キ
ワ際

」
也
。
言

往
生

者
、『
大
経
』
言
「
皆
受
自
然
虚
无
之
身
无
極
之
体
」
。
已上

シ
テ

シ

シ
テ

シ

ト

ト

ハ

ニ
ハ

ヘ
リ

ト

『
論
』
曰
「
如
来
浄
華
衆
正
覚
華
化
生
」
。
又
云
「
同
一
念
仏

无
別
道
故
」
。
已上

又
云
「
難
思
ハ
カ
リ
議
往
生
」
是
也
。
仮

ニ
ハ

ヘ
リ

ト

ハ

ヘ
リ

シ
テ

ノ

ト

ヘ
ル

ト

ケ

之
仏
土
者
、
在

下
応

知
。
既

以
真
仮
皆
是
酬

報
大
悲
願
海

故
知
、
報
仏
土
也

。

ノ

ト

ハ

テ

ニ

シ

ル

デ
ニ

テ

レ

セ
リ

ノ

ニ

ニ

ヌ

ナ
リ
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ

(

『
聖
典
全
書
』
二
、
一
七
九
頁
～
一
八
〇
頁)

と
、
真
実
の
仏
土
も
方
便
の
仏
土
も
弥
陀
の
因
願
に
酬
報
し
た
土
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
文
か
ら
、
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阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
真
仮
の
願
に
酬
い
た
報
土
で
あ
り
、
つ
ま
り
化
土
は
報
土
の
中
に
摂
せ
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
報
中
垂

化
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
当
該
箇
所
で
あ
る
「
真
仏
土
巻
」
末
尾
部
分
は
坂
東
本
に
お
い
て
も
「
信
巻
最
初
の
一
連

(3)

の
順
序
の
筆
跡
」
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
『
教
行
信
証
』
の
中
に
お
い
て
も
最
初
期
の
説
示
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
こ

(4)

と
が
で
き
る
。
ち
な
み
に
、
『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
、
「
化
土
」
「
化
身
土
」
の
語
が
用
い
ら
れ
る
の
は
、
先
掲
の
二

例
と
次
に
引
く
「
真
仏
土
巻
」
の
三
箇
所
の
み
で
あ
る
が
、
こ
の
点
は
後
に
言
及
し
た
い
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
化
土
に
は
ど
の
よ
う
な
者
が
ど
の
よ
う
な
方
法
で
往
生
す
る
の
か
。「
真
仏
土
巻
」
で
は
続
け
て
、

良

化
仏
土
業
、
因
千

シ
ナ
ワ
イ

差
、
土
復
応

タ
ガ
フ
千
差
一

。
是
名

方
便
化
身
・
化
土

（『
聖
典
全
書
』二
・一
八
〇
頁
）

マ
コ
ト
ニ

ノ

ノ

ナ
レ
バ

モ

シ

ナ
ル

ヲ

ク

ト

と
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
化
身
土
へ
往
生
す
る
業
因
、
ま
た
そ
の
土
は
千
差
に
分
か
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
真
実
の
報
土

へ
と
生
ま
れ
る
業
因
を
除
く
全
て
が
「
化
土
」
へ
と
生
ま
れ
る
業
因
と
な
り
得
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
具
体
的
な
例
を

挙
げ
る
な
ら
ば
、
後
期
筆
跡
で
は
あ
る
が
「
信
巻
」
横
超
断
四
流
釈
に
て
真
実
で
は
な
い
教
を
明
か
す
中
で
、
「
ま
た

横
出
有
り
、
即
ち
三
輩
・
九
品
、
定
散
之
教
、
化
土
・
懈
慢
、
迂
回
の
の
善
な
り
」
と
述
べ
、
『
観
経
』
所
説
の
定
散

(5)

二
善
の
教
は
、
迂
回
の
善
で
あ
り
、
化
土
・
懈
慢
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
「
横
出
」
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
前
期
筆
跡
で
あ
る
「
化
身
土
巻
」
観
経
隠
顕
釈
で
は
、

(6)

正
者
五
種
正
行
也
。
助
者
除

名
号

已
外
五
種
是
也
。
雑
行
者
除

正
助

已
外
悉
名

雑
行
。
此
乃
横
出
・
漸
教
、

ノ

ハ

テ

ヲ

ノ

ハ

テ

ヲ

ヲ

ク

ク

ト

レ

チ

定
散
・
三
福
、
三
輩
・
九
品
、
自
力
仮
門
也
。

（『
聖
典
全
書
』
二
・
一
九
七
頁
）
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と
あ
る
よ
う
に
、
読
誦
・
観
察
・
礼
拝
・
称
名
・
讃
歎
供
養
の
五
正
行
以
外
の
行
業
は
全
て
雑
行
で
あ
り
、
こ
の
雑
行

と
は
定
散
二
善
や
三
福
の
こ
と
を
指
し
、
こ
れ
ら
は
自
力
仮
門
の
「
横
出
」
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
併

せ
て
考
え
て
み
る
と
、
定
散
二
善
や
三
福
行
と
い
っ
た
雑
行
が
、
懈
慢
・
九
品
の
化
土
へ
往
生
す
る
自
力
仮
門
の
業
因

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
五
正
行
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

夫
雑
行
雑
修
、
其
言
一
而
其
意
惟
異
。
於

雑
之
言

摂

入
万
行
。
対

五
正
行

有

五
種
雑
行
。
雑
言
、
人
・
天
・

レ

ノ

バ

ニ
シ
テ

ノ

コ
レ

ナ
リ

オ
イ
テ

ニ

ス

ヲ

シ
テ

ニ

リ

ノ

ノ

ハ

菩
薩
等
解
行
、
雑

故
曰

雑
。
自

本
非

往
生
因
種

、
廻
心
回
向
之
善
。
故
曰

浄
土
之
雑
行

也
。
復
就

雑
行

、

ノ

セ
ル
ガ

ニ

ヘ
リ

ト

ヨ
リ

ト

ズ

ノ

ニ

ナ
リ

ニ

フ

ト

テ

ニ

有

専
行

有

専
心

、
復
有

雑
行

有

雑
心
。
専
行
者
専
修

一
善

、
故
曰

専
行
。
専
心
者
専

回
向

故
曰

専

リ

リ

リ

リ

ハ

ラ

ス

ヲ

ニ

フ

ト

ハ

ス
ル
ガ

ヲ

ニ

ヘ
リ

心
。
雑
行
雑
心
者
諸
善
カ
ネ
テ
兼
行
故
曰

雑
行

、
定
散
心
雑

故
曰

雑
心

也
。
亦
就

正
・
助

有

専
修

有

雑

ケ
ン

ル
ガ

ニ

フ

ス
ル
ガ

ニ

フ

ト

テ

ニ

リ

リ

修
。
就

此
雑
修

有

専
心

有

雑
心
。
就

専
修

有

二
種
。
一
者
唯

仏
名

、
二
者
有

五
専
。
就

此
行
業

テ

ノ

ニ

リ

リ

テ

ニ

リ

ニ
ハ

ヲ

ニ
ハ

リ

テ

ノ

ニ

有

専
心

有

雑
心
。
五
専
者
、
一
専
礼
、
二
専
読
、
三
専
観
、
四
専
名
、
五
専
讃
嘆
。
是
名

五
専
修
。
専
修
其
言

リ

リ

ハ

ニ
ハ

ニ
ハ

ニ
ハ

ニ
ハ

ニ
ハ

ナ
リ

ヲ

ク

ノ

ト

ノ

バ

一
而
其
意
惟
異
。
即
是
定
専
修

、
復
散
専
修
也
。
専
心
者
、
専

五
正
行

而
無

二
心

故
曰

専
心
。
即
是
定
専

ニ
シ
テ

ノ

ロ
コ
レ

ナ
リ

レ

ナ
リ

ハ

ラ

ヲ

シ
テ

キ
ガ

ニ

フ

ト

心
、
復
是
散
専
心
也
。
雑
修
者
、
助
正
兼
行

故
曰

雑
修
。
雑
心
者
、
定
散
心
雑

故
曰

雑
心

也
、
応

知
。

ナ
リ

ス
ル
ガ

ニ

フ

ト

ト
ハ

ノ

ス
ル
ガ

ニ

フ

ト

シ

ル

（『
聖
典
全
書
』
二
・
一
九
七
頁
～
一
九
八
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
心
持
ち
に
よ
っ
て
専
修
・
専
心
・
雑
修
・
雑
心
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
修
し
方
が
存
す
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
く
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
「
ま
た
正
行
の
中
の
専
修
専
心
・
専
修
雑
心
・
雑
修
雑
心
は
、
こ
れ
み
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な
辺
地
・
胎
宮
・
懈
慢
界
の
業
因
な
り
」
と
前
文
に
続
い
て
化
土
往
生
の
業
因
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
自
力
仮
門
の

(7)

教
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
教
行
信
証
』
の
上
か
ら
化
土
往
生
の
業
因
を
窺
え
ば
、
『
大
経
』

『
観
経
』
所
説
の
三
福
・
定
散
二
善
を
は
じ
め
と
し
た
雑
行
、
ま
た
五
正
行
で
あ
っ
た
と
し
て
も
自
力
心
が
雑
じ
れ
ば

そ
れ
は
化
土
往
生
の
業
因
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
自
力
心
と
は
仏
智
疑
惑
の
心
で
あ
る
こ
と
も

留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
「
化
身
土
巻
」
要
門
釈
で
は
、
化
土
を
明
か
す
中
で
、

其
胎
生
者
、
所

処
宮
殿
、
或
百
由
旬
、
或
五
百
由
旬
。
各
於

其
中

、
受

諸
快
楽

如

利
天
上
。
亦
皆
自

レ

ノ

ノ
ハ

ノ

ス
ル

ナ
リ

シ
テ

ノ

ニ

コ
ト

ノ

ヲ

シ

ノ

然
。
爾
時
慈
氏
菩
薩
白

仏
言
、
世
尊
、
何
因
何
縁

彼
国
人
タ
ミ民
、
胎
生
・
化
生
。
仏
告

慈
ウ
ヂ
ニ
氏

、
若
有

衆
生

、
以

ナ
リ

ニ

シ
テ

ニ

サ
ク

ノ

ノ

ア
テ
カ

ノ

ノ

ナ
ル
ト

ハ
ク

ニ

シ

テ

テ

疑
惑
心

修

諸
功
徳

、
願

生

彼
国
。
不

了

仏
智
・
不
思
議
智
・
不
可
称
智
・
大
乗
広
智
・
无
等
无
倫
最
上
勝

ヲ

シ
テ

ノ

ヲ

ゼ
ム

ト

ノ

ニ

ズ
シ
テ

ラ

智

、
於

此
諸
智

疑
惑

不

信
。
然
猶
信

罪
福

、ツ
ク
ル修
ナ
ラ
フ
習

善
本

、
願

生

其
国
。
此
諸
衆
生
、
生

彼
宮
殿

、
寿

ヲ

テ

ノ

ニ

シ
テ

ズ

ゼ

モ
ナ
ホ

ジ
テ

ヲ

シ
テ

ヲ

ゼ
ム

ト

ノ

ニ

ノ

ノ

テ

ノ

ニ

チ

五
百
歳
、
常
不

見

仏
、
不

聞

経
法

、
不

見

菩
薩
・
声
聞
聖
衆
。
是
故
彼
国
土
謂

之
胎
生
。
乃至

弥
勒

ベ
シ当

ニ

ズ

ヲ

ズ

ヲ

ズ

ミ

ヲ

ノ

ニ

ノ

ニ
ハ
イ
フ

ヲ

ト

ニ

知
、
彼
化
生
者
智
慧
勝

故
。
其
胎
生
者
皆
无

智
慧

。
乃至

仏
告

弥
勒

、
譬
如

転
輪
聖
王

。
有

七
宝

カ
タ
シ牢

ル

ノ

ノ

ノ
ハ

タ
ル
ガ

ニ

ノ

ノ

ノ
ハ

キ
ナ
リ

ク

ニ

バ

シ

ノ

ラ
ム

ノ

イ
マ
シ
ム

獄
。
種
種
荘
厳
ハ
リ張
マ
フ
ク設
ユ
カ牀

帳

、
懸

諸
ハ
タ
ハ
タ幡
。
若
諸
小
王
子
、
得

罪
於
王

、
輒

内

彼
獄
中

、
繋

以

金
ク
サ
リ

鎖
。

ニ

シ

シ

ジ
ヤ
ウ

ヲ

タ
ラ
ム

ノ

ヲ

シ

ノ

ラ
ム

ヲ

ス
ナ
ワ
チ

レ
テ

ノ

ノ

チ
ニ

ツ
ナ
グ
ニ

テ
セ
ム

サ
反

乃至

仏
告

弥
勒

、
此
諸
衆
生
、
亦
復
如

是
。
以

疑

惑

仏
智

故
生

彼
胎
宮
。
乃至

若
此
衆
生
、
識

其
本
罪

、

ク

ニ

ノ

ノ

マ

タ

シ

ノ

ノ

ス
ル
ヲ

ヲ

ニ

レ
ム

ノ

ニ

シ

ノ

シ
リ
テ

ノ

ノ

ヲ

深
自

ク
ユ
ル悔
セ
ム責

求

離

彼
処
。
乃至

弥
勒
当

知
、
其
有

菩
薩

生

疑
惑

者
、
為

失

大
利

。

ク
ミ
ヅ
カ
ラ
ク
ヱ

ク
シ
テ

メ
ム

コ
ト
ヲ

ノ

ヲ

ニ

ル

レ

テ

ヲ

バ

ス

ス
ト

ヲ

（『
聖
典
全
書
』二
・
一
八
五
頁
）
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と
、
『
大
経
』
「
胎
化
段
」
の
文
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
親
鸞
が
化
土
と
規
定
し
た
胎
宮
へ
生
ま
れ
る
者
と

は
、
阿
弥
陀
仏
の
仏
智
を
疑
惑
し
、
疑
惑
心
を
も
っ
て
諸
善
を
積
み
重
ね
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

換
言
す
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
の
化
土
へ
と
往
生
す
る
よ
う
な
自
力
心
の
行
者
と
は
、
そ
の
ま
ま
阿
弥
陀
仏
の
仏
智
を
疑
惑

し
て
い
る
行
者
で
あ
る
。
親
鸞
に
お
い
て
化
土
へ
と
往
生
す
る
業
因
は
、
定
散
二
善
や
三
福
と
い
っ
た
諸
行
、
ま
た
雑

修
・
雑
心
と
い
っ
た
自
力
心
を
兼
ね
た
念
仏
な
ど
の
正
行
を
修
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
第
十
八
願
の
本
願
他
力

を
疑
惑
し
た
行
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

ち
な
み
に
、
こ
の
よ
う
な
親
鸞
の
立
場
は
、
『
教
行
信
証
』
以
降
の
著
作
に
お
い
て
も
同
様
に
示
さ
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
化
土
往
生
す
る
業
因
に
つ
い
て
、
建
長
七
（
一
二
五
五
）
年
の
真
筆
本
が
現
存
す
る
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』

で
は
、し

か
れ
ば
、
『
无
量

寿
仏
観

経

』
に
は
、
定

善
・
散
善
、
三
福
九
品
の
諸
善
、
あ
る
い
は
自
力
の
称

名

念
仏

む

り
や
う
じ
ゆ
ぶ
ち
く
わ
ん
ぎ
や
う

ぢ
や
う
ぜ
ん

さ
ん

ぷ
く

ぼ
む

し
よ
ぜ
ん

じ

り
き

し
よ
う
み
や
う

を
と
き
て
、
九
品
往
生
を
す
ゝ
め
た
ま
へ
り
。
こ
れ
は
他
力
の
中
に
自
力
を

ム
ネ
ト
ス

宗
致
と
し
た
ま
へ
り
。
こ
の
ゆ
へ
に

た

り
き

じ

り
き

し
ゆ

ち

観

経
往
生
と
ま
ふ
す
は
、
こ
れ
み
な
方
便
化
土
の
往
生
な
り
。
（
『
聖
典
全
書
』
二
、
五
八
五
頁
～
五
八
六
頁
）

く
わ
ん
ぎ
や
う

は
う

く
ゑ

ど

と
あ
る
よ
う
に
、
『
観
経
』
が
顕
説
す
る
九
品
浄
土
や
、
定
散
二
善
等
の
因
行
は
全
て
方
便
化
土
へ
の
往
生
を
勧
め
る

も
の
で
あ
る
と
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
親
鸞
が
東
国
の
門
弟
へ
送
付
し
た
建
長
三
（
一
二
五
一
）
年
閏
九
月
二
十
日
付
の

書
簡
、
い
わ
ゆ
る
「
有
念
無
念
」
の
消
息
に
は
、
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来
迎
は
諸
行

往
生

に
あ
り
、
自
力
の
行

者
な
る
が
ゆ
へ
に
。
臨
終
と
い
ふ
こ
と
は
、
諸
行

往
生

の
人
に
い

ら
い
か
う

し
よ
ぎ
や
う
わ
う
じ
や
う

じ

り
き

ぎ
や
う
じ
や

り
ん
じ
ゆ

し
よ
ぎ
や
う
わ
う
じ
や
う

ひ
と

ふ
べ
し
、
い
ま
だ
真
実
の
信
心
を
え
ざ
る
が
ゆ
へ
な
り
。
…
真
実
信
心
の
行

人
は
、
摂
取
不
捨
の
ゆ
へ
に
、
正

し
ん
じ
ち

し
ん
じ
む

し
ん
じ
ち
し
ん
じ
む

ぎ
や
う
に
ん

せ
ふ
し
ゆ

ふ

し
や

し
や
う

定

聚
の
く
ら
ゐ
に
、
信
心
の
さ
だ
ま
る
と
き
住
す
。
こ
の
ゆ
へ
に
臨
終
を
ま
つ
こ
と
な
し
、
来
迎
を
た
の
む
こ

ぢ
や
う
じ
ゆ

し
ん
じ
む

ぢ
ゆ

り
ん
じ
ゆ

ら
い
か
う

と
な
し
。
信
心
の
さ
だ
ま
る
と
き
に
往
生

は
さ
だ
ま
る
な
り
。
来
迎
の
儀
則
を
ま
た
ず
。
正

念
と
い
ふ
は
、
本

し
ん
じ
む

わ
う
じ
や
う

ら
い
か
う

ぎ

そ
く

し
や
う
ね
む

ほ
ん

弘
誓
願

の
信
楽
さ
だ
ま
る
を
い
ふ
な
り
。
こ
の
信
心
を
う
る
ゆ
へ
に
、
か
な
ら
ず
无
上

涅
槃
に
い
た
る
な
り
。

ぐ

ぜ
い
ぐ
わ
ん

し
ん
げ
う

し
ん
じ
む

む

じ
や
う
ね
ち
は
ん

こ
の
信
を
一
心
と
い
ふ
、
こ
の
一
心
を
金
剛
心
と
い
ふ
、
こ
の
金
剛
心
を
大
菩
提
心
と
い
ふ
な
り
。
こ
れ
す
な
わ

し
ん

ゐ
ち
し
む

ゐ
ち
し
む

こ
む
が
う
し
む

こ
む
が
う
し
む

だ
い

ぼ

だ
い
し
む

ち
他
力
の
中

他
力
な
り
。
ま
た
正

念
と
い
ふ
に
つ
き
て
二

あ
り
。
一

は
定

心
の
行

人
の
正

念
、
二

に
は
散
心

た

り
き

な
か
の

た

り
き

し
や
う
ね
む

ふ
た
つ

ひ
と
つ

ぢ
や
う
し
む

ぎ
や
う
に
ん

し
や
う
ね
む

ふ
た
つ

さ
ん
し
む

の
行

人
の
正

念
あ
る
べ
し
。
こ
の
二

の
正

念
は
、
他
力

中
の
自
力
の
正

念
な
り
。
定

散
の
善
は
、
諸
行

往
生

ぎ
や
う
に
ん

し
や
う
ね
む

ふ
た
つ

し
や
う
ね
む

た

り
き
の
な
か

じ

り
き

し
や
う
ね
む

ぢ
や
う
さ
ん

ぜ
ん

し
よ
ぎ
や
う
わ
う
じ
や
う

の
こ
と
ば
に
お
さ
ま
る
な
り
。
こ
の
善
は
、
他
力
の
中
の
自
力
の
善
な
り
。
こ
の
自
力
の
行

人
は
、
来
迎
を
ま

ぜ
ん

た

り
き

な
か

じ

り
き

ぜ
ん

じ

り
き

ぎ
や
う
に
ん

ら
い
か
う

た
ず
し
て
は
、
胎
生

・
辺
地
・
懈
慢
界
ま
で
も
む
ま
る
べ
か
ら
ず
。
こ
の
ゆ
へ
に
第
十
九
の
誓
願

に
、
「
も
ろ

た
い
し
や
う

へ
ん

ぢ

け

ま
ん
が
い

だ
い
じ
ふ

く

せ
い
ぐ
わ
ん

も
ろ
の
善
を
し
て
浄

土
に
回
向
し
て
往
生

せ
む
と
ね
が
ふ
人
の
臨
終
に
は
、
わ
れ
現
じ
て
む
か
へ
む
」
と
ち
か

ぜ
ん

じ
や
う

ど

ゑ

か
う

わ
う
じ
や
う

り
ん
じ
ゆ

げ
ん

ひ
た
ま
へ
り
。
臨
終
を
ま
つ
と
い
ふ
こ
と
と
、
来
迎
往
生

を
た
の
む
と
い
ふ
こ
と
は
、
こ
の
定

心
・
散
心
の
行

者

り
ん
じ
ゆ

ら
い
か
う
わ
う
じ
や
う

ぢ
や
う
し
む

さ
ん
し
む

ぎ
や
う
じ
や

の
い
ふ
こ
と
な
り
。

(

『
聖
典
全
書
』
二
・
七
六
八
頁
～
七
六
九
頁)

と
来
迎
を
期
し
た
り
、
定
散
心
を
持
っ
た
行
者
は
自
力
で
あ
り
、
来
迎
を
待
た
な
け
れ
ば
胎
生
・
辺
地
・
懈
慢
界
と
い

っ
た
化
土
に
す
ら
生
ま
れ
な
い
と
示
す
。
こ
の
よ
う
に
親
鸞
の
上
で
は
、
化
土
に
生
ま
れ
る
業
因
と
は
、
終
始
一
貫
し
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て
自
力
心
に
よ
る
修
善
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
で
本
書
簡
で
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
で
あ
る
第
十
八
願
の
信
楽

が
定
ま
る
時
、
す
な
わ
ち
他
力
信
心
を
獲
る
こ
と
が
無
上
涅
槃
に
至
る
方
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
自
力
心
の
行
者
が
仏
智
疑
惑
者
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
正
嘉
二
（
一
二
五
八
）
年
に
成
立
し
た
と
さ
れ

る
親
鸞
『
正
像
末
和
讃
』
「
誡
疑
讃
」
に
お
い
て
数
十
種
に
わ
た
っ
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
枚
挙
を
厭
わ
ず
引
用

し
て
み
よ
う
。

(

六
〇)不

了
仏
智
の
し
る
し
に
は

如
来
の
諸
智
を
疑
惑
し
て

ふ

れ
う
ぶ
ち

ち

に
よ
ら
い

し
よ

ち

ぎ

わ
く

罪
福
信
じ
善
本
を

た
の
め
ば
辺
地
に
と
ま
る
な
り

ざ
い
ふ
く
し
ん

ぜ
ん
ぽ
ん

へ
ん

ぢ

(

六
一)仏

智
の
不
思
議
を
う
た
が
ひ
て

自
力
の
称

念
こ
の
む
ゆ
へ

ぶ
ち

ち

ふ

し

ぎ

じ

り
き

し
よ
う
ね
む

辺
地
懈
慢
に
と
ゞ
ま
り
て

仏
恩
報
ず
る
こ
ゝ
ろ
な
し

へ
ん

ぢ

け

ま
ん

ぶ
ち
お
ん
ほ
う

(

六
二)罪

福
信
ず
る
行

者
は

仏
智
の
不
思
議
を
う
た
が
ひ
て

ざ
い
ふ
く
し
ん

ぎ
や
う
じ
や

ぶ
ち

ち

ふ

し

ぎ

疑
城

胎
宮
に
と
ゞ
ま
れ
ば

三
宝
に
は
な
れ
た
て
ま
つ
る

ぎ

じ
や
う
た
い

ぐ

さ
む
ぼ
う
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(

六
三)仏

智
疑
惑
の
つ
み
に
よ
り

懈
慢
辺
地
に
と
ま
る
な
り

ぶ
ち

ち

ぎ

わ
く

け

ま
ん
へん

ぢ

疑
惑
の
つ
み
の
ふ
か
き
ゆ
へ

年
歳
劫
数
を
ふ
る
と
と
く

ぎ

わ
く

ね
ん
さ
い
こ
ふ

し
ゆ

(

六
四)転

輪
皇
の
王
子
の

皇
に
つ
み
を
う
る
ゆ
へに

て
ん

り
ん
わ
う

わ
う

じ

わ
う

金
鎖
を
も
ち
て
つ
な
ぎ
つ
ゝ

牢
獄
に
い
る
が
ご
と
く
な
り

こ
む

さ

ら
う
ご
く

(

六
五)自

力
称

名

の
ひ
と
は
み
な

如
来
の
本
願

信
ぜ
ね
ば

じ

り
き
し
よ
う
み
や
う

に
よ
ら
い

ほ
ん

ぐ
わ
ん
し
ん

う
た
が
ふ
つ
み
の
ふ
か
き
ゆ
へ

七
宝
の
獄
に
ぞ
い
ま
し
む
る

し
ち
ぽ
う

ご
く

(

六
六)信

心
の
ひ
と
に
お
と
ら
じ
と

疑
心
自
力
の
行

者
も

し
ん
じ
む

ぎ

し
む

じ

り
き

ぎ
や
う
じ
や

如
来
大
悲
の
恩
を
し
り

称

名

念
仏
は
げ
む
べ
し

に
よ
ら
い
だ
い

ひ

お
ん

し
よ
う
み
や
う
ね
む
ぶ
ち

(

六
七)自

力
諸
善
の
ひ
と
は
み
な

仏
智
の
不
思
議
を
う
た
が
へば

じ

り
き
し
よ
ぜ
ん

ぶ
ち

ち

ふ

し

ぎ

自
業
自
得
の
道
理
に
て

七
宝
の
獄
に
ぞ
い
り
に
け
る

じ

ご
ふ

じ

と
く

だ
う

り

し
ち
ぽ
う

ご
く
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(

六
八)仏

智
不
思
議
を
う
た
が
ひ
て

善
本
徳
本
た
の
む
ひ
と

ぶ
ち

ち

ふ

し

ぎ

ぜ
ん
ぽ
ん
と
く
ほ
ん

辺
地
懈
慢
に
む
ま
る
れ
ば

大
慈
大
悲
は
え
ざ
り
け
り

へん

ぢ

け

ま
ん

だ
い

じ

だ
い

ひ

(

六
九)本

願

疑
惑
の
行

者
に
は

含
花
未
出

の
ひ
と
も
あ
り

ほ
ん

ぐ
わ
ん

ぎ

わ
く

ぎ
や
う
じ
や

が
む
く
ゑ

み

し
ゆ
ち

ア
ル
ヒ
ハ
ヘ
ン
ヂ
ニ
ム
マ
レ

或
生

辺
地
と
き
ら
ひ
つ
ゝ

ア
ル
ヒ
ハ
ク
タ
イ
ニ
オ
ツ

或
堕
宮
胎
と
す
て
ら
る
ゝ

わ
く
し
や
う
へ
ん

ぢ

わ
く

だ

く

た
い

(

七
〇)如

来
の
諸
智
を
疑
惑
し
て

信
ぜ
ず
な
が
ら
な
を
も
ま
た

に
よ
ら
い

し
よ

ち

ぎ

わ
く

し
ん

罪
福
ふ
か
く
信
ぜ
し
め

善
本
修
習
す
ぐ
れ
た
り

ざ
い
ふ
く

し
ん

ぜ
ん
ぽ
ん
し
ゆ
じ
ふ

(

七
一)仏

智
を
疑
惑
す
る
ゆ
へに

胎
生

の
も
の
は
智
慧
も
な
し

ぶ
ち

ち

ぎ

わ
く

た
い
し
や
う

ち

ゑ

胎
宮
に
か
な
ら
ず
む
ま
る
ゝ
を

牢
獄
に
い
る
と
た
と
へた
り

た
い

ぐ

ら
う
ご
く

(

七
二)七

宝
の
宮
殿
に
む
ま
れ
て
は

五
百

歳
の
と
し
を
へて

し
ち
ぽ
う

く

で
ん

ご

ひ
や
く
さ
い

三
宝
を
見
聞
せ
ざ
る
ゆ
へ

有
情

利
益
は
さ
ら
に
な
し

さ
む
ぼ
う

け
ん
も
ん

う

じ
や
う

り

や
く
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(

七
三)辺

地
七
宝
の
宮
殿
に

五
百

歳
ま
で
い
で
ず
し
て

へん

ぢ

し
ち
ぽ
う

く

で
ん

ご

ひ
や
く
さ
い

み
づ
か
ら
過
咎
を
な
さ
し
め
て

も
ろ
も
ろ
の

モ
ロ
ク
ア
ヤ
ウ
キ
ナ
リ

厄
を
う
く
る
な
り

く
わ

ぐ

や
く

(

七
四)罪

福
ふ
か
く
信
じ
つ
ゝ

善
本
修
習
す
る
ひ
と
は

ざ
い
ふ
く

し
ん

ぜ
ん
ぽ
ん
し
ゆ
じ
ふ

疑
心
の
善
人
な
る
ゆ
へ
に

方
便
化
土
に
と
ま
る
な
り

ぎ

し
む

ぜ
ん
に
ん

は
う
べ
ん

く
ゑ

ど

(

七
五)弥

陀
の
本
願

信
ぜ
ね
ば

疑
惑
を
帯
し
て
む
ま
れ
つ
ゝ

み

だ

ほ
ん

ぐ
わ
ん
し
ん

ぎ

わ
く

た
い

は
な
は
す
な
は
ち
ひ
ら
け
ね
ば

胎
に
処
す
る
に
た
と
へた
り

た
い

し
よ

(

七
六)と

き
に
慈
氏
菩
薩
の

世
尊
に
ま
ふ
し
た
ま
ひ
け
り

じ

し

ぼ

さ
ち

せ

そ
ん

何
因
何
縁
い
か
な
れ
ば

胎
生

・化
生

と
な
づ
け
た
る

が

い
ん

が

ゑ
ん

た
い
し
や
う

く
ゑ
し
や
う

(

七
七)如

来
慈
氏
に
の
た
ま
は
く

疑
惑
の
心
を
も
ち
な
が
ら

に
よ
ら
い

じ

し

ぎ

わ
く

し
む

善
本
修
す
る
を
た
の
み
に
て

胎
生

辺
地
に
と
ゞ
ま
れ
り

ぜ
ん
ぽ
ん
し
ゆ

た
い
し
や
う
へん

ぢ
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(

七
八)仏

智
疑
惑
の
つ
み
ゆ
へに

五
百

歳
ま
で
牢
獄
に

ぶ
ち

ち

ぎ

わ
く

ご

ひ
や
く
さ
い

ら
う
ご
く

か
た
く
い
ま
し
め
お
は
し
ま
す

こ
れ
を
胎
生

と
と
き
た
ま
ふ

た
い
し
や
う

(

七
九)仏

智
不
思
議
を
う
た
が
ひ
て

罪
福
信
ず
る
有
情

は

ぶ
ち
ち

ふ

し

ぎ

ざ
い
ふ
く
し
ん

う

じ
や
う

宮
殿
に
か
な
ら
ず
む
ま
る
れ
ば

胎
生

の
も
の
と
と
き
た
ま
ふ

く

で
ん

た
い
し
や
う

(

八
〇)自

力
の
心
を
む
ね
と
し
て

不
思
議
の
仏
智
を
た
の
ま
ね
ば

じ

り
き

し
む

ふ

し

ぎ

ぶ
ち

ち

胎
宮
に
む
ま
れ
て
五
百

歳

三
宝
の
慈
悲
に
は
な
れ
た
り

た
い

ぐ

ご

ひ
や
く
さ
い

さ
む
ぼ
う

じ

ひ

(

八
一)仏

智
の
不
思
議
を
疑
惑
し
て

罪
福
信
じ
善
本
を

ぶ
ち

ち

ふ

し

ぎ

ぎ

わ
く

ざ
い
ふ
く
し
ん

ぜ
ん
ぽ
ん

修
し
て
浄

土
を
ね
が
ふ
を
ば

胎
生

と
い
ふ
と
と
き
た
ま
ふ

し
ゆ

じ
や
う

ど

た
い
し
や
う

(

八
二)仏

智
う
た
が
ふ
つ
み
ふ
か
し

こ
の
心
お
も
ひ
し
る
な
ら
ば

ぶ
ち

ち

し
む

く
ゆ
る
こ
ゝ
ろ
を
む
ね
と
し
て

仏
智
の
不
思
議
を
た
の
む
べ
し

ぶ
ち

ち

ふ

し

ぎ
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已
上
二
十
三
首
、
仏
不
思
議
の
弥
陀
の
御
ち
か
ひ
を
う
た
が
ふ
つ
み
と
が
を
し
ら
せ
ん
と
あ
ら
は
せ
る
な
り
。

し
ゆ

ぶ
ち

ふ

し

ぎ

み

だ

お
ん

（『
聖
典
全
書
』二
・
四
九
九
頁
～
五
一
〇
頁
）

こ
れ
ら
「
誡
疑
讃
」
の
説
示
を
総
合
す
る
と
、
「
胎
化
段
」
に
示
さ
れ
る
仏
智
疑
惑
と
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
疑
惑
の
こ

と
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
自
力
の
称
名
や
諸
行
は
弥
陀
本
願
を
疑
惑
し
た
行
為
と
な
る
。
そ
し
て
本
願
疑
惑
の
行
者
は

そ
の
罪
が
深
い
た
め
に
化
土
に
往
生
し
て
五
百
歳
の
間
、
報
土
へ
至
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
、
親
鸞
は
説
い
て
い

る
。以

上
の
よ
う
に
親
鸞
は
『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
、
『
観
経
』
は
方
便
の
教
が
顕
説
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
示
さ
れ
る

土
は
方
便
化
土
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
報
中
垂
化
説
す
な
わ
ち
、
報
土
中
に
摂
せ
ら
れ
た
土
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し

て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
土
は
弥
陀
の
本
願
を
疑
惑
し
て
い
る
自
力
の
行
者
が
生
ま
れ
る
べ
き
仏
土
で
あ
る
こ
と
も
示
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
本
願
疑
惑
の
者
で
あ
る
自
力
行
者
所
生
の
国
土
が
弥
陀
化
土
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

建
長
期
に
お
け
る
文
献
や
消
息
、
更
に
『
正
像
末
和
讃
』「
誡
疑
讃
」
と
の
関
連
も
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
化
土
へ
の
修
因
感
果
の
過
程
に
つ
い
て
は
親
鸞
思
想
の
中
で
あ
る
程
度
一
貫
し
た
思
想
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
。
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次
に
、
こ
の
よ
う
な
親
鸞
の
報
中
垂
化
説
に
対
し
て
先
行
研
究
で
は
ど
の
よ
う
な
見
解
が
な
さ
れ
て
い
る
か
一
瞥

す
る
。
村
上
速
水
は
、
こ
の
よ
う
な
報
中
垂
化
説
は
「
決
し
て
親
鸞
の
独
断
や
創
説
で
は
な
く
、
経
論
師
釈
を
一
貫

す
る
浄
土
門
の
伝
統
で
あ
る
」
と
、
浄
土
教
相
承
の
中
で
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
、
そ
の
証
文
と
し
て
以

(8)

下
の
相
承
関
係
を
示
す
。
ま
ず
『
大
経
』
「
胎
化
段
」
に
、

爾
時
慈
氏
菩
薩
白

仏
言
、
世
尊
、
何
因
何
縁

彼
国
人
民
、
胎
生
・
化
生
。
仏
告

慈
氏

、
若
有

衆
生

、
以

疑

ノ

シ
テ

ニ

ク

ノ

ノ

ア
リ
テ
カ

ノ

ノ

ナ
ル
ト

ゲ
タ
マ
ハ
ク

ニ

シ

リ
テ

テ

惑
心

修

諸
功
徳

願

生

彼
国
。
不

了

仏
智
・
不
思
議
智
・
不
可
称
智
・
大
乗
広
智
・
無
等
無
倫
最
上
勝
智

、

ノ

ヲ

シ
テ

ノ

ヲ

ゼ
ム

ゼ
ム
ト

ノ

ニ

シ
テ
サ
ト
ラ

ヲ

於

此
諸
智

疑
惑
不

信
。
然
猶
信

罪
福

修

善
本

、
願

生

其
国
。
此
諸
衆
生
、
生

彼
宮
殿

寿
五
百
歳
、

テ

ノ

ニ

シ
テ

ゼ

ル
ニ

ジ

ヲ

ヲ

ズ

ゼ
ム
ト

ノ

ニ

ノ

ノ

ジ
テ

ノ

ニ

常
不

見

仏
、
不

聞

経
法

、
不

見

菩
薩
・
声
聞
聖
衆
。
是
故
於

彼
国
土

謂

之
胎
国
。
若
有

衆
生

、

ニ

タ
テ
マ
ツ
ラ

ヲ

カ

ヲ

ノ

ヲ

ノ

ニ

テ

ノ

ニ

フ

ヲ

ニ

シ

リ
テ

明

信

仏
智
乃
至
勝
智

、
作

諸
功
徳

信
心
廻
向

、
此
諸
衆
生
、
於

七
宝
華
中

自
然
化
生
…

カ
ニ

ジ

ヲ

シ
テ

ノ

ヲ

ス
レ
バ

ノ

ノ

リ

ノ

ノ

ニ

シ

（『
聖
典
全
書
』一
・六
六
頁
）

と
、
仏
智
疑
惑
の
者
は
阿
弥
陀
仏
土
に
胎
生
・
化
生
す
る
と
説
か
れ
て
あ
り
、
龍
樹
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
「
易
行
品
」

は
こ
れ
を
承
け
て
、

若
人
種

善
根

疑
則
華
不

開

信
心
清
浄
者

華
開

則
見

仏
。

（『
聖
典
全
書
』一
・四
一
六
頁
）

シ

ウ
ル
モ

ヲ

ヘ
バ

チ

ケ

ナ
レ
バ

ケ
テ

チ

タ
テ
マ
ツ
ル

ヲ
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と
、
信
心
清
浄
か
否
か
で
浄
土
の
所
生
が
異
な
る
こ
と
が
説
か
れ
、
さ
ら
に
曇
鸞
『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
註
』

「
八
番
問
答
」
で
は
、

又
如
『
観
无
量
寿
経
』
有

九
品
往
生
。「
下
下
品
生
者
、
或
有

衆
生

、
作

不
善
業
五
逆
・
十
悪

、
具

諸
不
善
。

キ
ハ

ノ

リ

ノ

ノ

ト

イ
ハ

リ
テ

リ

タ
ル

ヲ

セ
ム

ノ

ヲ

如

此

愚
人
、
以

悪
業

故
応

堕

悪
道

逕

歴

多
劫

受

苦
无

窮
。
如

此
愚
人
、
臨

命
終
時

、
遇

善
知

キ

ク
ノ

テ
ノ

ヲ

ニ

シ

シ
テ

ニ

シ
テ

ヲ

ク
ル
コ
ト

ヲ

カ
ル

リ

キ

ク
ノ

ミ
テ

ノ

ニ

ハ
ム

識
、
種
種
安
慰

、
為
説

妙
法

教
令

念
仏

。
彼
人
苦
逼

不

遑

念
仏

。
善
友
告

言
、
汝
不

能

念

者

ニ

シ
テ

ニ

キ

ヲ

ヘテ

ム
ル
ニ

セ

ノ

ニ

メ
ラ
レ
テ

イ
ト
マ
ア
ラ

ス
ル
ニ

ゲ
テ

ク

ハ

ハ

ズ
ル
コ
ト

応

称

无
量
寿
仏
。
如

是

至

心
令

声

不

絶
、
具

足

十
念

称

南
无
无
量
寿
仏
。
称

仏
名

故
、
於

念

シ
ト

ス

ト

ク

ク
ノ

シ
テ

ヲ

メ
テ

ヲ
シ
テ

ラ

エ

シ
テ

ヲ

セ
ム

ト

ス
ル
ガ

ノ

ヲ

ニ

テ

念
中

除

八
十
億
劫
生
死
之
罪

、
命
終
之
後
見

金
蓮
花
猶
如

日
輪

住

其
人
前

、
如

一
項

即
得

往

ノ

ニ

キ

ノ

ヲ

ニ

ノ

ク
シ
テ

ノ

ス
ル
ヲ

ノ

ノ

ニ

ク
ニ

ア
ヒ
ダ
ノ

チ

ム

生

極
楽
世
界
。
於

蓮
花
中

満

十
二
大
劫

、
蓮
華
方
開
。
シ当

以

此
償

五
逆
罪

也

（『
聖
典
全
書
』
一
・
四
八
二
頁
）

ス
ル
コ
ト
ヲ

ニ

テ

ノ

ニ

テ
テ

ヲ

ニ

ケ
ム

ニ

テ

ヲ
ツ
グ
ノ
フ

ノ

ヲ

と
、
弥
陀
浄
土
中
に
は
罪
を
償
う
場
所
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
さ
ら
に
道
綽
『
安
楽
集
』
で
は
、

問

曰
、
弥
陀
浄
国
既
云

位
該

上
下

、
无

問

凡
聖

皆
通

往

者
、
未

知
、
唯
修

无
相

得

生
、

為
当
凡

ヒ
テ

ク

ノ

ニ

ハ
バ

ネ

ヲ

ク

フ
コ
ト

ヲ

ジ
テ

ク
ト

ダ

ラ

シ
テ

ヲ

ヤ

ズ
ル
コ
ト
ヲ

ハ

タ

夫
有
相
亦
得

生

也
。
答
曰
、
凡
夫
智
浅

多
依

相
求
、
決

得

往
生
。
然
以

相
善
力
微

、
但
生

相
土

唯

ノ

モ

ズ
ル
コ
ト
ヲ

ヘ
テ

ク

ハ

ク
シ
テ

ク

リ
テ
ニ

ム
ル
ニ

シ
テ

ヲ

ル
ニ

テ

ハ

ナ
ル
ヲ

ジ
テ

ニ

覩

報
化
仏

也
。

（『
聖
典
全
書
』
一
・五
八
三
頁
）

ル

ノ

ヲ

と
、
弥
陀
浄
土
の
往
生
者
に
は
二
種
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
た
上
で
、

・
故
知

浄
土
該

通

相
土

、
往
生

不

謬
。
若
知

无
相
離
念
為

体
、
而
縁
中

往

者
、
多
応

上
輩
生

也
。

ニ

リ
ヌ

ハ

セ
リ

ニ

ス
ル
コ
ト

ラ

シ

リ
テ

ヲ

ス
ト

ト

モ

ノ

ニ

ク
コ
ト
ヲ

ハ

ク
ハ
シ

ノ

ナ
ル
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（『
聖
典
全
書
』一
・
五
八
五
頁
）

・自
有

中
・下
之
輩
。

レ
ド
モ

未

能

破

相
、
要
依

信
仏
因

求

生

浄
土
。
雖

至

彼
国

、
還

居

相
土
。

ラ

リ

ダ

ハ

ス
ル
コ
ト

ヲ

ズ

リ
テ

ノ

ム

ゼ
ム
ト

ニ

モ

ル
ト

ノ

ニ

リ
テ

ス

ニ

（『
聖
典
全
書
』一
・五
九
三
頁
）

・故
知

彼
国
雖

是
浄
土

、
然
体
通

上
下
。
知

相
无
相

シ当

生

上
位
。
凡
夫
火
宅

一
向
乗

相
往
生
也
。

ニ

リ
ヌ

ノ

ハ

モ

ナ
リ
ト

モ

ズ

ニ

ル
ハ

ヲ

ニ

ズ

ニ

ハ

ニ
シ
テ

ニ

ジ
テ

ニ

ス
ル

（『
聖
典
全
書
』一
・六
三
三
頁
）

等
と
述
べ
る
よ
う
に
、
浄
土
に
は
相
土
・
無
相
土
の
二
種
が
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

こ
れ
を
承
け
た
善
導
は
、
「
玄
義
分
」
に
て
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
を
「
是
報
非
化
」
と
楷
定
し
つ
つ
も
、
例
え
ば
「
定

善
義
」
に
て
、

四
明

修

因
正
念
、
不

得

雑

疑
。
雖

得

往
生

、
含

華
未

出
。
或
生

辺
界

、
或
堕

宮
胎
。

ニ
ハ

ス

ス
ル
コ
ト

ヲ

ニ
シ
テ

レ
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ

フ
ル
コ
ト
ヲ

ヲ

モ

ト

ヲ

マ
レ
テ

ニ

ダ

デ

イ
ハ

ジ

ニ

イ
ハ

ス

ニ

（『
聖
典
全
書
』一
・七
三
一
頁
）

と
い
っ
た
り
、
「
散
善
義
」
に
、

若
造

、
還

摂

得

生

。
雖

得

生

彼
、
華
合

逕

於
多
劫
。
此
等
罪
人
在

華
内

時
、
有

三
種
障
。
一
者

シ

ラ
バ

リ
テ

シ
テ

シ
メ
ム

ズ
ル
コ
ト
ヲ

モ

ト

ズ
ル
コ
ト
ヲ

ニ

シ
テ

ヲ

ノ

ル

ノ

ニ

リ

ノ

ニ

不

得

見

仏
及
諸
聖
衆
。
二
者
不

得

聴

聞

正
法
。
三
者
不

得

歴
事
供
養

。

ル
コ
ト
ヲ

ビ

ノ

ヲ

ニ

ス
ル
コ
ト
ヲ

ヲ

ニ

ス
ル
コ
ト
ヲ

（『
聖
典
全
書
』一
・七
三
一
頁
）

と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
浄
土
に
「
辺
界
」
や
「
宮
胎
」
、
「
華
合
」
の
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
さ
ら
に
、
源
信
『
往
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生
要
集
』
に
至
る
と
明
確
に
「
報
土
」
「
化
土
」
の
言
葉
を
用
い
て
お
り
、

問
。『
菩
薩
処
胎
経
』
第
二
説

、「
西
方
去

此
閻
浮
提

十
二
億
那
由

ア
ン
テ

他

有

懈
慢
界
。
国
ノ土
快
楽
。

ル
作

倡
妓
楽

、

フ

ノ

ニ

カ
ク

ニ

レ
ル
コ
ト

ノ

ヲ

シ
テ

リ

ナ
リ

リ

ヲ

衣
被
・
服
飾
・
香
花
荘
厳
。
七
宝
転
ス
ル
ケ
リ

開

ヲ牀
。
挙

目
東
視
、
宝
牀
随

メ
グ
ル
転
。
北
視
西
視
南
視

亦
如

是

転
。
前
後
ス発

セ
リ

ノ

ア
リ

ゲ
テ

ヲ

ヲ

レ
バ

ヒ
テ

ズ

ヲ

ヲ

ヲ

ル
ニ
モ

ク

ク
ノ

ズ

ニ

セ
ル

意
衆
生
欲

生

阿
弥
陀
仏
国

者
、
皆
深
著

懈
慢
国
土

、
不

能

前
進

生

阿
弥
陀
国
。
億
千
万
衆
、
時
有

一

ヲ

ノ

ス
ル

レ
ム
ト

ニ

ク

シ
テ

ニ

ハ

シ
テ

ル
ル
コ
ト

ニ

ノ

ニ

リ
テ

人

能
ル
ト
生

阿
弥
陀
仏
国
。
」已上

以

此
『
経
』
准
、
難

可

得

生
。

答
。『
群
疑
論
』、
引

善
導
和
尚
前
文

釈

此

ク

ズ
ト

ノ

ニ

テ

ノ

ヲ

ズ
ル
ニ

シ

キ
コ
ト

ズ
ル
コ
ト
ヲ

フ

ニ

キ
テ

ノ

ノ

ヲ

セ
リ

ノ

難
。
又
自
助
成

云
、「
此
『
経
』
下
文
、
何
以

故
。
皆
イ
ヘリ

由

懈
慢

執
心
不

牢
固
。コ

ヽ
ニ
是

知

雑
修
之
者
為

執
心
不
牢

ヲ

ラ

シ
テ

ク

ノ

ノ

ノ

ニ

ヲ

テ
ノ

ニ

ル
ナ
リ
ト

ニ
シ
テ

ル
ニ

ナ
ラ

ヲ
モ
テ

リ
ヌ

ヲ

ル
ナ
リ

之
人
。
故
マ
ル生

懈
慢
国

也
。
若
不

雑
修

専

モ
ノ
ハ

行

此
業

、
此
即
執
心
牢
固
、
定

生

極
楽
国
。
乃至

又
報
浄
土

ト

ニ

ズ

ニ

シ

シ
テ

セ

ニ
シ
テ

ズ
ル
ハ

ノ

ヲ

チ

ナ
ル
ナ
リ

メ
テ

ル

ニ

ノ

ニ

生
者
極
少
。
化
浄
土
中
生
者
不

少

。
故
経
別
説
。
実
不

相
違

也
。
」已上

ル
ル

ハ

テ

シ

ノ

ノ

ニ

ル
ル

カ
ラ

ニ

ニ

ニ

ケ
リ

ニ
ハ

ト

セ（『
聖
典
全
書
』
一
・
一
二
一
二
頁
～
一
二
一
三
頁
）

と
、
『
菩
薩
処
胎
経
』
お
よ
び
『
群
疑
論
』
を
依
用
し
つ
つ
、
弥
陀
浄
土
に
報
化
二
土
が
分
か
れ
る
理
由
に
つ
い
て
明

ら
か
に
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
法
然
も
『
和
語
灯
録
』（
元
亨
版
）
巻
五
「
諸
人
伝
説
の
詞
」
に
て
、
「
本
願
の
念
仏
に
は
、
ひ
と
り
だ
ち

を
せ
さ
せ
て
助
を
さ
ゝ
ぬ
也
。
助
さ
す
程
の
人
は
、
極
楽
の
辺
地
に
む
ま
る
。
」
と
い
っ
た
り
、『
拾
遺
和
語
灯
録
』（
元

(9)

亨
版
）
巻
下
「
東
大
寺
十
問
答
」
の
第
二
に
て
、
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ゆ
め
ゆ
め
雑
行
本
願
と
い
ふ
物
は
、
仏
の
五
智
を
う
た
が
ひ
て
辺
地
に
と
ゞ
ま
る
也
。
見
仏
聞
法
の
利
益
に
し
ば
し
ば

も
る
ゝ
物
也
。

（『
聖
典
全
書
』
六
・
六
五
五
頁
）

と
す
る
説
示
か
ら
化
土
理
解
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
伝
統
を
承
け
て
、
親
鸞
は
報
中
垂
化
説
を
己

証
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
と
村
上
は
論
じ
て
い
る
。
こ
の
相
承
関
係
及
び
発
揮
に
つ
い
て
は
特
に
異
論
は
な
く
、
大

原
性
実
も
、
「
報
中
垂
仮
の
思
想
は
、
仏
教
の
化
土
思
想
中
他
に
そ
の
例
を
見
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
全
く
宗
祖
独
自

の
己
証
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
て
同
様
の
相
承
関
係
を
挙
げ
、
浅
井
成
海
も
同
じ
く
浄
土
門

(10)

の
伝
統
に
よ
り
親
鸞
報
中
垂
化
説
は
形
成
さ
れ
た
と
し
、
こ
の
よ
う
な
親
鸞
に
よ
る
化
土
の
設
定
は
、「
疑
を
誡
め
る
」

(11)

為
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
伊
東
順
浩
は
上
記
の
相
承
に
加
え
て
、
親
鸞
の
報
中
垂
化
説
の
形
成
に
は
隆
寛
の
仏
土
を
報
土
と
辺
地
に

分
け
る
思
想
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
隆
寛
の
『
極
楽
浄
土
宗
義
』
に
は
、

(12)

『
大
経
』
中
疑
心
願
生
者
所
住
宮
殿
、『
観
経
』
中
九
品
行
者
所
生
蓮
胎
、
倶
是
願
力
所
変
辺
地
也
。
於

此
処

者

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ニ

ノ

ノ

ノ

ニ

ノ

ハ

可
レ

摂

報
土

。
以

智
願
力

所

荘
厳

故
、
又
是
本
願
所
成
国
土
辺
地
故
。
（
『
日
蔵
』
九
〇
・
一
九
八
頁
下
）

ニ

ノ

ヲ

ガ

ス
ル

ニ

ノ

ノ

ガ

ニ

と
あ
り
、
ま
た
『
自
力
他
力
事
』
に
は
、

ま
さ
し
き
本
願
の
土
に
は
ま
い
ら
ず
、
わ
づ
か
に
そ
の
ほ
と
り
へ
ま
い
り
て
、
そ
の
と
こ
ろ
に
て
本
願
に
そ
む
き
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た
る
つ
み
を
つ
ぐ
ひ
て
の
ち
に
、
ま
さ
し
き
極
楽
に
は
生
ず
る
な
り
。

（
『
聖
典
全
書
』
二
・
一
一
〇
七
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
隆
寛
は
報
土
の
中
に
さ
ら
に
報
土
と
辺
地
を
分
け
て
お
り
、
親
鸞
の
報
中
垂
化
説
に
近
似
し
た
説
示
を

み
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
先
行
研
究
で
は
、
親
鸞
の
化
土
観
は
、
『
大
経
』
や
『
群
疑
論
』
、
『
往
生
要
集
』
ま
た
は
隆
寛
と
い
っ

た
浄
土
教
相
承
の
流
れ
の
中
で
自
ず
と
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
筆
者
も
こ
れ
ら
先
学
の
指

摘
に
異
論
は
な
い
。
た
だ
、
「
浄
土
教
の
相
承
」
の
み
が
親
鸞
の
化
土
観
の
形
成
に
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
れ
ば
、
親

鸞
と
同
様
に
「
浄
土
教
の
相
承
」
を
経
る
他
の
法
然
門
流
た
ち
に
も
同
じ
よ
う
な
化
土
に
関
す
る
説
示
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
親
鸞
と
同
じ
よ
う
に
比
叡
山
で
研
鑽
を
重
ね
、
法
然
門
流
に
至
り
、『
大
経
』

を
「
浄
土
三
部
経
」
の
一
つ
と
し
て
重
視
し
、
師
で
あ
る
法
然
が
『
群
疑
論
』
の
著
者
で
あ
る
懐
感
を
浄
土
五
祖
と
位

置
づ
け
て
い
な
が
ら
も
、
弁
長
、
証
空
、
隆
寛
、
長
西
と
い
っ
た
浄
土
異
流
は
、
親
鸞
と
は
異
な
り
、
善
導
「
是
報
非

化
」
に
則
り
、
事
実
的
に
は
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
の
中
に
「
化
土
」
の
存
在
を
認
め
て
い
な
い
こ
と
に
疑
問
が
残
る
。
項

を
変
え
て
具
体
的
に
論
じ
て
い
き
た
い
。

ਸ਼
ਕ
ඨ

১
ே


प
उ
ऐ
ॊ


ሢ
บ
ଅ
௴
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そ
れ
で
は
以
下
に
、
上
述
し
た
浄
土
異
流
の
仏
土
観
を
そ
れ
ぞ
れ
瞥
見
し
、
そ
の
説
示
か
ら
阿
弥
陀
仏
土
に
化
土
が

設
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

␟

␠
႟
ਧ
ଝ
ఉ
শ

弁
長
や
良
忠
を
は
じ
め
と
し
た
鎮
西
義
で
は
、
念
仏
の
機
も
諸
行
の
機
も
修
因
の
違
い
は
あ
る
が
報
土
へ
生
ま
れ
る

と
し
、
弥
陀
の
仏
土
に
つ
い
て
は
善
導
の
「
是
報
非
化
」
に
則
り
、
唯
報
と
の
見
解
を
示
す
。
た
だ
し
、
良
忠
に
つ
い

て
は
『
教
行
信
証
』
成
立
後
、
本
格
的
な
教
化
活
動
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
が
、
親
鸞
の
化
土
観
を
窺
う
上
で
非
常
に

示
唆
に
富
む
説
示
を
残
し
て
い
る
た
め
、
後
に
詳
述
し
た
い
。

ま
ず
弁
長
の
『
浄
土
宗
要
集
』
（
西
宗
要
）
で
は
、

弥
陀
浄
土
為

報
身
・
報
土
也

、
ハ
タ
化
身
・
化
土
也
可

云
乎
。
答
。
極
楽
浄
土
体
相
、
教
主
次
第
、
学
者
暗
以
難

ノ

ハ

ン
ヤ

ト

ト

キ
ヤ

ノ

ノ

ニ

テ

シ

測
。
但
善
導
一
師
御
義
、
報
身
・
報
土
也
可

答
申

爾
也
。

（『
浄
全
』
一
〇
・
一
九
七
頁
上
）

リ

シ

ノ

ハ

ト

シ

ヘ

と
、
弥
陀
の
仏
土
に
つ
い
て
は
、
善
導
が
「
是
報
非
化
」
と
判
定
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
報
身
・
報
土
で
あ
る
と
規
定

す
る
、
こ
の
立
場
は
基
本
的
に
門
弟
で
あ
る
良
忠
も
受
け
継
い
で
お
り
、
例
え
ば
良
忠
晩
年
の
著
作
で
あ
る
『
東
宗
要
』

で
も
、九

品
辺
地
倶
可

報
土
摂

耶
。
答
。
然
也
。
於

報
土
中

立

九
品
与

辺
地

也
。
…
於

報
土
内

立

九
品
辺
地

ニ

キ

ノ

ナ
ル

ノ

ニ

ル

ト

ノ

ニ

ル

ヲ

ヲ
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也
。
若
不
然
者
、
唯
報
之
義
、
不

可

成
立
。

（『
浄
全
』
一
一
・
六
四
頁
下
）

ン
バ

ラ

ノ

ス

と
、
『
観
経
』
や
『
大
経
』
に
説
か
れ
る
辺
地
や
九
品
浄
土
は
化
土
で
は
な
く
、
報
土
中
に
摂
め
ら
れ
た
仏
土
で
あ
る

と
説
く
。
す
な
わ
ち
先
の
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
な
ど
で
、
親
鸞
が
明
確
に
化
土
と
規
定
し
、
自
力
称
名
や
諸
行
の

者
が
往
生
し
て
い
く
土
と
す
る
九
品
浄
土
や
辺
地
を
、
良
忠
は
善
導
の
指
南
に
よ
っ
て
報
土
で
あ
る
と
判
定
す
る
。
仏

土
の
構
造
と
し
て
は
、
親
鸞
の
報
中
垂
化
説
に
近
似
す
る
も
の
の
、
や
は
り
善
導
の
「
唯
報
」
の
語
に
基
づ
い
て
阿
弥

陀
仏
土
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
た
め
、
所
生
の
阿
弥
陀
仏
土
に
は
基
本
的
に
化
土
を
設
定
し
な
い
。
こ
こ
に
親
鸞
の
仏

土
観
と
鎮
西
義
と
の
決
定
的
な
違
い
が
あ
る
。

た
だ
し
鎮
西
義
の
化
土
観
を
窺
う
上
で
、
看
過
で
き
な
い
解
釈
が
一
点
存
し
て
い
る
。
弘
長
二
（
一
二
六
二
）
年
に

成
立
し
た
良
忠
『
観
経
疏
略
鈔
』
に
お
け
る
『
安
楽
集
』
の
解
釈
で
あ
る
。
こ
の
中
で
良
忠
は
、

又
『
安
楽
集
』化
浄
土
不

立
事
、『
同
性
経
』
由
可

云
也
。
彼
『
経
』又
土
化
土
合
報
土
説
矣
。
然
報
化
取
出
又
報
化

ニ

ノ

ヲ

ハ

ニ

ト

ニ

ヲ

ニ

ト

ク

ヲ

ヲ

論

歟
得

意
、
強
無

難
歟
。
尚
釈
難

詮
。『
同
性
経
』
二
料
簡
可

有
。『
演
秘
』
化
浄
土
下
穢
土
属
、『
安
楽
集
』
報

ズ
ル

ト

レ
バ

ニ

キ

ヲ

ハ

シ

ジ

ニ

ノ

ル

ハ

ノ

ヲ

ノ

ニ

シ

ハ

土
中
報
化
二
土
摂

歟
覚

也
。

（『
浄
全
』
二
・
四
八
九
頁
上
～
下
）

ノ

ニ

ヲ

ス
ル

ト

タ
ル

と
、
『
安
楽
集
』
に
化
の
浄
土
が
説
か
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
言
及
す
る
中
、
『
大
乗
同
性
経
』
所
説
の
仏
土
に

つ
い
て
、
『
安
楽
集
』
は
報
土
の
中
に
報
化
を
摂
め
て
い
る
と
料
簡
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
解
釈
し
て
い

る
。
『
観
経
疏
略
鈔
』
は
親
鸞
没
年
の
弘
長
二
年
の
成
立
で
あ
り
、
良
忠
は
正
元
二
（
一
二
六
〇
）
年
ご
ろ
ま
で
東
国
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で
教
線
を
張
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
親
鸞
の
報
中
垂
化
説
と
も
何
ら
か
の
関
係
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
も

し
く
は
、
良
忠
が
主
張
す
る
よ
う
に
『
安
楽
集
』
に
報
中
垂
化
の
思
想
が
存
し
て
お
り
、
親
鸞
も
『
安
楽
集
』
に
影
響

を
受
け
報
中
垂
化
を
構
築
す
る
に
至
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
良
忠
が
親
鸞
の
報
中
垂
化
説
に
影
響
を
承
け
た
可
能
性
も

あ
り
得
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
良
忠
は
親
鸞
に
つ
い
て
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
言
及
し
て
お
ら
ず
、
現
時
点
で
は
根

拠
に
乏
し
い
た
め
、
こ
こ
で
良
忠
の
解
釈
を
紹
介
す
る
に
止
め
て
お
く
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
論
じ
て
い
る
『
教
行

信
証
』
執
筆
時
に
お
け
る
影
響
と
い
う
視
野
か
ら
す
れ
ば
、
本
筋
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

␟

␠
ਧ

ଝ

૬

西
山
義
の
流
祖
で
あ
る
証
空
は
、
念
仏
一
類
往
生
を
主
張
し
諸
行
は
不
生
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
説
は
既
に
杉
紫
朗

に
よ
り
「
鎮
西
の
諸
行
報
土
の
説
、
真
宗
の
諸
行
化
土
往
生
の
説
と
異
な
る
」
説
と
指
摘
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ

(13)

の
所
生
の
仏
土
に
関
し
て
は
鎮
西
義
と
同
じ
く
、
「
化
土
」
を
認
め
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
証
空
の
『
玄
義
分
自
筆

抄
』
第
六
「
二
乗
不
生
門
」
の
註
文
に
は
弥
陀
の
仏
土
に
関
す
る
問
答
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
、

今
論
ズ
ル
所
ノ
弥
陀
ノ
浄
国
ハ
、
報
土
カ
化
土
カ
、
是
ハ
行
門
ノ
心
ヲ
以
テ
、
随
機
ノ
故
ニ
不
定
ナ
ル
所
ヲ
問
フ
ナ
リ
。
地

上
ノ
菩
薩
ノ
汝
ガ
為
ニ
ハ
報
身
、
地
前
ノ
為
ニ
ハ
化
身
ナ
ル
故
ナ
リ
。
答
ノ
心
ハ
、
報
ナ
リ
。
化
ノ
相
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
、
弘
願
成

就
ノ
土
ナ
レ
バ
、
一
向
ニ
報
ニ
シ
テ
化
ニ
通
ズ
ル
義
ナ
シ
、
ト
答
フ
ル
ナ
リ
。
是
ニ
、
三
重
ノ
文
証
ア
リ
。
初
ノ
文
ハ
、『
同
性
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経
』
ノ
中
ニ
、
浄
土
ノ
中
ニ
シ
テ
仏
ニ
ナ
ル
ハ
悉
ク
報
身
ナ
リ
、
穢
土
ノ
中
ニ
シ
テ
成
仏
ス
ル
ハ
悉
ク
化
身
ナ
リ
、
ト
定
メ
テ
、

別
シ
テ
又
、
西
方
安
楽
阿
弥
陀
仏
、
是
報
身
報
土

、
ト
説
ケ
リ
。
此
ノ
経
ノ
説
ニ
依
ル
ニ
、
タ
ト
ヒ
行
門
ノ
心
ナ
リ
ト

モ
、
報
身
ト
云
フ
事
明
ラ
カ
ナ
リ
。
況
ン
ヤ
、
弘
願
成
就
ノ
故
ニ
報
身
ト
悟
リ
ヌ
レ
バ
、
彼
ノ
明
ラ
カ
ナ
ル
文
此
ノ
道
理
ヨ

リ
起
レ
リ
ト
知
レ
バ
、
要
門
ヨ
リ
帰
ス
ル
所
ノ
報
身
ナ
リ
ト
得
ツ
。
故
ニ
、
唯
報
ニ
シ
テ
化
ニ
ア
ラ
ズ
ト
云
フ
ナ
リ
。

（
『
西
山
叢
書
』
一
・
一
一
一
頁
下
）

と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
報
土
か
化
土
か
諸
説
あ
る
も
の
の
、
最
終
的
に
「
報
ニ
シ

テ
化
ニ
ア
ラ
ズ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
結
局
は
弘
願
成
就
の
土
な
の
で
あ
る
か
ら
、
善
導
の
判
釈
に
基
づ
い
て
「
唯
報
非

化
」
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
証
空
の
上
で
阿
弥
陀
仏
土
は
「
唯
報
」
が
前
提
で
は
あ
る
が
、
そ

れ
で
は
親
鸞
が
「
化
土
」
で
あ
る
と
定
判
し
た
「
辺
地
」
や
「
胎
生
」
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
か
と

い
う
と
、
『
定
善
義
自
筆
抄
』
で
は
、

「
帯

惑
疑

生

華
未

発
」
、
ト
イ
ハ
、
観
門
ノ
心
、
一
々
ノ
荘
厳
ヲ
説
ク
事
ハ
、
弘
願
ニ
帰
シ
テ
往
生
ヲ
得
シ
メ
ン
為
ナ

ビ
テ

ヲ

ズ
レ
バ

ダ

ケ

リ
。
然
ル
ニ
、
疑
心
ハ
往
生
ノ
障
ト
説
ク
。
今
、
往
生
ヲ
得
ト
説
キ
テ
、
而
モ
、「
華
未

発
」
、
ト
釈
ス
ル
ハ
、
疑
心
往
生
ス

ダ

ケ

ト
説
ク
ニ
、
疑
心
除
コ
ル
ベ
キ
故
ナ
リ
。
其
ノ
故
ハ
、
往
生
極
楽
ハ
、
五
濁
、
五
苦
ニ
逼
メ
ラ
レ
タ
ル
未
来
悪
世
ノ
衆
生
ノ
為

ニ
、
是
ヲ
説
キ
テ
、
他
力
ヲ
以
テ
一
切
ノ
悪
ヲ
滅
シ
、
他
力
ヲ
以
テ
一
切
ノ
善
ヲ
成
ズ
レ
バ
、
聞
キ
テ
信
ズ
ル
者
悉
ク
往

生
ヲ
遂
グ
。
此
ノ
故
ニ
、
疑
ヒ
テ
信
ゼ
ヌ
者
ノ
ミ
往
生
ヲ
得
ズ
。
然
ル
ニ
、
疑
心
ノ
者
ナ
ホ
辺
地
ニ
生
ジ
テ
蓮
ノ
内
ニ
ア
リ

ハ
チ
ス
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ト
説
ク
、
疑
心
ノ
往
生
ヲ
許
ス
ニ
テ
ア
リ
。
此
ク
ノ
如
ク
心
得
レ
バ
、
只
此
ノ
法
ヲ
聞
キ
ツ
レ
バ
、
皆
悉
ク
生
ズ
ト
説
ク
ニ
ナ

リ
ヌ
。
是
則
チ
、
疑
心
往
生
ス
ト
説
ク
ニ
、
疑
心
除
コ
リ
テ
生
ル
ヽ
ニ
ナ
ル
ナ
リ
。
辺
地
胎
生
、
九
品
差
別
ノ
義
、
是
ヲ
詮

ト
ス
ト
知
ル
ベ
シ
。

（『
西
山
叢
書
』
二
・
三
四
頁
下
～
三
五
頁
上
）

と
述
べ
る
。
ま
ず
観
門
の
上
で
種
々
の
荘
厳
相
を
挙
げ
て
い
る
理
由
は
、
そ
れ
ら
を
弘
願
に
帰
入
し
往
生
さ
せ
る
た
め

で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
こ
と
よ
り
他
力
に
対
す
る
疑
心
を
持
つ
者
は
「
辺
地
」
に
生
ま
れ
、
蓮
華
の
中
す
な
わ
ち
「
胎

生
」
す
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
疑
心
を
持
つ
者
の
往
生
を
許
す
と
い
う
意
で
あ
る
と
証
空
は
解
釈
し
て

い
る
。
更
に
「
雖
得
往
生
、
含
華
未
出
、
或
生
辺
界
、
或
堕
宮
胎
」
の
註
文
で
は
、

(14)

「
雖

得

往
生

」、
ヨ
リ
下
ハ
、
上
ノ
観
門
弘
願
ニ
帰
ス
ル
利
益
、
往
生
疑
ナ
キ
事
ヲ
顕
サ
ン
ト
シ
テ
、
是
ニ
違
ス
レ
バ
往
生

モ

ト

ヲ

ヲ
得
ズ
、
タ
ト
ヒ
往
生
ス
レ
ド
モ
華
合
ス
ト
云
フ
過
ヲ
付
ケ
テ
、
疑
ナ
キ
事
ヲ
勧
ム
ル
ナ
リ
。「
雖
」
、
ハ
不
尽
ノ
言
ト
云
ヒ

モ

テ
、
物
ヲ
言
ヒ
果
テ
ヌ
心
ナ
リ
。
云
ク
、
往
生
シ
タ
レ
ド
モ
、
種
々
ノ
障
ア
リ
テ
、
往
生
ヲ
疑
フ
者
ト
同
ジ
ク
、
過
ヲ
出
シ

テ
疑
ヲ
誡
ム
ル
心
ナ
リ
。「
辺
界
」
、
ト
イ
ハ
、『
大
経
』
ノ
、
辺
地
往
生
、
ヲ
指
ス
ナ
リ
。「
宮
胎
」
、
ト
イ
ハ
、
同
ジ
キ
胎
生
ヲ

指
ス
。
経
文
ハ
、
辺
地
、
胎
生
、
ハ
一
人
ト
見
ル
ヲ
、
今
、
或
、
ノ
字
ヲ
加
ヘテ
、
二
種
ヲ
釈
シ
分
ク
ル
ナ
リ
。
是
則
チ
、
一
人

ハ

ノ
上
ニ
、
司
ル
所
ニ
随
ヒ
テ
別
々
ノ
人
ト
見
ユ
ル
事
、
今
ノ
経
ノ
九
品
ノ
心
ニ
符
合
ス
ル
故
ニ
、
今
、
地
観
、「
不
得
疑
心
」
、

ノ
文
ニ
付
キ
テ
、
彼
ノ『
大
経
』
ノ
説
ヲ
引
キ
寄
セ
テ
釈
成
ス
ル
ナ
リ
。
云
ク
、
十
三
観
ハ
、
一
人
所
観
ノ
境
ナ
ル
ベ
シ
。
此
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ノ
一
人
所
観
ノ
境
タ
ル
地
観
ノ
下
ニ
、『
大
経
』
ノ
弘
願
ヲ
思
ハ
ヘ
タ
リ
。
観
門
・
弘
願
ヲ
詮
ス
ル
故
ナ
リ
。
此
ノ
弘
願
ヲ
詮

ス
ル
観
門
ハ
、
其
ノ
相
種
々
不
同
ナ
リ
。
其
ノ
故
ハ
、
弘
願
ニ
帰
セ
ヌ
姿
一
ナ
ラ
ザ
ル
ヲ
、
一
々
ニ
帰
セ
シ
メ
ン
ト
説
ク
。
故

ニ
、
一
人
弘
願
ニ
帰
ス
ル
相
ヲ
説
ケ
バ
、
観
門
ノ
面
ハ
、
多
人
ト
見
ユ
ル
ナ
リ
。
然
レ
バ
、『
大
経
』
ノ
辺
地
、
胎
生
モ
、
此
ノ

経
ニ
テ
得
レ
バ
、
観
門
ノ
弘
願
ニ
帰
セ
ヌ
相
ヲ
説
ク
ニ
当
ル
、
ト
心
得
ラ
ル
ヽ
ナ
リ
。
下
ノ
九
品
既
ニ
其
ノ
道
理
ヲ
存
ス
レ

バ
、
今
ノ
定
善
モ
此
ノ
心
ア
リ
ト
証
ス
ル
心
ナ
リ
。
云
ク
、
定
散
等
シ
ク
弘
願
ニ
帰
ス
ル
故
ナ
リ
。

（『
西
山
叢
書
』二
・四
五
頁
下
～
四
六
頁
上
）

と
、
ま
ず
こ
の
一
文
は
、
疑
心
を
誡
め
、
往
生
に
疑
い
が
無
い
こ
と
勧
め
た
も
の
で
、
「
辺
界
」
「
宮
胎
」
と
は
『
大

経
』
の
「
辺
地
」
「
胎
生
」
と
同
義
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
『
観
経
』
の
文
と
合
わ
せ
見
れ
ば
、
『
大
経
』
所
説
の

「
辺
地
」
「
胎
生
」
と
い
う
の
は
、
観
門
が
ま
だ
弘
願
に
帰
し
て
い
な
い
す
が
た
を
説
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ

る
。
こ
の
観
門
と
は
、
こ
こ
で
は
『
観
経
』
定
散
善
に
説
か
れ
る
種
々
の
相
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
等
し
く
弘
願
の
一
に

帰
入
す
る
と
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
「
辺
地
」
「
胎
生
」
と
は
弘
願
に
帰
入
す
る
前
の
観
門
の
相
で
あ
り
、
弘
願
の
面

か
ら
言
え
ば
一
で
あ
る
も
の
が
、
観
門
の
面
か
ら
見
れ
ば
多
種
多
様
に
見
え
る
と
い
う
こ
と
を
顕
し
た
文
言
で
あ
る
と

証
空
は
理
解
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
証
空
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
土
は
唯
報
の
土
で
あ
る
が
、
「
辺
地
」
や
「
胎
生
」
は
弘
願
に
帰
入
す
る
前
の

観
門
の
相
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
化
土
の
相
で
あ
る
と
は
示
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
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長
西
教
学
は
、
そ
の
著
作
の
多
く
が
未
翻
刻
も
し
く
は
散
佚
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
未
詳
の
点
が
多
い
。
そ
の
た
め
、

今
後
の
成
果
が
待
た
れ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
現
状
の
研
究
状
況
の
範
囲
内
で
、
長
西
の
仏
土
観
を
窺
っ
て
い
き
た
い
。
先

行
研
究
に
お
い
て
は
、
現
存
す
る
翻
刻
資
料
を
見
る
限
り
で
は
長
西
文
献
中
に
「
報
土
」
「
化
土
」
と
い
う
用
語
は
用

い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
長
西
の
弟
子
で
あ
る
凝
然
の
『
源
流
章
』
の
記
述
に
よ
っ
て
長
西
の
化
土
観
が
理
解
さ

れ
て
き
た
。
『
源
流
章
』
は
、
住
田
智
見
も
「
尤
も
信
用
す
べ
き
」
書
物
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
書
物
で
あ
る
が
、

(15)

長
西
直
接
の
著
述
で
は
な
く
、
当
然
、
凝
然
の
価
値
観
が
投
影
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
近

(16)

年
、
佐
竹
真
城
が
金
沢
文
庫
に
保
管
さ
れ
る
長
西
『
浄
土
論
註
要
文
抄
』
の
中
で
、
長
西
が
報
化
二
土
に
関
す
る
説
示

を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
現
状
で
は
長
西
の
仏
土
観
に
つ
い
て
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
こ
れ
ら
二
文

(17)

だ
け
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
『
源
流
章
』
で
は
長
西
の
仏
土
観
に
つ
い
て
、

長
西
上
人
…
所
立
義
云
、
念
仏
・
諸
行
皆
是
弥
陀
如
来
本
願
。
随

所
修
業

皆
生

報
土
。
一
切
穢
土
修
業
之
人

ハ

レ

ノ

也

テ

ノ

ニ

ズ

ニ

ノ

ノ

ニ

有

九
品
別
機
。
宜
異

故
九
品
行
者
倶
生

報
土
。
随

機
任

業
有

来
迎
別
。
生
已

即
是
斉
同
不
退
。
通
是
極

リ

ノ

ナ
ル
ガ

ニ

ニ

ズ

ニ

ヒ

ニ

テ

ニ

リ

ノ

ジ

ヌ
レ
バ

レ

也

レ

楽
華
蔵
世
界
海
会
大
衆
直
受

法
楽
。
普
至

十
方

於

諸
仏
所

歴
事
供
養
現
前
蒙

記
、
頓
歴

十
地

忽
至

補

ノ

ニ

ク

ヲ

リ

ニ

テ

ノ

ニ

リ

ニ

ヲ

チ

ル

処

或
於

十
方

速
成

正
覚

或
以

大
悲

起

闡
提
願

自
証
化
他
、
応
化
斉
抜
。
尽

未
来
際

業
用
無
方
。

ハ

ニ

ヲ

ハ

テ

ヲ

シ

ノ

ヲ

ス

シ

也
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（『
浄
全
』
一
五
・
五
九
九
頁
下
～
六
〇
〇
頁
上
）

と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
長
西
は
、
念
仏
の
機
も
諸
行
の
機
も
報
土
へ
生
ま
れ
る
と
教
示
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

す
な
わ
ち
、
行
体
か
ら
す
れ
ば
親
鸞
や
証
空
、
隆
寛
と
は
異
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
行
体
が
報
土
へ
生
ま
れ
る
因
と
な
る
と

み
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
化
土
に
つ
い
て
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

次
に
長
西
『
浄
土
論
註
要
文
抄
』
で
は
、

疑
云
、
浄
土
者
報
化
中
何
乎
。
答
報
土
也
。
羅
漢
生
処
故
必
可

界
外

也
。
又
依
『
大
論
』
等
意
、
羅
漢
不

可

生

極
楽

、
如
何
。
答
。
於

一
仏
土

凡
聖
所
見
不
同
也
。
若
爾
者
、『
智
論
』
意
羅
漢
不

生
者
、
旦
為

凡
夫

所

見
辺
。

（金
沢
文
庫
蔵
本
、
下
・
一
五
二
行
～
）

と
、
明
確
に
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
報
化
中
で
は
報
土
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
羅
漢
果
を
証
す
る
よ

う
な
二
乗
が
生
じ
る
仏
土
は
必
ず
界
外
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
長
西
は
「
化
土
」
の
存
在
自
体
は
認

め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
親
鸞
の
よ
う
に
報
土
の
中
に
化
土
が
包
括
さ
れ
て
い
る
と
長
西
が
捉
え
て
い
た
と
は
考
え

に
く
い
。
こ
の
よ
う
に
現
存
史
料
を
確
認
す
る
限
り
で
は
、
長
西
は
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
関
し
て
は
報
土
と
捉
え
て
い

た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

␟

␠
শ
௫


ඤ
བ
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第
一
章
で
も
示
し
た
通
り
、
隆
寛
は
念
仏
に
自
力
と
他
力
と
を
分
け
、
自
力
の
機
は
極
楽
内
の
辺
地
に
生
ま
れ
る
と

す
る
。
す
な
わ
ち
親
鸞
と
同
様
に
、
化
土
の
存
在
を
認
め
る
よ
う
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
こ
と
は
先
行
研
究
で
も
た
び

た
び
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
『
極
楽
浄
土
宗
義
』
に
よ
れ
ば
、

約
行
人
情

、
似

有

其
地

。
若
約

能
化
主

全
無

其
地

。
所
以
者
何
。
阿
弥
陀
以

本
願

所

成
就

者
、
報

レ
バ

ノ

ニ

タ
リ

ニ

ノ

ノ

仏
・
報
土
也
。
然
衆
生
性
欲
種
々
不
同

不

発

三
心

者
是
多
。
大
悲
大
慈
為

不

捨

彼
等

更
観

其
機

、
殊

ノ

ニ
シ
テ

シ

テ

ノ

ヲ

ニ

廻

方
便

、
或
示

辺
地
胎
生
之
益

、
或
施

九
品
来
迎
之
化

。
只
是
随
宜
随
縁
之
教
門
。
全
非

本
願
真
実
之
儀

テ

ヲ

ハ

シ

ヲ

ス

ク

ズ

式
。
明
知
、
云

胎
生

、
云

九
品

是
即
借

譬
喩

誡

勧
疑
心
者

也
。
別
有

其
地
。
実
非

生

彼
耳
。

ニ

ニ

ヌ

テ

ヲ

ス
ル

ノ

ヲ

ニ

ノ

ニ

ニ
ハ

ニ

（『
日
蔵
』九
〇
・一
九
九
頁
上
）

と
、
機
の
側
か
ら
み
れ
ば
辺
地
や
胎
生
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
れ
は
自
力
行
者
を
誡
め
る
た
め
の
方
便
・
譬
喩

で
あ
り
、
仏
の
側
か
ら
み
れ
ば
、
実
際
に
は
辺
地
と
い
う
も
の
は
な
い
と
隆
寛
は
説
い
て
い
る
。
さ
ら
に
同
書
に
は
他

に
も
、胎

内
経
時
長
短
者
皆
是
教
門
権
説
也
。
論

其
実

者
、
同

上
品
上
生

其
余
八
品
皆
即
悟
無
生
也
。

ノ

ノ

ハ

レ

ノ

ノ

バ

ジ
ク

ノ

ノ

モ

（『
右
同
』
一
九
九
頁
上
～
下
）

と
、
九
品
浄
土
に
つ
い
て
も
実
際
は
差
別
な
く
、
九
品
の
機
は
斉
し
く
無
生
を
悟
る
の
だ
と
説
く
。

以
上
の
よ
う
に
隆
寛
に
は
、
浄
土
を
報
土
と
辺
地
に
分
け
る
説
示
な
ど
多
く
親
鸞
と
の
近
似
性
を
指
摘
で
き
る
が
、
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最
終
的
に
は
辺
地
や
九
品
の
よ
う
な
差
別
相
の
あ
る
浄
土
は
存
在
し
な
い
と
理
解
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ

し
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
例
え
ば
村
上
速
水
が
信
疑
決
判
や
三
願
転
入
等
の
説
示
に
鑑
み
て
、

宗
祖
が
諸
処
に
化
土
往
生
を
可
能
な
ご
と
く
説
か
れ
る
の
は
、
た
だ
方
便
願
の
設
意
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
、
実

に
は
他
力
信
を
え
て
直
ち
に
報
土
に
生
ま
れ
る
以
外
に
は
、
我
ら
の
浄
土
に
生
ま
れ
る
道
は
絶
え
て
い
な
い
こ
と
が
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。

(18)

と
化
土
に
つ
い
て
述
べ
る
よ
う
に
、
親
鸞
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
親

鸞
の
化
土
観
を
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
親
鸞
の
著
作
を
見
る
限
り
で
は
隆
寛
の
よ
う
に
直
接
的
に
辺
地
等
の
化

土
は
実
際
に
は
存
在
し
な
い
と
ま
で
は
明
言
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
い
ま
両
者
の
相
違
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
、
親
鸞

は
隆
寛
の
よ
う
に
差
別
相
の
あ
る
仏
土
を
実
際
に
は
存
在
し
な
い
と
は
直
接
に
言
及
し
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。

ま
た
、
も
う
一
点
親
鸞
と
の
相
違
を
指
摘
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
隆
寛
は
同
じ
く
『
極
楽
浄
土
宗
義
』
に
、

結

国
土
相

者
、
此
中
有
二
。
一
者
報
土
、
二
者
辺
地

。

（『
日
蔵
』
九
〇
・
一
九
七
頁
）

ノ

ニ

ナ
リ

と
あ
る
よ
う
に
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
の
相
に
は
「
報
土
」
と
「
辺
地
」
と
の
二
が
あ
る
と
し
、
「
化
土
」
の
語
を
用
い

て
い
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
勿
論
、
善
導
「
是
報
非
化
」
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
が
、
親
鸞
と
の
仏
土
観
の
近
似
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
な
が
ら
も
、
こ
の
よ
う
に
「
化
土
」
の
表
現
が
相
違
す
る
と
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い
う
こ
と
は
、
親
鸞
に
は
隆
寛
と
は
別
に
「
化
土
」
の
語
を
用
い
る
に
至
っ
た
要
因
が
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
大
経
』
や
『
往
生
要
集
』
等
を
同
じ
く
受
容
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
法
然
門
流
は
親
鸞
と
は
異
な

り
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
は
報
土
の
み
を
認
め
、
化
土
は
そ
も
そ
も
存
在
し
な
い
も
の
等
と
捉
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

親
鸞
の
仏
土
観
形
成
に
は
上
記
の
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
浄
土
教
の
相
承
の
み
が
関
わ
っ
て
い
る
と
は
考
え

に
く
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
親
鸞
の
化
土
観
形
成
を
考
究
す
る
に
は
、
従
来
の
「
浄
土
教
の
相
承
」
以
外
の
視
点
が
必

要
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
論
文
で
は
、
法
然
浄
土
教
内
の
相
承
関
係
で
は
な
く
、
法
然
浄
土
教
外
の
中
世
日
本
に

お
け
る
阿
弥
陀
信
仰
と
親
鸞
教
義
と
の
比
較
と
い
う
視
座
か
ら
こ
の
問
題
を
検
討
し
て
み
た
い
。

以
下
、
そ
の
中
で
も
親
鸞
と
関
係
性
の
高
い
と
思
わ
れ
る
阿
弥
陀
信
仰
、
す
な
わ
ち
阿
弥
陀
仏
土
に
関
す
る
論
義
書

が
存
し
て
お
り
、
か
つ
親
鸞
も
『
教
行
信
証
』
「
後
序
」
に
お
い
て
言
及
が
あ
り
、
ま
た
『
興
福
寺
奏
状
』
等
で
専
修

念
仏
を
批
判
を
行
っ
た
、
法
相
宗
に
お
け
る
阿
弥
陀
信
仰
を
取
り
上
げ
、
以
下
に
両
者
の
比
較
を
試
み
て
い
く
。

ਸ਼

ඨ


∹
ध
১
ৼ
௺
ཱི
ଅ
ਦ
ྛ

親
鸞
と
法
相
系
浄
土
信
仰
と
の
比
較
を
行
う
前
に
、
親
鸞
と
法
相
宗
と
の
思
想
的
な
関
係
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た

い
。
今
日
現
存
す
る
史
料
を
確
認
す
る
限
り
、
親
鸞
と
法
相
宗
と
の
距
離
は
、
近
接
し
た
も
の
と
は
言
い
難
い
。
そ
も
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そ
も
楠
淳
證
も
「
法
相
唯
識
の
行
者
の
中
で
、
西
方
を
願
生
し
た
も
の
は
極
め
て
少
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
凡
夫
入

(19)

報
を
否
定
す
る
法
相
宗
で
は
西
方
願
生
者
が
少
な
く
、
従
っ
て
そ
の
史
料
も
余
り
現
存
し
な
い
。
し
か
し
、
親
鸞
在
世

当
時
、
法
相
宗
は
、
一
乗
思
想
を
受
容
し
、
法
相
系
念
仏
聖
が
親
鸞
の
周
辺
に
存
在
し
、
何
よ
り
も
興
福
寺
は
専
修
念

仏
の
禁
止
を
求
め
て
朝
廷
に
『
興
福
寺
奏
状
』
を
上
奏
し
て
い
る
。
こ
れ
が
直
接
的
な
原
因
で
あ
る
か
に
は
諸
説
あ
る

も
の
の
、
親
鸞
は
『
教
行
信
証
』
「
後
序
」
に
お
い
て
南
都
・
北
嶺
の
学
徒
に
対
し
「
教
に
昏
く
し
て
真
仮
の
門
戸
を

知
ら
ず
」
と
批
判
し
て
い
る
。
状
況
証
拠
ば
か
り
の
提
示
に
は
な
る
も
の
の
、
親
鸞
に
お
い
て
法
相
宗
は
全
く
意
識
の

(20)

外
に
あ
る
存
在
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
こ
で
以
下
に
、
親
鸞
の
周
辺
状
況
を
概
観
し
、
親
鸞
と
法
相
宗
と
の
関
係
性
は

い
か
な
る
も
の
か
を
確
認
す
る
。
そ
の
後
、
次
項
に
て
法
相
宗
に
よ
る
弥
陀
の
仏
土
に
つ
い
て
の
論
議
「
安
養
報
化
」

(21)

の
記
述
よ
り
、
法
相
宗
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
土
観
を
思
想
面
か
ら
確
認
し
親
鸞
の
仏
土
観
と
の
比
較
を
試
み
る
こ
と
に

す
る
。

最
初
に
、
親
鸞
在
世
時
に
い
か
な
る
法
相
宗
と
縁
あ
る
浄
土
教
者
が
近
隣
に
存
在
し
て
い
た
の
か
を
確
認
す
る
。
親

鸞
よ
り
時
代
は
遡
る
が
、
法
相
系
の
浄
土
教
者
と
し
て
第
一
に
教
信
沙
弥
が
挙
げ
ら
れ
る
。
教
信
沙
弥
は
、
浄
土
教
系

の
書
物
で
あ
る
『
改
邪
鈔
』
や
『
一
言
芳
談
』
な
ど
に
も
説
話
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
「
念
仏
者
の
間
で
教
信
が
高
く

評
価
さ
れ
て
い
た
」
こ
と
が
わ
か
る
。
史
料
の
信
憑
性
に
少
し
疑
問
は
残
る
が
、
了
慧
『
往
生
拾
因
私
記
』
に
は
、
教
信
沙

(22)
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弥
は
法
相
宗
の
碩
学
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
念
仏
聖
集
団
の
中
で
も
法
相
宗
出
身
者
の
存
在

(23)

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
親
鸞
と
同
時
代
を
生
き
た
法
相
系
の
念
仏
者
と
し
て
、
良
遍
（
一
一
九
四
～
一
二
五
二
）
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
良
遍
は
興
福
寺
で
出
家
し
、
覚
遍
に
師
事
し
て
法
相
唯
識
を
学
ぶ
。
多
く
唯
識
に
関
す
る
書
物
を
遺
し
て
い

る
が
、
晩
年
に
な
る
と
『
善
導
大
意
』
『
厭
欣
鈔
』
『
念
仏
往
生
決
心
記
』
『
観
心
覚
夢
鈔
補
欠
法
門
』
な
ど
、
浄
土
教

に
関
す
る
書
物
を
撰
述
し
て
お
り
、
最
終
的
に
は
阿
弥
陀
仏
信
仰
に
帰
依
す
る
。
こ
の
良
遍
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
へ
の
帰

依
は
、
北
畠
典
生
を
は
じ
め
多
く
の
先
行
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
法
然
の
浄
土
教
と
決
し
て
無
関
係

で
は
な
い
」
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
円
照
上
人
行
状
』
で
は
、
法
然
門
流
の
一
人
で
あ
る
円
照
と
の
各
別

(24)

の
交
友
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
り
、
鎮
西
三
祖
の
良
忠
も
良
遍
に
師
事
し
て
い
る
点
な
ど
で
あ
る
。
更

に
、
村
上
真
瑞
の
論
考
に
よ
れ
ば
、
『
伝
律
図
源
解
集
』
巻
下
や
、
『
大
悲
菩
薩
並
弟
子
行
状
集
』
と
い
っ
た
書
物
の

(25)

(26)

記
述
か
ら
、
良
遍
が
戒
律
復
興
の
た
め
に
東
国
下
野
の
薬
師
寺
に
足
跡
を
遺
し
て
い
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

(27)

良
遍
は
建
長
四
（
一
二
五
二
）
年
八
月
、
五
九
歳
の
頃
に
入
寂
し
て
い
る
か
ら
、
年
代
的
に
親
鸞
在
世
時
に
東
国
に
足

跡
を
残
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
先
に
も
少
し
述
べ
た
が
、
良
忠
は
鎮
西
三
祖
な
が
ら
良
遍
に
も
師
事
し
て
お
り
、
そ
の
教
学
に
南
都
仏
教
の
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影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
既
に
先
学
が
多
く
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
良
忠
は
建
長
年
間
に
東
国
下
総
へ
と

(28)

教
線
を
拡
大
し
て
お
り
、
親
鸞
が
教
線
を
伸
ば
す
常
陸
等
の
地
域
と
非
常
に
近
接
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
親
鸞
門

流
と
良
忠
鎮
西
義
と
は
、
東
国
に
て
教
学
的
な
接
触
が
あ
っ
た
こ
と
が
度
々
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
良
忠
が
東
国

(29)

門
弟
の
質
問
に
答
え
る
か
た
ち
で
成
立
し
た
と
い
わ
れ
る
『
東
宗
要
』
に
は
、
「
報
化
二
土
の
う
ち
弥
陀
の
浄
土
は
ど

ち
ら
か
」
「
凡
夫
入
報
を
許
す
か
」
と
い
う
項
目
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
論
じ
方
に
も
『
成
唯
識
論
』
な
ど
、
唯

識
系
の
論
疏
を
引
用
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
先
に
も
引
用
し
た
『
東
宗
要
』
第
十
一
問
答
で
は
、
九
品
浄

土
や
辺
地
は
報
土
に
摂
め
ら
れ
る
の
か
と
の
問
答
が
展
開
さ
れ
、
そ
の
後
に
、

第
十
一
問
。
九
品
辺
地
倶
可

報
土
摂

耶
。
答
。
然
也
。
於

報
土
中

立

九
品
与

辺
地

也
。
…
於

報
土

ニ

ニ

キ

ノ

ナ
ル

ノ

ニ

ル

ト

ノ

内

立

九
品
辺
地

也
。
若
不
然
者
、
唯
報
之
義
、
不

可

成
立
。
道
理
如

一
辺
難
。
但
至

一
辺
難

者
、
今
許

ニ

ル

ヲ

ヲ

ン
バ

ラ

ノ

ス

シ

ノ

ノ

シ

テ

ノ

ニ

ス

凡
夫
依

仏
願
力

而
入

報
土

其
機
劣
弱
故
猶
有

三
種
之
障

也
。
如

彼
『
仏
地
』
・『
唯
識
』
等
論

、
猶
於

自

テ

ニ

ル
ト

ニ

ノ

ガ

ニ

ホ

リ

ノ

キ

ノ

ノ

ホ

力
自
摂
報
土
一

上
地
・
下
地
相
望
随

断
証
分
斉
。
以
判

勝
劣
大
小
。
謂
彼
文
云
、「
或
勝
或
劣
或
大
或
小
」已
上

。
即

ノ

テ

ノ

ニ

テ

ズ

ヲ

ク

ノ

ニ

ハ

ハ

ハ

ハ

其
証
也
。
重
難
云
、
自
力
報
土
縦
随

断
証

感
見
雖

異
、
他
力
報
土
五
乗
斉
託

仏
願

生
故
、
不

可

有

如

此

ノ

ニ

ヒ

テ

ニ

ト

ノ

ク

ニ

ガ

ニ

ノ

差
降

如
何
。
答
。
此
義
存
外
也
。
五
逆
罪
人
生

高
妙
報
土
。
是
難
思
本
願
力
也
。
然
而
、
暫
於

宮
内
華
中

償
前

ノ

ノ

ズ

ニ

レ

ノ

レ

ク

ノ

ニ

ン
ニ

ノ

罪
業

、
有

何
不
足
。

（『
浄
全
』一
一
、
六
四
頁
下
～
六
五
頁
上
）

ヲ

ン

ノ

カ
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と
続
く
。
先
述
の
よ
う
に
、
良
忠
は
善
導
の
唯
報
論
に
従
い
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
報
土
に
限
る
と
す
る
も
の
の
、
報

土
の
中
に
九
品
・
辺
地
（
差
別
さ
れ
た
土
）
の
存
在
を
認
め
る
が
、
そ
の
証
文
と
し
て
唯
識
の
論
疏
で
あ
る
『
仏
地
経

論
』
や
『
成
唯
識
論
』
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
仏
土
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
唯
識
系
の
論
疏
を

用
い
て
回
答
を
行
う
良
忠
の
姿
勢
に
は
、
後
に
詳
述
す
る
法
相
の
論
議
の
一
つ
で
あ
る
「
安
養
報
化
」
が
影
響
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
良
忠
最
晩
年
に
鎌
倉
で
成
立
し
た
『
観
経
疏
伝
通
記
』
に
つ
い
て
も
、
大
橋
（
沼
倉
）
雄

人
が
貞
慶
「
安
養
報
化
」
と
の
比
較
検
討
を
行
い
、
『
観
経
疏
伝
通
記
』
所
説
の
化
土
観
は
、
「
南
都
に
お
け
る
安
養

報
化
の
問
題
か
ら
起
こ
る
通
報
化
説
な
ど
、
当
時
の
一
般
的
な
仏
土
理
解
へ
の
対
応
が
背
景
に
あ
る
可
能
性
を
指
摘
で

き
る
」
と
の
見
解
を
出
し
て
い
る
。

(30)良
忠
の
化
土
観
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
す
る
が
、
少
し
親
鸞
か
ら
時
代
は
下
る
と
は
い
え
、
鎌
倉
の
門
弟
に
向
け
て

著
さ
れ
た
と
さ
れ
る
『
東
宗
要
』
や
『
観
経
疏
伝
通
記
』
に
て
、
法
相
宗
を
は
じ
め
と
し
て
一
般
仏
教
の
仏
土
観
へ
の

対
応
が
想
定
さ
れ
る
よ
う
な
、
仏
土
に
関
す
る
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
着
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
良
忠
に
は
法
相
唯
識
の
影
響
が
見
ら
れ
、
さ
ら
に
東
国
で
は
「
安
養
報
化
」
の
よ
う
な

教
学
的
問
題
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
し
か
も
そ
れ
は
親
鸞
門
流
に
非
常
に
近
接
し
た
地
域
で
惹
起
し
て

い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
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以
上
、
状
況
証
拠
ば
か
り
で
は
あ
っ
た
が
、
中
世
日
本
に
お
い
て
念
仏
聖
集
団
の
中
に
法
相
系
の
浄
土
教
者
が
存
在

す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
親
鸞
門
流
も
多
く
点
在
し
て
い
た
東
国
に
お
い
て
も
、
法
相
系
浄
土
教
者
は
足
跡
を

残
し
て
お
り
、
そ
の
思
想
が
流
入
し
て
い
た
こ
と
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
親
鸞
の
周
辺
に
法
相
系
浄

土
教
の
影
響
が
皆
無
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
さ
て
、
上
述
の
三
名
は
法
然
浄
土
教
に
つ
い
て
、
肯
定
的
な
関
係

性
を
指
摘
で
き
る
人
物
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
で
は
次
に
、
法
然
浄
土
教
団
を
批
判
す
る
立
場
に
あ
っ
た
貞
慶
（
一
一
五

五
～
一
二
一
三
）
は
浄
土
信
仰
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
有
し
て
い
た
か
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

先
述
の
よ
う
に
法
相
宗
の
碩
学
で
あ
る
貞
慶
は
、
『
興
福
寺
奏
状
』
に
て
法
然
専
修
念
仏
教
団
を
批
判
し
た
と
考
え

ら
れ
る
が
、
そ
の
第
六
「
浄
土
に
暗
き
失
」
に
お
い
て
、
法
然
専
修
念
仏
集
団
を
阿
弥
陀
仏
土
の
視
点
か
ら
批
判
す

る
箇
所
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

(31)

勘
『
観
無
量
寿
経
』
云
、「
一
切
凡
夫
欲

生

彼
国

者
、
当

修

三
業

。
一
者
孝-

養
父
母

、
奉-

仕
師-

長

、
慈

ニ

ヲ

ノ

ト

ニ

ヲ

シ

ニ

シ

ニ

心
不

殺
、
修

十
善
業

。
二
者
受-

持
三
帰

、
具-

足

衆-

戒

、
不

犯

威
儀
。
三
者
発

菩
提-

心

、
深
信

因

ヲ

シ

ヲ

シ
テ

ヲ

ヲ

シ
テ

ヲ

ジ

果

、
読-

誦
大
乗

。」云々

又
九
品
生
中
説

上
品
上
生

、
云
「
具

諸
戒
行

、
読-

誦
大
乗

」
、
中-

品
下-

生
、「
孝-

ヲ

ス
ベ
シ

ヲ

ノ

ニ

ヲ

シ

ノ

ヲ

ト

ハ

養
父-

母
、
行
世
仁
慈
。」云々

曇-

鸞
法-

師
者
念
仏
大
祖
也
。
於

往
生
上
輩

出

五
種
縁
。
其
四
云
「
修
諸
功
徳
」
、

ノ

ノ

ニ

セ
リ

ノ

ヲ

中
輩
七
縁
之
中
、「
起
塔
寺
、
飯
食
沙
門
。」云々

又
道-

綽
禅-
師
会

常
修
念
仏
三
昧
文

云
、「
行

念
仏
三
昧

多

ノ

ニ

シ
テ

ノ

ヲ

コ
ト

ヲ

ガ
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故
。
言

常
修

。
非

謂

全
不

行

余
三
昧

也
。」云々

善-

導
和-

尚
者
、「
所

見
塔-

寺
、
無

不

修-

フ

ト

ル

ニ

ト

ノ

ヲ

ノ

ト
云
コ
ト

葺

。
」
然
者
上
自

三
部
之
本
経

下
至
一-

宗
之
解
釈

、
諸
行
往
生
盛
所

許
也
。
加
…
若
往-

生
浄-

土
者
、
非

シ
ウ

マ
デ

ニ

ニ

行-
者
之
自-

力

者
、
只
憑

弥
陀
之
願
力
。
於

余
経
・
余
業

者
、
無

引-

摂
別-

縁

無
来
迎
別
願

、
於
対

念

ニ

ム

ヲ

ハ

ニ

ク

ノ

ク
ハ

ノ

ル
ニ

仏
人

不

能

及

者
、
為

弥
陀
所
化

可

預

来
迎
。
豈
異
人
哉
、
是
人
也
。
逢

釈
迦
之
遺-

法

修

大
乗
行-

ノ

ニ

コ
ト

モ
ノ

シ
テ

ノ

ト

ニ

コ
ノ

テ

ニ

ス

ノ

業

、
即
其
体
也
。
若
不

帰

彼
尊

者
、
実
可

謂

無
縁

。
若
不

兼

念
仏

者
、
且
可

為

闕
業

。
既
兼

二

ヲ

ニ

ニ

ト

ヲ

タ
リ

辺

、
何
漏
引
摂
。
若
無

専
念

故
不

往
生

者
…
大-

覚
法-

王
之
国
、
凡
聖
来
朝
之
門
、
授
彼
九
品
之
階-

級

、

ヲ

レ
ン

ニ

ニ

ト
ナ
ラ

ル
ニ

ヲ

各
守

先-

世
之
徳-

行
。
自-

業
自-

得
、
其
理
必
然
。
而
偏
馮

仏
力

不

測

涯
分

、
是
則
愚
痴
之
過
也
。
就

中

ル

ヲ

ナ
リ

ニ

ニ

テ

ヲ

ル

ヲ

仮-

名
念-

仏
浄-

業
難

熟
、
順-
次
往-

生
本
意
有

違-

失
。

（『
聖
典
全
書
』六
・七
六
七
頁
～
七
六
九
頁
）

ノ

ク

シ

ノ

と
あ
る
。
要
約
す
れ
ば
、
法
相
宗
側
か
ら
の
理
解
で
は
、
『
観
経
』
の
経
文
は
諸
行
往
生
を
説
く
も
の
で
あ
り
、
専
修

念
仏
で
な
け
れ
ば
往
生
で
き
な
い
と
い
う
の
は
誤
り
で
あ
る
。
ま
た
、
『
観
経
』
を
見
る
限
り
、
弥
陀
の
仏
土
に
は
機

根
や
修
因
に
合
わ
せ
て
九
品
の
差
別
が
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
た
だ
仏
力
を
憑
み
念
仏
す
る
こ
と
だ

け
が
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
へ
の
往
因
と
い
う
の
は
誤
り
で
あ
り
、
そ
れ
で
は
順
次
の
往
生
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
。
こ

の
よ
う
な
仏
土
観
に
よ
る
専
修
念
仏
批
判
が
、
親
鸞
が
『
教
行
信
証
』
に
て
報
中
垂
化
説
を
展
開
す
る
背
景
に
あ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。
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こ
の
よ
う
な
説
示
か
ら
も
看
取
で
き
る
よ
う
に
、
法
然
浄
土
教
と
は
対
極
的
な
主
張
を
行
う
貞
慶
だ
が
、
実
は
最

初
期
に
は
阿
弥
陀
仏
信
仰
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
近
年
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
貞
慶
に
よ
る
法
相
の
論
議
で

(32)

あ
る
『
安
養
報
化
』
の
記
述
に
鑑
み
る
と
、
貞
慶
は
独
自
の
阿
弥
陀
仏
土
論
を
展
開
し
な
が
ら
、
凡
夫
の
阿
弥
陀
仏

土
へ
の
往
生
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
法
相
系
浄
土
教
の
思
想
を
「
安
養
報
化
」
よ
り
窺
い
、

親
鸞
在
世
時
の
南
都
で
は
ど
の
よ
う
な
仏
土
観
が
展
開
さ
れ
て
い
た
か
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
親
鸞
の
思
想
が
中
世

浄
土
教
の
中
で
い
か
に
位
置
付
け
ら
れ
る
か
の
検
討
を
試
み
た
い
。

ਸ਼

ඨ



ു
ਾ
৲

प
उ
ऐ
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บ
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ल
ज
भ
ன
৫

「
安
養
報
化
」
と
は
、
法
相
宗
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
土
に
関
す
る
論
議
の
一
つ
で
あ
る
。
貞
慶
撰
述
の
『
安
養
報

化
』
は
建
久
三
（
一
一
九
二
）
年
ま
で
の
成
立
と
さ
れ
て
お
り
、
諸
説
あ
る
も
の
の
元
仁
元
（
一
二
二
四
）
年
頃
に

一
応
の
完
成
を
み
る
親
鸞
『
教
行
信
証
』
の
成
立
に
も
先
行
す
る
。

法
相
宗
で
は
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
報
土
に
限
り
、
そ
れ
は
凡
夫
が
直
に
入
報
で
き
る
よ
う
な
仏
土
で
は
な
く
、
兆

載
の
修
行
の
末
に
感
果
す
る
仏
土
と
み
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
阿
弥
陀
仏
信
仰
を
持
つ
法
相
修
学
者
は

(33)

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
貞
慶
『
安
養
報
化
』
も
そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
で
、
阿
弥
陀
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仏
の
浄
土
に
関
す
る
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
唯
報
か
唯
化
か
通
化
土
か
、
凡

夫
が
阿
弥
陀
仏
の
報
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
等
と
い
っ
た
点
が
大
き
な
関
心
事
と
し
て
取
り
扱
わ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
後
に
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
「
安
養
報
化
」
の
問
題
は
、
華
厳
宗
等
で
も
議
論
さ
れ
て

(34)

て
お
り
、
ま
た
前
述
の
よ
う
に
良
忠
『
東
宗
要
』
や
『
観
経
疏
伝
通
記
』
に
も
「
安
養
報
化
」
の
視
点
よ
り
為
さ
れ
た

答
弁
が
見
て
取
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
安
養
報
化
」
は
、
少
な
く
と
も
貞
慶
撰
述
に
関
し
て
い
え
ば
、
『
教
行
信
証
』
執
筆
以
前
の
南
都

系
浄
土
教
思
想
を
窺
え
る
書
物
で
あ
り
、
更
に
華
厳
宗
や
浄
土
宗
に
も
波
及
し
た
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
は
法
相
宗
内
の

み
で
消
化
さ
れ
た
問
題
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

そ
れ
で
は
具
体
的
に
、
「
安
養
報
化
」
の
記
述
よ
り
、
そ
の
仏
土
観
を
窺
っ
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
弥
陀
の
仏
土
に

つ
い
て
の
説
示
を
確
認
す
る
。
貞
慶
『
安
養
報
化
』
の
第
一
問
答
で
は
、

(35)

西
方
通
二

報
化
二
土
一

、
報
土
証
文
如
レ

引
二

前
釈
一

。
又
有
下

説
二

化
土
一

之
文
上

、
若
爾
、
唯
報
土
義
有
二

違
レ

理
事
。
又

ノ

ハ

ヲ

ノ

ハ

有
二

残
レ

文
事
。
通
二

二
土
一

之
義
、
兼
取
二

両
文
一

。
深
順
二

道
理
一

也
。

（
墨
付
三
丁
左
）

ス

ヲ

と
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
つ
い
て
唯
報
非
化
説
を
否
定
し
、
通
報
化
説
を
取
る
。
ま
た
同
じ
く
貞
慶
『
安
養
報
化
』
の

第
七
談
義
を
み
る
と
、
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尋
云
、
如
二

此
義
一

者
、
他
受
用
（
※
報
土
）
・
変
化
（
※
化
土
）
二
土
在
二

同
処
一

歟
。
答
。
爾
也
。
化
土
報
土
中
葉
上
・
葉
中

モ

ハ

ノ

土

。
雖
レ

然
随
二

自
心
差
別
一

、
下
不
レ

見
レ

上
。
機
見
不
レ

同

、
如
レ

幻
境
界
互
不
障
礙
也
。

(

墨
付
二
四
丁
左)

ナ
リ

ハ

ト
モ

ハ

と
述
べ
、
こ
こ
で
は
報
土
の
中
に
化
土
が
あ
る
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
報
化
同
体
一
処
論
を
展
開
す
る
。
ま
た
、
機
根
に

よ
り
感
見
す
る
仏
土
が
異
な
る
が
、
そ
の
仏
土
の
体
は
一
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
り
貞
慶
は
、
九
品
浄

土
な
ど
化
土
の
相
を
示
す
『
観
経
』
は
、
「
真
仏
説
也
」
と
明
確
に
規
定
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
良
遍
の
『
念
仏
往

(36)

生
決
心
記
』
に
も
「
安
養
報
化
」
に
関
す
る
問
答
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
、

問
。
安
養
報
化
既

有
二

二
釈

、
未

判

正
不
。
若
唯
報
土
、
豈
有

望
耶
。
答
。
慈
恩
・
溜
洲
雖

未

定
判

、
樸
楊

ノ

ニ

ダ

ゼ
ズ

ヲ

ナ
ラ
バ

ニ

ン
ヤ

ダ

セ

既
取

通

化
土

釈

。
今
依

憑

之

有

何
失

耶
。
何
況
、
化
土
有
無
両
判
、
且
就

極
楽
世
界
中

也
…
然

ニ

ル

ズ
ル

ニ

ヲ

ス
ル
ニ

ヲ

ン
ヤ

ノ

カ

ニ

ヤ

ノ

ハ

ク

ク

ノ

ニ

レ
バ

者
極
楽
設
唯
報
土

弥
陀
浄
土
不

可

限

此
。
定
知
。
化
身
所
居
土
中
有

如

彼
願

不
退
浄
国

可

迎

我

ヒ

也

ノ

ル

ニ

テ

ヌ

ノ

ノ

ニ

テ

ナ
ル

ノ

ノ

ノ

フ

等

、
若
不

爾
者
、
非

奇
特

。
何
名

超
世
願

。
往
生
非

難

信
。
何
出

若
干
舌

。
入
地
以
去
生

於
報
土

、

ヲ

ハ

ニ

ゾ

ン

ノ

ト

キ
ニ

ジ

ゾ

ン

ノ

ヲ

ズ
ル

ハ

ニ

任
運
自
然
。
無
用

故
、
甚
易

信
故
。
又
変
化
土
必
随

報
土

、
葉
上
・葉
中
皆
属

台
故
。
若
爾
、
報
土
既
在

也

ナ
ル
ガ

ニ

キ
ガ

ニ

ノ

ハ

フ

ニ

ス
ル
ガ

ニ

ニ

バ

ニ

西
方
。
化
土
豈
非

其
方
処

耶
。
受
用
・
変
化
二
土
同
処

、
『
仏
地
論
』
等
之
所
判

哉
。

（『
浄

ニ

ニ

ン
ヤ

ノ

ニ

ノ

ナ
ル

ハ

ナ
ル
ヲ
ヤ

全
』
一
五
・
五
五
九
頁
上
～
下
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
良
遍
も
貞
慶
と
同
じ
く
、
阿
弥
陀
仏
土
は
通
報
化
で
あ
っ
て
、
さ
ら
に
報
化
二
土
は
同
体
一
処
で
あ
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る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
良
遍
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
所
成
の
土
に
つ
い
て
、
化
土
の
中

に
「
か
の
願
の
如
く
な
る
不
退
の
浄
国
」
が
存
在
す
る
と
理
解
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
親
鸞
が
報
土
で

あ
る
と
規
定
す
る
本
願
所
成
の
土
に
つ
い
て
「
化
土
中
の
世
界
」
で
あ
る
と
理
解
し
て
お
り
、
こ
れ
は
良
遍
仏
土
観
の

「
大
き
な
特
色
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
に
か
く
、
良
遍
と
貞
慶
の
説
示
を
見
る
限
り
で
は
、
法
相
系
の

(37)

浄
土
教
者
の
中
に
は
、
親
鸞
と
同
様
に
、
唯
報
非
化
が
一
般
的
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
阿
弥
陀
仏
土
に
つ
い
て
、
化
土

の
存
在
を
認
め
る
通
報
化
論
を
主
張
す
る
者
が
存
在
し
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
化
土
は
報
土
の
中
に
摂
め
ら
れ
た
仏
土

と
解
釈
し
て
い
る
、
こ
の
点
で
い
え
ば
両
者
の
仏
土
観
に
は
近
似
性
を
指
摘
で
き
る
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
化
土
へ
往
生
す
る
た
め
の
過
程
を
法
相
系
の
西
方
願
生
者
ら
は
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
か

検
討
し
て
み
た
い
。
た
だ
し
、
上
述
の
法
相
に
縁
の
あ
る
西
方
願
生
者
の
う
ち
、
良
忠
は
化
土
往
生
そ
の
も
の
を
認
め

ず
、
ま
た
良
遍
は
凡
夫
の
報
土
往
生
を
説
く
か
化
土
往
生
を
説
く
か
で
先
行
研
究
で
の
見
解
が
分
か
れ
定
説
を
未
だ
に

見
な
い
た
め
、
本
項
で
は
貞
慶
の
み
を
考
察
対
象
と
し
て
検
討
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

(38)

さ
て
、
そ
の
貞
慶
の
阿
弥
陀
仏
土
へ
と
往
生
す
る
過
程
に
つ
い
て
の
理
解
と
は
、
既
に
楠
淳
證
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

十
念
に
よ
る
臨
終
来
迎
に
よ
り
「
報
土
と
一
体
で
あ
る
弥
陀
の
化
土
へ
の
往
生
を
欣
求
」
し
、
「
二
三
生
等
を
経
て
後

(39)

の
報
土
往
生
」
を
期
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
修
因
感
果
の
過
程
は
親
鸞
の
化
土
往
生
の
過
程
に
近
似

(40)
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し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
ず
、
貞
慶
『
安
養
報
化
』
の
第
二
談
義
を
み
る
と
、

又
四
十
八
願
中
、
第
十
八
願
云
、「
十
方
造

悪
一
切
衆
生
、
最
後
十
念
不

往
救

者
不

取

正
覚
云
々
」
。
其
往
救

ニ

ト

者
来

迎
西
方
浄
土

也
。
限

地
上
菩
薩

者
、
不

可

云

造
悪
十
念

故
是
二

。
…
而
以

十
念
引
摂

為

弥
陀
勝

ス
ル

ト
モ

ト
モ

ヲ

ノ

事
。

（
墨
付
一
一
丁
左
～
一
二
丁
右
）

ト

と
、
法
蔵
菩
薩
の
第
十
八
願
文
に
は
造
悪
の
衆
生
を
臨
終
の
十
念
に
よ
っ
て
往
き
救
う
、
す
な
わ
ち
娑
婆
世
界
へ
来
迎

し
救
済
す
る
と
あ
り
、
こ
れ
は
「
弥
陀
の
勝
事
」
で
あ
る
と
説
示
し
て
い
る
。
実
際
に
は
、
『
大
経
』
の
第
十
八
願
文

に
は
臨
終
十
念
に
よ
る
来
迎
往
生
は
説
か
れ
て
お
ら
ず
、
貞
慶
に
よ
る
取
意
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず

れ
に
せ
よ
貞
慶
は
本
願
文
を
根
拠
に
し
な
が
ら
臨
終
十
念
の
来
迎
往
生
を
重
視
し
て
い
る
と
い
う
姿
勢
が
窺
え
る
。
ま

た
、
凡
夫
の
生
ま
れ
る
土
は
い
か
な
る
土
な
の
か
に
つ
い
て
、
貞
慶
は
『
安
養
報
化
』
の
第
一
談
義
に
て
、

況
見

碑
文

、
西
方
浄
土
院
一
欣
仏
殿
。
五
間
七
架
殿
内
造
、
阿
弥
陀
仏
観
音
・
勢
至
五
十
二
菩
薩
、
諸
化
音
楽
・

ニ

鳥
獣
三
百
余
事
。
遂
見

西
方

有

七
宝
蓮
花
立
床
至

云
云

。
既
欣

西
方

、
兼
感

霊
検
。
所
釈
定
可

存

安
養

ニ

(

マ
マ)

ヲ

通

化
土

之
義

。
設
雖

大
権
化
身

、
権
必
為
引

実
類

也
。
既
乍

示

凡
夫
相
。
猶
顕
欣
求
有

往
生
。
豈
非

ヲ

レ
バ

通

化
土

乎
。

（墨
付
六
丁
左
）

と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
弥
陀
の
浄
土
に
つ
い
て
説
く
経
典
に
は
、
凡
夫
が
凡
夫
な
が
ら
に
往
生
が
あ
る
す
が
た

が
顕
さ
れ
て
お
り
、
従
っ
て
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
は
化
土
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
と
貞
慶
は
こ
こ
で
論
じ
て
い
る
。
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換
言
す
れ
ば
、
凡
夫
は
直
に
報
土
往
生
は
で
き
ず
、
化
土
に
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
貞
慶
は
示
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
ま
た
他
に
も
貞
慶
『
心
要
鈔
』
に
は
凡
夫
所
入
の
土
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

如

此
之
人
、
臨
終
自
唱

仏
号

数
過

十
返
。
定
過

三
界

可

生

浄
土

耶
否
。
不

知

他
人

。
於

己
難

信
。
如

愚
度

者
、
多
生

人
天
。
宿
習
力
故
重
値

善
縁
。
漸
発

勝
心
。
二
、
三
生
等
果
遂
宿
願
。
是
猶

勝
事
。

（『
大
正
蔵
』七
一
・六
三
頁
上
）

こ
こ
で
も
貞
慶
は
、
た
だ
念
仏
の
み
で
即
座
に
報
土
往
生
す
る
こ
と
は
信
じ
が
た
く
、
二
、
三
生
を
経
て
の
ち
に
報
土

に
生
ま
れ
る
こ
と
が
「
勝
事
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

以
上
の
貞
慶
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
土
観
を
総
合
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
『
観
経
』
は
真
説
で
あ
り
、
そ
の

示
さ
れ
る
弥
陀
の
土
は
通
化
土
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
化
土
は
報
土
の
中
に
摂
め
ら
れ
た
土
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
仏

土
の
様
相
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
法
相
宗
出
身
の
浄
土
教
者
で
あ
る
良
遍
も
同
じ
見
解
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
凡
夫

は
本
願
の
十
念
、
臨
終
来
迎
に
よ
っ
て
報
土
中
の
化
土
へ
と
生
ま
れ
、
二
、
三
生
を
経
た
後
に
報
土
で
生
ま
れ
る
こ
と

を
勧
め
る
と
い
う
教
学
的
姿
勢
が
窺
え
る
。
『
観
経
』
は
真
説
で
あ
る
と
明
確
に
規
定
す
る
こ
と
や
、
凡
夫
の
化
土
へ

の
往
生
を
積
極
的
に
勧
め
る
と
い
う
こ
と
を
除
け
ば
、
貞
慶
の
弥
陀
浄
土
往
生
へ
の
過
程
及
び
所
生
の
土
は
、
親
鸞
が

説
示
す
る
よ
う
な
弥
陀
化
土
及
び
、
そ
の
化
土
往
生
へ
の
過
程
と
の
近
似
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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先
行
研
究
で
は
、
親
鸞
の
化
土
観
は
い
か
に
形
成
さ
れ
た
か
を
検
討
す
る
際
、
「
浄
土
三
部
経
」
や
七
祖
な
ど
、
浄

土
教
の
相
承
の
中
で
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
同
時
代
的
な
浄
土
信
仰
と

の
比
較
と
い
う
視
点
か
ら
の
検
討
は
あ
ま
り
な
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
親
鸞
と
浄
土
異
流
と
の
弥
陀
浄
土
観

を
比
較
し
て
み
る
と
、
両
者
は
ほ
ぼ
同
様
の
浄
土
教
に
お
け
る
相
承
を
経
て
い
る
が
、
親
鸞
以
外
の
浄
土
異
流
は
、
善

導
の
唯
報
非
化
論
に
則
り
弥
陀
浄
土
に
化
土
の
存
在
を
基
本
的
に
認
め
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
親
鸞
の
化
土
観
形
成
に

は
浄
土
教
の
相
承
以
外
の
外
的
要
因
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
下
、
本
章
で

は
法
相
系
の
西
方
願
生
者
、
と
り
わ
け
貞
慶
と
良
遍
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
親
鸞
と
の
比
較
を
行
っ
た
。

異
説
も
あ
る
が
法
相
宗
の
碩
学
で
あ
る
貞
慶
が
草
稿
し
、
興
福
寺
が
朝
廷
に
上
奏
し
た
と
さ
れ
る
『
興
福
寺
奏
状
』

で
は
、
『
観
経
』
は
諸
行
往
生
を
説
い
て
お
り
、
根
機
に
よ
っ
て
感
見
す
る
仏
土
も
異
な
る
こ
と
が
真
説
と
し
て
示
さ

れ
て
い
る
と
主
張
し
、
念
仏
一
行
に
よ
る
浄
土
へ
の
順
次
往
生
は
不
可
能
で
あ
る
と
専
修
念
仏
教
団
を
批
判
す
る
。
法

然
滅
後
の
法
然
門
流
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
専
修
念
仏
に
対
す
る
批
判
に
応
当
し
、
法
然
浄
土
教
の
正
統
性
を
証
明

す
る
こ
と
は
、
必
然
的
な
教
学
的
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

そ
の
中
で
親
鸞
は
、
報
土
中
に
報
土
と
化
土
と
を
分
け
る
報
中
垂
化
説
を
展
開
し
、
真
実
信
心
の
行
者
は
報
土
へ
と
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往
生
す
る
が
、
自
力
疑
惑
の
行
者
は
報
土
中
の
化
土
へ
と
生
ま
れ
る
、
二
機
二
類
往
生
論
を
展
開
し
た
。
一
方
で
、
法

相
系
の
西
方
願
生
者
で
あ
る
貞
慶
や
良
遍
も
、
親
鸞
と
同
じ
く
弥
陀
の
報
土
中
に
化
土
が
摂
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
、

親
鸞
と
非
常
に
近
似
し
た
化
土
観
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
こ
で
、
親
鸞
と
貞
慶
と
の
凡
夫
に
よ
る

化
土
往
生
へ
の
過
程
を
比
較
す
る
と
、
左
記
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

親
鸞
→
『
大
経
』＝
真
実

→
他
力
の
信
心
獲
得

→
現
生
正
定
聚
、
臨
終
不
来
迎

→
報
土
へ順
次
往
生

親
鸞
→
『
観
経
』＝
方
便

→
凡
夫
の
臨
終
十
念

→
来
迎

→
報
中
化
に
往
生

→
五
百
歳
後
報
土
生

貞
慶
→
『
観
経
』＝
真
説

→
凡
夫
の
臨
終
十
念

→
来
迎

→
報
中
化
に
往
生

→
二
三
生
後
報
土
生

こ
の
よ
う
に
、
親
鸞
と
貞
慶
と
の
化
土
往
生
ま
で
の
過
程
に
は
近
似
性
を
指
摘
で
き
る
。
注
目
す
べ
き
点
は
、
こ
れ

ら
の
過
程
を
真
実
と
取
る
か
方
便
と
取
る
か
の
差
異
で
あ
ろ
う
。
貞
慶
は
凡
夫
の
化
土
往
生
を
必
然
的
な
過
程
と
し
、

報
土
往
生
は
そ
の
後
に
展
開
さ
れ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
一
方
で
親
鸞
は
、
上
述
の
よ
う
な
凡
夫
が
化
土
往
生
す
る
過

程
を
方
便
の
往
生
で
あ
り
、
仏
智
不
思
議
を
疑
っ
た
罪
に
よ
り
生
ま
れ
る
仏
土
で
あ
る
と
説
く
。
ま
た
親
鸞
は
、
阿
弥

陀
仏
の
真
実
信
心
を
獲
得
し
た
行
者
は
、
次
生
に
は
報
土
へ
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
き
、
化
土
往
生
を
必
然
の

過
程
と
し
て
は
設
定
し
て
い
な
い
。
こ
の
化
土
に
関
す
る
両
者
の
近
似
性
や
、
化
土
往
生
に
必
然
性
を
み
る
か
の
相
違
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点
が
、
そ
の
ま
ま
親
鸞
の
阿
弥
陀
仏
土
観
の
形
成
に
は
法
相
宗
の
影
響
が
あ
る
こ
と
を
語
る
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
な

い
が
、
先
に
示
し
た
よ
う
な
「
浄
土
教
の
相
承
」
と
は
離
れ
た
場
所
で
、
こ
の
よ
う
な
弥
陀
化
土
思
想
の
近
似
性
を
指

摘
で
き
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
点
で
あ
り
、
親
鸞
が
他
の
法
然
門
流
と
異
な
り
「
化
土
」
の
語
を
敢
え
て
用
い
な
が
ら

方
便
の
道
筋
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
も
、
こ
の
よ
う
な
一
般
的
な
阿
弥
陀
仏
土
理
解
を
想
定
し
た
上
で
の
表
現
で
あ
る

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
今
後
、
親
鸞
化
土
観
の
研
究
を
行
う
上
の
視
座
と
し
て
、
南
都
仏
教
な
ど
の
七
祖
相
承
以
外
の
浄

土
信
仰
と
の
比
較
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
つ
時
、
南
都
浄
土
教
の
影
響

を
受
け
な
が
ら
も
唯
報
論
を
展
開
す
る
良
忠
と
、
親
鸞
と
の
思
想
的
な
差
異
に
つ
い
て
の
詳
細
な
検
討
が
必
要
か
と
思

う
、
従
っ
て
次
節
以
降
で
は
良
忠
の
仏
土
観
に
主
眼
を
置
き
つ
つ
、
親
鸞
思
想
が
い
か
な
る
状
況
下
で
仏
土
論
を
展
開

し
た
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。
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前
節
に
お
い
て
は
、
『
教
行
信
証
』
所
説
の
親
鸞
報
化
二
土
観
は
、
「
安
養
報
化
」
の
よ
う
な
一
般
仏
教
の
仏
土
観



- 324 -

も
視
座
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
次
に
『
教
行
信
証
』
成
立
後
の
著
作
か
ら
も
同
様
の
視
座
が
必
要

で
あ
る
か
を
検
討
し
た
い
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
『
教
行
信
証
』
以
降
の
著
作
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
「
報
土
」
と

「
化
土
」
に
関
す
る
説
示
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
検
討
し
た
い
。

ਸ਼
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ध
౮
ੰ

『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
は
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
報
化
二
土
に
分
か
れ
、
そ
の
化
土
は
報
土
の
中
に
摂
せ
ら
れ
る

仏
土
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
自
力
心
を
あ
て
に
す
る
本
願
疑
惑
の
行
者
が
果
徳
と
し
て
化
土
に
生

ま
れ
る
こ
と
が
説
か
れ
る
が
、
こ
の
修
因
感
果
の
過
程
に
つ
い
て
は
建
長
以
降
の
書
物
に
つ
い
て
も
同
様
の
説
示
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
。
で
は
、
『
教
行
信
証
』
以
降
に
東
国
門
弟
へ
送
付
さ
れ
た
書
物
で
は
、
ど
の
よ
う
な
点
に
お
い
て

『
教
行
信
証
』
と
の
差
異
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
化
土
の
用
例
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
親
鸞
の
書
物
の
中
、
「
化
土
」
に
関
連
す
る
代
表
的
な
語
を
抜
き
出

せ
ば
左
記
【
表
１
】
の
通
り
で
あ
る
。

【
表
１
】
親
鸞
書
物
に
お
け
る
「
化
土
」
に
関
す
る
用
例
数
（
加
点
本
、
延
書
本
を
除
く
）
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書
名
（
西
暦
）

化
身
土

化
土

報
化
（
二
土
）

懈
慢
界

辺
地

胎
生

疑
城

胎
宮

教
行
信
証

一

二

二

六

三

七

二

四

(41)

浄
土
和
讃
（
一
二
四
八
）

一

一

高
僧
和
讃

（
一
二
四
八
）

一

一

一

有
念
無
念
（
一
二
五
一
）

一

一

一

浄
土
文
類
聚
鈔
（
一
二
五
二
？
）

一

愚
禿
鈔
（
一
二
五
五
？
）

一

一

一

三

三

一

三

三
経
往
生
文
類
（
一
二
五
五
）

一

四

一

五

（
略
本
一
）

二

尊
号
真
像
銘
文
（
一
二
五
五
）

一

一

一

か
さ
ま
の
念
仏
者
の
う
た
が
ひ

二

二

一

二

一

と
は
れ
た
る
事
（
一
二
五
五
）

末
灯
鈔
第
一
二
通
（
一
二
五
七
）

三

正
像
末
和
讃
（
一
二
五
八
）

二

三

六

六

一

三

二
尊
大
悲
本
懐

二

一
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四
十
八
誓
願

一

(42)

末
灯
鈔
第
八
通

一

涅
槃
経
要
文

一

計

二

九

五

二
二

二
二

二
三

七

一
四

『
教
行
信
証
』
で
は
巻
六
に
「
化
身
土
巻
」
を
置
き
、
阿
弥
陀
仏
の
方
便
土
を
「
真
仏
土
」
に
対
す
る
「
化
身
土
」

と
名
づ
け
て
い
た
が
、
管
見
の
限
り
『
教
行
信
証
』
以
外
に
「
化
身
土
」
の
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
『
愚
禿

鈔
』
の
、「
就

土
有

四
種

法
身
土

二
報
身
土

三
応
身
土

四
化
身
土

」
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
法
然
「
浄

テ

ニ

リ

ノ

ニ

ノ

ニ

ノ

ニ

ノ

ナ
リ
(43)

土
宗
大
意
」
の
文
言
を
記
し
た
書
簡
で
あ
る
『
末
灯
鈔
』
第
八
通
に
、

四
土
と
い
ふ
は
、
一
に
は
法
身
の
土
、
二
に
は
報
身
の
土
、
三
に
は
応
身
の
土
、
四
に
は
化
土
な
り
。
い
ま
こ
の
安
楽
浄

し

ど

ほ
ふ

し
ん

ど

ほ
う

じ
ん

ど

お
う
じ
ん

ど

く
ゑ

ど

あ
ん
ら
く

土
は
報
土
な
り
。

（『
聖
典
全
書
』
二
・
七
九
〇
頁
）

ど

ほ
う

ど

と
あ
る
も
の
と
同
様
に
、
一
般
的
な
仏
土
理
解
の
一
で
あ
る
四
土
説
に
つ
い
て
示
し
た
も
の
で
、
親
鸞
自
身
の
仏
土
理

解
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

(44)

ま
た
「
化
土
」
の
用
例
を
見
る
と
『
愚
禿
鈔
』
で
は
、「
就

弥
陀
化
土

有

二
種

一
疑
城
胎
宮

二
懈
慢
辺
地
」

(45)
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と
、
阿
弥
陀
仏
の
化
土
に
疑
城
胎
宮
と
懈
慢
辺
地
の
二
種
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
『
愚
禿
鈔
』
は
先
行
研
究

に
お
い
て
成
立
時
期
が
い
つ
か
に
つ
い
て
一
定
し
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
の
用
例
を
見
る
と
、

(46)

『
高
僧
和
讃
』
「
源
信
讃
」
に
は
、

報
の
浄
土
の
往
生
は

お
ほ
か
ら
ず
と
ぞ
あ
ら
わ
せ
る

ほ
う

化
土
に
む
ま
る
ゝ
衆
生
お
ば

す
く
な
か
ら
ず
と
お
し
え
た
り

（『
聖
典
全
書
』
二
・四
五
二
頁
）

と
、
源
信
の
報
化
二
土
の
説
示
に
つ
い
て
讃
嘆
す
る
中
で
「
化
土
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
他
に
も
、
『
尊
号
真

像
銘
文
』
に
、

「
無
人
」
と
い
ふ
は
ひ
と
な
し
と
い
ふ
、
人
な
し
と
い
ふ
は
真
実
信
心
の
人
は
あ
り
が
た
き
ゆ
へ
に
実
報
土
に
む
ま
る
ゝ
人

む

に
ん

し
ん

じ
ち

し
ん
じ
む

ひ
と

じ
ち

ぽ
う

ど

ま
れ
な
り
と
な
り
。
し
か
れ
ば
、
源

信
和
尚

は
、「
報
土
に
む
ま
る
ゝ
人
は
お
ほ
か
ら
ず
、
化
土
に
む
ま
る
ゝ
人
は
す
く

ぐ
ゑ
ん
し
ん
く
わ
し
や
う

ほ
う

ど

く
ゑ

ど

な
か
ら
ず
」
と
の
た
ま
へ
り
。

（『
聖
典
全
書
』
二
・
六
一
〇
頁
）

と
、
ほ
ぼ
同
文
が
源
信
の
言
葉
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
源
信
の
言
葉
と
し
て
で
は
な
い
が
、
『
正
像
末
和

讃
』
「
三
時
讃
」
に
は
、

報
土
の
信
者
は
お
ほ
か
ら
ず

化
土
の
行

者
は
か
ず
お
ほ
し

ほ
う

ど

し
ん
じ
や

く
ゑ

ど

ぎ
や
う
じ
や

自
力
の
菩
提
か
な
は
ね
ば

久
遠
劫
よ
り
流
転
せ
り

（『
聖
典
全
書
』
二
・
四
九
三
頁
）

じ

り
き

ぼ

だ
い

く

お
ん
ご
ふ

る

て
ん
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と
、
「
源
信
讃
」
と
ほ
ぼ
同
趣
旨
の
讃
文
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
「
化
身
土
巻
」
や
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』

(47)

(48)

に
も
引
用
さ
れ
る
『
往
生
要
集
』
の
説
示
を
承
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
『
往
生
要
集
』
「
問
答
料
簡
」

で
は
、
『
菩
薩
処
胎
経
』
に
は
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
往
生
す
る
者
は
億
千
万
に
一
人
と
説
か
れ
て
い
る
の
で
、
阿
弥
陀

仏
の
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
は
困
難
で
は
な
い
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
源
信
が
、
『
群
疑
論
』
を
引
用
し
、

『
群
疑
論
』
、
引

善
導
和
尚
前
文

而
釈

此
難

。
又
自
助
成

云
、「
此
『
経
』
下
文
云
、
何
以

故
。
皆
イ
ヘ
リ

由

懈
慢

執

ニ

キ
テ

ノ

ノ

ヲ

セ
リ

ノ

ヲ

ラ

シ
テ

ク

ノ

ノ

ノ

ニ

ク

ヲ

テ
ノ

ニ

ル
ナ
リ
ト

ニ
シ
テ

心
不

牢
固
。コ
ヽ
ニ是

知

雑
修
之
者
為

執
心
不
牢
之
人

。
故
マ
ル生

懈
慢
国

也
。
若
不

雑
修

専

モ
ノ
ハ

行

此
業

、
此
即
執

ル
ニ

ナ
ラ

ヲ
モ
テ

リ
ヌ

ヲ

ル
ナ
リ

ト

ニ

ズ

ニ

シ

シ
テ

セ

ニ
シ
テ

ズ
ル
ハ

ノ

ヲ

チ

心
牢
固

、
定

生

極
楽
国
。
乃至

又
報
浄
土
生
者
極
少
。
化
浄
土
中
生
者
不

少
。
故
経
別
説
。
実
不

相
違

也
。」

ナ
ル
ナ
リ

メ
テ

ル

ニ

ノ

ニ

ル
ル

ハ

テ

シ

ノ

ノ

ニ

ル
ル

カ
ラ

ニ

ニ

ニ

ケ
リ

ニ
ハ

ト

セ

（『
聖
典
全
書
』一
・一
二
一
二
頁
～
一
二
一
三
頁
）

と
、
報
の
浄
土
に
往
生
す
る
者
は
極
め
て
少
な
い
が
、
化
の
浄
土
に
往
生
す
る
者
は
少
な
く
な
い
の
だ
と
答
え
て
い
る

も
の
を
承
け
た
説
示
と
み
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
以
外
で
あ
れ
ば
、
「
化
土
」
の
語
は
、
前
掲
の
『
正
像
末

和
讃
』
「
誡
疑
讃
」
を
除
く
と
、

罪
福
ふ
か
く
信
じ
つ
ゝ

善
本
修
習
す
る
ひ
と
は

ざ
い
ふ
く

し
ん

ぜ
ん
ぽ
ん
し
ゆ
じ
ふ

疑
心
の
善
人
な
る
ゆ
へ
に

方
便
化
土
に
と
ま
る
な
り

（『
聖
典
全
書
』
二
・五
〇
六
頁
）

ぎ

し
む

ぜ
ん
に
ん

は
う
べ
ん

く
ゑ

ど

と
、
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
の
、



- 329 -

『
无
量

寿
仏
観

経

』
に
は
、
定

善
・
散
善
、
三
福
九
品
の
諸
善
、
あ
る
い
は
自
力
の
称

名

念
仏
を
と
き
て
、
九
品
往

む

り
や
う
じ
ゆ
ぶ
ち
く
わ
ん
ぎ
や
う

ぢ
や
う
ぜ
ん

さ
ん

ぷ
く

ぼ
む

し
よ
ぜ
ん

じ

り
き

し
よ
う
み
や
う

生
を
す
ゝ
め
た
ま
へ
り
。
こ
れ
は
他
力
の
中
に
自
力
を
ム
ネ
ト
ス

宗
致
と
し
た
ま
へ
り
。
こ
の
ゆ
へ
に
観

経

往
生
と
ま
ふ
す
は
、
こ

た

り
き

じ

り
き

し
ゆ

ち

く
わ
ん
ぎ
や
う

れ
み
な
方
便
化
土
の
往
生
な
り
。
こ
れ
を
双
樹
林
下
往
生
と
ま
ふ
す
な
り
。

は
う
べ
ん

く
ゑ

ど

さ
う
じ
ゆ
り
む

（『
聖
典
全
書
』二
・五
八
五
頁
～
五
八
六
頁
）

の
二
例
し
か
な
い
。
こ
れ
ら
二
例
も
「
報
土
」
と
並
べ
て
「
化
土
」
を
用
い
る
の
で
は
な
く
、
「
方
便
化
土
」
と
、
真

実
で
は
な
い
仏
土
を
顕
す
時
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
も
「
化
土
」
「
化
身
土
」
の

用
例
は
、
「
化
土
」
が
二
例
、
「
化
身
土
」
は
題
号
、
尾
題
を
除
け
ば
一
例
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
「
化

身
土
」
「
化
土
」
の
語
は
、
『
教
行
信
証
』
を
含
め
て
親
鸞
著
作
中
に
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
用
例
の

多
く
は
、
『
教
行
信
証
』
以
降
で
は
、
源
信
『
往
生
要
集
』
所
引
の
『
群
疑
論
』
に
関
連
す
る
説
示
の
中
で
用
い
ら
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
「
報
化
二
土
」
の
用
例
に
な
る
と
、
『
教
行
信
証
』
以
外
で
は
『
浄
土
文
類
聚
鈔
』
「
念
仏
正
信
偈
」

の
「
報
化
二
土
正
弁
立
」
、
『
愚
禿
鈔
』
「
二
教
対
」
の
中
の
「
報
化
二
土
対
」
、
『
高
僧
和
讃
』
の
「
源
信
僧
都
の
お
し

(49)

(50)

へ
に
は

報
化
二
土
を
お
し
へ
て
ぞ
」
の
三
例
し
か
数
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
中
、
『
愚
禿
鈔
』
と
『
浄
土
文

(51)

類
聚
鈔
』
は
、
『
教
行
信
証
』
以
前
の
成
立
と
す
る
説
も
あ
る
の
で
、
『
教
行
信
証
』
以
降
の
成
立
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
書
物
は
『
高
僧
和
讃
』
の
み
と
な
り
、
ま
た
、
『
浄
土
文
類
聚
鈔
』
と
『
高
僧
和
讃
』
に
つ
い
て
は
、
「
化
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土
」
と
同
じ
く
源
信
『
往
生
要
集
』
に
関
連
し
た
説
示
で
あ
る
。

用
例
数
の
上
か
ら
み
て
も
、
こ
れ
ら
「
化
身
土
」
「
化
土
」
「
報
化
二
土
」
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
、

『
教
行
信
証
』
以
降
の
著
作
で
は
「
化
土
」
を
指
す
語
と
し
て
は
、
「
疑
城
」
「
胎
宮
」
「
懈
慢
」
と
い
っ
た
用
語
が
多

く
用
い
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
用
例
数
だ
け
を
み
る
と
、
化
土
に
関
す
る
説
示
は
建
長
七
（
一
二
五
五
）
年
撰
述
の
著
作
に
散
見
さ
れ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
単
純
に
建
長
七
年
に
成
立
し
た
著
作
数
が
多
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
先
行
研
究
で
は
化
土

の
説
示
が
集
中
す
る
原
因
は
、
念
仏
弾
圧
事
件
（
と
そ
れ
に
付
随
す
る
善
鸞
事
件
）
、
も
し
く
は
当
時
の
東
国
門
弟
に

惹
起
し
て
い
た
誓
名
別
信
や
辺
地
堕
獄
の
異
義
な
ど
の
影
響
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

一
例
を
示
せ
ば
、
河
田
光
夫
は
、
『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』
第
九
通
に
「
念
仏
を
さ
ま
た
げ
ん
ひ
と
は
」
等
と
あ
る

(52)

こ
と
か
ら
、
建
長
七
年
か
ら
正
嘉
元
（
一
二
五
七
）
年
頃
に
か
け
て
念
仏
者
へ
の
弾
圧
が
あ
っ
た
と
推
測
し
た
上
で
、

(53)

こ
の
期
間
に
撰
述
さ
れ
た
「
か
さ
ま
の
念
仏
者
の
う
た
が
ひ
と
わ
れ
た
る
事
」
（
一
二
五
五
年
）
に
見
る
よ
う
な
、
自

力
の
信
に
よ
る
往
生
を
明
確
に
「
懈
慢
・
辺
地
」
や
「
疑
城
・
胎
宮
」
と
位
置
づ
け
る
姿
勢
は
、
当
時
の
念
仏
弾
圧
に

回
答
し
て
い
く
中
で
、
「
親
鸞
の
思
想
が
次
第
に
進
ん
で
い
っ
た
例
」
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
念
仏
弾

(54)

圧
に
対
応
し
て
い
く
中
で
、
自
力
の
信
の
者
は
「
懈
慢
・
辺
地
」
や
「
疑
城
・
胎
宮
」
と
い
っ
た
浄
土
に
生
ま
れ
る
と
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い
う
思
想
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

次
に
誓
名
別
信
や
辺
地
堕
獄
の
異
義
と
は
、
唯
円
の
作
と
さ
れ
る
『
歎
異
抄
』
に
て
、
「
上
人
の
お
ほ
せ
に
あ
ら
ざ

る
異
義
ど
も
」
を
示
さ
れ
る
も
の
で
、
ま
ず
誓
名
別
信
と
は
第
十
一
条
に
、

(55)

一
文
不
通
の
と
も
が
ら
の
念
仏
ま
ふ
す
に
あ
ふ
て
、
な
ん
ぢ
は
誓
願
不
思
議
を
信
じ
て
念
仏
ま
ふ
す
か
、
ま
た
名
号
不

思
議
を
信
ず
る
か
と
い
ひ
お
ど
ろ
か
し
て
、
ふ
た
つ
の
不
思
議
を
子
細
を
も
分
明
に
い
ひ
ひ
ら
か
ず
し
て
、
ひ
と
の
こ
ゝ

ろ
を
ま
ど
は
す
こ
と
。
こ
の
条
、
か
へ
す
が
へ
す
も
こ
ゝ
ろ
を
と
ゞ
め
て
、
お
も
ひ
わ
く
べ
き
こ
と
な
り
…
つ
ぎ
に
み
づ
か
ら

の
は
か
ら
ひ
を
さ
し
は
さ
み
て
、
善
悪
の
ふ
た
つ
に
つ
き
て
、
往
生
の
た
す
け
・
さ
は
り
、
二
様
に
お
も
ふ
は
、
誓
願
の
不

ふ
た
や
う

思
議
を
ば
た
の
ま
ず
し
て
、
わ
が
こ
ゝ
ろ
に
往
生
の
業
を
は
げ
み
て
ま
ふ
す
と
こ
ろ
の
念
仏
を
も
自
行
に
な
す
な
り
。
こ

の
ひ
と
は
、
名
号
の
不
思
議
を
も
ま
た
信
ぜ
ざ
る
な
り
。
信
ぜ
ざ
れ
ど
も
、
辺
地
懈
慢
・
疑
城
胎
宮
に
も
往
生
し
て
、

果
遂
の
願
の
ゆ
へ
に
、
つ
ゐ
に
報
土
に
生
ず
る
は
、
名
号
不
思
議
の
ち
か
ら
な
り
。
こ
れ
す
な
は
ち
、
誓
願
不
思
議
の
ゆ
へ

な
れ
ば
、
た
ゞ
ひ
と
つ
な
る
べ
し
。

（『
聖
典
全
書
』
二
・
一
〇
六
〇
頁
～
一
〇
六
一
頁
）

と
、
本
来
体
一
で
あ
る
「
誓
願
不
思
議
」
と
「
名
号
不
思
議
」
と
を
二
つ
あ
る
よ
う
に
主
張
す
る
異
義
で
あ
り
、
同
じ

く
初
期
真
宗
の
書
で
あ
る
『
浄
土
法
門
見
聞
鈔
』
に
は
、
「
名
号
」
と
「
誓
願
」
に
つ
い
て
同
様
の
説
示
が
見
ら
れ
、

(56)

他
力
ニ
二
ア
リ
。
一
ニ
ハ
名
号
不
思
議
。
二
ニ
ハ
誓
願
不
思
議
也
。
名
号
ハ
コ
レ
善
也
徳
也
是
故
ニ
一
念
十
念
ニ
滅

罪

シ

ヲ
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得

功
徳

究
ナ
シ
ト
シ
ル
ナ
リ
。
コ
ノ
信
心
ハ
他
力
ノ
中
ノ
自
力
ノ
信
心
ナ
リ
。
コ
ノ
信
心
ハ
誓
願
不
思
議
ノ
信
心
ニ
ア

コ
ト

ラ
ズ
ト
云
ナ
リ
。
爾
レ
バ
光
明
寺
ノ
和
尚
ハ
信
心
不

具
足

名
号
ハ
、
善
本
徳
本
ト
ハ
ナ
レ
ド
モ
誓
願
不
思
議
ノ
信
心
ニ
ハ

ア
ラ
ズ
。
誓
ノ
信
心
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
真
実
報
土
ニ
イ
タ
ル
コ
ト
ナ
シ
。
是
故
ニ
口
ニ
テ
念
仏
ヲ
申
ト
モ
心
ニ
信
心
ナ
キ
人
ハ
。

蓮
ノ
華
ニ
五
百
歳
如
来
オ
ガ
マ
ヌ
身
ト
ナ
ル
ト
モ
ノ
タ
マ
ヘ
リ
。『
大
経
ノ
讃
』
云
。「
誓
願
不
思
議
ヲ
ウ
タ
ガ
ヒ
テ

」
コ
ヽ

乃

至

ヲ
モ
テ
コ
ヽ
ロ
ウ
ベ
シ
。
自
ノ
力
ヲ
タ
ノ
ミ
疑
マ
ジ
キ
如
来
ノ
誓
願
ヲ
ウ
タ
ガ
フ
モ
ノ
ナ
リ
。
二
ニ
誓
願
不
思
議
ノ
信
心
ト
云

ハ
。
如
来
ノ
摂
取
ノ
利
益
ヲ
一
念
モ
ウ
タ
ガ
ハ
ヌ
ナ
リ
。
コ
ノ
信
心
ハ
正
定
聚
ニ
住
シ
。
コ
ノ
界
ニ
ア
リ
ナ
ガ
ラ
ノ
聖
衆
ト
同

ジ
テ
不
退
ノ
位
ニ
住
ス
ル
ナ
リ
。･･･

又
云
う
。
コ
ノ
二
人
ハ
イ
カ
ナ
ル
差
別
カ
ア
ル
ヤ
。
答
云
。
名
号
不
思
議
ヲ
信
ズ
ル
人

ハ
或
ハ
罪
ヲ
滅
ス
ト
信
ズ
ル
人
モ
ア
リ
。
又
ハ
福
智
ヲ
信
ジ
テ
功
徳
ヲ
ツ
メ
ル
人
モ
ア
リ
。
コ
ノ
人
ハ
不
思
議
ヲ
信
ズ
ト
イ
ヘ

ド
モ
。
他
力
ノ
中
ノ
自
力
ナ
ル
ガ
ユ
ヘ
ニ
如
来
ノ
五
智
ヲ
ウ
タ
ガ
フ
ユ
ヘ
ニ
辺
地
胎
生
ニ
生
ル
ヽ
ナ
リ
。『
大
経
』
ニ
具
ニ
説
タ

リ
。

（
了
祥
『
異
義
集
』
巻
一
所
収
本
、『
真
宗
大
系
』
三
六
・
一
〇
頁
下
～
一
一
頁
上
）

と
、
『
歎
異
抄
』
の
よ
う
に
誓
願
不
思
議
と
名
号
不
思
議
を
別
に
見
た
上
で
、
誓
願
不
思
議
と
信
じ
る
者
は
真
実
報
土

に
至
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
名
号
不
思
議
と
信
じ
る
者
は
で
き
な
い
と
い
い
、
ま
た
名
号
不
思
議
と
信
じ
る
者
は
辺
地

胎
生
に
生
ま
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
大
原
性
実
は
『
末
灯
鈔
』
第
九
通
に
、

さ
て
は
こ
の
御
不
審
し
か
る
べ
し
と
も
お
ぼ
え
ず
候
。
そ
の
ゆ
へ
は
、
誓
願

・
名

号
と
ま
ふ
し
て
か
は
り
た
る
こ
と
候
は

ご

ふ

し
ん

せ
い
ぐ
わ
ん

み
や
う
が
う

ず
候
。
誓
願

を
は
な
れ
た
る
名

号
も
候
は
ず
、
名

号
を
は
な
れ
た
る
誓
願

も
候
は
ず
候
。

せ
い
ぐ
わ
ん

み
や
う
が
う

み
や
う
が
う

せ
い
ぐ
わ
ん
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（『
聖
典
全
書
』二
・
七
九
一
頁
）

と
あ
る
誓
願
と
名
号
は
別
個
の
も
の
で
は
な
い
と
す
る
説
示
や
、
『
同
』
第
十
二
通
の
、

念
仏
往
生

と
信
ず
る
ひ
と
は
、
辺
地
の
往
生

と
て
き
ら
は
れ
候
ら
ん
こ
と
、
お
ほ
か
た
こ
ゝ
ろ
え
が
た
く
候
。
そ
の
ゆ
へ

ね
む
ぶ
ち
わ
う
じ
や
う

し
ん

へん

ぢ

わ
う
じ
や
う

は
、
弥
陀
の
本
願

と
ま
ふ
す
は
、
名

号
を
と
な
へ
ん
も
の
を
ば
極
楽
へ
む
か
へ
ん
と
ち
か
は
せ
た
ま
ひ
た
る
を
、
ふ
か
く

み

だ

ほ
ん

ぐ
わ
ん

み
や
う
が
う

ご
く
ら
く

じ
て
と
な
ふ
る
が
め
で
た
き
こ
と
に
て
候
な
り
。
信
心
あ
り
と
も
、
名

号
を
と
な
へ
ざ
ら
ん
は
詮
な
く
候
。
ま
た
向
名

し
ん

じ
む

み
や
う
が
う

せ
ん

か
う
み
や
う

号
を
と
な
ふ
と
も
、
信
心
あ
さ
く
は
往
生

し
が
た
く
候
。
さ
れ
ば
念
仏
往
生

と
ふ
か
く
信
じ
て
、
し
か
も
名

号
を
と

が
う

し
ん
じ
む

わ
う
じ
や
う

ね
む
ぶ
ち
わ
う
じ
や
う

し
ん

み
や
う
が
う

な
へ
ん
ず
る
は
、
う
た
が
ひ
な
き
報
土
の
往
生

に
て
あ
る
べ
く
候
な
り
。
詮
ず
る
と
こ
ろ
、
名

号
を
と
な
ふ
と
い
ふ
と

ほ
う

ど

わ
う
じ
や
う

せ
ん

み
や
う
が
う

も
、
他
力
本
願

を
信
ぜ
ざ
ら
ん
は
辺
地
に
む
ま
る
べ
し
。
本
願

他
力
を
ふ
か
く
信
ぜ
ん
と
も
が
ら
は
、
な
に
ご
と
に
か

た

り
き
ほ
ん

ぐ
わ
ん

し
ん

へ
ん

ぢ

ほ
ん

ぐ
わ
ん

た

り
き

し
ん

は
辺
地
の
往
生

に
て
さ
ふ
ら
ふ
べ
き
。

（『
聖
典
全
書
』
二
・
七
九
四
頁
～
七
九
五
頁
）

へ
ん

ぢ

わ
う
じ
や
う

と
い
う
、
念
仏
往
生
と
信
じ
る
者
は
辺
地
に
生
ま
れ
る
と
い
う
主
張
は
誤
り
で
あ
り
、
本
願
を
信
じ
名
号
を
称
え
れ
ば

疑
い
な
く
報
土
往
生
す
る
説
示
等
は
、
誓
名
別
信
の
異
義
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

(57)

親
鸞
帰
洛
後
に
東
国
に
お
い
て
「
名
号
不
可
思
議
と
信
じ
る
者
は
辺
地
胎
生
に
生
ま
れ
る
」
と
い
う
異
義
が
弘
ま
っ
て

お
り
、
そ
の
説
は
間
違
い
で
あ
る
と
親
鸞
が
門
弟
た
ち
に
向
け
て
教
誡
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
辺
地
堕
獄
と
は
、
第
十
七
条
に
て
、
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辺
地
往
生
を
と
ぐ
る
ひ
と
、
つ
ゐ
に
は
地
獄
に
お
つ
べ
し
と
い
ふ
こ
と
。
こ
の
条
、
な
に
の
証
文
に
み
へ
さ
ふ
ら
う
ぞ
や
。

学
生
だ
つ
る
ひ
と
の
な
か
に
、
い
ひ
い
だ
さ
る
ゝ
こ
と
に
て
さ
ふ
ら
う
な
る
こ
そ
、
あ
さ
ま
し
く
さ
ふ
ら
へ
。
経
論
・
正
教

を
ば
、
い
か
や
う
に
み
な
さ
れ
て
さ
ふ
ら
う
ら
ん
。
信
心
か
け
た
る
行
者
は
、
本
願
を
う
た
が
ふ
に
よ
り
て
、
辺
地
に
生

じ
て
、
う
た
が
ひ
の
つ
み
を
つ
ぐ
の
ひ
て
の
ち
、
報
土
の
さ
と
り
を
ひ
ら
く
と
こ
そ
、
う
け
た
ま
は
り
さ
ふ
ら
へ
。
信
心
の

行
者
す
く
な
き
ゆ
へ
に
、
化
土
に
お
ほ
く
す
ゝ
め
い
れ
ら
れ
さ
ふ
ら
う
を
、
つ
ゐ
に
む
な
し
く
な
る
べ
し
と
さ
ふ
ら
う
な

る
こ
そ
、
如
来
に
虚
妄
を
ま
ふ
し
つ
け
ま
ひ
ら
せ
ら
れ
さ
ふ
ら
う
な
れ
。

（『
聖
典
全
書
』二
・
一
〇
七
一
頁
）

と
、
辺
地
に
往
生
し
た
者
は
堕
地
獄
す
る
と
主
張
す
る
異
義
を
指
す
。
こ
の
異
義
に
つ
い
て
大
原
は
、
先
に
見
た
よ
う

な
「
名
号
不
思
議
と
信
じ
る
と
辺
地
往
生
す
る
」
を
主
張
し
た
善
鸞
が
、
建
長
五
（
一
二
五
三
）
年
頃
に
東
国
へ
下
向

す
る
日
蓮
が
主
張
し
て
い
た
「
念
仏
無
間
」
説
を
受
容
し
た
こ
と
で
、
親
鸞
門
弟
内
に
こ
の
よ
う
な
異
義
が
広
ま
っ
た

(58)

の
で
は
な
い
か
と
も
推
測
し
て
い
る
が
定
か
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
『
歎
異
抄
』
撰
述
時
の
東
国
に
お
い
て
は

(59)

辺
地
堕
獄
の
異
義
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
仏
土
に
関
す
る
異
義
が
親
鸞
門
流
の
中
に
流
布
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
大
原
性
実
は
検
討
を
加
え
た

結
果
、
「
善
鸞
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
は
、
誓
願
不
思
議
と
信
じ
て
の
み
報
土
往
生
を
得
る
な
り
と
固
執
し
、
た
だ

念
仏
往
生
と
信
じ
て
念
仏
す
る
だ
け
で
は
辺
地
の
往
生
し
か
で
き
な
い
と
主
張
し
た
」
の
で
は
な
い
か
等
と
、
善
鸞
に

(60)
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よ
る
異
義
が
原
因
で
は
な
い
か
と
推
論
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
異
義
を
主
張
し
て
い
た
の
が
善
鸞
を
中
心
と
し
た
グ
ル

ー
プ
で
あ
る
か
は
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
に
思
わ
れ
る
が
、
と
に
か
く
、
東
国
の
真
宗
門
弟
の
間
で
は
、
建
長
七
年

頃
に
「
辺
地
」
や
「
懈
慢
」
、
「
疑
城
胎
宮
」
等
に
対
す
る
誤
っ
た
理
解
が
流
布
し
て
い
た
こ
と
自
体
は
認
め
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
、
『
教
行
信
証
』
で
用
い
ら
れ
た
「
化
身
土
」
「
化
土
」
「
報
化
二
土
」
の
用
語
が
後
年
の
著
作
で
ほ
と
ん
ど

用
い
ら
れ
ず
、
建
長
七
年
前
後
に
お
い
て
は
「
辺
地
懈
慢
」
「
疑
城
胎
宮
」
と
い
っ
た
用
語
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る

の
は
、
念
仏
弾
圧
や
辺
地
堕
獄
の
異
義
等
が
背
景
に
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ਸ਼

ඨ


∹
प
उ
ऐ
ॊ

ઌ
ৰ
ਾ
ଅ

ಉ
भ

ਠ
प
ण
ः
थ

次
に
、
報
土
の
用
例
を
見
て
み
た
い
。
化
土
で
は
「
胎
生
」
や
「
辺
地
」
な
ど
「
化
土
」
の
言
葉
を
言
い
換
え
た
用

例
数
が
多
く
用
い
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
「
報
土
」
の
場
合
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
親
鸞
は
、
「
極
楽
」
の
表

現
を
極
端
に
避
け
、
こ
れ
ら
の
「
報
土
」
に
類
す
る
表
現
を
多
用
し
て
い
た
こ
と
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
報

(61)

土
」
に
関
連
し
た
用
語
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
、「
実
の
報
土
」
や
「
真
の
報
土
」
、「
真
実
の
報
土
」

な
ど
「
報
土
」
の
前
に
言
葉
が
形
容
さ
れ
た
表
現
が
『
愚
禿
鈔
』
や
『
和
讃
』
、
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
、
『
尊
号
真
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像
銘
文
』
、
『
一
念
多
念
文
意
』
、
『
唯
信
鈔
文
意
』
、
真
筆
や
『
末
灯
鈔
』
所
収
の
書
簡
類
等
に
散
見
さ
れ
る
。
表
に
示

せ
ば
、
左
記
【
表
２
】
の
如
く
で
あ
る
。

【
表
２
】
「
報
土
」
が
つ
く
用
語
の
使
用
例
（
御
自
釈
箇
所
の
み
、
送
り
仮
名
「
の
」
の
有
無
は
区
別
し
な
か
っ
た
）

報
土

真
実
報
土

清
浄
報
土

真
報
土

実
報
土

報
浄
土

そ
の
他
の
報
土

教
行
信
証

一
〇

一

二

一

唯
信
鈔
文
意
（
真
筆
本
）

一

二

三

五

唯
信
鈔
文
意
（
正
嘉
本
）

二

一

五

ま
こ
と
の
報
土

実
の
報
の
浄
土

愚
禿
鈔

二

二

浄
土
和
讃

一

高
僧
和
讃

四

一

正
像
末
和
讃

二

二

浄
土
三
経
往
生
文
類

一

尊
号
真
像
銘
文

五
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一
念
多
念
文
意

四

二

二

か
さ
ま
の
念
仏
者
～

三

真
筆
消
息
四

一

一

西
方
指
南
抄

四

末
灯
鈔
八
通

一

末
灯
鈔
一
二
通

善
性
本
七
通

一

う
た
が
ひ
な
き
報
土

合
計

三
〇

一
五

二

七

一
七

一

三

こ
の
よ
う
に
『
教
行
信
証
』
で
は
「
報
土
」
を
表
現
す
る
際
は
ほ
と
ん
ど
単
に
「
報
土
」
と
呼
称
す
る
の
み
で
、
そ

れ
以
外
に
は
真
実
報
土
と
真
報
土
が
一
例
ず
つ
、
ま
た
清
浄
報
土
が
二
例
を
数
え
る
ば
か
り
で
あ
る
。
一
方
で
以
降
の

著
作
で
は
「
報
土
」
の
用
例
も
多
い
が
、
『
教
行
信
証
』
で
は
ほ
と
ん
ど
、
も
し
く
は
用
い
ら
れ
な
い
「
真
実
報
土
」

「
真
報
土
」
「
実
報
土
」
が
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
表
現
を
用
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
の
見
解

を
以
下
の
二
説
に
大
別
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
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（
Ａ
）
報
土
中
の
「
仮
報
土
」
を
簡
非
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
上
で
、「
真
実
報
土
」
等
の
表
現
を
用
い
て
い
る

（
Ｂ
）
報
土
が
真
実
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
「
真
実
報
土
」
等
の
表
現
を
用
い
て
い
る

勿
論
、
両
者
の
説
と
も
報
中
垂
化
説
を
前
提
と
し
た
上
で
論
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、

「
真
実
報
土
」
等
の
表
現
に
よ
っ
て
親
鸞
が
何
を
顕
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
Ａ
）
説
は
、

神
子
上
恵
龍
「
宗
祖
親
鸞
の
浄
土
思
想
」
（
『
親
鸞
大
系
』
一
、
法
蔵
館
、
一
九
八
八
年
〈
初
出
『
弥
陀
身
土
思
想
の

展
開
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
五
〇
年
〉
）
等
で
主
張
さ
れ
る
。
神
子
上
は
先
掲
「
真
仏
土
巻
」
所
説
の
報
中
垂
化
の
文
、

す
な
わ
ち
「
仮
の
仏
土
と
は
、
下
に
在
り
て
知
る
べ
し
。
既
に
以
て
真
仮
み
な
こ
れ
大
悲
の
願
海
に
酬
報
せ
り
。
故
に

知
ん
ぬ
、
報
仏
土
な
り
と
い
ふ
こ
と
を
」
の
説
示
を
根
拠
に
、

(62)

か
く
の
如
く
化
土
も
一
往
報
土
と
名
く
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
か
ら
、
其
時
は
真
実
の
報
土
を
化
土
の
仮
報
土

に
簡
ん
で
実
報
土
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
。
宗
祖
の
用
例
を
検
討
し
て
み
る
と
、
化
土
に
対
す
る
時
は
報
土
と
云
わ
れ
、

仮
報
土
に
対
す
る
と
き
は
実
報
土
と
か
真
実
報
土
と
か
申
さ
れ
て
い
る
。

と
、
「
真
実
報
土
」
等
は
報
中
化
土
で
あ
る
「
仮
報
土
」
を
簡
び
捨
て
る
際
に
用
い
ら
れ
る
用
語
で
あ
る
と
し
、
そ
の

語
例
と
し
て
、
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①
「
報
土
」
（
「
行
巻
」
、『
高
僧
和
讃
』
「
善
導
讃
」
・
「
源
信
讃
」
、
『
正
像
末
和
讃
』
）

②
「
実
報
土
」
（
『
尊
号
真
像
銘
文
』
四
例
）

③
「
真
報
土
」
（
「
真
仏
土
巻
」
）

④
「
真
実
報
土
」
（
『
一
念
多
念
文
意
』
、
『
正
像
末
和
讃
』
）

⑤
「
真
報
仏
土
」
（
「
真
仏
土
巻
」
）

⑥
「
真
仏
土
」
（
「
真
仏
土
巻
」
）

の
六
例
を
挙
げ
て
い
る
。
神
子
上
の
指
摘
に
従
え
ば
、
①
は
「
化
土
」
に
対
す
る
際
の
説
示
で
あ
り
、
②
～
⑥
は
報
土

中
の
「
仮
報
土
」
に
対
す
る
説
示
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
大
原
性
実
は
、
親
鸞
は
化
土
に
つ
い
て
は
「
六
十
万
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬
」
な
ど
数
量
的
表
現
を
用
い
て
い

る
こ
と
に
対
し
、
報
土
に
つ
い
て
「
真
実
報
土
」
や
「
極
楽
無
為
涅
槃
界
」
、
「
蓮
華
蔵
世
界
」
と
い
う
数
量
を
超
え

た
世
界
で
あ
る
名
称
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
こ
れ
ら
の
報
土
の
表
現
は
、
「
涅
槃
」
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い

う
報
土
の
特
質
を
現
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
と
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
真
実
報
土
」
等
の
表
現
を
親
鸞
が
行
っ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
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本
願
に
完
全
に
酬
報
さ
れ
た
世
界
が
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
で
あ
る
こ
と
を
表
現
す
る
た
め
に
、
報
土
・
実
報
土
・
真
報

土
・
真
実
報
土
等
の
名
称
を
用
い
ら
れ
た
も
の
と
窺
わ
れ
ま
す
。
従
っ
て
化
土
は
こ
の
様
に
因
願
に
完
全
に
酬
わ
れ
て
い

な
い
世
界
と
い
う
こ
と
を
顕
わ
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

(63)

と
、
化
土
に
比
し
て
報
土
が
「
完
全
に
酬
報
さ
れ
た
世
界
」
で
あ
る
こ
と
を
顕
す
た
め
に
用
い
た
表
現
で
あ
る
と
推
論

し
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
凡
夫
が
完
全
に
救
わ
れ
る
場
所
で
あ
る
こ
と
」
、
す
な
わ
ち
「
浄
土
が
完
全
な
る
凡
夫
入
報

の
場
で
あ
る
こ
と
を
強
調
」
す
る
こ
と
が
「
真
報
土
」
等
の
表
現
を
用
い
る
最
大
の
理
由
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

(64)

こ
の
よ
う
に
「
真
実
報
土
」
等
の
表
現
を
用
い
る
理
由
と
し
て
、
以
上
の
二
説
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
浅
井

成
海
が
親
鸞
の
仏
土
観
に
つ
い
て
「
各
々
の
視
点
よ
り
、
種
々
に
論
究
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
視
点
の
違
い
に
よ
り
そ
の

成
果
も
異
な
る
」
と
評
し
て
い
る
よ
う
に
、
ど
ち
ら
の
説
が
是
か
非
か
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
視
点
か
ら
こ
れ
ら
「
報

(65)

土
」
の
語
を
検
討
す
る
か
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
『
教
行
信
証
』
以
降
に
成
立
し
た
、
親
鸞
帰
洛
後
の
書
物
に
限
っ
て
こ
の
問
題
を
論
じ
れ
ば
、
ま
ず
「
真

仏
土
巻
」
に
示
さ
れ
る
報
中
垂
化
説
は
、
こ
れ
ら
の
著
作
中
に
は
直
接
的
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。
仮
に
『
教
行
信
証
』

に
既
に
報
中
垂
化
説
が
示
さ
れ
た
た
め
に
、
報
中
化
土
に
関
す
る
詳
細
な
説
示
は
省
略
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、

例
え
ば
「
ゐ
な
か
の
ひ
と
び
と
の
、
文
字
の
こ
ゝ
ろ
を
も
し
ら
」
な
い
門
弟
た
ち
に
書
か
れ
た
『
一
念
多
念
文
意
』
に

(66)
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て
、「

邪
聚
」
と
い
ふ
は
、
雑
行

雑
修
万
善
諸
行

の
ひ
と
、
報
土
に
は
な
け
れ
ば
な
り
と
い
ふ
な
り
。「
及
」
は
お
よ
ぶ
と
い

じ
や

じ
ゆ

ざ
ふ
ぎ
や
う
ざ
ふ
し
ゆ

ま
ん
ぜ
ん
し
よ

ぎ
や
う

ほ
う

ど

ぎ
ふ

ふ
。「
不
定

聚
」
は
、
自
力
の
念
仏
、ウ
タ
ガ
フ

疑

マ
ド
フ
ト

惑
の
念
仏
の
人
は
、
報
土
に
な
し
と
い
ふ
な
り
。
正

定

聚
の
人
の
み
真
実
報

ふ

ぢ
や
う
じ
ゆ

じ

り
き

ぎ

わ
く

ほ
う

ど

し
や
う
ぢ
や
う
じ
ゆ

し
ん

じ
ち
ほ
う

土
に
む
ま
る
れ
ば
な
り
。

（『
聖
典
全
書
』
二
・
六
六
九
頁
）

ど

の
説
示
を
見
て
、
自
力
念
仏
者
が
報
中
の
化
土
に
生
ま
れ
る
と
い
う
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
勿

論
、
門
弟
に
対
し
て
直
接
的
に
報
中
垂
化
説
を
説
か
ず
と
も
、
親
鸞
自
身
に
は
報
土
の
中
に
報
化
二
土
が
あ
る
と
想
定

し
た
上
で
、
門
弟
達
に
仏
土
に
関
す
る
説
示
を
行
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
例
え
ば
『
唯
信
鈔
文
意
』

（
真
筆
正
月
二
十
七
日
本
）
に
は
、

『
大
経
』
の
三
信
心
を
え
ざ
る
お
ば
、
一
心
か
く
る
と
ま
ふ
す
な
り
。
こ
の
一
心
か
け
ぬ
れ
ば
、
真
の
報
土
に
む
ま
れ
ず

し
ん
じ
む

し
む

し
ん

ほ
う

ど

と
い
ふ
な
り
。『
観

経

』
の
三
心
は
定

散
二
機
の
心
な
り
。
定
散
二
善
を
廻
し
て
、『
大
経

』
の
三
信
を
え
む
と
ね
が

く
わ
ん
ぎ
や
う

さ
む
し
む

ぢ
や
う
さ
ん

き

し
む

ぜ
ん

ゑ

き
や
う

し
ん

ふ
方
便
の
深
心
と
至
誠

心
と
し
る
べ
し
。
真
実
の
三
信
心
を
え
ざ
れ
ば
、
即
不
得
生

と
い
ふ
な
り
。「
即
」
は
す
な
わ

は
う

べ
ん

じ
む

し
む

し

じ
や
う
し
む

し
ん

じ
ち

さ
む
し
ん

じ
む

そ
く

ふ

と
く
し
や
う

そ
く

ち
と
い
ふ
、「
不
得
生

」と
い
ふ
は
む
ま
る
ゝ
こ
と
を
え
ず
と
い
ふ
な
り
三
信
か
け
ぬ
る
ゆ
へ
に
す
な
わ
ち
報
土
に
む
ま
れ

ふ

と
く
し
や
う

し
ん

ほ
う

ど

ず
と
な
り
。
雑
行

雑
修
し
て
定

機
・
散
機
の
人
、
他
力
の
信
心
か
け
た
る
ゆ
へ
に
、
多
生

曠

劫
を
へ
て
他
力
の
一
心

ざ
ふ
ぎ
や
う
ざ
ふ
し
ゆ

ぢ
や
う

き

さ
ん

き

た

り
き

し
ん

じ
む

た

し
や
う
く
わ
う
ご
ふ

た

り
き

し
む

を
え
て
の
ち
に
む
ま
る
べ
き
ゆ
へ
に
、
す
な
わ
ち
む
ま
れ
ず
と
い
ふ
な
り
。

（『
聖
典
全
書
』二
・
七
一
〇
頁
上
）

と
い
う
よ
う
に
、
三
信
を
具
足
し
な
い
者
は
一
心
が
欠
け
て
い
る
の
で
あ
り
、
一
心
が
欠
け
て
い
る
な
ら
ば
「
真
の
報
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土
」
に
は
生
ま
れ
な
い
と
定
義
し
た
直
後
に
、
三
信
を
具
足
し
な
い
往
生
は
「
報
土
」
自
体
に
生
ま
れ
る
こ
と
は
な
い

と
説
示
す
る
場
合
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
当
該
箇
所
は
専
修
寺
蔵
本
『
唯
信
鈔
文
意
』
（
正
嘉
本
）
で
は
、

『
大
経

』
の
三
信
を
え
ざ
る
お
ば
、
一
心
か
く
る
と
い
ふ
也
。
こ
の
一
心
か
け
ぬ
れ
ば
、
実
報
土
に
む
ま
れ
ず
と
也
。

き
や
う

し
ん

し
む

し
む

じ
ち

ぽ
う

ど

『
観

経

』
の
三
心
は
定

機
散
機
の
自
力
心
也
。
定

散
の
二
善
を
廻
し
て
、『
大
経

』
の
三
信
を
え
む
と
ね
が
ふ
方
便

く
わ
ん
ぎ
や
う

し
む

ぢ
や
う

き

さ
ん

き

じ

り
き
し
む

ぢ
や
う
さ
ん

ぜ
ん

ゑ

き
や
う

し
ん

は
う

べ
ん

の
深
心
と
至
誠

心
と
し
る
べ
し
。
真
実
の
三
信
心
を
え
ざ
れ
ば
真
の
報
土
に
む
ま
れ
ざ
れ
ば
、
即
不
得
生

と
い
ふ

じ
む

し
む

し

じ
や
う
し
む

し
ん

じ
ち

し
ん

じ
む

し
ん

ほ
う

ど

そ
く

ふ

と
く
し
や
う

也
。

（『
聖
典
全
書
』二
・
七
一
〇
頁
下
）

と
、
同
趣
旨
の
内
容
を
説
示
す
る
際
に
真
筆
本
で
は
「
報
土
」
と
表
現
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
、
当
本
で
は
「
真
の
報
土
」

と
表
現
し
て
い
る
。
専
修
寺
蔵
本
は
書
写
本
で
は
あ
る
が
、
同
系
統
の
毫
摂
寺
蔵
本
、
妙
安
寺
蔵
本
も
当
該
箇
所
を
「
真

の
報
土
」
と
し
て
い
る
。

(67)

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
「
真
の
報
土
」
と
は
、
対
義
語
と
し
て
「
化
の
報
土
」
す
な
わ
ち
報
中
垂
化
説
が
想
定
さ
れ
た

上
で
の
表
現
と
は
判
断
し
難
い
。
少
な
く
と
も
神
子
上
が
い
う
よ
う
に
、
「
報
土
」
は
「
化
土
」
に
対
す
る
時
・
「
真

実
報
土
」
等
は
「
仮
報
土
」
に
対
す
る
時
に
用
い
る
と
い
う
使
い
分
け
は
、
『
教
行
信
証
』
以
降
の
著
作
で
は
な
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
き
る
。

ひ
と
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
文
言
か
ら
は
、
『
教
行
信
証
』
と
同
様
に
報
土
と
化
土
い
ず
れ
の
存
在
も
容
認
し
、
自
力
の
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者
は
化
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
親
鸞
は
説
示
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
「
化
土
」
と
い
う
語
を
用
い
る
の

は
ご
く
僅
か
で
あ
り
、
そ
の
多
く
が
「
辺
地
胎
生
」
や
「
疑
城
胎
宮
」
と
い
う
語
と
な
っ
て
お
り
、
「
真
仏
土
巻
」
に

示
す
よ
う
な
、
報
中
垂
化
論
に
つ
い
て
は
直
接
的
に
は
説
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
前
節
で
論
じ
た
よ
う
な
、
一

般
的
な
阿
弥
陀
仏
土
理
解
と
は
別
の
要
因
を
想
定
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
者
が
報
土
・
化
土
に
生
じ
る
の
か
を
見
た
時
、
自
力
の
本
願
疑
惑
の
行
者
は
化
土
へ
生
ま
れ
、

真
実
信
心
の
行
者
は
報
土
に
生
ま
れ
る
と
説
く
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
報
土
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
書
物
中
に
お

い
て
「
真
実
の
報
土
」
や
「
実
の
報
土
」
な
ど
、
報
土
に
力
点
を
置
く
説
示
も
散
見
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
書
物
は
主
と
し
て
東
国
の
門
弟
へ
と
向
け
ら
れ
た
説
示
で
あ
る
と
見
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

で
は
、
同
時
代
に
東
国
で
教
線
を
張
る
良
忠
の
仏
土
観
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
、

次
項
以
降
で
論
じ
て
い
き
た
い
。

ਸ਼
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ଐ
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௴
৽
ᔥ
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प
ण
ः
थ

本
章
で
今
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
法
然
門
流
に
お
い
て
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
、
善
導
の
「
是
報
非
化
」
す
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な
わ
ち
、
「
玄
義
分
」
和
会
門
、
二
乗
種
不
生
に
述
べ
ら
れ
る
、

第
六
会

通

二
乗
種
不
生
義

者
、

問

曰
、
弥
陀
浄
国
為
当
是
報

是
化
也
。
答
曰
、
是
報

非

化
。
云
何
得

ニ

ス
ト

ノ

ヲ

ヒ
テ

ハ
ク

ノ

ハ

ハ

タ

ナ
リ
ヤ

ナ
リ

ヘテ

ハ
ク

ニ
シ
テ

ズ

ニ

ガ

ル

知
。
如
『
大
乗
同
性
経
』
説
。
「
西
方
安
楽
阿
弥
陀
仏
是
報
仏
報
土
。」
又
『
無
量
寿
経
』
云
、「
法
蔵
比
丘
在

世
饒

ル
コ
ト
ヲ

シ

ニ

キ
タ
マ
フ
ガ

ノ

ハ

ナ
リ
ト

ニ

ハ
ク

シ
テ

王
仏
所

行

菩
薩
道

時
、
発

四
十
八
願

。
一
一
願
言
、
若
我
得

仏
、
十
方
衆
生
称

我
名
号

願

生

我

ノ

ニ

ジ
タ
マ
ヒ
シ

ノ

ヲ

シ
タ
マ
ヘ
リ

ヲ

ノ

ニ

ハ
ク

シ

タ
ラ
ム
ニ

ヲ

ノ

シ
テ

ガ

ヲ

ゼ
ム
ニ

ゼ
ム
ト

ガ

国

、
下
至

十
念

、
若
不

生
者
不

取

正
覚
。
」今
既
成
仏
。
即
是
酬
因
之
身
也
。

ニ

ル
マ
デ

ニ

シ

ハ

ゼ

ト

ラ

ヲ

ニ

シ
タ
マ
ヘリ

チ

（『
聖
典
全
書
』一
・六
七
四
頁
）

と
い
う
説
示
を
根
拠
と
し
、
『
大
乗
同
性
経
』
『
大
経
』
等
に
従
っ
て
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
報
土
で
あ
る
と
い
う
立
場

を
定
判
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
建
長
頃
の
東
国
で
は
親
鸞
門
弟
間
に
教
学
理
解
の
相
違
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
諍
論
が

惹
起
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
阿
弥
陀
仏
土
に
つ
い
て
も
問
題
点
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

(68)

な
が
ら
史
料
的
制
約
も
あ
り
、
そ
の
全
貌
は
あ
ま
り
明
ら
か
で
は
な
い
。
一
方
で
同
時
期
に
鎮
西
三
祖
良
忠
は
真
宗

義
親
鸞
門
弟
と
非
常
に
近
接
し
た
地
域
に
教
線
を
伸
ば
し
多
く
の
書
物
を
著
し
て
い
る
が
、
良
忠
初
期
教
学
に
類
す

る
書
物
の
多
く
は
未
翻
刻
の
ま
ま
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
節
で
も
、
良
忠
の
未
翻
刻
文
献
の
一
つ
で
あ
り
建
長
年
間
に
東
国
で
撰
述
さ
れ
た
『
観
経
疏
聞
書
』
に

着
目
し
、
そ
の
仏
土
観
を
通
し
て
建
長
期
の
東
国
に
お
け
る
浄
土
教
は
い
か
な
る
も
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
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い
。
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『
観
経
疏
聞
書
』
が
現
存
す
る
良
忠
『
観
経
疏
』
註
疏
の
中
で
最
古
の
成
立
で
あ
り
、
鎌
倉
に
て
撰
述
さ
れ
た
他
の

註
疏
と
は
異
な
り
、
唯
一
東
国
下
総
で
撰
述
さ
れ
た
著
作
で
あ
り
、
そ
の
思
想
面
は
ほ
と
ん
ど
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
は
前
章
で
も
既
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
『
観
経
疏
聞
書
』
所
説
の
仏
土
観
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
論

考
に
つ
い
て
も
、
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。

し
か
し
、
『
観
経
疏
伝
通
記
』
所
説
の
仏
土
観
に
関
す
る
論
考
は
散
見
さ
れ
る
。
中
で
も
注
視
す
べ
き
は
大
橋
（
沼

倉
）
雄
人
「
良
忠
の
仏
土
観
に
つ
い
て
―
『
観
経
疏
伝
通
記
』
を
中
心
に
―
」
（
『
仏
教
文
化
研
究
』
五
七
、
二
〇
一

三
年
）
「
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』
に
お
け
る
仏
土
理
解
に
つ
い
て
」
（
『
印
仏
研
』
六
一-

二
、
二
〇
一
三
年
）
、
「
良
忠

『
観
経
疏
伝
通
記
』
の
研
究
」
（
大
正
大
学
博
士
論
文
、
二
〇
一
三
年
）
で
あ
る
。
大
橋
は
上
述
の
論
考
に
お
い
て
、

良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』
が
『
成
唯
識
論
』
等
の
法
相
系
論
疏
を
用
い
な
が
ら
善
導
の
「
是
報
非
化
」
に
つ
い
て
註
釈

を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
第
一
節
で
も
取
り
扱
っ
た
法
相
の
論
議
書
の
一
つ
で
あ
る
貞
慶
「
安
養
報
化
」
を
用

い
つ
つ
両
者
の
仏
土
観
に
つ
い
て
比
較
検
討
を
行
っ
た
上
で
、

『
伝
通
記
』
に
み
ら
れ
る
化
土
への
対
応
は
、
南
都
に
お
け
る
安
養
報
化
の
問
題
か
ら
起
こ
る
通
報
化
説
な
ど
、
当
時
の
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一
般
的
な
仏
土
理
解
への
対
応
が
背
景
に
あ
る
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。

(69)

と
結
論
づ
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
良
忠
『
観
経
疏
』
註
疏
の
中
、
晩
年
期
成
立
の
『
観
経
疏
伝
通
記
』
に
限
っ
て
い
え

ば
、
安
養
報
化
す
な
わ
ち
「
阿
弥
陀
仏
土
は
報
土
か
化
土
か
」
の
問
題
か
ら
起
こ
る
通
報
化
説
な
ど
の
一
般
的
な
仏
土

理
解
へ
の
対
応
が
良
忠
の
問
題
意
識
に
あ
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う

に
、
時
代
的
に
も
地
域
的
に
も
異
な
る
状
況
下
で
撰
述
さ
れ
た
『
観
経
疏
聞
書
』
が
、
『
観
経
疏
伝
通
記
』
と
同
様
の

問
題
意
識
を
有
す
る
書
物
で
あ
る
か
は
、
検
討
す
る
余
地
を
残
し
て
い
る
。

ま
た
、
『
観
経
疏
聞
書
』
成
立
の
背
景
に
は
長
西
『
観
経
疏
光
明
抄
』
や
懐
感
『
群
疑
論
』
か
ら
の
影
響
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
廣
川
堯
敏
は
、
良
忠
『
観
経
疏
聞
書
』
と
、
『
観
経
疏
聞
書
』
以
前
に
成
立
し
て
い
る
長
西
『
観
経
疏
光

明
抄
』
と
の
文
言
を
比
較
検
討
し
、
両
書
に
は
一
致
す
る
文
言
や
表
現
が
指
摘
で
き
る
こ
と
か
ら
、

『
聞
書
』
に
よ
れ
ば
、
初
期
の
良
忠
教
学
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
長
西
の『
観
経
疏
』注
疏
、『
光
明
抄
』の
影
響
は
絶
大

で
あ
る
。

(70)

と
評
価
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
土
観
に
つ
い
て
も
長
西
『
観
経
疏
光
明
抄
』
所
説
の
仏
土
観
か
ら
の
影
響
が
示
唆

さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
観
経
疏
光
明
抄
』
は
「
是
報
非
化
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
玄
義
分
」
註
釈
部

分
が
、
七
冊
中
六
冊
散
佚
し
て
お
り
、
「
是
報
非
化
」
に
関
す
る
言
及
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
第
一

章
で
も
論
じ
た
よ
う
に
、
長
西
に
は
他
書
に
報
化
二
土
に
関
す
る
言
及
が
二
ヶ
所
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
両
書
の
影



- 347 -

響
関
係
に
つ
い
て
十
全
な
検
討
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
の
分
量
と
は
言
い
が
た
い
。

ま
た
金
子
寛
哉
は
良
忠
著
作
中
の
『
群
疑
論
』
引
用
箇
所
を
検
討
し
た
上
で
、

千
葉
在
住
時
期
の
著
作
中
、
良
忠
上
人
が
最
も
多
く『
群
疑
論
』
を
引
用
し
た
の
は
、『
観
経
疏
聞
書
』
で
あ
る
。
こ
の

書
は
、
善
導
大
師
の『
観
経
疏
』
に
対
す
る
注
釈
と
言
う
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
又
現
存
す
る
良
忠
上
人
の
組
織
的
な

著
作
と
し
て
考
え
て
も
、
初
期
の
著
作
中
最
も
中
心
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

(71)

と
、
『
観
経
疏
聞
書
』
が
良
忠
初
期
教
学
を
探
る
上
で
も
中
心
的
な
書
物
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
下
総
時
代
に
お
い
て
最

も
『
群
疑
論
』
を
引
用
し
て
い
る
書
物
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
引
文
は
、

何
れ
も
阿
弥
陀
仏
の「
浄
土
」に
関
連
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る･･･

こ
れ
等
の
点
に
つ
い
て
は
又
機
会
を
改
め
て
、
法
然
上

人
門
下
並
び
に
法
相
系
の
浄
土
教
祖
師
の
説
等
も
含
め
て
広
い
視
野
か
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

(72)

と
、
『
観
経
疏
聞
書
』
に
お
け
る
『
群
疑
論
』
引
文
は
す
べ
て
仏
土
に
関
連
し
て
説
示
さ
れ
て
い
る
点
を
指
摘
し
、
さ

ら
に
『
観
経
疏
聞
書
』
所
説
の
仏
土
観
を
探
る
上
で
の
視
座
を
提
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
論
文
で
取
り
扱

う
「
是
報
非
化
」
も
し
く
は
「
安
養
報
化
」
に
関
連
す
る
箇
所
に
お
い
て
は
、
あ
ま
り
『
群
疑
論
』
は
援
用
さ
れ
て
お

ら
ず
、
『
群
疑
論
』
か
ら
今
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

こ
の
よ
う
に
、
『
観
経
疏
聞
書
』
へ
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
る
『
観
経
疏
光
明
抄
』
は
、
善
導
が
「
是
報
非
化
」
に
つ

(73)
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い
て
論
じ
る
「
玄
義
分
」
の
大
部
分
が
散
佚
し
て
い
る
た
め
『
観
経
疏
聞
書
』
と
の
比
較
が
困
難
で
あ
り
、
ま
た
『
群

疑
論
』
は
、
そ
の
「
是
報
非
化
」
に
関
す
る
議
論
の
中
で
は
あ
ま
り
援
用
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
『
観
経
疏
光
明
抄
』

や
『
観
経
疏
群
疑
論
』
と
の
比
較
か
ら
『
観
経
疏
聞
書
』
の
仏
土
理
解
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
。

従
っ
て
本
節
で
は
、
『
観
経
疏
聞
書
』
と
後
年
の
作
で
あ
る
『
観
経
疏
略
鈔
』
『
観
経
疏
伝
通
記
』
と
の
「
是
報
非
化
」

に
関
す
る
説
示
の
比
較
を
行
う
こ
と
で
、
良
忠
初
期
教
学
の
特
徴
及
び
問
題
意
識
を
探
る
。

ਸ਼
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前
述
の
通
り
、
『
観
経
疏
伝
通
記
』
で
は
「
是
報
非
化
」
に
関
す
る
議
論
の
中
で
、
通
報
化
説
（
阿
弥
陀
仏
の
浄
土

に
は
報
土
と
化
土
と
が
存
在
す
る
）
な
ど
の
一
般
仏
教
へ
の
対
応
が
問
題
意
識
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
指

摘
で
き
る
が
、
そ
れ
で
は
『
観
経
疏
聞
書
』
や
『
観
経
疏
略
鈔
』
も
同
様
の
傾
向
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
ま
ず
は

三
本
間
に
示
さ
れ
る
阿
弥
陀
仏
土
に
関
す
る
用
例
か
ら
窺
っ
て
み
た
い
。
「
是
報
非
化
」
説
が
展
開
さ
れ
る
善
導
「
玄

義
分
」
註
釈
箇
所
に
お
い
て
阿
弥
陀
仏
土
の
報
化
は
い
か
な
る
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
か
、
三
本
を
比
較
す
る
と
左
記

の
【
表
１
】
の
通
り
で
あ
る
。
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【
表
１
】
「
玄
義
分
」
三
本
に
お
け
る
仏
土
の
用
例
数

報
土

化
土

報
化

非
化

通
報
化

唯
報

化
浄
土

変
化
土

変
化
浄
土

暫
変
（
化
浄)

土

聞
書

四
五

三

一
二

一
〇

四

二

三

六

〇

〇

略
鈔

六
一

一
一

一
一

一
六

四

三

一
二

三

四

四

伝
通
記

三
六

一

一
一

一
〇

二

五

一
六

〇

〇

一

こ
の
よ
う
に
、
三
書
に
お
け
る
「
仏
土
」
に
関
す
る
語
の
用
例
を
比
較
す
る
と
、
「
報
土
」
「
通
報
化
」
「
唯
報
」
な

ど
の
表
現
は
、
ほ
と
ん
ど
用
例
数
の
差
異
は
見
ら
れ
な
い
。
一
方
で
「
化
土
」
「
化
浄
土
」
「
変
化
土
」
「
変
化
浄
土
」

「
暫
変
化
浄
土
」
の
用
例
は
諸
本
に
よ
っ
て
使
用
数
に
異
同
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
今
は
『
観
経
疏
聞
書
』
と
『
観

経
疏
伝
通
記
』
と
の
間
で
用
例
数
の
差
が
著
し
い
「
化
浄
土
」
と
「
変
化
土
」
の
用
例
に
注
目
し
て
み
た
い
。

『
観
経
疏
聞
書
』
で
は
「
変
化
土
」
の
用
例
を
六
例
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、『
観
経
疏
略
鈔
』
で
は
三
例
で
あ
り
、

『
観
経
疏
伝
通
記
』
に
至
っ
て
は
一
例
も
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
で
、
「
化
浄
土
」
及
び
そ
れ

に
類
す
る
用
例
を
み
る
と
、
『
観
経
疏
聞
書
』
で
は
、
「
化
浄
土
」
を
三
例
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
対
し
、
『
観
経
疏

略
鈔
』
は
一
二
例
、
『
観
経
疏
伝
通
記
』
で
は
一
六
例
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
「
変
化
浄
土
」
の
用
例
は
三

書
の
中
『
観
経
疏
略
鈔
』
に
四
例
の
み
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
「
暫
変
土
」
も
し
く
は
「
暫
変
化
浄
土
」
は
『
観
経
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疏
略
鈔
』
に
四
例
、
『
観
経
疏
伝
通
記
』
に
一
例
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
い
ず
れ
も
『
観
経
疏
聞
書
』
で
は
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
『
観
経
疏
聞
書
』
に
比
し
て
『
観
経
疏
略
鈔
』
『
観
経
疏
伝
通
記
』
は
、
阿

弥
陀
仏
の
浄
土
に
つ
い
て
「
変
化
土
」
の
語
を
あ
ま
り
用
い
な
い
の
に
対
し
、
『
観
経
疏
聞
書
』
で
あ
ま
り
用
い
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
「
化
浄
土
」
等
の
語
を
多
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
「
化
土
」
「
変
化
浄
土
」
「
暫
変
化
浄

土
」
の
三
例
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
『
観
経
疏
略
鈔
』
で
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
用
語
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
今
『
観
経
疏
聞
書
』
の
問
題
意
識
を
検
討
す
る
た
め
に
は
あ
ま
り
重
要
で
は
な
い
の
で
こ
こ
で
は
詳
述
し
な

い
。
で
は
「
化
浄
土
」
お
よ
び
「
変
化
土
」
と
は
い
か
な
る
場
面
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
、
三
書
に
示
さ
れ
る
「
是

報
非
化
」
に
関
す
る
問
答
の
流
れ
か
ら
確
認
し
た
い
。

『
観
経
疏
聞
書
』
『
観
経
疏
略
鈔
』
『
観
経
疏
伝
通
記
』
と
も
に
阿
弥
陀
仏
土
に
関
す
る
議
論
は
、
先
述
し
た
善
導

『
玄
義
分
』
「
和
会
門
」
中
の
「
是
報
非
化
」
に
関
す
る
説
示
の
中
、
「
問
曰
弥
陀
浄
国
為
報
為
化
」
及
び
「
如
『
大

乗
同
性
経
』
」
に
対
す
る
註
釈
の
中
で
詳
述
さ
れ
て
お
り
、
先
に
述
べ
た
「
化
浄
土
」
や
「
変
化
土
」「
変
化
浄
土
」「
暫

変
化
浄
土
」
の
ほ
ぼ
全
て
の
用
例
が
こ
の
二
文
の
註
釈
に
集
中
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
三
本
間
に
お
け
る

(74)

こ
れ
ら
用
例
の
相
違
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
「
問
曰
弥
陀
浄
国
為
報
為
化
」
及
び
「
如
『
大
乗
同
性
経
』
」
の
二
文

に
対
す
る
註
釈
態
度
の
相
違
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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ま
ず
、
こ
れ
ら
二
文
の
註
釈
箇
所
で
は
ど
の
よ
う
な
問
答
が
設
定
さ
れ
て
い
る
か
を
検
討
し
た
い
。
全
文
を
出
せ
ば

分
量
が
多
く
や
や
煩
雑
と
な
る
の
で
、
全
文
の
対
照
表
は
本
節
末
尾
に
【
表
３
】
と
し
て
配
し
、
こ
こ
で
は
内
容
を
要

約
し
た
も
の
を
【
表
２
】
と
し
て
左
記
に
示
し
た
。
ち
な
み
に
左
記
の
中
、
Ａ

Ｂ

Ｃ
は
三
書
に
共
通
す
る
問
答
、

Ｄ

Ｅ
は
『
観
経
疏
聞
書
』
お
よ
び
『
観
経
疏
伝
通
記
』
に
の
み
共
通
す
る
問
答
、
太
字
で
示
し
た
も
の
は
他
書
と
重
複
し

な
い
問
答
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

【
表
２
】
「
玄
義
分
」
の
文
言
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
三
本
の
問
答
の
流
れ

玄
義
分

聞
書

略
鈔

伝
通
記

問
曰
弥
陀
浄

Ａ
二
乗
種
不
生
と
い
い
な
が
ら
身
土

Ａ
二
乗
種
不
生
と
い
い
な
が
ら
身

Ａ
二
乗
種
不
生
と
い
い
な
が
ら
身
土
の

国
為
報
為
化

報
化
を
問
答
す
る
の
は
何
故
か

の
報
化
を
問
答
す
る
の
は
何
故
か

報
化
を
問
答
す
る
の
は
何
故
か

Ｄ
身
土
双
方
を
問
う
の
か
、
仏
土
だ

Ｄ
「
弥
陀
浄
国
」
と
は
、
身
土
双
方
を

け
を
問
う
の
か

問
い
、
身
土
を
と
も
に
答
え
て
い
る

上
述
二
義
の
う
ち
、
正
義
は
ど
ち
ら

か
。

「
為
当
」
は
「
報
」
の
下
に
あ
る
べ

報
土
と
化
土
と
を
判
別
し
、
そ
の
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き
で
は
な
い
か

釈
義
を
知
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ

天
親
・
曇
鸞
・
道
綽
み
な
報
土
と
い

ば
い
い
か
。

っ
て
い
る
の
に
ど
う
し
て
い
ま
報
土

か
化
土
か
と
問
う
の
か

如
大
乗
同
性

Ｅ
『
同
性
経
』
は
何
を
説
い
て
い
る

Ｅ
（
『
同
性
経
』
に
説
か
れ
て
い
る
文

経

の
か

言
を
引
用
）

Ｂ
浄
土
に
は
受
用
土
と
化
浄
土
が
あ

Ｃ
『
同
性
経
』
を
『
大
経
』
・
『
観

Ｂ
『
同
性
経
』
だ
け
で
は
唯
報
の
根
拠

る
が
『
同
性
経
』
は
報
化
を
論
じ
ず

経
』
よ
り
先
に
引
く
の
は
何
故
か

に
な
ら
な
い
。
浄
土
で
も
化
身
を
見
る

に
「
唯
報
」
と
定
め
て
い
る
。
報
化

こ
と
が
可
能
で
は
な
い
か

の
中
で
は
報
で
あ
る
と
い
う
証
文
は

浄
土
の
仏
が
す
べ
て
報
身
で
あ
れ
ば
化

あ
る
の
か
。

浄
土
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か

極
楽
が
唯
報
な
ら
光
中
化
仏
や
樹
下
三

尊
は
な
ぜ
化
身
で
は
な
い
の
か

Ｃ
『
同
性
経
』
を
『
大
経
』
・
『
観
経
』

Ｂ
『
同
性
経
』
だ
け
で
は
唯
報
の

Ｃ
『
同
性
経
』
を
『
大
経
』
・
『
観
経
』

よ
り
先
に
引
く
の
は
何
故
か

根
拠
に
乏
し
い
の
で
は
な
い
か
。

よ
り
先
に
引
く
の
は
何
故
か
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正
依
で
な
い
経
典
を
引
い
て
宗
義
を

な
す
例
は
あ
る
の
か

極
楽
を
報
土
と
釈
す
の
は
自
受
用
土

か
他
受
用
土
か

報
土
が
他
受
用
土
に
限
る
な
ら
、『
遊

心
安
楽
道
』
に
四
土
を
出
し
て
い
る

の
は
何
故
か

こ
の
四
土
の
行
相
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
三
書
に
共
通
す
る
説
示
す
な
わ
ち
問
題
意
識
と
し
て
は
、

Ａ

冒
頭
に
「
第
六
会
通
二
乗
不
生
義
」
と
言
い
な
が
ら
直
下
に
「
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
報
土
か
化
土
か
」
の
問
答
を

置
く
の
は
何
故
か
。

Ｂ

阿
弥
陀
仏
土
が
唯
報
で
あ
る
根
拠
と
し
て
『
大
乗
同
性
経
』
の
「
西
方
安
楽
阿
弥
陀
仏
是
報
仏
報
土

」
の
文

ノ

ハ

ナ
リ
ト
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を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
根
拠
が
不
足
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
（
他
に
証
文
は
な
い
か
）
。

Ｃ

阿
弥
陀
仏
土
が
唯
報
で
あ
る
根
拠
と
し
て
、
所
依
の
経
典
で
あ
る
『
大
経
』
『
観
経
』
よ
り
も
先
に
『
大
乗
同
性

経
』
を
出
し
て
い
る
の
は
何
故
か
。

の
三
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
、『
観
経
疏
聞
書
』
お
よ
び
『
観
経
疏
伝
通
記
』
の
二
書
に
の
み
共
通
す
る
問
答
と
し
て
は
、

Ｄ

今
設
け
ら
れ
て
い
る
問
い
は
、
仏
土
の
み
を
問
う
か
仏
身
仏
土
の
み
を
問
う
か
。

Ｅ

『
大
乗
同
性
経
』
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
の
か
。

の
二
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
共
通
す
る
問
答
を
見
る
と
、
多
く
は
『
大
乗
同
性
経
』
に
関
連
す
る

問
答
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
『
観
経
疏
略
鈔
』
に
つ
い
て
は
、
専
門
に
扱
っ
た
論
考
が
少
な
く
「
今
後

の
研
究
が
俟
た
れ
る
」
の
が
現
状
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
下
で
撰
述
さ
れ
た
の
か
は
あ
ま
り
判
然
と
し

(75)

な
い
が
、
分
量
的
に
も
設
け
ら
れ
た
問
い
が
少
な
く
、
設
け
ら
れ
た
問
答
は
ほ
と
ん
ど
『
観
経
疏
聞
書
』
『
観
経
疏
伝
通

記
』
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
『
観
経
疏
略
鈔
』
に
と
っ
て
Ｄ

Ｅ
は
Ａ

Ｂ

Ｃ
よ
り
も
重
要
度
の
低
い
問
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題
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、
他
の
二
書
に
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
独
自
の
問
答
も
あ
ま
り
設
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、

構
成
面
か
ら
は
本
書
の
性
格
を
窺
う
こ
と
は
難
し
い
。

一
方
で
『
観
経
疏
伝
通
記
』
で
は
、
Ｂ

唯
報
の
根
拠
は
『
大
乗
同
性
経
』
以
外
に
も
あ
る
か
、
の
問
答
を
端
緒
に
、

問
。
若
以

浄
土
仏

皆
名

報
身

者
、
都
不

可

立

化
浄
土

也
。
若
言

不

許
者
、
諸
経
論
中
説

化
浄
土

。

ノ

ヲ

ト

テ

ヤ

ノ

ヲ

ハ

ノ

ニ

ケ
リ

ノ

ヲ

何
背

経
論

言

無

化
浄

。
況
復
不

許

化
浄
土

者
、
報
化
諍
論
即
成

無
用

。
若
言

許
者
、『
同
性
経
』

ゾ

テ

ニ

ン

ト

ノ

ヤ

ン
バ

ノ

ヲ

チ

ラ
ン

ニ

ハ
ヾ

ト

ノ

文
、
以

浄
土
仏

、
皆
説

報
身

、
此
外
更
無

化
浄
土

也
。

（『
浄
全
』
二
・
二
〇
一
頁
上
）

ノ

ヲ

ク

ト

ノ

ニ

ニ

ノ

と
、『
大
乗
同
性
経
』
に
よ
っ
て
浄
土
の
仏
を
す
べ
て
報
仏
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
化
浄
土
を
許
す
の
か
否
か
を
問
い
、

も
し
許
さ
な
い
の
で
あ
れ
ば
諸
経
論
中
に
化
土
を
説
い
て
い
る
こ
と
に
乖
い
て
い
る
し
、
今
の
「
阿
弥
陀
仏
土
は
報
土

か
化
土
か
」
の
問
答
は
無
用
と
な
る
。
許
す
の
で
あ
れ
ば
今
の
『
同
性
経
』
の
文
に
乖
く
の
で
は
な
い
か
と
の
問
答
と
、

問
若
言

極
楽
唯
報

者
、
光
中
化
仏
、
樹
下
三
尊
、
豈
非

化
身

。

（『
浄
全
』
二
・
二
〇
二
頁
上
）

ハ
ヾ

ト

ノ

ノ

ヤ

ニ

と
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
が
唯
報
で
あ
れ
ば
、
『
観
経
』
等
に
説
か
れ
る
「
光
中
の
化
仏
」
や
「
樹
下
の
三
尊
」
は
化
身

で
は
な
い
の
か
と
い
う
問
答
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
観
経
疏
伝
通
記
』
で
は
、
「
是
報
非
化
」
に
関

す
る
問
答
の
中
で
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
を
唯
報
と
す
る
な
ら
ば
諸
経
論
に
説
か
れ
る
化
仏
・
化
身
の
説
示
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
と
い
っ
た
趣
旨
の
問
答
が
、
他
書
よ
り
も
比
重
を
置
い
て
問
答
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
化
身
・
化
土
に
関
す
る
問
答
が
多
く
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
大
橋
が
指
摘
し
た
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よ
う
に
、
「
通
報
化
説
」
な
ど
の
一
般
仏
教
へ
の
対
応
が
想
定
さ
れ
た
も
の
と
み
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

一
方
で
『
観
経
疏
聞
書
』
で
は
『
観
経
疏
伝
通
記
』
に
比
し
て
化
身
・
化
土
に
関
す
る
問
答
は
置
か
れ
て
い
な
い
が
、

Ｃ

『
大
乗
同
性
経
』
を
『
大
経
』『
観
経
』
よ
り
も
先
に
引
証
し
て
い
る
の
は
何
故
か
、
の
問
答
の
後
に
、

問
極
楽
釈
報
土

事
自
他
受
用
中
何
歟
。
答
。
他
受
用
也
。

（
金
沢
文
庫
本
、
玄
義
分
聞
書
巻
三
・
五
七
丁
オ
）

ヲ

ト

ハ

ノ

ニ
ハ

と
、
阿
弥
陀
仏
土
が
報
土
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
自
受
用
土
な
の
か
他
受
用
土
な
の
か
と
す
る
問
い
が
あ
り
、
良
忠
は

他
受
用
土
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
。
そ
れ
に
続
い
て
、

難
云
、
彼
土
云

唯
他
受
用

者
、
何
故
『
遊
心
安
楽
道
』
云
、「
西
方
浄
土
通
成

四
土

。
一
法
性
土
、
二
実
報
土
、

(76)

三
受
用
土
四
、
変
化
土
。

（
金
沢
文
庫
本
、
玄
義
分
聞
書
巻
三
・
五
八
丁
オ
）

と
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
が
「
他
受
用
土
」
で
あ
れ
ば
元
暁
『
遊
心
安
楽
道
』
で
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
法
性
土
・
実
報
土
・

受
用
土
・
変
化
土
の
四
土
に
通
じ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
の
か
、
な
ど
の
問
答
が
あ
り
、
最
後
に
、

問
。
此
四
土
行
相
、
如
何
。

（
金
沢
文
庫
本
、
玄
義
分
聞
書
巻
三
・
五
八
丁
オ
）

と
、
こ
の
四
土
の
行
相
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う
問
答
が
展
開
さ
れ
て
い
く
。
こ
れ
ら
の
問
答
は
右
の
【
表
２
】

で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
『
観
経
疏
聞
書
』
の
み
Ｃ
の
報
土
の
引
証
と
し
て
最
初
に
『
大
乗
同
性
経
』
を
出
す
の
は
何
故
か
、

の
問
答
か
ら
展
開
し
て
問
答
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
す
べ
て
阿
弥
陀
浄
土
が
「
他
受
用
土
」
す
な
わ
ち
報
土
で

あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
問
答
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
「
化
土
」
の
用
例
数
か
ら
み
る
限
り
、
『
観
経
疏
聞
書
』
『
観
経
疏
略
鈔
』
『
観
経
疏
伝
通
記
』
三
書
間
に

お
い
て
、
「
是
報
非
化
」
に
関
す
る
問
答
が
集
中
し
て
い
る
「
問
曰
弥
陀
浄
国
為
報
為
化
」
及
び
「
如
『
大
乗
同
性
経
』
」

の
二
文
に
対
す
る
註
釈
態
度
を
構
成
面
か
ら
検
討
す
る
と
、
『
観
経
疏
略
鈔
』
は
そ
も
そ
も
の
問
答
数
が
少
な
く
、
そ

の
内
容
も
他
書
と
重
複
す
る
問
い
が
多
い
た
め
、
構
成
面
の
上
で
は
特
徴
的
な
側
面
は
見
る
こ
と
が
難
し
い
。
し
か
し
、

『
観
経
疏
伝
通
記
』
や
『
観
経
疏
聞
書
』
で
は
、
構
成
面
か
ら
見
れ
ば
、
問
答
の
ど
こ
に
比
重
が
置
か
れ
て
い
る
か
に

つ
い
て
相
違
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
観
経
疏
伝
通
記
』
は
、
善
導
「
玄
義
分
」
所
説
の
「
如
『
大
乗
同
性
経
』
」
を
註
釈
す
る
中
で
、
Ｂ
「
『
同
性
経
』

だ
け
で
は
唯
報
の
根
拠
に
な
ら
な
い
。
浄
土
で
も
化
身
を
見
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
か
」
、
と
い
う
阿
弥
陀
仏
の
浄

土
は
報
土
か
化
土
か
に
関
す
る
問
答
に
比
重
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
分
量
よ
り
確
認
で
き
る
。
ま
た
『
玄
義
分
伝

通
記
』
で
十
六
例
用
い
ら
れ
る
「
化
浄
土
」
の
用
例
数
に
つ
い
て
も
、
こ
の
「
如
『
大
乗
同
性
経
』
」
註
釈
文
に
集
中
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
傾
向
は
大
橋
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
通
報
化
説
な
ど
の
一
般
仏
教
へ
の
対
応
が
問
題
意
識
に
あ
っ
た
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。
一
方
、
『
観
経
疏
聞
書
』
で
は
同
じ
く
「
如
『
大
乗
同
性
経
』
」
を
註
釈
す
る
中
で
、
Ｃ
「
『
大
乗
同
性

経
』
を
『
大
経
』
・
『
観
経
』
よ
り
先
に
引
く
の
は
何
故
か
」
、
と
い
う
問
答
の
後
に
、
『
観
経
疏
略
鈔
』
『
観
経
疏
伝
通

記
』
に
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
答
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
「
阿
弥
陀
仏
土
は
自
受
用
土
か
他
受
用
土
か
」
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な
ど
、
阿
弥
陀
仏
の
報
土
に
関
す
る
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
報
土
に
関
す
る
議
論
は
、
後
年
成
立
の
『
観
経

疏
略
鈔
』
『
観
経
疏
伝
通
記
』
で
問
答
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
『
観
経
疏
伝
通
記
』
で
は
「
阿
弥
陀
仏
土
は
報
土
か
化
土

か
」
に
比
重
が
置
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
れ
ば
、
少
な
く
と
も
『
観
経
疏
聞
書
』
と
『
観
経
疏
伝
通
記
』
の
間
に
は
、
異

な
る
問
題
意
識
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ਸ਼
ਕ
ඨ


௴
৽
ᔥ
ୂ
છ

ਚ
ହ
भ
บ
ଅ
௴
भ
ਫ਼
ୈ

用
例
数
や
構
成
面
か
ら
は
『
観
経
疏
聞
書
』
『
観
経
疏
略
鈔
』
『
観
経
疏
伝
通
記
』
三
書
間
に
問
題
意
識
の
相
違
が
あ
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
は
三
書
の
内
容
面
か
ら
も
同
様
の
傾
向
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
検
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
用
例
数
に
差
異
の
あ
っ
た
「
化
浄
土
」
に
つ
い
て
、
三
書
で
は
ど
の
よ
う
な
用
い
ら
れ
方
を
し
て
い
る
か
を

比
較
し
て
み
た
い
。

␟

␠
৲
ଅ
भ
ళ
ู

最
初
に
「
化
土
」
の
呼
称
に
つ
い
て
比
較
し
た
い
。
『
観
経
疏
略
鈔
』
で
は
、

問
。
報
土
・
化
土
相
貌
弁
釈
義
知

思
、
如
何
。
答
。
仏
土
有

三
種
。
一
法
性
土
、
天
台
名

寂
光
土
。
唯
仏
与
仏
理

ノ

ヲ

ヘ
テ

ヲ

ン
ト

ニ

リ

ニ
ハ

ニ
ハ

ク

ト

ノ

土
也
。
或
通

理
智
二
法
身
所
居
。
法
相
名

自
性
土
。
自
性
身
所
居
也
。
二
実
報
土
、
天
台
唯
仏
境
界

辺
智
法
身

ハ

ズ

ノ

ニ

ニ
ハ

ク

ト

ノ

ニ
ハ

ニ
ハ

ノ

ナ
ル

ハ

ノ
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所
居

法
相
名

自
受
用
土

、
自
受
用
身
所
居
也
。
若
因
位
所
居

辺
名

他
受
用
土

。
他
受
用
身
所
居
并
十

ニ
ハ

ク

ノ

ト

ノ

シ

ノ

ナ
ル

ハ

ノ

ニ

云

云

地
菩
薩
所
居
也
。
若
約

浄
土
宗

、
凡
夫
尚
生

報
土

云
、
是
当

他
受
用
土

。
華
厳
元
暁
師
立

四
土

、
第

ノ

シ

セ
バ

ニ

ヲ

ズ
ト

ニ

レ

レ
リ

ノ

ニ

ノ

ハ

ヲ

二
実
報
土
、
第
三
受
用
土
名
。
開

自
他
受
用
二
土

為

第
二
・
第
三

歟
。
三
同
居
土

同
居
土

天
台

ハ

ハ

ト

ク

ノ

ヲ

ル

ト

ハ

ハ

ニ
ハ

三
論

名
目

天
台
名
目

立

断
見
思
生
所

。
報
土
与

同
居
土

中
間
立

方
便
土

。
余
宗
不

許
。
二
乗
始
入
滅

経

八
六
四
二
万
十
千

ツ

ノ

ヲ

ト

ノ

ニ

タ
リ

ヲ

ニ
ハ

サ

ハ

テ

ス
ル
ニ

劫

。
未

可

立

其
生
所

。
菩
薩
初
地
頓
断

四
住

時
、
即
断

無
明
住

故
生

報
土

。
別
不

可

有

断
見
思

ヲ

ノ

ヲ

ハ

ニ

ニ

ズ
ル

ヲ

ガ

ヲ

ニ

ノ

生
所

故
不

許

方
便
土

。
法
相
宗

又
天
台
付

同
居
土

有

浄
土

、
如

極
楽
等

。
有

穢
土

、
如

娑
婆

ニ

ヲ

ハ

テ

ニ

リ

シ

ノ

リ

シ

云云

等

。
法
相
宗
言
異
意
同
。『
唯
識
論
』
云
「
三
変
化
身
居

浄
穢
土

称

彼
機
宜

、
現

通
説
。
」

法
相
宗
変
化
浄

ノ

ハ

ニ

ジ

ニ

ハ

ニ

テ

ノ

ニ

ヲ

ス

ノ

ノ

已上

土
天
台
同
居
浄
土
名
変
化
穢
土

同
居
穢
土
云
。
今
此
極
楽
報
歟
化
歟
問
他
受
用
報
土
歟
変
化
浄
土
歟
問
也
。

ヲ

ハ

ノ

ト

ケ

ノ

ヲ
バ

ノ

ト

フ

ノ

ヲ

ト

フ
ハ

ト

フ

（『
浄
全
』二
・四
八
七
頁
上
～
下
）

と
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
、
法
性
土
、
実
報
土
、
同
居
土
の
三
に
大
別
で
き
る
と
し
、
天
台
や
法
相
な
ど
の
諸
宗
で
は
そ
れ

ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
呼
称
さ
れ
て
い
る
か
を
一
瞥
し
た
上
で
、
「
玄
義
分
」
所
説
の
報
化
と
は
「
他
受
用
土
」
「
変
化
浄
土
」

の
意
で
あ
る
と
す
る
。
次
に
『
観
経
疏
伝
通
記
』
で
は
、

問
。
若
以

浄
土
仏

皆
名

報
身

者
、
都
不

可

立

化
浄
土

也
。
若
言

不

許
者
、
諸
経
論
中
説

化
浄
土

、

ノ

ヲ

ト

テ

ノ

ヲ

ハ

ノ

ニ

ケ
リ

ノ

ヲ

何
背

経
論

言

無

化
浄
。
況
復
不

許

化
浄
土

者
、
報
化
諍
論
即
成

無
用

、
若
言

許
者
、『
同
性
経
』
文

ゾ

テ

ニ

ン

ト

ノ

ヤ

ン
バ

ノ

ヲ

ノ

チ

ラ
ン

ニ

ハ
ヾ

ト

ノ

以

浄
土
仏

皆
説

報
身
。
此
外
更
無

化
浄
土

也
。
答
。
諸
余
経
論
説

化
浄
土

其
文
非

一
。

ノ

ヲ

ク

ト

ノ

ニ

ニ

ノ

ノ

ニ

ク

ノ

ニ
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（『
浄
全
』
二
・二
〇
一
頁
上
）

と
、
『
観
経
疏
略
称
』
で
は
諸
宗
の
仏
土
の
呼
称
を
一
々
挙
げ
て
い
る
に
対
し
て
、
諸
経
論
中
に
説
か
れ
る
阿
弥
陀
仏

土
を
全
て
「
化
浄
土
」
と
の
呼
称
を
用
い
て
統
一
し
て
、
通
報
化
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
『
観
経
疏
略
鈔
』
『
観
経
疏
伝
通
記
』
を
み
る
と
、
「
他
受
用
土
」
や
「
（
変
）
化
浄
土
」
の
名
目
は
、

「
阿
弥
陀
仏
土
は
報
土
か
化
土
か
」
を
議
論
す
る
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
『
観
経
疏
略
鈔
』
で
は
報
土
と

は
「
他
受
用
土
」
で
あ
り
、
化
土
と
は
「
変
化
土
」
を
指
す
と
論
じ
、
『
観
経
疏
伝
通
記
』
で
は
諸
経
論
に
説
か
れ
る

阿
弥
陀
仏
土
を
「
化
浄
土
」
に
統
一
し
て
論
じ
て
い
る
と
い
う
姿
勢
が
窺
え
る
。

一
方
で
『
観
経
疏
聞
書
』
で
は
前
述
の
よ
う
に
「
化
浄
土
」
の
用
例
が
「
玄
義
分
」
に
三
例
し
か
見
当
た
ら
ず
、
そ

の
う
ち
二
例
が
報
化
を
論
じ
る
中
で
用
い
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
前
表
Ｂ
の
、

問
。
於

浄
土

有

受
用
浄
土

有

化
浄
土

。『
同
性
経
』
所

説
穢
土
仏
云

化
身

、
浄
土
仏
名

報
身

。
知
、
一

ニ

ハ

ヲ

ヲ

ト

ヌ

途
廃
立
也
。
不

論

報
化

浄
土
仏
且
名

報
身

聞

。
若
爾
者
、
難

備
云

報
化
之
中
報

之
証
誠

、
如
何
。

ヲ

ト

タ
リ

ト

ニ
ハ

（金
沢
文
庫
本
、「
玄
義
分
聞
書
」巻
三
・五
五
丁
ウ
）

と
い
う
問
い
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
智
周
『
成
唯
識
論
演
秘
』
の
引
用
文
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
観
経
疏
聞
書
』
で

(77)

は
報
化
に
関
す
る
問
答
は
置
か
れ
て
い
る
が
、
「
化
浄
土
」
と
い
う
用
語
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
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変
化
土
分
段
土
変
化
身
所
居
也
。
分
段
土
三
論
・
天
台
名

同
居
土

花
厳
・
法
相
・
真
言
変
化
土
。
此
変
化
土
有

ハ

ヲ
ハ

ニ
ハ

ニ
ハ

ニ

浄
穢
。
浄
土
中
有

長
時
・暫
変

、
暫
変
足
指
案
地
等
也
。
長
時
者
極
楽
也
。
此
法
相
名
目
也
。

ニ

（
金
沢
文
庫
本
、
「
玄
義
分
聞
書
」
巻
三
・
五
八
丁
ウ
）

等
と
、
化
土
に
つ
い
て
論
じ
る
際
は
諸
経
に
説
か
れ
る
阿
弥
陀
仏
土
の
名
目
を
列
挙
す
る
に
と
ど
ま
り
、
『
観
経
疏
略

鈔
』「
変
化
土
」
、『
観
経
疏
伝
通
記
』「
化
浄
土
」
の
よ
う
に
化
土
の
呼
称
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、『
観

経
疏
聞
書
』
と
、
そ
れ
以
外
の
著
作
で
は
、「
化
土
」
の
呼
称
を
統
一
す
る
、
し
な
い
の
相
違
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
こ
の
「
化
浄
土
」「
変
化
土
」
は
報
化
二
土
に
関
す
る
議
論
で
用
い
ら
れ
る
用
語
で
あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
『
観
経
疏
伝
通
記
』
に
「
化
浄
土
」
の
用
例
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
も
、
こ
の
化
土
の
呼
称
を
統
一
し
て
い
る
こ

と
に
起
因
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

␟

␠
௴
৽
ᔥ
ୂ
છ

प
भ
ा
ৄ
ै
ो
ॊ
ਖ
௦

次
に
、
少
し
内
容
が
重
複
す
る
が
、
『
観
経
疏
聞
書
』
に
の
み
見
ら
れ
る
Ｃ
以
降
の
問
答
に
つ
い
て
詳
し
く
確
認
し

て
い
き
た
い
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
「
問
ふ
。
極
楽
を
報
土
と
釈
す
る
事
は
、
自
他
受
用
の
中
に

は
何
れ
か
。
答
ふ
。
他
受
用
な
り
」
と
の
問
答
が
あ
り
、
報
土
は
他
受
用
土
で
あ
る
こ
と
を
定
義
し
、
そ
の
証
文
と
し

(78)

て
無
性
『
摂
大
乗
論
釈
』
、
吉
蔵
『
観
経
義
疏
』
、
道
綽
『
安
楽
集
』
、
基
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
を
引
用
し
て
い
る
。

(79)



- 362 -

ま
た
、
そ
の
次
の
問
答
で
は
、

難
云
、
彼
土
云

唯
他
受
用

者
、
何
故
『
遊
心
安
楽
道
』
云
、「
西
方
浄
土
通
成

四
土

。
一
法
性
土
、
二
実
報
土
、

(80)

三
受
用
土
四
、
変
化
土
於

中
法
性
・
実
報
、
一
味
楽
等
。
周

遍
法
界

非

側

。
受
用
・
変
化
酬

願
乗

感
随

機

（
測
カ
）

所
歎

指

方
可

得
。
」『
小
無
量
寿
経
』
云
「
従
是
西
方
過
十
万
億
」
故
歟
。
答
。『
釈
』
云
「
受
用
変
化
酬
願
乗

感
」
等

、
此
釈
三
経
所
説
極
楽
通

他
受
用
・
変
化
身

云
也
。
法
性
・
実
報
二
土
約

如
来
内
証

也
。
会

非

土

ト

モ

ノ

ハ

ニ

ノ

ハ

ノ

ノ

相

也
。

（
金
沢
文
庫
本
、
玄
義
分
聞
書
巻
三
・
五
八
丁
オ
）

ニ
ハ

と
、
先
述
の
よ
う
に
阿
弥
陀
仏
土
が
他
受
用
土
に
限
る
と
す
る
な
ら
ば
、
元
暁
『
遊
心
安
楽
道
』
に
阿
弥
陀
仏
土
は
四

土
に
通
じ
て
お
り
、
法
性
土
と
実
報
土
は
一
味
平
等
で
あ
り
測
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
受
用
と
変
化
と
は
因
願
酬
報
の

土
で
あ
り
有
相
の
土
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
の
は
何
故
か
と
問
わ
れ
る
。
こ
の
問
い
に
対
し
て
、
元
暁
は
極
楽
を
他

受
用
・
変
化
身
に
通
じ
て
い
る
も
の
と
解
釈
し
、
法
性
土
・
実
報
土
は
如
来
の
内
証
か
ら
述
べ
た
も
の
で
あ
っ
て
土
の

相
の
こ
と
で
は
な
い
と
会
通
し
て
い
る
と
良
忠
は
回
答
し
て
い
る
。
こ
れ
を
承
け
て
次
に
、
四
土
の
行
相
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
と
い
う
問
い
が
設
け
ら
れ
、

答
。
法
性
土
者
理
土
也
、
理
法
身
所
居
也
。
実
報
土
者
自
受
用
報
土
、
自
受
用
身
所
居
也
。
受
用
土
者
他
受
用
土
、

ノ

他
受
用
報
身
所
居
也
。
変
化
土
分
段
土
、
変
化
身
所
居
也
。
分
段
土

三
論
・
天
台
名

同
居
土

、
花
厳
・
法
相
・
真

ノ

ハ

ヲ
バ

ニ
ハ

言
変
化
。
此
変
化
土
有

浄
穢

。
浄
土
中
有

長
時
・
暫
変

。
暫
変
、
足
指
案
地
等
也
。
長
時
者
極
楽
也
。
此
法
相

ニ
ハ

ニ

ニ

ハ

ノ
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名
目
也
。
天
台
旧
訳

不

分

別
自
他
受
用

之
間
、
自
受
用
所
居
大

浄
也
。
法
身
居

寂
光
土

。
他
受
用
可

居

ニ
ハ

ニ

ハ

ナ
ル

ハ

ハ

実
報
土

事
分
明
也
。
花
厳
説
十
身
盧
舎
那
即
十
地
能
化
文
殊
□
居

方
便
土

、
劣
応
身
居

同
居
穢
土

、
同
居

ノ

浄
土
能
化
諍
也
。
常
劣
応
身
也
。
自
未

帰
弥
陀
釈

勝
応
身

有

異
義

也
。
旧
訳
自
他
受
用
名
目
、
自
他
受
用

ノ

ノ

ニ
ハ

ヲ

ニ
ハ

ノ

ノ

分
別
分
明
有
也
。
法
花
云
、
常
在
霊
鷲
山
者
、
自
受
用
土
、
種
々
宝
荘
厳
者
、
他
受
用
土
也
。
故
『
文
句
』云
、「
常
在

ハ

ニ

ニ

霊
鷲
山
此
謂
報
土
」
已
上

『
記
』
云
、「
拠
常
在
之
言
即
属

自
受
用
土

、
若
准

頌
文
宝
荘
厳

即
非
自
土
、
即
本

時
他
也
」
已
上

（
金
沢
文
庫
本
、「
玄
義
分
聞
書
巻
三
」
、
五
八
丁
オ
～
五
九
オ
）

と
、
諸
宗
に
お
け
る
四
土
の
名
目
が
列
挙
さ
れ
て
い
く
。
ま
た
、
四
土
を
列
挙
し
な
が
ら
も
、
自
他
受
用
土
の
様
相
に

比
重
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
『
観
経
疏
略
鈔
』
や
『
観
経
疏
伝
通
記
』
で
は
、
「
報
土
と
化
土
の
相
状
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
」
と

の
問
い
を
う
け
て
、
諸
経
論
に
説
か
れ
る
「
化
浄
土
」
や
「
変
化
土
」
の
相
状
な
ど
が
示
さ
れ
る
が
、『
観
経
疏
聞
書
』

の
当
該
問
答
で
は
、
ま
ず
「
阿
弥
陀
仏
土
は
他
受
用
土
で
あ
る
」
と
定
義
し
た
上
で
、
諸
経
論
中
に
説
か
れ
る
「
法
性

土
」
と
「
実
報
土
」
を
含
め
た
「
四
土
の
相
状
と
は
い
か
な
る
も
の
か
」
が
示
さ
れ
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
『
観
経
疏

聞
書
』
で
は
弥
陀
浄
土
は
他
受
用
土
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
比
重
が
置
か
れ
て
問
答
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
「
報
土

か
化
土
か
」
と
い
う
問
題
に
は
そ
れ
ほ
ど
比
重
が
置
か
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、『
観
経
疏
略
鈔
』『
観
経
疏
伝
通
記
』
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よ
り
も
「
安
養
報
化
」
の
よ
う
な
問
題
意
識
が
比
較
的
に
高
く
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
反
対
に
、
『
観
経
疏
略

鈔
』
『
観
経
疏
伝
通
記
』
で
は
、
こ
れ
ら
他
受
用
土
や
四
土
に
関
連
す
る
問
答
が
削
除
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

後
年
に
な
り
こ
れ
ら
の
問
答
は
不
要
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

␟
ਕ
␠

ሢ
ཱི
ব
ನ
ਾ
ನ
৲

भ
ੰ


最
後
に
、
善
導
が
「
玄
義
分
」
で
述
べ
る
「
弥
陀
浄
国
為
報
為
化
」
と
の
問
い
に
関
す
る
解
釈
か
ら
も
、
『
観
経
疏

伝
通
記
』
と
『
観
経
疏
聞
書
』
の
問
題
意
識
の
相
違
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
『
観
経
疏
伝
通
記
』
で
は
、

和
尚
（
※
善
導
）
釈
亦
非

無

其
意
。
今
問
端
言
「
弥
陀
浄
国
為
報
為
化
」
、
若
於

浄
土

不

許

報
化

何
致

ノ

ニ

ノ

ニ

ト

ニ

ハ

ヲ

ゾ

ン

此
問
。
又
云
、「
問
曰
、
既
言

報
者
、
報
身
常
住

永
無

生
滅

。
何
故
『
観
音
授
記
経
』
説

阿
弥
陀
仏
亦
有

入
涅

ノ

ヲ

ニ

ト

ニ

ク

ゾ

ニ

ン

ニ

ト

槃
時

。
此
之
一
義
、
若
為
通
釈

。
」

此
問
端
意
引

入
滅
文

判

非

報
土
。
知
、
許

化
浄
土
。

ノ

ガ

セ
ン
ト

ノ

ノ

ハ

テ

ノ

ヲ

ズ

ト

ニ

ヌ

ヲ

ノ

ヲ

已上

（『
浄
全
』二
・二
〇
一
頁
上
）

と
、
善
導
は
、
二
乗
種
不
生
の
初
め
に
「
弥
陀
浄
国
為
報
為
化
」
と
の
問
い
を
設
け
て
い
る
が
、
も
し
善
導
が
阿
弥
陀

仏
土
に
報
化
を
認
め
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
こ
の
よ
う
な
問
い
は
起
こ
さ
な
い
と
す
る
。
さ
ら
に
善
導
は
続
け
て
報
土

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
『
観
音
授
記
経
』
に
は
阿
弥
陀
仏
が
入
滅
す
る
と
説
か
れ
て
い
る
の
は
何
故
か
と
問
う
が
、
こ
れ
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は
善
導
が
阿
弥
陀
仏
土
に
つ
い
て
報
土
で
は
な
い
こ
と
を
判
じ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
よ
り

『
観
経
疏
伝
通
記
』
で
は
、
善
導
は
化
浄
土
の
存
在
を
認
め
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。

一
方
、
『
聞
書
』
で
は
「
弥
陀
浄
国
為
報
為
化
」
の
問
い
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。

問
。
極
楽
報
土
義
、
源
出

於
天
親
『
論
』
、

鸞
・
綽
・
導
三
師

□

諍
義
也
。
若
爾
者
、
可

問
「
ミ
ダ
浄
国
唯
報
歟
」

ノ

ノ

（
不
カ
）

ト

何
問

両
辺

歟
。
答
。
極
楽
報
化
義
古
今
諍
故
、
自
宗
雖

定
判

、
自
他
不

許
故
、
致

此
問

也
。

ノ

ハ

ノ

ガ

ニ
ハ

ヲ

（
金
沢
文
庫
本
、
「
玄
義
分
聞
書
」
巻
三
・
五
四
丁
オ
～
五
五
丁
オ
）

こ
の
よ
う
に
『
観
経
疏
聞
書
』
で
は
ま
ず
阿
弥
陀
仏
土
が
報
土
で
あ
る
こ
と
は
天
親
・
曇
鸞
・
道
綽
・
善
導
の
相
承
に

お
い
て
異
論
が
無
い
こ
と
を
明
か
す
。
そ
の
上
で
、
ど
う
し
て
善
導
は
「
弥
陀
浄
国
為
報
為
化
」
と
の
問
い
を
設
け
て

い
る
の
か
を
問
い
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
『
観
経
疏
聞
書
』
で
は
、
自
宗
で
は
唯
報
と
い
う
定
判
が
あ
る
が
、
極
楽
は

報
土
か
化
土
か
に
つ
い
て
は
古
今
の
学
者
が
議
論
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
問
い
を
設
け
て
い
る
に
過

ぎ
な
い
と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
観
経
疏
伝
通
記
』
と
『
観
経
疏
聞
書
』
と
で
は
、
同
じ
「
弥
陀
浄
国
為

報
為
化
」
の
文
を
解
釈
し
て
い
る
に
も
関
ら
ず
、
善
導
の
立
場
を
「
唯
報
」
と
み
る
か
、
「
通
報
化
」
と
み
る
か
、
明

ら
か
に
解
釈
が
相
違
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
最
初
期
成
立
の
『
観
経
疏
聞
書
』
と
最
晩
年
期
成
立
の
『
観
経
疏
伝

通
記
』
と
で
は
問
題
意
識
に
相
違
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
、『
観
経
疏
聞
書
』
は
『
観
経
疏
伝
通
記
』
に
比
べ
て
「
通

報
化
説
」
に
対
す
る
問
題
意
識
を
あ
ま
り
有
し
て
い
な
い
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
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␟

␠

∹
૦
শ

भ
บ
ଅ
प
ঢ়
घ
ॊ
ହ
ં

ち
な
み
に
、
下
総
国
で
『
観
経
疏
聞
書
』
が
成
立
し
た
建
長
七
（
一
二
五
五
）
年
頃
に
親
鸞
は
ど
の
よ
う
な
仏
土
に

関
す
る
説
示
を
東
国
門
弟
に
行
っ
て
い
た
の
か
、
建
長
期
成
立
の
親
鸞
書
物
か
ら
も
う
一
度
確
認
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、

前
節
で
論
じ
た
よ
う
に
親
鸞
は
「
報
土
」
と
「
化
土
」
の
存
在
を
認
め
て
い
る
が
、
建
長
頃
で
は
「
化
土
」
「
報
化
二

土
」
と
い
っ
た
呼
称
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
建
長
三
（
一
二
五
一
）
年
に
常
陸
門
弟
へ
送
付
し
た
「
有

念
無
念
」
の
消
息
に
、

こ
の
自
力
の
行
人
は
、
来
迎
を
ま
た
ず
し
て
は
、
胎
生
・辺
地
・懈
慢
界
ま
で
も
む
ま
る
べ
か
ら
ず
。

（
『
聖
典
全
書
』
二
・
七
六
八
頁
）

と
、
「
胎
生
」
や
「
辺
地
」
「
懈
慢
界
」
と
い
っ
た
呼
称
を
用
い
て
化
土
を
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
、
報
土
に
つ
い
て

は
、
建
長
七
年
に
常
陸
国
に
送
付
し
た
と
思
わ
れ
る
「
か
さ
ま
の
念
仏
者
の
う
た
が
ひ
と
わ
れ
た
る
事
」
の
消
息
に
、

自
力
の
御
は
か
ら
い
に
て
は
真
実
の
報
土
へ
む
ま
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
…
懈
慢
辺
地
に
往
生
し
、
疑
城
胎
宮
に
往
生

す
る
だ
に
も
、
弥
陀
の
御
ち
か
ひ
の
な
か
に
、
第
十
九
・
第
廿
の
願
の
御
あ
わ
れ
み
に
て
こ
そ
、
不
可
思
議
の
た
の
し
み

に
あ
ふ
こ
と
に
て
候
へ

（『
聖
典
全
書
』
二
・
七
四
四
頁
～
七
四
五
頁
）

と
あ
っ
た
り
、
同
じ
く
建
長
七
年
を
奥
書
を
有
し
、
真
筆
本
が
下
総
国
横
曽
根
報
恩
寺
に
旧
蔵
さ
れ
て
い
た
『
浄
土
三
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経
往
生
文
類
』
で
は
、

大
経
往
生
と
い
ふ
は
、
如
来
選
択
の
本
願
、
不
可
思
議
の
願
海
、
こ
れ
を
他
力
と
ま
ふ
す
。
こ
れ
す
な
は
ち
念
仏
往
生

の
願
因
に
よ
り
て
、
必
至
滅
度
の
願
果
を
う
る
な
り
。
現
生
に
正
定
聚
の
く
ら
ゐ
に
住
し
て
、
か
な
ら
ず
真
実
報
土
に

い
た
る
。

（『
聖
典
全
書
』
二
・
五
七
七
頁
下
）

と
、
往
生
に
自
力
他
力
を
分
け
、
他
力
往
生
の
所
生
を
「
真
実
報
土
」
、
自
力
往
生
の
所
生
を
「
懈
慢
辺
地
」
「
疑
城

胎
宮
」
と
峻
別
し
て
い
る
。
こ
の
「
真
実
報
土
」
の
表
現
に
つ
い
て
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
「
安

養
報
化
」
す
な
わ
ち
「
阿
弥
陀
仏
土
は
唯
報
か
通
報
化
か
（
あ
る
い
は
唯
化
か
）
」
と
い
っ
た
議
論
は
問
題
意
識
と
し

て
想
定
さ
れ
て
い
な
い
様
子
が
読
み
取
れ
る
。
む
し
ろ
、
第
一
節
で
論
じ
た
よ
う
に
「
安
養
報
化
」
に
説
か
れ
る
よ

う
な
仏
教
一
般
的
な
仏
土
理
解
を
問
題
意
識
と
し
て
想
定
し
た
説
示
は
、
『
教
行
信
証
』
に
て
示
さ
れ
る
報
中
垂
化
説

の
方
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ਸ਼

ඨ

ଐ
ෑ

௴
৽
ᔥ
ୂ
છ

प
उ
ऐ
ॊ
บ
ଅ
௴
प
ঢ়
घ
ॊ
ਖ

ਔ


以
上
、
限
ら
れ
た
範
囲
の
中
で
は
あ
る
が
良
忠
下
総
在
住
時
成
立
の
『
観
経
疏
聞
書
』
と
、
鎌
倉
在
住
時
成
立
の
『
観

経
疏
伝
通
記
』
『
観
経
疏
略
鈔
』
所
説
の
阿
弥
陀
仏
土
観
、
特
に
是
報
非
化
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
、
比
較
検
討
を
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行
っ
た
。

『
観
経
疏
伝
通
記
』
や
『
観
経
疏
略
鈔
』
は
、
弥
陀
浄
土
は
「
他
受
用
土
（
報
土
）
」
か
「
化
浄
土
（
化
土
）
」
か

と
い
う
問
題
に
比
重
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
橋
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
通
報
化
説
の
よ
う
な
一
般
的
な
仏
土
理

解
へ
の
対
応
が
問
題
意
識
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
『
観
経
疏
聞
書
』
は
、
「
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
報
土
か
化
土
か
」
と
い
う
問
答
も
置
か
れ
て
い
る
が
、
『
観
経

疏
伝
通
記
』
『
観
経
疏
略
鈔
』
ほ
ど
議
論
は
展
開
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
「
化
浄
土
」
の
用
例
数
か
ら
も
窺
う
こ
と

が
で
き
る
。
一
方
で
、
『
観
経
疏
聞
書
』
で
は
『
観
経
疏
略
鈔
』
『
観
経
疏
伝
通
記
』
に
は
無
い
、
「
弥
陀
報
土
は
自
受

用
土
か
他
受
用
土
か
」
や
「
四
土
の
相
状
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
」
な
ど
、
報
土
や
四
土
説
の
仏
土
全
体
に
関
す
る
議

論
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
分
量
的
に
も
比
重
が
こ
ち
ら
に
お
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
相
違
は
両
者
の
善
導
理
解
の
相
違
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
『
観
経
疏

伝
通
記
』
で
は
、
善
導
は
化
浄
土
を
認
め
て
い
る
た
め
に
、
「
弥
陀
浄
土
は
報
か
化
か
」
と
の
問
い
を
設
け
て
い
る
と

解
釈
す
る
が
、
『
観
経
疏
聞
書
』
で
は
、
唯
報
の
定
判
が
あ
る
が
、
古
来
よ
り
他
宗
に
て
議
論
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の

で
、「
阿
弥
陀
仏
土
は
報
か
化
か
」
と
の
問
い
を
設
け
て
い
る
だ
け
に
過
ぎ
な
い
と
の
説
示
が
見
え
る
。
こ
の
差
異
は
、

弥
陀
浄
土
に
つ
い
て
「
通
報
化
」
を
意
識
し
て
い
る
か
否
か
、
に
起
因
す
る
も
の
と
見
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
『
観
経
疏
聞
書
』
と
同
時
代
に
東
国
で
成
立
し
た
親
鸞
の
書
物
を
確
認
し
て
も
、
「
阿
弥
陀
仏
土
は
報
土
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か
化
土
か
」
と
い
う
問
題
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
建
長
に
お
け
る
東
国
に
は
、
通
報

化
説
に
つ
い
て
あ
ま
り
問
題
意
識
を
有
し
て
い
な
い
様
子
が
窺
え
る
。

以
上
の
こ
と
よ
り
、
時
代
的
ま
た
地
域
的
に
見
た
時
、
『
観
経
疏
聞
書
』
は
、
『
観
経
疏
伝
通
記
』
『
観
経
疏
略
鈔
』

と
異
な
る
問
題
意
識
、
す
な
わ
ち
通
報
化
説
の
よ
う
な
仏
土
理
解
へ
の
対
応
を
必
要
と
し
な
い
状
況
下
で
撰
述
さ
れ
た

も
の
と
評
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
建
長
七
（
一
二
五
五
）
年
頃
の
東
国
浄
土
教
に
お
い
て
は
、
通
報

化
説
よ
り
も
報
土
に
関
す
る
説
示
に
比
重
が
置
か
れ
る
傾
向
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、
第
一
節
で
論
じ
た
よ
う
に
『
観
経
疏
略
鈔
』
に
は
Ｂ
『
同
性
経
』
だ
け
で
は
唯
報
の
根
拠
に
乏
し
い
の

で
は
な
い
か
、
と
の
問
答
の
中
で
、

又
『
安
楽
集
』
化
浄
土
不

立
事
、『
同
性
経
』
由
可

云
也
。
彼
『
経
』
又
土
化
土
合
報
土
説
矣
。
然
報
化
取
出
又
報
化

ニ

ノ

ヲ

ハ

ニ

ト

ニ

ヲ

ニ

ト

ク

ヲ

ヲ

論

歟
得

意
、
強
無

難
歟
。
尚
釈
難

詮
。『
同
性
経
』
二
料
簡
可

有
。『
演
秘
』
化
浄
土
下
穢
土
属
、『
安
楽
集
』
報

ズ
ル

ト

レ
バ

ニ

キ

ヲ

ハ

シ

ジ

ニ

ノ

ル

ハ

ノ

ヲ

ノ

ニ

シ

ハ

土
中
報
化
二
土
摂

歟
覚

也
。

（『
浄
全
』
二
・
四
八
九
頁
上
～
下
）

ノ

ニ

ヲ

ス
ル

ト

タ
ル

と
、
親
鸞
報
中
垂
化
説
と
同
様
の
仏
土
理
解
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
観
経
疏
略
鈔
』

に
つ
い
て
は
今
回
、
『
観
経
疏
伝
通
記
』
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
「
通
報
化
説
」
の
よ
う
な
一
般
的
な
仏
土
理
解
へ
の

対
応
が
想
定
さ
れ
て
い
る
か
、
充
分
に
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
仮
に
『
観
経
疏
略
鈔
』
に
も
『
観
経
疏
伝
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通
記
』
と
同
様
の
問
題
意
識
が
指
摘
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
親
鸞
の
報
中
垂
化
説
に
つ
い
て
も
、
一
般
的
な
仏
土
理
解
へ

の
対
応
の
中
で
形
成
さ
れ
た
思
想
で
あ
る
可
能
性
を
補
強
で
き
る
も
の
に
な
る
と
思
う
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
史
料
的

な
制
限
も
あ
り
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

※
【
表
３
】
「
是
報
非
化
」
三
本
の
全
文
対
照
表

玄
義
分
聞
書

玄
義
分
略
鈔

玄
義
分
伝
通
記

二
乗
種
不
生
処

会
通
二
乗
種
不
生
段

問
曰
弥
陀
浄
国
等
事

Ａ
問
上
標
会
通
二
乗
種
不
生
義
故

Ａ
問
曰
弥
陀
浄
国
為
当
是
報
是

Ａ
当
段
会
通
二
乗
種
不
生
義
然
何
分
別

次
下
直
可
釈
二
乗
生
不
生
也
何
問

化
等
事

身
土
報
化
答
若
不
定
立
身
土
体
者
何
顕

答
身
土
報
化
歟
答
若
不
定
身
土
者

問
科
名
云
会
通
二
乗
種
不
生
文

凡
夫
二
乗
往
生
報
土
之
義
其
義
若
不
顕

他
力
報
土
凡
夫
入
云
事
不
顕
若
凡

首
報
土
化
土
决
相
違
如
何
答
先

者
何
致
二
乗
種
不
生
難
是
故
為
決
二
乗

夫
二
乗
入
云
義
不
顕
者
無
違
二
乗

土
報
土
定
五
乗
斉
入
報
土
判
五

不
生
之
難
先
判
身
土
相
也

種
不
生
之
文
云
難
是
故
為
釈
二
乗

乗
入
報
土
定
二
乗
種
不
生
義
和

生
不
生
先
决
判
身
土
也

会
也
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Ｄ
問
弥
陀
浄
国
者
並
問
身
土
歟
将

問
報
土
化
土
相
貌
弁
釈
義
知
思

Ｄ
弥
陀
浄
国
等
者
並
問
身
土
双
答
身
土

問
唯
土
答
身
土
不
相
離
左
右
不
苦

如
何

所
引
同
性
経
云
報
仏
報
土
故
又
下
問
云

但
見
文
勢
並
問
身
土
歟
答
云
報
仏

答
仏
土
有
三
種
一
法
性
土
天
台

彼
仏
及
土
既
言
報
者
故
又
安
楽
集
各
別

報
土
故
下
問
云
彼
仏
及
土
故

有

名
寂
光
土
唯
仏
与
仏
理
土
也
或

問
答
身
与
土
故

云
只
問
土
也
土
定
報
土
判
二
乗
生

通
理
智
二
法
身
所
居
法
相
名
自

不
生
故
也
問
二
義
中
何
正
歟

答

性
土
自
性
身
所
居
也
二
実
報
土

争
可
有
先
義
順
文
歟
安
楽
集
問
曰

天
台
唯
仏
境
界
辺
智
法
身
所
居

今
在
ア
ミ
タ
仏
是
何
身
極
楽
之
国

［
云
云
］
法
相
名
自
受
用
土
自

是
何
土
問
問
為
当
之
字
可
在
報
下

受
用
身
所
居
也
若
因
位
所
居
辺

如
何
答
上
置
為
当
兼
両
辺
有
何
妨

名
他
受
用
土
他
受
用
身
所
居
并

歟

問
極
楽
報
土
義
源
出
於
天
親

十
地
菩
薩
所
居
也
若
約
浄
土
宗

論
鸞
綽
導
三
師
□
諍
義
也
若
爾
者

凡
夫
尚
生
報
土
云
是
当
他
受
用

可
問
ミ
タ
浄
国
唯
報
歟
何
問
両
辺

土
華
厳
元
暁
師
立
四
土
第
二
実

歟
答
極
楽
報
化
義
古
今
諍
故
自
宗

報
土
第
三
受
用
土
名
開
自
他
受

雖
定
判
自
他
不
許
故
致
此
問
也

用
二
土
為
第
二
第
三
歟
三
同
居
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Ｅ
如
大
乗
同
性
経
等
事

土
［
三
論
名
目
］
同
居
土
［
天

Ｅ
如
大
乗
同
性
経
等
者
彼
経
下
云
復
有

問
彼
経
何
説
歟
答
彼
経
下
復
有
阿

台
名
目
］
天
台
立
断
見
思
生
所

阿
弥
陀
如
来
蓮
華
開
敷
星
王
如
来
竜
主

弥
陀
如
来
蓮
花
開
敷
星
王
如
来
竜

報
土
与
同
居
土
中
間
立
方
便
土

王
如
来
宝
徳
如
来
有
如
是
等
生
浄
仏
刹

主
王
如
来
宿
徳
如
来
有
如
是
等
生

余
宗
不
許
二
乗
始
入
滅
経
八
六

所
得
道
者
彼
諸
如
来
得
初
仏
地

乃
至

浄
仏
刹
所
得
道
者
彼
諸
如
来
得
初

四
二
万
十
千
劫
未
可
立
其
生
所

海
妙
深
持
自
在
智
通
菩
薩
復
問
仏
言
世

仏
地
［
已
上
］

菩
薩
初
地
頓
断
四
住
時
即
断
無

尊
仏
身
幾
種
仏
言
善
丈
夫
略
説
有
三
何

明
住
地
故
生
報
土
別
不
可
有
断

等
為
三
一
者
報
二
者
応
三
者
真
身
海
妙

見
思
生
所
故
不
許
方
便
土
法
相

深
持
自
在
智
通
菩
薩
復
問
仏
言
世
尊
何

宗
［
云
云
］
又
天
台
付
同
居
土

者
名
為
如
来
報
身
仏
言
善
丈
夫
若
欲
見

有
浄
土
如
極
楽
等
有
穢
土
如
娑

彼
仏
報
者
汝
今
当
知
如
汝
今
日
見
我
現

婆
等
法
相
宗
言
異
意
同
唯
識
論

諸
如
来
清
浄
仏
刹
現
得
道
者
当
得
道
者

云
三
変
化
身
居
浄
穢
土
称
彼
機

如
是
一
切
即
是
報
身
海
妙
深
持
自
在

宜
現
通
説
法
［
已
上
］
法
相
宗

智
通
菩
薩
復
問
仏
言
世
尊
何
者
名
為
如

又
云
智
通
菩
薩
復
問
仏
是
世
尊
何

変
化
浄
土
天
台
同
居
浄
土
名
変

来
応
身
仏
言
善
丈
夫
猶
若
今
日
踊
歩
健

者
名
為
如
来
報
仏
是
善
丈
夫
若
欲

化
穢
土
同
居
穢
土
云
今
此
極
楽

如
来
魔
恐
怖
如
来
大
慈
意
如
来
有
如
是
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見
彼
仏
報
者
汝
今
当
知
今
日
見
我

報
歟
化
歟
問
他
受
用
報
土
歟
変

等
一
切
彼
如
来
穢
濁
世
中
現
成
仏
者
当

現
諸
如
来
清
浄
仏
刹
現
得
道
者
当

化
浄
土
歟
問
也

成
仏
者
如
来
顕
現
従
兜
率
下
乃
至
住
持

得
道
者
如
是
一
切
即
是
報
身
海
智

此
旧
訳
家
三
義
一
唯
報
二
唯
化

一
切
正
法
一
切
像
法
一
切
末
法
善
丈
夫

通
菩
薩
復
問
仏
言
世
尊
何
者
名
為

三
通
報
化
也
新
訳
家
唯
化
一
義

汝
今
当
知
如
是
化
事
皆
是
応
身
海

如
来
応
身
仏
言
善
大
夫
猶
若
今
日

不
用
余
二
義
立
也
法
相
唯
報
通

誦
歩
健
如
来
魔
怖
畏
如
来
大
慈
意

報
化
二
義
善
導
道
綽
一
宗
唯
報

如
来
有
如
是
等
一
切
彼
如
来
穢
濁

義
也
天
台
宗
極
楽
同
居
土
云
凡

世
中
現
成
仏
者
当
成
仏
者
如
来
顕

夫
往
生
定
判
此
宗
意
断
見
思
人

現
従
○
如
是
化
事
皆
是
応
身
海
［
已

尚
留
方
便
土
不
生
報
土
断
無
明

妙
深
持
自
在
智
通
菩
薩
復
問
仏
言
世
尊

上
］

菩
薩
始
生
報
土
判
故
凡
夫
極
楽

何
者
名
為
如
来
法
身
仏
言
善
丈
夫
如
来

生
云
同
居
浄
土
釈
也
法
相
宗
極

真
法
身
者
無
色
・
無
現
・
無
著
・
不
可

楽
報
土
判
時
地
上
菩
薩
生
所
定

見
・
無
言
説
・
無
住
処
・
無
相
・
無

浄
土
経
凡
夫
生
明
別
時
意
趣
釈

報
・
無
生
・
無
滅
無
譬
喩
・
如
是
善
丈

通
報
化
云
時
地
上
菩
薩
生
報
土

夫
如
来
不
可
説
身
・
法
身
・
智
身
・
無

凡
夫
生
化
土
云
也
故
凡
夫
生
云

等
身
・
無
等
等
身
・
毗
盧
遮
那
身
・
虚
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説
報
土
対
別
時
意
也
化
土
対
実

空
身
・
不
断
身
・
不
壊
身
・
無
辺
身
・

生
也
此
二
宗
意
彼
此
同
異
也
凡

至
真
身
・
非
虚
仮
身
・
無
譬
喩
身
・
是

夫
生
報
土
云
義
無
故
也
法
相
三

名
真
身
［
已
上
］

土
一
法
性
土
［
法
性
身
所
居
］

二
受
用
土
有
二
［
一
自
受
用
土

自
受
用
身
所
居
也
二
他
受
用
土

他
受
用
十
地
菩
薩
所
居
］
三
変

化
土
有
二
［
一
浄
土
二
穢
土
也

又
付
変
化
浄
土
有
二
一
長
時
化

土
二
暫
変
化
土
足
指
安
地
等

也
］
天
台
四
土
一
寂
光
土
［
法

身
所
居
］
二
実
報
土
［
報
身
所

居
］
三
方
便
土
［
断
見
思
生
所

勝
応
身
所
居
］
四
同
居
土
［
有

二
一
浄
土
二
穢
土
浄
穢
二
土
倶



- 375 -

凡
聖
雑
居
］

極
楽
報
土
証
拠
引
三
経
事

Ｂ
問
於
浄
土
有
受
用
浄
土
有
化
浄

Ｃ
問
且
先
引
同
性
経
意
何
答
極

Ｂ
問
引
此
経
文
証
唯
報
義
其
義
不
明
彼

土
同
性
経
所
説
穢
土
仏
云
化
身
浄

楽
報
土
云
誠
証
故
先
引
之
也
彼

経
浄
土
名
報
可
説
証
者
之
見
若
約
凡
夫

土
仏
名
報
身
知
一
途
廃
立
也
不
論

経
下
説
報
土
云
有
正
真
願
荘
厳

等
見
亦
可
見
化
浄
土
是
以
迦
才
浄
土
論

報
化
浄
土
仏
且
名
報
身
聞
若
爾
者

功
徳
相
一
蓋
震
声
主
如
来
寳
徳

云
経
云
智
通
菩
薩
問
仏
世
尊
何
等
是
如

難
備
云
報
化
之
中
報
之
証
誠
如
何

明
徹
蔵
功
徳
身
相
浄
如
来
不
動

来
報
身
仏
言
如
汝
現
見
我
者
此
是
如
来

答
樸
揚
□
同
性
経
中
為
対
受
用
仮

離
難
光
明
如
来
有
神
力
蓮
華
生

報
身
復
有
清
浄
刹
中
取
正
覚
及
当
成
正

名
穢
□
意
穢
土
仏
説
応
身
其
穢
土

功
徳
威
相
瓔
珞
摩
尼
王
如
来
在

覚
者
彼
等
一
切
皆
是
報
身
釈
曰
浄
土
中

者
化
浄
土
名
穢
土
対
報
浄
土
故
云

喜
楽
刹
中
天
人
尊
重
復
有
阿
弥

成
仏
判
為
報
者
是
受
用
身
也
若
作
化
身

也
彼
宗
意
極
楽
云
報
土
之
時
説
一

陀
如
来
蓮
華
開
敷
星
王
如
来
竜

即
是
細
化
身
也
経
云
汝
現
見
我
者
是
報

乗
凡
夫
生
属
別
時
意
又
有
亦
報
亦

主
王
如
来
寳
徳
如
来
有
如
是
等

身
者
即
穢
土
中
亦
見
報
也
即
此
経
云
五

化
二
義
故
六
十
万
億
真
身
説
報
辺

生
浄
仏
刹
所
得
道
者
彼
諸
如
来

濁
中
成
仏
有
正
法
像
法
末
法
是
応
化
身

凡
夫
二
乗
生
者
説
化
辺
会
也
慈
恩

得
初
仏
地
○
若
有
五
濁
刹
中
諸

也
経
判
穢
土
中
成
仏
皆
是
化
身
而
復
言

仏
土
章
引
古
師
唯
報
唯
化
通
報
化

仏
如
来
現
得
道
者
当
成
道
者
○

汝
現
見
我
者
是
報
身
既
穢
土
中
得
見
報
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之
三
義
今
不
用
唯
化
義
存
余
二
義

或
兜
率
下
入
胎
住
胎
初
生
及
長

身
者
何
故
浄
土
不
得
見
化
身
也
故
知
浄

云
唯
報
時
凡
生
者
属
別
時
意
通
報

宮
中
喜
楽
出
家
苦
行
向
於
道
場

穢
二
土
皆
見
両
身
也
［
已
上
］
若
爾
何

化
時
別
時
文
説
報
辺
云
取
捨
在
心

降
魔
成
仏
転
大
法
輪
○
現
大
涅

為
唯
報
之
証

活

唯
識
論
云
三
変
化
身
居
浄
穢

槃
○
分
布
舎
利
大
如
芥
子
○
若

答
彼
経
既
云
阿
弥
陀
仏
等
浄
仏
刹
土
中

土
照
（
「
称
歟
」
）
彼
機
宜
現
通
説

五
濁
世
中
如
来
所
現
神
通
之
力

成
正
覚
者
是
報
身
非
但
総
属
於
報
土
正

法
［
已
上
］

皆
仏
応
化

已
上

又
云
今
日
見

指
弥
陀
以
為
報
身
況
復
以
八
相
身
名
為

仏
地
論
説
也
受
用
云
或
在
色
界
浄

我
現
諸
如
来
清
浄
仏
刹
現
得
道

化
身
豈
極
楽
中
有
現
八
相
故
知
彼
土
属

居
天
上
或
西
方
等
処
々
不
定
［
已

者
当
得
道
者
如
是
一
切
是
報
身

唯
報
也
但
至
難
者
智
通
証
者
故
即
釈
迦

上
］

○
穢
濁
世
中
現
成
仏
者
当
成
仏

化
身
而
見
報
身
此
是
化
上
見
報
身
也
何

述
記
［
□
□
云
］
一
云
二
乗
異
生

者
○
如
是
化
事
皆
是
応
身

已

有
報
浄
土
中
即
見
化
身
同
居
土
中
設
即

亦
生
故
観
経
等
皆
誠
説
故
不
遮
化

上

化
見
報
報
浄
土
中
何
有
即
報
見
化
非
是

土
二
云
不
生
［
已
上
］

定
量
義
推
叵
当

演
秘
［
樸
揚
云
］
詳
曰
今
同
先
説

問
若
以
浄
土
仏
皆
名
報
身
者
都
不
可
立

他
経
論
中
説
生
浄
故
同
性
経
中
為

化
浄
土
也
若
言
不
許
者
諸
経
論
中
説
化

対
受
用
可
名
為
穢
［
已
上
］

浄
土
何
背
経
論
言
無
化
浄
況
復
不
許
化
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嘉
祥
法
花
疏
云
細
応
必
報
［
已
上
］

浄
土
者
報
化
諍
論
即
成
無
用
若
言
許
者

是
破
天
台
別
立
勝
応
文
也

同
性
経
文
以
浄
土
仏
皆
説
報
身
此
外
更

無
化
浄
土
也
答
諸
余
経
論
説
化
浄
土
其

文
非
一
何
不
許
之
且
如
法
華
三
周
声
聞

求
未
来
浄
土
仏
滅
度
後
更
留
舎
利
非
化

浄
土
何
又
智
論
引
経
明
純
声
聞
黄
金
世

界
純
支
仏
白
銀
浄
土
此
則
化
浄
土
也
唯

識
論
十
云
三
変
化
身
謂
諸
如
来
由
成
事

智
変
現
無
量
随
類
化
身
居
浄
穢
土
為
未

登
地
諸
菩
薩
衆
二
乗
異
生
称
彼
機
宜
現

通
説
法
［
已
上
］

和
尚
釈
亦
非
無
其
意
今
問
端
言
弥
陀
浄

国
為
報
為
化
若
於
浄
土
不
許
報
化
何
致

此
問
又
云
問
曰
既
言
報
者
報
身
常
住
永

無
生
滅
何
故
観
音
授
記
経
説
阿
弥
陀
仏
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亦
有
入
涅
槃
時
此
之
一
義
若
為
通
釈
［
已

上
］
此
問
端
意
引
入
滅
文
判
非
報
土
知

許
化
浄
土
但
同
性
経
者
浄
穢
相
望
不
可

一
準
如
彼
云
唯
仏
一
人
居
浄
土
因
位
所

居
不
名
浄
土
如
説
随
其
心
浄
即
仏
土
浄

地
前
所
居
簡
非
浄
土
今
同
性
経
化
望
於

報
仮
名
穢
土
故
唯
識
演
秘
第
七
云
問
瑜

伽
七
十
九
云
地
前
菩
薩
不
生
浄
土
摂
論

亦
云
生
浄
土
者
是
別
時
意
如
何
今
云
化

居
浄
土
為
未
登
地
菩
薩
等
耶
答
伝
有
両

釈
一
云
二
乗
異
生
亦
生
故
観
経
等
皆
誠

説
故
瑜
伽
摂
論
云
不
生
者
拠
受
用
土
不

遮
化
土
二
云
不
生
瑜
伽
摂
論
以
自
会
故

又
大
乗
同
性
経
云
浄
土
成
仏
悉
是
受
用

身
穢
土
中
者
悉
是
化
身
故
知
化
身
所
居
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土
者
不
得
名
浄
此
言
浄
土
拠
暫
変
説
即

如
法
華
三
変
浄
土
維
摩
等
同
詳
曰
今
同

前
説
多
経
論
中
説
生
浄
故
同
性
経
中
為

対
受
用
化
称
為
穢
亦
不
相
違
［
已
上
］

此
問
意
者
若
云
地
前
生
浄
土
者
瑜
伽
云

地
前
不
生
浄
土
摂
論
云
生
者
別
時
意
故

知
凡
小
生
浄
土
者
違
瑜
伽
摂
論
若
云
不

生
者
何
今
唯
識
論
云
化
身
居
浄
土
故
不

生
者
違
唯
識
観
経
等
次
答
中
二
義
互
会

相
違
初
約
通
報
化
義
後
約
唯
報
義
初
許

長
時
化
浄
土
後
不
許
長
時
化
浄
土
初
義

意
者
二
論
判
密
意
別
時
者
不
生
報
土
諸

教
明
生
浄
土
者
生
化
浄
土
也
後
義
意
者

不
許
長
時
化
浄
土
言
浄
土
者
唯
是
報
土

凡
夫
生
者
二
論
同
会
故
又
同
性
経
云
浄
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土
仏
悉
報
身
穢
土
仏
悉
化
身
故
知
化
身

所
居
土
皆
名
穢
土
不
名
浄
土
也
此
唯
識

論
言
居
浄
土
者
能
化
仏
居
暫
変
化
浄
土

不
云
凡
夫
生
化
浄
土
故
唯
識
論
亦
不
相

違
瑜
伽
摂
論
文
也
後
詳
曰
下
述
自
義
中

二
義
倶
雖
云
相
伝
説
然
今
同
前
義
多
経

論
中
皆
説
凡
夫
生
浄
土
故
同
性
経
者
以

化
浄
土
名
穢
土
故
此
非
相
違

問
若
言
極
楽
唯
報
者
光
中
化
仏
樹
下
三

尊
豈
非
化
身
答
此
是
報
土
荘
厳
主
伴
儀

式
非
別
教
主

Ｃ
問
大
経
観
経
此
宗
正
依
経
也
先

Ｂ
問
同
性
経
文
未
足
報
土
証
拠

Ｃ
問
大
経
観
経
是
自
宗
中
正
依
経
故
応

□
引
之
何
一
番
引
他
経
歟
答
同
性

其
所
以
論
報
土
化
土
於
浄
土
中

先
引
之
次
引
他
経
何
先
他
経
答
同
性
経

経
誠
証
也
故
先
引
之
也
□
□
証
上

立
報
土
化
土
報
歟
化
歟
問
也
而

是
正
証
故
先
引
亦
二
経
是
助
証
故
次
引

二
経
有
助
証
又
引
之
也
問
引
他
経

彼
経
意
総
浄
土
仏
報
身
属
穢
土

如
彼
天
台
証
三
法
玅
引
華
厳
経
等
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文
成
宗
義
事
有
其
証
歟
答
皆
有
如

仏
化
身
属
也
是
一
途
廃
立
聞
全

天
台
者
四
教
三
照
五
味
等
皆
在
他

報
土
証
拠
不
可
成
如
何
誠
難
但

経
三
法
妙
三
観
皆
在
他
経
論
也
余

法
相
撲
揚
大
師
会
云

演
秘

問

家
皆
如
是

［
同
十
一
日
］

瑜
珈
七
十
九
云
地
前
菩
薩
不
生

問
極
楽
釈
報
土
事
自
他
受
用
中
何

浄
土
摂
論
亦
云
生
浄
土
者
是
別

歟

時
意
也
如
何
今
云
化
居
浄
為
未

答
他
受
用
也
無
性
摂
論
明
受
用
土

登
地
菩
薩
也
答
伝
有
多
釈
一
云

云
即
是
西
方
極
楽
土
［
已
上
］
嘉

二
乗
異
生
亦
生
故
観
経
等
皆
誠

祥
疏
云
若
就
通
門
為
論
無
非
酬
因

説
故
瑜
珈
論
摂
論
云
不
生
者
拠

可
云
報
土
別
門
不
然
何
者
以
法
蔵

受
用
土
不
遮
化
土
二
云
不
生
瑜

菩
薩
有
本
迹
二
門
就
釈
為
論
在
凡

珈
摂
論
以
自
会
故
又
大
乗
同
性

夫
以
願
造
土
可
云
報
土
故
双
観
経

経
云
浄
土
成
仏
皆
是
受
用
身
穢

阿
難
言
成
仏
以
来
已
経
十
劫
若
論

土
中
生
者
皆
是
化
身
故
知
化
身

本
門
此
菩
薩
位
居
隣
極
無
更
造
業

所
居
土
者
不
得
名
浄
此
言
浄
土

唯
是
応
現
［
已
上
］

拠
暫
変
説
即
如
法
華
三
変
浄
土
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安
楽
集
云
弥
陀
是
報
仏
極
楽
荘
厳

維
摩
等
詳
曰
今
同
前
説
多
経
論

国
是
報
土
然
古
旧
相
伝
皆
云
阿
弥

中
説
生
浄
故
同
性
経
中
為
対
受

陀
仏
是
化
身
土
亦
是
化
此
為
大
失

用
化
称
為
穢
亦
不
相
違
［
已
上
］

［
已
上
］

此
釈
准
同
性
経
受
用
報
土
浄
土

法
苑
林
章
仏
大
義
云
此
方
二
義
一

属
対
之
変
化
浄
土
亦
化
身
所
居

云
准
摂
大
乗
論
等
西
方
乃
是
他
受

者
未
審
如
来
報
身
更
依
何
土
也

用
土
也
観
経
自
云
阿
毘
跋
致
不
退

［
已
上
］
此
釈
意
化
浄
土
不
立

菩
薩
方
得
生
故
二
云
西
方
通
於
報

似
若
化
浄
土
不
立
者
極
楽
報
土

化
二
土
文
証
如
前
説
化
土
証
者
鼓

云
釈
且
極
楽
化
浄
土
云
成
無
余

音
経
云
阿
弥
陀
父
名
月
上
母
名
殊

事
也
演
秘
第
二
釈
長
時
化
土
不

勝
妙
顔
［
已
上
］

立
極
楽
暫
変
化
浄
土
釈
也
極
楽

難
云
彼
土
云
唯
他
受
用
者
何
故
遊

暫
変
浄
土
云
事
又
大
有
失
法
蔵

心
安
楽
道
云
西
方
浄
土
通
成
四
土

願
答
浄
土
故
非
暫
変
事
分
明
也

一
法
性
土
二
実
報
土
三
受
用
土
四

演
秘
詳
曰
下
釈
化
浄
土
対
受
用

変
化
土
於
中
法
性
実
報
一
味
楽
等

浄
土
穢
土
云
釈
尤
有
其
理
安
楽
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周
遍
法
界
非
側
受
用
変
化
酬
願
乗

集
此
定
不
可
得
意
歟
然
集
化
他

感
随
機
所
歎
指
方
可
得
小
無
量
寿

土
三
土
立
一
従
真
垂
報
土
此
報

経
云
縦
是
西
方
過
十
万
億
故
歟
答

土
也
二
無
而
忽
有
土
此
如
提
婆

釈
云
受
用
変
化
酬
願
乗
感
等
此
釈

城
三
隠
穢
顕
浄
土
此
足
指
安
地

三
経
所
説
極
楽
通
他
受
用
変
化
身

浄
土
也
此
三
土
中
長
時
化
浄
土

云
也
法
性
実
報
二
土
約
如
来
内
証

不
立
道
綽
御
意
極
難
得
意
但
集

也
会
非
土
相
也

妾
文
一
有
文
云
法
身
如
日
報
化

問
此
四
土
行
相
如
何
答
法
性
土
者

如
光

已
上

此
釈
従
真
垂
報
土

理
土
也
理
法
身
所
居
也
実
報
土
者

立
化
浄
土
思
歟
見
又
報
化
化
字

自
受
用
報
土
自
受
用
身
所
居
也
受

第
二
第
三
化
土
釈
可
得
意
旁
以

用
土
者
他
受
用
土
他
受
用
報
身
所

不
審
也
云
義
有
夫
無
念
也
化
浄

居
也
変
化
土
分
段
土
変
化
身
所
居

土
立
報
化
二
土
判
給
有
云
安
楽

也
分
段
土
三
論
天
台
名
同
居
土
花

集
和
会
人
有
同
性
経
報
土
望
化

厳
法
相
真
言
変
化
土
此
変
化
土
有

浄
土
穢
土
属
可
得
意
也
但
安
楽

浄
穢
浄
土
中
有
長
時
暫
変
々
々
足

集
長
時
化
浄
土
不
立
事
釈
不
委
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指
案
地
等
也
長
時
者
極
楽
也
此
法

歟
文
無
意
可
有
歟
且
報
土
属
別

相
名
目
也
天
台
旧
訳
不
分
別
自
他

不
立
歟
サ
テ
ハ
隠
穢
顕
浄
土
不

受
用
之
間
自
受
用
所
居
大
浄
也
法

立
ア
ラ
メ
暫
変
化
浄
土
乍
立
長

身
居
寂
光
土
他
受
用
可
居
実
報
土

時
浄
土
不
立
文
不
委
属
難
極
見

事
分
明
也
花
厳
説
十
身
盧
舎
那
即

悪
釈
也
今
家
御
釈
カ
カ
ル
ク
セ

十
地
能
化
文
殊
□
居
方
便
土
劣
応

事
無
易
料
簡
似
極
楽
付
授
記
経

身
居
同
居
穢
土
同
居
浄
土
能
化
諍

入
滅
説
報
土
属
難
難
釈
是
答
釈

也
常
劣
応
身
也
自
未
帰
弥
陀
釈
勝

趣
併
化
浄
土
簡
異
実
報
土
判
故

応
身
有
異
義
也
旧
訳
自
他
受
用
名

分
明
見
釈
也

云
云

又
安
楽
集

目
自
他
受
用
分
別
分
明
有
也
法
花

化
浄
土
不
立
事
同
性
経
由
可
云

云
常
在
霊
鷲
山
者
自
受
用
土
種
々

也
彼
経
又
土
化
土
合
報
土
説
矣

宝
荘
厳
者
他
受
用
土
也
故
文
句
云

然
報
化
取
出
又
報
化
論
歟
得
意

常
在
霊
鷲
山
此
謂
報
土
［
已
上
］

強
無
難
歟
尚
釈
難
詮
同
性
経
二

記
云
拠
常
在
之
言
即
属
自
受
用
土

料
簡
可
有
演
秘
化
浄
土
下
穢
土

若
准
頌
文
宝
荘
厳
即
非
自
土
即
本

属
安
楽
集
報
土
中
報
化
二
土
摂
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時
他
也
［
已
上
］

歟
覚
也

一
々
願
言
等
事

又
無
量
寿
経
云
法
蔵
比
丘
一
一

一
一
願
言
若
我
得
仏
等
者
此
引
本
願
設

問
上
乍
云
一
々
願
言
下
何
別
引
第

願
言
等
事

我
得
仏
不
取
正
覚
之
言
以
顕
弥
陀
是
報

十
八
願
歟
答
可
具
引
標
一
々
願
言

問
一
一
願
言
乍
云
其
下
第
十
八

身
義
四
十
八
願
各
有
此
言
故
云
一
一
願

恐
釜
故
別
引
一
願
也
以
一
例
請
也

願
引
事
不
明
何
答
四
十
八
願
下

言
所
以
別
挙
第
十
八
者
以
願
王
故
挙
一

引
文
本
意
為
云
翻
四
十
八
願
之
因

設
我
得
仏
不
取
正
覚
言
有
今
釈

顕
諸
於
義
即
足
又
古
師
亦
本
願
為
由
判

也
況
設
我
得
仏
及
不
取
正
覚
通
諸

四
十
八
願
酬
因
報
土
云
要
故
四

報
身
義
故
嘉
祥
疏
云
問
安
養
世
界
為
報

願
故
引
此
文
以
足
也

十
八
不
取
正
覚
引
酬
因
義
判
也

土
為
応
土
耶
答
解
不
同
一
江
南
師
云
是

問
別
引
一
願
事
可
爾
引
第
十
八
何

故
一
一
願
言
標
也
其
下
別
第
十

報
土
何
者
以
破
析
性
空
位
中
以
四
十
八

意
歟
答
願
王
故
也
讃
云
弘
誓
多
門

八
願
引
事
四
十
八
願
引
文
繁
一

願
所
造
故
也
二
北
地
人
云
八
地
已
上
法

四
十
八
偏
念
仏
最
為
親
［
已
上
］

願
引
時
要
願
第
十
八
願
引
余
願

身
位
以
願
所
造
故
云
報
土
［
已
上
］
問

下
文
云
四
十
八
願
中
唯
標
専
念
ミ

令
例
知
也
又
有
義
巧
難
有

云

他
受
用
身
及
変
化
身
倶
有
別
願
設
雖
酬

タ
名
号
得
生
［
已
上
］

云

問
法
性
身
自
受
用
身
別
願

因
之
身
云
何
定
判
是
報
身
耶
答
法
身
本

有
云
亘
四
十
八
願
皆
有
第
十
八
願

無
他
受
用
変
化
身
倶
別
願
由
生

有
化
身
随
縁
報
身
即
是
上
冥
下
契
修
因

意
故
引
通
顕
別
也
難
云
若
爾
者
摂

利
也
若
爾
設
願
酬
偏
報
土
不
可

感
果
以
為
其
体
今
約
此
意
引
以
証
也
私
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他
酬
衆
生
願
□
含
称
名
往
生
願
意

云
如
何
答
実
難
会
釈
常
会
様
報

云
報
化
倶
雖
云
有
願
随
其
願
相
可
分
二

如
何

化
二
身
倶
本
願
答
云
化
身
随
縁

身
今
言
酬
因
身
者
約
六
八
願
然
本
願
中

感
見
面
報
身
上
冥
下
契
上
法
身

既
有
寿
光
無
量
本
願
定
知
全
就
報
身
所

冥
下
化
身
契
故
自
行
親
身
也
新

発
願
也
化
身
必
有
入
滅
相
故
身
相
常
光

訳
自
受
用
身
他
受
用
身
立
他
受

有
斉
限
故
問
報
化
二
身
倶
酬
因
願
何
独

用
猶
報
土
摂
属
自
行
功
徳
近
酬

第
二
名
為
報
也
答
第
二
身
者
修
万
行
因

因
身
云
事
正
報
身
也
化
身
本
願

証
万
徳
果
因
果
倶
玅
報
義
是
顕
故
名
報

有
事
非
ア
ラ
ネ
ト
モ
本
体
有
報

身
第
三
身
者
因
雖
無
漏
果
則
随
縁
不
必

身
属
有
便
引
為
証

云
云

今
鈔

純
浄
応
義
是
顕
故
名
応
身
故
起
信
論
云

云
此
義
大
様
也
吉
吉
可
思
択
事

如
是
功
徳
皆
因
諸
波
羅
蜜
等
無
漏
行
熏

也
四
十
八
願
中
寿
命
無
量
光
明

及
不
思
議
熏
之
所
成
就
具
足
無
量
楽
相

無
量
二
願
有
此
報
身
願
既
八
相

故
説
為
報
身
又
凡
夫
所
見
者
是
其
麤
色

仏
有
入
涅
槃
相
何
以
寿
無
量
願

随
於
六
道
各
見
不
同
種
々
異
類
非
受
楽

発
応
仏
常
光
有
分
限
何
発
仏
光

相
故
説
為
応
身
［
已
上
］

無
量
願
乎
故
四
十
八
願
取
尤
可
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云
報
身

也

云
云
割
注
凡
寿
経

観
経
同
性
経
誠
証
上
引
故
左
右

有
又
観
経
中
上
輩
三
人
臨
命
終

時
皆
言
阿
弥
陀
仏
事
問
引
観
経

阿
弥
陀
仏
及
与
化
仏
文
為
報
身

証
事
不
明
仏
化
難
思
化
上
化
現

事
無
窮
也
誰
知
上
阿
弥
陀
仏
云

化
仏
事
何
答
如
所
難
雖
有
意
彼

仏
報
仏
事
分
明
上
適
阿
弥
陀
仏

及
与
化
仏
云
報
仏
化
仏
釈
無
失

然



- 388 -

ਸ਼

ත


∹


प
उ
ऐ
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भ
ହ
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以
上
の
よ
う
に
親
鸞
が
東
国
門
弟
へ
と
送
付
し
た
書
物
を
見
る
限
り
、
『
教
行
信
証
』
で
用
い
ら
れ
た
「
化
身
土
」

「
化
土
」
「
報
化
二
土
」
の
用
語
は
後
年
の
書
物
で
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
ず
、
建
長
七
（
一
二
五
五
）
年
前
後
に
お
い

て
は
「
辺
地
懈
慢
」
「
疑
城
胎
宮
」
と
い
っ
た
用
語
が
多
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
報
土
に
つ
い
て
は
多
種
多
様

な
表
現
が
見
ら
れ
る
が
、
「
真
実
の
報
土
」
や
「
実
報
土
」
と
い
っ
た
表
現
が
多
く
使
わ
れ
て
お
り
、
「
真
仏
土
巻
」

に
示
さ
れ
る
よ
う
な
、
報
中
垂
化
に
つ
い
て
は
直
接
的
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
一
方
で
、
同
じ
く
建
長
七
年
に
東
国

下
総
で
成
立
し
た
良
忠
『
観
経
疏
聞
書
』
で
は
、
後
年
鎌
倉
成
立
の
『
観
経
疏
略
鈔
』
『
観
経
疏
伝
通
記
』
に
比
す
る

と
、
通
報
化
説
な
ど
の
一
般
的
な
仏
土
理
解
へ
の
対
応
を
必
要
し
な
い
状
況
下
で
撰
述
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
次
に
、
東
国
で
こ
れ
ら
の
教
示
を
承
け
た
門
弟
た
ち
は
、
後
年
に
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
取
り
扱
っ
て
い
る
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。
先
に
も
取
り
上
げ
た
『
歎
異
抄
』
で
は
、

・
他
力
を
た
の
み
た
て
ま
つ
れ
ば
、
真
実
報
土
の
往
生
を
と
ぐ
る
な
り
。

(

『
聖
典
全
書
』
二
・
一
〇
五
五
頁)

・
本
願
に
相
応
し
て
、
実
報
土
に
往
生
す
る
な
り
。

(

『
同
』
二
・
一
〇
六
〇
頁)
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・こ
の
ひ
と
は
、
名
号
の
不
思
議
を
も
ま
た
信
ぜ
ざ
る
な
り
。
信
ぜ
ざ
れ
ど
も
、
辺
地
懈
慢
・疑
城
胎
宮
に
も
往
生
し
て
、

果
遂
の
願
の
ゆ
へ
に
、
つ
ゐ
に
報
土
に
生
ず
る
は
、
名
号
不
思
議
の
ち
か
ら
な
り
。

(

『
同
』
二
・
一
〇
六
一
頁)

・
弥
陀
の
願
船
に
乗
じ
て
、
生
死
の
苦
海
を
わ
た
り

(

『
同
』
二
・
一
〇
六
八
頁)

・
辺
地
往
生
を
と
ぐ
る
ひ
と
、
つ
ゐ
に
は
地
獄
に
お
つ
べ
し
と
い
ふ
こ
と
。
…
本
願
を
う
た
が
ふ
に
よ
り
て
、
辺
地
に
生
じ

て
、
う
た
が
ひ
の
つ
み
を
つ
ぐ
の
ひ
て
の
ち
、
報
土
の
さ
と
り
を
ひ
ら
く
と
こ
そ
、
う
け
た
ま
は
り
さ
ふ
ら
へ
。
信
心
の
行

者
す
く
な
き
ゆ
へ
に
、
化
土
に
お
ほ
く
す
ゝ
め
い
れ
ら
れ
さ
ふ
ら
う
を
、

(

『
同
』
二
・
一
〇
七
一
頁)

・直
に
報
土
に
む
ま
れ
ず
し
て
、
辺
地
に
や
ど
を
と
ら
ん
こ
と
。

(

『
同
』
二
・一
〇
七
五
頁)

等
の
文
言
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
歎
異
抄
』
で
は
、
第
十
七
条
所
説
の
辺
地
堕
獄
の
異
義
に
つ
い
て
教
誡
す
る
時

に
「
報
土
」
と
「
化
土
」
の
語
を
用
い
て
い
る
も
の
の
基
本
的
に
は
先
程
確
認
し
た
よ
う
に
、
化
土
を
「
辺
地
懈
慢
」

「
疑
城
胎
宮
」
、
報
土
を
「
真
実
報
土
」
「
実
報
土
」
と
表
現
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
語
は
親
鸞
と
同
様
の
意
で
用
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

次
に
、
延
慶
二
（
一
三
一
〇
）
年
の
奥
書
を
有
す
る
要
文
集
の
、
顕
智
『
聞
書
』
で
は
、
す
べ
て
引
文
な
が
ら
、

(81)

一

『
要
集
』
下
云
、「
問
。
阿
弥
陀
仏
極
楽
浄
土
是
何
身
何
土
耶
。

ノ

ハ

レ

ノ

ノ

ゾ
ヤ

答
。
天
台
云
、
応
身
仏
、
同
居
土
。
遠
法
師
云
、
是
応
身
応
土
。
綽
法
師
云
、
是
報
仏
報
土

。
古
旧
等
相-

伝
、
皆

ノ

ハ
ク

ノ

也

ノ

ハ
ク

レ

也

ノ

ハ
ク

レ

也
ト

ノ

ニ
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云

化
土
化
身

。
此
為

大

失

。『
大
乗
同
性
経
』
云
、
浄
土
中
成
仏
者
悉
報
身
。
穢
土
中
成
仏
者
悉
是
化
身
。

フ

ト

レ

ス

ナ
ル

ト

ニ

ハ
ク

ノ

ノ

ス
ル

ノ
ハ

ク

ノ

ニ

ス
ル

ノ
ハ

ク

レ

也
ト

又
彼
『
経
』
云
、
阿
弥
陀
如
来
・
蓮
花
開
敷
星
王
如
来
・
竜
王
如
来
・
宝
徳
如
来
等
、
諸
如
来
清
浄
仏
刹

現
得
道

ノ

ニ

ハ
ク

ノ

ノ

ノ

ニ
シ
テ

ニ

シ
タ
マ
ヘ
ル

者
、
如

当
得
道

者
、
如

是
一
切
皆
是
報
身
仏
也
。
何
者

如
来
化
身
、

由
如

今
日
踊
歩
健
如
来
・
魔-

恐-

怖

ノ

キ

ニ

シ
タ
マ
ヘ
ル

レ

ノ

ト

ニ

ノ
カ

ノ

ト
ナ
ラ
バ

ナ
ホ

キ
也

ノ

如
来
等

。
已
上
『
安

楽
集
』

」

又
云
、「
問
。
設
非

報
土

、
惑
業
重
者
豈
得

浄
土

。
答
。
天
台
云
、
无
量
寿
国
雖

果
報

ノ

ヒ

モ

ニ

キ

ノ
ハ

ニ

ム
ヤ

ヲ

フ

ノ

ク

ハ

モ

殊
勝

、
臨
終
之
時
懺
悔
念
仏
、
業
障
便
転

即
得

往
生

。
雖

具

惑
染

、
願
力
持

心
亦
得

居

也
。
」

也
ト

ニ

ス
レ
バ

チ

ジ
テ

チ

ヲ

モ

セ
リ
ト

ヲ

テ

ニ

ル

ス
ル
コ
ト
ヲ

ト

（『
聖
典
全
書
』四
・一
八
頁
）

と
、
『
往
生
要
集
』
の
阿
弥
陀
仏
土
の
報
化
に
つ
い
て
述
べ
る
箇
所
を
引
用
す
る
。
こ
こ
で
は
仏
土
を
応
身
応
土
や
報

身
報
土
、
応
身
仏
同
居
土
な
ど
と
表
現
し
て
い
る
が
、
『
安
楽
集
』
の
指
南
よ
り
阿
弥
陀
仏
土
を
「
化
身
化
土
」
と
解

釈
す
る
者
は
大
利
を
失
う
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
親
鸞
上
人
云
」
と
し
て
、

「
拠

経
家

披

師
釈

、
雑
行
之
中
雑
行
雑
心
・
雑
行
専
心
・
専
行
雑
心

。
亦
正
行
之
中
専
修
専
心
・
専
修
雑
心
・

テ

ニ

ヒ
ラ
ク
ニ

ヲ

ノ

ア
リ

ノ

雑
修
雑
心
、
此
皆
辺
地
・
胎
宮
・
懈
慢
界
業
因
。
故
雖

生

極

不

見

三
宝

。
仏
心
光
明
、
不

照-

摂
余
雑
業

ハ

レ

ナ

ノ

也

ニ

モ

ト

ズ

タ
テ
マ
ツ
ラ

ヲ

ノ

ル

セ

ノ

ノ

行
者

也
。
仮-

令-

之
誓
願
良

有

由
哉
。
仮
門
之
教
、
ネ
ガ
ヒ
シ
タ
フ

忻
慕
之
釈
、
是
弥

明
也
。
」
（『
聖
典
全
書
』
四
・
四
〇
頁
）

ヲ

ノ

マ
コ
ト
ニ

ル

ユ
ヘ

ナ

ノ

ゴ
ン

ボ

ノ

レ
イ
ヨ
イ
ヨ

カ

リ

と
「
化
身
土
巻
」
の
文
を
引
用
し
て
い
る
、
こ
こ
で
は
雑
行
雑
修
の
よ
う
な
自
力
の
者
は
「
辺
地
胎
生
懈
慢
界
」
に
生

ま
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
他
に
も
『
法
然
上
人
伝
記
』
（
醍
醐
本
）
所
説
の
、
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一

問
云
、
極
楽
有

九
品
差
別

事
、
可

為

弥
陀
本
願
構

候
歟
。
答
云
、
極
楽
九
品
者
非

弥
陀
本
願

、
更

ニ

ル

ノ

ノ

ハ

ク

タ
ル

ノ

ノ

ヘ

ノ

ハ

ズ

ノ

ニ

ラ
ニ

無

四
十
八
願
中
。
是
釈
尊
巧
言
也
。
若
説

善
人
・
悪
人
生

一
所

者
、
悪
業
者
可

起

等
慢
心

故
、
令

有

品

シ

ノ

ニ
ハ

レ

ノ

シ

カ
バ

ト

ニ

ハ

ノ

ノ
ハ

ス

ノ

ヲ

ニ

テ

ラ

位
之
差
別

、
説

善
人
進

上
品

悪
人
下

下
品

也
。
急

参
可

見
。

（『
聖
典
全
書
』
四
・
五
七
頁
）

ノ

ヲ

ク

ハ

ミ

ニ

ハ

ル
ト

ニ

イ
ソ
ギ

テ

云々

と
い
う
極
楽
に
九
品
の
差
別
を
説
く
の
は
釈
迦
の
巧
言
で
あ
り
、
こ
れ
は
弥
陀
の
本
願
で
は
な
い
と
っ
た
趣
旨
の
文
も

引
用
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
顕
智
『
聞
書
』
で
は
『
往
生
要
集
』
や
『
法
然
上
人
伝
記
』
（
醍
醐
本
）
の
極
楽

の
相
に
関
す
る
引
用
文
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
内
容
的
に
は
阿
弥
陀
仏
土
は
報
土
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
文
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
は
引
文
で
あ
り
、
親
鸞
の
思
想
を
承
け
た
も
の
と
見
る
べ
き
か
は
一
考
を
要
す

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
「
親
鸞
上
人
云
」
と
し
て
「
化
身
土
巻
」
の
「
辺
地
胎
生
懈
慢
界
」
と
述
べ
ら
れ
る
文

を
引
用
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
顕
智
も
弥
陀
化
土
を
「
辺
地
胎
生
懈
慢
界
」
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
様
子
が

窺
え
る
。

次
に
、
性
信
の
作
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
『
浄
土
真
宗
聞
書
』
で
は
、
「
親
鸞
聖
人
曰
」
と
し
て
、

難
思
議
往
生

ト
イ
フ
ハ『
大
経
』
コ
ヽ
ロ
也
、
本
願
往
生

他
力
也
、
真
ノ
報
土
生

ヤ
ウ
也
。
難
思

往
生
ト
イ
フ
ハ
阿
弥

ナ
ン

ジ

ギ

ワ
フ

ジ
ヤ
フ

ダ
イ
キ
ヤ
ウ
ノ

ホ
ン

グ
ワ
ン
ワ
フ

ジ
ヤ
ウ

タ

リ
キ

シ
ン

ホ
フ

ド
ニ
ム
マ
ル
ヽ

ナ
ン

ジ

ア

ミ

(82)

陀
経

ノ
コ
ヽ
ロ
也
、
真
実
門
ノ
行

也
、
名

号
ナ
ル
ガ
ユ
ヘ
ニ
真
門
ト
マ
フ
ス
也
。
行

ハ
ヨ
ロ
ヅ
ノ
善
ニ
ス
グ
レ
タ
リ
。
カ
ル
ガ
ユ

ダ

キ
ヤ
ウ

シ
ン

ジ
チ
モ
ン

ギ
ヤ
ウ

ミ
ヤ
ウ
ガ
ウ

シ
ン

モ
ン

ギ
ヤ
ウ

セ
ム

ヘ
ニ
真
門
ト
イ
フ
也
。
機
ハ
定

機
ト
散
機
ト
也
。
本
願
ノ
行

者
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
自
力
ノ
機
ナ
ル
ガ
ユ
ヘ
也
。
双
樹
林
下
往

□
□
モ
ン

キ

ヂ
ヤ
ウ

キ

サ
ン

キ

ホ
ン

グ
ワ
ン

ギ
ヤ
ウ
ジ
ヤ

ジ

リ
キ

キ

サ
ウ
ジ
ユ
リ
ン

ゲ

ワ
ウ

生

ト
イ
フ
ハ
、『
無
量

寿
仏
観
経
』
ノ
コ
ヽ
ロ
ニ
ヨ
リ
テ
往
生
ス
ル
也
。
コ
ノ『
観
経

』
ニ
ハ
諸
行

ヲ
モ
テ
往
ヲ
願
シ
ム
ル
也
。

ジ
ヤ
ウ

ム

リ
ヤ
ウ
ジ
ユ

カ
ン

ギ
ヤ
ウ

シ
ヨ

ギ
ヤ
ウ

ネ
ガ
ハ
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機
ハ
定

機
・
散
機
也
。
定

機
ノ
タ
メ
ニ
ハ
定

善
十
三
観
也
、
散
機
善
ノ
タ
メ
ニ
ハ
九
品
三
輩
ノ
善
也
。
コ
ノ
定

散
ノ
行

キ

ヂ
ヤ
ウ

キ

サ
ン

キ

ヂ
ヤ
ウ

キ

ヂ
ヤ
ウ
ゼ
ン

ク
ワ
ン

サ
ン

ゼ
ン

ク

ボ
ン

パ
イ

ゼ
ン

ヂ
ヤ
ウ
サ
ン

ギ
ヤ
ウ

(83)

者
ノ
往
生

ス
ル
ヤ
ウ
ヲ
、
双
樹
林
下
往
生
ト
ハ
申
也
。
辺
地
懈
慢
ノ
往
生
也
。

（
一
丁
右
～
二
丁
右
）

ジ
ヤ

ワ
ウ

ジ
ヤ
ウ

サ
ウ
ジ
ユ
リ
ン

ゲ

ヘ
ン

ヂ

ケ

マ
ン

と
、
親
鸞
に
よ
れ
ば
他
力
の
者
は
「
真
の
報
土
」
に
生
ま
れ
、
自
力
双
樹
林
下
往
生
の
者
は
「
辺
地
懈
慢
」
に
生
ま
れ

る
と
説
か
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
複
数
系
統
を
有
す
る
も
の
の
、
鹿
島
門
徒
信
海
に
よ
っ
て
弘
安
年
間
に
撰
述
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
信
海

(84)

(85)

聞
書
』
で
は
、
化
土
に
関
す
る
言
及
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
「
報
土
」
に
関
す
る
言
及
が
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

第
十
八
ニ
念
仏
往
生

ノ
願
ヲ
オ
コ
シ
テ
報
土
ノ
正

因
ト
シ
タ
マ
ヘ
リ

（
八
丁
左
）

ダ
イ

ネ
ム
ブ
チ
ワ
ウ

シ
ヤ
ウ

シ
ヤ
ク

ホ
ウ

ド

シ
ヤ
ウ
イ
ン

(86)

等
と
あ
る
よ
う
に
、
「
報
土
」
の
呼
称
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
本
書
は
「
知
識
帰
命
的
傾
向
が
強
く
、
親
鸞
を
正
確
に
継
承
し
た
も
の
と
は
言
い
が
た
い
」
と
評
さ
れ
る
よ

(87)

う
に
、
そ
の
仏
土
の
説
示
に
つ
い
て
も
知
識
帰
命
的
な
要
素
を
含
ん
で
い
る
よ
う
で
、
「
智
慧
」
と
「
光
明
」
と
は
、

「
善
知
識
の
相
好
よ
り
あ
ら
は
し
た
ま
ふ
」
も
の
で
あ
る
と
い
い
、
さ
ら
に
そ
の
「
智
慧
」
を
得
る
こ
と
に
つ
い
て
、

无
上

涅
槃
ニ
イ
タ
ル
ト
モ
安
養
ニ
イ
タ
ル
ト
モ
報
土
ニ
イ
タ
ル
ト
モ
実
相
ヲ
証
ス
ト
モ
智
土
ニ
イ
タ
ル
ト
モ
光

明

土
ニ
イ

ム

ジ
ヤ
ウ

ネ

ハ
ン

ア
ン

ヤ
ウ

ホ
フ

ド

ジ
チ
サ
ウ

シ
ヨ
ウ

チ

ド

ク
ワ
ウ
ミ
ヤ
ウ

ド

タ
ル
ト
モ
西
方
ニ
イ
タ
ル
ト
モ
法
性

ノ
常

楽
ヲ
証
ス
ト
モ
弥
陀
ノ
浄

土
ニ
イ
タ
ル
ト
モ
願
土
ニ
イ
タ
ル
ト
モ
ト
キ
タ
マ
ヘ

サ
イ
ハ
ウ

ホ
フ

シ
ヤ
ウ

ジ
ヤ
ウ
ラ
ク

シ
ヨ
ウ

ミ

ダ

ジ
ヤ
ウ

ド

グ
ワ
ン

ド

リ

（
一
六
丁
右
～
左
）
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と
述
べ
て
お
り
、
「
无
上
涅
槃
」
や
「
安
養
」
や
「
報
土
」
な
ど
は
全
て
同
義
語
で
あ
り
、
そ
れ
は
善
知
識
の
相
好
よ

り
顕
れ
た
る
智
慧
を
得
る
と
い
う
事
態
を
表
し
た
言
葉
で
あ
る
と
い
う
。
勿
論
、
こ
の
よ
う
な
言
説
は
現
存
す
る
親
鸞

著
作
に
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
親
鸞
が
後
年
に
多
用
す
る
「
真
実
の
報
土
」
「
実
報
土
」
の
よ
う
な
表
現
は

用
い
ら
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
少
な
く
と
も
『
信
海
聞
書
』
を
見
る
限
り
に
お
い
て
は
、
阿
弥
陀
仏
土
は
い
か
な
る

場
所
な
の
か
に
対
す
る
関
心
は
あ
ま
り
見
受
け
ら
れ
な
い
。

最
後
に
麻
布
門
徒
で
あ
る
了
海
の
阿
弥
陀
仏
土
理
解
を
確
認
し
た
い
。
ま
ず
、
『
他
力
信
心
聞
書
』
に
は
以
下
の
よ

う
な
問
答
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

問
テ
イ
ハ
ク
、
浄
土
ノ
ナ
カ
ノ
浄
土
ト
イ
ハ
ヾ
、
浄
土
ニ
真
仮
ノ
候
ニ
ヤ
。
シ
カ
ラ
バ
報
土
ト
イ
ハ
ン
コ
ト
イ
カ
ン
ガ
サ

フ
ラ
フ
ベ
キ
。
師
答
云
、
極
楽
ニ
真
仮
ハ
ア
ル
マ
ジ
キ
ケ
レ
ド
モ
、
難
行
ノ
モ
ノ
ノ
ム
マ
ル
ヽ
ト
コ
ロ
ノ
ア
ル
ナ
リ
。
元
ヨ
リ

本
願
他
力
ノ
オ
キ
テ
ノ
ゴ
ト
ク
ナ
ラ
バ
、
マ
タ
ク
コ
ノ
義
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
辺
地
・
懈
慢
・
疑
城
・
胎
宮
等
ハ
コ
レ
ミ
ナ
他

力
ノ
行
ニ
ア
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ノ
生
所
ナ
リ
。
コ
レ
ハ
仮
ナ
ル
ベ
シ
。
本
願
成
就
ノ
土
ハ
、
究
竟
如
如
ト
シ
テ
チ
リ
バ
カ
リ
モ

空

垢
穢
ノ
名
ナ
シ
。
一
往
二
百
十
億
ノ
浄
土
ト
イ
フ
ハ
総
ノ
浄
土
ナ
リ
。
コ
ノ
ナ
カ
ヨ
リ
仮
ナ
ル
コ
ト
ヲ
ヱ
ラ
ビ
ス
テ
、

真
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
ヱ
ラ
ビ
ト
リ
テ
荘
厳
シ
タ
マ
ヘ
ル
ハ
別
ノ
浄
土
也
。
総
ノ
中
ニ
ハ
真
仮
ト
モ
ニ
ア
リ
。
弥
陀
ノ
荘
厳
シ
タ

マ
ヘ
ル
浄
土
ニ
ハ
、
他
力
ノ
行
者
ヨ
リ
ホ
カ
ニ
ハ
ム
マ
レ
ズ
。
コ
レ
弥
陀
ノ
至
心
信
楽
シ
タ
マ
ヘ
ル
ユ
ヘ
ナ
リ
。
カ
ル
ガ
ユ
ヘ
ニ
、

総
ハ
仮
、
別
ハ
真
ナ
リ
。

（『
史
料
集
成
』
五
・
五
四
五
頁
上
）
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こ
の
よ
う
に
『
他
力
信
心
聞
書
』
で
は
、
「
別
の
浄
土
」
で
あ
る
極
楽
に
は
真
仮
は
無
い
が
、
「
総
の
浄
土
」
に
は
真

仮
が
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
極
楽
は
他
力
の
行
者
の
所
生
で
あ
る
が
、
自
力
の
行
者
の
所
生
は
辺
地
や
懈
慢
な
ど
の

仮
の
浄
土
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
中
、
総
の
浄
土
で
あ
る
「
二
百
十
億
の
浄
土
」
と
い
う
の
は
文
脈
か
ら
も
『
大
経
』

所
説
の
「
世
自
在
王
仏
、
即
ち
為
に
広
く
二
百
一
十
億
の
諸
仏
の
刹
土
の
天
人
の
善
悪
、
国
土
の
麁
妙
を
説
き
て
」
と

(88)

あ
る
諸
仏
の
国
土
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
親
鸞
報
中
垂
化
説
の
よ
う
に
阿
弥
陀
仏
の
報
土
中
に
真
仮
を
見
る
と

い
う
解
釈
と
は
一
致
す
る
も
の
と
は
言
い
が
た
い
が
、
浄
土
に
真
仮
を
分
け
、
辺
地
・
懈
慢
等
を
仮
で
あ
る
と
す
る
理

解
を
見
る
こ
と
は
で
き
る
。
た
だ
し
「
極
楽
に
真
仮
は
あ
る
ま
じ
き
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
了
海
は

善
導
の
唯
報
非
化
説
に
依
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
阿
弥
陀
仏
土
に
つ
い
て
は
「
化
土
」
の
語
を
用
い
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
親
鸞
門
流
の
書
物
を
確
認
す
る
と
、
引
用
文
の
中
に
報
化
に
関
す
る
言
及
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
あ
る

も
の
の
、
基
本
的
に
は
他
力
の
往
生
を
「
真
実
の
報
土
」
と
い
い
、
自
力
の
往
生
を
「
辺
地
懈
慢
」
の
往
生
で
あ
る
と

表
現
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
内
容
面
を
見
て
も
、
「
化
土
」
の
語
は
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、

浄
土
に
真
仮
が
あ
る
と
い
う
議
論
こ
そ
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
報
土
の
中
に
報
化
が
あ
る
と
い
っ
た
議
論
は
展
開
さ

れ
て
い
な
い
様
子
が
窺
え
る
。



- 395 -

৵


本
章
で
は
、
親
鸞
独
自
の
仏
土
理
解
と
評
さ
れ
る
報
中
垂
化
説
を
主
題
と
し
て
、
①
『
教
行
信
証
』
、
②
『
教
行
信

証
』
以
降
の
親
鸞
書
物
、
③
良
忠
『
観
経
疏
聞
書
』
、
④
親
鸞
門
弟
の
書
物
の
四
方
面
か
ら
、
そ
の
形
成
過
程
を
考
察

し
た
。
こ
れ
ら
の
作
業
に
よ
っ
て
、

（
一
）
『
教
行
信
証
』
に
示
さ
れ
る
報
中
垂
化
説
は
、
「
安
養
報
化
」
に
説
か
れ
る
通
報
化
説
の
よ
う
な
、
当
時
の
一

般
的
な
阿
弥
陀
仏
土
理
解
へ
の
対
応
が
問
題
意
識
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
二
）
し
か
し
、
『
教
行
信
証
』
以
降
に
成
立
し
た
親
鸞
著
作
や
『
観
経
疏
聞
書
』
、
門
弟
の
著
作
を
見
る
限
り
、
少

な
く
と
も
建
長
頃
の
東
国
で
は
、
通
報
化
説
を
あ
ま
り
問
題
意
識
と
し
て
い
な
か
っ
た
。

と
い
う
二
点
を
指
摘
で
き
た
。

親
鸞
の
己
証
と
言
わ
れ
る
報
中
垂
化
説
は
、
弥
陀
報
土
中
に
更
に
報
化
を
分
け
る
も
の
で
、
『
教
行
信
証
』
「
真
仏

土
巻
」
に
展
開
さ
れ
る
説
示
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
、
三
経
七
祖
な
ど
の
相
承
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
親
鸞
報
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中
垂
化
説
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
タ
テ
軸
か
ら
の
視
点
に
重
き
が
置
か
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
同
じ
法
然
の
教
え
を
承
け
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
阿
弥
陀
仏
土
理
解
を
展
開
す
る
他
の
法
然
門
流
は
、

辺
地
や
九
品
浄
土
の
存
在
は
認
め
る
も
の
の
「
化
土
」
の
語
は
用
い
な
い
。
こ
れ
は
善
導
の
「
是
報
非
化
」
説
を
受
け

継
い
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
親
鸞
が
「
化
土
」
の
語
を
敢
え
て
用
い
つ
つ
独
自
の
仏
土
論
を
展
開

し
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
七
祖
相
承
以
外
の
視
野
か
ら
の
検
討
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
法
然
浄
土
教
以
外
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
に
つ
い
て
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
貞
慶
「
安
養
報
化
」
な
ど
で
説
か
れ

る
「
通
報
化
説
」
な
ど
の
、
当
時
の
一
般
的
な
阿
弥
陀
仏
土
理
解
に
お
け
る
修
因
感
果
の
過
程
と
、
親
鸞
が
方
便
化
土

往
生
で
あ
る
と
示
す
修
因
感
果
の
過
程
が
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
観
経
』
に

説
か
れ
る
諸
行
往
生
を
信
じ
て
諸
善
を
積
み
、
臨
終
正
念
に
至
っ
て
阿
弥
陀
仏
の
来
迎
に
預
か
り
報
土
の
中
に
あ
る
化

土
に
生
ま
れ
、
二
三
生
の
後
に
報
土
へ
と
生
ま
れ
る
と
い
う
修
因
感
果
の
過
程
を
貞
慶
は
「
真
説
」
と
解
釈
す
る
の
に

対
し
て
親
鸞
は
「
方
便
」
と
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
『
教
行
信
証
』
に
展
開
さ
れ
る
報
中
垂
化

説
を
含
む
親
鸞
の
仏
土
観
は
、
通
報
化
説
の
よ
う
な
、
当
時
の
一
般
的
な
阿
弥
陀
仏
土
理
解
へ
の
対
応
が
問
題
意
識
と

し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。

さ
て
、
報
中
垂
化
説
が
示
さ
れ
る
「
真
仏
土
巻
」
末
尾
部
分
は
、
親
鸞
最
初
期
の
染
筆
で
あ
り
『
教
行
信
証
』
最
初

期
の
思
想
で
あ
る
と
言
い
得
る
が
、
『
教
行
信
証
』
が
成
立
し
て
以
降
の
著
作
か
ら
も
、
同
様
の
一
般
的
な
仏
土
観
へ
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の
対
応
が
想
定
さ
れ
る
か
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
著
作
か
ら
は
『
教
行
信
証
』
で
用
い
ら
れ
て
い
た
「
化
身
土
」

「
化
土
」
「
報
化
二
土
」
な
ど
の
用
例
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
ず
、
建
長
七
年
頃
に
な
る
と
、
む
し
ろ
「
辺
地
懈
慢
」

や
「
疑
城
胎
宮
」
と
い
う
用
語
で
化
土
を
表
現
す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
く
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
善
鸞
が
関

連
し
て
い
る
か
に
両
論
あ
る
も
の
の
、
念
仏
弾
圧
や
辺
地
堕
獄
の
異
義
と
い
っ
た
当
時
の
東
国
で
惹
起
し
た
問
題
が
影

響
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
報
土
に
つ
い
て
は
化
土
と
は
異
な
り
後
年
も
「
報
土
」
と
い

う
用
語
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
教
行
信
証
』
と
同
様
の
傾
向
で
は
あ
る
が
、
『
教
行
信
証
』
で
は
あ
ま
り
、

も
し
く
は
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
「
真
実
報
土
」
「
真
報
土
」
「
実
報
土
」
の
用
例
が
著
作
中
散
見
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
。
こ
れ
ら
の
表
現
の
変
遷
に
つ
い
て
先
行
研
究
で
は
、
「
化
土
」
は
「
報
土
」
に
内
包
さ
れ
る
も
の
で
、
「
化
浄

土
」
と
は
「
仮
報
土
」
を
簡
非
す
る
も
の
、
報
土
が
真
実
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
「
真
実
報
土
」
と
の
呼
称
を
用
い
て

い
る
、
と
す
る
も
の
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
『
唯
信
鈔
文
意
』
の
用
例
を
検
討
す
る
限
り
で
は
「
報
土
」
と
「
真
の
報

土
」
と
の
使
い
分
け
は
あ
ま
り
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
前
者
の
説
は
成
立
し
難
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
、
化
土
・

報
土
の
用
例
を
見
る
限
り
、
当
時
の
東
国
で
起
こ
っ
た
問
題
な
ど
が
影
響
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
報
土
の
中
に
報
化
を
分

け
る
と
い
う
直
接
的
な
表
現
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
従
っ
て
、『
教
行
信
証
』
成
立
以
後
、

特
に
建
長
七
年
前
後
で
は
、
親
鸞
の
報
化
二
土
観
は
『
教
行
信
証
』
と
は
異
な
る
問
題
意
識
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
見

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一
方
で
良
忠
晩
年
の
著
作
で
あ
る
『
観
経
疏
伝
通
記
』
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
そ
の
仏
土
観
か
ら
「
安
養
報
化
」

所
論
の
通
報
化
説
の
よ
う
な
一
般
的
な
仏
土
理
解
へ
の
対
応
が
問
題
意
識
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
親
鸞
示
寂
後
の
鎌
倉
で
は
、
「
通
報
化
説
」
な
ど
へ
の
対
応
を
行
う
必
要
性
の
あ
っ
た
状

況
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
で
は
、
親
鸞
在
世
時
で
あ
る
建
長
六
年
に
東
国
下
総
で
撰
述
さ
れ
た
『
観
経
疏
聞
書
』
が
『
観
経
疏
伝
通
記
』

と
同
様
の
仏
土
観
を
有
し
て
い
れ
ば
、
必
然
的
に
『
観
経
疏
聞
書
』
が
著
さ
れ
た
建
長
期
の
東
国
に
お
い
て
も
一
般
仏

教
へ
の
対
応
が
問
題
意
識
と
し
て
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
な
る
。
し
か
し
、
『
観

経
疏
聞
書
』
か
ら
『
観
経
疏
伝
通
記
』
と
異
な
る
仏
土
観
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
親
鸞
と
同
様
に
建
長

期
の
東
国
で
は
「
通
報
化
説
」
が
あ
ま
り
問
題
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
こ
で
現
存
す
る
良
忠
『
観

経
疏
』
註
疏
の
三
書
に
説
か
れ
る
仏
土
理
解
を
検
討
を
行
う
と
、『
観
経
疏
聞
書
』
は
鎌
倉
撰
述
の
『
観
経
疏
伝
通
記
』

『
観
経
疏
略
鈔
』
に
比
べ
て
も
、
通
報
化
説
に
関
す
る
議
論
を
ほ
と
ん
ど
行
っ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

従
っ
て
『
観
経
疏
略
鈔
』
『
観
経
疏
伝
通
記
』
と
『
観
経
疏
聞
書
』
に
は
仏
土
観
に
対
し
て
問
題
意
識
に
相
違
が
あ
る

こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
『
観
経
疏
聞
書
』
で
は
『
観
経
疏
伝
通
記
』
の
よ
う
に
通
報
化
説
の
よ
う
な
一
般

仏
教
へ
の
対
応
を
問
題
意
識
と
し
て
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
こ
れ
は
建
長
七
年
に
東
国
に
送
付
さ

れ
た
親
鸞
の
説
示
を
み
て
も
、
通
報
化
説
が
問
題
意
識
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
も
一
致
す
る
結
果
と
な
る
。
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さ
ら
に
、
親
鸞
の
教
え
を
承
け
た
門
弟
の
著
作
を
見
る
と
、
顕
智
が
『
往
生
要
集
』
の
仏
土
に
関
す
る
問
答
を
引
用

し
て
い
る
も
の
の
、
基
本
的
に
引
用
文
を
除
け
ば
、
他
力
に
よ
る
往
生
が
報
土
往
生
、
自
力
に
よ
る
往
生
が
懈
慢
辺
地

な
ど
化
土
へ
の
往
生
で
あ
る
と
い
う
説
示
を
行
っ
て
お
り
、
報
土
の
中
に
報
化
が
あ
る
と
い
っ
た
議
論
は
展
開
さ
れ
て

い
な
い
様
子
が
窺
え
る
。
た
だ
し
、
報
中
垂
化
の
よ
う
な
説
示
が
全
く
見
ら
れ
な
い
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
く
、
了

海
『
他
力
信
心
聞
書
』
な
ど
で
は
、
報
土
で
は
な
い
も
の
の
浄
土
に
真
仮
を
分
け
る
よ
う
な
姿
勢
を
読
み
解
く
こ
と
も

で
き
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
推
測
す
る
に
、
「
真
仏
土
巻
」
を
執
筆
開
始
し
た
段
階
で
は
親
鸞
は
「
報
中
垂
化
」
の
よ
う
な

一
般
的
仏
土
理
解
か
ら
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
仏
土
理
解
を
展
開
す
る
が
、
門
弟
間
に
異
義
が
頻
発
す
る
よ
う
に
な
っ

た
建
長
七
年
頃
で
は
一
般
的
な
仏
土
理
解
へ
の
対
応
を
問
題
意
識
と
せ
ず
に
、
言
わ
ば
「
真
実
」
か
「
そ
れ
以
外
」
か

に
重
点
を
置
い
た
説
示
を
行
っ
て
い
く
よ
う
に
な
る
、
と
い
っ
た
仏
土
観
の
変
遷
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
「
報
中
垂
化
」
自
体
は
全
く
説
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
く
、
建
長
期

以
降
で
も
「
化
土
」
な
ど
の
用
例
は
依
然
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
門
弟
に
も
浄
土
に
真
仮
を
分
け
る
と
い
う
よ
う

な
理
解
は
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
良
忠
晩
年
期
の
著
作
で
あ
る
『
観
経
疏
伝
通
記
』
で
は
、
『
観
経
疏
聞
書
』

に
比
し
て
報
化
二
土
に
対
す
る
関
心
が
高
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
東
国
浄
土
教
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
、

一
面
で
は
捉
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
重
層
的
な
問
題
を
孕
ん
で
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。



『
聖
典
全
書
』
一
・
六
七
四
頁

(1)
「
正
信
偈
」
、
『
聖
典
全
書
』
二
・
六
四
頁

(2)
存
覚
『
六
要
鈔
』「
化
身
土
巻
釈
」
で
は
、

(3)

問
。
今
此
邊
地
報
土
攝
歟
。
答
。
集
主
之
意
、
判

爲

化
土

報
土
外
也
。
若
報
土

者
當
卷
之
中
不

可

明
也
。

ノ

ハ

ノ

ノ

ジ
テ

ニ

ト

ノ

シ

ナ
ラ

ノ

ニ

ス

問
。
自
餘
諸
家
皆
言

邊
地
在

報
土
中

。
是
則
大
師
定

判

唯
報
非
化

故
也
、
何
背

彼
義

云

化
土

耶
。
答
。

ノ

ニ

フ

ト

ノ

ニ

レ

シ
タ
マ
フ

ト

ゾ

テ

ノ

ヲ

ト

諸
家
所
立
匪

所

是
非

。
大
師
定
判
誰
不

依
憑

。
但
今
唯
報
非
化
之
義
、
自
他
領
解
其
意
相
異

。
今
所

言

ノ

ハ

ズ

ニ

ス
ル

ノ

ハ

カ

ラ
ン

セ

シ

ノ

ノ

ノ

ナ
リ

ノ

之
唯
報
非
化
、
諸
師
所
判
、
或
云

報
身

或
云

化
身

、
或
又
云

通

報
化
二
身

、
異
義
萬
差

不

一
決

故
、

ハ

ノ

ハ

ヒ

ト

ハ

ヒ

ト

ハ

フ

ズ
ト

ニ

ニ
シ
テ
ザ
ル
ガ

セ

ニ

不

依

彼
－
等
蘭
菊
異
義

、
今
正

爲

顯

楷
定
實
義

、
偏
所

定

判
報
身
義

也
。

ノ

ニ

シ
ク

ニ

サ
ン
ガ

ノ

ヲ

ニ

ス
ル

ノ

ヲ（『
聖
典
全
書
』
四
・一
二
四
四
頁
）

と
、
親
鸞
所
説
の
化
土
は
報
土
の
外
で
あ
る
と
の
主
張
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
今
日
の
学
界
で
は
親
鸞
は
報
中
垂
化
を

説
い
て
い
る
と
の
見
解
で
概
ね
一
致
し
て
い
る
。

重
見
一
行
『
教
行
信
証
の
研
究
：
そ
の
成
立
過
程
の
文
献
学
的
考
察
』
法
蔵
館
一
九
八
一
年
、
三
一
七
頁

(4)
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『
聖
典
全
書
』
二
・
九
六
頁

(5)
鳥
越
正
道
『
最
終
稿
教
行
信
証
の
復
元
研
究
』
二
四
一
頁
参
照

(6)
『
聖
典
全
書
』
二
・
一
九
八
頁

(7)
村
上
速
水
「
化
土
往
生
に
関
す
る
疑
問
」
（
『
真
宗
学
』
二
九
・
三
〇
、
一
九
六
三
年
、
一
三
六
頁
）

(8)
『
聖
典
全
書
』
六
・
六
一
一
頁

(9)
大
原
性
実
『
親
鸞
聖
人
と
浄
土
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
六
八
年
、
一
〇
一
頁

(10)
浅
井
成
海
「
親
鸞
の
仏
土
観
（
一
）-

化
土
の
問
題
を
中
心
と
し
て-

」
（
『
真
宗
学
』
八
二
、
一
九
九
〇
年
、
一
五

(11)頁
）伊

東
順
浩
「
親
鸞
の
化
土
思
想
の
成
立
」
（
『
真
宗
研
究
会
』
二
五
、
一
九
九
三
年
）

(12)
杉
紫
朗
『
西
鎮
教
義
概
論
』
百
華
苑
、
一
九
八
八
年
（
初
版
一
九
二
四
年
）
二
八
一
頁

(13)
『
聖
典
全
書
』
二
・
七
三
一
頁

(14)
住
田
智
見
『
浄
土
源
流
章
解
説
』（
法
蔵
館
、
一
九
二
五
年
、
三
六
三
頁
）

(15)
吉
田
淳
雄
「
『
浄
土
法
門
源
流
章
』
所
説
の
諸
行
本
願
義
に
つ
い
て
」
（
『
大
正
大
学
大
学
院
紀
要
』
二
五
、
二
〇
〇

(16)一
年
）

佐
竹
真
城
「
『
浄
土
法
門
源
流
章
』
所
説
の
長
西
教
義
考
：
「
浄
土
疑
芥
」
と
の
比
較
を
通
し
て
」
（
『
仏
教
学
研
究
』

(17)



村
上
速
水
「
化
土
往
生
に
関
す
る
疑
問
」
（
『
真
宗
学
』
二
九
・
三
〇
、
一
九
六
三
年
、
一
四
六
頁
）

(18)
楠
淳
證
「
良
遍
の
浄
土
教
思
想
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
龍
谷
大
学
論
集
』
四
三
八
、
一
九
九
一
年
、
一
〇
〇
頁
）
な

(19)お
、
楠
は
本
稿
に
お
い
て
法
相
唯
識
の
西
方
願
生
者
は
「
智
周
・
懐
感
・
善
珠
・
昌
海
・
実
範
・
良
遍
・
悟
阿
・
制

心
・
了
敏
ら
数
名
を
数
え
る
ば
か
り
で
あ
る
」
と
示
し
て
い
る
。

『
聖
典
全
書
』
二
・
二
五
三
頁

(20)
本
稿
で
は
安
養
報
化
に
つ
い
て
、
論
議
の
意
で
用
い
た
場
合
は
一
重
鉤
括
弧
、
特
定
の
人
物
に
よ
る
著
作
物
を
指
す

(21)場
合
は
二
重
鉤
括
弧
を
便
宜
的
に
用
い
た
。

田
中
夕
子
「
念
仏
聖
信
仰
の
一
考
察
」
（
『
印
仏
研
』
六
三-

二
、
二
〇
一
五
年
）

(22)
「
沙
弥
教
信
者
有
云
法
相
宗
碩
学
因
明
論
達
者
同
愚
称
名
也
」（
『
浄
全
』
一
五
、
四
一
五
頁
上
）

(23)
北
畠
典
生
『
観
心
覚
夢
鈔
』
本
願
寺
派
出
版
部
、
一
九
八
三
年
、
一
八
頁

(24)
「
聖
然
大
徳
真
言
院
第
二
阿
闍
梨
也
。
密
教
承

于
守
公

。･
･
･

良
遍
上
人
合
力
興-

隆
下
野
薬
師
寺

」
（
『
大
日
本

(25)仏
教
全
書
』
六
四
、
三
一
五
頁
中
）

「
聖
然
律
師
承

密
聖
守

。
密
厳
大
徳
。
学

台
集

後
中-
興
下
野
薬
師
寺

良
遍
上
人
親
度
受
戒
之
門
人
。
」

(26)
村
上
真
瑞
「
『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
と
『
群
疑
論
見
聞
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
（
『
印
仏
研
』
三
八-

一
、
一
九

(27)
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七
三
、
二
〇
一
七
年
）
二
八
頁



例
え
ば
、
坂
上
雅
翁
「
南
都
浄
土
教
と
良
忠
上
人
の
教
学
」
（
『
良
忠
上
人
研
究
』
、
大
本
山
光
明
寺
、
一
九
八
六

(28)年
）例

え
ば
、
細
川
行
信
「
親
鸞
消
息
の
研
究-

特
に
有
念
無
念
の
諍
論
に
つ
い
て-

」
（
『
印
仏
研
』
二-

二
、
一
九
五
四

(29)年
）、
永
村
眞
「
親
鸞
と
良
忠-

そ
の
教
化
と
教
説-

」
（
『
中
世
文
化
と
浄
土
真
宗
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
二
年
所
収
）
、

拙
論
「
親
鸞
東
国
門
弟
と
浄
土
異
流-

『
末
灯
鈔
』
第
一
通
を
中
心
に-

」
（
『
浄
土
真
宗
総
合
研
究
』
九
、
二
〇
一
五

年
）
な
ど
。

大
橋
（
沼
倉
）
雄
人
『
観
経
疏
伝
通
記
の
研
究
』
（
大
正
大
学
、
博
士
論
文
、
二
〇
一
三
年
、
一
三
九
頁
）

(30)
『
興
福
寺
奏
状
』
に
つ
い
て
、
貞
慶
の
著
述
は
本
文
の
み
で
副
文
は
衆
徒
や
五
師
三
綱
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と

(31)の
見
解
も
あ
る
（
森
新
之
介
『
摂
関
院
政
期
思
想
史
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
興

福
寺
法
相
宗
徒
に
よ
る
奏
状
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。

新
倉
和
文
「
貞
慶
の
阿
弥
陀
信
仰
と
『
発
心
講
式
』
に
つ
い
て
」(

『
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀

(32)要
』
八
、
二
〇
〇
八
年)

、
「
貞
慶
著
『
観
世
音
菩
薩
感
応
抄
』
の
翻
刻
並
び
に
作
品
の
意
義
に
つ
い
て
」(

『
南
都
仏

教
』
九
二
、
二
〇
〇
八
年)

、
楠
淳
證
「
貞
慶
の
弥
陀
信
仰
再
考
」(

『
南
都
仏
教
』
九
三
、
二
〇
〇
九
年)

、
「
貞
慶
撰

『
安
養
報
化
』(

上
人
御
草)

の
翻
刻
読
解
研
究
」(

『
南
都
仏
教
』
九
五
、
二
〇
一
〇
年)

の
一
連
の
研
究
を
参
照
。
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八
九
年
）
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例
え
ば
『
四
十
八
巻
伝
』
に
は
、
「
上
人
或
時
か
た
り
て
の
た
ま
は
く
、
わ
れ
淨
土
宗
を
た
つ
る
心
は
、
凡
夫
の
報

(33)土
に
、
む
ま
る
る
こ
と
を
、
し
め
さ
ん
が
た
め
な
り
。
も
し
天
台
に
よ
れ
ば
、
凡
夫
淨
土
に
、
む
ま
る
る
こ
と
を
、
ゆ

る
す
に
似
た
れ
ど
も
、
淨
土
を
判
ず
る
事
あ
さ
し
。
も
し
法
相
に
よ
れ
ば
、
淨
土
を
判
ず
る
事
ふ
か
し
と
い
へ
ど
も
、

凡
夫
の
往
生
を
ゆ
る
さ
ず
。
諸
宗
の
所
談
、
こ
と
な
り
と
い
へ
ど
も
、
す
べ
て
、
凡
夫
報
土
に
む
ま
る
る
こ
と
を
、
ゆ

る
さ
ざ
る
ゆ
へ
に
、
善
導
釋
義
に
よ
り
て
、
淨
土
宗
を
た
つ
る
と
き
、
す
な
は
ち
凡
夫
報
土
に
む
ま
る
る
事
あ
ら
は
る

る
な
り
。
」
（
『
法
伝
全
』
二
七
頁
）
と
し
て
、
浄
土
宗
で
は
凡
夫
入
報
を
認
め
る
が
、
法
相
の
教
義
で
は
、
阿
弥
陀
仏

の
浄
土
は
甚
深
で
あ
り
、
凡
夫
が
直
ち
に
往
生
で
き
る
浄
土
で
は
な
い
旨
が
示
さ
れ
て
い
る
。

野
呂
靖
「
日
本
華
厳
に
お
け
る
「
安
養
報
化
」
論
義

」（
『
印
仏
研
』
五
八-

二
、
二
〇
一
〇
年
参
照
）

(34)
『
安
養
報
化
』
の
科
段
及
び
紙
数
に
つ
い
て
は
、
楠
淳
證
「
貞
慶
撰
『
安
養
報
化
』
（
上
人
御
草
）
の
翻
刻
読
解
研

(35)究
」（
『
南
都
仏
教
』
九
五
、
二
〇
一
〇
年
）
の
表
記
に
従
っ
た
。

貞
慶
『
安
養
報
化
』
墨
付
二
〇
丁
左

(36)
楠
淳
證
「
唯
識
思
想
と
西
方
願
生
思
想
」
（
『
龍
谷
教
学
』
二
四
、
一
九
八
九
年
、
一
四
頁
）

(37)
凡
夫
が
報
土
往
生
を
す
る
と
見
る
も
の
と
し
て
は
望
月
信
亨
「
生
駒
良
遍
の
浄
土
教
義
」
（
『
浄
土
学
』
七
、
一
九
三

(38)四
年
）
等
、
化
土
往
生
を
す
る
と
み
る
も
の
と
し
て
は
石
田
充
之
『
法
然
門
下
の
浄
土
教
学
の
研
究
』
（
一
九
七
九

年
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
化
土
往
生
も
報
土
往
生
も
ど
ち
ら
も
認
め
る
と
い
う
立
場
（
佐
長
道
亮
「
良
遍
の
浄



楠
淳
證
「
貞
慶
の
弥
陀
信
仰
再
考
」
（
『
南
都
仏
教
』
九
四
、
二
〇
〇
九
年
、
二
一
頁
）

(39)
楠
淳
證
「
貞
慶
撰
『
安
養
報
化
』
（
上
人
御
草
）
の
翻
刻
読
解
研
究
」
（
『
南
都
仏
教
』
九
五
、
二
〇
一
〇
年
、
八
五

(40)頁
）題

号
・
尾
題
を
除
く

(41)
「
四
十
八
誓
願
」
は
真
筆
が
現
存
せ
ず
、
真
仏
書
写
本
が
専
修
寺
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
親
鸞
の
他
の
著
作
に
は

(42)見
ら
れ
な
い
願
名
が
註
記
さ
れ
て
い
た
り
、
真
仏
が
他
本
と
校
合
し
た
形
跡
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
取
り
扱
い

に
は
注
意
を
要
す
る
べ
き
で
あ
る
が
、
一
応
こ
こ
に
配
し
た
。
ま
た
本
書
は
、
『
教
行
信
証
』
撰
述
以
前
の
親
鸞
の
手

記
で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
（
『
定
親
全
』
巻
二
漢
文
篇
「
解
説
」
）
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
奥
書
の
「
建
長
八
年
」

（
『
高
田
古
典
』
一
・
一
七
七
頁
）
の
表
記
に
従
い
、『
教
行
信
証
』
成
立
以
降
の
著
作
と
み
た
。

『
聖
典
全
書
』
二
・
二
八
六
頁

(43)
小
山
法
城
は
『
愚
禿
鈔
』
の
構
成
面
よ
り
み
て
「
先
づ
四
種
の
仏
土
を
挙
げ
て
、
一
般
的
に
概
摂
し
、
そ
の
後
に
弥

(44)陀
仏
土
の
特
異
性
を
示
さ
れ
て
あ
る
。
先
哲
の
中
に
こ
の
四
種
仏
土
栗
列
の
と
こ
ろ
を
、
既
に
別
途
の
見
解
を
以
て
取

り
扱
つ
て
ゐ
る
人
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
早
計
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
（
『
愚
禿
鈔
講
讃
』
あ
そ
か
書
林
、
一

九
五
四
年
、
九
五
頁
）
と
述
べ
、
今
の
四
土
列
挙
に
つ
い
て
親
鸞
別
途
義
を
見
る
の
は
早
計
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
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土
教
思
想
に
関
す
る
諸
問
題
」
（
『
宗
学
院
論
集
』
七
九
、
二
〇
〇
七
年
）
も
あ
る
。
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『
聖
典
全
書
』
二
・
二
八
六
頁

(45)
こ
の
点
は
、
深
見
慧
隆
「
『
愚
禿
鈔
』
の
撰
述
時
期
に
つ
い
て
」
（
『
山
口
真
宗
教
学
』
三
〇
、
二
〇
一
九
）
に
て
網

(46)羅
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

『
聖
典
全
書
』
二
・
一
八
六
頁
～
一
八
七
頁

(47)
『
聖
典
全
書
』
二
・
五
九
〇
頁
～
五
九
一
頁

(48)
『
聖
典
全
書
』
二
・
二
七
一
頁

(49)
『
聖
典
全
書
』
二
・
二
八
八
頁

(50)
『
聖
典
全
書
』
二
・
四
五
〇
頁

(51)
『
聖
典
全
書
』
二
・
八
三
五
頁

(52)
『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』
第
九
通
奥
の
年
紀
に
は
「
九
月
三
日
」
と
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
文
面
よ
り
河
田
は

(53)建
長
七
年
で
あ
る
と
推
測
す
る
（
河
田
光
夫
『
親
鸞
か
ら
の
手
紙
を
読
み
解
く
』
明
石
書
店
、
一
九
九
六
年
、
二
七

頁
）
ち
な
み
に
多
屋
頼
俊
は
本
書
簡
を
建
長
四
年
で
は
な
い
か
（
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
八
二
、
岩
波
書
店
、
一
九

六
四
年
、
一
六
〇
頁
）
と
推
測
し
て
い
た
が
、
後
に
建
長
七
年
の
成
立
（
『
親
鸞
聖
人
全
消
息
序
説
』
大
谷
大
学
内
安

居
事
務
所
、
一
九
七
四
年
、
一
七
頁
）
と
訂
正
し
て
い
る
。

河
田
光
夫
『
親
鸞
か
ら
の
手
紙
を
読
み
解
く
』
明
石
書
店
、
一
九
九
六
年
、
一
九
四
頁

(54)
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『
聖
典
全
書
』
二
・
一
〇
五
九
頁

(55)
『
浄
土
法
門
聞
書
鈔
』
は
成
立
年
代
不
明
で
は
あ
る
が
、
文
面
よ
り
親
鸞
以
後
覚
如
期
ま
で
の
成
立
と
考
え
ら
れ
て

(56)い
る
（
藤
井
淳
「
他
力
の
信
の
継
承-

親
鸞
か
ら
善
鸞
へ-

」（
『
印
仏
研
』
六
三-

二
、
二
〇
一
五
年
）
）
。

大
原
性
実
『
真
宗
異
義
異
安
心
の
研
究
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
五
六
年
、
四
四
頁

(57)
日
興
『
御
義
口
伝
鈔
』
（
『
大
正
蔵
』
八
四
・
三
〇
五
頁
中
）
等
に
散
見
さ
れ
る

(58)
大
原
性
実
「
辺
地
堕
獄
の
異
義
と
念
仏
無
間
説
」
（
『
印
仏
研
』
一
一-

一
、
一
九
六
三
年
）

(59)
大
原
性
実
「
親
鸞
書
簡
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
下
）-

書
簡
に
現
わ
れ
た
伝
統
と
己
証-

」
（
『
真
宗
学
』
二
三
、
一
九
六

(60)〇
年
、
二
九
頁
）

大
原
性
実
『
親
鸞
聖
人
と
浄
土
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
六
八
年
、
八
二
頁
、
浅
井
成
海
「
親
鸞
の
仏
土
観
（
二
）-

(61)真
の
報
仏
土
に
つ
い
て-

」
（
『
龍
谷
大
学
論
集
』
四
三
八
、
一
九
九
一
年
、
七
九
頁
）

『
聖
典
全
書
』
二
、
一
八
〇
頁

(62)
大
原
性
実
『
親
鸞
聖
人
と
浄
土
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
六
八
年
、
八
〇
頁
～
八
一
頁

(63)
大
原
性
実
『
親
鸞
聖
人
と
浄
土
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
六
八
年
、
八
〇
頁

(64)
浅
井
成
海
「
親
鸞
の
仏
土
観
（
二
）-

真
の
報
仏
土
に
つ
い
て-
」
（
『
龍
谷
大
学
論
集
』
四
三
八
、
一
九
九
一
年
、
九

(65)九
頁
）
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『
聖
典
全
書
』
二
・
六
七
八
頁

(66)
『
聖
典
全
書
』
二
・
七
一
一
頁
脚
注
参
照

(67)
大
原
性
実
「
辺
地
堕
獄
の
異
計
と
念
仏
無
間
説
」
（
『
印
仏
研
』
一
一-

一
、
一
九
六
三
年
）

(68)
大
橋
（
沼
倉
）
雄
人
「
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』
の
研
究
」
大
正
大
学
、
博
士
論
文
、
二
〇
一
三
年
、
一
三
九
頁

(69)
廣
川
堯
敏
『
鎌
倉
浄
土
教
の
研
究
』
二
〇
一
四
年
、
三
四
四
頁

(70)
金
子
寛
哉
「
良
忠
上
人
の
懐
感
観
」
（
『
良
忠
上
人
研
究
』
大
本
山
光
明
寺
、
一
九
八
六
年
、
三
一
三
頁
）

(71)
金
子
寛
哉
「
良
忠
上
人
の
懐
感
観
」
（
『
良
忠
上
人
研
究
』
大
本
山
光
明
寺
、
一
九
八
六
年
、
三
一
四
頁
）

(72)
二
〇
一
九
年
の
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
学
術
大
会
に
て
、
大
橋
雄
人
博
士
よ
り
、
良
忠
の
仏
土
観
に
は
『
安
楽
集
』

(73)が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
『
聞
書
』
に
お
い
て
も
『
安
楽
集
』
が
引
用
さ
れ
て

い
る
が
、
今
回
の
論
考
の
趣
旨
か
ら
少
し
外
れ
て
し
ま
う
た
め
、
今
回
は
取
り
扱
わ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は

別
の
機
会
に
詳
論
し
た
い
。

当
該
箇
所
を
註
釈
す
る
中
で
、
『
聞
書
』
で
は
、
「
化
浄
土
」
が
四
例
中
三
例
、
「
変
化
土
」
が
六
例
中
四
例
。
『
伝
通

(74)記
』
で
は
「
化
浄
土
」
の
一
六
例
、
「
暫
変
化
浄
土
」
一
例
が
す
べ
て
こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
『
略
鈔
』
で
も
、

「
化
浄
土
」
の
一
二
例
、
「
変
化
浄
土
」
の
四
例
、
「
暫
変
（
化
浄
）
土
」
の
四
例
は
す
べ
て
当
該
箇
所
で
用
い
ら
れ
て



沼
倉
（
大
橋
）
雄
人
「
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』
の
研
究
」
大
正
大
学
博
士
論
文
、
二
〇
一
三
年

(75)
「
唯
」
の
下
、
一
字
抹
消
あ
り
。
本
文
で
は
無
視
し
た
。

(76)
「
樸
揚
□
同
性
経
中
為

対

受
用

仮
名

穢
□

。
意
穢
土
仏
説

応
身

其
穢
土
者
化
浄
土

名

穢
土

対

報
浄
土

ニ

ハ

ノ

ヲ

ヲ

ト

ノ

ヲ
モ

ト

カ

ノ

(77)故
云
也
」
（
金
沢
文
庫
本
、
『
玄
義
分
聞
書
』
巻
三
・
五
六
丁
ウ
～
五
七
丁
オ
）

金
沢
文
庫
本
、
玄
義
分
聞
書
巻
三
・
五
七
丁
ウ

(78)
金
沢
文
庫
本
、『
玄
義
分
聞
書
』
巻
三
・
五
八
丁
オ
～
ウ

(79)
「
唯
」
の
下
、
一
字
抹
消
あ
り
。
本
文
で
は
無
視
し
た
。

(80)
奥
書
に
は
「
延
慶
第
二
［
己
／
酉
］
初
秋
上
旬
［
第
／
六
］
書
写
之
畢
」
（
『
聖
典
全
書
』
四
・
五
二
）
と
書
か
れ
て

(81)い
る
も
の
の
、
本
文
と
異
な
り
細
字
の
草
書
体
で
書
か
れ
て
お
り
、
ま
た
奥
書
の
後
に
十
丁
分
本
文
が
続
い
て
い
る
な

ど
の
問
題
も
あ
る
が
「
顕
智
上
人
の
自
筆
」
（
『
高
田
古
典
』
三
・
六
四
七
頁
）
と
認
め
ら
れ
る
。

「
思
」
の
下
に
「
議
」
と
あ
る
を
抹
消

(82)
「
機
」
は
本
文
に
「
善
」
と
あ
る
を
「
機
」
と
右
傍
訂
記

ゼ
ン

(83)
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い
る
。
ま
た
「
変
化
土
」
は
三
例
中
一
例
だ
が
、
残
り
の
二
例
は
直
後
の
「
報
応
二
身
者
眼
目
之
異
名
」
（
『
聖
典
全

書
』
一
・
六
七
四
頁
）
を
註
釈
す
る
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
す
べ
て
「
是
報
非
化
」
に
関
す
る
記
述
の
中
で
用

い
ら
れ
る
語
で
あ
る
。
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本
書
は
現
在
、
二
系
統
が
伝
わ
る
。
一
つ
は
岸
部
武
利
「
真
宗
聖
教
に
就
い
て
」
（
『
真
宗
研
究
』
一
七
、
一
九
七
二

(84)年
）
に
て
紹
介
さ
れ
、
後
に
細
川
行
信
『
真
宗
成
立
史
の
研
究
』
（
法
蔵
館
、
一
九
七
七
年
）
や
今
井
雅
晴
他
『
親
鸞

面
授
の
人
び
と
』
（
自
照
社
出
版
、
一
九
九
九
年
）
に
て
資
料
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
た
も
の
（
以
下
、
岸
部
本
）
で
、
も

う
一
つ
は
織
田
顕
信
「
浄
勝
寺
本
『
信
海
聞
書
』
に
つ
い
て
」
（
『
同
朋
大
学
論
叢
』
五
〇
、
一
九
八
四
年
）
に
て
紹
介
、

翻
刻
さ
れ
た
も
の
（
浄
勝
寺
本
）
で
あ
る
。
岸
部
本
の
根
本
奥
書
に
は
「
弘
安
八
年
」
と
あ
る
が
、
浄
勝
寺
本
に
は

「
弘
安
四
年
」
と
あ
る
等
の
相
違
が
あ
る
。
両
本
の
書
誌
に
つ
い
て
は
織
田
「
前
掲
論
文
」
に
て
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て

い
る
。

岸
部
本
の
奥
書
に
は
「
信
海

弘
安
八
歳
［
乙
／
酉
］
十
一
月
十
八
日
」
の
根
本
奥
書
及
び
「
応
安
六
年
八
月
廿
六

(85)日
書
写
之
」
の
書
写
奥
書
が
存
す
る
が
、
浄
勝
寺
本
で
は
「
弘
安
四
年
［
辛
／
巳
］
正
月
八
日

沙
弥
信
海
［
五
十
／

四
歳
］
」
の
根
本
奥
書
と
「
正
応
第
五
［
壬
辰
］
初
冬
下
旬
［
第
九
］
書
了
」
の
書
写
奥
書
が
存
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
系
統
に
よ
っ
て
本
書
の
成
立
年
代
が
一
定
し
な
い
も
の
の
、
黒
田
義
道
も
指
摘
す
る
よ
う
に
少
な
く
と
も
「
著
者

は
信
海
で
あ
り
、
本
書
が
弘
安
年
中
に
成
立
し
て
い
た
」
（
「
初
期
真
宗
に
お
け
る
知
識
帰
命
説
の
成
立
に
つ
い
て
」

『
真
宗
研
究
会
紀
要
』
三
六
、
二
〇
〇
四
年
）
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
論
で
は
、
書
写
奥
書
に
鑑
み
て
細
川
に
よ
る
岸
部
本
の
翻
刻
資
料
を
用
い
、
丁
数
も
そ
れ
に
準
じ
た
。

(86)
黒
田
「
前
掲
論
文
」
一
頁

(87)
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『
聖
典
全
書
』
一
・
二
三
頁

(88)





結

論
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以

上
、
本
論
文
で
は
親
鸞
の
己
証
と
呼
ば
れ
る
思
想
の
中
か
ら
、
（
１
）
教
判
論
（
２
）
来
迎
思
想
（
３
）
仏
土
観

の
三
点
に
注
目
し
、
そ
れ
ら
を
同
時
代
的
な
視
野
か
ら
捉
え
直
す
こ
と
で
い
か
に
し
て
親
鸞
独
自
の
思
想
は
形
成
さ
れ

た
の
か
、
ま
た
そ
の
独
自
の
思
想
は
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
検
討
を

行
っ
て
き
た
。
は
じ
め
に
、
本
論
の
内
容
を
ま
と
め
て
い
く
。

ま
ず
第
一
章
で
は
、
親
鸞
の
教
判
論
の
中
、
一
代
仏
教
を
「
横
超
」
「
横
竪
」
「
竪
超
」
「
竪
出
」
の
四
種
に
判
釈
す

る
二
双
四
重
判
を
主
に
取
り
上
げ
て
考
察
を
行
っ
た
。
そ
も
そ
も
親
鸞
の
師
で
あ
る
法
然
は
、
道
綽
『
安
楽
集
』
所
説

の
聖
浄
二
門
判
に
依
っ
て
一
代
仏
教
を
教
相
判
釈
し
、
自
宗
の
立
場
を
浄
土
門
で
あ
る
と
示
し
た
。
そ
の
教
え
を
承
け

た
門
弟
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
法
然
の
教
判
論
を
展
開
さ
せ
、
独
自
の
判
釈
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
そ

の
中
で
親
鸞
は
、
い
か
な
る
状
況
下
で
い
か
な
る
影
響
を
う
け
る
こ
と
で
、
二
双
四
重
判
と
よ
ば
れ
る
独
自
の
教
判
論

を
展
開
す
る
に
至
っ
た
の
か
、
ま
た
そ
の
教
判
は
い
か
に
し
て
親
鸞
浄
土
教
の
中
で
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
考
察
を

行
う
の
が
第
一
章
の
趣
旨
で
あ
る
。

第
一
節
で
は
『
教
行
信
証
』
及
び
『
愚
禿
鈔
』
に
説
か
れ
る
二
双
四
重
判
に
つ
い
て
、
そ
の
形
成
過
程
を
考
察
し
た
。
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第
一
項
で
は
『
教
行
信
証
』
と
『
愚
禿
鈔
』
に
説
か
れ
る
二
双
四
重
判
の
説
示
を
確
認
し
た
。
そ
の
上
で
第
二
項
で
は

「
二
双
四
重
判
」
が
今
ま
で
ど
の
よ
う
な
評
価
が
な
さ
れ
て
き
た
か
を
検
討
し
た
。
二
双
四
重
判
を
最
初
に
親
鸞
独
自

の
教
判
論
と
評
価
し
た
の
は
、
存
覚
の
『
嘆
徳
文
』
・
『
六
要
鈔
』
で
あ
っ
た
。
存
覚
に
よ
れ
ば
、
「
横
出
」
「
竪
出
」

名
目
や
一
代
仏
教
を
漸
頓
に
分
け
る
姿
勢
こ
そ
善
導
・
択
瑛
に
依
っ
て
は
い
る
が
、
一
代
仏
教
を
上
述
の
四
に
判
釈

す
る
と
こ
ろ
に
親
鸞
の
独
自
性
が
あ
る
と
い
う
。
存
覚
の
説
示
を
承
け
て
、
「
二
双
四
重
判
」
は
親
鸞
己
証
の
教
判
論

と
し
て
本
願
寺
教
団
内
で
理
解
さ
れ
て
い
く
。
そ
し
て
近
代
以
降
に
な
る
と
、
二
双
四
重
判
に
お
け
る
親
鸞
の
「
己
証
」

の
部
分
と
他
者
か
ら
の
影
響
を
受
け
た
「
相
承
」
の
部
分
と
境
界
が
よ
り
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ

の
中
で
、
二
双
四
重
判
は
、
「
横
超
」
「
横
出
」
の
名
目
は
法
然
か
ら
の
相
承
で
あ
り
、
聖
道
門
に
漸
頓
を
分
け
る
「
竪

超
」
「
竪
出
」
は
浄
土
門
他
師
に
も
見
ら
れ
る
教
説
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は
浄
土
門
内
に
お
い
て

自
力
他
力
・
漸
頓
を
判
別
し
た
、
す
な
わ
ち
「
横
出
」
の
法
門
が
あ
る
こ
と
を
是
認
し
た
こ
と
が
親
鸞
の
己
証
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
教
判
論
に
お
け
る
独
自
性
を
論
じ
る
上
で
は
、
浄
土
門
の
存
在
が
前
提
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
従
っ
て
、
親
鸞
と
同
時
代
に
お
け
る
浄
土
門
諸
師
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
で
、
先
行
研
究
で

指
摘
さ
れ
て
き
た
二
双
四
重
判
に
お
け
る
「
伝
統
」
と
「
己
証
」
と
の
境
界
線
が
よ
り
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
第
三
項
以
降
で
は
、
鎌
倉
浄
土
教
に
お
け
る
浄
土
異
流
の
教
判
論
を
検
討
し
た
。
そ
こ
で
は
、
浄
土
門
内
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に
自
力
と
他
力
を
分
け
る
説
示
に
つ
い
て
概
観
し
、
隆
寛
に
お
い
て
念
仏
を
自
力
他
力
に
分
け
る
説
示
が
あ
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
次
に
第
四
項
で
は
、
法
然
門
流
諸
師
の
「
横
超
」
に
関
す
る
説
示
を
概
観
し
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
教
判

的
説
示
が
見
ら
れ
る
か
を
検
討
し
た
。
そ
し
て
第
五
項
に
お
い
て
、
親
鸞
二
双
四
重
判
と
法
然
門
流
諸
師
の
教
判
論
と

の
比
較
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
作
業
を
通
し
て
、
法
然
門
流
他
力
高
調
派
と
よ
ば
れ
る
幸
西
・
証
空
・
隆
寛
に
も
共
通

し
て
、
浄
土
門
内
に
漸
頓
や
自
力
を
分
け
る
、
い
わ
ば
「
横
出
」
的
な
思
想
が
あ
り
、
と
り
わ
け
証
空
に
は
一
代
仏
教

を
「
横
超
」
「
横
次
第
」
「
竪
超
」
「
竪
次
第
」
の
四
に
峻
別
す
る
説
示
が
存
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

従
っ
て
、
親
鸞
己
証
と
い
わ
れ
る
、
一
代
仏
教
を
四
に
分
け
る
と
い
う
構
成
や
、
浄
土
門
内
を
二
に
分
け
る
「
横
出
」

の
思
想
は
、
こ
れ
ら
他
力
高
調
派
の
影
響
、
も
し
く
は
共
通
認
識
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
二
双
四
重
判
に
お
い
て
親
鸞
が
単
に
「
横
出
」
と
い
う
概
念
を
提
示
し
た
こ
と
は
独
自
性
と
は
言
い

が
た
い
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
結
果
は
、
換
言
す
れ
ば
他
力
高
調
派
諸
師
に
は
教
判
論
に
つ
い
て
あ
る
程
度
共
有

さ
れ
た
思
想
基
盤
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
第
二
節
で
は
、
『
教
行
信
証
』
や
『
愚
禿
鈔
』
以
外
の
著
作
で
は
い
か
な
る
表
現
で
一
代
仏
教
が
語
ら
れ
て
い

る
の
か
を
考
察
し
た
。
第
一
項
で
は
「
和
語
聖
教
」
に
お
け
る
教
判
的
説
示
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
二
双
四
重
判
は
『
教

行
信
証
』
『
愚
禿
鈔
』
に
し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
説
示
で
あ
る
が
、
「
横
超
」
の
語
は
『
浄
土
文
類
聚
鈔
』
、
『
尊

号
真
像
銘
文
』
、
『
一
念
多
念
文
意
』
、
『
唯
信
鈔
文
意
』
や
親
鸞
書
簡
中
に
散
見
さ
れ
る
。
た
だ
し
親
鸞
独
自
の
思
想
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で
あ
る
と
す
る
「
横
出
」
の
語
は
先
掲
二
書
以
外
で
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
物

を
読
み
解
く
と
、
「
横
超
」
の
語
は
一
貫
し
て
弘
願
他
力
を
顕
す
語
と
し
て
所
々
に
散
見
さ
れ
る
も
の
の
、
親
鸞
書
簡

や
「
和
語
聖
教
」
と
よ
ば
れ
る
親
鸞
に
よ
る
和
語
の
著
作
で
は
、
一
代
仏
教
を
四
に
分
け
た
説
示
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ

て
お
ら
ず
、
基
本
的
に
は
「
真
実
」
と
「
そ
れ
以
外
」
の
教
え
と
い
う
分
け
方
を
行
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
『
愚
禿

鈔
』
や
『
教
行
信
証
』
と
い
っ
た
「
漢
語
聖
教
」
で
説
か
れ
る
二
双
四
重
判
は
、
「
和
語
聖
教
」
や
書
簡
を
多
く
受
け

取
っ
て
い
た
門
弟
た
ち
に
は
あ
ま
り
流
布
し
て
い
な
い
思
想
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
た
だ
し
、
建
長
三
（
一
二

五
一
）
年
に
常
陸
門
弟
へ
送
付
し
た
「
有
念
無
念
」
の
書
簡
で
は
、
「
横
出
」
の
名
目
こ
そ
出
な
い
が
、
「
他
力
中
の

自
力
」
と
い
う
語
を
用
い
て
、
浄
土
門
内
の
自
力
す
な
わ
ち
「
横
出
」
の
教
え
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

「
有
念
無
念
」
に
限
っ
て
い
え
ば
、
「
漢
語
聖
教
」
で
し
か
語
ら
れ
る
こ
と
が
あ
ま
り
な
い
二
双
四
重
判
の
よ
う
な
構

成
が
登
場
し
、
さ
ら
に
「
横
出
」
の
教
え
に
つ
い
て
も
説
き
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
ど
う
し
て
こ

の
書
物
に
は
例
外
的
に
二
双
四
重
判
と
同
様
の
概
念
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
の
が
本
節
の
趣
旨
で
あ

る
。
第
三
項
で
は
「
他
力
中
の
自
力
」
と
い
う
表
現
を
用
い
た
要
因
と
し
て
以
下
の
二
点
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。
一
つ
は
、
二
双
四
重
判
を
説
く
『
愚
禿
鈔
』
現
存
最
古
の
顕
智
書
写
本
、
ま
た
『
教
行
信
証
』
を
専
信
が
書
写

す
る
の
は
と
も
に
建
長
七
（
一
二
五
五
）
年
で
あ
り
、
「
有
念
無
念
」
撰
述
時
に
は
東
国
門
弟
に
二
双
四
重
判
が
あ
ま

り
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
は
、
親
鸞
が
そ
れ
ま
で
に
門
弟
に
伝
え
て
い
た
、「
真
実
」
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と
「
そ
れ
以
外
」
と
い
う
判
別
法
だ
け
で
は
捉
え
が
た
い
相
手
を
想
定
し
て
「
有
念
無
念
」
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
こ
で
「
真
実
」
と
「
そ
れ
以
外
」
で
は
捉
え
が
た
い
相
手
と
し
て
具
体
的
に
誰
が
想
定
で
き
る
の
か
。
そ
の

点
に
つ
い
て
第
四
項
以
降
で
検
討
し
た
。
第
四
項
で
は
実
際
に
親
鸞
東
国
門
弟
と
の
接
触
が
考
え
ら
れ
る
浄
土
教
諸
師

に
つ
い
て
検
討
し
、
良
忠
と
証
空
の
教
線
が
親
鸞
東
国
門
弟
の
所
在
地
と
非
常
に
近
接
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

次
に
第
五
項
で
は
「
有
念
無
念
」
に
お
い
て
「
他
力
中
の
自
力
」
で
あ
る
と
教
誡
す
る
「
定
散
心
」
に
つ
い
て
こ
れ
ら

諸
師
が
ど
の
よ
う
な
理
解
を
し
て
い
る
か
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
良
忠
の
「
定
散
心
」
理
解
が
「
他
力
中
の
自
力
」

と
教
誡
さ
れ
る
思
想
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
「
真
実
」
と
「
そ
れ
以
外
」
で
は
捉
え
が

た
い
人
物
は
良
忠
で
あ
る
可
能
性
が
高
ま
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

最
後
に
第
三
節
で
は
、
前
節
で
指
摘
し
た
二
双
四
重
判
の
説
示
が
あ
ま
り
東
国
門
弟
に
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
状
況

に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
親
鸞
門
弟
の
著
作
を
検
討
し
た
。
結
果
と
し
て
、
親
鸞
門
弟
の
書
物
で
は
聖
浄
二

門
判
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
二
双
四
重
判
の
よ
う
な
浄
土
門
を
さ
ら
に
細
分
化
す
る
と
い
う
説
示
は
見
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
を
確
認
し
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
二
双
四
重
判
は
先
行
研
究
で
い
う
よ
う
な
「
横
出
」
の
顕
開
が
己
証
と
は
即
断
で
き
ず
、
そ
の

思
想
形
成
に
は
他
力
高
調
派
の
共
通
認
識
が
背
景
に
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
二
双
四
重
判
は
少

な
く
と
も
現
存
す
る
親
鸞
著
作
で
は
ほ
と
ん
ど
採
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
通
常
は
聖
浄
二
門
判
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
存
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覚
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
ま
で
は
む
し
ろ
等
閑
に
付
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
判
釈
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
そ
の
上
で

親
鸞
が
二
双
四
重
判
を
用
い
る
必
要
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
聖
浄
二
門
判
で
は
捉
え
る
こ
と
が
難
し
い
浄
土

異
流
の
教
学
と
、
弘
願
他
力
教
で
あ
る
浄
土
真
宗
と
を
区
別
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
る
こ
と

を
指
摘
し
た
。

次
に
第
二
章
で
は
、
親
鸞
己
証
の
来
迎
観
と
い
わ
れ
る
「
臨
終
不
来
迎
」
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
第
一
節
で
は
、

『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
「
来
迎
」
に
つ
い
て
一
瞥
し
た
。『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
は
引
文
を
除
け
ば
「
化
身
土
巻
」

の
第
十
九
願
名
に
つ
い
て
「
来
迎
引
接
之
願
」
と
説
か
れ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
詳
細
な
解
釈
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
存
覚
『
六
要
鈔
』
で
は
「
化
身
土
巻
」
を
註
釈
す
る
際
、
当
該
箇
所
を
「
不
来
迎
義
」
に
つ
い
て
示
さ
れ
る

一
段
で
あ
る
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
『
六
要
鈔
』
以
前
に
存
覚
が
撰
述
し
た
『
浄
土
真
要
鈔
』
に
、
親
鸞

一
流
で
は
臨
終
不
来
迎
が
常
談
で
あ
る
と
し
、
そ
の
証
文
と
し
て
「
有
念
無
念
」
の
「
来
迎
は
諸
行
往
生
に
あ
り
…
」

を
引
用
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
親
鸞
の
臨
終
不
来
迎
義
と
は
「
有
念
無
念
」
所
説
の
来
迎
観
を
通
し
て
理
解
さ
れ
る

も
の
で
、
存
覚
も
「
有
念
無
念
」
の
理
解
を
通
し
て
「
化
身
土
巻
」
の
第
十
九
願
に
つ
い
て
註
釈
を
加
え
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
従
っ
て
、
親
鸞
の
独
自
の
来
迎
観
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
「
有
念
無
念
」
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る

必
要
の
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。

第
二
節
で
は
、
「
有
念
無
念
」
の
内
容
を
通
し
て
本
書
簡
が
い
か
な
る
状
況
下
で
撰
述
さ
れ
、
臨
終
不
来
迎
を
説
示
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す
る
に
至
っ
た
か
を
検
討
し
た
。
ま
ず
、
第
一
項
で
は
、
良
忠
『
浄
土
大
意
抄
』
と
の
比
較
を
通
し
て
、
本
書
簡
の
性

格
と
し
て
、
東
国
の
門
弟
に
さ
ま
ざ
ま
な
異
義
が
生
じ
て
い
る
中
で
「
臨
終
来
迎
」
や
「
有
念
無
念
」
を
ど
の
よ
う
に

解
釈
す
れ
ば
い
い
か
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
親
鸞
が
正
し
い
理
解
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。
次
に
、
第
二
項
で
は
「
臨
終
来
迎
」
に
つ
い
て
異
義
の
起
こ
っ
た
要
因
と
し
て
ど
の
よ
う
な
書
物
や

人
物
が
想
定
で
き
る
の
か
検
討
し
た
。
先
行
研
究
で
は
、
聖
覚
『
唯
信
鈔
』
や
先
述
の
良
忠
の
他
に
、
常
陸
に
教
線
を

伸
ば
し
て
い
た
忍
性
な
ど
、
多
く
の
人
物
が
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
「
有
念
無
念
」
の
中
で
、
前
節
で
指
摘
し
た
よ
う

に
臨
終
来
迎
を
肯
定
す
る
行
為
を
「
他
力
中
の
自
力
」
と
判
じ
て
い
る
以
上
は
、
同
じ
浄
土
門
内
の
人
師
が
、
本
書
簡

に
お
け
る
異
義
の
起
こ
っ
た
原
因
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
次
に
第
三
項
で
は
、
実
際
に
親
鸞
の
東

国
門
弟
と
接
す
る
機
会
の
あ
っ
た
浄
土
教
諸
師
や
そ
の
書
物
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
良
忠
と
証
空
は
直
接

的
に
親
鸞
門
弟
と
接
触
し
た
可
能
性
が
高
く
、
「
有
念
無
念
」
に
お
け
る
異
義
の
要
因
と
し
て
検
討
す
る
必
要
性
が
高

い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
総
合
す
る
と
、
「
有
念
無
念
」
に
お
け
る
「
臨
終
来
迎
」
の
異
義
の
批
判
対

象
と
し
て
は
良
忠
の
可
能
性
が
高
ま
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

次
に
第
三
節
で
は
、
未
翻
刻
資
料
で
あ
る
『
観
経
疏
聞
書
』
を
用
い
て
、
さ
ら
に
詳
し
く
良
忠
の
来
迎
観
を
考
察
し

た
。
そ
の
中
で
、
今
ま
で
あ
ま
り
用
い
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
『
観
経
疏
聞
書
』
が
、
親
鸞
門
弟
の
来
迎
理
解
を
窺
う
上

で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
史
料
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
第
一
項
で
は
、
良
忠
に
お
け
る
『
観
経
疏
聞
書
』
の
位



- 422 -

置
づ
け
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
結
果
と
し
て
、
本
書
は
建
長
六
（
一
二
五
四
）
年
に
東
国
で
撰
述
さ
れ
た
数
少
な
い
浄

土
教
典
籍
で
あ
り
、
東
国
に
お
け
る
親
鸞
門
弟
を
含
む
浄
土
教
の
実
状
を
解
明
す
る
た
め
に
価
値
が
高
い
も
の
で
あ
り
、

ま
た
良
忠
初
期
教
学
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
重
要
な
史
料
で
あ
り
、
さ
ら
に
散
佚
文
献
で
あ
る
『
福
岡
鈔
』
『
二
十
五

帖
鈔
』
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
に
も
示
唆
に
富
む
史
料
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
第
二
項
で
は
、
先
行
研
究
に
お

い
て
構
成
や
内
容
面
の
一
致
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
、
後
年
の
良
忠
著
作
で
あ
る
『
観
経
疏
略
鈔
』
『
観
経
疏
伝
通
記
』

と
の
構
成
面
の
比
較
を
行
い
、
同
じ
『
観
経
疏
』
註
疏
な
が
ら
、
「
来
迎
」
に
関
す
る
用
例
を
検
討
す
る
限
り
で
は
註

釈
箇
所
が
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
を
承
け
て
第
三
項
で
は
、
内
容
面
か
ら
先
の
三
書
を
比
較
し
た
。

前
項
と
同
じ
く
、
内
容
面
か
ら
も
『
観
経
疏
聞
書
』
は
『
観
経
疏
略
鈔
』
『
観
経
疏
伝
通
記
』
に
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
来
迎
理
解
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
、
「
来
迎
仏
は
第
十
九
願
に
酬
報
さ
れ
た
、
報
身
仏
で
あ
る
」
「
諸
行
往

生
も
来
迎
往
生
す
る
が
、
所
成
の
土
は
諸
善
所
成
の
土
で
あ
り
別
願
酬
報
で
は
な
い
」
と
い
う
説
示
は
、
他
の
二
書
と

異
な
る
説
示
で
あ
り
本
書
の
特
徴
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。
そ
し
て
第
四
項
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
説
示
と
先
掲
親
鸞

「
有
念
無
念
」
と
の
説
示
を
比
較
し
て
み
る
と
、
「
有
念
無
念
」
が
批
判
す
る
来
迎
思
想
と
も
一
致
し
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
、
「
有
念
無
念
」
の
批
判
対
象
が
良
忠
で
あ
る
可
能
性
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
『
観
経
疏

聞
書
』
を
用
い
る
必
要
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

そ
の
上
で
、
第
四
節
で
は
、
「
有
念
無
念
」
の
後
に
撰
述
さ
れ
た
親
鸞
書
物
に
お
け
る
来
迎
理
解
を
検
討
し
た
。
第
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一
項
で
は
「
有
念
無
念
」
で
は
、「
来
迎
は
諸
行
往
生
に
あ
り
」
と
臨
終
来
迎
を
自
力
諸
行
と
し
て
否
定
的
に
表
現
し
、

そ
れ
は
存
覚
以
降
親
鸞
一
流
の
定
判
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
く
が
、
他
の
著
作
を
み
る
と
、
『
唯
信
鈔
文
意
』
で
は
来

迎
の
語
を
用
い
て
他
力
義
を
顕
揚
す
る
姿
勢
が
窺
わ
れ
、
そ
の
説
相
は
一
定
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
れ
は
、
当

時
の
東
国
門
弟
が
地
域
ご
と
に
様
々
な
信
仰
を
混
同
し
て
い
た
こ
と
が
要
因
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

親
鸞
は
地
域
ご
と
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
た
「
来
迎
」
の
説
示
を
行
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
で
は
、
実
際

に
親
鸞
の
上
で
「
来
迎
」
は
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
用
例
を
検
討
し
た
の
が
第
二
項
で
あ
る
。
書
物

の
内
容
よ
り
、
親
鸞
の
「
来
迎
」
の
説
示
は
、
①
臨
終
の
来
迎
を
肯
定
的
に
捉
え
る
②
臨
終
来
迎
は
第
十
九
願
に
誓
わ

れ
て
い
る
③
臨
終
来
迎
を
待
つ
者
は
未
信
者
で
あ
る
④
「
来
迎
」
を
他
力
や
金
剛
心
と
解
釈
す
る
、
の
四
種
に
分
類
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
説
示
は
、
「
消
息
」
や
『
文
意
』
な
ど
、
書
物
の
性
格
に
よ
っ
て
も
分
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
親
鸞
は
そ
の
書
物
を
受
け
取
る
読
者
ご
と
に
来
迎
の
表
現
を
変
化
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
次
に
第
三
項
で
は
、
著
作
ご
と
に
来
迎
の
説
示
が
変
遷
し
て
い
る
の
が
親
鸞
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
は
な

い
こ
と
を
検
討
し
た
。
同
時
代
に
東
国
に
教
線
を
伸
ば
し
て
い
た
良
忠
や
証
空
の
著
作
を
検
討
し
て
も
、
同
様
に
来
迎

に
関
す
る
釈
相
の
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
少
な
く
と
も
当
時
の
鎌
倉
浄
土
教
諸
師
に
お
い
て
は
、
来
迎
に

関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
を
用
い
る
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
第
四
項
で
は
、
実

際
に
ど
の
書
物
が
ど
の
門
弟
や
地
域
に
、
授
与
・
書
写
さ
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
し
た
。
現
存
史
料
だ
け
で
は
あ
る
が
、
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常
陸
に
伝
わ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
「
来
迎
」
に
関
す
る
三
点
の
消
息
は
、
い
ず
れ
も
臨
終
来
迎
に
つ
い
て
否
定
的
な
説

示
を
行
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
下
野
高
田
に
は
比
較
的
多
数
の
来
迎
に
関
し
て
肯
定
的
な
説
示
を
行
う
書
物
が
伝
持
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
地
域
に
よ
っ
て
も
来
迎
に
関
す
る
説
示
の
相
違
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
第
五
項
で

は
、
そ
れ
で
は
そ
の
よ
う
な
親
鸞
の
説
示
を
承
け
た
門
弟
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
に
来
迎
を
理
解
し
て
い
た
の
か
を
検
討

し
た
。
そ
の
結
果
、
門
弟
た
ち
の
書
物
に
お
い
て
も
臨
終
来
迎
を
肯
定
す
る
書
物
と
、
否
定
す
る
書
物
と
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
が
、
す
な
わ
ち
常
陸
河
和
田
の
唯
円
作
と
言
わ
れ
る
『
歎
異
抄
』
や
下
総
横
曽
根
の
性
信

作
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
『
浄
土
真
宗
聞
書
』
に
は
臨
終
来
迎
に
否
定
的
な
説
示
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
で
下

野
高
田
の
顕
智
筆
の
『
聞
書
』
や
『
大
名
目
』
、
麻
布
の
了
海
『
他
力
信
心
聞
書
』
に
は
臨
終
来
迎
に
つ
い
て
肯
定
的

な
言
説
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
相
違
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
検
討
結
果
を
総
合
し

て
第
六
項
で
は
、
親
鸞
に
お
け
る
「
来
迎
」
の
説
示
は
、
そ
の
書
物
の
性
格
、
送
付
・
書
写
さ
れ
た
地
域
や
人
物
に
よ

っ
て
表
現
を
変
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
中
で
の
一
例
が
「
有
念
無
念
」
に
説
か
れ
る
「
来
迎
は
諸
行
往
生
に

あ
り
」
と
い
う
説
示
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。
た
だ
し
、
親
鸞
門
弟
の
来
迎
理
解
に
相
違
が
見
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
は
、

先
行
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
単
に
門
弟
た
ち
が
親
鸞
教
学
を
理
解
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
理
解
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
ま
ま
臨
終
来
迎
の
肯
定
に
は
結
び
つ
か
な
い
。
加
え

て
、
親
鸞
が
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
で
来
迎
を
語
っ
て
い
る
こ
と
も
無
視
で
き
な
い
。



- 425 -

そ
こ
で
第
五
節
で
は
、
臨
終
来
迎
に
つ
い
て
否
定
的
な
説
示
を
行
う
『
浄
土
真
宗
聞
書
』
を
取
り
上
げ
て
、
臨
終
来

迎
を
否
定
す
る
書
物
に
お
い
て
も
親
鸞
思
想
の
理
解
が
困
難
で
あ
っ
た
傾
向
が
窺
え
る
か
を
検
討
し
た
。
第
一
項
で
は
、

検
討
行
う
前
段
階
と
し
て
「
引
導
」
の
定
義
に
つ
い
て
検
討
し
、
浄
土
真
宗
に
お
い
て
は
「
引
導
」
と
は
、
「
人
を
仏

道
に
導
く
」
と
い
う
意
で
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
死
者
に
対
し
て
行
う
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
第
二

項
で
は
、
『
浄
土
真
宗
聞
書
』
に
お
け
る
来
迎
理
解
を
概
観
し
た
。
本
書
は
、
「
来
迎
自
力
」
と
示
し
、
明
確
に
来
迎

を
待
つ
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
対
語
と
し
て
「
引
導
他
力
」
の
語
を
用
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
「
引

導
」
は
親
鸞
著
作
中
で
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
他
力
と
結
び
つ
け
る
よ
う
な
説
示
も
行
わ
れ
て
い
な
い
点
、

ま
た
「
引
導
」
に
近
し
い
用
語
と
し
て
「
引
接
」
が
あ
る
が
、
親
鸞
が
第
十
九
願
を
「
来
迎
引
接
の
願
」
と
名
付
け
て

い
る
た
め
「
引
接
」
を
来
迎
の
対
語
と
し
て
は
理
解
で
き
な
い
点
を
確
認
し
た
。
次
に
第
三
項
で
は
、
浄
土
教
に
お
け

る
引
導
の
用
例
を
概
観
し
、
親
鸞
に
至
る
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
引
導
理
解
が
あ
る
か
を
検
討
し
た
。
『
大
経
』
か
ら
法

然
に
至
る
ま
で
の
説
示
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
源
信
以
降
に
は
「
引
導
」
を
「
臨
終
」
の
場
面
で
使
う
用
例
を
確
認
で

き
る
よ
う
に
な
る
が
、
引
導
を
他
力
と
み
る
解
釈
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
第
四
項
で
は
親
鸞
と
も
年
代

の
近
し
い
法
然
門
流
の
「
引
導
」
理
解
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
法
然
門
流
に
お
い
て
も
基
本
的
に
は
「
引
導
」
は
衆
生

教
化
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
弁
長
に
「
本
願
他
力
は
衆
生
を
引
導
す
る
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
法
然
門
流
に
お
い
て
も
来
迎
を
自
力
、
引
導
を
他
力
と
峻
別
す
る
姿
勢
は
見
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
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ち
、
来
迎
を
自
力
、
引
導
を
他
力
と
峻
別
す
る
理
解
は
、
七
祖
や
法
然
門
流
か
ら
影
響
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

次
に
第
五
項
で
は
、
親
鸞
が
門
弟
に
授
与
し
た
典
籍
等
を
取
り
上
げ
、
「
引
導
」
の
用
例
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、

『
唯
信
鈔
』
及
び
「
行
者
宿
報
偈
」
に
引
導
を
弘
願
他
力
と
し
た
り
、
臨
終
に
引
導
が
な
さ
れ
る
と
い
っ
た
表
現
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
ら
を
総
合
し
て
第
六
項
で
は
、
『
浄
土
真
宗
聞
書
』
に
お
い
て
親
鸞
が
ほ

と
ん
ど
用
い
な
い
「
引
導
」
の
表
現
を
以
て
臨
終
来
迎
と
弘
願
義
を
峻
別
す
る
姿
勢
は
、
当
時
の
仏
教
で
は
臨
終
来
迎

往
生
が
一
般
論
で
あ
っ
た
中
で
、
臨
終
来
迎
を
待
つ
こ
と
を
否
定
す
る
親
鸞
思
想
を
継
承
す
る
門
弟
が
、
親
鸞
の
来
迎

思
想
を
理
解
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
も
の
、
も
し
く
は
い
か
に
し
て
来
迎
そ
の
も
の
を
他
力
義
の
中
で
表
現
し
た

の
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。

以
上
の
よ
う
に
親
鸞
の
来
迎
観
と
は
、
存
覚
以
降
「
有
念
無
念
」
の
説
示
を
基
盤
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
く
が
、
親

鸞
に
お
い
て
は
自
身
の
教
義
体
系
を
記
し
た
『
教
行
信
証
』
で
は
詳
細
な
検
討
は
な
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
書
物
や
送
付
先
、

相
手
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
を
用
い
て
来
迎
を
解
釈
し
て
い
る
と
い
う
一
面
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
親
鸞
の
来
迎
観
を
検
討
す
る
際
は
、
勿
論
「
臨
終
来
迎
を
否
定
」
す
る
こ
と
は
当
然
な
が
ら
、
そ
の
他
に
も

地
域
や
人
物
、
そ
の
状
況
に
よ
っ
て
多
面
性
を
持
つ
と
い
う
こ
と
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
説
示
を
承
け
た
門
弟
た
ち
も
、
臨
終
正
念
来
迎
が
一
般
的
な
理
解
で
あ
っ
た
時
代
の
中
で
、
さ

ま
ざ
ま
に
理
解
・
解
釈
を
加
え
て
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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最
後
に
第
三
章
で
は
、
親
鸞
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
の
仏
土
観
に
つ
い
て
、
報
土
中
に
さ
ら
に
報
土
と
化
土
と
を
分
け

る
と
い
う
報
中
垂
化
説
を
主
題
に
検
討
を
行
い
、
親
鸞
に
お
け
る
仏
土
観
の
独
自
性
に
つ
い
て
論
じ
た
。

ま
ず
第
一
節
で
は
、
『
教
行
信
証
』
所
説
の
報
中
垂
化
説
に
つ
い
て
、
そ
の
形
成
過
程
を
検
討
し
た
。
ま
ず
第
一
項

で
は
、
報
中
垂
化
説
の
内
容
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
こ
の
説
は
「
真
仏
土
巻
」
初
期
筆
跡
箇
所
に
て
示
さ
れ
る
思
想
で

あ
り
、
親
鸞
に
お
い
て
も
比
較
的
早
い
段
階
で
成
立
し
た
仏
土
観
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
周
辺
箇
所
と
合
わ
せ

見
れ
ば
、
親
鸞
は
こ
こ
で
『
観
経
』
所
説
の
阿
弥
陀
仏
土
は
方
便
化
土
で
あ
る
と
顕
説
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
そ

の
仏
土
は
報
土
中
に
摂
せ
ら
れ
た
土
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
阿
弥
陀
仏
土
に
は
自
力
の
本
願
疑
惑
者
が
往
生
す
る

と
示
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
説
示
は
正
嘉
二
（
一
二
五
八
）
年
成
立
の
『
正
像
末
和
讃
』「
誡
疑
讃
」

な
ど
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
親
鸞
の
中
で
も
あ
る
程
度
一
貫
し
た
思
想
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
。

次
に
第
二
項
で
は
先
行
研
究
を
一
瞥
し
た
。
先
行
研
究
で
は
、
三
経
七
祖
な
ど
の
相
承
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
親

鸞
報
中
垂
化
説
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
タ
テ
軸
か
ら
の
視
点
に
重
き
が
置
か
れ
て
お
り
、

『
教
行
信
証
』
執
筆
時
に
は
ど
の
よ
う
な
思
想
が
親
鸞
の
周
辺
に
存
在
し
、
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
か
と
い
う

ヨ
コ
軸
か
ら
の
視
点
で
は
あ
ま
り
検
討
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

こ
の
よ
う
な
視
点
に
よ
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
根
拠
を
示
す
た
め
に
、
第
三
項
で
は
親
鸞
同
時
代
の
法
然
門
流
の
仏

土
理
解
を
検
討
し
た
。
法
然
門
流
は
、
同
じ
法
然
の
教
え
を
承
け
な
が
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
教
学
を
展
開
す
る
が
、
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阿
弥
陀
仏
土
観
を
検
討
す
る
と
、
辺
地
や
九
品
浄
土
の
存
在
は
認
め
る
も
の
の
「
化
土
」
の
語
は
用
い
な
い
こ
と
を
確

認
し
た
。
こ
れ
は
善
導
、
法
然
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
是
報
非
化
」
説
を
受
容
し
た
こ
と
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
そ
う
で
あ
れ
ば
善
導
、
法
然
を
七
祖
に
位
置
付
け
る
親
鸞
が
、
「
化
土
」
の
語
を
敢
え
て
用
い
つ
つ
独
自
の
仏

土
論
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
は
、
七
祖
相
承
以
外
の
影
響
が
あ
る
こ
と
を
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
第
四
項
で

は
、
法
相
系
浄
土
信
仰
を
取
り
上
げ
、
親
鸞
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
論
じ
た
。
す
な
わ
ち
法
相
宗
は
、
法
然
浄
土
教
に

帰
依
す
る
良
遍
な
ど
を
有
し
、
専
修
念
仏
に
つ
い
て
『
観
経
』
の
教
説
と
相
違
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
す
る
『
興
福
寺

奏
状
』
な
ど
を
作
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
親
鸞
も
『
教
行
信
証
』
「
後
序
」
に
お
い
て
南
都
北
嶺
の
僧
侶
に
対
し
て
批

判
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
法
相
系
浄
土
信
仰
は
親
鸞
と
も
関
係
が
深
く
、
検
討
す
べ
き
対
象
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
こ
で
、
法
相
浄
土
教
の
阿
弥
陀
信
仰
を
検
討
す
る
べ
く
第
五
項
で
は
、
貞
慶
「
安
養
報
化
」
に
お
け
る
仏
土

論
を
確
認
し
た
。
周
知
の
通
り
貞
慶
は
『
興
福
寺
奏
状
』
の
撰
述
者
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
専
修
念
仏
を
批
判
し
た
人

物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
こ
の
貞
慶
の
阿
弥
陀
仏
土
観
を
見
て
み
る
と
、
『
観
経
』
は
真
説
で
あ
り
、
凡
夫
の
臨
終
十
念

に
よ
っ
て
来
迎
に
預
か
り
、
ま
ず
報
中
の
化
土
に
生
ま
れ
、
二
三
生
の
後
に
報
土
へ
と
生
ま
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
説
示
は
、
親
鸞
が
「
化
身
土
巻
」
等
で
明
ら
か
に
し
た
、
自
力
の
仏
智
疑
惑
者
に
お
け
る
修
因
感
果

の
過
程
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
第
六
項
で
は
、
親
鸞
の
阿
弥
陀
仏
土
観
の
形
成
過
程
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
同
時
代
に
お
け
る
聖
道
諸
宗
な
ど
の
阿
弥
陀
仏
土
理
解
と
の
比
較
を
行
う
と
い
う
視
座
が
必
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要
と
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

そ
れ
で
は
『
教
行
信
証
』
以
降
の
親
鸞
書
物
に
お
い
て
も
、
同
様
の
視
座
が
必
要
で
あ
る
か
否
か
を
論
じ
た
の
が
第

二
節
で
あ
る
。
第
一
項
で
は
『
教
行
信
証
』
以
降
の
親
鸞
書
物
に
お
け
る
「
化
土
」
の
用
例
を
検
討
し
た
。
『
教
行
信

証
』
で
用
い
ら
れ
て
い
た
「
化
身
土
」
「
化
土
」
「
報
化
二
土
」
と
い
っ
た
言
葉
は
、
以
降
の
著
作
で
は
ほ
と
ん
ど
用

い
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
建
長
七
（
一
二
五
六
）
年
前
後
に
著
さ
れ
た
書
物
で
は
「
辺
地
懈
慢
」
や
「
疑
城
胎
宮
」
と
い

っ
た
用
語
が
多
く
用
い
ら
れ
る
と
い
う
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
周
辺
状
況
を
見
る
限
り
、
「
辺
地
堕
獄
」
の
異
義
な

ど
、
「
辺
地
」
や
「
懈
慢
」
と
い
っ
た
用
語
に
つ
い
て
誤
っ
た
理
解
が
門
弟
内
に
流
布
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。
続
い
て
第
二
項
で
は
「
報
土
」
の
用
例
を
検
討
し
た
。
『
教
行
信
証
』
で
は
単
に
「
報
土
」
と
呼
称
す

る
も
の
が
大
半
で
あ
っ
た
が
、
以
降
の
著
作
で
は
「
真
実
報
土
」
や
「
真
報
土
」
な
ど
、
「
真
実
」
の
語
が
形
容
さ
れ

る
場
合
が
多
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
「
仮
の
浄
土
」
す
な
わ
ち
「
報
中
垂
化
」
を
想
定
し
た
上

で
「
真
実
の
報
土
」
と
表
現
し
て
い
る
の
か
否
か
で
先
行
研
究
に
お
い
て
見
解
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
『
唯

信
鈔
文
意
』
の
用
例
を
見
る
限
り
で
は
、
親
鸞
は
「
報
土
」
と
「
真
報
土
」
を
使
い
分
け
て
お
ら
ず
、
「
真
報
土
」
が

「
仮
報
土
」
を
想
定
し
た
上
で
用
い
る
表
現
で
あ
る
こ
と
は
考
え
が
た
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
『
教
行

信
証
』
以
降
の
書
物
で
は
、
あ
ま
り
「
報
中
垂
化
」
の
よ
う
な
表
現
は
行
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
第
一
章
の
教
判

論
で
も
論
じ
た
よ
う
に
「
真
実
」
か
「
そ
れ
以
外
」
と
い
う
枠
組
み
で
仏
土
観
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
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る
。で

は
、
同
時
代
に
東
国
に
て
浄
土
教
を
敷
衍
し
た
良
忠
に
は
い
か
な
る
阿
弥
陀
仏
土
観
を
有
し
て
い
た
の
か
、
第
三

節
に
お
い
て
検
討
し
た
。
前
章
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
良
忠
『
観
経
疏
聞
書
』
は
親
鸞
東
国
門
弟
と
地
域
的
に
、
時
代

的
に
近
接
し
た
と
こ
ろ
で
撰
述
さ
れ
て
お
り
、
親
鸞
の
来
迎
思
想
を
考
察
す
る
上
で
も
有
用
で
あ
る
史
料
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
ず
第
一
項
で
は
、
良
忠
の
仏
土
観
に
関
す
る
先
行
研
究
を
概
観
し
た
。
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
良
忠
が
晩
年
期

に
鎌
倉
で
撰
述
し
た
『
観
経
疏
伝
通
記
』
は
、
「
安
養
報
化
」
所
論
の
通
報
化
説
の
よ
う
な
一
般
的
な
仏
土
理
解
へ
の

対
応
が
問
題
意
識
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
か
し
『
観
経

疏
聞
書
』
は
未
検
討
の
ま
ま
で
あ
る
た
め
、
本
書
の
検
討
を
行
う
こ
と
が
建
長
期
の
東
国
浄
土
教
を
解
明
す
る
た
め
の

一
助
と
な
る
。
そ
こ
で
第
二
項
以
降
で
は
、
『
観
経
疏
聞
書
』
の
阿
弥
陀
仏
土
観
を
検
討
し
た
。
第
二
項
で
は
『
観
経

疏
聞
書
』
に
お
け
る
「
化
土
」
の
用
例
を
中
心
に
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
『
観
経
疏
聞
書
』
は
『
観
経
疏
伝
通
記
』

と
異
な
り
「
化
浄
土
」
の
用
例
を
ほ
と
ん
ど
見
ず
、
一
方
で
『
観
経
疏
伝
通
記
』
で
用
い
ら
れ
な
い
「
変
化
土
」
の
用

例
を
六
例
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
用
例
の
相
違
は
善
導
「
是
報
非
化
」
へ
の
註
釈
態
度
の
相
違
よ

り
起
因
す
る
も
の
で
あ
り
、
『
観
経
疏
伝
通
記
』
で
は
議
論
の
中
心
が
「
阿
弥
陀
仏
土
は
報
土
か
化
土
か
」
に
あ
る
の

に
対
し
て
『
観
経
疏
聞
書
』
で
は
、
「
阿
弥
陀
仏
土
は
自
受
用
土
か
他
受
用
土
か
」
な
ど
、
報
土
に
関
す
る
議
論
が
中

心
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
次
に
第
三
項
で
は
、
『
観
経
疏
聞
書
』
の
内
容
を
検
討
し
、
『
観
経
疏
略
鈔
』
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『
観
経
疏
伝
通
記
』
と
の
比
較
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
『
観
経
疏
聞
書
』
の
註
釈
態
度
は
、
『
観
経
疏
略
鈔
』
『
観
経

疏
伝
通
記
』
に
比
べ
れ
ば
「
安
養
報
化
」
に
対
す
る
問
題
意
識
は
希
薄
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
つ
ま
り
建
長
六

年
に
東
国
で
撰
述
さ
れ
た
『
観
経
疏
聞
書
』
で
は
「
安
養
報
化
」
に
関
す
る
問
題
意
識
は
少
な
く
、
そ
れ
は
『
教
行
信

証
』
に
比
し
て
「
安
養
報
化
」
に
関
す
る
問
題
意
識
が
少
な
く
、
東
国
で
建
長
七
年
に
撰
述
さ
れ
た
親
鸞
書
物
と
も
同

様
の
傾
向
が
窺
え
る
こ
と
と
な
る
。
以
上
を
総
合
し
て
第
四
項
で
は
、
『
教
行
信
証
』
撰
述
時
と
、
『
観
経
疏
聞
書
』

が
成
立
し
た
建
長
期
に
撰
述
さ
れ
た
親
鸞
書
物
と
で
は
、
仏
土
に
関
す
る
問
題
意
識
が
相
違
し
て
い
る
可
能
性
を
指
摘

で
き
る
と
結
論
づ
け
た
。

最
後
に
第
四
節
で
は
、
東
国
門
弟
に
お
け
る
著
作
を
検
討
し
、
親
鸞
の
仏
土
観
が
い
か
に
展
開
さ
れ
た
か
を
確
認
し

た
。
顕
智
が
『
往
生
要
集
』
の
仏
土
に
関
す
る
問
答
を
引
用
し
て
い
る
も
の
の
、
基
本
的
に
引
用
文
を
除
け
ば
、
他
力

に
よ
る
往
生
が
報
土
往
生
、
自
力
に
よ
る
往
生
が
懈
慢
辺
地
な
ど
化
土
へ
の
往
生
で
あ
る
と
い
う
説
示
を
行
っ
て
お
り
、

報
土
の
中
に
報
化
が
あ
る
と
い
っ
た
議
論
は
展
開
さ
れ
て
い
な
い
様
子
が
窺
え
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
た
だ
し
、
報
中

垂
化
の
よ
う
な
説
示
が
全
く
見
ら
れ
な
い
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
く
、
了
海
『
他
力
信
心
聞
書
』
な
ど
で
は
、
報
土

で
は
な
い
も
の
の
浄
土
に
真
仮
を
分
け
る
よ
う
な
姿
勢
を
読
み
解
く
こ
と
も
で
き
る
。

以
上
の
こ
と
よ
り
、
「
真
仏
土
巻
」
を
執
筆
開
始
し
た
段
階
で
は
親
鸞
は
報
中
垂
化
説
の
よ
う
な
一
般
的
仏
土
理
解

か
ら
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
仏
土
理
解
を
展
開
す
る
が
、
門
弟
間
に
異
義
が
頻
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
建
長
七
年
頃
で
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は
一
般
的
な
仏
土
理
解
へ
の
対
応
を
問
題
意
識
と
せ
ず
に
、
言
わ
ば
「
真
実
」
か
「
そ
れ
以
外
」
か
に
重
点
を
置
い
た

説
示
を
行
っ
て
い
く
よ
う
に
な
る
、
と
い
っ
た
仏
土
観
の
変
遷
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、「
報

中
垂
化
」
自
体
は
全
く
説
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
く
、
建
長
期
以
降
で
も
「
化
土
」
な
ど
の

用
例
は
依
然
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
門
弟
に
も
浄
土
に
真
仮
を
分
け
る
と
い
う
よ
う
な
理
解
は
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
さ
ら
に
良
忠
晩
年
期
の
著
作
で
あ
る
『
観
経
疏
伝
通
記
』
で
は
、
『
観
経
疏
聞
書
』
に
比
し
て
報
化
二
土
に
対
す

る
関
心
が
高
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
東
国
浄
土
教
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
、
一
面
で
は
捉
え
る
こ
と
の
で

き
な
い
重
層
的
な
問
題
を
孕
ん
で
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

以
上
が
、
本
論
全
体
の
内
容
で
あ
る
。

以
上
を
受
け
、
本
論
文
の
成
果
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

一
点
目
は
、
親
鸞
思
想
の
形
成
を
考
察
す
る
た
め
に
他
の
浄
土
教
者
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
主
眼
を
置
い
た
点
で

あ
る
。
こ
の
作
業
に
よ
っ
て
今
ま
で
等
閑
に
付
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
親
鸞
と
鎌
倉
浄
土
教
と
の
関
係
を
よ
り
明
瞭
に

し
た
。
こ
の
研
究
に
よ
っ
て
親
鸞
思
想
が
い
か
に
形
成
さ
れ
、
後
代
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
視
座
、

ま
た
そ
の
一
端
が
明
ら
か
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
論
文
で
論
じ
て
き
た
「
二
双
四
重
判
」
「
臨
終
不
来
迎
」
「
報

中
垂
化
」
と
い
っ
た
思
想
は
、
諸
先
輩
方
が
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
親
鸞
の
「
己
証
」
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
無
い
。
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し
か
し
、
「
己
証
」
を
絶
対
視
し
、
そ
れ
が
親
鸞
思
想
に
お
け
る
到
達
点
と
し
て
一
義
的
に
語
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
時
代
的
ま
た
は
地
域
的
な
影
響
を
承
け
た
中
で
生
ま
れ
た
親
鸞
思
想
の
一
側
面
で
あ
る
と
い
う
視
点
が
必
要
で
あ

ろ
う
。

親
鸞
が
「
二
双
四
重
判
」
や
「
聖
浄
二
門
判
」
、
ま
た
「
誓
願
一
仏
乗
」
と
い
っ
た
数
々
の
教
判
を
用
い
て
一
代
仏

教
を
判
釈
し
た
こ
と
、
「
臨
終
不
来
迎
」
と
主
張
し
た
一
方
で
、
来
迎
は
他
力
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
、
ま
た
「
報

中
垂
化
」
を
示
し
な
が
ら
も
門
弟
に
「
報
化
二
土
」
を
用
い
て
教
化
し
た
点
な
ど
は
、
そ
の
著
作
が
作
ら
れ
た
時
代
、

送
付
さ
れ
た
地
域
、
受
け
取
っ
た
人
物
に
よ
っ
て
種
種
に
表
現
を
変
え
た
こ
と
の
証
左
で
あ
り
、
親
鸞
思
想
の
形
成

過
程
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
言
説
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

二
点
目
と
し
て
は
、
本
論
文
の
成
果
を
他
に
挙
げ
る
な
ら
ば
、
今
ま
で
関
係
性
が
示
唆
さ
れ
な
が
ら
あ
ま
り
用
い

ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
良
忠
初
期
教
学
の
文
献
を
用
い
、
建
長
三
年
以
降
か
ら
確
認
さ
れ
る
親
鸞
東
国
門
弟
た
ち
の
異

義
に
つ
い
て
考
察
す
る
上
で
の
必
要
性
を
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
従
来
、
建
長
七
年
以
降
に
親
鸞
が
多
く
の
著
作

を
用
い
て
異
義
へ
の
教
誡
を
行
っ
た
背
景
と
し
て
、
善
鸞
事
件
や
浄
土
異
流
、
日
蓮
な
ど
種
々
の
原
因
が
示
唆
さ
れ

て
き
た
が
、
実
際
に
建
長
七
年
当
時
に
東
国
で
著
さ
れ
た
浄
土
教
経
典
を
用
い
て
、
当
時
の
東
国
に
お
け
る
浄
土
教

理
解
を
考
究
す
る
試
み
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
点
に
お
い
て
本
論
文
は
、
鎌
倉
浄
土
教
研
究
に
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お
い
て
新
た
な
視
座
を
提
示
で
き
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
こ
の
よ
う
な
試
み
は
、
先
述
の
よ
う
に
良
忠
の
教
学
を
研
究
す
る
主
体
と
な
っ
て
き
た
浄
土
宗
学
に
お
い
て

は
行
わ
れ
な
い
性
格
の
研
究
で
あ
る
か
ら
、
浄
土
真
宗
の
み
な
ら
ず
、
浄
土
教
学
・
仏
教
学
に
も
広
く
寄
与
す
る
こ

と
の
で
き
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

付
記小

論
の
執
筆
に
あ
た
り
、
金
沢
文
庫
御
当
局
に
は
格
別
の
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
研
究
員
の
佐
竹
真
城
氏
に
は
、
付
録
資
料
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
貴
重
な
御

助
言
を
賜
り
、
ま
た
同
研
究
所
研
究
生
の
井
上
慶
淳
・
深
見
慧
隆
両
氏
に
は
同
校
正
作
業
に
お
い
て
過
分
な
る
お
力
添

え
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
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※
本
研
究
は
、
以
下
の
論
考
・
研
究
発
表
に
基
づ
き
、
加
筆
・
修
正
を
加
え
た
。

第
一
章

第
一
節

「
二
双
四
重
判
の
定
義
に
つ
い
て
」
（
『
印
仏
研
』
六
三-

一
、
二
〇
一
四
年
）

第
二
節

「
親
鸞
東
国
門
弟
と
浄
土
異
流-

『
末
灯
鈔
』
第
一
通
を
中
心
に-

」

（
『
浄
土
真
宗
総
合
研
究
』
九
、
二
〇
一
五
年
）

「
親
鸞
東
国
門
弟
と
浄
土
異
流
」
（
『
真
宗
研
究
』
六
一
、
二
〇
一
七
年
）

第
二
章

第
二
節

「
親
鸞
東
国
門
弟
と
浄
土
異
流-
『
末
灯
鈔
』
第
一
通
を
中
心
に-

」

（
『
浄
土
真
宗
総
合
研
究
』
九
、
二
〇
一
五
年
）

「
親
鸞
東
国
門
弟
と
浄
土
異
流
」
（
真
宗
研
究
六
一
、
二
〇
一
七
年
）

第
三
節

「
良
忠
『
観
経
疏
聞
書
』
に
お
け
る
来
迎
思
想
」
（
『
印
仏
研
』
六
七-

一
、
二
〇
一
八
年
）

第
四
節

「
親
鸞
に
お
け
る
第
十
九
願
理
解
」
（
『
印
仏
研
』
六
六-
二
、
二
〇
一
八
年
）
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「
親
鸞
門
弟
の
臨
終
来
迎
理
解
を
め
ぐ
る
一
考
察-

『
浄
土
真
宗
聞
書
』
を
中
心
に-

」

（
『
真
宗
研
究
会
紀
要
』
五
〇
、
二
〇
一
九
年
）

第
五
節

「
親
鸞
門
弟
の
臨
終
来
迎
理
解
を
め
ぐ
る
一
考
察-

『
浄
土
真
宗
聞
書
』
を
中
心
に-

」

（
『
真
宗
研
究
会
紀
要
』
五
〇
、
二
〇
一
九
年
）

第
三
章

第
一
節

「
親
鸞
の
化
土
観
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
真
宗
学
』
一
三
四
、
二
〇
一
六
年
）

第
三
節

「
良
忠
『
観
経
疏
聞
書
』
に
お
け
る
仏
土
思
想
」
（
『
印
仏
研
』
六
八-

一
、
二
〇
一
九
年
）

「
良
忠
撰
『
観
経
疏
聞
書
』
の
特
徴
に
つ
い
て
」
（
『
宗
学
院
論
集
』
九
三
、
二
〇
二
一
年
掲
載
予
定
）



参
考
文
献
一
覧
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参
考
文
献
一
覧

・
凡
例
に
掲
載
し
た
以
外
の
辞
書
、
翻
刻
資
料
類

鴨
長
明
『
発
心
集
』
四
、
中
野
小
左
衛
門
、
一
六
五
一
年

「
浄
土
真
宗
聞
書
」
（
『
高
田
学
報
』
一
四
、
一
九
三
六
年
）

織
田
得
能
『
織
田
仏
教
大
辞
典
』
大
蔵
出
版
、
一
九
五
四
年

生
桑
完
明
・
平
松
令
三
編
『
専
修
寺
本
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
（
法
蔵
館
、
一
九
七
五
年
）

国
史
大
辞
典
編
纂
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
三
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
）

山
田
文
昭
編
『
続
選
択
文
義
要
鈔
』（
江
藤
澂
英
編
『
浄
土
仏
教
古
典
叢
書
』
四
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
所
収
）

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
編
『
浄
土
真
宗
辞
典
』
（
本
願
寺
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）

龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
編
『
龍
谷
大
学
善
本
叢
書

末
灯
鈔

御
消
息
集
』
一
二
（
同
朋
舍
、
一
九
九
三
年
）

「
資
料
復
刻

浄
土
真
宗
聞
書
（
高
田
山
蔵
）
」
（
『
高
田
学
報
』
九
一
、
二
〇
〇
三
年
）
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・
書
籍

法
海
『
末
灯
鈔
壬
申
記
』
（
真
宗
典
籍
刊
行
会
編
『
真
宗
大
系
』
二
三
所
収
、
真
宗
典
籍
刊
行
会
）

義
教
『
愚
禿
鈔
摸
象
記
』
（
『
真
宗
叢
書
』
九
所
収
、
興
教
書
院
、
一
七
八
〇
年
）

宣
明
『
末
燈
鈔
節
義
』
（
真
宗
典
籍
刊
行
会
編
『
真
宗
大
系
』
二
三
所
収
、
真
宗
典
籍
刊
行
会
、
一
七
九
五
年
）

僧
鎔
『
愚
禿
鈔
温
故
録
』
（
妻
木
直
良
編
『
真
宗
全
書
』
三
七
所
収
、
国
書
刊
行
会
、
一
七
九
八
年
）

道
隠
『
愚
禿
鈔
知
新
録
』
（
妻
木
直
良
編
『
真
宗
全
書
』
三
七
所
収
、
国
書
刊
行
会
、
一
八
二
一
年
）

宝
景
『
愚
禿
鈔
講
義
』
一
八
二
四
年

寛
寧
『
宗
要
論
題
』
（
真
宗
叢
書
編
輯
所
編
『
真
宗
叢
書
』
一
・
二
所
収
、
興
教
書
院
、
一
八
八
四
年
）

善
譲
『
愚
禿
鈔
横
超
録
』
顕
道
書
院
、
一
八
九
一
年

深
励
『
仏
説
無
量
寿
経
講
義
』
護
法
館
、
西
村
九
朗
右
衛
門
刊
、
一
八
九
三
年

円
月
『
宗
要
百
論
題
』
長
洲
活
版
所
、
一
八
九
三
年

覚
音
『
広
文
類
論
題
』
永
田
長
左
衛
門
刊
、
一
八
九
三
年

利
井
鮮
妙
『
宗
要
論
題
決
択
篇
』
顕
道
書
院
、
一
九
〇
三
年
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義
山
『
真
宗
百
題
啓
蒙
』
（
真
宗
叢
書
編
輯
所
編
『
真
宗
叢
書
』
一
・
二
所
収
、
興
教
書
院
、
一
九
〇
九
年
）

杉
紫
朗
『
西
鎮
教
義
概
論
』
仏
教
大
学
、
一
九
二
二
年

龍
谷
大
学
編
『
真
宗
要
義
』
龍
谷
大
学
出
版
部
、
一
九
二
三
年

梅
原
真
隆
『
末
灯
鈔
の
研
究
』
親
鸞
聖
人
研
究
発
行
所
、
一
九
二
四
年

住
田
智
見
『
浄
土
源
流
章
解
説
』
法
蔵
館
、
一
九
二
五
年

村
上
専
精
『
愚
禿
鈔
の
愚
禿
草
』

安
居
事
務
所
、
一
九
二
七
年

島
地
大
等
『
思
想
と
信
仰
』
明
治
書
院
、
一
九
二
八
年

恵
谷
隆
戒
『
浄
土
宗
第
三
祖
然
阿
良
忠
上
人
伝
の
新
研
究
：
特
に
金
沢
文
庫
資
料
を
中
心
に
』
金
尾
文
淵
堂
、
一
九

三
四
年

安
井
広
度
『
法
然
門
下
の
教
学
』
法
蔵
館
、
一
九
六
八
年
［
初
版
：
一
九
三
八
年
］

宮
崎
円
遵
『
真
宗
書
誌
学
の
研
究
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
四
九
年

普
賢
大
円
『
真
宗
概
論
』
百
華
苑
、
一
九
五
〇
年

石
田
充
之
『
日
本
浄
土
教
の
研
究
』
百
華
苑
、
一
九
五
二
年

小
山
法
城
『
愚
禿
鈔
講
讃
』
あ
そ
か
書
林
、
一
九
五
四
年
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南
都
仏
教
研
究
会
編
『
重
源
上
人
の
研
究
』
南
都
仏
教
研
究
会
、
一
九
五
五
年

石
田
充
之
『
浄
土
教
思
想
入
門
』
百
華
苑
、
一
九
五
六
年

大
原
性
実
『
真
宗
異
義
異
安
心
の
研
究
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
五
六
年

田
村
円
澄
『
法
然
上
人
伝
の
研
究
』
法
蔵
館
、
一
九
五
六
年

井
上
光
貞
『
日
本
浄
土
教
成
立
史
の
研
究
』
山
川
出
版
社
、
一
九
五
七
年

石
田
充
之
『
浄
土
教
理
史
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
六
二
年

安
井
広
度
『
阿
弥
陀
仏
と
そ
の
浄
土
：
親
鸞
聖
人
「
顕
浄
土
真
仏
土
文
類
」
に
お
い
て
』
法
蔵
館
、
一
九
六
三
年

名
畑
應
順
・
多
屋
頼
俊
他
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
八
二
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年

大
原
性
実
『
真
宗
教
学
の
伝
統
と
己
証
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
六
五
年

田
村
芳
朗
『
鎌
倉
新
仏
教
思
想
の
研
究
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
六
五
年

石
田
充
之
『
鎌
倉
浄
土
教
成
立
の
基
礎
研
究
』
百
華
苑
、
一
九
六
六
年

桜
井
好
朗
『
隠
者
の
風
貌
：
隠
遁
生
活
と
そ
の
精
神
』
塙
書
房
、
一
九
六
七
年

大
原
性
実
『
親
鸞
聖
人
と
浄
土
：
顕
浄
土
真
仏
土
文
類
概
説
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
六
八
年

村
上
速
水
『
親
鸞
教
義
の
研
究
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
六
八
年



- 443 -

生
桑
完
明
『
親
鸞
撰
述
の
研
究
』
法
蔵
館
、
一
九
六
九
年

池
本
重
臣
『
親
鸞
教
学
の
教
理
史
的
研
究
：
池
本
重
臣
遺
稿
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
六
九
年

石
田
充
之
『
親
鸞
教
学
の
基
礎
的
研
究
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
七
〇
年

小
林
剛
『
俊
乗
房
重
源
の
研
究
』
有
隣
堂
、
一
九
七
一
年

普
賢
晃
寿
『
日
本
浄
土
教
思
想
史
研
究
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
七
二
年

灘
本
愛
慈
『
愚
禿
鈔
要
義
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
七
二
年

多
屋
頼
俊
『
親
鸞
聖
人

全
消
息

序
説
』
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
出
版
部
、
一
九
七
四
年

黒
田
俊
雄
『
日
本
中
世
の
国
家
と
宗
教
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年

細
川
行
信
『
真
宗
成
立
史
の
研
究
』
法
蔵
館
、
一
九
七
七
年

大
橋
俊
雄
『
法
然
と
浄
土
宗
教
団
』
教
育
社
、
一
九
七
八
年

藤
原
幸
章
『
愚
禿
鈔
講
叢
』
東
本
願
寺
出
版
部
、
一
九
七
八
年

石
田
充
之
『
法
然
上
人
門
下
の
浄
土
教
学
の
研
究

上
巻
』
大
東
出
版
社
、
一
九
七
九
年

石
田
充
之
『
法
然
上
人
門
下
の
浄
土
教
学
の
研
究

下
巻
』
大
東
出
版
社
、
一
九
七
九
年

伊
藤
唯
真
『
未
知
へ
の
や
す
ら
ぎ
阿
弥
陀
：
日
本
人
の
信
仰
』
佼
成
出
版
社
、
一
九
七
九
年
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伊
藤
唯
真
『
浄
土
宗
の
成
立
と
展
開
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年

重
見
一
行
『
教
行
信
証
の
研
究
：
そ
の
成
立
過
程
の
文
献
学
的
考
察
』
法
蔵
館
、
一
九
八
一
年

北
畠
典
生
『
観
心
覚
夢
鈔
』
本
願
寺
出
版
部
、
一
九
八
三
年

大
橋
俊
雄
『
三
祖
良
忠
上
人
』
神
奈
川
教
区
教
務
所
、
一
九
八
四
年

菊
地
勇
次
郎
『
源
空
と
そ
の
門
下
』
法
蔵
館
、
一
九
八
五
年

平
松
令
三
『
親
鸞
真
蹟
の
研
究
』
法
蔵
館
、
一
九
八
八
年

平
松
令
三
『
真
宗
史
論
攷
』
同
朋
舎
、
一
九
八
八
年

浅
井
成
海
『
浄
土
教
入
門
―
法
然
上
人
と
そ
の
門
下
の
教
学
―
』
本
願
寺
出
版
社
、
一
九
八
九
年

袴
谷
憲
昭
『
本
覚
思
想
批
判
』
大
蔵
出
版
、
一
九
八
九
年

松
本
史
朗
『
縁
起
と
空
―
如
来
蔵
思
想
批
判
―
』
大
蔵
出
版
、
一
九
八
九
年

梶
村
昇
『
宇
都
宮
一
族
』
東
方
出
版
、
一
九
九
二
年

平
雅
行
『
日
本
中
世
の
社
会
と
仏
教
』
塙
書
房
、
一
九
九
二
年

西
村
冏
紹
・
末
木
文
美
士
『
観
心
略
要
集
の
新
研
究
』
百
華
苑
、
一
九
九
二
年

大
谷
旭
雄
・
坂
上
雅
翁
・
吉
田
宏
晢
『
浄
土
仏
教
の
思
想

第
七
巻

永
観
・
珍
海
・
覚
鑁
』
講
談
社
、
一
九
九
三
年
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末
木
文
美
士
『
日
本
仏
教
思
想
史
論
考
』
大
蔵
出
版
、
一
九
九
三
年

霊
山
勝
海
『
西
方
指
南
抄
論
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
九
三
年

梯
實
圓
『
玄
義
分
抄
講
述
：
幸
西
大
徳
の
浄
土
教
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
九
四
年

伊
藤
唯
真
『
浄
土
宗
史
の
研
究
』
法
蔵
館
、
一
九
九
六
年

河
田
光
夫
『
親
鸞
か
ら
の
手
紙
を
読
み
解
く
』
明
石
書
店
、
一
九
九
六
年

鳥
越
正
道
『
最
終
稿
本
教
行
信
証
の
復
元
研
究
』
法
蔵
館
、
一
九
九
七
年

梯
實
圓
『
一
念
多
念
文
意
講
讃
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
九
八
年

末
木
文
美
士
『
鎌
倉
仏
教
形
成
論
』
法
蔵
館
、
一
九
九
八
年

坂
東
性
純
・
赤
松
徹
真
・
今
井
雅
晴
・
大
網
信
融
『
親
鸞
面
授
の
人
び
と
：
如
信
・
性
信
を
中
心
と
し
て
』

自
照
社
出
版
、
一
九
九
九
年

廣
瀬
清
『
西
山
証
空
の
東
国
下
向
と
ゆ
か
り
の
寺
々
』
出
版
社
不
明
、
二
〇
〇
〇
年

霊
山
勝
海
『
末
燈
鈔
講
讃
』
永
田
文
昌
堂
、
二
〇
〇
〇
年

細
川
行
信
・
村
上
宗
博
・
足
立
幸
子
『
現
代
の
聖
典
親
鸞
書
簡
集
全
四
十
三
通
』
法
蔵
館
、
二
〇
〇
二
年

今
井
雅
晴
『
親
鸞
と
浄
土
真
宗
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
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浅
井
成
海
『
法
然
と
そ
の
門
弟
の
教
義
研
究
―
法
然
の
基
本
教
義
の
継
承
と
展
開
―
』
永
田
文
昌
堂
、
二
〇
〇
四
年

信
楽
峻
麿
『
浄
土
教
理
史
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
〇
年

中
ノ
堂
一
信
『
中
世
勧
進
聖
の
研
究
：
そ
の
形
成
と
展
開
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
二
年

今
井
雅
晴
『
親
鸞
と
東
国
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年

森
新
之
介
『
摂
関
院
政
期
思
想
史
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
三
年

廣
川
堯
敏
『
鎌
倉
浄
土
教
の
研
究
』
文
化
書
院
、
二
〇
一
四
年

末
木
文
美
士
『
親
鸞
―
主
上
臣
下
、
法
に
背
く
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
六
年

福
井
智
行
『
三
部
経
大
意
講
讃
』
永
田
文
昌
堂
、
二
〇
一
八
年

田
代
俊
考
『
『
愚
禿
鈔
』
講
讃
』
東
本
願
寺
出
版
部
、
二
〇
一
九
年

・
論
文

前
田
慧
雲
「
宗
学
研
究
に
就
て
同
窓
会
諸
君
に
白
す
」(

『
六
条
学
報
』
六
、
一
九
〇
一
年)

山
田
文
昭
「
『
教
行
信
証
』
の
御
草
稿
に
就
て
」
（
『
無
尽
燈
』
一
九-
四
、
一
九
一
四
年
）
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山
上
正
尊
「
鎌
倉
長
楽
寺
隆
寛
大
徳
と
閑
亭
後
世
物
語
聞
書
（
承
前
）
」
（
『
無
尽
燈
』
二
〇-

九
、
一
九
一
五
年
）

名
畑
應
順
「
明
遍
僧
都
の
研
究
」(

『
仏
教
研
究
』
一-

三
、
一
九
二
〇
年)

梅
原
真
隆
「
二
双
四
重
判
に
お
け
る
伝
統
と
己
証
」
（
『
顕
真
学
報
』
二
、
一
九
三
〇
年
）

塚
本
善
隆
「
金
沢
文
庫
所
蔵
浄
土
宗
学
上
の
未
伝
稀
覯
の
鎌
倉
古
鈔
」
（
『
浄
土
学
』
五
・
六
、
一
九
三
三
年
）

石
橋
誡
道
「
観
経
疏
伝
通
記
の
種
類
」
（
『
摩
訶
衍
』
一
四
、
一
九
三
四
年
）

加
藤
真
瑞
「
関
東
地
方
に
お
け
る
念
仏
宗
教
団
の
年
代
に
就
い
て
」
（
『
専
修
学
報
』
二
、
一
九
三
四
年
）

岸
覺
勇
「
記
主
禅
師
の
民
衆
伝
道
方
法
に
就
い
て
」
（
『
浄
土
教
報
』
二
〇
四
五
、
一
九
三
四
年
）

柴
田
玄
鳳
「
浄
土
大
意
抄
管
見
」
（
『
摩
訶
衍
』
一
四
、
一
九
三
四
年
）

中
沢
見
明
「
真
仏
上
人
伝
説
に
就
い
て
の
考
察
」
（
『
高
田
学
報
』
九
、
一
九
三
四
年
）

前
田
聽
瑞
「
口
絵
解
説

観
経
定
善
義
聞
書
」
（
『
摩
訶
衍
』
一
四
、
一
九
三
四
年
）

藤
枝
昌
道
「
二
双
四
重
判
の
教
義
的
意
義
」
（
『
宗
学
院
論
集
』
一
六
、
一
九
三
四
年
）

望
月
信
亨
「
生
駒
良
遍
の
浄
土
教
義
」
（
『
浄
土
学
』
七
、
一
九
三
四
年
）

生
桑
完
明
「
浄
土
真
宗
聞
書
解
説
」
（
『
高
田
学
報
』
一
四
、
一
九
三
六
年
）

坪
井
俊
英
「
金
沢
文
庫
冊
子
本
目
録
解
説
」
（
『
仏
教
学
論
叢
』
一
、
一
九
三
六
年
）
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前
田
聽
瑞
「
口
絵
解
説

観
経
定
善
義
聞
書
（
金
沢
文
庫
）
」
（
『
摩
訶
衍
』
一
四
、
一
九
三
八
年
）

簗
瀬
一
雄
「
発
心
集
研
究
序
説
」

（
『
発
心
集
研
究
』
（
簗
瀬
一
雄
『
簗
瀬
一
雄
著
作
集
』
三
、
加
藤
中
道
館
、
一
九
三
八
年
所
収
）

神
子
上
恵
龍
「
宗
祖
親
鸞
の
浄
土
思
想
」

（
神
子
上
恵
龍
『
弥
陀
身
土
思
想
の
展
開
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
五
〇
年
所
収
）

細
川
行
信
「
親
鸞
消
息
の
研
究
―
特
に
有
念
無
念
の
諍
論
に
つ
い
て
―
」
（
『
印
仏
研
』
二-

二
、
一
九
五
四
年
）

大
橋
俊
雄
「
良
忠
上
人
の
関
東
進
出
と
教
団
の
成
立
」
（
『
解
信
』
一
、
一
九
五
六
年
）

納
富
常
天
「
金
沢
文
庫
資
料
紹
介

浄
土
教
典
籍
と
禅
籍(

一)

」
（
『
金
沢
文
庫
研
究
』
一
一
、
一
九
五
六
年
）

普
賢
大
円
「
真
宗
教
学
と
本
覚
思
想
―
特
に
仏
性
論
を
中
心
と
し
て
―
」

（
『
龍
谷
大
学
論
集
』
三
六
一
、
一
九
五
九
年
）

池
本
重
臣
「
親
鸞
教
学
の
教
理
史
的
研
究
」
（
『
龍
谷
大
学
論
集
』
三
六
五
・
三
六
六
、
一
九
六
〇
年
）

大
原
性
実
「
親
鸞
書
簡
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
下
）
―
書
簡
に
現
わ
れ
た
伝
統
と
己
証
―
」

（
『
真
宗
学
』
二
三
、
一
九
六
〇
年
）

村
上
速
水
「
親
鸞
聖
人
の
来
迎
義
に
関
す
る
一
試
論
」
（
『
龍
谷
大
学
論
集
』
三
六
五
・
三
六
六
、
一
九
六
〇
年
）
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大
谷
旭
雄
「
散
心
問
答
と
明
遍
―
元
祖
の
称
名
「
摂
散
性
」
と
の
対
比
―
」(

『
浄
土
学
』
二
八
、
一
九
六
一
年)

大
橋
俊
雄
「
良
忠
の
東
国
教
化
と
教
団
形
成
の
過
程
」
（
『
歴
史
地
理
』
九
〇-

二
、
一
九
六
一
年
）

堤
玄
立
「
定
散
・
念
仏
・
来
迎
―
西
山
義
の
一
考
察
―
」
（
『
宗
教
研
究
』
三
五
、
一
九
六
一
年
）

香
月
乗
光
「
良
忠
の
関
東
進
出
」
（
『
日
本
の
宗
教
』
二
、
一
九
六
一
年
）

村
上
速
水
「
化
土
往
生
に
関
す
る
疑
問
」
（
『
真
宗
学
』
二
九
・
三
〇
、
一
九
六
三
年
）

平
松
令
三
「
高
田
の
歴
史
ガ
イ
ド
（
第
二
回
）
―
真
仏
上
人
伝
の
問
題
点
―
」（
『
高
田
学
報
』
五
三
、
一
九
六
四
年
）

霊
山
勝
海
「
『
西
方
指
南
抄
』
の
評
価
に
つ
い
て
」
（
『
宗
学
院
論
集
』
三
七
、
一
九
六
五
年
）

井
伊
（
浅
井
）
成
海
「
来
迎
思
想
の
研
究
―
特
に
『
西
方
指
南
抄
』
を
中
心
と
し
て
―
」

（
『
宗
学
院
論
集
』
三
七
・
一
九
六
五
年
）

玉
山
成
元
「
中
世
に
お
け
る
浄
土
宗
の
展
開
」
（
『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』
五
〇
、
一
九
六
五
年
）

濱
田
隆
「
「
阿
弥
陀
三
尊
像
」
と
明
遍
を
め
ぐ
る
浄
土
教
」(

『
仏
教
芸
術
』
五
七
、
一
九
六
五
年)

井
伊
（
浅
井
）
成
海
「
証
空
師
の
来
迎
観
に
つ
い
て
」
（
『
印
仏
研
』
一
五-

一
、
一
九
六
六
年
）

鈴
木
成
元
「
鎌
倉
期
に
お
け
る
初
期
の
浄
土
教
」
（
『
金
沢
文
庫
研
究
』
一
三
二
、
一
九
六
七
年
）

普
賢
晃
寿
「
珍
海
の
浄
土
教
的
立
場
」
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(

大
原
先
生
古
希
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
浄
土
教
思
想
研
究
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
六
七
年
所
収)

浅
井
成
海
「
来
迎
思
想
・
法
然
と
そ
の
門
下
（
一
）
」
（
『
龍
谷
大
学
論
集
』
三
九
三
、
一
九
七
〇
年
）

藤
原
正
義
「
『
一
言
芳
談
』
考
―
そ
の
成
立
時
期
と
編
者
に
つ
い
て
―
」

（
『
北
九
州
大
学
文
学
部
紀
要
』
六
、
一
九
七
〇
年
）

安
井
広
度
「
宗
祖
の
漢
文
撰
述
に
つ
い
て
」

（
親
鸞
聖
人
全
集
刊
行
会
編
『
親
鸞
聖
人
全
集
定
本
別
冊

(

研
究
ノ
ー
ト)

』
法
蔵
館
、
一
九
七
〇
年
所
収
）

普
賢
晃
寿
「
法
然
門
下
に
お
け
る
念
仏
と
諸
行
の
扱
い
―
助
正
論
の
研
究
―
（
そ
の
二
）
」

（
『
真
宗
学
』
四
五
・
四
六
、
一
九
七
二
年
）

岸
部
武
利
「
真
宗
聖
教
に
就
い
て
」
（
『
真
宗
研
究
』
一
七
、
一
九
七
二
年
）

浅
井
成
海
「
来
迎
思
想
・
法
然
と
そ
の
門
下
（
二
）
」
（
『
龍
谷
大
学
論
集
』
四
〇
〇
・
四
〇
一
、
一
九
七
三
年
）

石
田
充
之
「
法
然
教
学
よ
り
親
鸞
教
学
へ
の
展
開
」
（
『
真
宗
学
』
四
七
・
四
八
、
一
九
七
三
年
）

池
見
澄
隆
「
『
一
言
芳
談
』
の
世
界
―
敬
仏
房
を
中
心
と
し
た
思
想
史
試
論
―
」

(

井
川
定
慶
博
士
喜
寿
記
念
会
編
『
日
本
文
化
と
浄
土
教
論
攷
』
井
上
定
慶
博
士
喜
寿
記
念
会
出
版
部
、
一
九
七
四
年
所
収)

服
部
英
淳
「
浄
土
教
に
関
す
る
諸
宗
の
述
作

解
説
」
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（
浄
土
宗
開
宗
八
百
年
記
念
慶
讃
準
備
局
『
浄
全
』
続
一
五
、
山
喜
房
佛
書
林
、
一
九
七
四
年
所
収
）

服
部
英
淳
「
宋
代
浄
土
教
典
籍
の
渡
来
」
（
服
部
英
淳
『
浄
土
教
思
想
論
』
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
七
四
年
所
収
）

石
田
瑞
麿
「
親
鸞
に
お
け
る
初
期
の
己
証
」
（
『
南
都
仏
教
』
三
五
、
一
九
七
五
年
）

伊
藤
真
徹
「
然
阿
良
忠
上
人
と
一
向
」
（
伊
藤
真
徹
『
日
本
浄
土
教
文
化
史
研
究
』
隆
文
館
、
一
九
七
五
年
所
収
）

大
橋
俊
雄
「
良
忠
の
東
国
進
出
と
鎌
倉
蓮
華
寺
」
（
『
三
浦
古
文
化
』
一
七
一
、
一
九
七
五
年
）

高
雄
義
堅
「
宋
代
浄
土
教
典
籍
と
我
国
諸
家
の
態
度
」

（
高
雄
義
堅
『
宋
代
仏
教
史
の
研
究
』
百
華
苑
、
一
九
七
五
年
所
収
）

坪
井
俊
英
「
良
忠
上
人
と
観
経
疏
の
注
釈
」

（
山
喜
房
佛
書
林
編
『
浄
土
宗
典
籍
研
究
』
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
七
五
年
所
収
）

細
川
行
信
「
弁
長
・
良
忠
の
鎮
西
義
に
就
い
て
」
（
『
大
谷
学
報
』
五
五-

四
、
一
九
七
六
年
）

水
戸
善
英
「
聖
浄
二
門
論
」
（
『
宗
学
院
論
集
』
三
一
、
一
九
七
六
年
）

石
田
瑞
麿
「
金
沢
文
庫
に
お
け
る
浄
土
教
典
籍
」
（
『
金
沢
文
庫
研
究
』
二
二
四
、
一
九
七
七
年
）

井
上
雅
翁
「
珍
海
の
往
生
思
想
」(

『
浄
土
宗
学
研
究
』
一
〇
、
一
九
七
七
年)

杉
山
俊
明
「
下
総
に
お
け
る
良
忠
上
人
の
事
蹟
」
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（
『
大
正
大
学
浄
土
学
研
究
室
大
学
院
研
究
紀
要
』
二
、
一
九
七
七
年
）

坪
井
俊
英
「
鎌
倉
に
お
け
る
良
忠
上
人
」
（
『
藝
術
淨
土
』
三
、
一
九
七
七
年
）

三
上
良
匡
「
『
観
経
疏
伝
通
記
』
の
思
想
材
」
（
『
大
正
大
学
浄
土
学
研
究
室
大
学
院
研
究
紀
要
』
二
、
一
九
七
七
年
）

大
橋
俊
雄
「
中
世
浄
土
宗
研
究
」
（
『
小
史
日
本
宗
教
史
研
究
年
報
』
二
、
一
九
七
九
年
）

玉
山
成
元
「
良
忠
門
下
の
発
展
」（
玉
山
成
元
『
中
世
浄
土
宗
教
団
史
の
研
究
』
山
喜
房
佛
書
林
、
一
九
八
〇
年
所
収
）

浅
井
成
海
「
法
然
門
下
に
お
け
る
教
判
の
問
題
（
一
）
―
特
に
弁
長
の
教
判
論
を
中
心
と
し
て
―
」

（
石
田
充
之
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
浄
土
教
の
研
究
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
八
二
年
所
収
）

浅
井
成
海
「
法
然
門
下
に
お
け
る
教
判
の
問
題
（
二
）
―
特
に
証
空
の
教
判
論
を
中
心
と
し
て
―
」

（
『
真
宗
学
』
六
八
、
一
九
八
三
年
）

松
田
隼
人
「
二
雙
四
重
の
教
判
に
つ
い
て
」
（
『
印
仏
研
』
三
二-

一
、
一
九
八
三
年
）

末
木
文
美
士
「
源
空
浄
土
教
と
そ
の
批
判
」
（
『
仏
教
思
想
史
』
五
、
一
九
八
三
年
）

田
代
俊
孝
「
来
迎
か
ら
摂
取
へ
―
普
遍
救
済
へ
の
道
―
」
（
『
同
朋
大
学
論
集
』
四
八
、
一
九
八
三
年
）

織
田
顕
信
「
浄
勝
寺
本
『
信
海
聞
書
』
に
つ
い
て
」
（
『
同
朋
大
学
論
叢
』
五
〇
、
一
九
八
四
年
）

市
川
浩
史
「
親
鸞
の
来
迎
・
臨
終
正
念
観
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
文
芸
研
究
』
一
〇
六
、
一
九
八
四
年
）
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浅
井
成
海
「
法
然
門
下
に
お
け
る
教
判
の
問
題
（
三
）
―
特
に
親
鸞
の
教
判
論
を
中
心
と
し
て
―
」

（
『
龍
谷
大
学
論
集
』
四
二
六
、
一
九
八
五
年
）

木
村
尚
英
「『
浄
土
大
意
抄
』
と
そ
の
成
立
背
景
に
つ
い
て
：
特
に
浄
福
寺
と
下
総
板
碑
を
中
心
と
し
て
（
良
忠
上
人
研
究
）」

（
『
浄
土
学
』
三
六
、
一
九
八
五
年
）

小
林
尚
英
「
『
浄
土
大
意
抄
』
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
」
（
『
浄
土
学
』
三
六
、
一
九
八
五
年
）

玉
山
成
元
「
良
忠
の
古
文
書
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
浄
土
学
』
三
六
、
一
九
八
五
年
）

大
橋
俊
雄
「
鎌
倉
仏
教
会
に
お
け
る
良
忠
上
人
の
位
置
」

（
良
忠
上
人
研
究
会
編
『
良
忠
上
人
研
究
』
光
明
寺
、
一
九
八
六
年
所
収
）

小
島
惠
昭
「
法
然
以
後
の
南
都
浄
土
教
に
つ
い
て
」(

『
真
宗
研
究
』
三
〇
、
一
九
八
六
年)

坂
上
雅
翁
「
南
都
浄
土
教
と
良
忠
上
人
の
教
学
」

（
良
忠
上
人
研
究
会
編
『
良
忠
上
人
研
究
』
光
明
寺
、
一
九
八
六
年
所
収
）

玉
山
成
元
「
『
然
阿
上
人
伝
』
に
つ
い
て
」
（
『
仏
教
文
化
研
究
』
三
一
、
一
九
八
六
年
）

坪
井
俊
英
「
金
沢
文
庫
蔵
『
観
経
疏
聞
書
』
の
研
究
」
（
『
仏
教
文
化
研
究
』
三
一
、
一
九
八
六
年
）

戸
松
啓
真
「
記
主
教
学
の
特
色
に
つ
い
て
」（
良
忠
上
人
研
究
会
編
『
良
忠
上
人
研
究
』
光
明
寺
、
一
九
八
六
年
所
収
）



- 454 -

石
原
斌
夫
「
本
覚
思
想
と
親
鸞
」
（
『
印
仏
研
』
三
五-

二
、
一
九
八
七
年
）

大
橋
俊
雄
「
道
光
選
『
然
阿
上
人
伝
』
に
つ
い
て
」
（
『
仏
教
論
叢
』
三
一
、
一
九
八
七
年
）

小
林
尚
英
「
良
忠
上
人
の
業
績
―
特
に
下
総
地
方
に
お
け
る
活
動
を
中
心
と
し
て
―
」

（
『
仏
教
論
叢
』
三
一
、
一
九
八
七
年
）

久
下
陞
「
良
忠
上
人
に
お
け
る
臨
終
行
儀
の
相
承
」

（
三
上
人
御
遠
忌
記
念
出
版
会
編
『
源
智
弁
長
良
忠
三
上
人
研
究
』
三
上
人
御
遠
忌
記
念
出
版
会
、
一
九
八
七
年
所
収
）

藤
堂
恭
俊
「
善
導
の
一
経
両
宗
説
に
関
す
る
良
忠
の
説
示
」

（
三
上
人
御
遠
忌
記
念
出
版
会
編
『
源
智
弁
長
良
忠
三
上
人
研
究
』
三
上
人
御
遠
忌
記
念
出
版
会
、
一
九
八
七
年
所
収
）

藤
堂
恭
俊
「
総
州
在
住
時
代
に
お
け
る
良
忠
の
著
作
と
金
沢
文
庫
蔵
古
写
本
『
安
楽
集
論
議
』
」

（
『
仏
教
文
化
研
究
』
三
二
、
一
九
八
七
年
）

納
富
常
天
「
金
沢
文
庫
本
『
観
経
疏
聞
書
』
に
つ
い
て
」
（
『
仏
教
文
化
研
究
』
三
二
、
一
九
八
七
年
）

日
置
孝
彦
「
東
国
浄
土
教
に
お
け
る
然
阿
良
忠
上
人
」
（
『
仏
教
文
化
研
究
』
三
二
、
一
九
八
七
年
）

藤
堂
恭
俊
「
金
沢
文
庫
蔵
『
安
楽
集
論
議
』
の
撰
者
に
関
す
る
一
管
見
」

（
戸
松
啓
真
教
授
古
稀
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
浄
土
教
論
集
：
戸
松
教
授
古
稀
記
念
』
大
東
出
版
社
、
一
九
八
七
年
所
収
）
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丸
山
博
正
「
良
忠
上
人
著
作
の
性
格
」

（
戸
松
啓
真
教
授
古
稀
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
浄
土
教
論
集
：
戸
松
教
授
古
稀
記
念
』
大
東
出
版
社
、
一
九
八
七
年
所
収
）

五
十
嵐
大
策
「
親
鸞
の
四
十
八
誓
願
に
つ
い
て
」
（
『
印
仏
研
』
三
六-

二
、
一
九
八
八
年
）

那
須
一
雄
「
珍
海
の
念
仏
思
想
」(

『
印
仏
研
』
三
六-

二
、
一
九
八
八
年)

廣
川
堯
敏
「
金
沢
文
庫
本
『
観
経
疏
聞
書
』
に
つ
い
て
」
（
『
印
仏
研
』
三
七-

一
、
一
九
八
八
年
）

浅
井
成
海
「
親
鸞
の
仏
身
観
」
（
『
印
仏
研
』
三
八-

一
、
一
九
八
九
年
）

楠
淳
證
「
唯
識
思
想
と
西
方
願
生
思
想
」
（
『
龍
谷
教
学
』
二
四
、
一
九
八
九
年
）

村
上
真
瑞
「
『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
と
『
群
疑
論
見
聞
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
」

（
『
印
仏
研
』
三
八-

一
、
一
九
八
九
年
）

浅
井
成
海
「
親
鸞
の
仏
土
観
（
一
）
―
化
土
の
問
題
を
中
心
と
し
て
―
」

（
『
真
宗
学
』
八
二
、
一
九
九
〇
年
、
一
五
頁
）

梯
實
圓
「
成
覚
房
幸
西
の
一
念
義
」

（
仲
尾
俊
博
先
生
古
稀
記
念
会
編
『
仏
教
と
社
会
：
仲
尾
俊
博
先
生
古
稀
記
念
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
九
〇
年
所
収
）

善
裕
昭
「
幸
西
の
一
念
義
（
一
）
」（
『
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
』
一
八
、
一
九
九
〇
年
）
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藤
原
正
語
「
法
然
門
下
に
於
け
る
宋
代
浄
土
教
受
容
の
意
義
」

（
『
龍
谷
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
人
文
学
研
究
』
一
一
、
一
九
九
〇
年
）

浅
井
成
海
「
親
鸞
の
仏
土
観
（
二
）
―
真
の
報
仏
土
に
つ
い
て
―
」
（
『
龍
谷
大
学
論
集
』
四
三
八
、
一
九
九
一
年
）

楠
淳
證
「
良
遍
の
浄
土
教
思
想
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
龍
谷
大
学
論
集
』
四
三
八
、
一
九
九
一
年
）

平
松
令
三
「
古
写
本
親
鸞
聖
人
有
念
無
念
御
書
」
解
説
（
『
高
田
学
報
』
七
九
、
一
九
九
一
年
）

青
木
淳
「
空
阿
弥
陀
仏
明
遍
の
研
究
―
特
に
仏
師
快
慶
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
―
」

(

『
印
仏
研
』
四
〇-

二
、
一
九
九
二
年)

廣
川
堯
敏
「
金
沢
文
庫
本
『
観
経
疏
聞
書
』
と
『
光
明
抄
』
―
良
忠
教
学
の
思
想
基
盤
―
」

（
『
浄
土
宗
学
研
究
』
一
八
、
一
九
九
二
年
）

青
木
淳
「
空
阿
弥
陀
仏
明
遍
の
研
究(

Ⅱ)
―
『
明
義
進
行
集
』
の
記
事
よ
り
み
た
信
仰
者
の
血
族
的
結
衆
に
つ
い
て

の
一
考
察
―
」(

『
印
仏
研
』
四
一-

二
、
一
九
九
三
年)

伊
東
順
浩
「
親
鸞
の
化
土
思
想
の
成
立
」
（
『
真
宗
研
究
会
紀
要
』
二
五
、
一
九
九
三
年
）

浅
野
教
信
「
『
末
灯
鈔
』
解
説
」

（
龍
谷
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
編
『
龍
谷
大
学
善
本
叢
書

末
灯
鈔

御
消
息
集
』
一
二
、
同
朋
舎
、
一
九
九
三
年
所
収
）
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青
木
淳
「
空
阿
弥
陀
仏
明
遍
の
研
究(

Ⅲ)

―
中
世
高
野
山
に
お
け
る
結
衆
と
そ
の
背
景
―
」

(

『
印
仏
研
』
四
二-

二
、
一
九
九
四
年)

末
木
文
美
士
「
書
評

平
雅
行
著
『
日
本
中
世
の
社
会
と
仏
教
』
」
（
『
史
学
雑
誌
』
一
〇
三-

二
、
一
九
九
四
年
）

關
恒
明
「
明
遍
に
つ
い
て
の
一
考
察
」(

『
大
正
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
一
八
、
一
九
九
四
年)

廣
川
堯
敏
「
然
阿
良
忠
と
諸
行
本
願
義
」
（
『
印
仏
研
』
四
二-

二
、
一
九
九
四
年
）

堀
祐
彰
「
親
鸞
に
お
け
る
宋
代
浄
土
教
受
容
に
つ
い
て
」
（
『
印
仏
研
』
四
四-

一
、
一
九
九
五
年
）

大
谷
義
博
「
『
唯
信
鈔
文
意
』
の
問
題
点
―
宗
祖
の
来
迎
観
と
そ
の
根
底
に
あ
る
も
の
―
」

（
佛
光
寺
教
学
研
究
会
編
『
仏
光
寺
の
歴
史
と
教
学
』
法
蔵
館
、
一
九
九
六
年
所
収
）

廣
川
堯
敏
「
初
期
良
忠
教
学
の
形
成
過
程
―
金
沢
文
庫
本
『
観
経
疏
玄
義
分
聞
書
』
第
一
を
中
心
と
し
て
―
」

（
『
浄
土
宗
学
研
究
』
二
三
、
一
九
九
六
年
）

平
雅
行
「
仏
教
思
想
研
究
と
顕
密
体
制
論
」
（
『
日
本
史
研
究
』
四
二
二
、
一
九
九
七
年
）

新
間
水
緒
「
流
布
本
『
発
心
集
』
成
立
試
論
―
神
祇
説
話
を
手
が
か
り
と
し
て
―
」

（
説
話
と
説
話
文
学
の
会
編
『
中
世
説
話
文
学
の
世
界
』
清
文
堂
出
版
、
一
九
九
七
年
所
収
）

廣
川
堯
敏
「
初
期
良
忠
教
学
の
形
成
過
程
―
金
沢
文
庫
本
『
観
経
疏
聞
書
』
第
一
を
中
心
と
し
て
―
」
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（
『
浄
土
宗
学
研
究
』
二
三
、
一
九
九
七
年
）

岡
亮
二
「
親
鸞
の
仏
身
・
仏
土
観
―
和
語
聖
教
を
中
心
に
―
」
（
『
真
宗
学
』
九
七
・
九
八
、
一
九
九
八
年
）

加
藤
義
諦
・
稲
田
廣
演
「
証
空
の
関
東
遊
化
と
親
鸞
の
帰
洛
（
前
編
）
」
（
『
深
草
教
学
』
一
八
、
一
九
九
八
年
）

武
田
晋
「
親
鸞
の
来
迎
観
」
（
『
真
宗
研
究
』
四
二
、
一
九
九
八
年
）

常
盤
井
和
子
「
末
灯
鈔
を
読
み
解
く
―
そ
の
第
七
通
、
第
十
六
通
、
第
十
九
通
、
第
二
十
通
に
つ
い
て
―
」

（
『
高
田
学
報
』
八
七
、
一
九
九
九
年
）

末
木
文
美
士
「
鎌
倉
仏
教
研
究
を
め
ぐ
っ
て
―
平
雅
行
氏
に
再
度
答
え
る
」

（
平
井
俊
栄
記
念
論
集
『
三
論
教
学
と
仏
教
思
想
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
〇
年
）

那
須
一
雄
「
弁
長
・
良
忠
に
お
け
る
難
易
二
道
解
釈
に
つ
い
て
」
（
『
印
仏
研
』
四
九-

一
、
二
〇
〇
〇
年
）

平
松
令
三
「
善
光
寺
勧
進
聖
と
親
鸞
」(

『
高
田
学
報
』
八
八
、
二
〇
〇
〇
年)

山
崎
哲
「
成
覚
房
幸
西
の
研
究
」
（
『
駒
沢
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
』
三
三
、
二
〇
〇
〇
年
）

吉
田
淳
雄
「
鎌
倉
時
代
の
「
諸
行
本
願
義
」
に
つ
い
て
：
『
浄
土
法
門
源
流
章
』
記
載
の
諸
師
事
蹟
を
中
心
に
」

（
『
佛
教
文
化
学
会
紀
要
』
一
〇
、
二
〇
〇
一
年
）

安
藤
章
仁
「
顕
智
筆
『
聞
書
』
に
つ
い
て
」
（
『
印
仏
研
』
五
〇-
二
、
二
〇
〇
二
年
）
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上
野
陽
子
「
敬
仏
房
―
（
東
国
と
由
縁
の
人
び
と
）
―
」
（
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
六
七-

一
一
、
二
〇
〇
二
年
）

善
裕
昭
「
幸
西
の
一
念
義
（
一
）
」
（
『
佛
教
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
一
八
、
一
九
九
〇
年
）

梯

信
暁
「
臨
終
来
迎
信
仰
の
形
成
」
（
『
大
谷
女
子
大
学
文
化
財
研
究
』
二
、
二
〇
〇
二
年
）

佐
藤
も
な
「
真
言
教
学
に
お
け
る
浄
土
観
―
道
範
の
場
合
―
」
（
『
宗
教
研
究
』
七
五-

四
、
二
〇
〇
二
年
）

佐
藤
も
な
「
中
世
真
言
宗
に
お
け
る
浄
土
思
想
解
釈
―
道
範
『
念
仏
秘
密
抄
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」

（
『
印
度
哲
学
仏
教
学
研
究
』
九
、
二
〇
〇
二
年
）

中
川
和
則
「
大
名
目
解
説
」（
真
宗
高
田
派
教
学
院
編
『
高
田
古
典
』
四
、
真
宗
高
田
派
宗
務
院
、
二
〇
〇
二
年
所
収
）

松
崎
憲
道
「
成
覚
房
幸
西
の
廃
立
に
つ
い
て
―
聖
道
門
の
取
り
扱
い
を
中
心
と
し
て
―
」

（
『
宗
教
研
究
』
三
三
一
、
二
〇
〇
二
年
）

井
上
見
淳
「
親
鸞
に
お
け
る
偽
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
一
試
論
―
真
仮
偽
判
へ
の
疑
問
を
通
し
て
―
」

（
『
龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
二
五
、
二
〇
〇
三
年
）

殿
内
恒
「
法
然
門
下
に
見
る
曇
鸞
教
学
の
受
容
―
隆
寛
・
親
鸞
の
教
学
的
特
色
―
」

（
浅
井
成
海
編
『
法
然
と
親
鸞
：
そ
の
教
義
の
継
承
と
展
開
』
永
田
文
昌
堂
、
二
〇
〇
三
年
所
収
）

平
松
令
三
「
資
料
復
刻

浄
土
真
宗
聞
書
（
高
田
山
蔵
）
〔
含
解
説
〕
」
（
『
高
田
学
報
』
九
一
、
二
〇
〇
三
年
）
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蒲
池
勢
至
「
親
鸞
の
信
心
・
門
弟
の
信
仰
」（
草
野
顕
之
編
『
信
の
念
仏
者
親
鸞
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
所
収
）

黒
田
義
道
「
初
期
真
宗
に
お
け
る
知
識
帰
命
説
の
成
立
に
つ
い
て
―
『
信
海
聞
書
』
を
手
が
か
り
に
―
」

（
『
真
宗
研
究
会
紀
要
』
三
六
、
二
〇
〇
四
年
）

林
田
康
順
「
良
忠
上
人
撰
『
領
解
末
代
念
仏
授
手
印
』
を
め
ぐ
る
一
考
察
―
機
辺
の
三
心
―
」

（
『
印
仏
研
』
五
三-

、
二
〇
〇
四
年
）

一

常
磐
井
和
子
「
末
灯
鈔
を
読
み
解
く
（
七
）
」
（
『
高
田
学
報
』
九
三
、
二
〇
〇
五
年
）

永
村
眞
「
「
消
息
」
と
「
聖
教
」
―
親
鸞
に
よ
る
東
国
教
化
の
一
齣
―
」

（
大
金
宣
亮
氏
追
悼
論
文
集
刊
行
会
編
『
古
代
東
国
の
考
古
学
：
大
金
宣
亮
氏
追
悼
論
文
集
』
慶
友
社
、
二
〇
〇
五
年
所
収
）

前
田
壽
雄
「
證
空
に
お
け
る
来
迎
思
想
」
（
『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
二
〇
、
二
〇
〇
五
年
）

龍
口
恭
子
「
「
登
山
状
」
の
形
成
に
関
す
る
一
考
察
―
「
雄
俊
伝
」
を
中
心
に
―
」

（
『
宗
教
研
究
』
七
四-

九
、
二
〇
〇
六
年
）

永
村
眞
「
親
鸞
聖
人
の
消
息
と
法
語
―
主
に
高
田
専
修
寺
所
蔵
自
筆
「
消
息
」
を
通
し
て
―
」

（
『
高
田
学
報
』
九
四
、
二
〇
〇
六
年
）

前
田
壽
雄
「
親
鸞
聖
人
に
お
け
る
来
迎
の
問
題
」
（
『
宗
学
院
論
集
』
七
八
、
二
〇
〇
六
年
）
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五
来
重
「
高
野
聖
」(

五
来
重
『
五
来
重
著
作
集
二

聖
の
系
譜
と
庶
民
仏
教
』
法
蔵
館
、
二
〇
〇
七
年
所
収)

五
来
重
「
善
光
寺
ま
い
り
」(

五
来
重
『
五
来
重
著
作
集
二

聖
の
系
譜
と
庶
民
仏
教
』
法
蔵
館

二
〇
〇
七
年
所
収)

佐
長
道
亮
「
良
遍
の
浄
土
教
思
想
に
関
す
る
諸
問
題
」
（
『
宗
学
院
論
集
』
七
九
、
二
〇
〇
七
年
）

那
須
一
雄
「
蓮
華
谷
明
遍
の
浄
土
教
思
想
」(

『
印
仏
研
』
五
六-

一
、
二
〇
〇
七
年)

井
上
雅
翁
「
光
明
山
寺
を
中
心
と
し
た
南
都
浄
土
教
の
展
開
」(

『
研
究
紀
要
』
九
、
二
〇
〇
八
年)

新
倉
和
文
「
貞
慶
の
阿
弥
陀
信
仰
と
『
発
心
講
式
』
に
つ
い
て
」

(

『
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
八
、
二
〇
〇
八
年)

新
倉
和
文
「
貞
慶
著
『
観
世
音
菩
薩
感
応
抄
』
の
翻
刻
並
び
に
作
品
の
意
義
に
つ
い
て
―
阿
弥
陀
信
仰
か
ら
観
音
信

仰
へ
―
」(

『
南
都
仏
教
』
九
二
、
二
〇
〇
八
年)

楠
淳
證
「
貞
慶
の
弥
陀
信
仰
再
考
―
本
願
念
仏
臨
終
来
迎
論
と
報
仏
一
体
同
処
論
に
よ
る
「
凡
入
報
土
」
の
展
開
―
」

（
『
南
都
仏
教
』
九
三
、
二
〇
〇
九
年
）

嵩
満
也
「
親
鸞
の
教
学
形
成
と
本
覚
思
想
」
（
『
真
宗
研
究
会
紀
要
』
四
一
、
二
〇
〇
九
年
）

廣
川
尭
敏
「
法
然
上
人
及
び
門
下
に
お
け
る
至
誠
心
釈
の
諸
相
」(

『
浄
土
宗
学
研
究
』
三
六
、
二
〇
〇
九
年)

楠
淳
證
「
貞
慶
撰
『
安
養
報
化
』
（
上
人
御
草
）
の
翻
刻
読
解
研
究
」
（
『
南
都
仏
教
』
九
五
、
二
〇
一
〇
年
）
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豅
弘
信
「
「
三
夢
記
」
考
」
（
『
宗
教
研
究
』
八
四-

三
、
二
〇
一
〇
年
）

那
須
一
雄
「
明
遍
教
学
と
静
遍
教
学
」(

『
宗
教
研
究
』
八
三-

四
、
二
〇
一
〇
年)

野
呂
靖
「
日
本
華
厳
に
お
け
る
「
安
養
報
化
」
論
義

」
（
『
印
仏
研
』
五
八-

二
、
二
〇
一
〇
年
）

沼
倉
雄
人
「
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』
の
異
本
に
つ
い
て
」
（
『
浄
土
学
』
四
八
、
二
〇
一
一
年
）

沼
倉
雄
人
「
良
忠
述
『
観
経
疏
伝
通
記
』
の
書
誌
的
整
理
と
末
書
に
つ
い
て
」

（
『
中
国
浄
土
教
と
そ
の
展
開
：
金
子
寛
哉
先
生
頌
寿
記
念
論
文
集
』
文
化
書
院
、
二
〇
一
一
年
）

日
野
慧
運
・
江
田
昭
道
「
『
末
燈
鈔
』
第
一
通
に
つ
い
て
の
註
釈
的
研
究
」

（
『
仏
教
文
化
研
究
論
集
』
一
三
・
一
四
、
二
〇
一
一
年
）

永
村
眞
「
親
鸞
と
良
忠
―
そ
の
教
化
と
教
説
―
」

（
今
井
雅
晴
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
編
『
中
世
文
化
と
浄
土
真
宗
』
思
想
閣
出
版
、
二
〇
一
二
年
所
収
）

殿
内
恒
「
真
宗
文
献
学
の
一
視
点-

普
遍
性
と
個
別
性-

」
(

『
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
五
一
、
二
〇
一
二
年)

清
水
谷
正
尊
「
西
方
指
南
抄
に
つ
い
て
」

（
清
水
谷
正
尊
『
「
西
方
指
南
抄
」
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
』
、
同
朋
舎
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
、
二
〇
一
三
年
所
収
）
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新
光
晴
「
西
方
指
南
抄
」
解
体
修
理
か
ら
の
新
事
実
」

（
新
光
晴
『
西
方
指
南
抄
』
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
、
同
朋
舎
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
、
二
〇
一
三
年
）

栗
山
俊
之
「
消
息
に
み
ら
れ
る
親
鸞
晩
年
の
教
学
的
営
為
」

（
『
筑
紫
女
学
園
大
学
・
短
期
大
学
部
紀
要
』
八
、
二
〇
一
三
年
）

殿
内
恒
「
二
〇
一
二
年
度
真
宗
研
究
例
会

真
宗
文
献
学
を
考
え
る
：
教
学
の
基
盤
と
し
て
」

(

『
真
宗
研
究
会
紀
要
』
四
五
、
二
〇
一
三
年)

沼
倉
雄
人
「
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』
の
研
究
」
（
大
正
大
学
博
士
論
文
、
二
〇
一
三
年
）

西
村
慶
哉
「
明
遍
教
学
の
研
究
」
（
龍
谷
大
学
修
士
論
文
、
二
〇
一
三
年
）

遠
藤
美
保
子
「
親
鸞
夢
記
と
行
者
宿
報
偈
を
読
み
直
す
：
二
十
五
三
昧
起
請
・
女
犯
・
宿
報
か
ら
」

（
『
高
田
学
報
』
一
〇
二
、
二
〇
一
四
年
）

那
須
一
雄
「
覚
明
房
長
西
に
お
け
る
『
観
無
量
寿
経
』
九
品
段
の
解
釈
」
（
『
印
仏
研
』
六
二-

二
、
二
〇
一
四
年
）

井
上
善
幸
「
「
如
来
と
等
し
」
の
根
拠
と
し
て
の
第
十
七
願
理
解
に
つ
い
て
」
（
『
真
宗
学
』
一
三
一
、
二
〇
一
五
年
）

高
田
文
英
「
弁
長
・
良
忠
上
人
の
異
義
批
判
と
親
鸞
聖
人
」
（
『
龍
谷
教
学
』
五
〇
、
二
〇
一
五
年
）

田
中
夕
子
「
念
仏
聖
信
仰
の
一
考
察
」
（
『
印
仏
研
』
六
三-

二
、
二
〇
一
五
年
）
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藤
井
淳
「
他
力
の
信
の
継
承
―
親
鸞
か
ら
善
鸞
へ
―
」
（
『
印
仏
研
』
六
三-

二
、
二
〇
一
五
年
）

岡
本
法
治
「
親
鸞
聖
人
は
、
な
ぜ
臨
終
来
迎
を
否
定
し
た
の
か
：
平
生
業
成
と
臨
終
来
迎
」

（
『
行
信
学
報
』
二
九
、
二
〇
一
六
年
）

金
信
昌
樹
「
親
鸞
の
来
迎
思
想
に
つ
い
て
」
（
『
真
宗
研
究
』
六
〇
、
二
〇
一
六
年
）

花
野
「
天
台
本
覚
思
想
と
親
鸞
」
（
『
現
代
と
親
鸞
』
三
四
、
二
〇
一
六
年
）

板
敷
真
純
「
初
期
真
宗
に
お
け
る
東
国
門
徒
の
臨
終
来
迎
観
」
（
『
印
仏
研
』
六
五-

二
、
二
〇
一
七
年
）

佐
竹
真
城
「
『
浄
土
法
門
源
流
章
』
所
説
の
長
西
教
義
考
：
「
浄
土
疑
芥
」
と
の
比
較
を
通
し
て
」

（
『
仏
教
学
研
究
』
七
三
、
二
〇
一
七
年
）

板
敷
真
純
「
初
期
真
宗
に
お
け
る
東
国
門
徒
の
戒
律
観
」
（
『
印
仏
研
』
六
六-

二
、
二
〇
一
八
年
）

森
新
之
介
「
八
巻
本
『
発
心
集
』
後
二
巻
後
人
模
作
説

―
巻
第
四
末
の
思
想
な
ど
に
着
目
し
て
―
」

（
『
早
稲
田
大
学
総
合
人
文
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
誌
』
六
、
二
〇
一
八
年
）

赤
松
信
映
・
佐
竹
真
城
・
西
村
慶
哉
「
（
共
同
研
究
）
称
名
寺
聖
教
『
法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て
（
一
）
―
概
要
と

巻
一
翻
刻
―
」
（
『
宗
学
院
論
集
』
九
一
、
二
〇
一
九
年
）

長
崎
陽
子
「
東
国
に
お
け
る
叡
尊
教
団
の
影
響
―
念
仏
の
縁
尽
き
た
地
と
善
鸞
の
呪
符
―
」
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（
『
行
信
学
報
』
三
二
、
二
〇
一
九
年
）

深
見
慧
隆
「
『
愚
禿
鈔
』
の
撰
述
時
期
に
つ
い
て
」
（
『
山
口
真
宗
教
学
』
三
〇
、
二
〇
一
九
年
）

深
見
慧
隆
「
顕
智
筆
『
大
名
目
』
の
研
究
」
（
『
真
宗
研
究
』
六
四
、
二
〇
二
〇
年
）





付
録

称
名
寺
聖
教

良
忠
『
玄
義
分
聞
書
』
翻
刻
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【
付
録
】
良
忠
『
玄
義
分
聞
書
』
翻
刻

凡
例

・
本
付
録
は
、
神
奈
川
県
称
名
寺
蔵
（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
管
理
）
『
玄
義
分
聞
書
』
を
底
本
と
し
た
。

・
読
解
の
便
を
図
り
、
本
文
の
字
体
は
可
能
な
限
り
新
字
通
行
体
に
あ
ら
た
め
て
翻
刻
し
た
。

・
た
だ
し
、
明
ら
か
な
誤
字
や
、
音
通
字
等
の
別
字
と
判
断
で
き
る
文
字
に
関
し
て
は
、
原
文
の
ま
ま
表
記
し
て
い
る
。

・
右
訓
の
略
字
（
シ
テ
→

）
な
ど
は
原
文
の
マ
マ
翻
刻
し
た
。

・
二
重
右
訓
に
つ
い
て
は
中
点
（
・
）
を
用
い
て
区
切
っ
た
。

・
繰
り
返
し
記
号
は
す
べ
て
「
々
」
で
翻
刻
し
た
。

・
中
略
記
号
は
本
文
中
に
「
○
」
で
示
し
た
。

・
改
行
お
よ
び
ス
ペ
ー
ス
は
原
文
に
従
い
、
行
頭
に
は
行
数
を
配
し
た
。

・
訂
記
や
補
記
な
ど
、
特
筆
す
べ
き
事
項
は
脚
注
に
て
示
し
た
。

・
原
文
の
細
字
は
見
た
目
通
り
翻
刻
し
た
。
た
だ
し
、
割
註
箇
所
に
つ
い
て
は
［

］
で
括
り
、
そ
の
改
行
位
置
ま
で

は
示
さ
な
か
っ
た
。

・
湮
滅
箇
所
に
つ
い
て
は
、
文
字
数
が
判
断
で
き
る
場
合
は
□
と
、
判
断
で
き
な
い
場
合
は
□
…
□
と
表
記
し
た
。
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・
本
文
の
抹
消
箇
所
に
つ
い
て
は
、
本
文
内
に
取
り
消
し
線
を
付
し
て
示
し
た
。

・
原
本
の
乱
丁
等
は
そ
の
ま
ま
示
し
た
が
、
明
ら
か
に
乱
丁
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
脚
注
に
て
言
及
し
た
。

・
本
文
中
の
右
に
つ
く
傍
注
は
【

】
を
用
い
て
本
文
中
に
示
し
た
。
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玄
義
分
聞
書

巻
一

〈
表
紙
情
報
〉

表
紙
な
し

〈
一
オ
〉

此
観
経
一
部
之
内
等
事
［
建
長
七
年
乙
卯
三
月
四
日
］

01

問
上
云
先
勧

今
云
先
作

而
中
間
無

ニ

02

次
後
之
言

其
二
先
字
何
意
歟

ノ

03

答
先
勧
之
先
対
長
行

先
作
之

ハ

ニ

04

先
対
依
文

故
所
対
異
也

ハ

05

問
偈
云
先

者
長
行
初
可
置
次
後

ヲ

ノ

ニ

06

之
言

如
何
答
偈
頌
長
行
既
異

07

序
分
正
宗
亦
別
故
不
云
次
後

也
凡

08

書
序

事
大
旨
製
作
畢
其

ヲ

ハ

ヲ

09

後
書
之

也
設
従
初

書

序

続
私

ト
モ

ヲ

テ

10

序

経
正
釈
書
次
後

事
不
亘
也

ニ

ノ

ヲ

ン

ト

11

部
字
事

12

玉
云
傍
口
切
分
別
也
広
韻
云
部
五

13

部
典
又
云

シ
ル
シ
署
也

14〈
一
ウ
〉

第
一
先
標
序
題
事

01

問
可
云
先
作
七
門
者
第
一
先
標
序
等

02

如
何
答
心
顕
故
重
不
牒

也
例
如
第
三

カ

テ

03

巻
始
雖
可
標
十
六
観
名

釈
対
文

ニ

ノ

ヲ

カ

04

料
簡
不
労
預
顕

也

ト

05

問
序
題
字
訓
如
何
答
文
句
一
云

06

序
者
訓
庠
序
文

同
記
云
庠

07

謂
安
庠
学
舎
養
宮
並
非
今

ニ

08

意

爾
雅
云
東
西
牆
謂
之
序

ニ

ト

09
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別
内
外

也
○
兼
用
安
庠
即
非

ル

10

忽
率
越
次

意
也
玉
云
似
呂

11

切
学
也
舒
也
長

イ
ウ幼
也
［
云
々
］

広
韻
云

12

庠

序
也
［
云
々
］

庠
玉
云
徐
章
切

シ
ヤ
ウ

13

礼
記
云
有
虞
氏
養
国
老
於
上

14〈
二
オ
〉

庠
養
庶
老
於
下
庠

上
庠
右

シ
ヨ

ニ

ハ

01

学
大
学
也
下
庠
左
学
小
学
也
［
云
々
］

ハ

02

題
玉
云
達
第
切
切
韻
云
書
題

03

説
文
云
額
也
已
上

04

然
則
凡
序
題
者

ツ
ヽ
メ
テ

促
舒
一
経
大
宗

①
テ

ノ

ヲ

05

略
題
一
部
元
意

也

ノ

ヲ

06

問
十
四
行
是
序
也
今
又
置
序
題

07

其
両
序
差
別
如
何
答
十
四
行
疏

08

序
也
文
云
今
乗
二
尊
教
広
開
浄
土

09

門

故
序
題
者
経
序
也
文
云
此
観

10

経
一
部
之
内
等

故
加
之
立
要
門
弘

11

願
述

経
大
意

為
経
序

事
分
明
也

セ
リ

ノ

ヲ

ノ

12

第
三
依
文
釈
義
事

13

問
今
第
三
依
文
釈
義
与
上
然
後
依

14〈
二
ウ
〉

文
釈
義
同
異
如
何
答
［
云
々
］

不
同
也

01

有
云
浄
心
房

彼
此
同
也
上
然
後
依
文

ノ

ト

02

云
指
二
三
四
巻

今
第
三
依
文
云

モ

ト

モ

03

指
二
三
四
巻

也
是
即
釈
経
之

04

常
法
開
大
意
釈
名
入
文
判
釈

05

三
門

故
今
亦
依
三
門
分
別

者
序

06

題
大
意
釈
名
々
々

第
三
可
依
文

ハ

ハ

ナ
レ
ハ

ハ

ト

07

①
促
舒
…
「
促
舒
」
と
上
書
訂
記
し
、
さ
ら
に
「
促
舒
」
と
右
傍
註
記
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釈
義

云
作
略
有
釈

也
然
而

ナ
ル

ノ

08

今
不
依
三
門
分
別

文
前
立
七
門

ハ

ニ

09

故
標
并
菩
薩
等

也

10

有
云
宗
旨
已
下
五
門
雖
為
文
前

而

ノ

モ

11

於
其
中

一
々
探
経
意

引
経
文

釈

ニ

ニ

ノ

12

其
義

故
且
属
依
文
釈
義
也
昇
蓮
房

13

有
人
難
云
若
爾
者
序
題
釈
名

14〈
三
オ
〉

又
可
依
文

云
々

覚
明
房

ナ
ル

01

今
云
上
下
依
文
釈
義
別
事
也
上
指

ノ

ハ

02

後
之
巻

下
於
文
前
七
門
中

亦
分
別

ノ

マ
キ
ヲ

ハ

ニ

03

文
前
依
文

也
序
題
経
序
也
文
前

ハ

ナ
ル

04

事
分
明
也
釈
名
如
是
我
聞
等
文

ハ

ノ

05

前

事
亦
顕
也
至
後
五
門
者
是

ナ
ル

06

雖
文
中
法
門

大
師
先
挙
大
要

故

ノ

ナ
リ
ト

07

文
前
釈
之

也
謂
宗
旨
観
仏
第

ニ

ノ

ハ

08

九
観
釈
之

念
仏
同

観
及
下

ニ

ハ
ヲ
ナ
シ

09

輩
観
釈
之
説
人
門
序
文
中

ニ

ハ

ニ

10

釈
之

定
散
料
簡
日
観
初
釈
之

ハ

11

経
論
相
違
上
輩
観
初
釈
之

韋

ハ

ノ

12

提
得
益
々
々
分
可
釈
之

也
故

ハ

ニ

13

属
依
文

也
然
而
分
文
細
々

レ
モ

ナ
ル

14〈
三
ウ
〉

中
釈

此
等
義

学
者
可
失
大
宗

ニ

セ
ハ

ノ

ヲ

01

故
先
文
前
挙
之

今
知
大
偈

也

ニ

02

是
故
源
出

文
中

今
云
依
文

釈

タ
レ
ハ

ニ

ハ

03

置

文
前

結
総
是
文
前

也

ス
レ
ハ

ト

04

問
五
門
皆
依
文

何
限
第
三

置
此

ナ
ラ
ハ

05

言

歟
答
挙
初
顕
後
也
故
宗
旨ハ

06

留
第
三

依
文
通
五
門

故
用
并

ハ

07
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字

若
依
文
宗
旨
倶
限
第
三

者

モ

モ

ニ

08

可
用
並
字

若
依
容
有
義

者

ヲ

ノ

09

可
置
雖
然
之
言

也
今
通
五
門

之
依
文

ハ

①

ト

10

与
限
第
三

之
宗
旨

此
通
別
中

ル

ニ

ノ

11

間
置
并
字

也

12

通
別
有
異
事

13

問
通
別
有
異
心
如
何
答
正
釈
下ニ

14〈
四
オ
〉

引
通
別
五
門

是
標
別
有
異

也

ヲ

ト

01

尋
云
有
異
者
通
与
別

云
異

歟
於
通

ヲ

02

別
門

亦
有
異
義

歟
答
通
別

ノ

ニ

03

即
異
也
又
云
於
通
別
門

諸
師
与

ノ

04

今
家

有
異

歟カ

05

問
今
通
別
指
通
別
五
門

者
通
別
五

ノ

06

門
倶
是
定
善
中
有
之

今
何
云

ハ

ニ

ノ

ニ

07

定
散
二
善
通
別
有
異

也

08

答
定
散
中
且
従
定
善

云
通
別
有

ニ

09

異
有
何
妨

歟
是
即
定
散
料
簡ハ

10

当
門
本
意
也
故
云
定
散

而
引
五

ノ

11

文

故
云
通
別
有
異

也

12

問
何
故
今
標
通
別
有
異

正
釈
中

略

ハ

ト

ニ
ハ
②

13

之

歟
答
今
具
挙
下

存
略
也
略

ハ

ニ

ニ
ハ

14〈
四
ウ
〉

意
定
散
料
簡
文
本
意
故
下

ハ

ハ

ノ

ノ

ニ
ハ

01

挙
之

略
通
別
有
異

也

02

第
六
和
会
経
論
相
違
等
事

03

問
此
標
章
名
目
意
如
何
答
和
会

ノ

04

経
論
相
違
者
総
広
施
等
二
句
別

ハ

05

①
依
文

…
右
傍
補
記

②
略
…
「
略
」
と
上
書
訂
記
し
、
さ
ら
に
「
略
」
と
右
傍
註
記

ト
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也
意
和
会
経
論
相
違

有
問
答
釈

ハ

ニ

ノ

06

疑

也

07

問
和
会
者
其
義
如
何
答
和
会
有

ニ

08

二

一

如
氷
水
解
結
雖
異

湿
性
一

ニ
ハ

カ

09

故
二

彼
此
別
物

和
会
無
相
違

ニ
ハ

ナ
レ
ト
モ

ト

10

是
和
会

各
拠
一
義

也
此
二
中
今

ス
ル

ニ

ノ

11

和
会
各
拠
二
義
也
観
経
説
他
力

ハ

ハ

12

故
凡
夫
入
報
土

仏
地
論
等
説

ニ

ハ

13

自
力

故
地
前
見
変
化
土

又
地
持

ハ

14〈
五
オ
〉

論
明
自
力
修
行
時
分

仁
王
瓔
珞

ハ

ノ

01

説
聖
道
入
証

観
経
他
力
頓
教

ノ

ヲ

ハ

ナ
ル
カ

02

故
生
人
凡
夫

頓
証
無
生

如
是

ナ
レ
ト
モ

ヲ

03

分
別
自
力
他
力
之
時
各
拠
一
義ニ

テ

04

和
会
不
相
違

也

ト

05

聞
仏
正
説
事

06

問
云
聞
仏
正
説

有
何
意

歟
答
総
得

07

益
正
説
益

挙

聞
仏
正
説

ハ

ノ

ナ
レ
ハ

ニ
テ
モ

ト

08

可

有

今
有
別
意

歟
其
故
序
中

ト
モ

ハ

ハ

ニ

09

有
即
得
無
生
之
文

故
為
簡
異
此

顕

ニ

10

聞
正
宗

云
得
益

之
義

歟

11

問
第
七
観
経
文

見
仏

得
無
生

見

ノ

ニ
ハ

タ
リ

12

今
何
云
聞
仏
正
説

歟
答
実

聞
見

ニ
ハ

13

具
足

得
無
生
也
故
得
益
分
経
文

シ
テ

ニ

14〈
五
ウ
〉

云
説
是
語
時
○
得
見
仏
身
等
已
上

01

故
無
異

聞
者
聞

前
六
観

見
者

02

見
三
尊

也

ミ
ル

03

得
益
事

04

問
益
字
何
意
歟
答
益
対
損

利

ハ

リ
ハ

05
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対
裏

造
悪
受
苦
裏
也
損
也
聞

ニ

ハ

06

法
悟
道
利
也
益
也
益
増
益
身

ハ

ハ

07

心

也
利
力
之
也
問
分
斉
意
如
何

ハ

08

答
得
所
分
斉
也
非
次
位
分
斉

也

ノ

ノ

ニ
ハ

09

序
題
事
同
五
日

10

序
題
門
中
大
分
為
三

標
謂
第
一

11

先
標
序
題
者
是
也
二
釈
窃

12

以
下
至
常
楽

以
来
是
也
三
結
謂

13

此
即
下
是
也
就
第
二
釈
中

有
二

14〈
六
オ
〉

一

明
仏
出
由
致

謂
真
如
下
至

ニ
ハ

ノ

ヲ

01

顕
照

以
来
是
也
二
正
明
教
興
利

02

生
之
相

亦
為
二

一

総
明
一
代
教

ニ
ハ

ノ

03

興

謂
故
大
悲
下
至
解
脱

以
来
是

04

也
二
別
明
浄
土
教
興
謂
然
衆

ノ

05

生
下
至
常
楽

以
来
是
也

06

窃
以
事
窃
念

立
五
章

述
聞

立

五
章

□
□

ニ

ル
カ

ヲ

07

問
雖
同
教
句

言
窃
以

者
有
由

事

①

ク

②
ナ
リ
ト
③

08

窃
謂
私
也
至

如

円
頓
止
観
中
窃

テ
ハ

ニ

09

念
五
章
記
者
説
述
聞
五
章
大
師

ノ

ハ

ノ

ハ

ノ

10

説
也
今
窃
以
大
師
私
言
聞

若
爾

モ

ト

タ
リ

ハ

11

不
明

疏
第
四
奥
云
毎
夜
要
中

ナ
ラ

ノ

ノ

ニ

ノ

カ
ニ

12

常
有
一
僧

而
来
指
授
玄
義
科

13

文
已
上

明
知
七
門
玄
義
皆
聖
僧
指

ニ

ヌ

ノ

14〈
六
ウ
〉

授

而
更
非
大
師
私
言

云
事
今
何

ニ

ニ

01

云
窃
以
歟
答
如
難

専
集
聖
僧

ラ

ム

ノ

02

説

雖
非
私
言

独
見
霊
瑞

独

ニ

リ

ヲ

03

①
雖
…
右
傍
補
記

②
句
…
右
訓
「
ナ
レ
ト
モ
」
と
あ
る
を
抹
消
し
「
ナ
リ
ト
」
と
左
傍
訂
記

③
言
…
「
云
」
を

「
言
」
と
右
傍
訂
記
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記
所
説

不
与
他
共
故
云
窃
以

也
例

04

如
法
花
玄
義
始
題

法
花
私
記

ノ

ニ
タ
ヒ
ヲ

ト

05

妙
楽
判

不
与
他
共
故
名
為
私ト

06

又
止
観
初
止
観
明
静
前
代

未
聞

ノ

ニ

ニ
ハ

07

智
者
開
皇
十
四
年
正
月
廿
八
日

08

於
彼
玉
泉

而
説
止
観
一
夏

09

敷
揚
二
時
慈
霔
妙
楽
暁

之
文

シ

①

②

メ
ン
ト

ヲ

10

給
云
諸
経
序
意

也

釈

同
聞

③
ニ

テ

ノ

ニ

④

ト

11

衆

事

云
既
是
私
記
故
闕
同

ヲ

12

聞
已
上

今
亦
如
此
独
【
聞
】

見
独
記
是
不
云

13

窃
以
歟

14〈
七
オ
〉

真
如
広
大
乃
至
莫
窮
其
際
事

01

問
此
文
大
意
如
何
答
此
文
挙

不
知

ハ

02

之
人

顕

妙
理
甚
深

事

也
是
当

ス

ノ

ナ
ル

ヲ

ハ

03

遮
情
門

亦
是
真
理
遮
詮
也

ニ

ノ

04

問
真
如
名
義
如
何
答
唯
識
論
云

ノ

05

真
謂
真
実
顕
非

虚
妄

如
謂
如

ハ

コ
ト
ヲ

ハ

06

常
表
無

変
易

已
上

起
信
論
云
所
謂

ス

コ
ト
ヲ

07

【
真
也
】

心
性
【
名
也
】

不
生
不
滅
一
切
諸
法
唯
依
妄

ハ

08

念也
而
有
差
別

若
離

心
念

即
無
一
切
境

モ

ヌ
レ
ハ

シ

09

界
之
相

是
故
一
切
法
従
本

已
来
離

ノ

タ

10

言
説
相

離
名
字
相

離

心
縁
相

【
真
也
】

畢

ノ

タ
リ

11

竟
平
等
無
有
変
異
不
可
【
如
也
】

破
懐

唯
是
一
心ナ

リ

12

故
名ク

真
如

以

一
切
言
説
仮
名
無
実

但

ト

ノ

ハ

ナ
リ

13

随
妄
念

不
可
得

故

テ

ニ

ナ
ル
ヲ

14

①
慈
…
右
傍
に
「
ス
」
と
あ
り

②
妙
楽
…
右
傍
補
記

③
給
云
…
「
給
云
」
と
上
書
訂
記

④
也
…
「
也
」
と
上
書

訂
記
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〈
七
ウ
〉

問
真
理
離

大
小
広
狭

何
云
広
大

歟

タ
リ

01

答
誠
真
如
実
体
雖
非
広
大

其
理

ニ

ノ

ハ

02

遍

万
法

所
遍
万
法
広

能
遍
真

セ
リ

ノ

ケ
レ
ハ

03

如
且
云
広
大

也
謂
万
法
与
真
如

其

ヲ

04

体
一
故
互
通

時
万
法
有
分
界

カ

ニ

ニ

ス
ル

ハ

05

無
実
体

真
如
者
実
体

無
分
界

06

此
故
真
如
遍

一
塵

之
時
全
遍
而

ニ

ニ

07

非
分
遍

言
一
塵
所
遍
真
如
之

ハ

ノ

ノ

08

外
無

後
真
如

也
又
万
法
遍

真
如

ニ

09

之
時
一
塵
帰

真
如

而
此
所
遍

シ

ニ

10

真
理
之
外
無

後
真
如

非
如

行

ニ

シ

シ

11

雲
之
走

太
虚

也

ハ
シ
ル
カ

ニ

12

問
五
乗
者
何
等
歟
答
人
乗
五
戒

13

天
乗
［
八
戒
十
戒
禅
定
］

声
聞
乗
［
四
諦
四
果
］

辟

14

〈
八
オ
〉

支
仏
乗
［
十
二
因
縁
一
果
］

菩
薩
乗
［
四
弘
六
度
万
行
也
］

01

人

02

天

03

法
花
五
乗

声
聞

04

開
小

05

縁
覚

06

仏
菩
薩

合
大

07

人

08

天

09

智
論
五
善
根

二
乗

合
小

10

菩
薩

11

仏

開
大

12
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人
天

合
凡

13

声
聞

14

勝
曼
四
蔵

15

縁
覚

開
聖

16

菩
薩

17

今
云
総
云
五
乗
之
時
第
五
菩
薩
摂
大

ハ

ノ

ニ

18

小
菩
薩

謂
小
乗
三
祗
百
劫
因
時

ハ

ノ

19

未
断
之
凡
夫
菩
薩
及
大
乗
五
十
一
位

ノ

ノ

ノ

20

菩
薩
皆
菩
薩
乗
摂
也
而
今
五
乗
之
言

ノ

ニ
ハ

21〈
八
ウ
〉

不
可
摂
十
地

也
下
別
挙
十
地

意
也

01

問
五
乗

云
不
測
其
辺

十
地
云
莫
窮

ヲ
ハ

02

其
際

何
意
歟
答
五
乗
下
分
不
測

ニ

ノ

03

会
未
見
性

也
十
地
下
云
莫
窮

分

04

証
未
窮
也
而
世
人
無
此
分
別

而
上

ヲ

05

五
乗
摂
十
地

下
十
聖
別

重
挙
也

ニ

ノ

ニ

シ
テ

テ

ト

06

云
大
錯

無
量
義
経
云
唯
仏
与

ハ

ニ

レ
リ

07

仏
乃
能
究
了
已
上

伝
教
大
師
釈

唯

08

仏
者
妙
覚
与
仏
者
住
行
向
地
等
覚

09

究
者
妙
覚
所
了

々
者
四
十
一
位
分

ノ

ノ

10

了

給
ヘ
リ
加
之
諸
論
中
皆
談
此
旨

ト

ニ

11

故
今
五
乗
中
之
菩
薩
乗

不
可
取
十

ノ

ノ

ニ
ハ

12

地
以
地
前

可
摂
五
乗

也

13

問
法
性
者
其
体
如
何
答
真
如
法
性

14〈
九
オ
〉

同
体
異
名
也

01

問
法
性
名
義
如
何
答
胎
経
云
法
性

ノ

02

如
大
海
不
説
有
是
非
凡
夫
賢
聖
人

03
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平
等
無
高
下
唯
在
心
垢
滅
取

04

證
如
変
掌
已
上

大
乗
止
観
云
法
者
一

05

切
法

○
以
此
浄
心

○
能
与
諸
法

作
体

也

ナ
リ

ク

ニ

ノ

ス

06

又
性
者
体
実
不
改
義

○
諸
法

ナ
リ

07

之
相
自
有
生
滅

故
名
虚
妄

此
心

ヲ

リ

08

真
実

不
改
不
滅

故
名
法
性

也
已
上

ニ

ナ
リ

ト

09

釈
論
鈔
云
問
曰
真
法
性
本

浄
妄

セ
ウ

ノ

ヨ
リ

シ

10

念
何
由
起
故
淸
凉
答
曰
迷
心
妄

ニ

テ

ヤ

テ

ハ

11

念

生
迷
心
即
用
妄
生
即
体
已
上

ヲ
□

ス

ハ

12

弘
決
五
云
法
性
本

浄
我
無
始

迷

ハ

ヨ
リ

シ

ヨ
リ

ヘ
リ

13

故
迷
成

自

望
情
為
他
自
非
内

ニ

ヒ

ス

ヲ

テ

ス

14〈
九
ウ
〉

重

何
能
生

悟

故
知
生
悟

力
在
真

ニ

コ
ト

ヲ

01

如

故
以
冥
薫

為
外
護

也

ト

02

真
如
乃
至
不
動
事
同
六
日

03

問
文
大
意
如
何
答
明

真
理
之
通

万

ノ

①

04

法

之
事

也
是
約
表
徳
円

又
是
真

ヲ

ニ

05

理
表
詮
也
言
上
遮
下
表

事
真

ノ

ハ

ニ

シ

ス
ル

ハ

06

理
因
人
不

知

而
凡
聖
皆
具
也
等

ハ

ト
モ

07

覚
尚
不

見
聞

三
途
等
具

ト
モ

ク

08

足

也

ス
ト

09

問
体
量
之
性
無
辺
之
体
其
義
如
何

10

答
未
検

之

但
試

解
者
体
量
者

カ
ン
カ
ヘ

コ
ヽ
ロ
ミ
ニ

11

随
縁
真
如
量
性
者
不
変
真
如

12

無
辺
者
随
縁
法
性
辺
体
者
不

13

変
法
性
也
言
体
量

者
体
謂
理
体

②

14〈
一
〇
オ
〉

量
謂
事
相
体
家
之
量
即
随

01

①
之
…
「
之
」
と
上
書
訂
記

②
法
…
上
欄
補
記
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縁
真
如
也
言
量
性
者
量
謂
事

02

相
性
謂
理
性
量
家
之
性
即
不

03

変
真
如
也
言
無
辺
者
無
謂
性
空①

04

辺
謂
事
法
無
家
之
辺
也
即
随

05

縁
法
性
也
言
辺
体
者
辺
謂
事

06

相
体
謂
理
体
辺
家
之
体
即
不

07

変
法
性
也
今
此
二
如
二
性
諸
仏

ハ

08

二
智
之
境
界
真
俗
二
諦
之
法
門

09

也
謂
随
縁
俗
諦
仏
後
得
智
之

ク

ハ

ノ

10

境
也
不
変
真
諦
仏
正
体
智
之
境

也

ハ

キ
ヤ
ウ

11

此
二
如
二
性
本_

自
在
衆
生
妄
心

故

ノ

12

云
不
出
蠢
々
之
心

言
蠢
々
者

13

即
是
妄
心
真
妄
交
徹
故
云

ケ
ウ

14〈
一
〇
ウ
〉

不
出

妄
心
無
体

即
是
真
心
故

01

云
不
動

仁
王
云
衆
生
蠢
々
都
如

02

幻
虚
已
上

又
上
言
諸
仏
二
智
之
境

②

ニ

ク

03

真
俗
二
諦
之
法
即
不
出
衆

04

生
心
法

也
波
是
非
水

哉
花
即

ノ

05

是
蹇
也
難
云
我
等
之
心
具
二
如

③

ニ

06

事
誰
信
之

謂
設
理
性
一
味
故

07

雖
遍
妄
法

於
事
法

者
四
衍
四

ホ
ウ

08

生
種
類
各
別
也
我
等
即
五
道

ノ

09

之
中
人
道
四
生
之
中
胎
生
也
何

10

我
等
妄
心
遍

四
衍
四
生
之
万
法

如
何

セ
ム

11

答
縁
起
万
法
雖

各
々
別
異
也

ノ

ト

12

一
々
不
出
心
性

々
々
無

全
遍
万
法

ニ

ヲ

13

若
自
妄
心
所
執

見

一
向
不
融

若

レ
ハ

ニ

14

①
空
…
「
冥
」
を
「
空
」
と
右
傍
訂
記

②
虚
…
「
居
」
を
「
虚
」
と
右
傍
訂
記

③

蹇
…
「
空
歟
」
と
右
傍
註
記
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〈
一
一
オ
〉

拠
心
性
縁
超

思

相
鎔
無

也

ノ

ヒ

ヘ
ハ

ヨ
ウ

01

無
塵
乃
至
湛
然
事

02

問
文
意
如
何
答
凡
聖
所
具
真
理

ノ

03

平
等
本
来
具
足

寂
照
体
用

言

コ
ト
ヲ

ヲ

ハ

04

諸
仏
所
具
真
理
与
凡
夫
所
具ノ

05

真
理

倶
備
恒
沙
万
徳

無
少
差

ニ

ヲ

06

別

也

07

問
無
塵
法
界
何
物
歟
答
起
信
論
云

08

三
界
虚
偽
唯
心
所
作
離
心

即
無

ノ

09

六
塵
境
界
已
上

真
諦
摂
論
五
云

10

分
別
性
相
者
実
無
有
塵
唯
有

11

識
体
顕
現
為
塵
是
ミ
ヤ
ウ
名
分
別
性

ナ

12

相

已
上

又
云
此
一
切
識
無
塵
故
成
唯
識

已
上

13

故
知
今
無
塵
者
理
中
無
六
塵

云

ニ

ヲ

14

〈
一
一
ウ
〉

無
塵

也
言
法
界
者
理
之
異
名
也

01

界
謂
性
也
性
言
体
也

ノ

ハ

02

問
摂
論
無
塵
成
唯
識
義

識
是
智

ノ

ハ

ハ

03

也
今
文
無
塵
成
唯
理
之
義

彼
論

ハ

ヲ

04

何
成
今
証

歟
答
理
智
雖
異

無

シ
ヨ
ウ

05

塵
義
同
故
借
彼
言

名
此
真
理

也

シ

ヲ

06

又
旧
訳
摂
論
専
訳
智
即
是

ノ

ハ

07

理

不
同
唐
訳
理
智
各
別

理
名
無

08

塵

其
義
弥
明
也

09

問
両
垢
如
々
何
等
歟
答
真
諦
摂
論

10

五
云
論
曰
真
実
性
亦
有
二
種

一
自

ニ

ニ

11

性
成
就
釈

曰
謂
有
垢
真
如

論
曰

シ
テ

ク

ナ
リ

12

二
淸
浄
成
就
釈
曰
謂
無
垢
真
如

已
上

ナ
リ

13

意
云
真
実
性
者
真
理
也
自
性

14
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〈
一
二
オ
〉

成
就
者
衆
生
真
理
雖
所
覆
煩
悩

ノ

ニ

01

而
理
性
清
浄

事
如
泥
中
蓮
花

ナ
ル

02

為
泥
不
染
也
本
論

指
之

名
自

ニ
ハ

03

性
成
就

釈
論
解
之

為
有
垢
真
如

ハ

ト

04

也
是
即
在
纏
真
如
也
次
仏
果
所

05

具
真
理
不
為
惑
所
染

本
論
指
之

ノ

06

名
清
浄
成
就

釈
論
為
無
垢
真
如

也

ト

07

問
二
真
如
中
凡
夫
具
有
垢
真
如

ニ

08

諸
仏
具
無
垢
而
今
何
云
両
垢
如
々

ヲ

09

該
於
含
識

歟
答
有
云
雖
挙
両

10

垢

心
取
有
垢

該
於
含
識

釈
也

テ

11

今
云
大
乗
実
説
凡
夫
本
自
具
万

ノ

12

徳

諸
仏
不
始
得
一
法

妙
楽
云
三

ヲ
モ

13

千
在
理
同
名
無
明

三
千
果
成

14

〈
一
二
ウ
〉

咸
称
常
楽

已
上

故
両
垢
如
々
約

ク

ス

01

其
体
性

凡
具
無
垢

聖
具
有

モ

モ

02

垢

也
難
云
理
体
設
同

若
論

ト
モ

ハ

03

縁
起

迷
悟
既
別

有
垢
無
垢
之

ナ
リ

04

義
迷
悟
分
別
之
名
目
也
何
猥

混

ミ
タ
リ
カ
ハ
シ
ク
ヒ
タ
ヽ
ケ
テ

05

迷
悟
而
彼
此
互
通
歟
答
有

06

垢
無
垢
名
目
迷
悟
分
別
之
上
雖
立

ノ

ハ

07

之

其
迷
悟
体
是
理

性
相
無

故

ナ
リ

ノ

ニ

08

融

也
性
不

相

故
分
別
有
垢
無

ス
ル

09

垢

相
不

性

凡
聖
具
両
垢

也
例

10

如

五
仏
性
中
果
性
果
々
性
定
当

11

得
之

妙
楽
云

即
五
仏
性
皆
在

ト
モ

カ

12

衆
生

也
文
句
十
云
果
中
菩
提
及
以

ニ

13

涅
槃
名
為
果
性
果
々
性
定
当
得
之

14
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〈
一
三
オ
〉

問
恒
沙
功
徳
等
意
如
何
答
凡
聖

01

所
具
之
理
中
倶
備
万
徳

云
也

ニ

02

起
信
論
云
以
如
来
蔵
従
本
已
来

ハ

03

唯
有
過
恒
河
沙
等
諸
浄
功
德

不

テ

ノ

ノ

04

離

不
断

不
異
真
如
義

故
已
上

05

言
寂
用
者
寂
謂
自
性
妙
徳
用
謂
随

ノ

①

06

縁
応
用
是
即
理
性
寂
照
也

ノ

ノ

07

問
理
中
寂
照
倶
理
同
故
衆
生
可

ノ

ノ

ハ

カ

08

具
足

其
中
照
用
正
施

浄
用
利

ノ

シ
テ

ヲ

09

益
衆
生

事
凡
夫
亦
可
具
之

歟

10

答
従
無
始

施
用

利
生

衆
生
迷
故

カ

11

不
知
己
徳

也
又
寂
照
無
二

本
有

カ

12

常
住
故
云
湛
然

々
々
常
住
義
也

ハ

13

但
以
垢
障
乃
至
顕
照
事
同
九
日

14〈
一
三
ウ
〉

問
文
大
意
如
何
答
上
釈
所
迷
□
如

ノ

ニ

ノ

ヲ

01

今
挙
能
迷
惑
除
事

也
起
信
論
云

ク

ヲ

02

真
如
本
一

而
有
無
量
無
辺
無
明

ト
モ

テ

03

従
本

已
来
自
性
差
別
厚
薄
不

04

同
故

過
恒
河
沙
等
上
煩
悩
依
無
明

起

カ

ノ

②

③

ス

05

差
別

我
見
愛
染
煩
悩
依
無
明

ヲ

06

起
差
別

○
唯
如
来
能
知

故
若
不

ヲ

ヘ
ル
カ

ニ

ト
モ

07

遇
諸
仏
菩
薩
善
知
識
等

以
之

為
縁

テ

08

能
自
断
煩
悩

入
涅
槃

者
即
無
有
是

ク

シ

ラ

ニ

09

処
已
上

問
理
性
之
中
含
蔵
善
悪

10

諸
法

若
爾
者
可
云
隠
染
浄
之
体

11

何
云
隠
浄
体

歟
爰
以
天
台

立

性
善

ニ
ハ

タ
リ

ノ

12

①
用
…
右
傍
補
記

②
煩
悩
…
「
総
起
貪
等
也
」
と
右
傍
註
記

③
無
明
…
「
根
本
無
明
也
」
と
右
傍
註
記
）
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悪
像
善
悪
釈
云
仏
本
不
断
性
悪
法

故

ヲ
①
ノ

ヲ

13

性
悪
若
断
普
現
色
身
従
何

14〈
一
四
オ
〉

而
立
已
上

又
云
闡
提
断
修
善

但
有

01

性
善
在

如
来
断
修
悪

但
有

性
悪

ハ

ト

02

在

已
上

若
爾
者
悟
中
有
唯
浄
功
徳

03

云
事
不
明
如
何
答
此
事
可
別
習

ニ

04

事
也
所
詮
彼
此
不
可
違

也
約
其
自

05

性
者
善
悪
諸
法
理
中
具
足

ノ

ニ

セ
リ

06

約
其
起
用

者
染
浄
二
用
全
別
也

07

如
来
所
具
性
悪
三
諦
悟
也
即

ノ

ハ

ノ

08

達

性
悪
法

故
仏
不
起
染
用

不

②
ル
カ

ノ

ハ

セ
ム

ヲ

09

還
生
死

但
従
性
悪

施
浄
用

普

ニ

ヲ

10

現
色
身
不
窮
尽

闡
提
不
達
性

ハ

11

善

故
断
善
位

受
苦

也
知
与
不

ノ

ニ
ハ

12

知
達
与
不
達

迷
悟
之
用
迭
異
也

13

故
性
善
悪

総
名
浄
功
徳

也

ノ

ヲ
ハ

ト

14〈
一
四
ウ
〉

維
摩
経
云
但
除
其
不
除
其
法
已
上

③

01

無
行
経
云
貪
欲
是
道
恚
痴

④

02

亦
復
然
已
上

此
等
文
皆
説
性
悪
之
文
也

03

言
其
三
毒
即
仏
道
者
三
毒
之

04

性
即
理
故
誰
云
仏
果
之
中
有
□

カ

ニ

テ

05

貪
瞋
執
著

還

生
死

無
執
無

ヘ
レ
ト
ハ

ニ

06

始
是
浄
功
徳
也

07

故
大
悲
乃
至
永
花
事

08

問
文
大
意
如
何
答
上

明

衆
生

ノ

ニ
ハ

ス

09

所
具
真
如
為

如
来
出
興
由
致

之
事

タ
ル

ノ

10

①
「
像

善
悪

…
右
傍
補
記

②
達

…
「
在
」
を
「
達

」
と
右
傍
訂
記

③
不
…
「
執
」
と
右
傍
註
記

④
是
…
「
即
」

ノ

ヲ

ル
カ

ル
カ

と
右
傍
註
記
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今
正
明
能
化
大
悲
出
世
利
生
之

ハ

ク

ス

ノ

11

相

於
中

有
二
一

総
明
一
代
之
教

ヲ

テ

ニ

ニ
ハ

ス

12

興

謂
故
使
大
悲
下
至
解
脱

是
也

ヲ

ク

①

13

二

別
述
今
経
教
興
之
相

謂
然
衆

ニ
ハ

ニ

ノ

ヲ

ク

14〈
一
五
オ
〉

生
下
至
常
楽

是
也

ル

ニ

01

第
一
就
想
明
一
代
教
興
中

亦
有
二

ニ

02

一

略
明
謂
故
大
悲
下
至
永
夜

ニ
ハ

ス

03

夏
之
二
広
明
謂
三
標
下
至
解
脱

04

是
也
問
大
悲
隠
於
西
化
等
文
意
如
何

05

答
上
句
涅
槃
経
意
下
句
法
花
経
意
也

ハ

ノ

ハ

06

此
即
探
二
経
意

釈
々
迦
出
世
利
生
之

テ

ノ

ヲ

ス

ノ

07

相

也
謂
釈
迦
隠
無
勝
之
化
儀

入
娑
婆

08

之
火
宅

説
理
智
之
法
門

利
生
□

09

之
衆
生

給
也

10

四
十
涅
槃
経
廿
二
云
西
方
去
此
娑
婆

度

ヲ

11

四
十
二
恒
河
沙
等
諸
仏
国
土

彼
有
世

ヲ

ニ

12

界

名
曰
無
勝

彼
土
何
故
名
曰
無
勝

ヲ

ソ

ク

ト

13

其
土
所
有
荘
厳
之
事
悉
皆
平
等

ユ
ル

14〈
一
五
ウ
〉

無
有
差
別

猶
如
西
方
安
楽
世
界

ヲ

ノ

01

亦
如
東
方
満
月
世
界

我
於

彼
土

ノ

02

出
現
於
世

為
化
衆
生

故
於
此
界

ニ

ニ

ノ

03

閻
浮
提
中

現
転
法
輪

非
但
我

ニ

ス

ヲ

04

身
独
於
此
中

現
転
法
輪

一
切
諸

リ

ヲ

05

仏
亦
於
此
中

而
転
法
輪
已
上

06

法
華
辟
喩
品
云
長
者
聞
已
驚

07

入
火
宅
已
上

問
般
舟
讃
云
為
度
娑

08

①
使
…
右
傍
補
記
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婆
分
化
入
已
上

法
事
讃
云
捨
彼
荘
厳

09

無
勝
土

已
上

与
今
文
云
隠
於
西
化

同
異
如
何

10

答
大
同
小
異
也
言
大
同
者
従
無
勝

来ハ

11

娑
婆
是
大
同
也
言
小
異
者
謂
分
化

ク

12

者
不
息
両
土
化

也
是
釈
実
義

也
捨

ノ

13

者
世
界
悉
旦
釈
也
世
人
以
為

来
此
土

ノ

ヘ
リ

14〈
一
六
オ
〉

者
可
捨
彼
土

此
釈
世
情

也
隠
者
可

ト

ハ

ノ

01

有
二
義

若
云
釈
迦
為
此
土
機

隠
彼
土

ノ

02

化
者
与
分
化

同
若
云
釈
迦
息
彼
土

シ

03

化
名
隠
者
与
捨
義

同
但
捨
是
一
往

シ

シ

ハ

04

分
化
再
往
故
今
文
意
可
同
分
化

也

ル

ニ

05

問
甘
露
智
炬
何
物
歟
同
十
日

06

答
明
釈
尊
一
代
説
法
之
相
也

07

問
何
法
云
甘
露

何
法
云
智
炬

歟

08

答
先
理
法
喩
甘
露

智
恵
名
智
炬
也

①
ハ

ノ

ヲ

③
ヲ

09

是
則
仏
教
雖
両

不
出
理
智
之
二
法

故

10

問
理
喩
甘
露

事
有
何
理

歟

ヲ

11

答
釈
籖
一
云
実
相
常
住
如
天
甘

12

呂
是
不
死
薬
已
上

浄
業
記
一
云

13

甘
呂
是
長
生
不
死
之
薬
已
上

④

14〈
一
六
ウ
〉

□
師
疏
上
云
仏
在
波
羅
奈
為
五
比

01

丘

説
初
開
甘
呂
門

説
四
真
諦
法
已
上

⑤

フ

02

法
花
玄
五
云
如
大
経
明
三
十
三
天
不

03

死
甘
露
凡
共
服
此
已
上

04

問
甘
露
智
炬
者
総
指
一
代
教

歟
別

05

挙
浄
土
経

歟
答
総
指
一
代

也

06

①
先
…
右
傍
補
記

②
恵
…
「
炬
」
を
「
恵
」
と
右
傍
訂
記

③
不
…
「
死
」
を
「
不
」
と
右
傍
訂
記
）
④
呂
…
「
呂
」

ハと
上
書
訂
記
し
、
さ
ら
に
「
呂
」
と
右
傍
註
記
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問
甘
露
対
群
萌

有
其
故

歟

ヲ

07

答
句
中
対
界

也
群
萌
者
衆
生

08

也
然
而
萌
者
草
木
萌
動
也
露

ノ

ヲ

09

対
於
萌

尤
巧
也
次
句
智

ト
モ
シ
炬
対

ニ

ヲ

10

於
重
昏
永
夜

又
句
中
対
也

ノ

11

問
重
昏
永
夜
有
何
別

歟
答
重

12

昏
喩
煩
悩

永
夜
喩
生
死
也
是
即
天

ヲ

13

昏

成
夜

喩
依
煩
悩

成
生
死

也

シ
テ

ニ

ヲ

14〈
一
七
オ
〉

三
檀
等
備
四
摂
斉
収
事

01

問
文
意
如
何
答
広
釈
中
有
五
一

ニ

ニ
ハ

02

明
王
宝
学
道
菩
薩
修
行

謂
三
旦
等

ノ

タ
ム

ノ

03

八
字
是
也
二
明
教
主
成
観
機
三
昧

04

謂
開
楽
下
至
五
乗
之
用

是
也
三
正

05

明
説
法
之
相
謂
致
使
下
至
未
聞
之

06

益

是
也
四
明
得
益
之
相
謂
菩
提
下
至

07

増
長

是
也
五
明
門
余
八
万

益
通

08

漸
頓

謂
依
心
下
至
解
脱

是
也

09

問
三
旦
四
摂
何
等
歟
答
真
諦
摂
論

10

中
云
云
何
応
知
諸
波
羅
蜜
差

11

別
由
各
有
三
品
其
差
別
施
三
品

12

者
一
法
施
二
財
施
三
無
畏
施
也

13

戒
三
品
者
一
守
護
戒
二
摂
善
法

14〈
一
七
ウ
〉

戒
三
摂
利
衆
生
戒
也
忍
三
品
者

01

一
化
毀
辱
忍
二
安
受
苦
忍
三
観

02

察
深
忍
精
進
三
品
者
一
勤
勇
精

03

進
二
加
行
精
進
三
不
下
難
壊

04

無
足
精
進
定
三
品
者
一
安
楽
住
定

05

二
引
神
通
定
三
随
利
他
定
般
若

06
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三
品
者
一
無
分
別
加
行
般
若
二
無

07

分
別
般
若
三
無
分
別
後
得
般
若
已
上

08

問
六
度
三
品
各
其
相
如
何
答
施
三
品

09

者
法
施
為
求
法
者

説
経
法
義

也
財
施

ハ

10

者
為
求
飲
食
衣
服
等
資
生
具
者

ノ

11

施
所
須
之
財
物

也
無
畏
施
者
衆
生

12

値
怖
畏
急
難

為
求
無
畏
者

能

テ

ニ

13

施
無
畏
也
若
為
国
王

者
赦
死
罪

14〈
一
八
オ
〉

等
難

也
若
無
力
赦

者
即
自
身

01

代
其
苦
也
戒
品
者
守
護
戒
即

ハ

02

律
儀
戒
也
止
悪
防
非
也
即
正
因
為

03

報
身
因

摂
善
法
戒
者
修
八
万
四
千

ト

04

妙
行

即
了
因
為
報
身
因

摂
利
衆

ヲ

05

生
戒
者
饒
益
有
情
戒
也
慈
悲
為

06

体
即
縁
因
為
応
身
因

也
忍
三
品

07

者
化
毀
辱
忍
者
教
化
他
毀
辱

会

ノ

ヲ

08

住
無
瞋
善
根

也
安
受
苦
忍
者

ノ

09

他
若
不
随
教

而
加
罵
詈
刀
杖
之

ニ

10

時
乃
至
受

死

無
一
念
報
答
之
心

ニ
モ

11

也
観
察
深
忍
者
観
蜜
自
他
毀

12

害
法
体

自
身
他
身
倶
如
幻
化
罵

13

言
之
声
如
深
谷
響

刀
釰
之
触

ノ

ハ

14〈
一
八
ウ
〉

如
乾
闥
婆
城

雖
値
遠
縁

安
住
深

01

法

也
精
進
三
品
者
勤
勇
精
進
者

02

初
入
仏
法

対
治
懈
怠
之
心

也
加
行

テ

ニ

03

精
進
者
策
励
身
心

而
治
懈
怠

也

04

不
下
難
壊
無
足
者
精
進
決
定

無

シ
テ

05

厭
足
心
也
定
三
品
者
安
楽
住
定
無

06
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始
修
九
次
第
定
等
也
引
神
通
定

ツ
ウ

07

者
引
教
五
通
六
通
之
定

也
通
定

ハ

08

果

故
也
随
利
他
定
自
行
已
成

而

ナ
ル
カ

ニ

シ
テ

09

定
中
化
無
量
衆
生

也
般
若
三

ニ

ノ

10

品
者
無
分
別
加
行
般
若
者
因
位

11

恵
也
無
分
別
般
若
仏
果
根
本

ノ

ハ

ノ

12

智
也
無
分
別
後
得
般
若
者
仏
果ノ

13

後
得
智
也
伝
云
今
言
三
旦
者
指

14〈
一
九
オ
〉

論
三
施

也
旦
施
梵
漢
異
也
［
云
々
］

ノ

ハ

①
ノ

01

師
云
法
花
義
疏
云
［
方
便
品
下
］

旦
有
三
種

02

一
資
生
旦
二
法
旦
三
無
畏
旦
此

03

三
旦
摂
六
度
已
上
取
意

今
三
旦
者
指
之

04

歟
非
直
云
三
旦

所
属
亦
広
故
也
但

05

論
三
施
疏
三
旦
其
名
不
別

其
体

ノ

ノ

ハ

06

何
異

謂
財
施
者
資
生
也
後
二
全
同

ラ
ム

ノ

ハ

シ

07

然
而
論
中

六
度
各
開
三
品
差
別

三

ニ
ハ

08

施
者
即
是
旦
度
三
品
也
不
摂
後

ノ

09

五
度

疏
中
三
旦
者
広
摂
六
度

ノ

10

故
今
三
旦
指
疏
三
旦

歟

ノ

ハ

ノ

11

問
三
旦
摂
六
度
之
様
如
何
答
資
生

ニ

12

旦
即
是
初
度
無
畏
摂
戒
忍

ハ

13

二
度
比
丘
旦
摂
進
禅
恵
之
三
度

14〈
一
九
ウ
〉

也
但
私
義
也
可
依
相
伝
也

01

問
若
依
論
者
不
摂
五
度

如
何
答

02

挙
初
顕
後

有
何
異

歟
上
人
御
口

03

决
不
可
聊
爾
故
也

04

①
漢
…
「
語
」
を
「
漢
」
と
右
傍
訂
記
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四
摂
者
一
布
施
二
愛
語
三
利
行

05

四
同
事
六
度
四
摂
菩
薩
行
也

ハ

06

問
四
摂
体
如
何
答
四
摂
倶
利
他
行

ニ

ノ

07

也
布
施
者
与
財
愛
語
者
以
愛

08

語
誘
衆
生

利
行
者
畏
他
表
損

テ

ノ

ヲ

09

令
成
利
益

同
事
者
為
利
生

与ト

10

他

同
事
也
謂
菩
薩
受
息
世
譏
嫌
戒

テ

11

為
利
生

且
破
戒
也
在
世
有
菩
薩
僧

ク

ニ

12

入
室
宅
食
其
家
女

愛
念

菩
薩

ス

ム
ス
メ

シ
テ

ヲ

13

問
施
父
母
捕

僧

欲
行
杖

安
顕

モ
ム

ス

カ
ラ
メ
テ

ヲ

14〈
二
〇
オ
〉

己
念

父
母

ユ
ル
ス
放
僧

合
女

菩
薩
為
女

説

カ

テ

01

無
貪
法
門

女
尚
不
解
菩
薩
為
利

①

02

生

且
行
婬
之
後
教
化
令
至
仏

03

所

爾
時
女
受
具
戒

成
比
丘
尼

04

如
此
事
名
同
事

也

05

開
示
乃
至
楽
果
事

06

問
文
意
如
何
答
此
述
如
来
説
法
之
意

也

ハ

②

07

起
信
論
云
因
縁
総
想
為
令
衆
生

08

断
一
切
苦
得
究
竟
楽
故
已
上

09

法
花
云
為
令
衆
生
開
仏
知
見
道
故

10

出
現
於
世
為
令
衆
生
示
仏
知
見
道

11

故
出
現
於
世
為
令
衆
生
悟
仏
知
見

12

道
故
出
現
於
世
為
令
衆
生
入
仏

13

知
見
道
故
出
現
於
世
已
上

此
等
文

14〈
二
〇
ウ
〉

与
今

同
之
仏
説
法
只
為
離
苦
得

ノ

01

楽

也
是
即
今
釈
意
仏
成
道

思

ノ

ハ

シ
テ

02

①
無
貪
…
「
無
貪
」
と
上
書
訂
記

②
法
…
右
傍
補
記
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惟
説
法

之
意
也

03

難
云
今
釈
広
挙
一
代
施
化

故
与
論

ハ

04

文

同
経
開
示
悟
入
倶
唯
在
法
花

シ

ハ

ニ

05

天
台
云
雨
吹
繋
演
癈
昔
説
之
筌

ハ

シ
ム

06
ワ
ナ蹄

開
示
悟
入

得
今
家
之
魚
兎
已
上

テ
イ
ヲ

ニ
ハ

07

此
釈
爾
前
喩
筌
蹄

法
花
喩
魚

ハ

ヲ

シ
ム
テ
イ

ヲ

08

兎

加
之
開
示
悟
入
法
花
住
行
向
地

ハ

ノ

ノ

09

益
也
今
釈
何
広
約
諸
経

開
示
属

ニ

ヲ

10

離
苦

悟
入
属
得
楽

歟

ヲ

11

答
随
宜
転
用
是
常
事
也
経
雖

ハ

12

限
法
花

釈
借
言

顕
諸
経

也

ニ

ハ

13

又
開
示
悟
入
諸
師
所
釈
未
必
可
一
－

ハ

ノ

14〈
二
一
オ
〉

同

又
随
宜
転
用
歟

ナ
ル

01

問
生
死
涅
槃
各
有
因
果

今
何
挙

ニ

02

苦
因
楽
果

不
挙
苦
果
楽
因

歟

03

答
可
影
略
互
顕ナ

ル

04

問
衆
生
者
何
物
歟
答
涅
槃
歟
又
浄
土

05

歟
大
経
云
可
獲
得
長
生
受
未
無

06

有
極
已
上

難
前
義
云
涅
槃

翻
不
生

ヲ
ハ

07

不
滅

可
云
無
生

何
云
永
生

歟

08

答
大
乗
実
説
生
即
無
生
々
□
即

ノ

ハ

09

生
也
涅
槃
云
常
住
生

有
何
妨

歟
注
下
云

ヲ

ニ

ノ

ト

10

生
苟

無
生

々
何
所
尽

々
夫
生

ク
モ

ナ
リ

ノ

ソ

ス

ス

ノ

11

者
上
失
無
為
能
為
之
身

下

ノ
ハ

ヒ

ヲ

12
ヱ
イ䤄
三
空
不
空
之
痼

根
敗
永
亡

ス
イ

ヤ
マ
ヒ
ニ

13

号
振
三
千

無
反
無
復
於
斯

招

テ

フ

ヲ

ハ

14〈
二
一
ウ
〉

恥
已
上

難
後
義

云
今
総
挙
一
代ノ

01

利
益

何
別
云
浄
土

歟
答
大
師
御

02
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意
判
五
乗
機
皆
生
浄
土

給
也
般
舟

ハ

ノ

03

讃
云
門
々
見
仏
皆
生
浄
土
已
上

此
即

04

菩
薩
入

三
賢

十
方
浄
土
随
意

往
生
也

ヌ
レ
ハ

ニ

05

況
於
十
地
外
故
総

挙

一
代

云
生
浄

シ
テ

ト
モ

ヲ

06

土

無
其
過

也
難
云
二
乗
人
入
無

ニ

07

余
涅
槃

何
生
浄
土

歟
答
若
相
宗
意

ノ

ハ

08

決
定
性
二
乗
雖
入
無
余

性
宗
意

09

入
無
余
之
後
身
心
覚
動

在
於
報

シ
テ

10

土

修
菩
薩
行
也
大
師
性
宗
人
也
故
不

ニ

ノ

11

及
難

問
五
乗
皆
生
浄
土

者

ニ

12

皆
乗
深
随
本
願

而
生

歟

ス
ル

13

答
不
然
乗
本
願
而
生
者
垢
障
凡

14〈
二
二
オ
〉

夫
二
乗
及
十
信
菩
薩
也
本
願
化
此
機

01

為
本
意

是
名
浄
土
門

三
賢
十
地
菩
薩

ト

ノ

ハ

02

以
自
力

生
浄
土

也
但
三
賢
生
化
土

ハ

ニ

03

十
地
生
報
土

若
三
賢
生
報
土

者
尚

ハ

ニ

04

可
依
他
力

也
然
而
可
非
如

凡
夫

故
三

ニ

ニ
ハ

ノ

05

賢
十
地
菩
薩
雖

生
浄
土

而
属
聖
道

イ
ヘ
ト
モ

モ

06

有
自
力
断
証

故
也

07

難
云
若
爾
者
何
云
正
由
詫
仏
願
五

08

乗
斉
入

歟
答
釈
本
意
垢
障
為
面

ノ

ヲ

09

而
於
五
乗
中

十
信
菩
薩
尚
詫

仏
願

ノ

ニ

タ
ク
ス

10

若
爾
者
五
乗
五
乗
斉
入
之
釈
有
何
失

歟

11

難
云
以
深
位
菩
薩

同
凡
夫
詫

仏
願

ノ

ヲ

ト
ハ

12

故
無
失

難
云
因
位
所
作
如
借

ノ

13

仏
力

如
妙
音
高
位

云
我
□
娑
婆

ノ

ナ
ル

14〈
二
二
ウ
〉

皆
是
如
来
之
力

如
何
答
因
位
借

01

仏
力

事
別
事
也
自
力
堪
能
之

ハ

02
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上
尚
借
仏
力

故
浄
土
他
力
不
爾

ニ

ノ

ハ

03

自
力
不
叶
故
偏
乗
他
力

故
也

04

問
聖
道
菩
薩
必
生
浄
土

之
義
如
何

ノ

①

05

答
其
位
必
浄
土
機

故
謂
断

四
住

ノ

ナ
ル
カ

ツ
レ
ハ

06

雖
分
段

断
無
明

居
報
土

故
也

ヲ

07

【
同
十
一
日
】

問
涅
槃
極
理
非
苦
非
楽

非
因
非
果

08

何
云
楽
果

歟
答
言
理
非
苦
楽
者

09

顕
非
迷
情
之
苦
楽

事

非
謂
理
円

ヲ

10

全
無
常
楽
我
浄
之
四
徳

普
賢
観

11

経
云
釈
迦
牟
尼
仏
名
毗
盧
遮
其

12

仏
住
所
名
常
寂
光
常
楽
我
浄
之

13

所
成

故
已
上

言
理
非
因
果
者
非
生

14〈
二
三
オ
〉

因

非
感
果

也
非
謂
理
体
本
是

01

非
大
般
涅
槃
無
為
極
果
小
乗
尚
許

02

無
為
因
果

何
況
大
乗
歟

03

問
理
非
因
果

而
因
果

之
様
如
何

ナ
ル

04

答
言
理
非
因
果
者
非
従
生
因

生

05

故
也
道
諦
智
滅
証
因

非
不
顕

ノ

テ

ト

06

無
為
雖
繋
果

又
無
為
体
有
能

ノ

ノ

ニ

07

作
因
之
義

是
雖
小
乗
所
談

不
乖

ノ

08

大
乗
極
理

也

ノ

09

問
観
念
法
門
云
釈
迦
出
現
為
度
五

10

濁
凡
夫
即
以
慈
悲
開
示
十
悪
之
因

11

報
果
三
途
之
苦
又
以
平
等
智

12

恵
悟
入
人
天
廻
生
弥
陀
仏
国
已
上

与

13

今
同
異
如
何
答
開
示
彼
此
全
同

ハ

シ

14〈
二
三
ウ
〉

①
生
…
右
傍
補
記
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悟
入
彼
限
此
廻
云
々

ヲ

01

不
謂
乃
至
不
同
事

02

問
文
意
如
何
答
明
衆
生
性
欲
不
同

03

可
受
諸
教

之
事

也
無
量
義
経

ヲ

04

云
知
諸
衆
生
性
欲
不
同
々
々
々
々
種

05

々
説
法
已
上

06

問
性
与
欲
差
別
如
何
答
性
者
過

07

去
欲
也
謂
依
性
習
之
差
別

致
使

ノ

08

出
欲

不
同

也
伝
教
大
師
立
十
二

ハ

09

種
性
欲

給

ノ

ヲ

ヘ
リ

10

問
不
謂
意
如
何
答
意
云
不
論

也
謂

ハ

ト

ク

11

如
来
於
道
樹

観
見
機
縁
之
時

ニ

12

性
欲
非
一
而
難
受
一
乗

故
初

不
説

ヲ

ニ
ハ

13

法
而
入

涅
槃

怖
破
法
堕
獄
故
也
後

念

ラ
ム

ニ

ニ
ハ

ニ

14

〈
二
四
オ
〉

過
去
仏
之
化
之
化
儀

方
便
説

コ

ノ

ク
ヱ

01

三
乗

也
故
初
欲
入
涅
槃

論
性
欲
不
同

ハ

①

ノ

02

也
今
釈
此
釈
也
法
花
方
便
品
云
於

②

③

03

三
七
日
中
思
惟
如
是
事
若
但

04

讃
仏
乗
衆
生
没
在
苦
破
法
不

05

信
故
墜
於
三
悪
道
我
寧
不
説

06

法
疾
入
於
涅
槃
尋
念
過
去
仏
所

07

行
方
便
力
○
非
是
思
惟
事
十
方

08

仏
皆
現
梵
音
慰
倭
我
善
哉

09

釈
迦
文
已
上

10

雖
無
乃
至
之
用
事

11

問
文
意
如
何
答
答
明
受
上
文

可
説

ヲ

12

五
乗
法
之
事

也

ヲ

13

①
性
…
右
訓
に
「
ノ
」
と
あ
る
を
抹
消

②
釈
…
右
傍
に
「
意
」
と
あ
り

③
也
…
「
也
」
と
上
書
訂
記
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問
一
実
者
何
物
歟
答
天
台
意
限

①

14〈
二
四
ウ
〉

唯
限
法
花

三
論
等
意
一
実
遍
□

②
ル

ハ

01

□

直
開
悟
真
如
法
性
之
機
是
也

ニ

02

法
花
中

対
三
周
声
聞

説
前
三

ニ
ハ

ニ

03

後
一
教
相

故
一
実
限
法
花

也

ノ

ヲ

04

若
令
被
余
機
者
諸
経
中
有

ニ

05

入
実
悟

皆
一
実
之
機

06

問
五
乗
中
有
一
実

歟
答
天
台
花

ニ

07

厳
真
言
立
四
車

故
一
実
外
可
立

ハ

ノ

ニ

08

五
乗

也
三
論
法
相
三
車
故
五

ハ

09

乗
中
之
菩
薩
乗
可
摂
一
乗
機

也

ニ

ノ

10

難
云
若
如
三
論
等
意

者
今
釈

11

不
明

上
云
無
一
実
之
機
下
云
有
五

ニ

ニ

12

乗
之
用
知
一
実
五
乗
各
別

也
云
事

ナ
リ
ト

13

如
何
答
意
雖
□
一
実
之
機

広

ヲ

14〈
二
五
オ
〉

有
五
乗
之
機

云
也
故
無
異

ト

01

問
用
字
意
如
何
答
用
者
機
也
謂
有

02

决
五
乗
教

之
力
用

云
也

03

問
五
乗
中
之
菩
薩
乗
摂
一
乗
機
之
様
如
何

ニ

04

答
三
論
意
大
乗
無
浅
深

故
大
乗

ハ

ニ

ノ

05

菩
薩
皆
一
乗
機
也
小
乗
菩
薩
非
一
乗

ハ

ノ

ノ

ハ

06

云
也
天
台

就
大
乗

立
三
教

故
円

ニ
ハ

07

教
菩
薩

不
入
五
乗
中

也

ノ

ヲ
ハ

ニ

08

致
使
布
慈
雲
乃
至
大
悲
事
同
十
二
日

09

問
文
意
如
何
答
正
明
如
来
説
法
之

10

相

也
上
説
一
実
五
乗
法

利
衆
生

之

ハ

11

①
実
…
「
乗
」
を
「
実
」
と
右
傍
訂
記

②
限

…
右
傍
補
記

ル
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相
也
問
慈
雲
法
雨
何
物
歟

12

答
花
厳
意
云
譬
如
沙
竭
羅
竜

13

王
能
於
六
欲
四
州
中

起
雲
鳴
雷

ニ

ヲ

14〈
二
五
ウ
〉

降
雨

随
其
果
報

雲
色
雷
意

01

面
体
各
別
也
□
釈
迦
如
来
如
竜
王

①

②

02

仏
慈
悲
如
雲

如
来
梵
音
如
雷

ノ

ノ

03

説
法
如
雨

能
潤
衆
生
善
根

ハ

ノ

ノ

04

芽

已
上

可
見
弘
一

也
今
釈
此
意

也
慈
雲モ

05

法
雨
倶
能
化
之
功
徳
也

モ

ニ

06

問
今
前
云

大
悲
者
能
化
所
化
中

07

何
歟
答
［
云
々
］

難
云
若
云
能
化

者
上

08

云
布
慈
雲
於
三
界
下
云
注
法
雨

09

於
大
悲
已
上

慈
雲
与
法
雨
倶
能

ハ

10

化
也
三
界
与
大
悲
豈
非
所
化

歟

11

若
云
所
化
者
大
悲
之
言
極
難
消

12

歟
答
今
指

所
化
云
大
悲
也

ハ
③

13

衆
生
受
苦
有
諸
仏
大
悲

故

ノ

ハ

ノ

14〈
二
六
オ
〉

衆
生
且
云
大
悲

歟
得
名
不
同
也

ヲ

01

有
財
立
名

也
一
切
衆
生
受
異
苦

ニ

02

即
是
如
来
一
人
苦
之
意
也

03

莫
不
乃
至
之
益
事

04

問
文
意
如
何
答
如
来
説
法
莫
不

05

利
益

云
事
今
釈
此
意

也
塵
労
者

06

衆
生
煩
悩
也
未
聞
之
益
者
総
指

ノ

07

仏
法
得
益

也

ノ

ヲ

08

難
云
今
釈
意
述
観
経
大
意

也
若

ハ

ハ

ノ

09

①
□
…
上
欄
補
記

②
釈
迦
…
「
迦
釈
」
を
「
釈
迦
」
と
訂
記

③
指
…
「
損
」
を
「
指
」
と
右
傍
訂
記
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爾
者
別
指
此
教
益

可
云
未
聞
之
益

10

依
之
法
事
讃
云
如
来
因
其
請
故

11

即
説
定
散
両
門
三
福
九
章
広
作

12

未
聞
之
益
已
上

序
分
義
云
因
縁
極

13

要
利
益
処
深
曠
劫
希
聞
如
今

14〈
二
六
ウ
〉

始
説
已
上

此
等
釈
皆
指
観
経

云
未
聞

01

之
益
今
釈
何
独

通
諸
経

歟
答
如

ヒ
ト
リ

02

此

之
言
通
局
不
同
也
彼
此
未
聞

ノ

ノ

03

可
依
文
起
尽

也
今
序
題
雖
述

ノ

ニ

ノ

04

観
経
大
意

自
然
衆
生
之
文

已
前

ノ

①

05

広
釈
諸
経

未
聞
之
言
何
限
観

06

経

歟
問
仏
教
云
未
聞
之
益

ヲ

07

有
何
意

歟
答
仏
法
難
聞

故
云

08

未
聞

大
経
云
寿
命
甚
難
得
仏

09

世
亦
難
値
人
有
信
恵
難
若
聞

10

精
進
求
聞
法
能
不
急
已
上

序
分

11

義
云
自
唯
曠
劫
久
沈
生
死
等
已
上

12

菩
提
乃
至
増
長
事

13

問
文
意
如
何
答
正
明
得
益
之
相
也

14〈
二
七
オ
〉

問
菩
提
種
子
者
広
可
通
三
乗
聞
□

01

下
種

歟
答
難
知
但
今
釈
限
一
乗

ハ

ノ

02

下
種

歟
菩
提
正
覚
倶
一
乗

故
也

ニ

ナ
ル
カ

03

難
云
上
挙
五
乗
説
法

了
今
釈
得

ノ

04

益

之
時
何
限
一
乗

歟
故
知
広
亘
三

05

乗
之
益

云
事
答
性
宗
意
下
種

ハ

06

雖
一
乗

退
大
流
転

之
後
修
五
乗

シ
テ

ノ

07

①
自
…
右
傍
補
記
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行

也
雖
得
五
乗
之
益

後

得
一
乗
之

ニ
ハ

08

果

也
如
天
台

者
三
種
熟
脱

五
百

09

声
聞
昔
結
一
乗
縁

種
也
退
大
已

ハ

ノ

10

後
証
二
乗
果

熟
也
於
法
花

開
悟ス

ル
ハ

11

脱
也
故
一
乗
結
縁
雖
得
一
乗
悟
中

ニ

ノ

12

間
調
熟
之
間
有
五
乗
之
益

無
其

ニ

13

妨
也

14〈
二
七
ウ
〉

問
一
切
衆
生
下
種
限
唯
一
乗
歟

ノ

01

答
云
々

不
同
也
多
分
云
限
一
乗

也

ハ

ニ

02

問
菩
提
種
子
者
菩
提
即
種
子
歟

ノ

03

答
不
爾
菩
提
者
仏
果
種
子
者
結
縁

04

也
菩
提
之
種
子
也
依
主
釈
也
正
覚
之

05

芽
例
之
可
知

正
覚
者
果
芽
者

06

発
心
也
天
台

聞
法
為
種
子

発
心

ニ
ハ

ヲ

ヲ

07

為
芽

故
也
総

文
意
過
去
聞
法

シ
テ

ハ

ノ

08

衆
生
値
釈
尊
説
法

云
善
根
増

テ

ノ

ニ

09

長

也

ス
ト

10

依
心
乃
至
四
千
事
同
十
三
日

11

問
依
心
起
行
於
勝
行
之
文
意
如
何

12

答
対
所
治
之
機
根
八
万
四
千ナ

ル
ニ

13

説
八
万
四
千
之
教

故
依
心
者

14〈
二
八
オ
〉

四
千
種
差
別

已
上

01

法
花
玄
一
云
問
論
云
四
悉
旦
摂

ニ

02

八
万
四
千
法
蔵

其
相
如
何
答

03

賢
劫
経
云
従
仏
初
発
心
去
乃

ニ

ノ

04

至
分
舎
利

凡
三
百
五
十
法
門

ニ
テ

ソ

ノ

ア
リ

05

一
々
門
各
々
有
六
度

合
二
千
一

ノ

ニ

06

百
度

用
是
度

対
破
四
分

ナ
リ

ヲ

ス

07
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煩
悩

合
成

八
千
四
百

約
一
変
為

ヲ

ナ
ル

ト

ニ

08

十

合
八
万
四
千
也
若
作

八
万
四
千

ル
ハ

09

法
蔵
名

是
世
界
悉
旦
摂

若
作

ノ

ナ
リ

10

八
万
四
千
塵
労
門
名

是
為
人

ヲ

11

悉
旦
摂
也
八
万
四
千
三
昧
八
万
四
千

ノ

12

陀
羅
尼
門
亦
如
是

若
作
八
万
四
千

①

ハ

13

対
治
八
万
四
千
空
門

対
治
悉
旦
摂

②

ヲ

ナ
リ

14〈
二
八
ウ
〉

③

指
衆
生
貪
等
心
之
不
同
也

ノ

ノ

01

問
門
余
八
万
四
千
之
余
字
如
何

02

答
約
無
量
法
門
立
八
万
四
千

故

03

為
顕
此
意

云
余
也

04

問
八
万
四
千
者
何
等
歟
答
経
論
異

05

説
不
同
也
且
大
集
経
十
四
云
一
々

06

衆
生
有
八
万
四
千
諸
行
皆
能

ナ

ク

07

了
知

所
謂
貪
欲
行
二
万
一
千

玉
ヘ
リ

ル

ノ

ニ

08

瞋
恚
行
二
万
一
千
愚
痴
行
二
万

ノ

ニ

ニ

09

一
千
等
分
行
二
万
一
千
是
為
八

ヲ

ス

10

万
四
千
諸
行

一
々
衆
生
皆
有

ノ

ト

ノ

ニ

リ

11

是
行

若
広
説
者
則
有
無
量

ノ

ク

リ

12

行

一
々
行
相
門
中
知
有

八
万
四
千

ニ

コ
ト
ヲ

13

諸
根

一
々
根
門
中
知
有

八
万

ノ

ニ

ト
ヲ

14〈
二
九
オ
〉

若
作

八
万
四
千
諸
波
羅
密
八
万

セ
ハ

01

四
千
度
無
極

第
一
義
悉
旦
摂

ノ

ヲ

ノ

ナ
リ

02

又
一
説
仏
地
三
百
五
十
法
門

一
々

ア
リ

03

法
有
十
善

合
三
千
五
百
善
治

ニ

ノ

ス
レ
ハ

04

四
分

則
一
万
四
千
又
治

六
根

即

ヲ

ス
レ
ハ

ヲ

05

①
是
…
「
是
」
と
右
傍
訂
記

②
空
…
右
傍
補
記

③
二
八
ウ
…
乱
丁
か
、
実
際
は
二
八
オ
の
前
と
思
わ
れ
る
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八
万
四
千
也
已
上

06

天
台
仁
王
経
私
記
中
巻
云
一
念
之
中

07

即
有
初
地

是
時
具
足
八
万
四
千

リ

08

度

也
依
賢
劫
経

始
従
光
曜
度

メ

09

即
終
至
分
布
舎
利
度

合
有
三
百

リ

テ

ニ

リ

10

五
十
功
徳
門

一
々
各
修
六
度

即

ニ

ス

ヲ

11

二
千
一
百
復
将
二
千
一
百

対
十

マ
タ

モ
テ

ヲ

ス

12

法

謂
四
大
六
衰

又
対
十
善

一
々

ニ

ク

ナ
リ

ス

ニ

ニ

13

皆
有
二
千
一
百

即
二
万
一
千
又

リ

14〈
二
九
ウ
〉

将
二
万
一
千

対
四
衆
生
多
貪

モ
テ

ス

ノ

01

多
瞋
多
痴
三
毒
等
分

各
有

ニ

02

二
万
一
千

合
之
即
有
八
万
四
千

也
［
云
々
］

03

天
台
止
観
四
云
若
広
開
四
分

一
分

04

則
有
二
万
一
千
煩
悩

四
分
合
有
八

05

万
四
千
已
上

又
云
離
三
毒

為
四
分

ヲ

ト

06

貪
瞋
痴
偏
発

是
三
分
［
不
名

為
等

］

ス
ル
ハ

テ

ト

07

三
分
等
起

名
為
等

三
毒
偏

ス
ル
ヲ

ニ

08

起
是
覚
観

而
非
多

三
分
等

ハ

レ

ニ
シ
テ

09

起

名
覚
観
多

即
是
第
四
分
也
已
上

ス
ル
ヲ

ク

ト

10

决
一
云
対

四
分

合
八
千
四
百
一
変

ス
ル
ニ

11

為
十
合
八
万
四
千
已
上

12

又
云
如
倶
舎
中

明
八
万
四
千
法
蘊

13

有
三
説
［
云
々
］

14〈
三
〇
オ
〉

漸
頓
乃
至
解
脱
事

01

問
漸
頓
其
相
如
何
答
可
在
下
所
詮

02

賢
劫
修
行
為
漸
教

速
疾
頓
悟

ヲ

ヲ

03

名
頓
教

也

04

問
各
称
所
宜
意
如
何
答
所
化
之
機
本

05
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自
有
漸
頓
之
二
機

若
為
漸
機
説

06

漸
教

為
頓
機
説
頓
教

是
云
所

07

宜
也
是
故
教
不
違
機
而
皆
得
漸

08

頓
解
脱

也
頓
機
於
花
厳

悟
仏

ハ

09

会
漸
機
於
鹿
苑

証
四
果

等
是
也

ハ

10

問
有
人
云
浄
土
経
外
諸
経
中
無
凡

ニ

11

夫
出
離
之
法

此
義
如
何
答
此
義

12

存
外
也
大
違
文
理

若
諸
経
無

ニ

ニ

13

凡
夫
出
離
者
一
代
教
旨
皆
破

ノ

ナ
ム

14〈
三
〇
ウ
〉

浄
土
出
離
何
成

今
釈

上

云
但
以

ノ

セ
ム

ス
ル

ニ
ハ

01

垢
障
覆
深
浄
体
無
由
顕
照

02

下
宣

随
縁
者
則
皆
蒙
解

ク
ヲ

03

脱
凡
夫
稟
諸
教

一
々
出
離

之
旨

ト

ス
ル

04

文
義
分
明
歟

05

問
若
成
此
見

者
指
何
罪
過
歟

06

若
般
舟
讃
云
破
壊
諸
仏
法
眼

07

々
々
既
滅
菩
提
正
道
履

足

無
由

フ
ム
ニ

08

浄
土
之
門
何
能
得
入
乃
至
随
業

09

堕
深
坑
已
上

10

問
執
者
云
諸
経
出
生
死
之
者
皆

ニ

11

権
者
也
此
義
如
何
答
可
返
問

若

12

爾
者
観
経
往
生
機
権
者
也
哉
若

ノ

モ

13

彼
不
爾

答

可
同

何
故
諸
経
説

ヘ
ハ

ニ

ヲ
ハ

14〈
三
一
オ
〉

凡
夫

抱
属
権
者

観
経
所
説

テ

ニ

ノ

01

凡
夫
独
属
実
者

歟
若
彼
会
云
通

ヲ

02

理
必
然

故
謂
自
力
三
覚
行

ナ
ル
カ

ク

ノ

ハ

03

凡
夫
難
成

煩
悩
所
深

故
也
他
力
本

ニ

04

願
出
離
独
凡
夫
得
生
妙
術
也

ノ

ヲ

ノ

ト

05
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云
者
又
可
問

云
凡
夫
出
離
妙
術

ノ

06

限
念
仏

者
誠
証
何
疏
四
云
各

07

随
所
楽
而
修
其
行
者
必
疾
得

08

解
脱
也
已
上

ヒ
サ
門
堂
見
此
文

善

ハ

09

導
正
見

釈
給

末
代
法
邪
義

ハ

マ
ヘ
リ

タ
レ

ノ

10

浅
増
々
々

11

勝
願
院
謗
法
罪
因
感
阿
鼻

ハ

ハ

12

果

若
不
然
者
正
教
道
理
可
壊

ノ

13

故
上
人
依
安
楽
集
末
代
我
等
以

ハ

①

ノ

ハ

14〈
三
一
ウ
〉

念
仏
可

出
離

被
仰

在
世
正
像

コ
ト

ノ

01

凡
夫
上
根
上
智
輩
皆
従
余
教

ノ

02

出
離

ノ
給

善
導
等
上
人
被

ス
ト

ヒ
キ

ノ

03

伝
先
釈
尊
出
娑
婆

給
事
為

ノ

ハ

ト

04

化
火
宅
窮
子

云
事
大
聖
金
言
無

ノ

ノ

05

可
諍

所

信
解
品

説
父
子
相
失

ニ
ハ

06

父
子
相
見
之
二
譬

寂
光
如
来

ノ

07

来

報
土

求
三
界
窮
子

只
有

ニ

ノ

08

断
三
明
大
菩
薩

不
得
之

次
来
中

ノ

ノ
ミ

09

止
一
城
方
便
土

求
窮
子

有

ノ

10

断
通
惑
之
聖
者

不
得
之
後
来

11

娑
婆
世
界

求
窮
子

得
之

前
二

ヲ

ハ

12

父
子
相
失
譬
後
一
父
子
相
見
譬

ハ

13

也
若
於
此
土

所
化

皆
権
者

本
身

ナ
ラ
ハ

14〈
三
二
オ
〉

在
方
便
実
報

是
云
父
子
相
失

ニ

01

歟
而
来
娑
婆

始
云
父
子
相
見

実

ヲ

テ

テ

ト

02

者

事
分
明
也
若
被
云
若
爾

ナ
ル

03

①
集
…
右
傍
補
記
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父
子
相
見

之
凡
夫
於
観
経
得
脱

①

ト

ト

04

云
者
又
違
経
文

父
子
相
見
者
庶

05

殪
已
後
法
花
得
脱

云
也
経
文

ニ

ス
ト

06

無
隠

何
存
別
義

非
会

諸
経

カ

ヲ

ニ
ハ

07

相
違

誹
謗
諸
経
誠
説

也
但
執

ヲ

ヲ

08

者
又
信
解
品
四
大
声
聞
領
解

ハ

09

脱
也
而
四
大
声
聞
五
百
声
聞
内
也

ハ

ノ

10

不
思
議
境
界
経
云
舎
利
弗

11

等
五
百
声
聞
皆
是
他
方
極
位

12

菩
薩
已
上

何
云
実
者
歟
会
云
是
不
知

ハ

13

三
周
得
脱
之
子
細

也
経

挙

上
旨

ニ
ハ

ト
モ

ヲ

14〈
三
二
ウ
〉

実

有
無
量
声
聞

法
説
周

挙

ニ
ハ

ニ
ハ

ト
モ

01

身
子
一
人
上
根
声
聞
非
一
サ
レ
ハ

ヲ

02

歓
喜
段

四
衆
八
部
歓
喜

云

ニ
ハ

シ
テ

03

大
智
舎
利
弗
今
得
受
尊
記

04

我
等
亦
如
是
必
当
作
仏
已
上

法
説

05

既
爾
中
下
亦
同
而
上
智
四
大

シ

ヲ

ノ

06

声
聞
権
者

無
所
引
実
者

ナ
レ
ハ
ト
テ

ト

ノ

07

存

事
大
違
経
旨

又
法
花
万
二

セ
ム

ニ

ニ

ノ

08

千
声
聞
天
台
釈
本
是
一
万
二
千

ヲ

09

菩
薩
迹
為
万
二
千
声
聞
也

給

ト

ヘ
ル
ヲ

10

妙
楽
難

若
爾
唯
有
能
引
而
無

②
シ
テ

ト

11

所
引

答
然
本
不
同
事
須
分
別

12

大
経
云
未
曾
発
心
尚
名
菩
薩
此
中

13

具
有
退
大
応
化
及
元
住
少

③

ト

14〈
三
三
オ
〉

給

又
設
万
二
千
声
聞
上
首

云
権

ヘ
リ

ノ

ハ

ナ
レ
ハ

01

①
相
…
「
相
」
と
上
書
訂
記

②
難

…
「
難

」
と
上
書
訂
記

③
元
…
「
取
」
を
「
元
」
と
右
傍
訂
記

シ
テ

シ
テ
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者

法
花
会
上
有
万
億
諸
大

ト
モ

ニ

ノ

02

声
聞
何
皆
云
権
者

歟
有
能
引

03

無
所
引
之
難
将
何
会

サ
レ
ハ
花
厳

ト

04

経
有
法
会
功
徳
林
等
大
菩
薩

者

ハ

モ

ト

05

思

云
亦
有
凡
夫
大
根
性
者

釈

ヘ
リ

ト

06

然
円
頓
教
本
被
凡
夫

総
一
代
内

ト

07

凡
夫
得
脱
非
一

是
云
権
者

者

ノ

ヲ

08

観
経
機
同
事
也
但
至
自
力

ノ

モ

ノ

09

行
凡
夫
不
成
云
難

者
望
浄
土ノ

10

下
機

作
此
釈

也
不
遮
有
上
機

ニ

11

或
悟
真
如

或
漸
々
顕

仏

サ
ム

12

性

事ヲ
ハ

13

問
浄
土
経
門
余
八
万
四
千
摂
者
如
何

ハ
①

ノ

14〈
三
三
ウ
〉

答
爾
也
仏
教
雖
多

不
出
八
万

故
也

01

難
云
既
云
門
余

誰
知
観
経
非モ

02

八
万
四
千
摂

有

如
何
答
今
総

ニ

ラ
ム

ハ

03

挙
諸
教
何
除
観
経

歟
但
至

04

余
言

者
広

有
無
量
門

也
故

ス
レ
ハ

05

云
余
也
無
量

不
出
八
万

故

ナ
レ
ト
モ

06

非
難

大
集
経
云
若
広
説
者

07

即
有
無
量
行
已
上

余
字
此
意
也

08

難
云
八
万
四
千
法
釈
皆
蒙
解

ノ

ヲ

09

脱

下
云

然
衆
生
等

八
万
教

ト

ツ
レ
ハ

ト

10

門

無
解
脱

之
者
為

観
経

ニ
モ

ヲ

ト
コ
ソ

11

機

見

何
猥
入
観
経

歟
答
総
別

タ
レ

ク

ノ

12

釈
也
総
中
不
摂
別

歟
但
至
釈
者

ニ

13

若
依
衆
生
障
重
直
挙
観

ヲ

ニ

ト

14

①
「
門
余
」
…
右
傍
補
記



- 506 -

〈
三
四
オ
〉

経

之
機

云
義

而
会
之
者
八

ニ

01

万
四
千
門
中
聖
道
為
利
根

ニ

ハ

ト

02

浄
土
為
鈍
根

也
上
利
鈍
之
中

ノ

ニ

03

為
捨
利
根

別

云
衆
生
障
重

也

シ
テ

04

若
依
今
文
不
知
機

云
義

而
会
之

05

者
衆
生
障
重
之
言
非
挙
観

06

経
機

只
総
相
不
知
機
教

事
也

ノ

07

故
非
難

也

08

【
同
十
四
日
】

問
若
云
今
経
摂
八
万
四
千

者
般

ヲ

ニ

09

舟
讃
云
門
々
不
同
名
漸
教
万

10

功
苦
行
証
無
生
畢
命
為
期
専

11

念
仏
須
臾
命
断
仏
迎
将
已
上

12

此
釈
意
八
万
四
千
総
名
漸
教

ハ

ヲ

13

対
云
今
意
名
頓
教

見

例
如

天

ヲ

ト

ト

タ
リ

14

〈
三
四
ウ
〉

台
於
爾
前

分
別
随
自
他

而
要
法

ニ

ハ

01

釈

自
法
花
前
皆
曰
随
他
故
前
教

02

中
雖
立
有
融
以
□
帯
故
並

03

属
随
他

法
門
与
奪
不
始
于
今

ト

ノ

04

与
而
言
之
聖
道
門
中
有
頓

05

漸
教
奪
而
言
之
若
望
浄
土

06

者
若
頓
若
漸
皆
属
漸
教

也

07

若
爾
今
所
云
八
万
法
皆
蒙
解

ハ

08

脱

明
知
非
浄
土
教

云
事
下
云

ト

ニ

09

衆
生
障
重
即
観
経
機
故
也
如
何

ノ

カ

10

答
門
々
不
同
名
漸
教
者
且
挙
漸

11

教
八
万

也
次
下
云
万
劫
苦
行

ノ

12

証
無
生

故
也
凡
大
小
漸
頓
諸
教

ト

ノ

ニ

13

皆
教
皆
有
八
万
四
千

何
八
万
之

14
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〈
三
五
オ
〉

言
限
漸
教

歟

01

問
上
云
仏
教
多
門
八
万
四

所
云
八

02

万
四
可
通
漸
頓

歟
答
爾
也
上ハ

03

総
挙
仏
教

故
欲
不
見
二
句
何
観

ノ

ハ

04

経
頓
教
求

出
離

釈
也
是
八
万
内

ニ

ヨ
ト

ヲ

レ

ノ

ナ
ル
カ

05

故
也
尋
云
言
教
々
有
八
万

者

ニ

06

一
教
之
中
具
有
八
万

歟
答
爾
也

ニ

07

付
小
乗
機

有
八
万
不
同
大
乗
漸

ノ

ノ

08

頓
一
々
有
八
万

也
倶
舎
頌
曰

ニ

09

牟
尼
説
法
蘊
数
有
八
十
千

10

彼
体
語
惑
名

此
色
行

蘊
摂

ノ

ハ

ナ
リ

ト

ト
ノ

タ
リ

11

然
衆
生
乃
至
遍
攬
事

12

問
文
大
意
如
何
答
上
釈
諸
経
益

了

ニ

ノ

13

今
於
諸
経
中

別
就
観
経
中

釈

ハ

ニ

14〈
三
五
ウ
〉

可
求
出
離

之
来
意

也

01

問
上
云
垢
障
覆
深

今
云
衆
生
障
重

ニ

02

問
異
如
何
答
異
也
上
不
論
聖
道

ハ

03

浄
土
之
機
総
挙
惑
障
衆
生

為

ノ

04

一
門
得
脱
之
機

也
今
於
其
中
分

①

ト

ハ

05

別
利
鈍

別
取
鈍
機

可
依
観

ヲ

②

06

経

也
問
取
悟
之
者
難
明
意
如
何

07

答
上
雖
云
皆
蒙
解
脱

而
鈍
根

ト

ト

08

障
重

而
難
開
悟
也

シ
テ

09

問
難
明
之
字
見
悪
如
何
答
難
明
者

シ

10

難
悟
実
理

云
歟
実
文
見
悪
云
々

ニ

ハ

11

有
人
慈
雲
房

読
点
云
取
悟

之
者
難

ノ

シ

12

①
一
…
「
一
」
と
上
書
訂
記

②
取
…
「
元
」
を
「
取
」
と
右
傍
訂
記
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明

雖
可
教
益
多
門
可
読
点

歟

ケ
□

ト

ヲ

13

難
為
句
末

明
可
読
句
頭

歟

ヲ

ヲ

ニ

14〈
三
六
オ
〉

問
雖
可
教
益
多
門
等
之
文
意
如
何

01

答
八
万
四
千
教
当
其
機

皆
雖

ノ

02

解
脱

重
障
凡
夫
難
遍
攬

云
也

ス
ト

ノ

03

遍
攬
者
於
一
々
門
中

機
分
怯
弱カ

04

故
何
門

難
入
云
也
已
上

ニ
モ

05

師
云
此
釈
付
皆
蒙
解
脱
之
文

来
文

ハ

ル

06

也
謂
在
世
機
能
化
仏
鑑
機
説

ノ

ハ

ノ

テ

07

所
亘
之
法

故
一
々
雖
解
脱

今
属
滅
後

08

自
不
知
機

故
難
明
何
当
門
機

事

①
ノ

ト

ノ

09

也
次
雖
可
已
下
又
続
上
釈

来
也
其

ハ

テ

ル

10

機
難
知

者
遍
行
門
々

者
其
中
無

ク

ニ

11

当
機
之
門

哉
為
通
此
伏
難

釈

ト

ヲ

12

無
由
遍
攬

也
所
謂
五
濁
増
時

ノ

ナ
レ
ハ

13

煩
悩
惑
障
弥
強
修
行
時
分
短
促

ハ

ク

ノ

ハ

14〈
三
六
ウ
〉

也
一
門
尚
難
行

何
況
門
々
哉
為
顕

01

此
意

云
無
由
遍
攬

也
依
之
新
修

02

伝
見

此
旨

彼
伝
云
幼

而
投

蜜
州

ニ

タ
リ

ナ
ク

イ
タ
テ

ノ

03

明
勝
法
師

出
家
誦
法
花
維
摩

ニ

ヲ

04

忽
自
思
曰
教
門
非

入

一
道
一
途

ニ

テ

ク
②

ハ

③
イ
ル
ニ

ヨ
リ

05

若
不
契
機

功
即
徒
設

於
是

投

ハ

ニ

ニ

タ
リ

06

大
蔵
経

信

手

探
之

得

無
量
寿

ノ

マ
カ
セ
テ

ニ

タ
リ

07

経

便
喜
誦
習
於
十
六
観

常
諦

ヲ

テ

ハ

ヲ

ニ

ニ

08

思
惟

抗

節
西
方

以
為
冥
契

シ
テ

ア
ケ
テ

ヲ

ニ

ス

ト

09

欣
恵
遠
法
師
勝
躅

遂
往
廬
山

テ

ヲ
ム

ノ

ヲ

ニ

テ

ニ

10

①
何
…
下
に
符
号
あ
り

②
教
…
右
訓
に
「
ハ
」
と
あ
る
を
抹
消

③
入
…
「
一
」
を
「
入
」
と
上
書
訂
記
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観
其
遺
範

乃
豁
然

増
思
自

ミ
ル

ヲ

ト

ス

ノ
ソ
レ
ヨ
リ

11

後
歴
訪
名
徳

幽
求
妙
門

功
微

ヲ

ク
ス

ヲ

ク

12

理
深
未
有
出
般
舟
三
昧

者

畢

タ

ヲ

モ
ノ

13

命
此
道

已
上

今
釈
与
此
伝
文

意
同
歟

ヲ

ニ

①

14〈
三
七
オ
〉

遇
因
韋
提
等
事
同
十
五
日

01

問
文
大
意
如
何
答
自
此
下
正
明
依
此

ハ

02

経

判
教
相

之
事

也
此
即
順
弥
陀
他

03

力
之
本
願

順
釈
迦
慇
懃
之
勧

②
シ
ヤ

04

進

釈
偏
化
凡
夫
之
教
門

勧
濁

ニ

05

世
衆
生
之
出
離

也

ヲ

06

問
遇
字
其
訓
読
如
何
答
玉
篇
云

07

娯
句

切

見
也
言
路

相
逢
也
切
韻
云
牛

ク
ク
ウ
ノ

ニ

08

具
切

不
期
而
会
也
已
上

准
之

遇
有
適

09

訓

歟
問
遇
者
不
図

而
会
也
爾
者

ハ
カ
ラ

10

誰
人
不
図
而
会
歟
答
釈
迦
欲
説

11

浄
土
経

之
処

不
図
而
遇
韋
提
之

12

請

也
此
義
先
師
義
勢
也
若
私
義
之

ハ

13

義
勢

指
釈
家
云
遇
歟
但
違

ニ
テ
ハ

③

14〈
三
七
ウ
〉

下
因
其
請
故
之
文
然
者
設
上

01

釈
善
導
述
懐
也
ト
モ

遇
因
下
正

ノ

02

明
釈
迦
施
化
之
相

無
其
失

歟

セ

03

問
韋
提
初
致
曰
請

今
何
略
前
二

ノ

04

請
偏
挙
後
二

歟
答
光
台
見

ニ

05

国

自
通

至
別

故
前
二
非
要

故
今

ハ

06

略
之
正
付
別
請

説
観
経

故
挙

07

後
二
請

也

08

①
今
…
「
此
」
を
「
今
」
と
上
書
訂
記
し
、
さ
ら
に
「
今
」
と
右
傍
註
記

②
釈
…
「
釈
」
上
書
訂
記

③
家
…
「
迦
」

を
「
家
」
と
右
傍
訂
記
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然
娑
婆
化
主
等
事

09

問
定
散
二
善
倶
依
韋
提
之
請

可
云

10

歟
答
不
爾

難
云
若
定
散
善
倶ニ

11

依
韋
提
請

云
者
三
福
九
品
之
散
善

①

ハ

12

如
来
自
説
見

爰
以
定
散
料
簡
門

ト

タ
リ

ハ

13

云
定
善
一
門
韋
提
致
請
散
善
一

14〈
三
八
オ
〉

門
是
仏
自
説
已
上

般
舟
讃
云
定
善

01

一
門
韋
提
請
散
善
一
行
釈
迦
開
已
上

02

若
依
之
云
爾
者
釈
云
娑
婆
化
主
因

03

請
故
広
開
浄
土
要
門
其
要
門
者

04

即
此
観
経
定
散
二
門
已
上

加
之
法

05

事
讃
上
云
韋
提
致
請
誓
捨
娑
婆

06

念
々
無
遺
決
定
求
生
極
楽
如
来

07

因
其
請
故
即
説
定
散
両
門
三
福

08

九
章
広
作
未
聞
之
益
已
上

此
等
釈

09

定
散
二
善
倶
依
韋
提
請

見

如
何

ニ

タ
リ

10

答
韋
提
致
請
只
限
定
善

者
所

11

説
之
定
散
何
皆
答
請

於
散

ニ

12

善

者
如
来
自
開
之
文
分
明
也
故

13

両
所
釈
倶
定
判
也
不
可
有
異

但
至

ニ

14〈
三
八
ウ
〉

今
釈
者
因
韋
提
請
故
総
説
一
経

釈

01

此
大
旨

也
所
謂
夫
人
請
定
善
故
如

02

来
□
□
初
説
所
請
之
定
善
次
因

ニ

ト
ナ
テ

03

之

説
自
開
之
散
善

尋
其
濫
觴

ヲ

ニ

ヲ

04

莫
不
韋
提
之
致
請

也
故
云
正
説

05

者
限
定
善
云
因
説
者
亘
定
散

06

①
提
…
右
傍
補
記
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也
次
至
法
事
讃

者
与
今
釈

同
歟

07

又
法
事
讃
云

求
生
安
楽
如
来
因

ハ

ヘ
リ

08

其
請
故

未
挙
第
四
別
去
行
之
請

ト

09

只
依
第
三
別
所
求
之
請

云
説
定
散

ノ

ニ

10

非
相
違
釈

歟

11

安
楽
能
人
等
事

12

問
今
経
時
云
弥
陀
顕

弘
願

者
指
何
文

ノ

ト

13

歟
答
総
而
言
之
一
部
始
終
皆
顕

14〈
三
九
オ
〉

弘
願

也
所
謂
凡
夫
生
浄
土

事
詫
願

01

力

故
也
別
而
言
之
住
立
空
中
摂
取

02

不
捨
然
彼
如
来
宿
願
力
故
九
品
来

03

迎
下
三
品
念
仏
是
也

ノ

04

難
云
住
立
可
爾

余
皆
釈
迦
説
也
如
何

ハ

ハ

①

05

答
雖
釈
迦
説

正
顕
他
力
勝
縁

之

ノ

06

辺
皆
属
弘
願
也

ハ

07

難
云
若
爾
者
釈
迦
能
化
弥
陀
所
化
也

ハ

②

ハ

③

08

今
顕
彰
者
指
能
顕
彰

也
必
当
釈

09

迦
彰
弘
願

如
何
答
釈
迦
所
説
之
要

10

門
中
□
顕
弘
願

也
其
中
要
門
者

テ

ニ

11

釈
迦
真
説
也
弘
願
者
弥
陀
会
釈
迦

ノ

12

顕
弘
願

給
也
故
譲
功
於
本

属
弥
陀ノ

13

顕
彰

也

14〈
三
九
ウ
〉

要
門
弘
願
事

01

問
要
門
弘
願
其
相
如
何
答
要
門
者

02

往
生
業
因
也
即
定
散
二
善
是
也

ノ

03

弘
願
者
往
生
外
縁
也
即
四
十
八
願

04

①
也
…
右
傍
補
記

②
化
…
「
化
」
の
右
傍
に
「
顕
」
と
右
傍
註
記

③
「
化
」
と
上
書
訂
記
し
、
さ
ら
に
「
顕
」
と

右
傍
註
記



- 512 -

是
也
此
即
仏
願
行
者
業
因
与
力

ノ

テ

ヲ

05

接
成
云
弘
願

也
若
依
五
戒
十
善

ヲ

06

業
因

感
人
天
果
之
報
之
時
局

因

カ
キ
レ
ル

07

果

故
別
不
待
他
力
勝
縁

今
凡

ナ
ル
カ

ニ

08

夫
生
報
土
之
時
願
力
不
加
者
不
可

ハ

09

生
故
別

以
四
十
八
願

為
增
上
縁

令

シ
テ

ト

10

凡
夫
劣
行

成
報
土
生
因

例
如
一
渧

ヲ

ノ

テ
イ
ノ

11

水
依
竜
王
力

成
大
雨

也

テ

12

問
以
定
散
行
名
要
門

之
意
如
何

13

答
門
者
通
也
一
々
行
各
通
浄
土

故

ニ

14〈
四
〇
オ
〉

云
要
門

也

01

問
息
慮
癈
悪
倶
可
通
定
散

歟

02

答
定
善
之
中
二
義
倶
有
其
中

ニ

ノ

03

癈
悪
者
定
者
戒
也
散
善
之
中

04

唯
有
癈
悪
無
有
息
慮
也

05

問
今
定
善
其
体
如
何
答
定
者
静

06

慮
也
此
有
二
一
生
静
慮
［
四
禅
四
無
色
天
人
也
］

07

［
非
今
所
用
］

二
定
静
慮
［
依
身
在
欲
界
六
天
三
州

上
界
為

08

依
地
修
］

［
得
其
定

也
］

此
有
三
一
味
［
□
定
果
而
不
具
支
林
］

二

09

浄［
具
支
林
断
惑
但
成
実
及
大
乗
不
有
漏
断
只
許
伏
惑
也
］

又
有

10

九
次
第
定
謂
四
禅
四
無
色
及
滅

11

尽
定
也
又
付
四
禅
四
無
色

有
根
本

12

近
分
初
禅
近
分
名
未
到
定
新

ノ

13〈
四
〇
ウ
〉

訳
云
未
至
定

又
付
初
禅

別
立

ニ

01

中
間
禅

是
大
梵
王
業
因
也

ハ

ノ

02

但
付
中
間
禅

亦
有
味
浄
無
漏
［
云
々
］

03
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総
付
八
根
本
八
近
分

中
間
無
想

04

定
滅
尽
定

分
別
有
漏
無
漏
者

05

四
根
本
下
三
無
色
根
本
未
至

06

中
間
之
九
定
通
有
漏
無
漏

餘
七

ニ

ノ

07

近
分
非
想
定
無
想
天
滅
尽
之

08

十
唯
有
漏
定
也
今
所
云
十
三
定

ハ

09

善
依
地
未
至
中
間
四
根
本
禅

ノ

ハ

ノ

10

六
地
ナ
ル
ヘ
シ

無
色
定
者
不
観
色
相

ハ

11

七
近
分
欣
自
地
根
本

不
欣
他
方

ハ

ノ

12

二
無
心
定
無
心
々
所

不
可
観
極
楽

ハ

13

故
也
問
要
門
中
可
有
念
仏
行

歟

ニ

14〈
四
一
オ
〉

答
有
之
即
下
三
品
行
是
也

01

有
義
云
念
仏
非
要
門

即
弘
願
行
也
［
云
々
］

ハ

ノ

02

今
云
此
義
失
要
門
弘
願
之
旨

念
仏モ

03

為
衆
生
行
因
之
辺
要
門
也
定
散

ノ

ハ

04

外
不
可
立
念
仏
行

文
理
決
定

文

ニ

セ
リ

05

者
下
三
品
文
也
理
者
衆
生
善
行

ノ

06

不
離
定
散
故
也
而
世
人
云
凡
夫

07

不
堪
定
散

欲
行
定
善
者
心
走

08

於
六
塵

凝
心
絶
分

欲
修
散
善

者

09

貪
瞋
競
起
癈
悪
難
成

是
故

10

如
来
以
弘
願
行

引
凡
夫

給
也
［
云
々
］

ヲ

11

今
云
設
雖
念
仏
也
全
無
癈
悪

者

12

不
可
往
生
是
即
修
善
品
々
而
癈

13

悪
亦
異
也
謂
仏
意
一
念
滅
無
量

ク

ハ

ニ

ノ

14〈
四
一
ウ
〉

悪

速
疾
令
證
万
德

只
食

根
縁

ト

ト
モ

01

不
同
故
付
戒

授
於
五
八
十
具
等

02

付
定

授
観
練
薫
修
等

付
恵

レ
ム

03
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教
十
智
少
智
等

給
也
或
為
婬

①

04

女

授
昼
戒

為
猟
者
師

授
夜
戒

給

レ
ウ

フ

05

一
々
皆
有
癈
悪
修
善
之
分

念
仏

06

者
懸
心
於
浄
土

行
一
万
十
万

之
時

07

或
被
制
安
心

或
被
妨
起
行
三
毒

セ
イ

08

暫

息
七
支
不
発
此
是
非

シ
ハ
ラ
ク

09

念
仏
具
癈
悪
修
善

歟
然
而

ヲ

10

煩
悩
具
足
行
人

ソ
ク数
退
数
起

ノ

ナ
レ
ハ

11

随
犯
随
懺
之
故
実
云
非
凡

12

夫
分

哉
同
十
七
日

13

【
同
七
日
】

問
念
仏
行
同
諸
行

有
癈
悪
之

ノ

ク

ニ

ハ

14〈
四
二
オ
〉

義

者
念
仏
勝
諸
行

之
意
不
顕

如
何

01

答
念
仏
諸
行
倶
雖
有
癈
悪
之
義

ニ

02

而
諸
行
望
下
機

難
成

故
令
行

ハ

03

念
仏

也
難
易
雖
異

癈
悪
惟
同
凡

シ

04

於
善
悪
者
皆
備
癈
悪
之
義ヲ

05

若
住
善
心
之
時
悪
心
不
起
是
非

ハ

06

癈
悪
哉
衆
生
心
法
二
心
不
並
起

ハ

07

故
也
但
修
善
者
尚
凡
夫

貪
瞋

ニ
シ
テ

08

亦
起
雖
起

帰
本
心

亦
修
善

々
悪

09

雖
雑

其
中
善
根
強
時
遂
出
離

ノ

10

也
但
余
行
非
生
因
願

故
也
他
力

ハ

ノ

ノ

11

加
被
是
弱
念
仏
生
因
本
願

シ

ハ

ノ

12

行
故
他
力
授
受
是
強
故
癈

カ

ノ
セ
ウ

シ

13

悪
雖
同

勝
劣
違
異
也
何
閣

諸

サ
シ
ヲ
ヒ
テ

14〈
四
二
ウ
〉

行
不
修
念
仏

歟
総
善
体
云
無

01

①
給
…
「
也
」
を
「
給
」
と
上
書
訂
記
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癈
悪
事
如
云
火
不
焼
薪

何
況

02

念
々
之
中
除
八
十
億
劫
生
死

03

之
罪
是
非
念
仏
有
癈
悪
義

04

哉
又
餘
行
不
止
一
切
悪

者
其

05

行
不
成

云
者
上
下
品
人
数
退

ノ

ハ

06

数
起
機
然
而
以
菩
提
心
余
行

為

ノ

セ
リ

07

受
法

何
又
中
々
品
一
日
斉
戒

08

善
以
為
受
法
餘
日
是
非
起
悪

ヲ

09

哉
成
仏
已
後
諸
悪
不
生
諸
善

10

満
足
等
覚
尚
起
微
細
悪
法

何

11

況
下
地
何
況
凡
夫
哉
凡
夫
癈
悪

12

異
是
諸
悪
不
生

歟
只
是
一
々

ナ
ラ
□

ノ

13

修
善
有
分
々
癈
悪
是
名

ニ

ノ

14〈
四
三
オ
〉

散
善

也
譬
喩
品
記
云
小
乗
中
云

01

上
界
無
恚
非
尽
理

也
然
諸
煩
悩

ニ

02

尚
至
等
覚
是
隔
無
色
已
上

若
念

03

仏
無
廃
悪
者
不
可
用
随
犯

ニ

04

随
機
之
無
間
修

也
已
上

05

言
弘
願
者
等
事
同
十
六
日

06

問
弘
願
体
何
物
歟
答
仏
四
十
八
願

ノ

07

也
凡
夫
往
生
時
因
縁
和
合
因
者

ノ

ス

08

定
散
要
門
也
謂
従
日
観

至

ノ

09

于
具
足
十
念
之
諸
行

是
也
是
為

10

往
生
業
因

也
爰
以
釈
云
廻
斯
二

ノ

ト

11

行

也
縁
者
凡
夫
以
定
散
之

12

因

生
浄
土

之
時
彼
仏
願
成
外

ノ

ノ

13

縁
助
定
散
行

令
成
往
生ノ

14〈
四
三
ウ
〉

業
因

也

ト

01
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問
正
教
常
習
感

分
段
果

内
有

ノ

ニ
モ

ヲ

02

因
縁

引
変
易
生

内
有
因
縁
而

ニ

03

今
何
立
内
因
外
縁

不
云
内
有
因
縁

歟

ヲ

04

答
如
難

往
生
時
内
有
因
縁

也
謂

モ

05

定
散
行
因
欣
求
心
縁
也
而
凡
夫

ハ

ハ

06

生
報
土

事
自
非
他
力
強
縁

者

ノ

07

絶
無
生
理

故
内
因
縁
合
為
一

テ

ノ

テ

ノ

08

因

更
加
他
力
外
縁

以
為
因
縁

也

ノ

ト

09

爰
以
観
念
法
門
釈
行
者
三
心
為

ニ

10

内
因

也
仏
三
種
願
力
為
別
縁

此

①

11

意
也
依
之
上
結

要
門
云
廻
斯
二

ニ
②
ニ
ハ

12

行

下
釈

弘
願

云
一
切
善
悪
凡
夫

ニ

ニ
ハ

13

得
生
者
等

要
門
弘
願
万
機

14〈
四
四
オ
〉

往
生
之
因
縁

事
在
文

分
明
歟

01

弘
願

釈
増
上
縁

要
門

結
二
行

ヲ
ハ

ト

ヲ
ハ

ト

02

其
旨
顕
然
也

03

問
一
切
善
悪
等
之
文
四
十
八
願
中
何

04

願
歟
答
総
指
四
十
八
願

々
々
々
々

05

倶
為
衆
生

故
也
但
別
指
要
願

ニ

06

者
可
在
十
八
十
九
両
願

也

07

問
本
願
中
無
善
悪
得
生
之
文
如
何

08

答
三
経
同
顕
本
願
力
故
雖
引

09

大
経

更
依
観
経

云
善
悪
凡
夫

也

10

善
凡
夫
者
十
三
定
善
機
及
上
中

ノ

11

六
品
機
也
悪
凡
夫
者
下
三
品
機
也

ノ

12

問
無
量
寿
経
名
大
経
之
意
如
何

13

答
三
経
之
中
此
経
広
故
対
余
二

14

①
別
…
「
利
」
を
「
別
」
と
右
傍
訂
記

②
結
…
「
縁
」
を
「
結
」
と
右
傍
訂
記
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〈
四
四
ウ
〉

経

名
大
経

也
天
台
此
経
広
故
対

ハ

01

名
大
本
経

弥
陀
経
名
小
本
経

ト

02

給
耳
嘉
祥
名
双
観
経

浄
影

ハ

03

道
綽
今
家
同
名
大
経
也

ハ

04

有
人
云
無
量
寿
経
大
宝
積
経
一

ハ

ノ

05

会
故
云
大
経

涅
槃
経
名
大
経

事

カ

ヲ

ハ

06

取
大
般
涅
槃
之
大
字

也
花
厳
経
名

07

大
経

事
取
大
方
広
仏
之
大
字

ハ

08

也
［
云
々
］

今
云
此
義
似

巧

無
指
事

又

ト
モ

ナ
ル
ニ

09

有
難

サ
テ
ハ
諸
経
之
中
大
字
之

10

経
是
多
謂
大
仏
頂
経
等
是
也

シ

11

此
等
皆
可
名
大
経

歟
又
真
言
両

12

部
大
経
云
者
大
日
金
剛
頂
是
也

ノ

13

金
剛
頂
経
無
大
字

又
宝
積
経

ニ

ハ

14

〈
四
五
オ
〉

新
訳
也
浄
影
道
綽
不
見
之

給
何

01

取
彼
釈

名
大
経

哉
只
付
其
宗
正

02

所
依
之
経
中
大
部
経
名
大
経

也
花

ニ

ノ

03

厳
宗
花
厳
名
大
経

天
台
宗
涅
槃

ヲ

ヲ

04

名
大
経

浄
土
宗
寿
経
名
大
経

皆

ニ

ヲ

05

此
意
也

06

問
弘
願
者
四
十
八
願
中
別
指
一
願
之

07

時
当
何
願

歟
答
有
云
叙
十
八
願

08

是
四
十
八
願
中
願
王
也
故
弘
願

09

者
指
十
八
願
歟
有
会

10

今
弘
願
者
広
成
定
散
往
生
別
縁

ノ

11

也
故
別
指
一
願
者
可
第
十
九
願
也
［
云
々
］

12

已
上
二
義
一
門
之
中
諍
論
也

13

今
云
弘
願
者
別
云
指
十
八
九
両
願

ニ

ト

ノ

14
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〈
四
五
ウ
〉

無
其
難
者
強
尅
体

一
願

事

ニ

セ
ル

01

有
何
要
歟
但
先
師
口
決
云
序
題

ノ

ハ

02

一
経
大
意
也
所
立
之
要
門
弘
願
又

ノ

03

可
顕
一
経
元
意

也
然
者
弘
願
広

ノ

04

雖
為
諸
行
為
外
縁

而
探
和
尚

モ

05

元
意

以
十
八
願

可
為
其
要
也
［
云
々
］

ヲ

06

師
云
私
案
此
義
勢

尤
可
然
事
也

モ

07

成
諸
行
得
生
強
縁

事
広
雖

ノ

ハ

08

亘
十
九
願

探
教
元
意

立
序

ノ

ニ

テ

ノ

ヲ

09

題
之
時
別
以
第
十
八

闕
為
最
要

10

之
意

歟
但
至
指
十
八

不
可
成
諸

ニ

11

行
外
縁
云
難

者
誰
云
弘
願
之

フ

12

中
無

十
九
願

但
簡
要
中
要
之

ニ

ト
ハ

13

時
別
取
十
八

許
也

14〈
四
六
オ
〉

問
定
散
諸
行
皆
乗
弘
願

以
諸

ハ

01

行

可
名
弘
願
行

哉

皆

答
先
師
云

02

有
人

若
問
言

定
散
諸
善
往
生

ヲ

①

ノ

03

時
皆
乗
弘
願

哉

者
可
答
必
然
也

ニ

ト

04

若
問
言

定
散
諸
善
皆
弘
願
也
哉ト

05

者
可
答
不
然
［
云
々
］

此
御
義
意
云
第
十
九

②

06

願
向
諸
行
往
生

立
来
迎
願

故

ニ

ノ

07

諸
行
乗
弘
願

也
願
生
因

之
時
選

モ

08

捨
諸
行

選
取
念
仏

立
十
八
願

ヲ

ヲ

09

故
弘
願
行
只
限
念
仏

也

ノ

ハ

10

問
大
願
業
力
意
如
何
答
大
願
者
兆

11

載
永
劫
六
度
万
行
也
大
力
者
十

ノ

12

①
善
…
「
行
」
を
「
善
」
と
右
傍
訂
記

②
十
…
右
傍
補
記
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劫
正
覚
四
智
仏
力
也
依
之
経
下
云

ノ

ノ

13

依
本
法
蔵
菩
薩
四
十
八
願
今
日
阿
弥

ラ

ノ

ト

14〈
四
六
ウ
〉

陀
如
来
自
在
神
力

願
以
成
力

々

ト
ニ

テ

ル

ハ

01

以
就
願
々
不
徒
然

力
不
虚
設

力

シ

02

願
相
符
畢
竟
不
差

故
曰
成
就
文

テ

タ
カ
ハ

03

又
云
凡
是
生
彼
浄
土

及
彼
菩
薩

04

人
天
所
起
所
行
皆
縁
阿
弥
陀
如

ノ

05

来
本
願
力
故
何
以
言
之
若
非

06

仏
力
四
十
八
願
便
是
徒

ニ
ナ
ラ
ム

設

已
上

カ
リ
ナ
ラ
ム

07

増
上
縁
事
如
定
善
義

08

摂
論
云
如
眼
根

為
眼
識

作
増
上

ハ

ノ

ヲ

ナ
ル

09

縁

已
上

同
論
三
云
此
正
見
以
何
法
為
増

ト

10

上
縁

謂
従
地

聞
音

及
正
思
惟
此

ト

ク

ク

ス

11

二
因
即
是
正
見
増
上
縁
已
上

唯
識

ノ

12

十
云
自
性
身
正
自
利
摂

寂
静

ハ

ノ

ナ
リ

13

安
楽

無
動
作

故
亦
兼
利
他

為

ニ

14〈
四
七
オ
〉

増
上
縁

令
諸
有
情

得
利
楽

故

ノ

ヲ

01

大
乗
義
章
三
云
增
上
縁
者
起
法

①

ノ

02

功
能

故
曰
增
上

以
此
增
上

為

法
縁

ナ
リ

ト

ス
ル
カ

ノ

03

故
名
增
上
縁

於
中

亦
有
非

增

ク

ト

サ
ル

04

上
縁

者

従
勝

受
名

故
曰
增
上

已
上

ノ

05

宗
鏡
廿
九
云
如
念
観
音
名
号

火

06

不
能
焼
等
此
詫
観
音
為
增
上
縁
已
上

07

問
別
以
弥
陀
本
願

名
増
上
縁

有

08

其
証
拠

歟
答
浄
上
云
安
楽
浄
土

09

是
無
生
菩
薩
浄
業
所
起
ア
ミ
タ
如
来

ノ

ノ

ヲ

10

①
大
…
右
傍
に
「
十
五
眷
□
也
」
と
あ
り
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法
王
所
領

即
ミ
タ
如
来
為
増
上
縁
已
上

ノ

ナ
レ
ハ

ヲ

11

集
上
云
大
経
云
十
方
人
天
欲
生
彼

12

国
者
莫
不
皆
以
阿
弥
陀
如
来
大

13

願
業
力
為
增
上
縁

也
若
不
如
是

ト

14〈
四
七
ウ
〉

四
十
八
願
便
是
徒
語

後
学
者

ナ
ラ
ム

01

既
有
他
力
可
乗
不
得
自
局
己

ラ

ヲ

02

分

徒
在

火
宅

也
已
上

ニ

コ
ト

ニ

03

准
之
弘
願
通
四
十
八

也

ハ

04

問
増
上
縁
者
四
縁
中
増
上
縁
歟

05

答
爾
也
難
云
四
縁
中
増
上
縁
者

06

其
力
微
弱
也
云
増
上
即
能
作

故

07

弥
陀
弘
願
増
上
縁
者
其
力
強

ノ

ノ

08

盛
也
云
莫
不
皆
乗
等

故
如
何

09

答
付
増
上
縁

有
々
力
無
力
之
不
同

10

今
増
上
縁
者
取
有
力
之
辺
故
無

11

所
違
歟

12

問
有
力
無
力
有
何
証

歟
答
娑
婆

13

廿
一
云
謂
多
勝
義
是
増
上
縁
義

14〈
四
八
オ
〉

不
障
義
是
能
作
因
義
已
上

01

浄
名
妙
記
云
如
増
上
縁
中
有
力
無

02

力
已
上

上
増
上
縁
是
有
力
増
上
縁
也

ノ

03

問
今
増
上
縁
与
三
力
中
之
増
上
縁

同

04

異
如
何
答
有
寛
狭
異

彼
狭
限
念

ハ

05

仏

此
寛
通
諸
行

故
可
不
同

也

ニ

ニ

06

又
仏
密
意
等
事
同
十
七
日

07

問
対
上
何
文

又
言
歟
答
総
対
上

ノ

08

来
之
文

云
又

也
上
来
総
釈
一
代
施
化

ニ

09

之
相

別
述
観
経
要
門
弘
願

是

増

ハ

ノ

10
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解
義
分
也
自
下
□
果
位
之
難
思

ハ

ナ
ル
ニ

11

発
迄
入
原

仰
信
之
分

也

①

12

問
所
云
仏
者
何
仏
歟
答
釈
迦
也
云

13

教
門
難
暁

故
也

14〈
四
八
ウ
〉

問
密
意
心
如
何
答
仏
教
寄
名
色ノ

01

仮

法

仮
説

一
々
敎
門
皆
出
於
仏

ナ
ル

ニ

ト
モ

02

意

故
非
因
位
之
境
界

也
智
論
云

03

仏
之
密
意
非
菩
薩
所
知
已
上

真
言
教
云

04

法
仏
三
密
甚
深
微
細
等
覚
十
地

05

不
能
見
聞
已
上

法
花
玄
云
文
内
妙
法
猶

06

難
遇
何
況
文
外
之
妙
耶
文

07

問
三
賢
十
地
不
知
仏
意
事
不
明

08

凡
四
依
菩
薩
皆
知
仏
密
意

製
論

ノ

09

解
経

如
何
答
如
難
四
依
菩
薩
分
知
如

ノ

ニ

10

来
秘
密
蔵
之
理

但
分
知
而
非

11

究
極
故
与
而
是
之
知
仏
意
奪

12

而
是
之
不
知
仏
意

也

13

問
可
有
凡
夫
分
知
仏
意

之
心

歟

ニ

14〈
四
九
オ
〉

答
可
爾

涅
槃
経
云
又
凡
夫
人
具
煩
悩
性
能

01

知
如
来
秘
密
之
蔵
已
上

但
十
聖
所
知

02

三
賢
所
知
皆
是
異
也
十
聖
分
証

シ
ヨ

ハ

ニ

03

三
賢
学
知
凡
夫
信
知

也

ハ

シ

ハ

ス
ル

04

況
我
信
外
軽
毛
事

05

問
信
外
者
為
信
即
外

為
信
之
外

歟

06

答
云
十
信
之
外
流
転
凡
夫

歟
是

07

即
今
家
卑
下
句
故
不
可
云
我

ノ

カ

08

①
原
…
「
応
」
を
「
原
」
と
右
傍
訂
記
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入
道
位

給

故
也

09

難
云
仁
王
経
説
十
信
位

云
譬
如
軽

10

毛
随
風
東
西
已
上

法
花
記
云
六
心
已

11

前
軽
毛
菩
薩
信
根
未
立
其
位
猶
退
已
上

12

此
等
文
軽
毛
者
十
信
位
也
今
云

ノ

フ

13

信
外
軽
毛
符
合

彼
等
文

故
知
信

ト

セ
リ

14〈
四
九
ウ
〉

外
者
可
十
信
外
凡

如
何
答
今
家

ナ
ル

01

卑
下
句
不
可
云
入
道
位

故
今
信

02

外
可
十
信
之
外

但
至
軽
毛

者
十

①

03

信
譬
軽

毛

事
或
進
或
退
故

ヲ

キ
ヤ
ウ

ニ

ハ

ノ

04

也
若
爾
此
義
凡
夫
非
無

故
無
失

ハ

ニ

05

難
云
観
経
云
見
彼
国
土
極
妙
楽

06

事
心
歓
喜
故
応
時
即
得
無
生
法

07

忍
已
上

釈
云
十
信
無
生
已
上

而
今
家
三

08

昧
発
得
而
彼
土
依
正
宛
在
眼

ノ

09

前

是
不
入
十
信

歟
知
今
信
外

ニ

ノ

10

十
信
位
也
云
事
答
誠
於
円

ノ

ト

ヲ

11

証
昇
進

者
雖
甚
深
也

今
云

ニ

ト

12

卑
下
句
之
時
不
可
露
顕
之

凡
賢
者

13

不
顕
自
証

定
善
義
初
其
文
分
明

ノ

14〈
五
〇
オ
〉

也
観
念
法
門
弥
分
明
也
但
造
疏
祈
請

01

現
証
云
載
文

事
有
別
故

也
文
云
上

ヲ

ニ

ハ

02

来
所
有
霊
相
本
心
為
物

不
為
已

03

身

既
蒙
此
相
不
敢
隠
蔵

04

謹
以
信
呈
義
後
被
聞
於
末

05

代
已
上

観
念
法
門

平
生
証

一
向
制

ニ
ハ

ノ

ヲ
ハ

06

①
十
…
右
傍
補
記
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之
臨
終
證

向
知
識

令
語
之

ヲ
ハ

07

乃
至
和
国
智
証
大
師
授
决
集

ノ

ハ

08

中
云
我
等
去
初
停
心
万
々
里
已
上

①

09

我
時
灑
水
灑
西

云
唐
靑
竜

10

寺
焼
失
已
上

明
年
商
人
来
云
去

テ

11

年
其
月
其
日
唐
靑
竜
寺

12

火
付
難
消
一
聚
雲
従
東

来

テ

テ

13

雲
中
降
雨
消
其
火

語

又
病

ケ
リ

14〈
五
〇
ウ
〉

中
詣
前
唐
院

現
値
大
聖
明

ニ

01

王

彼
教
立
印
儀
軌

被
授
灌

ニ

02

頂

給
ヘ
リ
非
直
之
人

明
異
然
而

03

去
初
停
心

事
万
々
里
云
給
ヘ
リ

ト

04

池
上
皇
慶
於
背
振
満
驚
発

ハ

ニ

05

地
神
咒

以
手
押
大
地

給
時
大
地
為

フ

06

之
震
動
誡
門
人
延
愍
法
橋
云
汝

ス

07

至
于
成
仏

此
事
莫
語
他
人
［
云
々
］

見
此

08

霊

乙
護
法
給
仕
是
不
動
疾
迄
也

ス

ハ

ノ

ス
ク

09

仰
惟
釈
迦
等
事

10

問
文
意
如
何
答
仰
謂
仰
信
也
仏
意

11

難
知
教
門
又
難
解

雖
不
知
其

ハ

12

理
致
然
釈
迦
発
遣
弥
陀
来
迎

ノ

ノ

13

其
文
件
分
明
也
只
仰
信
者
可

ハ

14〈
五
一
オ
〉

定
往
生
釈
也
難
云
発
遣
即

テ

01

要
門
来
迎
即
弘
願
也
還
同
前
義

02

何
為
二
段

歟
答
上
解
義
分
今
仰

ハ

ハ

03

信
分
也
故
上

則
広
以
要
門
弘
願
分

ニ
ハ

04

①
我
等
…
右
傍
補
記
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別
観
経
之
教
相
是
即
当
因
分
可

ス

05

説

下
則
只
就
明
文

成
仰
信
此
即

06

当
果
分
不
可
説
彼
此
迭
異
也
不

07

足
為
難

是
即
大
悲
満
足
如
来
為

08

一
子

懃
発
遣
旋
来
迎
給
雖
一

ニ

シ

ニ

09

念
不
可
生
疑

也

10

先
師
云
此
宗
出
離
以
此

可
為
故
実
［
云
々
］

11

今
云
聖
道
窮
智
恵

尚
自
証
時

12

以
信
入
法
花
方
便
品
云
汝
舎
利
弗

13

尚
於
此
経
以
信
得
入
況
余
声
聞

14〈
五
一
ウ
〉

其
余
声
聞
信
仏
語
故
随
順
十
経

①

01

非
己
智
分

已
上

況
浄
土

歟

02

唯
可
勤
心
奉
法
等
事

03

問
文
意
如
何
答
仰
信
発
遣
来
迎
之

04

上
三
心
四
修
自
然
在
身

必
可
往

ハ

ニ

05

生

釈

也
問
其
意
如
何

ス
ル

06

答
勤
心
者
安
心
奉
法
者
起
行

07

畢
命
為
期
者
作
業
四
修
也

08

捨
此
等
事

09

問
文
意
如
何
答
仰
信
之
上
三
心
五
念

ニ

10

四
修
自
然
具
足
之
人
五
定
而
順

11

次
生
浄
土

事

釈
也
又
上
勤
心

ニ

ヲ

ノ

12

奉
法
者
当
十
一
門
中
前
八
門

13

捨
此
已
下
当
後
三
門

也

14〈
五
二
オ
〉

問
即
証
等
文
意
如
何
答
上
云

如
来

ヘ
リ

ノ

01

出
世
為
令
衆
生

悟
入
真
如
法

02

①
随
順
…
「
仰
信
也
」
と
左
傍
註
記
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性
妙
理

今
云
証
法
性

同
意
也
是

ニ

03

即
聖
門
機
於
此
土

悟
法
性

ノ

ハ

04

浄
土
門
機
於
彼
土
悟
法
性
也

ハ

05

此
即
略
標
序
題
竟
事

06

問
略
竟
如
何
答
序
題
意
出
而
其

07

言
可

広
博
今
略
文
言

故
云

ヘ
リ

08

略
也
問
標
者
対
釈
結

今
結

09

文
用
標
字

歟
答
今
標
者
非

ニ

10

文
中
標
釈
結

於
七
門
中

対
後
六

11

門
序
題
総
云
標

也
非
難

ハ

12

【
同
十
八
日
】

然
衆
生
已
下
之
文
有
幾
科
段

歟

13

答
然
衆
生
下
別
明
浄
土
之
教

ハ

14〈
五
二
ウ
〉

興

中
為
三
一
結
難

生
易

謂
然

01

衆
生
下
廿
三
字
是
也
二
正
約
解

02

義
門
彰
観
経
之
教
相

謂
遇

03

因
下
至
増
上
縁
也
文
是
也
三
重

04

約
仰
信
門

明
浄
土
之
信
入

謂

05

又
仏
下
至
常
楽
是
也
第
一
門
中
為

ニ

06

二
一

明
不
知
随
縁
之
教

謂
然
等

ニ
ハ

ノ

07

十
一
字
是
也
二
明
不
能
通
攬

08

謂
雖
等
十
二
字
是
也
第
二
文
中
有

ニ
②

09

五

一
明
韋
提
請

謂
遇
等
廿
六

10

字
是
也
二
略
標
釈
迦
要
門
謂

11

然
等
十
七
字
是
也
三
略
標
弥

12

陀
弘
願

謂
安
楽
十
一
字
是
也

13

四
重
釈
要
門
謂
其
等
三
十

14〈
五
三
オ
〉

①
道
…
右
訓
に
「
ノ
」
と
あ
る
を
抹
消

②
有
…
「
五
」
を
「
有
」
と
右
傍
訂
記
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七
字
是
也
五
重
釈
弘
願
謂
言

01

等
三
十
四
字
是
也
第
三
文
中
有
二

ニ

02

一
正
明
難
悟
入
謂
又
仏
下
是
也
二

03

正
明
信
入
易
生

謂
仰
信
下
是
也

04

初
中
有
二
一
明
仏
意
甚
深

謂
又

コ
ト
ヲ

05

等
十
字
是
也
二
明
挙
聖
不
知

06

況
凡

謂
三
等
十
八
字
是
也
第
二

07

文
中
有
三
一
正
明
信
二
仏
方
便

08

謂
仰
等
廿
四
字
是
也
二
明
信
行

09

之
相

謂
唯
等
十
字
是
也
三
明
後

①

10

世
利
益
謂
捨
等
十
二
字
是
也

11

問
唯
可
已
下
委
意
如
何

答
一
部

12

答
唯
可
已
下
至
常
楽
之
文
総
含

ニ

カ
ム
ス

13

一
部
大
意

也
経
意
雖
多

不
過
穢

ノ

14

〈
五
三
ウ
〉

土
修
行
浄
土
得
益
修
行
中
十
六

01

文
得
広
不
出
安
心
起
行
之
二

而

ニ

02

今
文
云
勤
心

安
心
也
是
当

十
一
門

ハ

ア
タ
ル

03

中
前
四
門

奉
法
者
受
法
也
当
第

04

五
六
門
畢
命
為
期
者
当
第
七
門

05

挙
法
畢
命
合
而
当
第
八
門

已
上

06

穢
土
修
行
也
捨
此
下
当
九
十
十
一

ノ

ハ

07

之
三
門

也
是
則
明
浄
土
得
益

ノ

08

也
文
微
意
然
也
一
経
大
意
可
知

ノ

09

釈
名
門

10

言
仏
説
無
量
寿
観
経
一
巻
事

11

問
諸
経
文
首
置
題
目
等
梵
本

ノ

ニ

12

有
之
歟
答
梵
本

無
之

ニ
ハ

13

①
十
…
「
九
イ
本
」
と
右
傍
註
記



- 527 -

問
若
梵
本
無
之

者
何
故
置
此
題
外

14〈
五
四
オ
〉

字
置
上
下
也
是
名
廻
文

也
於

01

時
々
有
如
梵
本

之
事

是
名

02

廻
文
未
審

也
又
真
言
教
有

ニ

03

乱
脱
之
文

其
無
伝
授
之
人
為

ニ

04

令
不
見

也
先
師
云
天
竺

外
経
仏

ニ
ハ

05

経
相
雑

仏
弟
子
見
経

有
阿
榲

レ
リ

ウ
ン

06

之
二
字

者
捨
而
不
見
之
外
辺

07

披
経

有
如
是
我
聞
之
字
棄
而

08

不
見
之

也
法
花
記
云
在
家
事

09

梵
名
為
梵
士
出
家
外
道
名
為

10

尼
撻
已
上

11

問
見
世
流
布
本

多
云
観
無
量
寿

12

経

相
違
如
何
答
貞
元
入
蔵
録

13

上
云
観
無
量
寿
経
一
巻
［
亦
云
無
量
寿
観
経
］

14〈
五
四
ウ
〉

又
誰
人
所
為
歟
答
顕
要
記
云

01

晋
朝
道
安
法
師
有
四
義

故
初

ノ

テ

02

安

経
首

一
者
人
見
経
題
目

知
部

ヲ
ケ
リ

ニ

テ

ヲ

ル

03

法

故
二
為
智
者
略
知
能
広
解

ヲ

テ

ク

ク

セ
ム
カ

04

故
三
為
簡
異
餘
部

易
見

故
四

ノ

ニ

カ

05

為
急
迫
衆
生
仮
見
経
題

便
獲

ノ

ノ

ニ

テ

ヲ

チ

カ

06

故
已
上

問
何
故
梵
本
経
首
無
題

歟

ニ

07

答
梵
漢
文
体
不
同
是
多
不
足

08

為
難
梵
本
経

臾
安
題

也
謂

ニ
ハ

ニ

09

左
行
右
行
順
行
逆
行
等
也
又
梵

10

漢
相
対

時
文
字
上
下
不
想
応

ス
ル

ノ

サ
ウ

11

漢
筆
字
置
上

義
解
下

梵
文

ハ

ヲ

ニ

ハ

12

如
日
本
借
字

読
之

故
翻
訳
之

ノ

13
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時
始

如
梵
文

訳
置
後
准
文
体

ニ
ハ

ニ

14〈
五
五
オ
〉

［
前
後
経
異
本
重
無
良
舎
之
第
一
両
訳
一
部
］

准
之
観
字
上

01

下
異
不
同
歟

02

問
此
異
本
同
本
異
訳
之
本
歟
答

ハ

①

03

不
爾

有

重
訳
経

両
訳
一
闕

無
其

ト
モ

シ
テ

04

本
只
付

良
本

有
此
不
同

也

ニ

05

問
誰
人
所
為
歟
答
訳
人
所
為
歟

06

問
諸
師
依
何
本
歟
答
浄
影
天

②

07

台
法
常
誾
師
等
観
置
上

菩
提
心
論

ハ

ヲ

ニ

08

曇
鸞
嘉
祥
妙
楽
竜
興
法
照

③

09

等
観
置
下

与
今
家
同

10

問
観
字
置
上
置
下

有
何
意

歟

11

答
釈
此
事

有
二
師

嘉
祥
観
経
義

ノ

12

疏
云
問
無
量
寿
観
経

復
有
観
仏

ア
リ

13

海
三
昧
経

既
云
観
仏
海

今
何
不

14〈
五
五
ウ
〉

名
観
無
量
寿

而
云
無
量
寿
観

ト

フ

01

耶
解
云
通
皆
得

既
云
観
仏

タ
リ

フ

02

海
亦
得
云

観
無
量
寿

今
云

観

ヘ
ン

コ
ト

コ
ト

03

仏
海
無
量
寿
観

者
此
各
有

ト

ニ

ノ

04

義

観
仏
海
為

釈
三
昧
義

明

ハ

ナ
リ

カ

ヲ

05

三
昧

無
量
三
昧

今
明

是
観
仏

ア
レ
ハ

ナ
リ

ノ

06

三
昧

如

無
量
寿
観

此
為

釈
観

ヲ

ク
ハ

ナ
リ

07

義

明
観

有
無
量
観

サ
レ
ハ

未
知
是
何

ニ

ヲ

ノ

レ

ノ

08

物
観

今
明
是
無
量
寿
観

故

ノ

云
コ
ト
ヲ

ス

ノ

ヲ

09

云
無
量
寿
観

不
得
称

観
無

ス

コ
ト

10

量
寿
也
又
所

以
言
無
量
寿
観

イ
フ

④

ト

11

①
本
…
右
傍
補
記

②
本
…
「
本
」
を
「
本
」
と
右
傍
訂
記

③
妙
楽
…
「
弘
一
」
と
右
傍
註
記

④
寿
…
下
に
符
号

あ
り
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者
明
由
境

故
発

観

如
大
経

所

カ

ニ

コ
ト
ヲ

ヲ

①

ノ

12

明

譬
如

キ
ウ
リ

胡
瓜
能
為
熱
病

十
二

シ

ノ

ク

カ

13

因
縁
境
亦
爾
能
発

観
恵

今
此

リ

ク

ス
ト

ヲ

14〈
五
六
オ
〉

経
正
然
由
境

故
生
観

亦
如
中

ク

モ

ス

01

観

何
故
観
在
後

中
在
前

以
中

リ

ハ

ニ

ノ

02

発

観

故
観
居
後

亦
以
観
生
智

ス
ル
ヲ

ス

ニ

03

故
観
在
前

也
問
何
故
但
云
無
量

ア
ル

04

寿
観

而
不
称
観
無
量
寿
仏
耶

ト

05

解
云
不
得
称
無
量
寿
仏
観
何

06

者
若
称

無
量
寿
仏
観

但
得
一

セ
ハ

07

義

若
云

無
量
寿
観

則
含
五
義

ヘ
リ

ヲ

08

無
量
寿
時
節
無
量
寿
化
主
無

ノ

ト

ノ

ト

09

量
寿
化

即_

入
無
量
寿
敎
門

ノ

ト

ト

10

無
量
寿
徒
衆

為
是

故
但
称
無

ト
ナ
リ

ニ

11

量
寿
観

不
得
云
無
量
寿
仏
観

ト

12

然
復
於
無
量
寿
仏
経

望
今
無

ニ

ノ

13

量
寿
観

即
是
通

於
無
量

ニ

ナ
リ

リ
ヤ
ウ

14〈
五
六
ウ
〉

寿
仏
経
即
別

無
量
寿
観
通
也

ナ
リ

ハ

01

無
量
寿
観
経
五
義
事

ノ

02

一

無
量
寿
時
節
謂
成
仏
以
来
逕

ニ
ハ

②

03

於
十
劫
未
来
経
於
無
量
劫

是
也

04

二
無
量
寿
化
主
謂
能
化
無
量
寿

05

仏
也
三
無
量
寿
化
謂
ミ
タ
ノ
化
儀
也

06

四
無
量
寿
教
門
謂
釈
迦
教
門
也

ノ

ノ

07

五
無
量
寿
徒
衆
謂
観
音
聖

ノ

08

衆
等
也
若
云
無
量
寿
観

之
時
具
足セ

リ

09

①
大
経
…
「
涅
槃
経
也
」
と
右
傍
註
記

②
寿
…
右
傍
補
記
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此
五
義
若
云
無
量
寿
仏
観
之
時

10

只
有
第
二
義
闕
余
四
義

釈
也
但
即

11

入
両
字
未
了

12

然
後
於
無
量
寿
仏
観
等
事

13

此
文
々
字
有
脱
落

歟
可
云
於
無

14〈
五
七
オ
〉

量
寿
仏
経
望
今
無
量
寿

01

観
即
是
通
於
無
量
寿
観
経ヲ

02

望
彼
無
量
仏

即
是
利
無
量

①

03

寿
通
観
別
也

ハ

04

問
総
此
釈
大
意
如
何
答
観
字
上
下

05

作
二
釈

也
一
観
仏
三
昧
経
之
観
字

06

在
上
事
観
有
多
種

事

不
云

ハ

ニ

ヲ
ハ

②

07

為
三
昧
題
有
多
種

題
観
仏
海

ニ

08

之
三
昧

也
今
経
名
無
量
寿
観

ヲ

09

事
観
有
多
種
故
題
無
量

ハ

ニ

10

寿
之
観

也
簡
異
余
観
之
心
也

11

第
二
釈
意
依
境
智
禾
教

観

ハ

ニ

12

字
在
上
下

釈
台

也
謂
有
阿
弥
陀
仏

ニ

13

云
境
故
依
此
境

発
行
者
観

ノ

14〈
五
七
ウ
〉

智

故
前
境

後
観

題
無
量

01

寿
観

也
又
依
行
者
観

題
無
量

02

寿
仏
之
境
故
可
名
観
無
量
寿ト

モ

03

然
而
此
師
依
無
量
寿
観
本

故

ニ

04

或
引
大
経

或
例
中
観
論

而
前

05

境

後
之
観

之
義
委
悉
釈

之

ヲ

ニ

セ
リ

06

二
竜
興
観
経
疏
上
云
所
言
観
経
者
惑

07

①
利
…
「
別
」
と
左
傍
註
記

②
云
…
「
為
」
を
「
云
」
と
右
傍
訂
記
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本
著
下

有
言
著
上

是
観
察

ニ

カ

ノ

08

義

若
著
下

者
是
観
行
義
応

ナ
リ

09

言
観
察
無
量
寿
経
無
量
寿
観

10

行
経
今
唯
下
文
但
応
観
察
如
下

11

文
云
此
経
一
名
観
極
楽
国
土
無
量

12

寿
仏
観
世
音
得
大
勢
至
二
名
浄

13

除
業
障
生
諸
仏
前
今
初
名
中

14〈
五
八
オ
〉

除
国
菩
薩
唯
取
観
仏
以
題
経
自
然

01

依
漢
語
観
字
著
上

依
梵
語
法
観

02

著
下
耳
但
伝
者
意

非
別
本

也
已
上

ニ
テ

03

問
此
釈
大
意
如
何
答
此
釈
挙
仮
実
之

ハ

04

二
義

也
一

作
仮
説
釈

其
意
云
観

ニ
ハ

ヲ

05

置
上

者
観
察
義
故
可
云
観
無
量

カ

06

寿
経

観
置
下

者
可
云
無
量
寿

ヲ

07

観
行
経

是
仮
説
釈
也
二
今
唯
下

ハ

ノ

ニ

08

釈
実
義

於
中

有
二
一

於
上
二
義

ニ
ハ

09

中

破
観
字
在
下
其
義
不
当

事

ニ

ハ

10

違
仏
自
唱
之
題

故
是
破
当
破

ハ

ニ

11

嘉
祥
之
義

也
二
正
述
自
義
謂
観

12

字
上
下
梵
漢
文
例
也
若
上
若
下

ノ

ハ

ノ

13

倶
観
察
義
也

ノ

14〈
五
八
ウ
〉

問
両
師
所
判
其
意
分
明
也
若
望
今

ノ

01

家
者
何
可
会
歟
答
既
無
解
釈

02

何
推
其
意

無
文
諍
論
智
者
所

03

奇
哉
問
設
無
数
釈

既
依
観

04

字
著
下

之
本

是
無
其
意
歟

05

若
無
大
師
次
判
者
末
学
何
不
義

06

推
其
意

歟
如
何
答
無
所
翻
者

07
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依
何

得
知

何
況
経
本
有
異

設

ニ

08

無

別
由

且
付
大
師
所
覧
之
本

ト
モ

09

爾
製

此
疏
歟
此
即
信
手
得
経

ツ
ク
ル

10

之
本
観
字
在
下
歟

11

難
云
信
手
得
経
之
本
以
観

在
下

ニ

12

験
知

定
有
深
意
歟
如
何

ス
ル
ニ

13

答
信
手
得
経
之
本
意
於
一
切
経
中

ハ

14〈
五
九
オ
〉

得
観
経
是
要
也
不
必
観
字
上

01

下
為
用

也
同
十
九
日

02

問
世
流
本
無
一
巻
之
二
字

如
何

ニ

03

答
大
師
所
覧
之
本
爾
歟
依
之

04

貞
元
録
云
観
無
量
寿
経
一
巻
已
上

05

西
国
正
音
事

06

問
文
意
如
何
答
天
竺
云
西
国
西
域

ヲ

07

従
震
旦

西
故
梵
語
名
正
音

カ

ヲ

ト

08

梵
王
伝
故
倶
舎
論
云
一
切
諸
天

ノ

カ

09

皆
作
聖
言
謂
彼
言
辞
同
中
印

10

度
已
上

是
云
正
音

辺
州
総
道
愚

11

而
成
余
言

也
光
記

切
初

五
趣

ニ
ハ

ニ
ハ

ノ

12

言
辞
同
後
辺
州
愚
而
言
智

ニ

ハ

13

悪
趣
受
苦
言
替
釈

ト

セ
リ

14〈
五
九
ウ
〉

初
終
云
故
明
王
院
引
文
選

彼

ハ

01

語
此
事

云
梵
王
楼
佉
蒼
ク
エ
チ
頡
三

ヲ

ロ

キ
ヤ

02

兄
弟
来

下
人
間

有
梵
書
佉

①

ニ

03

書
篆
書

左
右
下
之
三
行

テ
ム

ノ

ア
リ

04

二
種
書
在
天
竺

行
化
字
体

ノ

ハ

ス

05

①
下
…
右
傍
に
「
天
」
と
あ
り
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梵
字
也
左
右
行
為
異
蒼
頡

ヲ

06

後
来
下
震
旦

黄
帝
時
飛
往

ニ

ス

ニ

①

テ

07

海
辺

観
鳥
跡

作
字

篆
書

ニ

テ

08

是
也
今
案

蒼
公

伊
舎
那
魔

ス
ル
ニ

コ
ウ
ハ

09
ク
ヱ
南

醯

首
羅
第
六
天
王
也
［
云
々
］

依
此

説

ケ
イ
北

10

者
強
漢
音
不
可
云
僻
言

歟

ニ

ヲ

11

サ
レ
ハ
梵
音
正
音
漢
語
傍
音

ハ

ハ

12

ナ
ル
ヘ
シ
是
但
此
説
違
光
記

内
外
之

13

所
伝
殊
異
是
多
歟

14〈
六
〇
オ
〉

此
云
名
覚
事

01

或
本
云
此
土
名
覚
真
偏
難
実

02

言
自
覚
者
簡
異
凡
夫
事

03

問
文
意
如
何
答
是
以
仏
自
覚
法

ハ

ノ

ノ

ヲ

04

簡
異
凡
夫
自
迷

也
是
即
生
死

ニ

05

本
無
也
凡
夫
迷
思
実
有

故
受

テ

ト

06

苦

仏
悟
本
無
体

自
出
生
死

故

ノ

ミ

07

云
自
覚
也

08

此
由
声
聞
等
事

09

難
云
上
標
簡
異
凡
夫

次
可
云
此

ニ

ト

10

由
凡
夫
等

也
何
云
此
由
声
聞
等

歟

11

答
簡
異
凡
夫
之
義
其
意
顕

ハ

12

露
故
不
用
別
釈

也
於
二
乗
者
一

カ

13

分
雖
同
仏
自
覚

而
無
覚
他

ノ

ニ

モ

14〈
六
〇
ウ
〉

而
不
及
仏

云
也

01

重
難
云
設
雖
自
覚
之
法

不
可
及
仏

②

02

二
乗
断
四
住

出
分
段

仏
尽
五
住

ハ

ハ

03

①
時
…
右
傍
補
記

②
可
…
右
傍
補
記
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離
二
死

故
也
如
何
答
実

自
利
法

ニ
ハ

モ

04

雖
不
及
仏

以
余
分
闕

覚
他
之
法

ス
ル

05

一
往
簡
異
之

也

06

問
可
云
二
乗
狭
劣

何
云
声
聞
狭
劣

07

歟
答
挙
声
聞

顕
支
仏

其
法

08

同
故
也
爰
以
下
云
簡
異
一
乗

也

モ

09

問
声
聞
説
法
在
世
転
教
滅
後
何

ノ

ノ

10

法
云
彼
云
此

利
益
幾
許
歟
何
云
闕

11

無
利
他

歟
答
仏
他
為
先

二
乗
自

ハ

ヲ

①

ハ

ラ

12

為
先

設
雖
利
他

自
利
之
上
化
也ナ

リ

13

意
楽
既
異
也
故
今
対
仏
菩
薩

14〈
六
一
オ
〉

釈
闕
無
利
他

也

01

言
覚
他
者
簡
異
二
乗
等
事

02

問
下
可
釈
簡
異
二
乗
之
意
如
何

03

答
如
前

04

問
有
智

故
能
自
利
有
悲
故
能
利

05

他

之
様
如
何
答
生
死
一
法
為
自

ス
ル

ノ

ヲ

ス

06

行

以
智

空

之

為

利
他

以
悲

化

ト

ス

ヲ

メ
ニ

ノ

07

之

也
是
即
大
乗
菩
薩
断
惑
利

ヲ

ノ

ハ

08

生
而
不
同

六
度
菩
薩
因
時
未
断

09

故
也
依
之
瓔
珞
経

十
住
従
仮
入

ニ
ハ

ニ

10

空
十
行
従
空
出
仮

乃
至
十
地

シ

セ
リ

ニ
ハ

11

一
心
具
足

自
利
之
地

也

ニ

セ
ル

12

悲
智
双
行
不
著
有
無
事

13

問
文
意
如
何
答
大
悲
利
他
之
辺

□

ニ
ハ

14〈
六
一
ウ
〉

縁
生
死
有

大
智
自
利
之
辺
悟

ノ

ウ

01

①
二
…
右
傍
補
記
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生
死
空
悲
智
双
行

不
著
有

ノ

ン
ヌ
ト
ハ

02

不
著
空

云
也
謂
悲
不
著
無

智

ニ
モ

ク

ハ

ニ

ハ

03

不
著
有

也
難
云
縁
空

者
著
無

04

縁
有

著
有

也
何
云
不
著

有
無

歟

05

答
度

無
所
度

何
著
有
無

故
往

ト
モ

06

生
論
云
遊
戯
神
通

維
摩
経

07

雖
知
諸
仏
国
及
与
衆
生
空
而

08

常
修
浄
土
教
化
於
群
生

大
経
云

09

覚
了
一
切
法
猶
如
夢
幻
響
満

10

足
諸
妙
願
必
成
如
是
刹
已
上

11

問
凡
夫
所
計
之
有
与
菩
薩
利
他
之
有

12

有
何
別

歟
答
凡
夫
所
計
実
有

ハ

13

也
故
受
生
死
之
苦

菩
薩
利
他
有

ノ

ノ

ハ

14〈
六
二
オ
〉

仮
有
也
故
雖
現
形

不
受
苦

譬
如

01

戯
論
故
云
仮
有

是
故
従
仮
入

ト

02

空
之
仮
六
道
実
有
之
仮
也
従

ハ

03

空
出
仮
之
仮
利
生
仮
有
之
仮
也

ハ

04

問
何
故
化
他
智
必
縁
有
歟

05

答
唯
識
論
云
不
執
菩
提
有
情
実

06

有
無
由
発
起
猛
利
悲
願
已
上

07

言
覚
行
竆
満
者
等
事
同
廿
日

08

問
可
云
此
由
菩
薩
何
云
此
由
如
来
歟

09

答
大
旨
如
前
簡
異
凡
夫

之
下
挙

ニ

10

声
聞

簡
異
二
乗

之
下
挙
菩
薩

比
来

ヲ

11

次
第
尤
可
挙
如
来

也
次
下
云
智
行
已

12

窮
時
劫
已
満

即
直
釈
仏
徳

也
後

ト

ニ

13

云
出
過
三
位

正
顕
ケ
ム簡
異
意

也
三

ノ

14〈
六
二
ウ
〉

位
者
一

凡
夫
二
々
乗
三
菩
薩
也

ニ
ハ

01
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難
云
今
文
釈
覚
行
窮
満

也
若
爾

ハ

ハ

02

可
云
出
過
菩
薩

何
云
出
過
三
位

歟

03

答
今
三
覚
総
結
也
故
云
出
過
三
位

①

ノ

04

也
如
難

当
文
雖
釈
簡
異
菩
薩

終
広

ハ

ト

ニ

05

云
出
過
三
位

総
結
故
名
為
仏

也

テ

06

問
今
三
覚
名
義
依
何

文

歟

ノ

ノ

ナ
ル

カ

07

答
依
浄
影
疏

也
彼
前
云
音
自

08

覚
者
簡
異
凡
夫

言
覚
他
者
利

09

異
二
乗

覚
行
窮
満
者
彰
異

シ
ヨ
ウ

10

菩
薩

是
故
独
此

名
之

為
仏
已
上

リ

ヽ
ニ

11

天
台
第
三
名
覚
行
円
満

給

ハ

ヲ

ヘ
リ

12

問
総
覚
者
其
義
如
何
答
浄
影

13

疏
云
覚
有
両
義

一
覚
察
義
対

ハ

14〈
六
三
オ
〉

煩
悩
障

煩
悩
侵
害
事
等
如
賊

ノ

01

唯
聖

覚
知
不
為
其

害

故
名
為

ノ
ミ

ス

ニ

セ
ラ
レ

02

覚

此
之
一
義
如
涅
槃
説
二

覚
悟
義

ニ

カ

ニ
ハ

ノ

03

対
其
知
障

無
明
昏
シ
ム寝
事

②

ニ

ノ

04

等
如
睡

聖
恵
一
起
朗
然

大
悟

シ

ノ

ヒ

テ

ト

ニ

ル
コ
ト

05

如
睡
得
寤

故
名
為
覚
已
上

シ

ノ

カ

サ
ム
ル
ナ
リ
ト

06

問
三
覚
各
可
具
覚
察
覚
悟
之
二

07

義

歟
答
可
爾

是
即
自
覚
与
窮

08

満
二
自
行
也
此
自
行
智
恵
可
有

ノ

ハ

ノ

ノ

ニ

09

縁
二
諦
之
義

其
中
覚
察
縁
真

ノ

ハ

10

諦
境

其
中
覚
悟
縁
俗
諦
境

ヲ

ノ

ハ

11

故
天
台
釈
跨
節
二
諦

云
此
乃
三

12

世
諸
仏
二
智
之
境
已
上

二
智
者
一ニ

ハ

13

実
智
即
今
覚
察
也
二
権
智
即

ノ

14

①
三
覚

…
「
三
覚
」
と
上
書
訂
記

②
知
…
「
智
イ
」
と
右
傍
註
記

ノ
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〈
六
三
ウ
〉

今
覚
悟
也
又
第
二
覚
他
一
向
利

ノ

ハ

01

他
智
也
利
他
者
全
校
自
利
即

ノ

02

此
亦
可
有
二
智

先
師
云
若
不

03

自
利
何
能
利
他
已
上

天
台
云
自
行

04

闇
妙
宗
無
由
於
度
他
已
上

故
知
覚

05

他
亦
具
二
智

但
自
行
縁
空
為

ニ

ハ

06

体

故
覚
察
義
強
化
他
縁
有

シ

07

為
本

故
覚
悟
義
強
也
但
花
厳

08

宗
云
実
智
縁
空
有

権
智

縁

チ
ニ

コ
ム

ニ
モ

09

空
有

不
同
相
宗

也

10

言
諸
口
音
陳
唱
等
事

①

11

問
文
意
如
何
答
説
者
如
来
金
口
唱

ノ

ノ

12

也
釈
也
難
云
人
師
作
釈
事

ト

13

為
散
経
論
不
審

也
既
無
加
顕
之

14〈
六
四
オ
〉

功
只
徒
似
費
言
論

如
何
答
説

ニ

ヲ

01

法
通
於
六
塵

簡
異
作
此
釈

02

也
凡
諸
土
行
相
不
同

而
如
来
化

ノ

ニ

03

儀
是
異
也
六
根
倶
是
雖
入
道
門ト

04

若
有
眼
根
利

之
国

仏
以
色
塵
説

ナ
ル

05

法
而
化
之

為
耳
鼻
舌
身
意
各

06

利
之
国

如
次
以
声
香
味
触
法
之

07

五
塵
説
法
化
之

事
亦
後
総
也
今

ノ

08

娑
婆
世
界
耳
根
利
故
多
以
声

ハ

09

名
説
法

為
顕
此
意

故

云
口
音
陳

ラ
ニ

10

唱
等
文
句
一
云
今
論
娑
婆
国
土

11

音
声
為
仏
事
則
甘
露
門
開ハ

12

①
言
…
「
説
」
と
上
欄
註
記
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記
云
今
論
娑
婆
唯
ホ
ム禀
声
敎
此

13

土
入
者
不
仮
餘
塵
雖

有
滅
後

14〈
六
四
ウ
〉

色
経
名
句
所
摂
浄
土
名
香
飯

01

及
以
法
行
思
惟
悟
等

並
以
金

02

口
声
敎
為
本
已
上

03

又
如
来
乃
至
有
異
事

04

問
文
意
如
何
答
於
上
於
身
口
音
陳
教

①

ニ

05

作
重
釈

也
謂
於
音
声
教

有
漸

06

頓
顕
密
之
不
同

故
釈
顕
此

シ

ス

07

義
也
漸
頓
如
文

隠
密
彰
顕
歟

ハ

ノ

ハ

08

問
漸
頓
顕
密
其
義
何
出
於
何
後

09

難

歟
答
漸
頓
諸
師
所
立
顕
密

ハ

ハ

10

智
論
名
目
也
漸
悟
法
門
名
漸

ノ

ノ

ヲ

11

教

頓
悟
法
門
名
頓
教

互
相
知

ヲ

ヲ

12

云
顕

互
不
相
知
云
密

也
智
論

仏

ヲ

ニ
ハ

13

音
至
光
明
憣
世
界
問
曰
若
爾
者

14〈
六
五
オ
〉

衆
生
不
生
仏
前
可
聞
法

何
故
至

01

仏
前
哉
答
如
来
音
声
有
二
種

一

ニ

ニ
ハ

02

顕
露
音
声
来
仏
所

可
聞
之

ノ

03

二
秘
密
音
声
在
十
方

可
聞
之

已
上
取
意

04

問
漸
頓
与
顕
密
同
異
如
何
答
漸
頓

05

法
体
顕
密
化
儀
也
故
顕
教
説
漸

ニ

06

頓
密
教
説
漸
頓
也
但
天
台
宗

有

ニ
ハ

07

顕
教
漸
頓
定
教
漸
頓
不
定
教

ニ

08

之
不
同
密
教
只
有
秘
密
不
定

09

之
一
義

是
非
常
教
相

也

ノ
ミ

ノ

10

①
於
身
…
右
傍
補
記
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或
六
根
乃
至
亦
然
事

11

問
文
意
如
何
答
上
釈
音
声
教

了

ニ

ノ

12

今
挙
六
根
相
好
之
説
法
也

ハ

13

問
六
根
説
法
者
即
六
塵
説
法
歟

14〈
六
五
ウ
〉

答
不
爾
前
五
根
説
法
当
六
塵

ノ

ノ

ハ

01

中
第
一
色
塵

意
根
説
法
当
六

ノ

ノ

ノ

ハ

02

塵
中
法
塵
説
法
故
根
説
狭
塵

チ
ム

ノ

ノ

ハ

03

説
広
問
六
根
相
好
彼
此
似
同

ハ

シ

04

何
挙
上
下

歟
答
根
相
々
対

至

ス
ル
ニ

05

有
寛
狭
可
作
四
句

一
有
根
非

06

相
謂
意
根
也
［
云
々
］

二
有
相
非
根
謂

①

07

髪
毛
爪
歯
牙
等
是
也
三
有
倶

08

通
根
相
謂
眼
精
等
是
也
四

09

有
非
根
相

謂
除
前
相
而
何
猥

10

難
根
即
相
哉
此
難
非
也

11

問
今
挙
相
好
説
法

此
土
他
土
中
何

12

敎
歟
答
今
釈
々
迦
所
説
故
挙
此

13

土
敎
也
難
云
此
土
入
者
不
仮
餘

14〈
六
六
オ
〉

塵

如
何
答
一
代
教
中
間
出

余

ケ
ン

セ
リ

01

塵
得
悟
者

何
偏
云
無
余
塵
得
益

ヲ

02

加
之
此
経
中
光
台
現
国
父
王
光

ニ

ノ

03

益
住
立
空
中
皆
是
色
塵
之
説

チ
ム

04

法
歟
但
至
難
者
妙
楽
大
師
既

05

会
此
相
違
給

不
及
重
難
所

ヘ
リ

06

謂
並
以
金
口
声
教
為
本
之
釈

07

是
也
釈
意
前
受
声
教
之

者
得

ハ

ニ

08

①
非
…
「
非
」
と
上
書
訂
記
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脱
時
仮
余
塵

入
前
不
受
声
教

テ

09

之
者
不
可
有
余
塵
得
悟
之
義

10

故
功
譲
本

云
唯
稟
声
教

釈

テ

ニ

11

不
仮
余
塵

也
会

也

ト

ス
ル

12

応
念
乃
至
証
益
也
事

13

問
文
意
如
何
答
上
所
挙
漸
頓
顕

14〈
六
六
ウ
〉

密
声
教
及
六
根
相
好
之
説
法

01

各
有
益

事
釈
也

ヲ

02

問
云
念

云
縁

其
体
如
何
同
廿
一
日

03

答
二
倶
所
化
機
也
願
空

者
説
空

04

願
有

者
説
有

願
大
者
説
大

願

05

小

者
説
小

是
云
応
念

願
空
有

ヲ

06

大
小

之
機
云
縁

次
上
随
宜
同
意

ヲ

ノ

07

也
序
題
性
欲
又
同
之

性
者
機

ノ

ハ

08

欲
者
念
也

09

問
証
益
者
可
通
二
門
之
益
歟
答
爾

①

10

也
今
総
挙
一
代
説
教
述
其
利
益

故

ハ

ノ

リ

11

也
難
云
断
惑
証
理
名
証
益
浄

ヲ

12

土
門
不
可
云
証
益

如
何
答
証
者

ヲ

13

契
也
可
不
必
断
証
之
証

如
証
生

14〈
六
七
オ
〉

増
上
縁

也

01

問
今
所
云
仏
説
只
可
限
此
経
一
経
首

ノ

02

題
故
而
何
広
亘

諸
教

釈
之
歟

ヲ

シ
テ

03

答
雖
一
経
題

有
通
有
別
仏
説

ノ

04

経
之
三
字
是
通
無
量
寿
観
四

ノ

ハ

ノ

05

字
是
別
也
此
義
亘
諸
経

天
台
釈

ハ

06

①
歟
…
「
歟
」
と
上
書
訂
記
し
、
さ
ら
に
「
歟
」
と
右
傍
註
記
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法
花
名

判
妙
法
蓮
花
別
経
通

□

ヲ

ハ

ハ

07

依
之
玄
義
第
二
乃
至
第
七
釈
妙
法
蓮

ニ

08

花

了
第
八
巻
初
標

二
釈
通
号

テ

ノ

ニ

セ
リ

ニ

ヲ

09

但
仏
説
経
之
三
字
言
総
意
別
也

10

今
従
名
同

広
亘
諸
経

也
異
別
之

ニ

ス

11

時
局
在
今
経

也

12

此
地
漢
音
事

13

問
大
師
唐
代
人
也
可
云
唐
音
何

ハ

ノ

14〈
六
七
ウ
〉

云
漢
音

歟
答
仏
法
始
至
震

01

旦

事
後
漢
明
帝
之
時
也
且
従

ハ

ノ

02

元
翻

云
漢
音

也

03

言
南
無
阿
弥
陀
仏
者
事

04

問
可
云
阿
弥
陀
西
国
正
音

何
加

ハ

ノ

05

南
無
仏
之
三
字

也
答
南
無
阿

①

06

弥
陀
仏
一
行
一
部
宗
要
一
経
根

ノ

ハ

ノ

07

元
也
今
得
便
宜

挙
六
字

尤
可

08

然
歟
問
有
人
云
一
経
宗
旨
以

ノ

09

観
仏
念
仏

為
詮
要

一
部
題
名
々

②
ヲ

ノ

10

詮
自
性
故
可
合
両
三
昧
意

故

ノ

ヲ

11

於
無
量
寿
之
三
字

釈
題
両
三

12

昧
意

也
此
義
如
何
答
言
雖
巧

意

ニ

13

不
当

若
此
義

釈
家
尽
理

ナ
ラ
ハ

14〈
六
八
オ
〉

可
釈

也
例
如
十
一
門
等
若
存
此
義

01

者
如
十
一
門

何
不
挙
其
旨

而
使

02

末
学

或
文

或
義

歟
但
至

03

名
詮
自
性
者
凡
立
名
事
義
門

04

①
也
…
「
歟
」
と
右
傍
註
記

②
仏

…
右
傍
補
記

ヲ
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非
一

今
経
且
従
初

従
観

以
題
経

ハ

ニ

05

同
也
仏
自
唱
題
額
其
旨
分
別

ノ

06

歟
此
即
今
経
有
益
請
国
説
之

ハ

07

二
段

故
且
付
答
請

主
名

也
法
花

08

提
婆
品
往
古
品
及
倶
舎
界
品

ノ

09

等
是
其
例
也
若
題
中
直
有
会

ニ

ニ

10

仏
意
者
何
故
当
文

不
釈
依
文

ニ
モ

ニ
モ

11

不
釈

歟

12

南
無
是
帰
等
事

13

問
ア
ミ
タ
ノ
三
字
相
対
無
量
寿

ヲ

14〈
六
八
ウ
〉

様
如
何
答
今
釈
阿
無
弥
量
陀
寿
也

ハ

①

01

天
台
竜
興
阿
無
弥
陀
量
也
元
照

ハ

02

阿
弥
陀
此
云
無
量
光
也

03

問
此
等
相
違
何
可
会
歟
答
若
不

ノ

04

違
二
土
方
音

者
何
和
会
諸
師
異

②

ノ

ニ

ノ

05

釈

且
依
天
台

会
今

者
実

阿

ク

ニ

ニ
ハ

06

弥
陀
只
翻
無
量

々
々
之
義
当
寿

ハ

ト

07

光

故
或
翻
無
量
寿

或
訳
無
量

08

光

歟
大
経
云
往
覲
無
量

09

覚
已
上

無
量
寿
者
正
翻
無
量
寿

10

等
義
翻
歟
難
云
若
爾
者
何
云

11

阿
無
弥
量
陀
寿

歟
是
正
翻ト

12

聞

如
何
答
梵
漢
倶
有
三
字

故

タ
リ

13

一
往
対
当
歟

14〈
六
九
オ
〉

問
有
此
例
歟
答
涅
槃
梵
語
義

ノ

01

翻
不
生
不
滅

而
云
涅
言
不
生

ト

02

①
弥
…
右
傍
補
記

②
二
土

…
右
傍
の
文
字
を
抹
消
し
、
「
二
土

」
と
左
傍
補
記

ノ

ノ
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槃
言
不
滅
已
上

03

廿
二
日
□
能
化
朽
合
無
談
義

04

行
簡
発
起
之
他
行

無
談
□

三
四
安
之
三
同
廿
六
日

ハ

05

問
有
人
云
出
離
之
要
不
出
三
観

阿
弥

06

陀
三
字
空
仮
中
之
三
諦
也
以
此
之

ノ

ハ

07

旨

可
出
生
死

也
而
善
道
釈
中
粗

ヲ

ニ

08

見
此
義

以
此
義
用
否
如
何
答
出
離

09

之
門
其
数
非
一

何
必
三
諦

彼
義

ナ
ラ
ム

ハ

10

天
台
所
立
也
非
今
家
所
判

凡
所
入

ノ

11

之
理
雖
是
一
也

能
入
之
門
各
不

ト

12

同
也
此
宗
之
意
彼
仏
発
念
仏
往

ハ

13

生
本
願

故
乗
彼
他
力

即
生
浄

14

土

云
事
処
々
解
釈
其
義
分

15〈
六
九
ウ
〉

明
也
何
以
三
観

納
於
三
字

云
可
出

歟

ニ

01

但
今
家
釈
者
何
処
文
歟
全
所

02

不
見

也
今
梵
漢
相
対
之
文
マ
ケ
枉

ヲ

テ

03

為
其
証

歟
与
無
空
量
仮
寿

ハ

04

中

同
義
故
梵
漢
相
対

即
顕

ト

①

ス
レ
ハ

05

名
号
含
三
諦

之
事

歟
得
意

ニ

ヲ

ト

テ

06

思

其
証

歟
甚
無
謂
事
也

ヘ
ル

07

適
彼
仏
備
万
功
徳

給

故
一

テ

ヘ
ル

08

名
無
量
義

納
三
諦

納

四
十
二

ニ
テ

09

字
事
非
所
遮
也
然
而
此
教
出

ハ

10

雖
全
不
立
其
義

只
彼
対
本

11

宗

存
此
義

歟
無
量
所
滅
也

12

無
量
光
名
顕
横
利
益

即
第

ハ

13

十
二
願
所
成
也
以
此
界
地
功
徳

為

ノ

14

①
義
…
右
訓
を
抹
消
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〈
七
〇
オ
〉

彼
如
来
別
号

也
以
此
名
号
為

ノ

01

生
因

可
至
浄
土

故
立
十
八
願

02

給

也
此
外
全
不
見
有
余
義
勢

也

ヘ
ル

03

今
言
無
量
寿
者
等
事

04

問
今
言
云
意
如
何
答
上
如
南
無
仏
之

ト

ニ

05

三
字

梵
漢
相
対
総
而
正
首
題

ス

ハ

06

局
無
量
寿
之
三
字
故
今
還
首

07

題
作
釈

云
今
言

也

08

問
無
量
寿
者
別
号
也
覚
者
通
号
也

09

通
号
別
号
倶
仏
名
号

故
人

ノ

ナ
ル
カ

10

法
分
別

皆
可
属
人

也
何
分
別
人

セ
リ

11

法

歟
答
無
量
寿
雖
是
仏
号

ニ

12

而
顕
仏
之
功
徳

故
属
法

也
覚
者

13

知
者

尤
可
属
人

也

ナ
レ
ハ

14〈
七
〇
ウ
〉

又
言
人
法
者
即
有
其
二
等
事

01

問
所
云
人
法
者
付
仏
名

号
所
分

ノ
ミ
ヤ
ウ
カ
ウ

02

別

也
只
可
限
仏
観

何
令
通
依
正

歟

03

答
実
仏
名
号
限
別
正
報

也
但
至

ノ

ハ

04

今
釈
者
所
観
之
境
不
出
人
法

故

05

付
名
号

分
別
人
法

之
時
人
法
之
名

06

通
依
正

故
広
亘
依
正
境

釈
之

ク

テ

07

也
何
況
仏
自
唱
名

具
題

観
極

ノ

ニ
ハ

セ
リ

08

楽
国
土
無
量
寿
仏
観
世
音
大
勢

09

至
菩
薩

訳
者
存
略

而
只
題
観
無

ト

①

10

量
寿
経

也
天
台
疏
云
所
言
仏
説

11

観
無
量
寿
仏
者
是
所
観
勝
境

12

①
訳
…
「
観
」
を
「
訳
」
と
右
傍
訂
記
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挙
正
報
以
収
依
果
述
化
主
以
包
徒

13

衆
雖
十
六
言
仏
便
周
已
上

釈
家

14〈
七
一
オ
〉

雖
釈
略
頓

広
令
通
依
正

也
相
伝

01

問
人
法
分
別
依
正

様

如
何

ヲ

02

答
人
者
正
報
也
法
者
依
報
也

03

就
依
報
中
即
有
其
三
等
事

04

問
下
付
経
文

分
別
依
報
通
別
真

ニ

ニ

ノ

05

仮

其
意
即
是
今
挙
三
種
荘
厳

ノ

06

有
何
意
歟
答
今
文
略
釈
下
文

ハ

07

広
釈
也
無
別
意

也
処
々
釈
皆
同
之

08

難
云
今
釈
既
上

挙
三
種
荘
厳

ニ

ニ
ハ

ノ

09

下

挙
依
報
通
別
真
仮

誰
知

ニ
ハ

ノ

10

三
種
荘
厳
挙
光
台
所
現
之

ノ

ハ

11

相

下
挙
依
報
説
文

有

爰
以
□

ノ

ラ
ム

12

不
挙
仮
依
及
別
依
報

明
知
釈

13

光
台
見

也
云
事
徒
自
云
広

ト

ニ

ハ

14〈
七
一
ウ
〉

略
二
重
之
釈

正
付
経
文

釈
二
処

01

文
意

可
得
意

也
如
何
答
不
挙
ケ仮

02

依
等

事
者
如
前
所
会

誠
所
報

03

一
往
似
巧

再
見
文
勢

全
不
全
釈

ヒ

ノ

04

前
後

謂
依
報
之
中
先
略
釈

挙

ニ

05

三
種
荘
厳

次
作
広
釈

付
経

分

ノ

06

別
通
別
真
仮

次
正
報
之
中
亦
先

ニ

07

作
略
釈

挙
主
荘
厳
聖
衆
荘

08

厳

後
作
広
釈

付
経

分
別
真

09

仮

明
知
依
正
之
中
各
作
広
略
之

ニ

10

釈
也
事
若
言
三
種
荘
厳
非

11

略
釈
者
亦
可
云
主
及
聖
衆
非

12
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後
六
観

略
釈

者
如
何
況
上
文

ク
ワ
ム

13

云
又
言
人
法
者
是
所
観
之
境
即

14〈
七
二
オ
〉

有
其
二
已
上

今
既
釈
所
観
境
中

01

依
報

挙
三
種
荘
厳

也
何
非

02

前
七
観
略
釈

歟

ノ

03

問
略
釈
三
種
与
広
釈
七
観
開
合
之

ノ

04

様
如
何
答
三
種
中
地
下
唯
地
観
也

ハ

05

次
上
地
樹
池
楼
花
座
也
是
即

ハ

06

所
依
属
能
依

所
持
納
能
持

也

ニ

ニ

07

虚
空
摂
地
池
楼
各
一
分

也

ニ

08

問
一
々
配
文
如
何
答
地
上
所
摂
在

ノ

ハ

09

文

分
明
也
但
無
花
座

事
可
摂
等

ハ

10

言

也
虚
空
中
変
化
宝
宝
花

ノ

ノ

11

納
風
光
声
楽
在
池
観
及

ハ

ハ

12

楼
観
花
鳥
在
池
観

也

ハ

13

問
水
観
中
所
説
之
三
種
荘
厳
与

14

今
三
種
荘
厳

同
異
如
何
答
彼

ノ

15〈
七
二
ウ
〉

此
雖
同

有
寛
狭
異

経
三
種

ノ

ハ

01

限
宝
地

今
三
種
通
七
観

也

ノ

ハ

02

虚
空
荘
厳
即
化
鳥
事

03

問
以
化
鳥
可
属
正
報

何
為
依
報

歟

04

答
今
経
中

池
観
説
化
鳥

ア
ミ
タ

ニ
ハ

ニ

05

経
中

依
報
荘
厳
説
白
鵠
等

ニ
ハ

ニ

ノ

06

六
鳥
今
釈
縁
依
正

也

07

□
云
経
文
難
思
何
況
像
観
中

08

云
鳬
雁
鴛
鴦
皆
説
玅
法
已
上

09

普
観
中
挙
虚
空
水
鳥

若

ノ

10

依
此
文

可
属
正
報

在
正
報
観

ハ

11
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中

故
如
何
答
像
雑
二
観
水
鳥

ノ

12

雖
説
正
報
中

分
明
見
依
報

ニ

カ

ト

13

也
像
観
文
云
水
流
光
明
及
諸
宝

14

樹
鳬
雁
鴛
鴦
皆
説
玅
法
已
上

15〈
七
三
オ
〉

普
観
文
云
水
鳥
樹
林
及
与
諸

01

仏
所
出
音
声
皆
演
妙
法
已
上

但

02

難
者
法
常
疏
云
以
化
鳥
荘
厳

03

水
也
已
上

慈
恩
弥
陀
経
玄
サ
ム賛
云
変

04

化
之
鳥
無
心
々
所

故
属
依
報

已
上
取
意

05

難
云
付
慈
恩
釈

不
明
ミ
タ
経
説
化
鳥

①

06

云
皆
是
ア
ミ
タ
仏
反
化
所
作
文

唯

07

識
論
云
然
反
化
身
及
他
受
用
雖

08

無
真
実
心
及
心
所
而
有
化
現

09

心
々
所
法
無
上
覚
者
神
力
難
思

10

故
能
化
現
已
上

唯
此
論
文

仏
化

ノ

11

身

有
心
々
所

見

慈
恩
何
違
所

ニ
ハ

タ
リ

12

依
之
論
文

以
仏
化
身

属
無
心

歟

ノ

13

答
極
難
不
通
事
也
旦
誠
会

14〈
七
三
ウ
〉

光
記
反
化

自
身

有
心
々
所

反
化

ニ

ニ
ハ

01

他
身

無
心
々
所

已
上

准
之
化
鳥
是

ハ

02

他
身
故
無
心
々
所

故
属
依
報

也

カ

ニ

03

論
文

挙
仏
身

云
有
心
々
所

今

ニ
ハ

04

釈
以
化
鳥
属
無
心

全
非
相
違

ハ

05

歟
又
仏
地
論

云
他
受
用
反
化

ニ
ハ

②

06

身
無
心
々
所

已
上

是
論
家
異
説

ニ

07

問
二
経
但
以
化
鳥

為
水
荘
厳

08

①
云
…
右
傍
補
記

②
反
化
…
「
化
反
」
と
あ
る
を
「
反
化
」
と
入
れ
替
え
指
示
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今
何
属
虚
空
荘
厳

歟

09

答
経
云
如
意
珠
王
涌
出
光
明

10

化
為
色
鳥
已
上

所
云
光
明
者
在
空

11

故
属
空
荘
厳

歟
況
又
化
鳥ハ

12

自
至

出
飛
於
宮

何
無
二
義

歟

13

如
前
乃
至
勝
相
事

14〈
七
四
オ
〉

問
文
意
如
何
答
彼
土
三
種
荘
厳

ノ

ノ

01

皆
無
漏
也
釈
ス
ル

也
非
有
漏
凡

ト

02

夫
生
彼
土
々
々
無
漏
者
身
土
不

03

相
順
歟
如
何
答
下
文
云
若
論
衆
生

04

垢
障
等
以
乗
仏
他
力

有
漏
凡
夫

ノ

05

入
無
漏
報
土

也
非
常
途
教
相

ノ

ニ
ハ

06

群
疑
論
一
云
如
来
所
変
土
仏
心

07

無
漏

土
還
無
漏

凡
夫
之
心
未

得

ナ
レ
ハ

テ

ナ
リ

ト
モ

08

無
漏

依
彼
如
来
無
漏
土
上

自
心

ヲ

ノ

ノ

ノ

ニ

09

反
現
作
有
漏
土

而
生
其
中

ナ

ノ

ヲ

10

若
約
如
来
本
土

而
説
亦
得
名

生

ノ

ハ

ヲ

ト

11

無
漏
土

若
約
自
心
所
反
之
土

而

ニ

ニ

12

受
用

者
品
得
説
言

生
有
漏
土

セ
ハ

テ

コ
ト
ヲ

ト

ニ

13

雖
有
漏

以
詫
如
無
漏
之
土

而

ナ
リ
ト

ニ

14〈
七
四
ウ
〉

反
現
故
極
楽
似
仏
無
漏

亦
無

テ

ノ

ニ

01

衆
悪
過
患
已
上

02

問
此
釈
意
全
同
今
家
所
判
歟

ノ

03

答
感
師
依
法
相
故
於
極
楽
作

ハ

04

亦
報
亦
化
之
釈

也
今
家
偏
属

ハ

05

無
漏
給

感
師
上
作
三
釈

一

他

ヘ
リ

ニ

ニ
ハ

06



- 549 -

受
用
土
二

唯
反
化
土
三
通
二
土

ニ
ハ

07

也
其
中
第
一
釈
全
同
今
家

今
釈

①

ハ

ハ

08

述
第
三
釈
意

也
第
一
釈
云
是
他
受

09

用
土
以

仏
身
高
六
十
万
億
那
由

ノ

ノ

10

他
恒
河
沙
由
旬

其
中
多
有
一
生

ナ
リ

11

補
処
無
有
衆
苦
但
受
諸
楽

12

等

故
已
上

又
云
若
是
他
受
用
土
者

13

云
何
地
前
凡
夫
生
○
釈
計
彼
地

ニ

14〈
七
五
オ
〉

前
菩
薩
声
聞
凡
夫

未
證
遍
満

01

真
如

未
断
人
法
二
執

識
心
麁
劣ナ

リ

02

所
変
浄
土
不
可
同
於
地
上
諸
大
菩
薩
○

03

微
妙
受
用
浄
土

然
以
ア
ミ
タ
殊

04

勝
本
願
增
上
縁
力

彼
地
前
諸
小

ノ

05

行
菩
薩
等

○
依
詫
如
来
本
願
勝
力

06

還
能
同
彼
地
上
菩
薩
所
変
浄
土

07

微
妙
広
大
荘
厳
浄
土
已
上

此
釈

08

全
同
今
家
也

09

問
今
略
釈
中
何
不
挙
日
水
二
観

歟

10

答
略
釈
故
挙
真
顕
仮

也

カ

11

【
同
廿
七
日
】

又
言
依
報
者
従
日
観
下
至
花
座
観
事

12

問
見
経
文
勢

花
座
観
可
属
正
報
観

ハ

13

所
以
仏
説
除
苦
悩
法

之
時
三
尊
住

テ

ヲ

14〈
七
五
ウ
〉

立
空
中
夫
人
請
観
仏
之
時
仏

01

説
花
座
像
観
真
身
観

故
也
因

02

茲
往
生
論
嘉
祥
天
台
皆
以
花

03

座

属
正
報

如
何
答
花
座
観ハ

04

①
中
…
右
傍
補
記
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有
辺
々
意

或
依
報
或
正
報
観ト

05

被
云

也
是
即
尅
体

依
正
之
中

ス
レ
ハ

ニ
ハ

06

依
也
仏
観
之
具
故
依
正
之
中
正
也

カ

07

是
故
天
親
嘉
祥
天
台
同
属
正

ハ

08

報

浄
影
今
家
迦
才
皆
属
依
報

ハ

09

給
ヘ
リ

竜
興
疏
会
此
相
違

云
第
七

ニ

10

花
座
応
属
国
土

而
仏
座
故

11

成
義
便
属
仏
観
已
上

若
存
此

12

義
者
経
文
不
可
相
違

謂
観

ク

13

仏
一
々
具
故
雖
依
報
也

観
仏
之

ノ

カ

14〈
七
六
オ
〉

初
列
之
也

01

就
此
依
報
中
即
有
通
有
別
等
事

02

問
通
別
意
如
何
答
花
座
一
仏
所
居

ハ

ノ

カ

03

故
云
別
依

余
六
凡
聖
所
居
故

ハ

ノ

カ

04

云
通
依

也

05

問
釈
通
依

下
云
法
界
凡
聖

所
云

ニ

06

法
界
者
只
指
極
楽
一
界

歟
広

07

指
十
方
世
界

歟
答
次
下
云
使
得

08

生
者
共
同
受
用
已
上

只
指
極
楽

09

云
法
界

聞
タ
リ

難
云
法
界
者

ト

10

常

指
十
方

也
今
何
指
彼
土

云
法

ニ
ハ

11

界

歟
答
設
雖
一
国
也

云
法
界

12

有
何
失

歟
未
可

13

一
義
云
指
十
方
国

云
法
界
也
指

14〈
七
六
ウ
〉

能
生
者
之
本
土

云
法
界

同
生
之

01

後
受
用
故
可
云
共
同
受
用

也
爰

カ

02

以
下
釈
通
正
報

之
文
云
十
方
法
界

ニ

03

同
生
者
是
已
上

今
法
界
彼
意
歟

ノ

04
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問
花
座
唯
仏
受
用
而
凡
聖
不
受

ハ

ハ

05

用

余
六
凡
聖
共
受
用
者
有
与
性

06

相
之
共
受
用
不
受
同
歟
答
不

①

07

同
也
彼
以
根

云
不
共
受
用

以
境
云

ハ

08

共
受
用

也
以
他
眼
耳
鼻
舌
身
意

09

不
令
自
見
聞
覚
知

以
自
眼
耳

10

鼻
舌
身
意
不
令
他
見
聞
覚
知

11

是
不
共
受
用

也
等
六
境
自
他

ハ

12

共
見
聞
覚
知
故
名
共
受
用

也

ニ

カ

13

今
通
別
依
報
不
爾

若
通
若

ノ

ハ

14〈
七
七
オ
〉

別
共
六
境
也
倶
共
受
用
也
於

ニ

ニ

01

共
受
用
中

以
仏
座

云
別
依

以

ニ

02

余
六

云
通
依
也

03

問
花
座
珍
外
境
也

而
余
人
不
坐
者

モ

04

何
云
共
受
用

歟
答
以
他
眼

不
見

05

色

等
是
不
共
也
於
仏
座
者
致
仏

06

故
不
坐
也
有
可
坐

之
理

也
故
非
不
共

07

也
一
義
云
不
共
者
名

不
見
聞
覚
知

タ
リ

ニ

08

花
座
雖
無
覚
触

而
有
見
聞

ハ

ソ
ク

モ

09

覚
知
之
用

全
不
可
云
不
共

也

10

此
界
中
相
似
可
見
境
相
等
事

11

問
文
意
如
何
答
仮
依
娑
婆
日
水
故

ハ

ノ

カ

12

云
此
界

日
似
光

水
似
地

故
云
相

ハ

13

似

眼
根
所
得
故
云
可
見

六
境
之

カ

14〈
七
七
ウ
〉

中
一
也
故
云
境
相

也

②

01

彼
国
真
実
無
漏
可
見
境
相
事

02

①
受
…
右
傍
補
記

②
一
…
「
世
」
を
「
一
」
と
上
書
訂
記
し
、
さ
ら
に
「
一
」
と
右
傍
註
記
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問
文
意
如
何
答
真
依
極
楽
地
樹
池

ハ

ノ

03

楼
等
故
云
彼
国

彼
界
誠
荘

カ

ノ

ノ

04

厳
故
云
真
実

従
仏
出
世
善
根

カ

ノ

ノ

05

生
故
云
無
漏

可
見
境
相
如
前

浄

ス

ハ

06

穢
雖
異

眼
根
所
得
色
境
故
也

ノ

カ

07

問
虚
空
荘
厳
中
風
出
於
光

鼓

ニ

ニ

テ

08

楽
器

演
共
空

宝
池
珠
光
為

ヲ

ノ

09

鳥
讃
三
宝

楼
外
荘
厳
又

コ
ム

10

説
仏
法
僧

是
等
可
聞
声
境

ハ

ノ

ニ

11

而
非
色
境

何
総
云
可
見
境
相

歟

12

答
従
大
旨

設
従
本
故
云
可

13

見
境
相

故
也

14〈
七
八
オ
〉

問
真
仮
分
別
中
不
挙
花
座

有

01

何
意
歟
答
花
座
別
依
也
而
次
上

ハ

ヲ

ニ

02

釈
通
依

故
同
相
従
之

分
別
真
仮

也

03

若
取
別
依
者
可
云
真
依

也

①

04

二
就
正
報
中
亦
有
其
二
事

05

問
亦
者
対
何
物

歟
答
対
上
就

ノ

06

依
報
中
即
有
其
三

云
二

也

ニ

07

一
者
主
荘
厳
等
事

08

問
可
云
主
正
報
聖
衆
正
報

何
云
荘

09

厳

歟
答
略
釈
之
時
云
荘
厳

広

10

釈
之
時
云
正
報

依
報
下
同
之
然

モ

11

云

意
彼
土
依
正
皆
有
荘
厳

故

下
フ

ハ

ノ

12

略
釈
之
時
云
荘
厳

爰
以
論
廿
九

ノ

13

種
荘
厳
皆
亘
依
正
置
荘
厳

テ

14〈
七
八
ウ
〉

①
依
…
「
依
」
と
右
傍
訂
記
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文
言
今
釈
此
意
也
広
釈
之
中
云

01

依
報

者
付
十
三
観

分
別
依
正

之

02

釈

故
文
言
尤
巧
也

ナ
ル
カ

03

即
現
在
彼
衆
等
事

04

問
現
在
彼
衆
外
別
挙
十
方
同
生

05

有
是
非
重
言

歟
答
現
在

06

彼
衆
者
十
劫
正
覚
同
時
有

ニ

07

観
音
等
大
士

也
是
即
報
身
具

ノ

ニ

08

十
八
円
浄

故
眷
属
円
浄
与
輔

09

翼
円
浄

之
二
不
相
離

故
指
之

10

云
現
在
彼
衆

也
十
方
同
生
者

11

正
覚
已
後
可
挙

答
摂
衆
生

ナ
ル

テ

12

願

自
十
方
法
界

如
駅
両

来

13

生

者

是
即
新
生
旧
生
不
同
也

ス
ル

ヲ

ノ

14〈
七
九
オ
〉

又
云
上
挙
已
生

下
挙
来
生

也

ハ

ハ

01

已
生
者
不
論
新
生
旧
生

已ニ

02

生
浄
土

云
現
在
彼
衆
具
足セ

ル

03

決
定
往
生
之
心
行

者
因
中
説

ヲ

04

果
云
聖
衆

歟
已
上
二
義
倶

05

相
伝
先
義
常
彼
存
之
義
也

ハ

ニ

06

仮
正
報
事

07

問
第
八
名
仮
正
報

事
影
像
歟

ト

ハ

08

形
像
歟
答
先
達
一
義
影
像

09

也
対
六
十
万
億
本
身

指
樹
下
小

ニ

ノ

10

身
云
仮
正
報

也

11

師
云
娑
婆
形
像
也
仮
言
約
相
似

ノ

ハ

12

可
見
之
境
故
如
日
水
仮
依

也

13

観
音
勢
至
等
亦
如
是
事

14〈
七
九
ウ
〉
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問
今
釈
別
正
報

何
挙
二
菩
薩

云
亦

ノ

01

如
是

歟
答
像
観
経
文
挙

二

ノ

ニ

タ
リ

02

菩
薩

今
分
別
云
正
報
真
仮

之
時

ヲ

①

03

以
第
八

属
仮

之
次
仮
観
所
挙

キ
ニ

ニ

04

二
菩
薩
又
仮
也
釈
也
非
直
二
菩
薩

ト

ニ

05

属
別
正

也

06

問
第
八
観
所
説
之
二
菩
薩
為
第
十
第

ハ

07

十
一
観
説
其
仮
観
歟
答
一
ニ
ハ

08

為
後
二
菩
薩
観

説
置
其
仮
観

09

也
今
釈
此
意
也
二
今
二
菩
薩
非
為

ハ

ノ

10

後
観

成
仮
観

只
説
仏
眷
属

②
ト
ク

ノ

11

許
也
但
至
今
釈
者
仏
菩
薩
倶

③

ニ

12

仮

之
辺
云
必
是

也
不
同
仏
菩
薩
倶

ナ
ル

ヲ

ニ

13

為
後
観

成

仮
観

也

ナ
テ
ヲ
ハ

14

〈
八
〇
オ
〉

難
云
前
義
云
若
云
二
菩
薩
仮
観

ノ

01

也

者
二
菩
薩
観
次
上
可
説
之

如
仏
観

ト

ニ

④

02

之
真
仮
隣
次

如
何
答
当
観

ナ
ル

03

既
有
三
尊
之
仮
観

後
三
観

ニ

ニ

04

説
三
尊
此
真
観

故
知
一
々
仮
観

ノ

05

為
一
々
真
観

可
成
方
便

也
加
之

ノ

06

三
尊
身
相
既
異
也
尤
可
用
仮

07

観

也
但
至
難
者
仮
観
横
説
一

ニ

08

観
中

真
観

竪
三
観
次
第
茲
ニ

ニ

ヲ
ハ

ニ

⑤

09

有
何
妨
歟
今
釈
二
菩
薩
仮
観
同

ハ

ノ

10

仏
仮
観

故
云
亦
如
是

也
不
可
有
異

ノ

11

義

非
後
義
之
三
尊
身
相

ノ

12

既
別
也
為
観
想
彼
身
相

三
尊

13

①
今
…
「
分
」
を
「
今
」
と
上
書
訂
記

②
説
…
「
諸
」
を
「
説
」
と
右
傍
訂
記

③
菩
薩
…
右
訓
を
抹
消

④
仏
…
右

傍
補
記

⑤
茲
ニ
…
右
傍
補
記
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各
用
仮
観

有
何
異

爰
以
今
釈

ニ

14〈
八
〇
ウ
〉

爾
聞

如
何
答
仮
観
者
直
真
観

タ
リ

ニ

01

難
成
故
也
而
第
九
観
見
仏
身

ヲ

ニ

02

已
後
観
二
菩
薩

事
非
難
見

テ

03

何
別

用
仮
観

歟
天
台
疏
云

シ
テ

04

所
以
観

仏

先
作
像
想

後
観

ニ

ニ
ハ

ナ
シ

ニ

ス

05

法
身

菩
薩

明
法
身

但
仏
法
身

ヲ

ニ
ハ

ス

ヲ

シ

ノ

ハ

06

妙
極

不
可
一
往

而
観

故
先
作

ナ
リ

ニ

ス

ニ

ツ

07

像
想

流
利

後
観
ニ
法
身

則

モ

ヲ

08

易
菩
薩
者
観

仏

既
竟

次
二

シ

コ
ト

ニ

ス
レ
ハ

ニ

ノ

09

大
士
是
眷
属
荘
厳

如
王
来

ハ

ナ
リ

ク

レ
ハ

10

即
有
営
従

有
仏

必
有
菩
薩

也
已
上

カ

11

問
二
義
中
何

為
正
義
歟

ヲ
カ

12

答
各
有
道
理

傍
正
難
判
先

13

義
心
三
尊
身
相
別

為
故

後
義

ハ

ノ

ナ
ル
ヲ

ト

14〈
八
一
オ
〉

意
真
観
難

成
為
故

是
故
各
拠
一

ハ

カ
タ
シ

01

義

若
第
九
用
仮

之
意
有
二
故

一

ニ

ハ

ノ

ニ
ハ

02

為
知
身
相

一

為
真
観
難
成

也
菩
薩

ニ
ハ

03

用
仮
観
之
意
唯
有
初
一
義

若
爾

ハ

ハ

04

約
難
成

者
二
菩
薩
不
可
用
仮
観

ニ

05

為
知
身
相

者
二
菩
薩
可
用
仮
観

也

ニ

06

如
此
得
意

者
天
台
約
難
成

今
家

ハ

ハ

07

約
知
身
相

歟
同
二
十
九
日

08

問
等
之
言
何
意
歟
答
第
八
観

09

中
有
三
観

一
観
仏
像

二
観

ニ

ノ

10

三
身

三
観
多
身

今
釈
上
仮
正

ニ

11

報
者
像
観
也
云
釈
指
第
一
仏
観

ト

ハ

12

次
観
音
勢
至
者
指
三
身
観

13
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復
等
者
指
多
身
観
歟

14〈
八
一
ウ
〉

此
由
衆
生
乃
至
故
言
依
正
報
也
事

01

問
文
大
意
如
何
答
衆
生
障
重
而
真

02

仏
観
難
成
故
先
用
像
観

事
釈
也

ノ

ヲ

03

問
云
仮
立
真
像
云
同
彼
仏

之
意
如
何

04

答
真
者
第
九
像
者
第
九
也
而
真

①

ヲ

05

像
者
第
八
境
也
言
真
之
像
也
依

ハ

06

主
釈
也
次
同
彼
仏
者
繋
心
於

07

第
八
仏

故
観
成
之
時
見
三
十
二

08

相
影
像
仏

也
真
像
彼
仏
倶

ノ

ハ

09

形
像
也
以
証
境
者
観
成
影
像
也

10

問
云
仮
立
真
像
云
同
彼
仏

之
意

11

如
何
答
真
者
第
九
像
者
第
九
也

12

而
真
像
者
第
八
境
也
言
真
之

ヲ

ハ

13

像
也
依
主
釈
也
次
同
彼
仏
者

14〈
八
二
オ
〉

繋
心
於
第
八
仏

故
観
成
之
時

01

見
三
十
二
相
影
像
仏

也
真
像
彼

ノ

02

仏
倶
形
像
也

ハ

03

問
第
八
観
仏
身
其
量
幾
哉

04

答
住
不
説
其
量

末
学
争

知
之

テ
カ

05

只
以
通
漫
仏
像

付
行
者
意
楽

ノ

ノ

ニ

06

可
観
若
八
尺
若
丈
六
歟
雑
想

07

観
境
爾
説
故
也

ノ

ニ

カ

08

尋
云
第
八
第
十
三
之
仏
身
有
何
著②

09

別
歟
答
第
八
娑
婆
形
像
第
十

ハ

10

三
彼
土
影
像
也

ハ

ノ

11

①
九
…
「
八
歟
」
と
右
傍
註
記

②
著
…
「
差
」
と
右
傍
註
記
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言
真
正
報
者
乃
至
境
相
也
事

12

問
文
大
意
如
何
答
釈
依
仮
観

真

13〈
八
二
ウ
〉

観
成

之
時
様

也

ス
ル

01

問
其
毎
釈
意
如
何
答
釈
依
仮
観

①

02

答
言
真
下
至
是
也

直
挙
真
身

03

観

也
此
由
下
至
昏
惑
挙
像
観

04

之
益

也
由
除
下
正
釈
証
真
身

ハ

05

之
事

也
第
二
釈
中
有
二
一

此

ニ
ハ

06

由
下
至
乱
想
挙
像
観
思
惟

07

心
眼
下
至
昏
惑
挙
像
想
正
受

也

08

問
昏
惑
者
何
物
歟
答
昏
沈
也

②

ワ
ク

09

令
心
昧
劣

也

10

難
云
倶
舎
云
睡
眠
能
障
恵

11

蘊
悼
挙
悪
作
能
障
定
蘊
已
上

③

12

十
三
観
者
既
是
定
善
也
若
爾ハ

13

可
云
除
悼
挙

如
何
答
今
経
定
善

ノ

ハ

14〈
八
三
オ
〉

定
恵
具
足
観
也
昏
沈
悼
挙

ノ

01

倶
可
除
也
今
釈
挙
一

也
加
之
昏
沈

ハ

02

悼
挙
倶
障
定
恵

可
見
摩
訶

03

止
観

又
昏
沈
悼
挙
倶
大
煩
悩
地

04

法

故
相
応
一
切
煩
悩

也
論
云
昏
沈

ナ
ル
カ

05

掉
挙
是
随
従
纒

煩
悩
起
時
必

ノ

ナ
リ

06

応
起
故
已
上

但
止
観
昏
悼
之
二
□

ニ

ノ

ハ

07
タ
カ
ヒ
ニ

更
互
起
更
互
治

事
随
偏
増

也

ニ

ニ

ス
ル

ハ

08

問
粗
見
者
思
惟
也
正
受
中
何
有
此

09

言

歟
答
任
経
文

説
第
八
正
受ヲ

10

①
其
毎
釈
…
「
真
実
」
を
「
其
毎
尺
」
と
誤
写
し
た
も
の
か

②
昏
…
「
寺
」
と
右
傍
に
、
「
山
」
と
左
傍
に
あ
り

③

悪
…
「
寺
」
と
右
傍
に
、
「
山
」
と
左
傍
に
あ
り
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云
麁
想
見
極
楽
已
上

麁
粗
意
同
也

ヒ

11

言
通
乃
至
是
也
事

12

問
観
音
聖
衆
已
下
者
指
経
第
十

ノ

13〈
八
三
ウ
〉

観
已
下
四
観

歟
答
一
義
云
指
経
文

也

ノ

01

難
云
普
雑
二
観
有
別
正
報

何
四
観

ニ

ヲ

02

総
属
通
正

歟
答
後
二
観
中
有
二

ノ

ニ

03

菩
薩
今
釈
約
之

属
通
正
也
其
ミ
タ

04

仏
同
第
八
第
九

可
云
別
正

也
釈
文

ハ

05

不
細
而
挙
大
義
也

06

一
義
云
観
音
聖
衆
已
下
者
非
指

①

07

経
文

挙
上
首

云
観
音
以
余
聖

ヲ

08

衆

云
已
下

也

09

難
云
上
判
依
正
之
通
別
真
仮
之
時

10

於
前
九
観

分
別
依
正
真
仮
等

何

ニ

11

主
今
文

不
指
後
四
観

歟
釈
比
来

ノ

ノ

ノ

12

次
第
尤
可
指
経
文

也
如
何

13

答
後
二
観
各
亘
通
別

故
依
言

14〈
八
四
オ
〉

煩

不
配
属

歟
已
上
二
義
取
捨
在
心

01

向
来
乃
至
二
報
也
事

02

問
文
意
如
何
答
上
釈

所
観
之
境

有

ニ

ト

03

標
釈
結

又
言
人
法
者
乃
至
二
者
正

04

報
者
標
也
就
依
報
已
下
至
已
下

05

是
也
釈
也
向
来
下
至
二
報
也
結
也

06

問
向
来
者
何
意
歟
答
向
前
也
但

②

ハ

07

次
上
云
向

隔
文

云
前

法
花
不
軽

ヲ

08

品
云
獲
大
罪
報
如
前
所
説
其
所

09

①
下
…
「
已
」
を
「
下
」
と
上
書
訂
記
し
、
さ
ら
に
「
下
」
と
右
傍
註
記

②
歟
…
「
如
何
」
を
「
歟
」
と
上
書
訂
記

し
、
さ
ら
に
「
歟
」
と
右
傍
註
記
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得
功
德
如
向
所
説
已
上

此
文
説
傍

ハ

10

者
罪
報

説
信
者
功
徳

也
而

ノ

ヲ

11

謗
法
果
報

譬
喩
品
説
之
故

ノ

ヲ
ハ

12

云
如
前

信
者
功
徳

次
上
法
師

ノ

ヲ
ハ

13

功
徳
品
説
之
故
云
如
向

也
又
次
上ヲ

モ

14〈
八
四
ウ
〉

有

前
義

隔
文

無
向
云
事

也

ト
モ

ト

01

言
観
者
照
也
事
同
四
月
一
日

02

問
不
云
観
者
解
行
二
門
之
中

03

何
歟
答
行
也
為
定
機

説
定
観

04

故
也
疑
云
今
釈

観
者
照
也

ス
ル

ト

05

未
如
定
観

信
心
所
具
之
観
也

06

解
行
之
中

可
解

如
何

ニ
ハ

ナ
ル

07

答
総
説
観
義

有
三

一
観
照
謂

①

08

如
眼
見
色
等

也
二
観
解
謂

ニ

②

09

依
教

解
理

也
三
観
行
謂
入
定

コ
ト
ハ
リ

10

等
之
観
也
今
観
三
之
中
定

ノ

ハ

ノ

11

観
也
爰
以
次
下
云
以
持
智
恵
之

12

輝
等
已
上

所
云
依
正
者
指
上
所

ノ

13

観
之
境
依
報
正
報
通
別

ノ

14〈
八
五
オ
〉

真
仮

也
対
此
十
三
境

□
能
観
之

ノ

01

智
恵

是
非
定
観

歟
但
至
信

02

心
具
足
難
者
定
行
是
無
信

03

歟
設
有
智
無
信
者
不
能
出

04

要

是
故
以
信

喩
手

以
恵
喩

05

元

也
信
恵
法
異
手
輝
喩
別
也

ニ

06

下
文
云
此
三
心
亦
通
摂
定
善
之
義
已
上

07

①
照
…
「
勝
」
を
「
照
」
と
右
傍
訂
記

②
解
…
「
依
」
と
右
傍
註
記
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今
釈
信
心
手
令
持
定
観
之

ノ

ノ

ニ

08

輝
与
三
心
下
又
此
三
心
亦
通
摂
定

09

之
義

同
意
也
総
今
家
釈
観
等

ニ

ノ

ヲ

10

皆
属
定
善
給
ヘ
リ

一
所

而
不
釈

シ
テ

モ

11

散
心
観

也
定
散
料
簡
門
釈
云

12

韋
提
上
請
但
言
敎
我
観

13

於
淸
浄
業
処
次
下
又
請
言

14〈
八
五
ウ
〉

敎
我
思
惟
正
受
雖
有
二
請
唯

01

是
定
善
已
上

序
分
義
云
傾
心
請

02

行
仏
開
三
福
之
因

正
観
即

フ
ク

03

是
定
門
更
顕
九
章
之
益
已
上

04

又
云
韋
提
等
及
未
来
有
縁
衆

05

生
注
心
観
念
定
境
相
応
行

06

人
自
然
常
見
已
上

又
云
此
明
夫

07

人
及
衆
生
等
観
住
心
凝
神
不

08

捨
心
境
相
応
悉
皆
顕
現
已
上

09

又
云
斯
乃
玄
談
未
標
得
処
欲

10

使
夫
人
等
悕
心
此
益
勇
猛

11

専
精
心
想
見
時
方
応
悟
忍
已
上

12

定
善
義
云
衆
生
散
動
識
劇

13

猨
猴
心
遍
六
塵
云
無
由
暫
息

14〈
八
六
オ
〉

乃
至
随
心
解
脱
已
上

其
文
非
一
又

01

諸
経
之
中
題
置

観

皆
定
観

ヲ
ケ
ル

02

也
加
之
往
生
論
観
察
門
又
定

03

観

哉

ナ
ル

04

疑
云
若
定
善
言
名
観
者
可
限

ヲ

05

十
三
観

也
何
故
通
云
十
六
観

歟

06

答
先
師
於
吉
水
伝
故
上
人
御

07



- 561 -

義
云
如
来
赴
夫
人
請

説
定
善

08

之
時
摂
機

未
尽

故
開
三
福
九
品

09

給
事
源
超
自
観
門
是
故
相

10

従
十
三

立
後
三
観
名
也
［
云
々
］

ノ

ノ

11

彼
聞
書

題
云
吉
水
聞
書

カ
キ
ヲ
ハ

ト

12

疑
云
大
師
所
判
有
三
輩
観

ニ

ハ

13

見
相
従

之
文

歟
答
正
観
即

14〈
八
六
ウ
〉

是
定
問
之
釈
是
也

01

問
経
論
章
段
有
相
従
之
例
歟

ノ

ニ

02

答
法
花
譬
喩
品
中
初
説
法
説

ニ

ノ

03

四
段

後
説
三
車
火
宅
之
譬
説

04

而
相
従
後
譬
説

先
法
説
四
段

ヲ

ノ

ヲ

05

名
譬
喩
品

化
城
喩
品
中
初
説

ニ

06

宿
世
結
縁

後
説
宝
所
化
城

07

之
譬

妙
本

相
従
終

正
本

相

ニ
ハ

ニ
ハ

08

従
始

名
往
古
品

提
婆
品
中ニ

ハ

09

初
明
達
多
弘
経

後
説
竜
女

ノ

10

成
仏

而
相
従
初

置
提
婆
品

ヲ

11

倶
舎
界
品
初
明
蘊
処
界

ハ

12

之
廿
二
門

故
相
従
後

只
名
界
品

13

又
証
拠
之
三
科
後
偏
約
十
八

14〈
八
七
オ
〉

界

立
廿
二
門

故
相
従
後

只
名

01

界
品

又
証
拠
不
可
外
求
観

02

経
花
座
観
云
一
々
葉
一
々
珠

ノ

03

一
々
光
一
々
台
一
々
憧
已
上

一
々

04

台
者
相
従
前
後
一
々

也
又
此

05

疏
第
四
巻
名
散
善
義

而
此

ヲ

06

巻
終
散
善
義
外
釈
得
益
分

ノ

ノ

ニ

07
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流
通
分
者
耆
闍
分

従
初

名
散

ヲ

ハ

08

善
義

在
之
経
論
章
疏
中

09

所
明
之
法
門
相
従
之
例
其

ニ

10

証
非
一
［
云
々
］

此
義
伝
受
之
後

11

値
宿
蓮
房

彼
人
云
人
々
三
輩ノ

12

観
云
々
不
同
也
而
慥
故
上
人

ニ

ニ

ノ

13〈
八
七
ウ
〉

書
給
ヘ
ル

抄
物
中
有
義

非

ノ

ニ

01

当
世
義

云
々
問
云
其
義

彼

ノ

ニ

フ

ト

02

答
云
先
承

御
義

予
云
上

ラ
ム

フ

03

義

之
処
同
御
抄
物
云

ニ

ヒ
キ

04

当
世
義
有
六

一
云
仏
観
機

ノ

ノ

05

之
観
二
云
癈
立
之
観
一
念

三
云

06

正
因
之
観
西
山

四
云
観
知
之
観

07

昇
蓮
房

五
云
見
仏
之
観
定
明
房

08

六
云
定
善
之
観
竹
谷

此
外
有

09

人
云
韋
提
之
観
［
云
々
］

10

浄
信
心
事

11

問
浄
信
手
有
何
証
歟
答
花
厳
第

12

七
賢
首
品

云
正
心
信
向
仏
菩
提

ニ

ス

13〈
八
八
オ
〉

菩
薩
因
是

初
発
心
信
為
道
元
功
德
母

テ

ス

ノ

01

增
長
一
切
諸
善
法

除
滅
一
切
諸
疑
惑

ス

ホ
ウ
ヲ

ノ

ヲ

02

示
現
開
発
無
上
道

信
清
離
垢

心
堅
固

ス

ヲ

ク

テ

ナ
リ

03

除
滅
憍
慢
恭
敬
本

信
是
宝
蔵
第
一
法

ノ

タ
リ

ハ

ノ

04

為
淸
浄
手

受
衆
行

信
能
捨
離
諸
染
著

ノ

ト

ケ

ヲ

ク

ス

ノ

□
□

05

同
四
十
二
説
十
種
手

之
中
第
一
説
信

ニ

ニ

06

手

其
文
云
有
十
種
手
何
等
為
十

ク

07

所
謂
信
手
於
一
切
仏
所
説
正
法
一

08

向
信
心
究
竟
受
持
故
已
上

09
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問
信
恵
有
何
別

歟
答
信
大
善

ト

ト

ハ

10

地
法
心
所
忍
件
澄
浄
為
義
恵

テ
ウ

11

大
地
法
心
所
簡
択
為
性

是
其
別
也

12

問
釈
観

云
照

云
輝
意
如
何
答
明
了

ニ

ヲ

13〈
八
八
ウ
〉

観
察

云
照

輝

也
輝
観
法
体

ス
ル
ヲ

ト
モ

ハ

ノ

01

照
観
之
力
用
也
以
恵

見
依
正

云
照

也

ハ

02

問
今
釈
観
云
智
恵

不
云
定

何
必

モ

ヲ

シ
モ

03

定
観

歟
答
下
云
照
正
依
等
事

ナ
ラ
ム

ヲ

04

按
経

十
三
観
也
是
非
定
相
応

05

之
観

歟
天
台
止
観
云
止
者
定

ノ

ト

モ

06

観
者
恵
也
故
止
観

釈
寂
照

ヲ
ハ

ト

07

経
者
経
也
事
同
二
日
大
両

08

問
何
以
同
字
釈
字
訓

歟
答
人
師

09

常
習
也
鸞
師
云
説
者
説
也
天
台

10

云
観
者
観
也
故
上
経
々
法
也
下

ハ

ノ

11

経
訓
綖

即
タ
テ
也
総
修
多
羅

ハ

セ
ム
ニ

ハ

12

有
云
翻
無
翻
之
諍

可
見
玄

13〈
八
九
オ
〉

義
八

付
有
翻
或
法
本
或
黒

01

縄
或
綖
或
契
経
等
也
就
経ノ

02

翻
名

或
訓
法

或
訓
常

或

ニ

03

訓
縄
黒

今
経
緯
一
義
也
経

ニ

ハ

ヲ
ハ

04

喩
経
教

緯

喩
定
散
也
経
上

ヲ
ハ

05

云
経
者
常
也
言
安
楽
国
土

ハ

ノ

06

仏
及
菩
薩
清
浄
荘
厳
功

ノ

ノ

07

徳
国
土
清
浄
荘
厳
功
徳
能
与

ノ

①

ニ

08

衆
生

作
大
饒
益

可
常
行

ナ

ヲ

ニ

ス

09

①
功
徳
…
右
傍
補
記
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于
世

故
名
曰
経

已
上

浄
影
疏
云

ニ

10

外
国
云
修
多
羅
此
翻
名
綖セ

ム
ト

11

聖
人
言
説
能
貫
諸
法

如
経

ク

ク

イ
ト

12

貫
花

是
故
就
喩

名
之

為
綖

カ

テ

ト

13〈
八
九
ウ
〉

聖
人
言
説
而
言
経
者
綖
能
貫

モ

01

花

経
能
持
緯

其
用
相
似

故

ノ

タ
リ

ト

02

復
名
経

若
依
俗
訓

経
者
常

ハ

03

也
已
上

孝
経
序
云
孝
者
人
之

04

高
行
経

者
常
也
已
上

05

疋
丈
疋
文
事

06

是
異
本
也
丈
本
正
歟
依
経
長

ハ

ハ

ノ

07

短
成
一
丈
四
丈
等

故
也

08

理
事
相
応
事

09

問
理
者
法
性
理
歟
答
爾
也
経ノ

10

大
旨
雖
明
事
相

上
品
中
生
中
説

ニ

11

解
第
一
義

是
其
理
也
余
文
事
也

ノ

ハ

12

一
義
云
仏
所
説
事

相
事

相
応

ノ

サ
ウ

13〈
九
〇
オ
〉

道
理

云
事
歟
有
義
云
［
□
日
房
］

事

ニ

01

観
成

時
自
然
順
理

也
終
所

ス
ル

ニ

ニ
ト
コ
ロ
ヲ

02

帰
入

之
理
事
相
応

也

03

定
散
随
機
義
不
零
落
事

04

問
文
意
如
何
答
経
説
事
理
定
散

05

故
法
門
不
零
落
而
各
其
機
行

06

之

也

07

能
令
修
趣
之
者
等
事

08

問
文
意
如
何
答
自
下
釈
経
得
益

ノ

09

也
修
趣
者
起
行
云
修

安
心
云

ヲ

ヲ

10

趣

也
又
安
心
起
行
云
修

往
生
成

ヲ

11
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仏
云
趣

也
後
義
宜
歟

12

教
行
縁
因
者
教
縁
行
因
也

13

此
経
行
之
二
為
往
生
之
果

成

14〈
九
〇
ウ
〉

縁
因

也
乗
願
者
乗
仏
願
力

也

ノ

01

証
無
為
者
大
経
云
次
於
無
為

02

泥
洹
之
道
已
上

無
所
畏
者
彼
土

03

即
無
悪
道
生
死
二
種
所
畏

也

ト

ノ

ノ

04

是
即
若
住
娑
婆

声
色
所
縛

ハ

05

便
堕
三
途
仮
令
得

出

人
命
短
促
修
行

シ
テ
無
幾

得
脱

①

ヒ

ニ
モ

コ
ト
ヲ

06

無
期

若
生ハ

浄
土

即
無
二
種
怖
畏
間
隔

ノ

ス
ル
ヲ

07

長
時
起

行
自
然
増
進
速
証

ニ

ヲ

ス

08

仏
果

言
菩
提
者
即
如
来
智

09

言
法
身
者
即
所
証
理
是
即

10

自
性
受
用
理
智
二
身
也

11

問
長
時
起
行
果
極
菩
提
者
其
義

12

不
明
穢
土
有
障

尚
有
頓
機

13

速
疾
開
悟
何
況
浄
土
無
五
濁

ス

ノ

キ

14〈
九
一
オ
〉

障

開
悟
何
遅

爰
以
須
下

浄
土

ラ
ム

ニ
ハ

01

菩
薩
従
一
地

不
至
一
地

十
地
階
次

ノ

ハ

02

釈
迦
炎
浮
一
化
耳
好
堅
日
長

ノ

カ
ウ
ケ
ム

ニ

サ

03

百
丈
是
類
私

哉
而
人
聞

釈
迦

ニ

ニ

ヲ

テ

ノ

04

証
羅
漢
於
一
聴

制

無
生
於
終

シ

ニ

□
ヲ

05

朝
□

謂

是
接
誘
之
言

非

称

ニ

ヘ
リ

ノ

ニ

ス
ト

06

実
之
説

聞
此
論
事

亦
シ当

不

テ

ニ

ル

07

信
夫
非
常
之
言
不
入
常
人
之
耳

已
上

レ

ノ

ハ

08

①
便
堕
三
途
設
令

得

出

人
命
短
促
…
右
傍
補
記

ヒ

ニ
モ

コ
ト
ヲ
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如
何
答
十
地
超
次
教
門
各
異

ノ

ナ
リ

09

起
信
会
釈
末
学
可
依
用

鸞

ノ

ヱ

カ
ク

10

導
二
師
各
拠
一
義

11

問
二
師
相
承
也
何
致
鉾
楯

歟

ハ

ム

シ
ユ
ン

12

答
鸞
師
依
正

至

必
至
補
処
之

①

ハ

13

願
文

彼
文
既
云
超
出
常

倫

ノ

ニ

②
リ
ム

14〈
九
一
ウ
〉

諸
地
之
行
現
前
修
習
普
賢

③

01

之
徳

故
善
導
依
観
経
上
中

ニ

ハ

ノ

02

上
下
之
文

彼
文
云
経
小
劫
得
無
生
息
已
上

ニ

03

又
云
経
三
小
劫
得
百
法
明
門
住
歓

04

喜
地
已
上

依
此
文

故
釈
長
時
起
行

也

05

問
二
経
何
違
歟
答
逗
機

故
也

06

問
各
逗
何
機

歟
答
対
娑
婆
機
云
々

07

是
即
衆
生
成
仏
道
転
易
之

08

思

為
此
説
長

成
仏
道
長
遠
之

ト

09

思

為
之

説
短

若
長
若
短
各
有

④

10

利
益

也

11

問
教
門
異
説
其
理
可
爾

若
依
実

12

道

定
是
一
途

如
何
答
花
厳
宗

ニ

ナ
ラ
ム

ハ

13

初
住
立
没
同
果
海

不
経
地
位

ニ

14〈
九
二
オ
〉

□
…
□
明
異
若
天
台
宗

異

ニ
ハ

01

□
□
不
同

常

云
速
疾

化
城
喩

ナ
リ

ニ
ハ

02

品
記
云
雖

実
教
中
有
長

有
短

ト
モ

ノ

ニ

03

若
依
実
道
定
短
為
正

三
井

テ

04

円
叡
云
四
十
二
位
経
四
十
二
念

是

ノ

ハ

05

与
後
同

相
似

但
少
異
也
天
台
証

セ
リ

ノ

06

①
鸞
…
右
訓
「
ハ
」
を
抹
消

②
倫
…
「
倫
」
と
左
傍
註
記

③
現
…
「
現
」
と
上
書
訂
記
し
、
さ
ら
に
「
現
」
と
右

傍
註
記

④
短
…
右
傍
補
記



- 567 -

真
云
円
教
修
行
各

於

三
教
時

ハ

シ

ヨ
リ
モ

07

効

［
云
々
］

起
信
論

皆
経
三
阿
僧
祇

ニ
ハ

08

劫
為
定
量

諸
教
所
談
非
今

ヲ

ス

09

所
論

今
此
教
中

正
以
本
願

ニ

ノ

ニ
ハ

10

可
為
定
量
歟
但
至
観
経
者
顕

11

法
甚
深

歟
謂
無
上
菩
提
□
□
可

ノ

ク

ハ

ナ
イ

12

得

故
法
花
云
我
於
無
量
阿
僧
祇

13

劫

修
習
是

難

得

阿
耨
菩
提
法

ニ

ヲ

□
□
□

ノ

ヲ

14〈
九
二
ウ
〉

今
以
付
嘱
汝
等

已
上

テ

ニ

01

【
同
三
日
今
日
天
少
霞
如

細
石
灰
物
下
】

コ
ト
ク

02

問
今
釈

経

既
生
彼
国
乃
至

ス
ル

03

法
身
常
住
文

此
文
尚
釈
経

ハ

ノ

04

義
歟
将
釈
経
之
次
挙
其
益

歟

05

答
難
知
且
釈
経
之
次
挙
経
益

歟

ニ

06

但
如
天
台
者
経
名
有
体

其
体

ノ

ニ

07

者
中
理
也
彼
宗
意

法
身
常

ノ

ニ
テ
ハ

08

住
経
体
也
但
今
家
不
釈
其
義

ハ

09

分

給
天
台
観
経
疏
云
体
是
体

10

質

釈
論
云
除
錯
実
相

余

ナ
リ

11

皆
魔
事

大
乗
経

以
実
相

ナ
リ

ニ
ハ

12

為
印

為
経
正
体

無
量
功
徳
共

ノ

ト

ニ

13

□
発
之

種
々
衆
行
□
帰
趣

シ

14

□
□
説
問
答
而
証
弁
之

ス

ヲ

15
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玄
義
分
聞
書

巻
二

〈
表
紙
情
報
〉

表
紙
右
下
「
良
聖
之
」
表
紙
中
央
下
「
金
沢
」

表
紙
左
「
玄
義
分
聞
書
宗
旨
門
已
下

」

〈
一
オ
〉

玄
義
分
聞
書

［
建
長
七
年
乙
卯
四
月
四
日
］

01

宗
旨
門

三
弁
宗
旨
等
事

02

問
七
門
之
中
一
二
七
門
置
第
字

三

03

四
五
六
門
無
第
字

有
何
故
歟

ニ

04

答
無
別
故

初
後
置
第

中
間
略

ニ

05

之

也

06

問
上
標
韋
中

云
三
依
文
釈
義

ニ
ハ

07

并
弁
宗
旨
等

今
略
依
文
釈
義
之

08

云
有
何
故

歟
答
依
文
釈
義
非
一

ハ

09

段
之
名

故
略
之
宗
旨
不
同
是
当

ニ

ハ

10

文
之
名

故
存
之
也

ナ
ル
カ

11

問
宗
旨
者
何
義
歟
答
弘
一
云
宗

12

尊
□
…
□
元
也
自
也
頂
也
玄
一
云

ト

13〈
一
ウ
〉

宗
要
也
菩
薩
戒
疏
云
［
明
曠
］

宗
者
要

01

也
趣
□
□
始
至
末
依
体
護
持

02

趣
期
果
名
為
宗
也
戒
度
記
上
云

03

弁

経
宗
標
示
中
以
主

釈
宗

乃

ヘ
ム

04

有
三
義

一
者
独
尊
義
天
無
二
日

05

国
無
二
王

故
二
者
統
摂
義
如
網

06

之
綱

カ
ハ
キ
ヌ

裘

之

故
三
者
帰
趣

ク
・
キ
ウ

ノ

07

義
星
如
拱
北

水
必

ア
ツ
マ
ル

朝

東

故
今

コ
ウ

シ

マ
ル

08

経
之
主
備
茲
三
義
講
者
臨
文

ノ

ニ

09
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詳

而
説
之
已
上

大
智
疏
云
宗
是

ツ
ハ
ヒ
ラ
カ
ニ
シ
テ

10

主
義
一
経
之
主
義
須
弁
示ス

11

天
台
云
此
経
以
心
観

為
宗

此

12

即
単
就
能
観

為
言

也
観
仏

ニ

ス
コ
ト
ヲ

①
ノ

13〈
二
オ
〉

依
正

得
非

心
観

乎
遠
師
善
導

コ
ト

ニ

01

並
云
諸
経
所
弁
宗
趣
各
異
此

02

経
以
観
仏
三
昧
為
宗

此
即

03

通
就
能
所

而
立
也
観
経
雖
十
六

ツ

ニ

ハ

04

依
正
不
同

而
主
在
観
仏

即
下

ニ

05

経
云
於
現
身
中
得
念
仏
三
昧

06

念
即
是
観
已
上

07

問
宗
趣
有
其
別

歟
答
人
師
所
判

08

異
義
不
同
也
惑
時
宗
即
趣
也

ハ

09

惑
時
宗
趣
別
也

10

□
其
別

之
様
如
何
答
香
象
心
経

ナ
ル

11

疏
云
問
宗
与
趣
何
別
答
言
之
所

12

貴
□
宗
□
之
所
帰
曰
趣
已
上

13

□
…
□
之
所
表
曰
宗

已
上

ヲ

14〈
二
ウ
〉

□
…
□
釈
宗
是
言
下

01

□
…
□
即
標
其
意
致
已
上

02

問
宗
旨
与
教
相
法
門
既
別
何
為
一

②

03

段
歟
答
雖
可
二
段

其
文
少
故

③
カ

04

合
為
一
段
也
故
遠
師
立
五
要

一

ハ

ニ
ハ

05

教
之
大
小
二

蔵
差
別
三
経

ニ
ハ

ノ

06

①
仏
…
こ
の
次
、
白
紙
一
枚
あ
り
。
丁
数
に
は
数
え
な
か
っ
た

②
与
…
右
傍
補
記

③
歟
…
「
也
」
を
「
歟
」
と

上
書
訂
記
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宗
趣
四
経
者
名
不
同
五
説
人

07

差
別
也
［
云
々
］

又
元
照
入
文
前
立
四

ハ

ニ

08

門

一
教
興
未
致
二
摂
教
分

ノ

09

斉
三
弁
定
宗
旨
四
料
簡
異

レ
ウ

10

同
已
上

問
宗
教
若
異
設
雖

11

文
少

可
為
二
段

如
何
答
諸
師
解

12

釈
開
合
不
同

皆
是
意
楽

不
及

ナ
リ

ナ
リ

13

為
難

宗
教
相
似
合
為
一
段
歟

14〈
三
オ
〉

問
若
就
此
経

判
宗
趣
者
何
可

01

分
別

歟

答
両
三
昧
是
宗
往

02

生
是
超ナ

ル
ヘ
シ

03

如
維
摩
経
等
事

04

問
浄
影
挙
七
経

道
綽
挙
四
経

05

例
今
経
宗

今
挙
二
経
有
何
意

歟

ノ

06

答
広
略
之
異
人
師
意
楽
也
浄

07

影
云
如
涅
槃
経
涅
槃
為
宗
如
維
摩

08

経

以
不
思
議
解
脱
為
宗
大
品

09

経
等
以
智
惠
為
宗
花
厳
法

10

花
無
量
義
経
等
三
昧
為
宗
大

①

11

集
経
等
タ
ラ
ニ
為
宗

如
是

ヲ

12

非
一
□
□
観
仏
三
昧
為
宗
已
上

13〈
三
ウ
〉

安
楽
□
…
□
涅
槃
経
仏
性

01

為
宗
若
依
維
摩
経
不
可

02

思
儀
解
脱
為
宗
若
依
般

キ

03

若
経
空
惠
為
宗
若
依
大

04

集
経
陀
羅
尼
為
宗
今
此
観

05

①
義
…
右
傍
補
記
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経
以
観
仏
三
昧
為
宗
已
上

06

問
別
挙
維
摩
大
品
之
二
経

有

07

何
故
歟
答
先
師
云
縦
挙
余

08

経

別
指
二
経

未
避
此
難
如
是

09

自
然
挙
此
二
経

例
知
余
経
也

ニ

10

有
云
唯
心
房

江
南

崇

維
摩

ニ
ハ
ア
カ
メ

11

江
北
崇
大
品
故
知
今
釈
付
世

ハ

12

流
布

挙
之

也
有
云
西
山

維
摩

13〈
四
オ
〉

説
有
大
品
説
定

諸
経
宗

ノ

01

旨
不
出
空
有
故
挙
二
経

准

02

知
余
経

歟
今
云
此
第
三
義
有

03

難

維
摩
大
品
二
経
倶
説
中

ニ

04

道

也
釈
大
品

云
空
惠
者
中

ニ

ヲ

05

道
異
名
也
若
法
相

可
爾
若

ノ

ナ
ラ
ハ

06

天
台

不
爾

釈
十
八
空
皆

是
中

ナ
ラ
ハ

07

道
正
惠

故
也
又
依
法
相
者

08

有
教
空
教
之
別
立
中
道
教

09

云
不
出
空
有
二
宗
之
義
其
非

10

也
南
三
北
七
諸
師
誰
人
存
此

ノ

11

義

歟

12

問
不
思
議
解
脱
者
何
義
歟

13

答
維
摩
□
…
□
子
須
弥
之
相

14〈
四
ウ
〉

□
大
海
□
…
□
相
入
説
此
等

01

法

□
解
脱
門

大
乗
止
観
等
若

02

就
分
別
妄
執
之
事

即
一
向

03

不
融

若
縁
心
性

縁
起
依
持

04

之
用

亦
可
得
相
摂
已
上

05

問
空
惠
者
何
物
歟
答
般
若
経

06
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意
説
尽
浄
虚
融
之
理

初
従
凡

ハ

07

夫
之
色
心

終
至
如
来
之
種
智
説

08

皆
空
也

09

問
尽
浄
虚
融
何
教
意
歟

ハ

10

答
法
相

為
破
凡
夫
偏
計
之
執

ニ
テ
ハ

11

着
説
一
切
空

也
是
第
二
未
了

12

教
未
説
中
道

故
天
台

尽
浄

ニ
ハ

13

虚
融
之
義
通
後
三
教

若
通

14〈
五
オ
〉

人
聞
此
理

思
無
生
理
即
万
法

ハ

シ

カ

01

故

若
別
人
三
諦
中
之
俗
諦
思

ト

ハ

02

為
遣
着

説
此
法

若
円
人
思

三

ハ

ヘ
リ

03

諦
相
即

故
説
此
理

云
別
教

ナ
ル
カ

ト

ヲ

04

地
前
以_

為
別
俗

円
衆
自
謂

ヲ
モ
ヘ
リ

ハ

ヘ
リ

05

一
切
円
融

之
釈
此
意
也

06

今
此
観
経
即
以
観
仏
三
昧
為
宗
等
事

07

問
上
引
一
経
一
宗
今
何
一
経
立
両
宗

①

ニ

08

歟
答
今
釈
非
是
一
宗
他
宗
為

②

ハ

09

用

只
引
諸
経
宗
旨
不
同

也

ノ

10

問
余
経
之
中
有
一
経
他
宗
之
例

歟

11

答
香
象
梵
網
疏
云
宗
中
亦
二

12

前
総
後
別
総
者
以
菩
薩
三
種

13

□
…
□
是
文
中
正
所

14〈
五
ウ
〉

□
…
□
宗

唯
此
門

故

01

別
中
有
五
一
約
受
随
二
約
止

02

作
三
約
理
事

四
約
造
修

五

03

約
該
摂

已
上

宗
密
盂
蘭
盆

カ
イ

ニ

04

①
引
一
経
…
「
引
一
経
」
を
「
引
一
経
」
と
右
傍
訂
記

②
歟
答
今
…
「
歟
答
今
」
と
右
傍
訂
記
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経
疏
云
三
弁
定
宗
旨
者
此
経

05

以
孝
順
設
供
抜
苦
報
恩

為

ト

ト

ト

ト

06

宗
已
上

倶
舎
頌
疏
中
於
倶
舎
論

07

中

立
両
宗

顕
宗
密
宗
是
也

08

天
台
釈
法
花
之
宗
時
久
遠
因

09

果
是
本
宗
今
日
因
果
是
迹
宗
已
上

ノ

10

問
浄
土
之
宗
与
経
宗
旨
之
宗
同

11

異
如
何
答
浄
土
宗
名
広
宗
旨

ノ

12

義
狭
謂
往
生
浄
土
教
総
号

ハ

ノ

ハ

13

浄
土
宗

観
仏
念
仏
要
行

ノ

ヲ

14〈
六
オ
〉

別
名
宗
旨

是
寛
狭
異
也

01

【
同
五
日
】

問
観
仏
念
仏
之
両
三
昧
各
別

02

行
歟
答
爾
也
観
念
法
門
中
分

ニ

03

明
為
二
行

難
云
若
爾
者

ニ

ト

04

一
経
之
中
何
立
二
宗
歟
何
況
引

ノ

05

維
摩
大
品

為
例
彼
等
経
中
倶

ニ

06

無
二
宗
若
引
一
宗
経

例
観
経ノ

07

二
宗

是
非
自
語
相
違

歟

08

答
今
経
初
十
三
観
門
是
答
請
説

ハ

ノ

09

後
三
輩
九
品
即
如
来
自
説
也
是

10

故
答
請
文
中
立
一
宗

自
説
文

11

中
立
一
宗
有
何
失
但
至
例
難

12

者
□
□
□
経
宗
之
事

也
非
一

13

□
両
宗
□
□
也

14〈
六
ウ
〉

□
難
云
□
…
□
今
経
以
観
仏

01

三
昧
□
□
不
別
立
念
仏
三
昧

02

故
知
今
両
三
昧
只
可
挙

異

ナ
ル

03

名

師
資
解
釈
可
同

故
也
如
何

04
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答
観
念
法
門
中
分
明
為
二
行

不
可

ニ

05

有
異
義

但
至
集
文

者
如
難
初

06

雖
只
挙
観
仏

後
文
兼
称
念

ニ

07

故
知
彼
集
挙
二
行

也
故
下

モ

08

文
云
若
有
衆
生
称
念
観
察シ

09

称
念
是
非
念
仏
三
昧
歟

10

問
観
称
既
異
何
以
称
念

属
観

11

歟
答
上
既
云
観
仏
為
宗

下
文ニ

12

兼
称
念

引
父
王
念
仏
三
昧

ノ

13

明
知
集
意
含
両
三
昧

云
観

ハ

14〈
七
オ
〉

仏

云
念
仏

也
但
至
称
名

ト
モ

ト
モ

ニ

01

無
観
仏
之
義

云
難

者
口
称
之

02

時
心
縁
仏

有
総
想
帰
依
之
心

03

是
属
観

也
智
証
判
由
此
呼

ヲ

ノ

シ

04

招
赴
其
自
体

恵
心
挙
称
念

ト

ノ

05

釈
明
種
々
観

給
皆
此
意
也
総

ノ

ト

06

諸

経

論
中

念
仏
者
皆
通

①
キ
ヤ
ウ

ノ

ニ
ハ

07

観
称

也
智
度
論
等
分
明
也

08

而
今
家
別
立
両
三
昧
名

給

ヲ

ニ

ヘ
ル

09

事
為
分
別
助
正
二
業

限
口
称

ヲ

10

名
念
仏
三
昧

局
相
好
観

名

ト

11

観
仏
三
昧
給

也
是
即
念
仏

ヘ
ル

ハ

12

□
…
□
仏
助
業
為
分
別

也

ハ

ト

13

□
…
□
分
別
今
両
三

14〈
七
ウ
〉

□
…
□
二
所
之
釈
心
互

01

□
…
□
相
不
同

彼
一
機
上
分

ハ

ニ

02

①
経
…
「
経
」
と
上
書
訂
記
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別
助
正
□
二
機
各
別
修
両

ニ

03

三
昧

也
今
釈
二
機
各
別
修
両
三

ハ

ニ

04

昧

也
今
釈
当
傍
正
之
意

彼
釈

ハ

05

当
助
正
之
意

也
但
彼
釈
上
各

モ

06

別
立
五
種
正
行

釈
別
機

也

ニ

ノ

ヲ

07

与
今
同
之
次
分
別
助
正

又
一
義
也

08

問
両
三
昧
行
相
差
別
如
何

09

答
観
仏
三
昧
者
摂
心
而
観

10

仏
色
相

念
仏
三
昧
者
挙
声

ノ

ヲ

11

与
唱
仏
名
号
是
其
義
也

ノ

12

問
両
三
昧
始
終
皆
別
歟
答

13

始
別
終
同
始
別
可
知
終
同
者

14〈
八
オ
〉

行
成
之
時
心
眼
即
開
倶
見

01

仏

同

也

観
念
法
門
云
若
得
定

①
ト
ウ

02

心
三
昧
及
口
称
三
昧
者
心
眼

②

03

即
開
見
彼
浄
土
一
切
荘
厳

04

窮
尽
也
已
上

05

問
口
称
云
心
眼
開
者
得
定
心

歟

06

答
爾
也
但
口
称
三
昧
機
有
二

一

ノ

ニ

07

定
機
二
散
機
也
定
機
口
称
者

08

若
上
機
自
修
観
仏

而
依
其

ハ

09

観
力

除
障

見
仏

是
十
三
観

ハ

ノ

10

機
也
而
定
機
之
中
下
機
不
堪

ヲ

11

観
想
而
只
口
称

時
依
其
念
力

ス
ル

12

滅
□
□
□
仏

是
口
称
中
之③

13

□
…
□
般
若
経
中ニ

14〈
八
ウ
〉

①
同
…
「
也
」
を
「
同
」
と
上
書
訂
記

②
心
…
「
心
」
を
「
心
」
と
右
傍
訂
記

③
之
…
「
之
」
を
「
之
」
と
右
傍

訂
記
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□
…
□
之

云
如
引
重

01

者
□
…
□
借
他
請
救
護
已
上

02

此
人
初
口
称
之
時
散
心
ナ
レ
ト
モ

称

ハ

03

名
滅
罪
之
力
成
定
心

而
見
仏

ニ

04

也
故
云
若
得
定
心
三
昧

及
口
称
三
昧
心
眼
即
開

①

ト

05

定
心
三
昧

者
十
三

観
機
也
口
称
三
昧
者
口
称
定
機
也

②

ノ

06

文
殊
経
中
説

専
称
名
字
念

ニ

ケ
ル

07

中
見
仏
又
同
意
也

二
散
心
念

ニ

08

仏
者
散
中
息
乱

一
心
称
念

也

テ

ス
ル

09

始
終
倶
散
而
雖
不
得
定

本

10

願
力
故
也
至
臨
終
時

見
仏

往

11

生

也
下
三
品
人
此
機
也

ス
ル

12

問
定
心
口
称
有
何
証
歟
答
文
殊

13

般
若
経
下
云
欲
入
一
形
三
昧

14〈
九
オ
〉

応
処
空
閑

捨
諸
意

不
取
相
根

シ

01

繋
心
処
仏

専
称
名
字
随
仏
方

02

所
端
身
正
向
能
於
一
仏
念
々
相
続

03

即
是
念
中
能
見
過
去
未
来
現
在
諸
仏
已
上

ニ

04

問
散
心
念
仏
尚
可
名
念
仏
三
昧

歟
答

05

勝
願
院
云
散
心
口
称
往
生
決
定
也

ノ

ハ

06

此
上
無

不
足

同
我
等
行
名
念
仏

ハ

ト
モ

ク

ヲ

07

三
昧

可
本
意

大
地
法
中
別
境
三

ナ
ル

08

摩
地
通
定
散

而
心
一
境
性
也
以
此

ハ

ニ

09

可
名
三
昧

云
云

今
云
此
十
因
義
也

ト

ハ

ノ

10

蓮
花
谷
云
立
三
昧
名
者
約
其
本
意ニ

11

也
法
花
三
昧
理
趣
三
昧
等
皆
以
如
此

［
云
々
］

12

①
及
口
称
三
昧
心
眼
即
開

定
心
三
昧
…
右
傍
補
記

②
機
也
…
右
傍
補
記

ト
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本
意
者
念
仏
一
行
通
定
散

其
中
定
心

ニ

ノ

ハ

13

勝
故
□
…
□
意

也
且
従
本
意

随
名

カ

ク

14

□
…
□
随
機
通
定
散
也
感
師
判

15

□
…
□
通
散

給
此
意
也

16〈
九
ウ
〉

□
…
□
不
許
散
心
往
生

至

01

□
…
□
定
心

此
義
鸞
綽
導ノ

02

三
師
□
…
□
之
義
也
感
師
分
明
立
散

ハ

ニ

03

位
往
生

謂
未
離
欲
者
往
生

云
釈

ノ

ノ

ス
ト

04

是
也
末
学
不
知
此
義

観
念
法
門ノ

05

心
眼
即
開
之
釈
令
被
散
心

存
義

ヲ

①

ニ

06

不
知
念
仏
亘
定
散

之
所
致

也

07

問
散
心
口
称
何
生
浄
土

歟
答
詫

ノ

08

本
願

故
大
師
立
正
定
業
之
時
不

09

論
定
散
唯
口
称
為
正
定
業
可
思
之

10

蓮
花
谷
善
光
寺
詣
之
次
参
大
谷

ニ

11

御
庵
室

問
云
散
心
口
称
可
往
生

ノ

12

之
旨
正
教
所
判
分
明
候

歟

サ
フ
ラ
フ

13

故
上
人
答
云
分
明
然
見

其
後

ニ

タ
リ

14

無
余
言

而
被
立
座

畢

15〈
一
〇
オ
〉

【
同
六
日
】

問
観
仏
念
仏
云
異
名
誠
証
如
何

ヲ

01

答
観
仏
三
昧
経
十
云
亦
名
観

02

仏
三
昧
海
亦
名
念
仏
三
昧
門
已
上

03

両
三
昧
為
別
行

之
事
大
師
義
立
也

ハ

04

問
観
仏
三
昧
摂
十
三
定
善
念

ニ

05

仏
三
昧
可
摂
九
品
之
行
歟
答

ニ

06

十
三
観
大
旨
一
機
始
終

之
上
取

ハ

ノ

ナ
ル

ニ

テ

07

①
被
…
右
傍
補
記
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観
仏
三
昧

作
広
観

者
用
十

ヲ

08

三
観
之
旨
観
念
法
門
分
明
也

ニ

09

至
念
仏
三
昧

者
局
下
三
品ニ

10

不
可
通
上
六
品

九
品
受
法
各

ニ

11

別

故
也

難
云
彼
此
何
異

ナ
ル
カ

ナ
ル

12

観
仏
□
□
摂
十
三

者
念
仏
又

13

□
…
□
台
宗
者
統
摂
也

14〈
一
〇
ウ
〉

□
…
□
衆
因
必
従

如
何

カ

01

答
□
…
□
貴
云
宗
既
十
三
観

02

中

貴
観
仏

九
品
行
中

貴
念

ニ
ハ

ノ

①
ニ
ハ

03

仏

就
此

名
宗

有
何
妨

六
品
之

ヲ

04

行
一
々
雖
生

為
随
他
機
傍
説
之

ニ

05

也
何
名
宗
歟
但
至
難
者
凡
名ニ

06

宗

有
多
義

於
九
品
中

以
念
仏

ト

07

行

独
立
宗

事
是
独
尊
之

ヲ

リ

08

義
也
如
天
無
二
日
国
無
二
王

故

09

知
六
品
行
如
月
星
等

如
臣

ノ

ハ

10

下
等

也
観
仏
名
宗

事
統

ヲ

ハ

11

摂
之
義
也
挙
一
観
仏

摂
十
三

ノ

12

故
也
但
広
観
々
仏
三
昧
摂
十

ハ

13

三

略
観
々
仏
三
昧

局
花
座

14〈
一
一
オ
〉

仏
身

也
故
略
観
之
辺
当
独

ハ

01

尊
之
義
広
観
之
辺
当
統

ハ

02

摂
之
義

也
已
上

03

一
心
廻
願
往
生
浄
土
為
体
事

04

問
対
何
物

云
往
生
浄
土
為
体

歟

05

①
中

…
右
傍
補
記

ニ
ハ
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答
対
両
三
昧
宗

以
往
生
浄
土
為
体

ニ

ト

06

云
也
宗
因
体
果
也
是
当
宗
趣

ハ

ハ

07

不
同
因
果
名
宗
実
相
名
体

也

08

問
一
切
廻
願
者
定
善
一
心
矣

09

答
不
爾

此
廻
願
当
第
八
門

故
也

ハ

10

問
今
釈
往
生
為
体

事
何

義
歟

ニ

ヲ

ナ
ル

11

答
対
両
三
昧
各
別

同
往
生
名

ナ
ル
ニ

ク

ヲ

12

□
…
□
別
相
之
意
也
統

両

ス
ベ
テ

13

□
…
□

14〈
一
一
ウ
〉

□
…
□
義

謂
名
体
宗

01

□
…
□
今
家
所
判
当
共
義

歟

02

答
先
師
云
故
上
人
云
今
釈
擬
天
台

ヲ

ノ

03

五
重

名
第
二
門
也
体
当
文
中

ヲ

ハ

ハ

04

往
生
為
体
也
宗
亦
両
三
昧
也
教ハ

05

今
二
蔵
二
教
也
此
中
無
用

ノ

06

以
義
言
之

者
滅
罪
即
用
也

07

但
是
一
往
配
当
也
今
家
不

ハ

ノ

ハ

08

欲
立
五
重
［
云
々
］

当
座
有
安

シ

09

楽
房

傾
動
之

非
学
生
無

ハ

10

下
者
也
［
云
々
］

今
云
今
釈
有

体
宗

ニ

ト
モ

11

之
名

其
義
異
天
台

彼
体
非
因

ニ

ハ

12

非
果
之
実
相
也
宗
万
善
之
因

ハ

13

万
徳
之
果
也
今
因
行
属
宗

ハ

ヲ

14〈
一
二
オ
〉

往
生
之
体
属
体

彼
此
迭
別
也

ニ

01

又
滅
罪
往
生
之
辺

倶
所
属
用

ヲ
ハ

ニ

ニ

02

也
故
今
家
不
立
五
重

給
上
人

ト

03
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料
簡
給

尤
可
也
故
天
台
疏

シ

ヘ
ル

ニ

04

釈
宗
云
修
心
妙
観
能
感
浄
土

①

05

為
経
宗
也
已
上

釈
用

云
此
経
能

②

06

令
五
逆
罪
滅
往
生
浄
土
即

07

是
此
経
之
大
力
用
也

已
上

08

言
教
之
大
小
事

09

問
何
故
標
教
之
大
小

以
二
蔵
二
教

10

釈
之

歟
答
大
小
二
蔵
一
法
異
名
也

③

ハ

ノ

11

小
乗

名
声
聞
蔵

亦
名
半
字
教

ヲ
ハ

12

□
□
□
□
蔵
名
満
字
教

13

□
…
□
法
名
声
聞
蔵

14〈
一
二
ウ
〉

□
…
□
已
上

01

□
…
□
経
并
蔵
云
事
如
何

02

答
元
照
疏
云
准
知
一
代
弥
陀
教

ニ

03

観
皆
是
円
頓
一
仏
法

無
余
途

ハ

ノ

ナ
リ

04

慈
雲
法
師
云
小
乗
経
部

括

ノ

ニ
ハ
ス
ベ
テ

05

尽
唄
書

曽
無
一
字
説

有

ニ

ヲ

テ

モ

コ
ト

ト

06

浄
土

何
況
勧
生

又
小
乗
中

ヤ

07

不
談
他
仏

亦
無
一
字
説
有
弥

モ

08

陀
一
歴

耳
根

即
下
大
乗
成

ヒ

フ
ル
ヽ
ニ

ニ

ス

09

仏
種
子

不
聞
不
信
是
非
大
失

ノ

④

10

乎
已
上

問
蔵
者
何
義
歟
答
包

11

含
名
蔵

謂
小
乗
部
中
包
含
一

ト

ノ

ニ

12

切
小
乗
法
門

故
名
蔵
大
乗
亦
爾
也

ノ

ノ

13

問
頓
漸
者
何
義
歟

天
台
頓
有
多
義

⑤

タ

14〈
一
三
オ
〉

一

従
凡
地
直
入
大
乗

名
頓

二
凡

ニ
ハ

01

①
妙
…
右
傍
補
記

②
釈
…
「
釈
」
と
上
書
訂
記

③
歟
…
「
歟
」
と
上
書
訂
記

④
大
…
右
傍
に
一
字
湮
滅
あ
り

⑤

頓
…
右
傍
補
記
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夫
頓
出
生
死

名
頓

漸
教
翻
之

ニ

ノ

02

従
凡
地
覚
証
小
果

後
入
大
乗

名

03

漸
教

歴
劫
修
行
出
生
死

亦
名
漸
教

也

①

04

問
此
二
義
何
師
説
歟
答
浄
影

05

天
台
倶
約
初
義

今
家
約
後
義

ハ

ハ

06

浄
影
疏
云
韋
提
是
其
凡
夫

為
凡
夫

ナ
リ

07

説
不
従
小

入

故
知
是
頓
已
上

天
台
疏
云

ク

08

漸
頓
悟
入

此
即
頓
教

正
教
韋

ニ

ラ
ハ
ヽ

ナ
リ

09

提
希
及
諸
侍
女
並
是
凡
夫
未

ニ

10

証
小
果

故
知
是
頓

不
従
漸
入
已
上

ナ
リ

ラ

11

般
舟
讃
瓔
珞
経
中
説
漸
教
万

12

劫
□
…
□
不
退
観
経
ミ
タ
経
等

13

□
□
□
□
□
□
□
蔵
一
日
七
日
専

14

〈
一
三
ウ
〉

□
仏
命
□
…
□
生
安
楽
已
上

②

01

又
問
□
…
□
名
頓

有
三
義

頓
説

02

頓
□
頓
□
也
若
約
此
義

者
花
厳

03

称
名
頓
教

最
初
頓
説
而
不
従

テ

04

小

入

故
也
今
経
漸
教
摂
方
等

ハ

ノ

05

部

故
而
天
台
違
自
義

釈
故
知
是

ナ
ル
カ

06

頓
不
従
漸
入

是
非
自
非
自
語
相

07

違

歟

答
方
等
部
名
漸
教

事

ヲ

ハ

08

約
大
旨

也
総

鹿
苑
方
等
般
若

シ
テ

ヲ

09

名
漸
教

之
事
約
三
周
声
聞
誘

ハ

10

引
弾
呵
洮
汰
故
也
而
今
経
不
説

ヲ

ノ

ハ

11

三
乗
一
乗
之
入
証

別
為
韋
提
所

12

①
劫
…
「
劫
」
と
右
傍
訂
記

②
仏
命
…
「
仏
命
」
は
マ
イ
ク
ロ
資
料
で
は
一
三
オ
最
後
尾
に
配
さ
れ
て
い
た
が
、

二
〇
一
八
年
金
沢
文
庫
に
て
原
本
調
査
し
た
と
こ
ろ
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
当
該
箇
所
は
『
般
舟
讃
』
引
文
で

あ
る
こ
と
か
ら
類
推
し
て
、
原
本
で
は
一
三
ウ
の
一
行
目
に
あ
っ
た
と
判
断
し
、
こ
こ
に
配
し
た
。



- 583 -

説
之
浄
土
門
也
而
夫
人
不
経
於

ニ

13

小
乗
入
浄
土

是
浄
土
頓
教
也

14〈
一
四
オ
〉

天
台

別
機
別
門
之
出
離
不
可

ニ
テ
モ

ヲ

01

属
漸
教

也

02

問
天
台
頓
漸
有
約
教
約
部

此
経

ノ

ニ

ヲ

03

名
頓

事
可
約
教
頓

如
何
答

04

不
爾
釈
不
従
漸
入

故
也

05

問
善
導
約
頓
説

両
師
約
頓
説

二

ハ

ハ

06

義
乖
角
歟

答
当
文
乖
角

意

ハ

セ
リ

07

可
互
通
也

08

問
今
教
属
頓
教

対
此

諸
諸
経
皆
云

ヲ

①

09

漸
教

歟
答
不
爾

凡
諸
之
中

10

従
寂
滅
道
場
始
給

至
泥

双

②

11

樹
之
終

説
頓
悟
法
門

名
頓
教

ノ

12

説
□
…
□
法
門

名
漸
教

也
其
中ニ

13

□
…
□
云
釈
也

14〈
一
四
ウ
〉

□
道
浄
□
…
□
相
対
分
別
大
小

01

断
□
…
□
一
乗
之
方
如
何
答
聖

02

道
門
有
大
小
二
乗

浄
土
門

唯

ニ
ハ

03

大
乗
也
聖
道
門
有
頓
漸
二
教

04

浄
土
門
唯
頓
教
也
聖
道
門

有

ニ
ハ

05

三
乗
一
乗

浄
土
門
唯
一
乗
也
加
之
彼ハ

06

自
力
出
離
也
今
他
力
出
離
也
可

ノ

ハ

07

云
削
其
枝
葉
唯
取
精
花ト

08

【
同
七
日
】

問
因
論
生
論
天
台
故
知
是
頓
不
従

ノ

09

漸
入
之
釈
不
明

天
台
意
約
部

ハ

10

①
諸
…
「
師
歟
」
と
右
傍
註
記

寂
…
「
寂
」
（
原
文
は
異
体
字
「

逋
」
）
の
右
傍
に
「
寂
」
（
原
文
は
異
体
字
の
「

」
）

と
右
傍
註
記
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者
独
花
厳
名
頓
教
鹿
苑
般

ヲ

11

若
漸
教
也
今
経
方
等
部
也

ハ

ハ

12

若
爾
約
部

者
可
名
漸
教

也

ハ

13

而
不
従
漸
入
之
釈
似
約
部
頓

同

ヲ

ハ

ノ

14〈
一
五
オ
〉

未
遊
鹿
苑
銘
之
為
頓
之
釈

如
何

01

答
誠
難
思
之
釈
也
但
約
部

者
漸

02

教

約
韋
提
一
機
者
不
歴
漸

ナ
レ
ト
モ

03

教
座

而
頓
聞
円
教

故
作
此

ニ

04

釈

者
然
者
尚
可
約
教
頓
教

ノ

ナ
ル
ニ

05

又
云
花
厳
為
頓

鹿
苑
已
後
名

ヲ

ヲ

06

漸

事
約
聖
道
機

所
論
也
今

ハ

07

経
唯
浄
土
門
故
天
台
此
経
不
判

ノ

カ

モ

ヲ

08

名
漸
教

之
義

給

歟

09

問
当
文
有
幾
文
段

歟
答
有
二
一

ニ

ア
リ

10

標
謂
三
等
十
二
字
是
也
二
釈
亦

ノ

11

有
二
一

釈
宗
有

二
判
教
相

宗

ニ
ハ

12

□
…
□
二
一
引
レ
イ例
塗
抹
謂
如
等

①

13

□
…
□
正
立
宗
亦
有

14〈
一
五
ウ
〉

□
…
□
今
等
廿
字
是

01

□
…
□
謂
一
等
十
字
是
也
教

ノ

02

相
中
有
二
一
問
二
答
配
文
可
見
［
云
々
］

03

説
人
門

04

問
文
前
玄
義
釈
宗
大
事

也
而
当

ノ

ハ

ノ

05

文
在
経

分
明
也
立
之
有
何
要

歟

06

答
解
義
門
之
時
雖
似
無
其
要
勧

ハ

07

化
門
之
時
説
人
門
最
要
也
謂
簡
非

ハ

08

①
例
…
右
訓
を
抹
消
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余
人
説
経
令
生
正
信

也
例
如
元

①

09

照
判
欲
顕
此
経
是
仏
自
説
簡

10

非
余
人
令
生
信
受

已
上

又
疏
四
云

11

若
仏
所
説
即
是
了
教
菩
薩
等

12

説
尽
名
不
了
教
也
又
仏
是
実

13

知
実
解
実
見
実
証
非
是
疑

14〈
一
六
オ
〉

惑
心
中
語
故
又
不
為
一
切
菩
薩

01

異
見
異
解
之
所
破
壊
又
浄
土

モ

02

経
中
殊
為
除
凡
夫
疑
心

證
誠

ニ

03

超
余
経

故
十
因
云
彼
鷲
峯

04

妙
法

多
宝
一
仏
証
明
又
王
城

ヲ
ハ

シ

05

金
典

四
方
四
仏
倶
説
凡
厥
処

ヲ
ハ

06

々
集
会
道
場
不
如
今
説
舌
相

07

証
誠
之
盛
矣

已
上

08

難
云
金
光
明
経
法
性
制
底
之

ノ

09

妙
理
法
花
経
十
如
実
相
之
真

ノ

10

文
是
諸
仏
所
証
已
後
門
也
浄
土

②

11

設
妙
□
□
超
彼
等
教

而
何

ノ

ニ

12

□
…
□
歟
答
非
依

13〈
一
六
ウ
〉

□
…
□
之
多
菩
薩

付
所

01

□
…
□
不
同
也
謂
法
花
大

ハ

02

通
結
縁
之
後
四
味
調
練
之
間

03

断
通
惑
証
真
空

断
別
惑

証セ
リ

04

法
空

是
故
其
機
無
疑
心

者
不
有

ヲ

05

多
仏
証

誠
至
浄
土
門
者
偏

ノ
シ
ヨ
ウ

06

化
凡
夫

顕
煩
悩
強
故
多
仏
誠
而

カ

07

①
経
…
「
為
イ
」
と
右
傍
註
記

②
已
後
…
「
之
法
」
と
右
傍
に
あ
り
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除
其
疑

也
是
故
今
立
説
人
門

08

令
相
応
教
之
大
意
也

09

五
説
事

10

問
聖
弟
子
者
聖
之
弟
子
歟
聖
即

11

弟
子
歟
答
聖
之
弟
子
也
智
論
二

12

云
仏
弟
子
説

故

13〈
一
七
オ
〉

問
天
仙
者
一
人
歟
二
人
歟
答
別
也

01

六
欲
四
禅
生
天
云
天

持
明
五
通

ノ

ト

02

服
薬
云
仙

也

03

問
鬼
神
同
歟
異
歟
答
総
有
鬼

ハ

04

即
神

之
方

有
鬼
非
神

之
方
今

ナ
ル

ハ

ハ

05

鬼
与
神

可
別

摂
多
類

故

06

問
鬼
神
之
同
異
如
何
答
為
二
之
時ハ

07

天
神
為
神

鬼
類
為
鬼

天
鬼

ヲ

08

二
道
異
故
為
一
之
時
天

鬼

倶

カ

ハ

ヲ
モ

ヲ
モ

09

名
鬼
神

10

問
鬼
者
怖
畏
義
也
怖
畏
人

故
若

ヲ

11

爾
天
人
者
不
畏
人

何
云
鬼

歟

ハ

ヲ

ニ

12

□
…
□
経

可
不
同

異
経
云
一

13

□
…
□
天
名
鬼
之
時

ヲ

ハ

14〈
一
七
ウ
〉

□
…
□
義

必
云
我
等
今

ナ
ル

01

□
□
□
声
聞
以
仏
道
声
令
一
切
聞

已
上

02

問
変
化
説
者
其
体
如
何
答
第
五ハ

03

無
別

只
前
四
人
改
本
身

変
他
身ヲ

04

説
法

也
段
如
来
現
童
子
為
婬
女

ス
ル

05

説
法

馬
鳴
現
大
龍
身

仏
初
成

ノ

06

道
之
時
八
千
切
難

憍
梵
婆

ノ

ヲ

07
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提
仏
涅
槃
之
時
化
水
唱
四
句
偈

08

其
例
非
一

09

問
五
説
出
何
教

歟
答
智
度
論

10

二
云
仏
法
有
五
種
説
一
者
仏
自

11

口
説
二
者
仏
弟
子
説
三
者
仙
人

12

説
四
者
諸
天
説
五
者
化
人
説
乃
至

13

世
界
中
実
好
語
微
妙
語
皆

14〈
一
八
オ
〉

於
我
法
中

已
上

01

問
五
説
中
只
仏
説
可
名
経

如
何

ヲ

02

答
記
一
云
下
四
印
定
即
名
仏
説

03

菩
薩
被
加
亦
無
印
述
余
三
仏
力
通

04

得
名
経

已
上

疏
四
云
若
称
仏
意
即

05

印
可
言
如
是
々
々

已
上

06

問
諸
師
五
説
如
何
答
浄
影
疏
云
如

07

龍
樹
弁
一
仏
自
説
二
聖
弟
子
説

08

三
是
諸
仙
説
四
是
諸
天
鬼
神

09

所
説
五
変
化
説
此
経
其
中
是
其

10

仏
説

已
上

嘉
祥
疏
云
大
論
云
説
法

11

有
五
人
一
仏
二
弟
子
三
諸
天
四
化

12

人
□
□
□
□
経
是
金
口
所
吐
故

13

□
…
□
一
者
仏
自
説

14〈
一
八
ウ
〉

□
…
□
三
者
諸
天
説

01

□
…
□
五
者
変
化
説

已
上

02

元
照
義
疏
引
智
論
云
経
通
五
人

03

説
一
仏
二
聖
弟
子
三
諸
仙
四

04

諸
天
鬼
神
五
変
化
人
欲
顕
□

05

経
是
仏
自
説
簡
非
余
人
令
生

06

信
受
［
云
々
］

天
台
疏
云
題
称
仏
説
簡

07
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異
四
人
弟
子
諸
仙
天
化
人
等
説
也

已
上

08

問
諸
師
皆
依
智
論
何
有
相
違
歟

09

答
一
云
論
有
異
本

五
説
不
同
亦

ニ

10

論
本
不
同
歟
例
如
随
宜
安
立

ノ

11

無
別
意
趣
之
文

有
無
不
同ナ

□

12

二
云
論
望
諸
経

随
義

加
釈

歟

ヲ

ス
ル

13

是
即
増
句
釈
義

歟

14〈
一
九
オ
〉

問
諸
師
不
同
可
爾

綽
導
二
師
々

ハ

01

資
相
承

而
何
集
中
闕
鬼

今
釈

セ
リ

ニ

02

如
之
歟
答
依
所
見
異

少
分
相
違

03

有
何
失

歟
又
集
以
鬼
摂
神

04

故
不
相
違

05

今
此
観
経
是
仏
自
説
事
【
同
八
日
】

①

06

問
仏
自
説
者
随
自
随
他
中
之
随
自

07

意
説
云
歟
答
不
爾
対
余
四
説
仏

ト

08

説
総

云
自
説
也
本
論
云
仏
自
口
説

故
也

ヲ

シ
テ

09

問
曰
仏
在
何
処
事

10

問
此
段
是
弁
説
人
差
別
也
何
故
今

ハ

11

問
答
説
□
□
対
機

歟
答
下
文
云

12

□
…
□
時
処

已
上

又
云
随

13〈
一
九
ウ
〉

□
…
□
資

已
上

是
即

01

説
人
□
□
機
縁
不
相
離

故

02

弁
説
人
之
時
顕
余
二

歟
有
云

03

為
令
信
此
経

挙
此
二

也
王
宮
聚

04

落
在
家
也
能
請
者
女
人
生
悪

05

子

之
夫
人
也
是
非
濁
世
我
等
之

06

①
八
…
「
八
」
を
「
八
」
と
右
傍
訂
記
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分

歟

有
云
是
通
伏
難

也
上
云

ニ

07

今
此
観
経
仏
自
説

就
此
有
伏

08

難

耆
闍
会
是
阿
難
説
也
何

ノ

09

属
仏
説

為
通
此
難
有
此
問
答
也

10

難
云
若
爾
王
宮
会
属
仏
説

耆

ハ

ヲ

11

闍
会
可
属
弟
子
説
総
弁
一
経
説

ヲ

ノ

12

人
之
時
何
偏
云
仏
自
説

歟
答
阿

13〈
二
〇
オ
〉

難
於
王
宮
聞
仏
所
説

還
山

重

ノ

01

述
仏
説
既
非
阿
難
自
説

是
故

ノ

02

不
可
云
弟
子
説

爰
以
耆
闍
会ノ

03

流
通
分
云
聞
仏
所
説

故
此
難

ニ

04

不
可
来

又
難
云
若
爾
伏
難
可

ハ

05

非

如
何
答
一
往
伏
難
也
学
者
可
見

ノ

06

成
弟
子
説
故
通
此
難

之
答
者
且

ニ

07

順
伏
難

而
釈
仏
自
説
之
源
也
是

08

即
付
一
往
之
難

存
一
往
之
答

也

09

問
為
韋
提
等
説
者
等
取
何
等
人

10

歟
答
等
取
侍
女
諸
天
二
聖

也

11

難
□
…
□
言
等
取
未
来
機

12

□
…
□
来
等
之
文
勧

ハ

13〈
二
〇
ウ
〉

□
…
□
在
遠
説

流
通

ノ

01

□
…
□
仏

故
難
非
也

02

五
説

03

論
二

嘉
祥

浄
影

04

一
仏
自
口
説

仏

仏
自
説

05

二
仏
弟
子
説

弟
子

聖
弟
子
説

06

三
仙
人
説

諸
天

諸
仙
説

07

四
諸
天
説

化
人

諸
天
鬼
神
説

08
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五
化
人
説

仙
人

変
化
説

09

集
上

玄
義

10

仏
自
説

仏
説

11

聖
弟
子
説

聖
弟
子
説

12

諸
仙
説

天
仙
説

13

神
仙
説

鬼
神
説

14

変
化
説

変
化
説

15〈
二
一
オ
〉

仏
説

仏

01

弟
子
説

聖
弟
子

02

諸
仙
説

諸
仙

03

諸
天
説

諸
天
鬼
神

04

化
人
説

変
化
人

05

問
説
人
門
有
幾
分
段

歟
答
有
二

06

一
標
謂
四
等
七
字
是
也
二
釈
中

07

有
三
一
総
挙
五
説
謂
凡
等
三

08

十
四
字
是
也
二
正
配
属
観
経
説

09

今
等
八
字
是
也
三
問
答
説
処

10

□
□
謂
問
等
廿
二
字
是
也

11

□
…
□
簡
門

12

□
…
□
大
意
如
何

13〈
二
一
ウ
〉

□
…
□
経
定
散
二
善

01

□
…
□
失

也
其
二
悞
者
一

ノ

ニ

02

□
…
□
能
請
文
定
散
倶
請ト

03

云
悞
二
就
所
説
十
六
観

十
六
皆
定

ノ

04

善
云
悞
也
破

此
等
義
而
能
請
韋

ト

シ
テ

ノ

05

提
唯
請
定
善
所
請
釈
迦
自
開

ハ

06

散
善

十
三
観
是
定
善
三
輩
九

ハ

07

品
是
散
善
定
判
給
是
当
門
大

ト

シ

08
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大
意
也
此
外
全
無
別
意
也

09

五
料
簡
定
散
両
門
事
問
云
如
上

10

一
明
能
請
者
等
事

11

問
当
門
初
標
能
請
等
之
三
双

12

六
重

有
何
意
歟
答
為
破
他
二

ノ

13〈
二
二
オ
〉

悞

先
標
三
双
六
重

次
施
四
番

01

問
答

後
又
向
来
下
已
下
正
与
諸

02

師

対
破

也

ス
ル

03

問
三
双
六
重
成
為
破
諸
師
之
義

①
ノ

04

如
何

答
能
請
所
請
之
一
双
為
决

ハ

05

定
散
之
請
不
請

挙
之
能
説
所
説
之

ノ

②

06

一
双
為
破
十
六
定
善

挙
之
能

ハ

07

為
所
為
之
一
双
因
為
令
知
機

ハ

ニ

08

縁
具
足

挙
之

09

問
二
度
挙
韋
提
三
度
挙
釈
迦

10

有
何
故
歟
答
有
云
初
一
双
能

ノ

ハ

11

□
…
□
請
為
取
能
請

自

ハ

12

□
…
□
重
挙
事
顕

13〈
二
二
ウ
〉

□
…
□
両
機

之
事

也

01

□
…
□
事
序
分
時
鑑
機ヲ

02

開
散
善

云
釈
尊
正
宗
時
説
答

03

請
自
説
之
定
散
二
善
之
釈
迦
又

04

化
定
散
二
機
之
釈
迦

也
是
即

05

於
序
分

被
云
所
請

対
正
説
定

06

散
之
教

被
云
能
説
望
所
為
之

07

機

被
云
能
為
也

08

①
師
…
右
傍
補
記

②
請
不
…
右
傍
補
記

ノ



- 592 -

今
云
六
重
皆
有
要
歟
初
一
双ハ

09

能
請
々
定

所
請
開
散

為
釈

ハ

ヲ

ハ

10

此
義

標
能
請
所
請

也
次
一
双

11

顕
能
説
設
答
請
自
説
之
二
化

ニ

ノ

12

□
所
説
有
十
三
定
善
三
輩
散

後

13〈
二
三
オ
〉

一
双
顕
能
為
為
鑑
定
散
二
機

01

事
顕
所
為
中
為
韋
提
是
定

ノ

ニ

02

機
也
故
皆
有
要

能
為
所
為
者

03

律
名
目
也
能
化
所
化
云
事
也

ノ

ト

04

浄
影
同
之

05

四
番
問
答
事

06

問
次
明
四
番
問
答
有
何
意

歟

07

答
初
二
問
答
決
韋
提
唯
請
定

ノ

ノ

ハ

08

善
之
義

并
顕
所
為
之
二
双

後

09

二
問
答
决
十
三
定
善
三
輩
散
善

ハ

10

之
義

即
合
上
能
説
所
説
之
一
双
也

11

第
□
問
答
事

12

□
…
□
定
散
請
不
請

也

13

□
…
□
散
二
善
倶
因

14〈
二
三
ウ
〉

□
…
□
誰
致
請
歟

01

□
…
□
諸
師
之
義

且
昧

ニ

ク
ラ
ニ
カ
シ
テ

02

問
也
□
□
中
□
述
自
義

也

03

第
二
問
答
事

04

問
第
二
問
答
重
料
簡
上
能
請
所
請

歟

ノ

05

将
更
料
簡
能
説
所
説
歟

レ
ウ

06

答
尚
就
第
一
能
請
所
請

致
重

ノ

07

也
是
即
上
答
定
善
韋
提
請
散

ニ

08

善
仏
自
説
故
就
此
答

責
証
文

也

09
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難
云
若
爾
者
可
問
定
散
二
善

10

請
不
請
之
義
出
在
何
文

如
何

11

答
前
後
之
文
委
悉

之
時
譲
上

ナ
ル

ハ

12

説
下
省
略
文
言

釈
義
之
法

①

13

也
上
問
及
答
下
出
文
自
顕

故

ノ

ニ

ラ

ナ
ル
カ

14〈
二
四
オ
〉

此
問
略
言

也
意
云
問
致
請
定

ハ

01

善
自
説
散
善
出
在
何
文

也

02

難
云
通
別
五
文
未
定
為
請
不

ノ

03

請
之
証

五
文
中
只
有

請
定

ニ

ト
モ

04

善
之
文

無
散
善
自
開
之
文

05

故
如
何
答
尽
挙

請
言
局
唯

ル
ニ

06

定
善

者
散
善
不
請
之
義
自

07

顕
也
今
頓
引
請
文

下
文

具

ニ
ハ

08

釈
之
行
亦
今
未
来
世
之
文

為
散

09

善
自
開
証
之
釈
意
也

10

今
既
教
備
等
事

同
十
日

11

□
…
□
答
問
定
散
教

因

ニ

ニ

テ

12

□
…
□
不
相
離
教

故

13〈
二
四
ウ
〉

□
…
□
事

01

□
…
□
者
何
等
歟
答
上
問

02

□
…
□
中
解

機
法
之
二

ニ

ス
ル
ヲ

03

義

云
解
有
二
義

也

04

問
々
中

前
法

後
機

答
中
前
機

ニ
ハ

05

後
法

有
何
意

歟
答
問
中

受
上

ニ
ハ

ノ

06

問
答

故
前
法
後
機

也
答
中
所
以

ニ

07

前
機
後
法

者
顕
疾
前
無
機
也

②

08

①
省
…
右
に
「
和
」
と
あ
り
、
左
に
「
唐
イ
」
と
あ
る
か

②
機
…
「
薬
」
と
右
傍
註
記

③
数
…
「
教
歟
」
と
右
傍
註
記
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機
前
無
数
之
意

也
智
論
文
也

③

09

釈
論
云
上
味
妙
薬
治
所
対
之

10

疾
障
顕
現
能
化
教
法
治

ハ

11

所
治
之
機
根

発
起
疾
前
無
薬

12

機
前
無
教
歟

13

一
者
誹
謗
与
無
信
八
難
及
非
人
等
事

14〈
二
五
オ
〉

問
文
意
如
何
答
為
釈
定
散
堪
能

01

之
機

先
挙
不
堪
之
機

也

02

問
謗
法
無
信
八
難
之
四
種
其
体

03

如
何
答
誹
謗
者
注
上
云
若
言

04

無
仏
々
々
法
無
菩
薩
々
々
々
法
如
是

05

等
見
若
心
自
解
若
従
他

受

フ

ニ

シ

テ

06

其
心
決
定

皆
名
誹
謗
正
法

セ
ル
ヲ

07

問
曰
如
是
等
計
但
是
己

身

ノ

ヲ
ノ
カ

ナ
リ

08

於
衆
生

有
何
苦
悩

踰
於
五

ハ

09

逆
重
罪

耶
答

若
無

諸
仏

10

菩
薩
諸
世
間
出
世
間
善
道

教

11

□
…
□
是
知
有
仁
義
礼

ト

12

□
…
□
世
間
一
切
善
法

ノ

13

□
…
□
切
賢
聖
皆

14〈
二
五
ウ
〉

□
…
□
逆
罪
為

重

而

コ
ト

01

□
…
□
無
正
法
生

是
故

ト
①

02

□
…
□
其
罪
深
重

已
上

03

問
誹
謗
罪
指
何
果
報

歟

04

答
注
上
云
経
言
五
逆
罪
人
墮

05

阿
鼻
大
地
獄
中

具
受
一
切
重

ニ

ノ

06

①
生
…
右
傍
補
記
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罪

誹
謗
正
法
人
墮
阿
鼻
大

07

地
獄
中

此
劫
若
尽

復
転
至

ナ
レ
ハ

08

他
方
阿
鼻
第
地
獄
中

如
是

ニ

09

展
転

百
千
阿
鼻
大
地
獄ヲ

10

仏
不
記
得
出
時
節

以
誹
謗

ノ

11

正
法
罪
極
重
故
［
已
上
］

一
法
事
讃

ノ

ヲ

12

上
云
一
日
一
夜
当
此
閻
浮
提

13

日
月
歳
数
六
十
小
劫
如
是

14〈
二
六
オ
〉

其
時
命
尽
一
大
劫

五
逆
罪
人

01

無
慚
無
愧
造
作
五
逆
罪

故

02

乃
至
具
五
逆
者
其
人
受
苦

03

足
満
五
劫
［
已
上
］

又
云
誹
謗
邪
見ニ

04

不
識
因
果
［
上
下
文
中
具
挙
破
戒
信
施
学
断
般
若
十
悪
］

05

［
等
罪
］

地
獄
不
大
此
身
不
小
遍

06

満
如
此
大
地
獄
中
此
等
罪
人

07

墮
此
地
獄
経
歴
八
万
四
千
大
劫
已
上

08

同

下
云

テ
ウ超
過
大
地
微
塵
劫
未
可

ヲ
ナ
ジ
キ

①

09

得
離
三
途
身
已
上

般
舟
讃
云

10

□
…
□
時
劫
皆
由
破
法

11

□
…
□
已
上

12

□
…
□
報
在
所
鼻
獄

13〈
二
六
ウ
〉

□
…
□
一
法
者
誹
謗

01

□
…
□
当
果
如
何
答
別

02

□
…
□
教
之
誡
非
一

智

03

度
論
云
自
法
愛
染
故
毀
呰

04

他
人
法
雖
持
戒
行
人
不
脱
地

05

①
超
…
右
傍
註
記
を
抹
消
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獄
苦
已
上

般
舟
讃
云
軽
毀
他

06

有
縁
之
教
行

讃

自
有
縁
之

ス
レ
ハ

ノ

07

要
法
即
是
自
相
破
懐

諸
仏

ナ
リ

08

法
眼

々
々
既
滅

菩
提
正
道
履
足

ナ
ハ

□
…
□

09

無
由
浄
土
之
文
何
能
得
入

傷
嘆
曰

①

ク

コ
ト
ヲ

ク

10

生
盲
信

業

走
随
業

墮
深
坑

マ
カ
セ
テ

ル

11

縦

此
貪
嗔
火

自
損
々
他
人
長

ニ
セ
ハ

12

没
無
明
海
値
木
永
無

縁

ク

ケ
ム

13〈
二
七
オ
〉

問
別
謗
法
種
報
有
文
歟
答

01

天
台
梵
網
義
記
中
委
悉
也
邪

ノ

ニ

02

見
有
四
上
中
下
雑
也
［
此
中

上
品

総
諸
法
余
三
別
謗
法
也
］

ニ

ハ

03

上
品
者
総
言
無
仏
因
果
等

中
品

04

者
雖
有
仏
法

不
及
外
道
法

下
品

05

者
不
言
仏
法
劣
於
外
道
法

而
言

06

大
乗
不
及
小
乗
也
雑
邪
見
中
□

07

三
雑
信
偏
謗

一
部
思
議
僻
謬
也

08

雑
信
者
雖
信
仏
法

而
為
世
間

09

外
法
又
可

信
偏
謗
一
部
者
総

ト
云

10

雖
謗
諸
大
乗
経

而
於
一
部
大
乗

ヲ

ニ

11

□
…
□
信
也
思
議
僻
謬
者

12

□
…
□
法

対
論

時
若

ス
ル

13

□
…
□
自
邪

猶
拒
諍フ

14〈
二
七
ウ
〉

□
…
□
無
信
者
凡
聞
法

01

□
…
□
信
［
当
機
得
脱
］

二
浅

02

□
…
□
信
［
雖
聞
仏
法
都
無
信
謗
］

四
謗
法

03

［
聞
仏
法
生
誹
謗
］

今
謗
法
無
信
者
挙
後
二
初

04

①
何
…
右
傍
補
記
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機
属
不
堪
機

也
［
先
師
意
也
］

此
四
頓
出

05

群
疑
論

有
義
云
住
心
房

闡
提
問

06

云
信
不
具
足

今
云
無
信

者
是
歟

07

問
闡
提
有
幾

歟
答
有
三

大
悲

08

闡
提
無
性
闡
提
［
法
相
所
立
余
宗
不
許
］

断
善

09

闡
提
也
謂
発
上
品
邪
見

滅
身

ノ

10

中
善
也
此
有
二

一
自
力
闡
提
法
行ノ

11

者
以
自
力
智
断
善

二
縁
力
闡
提

12

信
行
者
信
邪
見
教

断
善

若

13

縁
力
者
入
地
獄

之
時
続
善
若

14〈
二
八
オ
〉

□
力
者
出
地
獄

之
時
続
善

也

01

次
八
難
者
三
悪
北
州
根
欠
世
智

02

弁
聴
仏
前
仏
後
長
寿
天

已
上

根
欠

03

者
一
人
上
具
盲
聾
唖
之
者
也

04

世
智
弁
聴
者
不
改
悔
之
外
道
也

05

長
寿
天
者
無
想
天
也

06

後
言
非
人
者
正
教
常
談
鬼
名

ノ

ノ

07

非
人

今
即
不
爾

八
難
者
中
有
鬼

ハ

08

□
摩
睺
羅
伽
神
此
云
疑
人

形
似

09

人

顔
有
一
角
心
懞
猶
予

不
□

10

諸
事

是
帝
釈
楽
人
也
今
云
非

ヲ

ノ

11

人
□
…
□

12

□
…
□
等
事

13

□
…
□
五
逆

罪
滅

①

キ
ヤ
ク

14〈
二
八
ウ
〉

□
…
□
廻
向
皆
往

已
上

01

□
…
□
如
何
答
今
仰
謗
法
当

ハ

ノ

02

①
五
…
「
与
」
と
右
傍
註
記
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□
…
□
之
後
歟
難
云
謗

03

法
者
若
不
廻
心
往
生
之
義
今

04

釈
何
許
云
必
受
化
之
義

兪
以

ニ

セ
ム

05

朽
林
碩
石
無
生
網
之
期

歟
答

06

謗
法
罪
重
而
多
不
廻
心

今
度
多

ハ

07

分

是
故
許
之
彼
約
少
分
廻
心

ハ

08

者

是
故
云
皆
往

也

09

問
難
中
上

云
朽
林
碩
石

下

云
生

ニ

ニ
ハ

ニ
ハ

10

網

上
下
対
当
如
何
答
朽
林
無
生

11

期

碩
石
無
網
期

也
碩
者
大
也

12

除
断
已
下
一
心
信
楽
等
事

13

問
文
意
如
何
答
上
挙
不
堪
之
機

ニ

ヲ

14〈
二
九
オ
〉

□
今
正
挙
堪
能
之
機
故
除
不

01

堪
者
故
云
除
斯

一
心
信
楽
求

02

願
往
生
者
明
安
心

上
尽
一
形
下

03

収
十
念
者
明
起
行

乗
仏
已
下ハ

04

得
往
生
之
益
也

05

問
一
心
等
者
限
唯
念
仏
歟
広
通
定

06

散
歟

答

云
々

不
聞
也
有
云
上
既
問

ニ

07

定
散
得
受
之
機

答
文
何
不
通
定

08

散
歟
一
形
十
念
者
修
業
時
節
也

ノ

09

非
称
名
之
念

例
如
下
文
釈
修
業

10

時
節
云
上
尽
一
形
下
至
一
日
一
時
一

11

□
…
□
一
念
十
念
至
一
時
一

12

□
…
□
師
云
一
心
已
下
文
符

13

□
…
□
称
名
之
一
行
也

14〈
二
九
ウ
〉

□
…
□
為
要
答

故
問

01

□
…
□
問
定
散
之
機

02
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□
…
□
而
只
答
念
仏
之
機

03

也
是
即
問
答
相
滅

影
略
互
顕

シ
テ

ス
ル

04

也
問

可
挙
定
散
称
名

答

可
挙
定

ニ
モ

ニ
モ
①

05

散
称
名

而
不
煩
文

巧
互
顕ス

ル

06

也
此
外
義
多
云
々
今
云
論
師
依

ノ

07

経

多
用
本
経
之
名
目

人
師
釈

08

経
論

皆
雁
本
経
本
論
之
文

常

09

習
也
今
釈
全
同
第
十
八
願
文

更

10

存
異
義
乎
総
相
今
家
意
定

11

散
為
傍

念
仏
為
正
申

処
□

マ
ウ
ス

12

分
明
也
今
釈

唯
諸
文

可
料
簡
也

ヲ
モ

13

□
得
文
大
□
不
闇
教
元
聖

是
也

ノ

ト

14〈
三
〇
オ
〉

□
…
□

01

□
…
□
義

也
而
全
不
釈

ニ

ク

02

□
…
□
乎
如
之
元
照
云

03〈
三
〇
ウ
〉

□
…
□
前
十
三
観
為
定

ノ

01

□
…
□
九
品
対
前
三
福

為

ヲ

ノ

02

□
…
□
【
応
】

03〈
三
一
オ
〉

□
至
散
善
文
釈
者
彼
釈
三
種

01

受
法
修
業
之
時
節

故
広
通
諸
行

02

也
是
故
彼
釈
広
云
一
形
一
日
一
時
十

ハ

ク

03

念
一
念
文
言
通
総
陰
不
云
十
念

04

今

既
云
一
心
信
楽

叶

至
心
信
楽
之

②
イ
マ
ハ

ヘ
リ

05

文

次
云
求
願
往
生

符
合
欲
生

06

我
国
之
文

次
云
上
尽
一
形
与
乃
至

07

①
可
…
右
傍
補
記

②
今
…
「
念
」
を
「
今
」
と
上
書
訂
記
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意
同
後
云
下
収
十
念

全
同
十
念
之

シ

08

言

又
云
乗
仏
願
力
真
不
皆
往
□

09

若
不
生
者
不
取
正
覚
之
文
有
□

10

別

故
向
当
文

存
異
義
者
非

テ

11

□
…
□
亦
乖
大
師
元
意
乎

ノ

12

□
…
□
同
十
一
日

13

□
…
□
分
定
散
証
文ト

14〈
三
一
ウ
〉

□
…
□
行
別
去
行
之
二

01

□
…
□
而
余
三
文
非
定

ハ

02

□
…
□
散
善
者
五
中
全
無シ

03

何
引
為
定
散
証
乎
答
引
此
五

ノ

04

文

事
為
証
定
散
請
不
請
也

ヲ

05

不
為
定
散
証

故
難
尤
終
也
只
□

ト

06

出
在
何
文
之
略
言

不
弁
前
後
之

ヲ

07

文
相
之
難
也

08

難
云
直
云
定
散
二
善
出
在
何
文
可

09

是
同

定
散
出
文

若
爾
者
設
出

ナ
ル

10

文
有

難

可
有
会
釈

也
何
云
請

ニ

ト
モ

11

不
請
之
証

歟
答
如
前
会

是
即

シ
ヨ
ウ

12

就
第
一
答

定
散
請
不
請
出
証
拠

ニ

ト

13

□
問
也
未
審
之
言
此
意
也
古
来
諸

ノ

14〈
三
二
オ
〉

師
不
存
此
義

無
出
文
者
大
不

ニ

01

審
也
意
難
也

ト

ハ

02

難
云
若
爾
者
通
別
五
文
偏
是

ノ

ハ

03

善
一
文
韋
提
致
請
之
答
也
散
善

04

自
説
之
義
何
不
引
出
文

歟
答

ニ

05

尽
挙
韋
提
致
請
之
文

都
無
散

ニ

06

善
請

故
散
善
自
開
之
意
自
顕
也

07
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況
初
挙
三
双
六
重

不
聞
何
□
…
□

08

次
至
四
番
問
答

粗
顕
義
□
…
□

ノ

09

至
又
問
已
下
之
文
破
他
義

成
自
義

ノ

10

事
分
□
也
如
此
二
重
漸
々
釈
成

ニ

ニ

ス
ル
カ

11

□
…
□
明
也
故
至
下
文

正ク

12

□
…
□
還
之
文

決
判

自

ス
ル

13

□
…
□

14〈
三
二
ウ
〉

□
…
□
請
之
文

可
引
唯

01

□
…
□
非
請
定
善

何

ヲ

02

□
…
□
如
難

去
行
為

要

委

ヲ

ト
モ

ク

03

為
令
知
□
提
致
請
之
比
来
次
第

04

尽
引
此
文

也

05

答
前
通
竟
答
別
竟
事

06

問
此
問
中
無
問
通
別

何
云
答

歟

ニ

07

答
上
問

出
文

如
此
釈
也
意
答
□

ツ
レ
ハ

ハ

08

之
中
以
通
文

答
以
別
文
答
云
事
也

ニ

ト

09

上
出
在
何
文
者
即
有
通
有

10

別
云
下
釈
可
思
之

ル

11

従
此
已
下
次
答
定
散
両
門
之
義
事

12

問
文
意
如
何
答
上
二
番
問
答
何
能

ノ

ハ

13

請
所
請
能
為
所
為

料
簡
乎
第

14〈
三
三
オ
〉

三
第
四
問
答
就
能
説
所
説

分

01

別
通
別
定
散
二
善
為
顕
此
意

02

量
此
標
句

也

難
云
若
爾
者

03

可
云
四
答

何
只
云
答

歟
答
爾
也
可
云

04

問
答

也
只
云
答

事
問
赴
疑

答
成

ト

ハ

ハ

ハ

05

義
故
付
詮
要

書
答

也

ト

06

第
三
問
答
事

07
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問
□
答
意
如
何
答
付
所
説
十
六
観

08

□
分
別
定
散
二
善

也
此
問
答
意

ニ

ノ

09

為
破
他
師
十
六
定
善
之
義

也

ノ

10

第
四
問
答
事

11

問
此
問
答
意
如
何
答
上
所
云

定
散

ニ

12

□
…
□
善
釈
有
思
惟
正
受
之

ニ

13

□
…
□
消
別
去
行
之

14〈
三
三
ウ
〉

□
…
□
漸
有
対
破
之

ノ

01

□
…
□
思
惟
正
受
之
二
請

02

□
…
□
定
散
請
之
義

無
此
分

03

別
者
還
可
成
諸
師
之
義

故
今
就

04

所
説

雖
問
答

広
通
前
後

之
□
也

ク

05

思
惟
事

06

問
思
惟
者
分
齊
如
何
答
文
云

観
前

ヘ
リ

07

方
便

観
定
心
即
修
惠
也
方
便
入

ハ

08

定
之
時
未
得
定
心

而
漸
々
息

ニ

09

散

静
心

也
即
聞
惠
思
惠
位
也

10

聞
思
定
尅
体

雖
散
位

修
惠

ハ

ス
レ
ハ

ノ

11

前
方
便
而
非
常
散
善

故
属

ノ

ニ
ハ

12

定
善

也

ニ

13

正
受
事

14〈
三
四
オ
〉

□
□
受
者
分
斉
如
何
答
行
前
思

ノ

01

惟
正
得
定
心

也
即
修
惠
也

ク

02

問
思
心
都
息
縁
慮
並
亡
意
如
何

03

答
思
惟
想
心
縁
慮
皆
息
滅
而
正
受
定

釈

也

①

ヲ

ス
ル

04

難
云
想
心
息
縁
慮
亡

何
正
受
定

ナ
ハ

05

①
想
…
「
也
」
を
「
想
」
と
上
書
訂
記
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中
見
聞
浄
土

歟
答
今
釈
非

思

ニ

ハ

ス
ハ

06

惟
中
之
想
心

不
遮
定
相
応
之

07

□
心

故
非
難

也

ヲ

08

問
其
委
曲
如
何
答
思
惟
思
想
之

09

時
故
作
意
耳
浄
土
荘
厳
之
相

ハ

ラ

ヲ

10

思
之

正
受
之
時
無
其
作
意

ハ

11

□
…
□
浄
土
々
々
々
々
々
時

ス

12

□
…
□
之
想
念

分
明ニ

13

□
…
□
見
不
分
明

如
風

ハ

14〈
三
四
ウ
〉

□
…
□
明

是
云
粗
見
正

①

01

□
…
□
如
密
室
灯
照

02

□
…
□
云
了
々
見
也
故
定

03

中
観
諸
境

毎
境

一
心
而
縁
之

ニ

04

也
一
心

非
不
利
他
境
也

ナ
レ
ハ
ト
テ

05

問
定
散
想
心
縁
慮
同
分
別
境

ノ

ク

06

界

其
分
別
有
幾

歟
答
有
三

ニ

07

種
分
別

自
性
分
別
謂
五
識

縁

ノ

シ
キ
ノ

08

五
境

也
是
唯
散
心
也
二
計
度

09

分
別
謂
意
儀
相
応
之
散
惠
也

10

三
隨
念
分
別
謂
意
識
相

ヲ
ウ応

シ
キ

②
ノ

11

諸
念
也
諸
者
通
定
散

故
也

12

此
三
中
正
受
位

唯
有
隨
念

ニ

ニ
ハ

13

分
別
縁
種
々
荘
厳

也

14〈
三
五
オ
〉

定
散
難
有
二
義
等
事

01

問
文
意
如
何
答
上
二
番
問
答
法

ノ

ノ

02

是
□
…
□
此
等
者
標
問
曰
乃
至
一
句

03

①
見
…
左
傍
に
墨
の
跡
あ
り

②
応
…
「
応
」
と
上
書
訂
記
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者
釈
定
散
已
下
結
也

04

問
二
義
者
何
等
歟
答
思
惟_

05

正
受
之
二
義
也

06

問
若
爾
者
定
善
二
義
也
何
云
定
散

07

二
義
歟
答
先
標
定
散

事
定

ハ

08

散
料
簡
法

故
也
次
云
雖
有
二

ノ

ナ
ル
カ

09

義
者
定
散
分
別
之
時
釈
出
定

10

善
之
二
義

故
也
故
非
難

也

11

問
総
答
上
問
者
対
何
別
云
総

対
何

12

□
…
□
歟
答
総
有
第
三
第

13

□
…
□
一
問
者
第
三
問ヲ

14〈
三
五
ウ
〉

□
…
□
総
言
定
散
料

ハ

01

□
…
□
出
定
散
之
二
義

三

02

□
両
問
総
答
何
名
定
善
云
何

03

名
散
善
之
問

也
是
即
第
四
問
答

04

雖
釈
思
惟
正
受

不
出
十
三
観
名

05

為
定
善
責

故
云
総
答
上
問

也

06

【
同
十
二
日
】

又
向
来
解
者
与
諸
師
不
同
事

07

問
文
意
如
何
答
指
四
番
問
答
云
又

ノ

08

向
来
解

不
指
上
三
双

未
分
別
故

ト

ヲ
ハ

09

標
而
非
解

故
但
約
成
問
答
題

10

目
之
辺

者
三
双
四
番
可
摂
此

ヲ

11

□
…
□
浄
影
天
台

云
諸
師

十①

12

六
定
善
之
義
嘉
祥
亦
同
傍
可

13

□
□
此
師
也

14〈
三
六
オ
〉

□
師
将
思
惟
一
句
等
事

01

①
十
…
「
十
」
と
右
傍
訂
記
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問
文
意
如
何
答
正
引
諸
師
解

也

02

浄
影
疏
云
思
惟
正
受
両
問
分

03

別
一
定
散
分
別
下
三
種
浄
業
散

①

04

思
量
名
曰
思
惟
十
六
正
観
説
為

05

正
受
第
二
就
彼
十
六
観
中
随

06

義
初
二
想
観
名
曰
思
惟
地
観

07

後
十
四
種
観
作
定
修
起
説
為

08

□
受

已
上

天
台
疏
云
思
惟
正
受

三
種

09

浄
業
散
心
思
量
名
曰
思
惟
十
六

10

正
観
説
為
正
受
已
上

□
□
云
初
明
□
□
□
□
□
□

②

11

惟
汝
是
凡
夫
下
十
六
妙
観
答
正
受
□
…
□
知
礼
云

二
思

惟
下
□
□
更
請
因

此
請

浄
土

ノ

ニ

ナ
リ

ノ

12

□
…
□
教
我
思
惟

若
不

ト
イ
ハ

13

□
…
□

有
願
之
思
□

14〈
三
六
ウ
〉

□
…
□
世
尊
教
我

01

□
…
□

令

成
業
因

此

ヘ
ト

ハ

02

□
事
□
助
道
之
業
也
次
教

ノ

ヲ

03

我
正
受

離
邪
倒
想

領
納

ト
イ
ハ

ス
ル
ヲ

04

所
縁

名
為
正
受

□
請
世
尊
教

ヲ

ス

ス

ヘ
□

05

我
修
行

浄
土
観
法

即
正
観
也
已
上

ニ

ス
ル
ヲ

ヲ

06

問
諸
師
意
三
輩
観

何
名
之
歟

ノ

ヲ
ハ

07

答
浄
影
疏
云
自
下
三
輩
□
□

08

一
分

為
多
生
観
々
察
他
人
九
品
生

09

相
何
故
観
此
為
令
世
人
知
其
生

10

業
□
下
諧
降
修
与
往
生
所
以

11

勧
観
已
上

天
台
疏
云
第
十
四

12

①
種
…
右
傍
補
記

②
□
□
云
初
明
□
□
□
□
□
□
惟
汝
是
凡
夫
下
十
六
妙
観
答
正
受
□
…
□
」

…
こ
の
一
文
上
欄

補
記
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上
品
生
観
次
下
三
観
往
生
人
者

13

□
二
義
一
為
令
識
三
品
往
生
捨

14〈
三
七
オ
〉

□
中
下
修
習
上
品
二
為
令
識
位

01

之
上
中
下
即
是
大
本
中
三
品
也

02

嘉
祥
疏
云
然
□
此
中
観
劫
長

03

短
化
主
従
衆
等
五
種
已
上

04

問
他
生
従
衆
得
名
如
何
答
他
生

05

観
者
対
自
生
観

従
衆
観
者

ニ

06

又
云
此
経
浄
土
因
果

為
□
…
□

①

②

07

輩
九
品
即
是
浄
土
因
西
方
無
□

08

寿
国
即
是
果
然
因
有
三
輩

09

九
輩
之
因
果
有
五
種
清
浄
之

10

□
三
□
九
輩
如
下
文
所
明

五

11

□
…
□
者
一
時
節
二
化

12

□
…
□
四
教
門
浄
□

13〈
三
七
ウ
〉

□
…
□
浄
者
彼
□

01

□
…
□
已
上

元
照
疏
下
云
十

02

之
已
下
□
種
観
彼
徒
衆
三
輩

ハ

ハ

03

九
品
並
所
観
境
也
因
明
生
死

人

ニ

ス

04

多
惑
之

今
謂
文
中
所
叙

並
是

05

已
生

彼
国
之
人

当

本
修
因

ニ

タ
ル

ナ
リ

テ
ヽ

ノ

06

感
果
之
相

以
為
三
種
所
現

07

境

又
三
為

令
識
位
有

上
中
下

ナ
リ

カ

コ
ト
ヲ

08

問
他
生
徒
衆
得
名
如
何
答
他
生
観

③

09

者
対
自
生
観

徒
衆
観
者

④

10

対
他
生
観

也
他
生
者
有
定
機

11

①
又
云
…
「
又
云
」
と
上
書
訂
記
種
…
右
傍
補
記

②
経
…
「
以
歟
」
と
右
傍
註
記

③
問
…
「
問
」
と
上
書
訂
記

④
者
…
「
者
」
と
上
書
訂
記
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他
人
行
散
善

而
生
浄
土

以
為

ニ

12

□
也
境
□
定
善
也
云
□
□
他
人

13〈
三
八
オ
〉

答
爾
也

01

難
云
何
者
下
正
教
中
唯
破

①

ニ

02

思
惟
散
善
之
義

而
不
破

03

十
六
定
善
之
義

故
知
十

04

六
定
善
之
義
者
自
他

05

□
…
□
云
事
如
何

06

答
当
文
々
勢
上
下
相
成

ノ

07

□
成

義

見

謂
定
散

タ
リ

タ
リ

08

□
…
□

09

□
…
□

10

□
…
□

11

□
…
□

12〈
三
八
ウ
〉

□
…
□

01

□
…
□

02

□
…
□

03

□
…
□

04

□
生
相

此
意
也

05

如
斯
解
者
将
謂
不
然
等
事

06

問
文
意
如
何

答
指
上
所
挙

ニ

07

之
諸
師
解
云
如
斯
解

也
□
□

08

今
正
破
彼

故
云
不
然

也

09

問
諸
師
解
中
有
思
惟
属
□

10

善
十
六
属
定
善
之
二
義
今

11

不
然
者
二
義
倶
非
之

歟

ニ

12

①
教
…
「
破
」
と
右
傍
註
記
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〈
三
九
オ
〉

□
…
□
謂
不
然

若
如
所
判

即

ニ

01

止
有
十
三
観

那

為
十
六
観

耶
況

タ
ヽ

ナ
ン
ソ

ト

02

下
九
品
上
品
結
云
是
名
上
輩
生

ノ

ニ

ニ

03

想
名
第
十
四
観

中
下
亦
然

何

ナ
リ

04

得
後
三
独
名

散
善
止
□
此
求

ム

ノ

ヲ

コ
ト
ヲ

ト

タ
ヽ

ム
ル
ニ

05

不
攻
自
破

依
法
不
依
人

涅
槃
極

セ
メ

ヤ
フ
レ
ヌ

ノ

06

□

至
後
九
品

当
更
弁
之

已
上

ナ
リ

ニ

ニ

ス

07

□
□
是
見
積
善
導
○
釈

歟
又

08

□
□
□
依
今
家
只
此
一
処
不

09

用
之

10

花
厳
経
説
等
事

11

□
…
□

12〈
三
九
ウ
〉

□
…
□

01

請
不
請
之
出
文
上
□
□
定
善

テ

02

請
之
文

至
下

引
散
善
自
開
之

ニ

03

□
十
六
定
善
之
義
上
文
中
云
十
三

ノ

ニ

04

観
已
来
名
為
定
善
之
義
兼
被

ニ

05

破

了
故
下
破
文
略
之
也
将
謂

ノ

ニ

06

不
然
之
言
意
亘
上
下

置
能
破

ニ

07

之
言

也

有
云
十
六
定
善
義

ノ

08

諸
師
今
家
意
同
［
云
々
］

今
云
不
然

09

道
理
如
前

若
云
今
家
存
十
六

10

定
善
之
義

者
□
玄
義
文
曲
意

ハ

ニ

11

□
…
□
依
文
釈
義

委
可
釈
□

12

□
…
□

13〈
四
〇
オ
〉

問
花
厳
経
中
無
今
所
□
文

如
何

01

答
戒
度
記
中
云
玄
義
云
思
惟

02
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□
乃
至
地
観
文
同
然
花
厳
異

ノ

03

名
人
以

検
文

不
獲

尚
惑

遅

テ
ノ

ヲ

マ
ト
テ

04

疑
今
謂
不
可
就
経

求
其
異

ス

ク

テ

ム

ノ

05

名
之
文

但
拠
彼
経

明
三
昧

処

ノ

ヲ

ニ

□

ヲ

06

□
作
思
惟
説
者
即
是
異
名
□

ヲ

07

輔
観
記
引
花
厳
十
行
品

云
功

ニ

カ

08

徳
林
菩
薩
入
思
惟
三
昧
等
合_

09

論
三
十
七
巻
云
所
以
名
善
思
惟

ル

10

三
昧

者
離

沈
悼

定
異
名
也

ト

タ
ル

ノ

11

□
□
□
□
思
惟
三
昧
者
是
観

12

□
…
□
其
法

善
須
観

ヲ

ク

ク

13

□
…
□
第
五
巻
引
□

14〈
四
〇
ウ
〉

□
…
□
承
仏
神
力

01

□
□
□
□
□
□
三
昧

已

乃
至
入

ヲ
ハ
ル

02

□
□
□
□
観
□
定
方
説
引
生

正

ノ

ス
ル
ヲ

03

解
名
善
思
惟

玄
義
得

此
経

ト

タ
リ

04

論
文
意

□
ハ
ム
ヤ

況

地
観
中
其
義
顕
然

ニ

ナ
リ

05

准
知
思
惟
即
是
三
昧
異
名
也
已
上

ニ

06

先
師
未
見
此
釈
之
前
検
得
此
文

ニ

07

後
符
合
給

ニ

シ

ヒ
キ

08

【
同
十
四
日
】

六
十
花
厳
十
二
云
此
菩
薩
甚
深
三
昧

09

者
菩
薩
於
三
昧
中
思
惟
分
別
○
安

10

住
諸
禅
三
昧
正
受
悟
一
切
法
已
上

11

説
十
行
法
門
下
存
此
文

12

問
引
花
厳
今
経
思
惟
属
定

①
ソ
ク

13

善
事
不
□
明
彼
経
思
惟
設
雖
定

ノ

②

14〈
四
一
オ
〉

①
属
…
「
属
」
と
上
書
訂
記

②
雖
…
右
傍
補
記
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□
…
□
下
諸
師
解

01

□
…
□
相
違
門

為
六
門
玄

02

□
…
□
経
論
相
違
文
可
立
七
段

也
如
何

ニ

03

答
彼
此
倶
雖
人
師
悞

定
散
料

ニ

04

簡
悞
別
不
依
他
経
他
論

与

ノ

ハ

ニ

05

□
之
故
不
可
云
経
論
相
違

九
□

06

次
位
依
仁
王
瓔
珞
地
持
等
意

ハ

07

立
之
故
別
之

08

難
云
第
五
門
本
意
挙
他
人
思

ノ

ノ

09

惟
請
散
善
三
輩
定
善
云
義

ハ

ハ

ト

10

□
之

也
若
爾
者
已
上
二
義
依
説

モ

11

□
□
也
此

可
属
経
論
相
違

如
何

ヲ
モ

12

答
諸
師
作
釈
之
時
総
相
依
経
論

13

□
□
約
論
也
是
不
可
云
経
論
相
違

ヲ

ト
ハ

14

〈
四
一
ウ
〉

□
…
□

01

□
此
経
□
如
定
善
依
□
道
因

02

□
此
道
理

破
元
照

云
如
彼
旧
訳

①

ク

ノ

03

□
論
雖
立
九
識
学
唐
論
之
人

ニ

ツ

04

□
立
九
識

新
訳
論
雑
明
八
識

05

爾
者
学
旧

六
ム論

之
人
不
釈
八
識
已
上

何

②

06

今
和
会
歟
又
法
花
云
是
人
若
坐③

07

思
惟
此
経
已
上

此
文

釈
散
心
誦

ヲ
ハ

08

化

如
何
答
今
家
以
今
経
思
惟

ノ

09

□
定
善

有
四
故
一
同
花
厳
二
同
地

ニ

④

10

観
文

同
通
去
行
文

四
合
散
善
給
中
亦
今
未
来
遠

⑤

11

之
文

故
戒
度

救

道
因
破

云
以
地
観
文

検
別
去
行

ク
□
シ
テ

ノ

12

①
道
理
…
右
傍
に
「
思
惟
」
と
あ
り

②
釈
八
…
左
傍
補
記
…
ま
た
右
傍
に
「
尺
八
」
と
あ
る
を
抹
消

③
坐
…
右
傍

補
記

④
同
…
右
傍
補
記

⑤
同
通
去
行
文

四
合
散
善
給
中
…
右
傍
補
記
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□
…
□
文

検
通
去
行

思
惟

13

□
…
□
異
名
也
已
上

14

□
…
□
大
乗
破
□

15〈
四
二
オ
〉

□
如
上
□
無
生
約
□
忍
無
生

01

等

者
親
依
仁
王

是
属
経
論

ク

ニ

02

相
違
也
定
散
就
義

判
之
九
品
就

ハ

ハ

03

文

証

故
親
疎
遙
異
也
不
可
為

ス
ル
カ

04

一
門

也

05

問
当
門
有
幾
文
段

歟
答
大
分
為

ノ

06

二
一
標
謂
五
等
十
一
字
是
也
於

ノ

07

中
有
二
一
総
標
五
等
七
字
是
也
二

ノ

08

□
標
即
有
其
六
文
是
也
二
釈

09

々
中
有
三
一
先
標
三
双
六
重

10

二
明
四
番
問
答

三
正
対
破
諸

11

□
…
□
答
中
前
二
明
定
散
能

ハ

シ

12

□
…
□
能
為
所
為
後ノ

13

□
…
□
定
散

因
釈

ニ

14〈
四
二
ウ
〉

□
…
□
答

□
□

01

□
…
□
問
答
続
上
答

ハ

テ

02

□
…
□
文

問
中
二
一
正
問
出

ニ

03

文

二
因
問
所
為
機

答
中
有
二
一

ニ

ニ
ハ

04

標
解
有
二
義
文
是
也
二

釈
一
者

ニ
ハ

05

已
下
是
也
於
中
有
二
一

釈
所
為

ニ
ハ

06

機

二
出
請
文

機
中
有
三

一
簡
不

07

堪
人

二
挙
堪
能
機

三
□
即

08

已
下
文
是
也
出
文
中
有
二
一
標
問

ニ

09

起
答

二
正
出
通
別
五
文

通
中
文ニ

10

自
為
二
一

通
所
求
土
二
通
去
行

ミ

ニ
ハ

11



- 612 -

三
通
所
求
答
出
此
三
文
中

有
三

ニ

12

一
標
謂
言
通
者
已
下
是
也
二

13

下
□
□
已
下
是
也
三
一
法
雖
有
三

①

②

14〈
四
三
オ
〉

□
手
是
也
別
中
文
自
為
二
一ニ

ハ

01

別
所
求
土
二
別
去
行
出
此
□

③

02

□
文
中
為
三
一
標
言
別
已
下
是
也

03

二
釈
一
従
已
下
是
也
三
結
雖
有

04

已
下
是
也
二
就
問
答
十
六
観
定

05

散
中
有
三
一
従
此
已
下
是
也

06

二
釈
二
番
問
答
是
也
三
結
定
散

07

雖
有
已
下
是
也
三
就
対
破
諸

08

□
中
亦
有
三
一
標
又
向
已
下
是
也

09

二
答
諸
師
解

謂
諸
師
将
思
惟

10

□
…
□
是
也
三
正
破
他
解

謂
如
斯

11

□
…
□
也

12

□
…
□

13

□
…
□

14〈
四
三
ウ
〉

□
…
□

01

□
…
□
先
師
上
人

02

□
…
□
真
如
下
至
皆

03

□
解
脱
已
来
聖
道
門
義
也
悦

04

□
…
□
障
重
已
来
浄
土
門
義
也

05

就
聖
道
門

有
十
四
行
此
中
即
有

06

其
九

一
明
標
章

即
第
一
先
標
序

07

題
者
七
家
是
也
二
明
真
如
法
性

08

広
大
深
高
非

五
乗
十
聖
所
知

コ
ト
ヲ

ノ

09

①
□
…
「
何
歟
」
と
右
傍
註
記

②
三
…
右
傍
補
記

③
土
…
右
傍
に
「
之
云
」
と
あ
り
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即
窃
知
真
如
下
是
也
三
明
広
高

10

理
在
衆
畢
無
来
無
去

々
即

テ

ナ
ル
コ
ト
ヲ

11

□
如
体
已
下
是
也
四
明
此
清
浄

12

理

凡
聖
無

異

即
無
去
法
界
□

ニ
ハ

コ
ト
ヲ

13

□
是
也
五
明
一
心
含
識
不

学
一

コ
ト
ヲ

14〈
四
四
オ
〉

□
…
□
已
下
是
也

01

六
明
雖
具
恒
沙
功
徳
不
□
能
開

02

□
即
恒
沙
一
切
功
徳
已
下
是
也

03

七
明
釈
迦
応
現
娑
婆

即
大
悲

04

已
下
是
也
八
明
応
世
已
来
化
儀

05

□
灑
露
已
下
是
也
九
明
隠
持

06

□
□
益
即
依
心
起
於
已
下
是

07

也

次
就
浄
土
門
有
十
三
□

08

行
余

此
中
即
有
其
七
一
明

09

□
前
生
後
等
謂
然
衆
生
已
下

10

是
也
二
明
正
依
観
経

不
謂
遇
因

11

韋
提
已
下
是
也
三
明
還
顕
要

12

□
□
願
並
標
要
門
弘
願
不
謂

13

□
…
□
已
下
是
也
四
明
還
顕
要

14

□
…
□
已
下

15

□
…
□
弘
深
□
□
謂
也

①

16〈
四
四
ウ
〉

□
…
□
還
□
□

01

□
…
□
已
下
是
也

02

□
…
□
通

□
…
□

03

□
…
□
也
終
言
此
即
略
標
等

リ

04

□
…
□
結
也
今
此
序
題
者
□

05

①
深
…
右
傍
補
記
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一
経
大
意

大
宗

大
倡

不
従

ナ
リ

ナ
リ

ナ
リ

ナ
ツ
ニ

06

自
力
証
果
之
道

唯
応
帰
他
力

ニ

07

往
生
法

縦
不

学

諸
宗
教

ノ

ニ

ヒ

ト
モ

08

門
不
如
順

二
尊
密
意
縦
不

ニ
ハ

ノ

ニ

09

観
三
諦
妙
理

不
如
唱
三

ノ

ヲ

テ

10

字
名
号

既
託
必
生
於
□
来

ノ

ヲ

ニ
①

ヲ

11

迎
之
蓮

託

不
捨
於
摂
取
之
光

ス

ヲ

12

勿
疑
之

13①
託
…
「
託
也
」
と
右
傍
註
記
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玄
義
分
聞
書

巻
三

〈
表
紙
〉

①
右
下
「
良
聖
之
」

右
「
守
護
章
云
諸
道
□
□
惑
□
時
□
□
」

左
上
「
玄
義
分
聞
書
［
従
経
論
相
違
已
下
］

称
名
寺
」

〈
表
紙
見
返
〉
（
別
筆
）

瑜
伽
持
地
二
論

十
住
云
種
姓
住

也

ノ

ニ
ハ

ヲ

ト

01

瑜
伽
摂
訳
也

ハ

02

嘉
祥
文
殊
也

慈
恩
十
一
面
観
是
也

ハ

ハ

03〈
一
オ
〉

②

没
同
果
海
事

01

花
厳
宗
名
目
也
地
論
云
因
分

ニ

02

可
説
果
分
不
可
説
文

因
分
仏
果

ノ

ハ

03

歴
又
十
一
位

所
修
顕

云
仏
也

テ

ヲ

ノ

04

此
方
便
也
衆
生
不

堪

多

果
分

ハ

カ

ク
ニ

ノ

05

法

故
仏
設
因
分
法
門

而
似
説

ニ

テ

ノ

ヲ

マ
フ

06

故
不
生
入
十
信

修
行

時
没
同

離
言

③

テ

ニ

ス
ル

ス
ル

ノ

07

果
海

也
彼
宗

三
生
成
道

聞

ニ

ニ
ハ

ト
テ

08

法
修
行
成
道
九
九

果
海

也

ニ

ス
ル

ヲ

09

因
分
ヲ
ハ
釈
給
ニ
ハ
修
行
種
因
海ト

10

云
依
行

成
仏

也
果
分

性
徳

フ

ル

ニ

ヲ
ハ

11

円
満
海
云
挙
同
性

仏
也
言

ト

フ

ヒ
ト
ヽ
ナ
リ

12

聞
信
説
果
海
釈

十
信

ノ

ト

フ
ハ

ヨ
リ

13

入
果
海

不
歴
初
住
已
上
位

也

テ

ノ

ヲ
ハ

14〈
一
ウ
〉

釈
論
三
十
二
門
法
立

因
分

ニ

ノ

ヲ

タ
ル
ハ

01

也
不
二
摩
訶
衍
云

果
分

ト

フ
ハ

02

①
表
紙
に
一
〇
箇
所
ほ
ど
の
花
押
あ
り

②
〈
一
オ
〉
か
ら
〈
二
ウ
〉
ま
で
別
筆
、
内
容
的
に
も
他
書
の
一
部
と
思
わ

れ
る

③
故
不
生
…
「
時
」
を
「
故
不
生
」
と
右
傍
訂
記
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也
弘
法
大
師
三
十
二
顕
教
不

ハ

ハ

03

二
真
言
釈

於
因
分
中

花

ハ

ト

ヘ
リ

テ

ノ

ニ

04

厳
前
重
生
滅
所
入
即
三
自
一
心

ハ

ノ

①

05

摩
訶
衍
也
法
華
後
重
生
滅
所

ハ

ノ

06

入
即
三
自
摩
訶
衍
也
三
論
前

②

ハ

07

重
生
滅
門
即
三
自
一
心
門
也
法

ノ

③

08

相
後
重
生
滅
門
即
三
因
門
也

ハ

ノ

④

09

配
当

衆
抄

諸
教
可

摂
□

玉
ヘ
リ

ニ
ハ

ハ

シ
ト

ス

10

門

見

是
相
違
也
又
衆
抄
意

ニ

タ
リ

ノ

ハ

11

禅
真
如
門
見

可
是
乃

ハ

ト

タ
リ

12

准

弘
法
巧
意

真
言
禅
門
天
台

セ
ハ

ノ

ニ

ノ

13

観
心
不
二
也
云
々

ハ

14〈
二
オ
〉

三
聚
浄
戒
出
瓔
珞
経

01

摂
律
儀
戒
謂
十
波
羅
【
梵
網
十
重
禁
事
】

夷

02

抑
止
悪
世
［
是
性
因
仏
性
能
顕
法
身
如
来
］

03

摂
善
法
戒
謂
八
万
四
千
法
門
也

04

即
行
善
也
［
是
了
因
仏
性
能
証
報
身
如
来
］

05

摂
衆
生
戒
謂
慈
悲
喜
捨

06

利
楽
有
情
［
是
縁
因
仏
性
能
成
応
身
如
来
］

07〈
二
ウ
〉

賢
劫
千
仏
出
世
事

01

【
三
千
仏
名
経
云
】

賢
劫
第
九
減
四
仏
已
出
謂

02

六
万
才
時
拘
留
孫
仏
四
万
才

03

時
拘
那
舎
仏
二
万
才
時
迦

04

葉
仏
百
才
時
釈
迦
仏
出
也

05

第
十
減
八
万
才
時
弥
勒
仏
出

06

第
十
五
減
九
百
九
十
四
仏

07

①
②
③
三
自
…
「
一
体
」
を
「
三
自
」
と
右
傍
訂
記

④
也
…
右
傍
に
文
字
が
あ
る
も
湮
滅
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第
二
十
増
劫
八
万
才
時
楼
堂
仏

08

劫
章
項
云
慈
恩
作

六
万
四
□

09

二
万
時
拘
留
那
含
迦
葉
出
百

10

才
釈
迦
牟
尼
出
文

11〈
三
オ
〉

玄
義
分
聞
書
［
建
長
七
年
乙
卯
四
月
十
五
日
］

01

和
会
相
違
文

02

和
会
経
論
相
違
等
事

03

問
和
会
等
十
四
字
何
意
歟

04

答
和
会
経
論
相
違
者
総
句

05

広
施
已
下
別
標
々
々
亦
有
二
重

ハ

ニ

06

広
施
問
答
者
直
標
釈
去
疑

ニ

07

情
者
挙
問
答
利
益

也
謂
疑

ノ

08

情
問
釈
去
答
也

ハ

ハ

09

問
和
会
何
義
歟
答
和

他
疑

会

ケ
テ

ノ

10

己
義

也
和
有
二

一
如
氷
解
成
水

ニ

11

者
和
彼
此
一
物

也
二
至
如
解
結

ト

12

不
同
難
者
和
天
寒
而
法
風
温①

13〈
三
ウ
〉

而
解

也
是
各
拠
一
義
和
也
云

ト

ノ

01

結
不
妨
解

々
不
妨
結

也
今
和

ノ

02

会
各
拠
一
義
和
会
也

ハ

ノ

03

問
経
論
相
違
者
何
等
経
論
歟

04

答
如
前
四
段
者
以
仁
王
瓔
珞
地
持

05

為
能
相
違

以
観
経

為
所
相
違

如

06

第
五
段
者
以
摂
論

為
能
相
違

07

以
観
経

為
所
相
違

如
第
六
段
者

08

以
往
生
論
為
能
相
違
以
観
経

09

①
温
…
「
温
」
と
右
傍
訂
記
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為
所
相
違

也

10

問
当
門
名
経
論
相
違
事
不
明

ヲ

11

可
云
人
師
相
違
也
所
以
然
者
前

12

四
及
第
六
浄
影
違
今
家

第
五
通

ハ

13〈
四
オ
〉

論
家
違
今
家
等
是
也
如
何

01

答
諸
師
依
経
論

存
相
違
之
義

02

譲
功
於
本

云
経
論
相
違
也

03

問
六
段
大
意
如
何
答
前
四
段
定
九
品
機

ノ

ハ

04

第
五
段
定
念
仏
行
順
次
業

第
六
段
定

①

ハ

05

報
身
報
土
会
相
違

06

有
人
云
六
段
不
出
機
行
身
土

此
義

07

尤
可
也
云
々

08

先
就
諸
法
師
事

09

問
諸
師
解
所
挙

偏
是
浄
影
一
師

ニ

10

義
也
何
云
諸
師
歟
答
雖
偏
挙

11

浄
影
意
亘
諸
師
故
標
諸
師

也
不

ト

12

尽
挙

事
不
煩
文

也
違
今
家

ハ

ノ

13

十
六
観
法
為
常
没
凡
夫
云
□
□

ハ

14〈
四
ウ
〉

皆
成
所
願
故
也

01

問
挙
一
顕
諸
事
可
爾

挙
浄
影

02

事
有
何
意
歟
答
雖
挙
何
師

03

別
指
一
師

者
不
遁
此
難

只
自
然

04

挙
之

也
又
云
違
観
経
疏

事
浄

05

影
為
元
祖

故
挙
初
顕
後

歟

ト

06

又
云
判
高
位
九
品

事
浄
影
尤

07

高
故
依
失
重

出
之
歟

08

①
念
…
右
傍
補
記
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難
云
且
就
挙
高

云
義

不
明
諸

09

師
義
中
挙
浅

破
之

況
高

ニ

10

位
乎
可
況
難

也
如
何
答
有
爾

ト

11

事

今
従
失
重
挙
破

又
一
意
也

ス
ル

12

道
理
破
事

13

□
何
道
理
歟
答
凡
夫
往
生
道

ノ

14〈
五
オ
〉

理
也
此
即
諸
仏
大
悲
於
苦
者
等ノ

01

釈
意
是
也

02

重
挙
九
品
等
事

03

問
対
何
文
云
重
歟
又
九
品
者
諸
師

04

九
品
歟
経
九
品
歟
又
返
対
破
意

ノ

05

如
何
答
一
云
対
諸
師
解
云
重

当
文ノ

06

初
標
諸
師
解

云
重
挙
九
品

也
九
品

ニ

07

有
高
位
九
品
也
返
対
者
高
位
九

ノ

08

品
返
対
経
九
品

破
之
也
何
故
下
返

ヲ

ノ

ニ

ハ

09

対
也
以
文
証
下
破
也

10

一
云
対
道
理

返
対
云
重

也
是
即

11

破
重
破
故
也
九
品
者
経
九
品
也
経

ノ

ノ

12

九
品
返
対
諸
師
九
品

彼
義
不
爾

破

ヲ

ノ

ス
ル

13

也
何
故
観
経
云
下
挙
九
品

也
何
此

14〈
五
ウ
〉

文
証
下
返
対
破
也

01

諸
師
解

同
十
六
日

02

上
々
者
四
地
至
七
地
菩
薩
事

03

問
彼
疏

云
四
地
已
上
説
為
上
々
已
上

ニ
ハ

04

同
大
経
疏
云
四
地
已
去
説
為
上
々
已
上

05

全
不
云
七
地

何
云
四
地
至
七
地

歟

06

答
為
取
六
地
満

挙
其
境

也
不

07

違
彼
疏ニ

08



- 620 -

問
即
悟
無
生
義
可
限
六
地
修
心

何

ノ

09

取
四
五
他

歟
答
上
品
三
生
摂
位

ニ

10

之
時
無
四
五
地
可
闕
之
道
理

故
且

11

挙
順
忍

属
上
々

也
至
即
悟
言

12

者
会

就
勝
為
言

非
難

セ
リ

13

釈
云
理
実
於
中
亦
有
多
時
得
無

ノ

14〈
六
オ
〉

生
者
即
得
就
勝
為
言
已
上

01

上
中
者
初
地
至
四
地
事

02

問
彼
疏
云
約
二
三
地
信
忍
菩
薩
説
為
上

03

中
已
上

大
経
疏
云
初
二
三
地
名
為
上

04

中
已
上

不
取
四
地
如
何
答
如
前

05

問
上
下
品
云
経
三
小
劫
此
品
云
経

06

一
小
劫

何
有
不
同
歟
倶
一
大
僧
□

07

故
如
何
答
釈
云
理
実
於
中
亦
有

08

二
劫
三
劫
得
名
者
雖
言
一
劫
就

09

近
為
語
已
上

10

問
地
持
論
意
三
賢
初
僧
祇
劫
初

ノ

ハ

11

地
至
八
地
第
二
僧
祗
劫
九
地
已
上ハ

12

第
三
僧
祗
劫
也
今
経
云
一
小
劫
三

ニ

13

小
劫
何
不
順
彼
時

如
何

14〈
六
ウ
〉

答
此
彼
疏
問
答
也
答
中
出
三
義

ハ

①
ノ

01

一
時
劫
不
同
花
厳
云
娑
婆
一
劫

ハ

ハ

02

極
楽
一
日
一
夜
已
上

地
持
約
此
土
時

ノ

ハ

03

節
観
経
依
彼
土
時
劫

二
去

ハ

②

04

処
有
異
地
持
自
初
地

去
観
経ハ

05

自
三
地

去
三
所
到
有
別
地
持

③

ハ

06

①
疏
…
「
衆
」
を
「
疏
」
と
右
傍
訂
記

②
③
去
…
「
者
」
を
「
去
」
と
右
傍
訂
記
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至
八
地

観
経
到
七
地
故
有
一
劫

ハ

07

三
劫
之
不
同

也
上
下
者
種
性

08

上
下
者
種
性
以
上
至
初
地
事

①

09

問
彼
疏
云
種
姓
解
行
説
為
上
下
已
上

カ
ノ

10

大
経
疏
云

11121314〈
七
オ
〉

此
三
品
人
皆
是
大
乗
聖
人
生
位
事

01

問
上
下
品
内
凡
也
何
云
聖
人
歟
況

ハ

02

彼
疏
中
無
此
文

如
何
答
彼
師
三
品

ノ

ノ

03

次
位
分
明

今
家
作
此
釈

給

也
但

ナ
レ
ハ

ヘ
ル

04

至
難
者
梁
摂
論
三
云
菩
薩
有
二
種
一

05

在
凡
位
二
在
聖
位
従
初
発
心
訖

06

十
信

已
還
並
是
凡
位
従
十
解
□

07

上

悉
属
聖
位
已
上

同
第
四
亦
有
此
義

ニ

08

而
彼
論
亦
三
賢
為
凡

地
上
為
聖

ニ

ヲ

09

今
釈
依
論

非
難

歟

テ

10

難
云
彼
論
何
凡
位
属
聖
位

歟

ヲ

11

答
内
凡
学
断
般
若
之
力
人
空

ハ

12

自
在
也
故
伏
惑
且
属
聖
人

也

ヲ

13

唯
識
述
記
一
云
世

親
雖
是
地
前
菩
薩
分

②

14〈
七
ウ
〉

有
所
得
名
分
聖
者
已
上

01

又
如
天
台

者
住
信
相
対
釈
凡
聖

ハ

02

円
意
也
向
地
相
対
論
断
伏

別
教

ハ

03

意
也
是
非
通
仏
法

也
［
云
々
］

ハ

ニ

04

①
者
…
「
十
住
亦
行
」
と
右
傍
註
記

②
唯
識
…
右
傍
補
記
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中
上
三
果
人
事

05

問
三
果
者
第
三
果
歟
前
三
果
歟

06

答
彼
疏
云
前
三
果
人
説
為
中
上
已
上

07

中
々
者
是
内
凡
事

08

問
彼
疏
云
見
道
已
前
内
外
二
凡

①

09

精
持
浄
戒
求
出
離
者
説
為
中

ノ

10

々
已
上

何
相
違
歟
答
是
依
大
経
疏
□

ノ

11

彼
人
云
内
凡
之
人
名
為
中
々
已
上

12

問
余
□
皆
非
引
此
経
疏

限
中
々

13

品

何
引
大
経
疏

歟
答
中
々
品ヲ

14〈
八
オ
〉

依
大
経

事
一
師
釈
故
影
略
而

ハ

ノ

カ

01

広
挙
也

02

中
下
者
世
善
凡
夫
事

03

問
世
善
凡
夫
者
何
位
歟
答
難
不

04

難
云
若
云
内
外
凡
之
前
流
転
凡
夫

ノ

05

者
彼
疏
云
見
道
已
前
世
俗
凡
夫

06

修
余
世
福
求
出
離
者
説
為
中

07

若
流
転
凡
夫

見
道
以
前
言
有

ノ

ナ
ラ
ハ

ノ

08

間
隔
内
外
二
凡

之
失

若
云
内
外

09

二
凡

者
有
本
位
雑
乱
之
昔

又

10

大
経
疏
云
外
凡
持
戒
名
曰
中
下
已
上

11

如

此
釈

者
可
云
内
凡
以
前

如
何

ナ
ラ

12

答
浄
影
思
煩
中
々
中
下
之
両
品

13

釈
也
大
経
疏

内
外
二
凡
如
次

ノ

ニ
テ
ハ

ヲ

14〈
八
ウ
〉

当

中
々
中
下
二
品

観
経
疏
会

タ
リ

ノ

ニ

ノ

01

内
外
二
凡

為
中
々
一
品

世
俗
凡
夫

ヲ

ノ

ト

ノ

ヲ

02

①
外
二
…
「
外
二
」
と
右
傍
註
記
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為
中
下

如
此
雖
釈

不
尽
理

故

リ

ト

03

置
見
道
以
前
言

又
顕
外
凡

也

ノ

ヲ

ヲ
モ

04

難
云
若
爾
者
可
云
内
凡
以
前

如
何

ト

05

答
内
外
凡
同
凡
夫

故
且
云
聖
位

ハ

ナ
ル
カ

ニ

06

以
前

也

ト

07

問
若
取
流
転
者
可
云
外
凡
已
前
如
何

ト

08

答
如
前

中
下
一
品
縦
容
不
定ナ

ル
□

09

故
或
外
凡
世
俗
也
何
云
外
凡

10

已
前

又
中
々
依
大
経

事
一
師

①

ト

ヲ

ハ

ノ

11

釈

故
影
略
広
挙
也
中
々

ナ
□
カ

ニ

ヲ

12

引

□
凡
中
下
顕
外
凡

事

ト
ハ

ハ

シ

ナ
ル

ヲ

13

中
下
釈

世
俗

中
々
内
外
二
凡

ツ
レ
ハ

ト

ナ
ル

14〈
九
オ
〉

事

也

有
云
於
外
凡

者
彼
師

01

或
置
中
々

或
置
中
下

故
所
判

ニ

02

不
决

故
不
引
也

03

難
云
若
爾
者
世
俗
凡
夫
又
不
可
引

②

04

大
経

不
入
品
位

此
経

置
中
下

故
也

ニ
ハ

ニ
ハ

ニ

05

問
就
大
経
疏

不
明
外
凡
人
経
彼
界

ノ

ノ

06

一
小
劫

而
不
可
云
得
羅
漢

穢
土
鈍
根

③

07

障
重

尚
殖

解
脱
分
善
根

三

ナ
ル

ツ
レ
ハ

08

生
六
十
劫
解
脱
況
浄
土
不
退

ニ

ス
④

ノ

ナ
ル

09

何
経
劫
歟
彼
界
一
小
劫
全
当

ノ

10

穢
土
無
量
無
数
劫

故
也
彼
疏

ニ

11

云
彼
中
一
劫
当
娑
婆
無
量
無
辺

12

阿
僧
祇
劫
已
上

答
□
難
不
通
也

13〈
九
ウ
〉

試
会
云
大
経
浄
土
無
量
□
□

ニ

ノ

01

①
已
…
右
傍
に
「
已
」
と
あ
り

②
又
…
右
傍
補
記

③
不
可
云
…
右
傍
補
記

④
況
…
は
右
傍
補
記
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行
□
如
穢
土
一
日
斎
戒
已
上

故ニ

02

彼
土
修
行
時
劫
久
歟
有
難

ノ

03

又
云
大
乗
意
弾
呵
少
乗

故
実

ノ

ヲ

ニ

04

雖
不
経
其
劫

行
説
経
一
小
劫

歟

テ

ト

05

但
彼
所
意
難
知
［
云
々
］

又
云
大
徳
已ニ

06

悞
網
目
何
不
迷
歟

07

此
之
三
品
唯
是
小
乗
聖
人
等
事

08

問
三
品
中
々
上
独
聖
人
下
二
品
凡

ノ

ハ

09

夫
也
如
何
答
既
云
聖
人
等

々
言

ノ

ニ

10

顕
下
二
品

歟

11

難
云
□
似
類

者

云
等

也
凡
聖

セ
ム

12

已
異
也
如
何
答
小
乗
一
類

故

ニ

ノ

ナ
ル
カ

ニ

13〈
一
〇
オ
〉

□
等

也

01

大
乗
始
学
事

02

問
大
乗
始
学
分
斉
如
何
答
此
師

03

釈
下
輩
□

有
七
処

三
処

ニ

ノ

ヲ

04

云
流
転
凡
夫

四
処

釈

善
趣

ノ

ニ
ハ

セ
リ

05

十
信

六
門
中
第
一
門
釈
云
未
□

ト

ノ

06

道
位
難
弁
階
降
已
上

第
二
門
釈

07

云
此
人
過
去
曽
修
大
乗
大
経
中

08

当
説
此
人
発
菩
提
心
聞
説

09

深
法
信
楽
不
疑
現
在
遇
縁

10

造
作
諸
罪
故
此
経
中
偏
□

11

彰
共
過
現
雖
作
罪
善
文

12

開
導
帰
得
往
生
已
上

第
五
門
釈
云

13〈
一
〇
ウ
〉

下
上
生
者
以
前
先
善
趣
人
故

01

如
□
輩
宿
習
大
故
同
発
大

02

心
得
益

如
是
已
上

第
六
門
釈
云

03
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造
逆
罪
人
有
上
有
下
善
趣

04

已
前
常
没
造
逆
説
以
為
下

05

善
趣
位
中
遇
縁
造
逆
説
之

06

為
下
也
又
云
若
是
宿
世
無

①

07

道
根
者
現
造
五
逆
修
無

08

生
理
若
前
発
菩
提
心
人
造

09

作
五
逆
四
重
等
罪
必
生

10

重
悔
如
是
五
等
亦
得
往
生

11

乃
至
大
乗
善
趣
之
人
亦
有

12

□
作
五
逆
四
重
謗
法
罪
故
已
上

13〈
一
一
オ
〉

□
経
疏
云
下
上
下
中
下
々
彼
約

01

作
罪
軽
重
以
別
不
随
位
分
已
上

02

問
三
品
人
云
善
趣
已
前
云
釈
不

ノ

ヲ
②

ト

03

可
成
今
家
所
破

彼
此
同
故
□

カ

04

答
彼
師
既
釈

縦
容

何
不
破

セ
リ

ニ

05

之

歟
今
家
定
判
彼
不
定

ハ

ハ

06

故
也
況
雖
同
流
転
凡
夫
□

07

宿
善
強
帰
向
弱

謂
依
帰

③

ワ
シ

ヲ

08

向
之
縁

引
起
宿
善
而
生

云

④

ス
ト

09

故
也
今
家
不
爾
直
以
一
称
一

ハ

10

念
十
念

為
業
因

故
也
設
許

ヲ

ト

11

有
宿
善

々
々
弱
念
仏
可
強
釈

ハ

ハ

12

願
行
具
足
為
直
因

故
也

ヲ

ト

⑤

13〈
一
一
ウ
〉

共
同
一
位
求
願
往
生
者
未
必
然
也
事

01

問
文
意
如
何
答
共
同
一
位
者
釈
下

02

品
三
生

也
異
上
六
品
而
下
品
三
生

ニ

ハ

03

①
下
…
「
上
歟
」
と
右
傍
註
記

②
云
…
右
傍
補
記

③
向
…
「
仰
イ
」
と
右
傍
註
記

④
縁
…
「
別
イ
」
と
右
傍
註

記

⑤
故
…
「
也
」
を
「
故
」
と
上
書
訂
記
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一
位

依
造
罪
軽
重

成
三
品

ナ
レ
ト
モ

04

之
旨
釈
也
求
願
往
生
者
隣テ

05

次
上
似

結
下
三
品

総
可
有

□

ト
モ

ヲ

06

結
九
品
之
意

者
上
来
諸
師
解

ハ

ナ
ル
□

07

故
今
家
牒
之

書
者

給
也

08

問
諸
師
解
中

偏
可
引
彼
釈

ニ
ハ

09

行
牒
者
破
未
必
然
歟
答

10

今
家
深
痛
諸
師

不
待
下

テ

11

破

且
破
之

給
也
［
且
ヲ
ム
且
シ
カ
］

12

□
今
家
於
諸
師
解

可
有
□
辺

13〈
一
二
オ
〉

□
未
必
然
之
害
爾
聞

如
何
答

タ
リ

01

全
不
諍
給

也
但
至
未
必
然
也

02

之
言

者
准
世
情

置
恐
慮
言

也

ニ

03

【
同
十
八
日
】

問
諸
師
解
有
幾
文
段

歟
答
有
□

ニ

04

一
標
謂
初
等
六
字
是
也
二
釈

05

略
破
謂
未
必
等
六
字
是
也

06

第
二
釈
中
有
三
一
上
輩
二
中
□

07

三
下
輩
第
一
上
輩
中
有
三
標
釈

08

結
可
見
第
二
中
輩
有
三
標
釈
結

09

可
見
第
三
下
輩
中
有
三

標
釈
結
可
見

ニ

10

道
理
破

11

上
言
初
地
至
七
地
等
事

12

問
何
故
上
々
上
中
二
品
合

釈
歟

ノ

シ
□

13

答
初
地
七
地
断
法
執

証
真
如

ハ

ノ

14〈
一
二
ウ
〉

変
易
身

故
合
釈

也

ナ
ル
カ

ス
ル

01

問
云
上
言
等

上
字
指
諸
師
解

ノ

02
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歟
指
上
輩
歟
答
指
文

歟
居

03

道
理
破

指
諸
師
解
云
上

也

①
ヲ

ト

04

難
云
上
言
之
言
限
上
輩

誰
知

ニ

05

指
上
輩

云

上

有

如
何
答
若

ニ
モ

ト

ラ
ム

06

上
輩
云
上

者
中
輩
中
輩

可
云

ヲ

ト

ニ
ハ

07

中
言

然
云
諸
師
云

不
云
中
言

ト

ニ

ト

08

上
言
諸
師

只
同
意
也

09

問
法
性
変
易
二
生
身
何
物
歟

ノ

ノ

10

答
初
地
已
上
捨
分
段
身

得
変

11

易
故
細
身

名
変
易
生
身

ニ

ト
モ

12

法
性
身

也
約
所
証
理

云
法
性

ト
モ

13

□
因
移
果
易

云
変
易

也

ト

14〈
一
三
オ
〉

問
三
界
依
身
云
生
身

変
易
依
身ヲ

01

名
法
身

今
於
変
易

立
生
身

ト

ノ

02

名
何
意
歟
答
分
別
生
身
法

03

身

之
時
如
難
今
付
法
身

地
上

ハ

ハ

04

菩
薩
生
法
性
土

尚
微
細
頭
等

ニ

ニ

ノ

05

六
分

故
云
生
身ト

06

宗
鏡
録
七
十
三
云
一
分
段
二
変

07

易
□
唯
識
論
云
一
分
段
生
死
謂

08

諸
有
漏
不
善
業
由
煩
悩
障

09

縁
助
勢
力
所
感
三
界
麁
異

10

熟
果
身
命
短
長
随
因
縁
力

11

有
之
定
剤
限
故
名
分
段
不
思

12

議
変
易
生
死
謂
諸
無
漏

13

有
分
別
業
由
所
知
障
縁

14〈
十
三
ウ
〉

①
解
…
右
傍
補
記
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助
勢
力
所
感
殊
勝
細
異

01

熟
果
由
悲
願
力

改
転
身

02

命
無
定
剤
限
故
名
変
易
無

03

漏
定
願
正
所
資
感
妙
難

04

惻
名
不
思
議
或
名
意
生
身

05

随
意
願
成
故
已
上

06

斯
等
曾
無
分
段
等
事

07

問
文
意
如
何
答
初
地
入
心
断
□

ニ

08

住

故
離
分
段
果

也
住
心
已
上

ノ

09

断
無
明
住
地

故
居
変
易
土
也

①

10

已
経
二
大
阿
僧
祇
劫
事

11

問
可
云
経
初
僧
祇
及
半
僧
祇

12

劫

如
何
答
地
上
入

第
二
僧
祇

云

ハ

ヌ
レ
ハ

13

已
経
第
二
僧
祇

也

ト

14

〈
一
四
オ
〉

双
修
福
智
人
法
両
空
事

01

問
文
意
如
何
答
福
智
者
六
度
也
前

02

五
云
福

第
六
云
智

也
断
人
執
云
人

03

空

四
住
名
人
執

断
法
執

証

ト

04

法
空

無
明
住
地
名
法
執

人
空

ヲ

ハ

05

云
理
也
法
空
仏
性
理
也
二
乗
唯

ハ

ノ

ハ

06

証
人
空

故
入
無
余

無
未
来
化

ノ

07

仏
証
法
空

故
住
大
般
涅
槃

施

ハ

ニ

08

未
来
化

也

09

神
通
自
在
転
変
無
方
等
事

10

問
文
意
如
何
答
無
方
者
自
在
義
也

11

本
身
居
報
土

施
化
於
十
方

ハ

ニ

12

已
□
初
地
化
百
仏
世
界
衆
生

ニ

13

①
地
…
「
人
」
を
「
地
」
と
右
傍
訂
記
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二
地
千
仏
三
地
万
仏
等
已
上

14〈
一
四
ウ
〉

難
云
浄
影
依
仁
王
七
地
□
□
□

01

上
二
品
判
初
地
六
地

然
以
花
厳

ヲ

ト

02

初
地
法
性
身
文

破
之

是
為
難

ノ

03

破

歟
答
仁
王
云
入
理
般
若
名

ト

04

為
住
々
生
徳
行
名
為
地
已
上

此
文モ

ム

05

分
明
聞

地
上
証
真
如
位

又
三

ニ

タ
リ

ハ

ノ

ト

06

賢
名
伏
忍

信
忍
以
上
為
断

ヲ

ト

ヲ

07

住

浄
影
何
不
見
此
等
文

七
地
初

ト

ニ

テ

08

判
聖
位
義

歟
但
至
七
地
無
生

ノ

09

者
従
無
生
理
弥
顕

名
也
非
初

ス
ニ

10

地
不
悟
理

云

故
浄
影
云
恵
心

ト

ニ
ハ

ニ

11

安

理

名
無
生
忍

々
具
有
五
如
仁

ク
ヲ

ニ

ニ

12

王
説
一
是
伏
忍
在
於
種
姓
解

13

行
位
中

学
観
諸
法

能
伏
煩
悩

ク

14〈
一
五
オ
〉

故
名
為
伏

二
是
信
忍
初
二
三
地
於
無
生

①

01

理

信
心
決
定

名
為
信
忍

三
者

ス
ル

02

順
忍
四
五
六
地
破
相

入
如
趣
順

②

ス
ル
ヲ

03

無
生
名
為
順
忍

四
無
生
忍
七

04

八
九
地
証
実

離
相

故
名
無
生
忍

05

五
寂
滅
忍
十
地
以
上
破

相

畢
竟

コ
ト

06

宿
心
至
寂

証
大
涅
槃

名
寂
滅
忍

リ

ヲ

07

此
釈
已
伏
忍
属
伏
惑
位

信
順
二

ニ

ヲ

08

忍
何
不
断
惑
証
理

明
知
彼
師
又

09

依
仁
王

立
初
地
断
惑
云
義

也
信
心

10

決
定
等
釈
且
消
信
順
無
生
名

也

ノ

ハ

ノ

11

①
二
三
…
左
傍
補
記

②
如
…
右
傍
補
記
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非
云

初
地

無
断
惑

故
仁
王
花
厳

ニ
ハ

ニ

①

12

相
□
不
能
破
所
破
相
叶

哉

ヘ
ル
ヲ

13

難
云
若
爾
者
同
□
仁
王
可
破
之

②

14〈
一
五
ウ
〉

何
引
花
厳

歟
答
仁
王
□
□
初

ハ

01

地
□
理

説
十
地
花
報

故
不

ノ

02

順
身
居
報
土
之
義

也
十
王
花

03

報
者
初
地
四
天
王
二
地
忉
利
天

ハ

04

王
乃
至
第
十
地
第
四
福
王
也

05

是
花
報
也
果
報
居
実
報
土

ハ

06

如
花
厳

07

問
上
者
上
々
上
中
之
上
歟
文
前

ノ

08

後
前
待
後

云
上

歟
答
指
文

ヲ

ヲ

09

実
標
上
言

結
答
上
二
竟
故
［
云
々
］

ニ

10

有
云
上
者
指
品

［
云
々
］

ヲ

11

問
答
有
対
問

之
言
也
上
無
問

何

12

云
答

歟
答
諸
師
解
望

今
家

ヲ

レ
ハ

ノ

13

義
成
難
破

故
意
諸
師

ニ

ハ

ノ

14〈
一
六
オ
〉

難

畢
云
也

ト

01

上
言
種
姓
未
必
然
也
事

02

問
上
下
品
三
賢
義
今
家
可
有
許

ノ

03

辺

歟
若
許
云
者
釈
義
勢
不
可

ノ

04

許
之

九
品
倶
釈
凡
夫

故
若
許
云

ト

05

者
未
必
然
也

有
許
辺

聞

如
何

③

ト

タ
リ

06

答
未
必
然
者
恐
慮
言
也

07

如
経
説
此
等
菩
薩
等
事

08

問
何
経
歟
答
大
品
経
文
也

09

①
断
…
「
断
」
と
上
書
訂
記

②
同
…
「
同
」
と
右
傍
註
記

③
必
…
「
必
」
と
上
書
訂
記
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問
鵝
鴨
喩
不
見
経
文

如
何
答

ノ

10

鵝
鴨
喩
智
度
論
文
也
論
釈
経

ハ

ノ

ハ

11

故
引
論

也

12

問
三
賢
不
退
彼
経
何
説
答
彼
経
十

①

13

三
云
得
従
諸
仏
聞
法
至
得
阿

14〈
一
六
ウ
〉

耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
終
不
□
□

01

智
論
挙
鵝
鴨
之
喩

委
釈

02

三
賢
不
退

03

問
若
爾
者
直
可
大
品
経

何
云

ト

04

如
経

歟
答
所
引
文
通
他
経

故

ノ

05

鵝
鴨
之
喩
雁
論
文

故
別
不

06

云
大
品
経

也

07

如
大
品
経
説
乃
二
種
真
善
等
事

08

問
大
品
経
無
此
文

如
何
答
一
所
不

ニ

09

説
二
種
知
識
処
々
説
得
仏

ノ

ニ

ト

10

菩
薩
守
護

取
意
引
也

ノ

11

第
廿
一
云
須
菩
提
是
求
菩
薩
道

12

善
男
子
善
女
人
諸
十
方
仏

13

常
守
護
令
不
退
阿
耨
菩
提
已
上

14〈
一
七
オ
〉

第
廿
二
同
之
第
廿
七
云
十
方
諸
仏

01

土
常
念
是
菩
薩
摩
訶
薩
如
説

ス

02

行
是
深
般
若
ハ
ラ
密

者
是

03

菩
薩
者
所
有
世
間
厄
難
懃
苦
之

②

04

事
永
無
已
上

05

問
十
九
云
何
等
是
善
知
識
能
説

③

06

空
無
相
無
作
無
生
無
滅
及
一
切

07

①
経
…
右
傍
補
記

②
者
…
右
傍
補
記

③
何
…
右
傍
に
筆
の
跡
あ
り
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種
智

令
人
心
入
歓
喜
信
楽
是

08

等
善
知
識
若
従
経
巻
中
聞

09

若
従
菩
薩
所
説
聞
已
上

10

又
云
是
菩
薩
世
々
是
汝
善
知
識
常

11

守
護
汝
已
上

12

不
退
位
事

13

問
不
退
有
幾
歟
答
聖
道
門ニ

14〈
一
七
ウ
〉

有
三
不
退
四
不
退

三
不
退
□
住①

01

十
住

行
行
向

念
地
上

四
不
退
者
住

02

如
前

行
［
十
行
行
向
］

念
［
十
向
劫
初
地
七
地
］

証
［
初
地
已

②

03

上
八
地
已
上
］

此
上
如
浄
土
処
不
退
故
成
四

ニ

04

不
退
五
不
退

也
浄
土
論
云
一

05

是
念
不
退
謂
在
八
地
已
上
二

06

是
行
不
退
謂
在
初
地
三
是

07

位
不
退
謂
十
解
已
上
四
是

08

処
不
退
謂
西
方
浄
土
也
已
上

09

西
决
云
今
明
不
退
有
其
四
種

10

十
住
毘
婆
沙
論
云
一
者
住
不

11

退
即
修
因
万
劫
意
言
唯
識
観

③

12

成
不
復
退
堕
悪
律
儀
行

マ
タ

13

流
転
生
死
二
者
行
不
退
已
得

④

14〈
一
八
オ
〉

初
地
真
唯
識
観
捨
二
乗
心
於

01

利
他
行
得
不
退
也
三
者
念

02

不
退
入
八
地
已
去
得
任
運
無

03

功
用
智
於
定
散
中
得
自
在
故

04

①
住
…
「
位
」
と
右
傍
註
記

②
初
…
左
傍
補
記

③
唯
…
右
傍
補
記

④
行
…
右
傍
補
記
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無
念
退
也
四
者
処
不
退
者

05

雖
無
文
証
約
理
以
成
已
上

06

迦
才
例
退
法
種
姓
羅
漢
在

ノ

07

上
界

不
退

釈
浄
土
処
不
退
也

ノ

08

此
等
菩
薩
亦
能
八
相
成
道
事

09

問
三
賢
八
相
何
証
歟
答
花
厳

10

経
云
三
賢
菩
薩
有
漏
身
中
八

11

相
作
仏
已
上

起
信
論
釈
信
成
就

12

発
心
云
能
現
八
種
利
益
衆
生
已
上

13

信
成
就
者
初
住
也
□
…
□

14〈
一
八
ウ
〉

等
法
所
談
三
賢
伏
惑
□
也
□

ノ

01

思
尚
不
断
況
無
明
哉
若
爾

02

者
不
得
法
身
本

施
八
相
用

ノ

ヲ

ノ

03

義
可
用
天
月
未
出
水
中
浮

ニ

04

影

哉
答
学
断
般
若
力
法

①

②

05

門
自
在

故
被
諸
仏
加

以
神

ナ
ル
カ

ノ

06

通
現
八
相
也
三
論
意

07

三
塗
永
絶
四
趣
不
生
事

08

問
文
意
如
何
答
叶
初
果

不
墮

09

悪
道

也
断
見
惑

故
也
見
惑ハ

10

悪
趣
生
因
而
引
無
窮
生
死

ト

11

思
惑
人
天
因
而
引
七
生

也
故
自

ハ

ノ

12

初
果

断
見
惑
故
不
墮
三
途
四

13

趣
也
又
五
道
門
之
時
云
三
途
不
生

ハ

14〈
一
九
オ
〉

六
道
門
之
時
云
四
趣
不
生

也

ト

01

現
在
雖
造
罪
業
事

02

①
断
…
「
談
」
と
右
傍
註
記

②
力
…
「
事
」
を
「
力
」
と
右
傍
訂
記
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問
聖
者
造
何
罪

歟
答
在
家

03

初
果
犯
非
梵
行

也

ヲ

04

如
仏
説
言
事

05

問
何
経
説
歟
答
増
一
阿
含
経

06

文
也
釈
迦
歎
富
楼
那
徳
之

07

下
文
也

我
同
坐
解
脱
事
［
加
□
□
云
事
在
別
□

］

ニ

08

諸
仏
大
悲
等
事

09

問
文
意
如
何
答
諸
仏
於
一
切
衆
生

ヲ

10

在
一
子
慈
悲

故
重
善
為
前

也

11

如
父
母
病
子

今
説
観
経

事ハ

12

任
大
悲
本
意

為
化

凡
夫
故

不

ノ

ニ

13

可
云
聖
人

破
也

ト

14〈
一
九
ウ
〉

問
聖
道
門
不
為
凡
夫
衆
□
…
□

01

答
今
也
但
於
其
苦

者
中
聖
道

ニ

02

之
機
障
軽
浄
土
機
障
重

ハ

ク

ノ

ハ

シ

03

故
聖
道
機

云
大
人
士
幹

云
根

ヲ
ハ

①

04

性
利
者

名
道
悟
三
乗

浄
土

05

機

云
怯
弱
下
劣

云
鈍
根
無

06

智

名
福
薄
因
踈

道
綽

ト

ハ

07

為
起
悪
造
罪

之
機
勤
帰
浄

08

土

慈
恩
為
福
薄
機

述
修

ハ

ノ

09

浄
土
給

依
此
意

者
殊
大
悲

ヘ
リ

ニ

10

究
極
偏
説
浄
土

為
本
意

11

然
者
今
釈
言
総
意
別
説

ハ

12

浄
土
機

也

13

如
溺
水
之
人
等
事

14〈
二
〇
オ
〉

①
士
…
右
傍
補
記
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問
文
意
如
何
答
涅
槃
経
三
十
六
云
如

01

恒
河
中
有
七
衆
生

一
者
常

カ

ノ

02

没
二
者
暫
出
還
没
三
者
出

03

已
則
住
四
者
出
已
遍
観
四
方

04

五
者
遍
観
已
行
六
者
行
已

テ

ク

テ

05

後
住
七
者
水
陸
倶
行
已
上

ニ

ス

ニ

ス

06

問
三
十
二
云
如
恒
河
辺
有
七
種
人

若

①

ノ

07

為
洗
浴
恐
畏
寇
賊

或
為

コ
ウ

08

採
花

則
入
河
中
第
一
人
者
入

09

水
則
沈
何
以
故
羸

無
勢
力

ヨ
ハ
ク
シ
テ

10

故
不
習
浮
故
第
二
者
雖
没
還

11

出
事
已
復
没
何
以
故
身
力
大

②

12

故
則
能
還
出
不
習
浮

故
出

13

已
還
没
第
三
人
者
没
已
□
…
□

14

〈
二
〇
ウ
〉

更
不
没

何
以
故
身
重
□
□ト

01

大
故
出
先

習
浮

故
出
已
出

ツ

ヨ
リ

02

即
住
第
四
人
者
入
已
便
没
々
已
還

③

ス

ス

03

出
々
已
即
住
遍
観
四
方

何
以

ク

ヲ

04

故
身
重
故
則
没
力
大
故
還

05

出
習
浮

故
不
知
出
処
故
観
四
方

第
五
人

ツ

④

ヲ

06

者
入
已
即
没
々
已
還
出
々
已

07

即
住
々
已
観
一
方

観
已
即

ヲ

08

去
何
以
故
為
怖
畏

故
第
六
人ヲ

09

入
已
即
去
浅
処
則
住
何
以

⑤
テ

ニ

ス

10

故
観
賊
近
遠
故
第
七
人
者

ノ

11

既
至
彼
岸
登
上
大
山

無
復
恐

テ

12

怖

離
諸
悪
賊

受
大
快
楽
已
上

⑥

13

①
七
…
右
傍
補
記

②
復
…
「
没
」
を
「
復
」
と
右
傍
訂
記

③
即
…
右
傍
補
記

④
不
知
出
処
故
…
右
傍
補
記

⑤

去
…
「
出
イ
」
と
右
傍
註
記

⑥
悪
…
「
怨
歟
」
と
右
傍
註
記
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同
疏
十
二
云
第
一
者
下
別
列
七

14〈
二
一
オ
〉

人

没
即
闡
提
過
去
乏
善
宿

01

因
既
羸
現
在
無
信

故
不

ニ

ク

ニ

02

習
浮

第
二
人
者
是
転
立
而

03

退
心
力
大
者
過
去
善
深

今
生

ス

ナ
リ

ハ

04

不
修

名
不
習
字

能
断
善
根

ヲ

ク

05

第
三
人
即
是
得
住

以
譬
内
凡

①

ニ

06

没
已
出
者
昔-

日
沈
没

第
四
人

シ

セ
リ

07

即
是
四
果

譬
以
四
方

下
文
以
四
方
譬

②

ナ
リ

ニ

③

08

四
諦

非
今
所
用

譬
文
云
不
知

ニ

ノ

09

処
故
観
四
方

以
者
不
知
出

10

処
故
不
観

今
知
出
処

故
云

11

観
方

又
不
知
大
乗
出
処
故

12

取

小
果

第
五
人
即
支
仏
是

レ
リ

13

観
方

過
於
四
果

以
利
□
□
□

④

14〈
二
一
ウ
〉

□
願
四
果

但
為
自
説

□
□

ハ

ス

01

去

同
畏
生
死

故
言
怖
畏

02

第
六
人
即
菩
薩
去
不
住
者
不

テ

⑥

03

住
生
死
浅
処
住
者
身
安

⑤

ヲ
タ
ヤ
カ
ニ
□
…
□

04

生
死

従
其
心

進
故
言
浅
処

ニ

ム

05

第
七
人
即
是
仏
已
上

06

何
用
済
為
事

07

問
此
字
読
如
何
答
准
余
文
何ソ

08

済

事
用
為
可
読

也
楽
府
云

ス
ク
フ

ヲ

ト

09

①
譬
…
「
難
」
と
右
傍
註
記

②
即
…
「
是
」
を
「
即
」
と
上
書
訂
記
し
、
更
に
「
即
」
と
右
傍
註
記

③
下
文
以
四

方
」
右
傍
補
記

④
於
…
「
出
」
を
「
於
」
と
右
傍
訂
記

⑤
死
…
下
に
挿
入
符
合
あ
り
、
「
也
イ
」
と
右
傍
註
記

⑥

不
…
右
傍
に
文
字
あ
る
も
湮
滅
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何
用

司
天
台
高
百
尺

為

読
也

モ

テ

10

以
下
可
知
事

11

問
中
々
已
下
五
品
何
故
不
別
破

①

12

而
云
可
知

歟
答
中
々
以
下
諸
師

ハ

モ

13

約
凡
夫

故
以
凡
夫
往
生
道
理

ニ

ノ

ヲ

14〈
二
二
オ
〉

破
之

時
一
往
能
破
所
破
混
乱ス

ル

01

也
故
別
不
破

再
往
言
之

時ハ

02

彼
大
小
乗
初
心
凡
夫
此
流
転

ハ

ノ

ノ

ハ

03

常
没
凡
夫
故
尤
可
破
之

故

カ

04

是
云
可
知

也

同
廿
日

ヲ

05

問
当
門
有
幾
文
段

歟
答

06

有
二
一
標
謂
第
二
等
九
宗
是
也

07

二
釈
之
中
有
三
一
釈
上
輩
二
釈

08

中
輩
中
上

三
総
結
下
三
品

上

ノ

カ

ヲ

ス

ヲ

09

輩
中
有
二

一
釈
二
結
々
者
此

ノ

ニ

10

責
上
輩
竟
是
也
初
釈
有
二

11

一
合
破
上
二
品

二
別
破
上
下

初

ノ

12

破
中
有
三

一
牒
諸
師
解

上
言

13

□
等
十
二
字
是
也
二
正
□
□
□

14〈
二
二
ウ
〉

□
厳
以
下
至
是
非
錯

□
也

01

三
結
答
二
竟
是
也
二
破
上
下

02

中
有
二
一
牒
諸
師
解

上
下
者

03

乃
至
已
来
者
是
也
二
正
破
未

04

必
已
下
至
還
成
錯
也

是
也

05

第
一
破
中
輩

中
有
三
一
標
次

06

責
等
七
字
是
也
二
正
破
於
中

07

①
品
…
「
六
」
を
「
品
」
と
右
傍
訂
記
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有
二
一
牒
諸
師
解

諸
師
等
九

08

字
是
也
二
正
破
然
此
等
下
□

09

同
前
錯

是
也

10

反
対
破

11

一
者
但
能
持
戒
修
慈
等
事

12

問
経
文
云
一
者
慈
心
不
致
等

未

13

云
第
二
人
不
能
持
戒
修
慈
第
三

14〈
二
三
オ
〉

人
不
能
持
戒
読
経

如
何
答
経

01

云
復
有
三
種
衆
生
已
上

故
知
三
行

ノ

02

即
三
人
業
也
云
事
釈
得
此
意

ノ

ト

03

作
此
釈

也
三
心
亘
万
機

故
云
若

ハ

04

有
衆
生

不
説
二
人

三
人

異
□

ト
モ

ト
モ

05

□
三
人

行
各
別

故
也

ノ

ナ
ル
カ

06

此
之
三
人
各
以
已
業
事

同
廿
一
日

07

問
上
々
品
三
人
皆
具
三
心

々
々
帰
正

ノ

ハ

08

定
口
称

何
離
念
仏

各
別
生
歟

ニ
①

09

答
此
難
非
也
上
々
品
正
行
之
三
人

ノ

10

皆
具
三
心

知
一
々
行
具
三
心

云

ノ

ニ

ヲ

11

事
三
心
若
限
念
仏

者
三
人

12

皆
不
可
具
三
心

但
至
難

者

13

釈
経
本
意

之
時
云
正
定
業

ノ

ノ

ト

14〈
二
三
ウ
〉

□
余
行
機
一
々
就
其
行

□
…
□

ニ

テ

01

不
往
生
也

02

問
第
四
巻

出
三
福
具
行
等
不
同

ニ
ハ

ノ

03

今
何
偏
云
三
人
之
行

歟
答
今
釈

②

ト

04

任
経
文

第
四
巻
釈
以
道
理

釈
之

也

ハ

05

①
生
…
右
傍
に
文
字
あ
る
も
湮
滅

②
之
…
「
云
」
を
「
之
」
と
右
傍
訂
記
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四
地
七
地
已
来
菩
薩
論
其
功
用
事

06

問
文
意
如
何
答
今
家
以
受
法ノ

07

機

定
凡
夫

給
若
云
四
地
七
地
者

ヲ

ト

フ

08

受
法
証
人
法
二
空

修
業
時

ハ

ヲ

ノ

09

節
経
二
大
阿
僧
祇
可
云

破
也

ト

ト

10

不
必
受
持
事

11

問
就
釈

或
読
不
読
意
如
何

12

答
上
々
品
一
向
読
誦
人
也
此
品
有

ハ

ハ

13

読
時
有
不
読
時
是
云
或
読

14〈
二
四
オ
〉

不
読

也

ト

01

問
上
中
品
人
同
上
々
品
可
有
一
向
読

02

誦
之
義

歟
答
不
可
然

03

難
云
若
有
一
向
読
誦
者
有
品
混

04

乱
之
失
若
云
無
者
上
下
品
亦
信
因

ノ

05

果
釈
或
信
不
信

釈
或
可
亦
同

ヲ

06

前
深
信
已
上

若
爾
者
例
亦
信

有
品

ニ

07

釈

不
必
受
持
又
可
有
二
釈

被
得

□

08

如
何
答
上
中
品
人
不
可
有
一
向
読

09

誦
之
義
如
道
理
難

但
至
例
難

10

者
不
必
者
一
向
不
定
義
也
不
可

ノ

11

有
唯
読
誦
之
義

亦
信
之
言

12

可
通
二
義

故
作
二
釈

也
謂
上
中

13

品
云
深
信

此
品
亦
信
亦
不
信

ニ

ニ

ト
モ

14〈
二
四
ウ
〉

可
得
意

作
二
釈

也
故
例
或
不

01

斉
也
況
或
可
亦
同
釈
且
出
他

ノ

ハ

ク

ト

02

義

見

浄
影
作
此
釈
故
七
第
一

タ
リ

03

釈
与
玄
義
或
信
不
信
故
名

ノ

04

為
亦
之
釈

符
合

第
一
可
為
定

セ
リ

ヲ

05
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量

也

難
云
若
与
当
所
釈

06

符
合

云
為
定
量
者
第
二
釈
与

ス
ル
ヲ

07

般
舟
讃
合

彼
釈
云
上
品
下
生
之

セ
リ

08

凡
夫
等
深
信
因
果
莫
生
非
如
何

09

答
彼
釈
上
中
上
下
両
品
之
中
間

ハ

ノ

ニ

10

有
多
釈

文
言
断
絶
而
次
深
信

テ

ニ

11

難
云
亦
信

故
亦
信
分
云
深
心
歟

ト

ヲ

ニ

12

既
第
一
釈
也
又
機
因
也
定
量

事

ノ

ナ
ル

13

勿
論
也

14〈
二
五
オ
〉

但
言
善
解
事
同
廿
二
日

01

問
九
品
正
行
之
時
善
解
即
正
行

ハ

ノ

02

受
法
也
今
何
云
未
論
其
行

歟

03

答
当
品
正
行
善
解
也
但
至
釈

ハ

04

者
無
上
々
解

云
事
出
正
行
中
智

05

行
分
別
之
時
当
品
唯
智
也
為

ハ

ハ

06

顕
此
意
爾
釈
歟
善
解
智
為
生

ハ

07

因

之
辺

又
成
行

也
例
如
付
六
度

ニ
ハ

ト

08

智
行
分
別

之
時
前
五
行
第
六

ス
ル

ノ

09

智

而
総
云
六
度
行

也

ナ
レ
ト
モ

ト

10

又
云
深
信
因
果
事

11

問
上
中
之
中
有
善
解
深
信
之
二

12

正
成
生
因

事
何
歟
答
善
解ヲ

13

可
云
生
因

也
十
一
門
中
以
第
六
度

ト

14〈
二
五
ウ
〉

法

為
生
因

故
也
而
信
因
□
□

ニ

01

上
中
上
下
二
品

何
属
一
品
受
法

ノ

ニ

ノ

02

善
解
限
当
品
是
可
受
法

也

ハ

ニ

03

問
善
解
諸
法
空
而
解
非
因
非

ハ

04

果

事

与
深
信
因
果
相
違

何

ナ
ル

セ
リ

05
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一
人
具
此
二
義

歟
答
善
解
者

06

必
可
信
因
果

謂
自
性
空

法
縁

ヲ

ナ
ル

07

起

生
滅

事
皆
依
因
縁

何
不

ス
ル

08

信
因
果

故
三
不
壊
世
諦
建
立

09

第
一
義
諦

此
意
也
維
摩
経
□

ト

10

信
因
果
者
不
必
善
解

雖
信

11

俗
諦
之
因
果

難
悟
真
諦

故
也

12

如
上
下
品
人

是
也

13

終
時
迎
候
事

14〈
二
六
オ
〉

問
文
意
如
何
答
常
読
終
時
之
迎

ニ

01

候

時
候
倶
時
也
読
之
点

者
似

ト

ニ

02

重
言

只
可
読
終
時
迎
候

也

ト

03

終
時
未
預
来
迎
之
時
也
迎
候

ハ

ハ

04

正
預
来
迎
之
時
也
第
九
門
中
可

05

有
此
不
同
故
釈
終
時
迎
候
也

06

有
異
者
其
迎
候
有
無
数
一
千

ニ

ヲ

07

不
同

云
有
異

也

08

唯
以
一
句
以
為
正
業
事

09

問
当
品
之
中
有
亦
信
不
謗
菩
提

10

心
之
三
句

何
云
一
句

歟
答
指
次
上ノ

11

菩
提
心

云
一
句

也
当
品
中
雖
有
亦
信

ニ

12

不
謗
不
足
生
因

故
除
之

而
只

13

説
菩
提
心

是
云
唯
此
一
句
也
□
□
□

14〈
二
六
ウ
〉

已
上
諸
善
似
亦
無
功
唯
発
一
念
□

01

唯
発
之
唯
与
唯
此
之
唯
同
意
也

02

難
云
信
因
果
何
不
由
受
法
歟
信

03

因
果
正
見
々
々
出
離
之
正
道
故
如
何

ハ

カ

04

答
信
因
果
可
随
機

当
品
亦
信

モ

ハ

05



- 642 -

不
信
也
既
非
恒
所
造
又
非
重

06

浄
心

是
不
定
業
故
不
為
生
因

カ

ト

07

也

難
云
更
無
余
善
釈
不
明

08

既
有
亦
信
不
謗
善

何
無
余
善
也

①

09

歟
答
不
成
生
因

故
云
無
余
善

10

也
非
全
分
無
也

11

随
意
往
生
事

12

問
何
証
歟
答
智
度
論
中
釈

ニ

13

法
滅
時
菩
薩
生
所

有
三
処

一

ノ

ニ
ハ

14〈
二
七
オ
〉

十
方
浄
土
二
天
上
［
生
欲
色
諸
天
除
無
想
天
也
］

三

01

人
中
々
々
生
家
一
王
家
二
ハ
ラ
門

ニ

02

家
三
居
士
財
豊
也
為
施
他

生
之

ハ

ニ

03

ハ
ラ
門
智
深
為
化
他
愚

生
之
□

シ

ノ

04

家
自
在
也
為
化
難
化

生
之
取
意

ハ

05

問
所
云
浄
土
者
可
通
報
化

歟
答

ノ

06

爾
也
但
於
報
土
者
生
他
力
他
摂
之

07

報
土

不
可
生
自
力
自
摂
之
報
土

也

08

難
云
若
依
他
力

生
報
土

者
不
可
云

09

随
意
如
何
答
設
借

他
力

往
生
自

ト
モ

ヲ

10

在
也
故
随
意
也

11

中
輩
三
人
下

中
々
品
事
同
廿
三
日

12

問
八
戒
外
皆
尽
形
戒
也
何
云
一
日

13

一
夜

歟
答
嘉
祥
疏
云
問
八
戒

14

□
一
日
一
夜

沙
弥
戒
及
具
□

15〈
二
七
ウ
〉

戒
云
何
一
日
一
夜
耶
解
云
□
□

01

一
日
一
夜

也
非
是
唯
一
日
一
夜
持

ト

02

①
善
…
下
に
挿
入
符
合
が
あ
る
も
湮
滅
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沙
弥
戒
及
具
足
戒

但
受
一
日

03

一
夜
便
死
故
云
一
日
一
夜
也
已
上

ニ

04

問
中
上
品
限
尽
形

中
々
品
限
一
日
歟

05

若
云
不
爾
者
中
上
中
々
二
品
同
是

06

五
八
十
具
戒
也
時
節
無
長
短

ニ

07

者
有
両
品
混
乱
之
失

若
云
爾

08

者
四
巻
釈
中
上
品
云
然
修
戒
時

09

或
是
終
身
或
一
年
一
月
一
夜
一
時
已
上

10

此
中
一
日
一
夜
与
中
々

有
何
別
歟

ノ

11

答
十
一
門
亘
九
品

可
亘
時
節
延

ヲ

ニ

ノ

12

促

也
但
経
一
往
分
別

中
上
尽

ニ
モ

ハ

シ
テ

13

形
中
々
一
日

説
也
雖
然
理
実

ト

ニ
ハ

14

如
上
々
品

可
有
時
節
延
促

也
此

15〈
二
八
オ
〉

時
雖
同
一
日
等

受
戒
用
心
有

ハ

ニ

01

軽
重

故
両
品
不
可
混
乱

例
如
上

02

々
品
一
日
七
日
皆
勇
猛
故
属

03

上
々

也

ニ

04

無
善
凡
夫
等
事

05

問
中
輩
遇
小
凡
夫
也
何
無
善

歟

ハ

ノ

06

答
遇
小
者
受
戒
已
後
也
無
善
者

07

受
戒
已
前
也
故
不
相
違
此
則
経

08

云
一
日
一
夜

故
前
日
釈
無
善

也

ヲ

ト

09

非
如
下
三
品

也

10

難
云
若
爾
者
上
六
品
皆
可
云

不
善

11

受
法
已
前
無
善
根

故
如
何
答
爾
也

ニ

12

但
今
付
経
一
日
一
夜
之
文

作
無

ハ

ノ

13

善
釈

也
如
但
発
無
上
道
心
之
文

ノ

ヲ

14〈
二
八
ウ
〉

釈
更
無
余
善

也

01
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若
論
小
聖
等
事
［
在
此
余
教
□
…
□
後
此
□
…
□

］

02

問
十
聖
往
生
有
何
証
歟
答
大

①

03

菩
薩
生
事
在
大
経

故
例
知
小
聖

ノ

ニ

ヌ

04

亦
可
生
故
論
注
釈
他
方
声
聞
生

ニ

05

浄
土

之
旨

給

依
鸞
師
意
証

ヲ

ヘ
リ

ヲ

06

求
於
経

法
花
而
於
彼
土
得
聞

ニ

ノ

07

是
経
此
証
也

08

中
下
者
諸
師
云
小
乗
内
凡
已
前
事

09

問
諸
師
解
下

唯
云
是
世
善
凡
夫

ニ
ハ

10

不
云
内
凡
已
前

如
何
答
諸
師
解

11

只
云
世
善
凡
夫

彼
疏
云
見
道
已
前

12

世
俗
凡
夫

大
経
疏

云
外
凡
持

ニ
ハ

13

戒
名
曰
中
下
已
上

今
釈
彼
大
経

ハ

14〈
二
九
オ
〉

疏
釈
外
凡

故
為
顕
此
意

作
云

ニ

ト

01

内
凡
已
前

之
釈

准
観
経
疏
置

ト

02

世
俗
凡
夫
之
言

也
此
釈
顕
両
向

也

ハ

03

為
説
彼
仏
国
土
楽
事
四
八
願
等
事

04

問
若
聞
四
十
八
願
者
可
唱
念
仏

歟

05

答
案
経
釈
意

不
可
唱
念
仏

経

ノ

ニ

06

説
平
生
受
法

云

行
世
仁
慈

此

ニ

ノ

ヘ
リ

ト

07

受
法
位
不
用
廻
向

臨
終
聞
善

ノ

ニ

ヲ

ニ

テ

08

友
説

前
受
法
廻
往
生

也
故
行

ヲ

ヲ

ニ

09

世
仁
慈

属
第
六
門

聞

四
十
八
願

ヲ
ハ

ニ

ヲ
ハ

ヲ

10

属
第
八
門
聞
四
十
八
願

廻
世
善

ヲ

11

聞

但
四
十
八
願
中
有
念
仏
往

タ
リ

ニ

12

生
願

聞
此
願
之
時
不
称
名
哉

13

覚
是

可
会

経
釈
分
明
世
善

ユ
モ
ノ
ハ

ニ

ヲ

14

①
問
…
右
傍
に
「
□
前
功
用

又
□
□
事
」
と
あ
り

ニ
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〈
二
九
ウ
〉

為
生
因

見

上
設
聞

仏
願
俟

ナ
リ

ハ

ト
モ

ヲ

01

十
九
願

世
善
可
廻
生
因

也
知
識

ヲ

ヲ

ト

モ

02

此
人
見
異
也
不
必
移
称
名
可
為
生
因

モ

ヲ

03

又
此
人
在
世
等
事

04

問
上
云
不
遇
仏
法
之
人

何
似
重
言
歟

05

答
有
二
義

一
義
云
又
此
人
下
通
伏

06

難
也
伏
難
云
若
不
遇
仏
法

07

不
怖
求
出
離
者
依
何
行
世
善

08

歟
為
通
之

作
此
釈

也
孝
経
云
父

09

子
之
道
自
然
也
已
上

意
為
父

哀
□

ハ

10

為
子

孝
父

者
無
別
道
理
会
也

ト

11

一
義
云
立
上
不
遇
仏
法
之
義

有

ニ

ノ

12

二
故

一

引
臨
終
廻
心
之
文

釈
乎

ニ
ハ

13

生
不
廻
向
同
之
義

直
是
臨
終

14〈
三
〇
オ
〉

等
釈
是
也
二
引
受
法
当
体

ノ

ヲ

01

証
無
出
離
心
之
事

又
此
人
在

ヲ

02

世
等
釈
是
也
雖
諸
行
世
仁
慈

不

03

明
求
出
離

故
也

04

次
対
下
輩
三
人
者
已
下
事
同
廿
四
日

①

05

此
三
品
人
無
有
仏
法
世
俗
等
事

06

問
下
中
品
先
受
仏
戒
何
云
無
善
歟

②

ハ

07

答
毀
破
之
後
無
善
根

故
也

08

難
云
経
云
大
乗
戒
有
受
法
無
捨
法

09

設
破
戒

何
無
戒
善

歟
答
今
経

10

云
毀
犯
五
戒
八
戒
及
具
足
戒
已
上

11

是
小
乗
戒
不
及
難

12

①
已
下
…
「
已
下
」
と
上
書
訂
記

②
問
…
「
未
有
道
位
事

此
事
在
別
帋
」
と
右
傍
註
記
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触
目
皆
是
事

13

問
文
意
如
何
答
現
見
世
間
皆
如
此

ニ

14〈
三
〇
ウ
〉

云
言
也

01

斯
乃
皆
是
弥
陀
願
力
故
也
事

02

問
獄
火
来
迎
依
弥
陀
願
力

云
歟

03

答
不
然
獄
火
来
迎
依
悪
業
化

ハ

04

仏
来
迎
依
願
力

也

ノ

ハ

05

難
云
上
云
初
不
遇
善
獄
来
迎
後

06

逢
善
故
化
仏
来
迎
云
乎
述
斯

ト

07

乃
皆
是
弥
陀
願
力
故

也
獄
火
化

ト

08

仏
云
皆

聞

如
何
答
一
義
云
火
車

ヲ

タ
リ

09

自
然
去
花
台
即
来
迎
之
意ニ

テ

10

獄
火
滅
化
仏
現
云
皆

歟
一
義
云

ノ

ヲ

11

獄
火
来
現
者
顕
本
願
之
不

12

簡
機
之
事

故
獄
火
来
現
之
機

ヲ

マ
テ
モ

13

来
迎
ス
ル
ヲ

云
皆

也

14〈
三
一
オ
〉

下
々
品
已
下

同
廿
五
日

01

七
宝
来
迎
事

02

問
下
々
品
金
蓮
花
也
全
不
云
七
宝

ハ

03

中
々
品
説
七
宝
蓮
花

如
何
答
一
義
金

ニ

リ

①

04

宝
七
宝
中
第
一
也
故
金
云
七
宝
也

ハ

ニ

05

一
義
随
持

七
宝
可
来
迎

如
中
々
品
云
七
宝
人
来

②

ス

迎ス
ル
ナ
リ

又
者
此
観
経
定
善
等
事

06

問
文
意
如
何
答
上
挙
諸
師
九
品

一
々

ニ

ノ

ニ

07

返
対
経
文

破
了
又
者
下
述
総

ニ

ハ

08

①
一
義
…
右
傍
補
記

②
「

一
義
随
持

七
宝
可
来
迎

如
中
々
品
云
七
宝
人
来
迎

」
…
行
間
補
記

ス

ス
ル
ナ
リ
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相
此
経
為
凡
夫

見
文

也

ハ

ト

09

問
此
経
定
散
二
善
為
仏
滅
後

10

衆
生

云
文
如
何
答
示
観
縁
経
文

11

云
若
仏
滅
後
諸
衆
生
等
［
云
々
］

准
此

①

12

文

説
定
善
為
未
来

也
顕
行
縁

13

経
文
云
亦
今
未
来
世
一
切
凡
夫

14〈
三
一
ウ
〉

是
散
善
為
未
来

説
云
文
也

ト

01

中
品
三
人
遇
小
凡
夫
事

02

問
中
上
中
々
可
遇
小

受
小
戒

故
中

ハ

03

下
世
善
而
非
仏
法

何
云
遇
小

ハ

04

答
世
善
雖
非
仏
法

第
八
門
之
時

ハ

05

廻
浄
土

故
五
常
当
五
戒
故
云
遇
小
也

ニ

06

又
法
花
玄
一
云
帝
釈
□
善
論
梵
天

07

出
欲
論
皆
用
初
番
曰
悉
旦
意
耳

08

准
此
釈
約
能
化
方
便
者
世
善
即

09

仏
法
中
之
小
乗
也
孔
子
五
常
約

モ

10

能
化
善
巧
小
乗
也

清
浄
待
法
経
云

11

我
遣
三
聖
化
彼
震
旦
迦
葉
菩
薩

12

彼
云
老
子
僧
重
菩
薩
彼
云
孔
子
光

②

13

浄
菩
薩
彼
云
顔
回

已
上

ク
ワ
ヒ

14〈
三
二
オ
〉

問
又
者
已
下
至
遇
悪
凡
夫
者
釈
其

01

本
意
為
釈
下
三
品
機

歟
将
遁
挙

テ

02

定
散
機

為
本
意

歟
答
総
相

③

03

挙

定
散
機

上
本
意
為
釈
下

ト
モ

ノ

ハ

04

三
品
機
也
下
云
何
得
言
是
始
学

ノ

05

大
乗
人
也

故
毎
上
六
品
破
文
下

ト

ノ

06

①
滅
…
右
傍
補
記

②
孔
…
右
傍
補
記

③
「
為
…
機
」
一
一
字
…
「
為
本
意

歟
答
総
相
挙

定
散
機
」
と
上
書
訂
記

ト
モ
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有
此
言

故
也

07

以
悪
業
故
臨
終
藉
善
等
事

08

問
悪
業
故

苦
相
来
現
何
云
悪

ノ

ニ
ハ

ス

09

業
故
藉
善
業
願

歟
答
上
分

ニ

10

別
遇
大
遇
小
遇
悪
之
三
品
機
其

ノ

11

中
遇
大
遇
小
平
生
廻
心
者
故

ハ

12

置
之

付
遇
悪
凡
夫
臨
終
受

ニ

ニ

ト

13

善

云
釈
也
平
生
悪
人
故
臨
終
初

ハ

カ

ニ

テ

14〈
三
二
ウ
〉

遇
善

云
釈
也

01

到
彼
花
開
方
始
発
心
等
事

02

問
文
意
如
何
答
他
師
下
三
品
破

云
始

ノ

ハ

ス
ル

03

学
大
乗

之
義

釈
也
得
生
已
後
聞

ト

テ

04

観
音
説

発
菩
提
心

説
故
本
不

カ

ハ

05

発
心

聞
也

06

問
今
以
一
々
出
文
顕
証
事

07

問
此
釈
結
前
歟
生
後
歟
一
義
云
既

08

反
対
破
総
結
也
故
結
前
也

09

一
義
云
若
作
見
乃
至
為
害
茲
甚

10

者
結
前
也
今
以
下
生
後
也
出
文

ノ

ハ

11

顕
証
已
上

言
不
異
第
四
門

知
云
生

①

ヌ

12

後

事
有
云
今
以
下
兼
上
下

也

②

ハ

13

問
何
義

可
為
正

歟
答
難
知
倶
有
理

ヲ
カ

ニ

14〈
三
三
オ
〉

也
但
云
生
後
之
義
強
歟
一

与
第
四

ハ

ニ
ハ

01

門
名

同
故
二
諸
師
解
終
同
夫

カ

ノ

ニ

02

必
然
也
云

故
也

同
廿
六
日

ト

ニ

03

問
当
門
有
幾
文
段
歟
答
有
三

ニ

04

①
不
…
「
不
」
と
上
書
訂
記

②
有
…
「
如
来
安
然
也
」
右
傍
註
記
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標
釈
結
也
標
者
第
三
等
十
字
是

05

也
釈
中
有
九

謂
九
品
也
上
々
品
中

06

三
一
牒
諸
師
解

二
釈
何
故
下
是

07

也
三
結
此
即
已
下
是
也

08

出
文
顕
証
処

09

未
審
直
以
人
情
義
等
事

10

問
上
一
々
引
九
品
文
破

諸
師

既

ニ

ニ

セ
リ

ヲ

11

引
聖
教

何
残
此
疑

歟
答
浄

12

影
依
経
文

故
経
前
後
因
浅

モ

ノ

ハ

13

果
深
此
相
違

因
浅
為
本

会

シ

ヲ
ハ

ヲ

14〈
三
三
ウ
〉

因
浅

事
皆
人
情
也
致
此
問
也

01

総
一
経
之
序
正
定
散
門
中
皆
引

ノ

ニ

02

為
凡
夫
見
之
文

証
九
品
之
機
浅

ト

ノ

ル

03

事

也

ヲ

04

汝
及
衆
生
欲
観
彼
仏
事

05

問
経
無
汝
及
衆
生
之
文

如
何
答
云
韋

ニ

テ

06

提
未
来
衆
生
之
請
説
之
故
意
分

ノ

ニ

07

明
為
未
来

見

得
理

引
之

也
爰

ニ

タ
リ

08

以
定
善
義
云
文
略
故
無
兼
為

09

之
心

必
有
也

10

十
句
証
事

11

問
此
中
云
何
不
引
光
明
遍
照
等
之
文

12

歟
答
彼
定
善
観
成
機
之
見
也

13

不
限
娑
婆
之
一
化

今
引
証
就
娑
婆

ニ

ハ

ノ

14〈
三
四
オ
〉

之
一
化

論

此
経
為
凡

説
云
事
也
故
非
難

ニ

ス
ル

01

問
衆
生
之
言
通
凡
聖

何
引
証
為

ニ

02
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凡
夫
之
義

歟
答
得

観
経
為
凡

説
云

①

ツ
レ

ノ

ト

03

大
義

者
此
中
所
云
衆
生
得
凡
夫

也

ニ

ハ

ト

04

給
也
元
照
疏
云
詳
此
十
文

一
二
四

ニ

ヲ

05

五
其
文
最
要

則
知
此
典
専
被

ナ
リ

メ
タ
リ

06

濁
世
具
縛
凡
夫

逮
至
彼
方
始

ノ

ニ

テ

ニ

ニ

テ

07

論
断
証

耳
已
上

ス

ヲ

08

【
同
廿
七
日
】

問
当
有
幾
文
段
歟
答
蓋
有
□

09

標
釈
結
也
標
者
第
等
七
字
是
也

10

釈
中
有
二
一
問
二
答
問
中
有
二
一

11

牒
前
後
生
謂
問
曰
上
来
乃
至
不

12

為
聖
者
是
也
二
責
正
教ノ

13

光
証

謂
未
審
已
下
至
未

②

14〈
三
四
ウ
〉

証
是
也
答
中
有
二
一
先
答
非

01

自
解
答
曰
衆
生
下
至
自
輙

③

02

之
文
是
也
二
正
引
文
証

謂
今
者

03

一
々
下
是
也
結
者
上
来
雖
有
等

04

文
是
也

05

別
時
意
処

五
月
一
日

06

四
意
事

07

問
別
時
意
出
何
教
歟
答
真

08

諦
摂
大
乗
釈
論
第
六
釈
四
意

ニ

ヲ

09

中
第
二
有
別
時
意

今
釈
引
之
也

ニ

ニ

10

問
四
意
者
何
等
歟
答
一

平
等
意

ニ
ハ

11

論
云
昔
是
時
中
我
名
毘
婆

ノ

ノ

ニ

ヲ

12

尸

久
已
成
仏

已
上

意
云
ヒ
ハ
シ
仏

ト

ク

ニ

セ
リ
ト

13

与
釈
迦
仏

寂
昔
縁
別
之
仏
也

14〈
三
五
オ
〉

①
夫
…
右
傍
補
記

②
証
…
「
証
」
と
上
書
訂
記

③
至
…
「
至
」
と
上
書
訂
記
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而
約
所
証
理
平
等

ヒ
ハ
シ
是
即
我

ヲ

ノ

ノ

ナ
ル
ニ

01

身
説
也
如
此

説
意
為
令
衆
生

漸

ト

ハ

02

悟
入
平
等
法
身
理

也

ノ

ヲ

03

二
別
時
意
論
云
如
常

04

意
云
今
日
一
行
一
願
与

未
来
得
果

ノ

ト
ヲ

ノ

05

顕
説
隠
中
間
万
行

隠
中
間
行

シ

テ

ト

ノ

ヲ

ノ

06

事
者
為
引
嬾
隋
衆
生

也

ノ

ヲ

07

三
別
義
意
論
云
此
言
顕
自
覚
了

08

実
相
乃
至
嬰
児
凡
夫
亦
能
覚

09

了
已
上

意
云
凡
夫
不
了
実
相
理

ハ

ノ

ヲ

10

而
凡
夫
覚
了

不
了

実
相
名

ヲ

ス
ト

ハ

ス
ル

ノ

11

義

也
非
悟

実
相
理
体

是
故

ヲ

レ
ル
ニ
ハ

ノ

ヲ

ニ

12

覚
了
言
同

覚
了
義

ノ

ハ

ケ
レ
ト
モ

ノ

ハ

13

異
也
云
此
覚
了

義
替

云
別
義
意
也

ノ

ト

ノ

レ
ル
ヲ

14

〈
三
五
ウ
〉

問
別
時
意
与
別
義
意

其
差
別
如
何

01

答
別
時
意
竪
約
現
未

故
云
別

ハ

ニ

ス

ニ

02

時

別
義
意
横
約
名
体

故
云

ト

ハ

ニ

ス

ニ

03

別
義

也
得
脱
時
異

与
覚
了

ト

ノ

ノ

ナ
ル

04

義
異

是
二
差
別
也

ナ
ル

レ

ノ

05

四
衆
生
楽
欲
意
論
云
先
為
一
人

06

讃
歎
布
施
後
還
毀
呰
之

07

意
云
所
化
衆
生
楽
欲
不
同
也
随

ノ

08

其
心
因

一
法
之
上
有
毀
讃
両

ニ

ニ

ノ

09

説

也
譬
衆
生
貪
財
宝

不

ハ

ニ

10

趣
仏
道

故
先
讃
布
施

令
行

ニ

11

壇
度

次
捨
財
宝

已

毀

ヲ

ス
レ
ハ

テ

12

施

讃
戒

令
持
戒

等
是
也

ヲ

ヲ

ト
ウ

13
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別
時
意
者
即
有
其
二
事

①

14〈
三
六
オ
〉

問
別
時
意
大
意
如
何
答
仏
対
嬾

01

惰
之
機

説
別
時
教

之
時
説
万

02

行
具
足
而
成
仏

者
可
退
屈

故

03

説
念
仏

可
成
仏

給
也
仏
意
顕

セ
ン

ト

ハ

04

初
念
仏
与
終
成
仏

然
略
中
間

ノ

ト

ノ

05

万
行

思
食
所
化
機
念
仏
之
時

ス

ハ

06

可
成
仏

思
行
念
仏

仏
漸
々
誘

ト

テ

ヲ

ハ

ニ

07

引
給
也
是
云
別
時

未
来
成
仏

シ

ノ

ノ

08

時
念
仏
時
成
就

思

故
云
別
時

也

ヲ

ノ

ス
ト

フ
カ

ニ

ト

09

問
諸
師
今
家
相
違
在
往
生
別
時

ノ

ハ

ノ

10

何
今
引
成
仏
往
生
之
二

歟

11

答
不
引
成
仏
別
時

者
於
往
生

ノ

12

別
時

道
理
不
可
極
成

故
也

13

問
其
義
如
何
答
今
家
論
唯
願

ハ

ノ

14〈
三
六
ウ
〉

故
別
時
也
経
願
行
具
足
故
非

ハ

カ

01

別
時

云
義
立
給
時
通
論
家
可

ヲ
②

フ

02

難
云

上
念
多
宝
仏
行
属
別

テ

ノ

ノ

ヲ

03

時

何
為
通
此
難

具
引
之
决

ニ

ヲ

ニ

04

判
成
仏
往
生
之
難
易
不
同ナ

ル

05

事

給
也
又
念
仏
定
置
行
顕

ヲ

ヲ

テ

ト

06

下
三
品
非
別
時

云
事
也
是
即

ヲ

07

亦
是
正
報
之
釈
為
釈
一
正
一
依
也

ハ

08

是
其
一
行
者
為
釈
願
行
具
足

09

先
立
標
置
也

10

如
人
念
多
宝
仏
等
事

11

①
別
…
「
四
化
身
在
余
処
」
と
右
傍
註
記

②
立
…
左
傍
補
記
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問
多
宝
仏
者
法
花
証
明
多
宝
歟

12

答
難
知
論
釈
梵
本
経

一
異
難
弁

ハ

13

問
無
上
菩
提
得
不
退
堕
者
何
位
歟

14〈
三
七
オ
〉

答
今
家
仏
果
釈
不
退
堕

給

ハ

ヲ

ヘ
リ

01

懐
感
約
位
不
退

給ヘ
リ

02

問
両
師
何
相
違

歟
答
於
不
退
之
位

セ
ル

03

有
遠
近
故
今
家
約
成
仏
懐
感

ハ

04

約
住
不
退
給

各
拠
一
義
也

ヘ
リ

05

此
即
今
家
約
已
得
不
退

感
師
依

ハ

①

②

06

未
得
不
退
群
疑
論
二
云
如
念
多

③

07

宝
仏
未
即
至
不
退
位

也
不
退

同
廿
八
日

④

⑤

08

位
在
十
住
初
心
已
上

⑥

09

雖
言
未
証
事

10

問
未
証
意
如
何
答
上
以
念
仏
一
行

ニ

ノ

11

受
不
成
仏
之
文

釈
雖
言
未
証
也

テ

12

未
証
仏
果

念
仏
一
行
也
釈
也

ハ

ト

13

問
通
論
家
立
念
仏
非
行

云
義
□

ハ

14〈
三
七
ウ
〉

答
感
師
於
通
論
家
之
義

有
二
義

01

論
二
云
有
釈
者
言
念
仏
十
六
観

02

等
即
是
発
願
又
有
釈
言
論
師

03

雖
挙
願
言
意
亦
取
其
念
仏

04

亦
是
別
時
之
意
已
上

05

問
是
其
一
行
之
釈
唯
為
破
念
仏

ハ

06

十
六
観
即
是
発
願
之
義
挙

07

置
之
歟
又
為
破
二
義

挙
置
之

歟

08

答
正
当

破
念
仏
十
六
観
即
是

ハ

レ
リ

ニ

09

①
已
…
「
未
」
と
右
傍
註
記

②
不
…
右
傍
補
記

③
不
…
右
傍
補
記

④
「
也
」
を
「
也
」
と
左
傍
訂
記

⑤
同
廿

八
日
…
も
と
も
と

行
目

に
あ
る
を
線
を
引
い
て
挿
入

⑥

十
…
「
初
」
を
「
十
」
と
右
傍
訂
記

06
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発
願
之
義

然
而
二
師
共
為
破
之

也

ヲ

ヲ

10

其
故
経
具
願
行

論

云
唯
願

猥

ハ

ハ

シ

ニ
ハ

ト

ク

11

引
同

此
義

不
爾

立

経

有
行

不
可
云

ス
レ
ハ

ニ
ハ

①

12

唯
願
別
時

之
義

給
故
念
仏
釈
置

フ
②
ニ

ヲ

ク

13

行

也
若
付
第
二
義

致
難

者
論
只
云

ト

ニ

ハ

ヘ
リ

14〈
三
八
オ
〉

唯
願

念
仏
別
時
義
非
論
文

ト

ハ

01

汝
所
立
也
可
破
不
所
用
之

也

カ

③

ヲ

02

雲
比
丘
念
仏
事

03

問
花
厳
経
念
仏
甚
深
念
仏
也
彼

ノ

ハ

ノ

04

経
云
皆
破
無
明
入
深
境
界
已
上

05

摂
論
念
多
宝
仏
別
時
浅
近

ノ

ハ

06

念
仏
也
又
下
々
品
念
仏
迷
者
廻

ノ

ハ

07

心
也
其
義
各
異
也
何
同
之

歟

08

答
今
不
論
行
浅
深

証
念
仏
□

ハ

ノ

09

行

之
辺

也

ナ
ル

ヲ

10

重
難
云
設
以
深
念
仏
雖
属
行

□

ニ

11

知
浅
近
念
仏
非
行

有

如
何

ラ
ム

12

□
得
道
理

之
上
引
此
文

也
千
金

13

□
□
可
思
之
又
下
々
品
行

□

ノ

ナ
ル

14〈
三
八
ウ
〉

□
□
并
弥
陀
経
分
明
発
□

ニ

ニ

01

□
挙
念
仏

々
々
行

事
勿
論
也

ヲ

ナ
ル

02

難
云
若
爾
者
可
引
彼
等
経

何

03

引
不
定

花
厳
経

歟
答
大
経
ミ
タ

ナ
ル

04

経
其
義
雖
決
定

文
不
云
願
行

ハ

ニ

05

花
厳
念
仏
一
行
文
強

故
引
之

也

ハ

ノ

ツ
ヨ
キ
カ

06

雖
是
一
行
於
生
死
□
等
事

07

①
行
…
「
別
」
を
「
行
」
と
右
傍
訂
記

②
「
故

」
…
右
傍
補
記

③
可
…
「
所
」
を
「
可
」
と
右
傍
訂
記

ニ
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問
念
仏
一
行
不
没
而
遂
云
成
仏

ニ

08

非
別
時
意

是
実
説
也
如
何
答

09

今
釈
述
能
化
仏
没
別
時
教

フ

ノ

ノ

10

之
意

仍
不
相
違
也

ヲ

①

11

一
称
南
無
仏
等
事

②

12

問
引
法
花
難
成
仏
別
時
之
意
如
何

13

答
彼
此
倶
念
仏
也
而
論
当
成

ニ

ハ

14〈
三
九
オ
〉

仏
也
経
皆
已
之
已
字
見

過
去

ノ

タ
リ

01

成
仏

已
今
当
之
中
過
去
已
故

ス
ト

ニ

ハ

カ

02

故
難
言

難
成
仏
竟

也

ニ
ハ

ト

03

答
曰
論
中
等
事
同
廿
九
日

04

問
一
称
南
無
仏
等
之
文
説
開
権
顕

ハ

05

実
之
義

也
依
之
天
台
以
此
文

属

06

人
天
乗
開
会

給

而
今
判
簡
異

ノ

ニ

ヘ
リ

07

外
道
之
義

是
非
異
妙
法
之
旨
歟

08

答
仏
意
両
含

而
一
文
備
多
□
□

シ
テ

ニ

09

故
天
台
約
終

釈
皆
已
成
仏
道

10

之
義

善
導
約
初

釈
皆
已
成
仏

ハ

ニ

11

道
之
義

也
全
非
相
違

謂
初
唱
南

ク

ニ

12

无
仏

者
人
天
乗
機
也
天
台
云

ト

ノ

13

至
心
是
天
業
散
心
是
人
業
已
上

14〈
三
九
ウ
〉

約
此
初

者
唱
南
無
仏

之
時
□

01

家
五
乗
之
中
成
人
天
乗
機

出

テ

02

外
道
家

是
云
成
仏
道

也
若
約

03

終
者
此
一
称
南
無
仏
之
人
天
乗

04

機
更
聞
開
会
説

昔
雖
思
念

テ

05

①
也
…
「
雖
是
一
行
事
可
在
之

」
と
左
傍
註
記

②
一
…
「
□
□

事
ア
リ
」
と
右
傍
註
記
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仏
即
人
天
乗
□

実

悟
成
□

ト

ニ
ハ

テ

06

□

成
仏

也
故
二
師
釈
各
拠

□
…
□
ト

ス
ル

07

一
義
也
加
之
竜
樹
智
度
論
中
引

08

此
文

釈
小
因
大
果
之
義

小
因

09

大
果
者
小
乗
中
尚
許
之

是
開

10

会
之
義
哉
是
即
一
文
両
義
正
教

11

之
智
也

難
云
法
花
速
疾ノ

12

教
也
若
爾
者
一
称
南
無
仏
之
時

13

其
唇
未
乾

修
備
丹
菓
唇
可

①

14〈
四
〇
オ
〉

説

皆
已
成
仏
道
何
南
無
仏

ナ
ル

ト

ノ

01

時
成
人
天
機

後
聞
法
花

ハ

ノ

テ

02

成
仏

可
得
意
歟
答
此
難
何
意

ス
ト

ヲ

03

未
知
開
会
之
義

難
也
本
自
開

04

会
者
昔
三
乗
五
乗
七
方
便
九
法

05

界
各
任
情
意

其
迷
情
皆
体

テ

ニ

06

外
権

見
其
法
体

十
界
性
相

ナ
ル
ヲ

07

真
実

九
界
被
云
体
円
権
之
時

ニ

②

モ

ノ

08

成
仏
也
是
云
開
会

凡
無
昔
施
権

ト

09

者
無
令
開
会
也
此
故
一
称
南
無

10

仏
者
明
人
天
乗
機

皆
已
成
仏

11

道
者
説
法
花
開
会

也
故
念
仏

ノ

ヲ

12

時
施
権
也
体
外
権
也
成
仏
時

13

顕
実

也
体
円
権
也
而
南
無
仏

ヲ

14〈
四
〇
ウ
〉

□
時
成
仏

難

甚
以
非
也
若
□
□

ス
ル

01

会
之
後
唱
南
無
仏
者
是
法
花

02

初
心
菩
薩
也
不
可
云
人
天
乗

開
会
法

ノ

ト
ハ

03

①
唇
…
「
辱
」
を
「
唇
」
と
右
傍
訂
記

②
九
…
「
准
」
を
「
九
」
と
右
傍
訂
記
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花
初
心

云
事
都
無
事
也
経
云
如
□

04

諸
人
等
漸
々
積
功
徳
具
足
大

05

悲
心
皆
已
成
仏
道
已
上

即
其
心
也

06

問
若
云
南
無
仏
時
不
成
仏

者

07

已
字
如
何
答
方
便
品
意
長
行

ハ

ニ
ハ

08

広
寄
五
仏
開
権

雖
明
開
示

ク

09

悟
入
之
旨

偈
頌
唯
約
過
去
仏

10

章

説
開
会

故
過
去
望
今
仏
時

ヲ

ノ

11

云
已
也
非
是
施
権
顕
実
同
時

也

12

過
去
已
定
寄
之
説
云
釈
此
意
也

ト

13

問
万
法
心
所
作
也
為
受
人
天
果

所
行

ノ

14〈
四

オ
〉

之
業
因
何
成
仏
因
歟
答
文

01

句
云
問
人
天
小
善
応
住
果
報

云
何

ハ

ニ

02

言
皆
已
成
仏
道

答
此
応
明

ト

ニ

03

三
仏
性
義

大
経
云
復
有
仏
性

ノ

04

善
根
人

有
闡
提
人

無
者
即
是

ニ
ハ

リ

ニ
ハ

ト

05

人
天
小
善
低
頭
挙
手

昔
方
便

ナ
リ

06

未

開

謂

住
果
報

今
開

方
便
行

サ
レ
ハ

ヘ
リ

ト

ニ

ス
レ
ハ

ノ

07

即
是
縁
因
仏
性

能
趣
菩
提

顕

ナ
リ

テ

08

実
之
義

也
已
上

ノ

ヲ

09

記
云
三
仏
性
者
過
去
過
去
微
善
願

ノ

ノ

10

智
所

制

咸
趣
菩
提

火
焔
向
空

理

ニ

レ
テ

ク

ク

ニ

テ

ニ

11

数
咸
滅
水
流
趣
海

法
爾

無
停

ク

シ

ト

コ
ト

12

但
由
願
智
未

資

便
封

果
報

テ

タ

シ
セ

チ

セ
リ

ニ

13

故
待
今
開

方
是
縁
因

若
拠
□

ニ

ナ
リ

14〈
四
一
ウ
〉

意
何
待

此
開

イ
ヤ
シ
苟

順
凡
情

立
以
近

ソ

タ
ム

ヲ

ク
モ

ニ

ニ

ス

01

称

今
開

近
報

法
界
本

如

豈
由

ス
ル
ニ

ニ

ヨ
リ

ナ
リ

ニ

テ

02

凡
情

局

彼
流
焔

関

中
雖
立

ニ

ラ
ン
ヤ

ノ

ニ

カ
ラ
ン
ト
云
也

03



- 658 -

善
不
受
報

而
不
明
善
体
本

ヲ

ヨ
リ

04

融

但
衆
生
無
始

唯
流

妄
我

凡
所

コ
ト
ヲ

ヨ
リ

セ
リ

ニ

05

修
習

ス未
嘗

不

倶

不
受
報
言

ニ
モ
ナ
ラ
サ
ル
コ
ト
ア
ラ
ト
モ

ノ

06

為
従

誰
立

若
已
発
心

者
乃
由

セ
ム

ヘ
テ

ニ

ス
ト
ヤ

07

願
行
所
引

何
関

善
不
受

耶
未

ノ

ニ

ラ
ム

ノ

ニ

08

発
心
来

随
生

納
福

此
善
豈
制

ノ

タ
ハ

ム

ヲ

シ
テ

09

令

不
受

耶
故
知
不
受
之
言
善

メ
ム

ケ

ヌ

10

体
無
力

応
知

曽
酬

者

其
因
已

シ

ヘ
ル

ノ
ハ

11

謝

未
酬
者
毫
善
不
亡

若
曽
発

シ
ヌ

モ

シ

12

心

如
水
寄
海

酬
局

因

者
如
菓
酬

ス
ル
ハ

ノ

カ

レ
ル

ノ

13

花
故
今
於
彼
未
酬

之
因

開
其
局

ニ

ニ

ノ

14〈
四
二
オ
〉

情

及
曽
趣
向

権
乗
道

者

以
一
実

ヲ

シ

セ
ル

ノ

ニ

ヲ
ハ

ノ

01

観
一
大
弘
願

体

之

導
之

［
乃
至
］

問
若
爾

サ
ト
リ

ク

ハ

02

何
故
本
論
云

童
子
戯
沙
等
謂
発

ニ

ク

03

菩
提
心

行
菩
薩
行

者
所
作
善
根
能
証

ノ

ノ

ス

04

菩
提
非

諸
凡
夫
及
決
定
声
聞
未
発

ス
ト

ノ

ノ

05

心
者
之
所
能
得

答
此
乃
従

開

説

ノ

ヲ

ク

ル

ヘ
テ

ケ
□

06

之

非
語
本
善

故
知
定
性
及
現
未

テ

ヲ

07

発

縦
有

宿
善
如

恒
河
沙

終
無

セ

ト
モ

ナ
ル
コ
ト

ニ

08

自
成

菩
提

之
理

故
云
□
其
能
得

ス
ル

ヲ

ス

レ

ク

09

若
未
開

項
則
往
已
成

非

今
若

タ

ナ
ル

ト

10

被

開

則
宿
作
成

已

故
知
体

ム
レ
ハ

ナ
ル

ト

11

本

妙

随
執
者
心

是
故
開

ヨ
リ

ナ
レ
ト
モ

ノ

ニ

12

心

宿
善
咸
遂

已
上

ク

ト
ケ
ヌ

13

□
云
若
心
麁
境
妙

但
開
其
心

如

ナ
ル
ハ

ス

14〈
四
二
ウ
〉

以
想
心

持
法
花
経

若
聞
法
花
一

テ

チ

フ

01

句
一
偈
等

若
境
麁
心
妙
境
已

02

随
転
不
須
論
開

若
倶
麁
者

テ

ス

03
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須

心
境
倶
開

已
上

論
曰
土
事
在
余
処

ラ
ク

ニ

ス

04

十
声
称
仏
与
此
相
似
事

05

問
点
并
義
如
何
答
読
区
也
或

06

十
声
称
仏
与
此
相
似

引

読

ノ

ア
ル
ヲ

テ
ト

07

意
唯
願
別
時
与
下
々
品
念
仏

ハ

□

08

往
生

倶
因
浅

而
果
深
故
彼
□

シ
ヲ

カ

ニ

09

相
似
也
相
似

実

別
事
也
分

ル

ト
ハ

ニ
ハ

10

読

今
家
相
似

思
食

也

ツ
レ
ハ

ノ

ト
ハ

セ
ル

11

或
云
十
声
称
仏

引
与
此
相
似
セ
シ

テ

12

メ
テ
ト
読
ツ
レ
ハ
相
似
成
通
論
家

ハ

ノ

13

意

也

問
二
義
中
為
正
歟

14〈
四
三
オ
〉

答
先
義
為
正

全
分
同
初

不
云
相

ヲ
ハ

01

似

也
通
論
家
意
彼
此
全
□

ト
云

ノ

ハ

ト
ハ

02

得

故
不
云
相
似

也

ル
カ

ト
ハ

03

如
一
金
銭
等
事

04

問
金
銭
譬
在
於
成
仏
別
時
中

05

何
往
生
別
時
下
引
之

歟
答
既
□

ニ

06

引
通
論
家
義

非
今
家
正
教

何

ノ

07

会
之
況
其
義
通
故
下
置
此
言
也

カ

ニ

08

故
釈
論
釈
往
生
別
時
云
如
前
応
□

ニ

09

知
此
譬
亦
可
在
往
生
別
時

事

ニ
モ

10

何
故
阿
弥
陀
経
等
事

①

11

問
今
家
破
意
如
何
答
於
一
仏
説

有

12

方
便
真
実
両
説

其
中
為
証

ノ

ニ

13

真
実
説
有
多
仏
証
誠
也
答

ノ

14〈
四
三
ウ
〉

方
便
説
者
都
不
可
有
証
誠

也

01

①
何
…
「
又
在
別
帋

」
と
右
傍
註
記
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而
念
仏
往
生

六
方
諸
仏
証
誠

ヲ
ハ

02

給

何
云
別
時
方
便

外
破

也

ヘ
リ

ノ

ト

ト

ス
ル

03

故
勝
願
説
云
為
我
等
出
離

此
経

ク
オ

04

証
誠
殊
目
出
覚
也
善
導
目
出

ニ

ク

ル

ハ

05

出
学
生

御
座

只
立
学
生

此

ニ
テ

ケ
リ

ニ

ヲ

06

程
強
道
理
不
可
有

ノ

ハ

07

言
護
念
者
即
是
上
文
等
事

08

問
七
日
称
仏
行
諸
仏
証
誠
給

ノ

ヲ

ヘ
リ

09

而
証
誠
護
念
別
事
也
何
引
証

①

10

誠
文

釈
護
念
義

歟
答
今

11

釈
釈
経
所
護
念
経

也
此
即

ハ

ノ

12

諸
仏
証
誠
七
日
行

説
了
可

ト

テ

ト

13

信
此
諸
仏
護
念
経

釈
迦
勧
給

14〈
四
四
オ
〉

也
明
知
所
護
故
証
誠
々
々
故
証

01

誠
給
事
此
難
不
可
来

②

02

問
護
念
者
只
護
念
経

歟
答
護

ヲ

③

03

念
経

即
護
念
行
者

也
観
念
法

ス
ル

04

門
可
見
之

五
月
一
日

05

不
知
何
意
凡
小
之
論
等
事

06

問
此
釈
意
以
別
時
意
属
摂
論
誤
歟

07

若
爾
者
曰
依
論
蔵
何
不
知
仏
意

08

歟
答
且
望
通
論
家
偏
執
作
□

09

釈
歟
是
問
答
法
也
非
実
非
論

仮

ニ

10

令
今
家
雖
会
論

給

而
通
論

11

家
尚
不
用
之
時
可
被
此
難

故
也

12

問
凡
小
意
如
何
答
天
親
三
賢
位
故

ハ

13

□
凡

望
如
来

大
人

菩
薩
云
小

也
非
大

ト

ヲ

14

①
事
…
「
也

」
を
「
事
」
と
上
書
訂
記

②
誠
…
「
護
念
歟
」
と
右
傍
註
記

③
答
…
「
又
」
を
「
答
」
と
右
傍
訂
記

コ
ト
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〈
四
四
ウ
〉

□
□
之
小

也

ニ
ハ

01

不
忍
之
言
事

02

問
不
忍
何
義
歟
答
一
云
不
忍
者
不

03

信

歟
信
忍
許
義
故
也

ハ

カ

カ

04

一
云
聞
此
義

難
忍

事
也
如
云
経

05

不
忍
聞
也

06

寧
傷
今
世
錯
信
仏
語
事

07

問
此
釈
読
并
義
如
何
答
一
読
云

08

寧
今
世

傷

錯

仏
語
信

ヲ
ハ

ト
モ

テ
モ

ヲ

09

意
云
雖
信
仏
語

不
可
有
錯

ニ

ト

10

迫
可
信
仏
語
之
道
理

極
成

テ

ス

11

故
錯

可
信
仏
語

風
情
過
去
也

テ
モ

ト

12

問
傷
今
世
之
意
如
何
答
立
宗

之
時

13

世
不
用
之
者
身
被
処
罪

云
也

ニ

14〈
四
五
オ
〉

如
彼
梁
武
帝
流
罪
達
摩

唐

01

天
子
配
流
慈
恩
也

02

一
読
云
寧
今
世
錯
傷
仏
語

信

①

ハ

ノ

ヲ

テ

ヲ

03

意
云
今
世
錯
者
通
論
家
錯
也

ノ

ノ

04

当
世
流
布
義
故
云
今
世
也

カ

05

寧
玉
云
幸
也

06

指
南
事

シ
ル
ヘ
ト
読

07

□
黄
帝
計
蚩
尤
之
時
蚩
尤

08

降

霧

之
間
黄
帝
作
指
南
□

シ
カ
ハ

ナ
ム

09

計
之

従
事
指
南
シ
ル
ヘ
ト
ヨ
ム
也

10

【
同
二
日
】

問
曰
云
何
起
行
而
言
不
得
往
生
等
事

11

問
上

引
唯
願
別
時

破

通
論
家

ニ
ハ

ノ

ヲ

セ
リ

12

①
一
…
「
也
」
を
「
一
」
と
上
書
訂
記
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悞

若
爾
者
可
問
云
何
発
願

如
何

13

答
対
通
論
家
之
義

致
此
問

14〈
四
五
ウ
〉

通
論
家
引
下
々
品
十
声
称
仏

ハ

ノ

01

之
行

属
別
時

故
也
有
云
問
中ニ

02

不
分
別
願
行

而
ク
ラ
マ
カ
シ
テ

昧

問
也

ヲ

シ
テ

03

答
願
行
分
別

為
答
唯
願
不
往
生

シ
テ

04

也
覚
明
房

有
云
通
論
家
中
許
麁

ハ

ニ

05

行
亦
別
時

望
此
義
問
也
第
三
門

ト

テ

06

通
論
家
中
許
念
仏
十
六
観

ノ

ニ

07

皆
唯
願

為
破
之

問
也

ト

08

答
曰
若
欲
等
事

09

問
若
准
問

者
可
問
唯
行
不
得
往

10

生

如
何
答
問
望
通
家
之
義

ハ

ニ

11

致
非
問

也
答
明

道
理

願
行
具

メ
テ

ヲ

12

足
往
生
非
別
時

故
論

云
発
願

ハ

ス

ニ

ニ

ニ
ハ

13

簡
麁
行

答
也
答
中
非
通
論
家

ヲ

ニ

14〈
四
六
オ
〉

之
義

也

01

問
曰
何
故
不
論
等
事

02

問
若
准
問
者
可
答
若
有
行
者

03

非
別
時

故
如
何
答
唯
願
別
時

①

ノ

ニ

04

不
立
行

事
如
難

有
行

者
可
往
生

ハ

05

故
也
但
今
問
言
問

何
故
不
論

問
何

ニ

ル
ハ

ト

06

様

云

不
論
有
行

也
故
答

釈
無

ナ
ル
ヲ

ソ
ト

ト
ハ

ニ
ハ

07

行
之
相

也

08

問
答
中
云
乃
至
一
念
者
称
名
念

ニ

09

歟
措
心
時
節
歟
答
一
云
称
名

ノ

10

①
故
…
右
訓
に
「
ニ
」
と
あ
る
を
抹
消
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念
也
一
念
行

不
措
心

云
也

ノ

ヲ
モ

ニ

11

一
義
云
称
名
一
念
一
刹
那
不
措
心

モ

ニ

12

云
也
是
時
節
之
念
也

13

第
三
問
答
事
同
三
日

14〈
四
六
ウ
〉

問
曰
問
意
如
何
答
当
文
似

問
願

ハ

ト
モ

ニ

01

行
之
不
同

実

第
一
答
々

願
行
具

ヲ

ニ
ハ

ノ

ニ

ツ
ル
ヲ

02

足

往
生
唯
願
不
往
生

思

問
其
也

シ
テ

ス

ハ

ト

ハ
ヘ
テ

ヲ

03

問
云
答
中
所
引

経
何
経
歟
答

ノ

04

涅
槃
経
取
意
文
也
正
文
可
勘
之
又

ノ

05

諸
経
要
集
引
智
度
論
云
如
来

06

説
故
意
存
解
行

若
唯
解
無
□

ヲ

07

解
便
虚
若
唯
行
無
解
行
則

08

便
孤
要
解
行
方
到
彼
岸
已
上

①

09

第
四
問
答
事

10

問
云
問
意
如
何
答
第
答
々

唯
願
不

ニ

ル
ヲ

11

生

思

問
也
問
唯
願
相

也
意
無
行

ヘ
テ

ハ

ノ

12

相

上
第
二
問
答
釈
了
但
言
発
願

ヲ
ハ

ノ

ニ

13

義

未
解
故
有
此
問
答
也
問
答

ヲ
ハ

14〈
四
七
オ
〉

其
行
離

発
願
之
相

也

タ
リ

ヲ

01

問
云
答
意
如
何
答
唯
聞
西
方
快
楽

ノ

ノ

ヲ

02

雖
発
往
生
願

不
相
続

故
答
無

ノ

ヲ

03

行

也

難
云
設
雖
発
願
相
続ト

04

不
縦
別
行
者
可
属
唯
願

如
何

05

答
願
若
相
続

此
人
何
不
修
行

歟

セ
ハ

ヲ

06

難
云
衆
生
根
性
不
同
也
是
無
願

ノ

07

相
続
無
行
者

歟
答
雖
根
性
万

08

①
彼
…
「
終
南
山
作
也
」
と
左
傍
註
記
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差
何
有
然
者

哉

ル

ル

09

尋
云
設
無

別
行

念
々
作
得
生
之
念

ト
モ

ト

ニ

10

者
以
此
為
行

可
生
彼
土

歟
答
設

11

相
続
欣
生

以
此
不
廻
向
行
因

者
不

ト

ト

12

可
成
生
因

若
発
意
楽
発
願

ト

ヲ

13

□
生
因

之
機
又
可
有
生

義

□

ス
ル

14〈
四
七
ウ
〉

□
此
行

随
応

可
云
観
察
行

ヲ
ハ

ニ

ノ

ト
モ

01

作
願
行

也

ノ

ト
モ

02

尋
云
若
相
続

成
行
者
亦
行
相

シ
テ

03

続

可
成
解

歟
答
不
爾
願
行

セ
ハ

ハ

ノ

04

根
本
也
行
依
願

起
故
唯
行
者
無

ハ

ル

05

往
生
願
也
非
無
余
行

故
依
余
願

ニ

06

行
念
仏
等

者
無
往
生

故
云

07

唯
行

也
全
廻
心
已
前
行
相
続

ト

ハ

ト
モ

08

不
成
往
生
願

唯
願
々
極
楽

故

ト
ハ

ハ

コ
ク

09

相
続

成
意
業
行

也

ス
レ
ハ

ト

10

群
疑
論
二
云
問
若
唯
発
願
是

11

別
時
意
者
如
何

時
意
耶
答

ナ
ル

ヲ

12

仏
以
衆
生
煩
悩
熾
盛
○
無
有

ノ

ヲ

13

出
期

是
以
称
讃
西
方
極
楽
□

14〈
四
八
オ
〉

勤
諸
衆
生

令
生
浄
土

諸
衆
生

ノ

01

類
雖
聞
仏
法

障
有
軽
重
悟
有

ニ

ニ

02

浅
深

○
有
一
類
衆
生

雖
聞
浄
教

03

誹
謗
毀
呰
非
但
不
生
西
方

亦
自

ス

04

沈
輪
悪
道
○
有
一
類
衆
生
雖
聞

05

浄
教

深
信

不
謗

五
欲
纒
心
楽

ニ

テ

06

居
穢
土

亦
不
発
願

亦
不
修
行

此

07

人
修

善

或
生
人
天

或
復
造
悪
沈

ス
レ
ハ

08
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淪
［
此
下
引
平
等
覚
経
文

］

有
一
類
衆
生

与
阿
弥
陀

09

仏
宿
願
縁
熟
聞
説
浄
土

浄
心
信

10

心
信
敬
発
弘
誓
願

我
往
生
西

シ

11

方

雖
有
此
願

然
此
人
或
以
煩
悩

12

因
縁
耽
著
五
欲
或
復
解
怠

シ

13

□
逸
不
能
修
道

以
遇
悪
□

14〈
四
八
ウ
〉

□

広
造
十
悪

或
復
臨
終
不
□

01

善
友

或
以
身
嬰

重
病

誑
乱

カ
ヽ
テ

02

失
心

不
解
人
語

遂
使
空
有
願

ニ

シ
ム

ク

03

言

未
曾
修
行
雖
不
往
生

此
願

ノ
ミ

04

遠
是
生
因

或
由
発
願
勝
力

ナ
リ

05

後
必
定
能
修
行
或
但
起
行
之
人
必

ノ

06

有
修
行
之
意
彼
雖
未
起
行
当

07

有
起
行
之
功
方
前
二
類
之
人
即

08

有
遠
生
之
義

○
又
有
一
類
衆
生

09

善
根
深
厚
聴
聞
浄
教

深

10

生
浄
心

発
願

修
行
臨
終
往
生

ニ

ス

11

具
如
経
説
此
是
行
願
具
足

12

即
得
往
生
異
彼
空
願
之
人
故

13

非
別
時
已
上

14〈
四
九
オ
〉

【
同
四
日
】

准
此
文

今
釈
更
不
相
続
発
願
□

モ

01

深
可
相
続

者
可
必
行

発
願
志

ハ

セ
ハ

02

浅
故
不
相
続

々
々
々
故
云
不
行

聞

ト

タ
リ

03

十
願
十
行
具
足
事

04

問
六
字
口
称
可
皆
行
如
何
答
雖
六

05

字
倶
行
也

出
其
中

又
分
別
願
行

ニ

ト

ヲ

06

其
南
無
者
帰
命
発
願
之
義
故
属

カ

07

願

也
意
口
称

南
無

意
発
往

ハ

ニ

ス
ル
ハ

ト

08
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生
願

也
故
属
願

也

ヲ

ニ

09

問
南
無
即
帰
命
発
願

之
様
如
何

ナ
ル

10

答
九
品
往
生
義
云
或
翻
帰
命

云

ト

11

或
云
帰
身
或
云
救
済

或
云
度

12

我

雖
有
異
訳

又
帰
一
途

謂
帰
身

ス

13〈
四
九
ウ
〉

命
於
仏
陀
境

救
護
於
我

滅
罪

ノ

ニ

01

生
善
已
上

若
配
本
願
者
南
無
者
至

02

心
信
楽
欲
生
我
国
也
阿
弥
陀
仏

03

者
乃
至
十
念
也
如
次
願
行
也
釈
尊

04

明

此
願

教
南
無
阿
弥
陀
仏

給

也

メ
テ

ト

ヘ
ル

05

総
相
六
字
倶
雖
行

其
中
南
無

ノ

06

之
言
意
当
願

也

ハ

ニ

07

問
意
不
帰
命
発
願

口
唱
南
無
者

ニ

08

可
成
願
行
具
足
者
歟
答
不

①

09

可
爾

業
成

事
必
在
意
地

故
也
余

フ

ス
ル

10

釈
意
帰

上
南
無
也

ハ

ニ

ス
ル

ノ

11

問
若
爾
者
第
十
八
願
意
業
為
面
歟

ハ

ヲ

12

答
不
爾
口
業
為
先
也
此
則
下
□

ヲ

13〈
五
〇
オ
〉

問
不
唱

者
帰
依
之
心
難
発

故
□

01

為
面

引
発
意
地

也
前
意
業
帰
依

ヲ

ニ

02

者
有
失
念
退

故
大
悲
本
意
為
化

モ

03

此
機

口
業
称
名

為
本
願

給

也

ヲ

ヘ
ル

04

問
本
願
至
心
与
十
念
何
前
歟
答
願

ノ

カ

05

文
前
後
在
文

勿
論
也
但
於
其
義
者

ハ

06

仏
与
機
不
同
也
若
約
仏
者
先

07

成
正
覚
之
後
次
待
衆
生
帰
依

ニ

ヲ

08

①
歟
…

「
也
答
」
を
「
歟
」
と
上
書
訂
記
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故
阿
弥
陀
仏
前
至
心
後
也
若

ハ

ハ

09

約
機
者
先
発
願
帰
依
心
後
唱
名
号

10

故
至
心
前
阿
弥
陀
仏
後
也
故
行
者

ハ

ハ

11

先
帰

而
唱
時
有

前
後

起
行
時

シ
テ

ル

ハ

ト
モ

ハ

12

心
行
同
時
也
但
心
与
行
互
有
失

ニ

13

時
有
行

心
有
忘

心
念

有
不

コ
ト

ト
モ

コ
ト

14〈
五
〇
ウ
〉

行

是
故
心
不

念

可
唱

行
助
念

ニ

ニ

ト
モ

01

故
文
云
五
門
相
続
助
三
因
已
上

此
意
也

02

口
不
唱

可
念
出

念
助
行

故
文
云
三

ニ

ス

ヲ

03

心
既
具
無
行
不
成
已
上

此
意
也

04

所
詮
念
引
発
行

々
引
起
念

故

ハ

ヲ

ス

05

念
助
行

々
助
念

也
玄
義
四
云
願

06

行
相
須
已
上

此
意
也
若
行
余
行
者

07

智
行
難
助

其
行
相
違
所
求
所

08

帰

故
也
若
行
念
仏

者
其
行

ニ

09

体
即
所
帰
仏
名
故
付
行

発
帰

ノ

カ

ス
ル
ニ

10

依
念

也
凡
夫
修
行
中
不
可
有
起

ノ

ニ

11

念
仏

行

五
劫
思
惟
只
在
此
事
也

12

又
来
論
中
乃
至
相
似
事
同
九
日

13

問
来
論
之
言
何
意
歟
答
上
□
□

14〈
五
一
オ
〉

□
意
歟
上
引
之

故
也
有
云
引
来
論
□

ニ

01

□
総
文
意
如
何
答
通
伏
難
也
上
□

ニ

02

置
成
仏
往
生
之
二
別
時
事
為

モ

03

顕
此
意

也
伏
難
意
云
若
云
唯
願ハ

04

別
時
念
仏
非
別
時
者
論
上
文

ハ

ノ

05

以
念
多
宝
仏
行

尚
属
別
時

下
文

ヲ

ニ

06

有
何
意

念
仏
非
別
時
耶
今
釈

カ

ト

07

通
此
伏
難

也
通

意
念
仏
一
行

ス
ル

ハ

ノ

08
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望
成
仏
者
別
時
也
雖
往
生
者

09

非
別
時

依
正
別
故
也
通

也
上
云

カ

ト

ス
ル

ニ

10

亦
是
正
報

釈
置
念
仏
行
也

為
成

ト

11

今
義

也
標
亦
是
正
報

顕
成
仏

ト

12

難

証
念
仏
行
也

簡
異
唯
論
也

ハ

ト

ニ

13

唯
者
簡
去
之
義
也
簡

ケ
ム兼
行

為

テ

14〈
五
一
ウ
〉

取
唯
願
也
是
得
相
似
者
成
仏ノ

01

別
時
有

念
仏
行
往
生
別
時

ニ

ト
モ

ノ

ノ

ニ

02

亦
可
摂
念
仏

不
可
相
似

也

ト

03

然
正
報
乃
至
未
入
事

04

問
文
意
如
何
答
釈
述
次
上
一
正
一
依
是

ノ

05

得
相
似
之
意

也
成
仏
難
往
生
易

ハ

シ

06

難
故
念
仏
行
尚
別
時
之
易
故

カ

ノ

07

唯
願

成
別
時

釈
也
此
即
上
二

ノ
ミ

ト

ト

08

句
釈
成
仏
別
時

下
二
句
釈
往
生

ハ

ノ

09

別
時

而
顕
其
難
易

也
又
成
仏

ヲ

10

別
時

万
行
一
行
相
対
而
万
行

ニ
ハ

ハ

11

成
仏
一
行
別
時
也
往
生
別
時

願

ハ

ノ

ニ
ハ

12

行
相
対
而
願
行
具
足
往
生
唯
願

ハ

13

別
時
也

14〈
五
二
オ
〉

雖
然
乃
至
非
易
也
事

01

問
文
意
如
何
答
以
辟
易
之
意
也

①

02

問
若
爾
者
雖
然
之
言
不
相
順

置

②

03

上
下
心
替
処

也
今
既
上
法
下
喩

ハ

ハ

04

法
譬
難
異

其
意
是
同
何
云
雖

05

然

歟
答
実
見
悪
但
総
相
文
意

ニ

シ

ノ

ヲ

06

①
辟
…
「
辟
」
と
上
書
訂
記

②
相
…
「
相
」
右
傍
補
記



- 669 -

非
云
雖
然

只
次
上
往
生
別
続
一
願

ト

ノ

ノ

ニ

テ

07

之
心
未
入
之
文

一
願
之
心
雖
未
入

ヲ

08

往
生
如
辺
方
之
投
化

易

釈

也

ハ

シ
ト

ス
ル

09

問
喩
意
如
何
答
辺
方
者
辺
国
也
投

10

化
者
化
王
化
也
投
輪
王
化
也

ハ

ハ
①

②

11

此
喩
往
生
易

也
為
主
者
成
辺
国

ノ

ノ

12

主
上

也
是
喩
成
仏
難

也

キ
ニ

13

問
此
喩
有
証
拠
歟
答
未
勘

14〈
五
二
ウ
〉

但
投
化
事
在
諸
経
要
集
□

01

彼
第
八
引
十
誦
律
云
又
有
征
行

セ
イ
カ
ウ
ノ

02

軍
人

有
比
丘
尼

教
化

行
人

々
皆

ス
ル
ニ

ヲ

03

弓
頭
安
漉
嚢

持
用
濾

水

官

ノ

ニ

テ

テ
フ
ル
フ

ヲ

04

人
聞
奏
国
王

々
聞
嗔
之
皆
欲
殺

テ

ス

ニ

テ

ル

ス

05

却

汝
小
虫

尚
畏
不

殺

況
見
賊

ト

ス
ラ

テ

コ
ト
ヲ

テ

ヲ

06

肯

害
之
行
人
向
王
分
疏

云
小

ア
ヘ
テ

ヤ

シ
テ

07

虫
若
於
国

有

害
臣
皆
殺
却

ラ
ハ

ス
ヘ
シ

08

是
無
怨

何
故
不
聴ユル
濾
飲

王

③

ソ

サ
ル

ヲ

09

聞
放

之
由
行
人
義
善
根
力

及
賊
皆
来
投
化

已
上

テ
ユ
ル
ス

ノ

ニ

テ

ヲ

10

投
玉
云
徒
隻
功
諸
文
擿
也
詩
曰

11

投
我
以
木
桃

広
韻
云
詫
也
棄

12

也
合
也
説
文
擿
也

13〈
五
三
オ
〉

又
譬
如
下
至
即
難
者
挙
譬
喩
□
…
□

01

今
時
下
至
非
易
也
者
合
喩

也
合
譬

02

之
中
投
化
合
往
生

未
合
為
至

事

ヲ

03

①
輪
…
「
イ
タ
ス
」
と
右
傍
註
記

②
化
…
「
カ
ハ
ル
」
と
左
傍
註
記

③
「
是
」
の
右
傍
に
「
既

」
と
あ
り
、
左
傍

ニ

に
「
是
」
、
そ
の
下
に
も
「
是
」
と
あ
り
）
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文
略
也
非
文
用

故
也
上
雖
然
之
言

ノ

ニ

ノ

04

弥
有
其
便

也

音
亦
易
也
□
故
名
易
也
事
在
□

05

但
能
乃
至
易
也
事

06

問
文
意
如
何
答
上
付
往
生
易
□
義

ニ

07

未
釈
易
所
以

此
文
釈
其
相

也

ノ

ヲ

ニ

08

総
相
成
仏
至
仏
果

往
生
因
人

ハ

ニ

ハ

09

生

故
難
易
分
明

十
念
決
定

ス
ル

ナ
レ
ト
モ

シ
テ

10

順
次
業
云
事
未
顕

故
本
願
云

ト

11

乃
至
十
念
不
取

正
覚
之
文
可
定テ

12

順
次

之
義
分
明
故
釈
之

也

ナ
ル

カ

13

斯
乃
々
至
遣
惑
事

14〈
五
三
ウ
〉

問
文
意
如
何
答
総
結
上
意

也
総
意

ノ

01

云
只
以
言
定
義

之
時
取
仏
法

ル

ハ

02

之
信

者
尚
疑
人
情
不
知
不
可

ヲ

イ

サ

03

叶
仏
意

疑
也
此
故
引
正
教

令

ニ

04

信

釈
也

05

問
聖
教
者
何
教
歟
答
上
所
引
之

ニ

06

ア
ミ
タ
経
也
上

云
今
既
有
斯
聖

ニ
ハ

07

教
以
為
明
証

今
云
要
引
聖

08

教
未
明

彼
此
同
意
也

ト

09

【
同
十
日
】

問
当
門
有
幾
文
段

歟
答
有
三

10

一
標
二
釈
一
論
法
已
下
是
也
三
法

11

斯
乃
下
是
也
釈
中
有
三

一
成

ニ

12

仏
別
時
二
往
生
別
時
三
依
正
比

ノ

13

挍
成
仏
別
時
中
有
三
一
牒
論
□

14〈
五
四
オ
〉

二
釈
論
文

謂

凡
意
下
是
也
□

ナ
ル

01

二
問
答
也
往
生
別
時
中
有
四
一
牒

ノ

02

論
文

二
挙
論
家
解

謂
久
来

ヲ

03
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下
是
也
三
破
論
家

謂
何
故
下
是
也

04

四
問
答
也

05

二
乗
種
不
生
処

06

問
曰
弥
陀
浄
国
等
事

07

問
上
標
会
通
二
乗
種
不
生
義

故

ニ

08

次
下

直
可
釈
二
乗
生
不
生
也
何

ニ
ハ

ニ

ノ

09

問
答
身
土
報
化

歟
答
若
不
定

ノ

①

10

身
土

者
他
力
報
土
凡
夫
入
云
事

ヲ

ニ

ト

モ

11

不
顕
若
凡
夫
二
乗
入
云
義
不
顕

ト

12

者
無
違
二
乗
種
不
生
之
文

云
難

ト

ニ

フ

モ

13

是
故
為
釈
二
乗
生
不
生

先
决
判
身
土

也

ノ

ヲ

ヲ

14〈
五
四
ウ
〉

問
弥
陀
浄
国
者
並
問

身
土

歟
将

フ
モ
□

01

問
唯
土

答
身
土
不
相
離

左

ヲ

02

右
不
苦

但
見
文
勢

並
問
身
土
歟

モ

ニ

ヲ

テ

03

答
云
報
仏
報
土
故
下
問
云
彼
仏

ニ

ト

ニ

04

及
土

故

有
云
只
問
土

也
土
定

ト

ヲ

テ

05

報
土

判
二
乗
生
不
生

故
也

ト

ノ

06

問
二
義
中
何
正
歟

答
□

可

有

テ
モ

ト
モ

ス

07

先
義
順
文

歟
安
楽
集
問
曰

モ

08

今
在
ア
ミ
タ
仏
是
何
身
極
楽

09

之
国
是
何
土
問
ヘ
リ

ト

10

問
為
当
之
字
可
在
報
下

如
何
答

ニ

11

上
置
為
当

兼
両
辺

有
何

テ

ト

ヲ

12

妨

歟

問
極
楽
報
土
義
源
出

ハ

13

於
天
親
論

鸞
綽
導
三
師
□

ノ

ノ

14〈
五
五
オ
〉

諍
義
也
若
爾
者
可
問
ミ
タ
浄
国

01

①
不
…
「
爾
」
を
抹
消
し
「
不
」
と
上
書
訂
記
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唯
報
歟
何
問
両
辺

歟
答
極
楽

ト

02

報
化
義
古
今
諍
故
自
宗

雖
定
判

ノ

ハ

ノ

カ

ニ
ハ

03

自
他
不
許

故
致
此
問

也

ヲ

04

如
大
乗
同
性
経
等
事

05

問
彼
経
何
説
歟
答
彼
経
下
復
有

ニ

06

阿
弥
陀
如
来
蓮
花
開
敷
星
王
如
来

07

龍
主
王
如
来
宿
徳
如
来
有
如
是

08

等
生
浄
仏
刹
所
得
道
者
彼
諸

09

如
来
得
初
仏
地
已
上

又
云
智
通
菩
薩
復

10

問
仏
是
世
尊
何
者
名
為
如
来
報

11

仏
是
善
丈
夫
若
欲
見
彼
仏

12

報
者
汝
今
当
知
今
日
見
我

13

現
諸
如
来
清
浄
仏
刹
現
得
道

14〈
五
五
ウ
〉

者
当
得
道
者
如
是
一
切
即
是

01

報
身
海
智
通
菩
薩
復
問
仏
言

02

世
尊
何
者
名
為
如
来
応
身
仏

03

言
善
大
夫
猶
若
今
日
誦
歩

04

健
如
来
魔
怖
畏
如
来
大
慈
意

コ
ム

05

如
来
有
如
是
等
一
切
彼
如
来
穢
濁

06

世
中
現
成
仏
者
如
来
顕
影
現
○

07

如
是
化
事
皆
是
応
身
海
已
上

08

問
於
浄
土

有
受
用
浄
土

有
化
浄
土

09

同
性
経
所
説
穢
土
仏
云
化
身

浄

ニ

ハ

ヲ

10

土
仏
名
報
身

知
一
途
廃
立
也

ヲ

ト

ヌ

11

不
論
報
化

浄
土
仏
且
名
報
身

ヲ

ト

12

聞

若
爾
者
難
備
云
報
化
之
中

タ
リ

13

報
之
証
誠

如
何
答
樸
揚
□
□

ト

ニ
ハ

14〈
五
六
オ
〉

同
性
経
中
為
対
受
用

仮
名
穢

ニ

01
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釈
意
穢
土
仏
説
応
身

其
穢
土

ハ

ノ

ヲ

ヲ

ト

02

者
化
浄
土

名
穢
土

対
報
浄
土

ノ

ヲ
モ

ト

カ

ノ

ニ

03

故
云
也
彼
宗
意
極
楽
云
報
土

之

ト

ハ

①

04

時
説

二
乗
凡
夫
生

属
別
時

ハ

ク
ハ

ト

05

意

又
有
亦
報
亦
化
二
義

故

六
十

ノ

ニ
ハ

06

万
億
真
身
説
報
辺

凡
夫
二

ノ

ハ

ヲ

07

乗
生
者
説
化
辺

会
也
慈
恩

ト

ヲ

08

仏
土
章

引
古
師
唯
報
唯
化

ニ
ハ

ノ

09

通
報
化
之
三
義
今
不
用
唯
化
義

ヲ

ハ

10

存

余
二
義

云
唯
報
時
凡
生
者

ソ
ム
ス

ノ

ノ

ハ

ノ

ヲ

11

属
別
時
意

云
通
報
化

時
別

ト

ハ

12

時
文

説

報
辺

云
取
捨
在
心

ノ

ヲ
ハ

ナ
リ
ト

ノ

ヲ

テ

ト

13

結

唯
識
論
云
三
変
化
身

セ
リ

14〈
五
六
ウ
〉

居
浄
穢
土
照
彼
機
宜
現
通

②

01

説
法
已
上

仏
地
論
説
他
受
用

云

ニ

ヲ

ク

02

或
在
色
界
浄
居
天
上
或
西

03

方
等
処
々
不
定
已
上

述
記
慈
恩

云

04

一
云
二
乗
異
生
亦
生
故
観
経
等

05

皆
誠
説
故
不
遮
化
土
二
云
不
生
已
上

06

演
秘
樸
揚

云
詳

曰
今
同
先
説
他
経

メ
テ

ク

ハ

ス

ノ

07

論
中
説
生
浄
故
同
性
経
中
為

08

対
受
用
可
名
為
穢
已
上

09

嘉
祥
法
花
疏
云
細
応
必
報
已
上

是ハ

10

破
天
台
別
立
勝
応

文

也

ノ

ル

ヲ

ヲ

11

問
大
経
観
経
此
宗
正
依
経
也
先

③
ハ

ノ

12

□
引
之

何
一
番
引
他
経

歟
答

ニ

ヲ

13

同
性
経
誠
証
也
故
先
引
之
也
□

ハ

ニ

14

①
之
…
「
也
」
を
「
之
」
と
上
書
訂
記

②
照
…
「
称
歟
」
と
右
傍
註
記

③
経
…
「
□
上
」
と
左
下
に
あ
り

ハ
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〈
五
七
オ
〉

□
証

上

二
経
有
助
証

又
引
之
也

ヲ

ヘ
ハ

ニ

01

問
引
他
経
文

成
宗
義

事
有
其

ノ

ヲ

02

証

歟
答
皆
有
如
天
台

者
四
教
三

03

照
五
味
等
皆
在
他
経

三
法
妙

①

ニ

②

04

三
観
皆
在
他
経
論

也
余
家
皆

③

ニ

05

如
是

同
十
一
日

06

問
極
楽
釈
報
土

事
自
他
受
用

ヲ

ト

ハ

ノ

07

中

何
歟
答
他
受
用
也
無
性
摂
論

ニ
ハ

ニ

08

明
受
用
土

云
即
是
西
方
極
楽
土
已
上

09

嘉
祥
疏
云
若
就
通
門
為
論
無

10

非
酬
因
可
云
報
土

別
門
不
然
何

11

者
以
法
蔵
菩
薩
有
本
迹
二
門
就

12

釈
為
論
在
凡
夫
以
願
造
土
可
云

13

報
土

故
双
観
経
阿
難
言
成

14〈
五
七
ウ
〉

仏
以
来
已
経
十
劫
若
論
本
門

01

此
菩
薩
位
居
隣
極
無
更
造
業

02

唯
是
応
現
已
上

03

安
楽
集
云
弥
陀
是
報
仏
極
楽
荘

04

厳
国
是
報
土
然
古
旧
相
伝

④

05

皆
云
阿
弥
陀
仏
是
化
身
土
亦
是

06

化
此
為
大
失
已
上

07

法
苑
林
章
仏
大
義
云
此
方
二

ノ

08

義

一
云
准
摂
大
乗
論
等
西
方

09

乃
是
他
受
用
土
也
観
経
自
云

10

①
「
在
…
也
」
（
一
四
字
）
…
「
在
他
経

三
法
妙
三
観
皆
在
他
経
論

也
」
と
上
書
訂
記

②
妙
…
「
花
厳
」
と
右
傍

ニ

ニ

註
記

③
観
…
「
中
論
」

と
右
傍
註
記

④
土
…
「
土
」
と
右
傍
註
記
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阿
毘
跋
致
不
退
菩
薩
方
得
生
故
二

11

云
西
方
通
於
報
化
二
土
文
証
如
前

12

説
化
土
証
者
鼓
音
経
云
阿
弥

13

陀
父
名
月
上

母
名
殊
勝
妙
顔
已
上

14〈
五
八
オ
〉

難
云
彼
土
云
唯
□
他
受
用
者
何
故

01

遊
心
安
楽
道
云
西
方
浄
土
通
成

02

四
土
一
法
性
土
二
実
報
土
三
受
用

03

土
四
変
化
土
於
中
法
性
実
報
一

04

味
平
等
周
遍
法
界
非
側
受
用

05

変
化
酬
願
乗
感
随
機
所
歎
指

06

方
可
得
小
無
量
寿
経
云
縦
是
西

07

方
過
十
万
億
故
歟
答
釈
云
受

08

用
変
化
酬
願
乗
感
等

此
釈
三
経

ト

モ

09

所
説
極
楽
通
他
受
用
変
化
身

云
也

ノ

ハ

ニ

10

法
性
実
報
二
土
約
如
来
内
証

也

ノ

ハ

ノ

11

会
非
土
相

也

ノ

ニ
ハ

12

問
此
四
土
行
相
如
何
答
法
性
土

13

者
理
土
也
理
法
身
所
居
也
実
報
土

14〈
五
八
ウ
〉

者
自
受
用
報
土
自
受
用
身
所

ノ

01

居
也
受
用
土
者
他
受
用
土
他
受

02

用
報
身
所
居
也
変
化
土
分
段

ノ

ハ

03

土
変
化
身
所
居
也
分
段
土

三
論

ヲ
ハ

04

天
台

名
同
居
土
花
厳
法
相
真

ニ
ハ

①

05

言

変
化
土

此
変
化
土
有
浄

ニ
ハ

ニ

06

穢

浄
土
中
有
長
時
暫
変
々
々

ニ

07

足
指
案
地
等
也

08

①
土
…
「
天
」
と
左
傍
註
記
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長
時
者
極
楽
也
此
法
相
名
目
也

ハ

ノ

09

天
台

旧
訳

不
分
別
自
他
受
用

ニ
ハ

ニ

10

之
間
自
受
用
所
居
大

浄
也

ハ

ナ
ル

11

法
身
居
寂
光
土

他
受
用
可
居

ハ

ハ

12

実
報
土

事
分
明
也
花
厳
説
十

13

身
盧
舎
那
即
十
地
能
化
文
殊

ノ

14〈
五
九
オ
〉

□
居
方
便
土
劣
応
身
居
同
居

01

穢
土

同
居
浄
土
能
化
諍
也
常

ノ

ノ

ニ
ハ

02

劣
応
身
也
自
未
帰
弥
陀
釈
勝
応

ヲ

03

身

有
異
義

也
旧
訳

無

自
他
受

ニ
ハ

ト
モ

04

用
名
目

自
他
受
用
之
分
別
分

ノ

ハ

05

明
有
也
法
花
云
常
在
霊
鷲
山

ニ

ニ

06

者
自
受
用
土
種
々
宝
荘
厳
者

07

他
受
用
土
也
故
文
句
云
常
在
霊

08

鷲
山
此
謂
報
土
已
上

記
云
拠

09

常
在
之
言
即
属
自
受
用
土

10

若
准
頌
文
宝
荘
厳

即
非

11

自
土
即
本
時
他
也
已
上

12

一
々
願
言
等
事

13

問
上
乍
云
一
々
願
言
下
何
別
引
第

14〈
五
九
ウ
〉

十
八
願

歟
答
可

具
引

標
一
々
願

ケ
レ
ハ

ニ

01

言

恐
繁

故
別

引
一
願

也
以
一

ト

シ
テ

02

例
諸

也
引
文
本
意
為
云
翻
四
十

ノ

03

八
願
之
因

也
況
設
我
得
仏
及

ニ

04

不
取
正
覚
通
諸
願

故
引
此

ニ

ニ

05

文
以
足

也

メ
ル

06

問
別
引
一
願

事
可
爾

引
第
十
八

ハ

07

何
意
歟
答
願
王

故
也
讃
云
弘

ナ
ル
カ

08
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誓
多
門
四
十
八
偏
念
仏
最

09

為
親
已
上

下
文
云
四
十
八
願
中
唯
標

10

専
念
ミ
タ
名
号
得
生
已
上

11

有
云
亘
四
十
八
願

皆
有
第
十
八
願

ニ

12

意
故
引
通
顕
別

也

13

難
云
若
爾
者
摂
他
酬
衆
生
願
不

14〈
六
〇
オ
〉

□
含
称
名
往
生
願
意

如
何

ヲ

01

即
是
酬
因
之
身
也
事

02

□
酬
因
之
身
者
三
身
中
第
二
報
身
歟

03

答
爾
也
酬
因
位
願
行

所
感
得
之
仏

ニ

04

果

故
云
報
身

今
釈
云
酬
四
十
八
願

ナ
ル
カ

05

之
因

同
事
也

ニ

06

難
云
三
身
中
報
身
者
聖
教
所

07

判

断
無
明
証
中
道
菩
薩
感
見
也

ノ

ノ

08

今
言
酬
因
之
身
者
酬
四
十
八
願
之

09

因

引
接
凡
夫

之
報
身
也
其
相
既

10

異
不
可
云
同

如
何
答
云
酬
四
十
八

ト
ハ

11

願

云
答
因
位
願
行
只
同
事
也

ニ

12

但
至
接
凡
夫

者
報
身
仏
有
両

ノ

ニ

13

願
中
弥
陀
発
接
凡

之
願
給
也

ニ

ハ

14〈
六
〇
ウ
〉

不
爾

不
可
云
非
第
二
報
身

何
況

ニ

01

報
化
之
諍
古
今
通
謗
義
也

02

今
釈
次
下
摂
論
所
後
両
釈

モ

ニ

ノ

03

於
第
二
身

釈
有
報
化
名
事

可

ニ

ヲ

04

分
明
也
云
過
現
諸
仏
菩
薩
立
三
身ト

05

之
釈
三
身
妙
酬
因
之
身

可

モ

ノ

ト
テ

ト
ハ

06

有
癖
仏

不
聞

07

問
自
性
自
受
用
二
身
無
別
願

他
受

ノ

ハ

08
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用
変
化
身
倶
有
別
願

若
爾
者

ハ

09

設
酬

因

何
定
判
報
身
歟
答
爾
也

ト
モ

ト

10

別
願
通
二
身

也
但
至
今
釈

者
三

11

身
中
酬
因
感
果
実
仏
者
報
身

ノ

12

也
法
身
本
有
也
化
身
随
縁
不
定
也

ハ

ハ

13

□
此
大
道
理
酬
因
之
辺
且
属

ニ

ヲ

14〈
六
一
オ
〉

□

也
上
引
同
性
経

証
報

之
上

ニ

テ

ニ

01

引
此
助
証

也

02

報
身
兼
化
事

03

問
観
経
阿
弥
陀
仏
及
与
化
仏
之
文

ノ

04

未
必
可
判
報
身

化
身
亦
有
化
身

ニ

05

重
々
無
尽
也
如
何
答
ア
ミ
タ
仏
者

06

勘
観
経
説
相

即
六
十
万
億
真

ノ

ヲ

ノ

07

身
也
是
非
報
哉
指
之
云
阿
弥
陀
仏ト

08

尤
可
報
身

也
是
故
次
及
与
化
仏

ナ
ル

ノ

09

之
言
得
簡
異
土

給

也
但
有
如

ヘ
ル

10

難
之
意
是
亦
誠
証
之
上
助
証
也

モ

ハ

ノ

11

問
来
迎
仏
言
報
身
者
報
身
無
出

ニ

12

求

如
何
答
不
来
而
来
之
来
迎
也

13

意
浄
土
ミ
タ
不

動
本
座

往
生

ハ

ノ

ト
モ

ヲ

14

機
前
見
未
現

給
也
釈
截
一
可
見
之

ノ

ニ

①

15〈
六
一
ウ
〉

問
得
生
者
来
迎
時
見
六
十
万
億

01

仏

歟

答
無

慥
文

案
道
理

行

ト

ト
モ

02

者
不
可
見
六
十
万
億
仏

也

ト
ハ

03

問
若
爾
者
不
可
云
報
身

可
言
化
身

ト
ハ

04

如
何
答
来
迎
酬
十
九
願

故
可
報

ニ

ニ

05

①
之
…
「
之
」
と
左
傍
註
記
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身

也
酬
願

事
雖
通
報
化

四
十

ナ
ル

ニ

06

八
願
約
報
身
報
土

定
判

故
也

ハ

ス
ル
カ

07

但
至
感
見
異
者
雖
同
報
也
随
機

08

感
見
不
同
也
例
如
為
十
地
菩
薩
現
十
身

也

09

問
今
家
意
中
下
輩
化
仏
来
迎
云

ハ

ヘ
リ

10

是
不
違
本
願

歟
答
中
下
輩

①

モ

11

実

報
仏
也
且
約
劣
機
見

仮

ニ
ハ

ノ

ニ

ニ

12

属
化
身
也
不
然
者
九
品
可
混
乱

13

故

也

問
下
品
云
即
遣
化
仏
也

②

ニ

14

□
仏
遣
化
仏

聞

如
何
答
此
仏
也

タ
リ

モ

15〈
六
二
オ
〉

□
舟
讃
云
中
品
上
生
凡
夫
等
○

01

終
時
化
仏
声
聞
到
已
上

又
云
中
品

02

□
生
凡
夫
等
○
臨
終
化
仏
師
僧
現
已
上

03

観
経
云
下
品
上
生
者
○
爾
時
彼
仏

04

即
遣
化
仏
已
上

又
云
下
品
中
生
者
○

05

花
上
皆
有
化
仏
菩
薩
迎
接
此
人
已
上

06

般
舟
讃
云
下
品
上
生
凡
夫
等
○

07

化
仏
菩
薩
尋
声
到
已
上

又
下
品
中
生

08

凡
夫
等
○
化
仏
菩
薩
乗
花
上
已
上

09

問
下
品
云
即
遣
化
仏

報
仏
遣
化

ニ

ト

10

仏
聞

如
何
答
此
説
感
見

也

タ
リ

モ

11

問
中
下
品
無
来
迎
如
何
答
文
略
也

ニ

12

問
下
々
品
金
蓮
来
迎
無
仏
来
迎

如
何

ハ

ス

ノ

13

答
金
蓮
感
師
作
三
釈

給

其
中

ニ

ヘ
リ

14〈
六
二
ウ
〉

①
中
…
「
報
仏
」
と
右
傍
註
記

②
「
問
…
也
」
二
一
字
…
「
問
下
品

云
即
遣
化
仏
也
□
仏
遣
化
仏

聞

如
何
答
此

ニ

タ
リ

モ

仏
也
」
と
上
書
訂
記
し
、
更
に
本
文
を
抹
消
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金
蓮
仏
座
也
云
釈
聞

仏
来
迎

是

ハ

ト

タ
リ

ノ

ト

01

順
今
家
十
一
門
義

尤
可
為
定
判
也

ト

02

【
同
十
二
日
】

然
報
応
二
身
者
眼
目
之
異
名
事

03

問
文
意
如
何
答
三
身
之
中
第
二
身
金

ヲ

04

光
明
及
梁
真
諦
摂
論
名

応

ニ

タ
リ

05

身

与
通
漫
報
身

開
事
釈
也

ト

ト

ヲ

06

問
作
此
釈

有
何
聞

歟
答
破
浄

07

影

義
也
彼
師
大
乗
義
章
中

ノ

ニ

08

釈
真
合
応
開
如
金
光
明

真
身

ト

09

合
法
報
二
身

応
身
開

八
相
応

シ

ヲ

ニ

セ
リ

10

同
与
無
而
歘
有

是
名
名
真
合

ト

ク
ツ

ト
ヲ

ヲ

ヲ

11

応
開
之
三
身

而
同
観
経
疏
中

ト

ヲ

ニ

12

判
今
此
所
論
是
応
非
真

破
之

ト

13

□
三
身
名
異

体
同
金
光
明

ハ

ト
モ

ハ

シ

ハ

14

〈
六
三
オ
〉

□
□
身
常
途
報
異
名
也
引
摂
論

ノ

ノ

ノ

01

前
後
両
釈
第
二
身
云
報

応

之
文

ニ

ヲ

ト
モ

ト
モ

ヲ

02

□
顕
彼
経
応
即
報

事

也

ノ

ナ
ル

ヲ

03

前
翻
報
作
応
等
事

04

問
文
意
如
何
答
摂
論
前
翻
後
翻
也

05

謂
後
魏
仏
陀
扇
多
摂
論

云
真

ノ

ニ
ハ

06

身
報
身

梁
真
諦
摂
論
上
巻

云

ノ

ニ
ハ

07

自
性
身
化
身

下
巻
云
自
性
身
受

08

用
身
変
化
身

故
前
翻
者
後
翻ノ

09

論
也
後
翻
者
梁
論
也
文
点
前

ハ

10

翻
報
作

応
後
翻
応
作

報

可

①

ハ

ナ
リ

ト

ハ

ナ
ル
ヲ

ト

11

読
也
如
此
釈
顕
異

事

也

ナ
ル

ヲ

12

問
真
合
応
開
義
有
観
経
疏

歟

13

①
翻
…
右
傍
補
記
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答
観
経
疏
云
仏
具
三
身

一
者

14〈
六
三
ウ
〉

真
身
謂
法
与
報

二
者
応
身
八

01

相
現
成
三
者
化
身
随
時
現
起
已
上

02

凡
言
報
者
乃
至
即
是
応
身
事

03

問
文
意
如
何
答
釈
報
応
異
名

義
也

ナ
ル

04

報
翻
応
答
也
彼
此
意
同
但
報

ハ

ハ

シ

ノ

05

下

可
釈
以
果
報
因

釈

以
果
応

ニ
ハ

ヲ

ト

セ
ル
ハ

06

因

故

為
顕
報
応
異
名
義
也

ト

ラ
ニ

07

問
若
爾
者
応
下
可
用
報
字

如
何

ニ

08

答
上
釈

下
不
云

也
是
即
可
云
略

ニ

ツ
レ
ハ

ニ

09

不
云
也

10

過
現
諸
仏
弁
立
三
身
事

11

問
過
現
諸
仏
者
能
立
仏
歟
聖

12

仏
歟
答
挙
所
立
仏
歟
下
名
号

ノ

ノ

13

塵
沙
之
文
爾
聞

可
過
現
諸
仏

タ
リ

ノ

14〈
六
四
オ
〉

弁
立
三
身ヲ

01

問
能
立
誰
人
歟
答
釈
迦
也

ハ

02

問
無
窮
八
相
名
号
塵
沙
等
之
釈

03

意
如
何
答
是
破
浄
影
之
言

也
彼
師

04

以
八
相
仏

名
第
二
応
身

故
破

八

ノ

ヲ

ノ

ト

ス
ル

05

相
仏
可
為
第
三
身

給
也

ヲ

ト

06

問
第
三
身
名
応

化

今
何
釈
衆

ヲ

ト
モ

ト
モ

07

帰
化
摂

歟
答
今
釈
意
摂
第
三

ト

ハ

ノ

08

身

云
也
不
論
其
応
与
化

也

ニ

ヲ
ハ

09

問
無
窮
八
相
何
意
歟
答
諸
土
行

ノ

10

相
不
同

故
仏
八
相
又
無
尽
也
顕

ナ
ル
カ

ノ

11

此
意

也
天
台
釈
八
相
成
仏
転
妙

ハ

12

法
輪
即
応
身
如
来
也

石
鼓
寺

ト

13
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智
雲
釈
応
成
必
八

今
無
窮
八

ハ

ノ

ノ

14〈
六
四
ウ
〉

相
此
意
也

01

問
何
故
化
身
必
具
八
相
歟
答
応

02

同
所
化
衆
生
八
相
也
八
相
者
四

ノ

03

本
四
随
也

04

問
化
浄
土

不
可
有
父
母
魔
又
無

ノ

ニ
ハ

05

出
家
相

何
具
八
相

歟
答
八
相

06

有
所
表
者
以
余
相

可
足
八
数

也

07

問
誰
知
今
無
窮
者
同
天
台
証

ル

モ

ノ

08

道
八
相

有

単
八
相
非
無
窮

故

ノ

ニ

ラ
ム

ノ

ハ

ニ

09

如
何
答
単
八
相
也

体
相
多
故

ノ

ト
モ

カ

10

□
無
窮

也
非
一
々
相
中
八
相
故

也

ニ
ハ

11

今
彼
弥
陀
現
是
報
也
事

12

問
文
意
如
何
答
云
実
是
報
也

也

ト

13

現
者
顕
也
顕
然
□
也
云
也

ニ

ト

14〈
六
五
オ
〉

□
今
現
者
現
量
比
量
之
現
歟

01

答
不
爾
比
量
之
中
顕
然

也

ニ

ナ
ル

02

現
量
智
者
見
火

知
火

見
水
知

ト

03

水

也
比
量
智
者
遠
山
見
鷺

ニ

04

知
水

遠
里
見
煙
知
火

也

ニ

05

報
身
常
住
事
同
十
三
日

06

問
常
住
者
凝
然
常
不
断
常
相
続

07

常
中
何
常
住
歟
答
不
断
常
也

08

唯
識
論
云
四
智
心
品
所
作
常

09

故
無
断
尽
故
亦
説
為
常
已
上

故

10

法
印
云
報
身
雖
入
涅
槃
非
化
身
入

ノ

11

滅

是
不
断
常
也
［
云
々
］

自
性
身
凝
然

ニ
ハ

ハ

12

常
也
非
世
摂
故
体
是
無
為
也
不
断

13
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常
者
報
身
也
念
々
雖
被
遷
世

ニ

ニ

14〈
六
五
ウ
〉

所
依
常
故
能
依
報
連
続
常

ノ
①

01

者
化
身
也
随
機
在
無

示
現
生
滅

ノ

ニ

ヲ

02

雖
滅
亦
現
是
相
続
常
也

03

問
自
受
用
智
如
相
宗
者
一
向
有
為
也

ノ

04

如
性
宗
者
有
々
為
無
為
之
諍

也

ア
ラ
ソ
ヒ

05

若
爾
者
誰
知
今
常
住
云

無
為

有

ノ

ニ
モ

ト

06

如
何
答
此
難
非
也
弥
陀
云
報

者
非

ヲ

07

自
受
用

当
他
受
用

又
今
問
答
意

ヲ
ハ

ニ

ノ

ノ

08

望
八
相
無
常

無
八
相

云
常
住

ノ

ニ

ヲ

ト

ト

09

見

不
可
有
異
義

タ
リ

10

群
疑
論
云
二
仏
有
三
身
常
有

ニ

11

一
種
一
凝
然
常
謂
法
身
仏
二

12

不
断
常
謂
受
用
身
仏
三
相
続

13

常
謂
変
化
仏
已
上

14〈
六
六
オ
〉

涅
槃
非
化
品
事

01

問
本
経

云
涅
槃
如
化
品

如
何
答
此
品
中

ニ
ハ

ノ

ニ

02

説

涅
槃
如
化
涅
槃
非
化
之
二
義

今
従

ケ
リ

ヲ

タ
ル

03

非
化
義

之
名
也

04

問
設
雖
明
非
化
義

何
違
経
題ニ

05

立
別
名

歟
答
論
師
人
師
常
習
也

②

ノ

06

成
実
論

云
七
漏
之
義
如
七
漏
経
已
上

ニ
ハ

07

而
七
漏
名
雖
出
阿
含
経
下
明
其

08

義

涅
槃
経
具
説
名
義

故
大
乗
義

ニ

ニ

09

章
云
七
漏
之
義
如
七
漏
経
応
当

ニ

③

10

於
彼
涅
槃
経
矣
已
上

大
乗
義
章
釈
想

11

①
報
…
「
常
也
」
と
右
傍
註
記

②
歟
答
…
「
歟
答
」
と
上
書
訂
記

③
経
…
「
者
歟
」
と
右
傍
註
記
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心
見
之
三
倒
之
中
在
花
厳
経
十
蔵

ニ

12

品
也
已
上

而
彼
經
無
十
藏
品
十
無
尽

ニ

13

蔵
品
中
亦
無
此
説
於

于
入
法
界
品

タ
リ

14〈
六
六
ウ
〉

彼
品
説
十
蔵

故
名
十
蔵
品

也

ニ

ヲ

ト

01

法
事
讃
云
地
獄
経
是
引
観
仏
経

ハ

02

也
彼
経
説
地
獄
相

故
也

①
ニ

03

問
従
所
説
法

立
名

事
可
爾

但
今

ニ

04

如
化
品
引
替
非
化
品

有
別
意
趣

歟

ヲ

05

答
私
云
有
其
意
也
可
在
下ニ

06

引
大
品

証
報
身
入
不
入
之
義
事

ノ

07

問
引
此
廿
八
行
文

事
例
証
歟
正
証

ハ

08

歟
答
例
証
歟
謂
於
異
一
法
約

09

新
発
意
旧
発
意

如
儲
化
非

ニ

10

化
二
義

於
報
身

約
初
心
後
心

儲

ノ

11

入
滅
不
入
滅
之
二
義

也

12

有
云
引
理

証
智

也
薩
生
房

ヲ

13

□
云
正
証
也
先
知
経
文
義

次
可
令

テ

ノ

ヲ

ニ

14〈
六
七
オ
〉

□
不
之
二
義

也
謂
経
文
雖
広

01

所
経
有
二
義

一
云
可
法
如
化
涅
槃
常

02

住
非
化
言
万
法
涅
槃
皆
如
化

也

03

此
当
生
滅
真
如
之
二
門

而
生
滅
門

ニ

ニ

ノ

04

前

分
別
有
為
無
為

上
転

下

ニ
ハ

②
テ
ム

05

転

離
有
為

証
無
為

也
故
名
智

ヲ

テ

ヲ

06

自
理

此
前

報
身
事
相
尤
可
帰

ニ
ハ

ノ

07

涅
槃
一
理

故
以
涅
槃
非
化
之
文

証
報
身

ノ

08

入
涅
槃
之
義

也
又
真
如
門
前

一
真
如
而

ノ

ニ
ハ

09

①
経
…
「
経
」
と
上
書
訂
記

②
転
…
「
転
」
と
上
書
訂
記

ニ

ニ
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無
上
下
別

無
有
為
無
為
之
不
同

シ

ノ

シ

10

故
一
理
之
中
無
迷
悟

非
断
証
法

ニ

ハ

11

是
名
理
自
理

此
前

報
身
涅
槃
之

ト

ニ
ハ

12

二
法

不
可
云
自
報
帰
理

故
以
涅
槃
如

13

化
之
文

証
報
身
不
入
涅
槃
之
義

也

14〈
六
七
ウ
〉

二
中
授
記
経
違
不
入
涅
槃

故
以
入

ニ

ハ

01

涅
槃
之
義

会
彼
経
之
時
引
替

02

非
化
品

也
若
如
今
経

引
如
化
品

03

者
非
会
授
記
経ヲ

04

【
同
十
三
日
】

問
若
如
此
義
者
有
違
授
記
経

之

05

失

彼
経
云
ア
ミ
タ
仏
寿
命
無
量ニ

06

百
千
億
劫
当
修
極
□
当
般
涅

07

槃
々
々
々
々
後
正
法
住
世
等
仏
寿

08

命

在
世
滅
後
所
度
衆
生
悲

ノ

09

皆
同
等

仏
涅
槃
後
或
有
衆
生
不

①

ナ
リ

10

見
仏
者
有
諸
菩
薩

得

念
仏
三
昧

レ
ハ

11

常
見
ア
ミ
タ
仏

○
彼
佛
後

ヲ

ニ
ハ

12

一
切
寳
物
浴
池
蓮
花
衆
寶

13

行
樹
常
演
法
音
與
佛

14〈
六
八
オ
〉

無
異
□
…
□
法
滅
□
…
□
後
過
中
夜

01

分
明
相
出
時
觀
世
音
菩
薩
於
七
寳

②

02

菩
提
樹
下

○
成
等
正
覺
暜
光
功

03

德
山
王
如
來
已
上

准
之

正
持
前

ク

テ

ニ

04

現
滅
度

也
依
内
証
法
門

不

ニ

05

可
存
此
義

如
何
答
法
門
有
入
不
入

ニ

06

之
二
義

故
機
前
又
現
入
不
入
之
相

ニ

07

①
同
…
右
訓
に
「
ナ
リ
」
と
あ
る
を
抹
消

②
時
…
右
傍
補
記
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也
不
可
相
違

08

問
道
綽
所
判
与
今
釈

同
異
如
何

09

答
各
拠
一
義
也
集
云
此
是
報
身

10

示
現
隠
没
相

非
滅
度

也
彼
経
云

11

ア
ミ
タ
仏
入
涅
槃
後
復
有
深
厚

12

善
根
衆
生

還
見

如
故

即
其
証

コ
ト

ノ

13

也
又
宝
性
報
身
有
五
種
相

説

14〈
六
八
ウ
〉

法
及
可
見
諸
業
不
休
息
及

ト

ト

01

休
息
隠
没
示
現
不
実
体

ト

ト
ナ
リ

02

即
其
証
也
已
上

此
釈
約
機
見

云
現

ハ

ニ

03

滅

也
今
玄
義
釈
報
身
実
体

ヲ

ノ

ハ

04

可
帰
涅
槃

故
云
入
涅
槃

也
内
証
有
此

ニ

ト

ニ

05

道
理

故
機
前
現
滅
文
異

趣
同
也

ニ

ニ

ヲ

ト
モ

06

問
何
故
機
前
現
隠
没

歟
答
為
化

ニ

07

観
音
結
縁
之
機

也
□
得
脱

ヲ

ノ

08

皆
礙
往
因

故
也

ヲ

09

問
観
音
勢
至
補
処
儀
式
似
化

10

身

如
何
答
縦
報
身

依
機
在
無

ナ
レ
ト
モ

ノ

ニ

11

前
仏
後
仏
顕
現

尤
可
有
補

コ

セ
ハ

12

処
也
不
爾
者
有
最
後
断
種

13

□
失
乎

14〈
六
九
オ
〉

若
有
□
人
作
化
人
事

01

問
二
重
化
人
其
体
如
何
答
一
化

02

人
能
作
也
謂
幻
師
也
下
化
人
所
化

ノ

ノ

03

人
也
謂
無
体
幻
事
也
幻
術
有
二

ノ

04

謂

即
体
離
質
也
即
体
化
者
幻

05

自
成
牛
馬
水
火
等
種
々
物

也
離

ノ

ノ

06

質
化
者
幻
師
在
此

不
動
而
余
処ニ

07



- 687 -

現
種
々
事

也
今
難
幻
師
成
離

ノ

ノ

ノ

08

質
化

化
現

人

也
此
所
化
人
全
□

ノ

ノ

セ
ル

ヲ

ノ

ハ

09

体
也
以
此
難

顕
諸
法
空
理

也

ノ

ヲ

10

若
世
間
法
是
化
等
事

11

問
上
仏
説
云
一
切
種
智
即
是
化

ノ

ニ

ト

12

出
世
法
化

事
不
明
也
何
致
此

ナ
ル

13

問

歟
答
般
若
経
意
明
尽
浄
虚
□

ノ

ハ

14〈
六
九
ウ
〉

凡
夫
色
心
為
座
主

融
余
法

故

ノ

ト

01

所
詮
帰
色
心

故
致
此
同

也
如
凡

ニ

02

夫
色
心
空

亦
諸
仏
種
智
為

ノ

ナ
ル
カ

ノ

ヲ

03

座
主

尚
空
之

哉
問
也

ト

ト

04

所
謂
須
陀
洹
果
等
事

05

問
須
陀
洹
等
四
果
上
説
之

何
似

ニ

06

重
言

歟
答
上
人
下
法
也

ハ

ハ

07

有
仏
無
仏
諸
法
性
常
空
事

08

問
意
如
何
答
悟
実
体
非
四
乗
人

ノ

ノ

09

行
顕

諸
法
本
自
悟

故
有

シ

タ
ル
ニ

リ

ナ
ル
カ

ニ

10

仏
世
無
仏
説
同
悟

也

ク

ナ
リ
ト

11

後
入
涅
槃
事

12

問
意
如
何
答
説
無
量
劫
後
涅
槃

ノ
①
ノ

ス
ト

13

□
云
□
入
涅
槃

也
是
即
授
記
経ノ

14〈
七
〇
オ
〉

入
滅
□
大
品
経
涅
槃
非
化
倶
報

01

身
義

云

涅
槃

無
妨
結
也

ノ

ナ
□
□

ハ
ム
ニ

ト

02

問
曰
彼
仏
及
土
等
事

03

問
云
意
如
何
答
経
論
相
違
門
□

ノ

ニ

04

前
後
相
違
之
失

難
也
今
第
六
門

05

①
劫

後
…
「
劫

後
」
と
上
書
訂
記

ノ

ノ
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立
報
仏
報
土
義

之
時
違
前

06

五
段

也
謂
前
四
段
判
機

之
時
非
諸

ク

ニ

モ

07

師
高
位
九
品
立
常
没
得
生
之
義

ノ

ヲ

ス

08

第
五
釈
行

之
時
破
通
論
家
之

ニ

09

義

立
逆
者
十
念
順
次
生
之
義

ヲ

ス

ノ

10

了
若
爾
者
此
等
人
生
報
土

哉

難
也

ヌ

①

11

問
報
法
読
并
義
如
何
答
可
読

ノ

12

報
之
法

云
習
也

ハ

ハ

13

問
小
聖
難
階
等
者
挙
小
聖
凡
夫

テ

ノ

14〈
七
〇
ウ
〉

二
□

不
可
入
報
土

難
歟
為
当

ト

ニ

01

小
聖
尚
難
入
云
況
難
凡
夫

歟

テ

ヲ

02

答
是
順
後
句
答
也

有
□
□

ハ

03

不
可
入

難
也
是
順
前
句
答
也

04

今
云
後
義
不
順
文
相

也
［
云
々
］

ニ

05

難
階
事
同
十
六
日

06

常
読

云
難
叶

但
階
字
玉
云
［
古
改
切
］

ニ
ハ

ハ

07

登
堂
道
也
上
進
也
梯
也
級
也

08

広
韻
云
階
級
也
説
文
曰
如
階
釈
也

09

名
曰
階
梯
也
如
梯
之
等
差
也
已
上

10

文
選
第
一
西
都
賦
云
神
明
鬱

11

其
特
起

遂
偃
蹇

而
上

躋

軼

ニ

レ
リ

テ

ニ

ノ
ホ
リ
ノ
ホ
□
サ
カ
リ
テ

12

□
雲
□
於
大

半

虹
霓
迴
帶

ク
モ

ヲ
ク
リ
□

ニ

テ

タ
リ

13

於
棼
□
□
輕
迅

與
僄
狡
猶
愕

フ
ム

ケ
イ
シ
ム
ト

②
ヘ
ウ

カ
ク

14〈
七
一
オ
〉

眙
而
□
能
階

01

註
云
階
升
也
善
曰
漢
書
孝
武

ハ

ル

カ

02

帝
補
明
台
王
逸
楚
辞
注
曰

ノ

03

①
哉
…
「
哉
」
と
右
傍
訂
記

②
僄
…
左
傍
に
「
□
□
切
」
と
あ
り

ヘ
ウ
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偃
蹇
高
貌
也
公
羊
伝
曰
躋
者

04

何
躋
陞
也
王
蒼
曰
軼
徒
後
出

ロ

05

前
也
余
質
切

漢
書
音
義
□

06

□
口
凡
数

三
分
有
二
為
大
□
□
子

ヘ
テ

ニ

ニ

07

曰
虹
霓
鳥
折

氅

説
文
曰
楚
□

ヲ
レ
タ
ル
ハ
ネ
ト

ハ

08

屋
棟

也
［
枎
久
切
］

爾
雅
曰
楣
謂
之
□

ノ
ウ
ツ
カ
リ
ニ

09

［
靡
飢
切
］

方
言
曰
僄
軽
也
［
芳
妙
切
］

鄭
玄

ニ

ハ

10

礼
記
注
曰
佚
疾
也
［
古
□
切
］

字
書
曰

ハ

11

愕
驚
也
［
五
各
切
］

字
林
曰
眙
文
句

チ
ハ

ク

12

貌
［
勅
古

切

入
］

統

曰
補
明
台
名

ノ

ル
カ

ノ

ハ

ノ

13

特
□
也
偃
蹇
高
貌
躋
升
也

ハ

14〈
七
一
ウ
〉

軼
過
也
大
半
三
分
有

二
ヲ
ト
コ
雄
曰

ハ

ル
ヲ

01

虹
メ雌
曰
霓
楣
カ檻

也
言

此
台

ハ

カ
ン
ニ

ニ
ハ

02

高
而
上
升

二
分
過
也
雲
雨
之

ル
ニ

03

上
虹
霓
廻
帯

於
楚
楣

言

縈

ニ

タ
リ

ニ

ニ
ハ

04

回

若
佩
帯

於
欞
檻

愕
胎
驚

マ
カ
テ

ヲ
ヒ
ヲ
ヒ
セ
ル
コ
ト

ニ

05

貌

階
升
也
軽
迅
僄
狡
謂
拠

チ
ナ
リ

ハ

ハ

セ
リ

06

疾
也
言
雖
捩
疾
之
人
亦
驚

ハ

07

懼
不
能
升
已
上

今
云
諧
字
声

08

進
階

故
用
惜
音
歟
諧
叶
也

テ

ニ

ハ

09

答
曰
若
論
等
事
同
十
五
日

10

問
答
意
如
何
答
問
難

凡
夫
垢
障

ニ

ス
ル
ヲ

ヲ

11

難
入

答
中
初

依
付
難

実
自
論

ル

ニ

ニ
ハ

ニ

ニ

ス
ル

12

垢
障
之
辺

許
凡
夫
難
歟
趣

ヲ

ス

13

報
土

□
□
□
天
台
許
凡
夫
往
生

ニ

14〈
七
二
オ
〉

之
時
□
□
居
浄
土

法
相

01

云
報
土
之
時
定

凡
夫
不
入

是

テ

ハ

マ
リ

02

通
漫
定
判
也
依
付

事
此
意
也

ノ

ス
ル

03
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正
由
下
述
此
宗
正
意

也
是
則

ノ

ハ

ノ

04

諸
仏
教
行
数
超
塵
沙

仏

ニ

05

果
有
無
量
功
徳

之
中
有
此

ニ

ノ

ニ

06

難
思
之
妙
術

法
蔵
菩
薩
被
饒

シ
ユ
ツ

07

王
仏
加

五
劫
具
足
立
此
願

ノ

08

給

也
自
此
願
力
之
辺

者
凡
夫

ヘ
ル

ニ

09

入
報
土

有
珍
法
門

也
但
土
高ク

10

機
下

々
々

非
弊

土

似

土

ハ
ク
タ
レ
リ

ハ
ト
テ

カ
ロ
ス
ニ
ハ

ヲ

ア
ヘ
テ

ノ

11

高

機
亦
深
妙
也
委
事
在
註

ニ

12

見
之

是
故
同
可
入
之
十
地
菩
薩

ニ

ク

ノ

13

不

入
凡
夫
小
聖
詫
願
力

釈
五

ス
シ
テ

ヲ

ニ

14〈
七
二
ウ
〉

乗
入
報
土

也

ニ

01

問
三
賢
小
聖
乘
他
力
之
相
如
何

ノ

02

答
三
賢
十
方
浄
土
随
意
往

ハ

03

生

尚
得
仏
菩
薩
守
護

故

ナ
レ
ト
モ

ヲ

ノ

コ

ニ

04

小
聖
之
中
廻
心
者
如
三
賢

不

ニ

ハ

05

廻
向
心
者
雖
生
滅
度
想

生

ヲ

06

三
種
意
陰

故
願
仏
土
之
時
仏

ノ

07

力
加
護

也
又
涅
槃
経
意
云

少
聖

ス
ル

ハ

ヘ
リ

08

直
入
涅
槃
経
若
干
劫
之
後
身
心

ノ

ニ

テ

ノ

09

生
時
諸
仏
来
説
法

是
成
自

テ

ス
ト

ハ

10

然
生

浄
土

法
花
云
是
人
雖
生

ニ

タ
ル
ニ

ニ

ニ

モ

11

滅
度
之
想

見

自
然
生
浄
土

ト

タ
リ

ニ

ト

ニ

12

浄
影
分
別
愚
法
不
愚
法
声
聞

ハ

ノ

ヲ

13

判

生
□
□
一
云
付
愚
法
声
聞

セ
リ

ヲ

ニ

14〈
七
三
オ
〉

有
観
□
…
□
漢
不
上

栓
□

01
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陰
形
入
無
余
涅
槃

故
也
龍
樹
釈
生

①

ノ

02

浄
土
約

終
心
想
生

也
二
云
付
不

ス
ハ

ニ

ス
ル
ニ

03

愚
法
声
聞
者
云
有
麁
妙

不

ニ

04

愚
法
声
聞
生
妙
浄
土

故
不
生

ハ

05

麁
浄
土

龍
樹
約
妙
土

云
生

此

ハ

ス
ト

06

経
麁
土

故
説
不
生

判

是
皆

ナ
ル
カ

セ
リ

07

不
談
願
力
之
教
所
判
也
今
家

ノ

08

意

三
賢
小
聖
信
仏
力
之
時
可

ニ
テ
ハ

09

云
生

也

ト

10

問
三
賢
小
聖
信
仏
力
者
十
八
十

11

九
中
何
歟
答
多
可
信
十
九
願
也

ハ

ヲ

12

問
今
所
云
報
土
者
常
途
所
談

②

13

之
断
無
明
菩
薩
入
報
土
歟
答
土

ノ

14〈
七
三
ウ
〉

体
彼
此
同
故
難
報
法
高
妙

ハ

シ

01

各
入
門
異
也
故
釈
正
由
詫
仏

ハ

02

願

也
是
即
自
力
他
力
不
同
也
□

ノ

03

於
善
導
寺
学
問
之
一
番
奉

③

ニ

04

問

事
也

05

問
五
乗
斉
入
者
依
何
経
証

歟

06

答
依
大
経

也
問
大
経
何
説
歟

ニ

07

答
摂
取
上
機
之
文
有
二
重

説

08

不
退
大
菩
薩
生

小
聖
無
摂
取

ト

ハ

09

下

見

彼
土
有
声
聞

故
知
自
他

ニ

タ
リ

ト

10

土

生
彼
土

云
事
論
註
可
見
之

ヲ

11

【
同
十
七
日
追
入
】

問
五
乗
斉
入
者
実
証
果
二
乗
不

ニ

12

退
菩
薩
摂
五
乗
中

歟
答
爾
也
観

ヲ

13

経
意
雖
偏
為
凡
夫
説

大
経
□

ノ

14

①
龍
…
「
智
論
」
と
右
傍
註
記

②
土
…
「
土
」
と
右
傍
訂
記

③
問
…
「
文
」
と
右
傍
註
記
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〈
七
四
オ
〉

明
凡
聖
通
入

故
広
云
五
乗
斉

ク

01

入

也

一
義
云
今
所
云
五
乗
者
倶

ト

02

凡
夫
也
此
經
意
不
見
化
大
小
聖

故
也

ノ

03

今
云
前
義
宜
歟
今
広
挙
得
生

ハ

ク

テ

04

者
不
局
凡
夫

歟
上

云
若
論
小

ニ
モ

05

聖
云
亦
無
妨

加
之
安
楽
集

□

ト

ニ
モ

06

凡
聖
通
入

今
釈
此
意
歟

07

若
言
凡
夫
小
聖
聖
等
事

08

問
設
雖
菩
薩

十
信
三
賢
未
得
自
在

モ

ト

09

若
云
生
浄
土

者
尚
難
也
何
不
挙
之

ニ

10

歟
答
今
問
意
小
聖
為
要

但
凡
夫

ヲ

11

小
聖
之
言
総
挙
難
入

者

許
也
不

ノ

ハ

12

挙
十
信
三
賢

事
総
菩
薩
可
入

故

ハ

ハ

13

委
不
分
別
次
位

也

14

〈
七
四
ウ
〉

女
人
及
根
缺
等
事

01

問
次
句
難
端
也
初
句
非
要

何

ノ

ハ

02

引
之

歟
答
有
云
同
文
故
来
也
□

03

又
云
他
女
人
根
缺

会
彼
無
故

二

ノ

ヲ
ハ

シ

ト

04

乗
不
生
之
文

釈
此

二
乗
不
生

ヲ
ハ

コ
ヽ
ノ

05

浄
土

故
○
三
類
不
生
可
判

ニ

ノ

ヲ

ト

06

二
義

為
破

具
引
会
之

也

ヲ

カ

ニ

テ

07

今
彼
国
中
現
有
二
乗
事

08

問
現
有
二
乗
有
何
証
歟
答
大
経

09

□
経
皆
説
彼
土
有
無
数
声
聞

10

指
之

也
現
者
顕
然
也
経
文
顕
然

故

ナ
ル
カ

11

問
経
中
不
説
彼
土
有
支
仏

何
云

12

二
乗

歟
答
声
聞
支
仏
断
惑

13

証
果
同
故
挙
声
聞

支
仏
亦
爾
也

ル

ヲ

14
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〈
七
五
オ
〉

法
花
経
□
説
声
聞
作
仏

釈
□

ク

ヲ

01

乗
成
仏

サ
テ
支
仏
無

釈
身
子

ト

ヲ
ハ

02

迦
□
悉
是
中
乗
根
性ト

03

答
曰
子
但
誦
其
文
等
事

04

問
子
者
誰
人
哉
不
闚
理
加
封

05

拙
之
方
如
何
答
子
者
浄
影
也
彼

06

師
引
女
人
根
缺
不
生
之
文

疑
韋

①

テ

07

提
侍
女
答
云
論
就
彼

為
言

生

テ

08

彼
国
者
浄
報
離
欲

故
無
女
人

ナ
レ
ハ

09

身
報
精
上

故
無
根
缺
云
釈

二

ナ
リ

ト

テ

ニ
ハ

10

乗
種
不
生
之
文

云

穢
土
二
乗
不

ヲ

ヘ
リ

11

生
浄
土

此
釈
云
封
拙
也
上
不
□

ヲ

ト

12

理
者
不
知
論
文
義

難

也
若

ヲ

ス
ル

13

□
知
義
者
不

釈

別
作
釈
故

□
□
□

ニ

14〈
七
五
ウ
〉

□
拙
也
是
即
三
類
不
生
女

ノ

ノ

01

人
根
缺
不
生

約
彼
土

二
乗

ノ

ヲ
ハ

ニ

ノ

02

不
生

約
此
土

此
云
封
拙
也

ヲ
ハ

03

会
二
乗
種
不
生

引
下
品
上
生
文
事

04

問
意
如
何
答
今
家
論
二
乗
種

ハ

ノ

05

不
生
之
文

会
生
彼

已
二
乗
心

ヲ

テ

06

不
生

給
故
引
此
文

也
経
明
観

カ

ニ

07

音
説
大

発
大
心

故
論

判

二
乗

ニ

ヲ

ヲ

ニ
ハ

ス
ル

08

種
不
生
也

得
給

也
経
与
論
表

ト

エ

ヘ
ル

09

裏
□
文
也
是
即
他
人
不
生

ウ
ラ

ノ

ヲ

10

対
二
乗

者
会
不
往
生
対

ニ

ト

テ

11

女
人
根
缺

会
彼

無
女
人
根
缺

コ
ニ

ト

12

①
女
…
「
如
」
を
「
女
」
と
右
傍
訂
記
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也
今
家
意
三
類
不
生
倶
非

ハ

ノ

ニ

13

往
生
之
生

倶
約
得
生
已
後
不

ニ
ハ

ニ

14〈
七
六
オ
〉

上
起
其
心

給
也

01

問
曰
種
之
與
心
等
事

02

問
此
問
意
如
何
答
上
引
発
無
上
道

ニ

03

心
之
文

会

二
乗
種
不
生
之
義

而

タ
リ

①

ヲ

04

経

云
心
論

云

種

誰
知
有
別
意

ニ
ハ

ニ
ハ

ヘ
ル

ト

ト

ノ

ニ
モ

05

難

也

難
云
若
爾
者
種
心
既
□

ス
ル

06

也
何
引
同
哉
可
難

也
如
何
答
問
起

ト

ハ

07

於
非

故
種
心
可
有
別

之
様
問
答

ニ

テ

08

中
種
心
同
答

経
論
可
符
合

思

ニ

ト

ヘ
ハ

09

喰

也
意
発

二
乗
心

成
二
乗

セ
ル

ハ

ツ
レ
ハ

10

種
性

発
菩
提
心

成
菩
薩
種
姓

也

②

11

問
云
取
便

意
如
何
答
言
便
□
事
也

12

意
雖
云
発
菩
提
心

不
云
発
菩
提

ハ

13

□
又
常
云
二
乗
種
姓

故
依
□

ニ

ト

14〈
七
六
ウ
〉

□

云
心

種

也
義
無
別

答
也

ト
モ

ト
モ

ハ

ト

01

亘
女
人
根
缺
二
乗
云
種
不
生

故

ト

02

尤

可
云
種

也
可
云
女
人
□
□

ト
モ

03

根
缺
種
類
二
乗
種
類

故
也

ト

ト

04

又
当
花
開
之
時
等
事

05

問
文
意
如
何
答
昔
為
造
罪
凡
夫

ハ

06

大
小
不
堪
機
也
此
障
合
花

不
例

07

法

七
々
開
花

成
身
□
清
浄
之

ヲ

ニ

08

時
堪
大

堪
小

而
仏
本
意
在
□

ニ
モ

ノ

09

故
観
音
説
大

給

即
発
大
心

是

ヘ
リ

10

①
之
…
「
之
」
の
右
傍
に
「
之
」
と
註
記

②
姓
…
「
性
」
を
「
姓
」
と
上
書
訂
記
し
、
さ
ら
に
「
姓
」
右
傍
註
記
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名
大
乗
心
種
生

也

ス
ト

11

問
此
人
臨
終
聞
大
乗
経
首
題

称

ニ

キ
ヽ

12

仏
名

何
不
成
大
機

歟
何
花
開
已

ヲ

①

13

後
釈
不
而
之
也

歟
答
此
之
本
□

②

ト

14〈
七
七
オ
〉

釈

起
問
也
光
台
云
不
得
忍

者

01

示
観
縁
文
何
難

也

ス
ル

02

答
曰
如
此
等
事

03

問
答
意
如
何
答
示
観
縁
得
忍
之
定

ノ

04

善

故
以
起
此
請

為
説
定
善

当

テ

ニ

テ

05

挙
勧
定
善

利
益

序
也
答
也

ト

06

礼
云
為
欲
発
起
浄
土
観
法

故
示

07

同
凡

此
会
即
得
無
生
忍
者
即
者

08

万
将
也
此
会
聞
観

ス将
証
法
忍

09

非
謂

前
文
説

無
生
忍
是
韋
提

ス

ニ
ハ

ニ

ル
ハ

10

証

異
方
便
事

ス
ト

11

問
異
方
便
者
其
体
何
物
歟
答

12

□
□
十
三
定
善
見

名
異
方
便

タ
リ

ト

ト

13

□
□
三
観
名
異
方
便

意
如
何
答

ヲ

14〈
七
七
ウ
〉

□
者
対
問

也
聖
人
見
聖
境
凡

01

□
見
凡
境
者
同
也
今
依
他
力

02

□
大
見
聖
境

名
異
方
便
也

03

方
便
者
注
云
正
直
曰
方
外

己

曰

ニ
ス
ル
ヲ

04

便

依
正
直
故
生
憐
愍

一
切
衆
生

ス

ス
ル

05

心
依
外
己

故
遠
離
供
養
恭
敬

ヲ

ス

06

自
力
心

意
定
機
修
定
善

可
見

ヲ

ハ

07

浄
土

事
為
機

施
設

云
方
便

也

ヲ

ス
ル
ヲ

08

①
不
…
「
不
」
右
傍
補
記

②
釈
…
「
尚

」
と
右
傍
註
記

ヲ
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問
異
方
便
者
天
台
三
方
便
中

当

ノ

ニ
ハ

09

何

歟
答
可
当
法
用
方
便

歟
秘

カ

10

妙
開
権
也
能
通
三
権
通
一
実

ハ

ハ

11

義
也
善
非
今
意

法
用
者
教
々

12

当
分
答
也

ノ

13

問
異
方
便
者
云
限
十
三
観

者
何
従

14〈
七
八
オ
〉

般
舟
讃
云
定
散
異
方
便

□

01

答
今
異
方
便
定
善
序

故
限
観

①
ノ

ハ

ノ

ナ
ル
カ

02

云
異
方
便

也
但
至
般
舟
讃
者

ト

03

異
方
便
名
可
通
定
散

故
遁

ノ

テ

04

釈
之

也
謂
散
機
至
第
九
門

見
仏

05

□
□
異
方
便

義

也
是
即
玄
義
分

06

□
□
文

般
舟
讃
釈
義
分

也

ハ

07

問
諸
師
何
釈
異
方
便

歟
答
影

08

云
有
異
方
便
令
汝
得
見

明
己
巧

ナ
ク
ハ

カ

09

示

此
即
略
顯
説
之
相

也
敎

觀

ヲ

メ
テ

10

此
方
日
水
等

事

令
知
彼
方

名

ヲ

ヲ

11

異
方
便
令
得
見

矣
已
上

ト

12

台
疏
云
異
方
便
者
即
十
六
観

13

□
□
直
觀
名
方
便
以
佛
力
故
見
彼

14〈
七
八
ウ
〉

□
者
亦
是
方
便
也
已
上

01

□
記
云
應
時
即
見
者
聞
説

妙

キ
ク

ヲ

02

觀
竟

下
文
方
得

佛
借
方
便

ル
ト
ナ
リ

ニ

タ
リ

テ

03

令
修
妙
因

如
敎

勤
行
因
圓

ヲ

04

果
滿
獲
無
生
忍

入
初
住
地

汝
是

ニ

05

凡
夫
下
經
有
二

一
斥

凡
無

力
二

ニ

ハ

フ

コ
ト
ヲ

06

①
「
今

」
…
右
傍
補
記

ノ
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顯
聖
有
縁

已
上

ヲ

07

礼
云
異
方
便
者
十
六
觀
法
奇

08

異
方
便
也
故
起
信
論
云
修
多
羅

ノ

09

説

有
勝
方
便
繫
念
極
樂

令

カ
ク

テ

ヲ

10

生
彼
國

非
直
觀
名
方
便
者
謂

11

彼
依
正
有
二
方
便
能
令
此
土

ニ

シ
ム

12

凡
夫

得
見

一
者
修
觀
正
受

ヲ

コ
ト

①

13

方
便
令
心
眼

見
二
佛
神
力
示
□②

14〈
七
九
オ
〉

仏
法
世
俗
二
種
之
善
根
故
釈
大

ノ

01

小
不
堪
也
但
至
難

者
雖
聞
経
称
名

ナ
ム
ニ

③

02

而
仰
信
而
非
解
信

正
不
可
云
大
機

也

ニ

ニ

03

又
当
花
開
時
等
事

04

問
文
意
如
何
答
此
仮
令
釈
也
釈
小
堪
能

ハ

05

□
□

也
若
説

小

可
発
小
心

釈
也

ト
カ
ハ

06

女
人
及
根
缺
義
也
無
彼
可
知
事

07

或
本
義
者
已
上

08

問
女
人
根
缺
何
中
間
置
之

哉

09

又
十
方
下
尚
二
乗
種
不
生
釈

故

ト

ノ

ナ
ル
カ

10

如
何
答
今
家
意
趣
持
下
三
品

ハ

ノ

11

発
無
上
心
論

釈
二
乗
種
不
□
也

ヲ

ニ
ハ

12

得
意
給

故
自
許
義
已
了
故
次

④

ヘ
ル
カ

ノ

ス

13

□
女
人
根
缺
義

也
又
十
方
下

ヲ

ノ

ハ

14〈
七
九
ウ
〉

□
伏
難

也
伏
難
云
若
浄
土

01

可
不
生
起
二
乗
心
者
中
三
品
人

ノ

02

生
已
証
小
果

是
不
違
論
□
□

テ

ヲ

03

哉
為
通
此
難

約
終
転
向
大
乗

ノ

ニ

04

①
正
受
…
「
聖
衆
」
を
「
正
受
」
と
右
傍
訂
記

②
乱
丁
か
。
八
三
オ
に
続
く

③
経
…
右
傍
補
記

④
意
…
右
傍
補
記
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者
通
不
違

二
乗
種
不
生
之
文

也

ト

05

即
転
向
大
事

06

問
中
三
品
文
説

得
羅
漢

全
不
云
転

ヲ

ニ

ト
モ

07

向
大
乗

如
何
答
彼
土
既
大
乗
正

08

定
国

故
終
転
向

事
勿
論
也

ノ

ナ
ル
カ

ニ

セ
ム

09

大
経
本
願
文
及
願
成
就
文
其

ノ

10

義
分
明
也
依
之

天
親
浄
土
論ニ

11

釈
□
義
門
土

鸞
師
注
釈

判
一
乗

①

ノ

ト

ノ

ニ
ハ

12

一
味
大
也

給

故
天
台
判
於
小

ト

ヘ
リ

13

不
住
必
還
入
大

今
家
□
即

ハ

14〈
八
〇
オ
〉

転
向
大

得
也

ル

01

難
云
大
ア
ミ
タ
経
云
彼
阿
羅
漢

02

般
垢
洹
去
者
無
夫
数
其
住
世

03

者
亦
無
夫
数
已
上

既
云
入
涅
槃

何
為
転

②

04

向
大
乗

歟
答
彼
経
説
入
涅
槃

者

ニ

05

入
大
般
涅
槃

有ラ
ム

06

問
天
台
意
爾
前
不
明
二
乗
作
仏

③

ハ

ニ

07

何
釈
必
還
入
大

歟
答
□
仏
意

08

作
此
釈
歟
又
至
大
阿
弥
陀
経
者

④
ミ

09

対
此
土
小
機

歟

ノ

10

前
解
就
不
定
之
始
等
事

11

問
文
意
如
何
答
上
約
下
三
品
判

ニ

12

二
乗
種
不
生
之
義

云
前
解
□

不

⑤

13

□
之
始
者
大
小
不
定

中
就
先
聞

ナ
ル

ニ

テ

14〈
八
〇
ウ
〉

①
□
…
「
大
」
を
「
□
」
と
右
傍
訂
記

②
為
…
右
傍
補
記

③
問
天
台
意

爾
前

…
「
問
天
台
意

爾
前

」
と
上
書
訂
記

ハ

ニ

ハ

ニ

④
弥
…
「
難
」
を
「
弥
」
と
上
書
訂
記

⑤
□
…
右
傍
補
記

ミ
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□
発
大
心

之
義

名
二
乗
種
不
生

也

01

□
□
指
文
上
下
也
対
次
下
説
中
□

ノ

ニ

02

□
生
小
心

云
始

也
其
始
文
者
解
□

ト

03

先
為
説
大
等
文
也
次
約
中
三
品

通

04

伏
難

云
後
解

也
小
果
之
終
者
転

ト

05

向
大
乗
也
小
果
始
転
向
終
也
□

ハ

ハ

06

約
得
益

云
終

也
意
発
大
心

□

ニ

ハ

07

云
二
乗
種
不
生
転
向
大
乗

□

ト

ス
レ
ハ

08

二
乗
種
不
生

結
也

09

問
何
故
観
経
中
三
品
第
一
門
中
□

ノ

ニ

10

明
転
向
之
旨

歟
答
観
経
且

ハ

11

於
遇
大
遇
小
遇
悪
之
三
類
中ニ

12

為
分
別
九
品

中
品
遇
小
人
不
明

ヲ

ノ
①
ヲ

13

転
向
大
乗
也ト

ハ

14

〈
八
一
オ
〉

問
彼
□
□
大
義
□
土
而
一
□
…
□

01

国
也
設
生
暫
時

何
証
二
乗
果
歟

モ

02

答
彼
大
乗
界
故
生
了
不
可
有

ノ

カ

ハ

03

□
断
之
想

但
至
経
者
依
宿
習

04

□
息
小
果

也
如
無
量
義
経
三
法

ニ

05

四
果
之
益

是
即
漸
悟
菩
薩
也

ノ

06

【
同
十
七
日
】

問
当
門
有
幾
文
段
歟
答
有
二
一
標

07

第
等
十
一
字
是
也
二
釈
□
問
曰
□

ノ

08

是
也
於
中
有
二
一
立
報
土
義

二

ノ

09

会
二
乗
種
不
生

立
報
土

之
中
有

ヲ

ニ

10

三
一
正
問
答
報
化
義

第
一
問
答
□

ノ

11

二
因
明
報
応
同
体
義

然
等

ニ

ス

12

□
現
是
報
也

是
也
三
明
報
身

13

①
人

…
右
傍
補
記

ヲ
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□
不
入
滅
義

問
曰
下
諸
有
智

14〈
八
一
ウ
〉

□
応
知
是
也
二
会
二
乗
種
不
生

中

01

□
二
一
問
答
凡
入
報
土
之
義

二
正

02

問
答
二
乗

種
不
生
義

配
文

可
見

シ
ヨ
ウ

03

得
益
分

04

韋
提
聞
仏
正
説
得
益
事

05

問
韋
提
得
忍
見
住
立
三
尊

之
□

ハ

ノ

ヲ

06

也
何
云
聞
益

歟
答
聞
見
和
合
□
也

07

故
釈
無
其
失

何
説
当
門
本

ノ

08

意
経
二
処
見
得
忍

之
様

故
□

ニ

カ

ヲ

09

□
此
義

立
第
七
門

也
今
聞
仏

ヲ

ヲ

10

正
説
標
句
顕
光
台
非
得
処

ノ

ハ

11

也
又
分
旨
者
得
処
分
斉
也
非
次

12

位
分
斉

也

ノ

13

問
云

得
処
者
如
文
顕
問
出
文

可

ヘ
リ

14〈
八
二
オ
〉

顕
上
処

何
同
処
与
出
文

並
同

01

歟
答
得
所
之
文
一
往
在
二
処
故
先

02

問
得
所

而
有
二
文
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